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要  旨 

 

 高速実験炉「常陽」では、定期的な評価（高経年化に関する評価）として、「経年変

化に関する技術的評価」及び「長期保全計画の策定」について、平成 17年 4月までに

実施した。 

 

（1）経年変化に関する技術的評価 

 「常陽」における経年変化事象として、①放射線劣化、②腐食、③磨耗、侵食、

④熱時効、⑤クリープ、疲労、⑥応力腐食割れ、⑦絶縁劣化、⑧一般劣化を抽出し、 

当該項目に係る技術的評価を実施した。その結果、定期的な監視もしくは更新を実

施することで、安全機能上問題となるような経年変化がないことを確認した。 

 

（2）長期保全計画の策定 

 経年変化に関する技術的評価の結果に基づき、平成 17年度～平成 26年度までの

長期保全計画を策定した。 

 

 今後、高速実験炉「常陽」の設置者長期自主検査計画書における施設定期検査計画に

加え、長期保全計画に基づく点検・更新等を実施していくことで、機器・構築物の健全

性を確保し、その機能喪失を未然に防止することができると評価した。 
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Abstract 
 

Periodic safety review (Review of the aging management) which consisted of “Technical 
review on aging for the safety related structures, systems and components” and “Establishment a 
long term maintenance program” was carried out up to April 2005. 

 
1. Technical review on aging for the safety related structures, systems and components 

  It was technically confirmed to prevent the loss of function of the safety related structures, 
systems and components due to aging phenomena, which (1) irradiation damage, (2) corrosion, 
(3) abrasion and erosion, (4) thermal aging, (5) creep and fatigue, (6) Stress Corrosion 
Cracking, (7) insulation deterioration and (8) general deterioration, under the periodic 
monitoring or renewal of them  
 

 
2. Establishment of long term maintenance program 

  The long term maintenance program during JFY2005 to 2014 were established based on the 
technical review on aging for the safety related structures, systems and components.  
 

It was evaluated that the inspection and renewal based on the long term maintenance 
program, in addition to the spontaneous inspection of the long term voluntary long-term 
inspection plan, could prevent the loss of function of the safety related structures, systems and 
components. 
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1. 緒 言 

 原子炉等規制法第 35条（保安及び特定核燃料物質の防護のために講ずべき措置）

第 1項の規定を受けて、試験炉規則第 14条の 2（原子炉施設に係る定期的な評価

（以下、定期的な評価））の第 2項に高経年化に関する評価を行うことが示されて

いる。これらを受けて規定した原子炉施設保安規定第 43条の 2（定期的な評価の

実施に係る措置）に基づき、「高経年化に関する評価」を実施した。「高経年化に関

する評価」には、①経年変化に関する技術的評価、②長期保全計画の策定がある。 

 「経年変化に関する技術的評価」では、ナトリウム冷却型高速炉である「常陽」

の特徴を踏まえつつ、原子炉施設の経年変化事象に対して、保守点検等の実績を調

査し、これらの活動が適切かつ有効なものであったかどうかを評価した。なお、経

年変化に関する実績調査の対象期間は、昭和 50年 4月 24日（保安規定認可日）か

ら平成 15年 3月 31日としたが、一部測定データには、美浜 3号機 2次系配管破

損事故を受けて平成 16年 8月以降に採取したデータも含まれている。また、「常陽」

を構成する機器・構築物のうち、安全機能を有するものから、経年変化に関する技

術的評価の対象とする機器・構築物を選定し、現状の保全活動が、経年変化事象の

顕在化による機器・構築物の機能喪失を未然に防止できるかどうかを評価した。 

 「長期保全計画の策定」では、上記「経年変化に関する技術的評価」において、

抽出した経年変化事象に対して、機器の劣化調査、更新等が必要なものを対象に平

成 17年度から平成 26年度までの 10ヵ年の長期保全計画を策定した。なお、一部

の機器においては、既に平成 16年度に対策を実施しているものもあるが、計画の

中に実施済も含めた。 
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2. 高経年化評価に関する基本的考え方及び経年変化事象、対象機器の選定 

高速実験炉「常陽」は、日本で初めてのナトリウム冷却型高速炉であり、建設当

初においては、特に冷却材であるナトリウムとの共存性、ナトリウム接液面におけ

る材料の質量移行、脱炭などナトリウム環境による材料強度への影響が懸念され、

これらを考慮した構造設計指針を定めて設計が行われたとともに、これと並行して

ナトリウム浸漬に関する R&Dが継続的に行われた。「常陽」建設後の R&D成果等

からは、材料の質量移行については「常陽」設計を十分下回り、脱炭についてもナ

トリウム浸漬による影響は小さいことが明らかとなっている。ナトリウム系の特徴

としては、内圧が低く 1次応力が小さいこと、主たる荷重が高温下における繰り返

し熱応力であることがあげられる。よって、「常陽」では、１次応力に対して十分

な余裕を持って制限値を満足させることができている。一方、「常陽」のようなナ

トリウム冷却型高速炉で支配的となる繰り返し熱応力のような２次応力に対して

は、加えられた変位に応じて柔軟に変形する延性材料が有利であることから、耐食

性、高温強度に優れ、かつ、延性が高い材料を採用している。 

経年変化に関する評価では、平成 16年 3月 12日付で文部科学省 科学技術・学

術政策局 原子力安全課 原子炉規制室より出されている事務連絡「原子炉施設の定

期的な評価の実施について」の実施細目を受けて、評価に関する基本的考え方を整

理し、これに基づき「常陽」において考えられる経年変化事象を抽出し、これらに

対して代表となるべき評価対象機器等を選定した。選定した対象機器に対しては、

経年変化に対する実績調査を行い、その実績調査結果から今後の経年変化傾向を分

析・評価し、今後の保全活動として行うべき調査、測定、評価項目等を抽出して今

後の保全活動に反映するとともに、今後の機器等の更新計画など「常陽」における

長期保全計画の策定に必要な技術的評価を行った。 
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2.1 高経年化評価に関する基本的考え方 

平成 16年 3月 12日付で文部科学省 科学技術・学術政策局 原子力安全課 原

子炉規制室より出されている事務連絡「原子炉施設の定期的な評価の実施につい

て」の実施細目は、原子炉施設の定期的な評価の実施にあたり提示されたもので

あり、これを参考に事業者が実施計画を策定するとともに、実施項目を検討し、

実施内容を立案するように示されている。よって、高速実験炉「常陽」では、こ

れら実施細目を参考に、高経年化評価にあたっての基本的考え方を整理し、これ

に基づき評価するものとした。なお、文部科学省から示された定格出力 500kW

以上の原子炉についての実施細目は、以下のとおりである。 

• 保守点検の実績評価 

原子炉施設の経年変化事象に対して、従来の保守点検の内容や補修・交換に

ついての実績調査を行うとともに、これまでの経年変化事象を評価分析し、現

状の保全内容が適切なものか、その妥当性を評価する。なお、経年変化事象の

例としては、次のものが挙げられる。 

• 中性子照射脆化 

• 熱時効 

• 疲労 

• 応力腐食割れ 

• 腐食 

• 磨耗 

• 絶縁劣化（電気的） 

• コンクリート（強度低下、遮へい能力低下） 

• 設備機器の経年変化に関する評価 

安全機能を要求される機器・設備について経年変化に関する評価を行う。 

 

高速実験炉「常陽」における高経年化評価にあたっては、文部科学省の実施細

目を参考として、ナトリウム冷却型高速炉である「常陽」の特徴を踏まえつつ、

以下のような基本的考え方に基づき実施した。 
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(1) 経年変化事象の抽出、評価対象機器の選定 

経年変化事象の抽出、評価対象機器の選定にあたっては、「常陽」の建設当

時において考慮していた経年変化事象、建設・運転後の「常陽」を含む原子

炉施設における運転経験や研究等によって得られた知見をもとに、以下に示

す観点を考慮して行う。 

資料 2.1－1に高速実験炉「常陽」における主要な設備、機器リストを示す。 

① 放射線劣化 

「常陽」の原子炉冷却材バウンダリについては、オーステナイト系ステ

ンレス鋼を使用しており、この材料の「常陽」設計寿命期間中に受ける中

性子照射量では、照射脆化の問題がないことから、中性子照射脆化に限定

せず、広く放射線劣化という観点で経年変化事象を抽出し考慮するととも

に、評価対象機器を選定する。 

② 腐食 

「常陽」は、日本で初めてのナトリウム冷却型高速炉ということで、建

設前より冷却材バウンダリのナトリウム環境による影響を経年変化事象と

して考慮しており、かつ、冷却材バウンダリ内にはその経年変化傾向を把

握するため、サーベイランス試験片を装荷している。また、「常陽」の場合

は、原子炉で発生した熱を２次冷却系に伝達した後、主冷却器で主送風機

から強制的に送り込まれた空気と熱交換して大気に放散している。よって、

海水を用いた冷却を行っていないことから、海水による腐食を考慮する必

要はない。しかし、大気を直接取込んで冷却に用いる機器や、ろ過水を用

いて各機器に冷却水を送り込む補機冷却系統設備を有していることから、

これらの観点からの腐食を考慮するとともに、評価対象機器を選定する。 

③ 磨耗、侵食 

磨耗が生じる軸受等の摺動部を有している動的機器は、分解点検によっ

て部品交換が可能な機器であることから、米国で行われている寿命延長評

価においては、対象機器から除外されている。しかし、日本における高経

年化評価においては、特に除外規定はなく、動的機器も評価対象機器に含
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められていることから、これらを考慮して評価対象機器を選定する。 

侵食（エロージョン／コロージョン）は、平成 16年 8月 9日に発生した

関西電力（株）美浜 3号機２次系配管破断事故を受けて、平成 16年 8月

12日に文部科学省からの事務連絡、平成 16年 8月 24日に茨城県からの要

請を受けて「２次系配管の構造健全性の確保について」調査し、報告して

いる。文部科学省より、この内容を「定期的な評価」の中に盛り込むよう

に指示を受けたことから、本評価の中で侵食として考慮する。 

④ 熱時効 

熱時効は、材料を高温で使用した場合に、その使用時間に応じて機械的

特性が変化する事象であることから、軽水炉より高温で運転される「常陽」

においては考慮する。 

⑤ クリープ、疲労 

クリープは、応力下で材料が高温で使用されると、物体の塑性変形が時

間とともに次第に増加し、それが進行すると破断に至るものであり、軽水

炉のように使用温度が低い場合は問題とならないが、「常陽」のように高温

で使用する場合は考慮する必要があり、疲労とあわせて考慮する。なお、

クリープと疲労が重畳するクリープ疲労については、クリープ、疲労及び

その他の機械的強度特性データから間接的に評価する。 

⑥ 応力腐食割れ 

応力腐食割れは、材質要因、応力要因、環境要因の 3要因が重複して生

じるものであり、特にオーステナイト系ステンレス鋼で多く見られる現象

であることから、その使用環境を考慮して評価対象機器を選定する。 

⑦ 絶縁劣化 

絶縁劣化は、電気機器の経年変化事象を代表する事象であることから考

慮するとともに、評価対象機器は、電気設備の動的機器である電動機、発

電機、遮断器、静的機器であるケーブル、変圧器等において代表となるべ

き機器を選定する。 

⑧ 一般劣化 
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一般劣化は、上記①～⑦に示した経年変化事象に該当しない事象につい

て抽出するものとし、コンクリートの強度低下については、一般劣化の中

の一つの事象として抽出する。なお、コンクリートの遮へい能力の低下に

ついては、MK－Ⅲ冷却系改造後における使用前検査（原子炉定格出力運転

中における線量率測定試験）において、原子炉建物内管理区域、原子炉附

属建物内管理区域、管理区域境界のいずれの測定ポイントの線量率とも、

基準線量率以下で遮へい能力が十分であることを確認していることから、

評価対象から除外する。 

(2) 保守点検の実績調査 

保守点検の実績調査は、抽出した経年変化事象、選定した評価対象機器に

対して、これまでの点検結果、改造・取替工事等で見られた経年変化に対す

る観察結果、測定データ、補修・交換について行う。 

(3) 設備機器の経年変化に関する評価 

保守点検の実績調査結果をもとに、これまでの経年変化事象を評価分析し、

現状の保全活動が適切なものか、その妥当性を評価する。 

軽水炉における高経年化に関する評価では、寿命延長を考慮して 60年の運

転を想定している。高速実験炉「常陽」は、平成 17年 4月をもって施設運転

開始後 30年を経過するが、その原子炉運転時間は、設計寿命の 131,500時間

に対して、実際の原子炉運転時間は、平成 15年 3月までで約 61,000時間で

ある。本評価では、設計寿命に対して、経年変化事象を評価分析し、設計の

妥当性を評価するとともに、現状の保全活動が適切なものかを評価する。な

お、経年変化傾向を把握する上で数値的データを採取している機器・配管等

については、以下に示す申請書、規格、基準等に示された許容値、基準値、

目安値等と比較・検討し、安全機能を要求される機器・設備についてその妥

当性を評価する。 

① 設計及び工事の認可申請（以下、設工認という） 

② 日本工業規格（JIS） 

③ 「常陽」ナトリウム機器の構造設計指針（以下、JOYO指針という） 
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④ 高速原型炉高温構造設計方針（以下、BDSという） 

⑤ 発電用原子力設備に関する構造等の技術基準（以下、告示 501号という） 

⑥ 電気設備技術基準 

⑦ 「低圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書（日本電機工業会） 

⑧ 「汎用高圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書（日本電機工業会） 

⑨ ベント形据置鉛蓄電池の保守・取扱いに関する技術指針（電池工業会） 

⑩ 同期機の保守・点検指針（日本電機工業会） 
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2.2 経年変化事象の抽出 

経年変化事象の抽出にあたっては、高速実験炉「常陽」の建設当時において考

慮していた経年変化事象、建設・運転後の「常陽」を含む原子炉施設における運

転経験や研究等によって得られた知見をもとに、経年変化事象の抽出を行った。 

この結果、以下の経年変化事象について、3.の経年変化に関する実績調査で調

査し、4.の経年変化に関する技術的評価で評価を実施した。 

 

2.2.1 放射線劣化 1) 

放射線劣化は、中性子、ガンマ線、アルファ線などの放射線照射により、結

晶の中の原子が移動したり、核反応により他の核種に核変換したり、水素やヘ

リウムが発生したりするため、材料や素子などが本来持っている性能、性質を

徐々に喪失させてしまう。例えば、①ステンレス鋼などの構造材の延性が低下

する。②アルミナなどの絶縁材の電気抵抗が小さくなる（絶縁劣化）。③光フ

ァイバーの光の透過率が下がる（透過率の劣化）。④永久磁石の磁力強度が下

がる（磁力の低下）。⑤紫外線により色があせたり、ビニールも脆くなる（延

性の低下）。 

このうち、「常陽」で最も考慮しなければならないのは、中性子照射による

構造材料の強度低下であり、次にガンマ線照射による有機系材料の劣化による

はく離、ボイド生成、機械的強度の低下などによる絶縁劣化である。 

「常陽」において中性子照射効果が問題となるのは、原子炉格納容器内床下

の遮へいコンクリートで覆われた内部に設置された機器、配管である。この領

域に該当する機器は、１次冷却材バウンダリを構成する原子炉容器、1 次冷却

系配管の一部、炉内構造物であり、これらに用いられている材料は、いずれも

オーステナイト系ステンレス鋼である。 

オーステナイト系ステンレス鋼に対する中性子照射効果のメカニズムは、主

として①高速中性子照射による原子のはじき出しにより金属中に点欠陥、線欠

陥あるいは面欠陥などの格子欠陥が生成されることによる損傷、②中性子照射

による He 生成等の核変換による損傷であり、このうち支配的なのは、①の原
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子のはじき出しによるとされており、機械的強度特性は一般的に以下のような

特性になることが言われている。 

• 降伏応力は、照射量に伴い増大する。 

• 引張強さは、大差ないか又は若干増大する。 

• 破断延性、一様伸び、破断絞りは、照射量に伴い減少する。 

• クリープ破断強度は、照射量に伴い減少する。 

• クリープひずみ速度は、一般に変化は小さいが増加する。 

• 疲労強度は、大差を生じない。 

「常陽」においてガンマ線照射が問題となるのは、原子炉格納容器内床下に

設置された有機系材料であり、これに該当するものとして、床下に設置された

電源、計装などのケーブルの絶縁材、電磁ポンプ用巻線の絶縁材がある。 

 

2.2.2 腐食 

(1) ナトリウム環境による腐食 

ナトリウム環境による腐食に対しては、以下のとおりである。 

一般に液体金属中に固体材料を浸すと表面エネルギーが低下して成分元素

が溶出し易くなる。また、元素の液体金属における溶解度は温度上昇に伴い

大きくなることから、材料と液体金属との共存性を評価する上では対象元素

の溶解度と温度が重要となる。ナトリウムのようなアルカリ系液体金属では、

微量元素、特に酸素濃度が管理された環境は常に還元雰囲気となるため、水

環境で見られる材料の直接的な酸化(腐食)は発生しない。しかし、酸素の存在

により、主要な合金元素、鉄、ニッケルやクロムはナトリウムと複合酸化物

を形成するため、酸素濃度の上昇とともに見掛けの溶解度は増加する。以上

のように、ナトリウム環境では、水環境のような材料の酸化物形成、成長と

剥離の繰り返しによる減肉の進行は発生し難く、系内の温度分布による質量

移行と溶存酸素による挙動の加速が主要な腐食進行因子となる。 

以上より、「常陽」におけるナトリウム環境による腐食は、ナトリウムに接

する部材に対して、使用期間、温度、酸素濃度をパラメータとした腐食評価
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式を与え、質量移行現象に起因する材料表面の変質層を強度支持能力が失わ

れた部分として取り扱う、腐れ代の考え方を導入している。 

(2) 冷却水、大気中における腐食 2) 

「常陽」特有のナトリウム環境における腐食を除けば、一般的に腐食は乾

電池中で行われている作用と同様の過程によっている。これに、酸素、塩素

イオン、流れ、温度等の環境状態が影響して、全面腐食や局部腐食の腐食速

度が異なってくる。 

「常陽」において問題となるのは、内部流体として水が流れる機器・配管

及び大気中に暴露された機器・配管が内部流体である水への酸素の溶解、大

気中の湿気、水、塩素イオンが介在して、金属のプラスイオンと水や大気環

境下で発生するマイナスイオンとの電位差による電池作用で、腐食反応を起

こし侵食されることである。 

 

2.2.3 磨耗、侵食 

磨耗は、回転機器等の軸受部分などのように金属接触している部分における

摺動磨耗である。 

侵食は、流体の流れの中におけるキャビテーションによって生じた気泡が流

体圧の上昇によって消滅する際に生ずる部分的な衝撃圧によって生ずるエロー

ジョンである。また、機械的作用による侵食と化学的作用による腐食との相互

作用によって生じるエロージョン／コロージョンである。機械的作用とは、材

料の保護膜となる酸化被膜を流体の流れの乱れによるせん断力で破壊又は酸化

被膜形成を妨げる作用であり、化学的作用による腐食とは、2.2.2の腐食で示す

作用である。 

流動ナトリウムにおけるエロージョン／コロージョンは、流速、溶存酸素、

溶存水素(pH)、純度、温度及び材質等が影響する。これらは相互に複雑に影響

しあっているが、最終的には材料の保護膜となる酸化皮膜(Fe3O4)の形成と安定

化、あるいは剥離挙動への関与に帰着する。典型的な侵食発生が報告された米

国サリー原子力発電所 2号炉給水配管破断の場合、水質(溶存酸素、水素及び温
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度)の劣化が安定な酸化皮膜形成を阻害し、流路の不適切による流れの乱れ及び

局部蒸気相(高温高速２相流)発生が密着性を損なった酸化皮膜を剥離させ、侵

食を促したと報告されている。侵食は、耐食性(耐酸化性)に劣る炭素鋼に多く

発生することが明らかにされており、合金元素（クロム）の添加により耐食性

が著しく改善されることも分かってきている。ナトリウム冷却型高速炉の場合、

溶存酸素は他の不純物元素とともに厳密に管理されており、環境は常に還元雰

囲気にあることから、材料表面に酸化皮膜は形成されない。そのため、表面保

護層の形成は期待できない半面、酸化皮膜の剥離による減肉も生じない環境に

ある。 

 

2.2.4 熱時効 

熱時効とは、材料を高温で使用するとその使用時間に応じて引張強さ、延性

等の機械的強度特性が変化することである。 

高速実験炉「常陽」において熱時効の影響を考慮しなければならないのは、

低合金鋼であるクロムモリブデン鋼（21/4Cr－1Mo鋼）を用いている 2次系の

機器・配管材である。これまでの R&D成果等では、21/4Cr－1Mo鋼の場合は、

400℃以上の高温ナトリウム環境で長時間使用することにより、熱時効の影響

が現れはじめると言われている。 

 

2.2.5 クリープ、疲労 

高速実験炉「常陽」においてクリープ、疲労が問題となる温度領域で使用さ

れている材料は、１次冷却材バウンダリを構成しているオーステナイト系ステ

ンレス鋼、２次冷却材バウンダリを構成している 21/4Cr－1Mo鋼である。 

クリープは、応力下で材料が高温で使用されると、物体の塑性変形が時間と

ともに次第に増加し、進行が進むと破断に至るものである。これは、結晶粒界

における粘性流れや結晶内の滑りが原因であると考えられている。また、原子

炉施設において中性子照射を受ける環境では、①高速中性子照射による原子の

はじき出しにより金属中に点欠陥、線欠陥あるいは面欠陥などの格子欠陥が生
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成されることによる損傷、②中性子照射によるヘリウム（He）生成等の核変換

による損傷などがこれらに重畳し、クリープ強度の低下を招く。クリープには、

時間の順に第 1 期（ひずみ速度が漸減する時期）、第 2 期（ひずみ速度が一定

の段階）及び第 3期（ひずみ速度が増大しついに破断に至る段階）の 3期に分

けられ、高温におけるクリープ速度とクリープ破断強度が重要となる。 

疲労は、構造材料に繰り返し荷重（繰り返し応力）又は変動荷重（変動応力）

が加わると、その応力振幅と破損に至る繰り返し回数との間にある関係が、あ

る限度を超えると構造材料が破損に至るものであり、応力が材料の降伏応力（弾

性限度）以下においても繰り返し荷重によって破損する。疲労破損現象は繰り

返し荷重によって、微少な亀裂が発生し、この亀裂が成長して起こると考えら

れており、応力振幅が大きいと破損に至る繰り返し数は減少し、応力振幅が小

さいと破損に至る繰り返し数は増加する。 

 

2.2.6 応力腐食割れ 2),3) 

応力腐食割れは、材料に腐食環境下で引張応力が働いている場合、その腐食

環境にない場合より低い応力で材料にき裂が発生し、その亀裂が時間とともに

進展するという現象である。オーステナイト系ステンレス鋼は、表面が薄い酸

化被膜で覆われていて、この被膜が保護膜となって腐食の進行を防止している

が、ある応力と腐食環境の相互作用よって亀裂が生じることがある。これは、

材質的要因（材質の鋭敏化：溶接の熱影響によって 600～700℃程度に加熱さ

れると材料中のクロムと炭素が結合し、結晶粒界にクロム欠乏層を生じ耐食性

が劣化する現象）、応力要因（溶接、材料の冷間加工、機械切削による残留応

力の存在）、環境要因（溶存酸素、塩素の存在、温度等）の 3 要因が重複して

生じるものである。 

 

2.2.7 絶縁劣化 

絶縁劣化は、ケーブル、変圧器、遮断器、回転機等の絶縁体に使用されてい

る有機材料が運転中の発熱、放射線、電界、クラック・剥離、トラッキングに
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より経年劣化して、絶縁体の電気抵抗が低下し、絶縁機能が低下する現象であ

る。熱による劣化は、温度、酸素、水分などが影響し、電界による劣化は、異

常電圧、ボイド、クラックなどによる部分放電が影響し、クラック・剥離は、

熱衝撃、ヒートサイクル、振動などが影響し、トラッキングは、水分、塩分、

塵埃による汚損、電界が影響するものである。 

 

2.2.8 一般劣化 

一般劣化は、バルブのシートリーク、オイルの劣化、プラスチックの劣化、

シール材である Oリング、グランドパッキン、ガスケットなどの劣化、計装品

の部品劣化などがある。一般劣化の対象は、設備・機器の主要部分ではなく、

間接的に構成する機器であるが、劣化して破損等が生じると設備運転上問題と

なるような部分である。これらの部品は、長期間使用したことによる温度等に

よる有機材等の劣化による延性の低下が生じることによって、部品の破損、ひ

び割れなどが生じて使用不可能となるケースが考えられる。 
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2.3 評価対象機器の選定 

評価対象機器は、抽出した経年変化事象を評価する上でその事象を代表できる

機器を高速実験炉「常陽」における構築物、系統及び機器の安全機能上の重要度

分類、重要度分類上に該当しない機器でも運転継続上重要な機器の中から選定し

た。 

選定した評価対象機器の主な理由は、以下のとおりである。 

表 2.3－1に構築物、系統及び機器の安全機能上の重要度分類を示す。表 2.3－

2に高経年変化に関する評価対象機器の選定結果を示す。 

 

2.3.1 放射線劣化 

(1) 構造材 

構造材で問題となるのは、高速中性子照射による原子のはじき出しにより

金属中に点欠陥、線欠陥あるいは面欠陥などの格子欠陥が生成されることに

よる損傷、中性子照射による He生成等の核変換による損傷である。 

「常陽」において、これらの影響が最も顕著になるのは、原子炉格納容器

内床下の遮へいコンクリートで覆われた内部に設置された機器、配管である。

この領域に該当する機器は、１次冷却材バウンダリを構成する原子炉容器、1

次冷却系配管の一部、炉内構造物及び安全容器である。 

これらは、「常陽」建設段階において、中性子照射による影響を確認するた

め、各構造材の中性子照射量が加速照射となる位置にサーベイランス試験片

が装荷されていることから評価対象機器として選定し、高経年化評価のため

にサーベイランス試験結果を用いる。 

図 2.3.1－1に原子炉容器の構造を示す。図 2.3.1－2に炉心構造物の構造を

示す。図 2.3.1－3に安全容器の構造を示す。 

(2) 絶縁材 

構造材以外で問題となるのは、原子炉格納容器内床下に敷設、設置された

ガンマ線照射を受けて脆くなる電源、計装などのケーブルの絶縁材、電磁ポ

ンプ固定子巻線の絶縁材料に用いられている有機系の絶縁材料等であるため、
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これらを評価対象機器として選定した。 

(3) 検出器等 

検出器等で問題となるのは、核計装設備のうち起動系及び中間系に用いら

れている核分裂計数管の電離箱の一方の電極に塗った UO2 の消耗、FFD－

DN 法設備のうち BF3検出器の BF3ガスの解離によるフッ素ガスの蓄積によ

る劣化であるため、核分裂計数管、BF3 検出器を評価対象機器として選定し

た。 

図2.3.1－4に核計装設備核分裂計数管及び燃料破損検出設備BF3検出器の

構造を示す。 

 

2.3.2 腐食 

(1) ナトリウム環境 

ナトリウム環境における腐食が問題となるのは、ナトリウム冷却材バウン

ダリである原子炉容器、炉内構造物、１次冷却系機器及び配管、２次冷却系

機器及び配管である。 

これらの機器、配管は、「常陽」建設段階において、ナトリウム環境による

影響を確認するため、サーベイランス試験片が装荷されていることから評価

対象機器として選定し、高経年化評価のためにサーベイランス試験結果を用

いる。 

(2) 冷却水環境 

冷却水環境における腐食が問題となるのは、補機冷却系統設備の補機系、

空調系、ディーゼル系の冷却水を用いて冷却や熱交換を行っている機器であ

る。該当する機器としては、補機冷却系統設備の機器及び配管、非常用ディ

ーゼル発電機の機関、冷却水槽及び補機類、格納容器雰囲気調整系冷却器、

１次コールドトラップ窒素ガス冷却器等であるため、これらを評価対象機器

とした。 

図 2.3.2－1及び図 2.3.2－2に補機冷却系統設備の空調系、補機系、ディー

ゼル系の構成を示す。図 2.3.2－3から図 2.3.2－5に補機冷却系統設備の補機
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系揚水ポンプ、空調系循環ポンプ、ディーゼル系揚水ポンプの構造を示す。

図 2.3.2－6から図 2.3.2－8に補機冷却系統設備の補機系冷却塔、空調系冷却

塔、ディーゼル系冷却塔の構造を示す。図 2.3.2－9に格納容器雰囲気調整系

窒素雰囲気再循環空調器ケーシングの構造を示す。図 2.3.2－10 に格納容器

雰囲気調整系窒素再循環空調器冷却器の構造を示す。図 2.3.2－11に格納容器

雰囲気調整系回転プラグ補助冷却器の構造を示す。図 2.3.2－12 に格納容器

雰囲気調整系１次主循環ポンプ上蓋室空調器の構造を示す。 

(3) 大気環境 

大気環境における腐食が問題となるのは、原子炉運転中に直接外気を取り

入れ熱交換している主冷却器伝熱管部、屋外に設置されている原子炉格納容

器ドーム部、補機冷却系統設備の冷却塔、屋外配管及び弁等であるため、評

価対象機器として選定した。 

図 2.3.2－13に主冷却機（主冷却器及び主送風機）の構造を示す。 

 

2.3.3 磨耗、侵食 

(1) エロージョン／コロージョン 

エロージョン／コロージョンについては、平成 16年 8月に発生した関西電

力美浜 3 号機２次系配管破損事故を受けて、クロムモリブデン鋼（21/4Cr－

1Mo鋼）である 2次系配管について評価を行ったため、その評価結果を記述

した。また、その後の水平展開として、「常陽」ボイラ設備の蒸気配管につい

て、肉厚測定を実施したため、その測定結果についても記述した。 

(2) 構成部品の磨耗 

構成部品の磨耗で問題となるのは、回転機器の軸受など摺動部分の磨耗で

ある。主要な回転機器として、１次主循環ポンプ、２次主循環ポンプ、主送

風機、格納容器雰囲気調整系各回転機器、燃料破損検出設備FFD-CG法コン

プレッサ、Ar廃ガス圧縮機、非常用ディーゼル機関、補機冷却系統設備ポン

プ等があるため、これらを評価対象機器として選定した。 

図2.3.3－1に１次主循環ポンプの構造を示す。図2.3.3－2に２次主循環ポン
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プの構造を示す。図2.3.3－3に格納容器雰囲気調整系フレオン冷凍機圧縮機の

構造を示す。図2.3.3－4に燃料破損検出設備FFD-CG法コンプレッサの構造を

示す。図2.3.3－5に廃気処理設備Ar廃ガス圧縮機の構造を示す。図2.3.3－6

に非常用電源設備非常用ディーゼル機関の構造を示す。 

 

2.3.4 熱時効 

熱時効が問題となるのは、低合金鋼である 21/4Cr－1Mo鋼を主要材料として

用いている 2 次冷却系の機器・配管材である。これまでの R&D 成果等では、

21/4Cr－1Mo鋼の場合は、400℃以上の高温ナトリウム環境で長時間使用するこ

とにより、熱時効の影響が現れはじめると言われていることから、ホットレグ

配管を評価対象機器として選定した。 

 

2.3.5 クリープ、疲労 

クリープ、疲労が問題となるのは、１次冷却材バウンダリを構成しているオ

ーステナイト系ステンレス鋼、２次冷却材バウンダリを構成している 21/4Cr－

1Mo鋼であるため、これらの材料を用いている 1次冷却系及び 2次冷却系の機

器を評価対象機器として選定した。 

 

2.3.6 応力腐食割れ 

応力腐食割れが問題となる可能性があるのは、オーステナイト系ステンレス

鋼製で、環境要因として溶存酸素、塩素が存在する場合である。これらの条件

は、機器・配管の内面だけではなく、塩素が存在する外気環境によっても生じ

る可能性がある。これらに該当する設備機器としては、オーステナイト系ステ

ンレス鋼製で構造材料がむき出しになっている廃液タンク関係があるため、こ

れらを評価対象機器として選定した。 

図2.3.6－1に廃液処理設備沈降防止槽の構造を示す。図2.3.6－2にアルコール

廃液処理設備アルコール廃液タンクを示す。 
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2.3.7 絶縁劣化 

絶縁劣化が問題となるのは、有機系の材料が長年使用していることによって、

使用温度、紫外線等によって材料が脆くなるためである。有機系の材料は、ケ

ーブル、変圧器、電動機の固定子巻線等の絶縁体に使用されている。なお、ケ

ーブルについては、紫外線等による劣化より劣化が著しい放射線劣化により評

価することから、ここでは、放射線雰囲気外の電磁ポンプ、電源設備の遮断器、

変圧器、無停電電源装置、駆動用電動機、ディーゼル発電機を評価対象機器と

して選定した。 

図 2.3.7－1に非常用電源設備ディーゼル発電機の構造を示す。 

 

2.3.8 一般劣化 

一般劣化が問題となるのは、建物コンクリートの劣化、蓄電池の劣化、バル

ブのシートリーク、オイル、プラスチックの劣化、シール材である O リング、

グランドパッキン、ガスケットなどの劣化、計装品の部品劣化などであり、O

リング等のシール材は、主に制御棒駆動機構、燃料取扱設備、回転機器等に使

用されている。 

以上より、一般劣化に対しては、建物コンクリート、蓄電池、制御棒駆動機

構、燃料取扱設備、主要な回転機器、計測制御設備等を評価対象機器として選

定した。 

図 2.3.8－1に燃料取扱設備回転プラグの構造を示す。図 2.3.8－2に燃料取扱

設備燃料交換機の構造を示す。図 2.3.8－3に燃料取扱設備燃料出入機の構造を

示す。図 2.3.8－4に燃料取扱設備燃料取扱用キャスクカーの構造を示す。 
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重
要
度

定
　
　
　
義

対
応
す
べ
き
事
象

安
全
機
能
の

重
要
度
分
類

基
本
的
な
機
能

安
　
全
　
機
　
能

主
要
な
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

冷
却
可
能
な
形
状
の
確
保

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能

・
原
子
炉
容
器
　
・
１
次
冷
却
系

炉
心
形
状
の
維
持
機
能

炉
心
の
形
成

・
炉
心
構
造
物
　
・
炉
心
構
成
要
素

・
制
御
棒
　
・
制
御
棒
案
内
管

・
制
御
棒
駆
動
機
構

未
臨
界
維
持
機
能

・
制
御
棒
　
・
制
御
棒
駆
動
機
構

・
１
次
冷
却
系

・
１
次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ

・
２
次
冷
却
系
（
自
然
循
環
）

・
補
助
冷
却
系

原
子
炉
冷
却
材
の
液
位
確
保

・
安
全
容
器

・
原
子
炉
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ

・
外
周
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ及
び
ｱ
ﾆ
ｭ
ﾗ
ｽ
部

・
非
常
用
換
気
設
備

・
安
全
保
護
系

（
工
安
系
及
び
原
子
炉
停
止
系
）

・
中
央
制
御
室
　
・
ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｾ
ﾞﾙ

 電
源
系

・
直
流
、
交
流
無
停
電
電
源
系

・
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

・
１
次
冷
却
材
純
化
系

・
回
転
プ
ラ
グ

 ・
炉
心
上
部
機
構

・
１
次
冷
却
系
の
一
部

・
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
の
一
部

・
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
の
一
部

・
燃
料
交
換
設
備
の
一
部

・
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
ド
レ
ン
系

・
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
の
一
部

・
気
体
廃
棄
物
処
理
系

・
水
冷
却
池

・
燃
料
交
換
機
　
・
燃
料
出
入
機

・
燃
料
取
扱
用
キ
ャ
ス
ク
カ
ー

・
燃
料
出
入
機
　
・
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

・
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

・
燃
料
出
入
機
コ
フ
ィ
ン

・
燃
料
取
扱
用
キ
ャ
ス
ク
カ
ー
キ
ャ
ス
ク

・
安
全
保
護
系

（
原
子
炉
状
態
表
示
用
の
計
装
機
器
）

レ
ベ
ル
Ⅰ
原
子
炉
の
安
全
機
能

の
確
保
の
た
め
に
不

可
欠
な
設
備
・
機
器

表
2.

3－
１
（
1／

3）
　
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
安
全
機
能
上
の
重
要
度
分
類

炉
心
の
大
き
な
損
傷
に
至

る
お
そ
れ
の
防
止

PS
－

1

炉
心
の
大
き
な
損
傷
に
至

る
お
そ
れ
の
影
響
緩
和

M
S －

1

異
常
発
生
時
の
炉
心
安
全
性

の
確
保

原
子
炉
の
緊
急
停
止

原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能

被
ば
く
低
減
機
能

放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
、
遮
へ
い
及
び
放
出
低

減
機
能

上
記
の
作
動
に
必
要
な
補
助

機
能

工
学
的
安
全
施
設
及
び
原
子
炉
停
止
系
へ
の
起
動
信

号
の
発
生

安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能

レ
ベ
ル
Ⅱ
原
子
炉
の
安
全
機
能

の
確
保
の
た
め
に
不

可
欠
な
設
備
・
機
器

放
射
性
物
質
の
漏
え
い
に

至
る
お
そ
れ
の
防
止

PS
－

2
大
量
の
放
射
性
物
質
を
内
包

す
る
機
器
の
損
傷
又
は
破
損

の
防
止

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能

原
子
炉
冷
却
材
を
内
包
す
る
機
能
及
び
原
子
炉
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞ

ｽ
等
の
ﾊ
ﾞｳ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾘ
機
能
以
外
で
放
射
性
物
質
を
保
有
す
る

機
能

燃
料
を
安
全
に
取
り
扱
う
機
能

放
射
性
物
質
の
漏
え
い

に
至
る
お
そ
れ
の
影
響
緩

和

M
S －

2
被
ば
く
低
減
機
能

使
用
済
燃
料
の
冷
却
機
能

放
射
性
物
質
放
出
の
低
減
機
能

異
常
時
の
対
応
上
特
に
重
要

な
機
能

事
故
後
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
把
握
機
能

原
子
炉
冷
却
材
を
内
包
す
る
機
能
(原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ

ン
ダ
リ
に
直
接
接
続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
等
は
除
く
）
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重
要
度

定
　
　
　
義

対
応
す
べ
き
事
象

安
全
機
能
の

重
要
度
分
類

基
本
的
な
機
能

安
　
全
　
機
　
能

主
要
な
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

冷
却
可
能
な
形
状
の

 確
保

原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能

炉
心
形
状
の
維
持
機
能

炉
心
の
形
成

原
子
炉
冷
却
材
を
内
包
す
る
機
能
(原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ

ン
ダ
リ
に
直
接
接
続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
等
は
除
く
)

原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能

原
子
炉
冷
却
材
を
内
包
す
る
機
能
及
び
原
子
炉
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞ

ｽ
等
の
ﾊ
ﾞｳ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾘ
機
能
以
外
で
放
射
性
物
質
を
保
有
す
る

機
能

燃
料
を
安
全
に
取
り
扱
う
機
能

・
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
及
び
関
連
系

・
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
及
び
関
連
系

炉
心
の
流
量
配
分
機
能

・
炉
内
構
造
物
　
・
支
持
構
造
物

炉
心
冷
却
材
混
合
効
果
の
促
進
機
能

・
炉
心
上
部
機
構
整
流
格
子

・
安
全
保
護
系
以
外
の
プ
ロ
セ
ス
計
装

・
原
子
炉
制
御
設
備

外
部
電
源
供
給
機
能
（
非
常
系
を
除
く
）

・
一
般
電
源
系

・
２
次
冷
却
材
純
化
系

・
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
ド
レ
ン
系

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
酸
化
防
止
機
能

・
２
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系

・
１
次
冷
却
材
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ系

・
１
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ系

・
液
体
廃
棄
物
処
理
設
備

・
固
体
廃
棄
物
処
理
設
備

核
分
裂
生
成
物
の
冷
却
材
中
へ
の
拡
散
防
止
機
能

・
燃
料
被
覆
管

放
射
性
物
質
を
含
む
ナ
ト
リ
ウ
ム
浄
化
機
能

・
１
次
冷
却
材
純
化
系

 　
該
当
な
し

「
常
陽
」
施
設
は
原
子
力
発
電
所
程
度
の
設
備
規

模
と
考
え
ら
れ
レ
ベ
ル
Ⅰ
及
び
Ⅱ
に
該
当
す
る
と

判
断
し
た
。

波
及
効
果
と
し
て
レ
ベ
ル

Ⅰ
、
Ⅱ
に
至
る
お
そ
れ
の

防
止

漏
え
い
物
質
中
の
放
射
性
物

質
の
低
減

異
常
事
象
の
起
因
、
事
象
の

防
止
（
PS

-1
、

PS
-2
以
外
の

物
）

冷
却
系
冷
却
材
循
環
機
能

非
放
射
性
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
保
持
機
能

プ
ラ
ン
ト
の
計
測
制
御
機
能
（
安
全
保
護
機
能
を
除
く
）

放
射
性
物
質
を
内
包
す
る
機

器
の
破
損
又
は
破
損
の
防
止

（
放
射
能
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
の
小
さ

い
も
の
）

放
射
性
物
質
の
試
料
保
持
機
能

放
射
性
物
質
の
貯
蔵
機
能

レ
ベ
ル
Ⅰ
、
Ⅱ
及
び

上
記
以
外
の
設
備
・

機
器

表
2.

3－
１
（
2／

3）
　
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
安
全
機
能
上
の
重
要
度
分
類

レ
ベ
ル
Ⅲ

レ
ベ
ル
Ⅰ
及
び
Ⅱ
以

外
の
設
備
・
機
器
で

安
全
機
能
の
確
保
の

た
め
に
不
可
欠
な
設

備
・
機
器

炉
心
の
大
き
な
損
傷
に
至

る
お
そ
れ

 の
防
止

PS
－

3

放
射
性
物
質
の
漏
え
い

に
至
る
お
そ
れ
の
防
止

大
量
の
放
射
性
物
質
を
内
包

す
る
機
器
の
損
傷
又
は
破
損

の
防
止
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重
要
度

定
　
　
　
義

対
応
す
べ
き
事
象

安
全
機
能
の

重
要
度
分
類

基
本
的
な
機
能

安
　
全
　
機
　
能

主
要
な
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器

原
子
炉
の
緊
急
停
止

未
臨
界
維
持
機
能

原
子
炉
停
止
後
の
除
熱
機
能

原
子
炉
冷
却
材
の
液
位
確
保

被
ば
く
低
減
機
能

放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
、
遮
へ
い
及
び
放
出

低
減
機
能

工
学
的
安
全
施
設
及
び
原
子
炉
停
止
系
へ
の
起
動
信

号
の
発
生

安
全
上
特
に
重
要
な
関
連
機
能

使
用
済
燃
料
の
冷
却
機
能

放
射
性
物
質
放
出
の
低
減
機
能

異
常
時
の
対
応
上
特
に
重

要
な
機
能

事
故
後
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
把
握
機
能

出
力
上
昇
の
抑
制
機
能

　
制
御
棒
引
抜
き
阻
止
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

・
格
納
容
器
床
下
ラ
イ
ニ
ン
グ

・
格
納
容
器
窒
素
雰
囲
気
調
整
系

・
放
射
線
監
視
設
備

・
プ
ロ
セ
ス
計
装

・
通
信
網

・
非
常
用
照
明

・
消
火
設
備

注
記

・
上
記
の
レ
ベ
ル
Ⅰ
か
ら
レ
ベ
ル
Ⅲ
に
含
ま
れ
な
い
設
備
・
機
器
は
、
重
要
度
分
類
の
適
用
外
と
す
る

・
「
主
要
な
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
」
が
複
数
の
安
全
機
能
を
有
す
る
場
合
は
、
最
も
高
い
重
要
度
レ
ベ
ル
を
適
用
す
る
。

放
射
性
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
火
災
抑
制
機
能

異
常
時
の
対
応
上
に
重
要

な
機
能

異
常
事
象
の
把
握
機
能

異
常
時
の
防
災
対
策
上
重
要
な
も
の
及
び
異
常
状
態

の
把
握
機
能

上
記
の
作
動
に
必
要
な
補

助
機
能

放
射
性
物
質
の
漏
え
い

に
至
る
お
そ
れ
の
影
響

緩
和

被
ば
く
低
減
機
能

表
2.

3－
１
（

3／
3）
　
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
安
全
機
能
上
の
重
要
度
分
類

レ
ベ
ル
Ⅰ
、
Ⅱ
及

び
上
記
以
外
の
設

備
・
機
器

波
及
効
果
と
し
て
レ
ベ

ル
Ⅰ
、
Ⅱ
に
至
る
お
そ

れ
の
影
響
の
緩
和

異
常
事
象
の
起
因
、
事
象

の
緩
和
機
能

レ
ベ
ル

Ⅲ

レ
ベ
ル
Ⅰ
及
び
Ⅱ
以

外
の
設
備
・
機
器
で

安
全
機
能
の
確
保
の

た
め
に
重
要
な
設

備
・
機
器

炉
心
の
大
き
な
損
傷
に

至
る
お
そ
れ
の
影
響
緩

和

M
S －

3

異
常
発
生
時
の
炉
心
安
全

性
の
確
保

 　
該
当
な
し

　
「
常
陽
」
施
設
は
原
子
力
発
電
所
程
度
の
設

備
規
模
と
考
え
ら
れ
レ
ベ
ル
Ⅰ
及
び
Ⅱ
に
該
当

す
る
と
判
断
し
た
。
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一
般
劣
化

注1）

原子炉容器
○*1
構造材

○*3 ○*6 － ○*8 － － －

炉内構造物
○*1
構造材

○*3 ○*6 － ○*8 － － －

回転プラグ － － － － － － － ○

原子炉安全容器 安全容器
○
構造材

－ － － － － － －

配管
○*1
構造材

○*3 ○*6 － ○*8 － － －

主循環ポンプﾟ － ○*3 ○*6 － － － － ○

主循環ポンプﾟ駆動モータ、ポ
ニーモータ

－ － － － － － ○ －

主中間熱交換器 － ○*3 ○*6 － ○*8 － － －

配管（弁含む）
○*1
構造材

○*3 ○*6 － ○*8 － － －

循環ポンプ（電磁ポンプ）
○*2
絶縁材

○*3 ○*6 － － － ○*2 －

補助中間熱交換器 － ○*3 ○*6 － ○*8 － － －

配管
○*1
構造材

○*3 ○*6 － ○*8 － － －

汲み上げポンプ
（電磁ポンプ）

○*2
絶縁材

○*3 ○*6 － － － ○*2 －

純化ポンプ（電磁ポンプ）
○*2
絶縁材

○*3 ○*6 － － － ○*2 －

コールドトラップ窒素ガス冷却
器

－ ○ － － － － － －

配管 －
○

*4,*5 ○*6 ○*7 ○*9 － － －

主循環ポンプﾟ －
○

*4,*5 ○*6 － － － － ○

主循環ポンプﾟ駆動モータ － － － － － － ○ －

原子炉本体

１次主冷却系

設備等の名称

放
射
線
劣
化

機器名系統名

考慮する経年変化事象

腐
食

摩
耗
・
侵
食

熱
時
効

ク
リ
ー

プ
・

疲
労

応
力
腐
食
割
れ

絶
縁
劣
化

１次補助冷却系

オーバフロー系

２次主冷却系

表2.3－2（1／4）　高経年変化に関する評価対象機器の選定結果

１次Na純化系
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一
般
劣
化

注1）

主冷却器 －
○

*4,*5 ○*6 ○*7 ○*9 － － －

主送風機 － －
○
軸受

－ － － － －

主送風機駆動モータ － － － － － － ○ －

配管（弁含む） －
○

*4,*5 ○*6 － － － － －

循環ﾎﾟﾝﾌﾟ（電磁ポンプ） －
○

*4,*5 ○*6 － － － ○ －

補助冷却器 －
○

*4,*5 ○*6 － － － － －

２次Na純化系 純化ポンプ（電磁ポンプ） －
○

*4,*5 ○*6 － － － ○ －

制御棒駆動機構 － － － － － － ○ ○

核計装設備
○
検出器

－ － － － － ○ ○

破損燃料検出設備（ＣＧ法） － －
○
圧縮機

－ － －
○

電動機
○

破損燃料検出設備（ＤＮ法）
○
検出器

－ － － － － － ○

原子炉制御設備（ロジック盤）
○
ｹｰﾌﾞﾙ

－ － － － － ○ ○

安全保護系
○
ｹｰﾌﾞﾙ

－ － － － － ○ ○

アルゴン廃ガス処理圧縮機 － ○
○
軸受

－ － －
○

電動機
○

廃液タンク － ○ － － －

○
SUS
304

－ －

応
力
腐
食
割
れ

考慮する経年変化事象

系統名

放
射
線
劣
化

ク
リ
ー

プ
・

疲
労

腐
食

計測制御系

２次主冷却系

２次補助冷却系

機器名

摩
耗
・
侵
食

熱
時
効

放射性廃棄物廃
棄施設

表2.3－2（2／4）　高経年変化に関する評価対象機器の選定結果

設備等の名称

絶
縁
劣
化
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一
般
劣
化

注1）

アニュラス排気ファン － ○
○
軸受

－ － －
○

電動機
－

コンクリート遮へい体窒素ガス
冷却器

－ ○ － － － － － －

コンクリート遮へい体冷却ブロ
ワ

－ ○
○
軸受

－ － － － －

コンクリート遮へい体冷却ブロ
ワ駆動電動機

－ － － － － － ○ －

再循環空調機 － ○ － － － － － －

回転プラグ補助冷却器 － ○ － － － － － －

原子炉格納容器 格納容器 － ○ － － － － － ○

一般系電源設備
（遮断器、変圧器）

－ － － － － － ○ ○

非常系電源設備
（遮断器、変圧器）

－ － － － － － ○ ○

非常用ディーゼル発電機設
備

－

○
機関
水槽
補機

○
機関

－ － －
○

発電機
○

無停電電源装置 － － － － － － ○ ○

蓄電池 － － － － － － ○ ○

配管、弁 － ○ － － － － － －

冷却塔 － ○
○
ブロワ

－ － －
○

電動機
－

ポンプ － ○
○
ポンプ

－ － －
○

電動機
－

熱
時
効

ク
リ
ー

プ
・

疲
労

腐
食

摩
耗
・
侵
食

応
力
腐
食
割
れ

考慮する経年変化事象

放
射
線
劣
化

設備等の名称

系統名

絶
縁
劣
化

電源設備

補機冷却系統設
備

格納容器雰囲気
調整系

表2.3－2（3／4）　高経年変化に関する評価対象機器の選定結果

機器名
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一
般
劣
化

注1）

燃料交換機
　(1) 軸封装置 － － － － － － － ○

　(2) 本体ドアバルブ － ○ ○ － － － － ○

　(3) 交換機孔ドアバルブ － ○ ○ － － － － ○

燃料出入機
    本体ドアバルブ － ○ ○ － － － － ○

キャスクカー設備
　(1) 本体ドアバルブ － ○ ○ － － － － ○

　(2)循環ブロワ － －
○
軸受

－ － －
○

電動機
○

ボイラ設備 蒸気配管 － ○ － － － － － －

－ － － － － － － ○主冷却機建家

摩
耗
・
侵
食

燃料取扱設備

絶
縁
劣
化

表2.3－2（4／4）　高経年変化に関する評価対象機器の選定結果

設備等の名称 考慮する経年変化事象

系統名 機器名

放
射
線
劣
化

腐
食

注1）：一般劣化とは、弁のシートリーク、オイルの劣化、プラスチックの劣化、Oリング等のシール材の劣化、計装品の部品
劣化などである。

*1　：放射線劣化（中性子照射効果）による経年変化を原子炉構造材のサーベイランス試験で代表して監視している機器
*2　：放射線劣化（ガンマ線照射効果）による固定子巻線絶縁材の経年変化をオーバフロー系汲み上げポンプ（電磁ポン
プ）の点検で代表して監視している機器
*3　：腐食（ナトリウム環境効果）による経年変化を原子炉構造材のサーベイランス試験で代表して監視している機器
*4　：腐食（ナトリウム環境効果）による経年変化を２次主冷却系配管材のサーベイランス試験で代表して監視している機器
*5　：腐食（大気環境効果）による経年変化を主冷却器伝熱管の板厚測定で代表して監視している機器
*6　：磨耗、侵食（エロージョン／コロージョン）による経年変化を考慮する必要があるが、使用している構造材の材質及び流
動するナトリウム環境においては生じないものである。
*7　：熱時効による経年変化を２次主冷却系配管材のサーベイランス試験で代表して監視している機器
*8　：クリープ、疲労による経年変化を原子炉構造材のサーベイランス試験で代表して監視している機器
*9　：クリープ、疲労による経年変化を２次主冷却系配管材のサーベイランス試験で代表して監視している機器

応
力
腐
食
割
れ

熱
時
効

ク
リ
ー

プ
・

疲
労
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図2.3.1－1　原子炉容器の構造
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図2.3.1－2　炉心構造物の構造
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図2.3.1－3　安全容器の構造

ペデスタル梁
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BF3計数管の構造及び原理図

核分裂計数管の構造及び原理図

図2.3.1－4　核計装設備核分裂計数管及び燃料破損検出設備BF3計数管の構造
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図2.3.2－1　補機冷却系統設備（空調系、補機系）の構成
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図2.3.2－2　補機冷却系統設備（ディーゼル系）の構成
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図2.3.2－3　補機冷却系統設備（補機系揚水ポンプ）の構造
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図2.3.2－4　補機冷却系統設備（空調系循環ポンプ）の構造
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図2.3.2－5　補機冷却系統設備（ディーゼル系揚水ポンプ）の構造
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図2.3.2－9　格納容器雰囲気調整系窒素雰囲気再循環空調器ケーシングの構造
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上蓋室冷却器及びフルタの外形

上蓋室冷却器

図2.3.2－12　格納容器雰囲気調整系１次主循環ポンプ上蓋室冷却器の構造
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出口ダンパ

出口ダクト

出口ダクト用
伸縮継手

本体枠組

伝熱管

入口ダクト用伸縮継手

主送風機

インレットベーン

入口集合管

出口集合管

入口ダクト

入口ダンパ

主送風機用伸縮継手

温度計ウェル

２次冷却材入口

２次
冷却材出口

フィンチューブ

入口集合管

出口集合管
本体枠組

外　径

肉　厚

有効伝熱長さ

本　数

形　状

42.7mm

2.0mm

18.5m

80本

Σ型

伝熱管諸元

伝熱面積 2400㎡/基

図5-2-3A主冷却器構造図

図2.3.2－13　主冷却機（主冷却器及び主送風機）

駆動用電動機
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図2.3.3－1　１次主循環ポンプの構造

主駆動用電動機冷却空気吹出口

主モータ
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図2.3.3－2　２次主循環ポンプの構造

駆動用電動機
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図2.3.8－2　燃料取扱設備燃料交換機の構造
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3. 経年変化に関する実績調査 

経年変化に関する実績は、高速実験炉「常陽」の建設当時において考慮していた

経年変化事象、建設・運転後の「常陽」を含む原子炉施設における運転経験や研究

等によって得られた知見をもとに抽出した経年変化事象を考慮して、これまでの保

全活動において得られた点検結果、測定データ、点検結果に基づく更新内容等につ

いて調査した。 

調査内容は、以下のとおりである。 

(1) サーベイランス試験結果 

サーベイランス試験は、構造材に対してナトリウム冷却型高速炉「常陽」の特

徴である冷却材ナトリウムによる影響、中性子照射による影響の二つの経年変化

事象を確認するものであり、機器・配管を代表する位置、中性子照射の場合は加

速照射となる位置にサーベイランス試験片が装荷されていることから、これらの

試験データ、評価結果を経年変化に関する技術的評価に使用するため調査した。 

(2) MK－Ⅲ冷却系改造工事における測定データ及び撤去機器等を用いた試験結果 

平成 16年 8月に発生した関西電力美浜 3号機２次系配管破損事故を受けて、

クロムモリブデン鋼（21/4Cr－1Mo鋼）である 2次系配管について、エロージョ

ン／コロージョンによる侵食がないことを確認するため、肉厚測定を実施したと

ともに、材料試験を実施するために保管していた旧主中間熱交換器２次側出入口

配管エルボについても肉厚測定を新たに実施したことから、これらの測定データ

等MK－Ⅲ冷却系改造工事関係で採取したデータを経年変化に関する技術的評価

に使用するため調査した。 

(3) ケーブルの劣化調査結果 

第 13回施設定期検査では、MK－Ⅲ冷却系改造工事後における本格運転に備え

て、原子炉建家の高放射線雰囲気に設置されている床下ケーブルペネトレーショ

ン、１次系床下ケーブルの劣化調査を実施した。これらのデータは、ケーブル絶

縁材の放射線劣化の代表として経年変化に関する技術的評価に使用するため調

査した。 

(4) 補機冷却系統設備配管の肉厚測定結果 
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補機冷却系統設備は、安全機能上の重要度分類に該当しない系統設備であるが、

安全機能上の重要度分類が高い系統設備の機器に冷却水を供給しており、かつ、

冷却水環境を代表する系統設備であることから調査した。 

(5) 設備、機器の点検結果に基づく経年変化調査 

設備、機器の点検では、経年劣化状況に応じて機器等の更新を計画的に行って

きている。よって、これらの点検結果を調査することで、経年変化事象を調査で

きることから、設備、機器の点検結果を調査した。 

(6) ボイラ設備蒸気配管の肉厚測定 

平成 16年 8月に発生した関西電力美浜 3号機２次系配管破損事故を受けて、

その水平展開として、「常陽」で唯一の蒸気配管を有しているボイラ設備につい

て肉厚測定を実施したため、その測定結果を経年変化に関する技術的評価に使用

するため調査した。 
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3.1 サーベイランス試験 

3.1.1 サーベイランス試験計画と実績 4),5) 

高速実験炉「常陽」における供用期間中検査は、「常陽」建設前の高速実験炉

に係わる設工認等の段階において、当時科学技術庁が主要な技術的事項の検討

機関として設置した、学識経験者 17名から構成される「高速実験炉専門家検討

会」（昭和 45年 3月～昭和 51年 7月）において検討された。 

本検討会では、原子炉本体構造材料及び 2次主冷却系配管材料監視計画（原

子炉構造材サーベイランス試験）を中心に検討がなされ、これを含めて「常陽」

では、供用期間中検査計画を軽水炉の基準である「日本電気協会電気技術基準

調査委員会電気技術規程（JEAC）」を参考に、昭和 50年 6月に定めている。

サーベイランス試験は、供用期間中検査計画の中核であり、構造材の高経年化

に関する評価を行う上で重要な役割を担っている。 

表 3.1.1－1に供用期間中検査項目等を示す。表 3.1.1－2及び図 3.1.1－1に

サーベイランス試験片の装荷位置を示す。また、図 3.1.1－2及び図 3.1.1－3に

原子炉容器内、安全容器内のサーベイランス試験片装荷位置の詳細を示す。 

原子炉構造材等のサーベイランス試験は、試験片形状、試験方法、材料試験

内容等を定めた JOYO指針及びサーベイランス試験計画に基づき行っている。

なお、JOYO指針では、1次系及び 2次系のサーベイランス材は、ナトリウム

による機械的特性変化を調べることができるように装荷されたものであり、検

査頻度は暫定値で材料特性に問題が予測されない場合は取り出す必要がないも

のである。 

表 3.1.1－3に「常陽」におけるサーベイランス材の取出し実績（MK－Ⅰ、

Ⅱ）を示す。表 3.1.1－4に「常陽」における今後のサーベイランス材の取出し

予定（MK－Ⅲ）を示す。 

表 3.1.1－5～表 3.1.1－7にサーベイランス試験計画において装荷された試験

片の一覧を示す。 

主冷却器伝熱管の非破壊検査については、サイクル機構が自主的に行ってい

るものであり、伝熱管の肉厚測定を X線撮影で実施しているものである。 
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3.1.2 原子炉容器材 

原子炉容器材が装荷されている材料照射ラック位置（Ⅰ）、燃料貯蔵ラック位

置（Ⅱ）の第 1 回～第 3 回（Ⅰ－01、02、03、Ⅱ－01、02、04）取出し材の

サーベイランス材試験結果と受入材（非照射材）との比較、BDSの材料強度基

準値との比較･評価を行った。 

(1) 引張試験 

図 3.1.2－1に原子炉容器材の母材（圧延方向）の引張特性を示す。図 3.1.2

－2 に原子炉容器材の母材（圧延直角方向）の引張特性を示す。図 3.1.2－3

に原子炉容器材の溶接継手（圧延方向）の引張特性を示す。 

0.2％耐力は、母材、溶接継手とも照射により非照射材より高くなる傾向を

示しており、室温、高温とも中性子照射量（E≧0.1MeV）が約 1×1020n/cm2

以上で増加傾向になり、約 5×1020n/cm2以上で顕著になっている。いずれの

値も BDSの照射材に対する設計降伏強さ Syを満足していた。 

引張強さは、母材、溶接継手とも照射によりわずかに非照射材より高くな

る傾向を示しており、室温、高温とも中性子照射量（E≧0.1MeV）が約 1×

1021n/cm2以上で増加傾向になっているが、その増加傾向は 0.2％耐力ほど顕

著ではない。いずれの値も BDSの照射材に対する設計引張強さ Suを満足し

ていた。 

一般的に SUS304 の 0.2％耐力や引張強さに及ぼす中性子照射量（E≧

0.1MeV）の影響は、1×1021n/cm2以上で顕著になると言われており、特に母

材のサーベイランス試験結果はその兆候が現れていると考えられる。 

一様伸び及び破断伸びは、いずれも母材では照射により非照射材より低く

なる傾向を示しており、室温、高温とも中性子照射量（E≧0.1MeV）が約 1

×1020n/cm2以上で低下傾向になり、約 5×1020n/cm2以上で顕著になってい

る。溶接継手についても母材と同様な傾向が見られるが、照射による効果が

顕著ではない。原子炉容器の設計寿命（原子炉運転時間 131,500 時間）にお

ける中性子照射量（E≧0.1MeV）の予測値は、3.48×1019n/cm2 であり、材
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料照射ラック位置の第 3回取出し分（Ⅰ－03）の中性子照射量（E≧0.1MeV）

は、ほぼ設計寿命における原子炉容器の値であり、燃料貯蔵ラック位置の第 3

回取出し分（Ⅱ－04）の中性子照射量（E≧0.1MeV）は、設計寿命の約 60

倍である。破断伸びは、設計寿命の約 60 倍であるⅡ－04 においても、構造

材料の延性を確保する観点から必要とされる破断伸びで母材 10％、溶接金属

部 5％を確保していた。 

(2) 疲労試験 

図 3.1.2－4に原子炉容器材（母材）の疲労寿命を示す。図 3.1.2－5に原子

炉容器材（溶接継手）の疲労寿命を示す。 

母材の 430℃、500℃試験におけるサーベイランス材の疲労寿命は、ほぼ原

子炉容器の設計寿命における中性子照射量（E≧0.1MeV）であるⅠ－03、約

60 倍であるⅡ－04 とも非照射材とほぼ同様か若干長くなる傾向を示してい

る。母材の 550℃試験では、非照射材も照射材も同様の傾向を示している。

いずれの温度における疲労寿命とも、 BDSの許容ひずみ範囲（A）を満足し

ていた。 

溶接継手の場合は、430℃、500℃、550℃のいずれのサーベイランス材の

疲労寿命もデータのバラツキが母材に比べて大きいが、非照射材と照射材と

でその傾向に大きな違いはない。いずれの温度における疲労寿命とも、 BDS

の許容ひずみ範囲（A）を満足していた。 

許容ひずみ範囲（A）は、ひずみ速度 1×10-3mm/mm/sec 以上の場合に適

用することになっており、疲労試験はこれ以上のひずみ速度で行っている。 

 (3) クリープ破断試験 

図 3.1.2－6 に原子炉容器材（母材）のクリープ破断強度を示す。図 3.1.2

－7に原子炉容器材（溶接継手）のクリープ破断強度を示す。 

母材の 500℃におけるクリープ破断時間は、非照射材に比べて照射材は照

射により短くなる傾向を示しており、原子炉容器の設計寿命における中性子

照射量（E≧0.1MeV）の約 60倍であるⅡ－04では、その傾向が大きくなっ

ている。 
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溶接継手の 500℃におけるクリープ破断時間は、母材と違って非照射材と

照射材でその傾向に大きな違いはない。 

母材のクリープ破断応力は、BDSの照射材に対する設計クリープ破断応力

強さ SRを満足しており、Ⅰ－03、Ⅱ－02においては、非照射材に対する設

計クリープ破断応力強さ SR も満足していた。溶接継手のクリープ破断応力

は、いずれの値も BDSの非照射材、照射材に対する設計クリープ破断応力強

さ SRを満足していた。なお、照射材に対する設計クリープ破断応力強さ SR

の破断時間は、非照射材の 1/30となっている。 

Ⅱ－04 の母材のクリープ破断時間低下は、ホウ素（B）の同位体の 10B の

熱中性子による核変換［10B(n、α)7 Li］で生成されるヘリウム（He）の影響

の他に、高速中性子照射による炭化物等の析出の促進が影響しているものと

考えられる。オーステナイト系ステンレス鋼の母材の中では、ホウ素は結晶

粒界に偏析傾向が強いために、ヘリウムにより粒界脆化が生じやすくクリー

プ破断強度及び破断延性が低下する傾向が強い。一方、溶接金属部は、ホウ

素が結晶粒内にほぼ均一に分布するために、ヘリウムによる粒界脆化が生じ

にくく、照射の影響が少ないと言われており、試験結果はこれを裏付けてい

た。 

(4) 衝撃試験 

図 3.1.2－8に原子炉容器材の衝撃吸収エネルギーを示す。 

原子炉容器材は、オーステナイト系ステンレス鋼であり、脆性延性遷移温

度が現れず、告示 501 号においても破壊靭性試験を免除されており、本来サ

ーベイランス試験として衝撃試験を実施する必要性はないが、「常陽」では参

考試験扱いとして室温における衝撃試験も実施している。 

Ⅰ－03、Ⅱ－04以外の母材は、試験機の容量 294Jを上回っていたため、

照射の影響を明らかにすることができなかった。これに対して、Ⅰ－03では

約 200J～290Jに低下し、Ⅱ－04では約 200J～230Jに低下した。中性子照

射量（E≧0.1MeV）で整理すると、照射量に関係して低下している傾向は見

えない。このデータを原子炉運転時間で整理すると、原子炉運転時間に依存
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して低下している傾向が現れる。この傾向は、溶接継手でも同様のことが言

える。これらのデータから、衝撃吸収エネルギーは、中性子照射量（E≧

0.1MeV）の影響よりも、高温での運転時間によって現れる熱時効効果が影響

しているものと考えられる。 

燃料貯蔵ラック位置の第 3 回取出し材（Ⅱ－04）の中性子照射量（E≧

0.1MeV）は、既に原子炉容器の寿命末期における約 60倍にも達しているが、

その衝撃試験結果は、母材で 200J 以上、溶接継手で 50J 以上の高い靭性を

保持している。これより、原子炉容器材については、熱時効による影響はあ

るものの照射脆化に関し設計寿命まで特に問題になることはないものと考え

られる。 

(5) 金相試験 

写真 3.1.2－1に原子炉容器材（Ⅱ－02）の組織観察写真を示す。 

母材では、照射により結晶粒界に炭化物の析出が認められ、溶接継手でも

熱影響部の結晶粒界及び溶接金属部のδフェライト層に炭化物の析出が認め

られたが、問題となるものではなかった。 

 

3.1.3 炉心支持板 

炉心支持板材が装荷されている燃料貯蔵ラック位置（Ⅱ）の第 1回（Ⅱ－01）

取出し材、反射体位置の第 1回～第 3回（TTJT00、TTJT01、TTJT02）取出

し材のサーベイランス試験結果と受入材（非照射材）との比較、BDSの材料強

度基準値との比較･評価を行った。なお、炉心支持板材のサーベイランス試験は、

すべて母材の圧延方向の試験片のみが装荷されている。 

(1) 引張試験 

図 3.1.3－1に炉心支持板材の引張特性を示す。図 3.1.3－2に炉心支持板材

の母材の応力強さを示す。 

燃料貯蔵ラック位置（Ⅱ－01）の 0.2％耐力は、いずれも非照射材と大差な

く、照射による影響があまり現れていない。一方、反射体位置の 0.2％耐力は、

TTJT00において非照射材よりわずかに低下して BDSの設計降伏強さ Syを
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下回っているが、 TTJT01、 TTJT02 と中性子照射量（E≧0.1MeV）が増

加していくにしたがって、耐力が大幅に増加する傾向を示している。炉心支

持板の寿命末期に相当する中性子照射量（E≧0.1MeV）を受けた TTJT01や

それ以上の照射を受けた TTJT02の試験結果は、BDSの照射材に対する設計

降伏強さ Syを十分満足していた。なお、いずれのデータとも中性子照射量（E

≧0.1MeV）が 5×1020n/cm2以上で照射の影響により耐力が急激に増加する

傾向を示している。 

TTJT00のみ 0.2％耐力が低下したのは、その後のサーベイランスバックア

ップ試験において、引張破断後の試験片平行部断面の組織観察により、0.2％

耐力と結晶粒径の間に相関があることが明らかとなり、これが原因であると

考えられた。図 3.1.3－3は、オーステナイト系ステンレス鋼の耐力と結晶粒

径との関係を示したものであるが、結晶粒径の増大とともに耐力が低下する

ことが判る。炉心支持板に関する一連の試験における結晶度番号は、耐力の

低いもので 2前後、高耐力のもので約 4であり、この結晶粒径の差は耐力差

で約 20MPa（2kg/mm2）となる。炉心支持板素材についての組織観察から、

結晶粒径は素材鋼板内の位置により変動しており、肉厚の 1/4 位置における

結晶粒径が他の部分より大きく、かつ、混粒傾向が強い。一般にオーステナ

イト系ステンレス鋼は相変態による結晶粒微細化が期待できないため、結晶

粒度の制御は圧延・過熱過程における再結晶により行う。このため、結晶粒

を微細化するためには十分な加工ひずみ必要となるが、板厚の増加に伴い大

きい加工ひずみをとることが困難となり結晶粒は粗大化する。この傾向は、

板厚が厚くなるにしたがって顕著となる。以上のように、板厚の厚いオース

テナイト系ステンレス鋼の組織の特徴を考慮すると、結晶粒径の板厚内変動

による耐力の変化に表れているものと考えられる。 

引張強さは、基本的に 0.2％耐力で見られたような傾向を示しているが、

0.2％耐力ほど高速中性子照射量に応じて引張強さが急激に増加する傾向は

見られていない。いずれの値も BDSの照射材に対する設計引張強さ Suを満

足していた。なお、炉心支持板の製作時には、継手引張試験が行われており、
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この試験結果では、引張強さが 608MPa（62kg/mm2）、破断伸び 21.5％であ

った。 

一様伸びは、中性子照射量（E≧0.1MeV）が増加するにしたがって低下す

る傾向を示しており、その傾向は、0.2％耐力や引張強さと同様に、いずれの

データとも中性子照射量（E≧0.1MeV）が 5×1020n/cm2以上で照射の影響に

より伸びが低下する傾向を示していた。破断伸びについても一様伸びと同様

の傾向を示していた。なお、原子炉炉容器材である SUS304の試験結果と比

べると、炉心支持板材である SUS316 の方が、高めの中性子照射量（E≧

0.1MeV）で引張特性が変化し始めていると共に、変化してからの傾向が緩や

かである。 

(2) 金相試験 

炉心支持板材（母材）は、結晶粒界での炭化物の析出も観察されず、照射

による組織変化は認められなかった。 

 

3.1.4 炉心バレル材 

炉心バレル材が装荷されている燃料貯蔵ラック位置（Ⅱ）の第 1回（Ⅱ－01）

取出し材のサーベイランス試験結果と受入材（非照射材）との比較、BDSの材

料強度基準値との比較･評価を行った。なお、炉心バレル材のサーベイランス試

験は、すべて母材の圧延方向の試験片のみが装荷されている。 

(1) 引張試験 

図 3.1.4－1に炉心バレル材の引張特性を示す。 

0.2％耐力は、中性子照射量（E≧0.1MeV）が 1×1021n/cm2以下であるこ

とから、非照射材との間にほとんど差がなく、照射による影響がほとんど観

察されない。いずれの値も BDSの照射材に対する設計降伏強さ Syを満足し

ていた。 

引張強さについても 0.2％耐力と同様に、非照射材との間にほとんど差がな

く、照射による影響がほとんど観察されない。いずれの値も BDSの照射材に

対する設計引張強さ Suを満足していた。 
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一様伸びの変化は、中性子照射量（E≧0.1MeV）が 2.4×1020n/cm2 と

SUS316 の一様伸びが中性子照射により変化し始める領域近傍であることか

ら、顕著には現れていない。 

破断伸びについても一様伸びと同様の傾向を示している。 

伸びは、構造材料の延性を確保するという観点から、BDSで示されている

母材の破断伸びで 10％、溶接金属部で 5％を十分満足する値である一様伸び

で約 20％、破断伸びで約 30％以上確保されている。 

(2) 金相試験 

炉心バレル材（母材）は、結晶粒界での炭化物の析出も観察されず、照射

による組織変化は認められなかった。 

 

3.1.5 １次主冷却系配管材 

(1) 引張試験 

図 3.1.5－1に 1次主冷却系配管材（母材）の引張特性を示す。図 3.1.5－2

に 1次主冷却系配管材（溶接継手）の引張特性を示す。 

1次主冷却系配管材の母材の 0.2％耐力は、非 Na浸漬材に対して Na浸漬

材は耐力の低下が認められ、400℃、500℃データで BDSの設計降伏強さ Sy

近傍まで低下している。一方、溶接継手は、非 Na浸漬材と Na浸漬材とで違

いが認められず、室温データでは逆に耐力の増加が認められる。いずれの値

も BDSの設計降伏強さ Syを満足していた。 

1 次主冷却系配管材の母材の引張強さは、室温データの試験温度の違いに

よる強度に違いが現れているものの、400℃、500℃データでは非 Na浸漬材

と Na 浸漬材の間に大きな違いは認められない。また、溶接継手においても

同様の傾向を示している。いずれの値も BDSの設計引張強さ Suを満足して

いた。 

一様伸びは、非Na浸漬材とNa浸漬材とで大きな違いは認められなかった。

また、破断伸びについても同様である。 

伸びは、一様伸び、破断伸びとも、構造材料の延性を確保するという観点
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から、BDSで示されている母材の破断伸びで 10％、溶接金属部で 5％を十分

満足する値である約 20％以上を確保している。 

(2) クリープ破断試験 

図 3.1.5－3及び図 3.1.5－4に 1次主冷却系配管材の母材、溶接継手のクリ

ープ破断強度を示す。 

１次主冷却系配管材の母材のクリープ破断時間は、500℃、550℃データと

も非 Na浸漬材と Na浸漬材との間に違いが認められない。一方、溶接継手の

クリープ破断時間は、非 Na浸漬材と比較したデータが 550℃のみであり、僅

かにクリープ破断時間が長くなる傾向を示しているが、顕著な違いはない。

いずれの値もBDSの非照射材に対する設計クリープ破断応力強さ SRを満足

していた。 

(3) 金相試験 

１次主冷却系配管材（母材）は、結晶粒界での炭化物の析出も観察されず、

Na浸漬時間による組織変化は認められなかった。 

１次主冷却系配管材（溶接継手）は、熱影響部の結晶粒界及び熱影響部の

δフェライトの一部に炭化物の析出が認められた。これらの炭化物は、いず

れも溶接時の熱サイクルに伴うものであり、非 Na浸漬材と同じ金属組織であ

る。 

 

3.1.6 安全容器材 

安全容器内に装荷されている安全容器材の第 1 回～第 3 回（CA－01、02、

03）取出し材のサーベイランス試験結果と受入材（非照射材）との比較、告示

501号の材料強度基準値との比較･評価を行った。 

(1) 引張試験 

図 3.1.6－1に安全容器材の引張特性を示す。 

0.2％耐力及び引張強さは、非照射材に比べて中性子照射量の増加により僅

かに低下する傾向を示しているが、0.2％耐力及び引張強さとも「常陽」安全

容器材の基準値を上回っていた。 
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母材の一様伸びは、中性子照射量が増加するにしたがって伸びも増加する

傾向を示している。溶接継手の一様伸びは、すべてが標点外破断であり、ほ

とんどで一様伸びを求めることができなかった。 

母材及び溶接継手の破断伸びは、中性子照射量の増加による変化は認めら

れなかった。なお、母材の破断伸びは、SB42 鋼材の JIS 規格値を満足して

いた。 

(2) 衝撃試験 

「常陽」の安全容器は、告示 501号の第 3種容器に該当するが、最低使用

温度が窒素ガス入口温度で 30℃と衝撃試験の実施を義務付けされている温度

より高いため、試験を実施する必要はないが健全性確認の観点から参考試験

として実施している。告示 501号にしたがって最低使用温度 30℃における必

要となる衝撃吸収エネルギーを求めると、平均で 20.6J、最低で 13.7Jである。 

図 3.1.6－2に安全容器材の衝撃吸収エネルギー、延性破面率及び遷移温度

を示す。図 3.1.6－2に安全容器材の衝撃吸収エネルギーと延性破面率を示す。

図 3.1.6－3に安全容器材の遷移温度を示す。 

母材の衝撃吸収エネルギーから求めた遷移温度は、非照射材の衝撃吸収エ

ネルギーから求めた遷移温度より低温側に移行しているが、延性破面率から

求めた遷移温度は、非照射材と同等であり、照射による影響は認められなか

った。母材の安全容器最低使用温度である 30℃における衝撃吸収エネルギー

は、155Jであり告示 501号の制限値を満足していた。 

熱影響部及び溶接金属部の衝撃吸収エネルギー、延性破面率から求めた遷

移温度は、非照射材と同等であり、照射による影響は認められなかった。熱

影響部及び溶接金属部の安全容器最低使用温度である 30℃における衝撃吸収

エネルギーは、それぞれ 135J、160Jであり、告示 501号の制限値を満足し

ていた。 

(3) 金相試験 

写真 3.1.6－1に安全容器材（CA－03）の組織観察写真を示す。 

母材は、パーライト＋フェライトの組織を示し、通常の SB42 鋼材の標準
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組織であった。溶接金属部は、微細なフェライト針先状組織を示し、熱影響

部は母材と類似していた。各試験片の破断形態は、いずれの試験片も粒内破

壊であり、結晶粒界の脆化は認められなかった。また、金属組織は、非照射

材の金属組織と同様であり、照射による影響は認められなかった。 

 

3.1.7 ２次主冷却系配管材 

(1) 引張試験 

① 母材の引張試験 

図 3.1.7－1に２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）の引張特性を示す。

図 3.1.7－2に２次主冷却系コールドレグ配管材（母材）の引張特性を示す。 

ホットレグ配管材（母材）の 0.2％耐力は、室温及び 470℃データとも非

Na浸漬材に比べてNa浸漬時間に関係して耐力が低下する傾向を示してい

る。また、この傾向は、コールドレグ配管（母材）についても同様である。

いずれの値も BDSの設計降伏強さ Syを満足していた。 

ホットレグ配管材（母材）の引張強さも 0.2％耐力と同様に非 Na浸漬材

に比べて Na浸漬材は引張強さが低下する傾向を示しているが、室温データ

はその傾向が小さい。この傾向は、Na 浸漬時間に関係しており、0.2％耐

力と同様である。なお、基本的にこの傾向は、コールドレグ配管材（母材）

についても同様であるが、ホットレグ配管材ほど顕著ではない。これは、

コールドレグの使用温度が、脱炭の影響を受けないと言われている 450°Ｃ

以下であることから、その効果が浸漬時間の熱時効のみの影響であるため

と考えられる。 

ホットレグ配管材（母材）の Na浸漬材第 2回取出し参考試験片の 470℃

データで BDSの設計引張強さ Suに近い値を示しているものがあるが、い

ずれも BDSの設計引張強さ Suを満足していた。 

ホットレグ配管材（母材）の破断伸びは、非 Na浸漬材と Na浸漬材とで

顕著な違いは現れていないが、僅かに増加傾向である。この傾向は、コー

ルドレグ配管材（母材）についても同様である。いずれの値も延性材料の
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分類概念である破断伸び 10％以上をいずれも満足しており問題はない。 

② 同材継手の引張試験 

図 3.1.7－3 に２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）の引張特性を

示す。図 3.1.7－4 に２次主冷却系コールドレグ配管材（同材継手）の引張

特性を示す。 

ホットレグ配管材（同材継手）の 0.2％耐力は、室温及び 470℃データと

も非Na浸漬材に比べてNa浸漬時間に関係して僅かに耐力が低下する傾向

を示している。一方、コールドレグ配管材（同材継手）の 0.2％耐力は、高

温データでホットレグ配管材とは逆に耐力が増加する傾向を示している。

いずれの値も BDSの設計降伏強さ Syを満足していた。 

ホットレグ配管材（同材継手）の引張強さもホットレグ配管材（同材継

手）の 0.2％耐力と同様に非 Na浸漬材に比べて Na浸漬材は引張強さが低

下する傾向を示している。この傾向は、Na浸漬時間に関係しており、0.2％

耐力と同様である。一方、コールドレグ配管材（同材継手）もコールドレ

グ配管材（同材継手）の 0.2％耐力と同様に、高温データでホットレグ配管

材とは逆に耐力が増加する傾向を示している。いずれの値も BDSの設計引

張強さ Suを満足していた。 

ホットレグ配管材（同材継手）の破断伸びは、非 Na浸漬材と Na浸漬材

とで Na浸漬時間に関係して伸びが増加している。この傾向は、コールドレ

グ配管材（同材継手）についても同様であるが、ホットレグ配管材（同材

継手）ほど顕著ではない。いずれの値も延性材料の分類概念である破断伸

び 10％以上を満足している。 

③ 異材継手の引張試験 

図 3.1.7－5 に２次主冷却系ホットレグ配管材（異材継手）の引張特性を

示す。図 3.1.7－6 に２次主冷却系コールドレグ配管材（異材継手）の引張

特性を示す。 

異材継手の 0.2％耐力は、いずれの温度域においても SUS304の 0.2％耐

力に支配されると言われている。異材継手の 0.2％耐力は、Na 浸漬材の第
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1回及び第 2回で非 Na浸漬材より低下する傾向を示している。なお、図に

は、SUS304、STPA24双方の設計降伏強さ Syを示したが、いずれも 0.2％

耐力を算出した材料の設計降伏強さ Syを満足していた。 

異材継手の SUS304の引張強さは、一般的に中高温領域で STPA24母材

の強さと同等かこれを下回り、室温及び 520°Ｃ以上では STPA24と同等と

なると言われている。異材継手の Na 浸漬材は、第 1 回取出し材、第 2 回

取出し材とも、試験温度に関係なくすべてが SUS304 側で破断していた。

これに対して、第 2回参考試験片では、室温試験を含めてすべてが STPA24

で破断していた。このように、異材継手の破断位置にバラツキがあるのは、

第 1回及び第 2回取出し材の試験片の平行部にほとんど STPA24の存在が

認められなかったことから、試験片製作時の問題で試験片が SUS304 に偏

ってしまっていたと思われる。このようなことから、図には、SUS304、

STPA24双方の BDSの設計引張強さ Suを示したが、一部参考試験片で設

計引張強さ Suとほぼ同様の値を示すものがあったが、いずれも破断した材

料の設計引張強さ Suを満足していた。 

異材継手の破断伸びは、非 Na浸漬材に対して Na浸漬材の破断伸びが大

きくなる傾向を示している。これらの試験結果の破断伸びは、延性材料の

分類概念である破断伸び 10％以上をいずれも十分満足しており問題ない。 

(2) クリープ破断試験 

図 3.1.7－7に２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）のクリープ破断強度

を示す。図 3.1.7－8に２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）のクリー

プ破断強度を示す。図 3.1.7－9に２次主冷却系ホットレグ配管材（異材継手）

のクリープ破断強度を示す。 

母材のクリープ破断曲線は、非 Na浸漬材に比べて Na浸漬材の方が全体に

破断応力が低下する傾向を示している。また、サーベイランス試験片と参考

試験片でその傾向に大きな違いはなく、いずれも短時間側で低下が大きく、

長時間側で小さくなっている。 

溶接継手のクリープ破断曲線は、母材と同様に非 Na 浸漬材に比べて Na
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浸漬材の方が、破断応力が低下する傾向を示しているがその傾向は小さい。 

異材継手のクリープ破断曲線は、母材および溶接継手と同様に、非 Na 浸

漬材に比べて Na浸漬材の方が、破断応力が低下する傾向を示している。 

クリープ破断曲線は、全体的に Na 浸漬材の短時間側で破断応力の低下が

大きく、長時間側で小さくなる傾向を示していると言える。その理由として、

短時間側では、Na浸漬材が Na浸漬によって既に温度と時間に影響する熱時

効を受けているのに対して、非 Na 浸漬材は破断までの時間も短く、試験時

にも熱時効の影響を受けないためと考えられる。また、溶接継手及び異材継

手ともクリープ破断曲線は、母材と比較して破断応力が低めである。その理

由として、溶接後の熱処理の影響を受けて非 Na 浸漬材の時点（受入れ前）

からクリープ破断強度が下がっているためと考えられる。 

クリープ破断曲線は、いずれも BDSの設計クリープ破断応力強さ SRの値

を満足していた。 

(3) 金相試験及び炭素分析 

ホットレグ及びコールドレグのいずれのナトリウム浸漬材とも表面に約

600μm 程度の脱炭層が認められたが、非ナトリウム浸漬材においても同程

度の脱炭層が認められることから、この脱炭層は、製造時のミル脱炭（管製

造時の熱処理時に生じる脱炭）であると考えられる。 

 

3.1.8 ２次系ダンプタンク材 

(1) 引張試験 

図 3.1.8－1 に２次系ダンプタンク材（母材）の引張特性を示す。図 3.1.8

－2 に２次系ダンプタンク材（異材継手）の引張特性を示す。図 3.1.8－3 に

２次系ダンプタンク材の許容引張応力との比較を示す。 

母材の 0.2％耐力及び引張強さは、Na浸漬時間の増加に関係して耐力が低

下する傾向を示しているが、異材継手では母材に比べてその傾向は小さい。 

２次系ダンプタンク材である SB42 は、JOYO 指針において許容応力（許

容引張応力）が 400°Ｃで 65.7MPa（6.7kg/mm2）であると定められており、
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これに対して、２次系ダンプタンクの 400℃における 0.2％耐力（σy）の 5/8、

引張強さ（σu）の 1/4から求められた引張応力は、許容引張応力を十分満足

しており問題ない。 

母材の破断伸びは、Na浸漬時間との関係では、Na浸漬材の第 1回取出し

材より第 2 回取出し材の破断伸びの方が低下する傾向を示している。異材継

手の破断伸びは、母材とは逆に Na浸漬材の第 1回取出し材より第 2回取出

し材の破断伸びの方が増加する傾向を示している。いずれも破断伸びは、延

性材料の分類概念である破断伸び 10％以上をいずれも十分満足しており、問

題はない。 

0.2％耐力、引張強さ及び破断伸びは、ダンプタンクが運転温度約 340°Ｃで

あり、脱炭の影響を受けると言われている 450°Ｃ以下であるため、Na 浸漬

時間に対して顕著な傾向を示していないと考えられ、その傾向は熱時効によ

る影響と考えられる。 
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表 3.1.1－1 供用期間中検査の項目、内容及び検査実績 

    検査対象機器       検 査 内 容     検査実績 

 1  漏えい検出 常時監視 
     原子炉容器 

 2  材料確認（サーベイランス試験） 3回取出し 

 1  漏えい検出 常時監視 

 2  配管支持装置の検査 定期検査毎 

 3  材料確認（サーベイランス試験） 1回取出し 
   1次主冷却系配管 

 4  外観検査 定期検査毎 

 1  材料確認（サーベイランス試験） 3回取出し 
     安全容器 

 2  溶接部の漏えい検査 1回／3定期検査 

   2次主冷却系配管  材料確認（サーベイランス試験） 2回取出し 

   2次ダンプタンク  材料確認（サーベイランス試験） 2回取出し 

     主冷却器  伝熱管非破壊検査（X線検査） 定期検査毎 
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表 3.1.1－2 サーベイランス試験片の装荷位置 

機器名 装荷位置 対象材 材質 

材料照射ラック（Ⅰ） 原子炉容器材 SUS304 母材 
溶接継手 

原子炉容器材 SUS304 母材 
溶接継手 

炉心支持板材 SUS316 母材 燃料貯蔵ラック（Ⅱ） 

炉心バレル材 SUS316 母材 

原子炉容器 

反射体（9列，10列） 炉心支持板材 SUS316 母材 

主中間熱交換器 １次主冷却系配管材 SUS304  

１次主循環ポンプ １次主冷却系配管材 SUS304  

安全容器 安全容器材 SB42  

２次主冷却系配管 ホットレグ配管材 STPA24 
SUS304 

母材 
溶接継手 
異材溶接継手 

２次系オーバフロータンク コールドレグ配管材 STPA24 
SUS304 

母材 
溶接継手 
異材溶接継手 

ダンプタンク材 SB42 母材 
２次系ダンプタンク 

充填ドレン系配管材 STPA24 
STPT42 配管溶接継手 

 



JNC TN9440 2005-003 

3.1－18 

 

中
性
子
照
射
量
単
位
：
n
/
c
m
2
（
E
≧
0
.1
M
e
V
）

5
4

5
7

5
8

5
9

6
0

6
2

1
3

4
7

1
2

0
.4
3

1
.0
2

（
第
1
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ま
で
）

（
終
了
ま
で
）

1
.4
5

2
.1
1

2
.6
0

3
.0
9

4
.4
0

5
.5
5

5
.7
0

6
.3
3

7
.7
0

（
第
2
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ま
で
）
（
第
6
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ま
で
）
（
第
9
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ま
で
）

（
第
1
2
'ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

ま
で
）

（
第
1
8
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ま
で
）
（
第
2
3
'''
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

ま
で
）

（
第
2
4
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
ま
で
）
（
各
種
試
験
そ
の
5

ま
で
）

（
終
了
ま
で
）

第
1
回

[T
T
J
T
0
0
]

4
.3
4
×
1
0
2
0

第
2
回

[T
T
J
T
0
1
]

2
.6
0
×
1
0
2
1

第
3
回

[T
T
J
T
0
2
]

5
.9
5
×
1
0
2
1

第
1
回

[Ⅱ
-
0
1
]

2
.3
7
×
1
0
2
0

第
2
回

[Ⅱ
-
0
2
]

9
.1
4
×
1
0
2
0

（
炉
容
器
材
の
み
）

第
3
回

[Ⅱ
-
0
4
]

2
.2
5
×
1
0
2
1

（
炉
容
器
材
の
み
）

第
1
回

[Ⅰ
-
0
1
]

8
.2
7
×
1
0
1
8

第
2
回

[Ⅰ
-
0
2
]

2
.1
4
×
1
0
1
9

第
3
回

[Ⅰ
-
0
3
]

4
.1
9
×
1
0
1
9

安 全 容 器

第
1
回

[C
A
-
0
1
]

1
.9
0
×
1
0
1
3

熱
中
性
子
照
射
量

1
.7
0
×
1
0
1
8

第
2
回

[C
A
-
0
2
]

9
.0
6
×
1
0
1
3

熱
中
性
子
照
射
量

6
.4
6
×
1
0
1
8

第
3
回

[C
A
-
0
3
]

1
.9
8
×
1
0
1
4

熱
中
性
子
照
射
量

1
.3
6
×
1
0
1
9

１ 次 系

第
1
回

（
１
次
主
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
B
)）

主
中
間
熱
交
換
器

(A
)を
撤
去

(M
K
-
Ⅲ
改
造
)

２ 次 系
第
1
回

第
2
回

＊
：
 運
転
年
数
の
算
出
方
法
 （
稼
働
率
7
5
％
と
し
て
1
0
0
Ｍ
Ｗ
出
力
換
算
）
 ＝
 積
算
原
子
炉
熱
出
力
／
（
1
0
0
Ｍ
Ｗ
×
3
6
5
日
×
0
.7
5
）

１
次
主
ポ
ン
プ
(B
)

主
中
間
熱
交
換
器
(A
)

主
配
管
(A
) 
(B
)

ダ
ン
プ
タ
ン
ク

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク

照
射
運
転
年
数

又
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

接
液
運
転
年
数
＊

原 子 炉 構 造 材

反
射
体
位
置

炉
心
支
持
板
材

燃
料
ラ
ッ
ク
位
置

炉
心
支
持
板
材
、

ﾊ
ﾞﾚ
ﾙ
材
、
炉
容
器
材

照
射
ラ
ッ
ク
位
置

炉
容
器
材

安
全
容
器
構
造
材

表
3.

1.
1－

3　
「
常
陽
」
に
お
け
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
材
取
出
し
実
績
（

M
K

-Ⅰ
、

M
K

-Ⅱ
）

年
度

Ｍ
Ｋ
-
Ⅰ

Ｍ
Ｋ
-
Ⅱ



JNC TN9440 2005-003 

3.1－19 

 

15
18

－
－

－
－

M
K
-Ⅰ
,Ⅱ

の
積
算
年
数

7
.7
0

0
.1
3

1
.4
6

2
.3
0

7
.3
0

1
0.
80

1
2.
30

（
性
能
試
験
ま
で
）

（第
6
-2
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
終
了

(第
1
5
回
定
検
開
始
)ま
で
）

　
　

　
(「
常
陽
」
寿
命
時
ま
で
)

M
K
-Ⅰ
,Ⅱ
,

Ⅲ
の
積
算
年
数

7
.7
0

7
.8
3

9
.1
6

1
0.
0
0

1
5.
00

1
8.
50

2
0.
00

第
4回

第
5
回

第
4
回

第
5
回

第
4
回

第
5
回

安 全 容 器

第
4
回

第
5
回

１ 次 系
　
　
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
取
出
し
を
行
う
。

２ 次 系
第
3回

第
4
回

第
5
回

＊
１
：
 M
K
-
Ⅰ
、
Ⅱ
運
転
年
数
の
算
出
方
法
 （
稼
働
率
7
5
％
と
し
て
1
0
0
Ｍ
Ｗ
出
力
換
算
）
 ＝
 積
算
原
子
炉
熱
出
力
／
（
1
0
0
Ｍ
Ｗ
×
3
6
5
日
×
0
.7
5
）

＊
２
：
 M
K
-
Ⅲ
運
転
年
数
の
算
出
方
法
 （
稼
働
率
7
5
％
と
し
て
1
4
0
Ｍ
Ｗ
出
力
換
算
）
 ＝
 積
算
原
子
炉
熱
出
力
／
（
1
4
0
Ｍ
Ｗ
×
3
6
5
日
×
0
.7
5
）

表
3.

1.
1－

4　
「
常
陽
」
に
お
け
る
今
後
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
材
取
出
し
予
定
（

M
K

-Ⅲ
）

年
度

照
射
運
転
年
数

又
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

接
液
運
転
年
数
＊
１
,＊
２

M
K
-
Ⅲ

0
.0
0

安
全
容
器
構
造
材

１
次
主
ポ
ン
プ
(B
)

主
配
管
(A
) 
(B
)

ダ
ン
プ
タ
ン
ク

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク

原 子 炉 構 造 材

反
射
体
位
置

炉
心
支
持
板
材

燃
料
ラ
ッ
ク
位
置

炉
心
支
持
板
材
、

ﾊ
ﾞﾚ
ﾙ
材
、
炉
容
器
材

照
射
ラ
ッ
ク
位
置

炉
容
器
材



JNC TN9440 2005-003 

3.1－20 

表 3.1.1－5 原子炉構造材のサーベイランス試験片一覧 
取出し時期 

対象 
部材 試験種類 装荷 

位置 
第 1回 
(Ⅰ-01) 
(Ⅱ-01) 

(TTJT00) 

第 2回 
(Ⅰ-02) 
(Ⅱ-02) 

(TTJT01) 

第 3回 
(Ⅰ-03) 
(Ⅱ-04) 

(TTJT02) 

試験条件 

Ⅰ 2 2 2 
室温引張 

Ⅱ 2 2 2 
室温 

Ⅰ 4 4 4 
高温引張 

Ⅱ 4 4 4 
400℃，550℃各 1本 
500℃2本 

Ⅰ 3 3 3 
衝撃 

Ⅱ 3 3 3 
室温（シャルピー衝撃試験） 

Ⅰ － － 3 
クリープ 

Ⅱ － 3 3 
500℃×応力 3種 

Ⅰ － － 10 
疲労 

Ⅱ － 10 10 
430℃，500℃，550℃ 
×ひずみ 3種＋1 

Ⅰ 2 2 2 

原
子
炉
容
器 

金相 
Ⅱ 2 2 2 

一般金属組織（遠隔光学顕微鏡） 

反射体 3 3 3 
室温引張 

Ⅱ 3 － － 
室温 

反射体 6 6 6 
高温引張 

Ⅱ 6 － － 
400℃，500℃，550℃各 2本 

反射体 2 2 2 

炉
心
支
持
板 

金相 
Ⅱ 2 － － 

一般金属組織（遠隔光学顕微鏡） 

室温引張 Ⅱ 3 － － 室温 

高温引張 Ⅱ 6 － － 400℃，500℃，550℃各 2本 

炉
心
バ
レ
ル 金相 Ⅱ － － － 一般金属組織（遠隔光学顕微鏡） 

原子炉容器材は SUS304、炉心支持板材及び炉心バレル材は SUS316である。 
注）： (1) Ⅰ：材料照射ラック位置， Ⅱ：燃料貯蔵ラック位置 

(2) 原子炉容器材の引張試験は，各試験温度毎に母材（圧延方向），母材（圧延直角方向）
と溶接継手の 3種の試験片について実施している。疲労試験，クリープ破断試験及び衝
撃試験は，各試験温度毎に母材（圧延方向）と溶接継手の 2種の試験片について実施し
ている。金相試験は，母材（圧延方向）と溶接継手の 2種の試験片について実施してい
る。 
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表 3.1.1－6 １次主冷却系配管材及び安全容器材のサーベイランス試験片一覧 

取出し時期 対象 
部材 試験種類 

第 1回 第 2回 第 3回 
試験条件 

室温引張 3   室温 

高温引張 3   450℃で 2本，550℃で 1本 

クリープ 10   550℃，650℃×応力 3種 

１
次
主
冷
却
系
配
管 

（
コ
ー
ル
ド
レ
グ
） 

金相 3   一般金属組織（遠隔光学顕微鏡） 

引張 2 2 2 室温 

母材 8 8 8 室温，0℃，-20℃，-40℃，-60℃ 
-80℃，-100℃ 

溶接金属部 8 8 8 室温，0℃，-20℃，-40℃，-60℃ 
-80℃，-100℃ 

安
全
容
器 衝撃 

熱影響部 8 8 8 室温，0℃，-20℃，-40℃，-60℃ 
-80℃，-100℃ 
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表 3.1.1－7 ２次主冷却系配管材及び２次系ダンプタンク材 
のサーベイランス試験片一覧 

取出し時期 対象 
部材 

装荷 
位置 試験種類 

第 1回 第 2回 
試験条件 

母材 2 2 (2) 室温 
継手 2 2 (2) 室温 室温引張 
異材継手 2 2 (2) 室温 
母材 2 2 (2) 520℃ 
継手 2 2 (2) 520℃ 高温引張 
異材継手 2 2 (2) 520℃ 
母材 6 6 (6) 550℃ 
継手 6 6 (6) 550℃ クリープ 
異材継手 6 6 (6) 550℃ 
母材 3 3 (3) 室温 
継手 3 3 (3) 室温 衝撃 
異材継手 3 3 (3) 室温 
母材 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 
継手 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 

２
次
主
冷
却
系
配
管 

（
ホ
ッ
ト
レ
グ
） 

D
H

X

入
口
配
管
内 

金相 
異材継手 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 
母材 2 2 (2) 室温 
継手 2 2 (2) 室温 室温引張 
異材継手 2 2 (2) 室温 
母材 2 2 (2) 400℃ 
継手 2 2 (2) 400℃ 高温引張 
異材継手 2 2 (2) 400℃ 
母材 3 3 (3) 室温 
継手 3 3 (3) 室温 衝撃 
異材継手 3 3 (3) 室温 
母材 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 
継手 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 

２
次
主
冷
却
系
配
管 

（
コ
ー
ル
ド
レ
グ
） 

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク
内 

金相 
異材継手 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 
母材 2 2 (2) 室温 

室温引張 
異材継手 2 2 (2) 室温 
母材 2 2 (2) 400℃ 

高温引張 
異材継手 2 2 (2) 400℃ 
母材 3 3 (3) 室温 

衝撃 
異材継手 3 3 (3) 室温 
母材 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 

２
次
系
ダ
ン
プ
タ
ン
ク 

ダ
ン
プ
タ
ン
ク
内 

金相 
異材継手 3 3 一般金属組織（光学顕微鏡） 

２次主冷却系配管材は、母材（STPA24）、継手（STPA24－STPA24）、異材継手（STPA24－SUS304）
である。 
２次系ダンプタンク材は、母材（SB42）、異材継手（SB42－STPT42）である。 
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図 3.1.1－2 原子炉容器内のサーベイランス試験片装荷位置 
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図 3.1.1－3 安全容器内のサーベイランス試験片装荷位置 

サーベイランス試験
片の装荷位置 

ペデスタル梁 



JNC TN9440 2005-003 

3.1－26 

 
図3.1.2－1（1／4）　原子炉容器材の母材（圧延方向）の引張特性（0.2％耐力）
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図3.1.2－1（2／4）　原子炉容器材の母材（圧延方向）の引張特性（引張強さ）
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図3.1.2－1（3／4）　原子炉容器材の母材（圧延方向）の引張特性（一様伸び）
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図3.1.2－1（4／4）　原子炉容器材の母材（圧延方向）の引張特性（破断伸び）
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図3.1.2－2（1／4）　原子炉容器材の母材（圧延直角方向）の引張特性（0.2％耐力）
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図3.1.2－2（2／4）　原子炉容器材の母材（圧延直角方向）の引張特性（引張強さ）
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図3.1.2－2（3／4）　原子炉容器材の母材（圧延直角方向）の引張特性（一様伸び）
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図3.1.2－2（4／4）　原子炉容器材の母材（圧延直角方向）の引張特性（破断伸び）
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図3.1.2－3（1／4）　原子炉容器材の溶接継手（圧延方向）の引張特性（0.2％耐力）
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図3.1.2－3（2／4）　原子炉容器材の溶接継手（圧延方向）の引張特性（引張強さ）

炉容器材（溶接継手・圧延方向）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0 100 200 300 400 500 600 700

温度　（℃）

引
張
強
さ
　
（
M
P
a）

非照射材

照射リグ(Ⅰ-01)

照射リグ(Ⅰ-02)

照射リグ(Ⅰ-03)

照射リグ(Ⅱ-01)

照射リグ(Ⅱ-02)

照射リグ(Ⅱ-04)

BDS（Su）

炉容器材（溶接継手・圧延方向）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

1.0E+18 1.0E+19 1.0E+20 1.0E+21 1.0E+22

中性子照射量（E≧0.1MeV）　（n/cm2）

引
張
強
さ
　
（
M
P
a）

常温

400℃

500℃

550℃

非照射

「常陽」設計寿命
運転時間：131,500 h

中性子照射量（E≧0.1MeV）：3.48E+19n/cm
2



JNC TN9440 2005-003 

3.1－36 

 

図3.1.2－3（3／4）　原子炉容器材の溶接継手（圧延方向）の引張特性（一様伸び）
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図3.1.2－3（4／4）　原子炉容器材の溶接継手（圧延方向）の引張特性（破断伸び）
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図3.1.2－8　原子炉容器材の衝撃吸収エネルギー
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図3.1.3－1（1／4）　炉心支持板材の母材の引張特性
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図3.1.3－1（2／4）　炉心支持板材の母材の引張特性
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図3.1.3－1（3／4）　炉心支持板材の母材の引張特性
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図3.1.3－1（4／4）　炉心支持板材の母材の引張特性
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図3.1.3－2　炉心支持板材の母材の応力強さ
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図 3.1.3－3 オーステナイト系ステンレス鋼の 0.2％耐力と結晶粒径との関係 
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図3.1.4－1（1／4）　炉心バレル材の引張特性
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図3.1.4－1（2／4）　炉心バレル材の引張特性
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図3.1.4－1（3／4）　炉心バレル材の引張特性
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図3.1.4－1（4／4）　炉心バレル材の引張特性
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図3.1.5－1（1／4）　１次主冷却系配管材（母材）の引張特性
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図3.1.5－1（2／4）　１次主冷却系配管材（母材）の引張特性
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図3.1.5－1（3／4）　１次主冷却系配管材（母材）の引張特性
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図3.1.5－1（4／4）　１次主冷却系配管材（母材）の引張特性
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図3.1.5－2（1／4）　１次主冷却系配管材（溶接継手）の引張特性
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図3.1.5－2（2／4）　１次主冷却系配管材（溶接継手）の引張特性
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図3.1.5－2（3／4）　１次主冷却系配管材（溶接継手）の引張特性
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図3.1.5－2（4／4）　１次主冷却系配管材（溶接継手）の引張特性
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図3.1.6－1　安全容器材の引張特性
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図3.1.6－2（1／3）　安全容器材の衝撃吸収エネルギーと延性破面率（母材）

母材

0

50

100

150

200

250

-120 -100 -80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120

試験温度　（℃）

衝
撃
吸
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
（
J
）

非照射材

CA－01

CA－02

CA－03

母材

0

20

40

60

80

100

-120 -100 -80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120

試験温度　（℃）

延
性
破
面
率
　
（
％
）

非照射材

CA－01

CA－02

CA－03



JNC TN9440 2005-003 

3.1－71 

 

図3.1.6－2（2／3）　安全容器材の衝撃吸収エネルギーと延性破面率（熱影響部）
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図3.1.6－2（3／3）　安全容器材の衝撃吸収エネルギーと延性破面率（溶接金属部）

溶接金属部

0

50

100

150

200

250

-120 -100 -80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120

試験温度　（℃）

衝
撃
吸
収
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
（
J
）

非照射材

CA－01

CA－02

CA－03

溶接金属部

0

20

40

60

80

100

-120 -100 -80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100 120

試験温度　（℃）

延
性
破
面
率
　
（
％
）

非照射材

CA－01

CA－02

CA－03



JNC TN9440 2005-003 

3.1－73 

 

図3.1.6－3　安全容器の遷移温度
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図3.1.7－1（1／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.1.7－1（2／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.1.7－1（3／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.1.7－2（1／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.1.7－2（2／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.1.7－2（3／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.1.7－3（1／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.1.7－3（2／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.1.7－3（3／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.1.7－4（1／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.1.7－4（2／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.1.7－4（3／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.1.7－5（1／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（異材継手）の引張特性
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図3.1.7－5（2／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（異材継手）の引張特性
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図3.1.7－5（3／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（異材継手）の引張特性

２次系ホットレグ配管材（異材溶接継手）

0

20

40

60

80

100

0 100 200 300 400 500 600

温度　（℃）

破
断
伸
び
　
（
％
）

非Na浸漬材

非Na浸漬材（参考）

Na浸漬材（第1回）

Na浸漬材（第2回）

Na浸漬材（第2回参考）

２次系ホットレグ配管材（異材溶接継手）

0

20

40

60

80

100

1.0E+02 1.0E+03 1.0E+04 1.0E+05 1.0E+06

Na浸漬時間　（h）

破
断
伸
び
　
（
％
）

常温

400℃

470℃

520℃

非Na浸漬



JNC TN9440 2005-003 

3.1－89 

 

図3.1.7－6（1／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（異材継手）の引張特性

2次系コールドレグ配管材（異材溶接継手）

100

1000

1.0E+02 1.0E+03 1.0E+04 1.0E+05 1.0E+06

Na浸漬時間　（h）

0
.2
％
耐
力
　
（
M
P
a）

常温

400℃

470℃

520℃

２次系コールドレグ配管材（異材溶接継手）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0 100 200 300 400 500 600

温度　（℃）

0
.2
％
耐
力
　
（
M
P
a）

非Na浸漬材

非Na浸漬材（参考）

Na浸漬材（第1回）

Na浸漬材（第2回）

Na浸漬材（第2回参考）

BDS STPA24（Sy）

BDS SUS304（Sy）

非Na浸漬



JNC TN9440 2005-003 

3.1－90 

 

図3.1.7－6（2／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（異材継手）の引張特性
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図3.1.7－6（3／3）　２次主冷却系コールドレグ配管材（異材継手）の引張特性
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図3.1.8－1（1／3）　２次系ダンプタンク材（母材）の引張特性
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図3.1.8－1（2／3）　２次系ダンプタンク材（母材）の引張特性
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図3.1.8－1（3／3）　２次系ダンプタンク材（母材）の引張特性
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図3.1.8－2（1／3）　２次系ダンプタンク材（異材溶接継手）の引張特性
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図3.1.8－2（2／3）　２次系ダンプタンク材（異材溶接継手）の引張特性
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図3.1.8－2（3／3）　２次系ダンプタンク材（異材溶接継手）の引張特性
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図3.1.8－3　２次系ダンプタンク材の許容引張応力との比較
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3.2 MK－Ⅲ冷却系改造工事における測定データ及び撤去機器等を用いた試験 

3.2.1 ２次系配管切断時における肉厚測定 

MK－Ⅲ冷却系改造工事では、２次系ナトリウム配管切断部位で新配管と旧

配管との溶接部分となる残存配管部位について、配管切断及び開先加工におけ

る切削管理（溶接施工管理）を目的として配管の肉厚測定を実施していること

から、このデータを用いて２次系配管の肉厚について確認した。 

図 3.2.1－1にMK－Ⅲ冷却系改造工事における２次系配管の肉厚測定箇所を

示す。 

MK－Ⅲ冷却系改造工事における肉厚測定箇所は、主冷却器入口分岐前、出

口合流後の 12B 配管、各主冷却器出口の 10B 配管部分合計 24 箇所であり、

MK－Ⅲ以降も使用する既設側と撤去側の両端を周方向 4 ポイント測定してい

る。この結果、高温側、低温側とも JISにおける配管製作許容差（公称値±10％）

の最小肉厚となる 12B配管で 9.27mm、10Bで 8.37mmを上回っていた。この

結果から、設計における構造材の腐れ代の考え方が妥当であったことを確認し

たとともに、同時に実施した配管内面の観察結果からエロージョン等による有

意な減肉の痕跡は認められなかった。 

表 3.2.1－1にMK－Ⅲ冷却系改造工事における２次系配管の肉厚測定結果を

示す。また、図 3.2.1－2にMK－Ⅲ冷却系改造工事の配管切断位置と配管肉厚

測定箇所を示す。 

 

3.2.2 撤去した２次系配管の肉厚測定 

平成 16年 8月 9日に発生した美浜 3号機 2次系配管破断事故は、オリフィ

ス部の下流側に生じた偏流が原因のエロージョン／コロージョンによるもので

あった。これを受けて、「常陽」の設計における構造材の減肉に対する考え方の

妥当性を確認することを目的として、MK－Ⅲ冷却系改造工事で撤去した配管

のうち、材料試験を実施する予定で保管状態にあった主中間熱交換器 2 次側出

入口配管エルボ部について、エロージョン／コロージョンによる減肉の痕跡が

なかったことを確認するため、平成 16年 8月 16日に内面観察と肉厚測定（エ
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ルボ 4個の 5箇所、周方向 4ポイント）を実施した。 

図 3.2.2－1にMK－Ⅲ冷却系改造工事で撤去した主中間熱交換器接続配管の

肉厚測定箇所を示す。また、図 3.2.2－2～図 3.2.2－5に撤去した主中間熱交換

器 2次側出入口配管エルボ部の寸法測定結果を示す。 

撤去した主中間熱交換器2次側出入口配管のうちA側の出口については、10B

配管 2 本で出て合流して 12B 配管になるうちの 10B 配管のデータである。肉

厚測定の結果、いずれも必要肉厚を十分満足しているとともに、エルボ製作時

における製作許容差の最小肉厚である 12Bで 9.01mm（公称値 10.3mm）、10B

で 8.14mm（公称値 9.3mm）も十分満足していた。この結果から、設計におけ

る腐れ代の考え方が妥当であったことを確認した。また、同時に実施した配管

内面の観察結果からエロージョン／コロージョン等による減肉の痕跡は認めら

れなかった。 

写真 3.2.2－1～写真 3.2.2－4に肉厚測定を行った主中間熱交換器 2次側出入

口配管エルボ部の写真を示す。外観観察の結果、撤去後のナトリウム洗浄作業

時における生じた傷、その後の保管による錆の発生はあるものの、エロージョ

ン／コロージョン等による減肉の痕跡は認められなかった。 

 

3.2.3 ２次系配管の新配管－旧配管溶接部の機械試験 6) 

MK－Ⅲ冷却系改造工事では、１次系改造工事（主中間熱交換器の交換）及

び 2 次系改造工事（主冷却器の交換）で２次冷却系配管に採用されているクロ

ムモリブデン鋼（21/4Cr－1Mo鋼）である STPA24の新－旧配管の溶接を実施

している。 

クロムモリブデン鋼は、温度 400℃以上のナトリウム環境で使用した場合、

熱時効、脱炭により材料の機械的強度特性が変化すると言われている。新配管

と旧配管を溶接する際には、これらの機械的強度特性が新配管と旧配管で異な

り、その違いが溶接部の健全性に影響する可能性がある。よって、MK－Ⅲ冷

却系改造工事においては、新配管と旧配管を溶接する前に、撤去したナトリウ

ム浸漬材である高温側（原子炉運転時間：60,725時間（原子炉運転時間のうち
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定格出力運転時間：48,971 時間））の旧配管を用いて、新配管と旧配管の溶接

を行い、材料試験（外観観察、磁粉探傷試験、断面マクロ・ミクロ観察、硬さ

試験、引張試験（室温、高温）、衝撃試験、曲げ試験）を実施した。 

試験結果は、以下のとおりであった。 

(1) 外面観察 

溶接部は、良好なビード形状で内面、外面とも割れなどの異常はなかった。 

(2) 磁粉探傷試験 

溶接部は、内面、外面とも欠陥指示は認められなかった。 

(3) 断面マクロ観察 

溶接部断面には溶接欠陥はなく、熱影響部も約 1～2mm幅であり、異常は

認められなかった。 

(4) 断面ミクロ観察 

写真 3.2.3－1に２次系配管の新配管－旧配管溶接部の断面ミクロ観察を示

す。 

旧配管の母材は、内面に極軽微な腐食によると思われる凹凸が認められる

ものの、原子炉運転時間で 60,725時間使用したことによる組織変化は認めら

れなかった。また、溶接金属部は、健全な組織状態であった。 

(5) 引張試験 

図 3.2.3－1 に MK－Ⅲ新旧配管の引張特性とサーベイランス材との比較

（母材）を示す。図 3.2.3－2にMK－Ⅲ新旧配管の引張特性とサーベイラン

ス材との比較（同材溶接継手）を示す。 

旧配管は、新配管に比べて 0.2％耐力、引張強さとも若干の低下傾向が認め

られたが、BDS及び JIS規格値を満足していた。延性は、旧配管と新配管で

ほぼ同様な値であった。原子炉運転時間で 60,725時間のナトリウム浸漬時間

では、引張試験結果も許容値を十分満足しており問題はなかった。 

(6) 衝撃試験 

表 3.2.3－1にMK－Ⅲ新旧配管の衝撃吸収エネルギーを示す。 

旧配管と新配管は、顕著な違いが認められなかった。破面は、延性破面を
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示しており、脆化は認められなかった。 

(7) 硬さ試験 

図 3.2.3－3に溶接継手の硬さ試験結果を示す。 

溶接金属部の硬さは、母材に比べて高くなる一般的な傾向であった。 

(8) 曲げ試験 

表曲げ、裏曲げとも割れなどの異常は認められなかった。 

１次冷却系配管材であるオーステナイト系ステンレス鋼 SUS27（現在の

SUS304）の場合は、BDSの材料強度基準にも示されているとおり、これまで

の材料の R&D成果に基づき、550℃以下のナトリウム環境下では、脱炭を生じ

ないことが確認されている。浸炭が生じた場合は、一般的に延性は低下するが、

引張強さ等は上昇する傾向があり、これまでの研究成果では延性が明らかに低

下する傾向は見られていないため、特に強度補正係数を必要としていない。な

お、浸炭については、系統内に炭素鋼材料がある場合に、炭素鋼からの脱炭に

よるオーステナイト系ステンレス鋼の浸炭が生じるが、系統内には炭素鋼は存

在しないとともに、仮に浸炭が生じた場合でも延性が明らかに低下する傾向は

見られない。よって、溶接時に新配管と旧配管の機械的強度特性の違いによる

局所的な欠陥等が生じることはない。また、開先部は、開先の食違いをなくす

ため、内面にシンニング加工（約 1.5mm）を施し、母材内面の表層に浸透して

いるナトリウムや浸炭層（内面から深さ約 600μm）が除去されることから、

溶接部の健全性を維持できると判断し、機械試験は実施していない。 

 

3.2.4 撤去した旧主冷却器の伝熱管肉厚測定 

主冷却器伝熱管は、クロムモリブデン鋼（21/4Cr－1Mo鋼（STBA24））で新

旧伝熱管とも同一材料である。伝熱管は、2 次冷却材ナトリウムが空気と熱交

換する部分であり、ナトリウムによる内面腐食より大気環境による外面腐食が

問題となる部分である。主冷却器は、MK－Ⅲ冷却系改造工事ですべて新しい

ものに交換しているが、新主冷却器は、今後のMK－Ⅲ運転で約 75,000時間使

用される予定である。 
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新主冷却器の伝熱管は、設計において大気環境による外面腐食による腐れ代

を考慮しているが、今後の MK－Ⅲ運転期間中における腐食量を実機データか

ら確認するため、撤去した旧主冷却器の伝熱管の減肉量を測定するとともに、

機械的強度特性試験を実施した。なお、撤去した旧主冷却器の伝熱管は、原子

炉運転時間で 60,725時間使用されたものである。 

試験結果は、以下のとおりであった。 

(1) 外面観察 

図 3.2.4－1に旧主冷却器フィン付き伝熱管の外面観察状況を示す。 

フィン付き伝熱管の外面は、赤褐色の酸化スケールが生成していた。フィ

ンなし部伝熱管については、酸洗浄を行い外表面を観察した結果、大きな肌

荒れが認められものの、有害な傷等はなかった。 

伝熱管の内面には、極軽微な腐食によると思われる凹凸が認められたが、

製造時の加工跡が残っていたことから、製造時からのもので問題となるもの

ではなかった。 

(2) 断面マクロ・ミクロ観察 

伝熱管の内面における脱炭層は、入口側で約 600～800μm、出口側で約 400

μm であったが、サーベイランス試験における配管材の非ナトリウム浸漬材

でも同程度の脱炭層が認められていることから、これらは製造時のミル脱炭

（管製造における熱処理時に生じる脱炭）であると判断した。なお、伝熱管

は、原子炉運転時間で 60,725時間使用による組織変化は認められなかった。 

(3) 寸法測定 

表 3.2.4－1及び図 3.2.4－2に旧主冷却器伝熱管の寸法測定結果を示す。 

伝熱管外面側の減肉量は、初期最大肉厚 2.44mmに対して、ナトリウム入

口高温側（470℃）で約 0.3mm、ナトリウム出口低温側（340℃）で約 0.5mm

であり、旧主冷却器の設計で考慮した値の約 40～70％であった。これらの値

は、最大がいずれも空気流動がない Uチューブ部分であり、製作時における

曲げ加工による減肉量が含まれているものと考えられる。最も外気による減

肉が大きい空気流動部にあるフィン付伝熱管の肉厚は、いずれも伝熱管製作
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仕様（2.0mm－
＋22

0％）の最小肉厚である 2.0mm を上回っていた。なお、低温

側伝熱管の減肉量が多いのは、空気入口側が大気環境の影響を受けやすいた

めである。 

(4) 引張試験 

図 3.2.4－3に旧主冷却器伝熱管及び管台の引張特性を示す。 

伝熱管は、0.2％耐力、引張強さとも BDSの設計降伏強さ Sy、設計引張強

さ Suを満足していた。また、破断伸びは、延性材料の分類概念である破断伸

び 10％以上を十分満足しており問題はなかった。 

 

3.2.5  仮設揚重設備設置に伴う主冷却機建家の躯体強度試験 7),8) 

MK－Ⅲ冷却系改造工事では、MK－Ⅲ主冷却器の重量が約 35tonと既設のク

レーンでは吊上げることができなかったことから、クレーンレールを利用して

仮設揚重設備を設置し、これによりMK－Ⅲ用主冷却器の荷揚げを実施した。

仮設揚重設備を設置するにあたって、工事前の平成 12年 2月に主冷却機建家

の躯体強度試験を実施した。強度試験には、打撃法（非破壊的な手法で世界的

に広く普及しているシュミットハンマー反発法）を用いている。 

表 3.2.5－１にシュミットハンマー法による反発度試験結果を示す。図 3.2.5

－1に各推定式を適用したコンクリート圧縮強度の推定値を示す。なお、シュ

ミットハンマー法からコンクリート圧縮強度を推定する式として、日本建築学

会が提案している強度推定式（以下、建築学会式という）、旧東京都建築材料検

査所の強度推定式（以下、都材検式という）、日本材料学会の強度推定式（以下、

材料学会式という）がある。 

反発度は、いずれの測定値においても各打撃間のバラツキが比較的小さく、

安定した値が得られた。材料年齢（材齢）補正後の圧縮強度推定値は、都材検

式を適用した場合が最も小さく、建築学会式、材料学会式の順で大きくなった。

最も推定強度の小さい都材検式を適用した場合でも、推定圧縮強度は平均値

26.1N/mm2、最小値 24.2N/mm2であり、主冷却機建家の設計基準強度である

20.6N/mm2より大きい値であることを確認した。 
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試験温度
衝撃吸収
エネルギー

衝撃値 延性破面率

(℃) (J) (J/cm2) （％）

母材 22 108 270 100

母材 22 102 255 100

母材 22 105 262 100

熱影響部 22 102 255 100

熱影響部 22 99 248 100

熱影響部 22 96 240 100

溶接金属部 22 91 228 100

溶接金属部 22 94 235 100

溶接金属部 22 91 228 100

熱影響部 22 80 200 100

熱影響部 22 85 212 100

熱影響部 22 91 228 100

母材 22 105 262 100

母材 22 94 235 100

母材 22 91 228 100

表3.2.3－1　MK－Ⅲ新旧配管の衝撃吸収エネルギー

Na浸漬材
（MK-Ⅲ旧配管）

Na浸漬材
（MK-Ⅲ新－旧配管）

Na浸漬材
（MK-Ⅲ旧配管）

非Na浸漬材
（MK-Ⅲ新配管）

非Na浸漬材
（MK-Ⅲ新配管）
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(単位：mm) 

 
a 

（上側） 

b 

 

c 

（下側） 

d 

 

A―A断面 9.5 10.9 12.4 12.0 

B―B断面 9.8 11.4 12.3 12.8 

C―C断面 9.8 11.8 12.4 12.0 

D―D断面 9.6 11.5 12.6 12.5 

E―E断面 9.9 11.5 12.4 12.1 

製作最小肉厚：8.14mm 

 

 

 

図 3.2.2－2 ２次系配管寸法測定結果（主中間熱交換器(A)出口配管エルボ(10B用)） 
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(単位：mm) 

 
a 

（ｺｰﾅｰ外側） 

b 

（上側） 

c 

（ｺｰﾅｰ内側） 

d 

（下側） 

A―A断面 11.9 13.5 13.1 13.1 

B―B断面 11.9 14.3 13.6 13.7 

C―C断面 12.1 14.4 13.7 14.1 

D―D断面 12.2 14.4 13.4 13.6 

E―E断面 12.9 14.0 13.4 13.4 

製作最小肉厚：9.01mm 

 

 

 

図 3.2.2－3 ２次系配管寸法測定結果（主中間熱交換器(A)入口配管エルボ(12B用)） 
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(単位：mm) 

 
a 

（ｺｰﾅｰ外側） 

b 

（上側） 

c 

（ｺｰﾅｰ内側） 

d 

（下側） 
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図 3.2.2－4 ２次系配管寸法測定結果（主中間熱交換器(B)出口配管エルボ(12B用)） 
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図 3.2.2－5 ２次系配管寸法測定結果（主中間熱交換器(B)入口配管エルボ(12B用)） 
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図3.2.3－1（1／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.2.3－1（2／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.2.3－1（3／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（母材）の引張特性
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図3.2.3－2（1／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.2.3－2（2／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図3.2.3－2（3／3）　２次主冷却系ホットレグ配管材（同材継手）の引張特性
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図 3.2.3－3 溶接継手の硬さ試験結果 
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図3.2.4－3　旧主冷却器伝熱管及び管台の引張特性
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材齢補正前 材齢補正後 材齢補正前 材齢補正後 材齢補正前 材齢補正後

A-1 55.45 43.6 27.5 52.7 33.2 49.5 31.2
A-2 53.35 41.5 26.2 50.0 31.5 48.0 30.2
A-3 2階梁 54.50 42.7 26.9 51.5 32.4 48.8 30.8
A-4 1階柱 54.10 42.3 26.6 50.9 32.1 48.6 30.6
A-5 55.35 43.5 27.4 52.5 33.1 49.4 31.2
A-6 53.05 41.2 26.0 49.6 31.2 47.8 30.1
B-1 51.47 39.7 25.0 47.6 30.0 46.7 29.4
B-2 53.00 41.2 26.0 49.5 31.2 47.8 30.1
B-3 2階梁 51.70 39.9 25.2 47.9 30.2 46.8 29.5
B-4 1階柱 50.15 38.4 24.2 45.9 28.9 45.7 28.8

50.15 38.40 24.20 45.90 28.90 45.70 28.80
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3.3 ケーブル劣化調査 

第 13回定期検査では、MK－Ⅲ冷却系改造工事後における本格運転に備えて、

原子炉格納容器内の高放射線雰囲気に設置されている床下ケーブルペネトレーシ

ョン内ケーブル、１次系の安全保護系ケーブルを中心に、その劣化状況を調査し、

ケーブルの絶縁体の電気抵抗が熱や放射線により低下し、絶縁する機能が低下す

る現象が発生していないか、その状態を把握することを目的にケーブル等の点検

を実施するとともに､ MK－Ⅲ冷却系改造工事で撤去した床下のケーブル（補償

導線、ナトリウム漏洩検出器（L/D）及びヒータ用）の劣化状態の調査を実施し

た。 

床下ケーブルペネトレーションについては、平成 12年 12月に調査を実施した。

また、１次系床下ケーブルについては、平成 13年 1月～3月に調査を実施した。 

 

3.3.1 床下ケーブルペネトレーション 

格納容器床下に設置されているケーブルペネトレーション設備については、

ペネトレーション端子箱内のケーブルの劣化状況及び MI ケーブルの劣化状況

を確認するため点検を実施した。点検では、現場での点検と電線メーカでの床

下ケーブルペネトレーション部におけるサンプルケーブルの劣化確認試験を実

施した。 

点検の結果、床下ケーブルペネトレーションのケーブル接続部で一部不具合

があったが、補修することで問題ないことを確認したとともに、床下ケーブル

ペネトレーションのケーブル自体については、外観上異常がないことを確認し

た。 

(1) 点検・調査内容 

① 床下ケーブルペネトレーション内ケーブル劣化状況点検 

・ 現場外観点検（ケーブル表面状態、クラックの有無、絶縁体・シースの

割れ、接続部の状態等） 

② 遮蔽コンクリート冷却系ケーブルのMIケーブル劣化状況点検 

・ 現場外観点検（ケーブル表面状態、クラックの有無、絶縁体・シースの
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割れ等） 

・ 絶縁抵抗測定 

③ ケーブル劣化確認試験（床下ケーブルペネトレーションケーブル試料採

取） 

・ 現場外観点検（ケーブル表面状態、クラックの有無、絶縁体・シースの

割れ等） 

・ 端末処理テーピングの外観点検（表面状態、クラックの有無、割れ等） 

・ 耐電圧試験 

・ 絶縁抵抗測定 

・ ケーブルの引張試験 

 (2) 現場点検結果 

① 床下ケーブルペネトレーション内ケーブル点検 

表 3.3.1－1 に床下ケーブルペネトレーション内ケーブル点検結果一覧を

示す。 

PK－1、PK－2ケーブルペネトレーション 29箇所について、スリーブ端

子箱に取り付けられている遮蔽板を取外して端子箱を開放するとともに、

ケーブルペネトレーション廻りのダクト内部のケーブルについて目視及び

触手により調査を行った。 

点検の結果、一部 PK－1（K-107、K-108）、PK－2（K-128）の動力ケ

ーブルのラグ接続部を絶縁しているテープが収縮して充電部が露出してい

る箇所（１次系の電磁ポンプ等の動力負荷）があった。また、MIケーブル

の接続端末の絶縁処理で使用している絶縁チューブ（テフロンチューブ）

が劣化により割れている箇所があった。その他ケーブル類については、端

末部処理ビニールテープに割れ等が若干ある程度であり、内部ケーブルに

異常はなかった。 

表 3.3.1－2 に床下ケーブルペネトレーション内ケーブル補修状況一覧を

示す。写真 3.3.1－1 に床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの補修前

後の状況を示す。 
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点検で発見したラグ接続部の充電部が露出している箇所については、補

修箇所が狭く絶縁テープを厚く巻くことが難しいため、絶縁エンパイヤク

ロス（一般に動力回路等の絶縁に使用されている材料）を用いて露出部を

覆い、その上に絶縁テープを巻いて補修した。 

② MIケーブル点検 

MIケーブルの点検は、遮へいコンクリート冷却系ブロワ［遮コンブロワ］

周りのケーブル外観点検を実施するとともに、絶縁抵抗の測定試験を実施

した。点検の結果、遮コンブロワ運転による振動の影響でMIケーブル被覆

が摩耗している箇所があった。絶縁抵抗試験では、絶縁が低い（約 0.3MΩ）

箇所が１箇所あった。 

MIケーブル絶縁チューブ劣化箇所については、当該ケーブル負荷の停止

後、接続端末を切り離し、ガラス編組チューブを被せて再接続する補修を

実施した。その他絶縁体の割れ箇所については、絶縁テープを割れ箇所に

巻き付けた。 

(3) ケーブル劣化確認試験結果 

表 3.3.1－3に床下ケーブルペネトレーション内ケーブル劣化確認試験一覧

を示す。 

PK－1及び PK－2のケーブルは、難燃性エチレンプロピレンゴム絶縁ケー

ブルであり、ケーブル外観調査、ケーブル接続端子部をテーピングしている

テープの外観調査、一部ケーブルに対する耐電圧試験、ケーブルの絶縁抵抗

測定、ケーブルの引張試験を実施した。 

① ケーブル及びテープ外観調査 

表 3.3.1－4 に床下ケーブルペネトレーション内ケーブル及びテープの外

観検査結果を示す。 

ケーブルの表面には、つぶれによる傷の他に異常は見られなかった。ま

た、ケーブル接続端子部のチューブ及び粘着テープは、硬化して脆くなっ

ていた。 

② 耐電圧試験 
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表 3.3.1－5に床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの耐電圧試験結

果を示す。 

耐電圧試験では、600Vを 1分間印加後、電圧を 1,500Vとして 1分間印

加してケーブルが破壊しないことを確認したが、いずれも良好であった。 

③ 絶縁抵抗測定 

表 3.3.1－6及び図 3.3.1－1に床下ケーブルペネトレーション内ケーブル

の絶縁抵抗試験結果を示す。 

ケーブルペネトレーション脇のケーブルダクトから採取した CV ケーブ

ルの絶縁抵抗値は、判定値の 0.08MΩkm 以上であった。また、ケーブル

長が短く参考として実施したケーブルペネトレーションPK-1及びPK-2か

ら採取したケーブルの絶縁測定値は、いずれも 1×1012Ω以上であり、電気

設備基準で定める電路の抵抗値 0.2MΩ又は 0.4MΩ以上を満足していたと

ともに、判定値の 0.08MΩkm以上であった。 

④ 引張試験 

表 3.3.1－7及び図 3.3.1－2から図 3.3.1－4に床下ケーブルペネトレーシ

ョン内ケーブルの引張試験結果を示す。 

床下ケーブルペネトレーションに用いられている難燃性エチレンプロピ

レンゴム絶縁体ケーブルの破断伸びは、いずれも 50％以上であり、判定値

を十分満足していた。 

破断伸びは、新品に比べて低下しており、逆に引張強さは大きくなって

いた。一般的に、有機材である絶縁体が照射された場合の特性は、硬くな

って強度は増すが、延性が低下する傾向であり、試験結果は一般的な傾向

を示しており、これは、外観検査で脆くなっていた傾向とも一致している。 

 

3.3.2 １次系床下ケーブル 

１次系床下ケーブル調査は、MK－Ⅲ炉心での運転に備え１次系床下ケーブ

ルの劣化状態を把握すること等を目的に、１次系の安全保護系に係るケーブル

等を点検するとともに､ MK－Ⅲ冷却系改造工事に伴い撤去したケーブル（補
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償導線、漏えい検知器［L/D］及びヒータ用）の劣化状態の調査を実施した。 

 

 (1) 点検･調査内容 

① 安全保護系に係るケーブルの点検（計算機及び記録計用の原子炉出入

口温度計を含む） 

・ ケーブル及び端子部の外観確認 

・ 導体抵抗測定 

・ 絶縁抵抗測定 

② 安全保護系以外のケーブル（L/D、ヒータ用等）、端子部点検 

・ ケーブル接続端子部の外観確認 

・ 導体抵抗測定 

③ 変色した端子部の成分分析 

④ MK－Ⅲ冷却系改造工事に伴い撤去したケーブルの劣化状態調査 

・ ケーブル及び端子部の外観確認 

・ 絶縁抵抗測定 

・ 導体抵抗測定 

・ 耐電圧測定 

・ 屈曲試験（屈曲後の外観確認､絶縁抵抗測定及び導体抵抗測定） 

・ 交流破壊電圧試験 

(2) 安全保護系に係るケーブルの点検 

安全保護系計器の端子箱（ターミナルヘッド部）を開放し、ケーブル及び

端末部の外観確認、中央制御室盤から検出器間のケーブルの導体抵抗、絶縁

抵抗を測定した。 

表 3.3.2－1に安全保護系に係るケーブルの点検結果を示す。表 3.3.2－2に

安全保護系に係るケーブル点検の導体抵抗測定結果のまとめを示す。 

① 熱電対の端末部では、TE31.1-9Aの端子台ビス、端末テープ（ビニール）

に変色（茶褐色）が見られた。その他の熱電対には、変色は見られなかっ

た。 
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② 一部のケーブルでは、端末部ガラス編組の抑えガラステープが剥離してい

るものが見られた。 

③ 電磁流量計 FE31.1-1Aの圧着端子に変色（茶色）が見られた。 

④ ケーブルの導体抵抗は、規格値（単位長さ当たりの抵抗値）に布設長さを

乗じた計算値と大きな差はなく良好であった。 

⑤ ケーブルの絶縁抵抗は、規格値以上であり良好であった。 

(3) 安全保護系以外のケーブル（L/D、ヒータ用等）、端子部点検 

安全保護系以外の計器の端子箱（ターミナルヘッド部）を開放し、ケーブ

ル及び端子部の外観確認、参考として中央制御室盤から検出器間（ケーブル、

検出器接続状態）の抵抗を測定した。また、端子部の変色、腐食等の異常が

ないか確認を行った。 

① 熱電対の端末部では、点検した 9 本中 7 本の圧着端子に変色（黒色）が

見られた。 

② 一部のケーブルでは、端末部ガラス編組の抑えガラステープが剥離して

いるものが見られた。 

③ 中央制御室と検出器の間（検出器抵抗含み）の導体抵抗は、良好であっ

た。 

(4) 変色した端子部の成分分析 

熱電対の端子部では、端子の変色しているものが見られたが、これらにつ

いて成分分析（X線分析）を実施した。 

① 端子は、Cu（銅）が 100％であった。 

② ビスは、Cuが約 63％、亜鉛（Zn）が約 37％であり、真鍮であると推測

できる。 

③ 端子の表面では、錫（Sn）が検出され、表面に Sn メッキが施工されて

いたと推定できる。 

④ 端子及びビスの表面からは、炭素（C）、酸素（O）、塩素（Cl）が検出さ

れた。 

⑤ 端子の変色（黒色は）は、Cuの酸化物（CuO）、Snの酸化物（SnO）と
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推定できる。 

⑥ C 成分は、ケーブル被覆のポリエチレン、シリコンワニスなどの有機物

から発生したと思われる。Clは、端子部の保護に巻いてあった塩化ビニー

ルテープの成分である。 

(5) MK－Ⅲ冷却系改造工事に伴い撤去したケーブルの劣化状態調査 

MK－Ⅲ冷却系改造工事に伴い撤去した予熱ヒータ用及び Na 漏えい検出

器用ケーブルについて、外観確認、導体抵抗、絶縁抵抗、屈曲試験及び交流

破壊電圧試験を行った。 

表 3.3.2－3にMK－Ⅲ冷却系改造工事に伴い撤去したケーブルの劣化状態

調査結果を示す。表 3.3.2－4に撤去ケーブル屈曲試験前後の外観検査結果を

示す。写真 3.3.2－1に撤去ケーブル屈曲試験前後の外観を示す。 

MK－Ⅲ改造工事に伴い撤去したケーブルの劣化状態調査の結果、ケーブル

（予熱ヒータ、L/D 用）表面のポリエチレン被覆については、劣化が進行し

ており屈曲試験によりひび割れ､剥離するものがほとんどであった。しかし、

ステンレスの網組に内包されたガラス絶縁体及び導体については、劣化は見

られず､電気的には問題なく新品とほぼ同様の性能を有していることが明ら

かとなった｡撤去ケーブルを１次系床下ケーブルの代表ケーブルと位置付け

ると、MK－Ⅲ炉心においても床下のほとんどの１次系ケーブルが使用可能と

の見通しを得ることができた。 

ケーブル端末部（ビスを含む）及び端子台については、汚損や酸化被膜が

発生しているものが多数あり、再端末や端子・ビスの交換が必要であったこ

とから、第 13 回施設定期検査の中で１次系床下ジャンクションボックス

（J.BOX）内端子台の交換を実施した。ほとんどのケーブルについては、端

子台交換前後において絶縁抵抗に変化なく 100MΩ以上であったが、一部の

J.BOX接続ケーブルにおいて絶縁抵抗が初期値より大幅に改善されたものが

あったことから、端子台に付着していたものが影響を及ぼしていたものと考

えられる。 

写真 3.3.2－2 に１次系床下 J.BOX 内端子台の交換前後の写真を示す。表
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3.3.2－5に１次系床下設置 J.BOXと交換した端子台員数を示す。表 3.3.2－6

に絶縁抵抗が回復した１次系床下 J.BOX接続ケーブル試験データを示す。 
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PK番号 ケーブル
ペネ番号

内部点検状況 備　　　考

K-101 異常なし －

K-102 絶縁体のつぶれ 使用上問題ない

K-103 ＭＩケーブルチューブ割れ
ケーブルシース表面擦り傷

補修実施
使用上問題ない

K-104 保護テープ割れ 使用上問題ない

K-106 ＭＩケーブル表面可塑剤付着 使用上問題ない

K-107 端末部ボルト露出 補修実施

K-108 端末部ボルト露出 補修実施（写真参照）

K-109 異常なし －

K-110 異常なし －

K-113 絶縁テープ割れ 使用上問題ない

K-114 絶縁テープ割れ 使用上問題ない

K-116 ＭＩケーブルチューブ割れ 補修実施（写真参照）

K-117 異常なし －

K-118 異常なし －

K-119 ＭＩケーブルチューブ割れ 補修実施

K-120 絶縁体割れ
絶縁体傷

補修実施

K-121 絶縁テープ割れ 使用上問題ない

K-122 異常なし －

K-123 ＭＩケーブルチューブ割れ 補修実施

K-124 異常なし －

K-125 異常なし －

K-126 絶縁体のつぶれ 使用上問題ない

K-127 シース表面のクラック 使用上問題ない

K-128 端末部ボルト露出 補修実施（写真参照）

K-129 ＭＩケーブルチューブ割れ 補修実施

K-130 ガラス編組剥がれ 使用上問題ない

K-131 保護テープずれ 使用上問題ない

K-132 ＭＩケーブルチューブ割れ
導体露出

補修実施

K-133 異常なし －

PK-2

表3.3.1－1　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの点検結果一覧

PK-1
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ＰＫ
番号

ケーブル
ペネ番号

ケーブル
種類

負荷名称 ケーブル符号 補修概要

K-107 ラグ部 純化系電磁ポンプ動力 （6本） エンパイヤクロス絶縁
テープ巻き

K-108 ラグ部
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ系電磁ポンプ動
力

（6本） エンパイヤクロス絶縁
テープ巻き

MI ペデスタルブロワA動力 XH11P01
（3芯） ガラス編組チューブ被せ

MI Aオートグリスタ動力 XH12P01
（3芯） ガラス編組チューブ被せ

K-119 MI DP84-43動力 XK37Y05
（3芯） ガラス編組チューブ被せ

K-120 CV 特定負荷なし (3本) 絶縁テープ巻き

MI Bオートグリスタ動力 XH21P01
（3芯） ガラス編組チューブ被せ

MI ペデスタルブロワB電流
計

XH18C01
（2芯） ガラス編組チューブ被せ

MI ペデスタルブロワA動力 XH18P01
（3芯） ガラス編組チューブ被せ

MI 遮コンブロワB電流計 XH22C01
（2芯） ガラス編組チューブ被せ

K-128 ラグ部 補助電磁ポンプ動力 （6本） エンパイヤクロス絶縁
テープ巻き

CV 特定負荷なし (6本) 絶縁テープ巻き

MI バックアップモード弁
（V84-521）

XK77Y05
(10芯) ガラス編組チューブ被せ

MI バックアップモード弁
（V84-521）

XK77Y06
(10芯) ガラス編組チューブ被せ

PK-2
K-132

表3.3.1－2　床下ケーブルペネトレーション内ケーブル補修状況一覧

PK-1

K-116

K-123
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ｹｰﾌﾞﾙ
外観
調査

テープ
外観

調査＊3

耐電圧
試験

絶縁
抵抗
測定

引張
試験

12CH6 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

12AL6 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

28CH5 不明 2 65 ○ － －  ○*4 ○

28AL5 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

33R 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

33S 1971 2 60 ○ － － － ○

K-114 28J 1971 5.5 70 ○ － －  ○*4 ○

10 1971 38 50 ○ － － － ○

11 1971 38 50 ○ － － － ○

K-117 11J 1971 5.5 65 ○ － －  ○*4 ○

18CH5 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

18AL5 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

4C 1972,1970 2 53 ○ － － － ○

6C 1972,1970 2 40 ○ － － － ○

27J 1971 3.5 65 ○ － －  ○*4 ○

13G 1971 3.5 65 ○ － －  ○*4 ○

5B － － － － ○ － － －

K-124 23J 1971 5.5 50 ○ ○ － － ○

K-126 31C 1971 5.5 20 ○ ○ － － ○

K-129 穴8E － － － － ○ － － －

K-130 CH1 － － － － ○ － － －

K-131 35J 1971 5.5 60 ○ － － － ○

K-132 28R 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

27CH1 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

27AL1 1971 2 65 ○ － －  ○*4 ○

－ CV3×5.5 1973 5.5 200 ○ － ○ ○ ○

－ CV2×8 1973 8 200 ○ － ○ ○ ○

K-133

PK-2*1

その他*2

表3.3.1－3　床下ケーブルペネトレーション内ケーブル劣化確認試験一覧

K-113

K-110

K-104

劣化確認試験項目

PK
番号

ケーブル
ペネ番号

製造年
サイズ

（mm2）

試料
長さ
（cm）

PK-1

K-116

K-118

K-119

K-121

試料
記号

*1： PK-1，PK-2の電線は，FR-IP（難燃性エチレンプロピレンゴム絶縁電線）

*2：ペネトレーション脇のダクトより採取

*3：予備ケーブルの端末部または、電線を束ねたテープ

*4：試料長が短く測定誤差が大きくなるため、参考試験として絶縁抵抗を測定し、記録する。  
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12CH6 　異常なし

12AL6 　異常なし

28CH5 　異常なし

28AL5 　異常なし

33R 　異常なし

33S 　異常なし

K-114 28J 　異常なし

10 　異常なし

11 　異常なし

K-117 11J 　異常なし

  18CH5 　テープ表面に亀裂等は、見られなかったが、テープは
脆くなっていた。

  18AL5 　テープ表面に亀裂等は、見られなかったが、テープは
脆くなっていた。

    4C 　異常なし

    6C 　異常なし

   27J 　異常なし

   13G 　端末部端子上のチューブ表面に亀裂等は、見れなかっ
たが、チューブは、脆くなっていた。

    5B 　テープ表面に亀裂等は、見られなかったが、テープは
脆くなっていた。

K-124    23J 　テープ表面に亀裂等は、見られなかったが、テープは
脆くなっていた。

K-126 31C
　絶縁体にペネトレーションの蓋でつぶれた跡があり、
導体が見えるほどであった。銀ペンキが付着していた。
　テープ表面に亀裂等は、見られなかったが、テープは
脆（本電線は，予備として使用されていない電線）

K-129 穴8E 　テープ表面に亀裂等は、見られなかったが、テープは
脆くなっていた。

K-130 CH1 　テープ表面に亀裂等は、見られなかったが、テープは
脆くなっていた。

K-131 35J 異常なし

K-132 28R 異常なし

27CH1 異常なし

27AL1 異常なし

－   CV3×5.5 異常なし

－   CV2×8 異常なし

表3.3.1－4　床下ケーブルペネトレーション内ケーブル及びテープの外観検査結果

K-110

K-113

K-116

PK
番号

ケーブル
ペネ番号

 外観調査結果

K-104

PK-1

試料記号

 その他

K-118

K-119

K-121

PK-2

K-133
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品名 試験方法
*1 耐電圧試験結果

3c×5.5mm2 良

2c×8mm2 良

*1：600V（使用時の最高電圧），1500V（出荷時の試験電圧）

表3.3.1－5　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの耐電圧試験結果

600V／1分間印加後1500V／ 1分間
印加し破壊しないこと。

換算値
（MΩkm）  判定値 結果

12CH6 65 4.50E+12 2,925 －

12AL6 65 5.00E+12 3,250 －

28CH5 65 7.00E+12 4,550 －

28AL5 65 7.00E+12 4,550 －

K-113*1 33R 65 4.50E+11 293 －

K-114*1 28J 70 1.30E+12 845 －

K-117*1 11J 65 1.00E+13 6,500 －

18CH5 65 3.00E+12 1,950 －

18AL5 65 4.00E+12 2,600 －

27J 65 2.50E+12 1,625 －

13G 65 1.20E+12 780 －

K-132*1 28R 65 3.00E+12 1,950 －

27CH1 65 4.00E+12 2,600 －

27AL1 65 3.00E+12 1,950 －

黒 3.00E+12 6,000 良

白 3.50E+12 7,000 良

赤 4.00E+12 8,000 良

黒 3.40E+12 13,000 良

白 6.50E+12 6,800 良

*1：試験試料が短いため，実測値及び換算値は，参考値とする。

表3.3.1－6　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの絶縁抵抗試験結果

PK-1

 PK-2

 その他

換算値
0.08MΩ

km
以上

PK番号 ケーブル
ペネ番号

試料長さ
(cm）

絶縁抵抗測定

K-121*1

K-133*1

CV3×5.5－

 CV2×8－

200

200

K-104*1

K-110*1

K-118*1

実測値
（Ω）

 試料記号
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引張強さ
（MPa）

伸び
（％）

判定値 判定

12CH6 18.2 369

12AL6 16.8 362

28CH5 16.9 246

28AL5 19.3 443

33R 12.9 267

33S 13.8 285

K-114 28J 12.4 325

10 17.3 447

11 17.4 450

K-117 11J 14.3 285

18CH5 18.9 413

18AL5 17.9 403

4C 15.0 399

6C 17.1 440

27J 13.9 313

13G 12.7 324

K-124 23J 12.3 368

K-126 31 C 13.4 410

K-131 35J 13.4 409

K-132 28R 16.5 428

27CH1 17.4 418

27AL1 17.4 427

黒 19.7 359

白 16.0 365

赤 18.4 365

シース 16.4 441

黒 13.1 308

白 15.9 342

シース 16.8 459

ケーブル
ペネ番号

表3.3.1－7　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの引張試験結果

K-119

PK-1

伸び
50％
以上

CV3×5.5

PK番号

その他

－

－

PK-2

K-104

K-110

K-116

K-113

K-118

K-121

K-133

良

試料記号
引張試験結果

CV2×8
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縁
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ﾚ
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ﾞﾙ
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縁
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ﾞﾙ
)

表
3.

3.
2－
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1／

6）
　
安
全
保
護
系
ケ
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ブ
ル
点
検
結
果

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
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途
名
称
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o
.
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置
部
屋
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 路

製
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社

製
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年
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ル
略
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称
)：
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ﾌ
ﾞﾙ
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-
9
A

T
E
3
1.
1
-1
0
A

T
E
31
.1
-
1
1
A

外
観
：
端
子
部
黒
色
変
色
。

外
観
：端
子
部
変
色
無
し
。

外
観
：
端
子
部
変
色
無
し
。

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
２
５
．
３
０
Ω

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
２
５
．
４
８
Ω

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
４
２
．
１
４
Ω

　
　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
２
３
．
１
７
Ω

　
　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
２
５
．
５
９
Ω

　
　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
４
０
．
１
５
Ω

　
　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
２
５
．
２
５
Ω

　
　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
２
５
．
４
５
Ω

　
　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
４
２
．
１
４
Ω

　
　
規
格
値
　
　
０
．
５
Ω
／
ｍ
ｘ
１
１
６
ｍ
＝
５
８
Ω

　
　
規
格
値
　
　
０
．
５
Ω
／
ｍ
ｘ
１
０
９
ｍ
＝
５
４
．
５
Ω

　
　
規
格
値
　
　
０
．
５
Ω
／
ｍ
ｘ
１
９
６
ｍ
＝
９
８
Ω

　
　
結
果
：
良

　
　
結
果
：
良

　
　
結
果
：
良

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

　
　
測
定
値
　
　
∞

　
　
測
定
値
　
　
∞

　
　
測
定
値
　
　
∞

　
　
規
格
値
：
１
Ｍ
Ω
・
１
０
ｍ
／
１
１
６
ｍ
＝
０
．
０
９
Ｍ
Ω

　
　
規
格
値
：
１
Ｍ
Ω
・
１
０
ｍ
／
１
０
９
ｍ
＝
０
．
０
９
Ｍ
Ω

　
　
規
格
値
：１
Ｍ
Ω
・
１
０
ｍ
／
１
９
６
ｍ
＝
０
．
０
５
Ｍ
Ω

　
　
結
果
：
良

　
　
結
果
：
良

　
　
結
果
：
良

復
旧
後
外
観
：
良

復
旧
後
外
観
：
良

復
旧
後
外
観
：
良

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
60
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

表
3.

3.
2－

1（
3／

6）
　
安
全
保
護
系
ケ
ー
ブ
ル
点
検
結
果

N
o
.

用
途
名
称

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

4
1
7
-
1

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
1

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
6

4
1
7
-
2

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
4

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
6

4
1
7
-
3

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
2

G
-
W
C
A
(
V
)

J
.
B
O
X
-
3
A
G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
6
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中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
検
出
器

1
0
原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)

T
E
31
.1
-9
B

K
0
07
-0
1
G
-W
C
A
(V
)1
P
*2
.3

14
6

40
―

―
R
-2
05

日
立
電
線

1
97
3

1
1
原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)

T
E
31
.1
-1
0B

K
0
07
-0
2
G
-W
C
A
(V
)1
P
*2
.3

85
58

―
―

R
-2
05

日
立
電
線

1
97
3

1
2
原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)

T
E
31
.1
-1
1B

K
0
07
-0
3
G
-W
C
A
(V
)1
P
*2
.3

91
―

3
0

1
3

R
-2
05

日
立
電
線

1
97
3

T
E
3
1.
1
-9
B

T
E
3
1.
1
-1
0
B

T
E
3
1.
1
-1
1
B

外
観
：端
子
部
変
色
無
し
。

外
観
：
端
子
部
変
色
無
し
。

外
観
：
端
子
部
変
色
無
し
。

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
３
９
．
１
８
Ω

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
３
２
．
７
０
Ω

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
３
３
．
８
３
Ω

　
　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
３
７
．
５
６
Ω

　
　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
３
１
．
２
１
Ω

　
　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
３
２
．
５
１
Ω

　
　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
３
９
．
２
４
Ω

　
　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
３
２
．
９
２
Ω

　
　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
３
３
．
９
８
Ω

　
　
規
格
値
　
　
０
．
５
Ω
／
ｍ
ｘ
１
８
６
ｍ
＝
９
３
Ω

　
　
規
格
値
　
　
０
．
５
Ω
／
ｍ
ｘ
１
４
３
ｍ
＝
７
１
．
５
Ω

　
　
規
格
値
　
　
０
．
５
Ω
／
ｍ
ｘ
１
３
４
ｍ
＝
６
７
Ω

　
　
結
果
：良

　
　
結
果
：良

　
　
結
果
：良

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

　
　
測
定
値
　
　
∞

　
　
測
定
値
　
　
∞

　
　
測
定
値
　
　
∞

　
　
規
格
値
：
１
Ｍ
Ω
・
１
０
ｍ
／
１
８
６
ｍ
＝
０
．
０
５
Ｍ
Ω

　
　
規
格
値
：
１
Ｍ
Ω
・
１
０
ｍ
／
１
４
３
ｍ
＝
０
．
０
７
Ｍ
Ω

　
　
規
格
値
：
１
Ｍ
Ω
・
１
０
ｍ
／
１
３
４
ｍ
＝
０
．
０
７
Ｍ
Ω

　
　
結
果
：良

　
　
結
果
：良

　
　
結
果
：良

復
旧
後
外
観
：良

復
旧
後
外
観
：
良

復
旧
後
外
観
：
良

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
6
0
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

表
3.

3.
2－

1（
4／

6）
　
安
全
保
護
系
ケ
ー
ブ
ル
点
検
結
果

N
o
.

用
途
名
称

機
器
名

（機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

製
造
社

製
造
年

4
1
7
-
1

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
2

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
5

4
1
7
-
2

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
1

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
5

4
1
7
-
3

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
5

G
-
W
C
A
(
V
)

J
.
B
O
X
-
3
B
G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
5
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中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
検
出
器

1
3
１
次
冷
却
材
流
量
(A
)

F
E
3
1
.1
-1
A

K
0
1
0
-
01

G
S
B
-P
S
B
1
P
*
2

8
5

3
5

―
―

R
-2
0
6

日
立
電
線

1
9
7
3

1
4
１
次
冷
却
材
流
量
(A
)

F
E
3
1
.1
-1
A

K
0
1
0
-
02

G
S
B
-P
S
B
1
P
*
2

6
1

―
3
2

1
5

R
-2
0
6

日
立
電
線

1
97
3

1
5
１
次
冷
却
材
流
量
(A
)

F
E
3
1
.1
-1
A

K
0
1
0
-
03

G
S
B
-P
S
B
1
P
*
2

1
4
6

4
8

―
―

R
-2
0
6

日
立
電
線

1
97
3

F
E
31
.1
-
1
A
　
（
K
0
1
0
-
01
）

F
E
3
1.
1-
1
A
　
（
K
01
0
-
0
2
）

F
E
3
1
.1
-
1A
　
（
K
0
1
0-
0
3
）

外
観
：
端
子
部
茶
色
変
色
。

導
体
抵
抗
：

外
観
：
端
子
部
茶
色
変
色
。

外
観
：
端
子
部
茶
色
変
色
。

外
観
：
端
子
部
茶
色
変
色
。

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

  
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
2
.0
2Ω

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
1
.8
4
Ω

　
　
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
3
.2
4
Ω

結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
－

結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
－

結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
－

再
結
線
状
態
　
　
－

再
結
線
状
態
　
　
－

再
結
線
状
態
　
　
－

規
格
値
（
参
考
値
）

規
格
値
（
参
考
値
）

規
格
値
（
参
考
値
）
9.
42
Ω
/
km
×
0
.1
4
6
km
＋
9
.8
2
Ω
/
km
×
0.
04
8
km
＝
1
.8
5
Ω

9
.4
2
Ω
/
km
×
0
.0
8
5k
m
＋
9
.8
2
Ω
/
km
×
0
.0
3
5
km
＝
1
.1
4
Ω

9.
42
Ω
/
km
×
（
0
.0
6
1＋
0
.0
3
2
）k
m
＋
9
.8
2Ω
/
km
×
0
.0
1
5
km
＝
1
.0
2
Ω

　
　
結
果
：良

　
結
果
：
良

　
　
結
果
：
良

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

　
　
測
定
値
　
　
－

　
測
定
値
　
　
－

　
　
測
定
値
　
　
－

　
　
規
格
値
：
　
－

　
規
格
値
：
　
－

　
　
規
格
値
：
　
－

　
　
結
果
：　
　
－

　
結
果
：
　
　
－

　
　
結
果
：
　
　
－

復
旧
後
外
観
：
　
－

復
旧
後
外
観
：－

復
旧
後
外
観
：
　
－

　

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
6
0
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
6
0
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

表
3.

3.
2－

1（
5／

6）
　
安
全
保
護
系
ケ
ー
ブ
ル
点
検
結
果

N
o
.

用
途
名
称

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

製
造
社

製
造
年

4
1
7
-
1

C
V
V
-
P
S
B

P
K
-
1

G
S
B
-
P
S
B

検
出
器

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

R
-
2
0
6

4
1
7
-
2

C
V
V
-
P
S
B

P
K
-
4

C
V
V
-
P
S
B

J
.
B
O
X
-
3
A
G
S
B
-
P
S
B

検
出
器

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

R
-
2
0
6

4
1
7
-
3

C
V
V
-
P
S
B

P
K
-
2

G
S
B
-
P
S
B

検
出
器

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

R
-
2
0
6
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回
  
  
 路

中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
検
出
器

回
  
  
 路

1
6
１
次
冷
却
材
流
量
(B
)

F
E
3
1
.1
-
1
B

K
0
12
-
01

G
S
B
-
P
S
B
1P
*
2

14
6

4
8

―
―

R
-
20
5

日
立
電
線

1
97
3

1
7
１
次
冷
却
材
流
量
(B
)

F
E
3
1
.1
-
1
B

K
0
12
-
02

G
S
B
-
P
S
B
1P
*
2

8
5

3
5

―
―

R
-
20
5

日
立
電
線

1
97
3

1
8
１
次
冷
却
材
流
量
(B
)

F
E
3
1
.1
-
1
B

K
0
12
-
03

G
S
B
-
P
S
B
1P
*
2

9
1

―
3
2

1
5

R
-
20
5

日
立
電
線

1
97
3

F
E
31
.1
-1
B
　
（
K
0
12
-
0
1）

F
E
3
1.
1
-
1
B
　
（
K
0
1
2
-0
2
）

F
E
3
1
.1
-
1
B
　
（
K
01
2
-
03
）

外
観
：端
子
部
変
色
無
し
。

外
観
：
端
子
部
変
色
無
し
。

外
観
：
端
子
部
変
色
無
し
。

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

導
体
抵
抗
：

  
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
3.
1
3
Ω

  
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
2
.5
8
Ω

  
測
定
値
　
　
結
線
状
態
　
　
2
.4
6Ω

　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
2
.8
8Ω

　
　
　
　
　
　
結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
2.
3
8
Ω

  
  
  
  
  
 結
線
を
は
ず
し
、
端
子
を
短
絡
し
た
状
態
　
　
2
.2
7
Ω

　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
3
.1
2
Ω

　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
2.
59
Ω

　
　
　
　
　
　
再
結
線
状
態
　
　
2
.4
6Ω

　
規
格
値
　
　

　
規
格
値
　
　

　
規
格
値
　
　

9.
42
Ω
/
km
×
0
.1
4
6
km
＋
9.
8
2
Ω
/
km
×
0
.0
4
8
km
＝
1.
8
5
Ω

9
.4
2Ω
/k
m
×
0
.0
85
km
＋
9
.8
2Ω
/k
m
×
0
.0
36
km
＝
1
.1
4Ω

9
.4
2
Ω
/
km
×
（0
.0
91
＋
0.
0
3
2）
km
＋
9
.8
2Ω
/k
m
ｘ
0
.0
1
5k
m
＝
1
.3
1Ω

　
結
果
：
良

　
結
果
：
良

　
結
果
：
良

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

絶
縁
抵
抗
：

　
測
定
値
　
　
∞

　
測
定
値
　
　
∞

　
測
定
値
　
　
∞

  
結
果
：良

　
結
果
：
良

　
結
果
：
良

復
旧
後
外
観
：良

復
旧
後
外
観
：
良

復
旧
後
外
観
：
良

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
6
00
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
6
0
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

製
造
年

　
規
格
値
：
50
M
Ω
・
km
/
0
.1
4
6
km
x2
00
M
Ω
・
km
/
0
.0
48
km
/
(5
0
M
Ω
・

km
/
0
.1
4
6
km
+
2
00
M
Ω
・
km
/
0
.0
4
8
km
)＝
3
1
6M
Ω

　
規
格
値
：
5
0M
Ω
・
km
/0
.0
85
km
x2
0
0
M
Ω
・k
m
/0
.0
3
5k
m
/
(5
0
M
Ω
・

km
/0
.0
8
5k
m
+2
0
0
M
Ω
・k
m
/0
.0
3
5k
m
)＝
53
3
M
Ω

　
規
格
値
：5
0
M
Ω
・k
m
/
0.
1
2
3k
m
x2
00
M
Ω
・
km
/
0.
01
5
km
/
(5
0
M
Ω
・
km
/
0.
12
3
km
+
2
00
M

Ω
・
km
/
0.
01
5
km
)＝
3
94
M
Ω

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

表
3.

3.
2－

1（
6／

6）
　
安
全
保
護
系
ケ
ー
ブ
ル
点
検
結
果

N
o
.

用
途
名
称

機
器
名

（機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

製
造
社

4
1
7
-
1

C
V
V
-
P
S
B

P
K
-
2

G
S
B
-
P
S
B

検
出
器

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

R
-
2
0
5

4
1
7
-
2

C
V
V
-
P
S
B

P
K
-
1

G
S
B
-
P
S
B

検
出
器

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

R
-
2
0
5

4
1
7
-
3

C
V
V
-
P
S
B

P
K
-
5

C
V
V
-
P
S
B

J
.
B
O
X
-
3
B
G
S
B
-
P
S
B

検
出
器

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

1
P
×
2
m
m
2

R
-
2
0
5
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原
子
炉
出
入
口
温
度
計

図
面
値

備
  
  
考

点
検
前

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
単
体

復
旧
後

T
/C
単
体

（Ω
）

単
位
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾙ

＊
長
さ
(Ω
/
m
)

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
長

（ｍ
）

1
原
子
炉
出
口
N
a温
度
(A
)
T
E
3
1
.1
-
2
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
6

2
6
.3
3

24
.2
0

2
6
.2
5

2.
1
3

0.
2
0
2

1
20

2
原
子
炉
出
口
N
a温
度
(A
)
T
E
3
1
.1
-
3
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
6

2
7
.2
6

－
－

2.
1
3

0.
2
3
1

1
09

T
/
C
抵
抗
値
に
2
A
の
値
を
使
用
し
て
計
算

3
原

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(A
)
T
E
3
1
.1
-
4
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
6

4
4
.0
6

41
.4
9

4
3
.9
2

2.
5
7

0.
2
0
6

2
01

4
子

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
2
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
5

4
1
.5
0

40
.1
1

4
1
.6
4

1.
3
9

0.
2
1
6

1
86

5
炉

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
3
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
5

3
3
.6
6

32
.4
0

3
4
.8
8

1.
2
6

0.
2
4
4

1
33

6
安

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
4
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
5

3
5
.1
1

33
.8
8

3
5
.2
4

1.
2
3

0.
2
6
1

1
30

7
全

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(A
)
T
E
3
1
.1
-
9
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
6

2
5
.3
0

23
.1
7

2
5
.2
5

2.
1
3

0.
2
0
0

1
16

8
保

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(A
)
T
E
3
1.
1
-
1
0
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
6

2
5
.4
8

23
.5
9

2
5
.4
5

1.
8
9

0.
2
1
6

1
09

9
護

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(A
)
T
E
3
1.
1
-
1
1
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
6

4
2
.1
4

40
.1
5

4
2
.1
4

1.
9
9

0.
2
0
5

1
96

10
系

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
9
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
5

3
9
.1
8

37
.5
6

3
9
.2
4

1.
6
2

0.
2
0
2

1
86

11
原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
1
0
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
5

3
2
.7
0

31
.2
1

3
2
.9
2

1.
4
9

0.
2
1
8

1
43

12
原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
1
1
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
5

3
3
.8
3

32
.5
1

3
3
.9
8

1.
3
2

0.
2
4
3

1
34

19
記

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(A
)
T
E
31
.1
-5
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*2
.3
R
-
20
6

29
.5
8

－
－

4.
03

0.
19
2

1
33

T
/C
抵
抗
値
に
5B
の
値
を
使
用
し
て
計
算

20
録

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(A
)
T
E
31
.1
-8
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*2
.3
R
-
20
6

27
.7
8

－
－

4.
03

0.
18
3

1
30

T
/C
抵
抗
値
に
5B
の
値
を
使
用
し
て
計
算

21
計

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
5
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
R
-
2
0
5

4
3
.5
1

39
.4
8

4
3
.5
2

4.
0
3

0.
2
3
1

1
71

22
等

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1-
8B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*2
.3
R
-
20
5

41
.3
4

－
－

4.
03

0.
22
3

1
67

T
/C
抵
抗
値
に
5B
の
値
を
使
用
し
て
計
算

23
計

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(A
)
T
E
31
.1
-1
A

G
-W
C
A
(K
)1
P
*
2.
3
R
-
20
6

44
.5
3

－
－

2.
05

0.
31
2

1
36

T
/C
抵
抗
値
に
7A
の
値
を
使
用
し
て
計
算

24
算

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(A
)
T
E
31
.1
-7
A

G
-W
C
A
(K
)1
P
*
2.
3
R
-
20
6

43
.7
3

41
.6
8

43
.7
8

2.
05

0.
32
1

1
30

25
機

原
子
炉
出
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
1
B

G
-W
C
A
(K
)1
P
*
2.
3
R
-
2
0
5

7
5
.3
7

－
－

2.
0
5

0.
4
2
9

1
71

T
/
C
抵
抗
値
に
7
A
の
値
を
使
用
し
て
計
算

26
用

原
子
炉
入
口
N
a温
度
(B
)
T
E
3
1.
1
-
7
B

G
-W
C
A
(K
)1
P
*
2.
3
R
-
2
0
5

8
3
.2
2

－
－

2.
0
5

0.
4
5
9

1
77

T
/
C
抵
抗
値
に
7
A
の
値
を
使
用
し
て
計
算

＊
ケ
ー
ブ
ル
仕
様
：
[最
大
導
体
抵
抗
（
往
復
）
2
0
℃
] 
G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3
；
0
.5
Ω
/
m
、
G
-
W
C
A
(K
)1
P
*
2
.3
；
1
.0
Ω
/
m

１
次
主
循
環
流
量
計

 
  
  
  
  
  
  
 

図
面
値

備
  
  
考

点
検
前

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
単
体

復
旧
後

E
M
F
単
体

（Ω
）

単
位
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

長
さ
(Ω
/
m
)
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
長

（ｍ
）

1
１
次
冷
却
材
流
量
(A
)

F
E
3
1.
1
-
1
A
 N
1
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
6

2
.0
2

－
－

－
－

1
20

2
安

１
次
冷
却
材
流
量
(A
)

F
E
3
1.
1
-
1
A
 N
3
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
6

1
.8
4

－
－

－
－

1
08

3
全

１
次
冷
却
材
流
量
(A
)

F
E
3
1.
1
-
1
A
 N
4
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
6

3
.2
4

－
－

－
－

1
94

4
保

１
次
冷
却
材
流
量
(B
)
F
E
3
1
.1
-
1
B
 N
1
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
5

3
.1
3

－
3.
1
2

0.
2
2

0.
0
1
5

1
94

E
M
F
抵
抗
値
に
N
2
の
値
を
使
用
し
て
計
算

5
護

１
次
冷
却
材
流
量
(B
)
F
E
3
1
.1
-
1
B
 N
3
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
5

2
.5
8

－
2.
5
9

0.
2
2

0.
0
2
0

1
20

E
M
F
抵
抗
値
に
N
2
の
値
を
使
用
し
て
計
算

6
系

１
次
冷
却
材
流
量
(B
)
F
E
3
1
.1
-
1
B
 N
4
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
5

2
.4
6

－
2.
4
6

0.
2
2

0.
0
1
6

1
38

E
M
F
抵
抗
値
に
N
2
の
値
を
使
用
し
て
計
算

7
１
次
冷
却
材
流
量
(A
)

F
E
3
1.
1
-
1
A
 N
2
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
6

3
.3
8

－
－

－
－

1
94

8
１
次
冷
却
材
流
量
(B
)
F
E
3
1
.1
-
1
B
 N
2
G
S
B
-
P
S
B
1
P
*
2

R
-
2
0
5

3
.0
2

2
.8
0

3
.0
3

0
.2
2

0
.0
1
4

1
94

T
/
C
単
体
（
Ω
）
＝
点
検
前
－
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

単
体

単
位
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
長
さ
(Ω
/
m
)=
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
単

体
/
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
長
（
あ
る
い
は
、
(点
検
前

－
T
/
C
単
体
)/
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
長
）

表
3.

3.
2－

2　
安
全
保
護
系
に
係
る
ケ
ー
ブ
ル
点
検
結
果
の
導
体
抵
抗
測
定
結
果
の
ま
と
め

計
算
値

名
称

機
器
名

（機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

計
算
値

名
称

機
器
名

（機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

計
算
機

用
途

N
o

測
定
値
（Ω
）

用
途

N
o

設
置
部
屋

測
定
値
（Ω
）
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撤
去
長

中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
ﾋ
ｰ
ﾀ

（
ｍ
）

1
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
6
.1
-
2
-
7

H
3
2
9
-
0
2
G
S
B
 1
C
*
5
.5

7
4

―
3
0

3
3

R
-
3
0
5

0
.8
3

日
立
電
線

1
9
7
3

2
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
6
.1
-
1
 

H
3
2
9
-
0
1
G
S
B
 1
C
*
5
.5

7
4

―
1
5

2
6

R
-
3
0
2

5
.0
0

日
立
電
線

1
9
7
3

　
　

防
水
層
外
観
：異
常
な
し

防
水
層
外
観
　
　
　
防
水
層
ひ
び
割
れ
、
滑
落

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
6
0
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
6
0
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

製
造
年

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

表
3.

3.
2 －

3 （
1 ／

6 ）
　

M
K
－
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
撤
去
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
状
態
調
査
結
果

N
o
.
用
途
名
称

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

製
造
社

2
3
4

C
V

P
K
-
1

Q
E

J
.
B
O
X
-
H
2
3
G
S
B

J
.
B
O
X
-
H
3
7
G
S
B

ﾋ
ｰ
ﾀ

3
C
×
5
.
5
m
m
2

3
C
×
5
.
5
m
m
2

3
C
×
5
.
5
m
m
2

1
C
×
5
.
5
m
m
2

R
-
3
0
5

2
3
4

C
V

P
K
-
1

Q
E

J
.
B
O
X
-
H
7
G
S
B

J
.
B
O
X
-
H
4
0
G
S
B

ﾋ
ｰ
ﾀ

3
C
×
5
.
5
m
m
2

3
C
×
5
.
5
m
m
2

3
C
×
5
.
5
m
m
2

1
C
×
5
.
5
m
m
2

R
-
3
0
2
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撤
去
長

中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
ﾋ
ｰ
ﾀ

（ｍ
）

3
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
6
.1
-
4

H
3
2
9
-
0
4
G
S
B
 1
C
*
5
.5

74
―

1
5

2
6

R
-
3
0
2

0
.6
5

日
立
電
線

19
73

4
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
4
.1
-
3
9

H
3
1
9
-
1
8
G
S
B
 1
C
*
5
.5

82
―

1
5

1
7

R
-
2
0
1

5
.3
7

日
立
電
線

19
73

防
水
層
外
観
　
　
　
　
　
防
水
層
ひ
び
割
れ

防
水
層
外
観
　
　
　
　
防
水
層
ひ
び
割
れ
、
滑
落

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
60
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

製
造
社

表
3
.3
.2
－
3
（
2
／
6
）
　
M
K
－
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
撤
去
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
状
態
調
査
結
果

製
造
年

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

N
o
.
用
途
名
称

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

2
3
4

C
V

P
K
-
1

Q
E

J
.
B
O
X
-
H
7
G
S
B

J
.
B
O
X
-
H
4
0
G
S
B

ﾋ
ｰ
ﾀ

3
C
×
5
.
5
m
m
2

3
C
×
5
.
5
m
m
2

3
C
×
5
.
5
m
m
2

1
C
×
5
.
5
m
m
2

R
-
3
0
2

2
3
2

C
V

P
K
-
1

Q
E

J
.
B
O
X
-
H
7
G
S
B

J
.
B
O
X
-
H
1
3
G
S
B

ﾋ
ｰ
ﾀ

2
C
×
8
m
m
2

2
C
×
8
m
m
2

2
C
×
8
m
m
2

1
C
×
5
.
5
m
m
2

R
-
2
0
1
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撤
去
長

中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
ﾋ
ｰ
ﾀ

（ｍ
）

5
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
1
.1
-
6
A

M
0
0
6
-
0
6
G
S
B
 3
C
*
2

6
5

―
1
2

20
R
-
2
0
1

2
.3
2

日
立
電
線

19
73

6
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
1
.1
-
6
B

M
0
0
9
-
0
6
G
S
B
 3
C
*
2

1
2
5

―
1
9

13
R
-
2
0
4

2
.0
0

日
立
電
線

19
73

防
水
層
の
外
観
　
　
　
　
防
水
層
ひ
び
割
れ
、
滑
落

防
水
層
の
外
観
　
　
　
　
防
水
層
ひ
び
割
れ

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
60
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

製
造
社

表
3.

3.
2－

3（
3／

6）
　

M
K
－
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
撤
去
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
状
態
調
査
結
果

製
造
年

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

N
o
.
用
途
名
称

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

2
0
3
-
1

C
V
V

P
K
-
1

C
Q
E

J
.
B
O
X
-
K
2
G
S
B

検
出
器

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

R
-
2
0
1

2
0
3
-
1

C
V
V

P
K
-
2

C
Q
E

J
.
B
O
X
-
K
3
G
S
B

検
出
器

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

R
-
2
0
4
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撤
去
長

中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
ﾋ
ｰ
ﾀ

（
ｍ
）

7
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
1.
1
-
8
A

M
0
0
6
-
08

G
S
B
 3
C
*
2

6
5

―
1
2

20
R
-
2
0
1

1
.4
4

日
立
電
線

1
97
3

8
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
1.
1
-
8
B

M
0
0
9
-
08

G
S
B
 3
C
*
2

1
2
5

―
1
9

13
R
-
2
0
4

3
.3
0

日
立
電
線

1
97
3

防
水
層
の
外
観
　
　
　
　
　
防
水
層
ひ
び
割
れ
、
滑
落

防
水
層
外
観
　
　
　
　
防
水
層
ひ
び
割
れ

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
60
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
6
0
0
V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

製
造
社

表
3.

3.
2－

3（
4／

6）
　

M
K
－
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
撤
去
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
状
態
調
査
結
果

製
造
年

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

N
o
.

用
途
名
称

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

2
0
3
-
1

C
V
V

P
K
-
1

C
Q
E

J
.
B
O
X
-
K
2
G
S
B

検
出
器

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

R
-
2
0
1

2
0
3
-
1

C
V
V

P
K
-
2

C
Q
E

J
.
B
O
X
-
K
3
G
S
B

検
出
器

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

3
C
×
2
m
m
2

R
-
2
0
4
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撤
去
長

中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
ﾋ
ｰ
ﾀ

（
ｍ
）

9
熱
電
対
用

T
E
-
7
1
-
10
4
B

K
09
8
-
0
5
G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2.
3

1
2
5

3
6

―
―

R
-3
0
5

2
.4
3

日
立
電
線

1
97
3

1
0
熱
電
対
用

T
E
-
7
1
-
10
4
A

K
09
7
-
0
5
G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2.
3

6
5

3
2

―
―

R
-3
0
2

1
.7
9

日
立
電
線

1
97
3

ガ
ラ
ス
編
組
外
観
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
糸
編
組
色
落
ち

ガ
ラ
ス
編
組
外
観
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
糸
編
組
色
落
ち
、
ほ
つ
れ

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
60
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

製
造
社

表
3.

3.
2－

3（
5／

6）
　

M
K
－
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
撤
去
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
状
態
調
査
結
果

製
造
年

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

N
o
.
用
途
名
称

機
器
名

（機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

2
0
6

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
2

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
3
0
5

2
0
6

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
2

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
3
0
2
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撤
去
長

中
制
～
ﾍ
ﾟﾈ
ﾍ
ﾟﾈ
～
検
出
器

ﾍ
ﾟﾈ
～
J
.B
O
X
J
.B
O
X
～
ﾋ
ｰ
ﾀ

（
ｍ
）

1
1
熱
電
対
用

T
E
H
34
.1
-3
9

H
3
19
-
4
8
G
-W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3

4
5

27
―

―
R
-
20
1

2
.2
3

日
立
電
線

1
97
3

1
2
熱
電
対
用

T
E
H
35
.1
-6
8

H
3
24
-
4
1
G
-W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3

7
0

39
―

―
R
-
20
4

1
.8
5

日
立
電
線

1
97
3

ガ
ラ
ス
編
組
外
観
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
糸
編
組
色
落
ち

ガ
ラ
ス
編
組
外
観
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
糸
編
組
色
落
ち

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

ケ
ー
ブ
ル
略
号
(名
称
)：

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
-
W
C
A
(V
) 
 (
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
編
組
ｼ
ｰ
ｽ
C
A
補
償
導
線
(ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
編
組
付
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
-
P
S
B
  
 (
各
対
静
電
し
ゃ
へ
い
付
計
装
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
(対
よ
り
))

G
S
B
  
  
  
 (
60
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

G
S
B
  
  
  
 (
60
0V
 ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
動
力
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
)

製
造
社

表
3.

3.
2－

3（
6／

6）
　

M
K
－
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
撤
去
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
状
態
調
査
結
果

製
造
年

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
設
計
長

N
o
.
用
途
名
称

機
器
名

（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
N
o
.

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

回
  
  
 路

2
0
8
-
3

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
1

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
1

2
0
8
-
6

V
T
-
S
B
 
W
C
A
(
V
)

P
K
-
1

G
-
W
C
A
(
V
)

検
出
器

1
P
×
2
.
3
m
m
2

1
P
×
2
.
3
m
m
2

R
-
2
0
4
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屈
曲
試
験

端
末
部
外
観

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
外
観

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
外
観

1
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
36
.1
-2
-7

G
S
B
 1
C
*
5.
5

R
-
30
5
端
子
：
－

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
良
好

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
で
割
れ
発
生
、
５
回
目
以
降
、
割
れ
増
加

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

2
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
36
.1
-2
-8

G
S
B
 1
C
*
5.
5

R
-
30
5
端
子
：
－

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
良
好

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
５
回
目
で
割
れ
発
生

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

3
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
6.
1-
1

G
S
B
 1
C
*
5.
5

R
-
30
2
端
子
：
変
色

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
剥
離
、
ひ
び
割
れ

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
以
降
、
割
れ
増
加

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

4
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
6.
1-
2

G
S
B
 1
C
*
5.
5

R
-
30
2
端
子
：
－

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
ひ
び
割
れ

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
以
降
、
割
れ
増
加

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

5
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
4.
1
-3
9

G
S
B
 1
C
*
5.
5

R
-
20
1
端
子
：
良
好

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
剥
離
、
ひ
び
割
れ

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
で
割
れ
増
加

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

6
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
用

H
3
3.
1
6-
4

G
S
B
 1
C
*
5.
5

R
-
20
4
端
子
：
良
好

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
ひ
び
割
れ

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
で
割
れ
増
加

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

絶
縁
抵
抗
に

変
化
有
り

7
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
1
.1
-
6
A

G
S
B
 3
C
*
2

R
-
2
0
1
端
子
：
変
色

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
剥
離
、
ひ
び
割
れ

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
以
降
、
割
れ
増
加

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

8
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
1
.1
-
6
B

G
S
B
 3
C
*
2

R
-
2
0
4
端
子
：
－

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
ひ
び
割
れ

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
以
降
、
割
れ
増
加
、
７
回
目
以
降
、
剥
離

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

9
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
5
.1
-
8
A

G
S
B
 3
C
*
2

R
-
2
0
1
端
子
：
良
好

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
剥
離

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
以
降
、
割
れ
増
加
、
３
回
目
以
降
、
剥
離

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

1
0
漏
洩
検
出
器
用

X
E
3
5
.1
-
8
B

G
S
B
 3
C
*
2

R
-
2
0
4
端
子
：
良
好

端
末
：
良
好

表
面
被
覆
：
ひ
び
割
れ

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
良
好

表
面
被
覆
：
１
回
目
で
割
れ
増
加

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｽ
網
組
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
絶
縁
体
：
変
化
な
し

1
1

熱
電
対
用

T
E
-
7
1
-
1
0
4
B

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3

R
-
3
0
5
端
子
：
変
色

端
末
：
良
好

ガ
ラ
ス
編
組
：
色
落
ち

変
化
な
し

1
2

熱
電
対
用

T
E
-
7
1
-
1
0
4
A

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3

R
-
3
0
2
端
子
：
良
好

端
末
：
良
好

ガ
ラ
ス
編
組
：
色
落
ち
、
剥
離

変
化
な
し

1
3

熱
電
対
用

T
E
H
3
4
.1
-
3
9

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3

R
-
2
0
1
端
子
：
良
好

端
末
：
良
好

ガ
ラ
ス
編
組
：
色
落
ち
、
ほ
つ
れ

導
体
：
変
色

変
化
な
し

1
4

熱
電
対
用

T
E
H
3
5
.1
-
6
8

G
-
W
C
A
(V
)1
P
*
2
.3

R
-
2
0
4
端
子
：
良
好

端
末
：
良
好

ガ
ラ
ス
編
組
：
色
落
ち
、
ほ
つ
れ

変
化
な
し

表
3.

3.
2－

4　
撤
去
ケ
ー
ブ
ル
屈
曲
試
験
前
後
の
外
観
検
査
結
果

・
導
体
抵
抗
測
定
結
果
：
全
ケ
ー
ブ
ル
と
も
屈
曲
試
験
の
前
後
に
お
い
て
変
化
な
し
。

N
o

機
器
名
（
機
器
N
o
）

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
線
種

設
置
部
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
3
3
.1
6
-
4
に
お
い
て
は
屈
曲
試
験
に
よ
っ
て
若
干
の
絶
縁
低
下
（
∞
(屈
曲
前
)→
4
5
0
M
Ω
(屈
曲
後
)）
が
確
認
さ
れ
た
。

備
  
  
考

屈
曲
試
験
：
自
己
径
の
８
倍
(８
D
)で
１
０
回
の
屈
曲
を
行
う
。
屈
曲
回
数
の
数
え
方
は
、
自
己
径
の
約
８
倍
の
径
を
有
す
る
円
柱
の
外
側
に
沿
っ
て
徐
々
に
約
1
8
0
度
曲
げ
（
こ
れ
を
曲
げ
１
回
と
呼
ぶ
）
、
次
に
原
位
に
復
し

　
　
　
　
　
（
こ
れ
を
曲
げ
２
回
と
呼
ぶ
）
、
さ
ら
に
反
対
方
向
に
約
1
8
0
度
曲
げ
（
こ
れ
を
曲
げ
３
回
と
呼
ぶ
）
、
次
に
原
位
に
復
し
（
こ
れ
を
曲
げ
４
回
と
呼
ぶ
）
。
こ
の
よ
う
な
数
え
方
で
１
０
回
曲
げ
を
行
う
。

・
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果
：
H
3
3
.1
6
-
4
を
除
く
全
ケ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
、
屈
曲
試
験
の
前
後
と
も
∞
。

屈
曲
試
験
前

用
途
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部屋No. J.BOX No. 端子種別 端子台員数 交換端子台員数

J.BOX-H8 10P× 4 －

J.BOX-H8A 10P× 4 －

J.BOX-H9 10P× 8 －

J.BOX-H9A 10P× 8 －

J.BOX-H10 10P× 4 －

J.BOX-H10A 10P× 4 －

J.BOX-H11 10P× 8 －

J.BOX-H11A 10P× 8 －

J.BOX-H12 10P× 2 2
J.BOX-H12A 10P× 2 2
J.BOX-H13 10P× 2 2
J.BOX-H13A 10P× 2 2
J.BOX-H25 10P× 2 2
J.BOX-H25A 10P× 2 －

J.BOX-H26 10P× 3 3
J.BOX-H26A 10P× 3 3
J.BOX-H27 10P× 4 －

J.BOX-H27A 10P× 4 4
J.BOX-H28 10P× 3 3
J.BOX-H28A 10P× 3 3
J.BOX-3B 10P× 16 16
J.BOX-H29 10P× 8 8
J.BOX-H29A 10P× 8 8
J.BOX-H30 10P× 2 2
J.BOX-H30A 10P× 2 2
J.BOX-H31 10P× 3 －

J.BOX-H31A 10P× 3 3
J.BOX-H4B 10P× 24 24
J.BOX-RP 10P× 23 －

J.BOX-H33 10P× 3 －

J.BOX-H33A 10P× 3 －

J.BOX-H34 10P× 4 －

J.BOX-H34A 10P× 4 －

J.BOX-H40 10P× 2 2
J.BOX-H40A 10P× 2 2
J.BOX-H36 10P× 2 2
J.BOX-H37 10P× 2 2
J.BOX-H37A 10P× 2 2

193 99合　計

表3.3.2－5　１次系床下設置J.BOXと交換した端子台員数

R-205

R-206

R-302

R-305

R-105

R-201

R-204
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絶
縁
抵
抗

（
M
Ω
）

導
通
抵
抗

（
Ω
）

絶
縁
抵
抗

（
M
Ω
）

導
通
抵
抗

（
Ω
）

1,
3

0.
6

55
.0

10
0以
上

55
.1

3,
4

0.
6

55
.3

10
0以
上

55
.3

4,
1

0.
6

10
9.
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図3.3.1－1　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの絶縁抵抗試験結果
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て、約65cmしか採取できなかったた
め、試験データは参考値である
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図3.3.1－2　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの引張試験結果
（難燃性エチレンプロピレンゴム絶縁体）
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図3.3.1－3　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの引張試験結果
（架橋ポリエチレン絶縁体）
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図3.3.1－4　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの引張試験結果
（ビニールシース）
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写真3.3.1－1（1／3）　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの補修前後

補修後（PK-１ K-108)

補修前（PK-１ K-108)

ボルト露出
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写真3.3.1－1（2／3）　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの補修前後

補修前（PK-１　K-1１６)

テフロンチューブ割れ

補修後（PK-１ K-1１６)

ガラス編組チューブ被せ補
修
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写真3.3.1－1（3／3）　床下ケーブルペネトレーション内ケーブルの補修前後

補修後（PK-2 K-128)

補修前（PK-2 K-128)

ラグ板継手が露出
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写真3.3.2－1　撤去ケーブル屈曲試験前後の外観

屈曲試験前の外観

屈曲試験後の外観
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写真3.3.2－2（1／2）　１次系床下J.BOX内端子台の交換前後の写真

端子台交換前後　（J.BOX－H26（１次主循環ポンプ（B）室（R-205室）設置））

端子台交換前後　（J.BOX－H26A（１次主循環ポンプ（B）室（R-205室）設置））

J.BOX－H29及びJ.BOX-H30の端子台交換前拡大
（１次主循環ポンプ（A）室（R-206室）設置）
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3.4 補機冷却系統設備配管の肉厚測定 

補機冷却系統設備は、大きく補機系、空調系、ディーゼル系の 3つに分類され

ている。補機系は、遮へいコンクリートを冷却するための窒素ガス冷却、計装用

空気を供給する空気圧縮機の冷却、１次コールドトラップを冷却する窒素ガスの

冷却などを行い、空調系は、原子炉格納容器床下窒素雰囲気及び床下機器の冷却

に使用されているフレオン冷凍機の冷却、原子炉附属空調換気設備の空調器の冷

却などを行い、ディーゼル系は、非常用ディーゼル発電機機関の冷却を行ってい

る。 

補機冷却系統設備は、間接的な設備であるが、「常陽」の原子炉運転中、原子炉

停止中に関らず必要不可欠な設備である。補機冷却系統設備の主要な材料は、配

管が STPG38（JIS G3454 圧力配管用炭素鋼鋼管）、バルブが SCPH2（JIS G5151 

高温高圧用鋳鋼品）といずれも炭素鋼であり、その内部は冷却水であるろ過水（工

業用水）が循環している。このろ過水は、「常陽」運転初期において水質管理が実

施されていない時期があったが、昭和 52年 12月には、配管の腐食を抑制する目

的で定常的な水質管理の導入及び薬品注入設備の増設を行った。 

第 13 回施設定期検査では、これら設備の配管について減肉を調査するため、

肉厚測定を実施した。 

写真 3.4－1に補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所を示す。表 3.4－1に補

機冷却系統設備配管の肉厚測定結果を示す。 

表 3.4－1の肉厚測定結果は、平成 13年 10月に測定した結果であり、昭和 50

年の設備運転以来 24 年を経過した後のデータであるが、設工認において必要と

していた肉厚を満足しており、さらに腐れ代を考慮した必要肉厚も満足しており、

問題ないことを確認した。なお、製作時における製作公差による図面寸法と比較

した場合は、製作時における最小寸法を下回るもの、もしくは、ノミナル寸法を

上回るものがあった。ノミナル寸法を上回るものは、内面に酸化スケール等の付

着物があるものと判断した。製作最小寸法を下回るものは、今後とも継続的に監

視を実施する。 
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0
2

写
真
-
8

東
面

8
B

2
0
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.1
5

1
.3
0

2
.4
5

7
.0

6
.1
3

6
.1
6

O
K

　

2
6

A
-
8
0
2

写
真
-
8

上
面

8
B

2
0
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.1
5

1
.3
0

2
.4
5

7
.0

6
.1
3

8
.4
1

O
K

付
着
物
あ
り

2
7

A
-
8
0
2

写
真
-
8

東
面

8
B

2
0
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.1
5

1
.3
0

2
.4
5

7
.0

6
.1
3

8
.2
3

O
K

付
着
物
あ
り

2
8
補
助
水
槽
出
口
弁
（
V
7
6
-
3
3
）

A
-
8
0
2

写
真
-
9

ボ
デ
ィ
側
面

4
B

1
0
0
A

S
C
P
H
2

0
.6
1

1
.3
0

1
.9
1

1
3
.0

1
3
.3
4

O
K

付
着
物
あ
り

2
9

A
-
8
0
2
写
真
-
1
0

上
面

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

7
.5
8

O
K

付
着
物
あ
り

3
0

A
-
8
0
2
写
真
-
1
0

西
面

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

7
.3
2

O
K

付
着
物
あ
り

3
1

A
-
8
0
2
写
真
-
1
1
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

1
3
.3
7

O
K

付
着
物
あ
り

3
2

A
-
8
0
2
写
真
-
1
1
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

1
1
.4
5

O
K

付
着
物
あ
り

3
3

A
-
8
0
2
写
真
-
1
2
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

1
4
.0
3

O
K

付
着
物
あ
り

3
4

A
-
8
0
2
写
真
-
1
2
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

1
1
.8
9

O
K

付
着
物
あ
り

3
5

A
-
8
0
2
写
真
-
1
3
ボ
デ
ィ
側
面

1
2
B
3
0
0
A

S
C
P
H
2

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

2
0
.0

1
9
.5
7

O
K

付
着
物
あ
り

3
6

A
-
8
0
2
写
真
-
1
3
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
2
B
3
0
0
A

S
C
P
H
2

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

2
0
.0

2
2
.0
5

O
K

付
着
物
あ
り

3
7

A
-
8
0
2
写
真
-
1
4
ボ
デ
ィ
側
面

1
2
B
3
0
0
A

S
C
P
H
2

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

2
0
.0

1
9
.5
8

O
K

付
着
物
あ
り

3
8

A
-
8
0
2
写
真
-
1
4
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
2
B
3
0
0
A

S
C
P
H
2

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

2
0
.0

2
2
.6
0

O
K

付
着
物
あ
り

3
9

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
5
.9
6

O
K

付
着
物
あ
り

4
0

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

1
9
.9
1

O
K

付
着
物
あ
り

4
1

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
4
.9
2

O
K

付
着
物
あ
り

4
2

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
0
.2
6

O
K

付
着
物
あ
り

4
3

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
4
.6
8

O
K

付
着
物
あ
り

4
4

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
3
.5
0

O
K

付
着
物
あ
り

呼
び
径

製
作
図
面
寸
法

測
定
寸
法

備
考

計
算
上

必
要
肉
厚

以
上

表
3.

4－
1（

2／
5）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
配
管
の
肉
厚
測
定
結
果

N
o
.

測
定
対
象

部
屋
番
号
写
真
番
号

測
定
箇
所

仕
様

材
質

必
要
寸
法

補
機
系
ス
ト
レ
ー
ナ
前
弁
（
V
7
6
-
2
5
）

補
機
系
ス
ト
レ
ー
ナ
後
弁
（
V
7
6
-
2
6
）

補
機
系
冷
却
塔
（
B
）
出
口
弁
（
V
7
6
-
8
1
B
）

補
機
系
冷
却
塔
（
B
）
入
口
弁
（
V
7
6
-
2
4
B
）

補
機
系
冷
却
塔
（
A
）
入
口
弁
（
V
7
6
-
2
4
A
）

補
機
系
ス
ト
レ
ー
ナ
バ
イ
パ
ス
弁
（
V
7
6
-
2
7
）

補
助
水
槽
出
口
配
管

補
助
水
槽
出
口
バ
イ
パ
ス
配
管

補
助
水
槽
出
口
温
度
計
配
管

補
機
系
冷
却
塔
（
A
）
出
口
弁
（
V
7
6
-
8
1
A
）
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判
定

計
算
上

必
要
肉
厚
腐
れ
代

合
計

ノ
ミ
ナ
ル

最
小

ｽ
ｹ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ

（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)

4
5

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5
本
体
パ
イ
プ

1
4
B
3
5
0
A

S
B
4
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.0

9
.2
1

O
K

付
着
物
あ
り

4
6

A
-
8
0
2
写
真
-
1
5

鏡
板

1
4
B
3
5
0
A

S
B
4
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.0

7
.1
6

O
K

　

4
7

A
-
8
0
2
写
真
-
1
6

上
面

3
B

8
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.4
7

1
.3
0

1
.7
7

5
.5

4
.8
1

5
.2
7

O
K

　

4
8

A
-
8
0
2
写
真
-
1
6

西
面

3
B

8
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.4
7

1
.3
0

1
.7
7

5
.5

4
.8
1

5
.3
6

O
K

　

4
9

A
-
8
0
2
写
真
-
1
6

北
面

1
4
B
3
5
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.5

8
.3
2

9
.8
1

O
K

付
着
物
あ
り

5
0

A
-
8
0
2
写
真
-
1
6

下
面

1
4
B
3
5
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.5

8
.3
2

9
.8
3

O
K

付
着
物
あ
り

5
1

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

上
面

1
4
B
3
5
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.5

8
.3
2

9
.7
3

O
K

付
着
物
あ
り

5
2

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

西
面

1
4
B
3
5
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.5

8
.3
2

9
.9
0

O
K

付
着
物
あ
り

5
3

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

上
面

1
2
B
3
0
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

8
.4

7
.3
4

6
.6
4

O
K

腐
食
あ
り

5
4

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

西
面

1
2
B
3
0
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

8
.4

7
.3
4

6
.7
6

O
K

腐
食
あ
り

5
5

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

上
面

2
B

5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.3
2

1
.3
0

1
.6
2

3
.9

3
.4
0

3
.9
3

O
K

付
着
物
あ
り

5
6

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

西
面

2
B

5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.3
2

1
.3
0

1
.6
2

3
.9

3
.4
0

3
.8
2

O
K

　

5
7

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

上
面

1
2
B
3
0
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

8
.4

7
.3
4

7
.9
6

O
K

　

5
8

A
-
8
0
2
写
真
-
1
7

西
面

1
2
B
3
0
0
A

sc
h
3
0
S
T
P
G
3
8

1
.6
9

1
.3
0

2
.9
9

8
.4

7
.3
4

8
.6
6

O
K

付
着
物
あ
り

5
9

A
-
8
0
2
写
真
-
1
8
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
3
.4
4

O
K

付
着
物
あ
り

6
0

A
-
8
0
2
写
真
-
1
8
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

1
6
.3
3

O
K

付
着
物
あ
り

6
1

A
-
8
0
2
写
真
-
1
9
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
3
.9
8

O
K

付
着
物
あ
り

6
2

A
-
8
0
2
写
真
-
1
9
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

1
7
.7
3

O
K

付
着
物
あ
り

6
3

A
-
8
0
2
写
真
-
1
9
ボ
デ
ィ
側
面

1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
2
.6
9

O
K

付
着
物
あ
り

6
4

A
-
8
0
2
写
真
-
1
9
ボ
ン
ネ
ッ
ト
側
面
1
4
B
3
5
0
A

S
C
P
H
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

1
7
.0

2
0
.6
4

O
K

付
着
物
あ
り

6
5

A
-
8
0
2
写
真
-
1
9
本
体
パ
イ
プ

1
4
B
3
5
0
A

S
B
4
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.0

8
.6
1

O
K

　

6
6

A
-
8
0
2
写
真
-
1
9

鏡
板

1
4
B
3
5
0
A

S
B
4
2

1
.8
9

1
.3
0

3
.1
9

9
.0

6
.7
7

O
K

　

呼
び
径

製
作
図
面
寸
法

測
定
寸
法

備
考

計
算
上

必
要
肉
厚

以
上

表
3.

4－
1（

3／
5）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
配
管
の
肉
厚
測
定
結
果

N
o
.

測
定
対
象

部
屋
番
号
写
真
番
号

測
定
箇
所

仕
様

材
質

必
要
寸
法

空
調
系
ス
ト
レ
ー
ナ
（
S
T
7
6
-
2
）

主
配
管
建
家
貫
通
部
（空
調
系
戻
り
）

空
調
系
ス
ト
レ
ー
ナ
バ
イ
パ
ス
弁
（
V
7
6
-
1
8
）

空
調
系
ス
ト
レ
ー
ナ
前
弁
（
V
7
6
-
1
6
）

空
調
系
ス
ト
レ
ー
ナ
後
弁
（
V
7
6
-
1
7
）

主
配
管
か
ら
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
弁
ま
で
（
主
配
管
）

主
配
管
建
家
貫
通
部
（
空
調
系
行
き
）

主
配
管
建
家
貫
通
部
（
補
機
系
戻
り
）

主
配
管
建
家
貫
通
部
（
補
給
水
）

補
機
系
ス
ト
レ
ー
ナ
（
S
T
7
6
-
3
）

主
配
管
か
ら
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
弁
ま
で
（
分
岐
配
管
）
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判
定

計
算
上

必
要
肉
厚
腐
れ
代

合
計

ノ
ミ
ナ
ル

最
小

ｽ
ｹ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ

（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)
（
ｍ
ｍ
)

6
7

S
-
7
0
5
写
真
-
2
0

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

5
.8
3

O
K

腐
食
あ
り

6
8

S
-
7
0
5
写
真
-
2
0

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

5
.7
5

O
K

腐
食
あ
り

6
9

S
-
7
0
5
写
真
-
2
1

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

5
.3
8

O
K

腐
食
あ
り

7
0

S
-
7
0
5
写
真
-
2
1

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

5
.7
3

O
K

腐
食
あ
り

7
1

S
-
4
0
4
写
真
-
2
2

西
面

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

7
.4
7

O
K

付
着
物
あ
り

7
2

S
-
4
0
4
写
真
-
2
2

北
面

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

6
.8
9

O
K

　

7
3

S
-
4
0
4
写
真
-
2
2

西
面

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

7
.0
3

O
K

　

7
4

S
-
4
0
4
写
真
-
2
2

北
面

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

6
.8
5

O
K

　

7
5

S
-
4
0
4
写
真
-
2
2

西
面

6
B

1
5
0
A

sc
h
4
0
S
T
P
G
3
8

0
.8
7

1
.3
0

2
.1
7

7
.1

6
.2
1

7
.7
5

O
K

付
着
物
あ
り

7
6

S
-
4
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補
機
冷
却
系
統
設
備
配
管
の
肉
厚
測
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結
果

N
o
.

測
定
対
象

部
屋
番
号
写
真
番
号

測
定
箇
所

仕
様

材
質

必
要
寸
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G
配
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A
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ゼ
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入
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写真1　空調系冷却塔（B）入口立上げ部配管

写真2　空調系冷却塔（B）出口弁（V76-80B）

写真3　空調系冷却塔（B）補給水弁（V76-92B）及び配管

写真4　空調系冷却塔（A）出口弁（V76-80A）

写真3.4－1（1／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所
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写真5　空調系冷却塔（A）補給水弁（V76-92A）及び配管

写真6　空調系冷却塔（B）入口弁（V76-15B）

写真7　空調系冷却塔（A）入口弁（V76-15A）

写真8　補助水槽出口弁（V76-35）及び配管

写真3.4－1（2／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所
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写真9　補助水槽出口弁（V76-33）

写真10　補助水槽出口温度計配管

写真11　補機系冷却塔（A）出口弁（V76-81A）

写真12　補機系冷却塔（B）出口弁（V76-81B）

写真3.4－1（3／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所
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写真13　補機系冷却塔（B）入口弁（V76-24B）

写真14　補機系冷却塔（A）入口弁（V76-24A）

写真15　補機系ストレーナバイパス弁（V76-27）

写真16　主配管からダイヤフラム弁まで

写真3.4－1（4／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所
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写真17　主配管附属建家貫通部

写真18　空調系ストレーナバイパス弁（V76-18）

写真19　空調系ストレーナ及び弁

写真3.4－1（5／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所
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写真20　2号ディーゼル冷却塔入口及び出口配管

写真21　1号ディーゼル冷却塔入口及び出口配管

写真22-1　ディーゼル配管クランク部及びサポート部

写真22-1　ディーゼル配管クランク部及びサポート部

写真3.4－1（6／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所
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写真23　ディーゼル配管

写真24　空調系配管水槽入口部（ディーゼル水槽）

写真25　ディーゼル配管水槽入口部

写真26　ディーゼル配管水槽入口部

写真3.4－1（7／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所



JNC TN9440 2005-003 

3.4－14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真27　ディーゼル配管

写真28　ディーゼル配管

写真3.4－1（8／8）　補機冷却系統設備配管等の肉厚測定箇所
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3.5 設備、機器の点検結果に基づく経年変化調査 

「常陽」では、高速実験炉「常陽」設置者自主検査長期計画書に基づき、設備

の点検を実施するとともに、その経年劣化状況に応じて機器等の更新を計画的に

行っている。 

以下に、代表的な設備、機器の点検結果を示す。 

 

3.5.1 主冷却器伝熱管 

主冷却器には、冷却のために取り入れる外気中に含まれる海塩粒子が結晶化

して伝熱管表面に付着し、これが原因となってその表面に錆が生成されている

ことが確認されている。施設定期検査毎の伝熱管表面の付着物除去作業におい

て回収した付着物に、錆や海塩の成分が検出されたことから、伝熱管（フィン

部、直管部）には外面腐食による減肉が生じていることが予想された。このた

め、主冷却器関係の施設定期検査、定期自主検査とは別に、伝熱管の減肉量を

評価すべく自主的な検査を昭和59年度より実施してきた。 

 MK－Ⅱ主冷却器は、図3.5.1－1に示すように、主冷却器の上部に位置する入

口ヘッダ、及び下部に位置する出口ヘッダが並列して設置され、それらの間を

U字形の伝熱管で接続している。伝熱管の内部流体はナトリウム、外部流体は

空気（外気）である。 

 ナトリウムに接する伝熱管内表面の腐食については、２次系サーベイランス

試験結果から、設計寿命中においては問題ないとの結論を得ており、減肉に最

も影響が大きいと考えられる伝熱管外表面の塩分による腐食に注目している。 

(1) 検査の実施方法 

減肉の評価については、継続的に伝熱管の肉厚を測定し、データの蓄積を

行う必要がある。このため、溶接構造のナトリウムバウンダリの開放を伴う

方法の採用については、２次冷却系内の不純物管理の観点等から不適切であ

り、伝熱管外部からの計測方法を選択する必要がある。また、伝熱管の形状

は、図 3.5.1－2に示すように胴管にフィンが約 5mmピッチで螺旋状に巻き

つけられており、フィン部の伝熱管肉厚は、測定器を接触させて計測できな
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い。このため、伝熱管の部位の形状に応じて、以下の肉厚測定方法を採用し

ている。図 3.5.1－3に X線及び超音波による肉厚測定の概念図を示す。 

① 直管部 ：超音波(UT)による肉厚測定 

伝熱管の部位のうち、唯一探触子がアプローチできる直管部（フィンな

し）については、超音波による方法を採用している。 

 実施方法については、一般的なUT検査と同様に該当部を下地処理しカプ

ラントを塗布した上で肉厚を測定した。 

② フィン部 ：X線(RT)による肉厚測定 

 フィン部（フィンの谷部）については、超音波探触子の挿入及び測定部位

の下地処理が不可能であり、超音波による方法が採用できないため、X線に

よる透過写真撮影を行い、投影写真像を基にX線焦点から測定部までの距離、

フィルムと照射X線との傾き角度等から幾何学的にフィン部の伝熱管肉厚

を算出した。 

(2) 検査結果 

① 直管部 

直管部においては、昭和 59年度と平成 2年度に肉厚測定を実施している。

表 3.5.1－1 に示すように直管部の肉厚については、各施設定期検査におい

て公称厚さである 2mmを全ての測定部位で上回っていた。 

② フィン部 

フィン部については、昭和 61年度の第 6回施設定期検査以降、施設定期

検査毎に測定を実施している。表 3.5.1－2に平成 2年度の第 8回施設定期

検査から平成 10年度の第 12回施設定期検査までの 5回分の測定結果を示

す。フィン部の肉厚については、各施設定期検査において公称厚さである

2mmを全ての測定部位で上回っていた。 

 

3.5.2 電源設備 

電源設備は、一般系電源、非常系電源、無停電系電源から構成され、受変電

設備、非常用電源設備、無停電電源設備、電源監視盤等で構成されている。 
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(1) 受変電設備 

受変電設備は、受電設備、メタクラ設備、パワーセンタ設備、非常系 100V

電源設備で構成されている。受電設備は、66kV 閉鎖配電盤、変圧器などで

構成されている。メタクラ設備は、3.3kV 一般系メタクラ 1A、1B 用のフィ

ーダ盤、遮断器盤、計器用変圧器盤、非常系メタクラ 1C、1D用のフィーダ

盤、遮断器盤、接地装置盤、接地形計器用変圧器盤で構成されている。パワ

ーセンタ設備は、400V系である一般系 2A、2B、非常系 2C、2D、2S、200V

系である一般系 3A、3B、非常系 3C、3D、3S、1HC、1HD、2HC、2HD用

の変圧器、フィーダ盤、遮断器盤、断路器盤で構成されている。非常系 100V

電源設備は、4C、4D、4S用の変圧器、電源盤で構成されている。 

受変電設備のうち、変圧器、遮断器などの機器は、絶縁体に使用されてい

る有機材料が運転中の発熱により経年劣化して、絶縁体の電気抵抗が低下す

ることで絶縁機能が悪化することが問題である。一般的に遮断器、変圧器な

どに用いられている部品は、部品の交換、修理が可能で期待寿命を全うする

修理系部品と、基本的に交換及び修理ができない非修理系部品とから構成さ

れている。社団法人日本電機工業会では、電気設備の運用にあたり、機器・

材料が標準使用条件下で使用される場合に機能の低下が実用上支障ない程度

であると期待できる目安として、更新推奨時期を示しており、これによれば、

遮断器、変圧器は使用開始後 20年とされている。「常陽」では、その健全性

を定期的な点検を実施することにより確認することで更新推奨時期より長い

期間使用してきたが、第 13回施設定期検査ではメタクラ、パワーセンタ関係

の遮断器を更新した。 

表 3.5.2－1に「常陽」における遮断器の更新履歴一覧を示す。 

電源設備の遮断器は、その健全性を定期的な点検を実施することにより確

認することで約 28年使用してきたが、第 13回施設定期検査において平成 13

年製造のものに大部分を更新した。なお、1A M/C の第二使用済燃料貯蔵建

家用と廃棄物処理建家用は、「常陽」建設後の増設等で追加された遮断器で製

造後 15年であり、更新推奨時期にまだ達していないため、更新しなかった。 
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表 3.5.2－2に「常陽」における乾式変圧器の劣化診断検査結果を示す。 

各パワーセンタに設置されている乾式変圧器は、昭和 48年に製造されたも

ので使用開始から約 28年が経過していることから、第 13回施設定期検査中

の平成 12年 7月～8月にかけて絶縁診断を実施した。この結果、絶縁劣化時

に起きる変圧器運転中のコロナ音は観察されなかった。また、その他の状態

確認においても特に問題となるものはなかった。 

(2) 非常用電源設備 

非常用電源設備は、外部電源が使用不可能となった場合にプラントを安全

に停止するために必要な電源を給電する設備であって、ディーゼル発電設備

（ディーゼル機関とディーゼル発電機とその補機）、制御盤（発電、補機、励

磁）、同期盤から構成される。ディーゼル発電設備は、同一定格のものが 2基

設置され、1号発電機は非常系 1C母線、2号発電機は非常系 1D母線に接続

されている。 

ディーゼル機関は、V 型単動 4 サイクル無気噴油式で定格出力 2,200kW

（3,000PS）、定格回転数 600rpmである。ディーゼル発電機は、連続定格横

軸回転界磁開放型交流同期式で定格容量 2,500kVA、定格電圧 3,300Vである。 

資料 3.5－1の表 2－1にディーゼル発電設備の点検結果を示す。 

ディーゼル機関は、施設定期検査毎に分解点検を行い、クランクシャフト、

シリンダー、燃料関係、潤滑油関係、空気関係、過給器、補機設備等を点検

している。このうち、シリンダーやクランクシャフトの摺動部における磨耗

が機器の健全性に与える影響が大きく、施設定期検査毎にその傾向を把握し

ている。また、シリンダー部における冷却系統内の錆の発生による閉塞等が

生じるとディーゼル機関に大きなダメージを与えることになる。 

写真 3.5.2－1にディーゼル機関分解点検時における各部品状況を示す。図

3.5.2－1にディーゼル機関シリンダーライナの寸法測定結果を示す。 

ディーゼル機関は、機関本体のシリンダーブロック部以外はほとんど部品

交換ができるものであり、特に摺動部であるシリンダー、ピストンコンロッ

ド、クランクシャフトピン部には、ライナ、ホワイトメタルなど摺動に対応
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した部品が設定されており、これらの磨耗が著しい場合は分解点検時に対象

部品を交換すれば基本的には初期状態に復帰させることができる。したがっ

て、交換できないシリンダーブロックの冷却水流路部分を点検時に十分手入

れしておくことが重要である。これまでの分解点検では、問題となるような

箇所はなかった。交換できる部品のうち、シリンダーライナは、許容値であ

る基準内径＋1.2mm に対して、測定値はいずれも＋0.2mm 以下であり、問

題ない値であった。また、クランクシャフトピン部についても同様である。

なお、ディーゼル機関の総運転時間は、1号機が 1,009時間、2号機が 1,064

時間であり、このうち負荷運転時間は 1号機が 482時間、2号機が 563時間

であり、ほぼ 1/2は毎週 1回実施している無負荷による試運転の時間である。 

ディーゼル発電機は、施設定期検査毎に分解点検を行い、固定子、回転子、

軸受、ブラシ、回転数計等を点検するとともに、絶縁抵抗測定を実施してい

る。また、第 13回施設定期検査においては、発電機全体の点検、巻線の絶縁

特性回復処理を行うとともに、絶縁特性回復処理後に絶縁診断を実施した。 

図 3.5.2－2にディーゼル発電機の絶縁抵抗測定結果を示す。表 3.5.2－3に

ディーゼル発電機の絶縁処理後における絶縁診断結果を示す。 

ディーゼル発電機は、過去の施設定期検査時における絶縁抵抗の推移を考

察すると、湿度が高い状況（梅雨時、夏場）において絶縁抵抗が急激に低下

する傾向がある。これは、絶縁表面に塩分が付着した場合に良く見られる現

象であり、塩分が乾燥した状態では絶縁抵抗を確保できるが、吸湿した場合

は絶縁抵抗の確保ができず、急激に低下するためである。よって、これまで

2回（1号機は第 7回と第 13回施設定期検査、2号機は第 8回と第 13回施

設定期検査）の絶縁抵抗を回復させるための蒸気洗浄、熱風乾燥、樹脂処理

を実施した。また、第 13回施設定期検査では、絶縁抵抗回復処理後に絶縁診

断として絶縁抵抗、誘導正接、交流電流、部分放電の各試験を実施した。そ

の結果、絶縁診断前に絶縁回復処理を行っているため、運転に支障ない特性

値であった。ただし、昭和 48年に製作されたもので既に約 29年が経過して

おり、今後劣化の進行が早まることも想定し、継続的な監視と適切な対応を
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行っていく必要がある。 

(3) 無停電電源設備 

無停電電源設備は、安全保護回路、ポニーモータ、放射線監視設備、警報

回路等の瞬時停電も許されない負荷へ給電する設備であって、交流無停電電

源設備と直流無停電電源設備とから構成されている。 

交流無停電電源設備は、常時外部電源を受電し、5C及び 5D整流装置にて

整流され、5C及び 5D蓄電池を浮動充電しながら 6C及び 6Dインバータで

再び交流変換され各負荷に給電しているが、外部電源喪失時のディーゼル発

電機が起動して定格電圧が確立され、ディーゼル発電機より受電するまでの

間は 5C及び 5D蓄電池より各負荷に給電する。 

直流無停電電源設備は、常時外部電源を受電し、7C及び 7D整流装置にて

整流され、7C 及び 7D 蓄電池を浮動充電しながら各負荷に給電しているが、

外部電源喪失時のディーゼル発電機が起動して定格電圧が確立され、ディー

ゼル発電機より受電するまでの間は 7C及び 7D蓄電池より各負荷に給電する。 

資料 3.5－1 の表 2－2 に電源設備（交流無停電電源設備）の点検結果、表

2－3に電源設備（直流無停電電源設備）の点検結果、表 2－4に電源設備（交

流・直流無停電電源設備蓄電池）の点検結果を示す。 

交流無停電電源設備は、施設定期検査毎に整流装置、インバータ装置、電

源盤の外観検査、絶縁抵抗測定、特性試験、出力波形測定、シーケンス試験

を実施している。 

直流無停電電源設備は、施設定期検査毎に整流装置、負荷電圧補償装置の

外観検査、絶縁抵抗測定、特性試験、出力波形測定、シーケンス試験を実施

している。 

交流・直流無停電電源設備の蓄電池は、施設定期検査毎に外観検査を実施

している。また、蓄電池は、一般的には約 10～14年が更新の目安とされてい

る。5C 蓄電池が第 4 回施設定期検査の昭和 59 年 2月（製造から約 11 年）、

5D、7C蓄電池が第 5回施設定期検査の昭和 60年 10月（製造から約 12年）、

7D蓄電池が第 6回施設定期検査の昭和 62年 1月（製造から約 14年）に第 1
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回目の更新を実施している。第 2回目の更新は、5C、5D、7C蓄電池につい

て第 13回施設定期検査の平成 15年 1月（製造から約 19～20年）に実施し

ており、約 20年間使用した蓄電池の健全性に問題なく、維持管理が適切であ

ったことを確認した。よって、7Dは、これまでと同様の維持管理を行うとと

もに、これらの使用実績を踏まえて、適切な更新時期を検討する。 

SBA G0303-2001ベント形据置鉛蓄電池の保守・取扱いに関する技術指針（社

団法人電池工業会）によれば、電解液の比重、温度状態、設定電圧の高低に

による正極格子及び心金の腐食速度、負極板の自己放電の状況によって異な

るものの、「常陽」で用いている CS 形蓄電池は、期待寿命 10～14 年程度で

ある。なお、「常陽」における蓄電池の管理は、上記指針を参考に組蓄電池内

の電圧バラツキを浮動充電電圧 2.15V／セル±0.05V、正極格子及び心金の腐

食速度に影響を及ぼす蓄電池電解液温度を 45℃以下、蓄電池電解液比重を

1.215±0.01（20℃換算）に管理し、蓄電池の劣化をできるだけ防止する努力

を行っており、これらの測定は、蓄電池の浮動充電電圧、電解液温度が 1 回

／週、電解液比重が 1回／月、均等充電が１回／3月の頻度で実施している。 

 

3.5.3 回転機器駆動用電動機 

回転機器駆動用電動機のうち、特に重要な駆動用電動機として１次主循環ポ

ンプ用、２次主循環ポンプ用、主送風機用、フレオン冷凍機用がある。 

資料 3.5－1 の表 3－1 に１次主循環ポンプの点検結果、表 3－2 に２次主循

環ポンプの点検結果、表 3－3に主送風機の点検結果、表 3－4にフレオン冷凍

機の点検結果を示す。 

１次主循環ポンプ電動機は、原子炉建家 1階に設置されており、A号機が第

4回、第 7回、第 12回施設定期検査、B号機が第 3回、第 7回、第 12回施設

定期検査において製作工場に持ち帰り、分解前点検、負荷側軸受部点検、固定

子点検、スラスト軸受点検、回転子点検を実施している。この結果、これまで

に実施してきた点検では、スリップリングの表面の肌荒れによる摺動面の修正、

カーボンブラシの材質変更、整流子の振れ修正などが行われてきたが、大きな
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問題等の発生はなかった。また、第 11回施設定期検査においては、電動機の絶

縁抵抗試験、耐電圧試験、部分放電試験など絶縁診断検査を行い、その健全性

を確認した。 

なお、第 13回施設定期検査の中で実施したMK－Ⅲ冷却系改造工事において、

１次主循環ポンプ速度制御系を改造することに合わせて予防保全の観点から、

電動機も同一仕様のものに更新している。 

2 次主循環ポンプ駆動用電動機は、主冷却機建家 4 階に設置されており、現

地で行う簡易点検と製作工場に持ち帰って行う詳細点検を実施しており、現地

では軸受点検、固定子点検、回転子点検、スリップリング点検などを実施して

いる。製作工場における詳細点検では、分解点検を行っている。点検の結果、

第 1回施設定期検査において既に絶縁抵抗の低下が確認され、清掃・手入れを

実施している。第 5回施設定期検査では、絶縁診断を実施し、誘導正接試験、

交流電流特性試験等を行い、異常のないことを確認したが、予防保全の観点か

ら絶縁補強対策として、蒸気洗浄、乾燥、ワニス処理を実施し、その後、再度

誘電正接試験、交流電流特性試験等の絶縁診断を行い異常のないことを確認し

ている。なお、第 13回施設定期検査の中で実施したMK－Ⅲ冷却系改造工事に

おいて、２次主冷却系の流量増加に対応させるため、容量を大きくした仕様に

変更された電動機に更新している。 

主送風機駆動用電動機は、主冷却機建家 1階に設置されており、第 3回施設

定期検査で 1Bの絶縁抵抗の不安定現象が確認されたことから、工場における

詳細な調査を実施した結果、原因は塩害によるものと推定され、すべての主送

風機用電動機に対して絶縁補強対策として、塩出し、蒸気洗浄、乾燥、エポキ

シ樹脂真空含浸処理を実施し、耐圧試験を行って正常に復帰したことを確認し

た。第 5回施設定期検査では、1A、2A、1B、2Bとも絶縁補強対策として、蒸

気洗浄、乾燥及びワニス処理を実施した。第 7回施設定期検査、第 11回施設

定期検査では、回転子コイルの絶縁診断を実施した。また、第 12回施設定期

検査では、2B駆動用電動機の整備前絶縁診断試験（工場）においてコイルエン

ド部に絶縁リークが発生した。潮解性塵埃がイオン化した Cl等が絶縁層に浸透
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し局部的な貫通抵抗の低下をきたし絶縁リークが発生したものである。よって、

洗浄及びワニスを塗布し絶縁補強を行った。なお、第 13回施設定期検査の中

で実施したMK－Ⅲ冷却系改造工事において、圧力損失増加に対応するため、

容量を大きくした仕様に変更された主送風機電動機に更新している。 

写真 3.5.3－1に主送風機駆動用電動機の絶縁処理前後の写真を示す。表 3.5.3

－1に２次主循環ポンプ及び主送風機駆動用電動機の絶縁処理前後の絶縁診断

結果を示す。 

写真 3.5.3－1及び表 3.5.3－1は、MK－Ⅲ冷却系改造工事以前の旧駆動用電

動機の絶縁処理前後のデータを示しているが、これらが製造されたのは昭和 48

年であり、絶縁処理を行った平成 10年時点で製造から 25年が経過している。

なお、絶縁診断のうち、絶縁抵抗、成極指数は絶縁材の吸湿、汚損に関する劣

化現象、tanδは絶縁材の吸湿、汚損、枯れ（硬化）に関する劣化現象、Δtan

δ、交流電流特性、部分放電特性は絶縁材のボイド、剥離、クラックに関する

劣化現象をぞれぞれ診断するためのものである。この結果、絶縁補強を行う前

は、2B駆動用電動機でコイルエンド部に絶縁リークが発生したように、絶縁材

に経年劣化現象が現れており、使用環境、絶縁診断結果、絶縁補強の実施回数

等を考慮して、更新時期を検討していく必要性があると考えられる。 

フレオン冷凍機の駆動用電動機は、原子炉附属建家地下 2階に設置されてお

り、第 8回、第 10回、第 11回、第 13回施設定期検査において、常に絶縁抵

抗は良好な状態を保持しているが、一部固定子の絶縁ワニスタッチアップ塗装

を行っている。 

 

3.5.4 原子炉制御設備 

原子炉制御設備は、炉心の中性子束を制御する制御棒を駆動する制御棒駆動

機構、制御棒駆動機構上部案内管及び制御設備から構成されている。 

(1) 制御棒駆動機構及び制御棒駆動機構上部案内管部 

制御棒駆動機構は、制御棒を炉心へ急速降下（スクラム）させる機能、原

子炉運転時に制御棒の炉心への挿入・引抜及び位置保持の機能を有している。
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制御棒駆動機構は、電動機駆動により通常速度で制御棒の挿入･引抜動作を行

い、制御棒のスクラム動作は、保持電磁石の励磁断により駆動装置に連結さ

れている制御棒を切り離し、スプリング力及び自重で急速降下させる機能を

有している。 

資料 3.5－1の表 4－1に制御棒駆動機構の点検結果を示す。表 3.5.4－1に

制御棒駆動機構上部案内管の交換履歴を示す。 

制御棒駆動機構は、駆動部を取外し、製作工場における分解点検を実施し、

絶縁抵抗測定、スクラム検出コイル電気試験、リミットスイッチの動作確認、

トルクリミットスイッチの設定値確認、駆動モータ及び電磁ブレーキの電

圧・電流測定、保持電磁石電圧・電流測定、引抜・挿入速度、ガス系漏洩検

査を行っている。また、制御棒下部案内管、制御棒駆動機構上部案内管は、

中性子照射量に応じて交換が必要であり、下部案内管については約 2×

1023n/cm2を交換目安として交換しており、上部案内管は加速スプリング、ス

クラム検出コイルの劣化の予防保全の観点から交換を実施している。 

制御棒駆動機構上部案内管は、MK－Ⅰ増殖炉心において安全棒 4 本、調

整棒 2 本構成であったものを、MK－Ⅱ照射炉心移行によって原子炉熱出力

を 75MWtから 100MWtにすることから、すべてを安全棒と同じ構造にする

ため、No.1 と No.4 を第 3 回施設定期検査の昭和 57 年に交換している。ま

た、No.5については、上部案内管に設置されているスクラム時間検出コイル

の不具合により、第 3回施設定期検査に交換を実施している。その後、上部

案内管は、スクラム時間検出コイルへの MI ケーブル接続部の改良を行って

おり、順次上部案内管交換時に改良型に切り替えている。 

第 7回施設定期検査では、制御棒駆動機構の分解点検後の据付・調整にお

いて、制御棒駆動機構の 1基（制御棒駆動機構 No.3）の駆動荷重に異常が見

られ、荷重計の健全性及び荷重特性の再現性の確認等原因の調査を実施した。

その結果、据付・調整に際して用いるシム板の厚さを誤って別の制御棒駆動

機構に用いるものを使用したため、外管と内管の位置決めにズレが生じ、制

御棒をつかむ爪が変形してしまった。よって、上部案内管を交換し、再発防
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止対策として、使用するシム板にそれぞれの制御棒駆動機構の番号を刻印し

て誤使用を防止したとともに、使用するシム板を機械的に固定するため、ス

ポット溶接を実施することにした。 

(2) 制御設備 

制御設備は、制御棒駆動機構制御装置、制御棒位置指示計、制御棒荷重指

示計、電源装置などから構成されている。 

資料 3.5－1の表.4－2に原子炉制御設備の点検結果を示す。 

制御設備については、施設定期検査毎に制御棒荷重計及び位置指示系計の

点検校正、ロジック回路の機能試験、制御棒励磁電源、ロジック電源装置の

点検などを実施している。これまでの点検において、第 1回施設定期検査で

はリレー、タイマ基板の不良に伴う交換、第 4回施設定期検査で制御棒 No.1

の荷重超過設定器の不良による交換、ロジック回路の基板、ロジック電源装

置及び補助継電器の交換、第 7回施設定期検査で制御棒励磁電源装置、位置

指示計、第 8 回施設定期検査でスクラム時間測定装置のバッテリ交換、第 9

回施設定期検査でスクラム時間測定回路のディスプレイの不具合による交換、

ロジック盤電源装置の電解コンデンサの交換、第 12回施設定期検査でタイマ、

励磁電源装置の電解コンデンサ、第 13回施設定期検査でタイマ、リレー、ロ

ジック電源装置など定期的に電気的な寿命である部品の交換を実施している。 

MK－Ⅱ炉心最後のサイクルである第 35サイクルの原子炉定格出力運転中、

原子炉出力調整操作において 6本の制御棒のうち、制御棒-1（以下「CR-1」

と略称）を選択して約１㎜引き抜く操作を実施したところ、操作直後に CR-1

が約 15㎜下降し、これに伴い原子炉出力が約 98MWtから約 85MWtまで低

下したため、原子炉を手動停止し、原因調査を実施した。この結果、制御棒

の短時間の引き抜き操作において、ブレーキ開放補助継電器の接点復帰動作

不良が発生して、接点 ON 状態を維持し続け、駆動モータが停止してもブレ

ーキは開放状態となり、制御棒上部案内管、制御棒等の自重による落下力に

対し、駆動モータ周りの回転抵抗が作用して CR-1 が緩やかに挿入されたも

のであることが判った。よって、ブレーキ開放補助継電器の交換と交換後の
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短時間動作確認試験を実施するとともに、当該制御棒駆動機構について、作

動検査、スクラム検査、制御棒一斉挿入検査を実施した。また、補助継電器

の交換基準を見直し、重要度の高い安全保護系は 10年で交換する基準に変更

するとともに、第 13回施設定期検査において補助継電器の交換を実施した。 

 

3.5.5 核計装設備 

核計装設備のうち中性子検出器は、原子炉起動から定格出力まで中性子を測

定し、原子炉の中性子レベル及びペリオドを測定するものである。原子炉停止

時の中性子源レベルから定格出力中性子レベルまでに約 10 デガード（101～

1010）あり、この全域をカバーするために起動系、中間系、出力系の 3 系統が

設けられている。 

起動系及び中間系に用いられている核分裂計数管は、電離箱の一方の電極に

酸化ウラン（UO2）を塗ったもので中性子が 235Uの核分裂を引き起こし、その

結果生じた核分裂片の電離作用により中性子を検出するものである。出力系に

用いられているγ線補償形電離箱は、電離箱を二重構造にし、外側の電離箱の

電極にホウ素（B）を塗布して中性子にも感ずるようにし、内側の電離箱の電

離容積を調節することによって両電離箱のγ線による電離電流を等しくしてお

き、外側の電離箱の中性子による電離電流のみが測定できるようにしたもので

ある。よって、核分裂計数管の場合は UO2の消耗が大きく限界中性子照射量は

約 3×1018n/cm2であり、定期的な交換が必要である。γ線補償形電離箱の場合

は、電極に塗布された Bの中性子照射による消耗は少ないが、微少電流を測定

するため、検出器から信号ケーブルに至る絶縁抵抗は、検出器を含めた信号ケ

ーブルで 1×1011Ω、検出器を含めた高圧ケーブル、補償用ケーブルで 1×1010

Ωという高い絶縁抵抗が要求される。このため、絶縁材である有機系材料、こ

れを保護する MI ケーブルの劣化が絶縁劣化を引き起こすことが問題であり、

使用年数によって交換する必要がある。 

資料 3.5－1の表 5－1に核計装設備の点検結果を示す。表 3.5.5－1に核計装

設備の中性子検出器の交換実績を示す。 
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核計装設備は、計装設備の中でも最も重要な設備であり、施設定期検査毎に

点検校正、警報設定値確認、検出器の絶縁抵抗測定を実施している。起動系は、

第 1 回施設定期検査で初期不良と思われる CH2 中性子検出器の絶縁が低下し

たため交換を実施した。起動系、中間系に用いられていた核分裂計数管は英国

製であり、補修に時間を要する等の問題から、昭和 52 年より国産の核分裂計

数管の試用試験、耐久試験を実施した。供用できる見通しが得られたため、第

3 回施設定期検査から順次核分裂計数管を英国製から国産に交換した。その後

は、核分裂計数管の UO2の消耗の観点から定められた限界中性子照射量である

約 3×1018n/cm2を目安に交換を実施してきている。 

 

3.5.6 プロセス計装設備 

プロセス計装設備は、１次冷却系計装設備、２次冷却系計装設備及び燃料集

合体出口温度計装設備からなり、計装設備は検出器、計測回路、制御回路及び

保護回路等から構成されている。 

１次冷却系計装設備は、１次冷却材流量を一定に調節し、原子炉出入口冷却

材温度、原子炉容器ナトリウム液面などを指示、記録するとともに、これらの

プロセス量に異常を検出したときに警報を発報するとともに、プロセス量によ

って原子炉保護系にトリップ信号を伝送する機能を有している。 

２次冷却系計装設備は、２次冷却材流量を一定に調節し、主送風機の風量を

調節して原子炉入口温度が一定になるように主冷却器出口温度を制御する機能

を有している。２次冷却材流量の低下などプロセス量の異常を検出したときに

警報を発報するとともに、原子炉保護系にトリップ信号を伝送する機能を有し

ている。 

燃料集合体出口温度計装設備は、炉心上部機構に温度検出器を取り付けて、

炉心燃料集合体から流れ出る冷却材の温度を計測することにより、燃料集合体

内の閉塞を検出するための設備である。 

資料 3.5－1 の表 6－1 に１次冷却系計装設備の点検結果、表 6－2 に２次冷

却系計装設備の点検結果、表 6－3 に燃料集合体出口温度計装設備の点検結果
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を示す。 

１次冷却系プロセス計装の点検は、計器の校正検査、外観点検、警報設定値

確認、端子の増し締めを実施している。各計器の電解コンデンサ、インクチュ

ーブ、インクタンクなどの経年劣化する部品や消耗品等については、定期的に

交換を実施している。また、計器は、製造中止から 5 年程度で部品供給が停止

することから、補修に必要な部品の供給が停止している計器について順次更新

を行っている。 

２次冷却系プロセス計装の点検は、計器の校正検査、外観点検、清掃、端子

の増し締めを実施している。計器は、1 次冷却系プロセス計装と同様に製造中

止から 5 年程度で部品供給が停止することから、故障頻度が多くなってきた計

器については更新を計画する必要があり、２次冷却系については、第 3 回、第

5回、第 11回及び第 13回施設定期検査において、順次更新を行うことで計器

の健全性、精度維持を図っている。 

燃料集合体出口温度計装設備の点検は、計器の校正検査、分解点検、端子の

増し締め等を実施している。２次冷却系プロセス計装と同様に計器は、製造中

止から 5 年程度で部品供給が停止することから、故障頻度が多くなってきた計

器については更新を計画する必要があり、燃料集合体出口温度計装設備では、

第 7 回及び第 13 回施設定期検査において燃料集合体出口温度記録計を更新し

ており、そのサイクルは約 15年である。 

 

3.5.7 その他の計装 

その他の計装設備は、燃料破損検出設備（FFD－CG 法設備、FFD－DN 法

設備）、格納容器雰囲気調整系計装設備、放射線管理設備から構成される。 

資料 3.5－1の表 7－1に FFD－CG法設備（コンプレッサ、弁、配管）の点

検結果を示す。 

FFD－CG法設備のうちコンプレッサ設備は、コンプレッサ部品の外観点検、

寸法測定を実施し、基準値内にあることを確認し，消耗部品である O リング、

パッキン類を交換するとともに、基準値内を逸脱した部品は定期的な交換を実
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施している。 

資料 3.5－1の表 7－2に FFD－CG法設備（プレシピテータ本体）の点検結

果を示す。 

FFD－CG 法（プレシピテータ本体）の点検は、外観検査、分解検査、作動

検査を実施している。点検においては、消耗部品の交換を実施するとともに、

第 1回施設定期検査ではアラーム基板の動作不良のため交換、第 2回施設定期

検査ではレベルスッチの補修、第 3 回施設定期検査ではケーブルコネクタ接続

不良箇所の補修、第 4 回施設定期検査ではデジスイッチの接点不良によるスイ

ッチの交換などを実施し、第 10回施設定期検査では計測機器の更新を行ってい

る。 

資料 3.5－1の表 7－3に FFD－CG法設備（計装品）の点検結果を示す。 

FFD－CG法設備（計装品）の点検は、プレシピテータ法計測系の外観検査、

作動検査、校正検査を実施している。第 3回施設定期検査では、FFD自動ドレ

ン後のコンプレッサ起動時のノイズで FFD 計数率高の警報が発報する事象が

あったがサージキラーを設置することで防止できたが、その後、第 7 回及び第

13回施設定期検査においてノイズによる不具合がいくつか発生し、いずれもノ

イズ対策を実施した。 

なお、第 13 回施設定期検査では、第 1 ベーパトラップから第 2 ベーパトラ

ップ間の配管に長年の計測において堆積してきたカバーガス中のナトリウムベ

ーパによって配管が閉塞してきたことから、配管の更新を行うとともに、作動

回数の多いシールベローズドレン弁を予防保全の観点から更新した。 

資料 3.5－1の表 7－4に FFD－DN法設備の点検結果を示す。 

FFD－DN 法設備の点検は、外観検査、校正検査、定期的な検出器の交換を

実施している。BF3検出器の MK－Ⅱまでの寿命は、積算出力で 1×106MWh

であり、1 回／定検の頻度で交換を行っており、これまでの点検で大きな問題

は発生していない。 

資料3.5－1の表7－5に格納容器雰囲気調整系プロセス計装設備の点検結果、

表 7－6 に格納容器雰囲気調整系（アニュラス部排気系計装品）の点検結果、
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表 7－7 に格納容器雰囲気調整系（コンクリート遮蔽体冷却系計装品）の点検

結果を示す。 

格納容器雰囲気調整系プロセス計装設備の点検は、外観検査、校正検査を実

施している。計器は、２次冷却系プロセス計装と同様に、製造中止から 5年程

度で部品供給が停止することから、故障頻度が多くなってきた計器については

更新を計画する必要があり、第 2 回施設定期検査から第 13 回施設定期検査で

指示計、警報設定器、変換器、圧力発信器、測温抵抗体などの一部部品を交換

するとともに、部品供給できなくなったものについては、交換を実施すること

で計器の健全性、精度維持を図ってきている。 

資料 3.5－1の表 7－8に放射線管理設備の点検結果を示す。 

放射線管理設備は、施設定期検査毎に、模擬信号を入力し指示計の誤差を確

認する直線性検査、校正用線源を使用し基準線量率に対する誤差を確認する線

源校正検査、警報が正常に吹鳴することを確認する警報検査を実施している。

また、電解コンデンサなどの部品、メモリー保護用電池等の消耗品について定

期的に交換を実施しており、発見された故障についても予備品等で修理するこ

とで放射線管理設備の性能維持を行なっている。 

放射線管理施設の更新実績としては、放射線管理施設の健全な機能維持を図

るため、昭和 63年に放射線管理施設のうち、エリアモニタ、排気筒モニタの検

出器、ケーブル、遮へい体を除いた指示計、高圧電源、低圧電源、放射線監視

盤を更新するとともに、放射線監視強化のため「発電用軽水型原子炉施設にお

ける事故時の放射線計測に関する審査指針」に則り、事故時モニタを追加設置

した。平成 11年には設置後 20年以上が経過し、老朽化が著しいことから、排

水モニタを更新したが、更新にあたっては、モニタリング方式を連続蒸発乾固

型大面積ガスフローカウンタ式から採水タンク浸漬型 NaI(Tl)式モニタに変更

した。野外管理用モニタリングポストについては、昭和 57年に「環境放射線モ

ニタリングに関する指針」（昭和 53 年 1 月原子力安全委員会）に基づき、GM

検出器を用いたシステムから NaI(Tl)シンチレーション検出器及び電離箱検出

器を用いたシステムに変更するとともに、日本原子力研究所所有のポストと動
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燃（現サイクル機構）所有のポストを集中監視するため、野外管理用モニタリ

ングポストの監視盤を放射線管理棟野外モニタ室から安全管理棟環境モニタ室

に設置場所を変更した。平成 12年に監視盤、平成 13年に検出器、測定盤を更

新し、その性能維持を行なっている。 

 

3.5.8 補機冷却系統設備 

補機冷却系統設備は、3.4の補機冷却系統設備配管の肉厚測定にも示したよう

に、大きく補機系、空調系、ディーゼル系の 3つに分類されている。補機系は、

コンクリート遮へい体を冷却するための窒素ガス冷却、計装用空気を供給する

空気圧縮機の冷却、1 次コールドトラップを冷却する窒素ガス冷却などを行う

冷却水として使用されている。空調系は、原子炉格納容器床下窒素雰囲気及び

床下機器の冷却に使用されているフレオン冷凍機の冷却、原子炉附属空調換気

設備の空調器の冷却などを行う冷却水として使用されている。ディーゼル系は、

非常用ディーゼル発電機の機関冷却を行うなど、補機冷却系統設備は多種多様

な機器の冷却水として使用されている。 

補機冷却系統設備は、間接的な設備であるが、「常陽」の原子炉運転中、原子

炉停止中に関らず必要不可欠な設備である。補機冷却系統設備の主要な材質は、

配管が STPG38（JIS G3454 圧力配管用炭素鋼鋼管）、バルブが SCPH2（JIS 

G5151 高温高圧用鋳鋼品）といずれも炭素鋼であり、その内部は冷却水である

ろ過水（工業用水）が循環している。このろ過水は、「常陽」運転初期において

供給されるままで水質管理が実施されていなかった時期があり設備の腐食を進

行させる原因になったが、昭和 52年 12月からは、配管の腐食を抑制する目的

で定常的な水質管理の導入及び薬品注入設備の増設を実施したことにより、そ

の後の冷却水の水質は大きく改善された。 

資料 3.5－1の表 8－1に補機冷却系統設備（ポンプ関連）の点検結果を示す。 

補機冷却系統設備のうちポンプ関係の点検は、当初施設定期検査時期に関係

なく点検を実施していたが、水質管理が改善されてきてからは、分解点検を 1

回／2 定検で実施している。点検は、清掃、手入れ、部品寸法測定、錆止め塗
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装、駆動用電動機の絶縁抵抗測定等を実施しており、軸受、オイルシール、ガ

スケット、Oリング、グランドパッキン等を毎回交換している。昭和 52年 12

月以降の水質管理導入後においては、それ以前（昭和 50 年 4 月の設備運転開

始から昭和 52年 12月まで）に比べて腐食の進行は抑制されているものの、腐

食は、補機冷却系統設備としての大きな問題である。これまでにも、ポンプ胴

体据付ボルトの材質変更、定期的な腐食に対する手入れを実施してきており、

第 11回施設定期検査では、設備運転開始から約 20年経過したポンプ本体及び

駆動用電動機の更新を実施している。 

資料 3.5－1の表 8－2に補機冷却系統設備（冷却塔関連）の点検結果を示す。 

補機冷却系統設備のうち冷却塔関係は、屋外に設置されており、大気環境と

初期に水質管理を行っていなかったこともあって腐食が著しかったため、第 5

回施設定期検査時に冷却塔躯体を溶融亜鉛メッキ、水槽部を FRPライニングし

た冷却塔に更新している。また、この際に、過去に冷却塔ブロワの起動時にお

ける過大なトルクの繰返しによって生じたシャフト破損対策として、起動方式

を直入れからインバータ制御方式に変更する対策も行っている。 

資料 3.5－1の表 8－3に補機冷却系統設備（配管・弁・水槽関連）の点検結

果、表 8－4に補機冷却系統設備（制御盤・計装関連）の点検結果を示す。 

補機冷却系統設備のうち配管、弁、水槽関係は、第 5回施設定期検査までほ

とんど点検を実施していなかったが、冷却塔における腐食等の問題を考慮し、

第 6回施設定期検査より定期的に検査を開始した。 

配管については、3.4 の補機冷却系配管の肉厚測定に示したようにメイン配

管の肉厚には問題はなかった。ただし、屋外に設置されている配管及び建物地

下の冷却水槽付近にある配管は、サポート部、保温外装板継ぎ目から雨水の浸

入、水槽からの蒸発水が保温材に吸収され、常に表面が湿気を帯びた状態とな

っており、外面腐食を考慮して継続的な監視が必要である。また、非常用ディ

ーゼル発電設備に冷却水を供給するディーゼル系においては、外部電源喪失時、

毎週１回の試運転時以外は停止状態であり、冷却水配管内は冷却水の浸漬と乾

燥が繰り返されていることから、内部腐食が観察されており、継続的な監視が
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必要である。写真3.5.8－1に補機冷却系統設備の冷却水配管の腐食状況を示す。 

弁については、開閉頻度が少なく、外気環境にある弁などのシャフト付近へ

の異物固着により作動がスムーズでなかったり、ストレーナに冷却水中の異物

が付着するため、定期的な清掃を実施している。写真 3.5.8－2に補機冷却系統

設備の弁類の腐食状況を示す。上記のことなどを考慮して、必要な時に起動し

なければならない、あるいは弁の開閉ができなければならない重要な機器等に

ついては、運転直が定期的に作動試験を実施することでその健全性を確認する

機器サーベイランス試験に追加することとし、平成 15年から実施している。 

表 3.5.8－1に「常陽」における機器サーベイランス試験一覧を示す。 

制御盤・計装関連については、制御盤の外観点検、清掃、端子締付け状態、

計器校正等を実施している。なお、これまでに補機系、空調系、ディーゼル系

ともメイン流量計を校正が難しいオリフィス流量計から超音波流量計に変更し

て信頼性を上げるとともに、制御盤内のタイマ、リレー、電解コンデンサなど

の交換を実施している。 

 

3.5.9 格納容器雰囲気調整系（窒素ガス冷却器） 

格納容器雰囲気調整系は、格納容器床上雰囲気調整系、格納容器床下雰囲気

調整系、アニュラス部排気系、フレオン冷媒系、コンクリート遮蔽体冷却系等

から構成されている。格納容器床上雰囲気調整系は、原子炉格納容器のうち原

子炉運転中空気雰囲気である床上部分の雰囲気温度及び圧力等を調整し、格納

容器床下雰囲気調整系は、原子炉格納容器のうち１次冷却系機器・配管が設置

されている原子炉運転中窒素雰囲気である床下部分の雰囲気温度及び圧力等を

調整するものである。フレオン冷媒系は、格納容器床下雰囲気調整系の熱負荷

をフロンで床下再循環空調器を介して冷却するための設備である。コンクリー

ト遮蔽体冷却系は、原子炉容器周りのコンクリート遮蔽体、原子炉容器を支持

しているペデスタル部を冷却する設備である。 

資料 3.5－1の表 9－1に格納容器雰囲気調整系の冷却器の点検結果を示す。 

格納容器雰囲気調整系の冷却器は、窒素雰囲気再循環冷却器、回転プラグ補



JNC TN9440 2005-003 

3.5－20 

助冷却器、１次主循環ポンプ上蓋室冷却器がある。再循環空調機の窒素ガス冷

却器は、原子炉格納容器のうち１次冷却系機器・配管が設置されている原子炉

運転中窒素雰囲気である床下部分の雰囲気を冷媒と熱交換するために用いられ

ている。 

再循環空調機内は、床下窒素雰囲気中に含まれる 4％以下の空気中の湿分が

凝縮し、空調機内溜まるため、定期的に水抜きを実施しているとともに、施設

定期検査に合わせて内部の清掃、錆止め塗装等を行っているが、構造上清掃、

錆止め塗装を実施できない部分について、腐食があった。写真 3.5.9－1に格納

容器窒素雰囲気再循環空調機の内部腐食状況を示す。 

回転プラグ補助冷却器内は、再循環空調機と同様に内部に凝縮水が溜まるた

め、定期的に水抜きを実施しているとともに、第 9 回及び第 13 回施設定期検

査時においては冷却器コイル部分を交換している。 

資料 3.5－1の表 9－2に格納容器雰囲気調整系（コンクリート遮蔽体冷却系）

の窒素ガス冷却器の点検結果を示す。 

コンクリート遮へい体冷却系の窒素ガス冷却器は、運転初期の段階で冷却水

として使用している補機冷却系統設備の水質管理を行っていなかったこともあ

って腐食が著しかったため、使用から約 13 年経過後の第 7 回施設定期検査に

おいて窒素ガス冷却器のうち胴部（伝熱管部）の更新を行った。この際には、

冷却水の水質改善策の一つとして磁気式水処理器を新たに設置した。これは、

強力な永久磁石を利用してスケールの発生の防止、錆等に対する孔食、藻、ス

ライムの発生を抑制する効果があるものであり、更新後は、1 回／2 定検毎の

開放検査を実施し、伝熱管の清掃、漏洩検査等を実施している。第 13 回施設

定期検査中の平成 14年 12月に点検を実施しており、その時の開放検査におけ

る清掃前の伝熱管には、スケール、酸化物が付着していた。写真 3.5.9－2にコ

ンクリート遮へい体冷却系窒素ガス冷却器の内部状況（清掃前）を示す。清掃

は、ワイヤ製ブラシを用いて行い、その後代表伝熱管の管板シール溶接部の浸

透探傷検査、伝熱管の渦流探傷検査、使用圧力による漏洩検査を実施し、異常

のないことを確認した。なお、伝熱管内部に付着していたスケールの定量分析
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を行った結果、窒素ガス冷却器の伝熱管、補機冷却系統設備配管の材料である

炭素鋼中に含まれる鉄（Fe）、炭素（C）、ケイ素（Si）、冷却水として供給され

る工業用水（ろ過水）自体に含まれるカルシウム（Ca）、補機冷却系統設備の

冷却塔躯体に施工されている溶融亜鉛メッキ成分である亜鉛（Zn）が検出され

ている。 

伝熱管の肉厚測定は、平成 5 年 10 月に実施されており、部分的にスケール

付着による腐食による減肉があり、初期 2.2～2.23mmに対して 1.79～2.19mm

であり、その減肉量は約 0.4mmであった。よって、昭和 63年 12月に更新し

てから肉厚測定時点である平成 5 年 10 月までの減肉速度は、約 0.08mm／年

となる。伝熱管の耐圧計算上必要厚さは、0.04mm であることから、余裕を

0.25mmまでとすると、平成 5年 10月時点で残り約 19年であり、第 13回施

設定期検査平成 14年 12月時点で約 9年経過していることから、残り約 10年

となる。 

 

3.5.10 その他 

その他の設備については、資料 3.5－1のその他の自主点検の実施結果に点検

内容及び点検結果を示した。以下に、代表的な点検結果を示す。 

(1) １次主循環ポンプ 

１次主循環ポンプ本体の点検は、第 3回施設定期検査で B号機、第 4回施

設定期検査で A号機の分解点検を実施している。これは、１次主循環ポンプ

インナーアセンブリとアウターケーシングとの間隙に、カバーガス循環流に

より発生する周方向温度差を低減し、熱応力による変形を防止することを目

的とした対流防止板の取り付けを実施するため、主循環ポンプ本体を分解す

る必要が生じたことにより、合わせて本体の分解点検を実施したものである。

分解点検の結果、ナトリウム静圧軸受の回転側と固定側に摺動痕が存在して

いたが、これは対流防止板がなかったことによる軸の熱変形によるものであ

り、対流防止板の取り付けで軸の熱変形を防止することで解決することがで

きた。 
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ポニーモータは、第 13回施設定期検査の中で実施したMK－Ⅲ冷却系改造

工事において、予防保全の観点から、１次主循環ポンプ速度制御系を改造す

ることに合わせて、ポニーモータも同一仕様のものに更新した。 

電動機補機類は、第 13回施設定期検査の中で実施したMK－Ⅲ冷却系改造

工事において、回転数計はパイロット発電機よりも精度の高い電磁ピックア

ップ方式に変更し、冷却ファンは同一仕様のものに更新した。 

１次主循環ポンプ速度制御装置は、第 13 回施設定期検査の中で実施した

MK－Ⅲ冷却系改造工事において、原子炉スクラム時における熱過渡緩和対策

として、１次主循環ポンプにランバック制御を導入すること、速度制御系の

予防保全の観点から更新を行った。 

１次主循環ポンプメカニカルシールは、定期的に各種 Oリング、ボルト、

ナット、ベアリング、フローティングシート等について交換を実施しており、

シールリングの摺動面に若干の面荒れなどが見られた以外は特に問題等の発

生はなかった。 

(2) オーバフロー電磁ポンプ 

オーバフロー電磁ポンプの本体ダクト部については、1次冷却系に設置さ

れている 3台の電磁ポンプ（１次補助電磁ポンプ、オーバフロー電磁ポンプ、

１次ナトリウム純化電磁ポンプ）のうち、最も放射線照射量が大きくなる位

置に設置されていることから、代表としてダクト部の非破壊検査、励磁コイ

ル部の外観検査、抵抗値測定、絶縁抵抗測定などを実施した結果、異常な変

形、割れ等のないことを確認した。 

(3) ２次主循環ポンプ 

２次主循環ポンプメカニカルシールは、第１回からシール部の摺動面に欠

けが発生するため、施設定期検査毎に部品の交換を実施していた。そのため、

第 4回施設定期検査においてシールリングを含浸カーボン製から無含浸カー

ボン製変更した結果、シール部摺動面における欠けや割れが抑制されたため、

点検頻度をを 1回／定検から 1回／2定検に変更した。なお、第 13回施設定

期検査では、平成 11年 11月 25日に関西電力大飯発電所 1号機で発生した
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B-内部スプレイポンプメカニカルシールからの漏えい事象を受けて、MK－Ⅲ

における 2次主循環ポンプの定格回転数におけるメカニカルシールベローズ

の固有振動数がポンプの NZ成分の振動数に近づき共振する可能性が判った

ことから、予定していなかったメカニカルシールの分解点検を実施し、ベロ

ーズをMK－Ⅲ定格回転数における NZ成分振動数より高くするため、ベロ

ーズばね定数を増加させたものに交換した。 

(4) 主送風機関係 

主送風機本体は、施設定期検査毎にケーシング、インペラ等の発錆部分の

ケレン、塗装を実施している。また、軸受点検では、第 2回施設定期検査で

軸受軌道面に傷が見られたこと、グリースも変色していたことを考慮して、

これ以降軸受点検、グリースの交換も施設定期検査毎に実施するようにした。

なお、第13回施設定期検査の中で実施したMK－Ⅲ冷却系改造工事において、

仕様変更された主送風機に更新した。 

主送風機インレットベーン、主冷却器出入口ダンパは、第 1回施設定期検

査からインレットベーンを構成する部品の錆によって動きが悪くなっていた。

また、昭和 55年度、昭和 56年度の原子炉運転中においては、それぞれ開度

約 40％、約 20％において、錆による動作不良が発生したため、さび対策とし

て昭和 57年度にインレットベーン羽根、ベーン軸等の材質を炭素鋼からステ

ンレス鋼に変更すると共に、軸受を含油軸受に変更した。その後は、施設定

期検査毎に分解、整備を行うことで動作不良は発生しなくなり、材質変更等

が適切であったことを確認した。なお、第 13回施設定期検査の中で実施した

MK－Ⅲ冷却系改造工事において、仕様変更された主送風機インレットベー

ン・主冷却器出入口ダンパに更新した。 

(5) ２次補助電磁ポンプ 

２次補助電磁ポンプは、第 5回施設定期検査において、電磁ポンプ本体の

固定子コイル及びスペースヒータの一部の絶縁抵抗が、吸湿によって基準値

である 1MΩ以下となり、予熱を実施することで改善される事象が発生した。

よって、根本的な改善を図るため、第 6回施設定期検査では、固定子コイル
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の絶縁改善対策として温水洗浄、乾燥、ワニス処理を実施したとともに、予

熱再開後には、再度絶縁抵抗測定を実施し、問題ないことを確認することに

した。 

(6) 防振器 

１次系に設置されていた油圧防振器は、当初、「常陽」における供用期間中

検査として 100％／10年で行うことを計画していたが、油圧防振器の制御油、

シール材（O リング）等の有機材の放射線劣化によるシール部からの油漏れ

があり、施設定期検査毎に検査を実施する計画に変更した。その後、耐放射

線性に優れた固体グリースを摺動部の潤滑材に使用したメカニカル防振器が

開発され、油圧防振器は、すべてメカニカル防振器に更新している。交換後

の第 4 回施設定期検査においては、一部メカニカル防振器の固体グリースに

不具合があり、グリースの交換を実施したが、その後問題は発生していない。 

(7) 廃ガス系機器 

廃ガス圧縮機は、原子炉運転に関係なく年間を通じて、常用機である A号

機と B号機で定例切替を行いながら、連続運転される機器であり、運転時間

で消耗するサクションバルブ、デリバリバルブなどを交換するため、施設定

期検査期間に関係なく、原子炉停止期間中に点検を実施し、最も消耗の激し

いサクションバルブ、デリバリバルブ、オイルシール、潤滑油等について点

検毎に交換を実施してきた。また、点検が実施できる時期との関係もあるが、

ピストンリング、グランドパッキンについては約 2年～4年、クランクピン

及び軸受けについては約 9年、プーリー及び Vベルトについては約 14年使

用、駆動用電動機については約 21年使用して更新を行っている。 

廃ガスタンクは、第 12回施設定期検査では、廃ガスタンクの肉厚測定を製

作、据付後初めて実施し、設計における計算上の必要厚さ 16.92mmに対して、

タンクA：18.8～18.9mm、タンクB：18.9～19.0mm、タンクC：18.8～19.0mm

であり、満足していることを確認した。 

(8) 廃液タンク 

「常陽」における廃液タンクは、原子炉附属建家に 3基、廃棄物処理建家
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に 13基、メンテナンス建家に 2基、第一使用済燃料建家に 2基、第二使用済

燃料建家に2基の合計22基設置されている。廃液タンクは、外観検査を行い、

表面に著しい汚損、変形、発錆がないことを確認した。 

「常陽」におけるアルコール廃液タンクは、原子炉附属建家に 1基設置さ

れている。アルコール廃液タンクは、外観検査を行い、表面に著しい汚損、

変形、発錆がないことを確認した。 
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0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
5
2
D
1
2
主
冷
却
機
建
家
 2
D
 C
/
C

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

2
5
2
C
1
3
5
C
整
流
装
置
盤

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
5
2
D
1
3
5
D
整
流
装
置

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

2
S
 P
/
C
2
5
2
S
1
原
子
炉
附
属
建
家
 2
S
 C
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
5
2
S
2
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
 2
S
 C
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
52
S
3
第
一
、
第
二
S
F
F
建
家
電
源
設
備
、
消
火
ポ
ン
プ
電
源
盤
2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
5
2
S
4
原
子
炉
建
家
 2
S
-
1
C
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
5
2
S
5
原
子
炉
建
家
 2
S
-
2
C
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
52
S
6
非
常
系
照
明
電
源
盤

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

2
H
C
 P
/
C
9
5
2
C
2
2
H
D
 P
/
C
　
母
線
連
絡

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

負
荷
名

負
荷
名

経
過
年
数

種
類

表
3.

5.
2－

1（
2／

3）
　
「
常
陽
」
に
お
け
る
遮
断
器
の
更
新
履
歴
一
覧

項
目

負
荷
名

製
造

年
月

経
過
年
数

種
類

負
荷
名

製
造

年
月
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年
月

年
月

3
A
 P
/
C
3
5
2
A
1
1
A
 M
/
C
　
変
圧
器
2
次

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
B
 P
/
C
3
5
2
B
1
1
B
 M
/
C
　
変
圧
器
2
次

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
A
2
動
力
電
源

2
0
0
1
8

3
.3

A
C
B

3
5
2
B
2
原
子
炉
建
家
 3
B
 C
/
C

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
A
3
原
子
炉
附
属
建
家
 3
A
 C
/
C

2
0
0
1
8

3
.3

A
C
B

3
5
2
B
3
運
転
管
理
棟
 3
B
 C
/
C

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
A
4
脱
塩
水
処
理
制
御
盤
 3
A
 C
/
C

2
0
0
1
8

3
.3

A
C
B

3
5
2
B
4
旧
廃
棄
物
処
理
建
家
 3
B
 C
/
C

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
A
5
工
事
用
分
電
盤

2
0
0
1
8

3
.3

A
C
B

3
5
2
B
5
A
r・
N
2
ガ
ス
供
給
3
B
電
源
盤
、
常
陽
警
備
所
分
電
盤

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
A
6
予
熱
窒
素
ガ
ス
加
熱
器
接
触
器
盤

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
B
6
ボ
イ
ラ
ー
設
備

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
A
8
3
B
 P
/
C
　
母
線
連
絡

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
5
2
B
7
２
次
系
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
取
出
し
作
業
用
分
電
盤

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

－
予
備
回
路

2
0
0
1
9

3
.3

A
C
B

3
C
 P
/
C
3
5
2
C
1
1
C
 M
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
D
 P
/
C
3
5
2
D
1
1
D
 M
/
C

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

3
5
2
C
2
１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
5
2
D
2
１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
5
2
C
4
計
算
機
3
C
電
源

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
5
2
D
4
計
算
機
3
D
電
源

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
5
2
C
5
非
常
系
2
1
0
V
母
線
盤

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
5
2
D
5
3
S
　
P
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
5
2
C
6
主
冷
却
機
建
家
 3
C
 C
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
5
2
D
6
主
冷
却
機
建
家
 3
D
 C
/
C

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

3
S
 P
/
C
3
5
2
S
1
原
子
炉
附
属
建
家
 3
S
 C
/
C

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

3
5
2
S
2
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

3
5
2
S
3
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
分
電
盤

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

3
5
2
S
4
原
子
炉
建
家
 3
S
 C
/
C

2
0
0
1
1
0

3
.2

A
C
B

3
5
2
S
5
１
次
N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

－
予
備
回
路

2
0
0
1
1
2

3
.0

A
C
B

負
荷
名

製
造

年
月

経
過
年
数

種
類

表
3.

5.
2－

1（
3／

3）
　
「
常
陽
」
に
お
け
る
遮
断
器
の
更
新
履
歴
一
覧

項
目

負
荷
名

製
造

年
月

経
過
年
数

種
類

負
荷
名

負
荷
名
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年
月

保
護

金
網

鉄
心

コ
イ
ル
高
圧
相

リ
ー
ド
タ
ッ
プ

端
子
部
コ
イ
ル

支
持
物
端
子
部
ダ
イ
ヤ
ル
温
度
計

接
地
端
子

冷
却

フ
ァ
ン

絶
縁
抵
抗
測
定

1
次
：
2
次
（
点
検
前
、
点
検
後
）

1
次
：
接
地
（
点
検
前
、
点
検
後
）

2
次
：
接
地
（
点
検
前
、
点
検
後
）

（
M
Ω
）

コ
ロ
ナ

音
測
定

そ
の
他

運
転
状
態

2
A
 P
/
C
3
1
5
0
/
4
2
0

7
3
.3
/
5
5
0

1
9
7
3
8

3
1
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
,0
0
0
、
1
,0
0
0

2
,0
0
0
、
2
,0
0
0

1
,0
0
0
、
1
,0
0
0

○
○

2
B
 P
/
C
3
1
5
0
/
4
2
0

7
3
.3
/
5
5
0

1
9
7
3
8

3
1
.3

○
○

○
○

運
転
中

○
○

2
C
 P
/
C
3
1
5
0
/
4
2
0

4
0
3
/
3
0
2
0
1
9
7
3
7

3
1
.4

○
○

○
○

○
○

○
○

○
交
換

1
,0
0
0
、
1
,0
0
0

2
,0
0
0
、
2
,0
0
0

1
,0
0
0
、
1
,0
0
0

○
○

2
D
 P
/
C
3
1
5
0
/
4
2
0

4
0
3
/
3
0
2
0
1
9
7
3
7

3
1
.4

○
○

○
○

交
換

運
転
中

○
○

3
A
 P
/
C
3
1
5
0
/
2
1
0

1
3
7
.5
/
2
0
6
0
1
9
7
3
8

3
1
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
,0
0
0
、
1
,0
0
0

2
,0
0
0
、
2
,0
0
0

1
,0
0
0
、
1
,0
0
0

○
○

3
B
 P
/
C
 
3
1
5
0
/
2
1
0

1
3
7
.5
/
2
0
6
0
1
9
7
3
8

3
1
.3

○
○

○
○

運
転
中

○
○

3
C
 P
/
C
3
1
5
0
/
2
1
0

7
3
.3
/
1
1
0
0
1
9
7
3
6

3
1
.5

○
○

○
○

運
転
中

○
○

3
D
 P
/
C
3
1
5
0
/
2
1
0

7
3
.3
/
1
1
0
0
1
9
7
3
6

3
1
.5

○
○

○
○

運
転
中

○
○

1
H
C

3
1
5
0
/
2
1
0

9
1
.6
/
1
3
7
5
1
9
7
3
7

3
1
.4

○
○

○
○

運
転
中

○
○

1
H
D

3
1
5
0
/
2
1
0

9
1
.6
/
1
3
7
5
1
9
7
3
7

3
1
.4

○
○

○
○

運
転
中

○
○

2
H
C

3
1
5
0
/
2
1
0

1
3
7
.5
/
2
0
6
0
1
9
7
3
1
0
3
1
.2

○
○

○
○

運
転
中

○
○

2
H
D

3
1
5
0
/
2
1
0

1
3
7
.5
/
2
0
6
0
1
9
7
3
1
0
3
1
.2

○
○

○
○

運
転
中

○
○

運
転
中

運
転
中

電
圧

電
流

運
転
中

運
転
中

運
転
中

運
転
中

運
転
中

運
転
中

運
転
中

点
検
内
容

表
3.

5.
2－

2　
「
常
陽
」
に
お
け
る
乾
式
変
圧
器
の
劣
化
診
断
検
査
結
果

製
造
年
月

経
過
年
数

項
目
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部
分
放
電
試
験

絶
縁
抵
抗

D
C
1
.0
kV

１
分
間

（
M
Ω
）

≧
1
0
0
.0

≧
　
1
.5

≦
　
1
.5

≦
　
3
.0

≦
　
9
.0

≧
　
1
4
.0

≧
　
3
.3

≦
3
.0
E
+
0
4

１ 号 機
2
0
0
2
.0
1
.2
3

1
0
,3
0
0

5
.0
0

1
.1
0

1
.1
4
0

7
.3
0
0

1
1
.3

＞
3
.3

2
.6
7
E
+
0
4

２ 号 機
2
0
0
2
.0
2
.2
0

7
,2
8
0

5
.7
0

1
.0
0

1
.2
8
0

7
.3
2
0

1
0
.8

＞
3
.3

2
.0
7
E
+
0
4

製
造
年
　
：
1
9
7
3
年

誘
導
正
接
試
験

成
極
指
数

（
P
.I）

絶
縁
抵
抗

電
圧
特
性

（
K
値
）

ta
n
δ
o

at
1
.0
kV

（
％
）

Δ
ta
n
δ
2

（
％
）

機 器 名

測
定

年
月
日

許
容
値

表
3.

5.
2－

3　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
絶
縁
処
理
後
に
お
け
る
絶
縁
診
断
結
果

固
定
子
巻
線

交
流
電
流
試
験

Δ
I 2

（
％
）

P
i 2

（
％
）

Q
m
ax
2

(p
C
）

絶
縁
抵
抗
試
験
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RC値

絶縁抵抗

DC2.5kV
１分間
 at

RT/40℃
（MΩ）

DC4.0kV
１分間

at RT/40℃
（MΩ）

DC 0.5kV
1分値

（MΩ）

≧　2.0 ≦　30 ≦　10 参考値 参考値 参考値 参考値 ≦1.0E+05 ≧　10 ≧　1.0 ≧　1.5

≧　2.5 ≦　30 ≦　8 参考値 参考値 参考値 参考値 ≦5.0E+04 ≧　100 ≧　10 －

18,182 18,140

（at 26℃） （at 26℃）

9,914 9,891

（at 40℃） （at 40℃）

20,339 20,207

（at 26℃） （at 26℃）

11,090 11,018

（at 40℃） （at 40℃）

17,518 17,411

（at 26℃） （at 26℃）

9,552 9,493

（at 40℃） （at 40℃）

18,750 18,396

（at 26℃） （at 26℃）

10,224 10,030

（at 40℃） （at 40℃）

2,321

（at 27℃）

1,322

（at 40℃）

11,275 11,573

（at 26℃） （at 26℃）

6,148 6,310

（at 40℃） （at 40℃）

5,369 5,357

（at 30℃） （at 30℃）

3,481 3,474

（at 40℃） （at 40℃）

9,504 9,799

（at 28℃） （at 28℃）

5,651 5,827

（at 40℃） （at 40℃）

242

（at 33℃）

179

（at 40℃）

3,382 3,265

（at 41℃） （at 41℃）

3,532 3,410

（at 40℃） （at 40℃）

8,303 8,051

（at 29℃） （at 29℃）

5,156 4,999

（at 40℃） （at 40℃）

657

（at 25℃）

343

（at 40℃）

4,715

（at 31℃）

3,193

（at 40℃）

11,005 11,927

（at 28℃） （at 28℃）

6,544 7,092

（at 40℃） （at 40℃）

製造年月　：1973年5月

　注）：　整備後は、絶縁補強（洗浄、乾燥、ワニス処理）を実施している。なお、絶縁リーク箇所は補修を実施後に絶縁補強を行っている。

　*1　：　成極指数が許容値を満足しなかったため測定を実施しなかった。

　*2　：　絶縁リーク発生のため、測定中止

*2

*2

表3.5.3－1　２次主循環ポンプ及び主送風機駆動用電動機の絶縁処理前後の絶縁診断結果

*1

*1

*1

*1

*2

952

5.50 3.39 －

＞1.73 0.0

－

＜1.0E+03

*2

5.19 5.25

2.184 0.054

*2

*2 *2

*2 *2

*2 *2 *2

*2 *2

*1 *1

*1

*1 *1

*1

*1

主
送
風
機

（
２
Ｂ

）

整
備
前
１

25.0℃
25.8℃
98％
雨

1998.07.24

整
備
前
２

639

3.80

2.580

主
送
風
機

（
１
Ｂ

）

266

3.50

3.177 0.088 ＜1.0E+03

5.07

31.0℃
32.3℃
72％
晴れ

1998.07.29

整
備
後

28.0℃
32.0℃
60％
くもり

1998.09.04

許容値以下 *1

*1

許容値以下 *1

4.90 3.21 －

＞1.73 0.0

－

5.63 2.97 －

＞1.73 0.0

－5.07

0.055

*1*1

＜1.0E+03

許容値以下 *1 *1

*1 *1

*1許容値以下 *1

*1 *1

整
備
前
１

33.0℃
29.1℃
88％
雨

1998.07.24

整
備
後

29.0℃
28.6℃
57％
くもり

1998.09.04

整
備
前
２

41.0℃
31.4℃
70％
晴れ

1998.07.29

772

5.53 2.88 －

＞1.73 0.0

－

＜1.0E+03

5.05 4.17

2.813 0.077

700

5.01 3.82 －

＞1.73 0.0

－

＜1.0E+03

4.66 4.55

2.776 0.000

整
備
後

主
送
風
機

（
２
Ａ

）

整
備
前

30.0℃
30.9℃
73％
雨

1998.07.24

整
備
後

28.0℃
30.2℃
64％
くもり

1998.09.03

２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

（
Ａ

）

26.0℃
27.9℃
67％
くもり

1998.06.25

26.0℃
27.0℃
67％
くもり

1998.07.22

整
備
前

機
器
名

≧　4.0MΩ（at 40℃）

≧　500MΩ（at 40℃）

測定条件

巻線温度（℃）
気温（℃）
湿度（％）
天候

許容値

目標値

ΩF

固定子巻線 回転子巻線

直流吸収特性

成極指数

（P.I）
at
0.5kV

交流電流特性

第1電流
増加点
（Pi1）

（kV）

電流
増加率
（ΔI）

（％）

部分放電特性

部分放電
開始電圧
CSV

1000PC
10000PC

最大放電
電荷量
Qmax
PC
E/√3
1.73kV

絶縁抵抗

直流吸収特性 tanδ特性

成極指数

（P.I）
at

2.5kV/4.0kV

漏れ指数

（L.I）
at

2.5kV/4.0kV

tanδo

at
1.0kV
（％）

Δtanδ

at
1.73-1.0kV
（％）

6.33

5.36

8.33

4.00

3.62

3.74

4.92

5.50

1.966 0.037

5.090 -0.070 ＞1.73 0.0

＞1.73 0.0

＜1.0E+03

＜1.0E+03

－

－

－

－

1,307

663

7,042 1.11

31,250 2.00

２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

（
Ｂ

）

整
備
前

26.0℃
27.9℃
67％
くもり

1998.06.25

3.76

整
備
後

26.0℃
26.8℃
74％
くもり

1998.07.22

5.13

1.88

3.77 5.55 －

0.0

－

＜1.0E+03 1,269

6.33

4.420

0.025 ＞1.73

3,333-0.180 ＞1.73

33,333 2.14

5.58 3.90 －

0.0

－

＜1.0E+03 614

5.20

1.922

主
送
風
機

（
１
Ａ

）

整
備
前

27.0℃
29.8℃
80％
晴れ

1998.07.23

許容値以下

整
備
後

26.0℃
28.3℃
73％
くもり

1998.09.03

4.95

*1

*1 許容値以下 *1 －

0.0

－

＜1.0E+03 303

*1

2.731

0.077 ＞1.73

-0.010 ＞1.73

5.52 3.59 －

0.0

－

＜1.0E+03 925

6.14

2.524
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H
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H
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H
16

(2
0
0
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)

№
１
(3
A
3
)
設
置

1
9
8
2
.8

交
換

1
9
8
3
.1
0

交
換

№
２
(3
B
3
)

　
→
(5
C
2
)
設
置

2
0
0
3
.4

交
換

№
３
(3
C
3
)
設
置

1
9
8
9
.1

交
換

№
４
(3
D
3
)
設
置

1
9
8
2
.8

交
換

№
５
(3
E
3
)

　
→
(5
F
2
)
設
置

1
9
8
2
.8

交
換

1
9
8
0
.5

交
換

1
9
8
2
.1

交
換

№
６
(3
F
3
)
設
置

1
9
8
0
.5

交
換

製
作

1
98
0

製
作

（２
体
）

1
98
3

製
作

（３
体
）

19
89

製
作

（
２
体
）

19
91
製
作

（
２
体
）

表
3.

5.
4－

1　
制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
交
換
実
績

水
中
試
験
専
用

炉
心
配
列
変
更
の
た
め

（第
３
列
→
５
列
）

Ｍ
Ｋ
－
Ⅱ
移
行
の
た
め
調
整
棒
か

ら
安
全
棒
と
同
一
機
構
に
変
更

Ｍ
Ｋ
－
Ⅲ
移
行
の
た
め

（第
３
列
→
５
列
）

予
備
機

Ｍ
Ｋ
－
Ⅱ
移
行
の
た
め
調
整
棒
か

ら
安
全
棒
と
同
一
機
構
に
変
更

検
出
コ
イ
ル
不
良

検
出
コ
イ
ル
不
良

検
出
コ
イ
ル
不
良

荷
重
異
常

制
御
棒
駆
動
機
構
据
付
調
整
不
具

合
に
よ
り
ラ
ッ
チ
フ
ィ
ン
ガ
変
形
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検
出
器
種
類

C
H

 N
o.

交
換
時
期

積
算
中
性
子
照
射
量

（
n ／

cm
2 ）

備
考

第
3 回
定
期
検
査

2.
90

E
+1

6
長
寿
命
化
の
た
め
、
英
国
製
か
ら
国
産
製
に
変
更

第
9 回
定
期
検
査

1.
27

E
+1

8

第
1 回
定
期
検
査

1.
80

E
+1

6
検
出
器
及
び

M
I ケ
ー
ブ
ル
絶
縁
劣
化

第
6 回
定
期
検
査

5.
80

E
+1

7
長
寿
命
化
の
た
め
、
英
国
製
か
ら
国
産
製
に
変
更

第
4 回
定
期
検
査

1.
20

E
+1

7
長
寿
命
化
の
た
め
、
英
国
製
か
ら
国
産
製
に
変
更

第
10
回
定
期
検
査

1.
34

E
+1

8

第
3 回
定
期
検
査

2.
90

E
+1

6
長
寿
命
化
の
た
め
、
英
国
製
か
ら
国
産
製
に
変
更

第
9 回
定
期
検
査

1.
27

E
+1

8

第
4 回
定
期
検
査

1.
20

E
+1

7
長
寿
命
化
の
た
め
、
英
国
製
か
ら
国
産
製
に
変
更

第
10
回
定
期
検
査

1.
34

E
+1

8

6
第

11
回
定
期
検
査

1.
59

E
+1

7

7
第

11
回
定
期
検
査

1.
59

E
+1

7

8
第

11
回
定
期
検
査

1.
59

E
+1

7

γ 線
補
償
形
電
離
箱

表
3.

5.
5－

1　
核
計
装
設
備
中
性
子
検
出
器
の
交
換
実
績

21 4 5

核
分
裂
計
数
管

3
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No. 系統設備名 機器サーベイランス試験項目 実施時期
H15年から
追加した項目

1 駆動確認 原子炉起動前

2 励磁断，スクラムの確認 原子炉起動前

3 スクラム時間確認（１本のみ） 原子炉起動前

4 中性子計装設備 中性子検出器の作動確認
（起動系ch1,2,中間系ch3,4,5） 原子炉起動前 ●

5 スクラム回路及びロジック盤の作動確認 原子炉起動前

6 スクラムインターロックの確認
1次主循環ポンプランバック運転及び2次主循環ポンプトリップ 原子炉起動前 ●

7 計測制御設備 ナトリウム漏洩検出器の作動確認
（１次冷却系，２次冷却系）

原子炉起動前

8 ポニーモータ引継ぎ確認 原子炉起動前

9 １次主循環ポンプ潤滑油ポンプ予備機健全性確認
定例切換
原子炉起動前

10 補助電磁ポンプ自動起動確認 原子炉起動前

11 1次補助冷却系出入口弁の作動確認
（V32.1-1,3） 1回／年 ●

12 サイフォンブレーク機能確認 1回／定検中 ●

13 隔離弁の作動確認
（V34.1-22,24,34,35） 1回／運転期間中 ●

14 緊急汲上弁の作動確認
（V34.1-11） 1回／運転期間中 ●

15 １次アルゴンガス系統
設備

隔離弁の作動確認
（V36.1-6,7,37,38） 1回／運転期間中 ●

16 隔離弁の作動確認（運転期間中”全閉”の隔離弁を除く）
（V71-34,35） 1回／運転期間中 ●

17 仕切弁インターロックの作動確認
（V71-6A,46A,6B,46B,7A,47A,7B,47B,8,42） 1回／年 ●

18 ２次主循環ポンプ潤滑油ポンプ予備機健全性確認
定例切換
原子炉起動前

19 抵抗器冷却ファン予備機健全性確認
定例切換
原子炉起動前

20 主送風機起動の確認
（寸動起動）

原子炉起動前 ●

21 インレットベーン，入口ダンパの作動確認 原子炉起動前

22 アキュームレータ隔離インターロックの作動確認
（V75.2-2A,2B） 1回／運転期間中 ●

23 ２次補助電磁ポンプ自動起動インターロックの作動確認 原子炉起動前

24 補助送風機自動起動インターロックの作動確認 原子炉起動前

25 インレットベーン，入口ダンパの作動確認 原子炉起動前

26 ２次補助冷却系ナトリウム充填弁の作動確認
（V32.2-3） Na充填ドレン時

２次補助冷却系統設
備

予熱窒素ガス系統設
備

表3.5.8－1（1／3）　「常陽」における機器サーベイランス試験一覧

制御棒駆動機構

原子炉保護系統設備

１次主冷却系統設備

１次補助冷却系統設
備

１次ナトリウム純化系
統設備

２次主冷却系統設備
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No. 系統設備名 機器サーベイランス試験項目 実施時期
H15年から
追加した項目

27 ２次補助冷却系出入口弁の作動確認
（V32.2-1,2） 1回／運転期間中 ●

28 アキュームレータ隔離インターロックの作動確認
（V75.2-2C） 1回／運転期間中 ●

29 ２次ナトリウム純化系 ２次主冷却系ナトリウム充填弁の作動確認
（V34.1-4A,5A,4B,5B） 充填ドレン時

30 非常用ディーゼル発電機起動確認 １回／週

31 廃棄物処理施設非常用ディーゼル発電機起動確認 １回／週

32 原子炉格納容器設備 真空破壊隔離弁の作動確認
（V81-202,205,207） 1回／運転期間中 ●

33 非常用ガス処理装置の系統切換作動確認 原子炉起動前

34 アニュラス排気ファン予備機健全性確認
（B84-3A,3B） 原子炉起動前

35 フレオン冷凍機予備機健全性確認
（CP84-1A,1B） 原子炉起動前

36 再循環ファン予備機健全性確認
（B84-5A,5B,5C,5D） 原子炉起動前

37 機器冷却ファン予備機健全性確認
（B84-7A,7B） 原子炉起動前

38 格納容器床上給気・排気ファン予備機健全性確認
（B84-1A,1B,4A,4B） 原子炉起動前

39 ２次主配管室仕切弁，ダンパの作動確認
（V84-196,198,DP84-54,55） 原子炉起動前

40 遮コン冷却系窒素ガスブロワ予備機健全性確認
（B84-9A,9B） 原子炉起動前

41 ベデスタルブースタブロワ予備機健全性確認
（B84-10A,10B） 原子炉起動前

42 ２次主配管逃がし弁の作動確認
（V84-220,221,222,223） 1回／定検中 ●

43 バックアップモード弁及びダンパの作動確認
（V84-105,106,107,108,127,128,DP84-49,56,57,58） 1回／年 ●

44 床上給気・排気隔離弁の作動確認
（V84-17,18,39,40） 1回／運転期間中 ●

45 床下排気隔離弁の作動確認
（V84-93,94） 1回／運転期間中 ●

46 差圧検出系隔離弁の作動確認
（V84-202,203） 1回／運転期間中 ●

47 圧縮機予備機健全性確認
（CP75-1A,1B,1C） 原子炉起動前

48 隔離弁の作動確認
（V84-190,191） １回／月 ●

49 ディーゼル揚水ポンプの作動確認
（P76-1A,1B） １回／週

50 ディーゼル揚水ポンプCの作動確認
（P76-1C） １回／2週

51 補機系揚水ポンプ予備機健全性確認
（P76-3A,3B） 原子炉起動前

52 空調系循環ポンプ予備機健全性確認
（P76-2A,2B） 原子炉起動前

圧縮空気供給系統設
備

補機冷却系統設備

電源設備

２次補助冷却系統設
備

表3.5.8－1（2／3）　「常陽」における機器サーベイランス試験一覧

格納容器雰囲気調整
系統設備
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No. 系統設備名 機器サーベイランス試験項目 実施時期

H15年から
追加した項目

53 補給水ポンプ予備機健全性確認
（P76-4A,4B） 原子炉起動前

54 補助水槽緊急放出弁の作動確認
（V76-35） 1回／年 ●

55 緊急遮断弁の作動確認
（V76-29,30,31） 1回／運転期間中 ●

56 常用廃ガス圧縮機予備機健全性確認
（CP61-1A,1B） 原子炉起動前

57 非常用廃ガス圧縮機予備機健全性確認
（CP61-1C） 原子炉起動前

58 アルゴン廃ガス処理系切替弁インターロックの作動確認
（貯留モード切替）

原子炉起動前 ●

59 窒素廃ガス処理系切替弁インターロックの作動確認
（窒素廃ガス→アルゴン廃ガス系への切替）

原子炉起動前 ●

60 アルゴンガス供給系
統設備

隔離弁の作動確認
（V73-12,13） 1回／運転期間中 ●

61 窒素ガス供給系統設
備

隔離弁の作動確認
（V74-5,6） 1回／運転期間中 ●

62 バックアップモードの作動確認
（高汚染，低汚染）

1回／年 ●

63 燃料洗浄室非常用排気ファンの自動起動確認
（B92-19A,19B） 1回／年 ●

64 附属建家水冷却池浄化設備サイフォンブレーク弁の作動確認
（V26-765） 1回／年 ●

65 第１SFF建家水冷却池浄化設備サイフォンブレーク弁の作動
確認（AV-620-RW101） 1回／年 ●

66 第２SFF建家水冷却池浄化設備サイフォンブレーク弁の作動
確認（V920-52,53） 1回／年 ●

67 放射線異常時ポンド切換インターロックの作動確認
（第２ポンド貯留）

1回／年 ●

68 pH異常時ポンド切換インターロックの作動確認
（第３ポンド貯留）

1回／年 ●

69 オンラインγ線モニタのバルブ作動確認 原子炉起動前 ●

70 カバーガス浄化系統設備のバルブ作動確認 1回／定検中 ●

燃料取扱設備

一般排水モニタリング
設備

その他

原子炉附属空調換気
系統設備

廃ガス処理系統設備

補機冷却系統設備

表3.5.8－1（3／3）　「常陽」における機器サーベイランス試験一覧



JNC TN9440 2005-003 

3.5－39 

 

 

 

図
3.

5.
1－

1　
主
冷
却
器
構
造

図
3.

5.
1－

2　
伝
熱
管
形
状



JNC TN9440 2005-003 

3.5－40 

 

 

 

図
3.

5.
1 －

3 　
X 線
及
び
超
音
波
に
よ
る
板
厚
測
定
概
念



JNC TN9440 2005-003 

3.5－41 

 

図
3.

5.
2－

1　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
シ
リ
ン
ダ
ー
ラ
イ
ナ
寸
法
測
定
結
果

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

定
期
検
査
回
数

シリンダーライナ基準寸法＋　（mm）
許
容
値

1
号
機
 R
1

1
号
機
 R
2

1
号
機
 R
3

1
号
機
 R
4

1
号
機
 R
5

1
号
機
 R
6

1
号
機
 L
1

1
号
機
 L
2

1
号
機
 L
3

1
号
機
 L
4

1
号
機
 L
5

1
号
機
 L
6

2
号
機
 R
1

2
号
機
 R
2

2
号
機
 R
3

2
号
機
 R
4

2
号
機
 R
5

2
号
機
 R
6

2
号
機
 L
1

2
号
機
 L
2

2
号
機
 L
3

2
号
機
 L
4

2
号
機
 L
5

2
号
機
 L
6



JNC TN9440 2005-003 

3.5－42 

 

図
3.

5.
2－

2　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果

0

5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

2
,5
0
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

定
期
検
査
回
数

絶縁抵抗　（MΩ）

1
号
機
 固
定
子

1
号
機
 回
転
子

2
号
機
 固
定
子

2
号
機
 回
転
子



JNC TN9440 2005-003 

3.5－43 

 

写真3.5.2－1　ディーゼル機関分解点検時における各部品状況

シリンダーヘッドの清掃中 シリンダーライナの手入れ前

シリンダーライナの手入れ錆止め塗装後シリンダーヘッドの浸透探傷検査

ピストンの浸透探傷検査

ピストンの浸透探傷検査

シリンダーブロックの錆止め塗装後

クランク軸ピン部の外径計測
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写真3.5.3－1　主送風機駆動用電動機の絶縁処理

固定子手入れ前

固定子手入れ前

固定子洗浄中

固定子洗浄後

固定子テーピング処理前

固定子テーピング処理後

固定子手入れ後

固定子赤ワニス処理中
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図3.5.8－1（1／2）　補機冷却系統設備の冷却水配管の腐食状況

補助水槽出口温度計取付配管 空調系冷却塔補給水弁（V76-92B）
入口配管サポート部

原子炉附属建家貫通部 補機系ストレーナ前弁（V76-25）

空調系ストレーナ前弁（V76-16） 補助水槽出口弁（V76-35）及び配管

空調系冷却塔（B）入口弁（V76-15B）
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図3.5.8－1（2／2）　補機冷却系統設備の冷却水配管の腐食状況

ディーゼル配管S-102室水槽入口部

ディーゼル冷却塔出口配管

ディーゼル冷却塔出入口配管 ディーゼル冷却塔出入口配管

ディーゼル冷却塔出口配管

ディーゼル配管S-101室水槽入口部

補機系旧廃棄物処理建家供給ライン止弁（V76-28） 補機系ストレーナバイパス弁（V76-27）
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写真3.5.8－2　補機冷却系統設備の弁類の腐食状況

補機冷却系統設備仕切弁の外面腐食状況

補機冷却系統設備逆止弁の内部腐食状況

補機冷却系統設備空調系ストレーナの内部腐食状況

補機冷却系統設備補機系ストレーナの内部腐食状況
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写真3.5.9－1　格納容器床下再循環空調機の内部腐食状況

前段冷却コイルケーシング下部閉鎖部分

前段コイルユニット 後段コイルユニット

ガ
ス
入
口
側

（
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ

ッ
ト
側

）

ガ
ス
出
口
側

（
フ
ァ
ン
側

）

前段冷却コイルケーシング下部底板

前段冷却コイルケーシング下部底板内部

内部清掃前

前段冷却コイル部

前段冷却コイルケーシング下部底板内部

内部清掃後
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写真3.5.9－2　コンクリート遮へい体冷却系窒素ガス冷却器の内部状況（清掃前）

鏡部を撤去した状態

伝熱管出入口付近の状態

鏡部の状態
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3.6 ボイラ設備蒸気配管の肉厚測定 

「常陽」ボイラー設備の蒸気配管は、過去に肉厚測定の実績がなく定量的な

肉厚を把握していないことから、関西電力美浜発電所 3号機２次系配管破損事

故を踏まえて、配管健全性確保のため減肉点検を実施した。減肉点検は、偏流

発生部位近傍におけるエロージョン／コロージョンによる配管内面の減肉、高

湿度雰囲気に設置された配管外面の減肉が考えられることから、これらの部位

について肉厚測定を実施した。 

表 3.6－1にボイラー設備蒸気配管の肉厚測定結果を示す。 

肉厚測定結果は、原子炉付属建家東側蒸気ヘッダー入口ライン（F-2（管径：

100A、管種：エルボ、材質：PT370））、主冷却機建家窒素ガス気化器入口ライ

ン（L-2（管径：80A、管種：エルボ、材質：PT370））の一部において、JIS

の製作下限値である F-2：5.25mm、L-2：4.82mmを下回り、それぞれ 4.21mm、

4.22mmであったが、規格計算上の必要厚さである F-2：0.86mm、L-2：0.64mm

を十分満足していることを確認した。その他の箇所については、JIS の製作下

限値を満足していることを確認した。 



JNC TN9440 2005-003 

3.6－2 

 

０
°

９
０

°
１
８
０

°
２
７
０

°
０

°
９
０

°
１
８
０

°
２
７
０

°
－
１

２
０
０
Ａ
管

7.
82

7.
85

7.
87

8.
00

8.
2

7.
18

1.
85

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
１

１
０
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

6.
94

6.
25

6.
76

6.
37

6.
0

5.
25

0.
86

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
２
　
※
７
２
０
０
Ａ
継
手
　

T
8.

70
9.

77
9.

82
8.

2
7.

18
1.

85
PT

37
0 

Sc
h4

0
－
２

１
０
０
Ａ
管

5.
84

5.
83

5.
76

5.
69

6.
0

5.
25

0.
86

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
３

２
０
０
Ａ
管

7.
86

8.
02

7.
93

7.
87

8.
2

7.
18

1.
85

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
１

１
０
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

7.
26

5.
40

7.
31

6.
38

6.
0

5.
25

0.
86

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
１

１
５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

7.
71

8.
27

7.
83

8.
30

7.
1

6.
22

1.
32

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
２

１
０
０
Ａ
管

5.
82

5.
84

5.
76

5.
92

6.
0

5.
25

0.
86

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
２

１
５
０
Ａ
管

7.
41

7.
36

7.
44

7.
21

7.
1

6.
22

1.
32

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
３

１
０
０
Ａ
管

4.
39

3.
97

4.
08

4.
04

4.
5

3.
94

0.
96

SG
P

－
３

１
５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

8.
68

7.
83

8.
82

7.
83

7.
1

6.
22

1.
32

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
４

１
０
０
Ａ
管

4.
15

4.
08

4.
03

3.
98

4.
5

3.
94

0.
96

SG
P

－
４

１
５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

9.
01
※
３

9.
04
※
３

9.
02
※
３

9.
04
※
３

7.
1

6.
22

1.
32

PT
37

0 
Sc

h4
0

Ｊ
－
１

１
５
０
Ａ
管

8.
86

8.
93

8.
87

8.
86

7.
1

6.
22

1.
32

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
５

１
５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

9.
02
※
３

9.
03
※
３

9.
08
※
３

9.
01
※
３

7.
1

6.
22

1.
32

PT
37

0 
Sc

h4
0

Ｋ
－
１

１
２
５
Ａ
管

7.
03

7.
14

7.
43

7.
02

6.
6

5.
78

1.
10

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
６

５
０
Ａ
管

3.
44

3.
45

3.
64

3.
41

3.
9

3.
4

0.
43

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
１

８
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
85

4.
86

4.
88

4.
99

5.
5

4.
82

0.
64

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
１

１
５
０
Ａ
管

6.
74

6.
43

6.
79

6.
61

7.
1

6.
22

1.
32

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
２

８
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
58

4.
82

4.
24

4.
22

5.
5

4.
82

0.
64

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
２

１
０
０
Ａ
管

6.
72

6.
47

7.
12

6.
89

6.
0

5.
25

0.
86

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
３

５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

3.
67

3.
51

3.
42

3.
42

3.
9

3.
42

0.
43

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
３

１
０
０
Ａ
管

5.
45

5.
55

5.
47

5.
71

6.
0

5.
25

0.
86

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
４

５
０
Ａ
管

3.
40

3.
43

3.
47

3.
50

3.
9

3.
4

0.
43

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
４

１
０
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

6.
64

6.
68

6.
95

7.
10

6.
0

5.
25

0.
86

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
５

５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

3.
76

3.
68

3.
82

3.
64

3.
9

3.
42

0.
43

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
５

１
０
０
Ａ
管

6.
14

5.
80

5.
96

6.
04

6.
0

5.
25

0.
86

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
６

５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

3.
49

3.
43

3.
40

3.
45

3.
9

3.
42

0.
43

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
１

１
５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

6.
82

8.
41

7.
57

8.
09

7.
1

6.
22

1.
32

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
１
　
※
７
３
２
Ａ
継
手
　

T
4.

2
4.

3
4.

3
3.

6
3.

15
0.

46
SU

S3
04

 S
ch

40
－
２

１
５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

6.
86

8.
40

7.
34

8.
28

7.
1

6.
22

1.
32

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
２

３
２
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
0※

4
3.

9※
4

3.
8※

4
3.

7※
4

3.
6

3.
15

0.
46

SU
S3

04
 S

ch
40

－
３

１
５
０
Ａ
管

6.
92

6.
87

7.
12

7.
08

7.
1

6.
22

1.
32

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
３

３
２
Ａ
管

3.
9

3.
9

3.
9

3.
9

3.
6

3.
1

0.
46

SU
S3

04
 S

ch
40

－
１

５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
18
※
３

4.
23
※
３

4.
21
※
３

4.
32
※
３

3.
9

3.
42

0.
43

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
４

３
２
Ａ
管

3.
9

3.
9

3.
9

3.
9

3.
6

3.
1

0.
46

SU
S3

04
 S

ch
40

－
２

５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
24
※
３

4.
53
※
３

4.
45
※
３

4.
27
※
３

3.
9

3.
42

0.
43

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
１

１
２
５
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

7.
45
※

5
8.

36
※

5
8.

50
※

5
7.

30
※

5
6.

6
5.

78
1.

10
PT

37
0 

Sc
h4

0
－
３

５
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
35
※
３

4.
42
※
３

4.
66
※
３

4.
78
※
３

3.
9

3.
42

0.
43

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
２

１
２
５
Ａ
管

6.
42
※

5
6.

47
※

5
6.

38
※

5
6.

35
※

5
6.

6
5.

78
1.

10
ST

PG
37

0 
Sc

h4
0

－
１

１
０
０
Ａ
管

6.
88

6.
97

6.
69

6.
73

6.
0

5.
25

0.
86

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
３

１
２
５
Ａ
管

6.
40
※

5
6.

46
※

5
6.

37
※

5
6.

30
※

5
6.

6
5.

78
1.

10
ST

PG
37

0 
Sc

h4
0

－
２

１
０
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
21

5.
87

4.
99

5.
32

6.
0

5.
25

0.
86

PT
37

0 
Sc

h4
0

－
３

１
０
０
Ａ
管

5.
86

5.
84

5.
88

5.
85

6.
0

5.
25

0.
86

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
１

１
２
５
Ａ
管

6.
18

6.
22

6.
39

6.
43

6.
6

5.
78

1.
10

ST
PG

37
0 

Sc
h4

0
－
２

８
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
00

4.
19

4.
23

4.
16

4.
2

3.
57

0.
70

FS
G

P
－
３

８
０
Ａ
管

3.
99

4.
04

4.
04

4.
16

4.
2

3.
68

0.
70

SG
P

－
４

８
０
Ａ
継
手
　
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ

4.
95

5.
03

4.
93

4.
33

4.
2

3.
57

0.
70

FS
G

P
－
５

８
０
Ａ
管

3.
90

3.
93

3.
94

3.
97

4.
2

3.
68

0.
70

SG
P

※
１
：
測
定
箇
所
に
つ
い
て
は
、
別
添

-２
 蒸
気
ラ
イ
ン
の
厚
み
測
定
箇
所
選
定
表
参
照
。

※
２
：
測
定
は
配
管
真
上
を
０

°と
し
、
上
流
側
か
ら
み
て
右
回
り
で
９
０

°,１
８
０

°,２
７
０

°と
す
る
。

※
8：
荷
重
条
件
は
最
高
使
用
圧
力 内
圧

0.
68

6M
pa

外
圧

0.
68

6M
pa

最
高
使
用
温
度 内
圧
時

20
0 ℃

外
圧
時

20
0℃

：
測
定
値
と
公
称
厚
さ
の
許
容
差
の
下
限
値
の
差
が
、
公
称
厚
さ
と
公
称
厚
さ
の
許
容
差
の
下
限
値
の
差
の

20
%
以
内
で
あ
っ
た
も
の

[測
定
値
－
公
称
厚
さ
の
下
限
値
＜
（
公
称
厚
さ

-公
称
厚
さ
の
許
容
差
の
下
限
値
）
×2

0%
]

※
６
：
ST

PG
37

0,
SU

S3
04
管
材
は
熱
間
仕
上
継
目
無
鋼
管
の
値
を
使
用
。
小
数
点
第
三
位
以
下
は
切
上
げ
し
た
。

：
公
称
厚
さ
の
許
容
差
の
下
限
値
以
下

※
７
：
継
手
　

T で
あ
る
た
め
測
定
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
別
添
ー

2(
５

/ ７
, ７

/ ７
) 測
定
箇
所
記
号
図
参
照
。

表
3.

6－
1　
ボ
イ
ラ
設
備
蒸
気
配
管
の
肉
厚
測
定
結
果

   
   

 １
８
０

°を
２
２
５

°,２
７
０

°を
３
１
５

°に
変
え
て
測
定
実
施
。

※
３
：
狭
隘
部
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
た
め
、
測
定
ポ
イ
ン
ト
の
　
０

°を
４
５

°,９
０

°を
１
３
５

°,１
８
０

°を
２
２
５

°,２
７
０

°を
３
１
５

°に
変
え
て
測
定
実
施
。

※
４
：
水
平
ラ
イ
ン
の
小
径
エ
ル
ボ
で
あ
る
た
め
、
測
定
ポ
イ
ン
ト
の
　
０

° を
４
５

°, ９
０

° を
１
３
５

°, １
８
０

° を
２
２
５

°, ２
７
０

° を
３
１
５

° に
変
え

　
　
　

 測
定
実
施
。

※
５
：
既
設
配
管
の
一
部
交
換
後
、
旧
配
管
、
エ
ル
ボ
を
０

°, １
８
０

° で
切
断
し
た
。
こ
の
た
め
、
測
定
ポ
イ
ン
ト
の
　
０

° を
４
５

°, ９
０

° を
１
３

測
定
値

(㎜
)

JI
S上
の
値

Ｆ

管
、
継
手
　
材
質

規
格
計
算

上
の
必
要

厚
さ

( ㎜
)

※
8

測
定
ポ
イ
ン
ト
（
円
周
方
向
角
度
）
※
２

JI
S上
の
値

公
称
厚
さ

( ㎜
)

公
称
厚
さ
の

許
容
差
の
下

限
値

( ㎜
) ※
６

管
、
継
手

測
定
ポ
イ
ン
ト
（
円
周
方
向
角
度
）
※
２

管
、
継
手

サ
イ
ズ

測
定
箇
所

※
１

管
、
継
手
　
材
質

規
格
計
算

上
の
必
要

厚
さ

( ㎜
)

※
8

公
称
厚
さ
の

許
容
差
の
下

限
値

( ㎜
) ※
６

Ｂ

測
定
値

(㎜
)

サ
イ
ズ

公
称
厚
さ

( ㎜
)

測
定
箇
所

※
１

ＧC Ｅ

Ｈ Ｉ Ｌ

Ｄ
Ｍ N

Ａ

と
し
て
算
出
し
た
。



JNC TN9440 2005-003 

4－1 

4. 経年変化に関する技術的評価 

経年変化に関する技術的評価は、ナトリウム冷却型高速炉である「常陽」の特徴

を踏まえつつ、原子炉施設の経年変化事象に対して、以下の自主検査等の実績調査

結果を用いて評価するとともに、「常陽」の今後の継続的な運転に対して、設備、

機器の構造健全性等が維持できるかどうかを評価した。また、技術的評価結果のま

とめとして、自主検査等の実績調査結果を抽出した経年変化事象である①放射線劣

化、②腐食、③磨耗、侵食、④熱時効、⑤クリープ、疲労、⑥応力腐食割れ、⑦絶

縁劣化、⑧一般劣化ごとに分類、整理して評価結果のまとめを行った。 

(1) サーベイランス試験結果 

(2) MK－Ⅲ冷却系改造工事における測定データ及び撤去機器等を用いた試験結果 

(3) ケーブルの劣化調査結果 

(4) 補機冷却系統設備配管の肉厚測定結果 

(5) 保守点検結果 

(6) ボイラ設備蒸気配管の肉厚測定結果 
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4.1 サーベイランス試験結果からの評価 

4.1.1 原子炉容器材 

サーベイランス試験は、使用材料の機械的強度特性が中性子照射等によって

変化しても、設計寿命末期まで必要な強度を有していることを確認するもので

ある。これに対して、原子炉容器構造材（SUS304）は、以下のような傾向を

示しており、この傾向は、中性子照射を受けたオーステナイト系ステンレス鋼

の一般的な特性である 0.2％耐力は増大、引張強さは若干増大、破断伸びは減少

するといった特性と一致していたとともに、原子炉容器の設計寿命における中

性子照射量（E≧0.1MeV）の計算値である 3.48×1019n/cm2の約 60 倍の中性

子照射を受けても、機械的強度特性が許容値を満足していることを確認した。 

(1) 0.2％耐力は、中性子照射量（E≧0.1MeV）が約 1×1020n/cm2以上で増加

傾向になり、約 5×1020n/cm2以上で顕著に増加している。 

(2) 引張強さは、0.2％耐力ほど顕著ではないが、中性子照射量（E≧0.1MeV）

が約 1×1021n/cm2以上で増加傾向になっている。 

(3) 一様伸び及び破断伸びは、中性子照射量（E≧0.1MeV）が約 1×1020n/cm2

以上で低下傾向になり、約 5×1020n/cm2以上で顕著に低下している。 

(4) 母材のクリープ破断時間は、照射材は非照射材に比べて短くなる傾向を示

している。 

原子炉容器の設工認（認可番号 47 原第 9998 号）においては、再臨界事故時

の衝撃荷重が炉心においてTNT50kgが爆発した状況に等しいという設定のもと

に放出エネルギーを算定し、原子炉容器及び炉心構造物を模擬した 1/5モデルに

よる耐衝撃構造試験の結果に基づいて、原子炉容器壁及び炉心構造物の変形量

（最大ひずみ：εmax）を求め、これと材料の機械的性質（一様伸び）とを比較

することで再臨界事故時の爆発エネルギーが構造物の変形で吸収できることを

示し、バウンダリの健全性を証明している。具体的には、温度 500℃でεmaxを

満足する一様伸びを確保しておく必要がある。 
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項 目 再臨界事故時最大ひずみεmax 

（％） 
原子炉容器 12.9 

炉心構造物 9.3 

サーベイランス試験結果は、原子炉容器（SUS304）、炉心支持板（SUS316）

の設計寿命時に相当する中性子照射量に到達しているⅠ－03、TTJT01 までの

試験データを用いて εmaxと比較・評価した。一様伸び、破断伸びの最小値は、

それぞれ以下に示す値であり、いずれも原子炉容器の再臨界事故時における評価

結果から必要とされている一様伸びの値を満足していることを確認した。 

項目 一様伸び 
（％） 

破断伸び 
（％） 

高速中性子照射量（E≧0.1MeV） 
（n/cm2） 

母材 24.9 34.6 原
子
炉 

容
器
材 溶接継手 13.2 16.2 

4.16×1019（照射リグ：Ⅰ－03） 
3.48×1019（炉容器設計寿命時） 

炉心支持板材 
（母材） 31.0 39.0 2.6×1021n/cm2（照射リグ：TTJT01） 

2.56×1021n/cm2（炉容器設計寿命時） 

また、原子炉容器構造材の一様伸びは、図 3.1.2－1（3／4）及び図 3.1.2－2

（3／4）の母材、図 3.1.2－3（3／4）の溶接継手のデータにおいて、設計寿命

の約 30倍である 1×1021n/cm2の中性子照射を受けても、再臨界事故時の最大ひ

ずみ 12.9％を上回っていることを示しており、設計寿命末期まで再臨界事故時

におけるエネルギーを十分吸収できると評価した。 

 

4.1.2 炉心構造材 

炉心支持板材（SUS316）のサーベイランス試験結果では、TTJT00の 0.2％

耐力のみが低下している傾向が見られたことから、追加試験としてサーベイラ

ンスバックアップ試験を実施した。その結果、0.2％耐力と結晶粒径の間に相関

があり、結晶度番号は、耐力の低いもので 2前後、高耐力のもので約 4であり、

この結晶粒径の差は耐力差で約 20MPa（2kg/mm2）であった。炉心支持板素材

の組織観察から結晶粒径は、素材鋼板内の位置により変動しており、肉厚 1/4
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における結晶粒径が他の部分より大きく、かつ、混粒傾向が強いことから、結

晶粒径の肉厚内変動による耐力の変化が表れているものと判断された。 

TTJT00の 0.2％耐力の一部データにおいて、BDS及び JOYO指針の値をわ

ずかに下回ったものの、設計上想定している炉心支持板に発生する 1 次＋２次

応力 71.6MPaに対して十分な裕度を有していることから、構造健全性上の問題

はない。 

 １次応力 
（MPa（kg/mm2）） 

１次＋２次応力 
（MPa（kg/mm2）） 

発生応力 39.0（ 3.98） 71.6（ 7.3） 
JOYO指針 

550℃制限値 1.33Sm(s)=121.6（12.4 ） 3Sm(s)=273.6（27.9） 

 

 500℃ 
（MPa（kg/mm2）） 

550℃ 
（MPa（kg/mm2）） 

BDS Sm 104.0（10.6） 101.0（10.3） 

JOYO指針 Sm(s) 105.9（10.8） 91.2（ 9.3） 
サーベイランス試験

結果から求めた値 
Sm 

99.0（10.1） 105.9（10.8） 

「常陽」設計寿命における炉心支持板の中性子照射量（E≧0.1MeV）は、2.56

×1021n/cm2 であり、これに対してサーベイランス試験片の反射体位置の

TTJT01でほぼ「常陽」設計寿命の中性子照射量（E≧0.1MeV）に到達してお

り、TTJT02では、「常陽」設計寿命の約 2倍である。試験結果は、TTJT02に

おいても、一様伸び 20%、破断伸び 30％を確保しており、再臨界事故時の最大

ひずみ 9.3％を上回っていることから、設計寿命まで炉心支持板の構造健全性が

問題となることはないと評価した。 

 

4.1.3 ２次冷却系構造材 

(1) ２次主冷却系配管材 

２次主冷却系配管材である配管用合金鋼 STPA24（21/4Cr－1Mo鋼）は、温

度 400℃以上のナトリウム環境で使用した場合、熱時効、脱炭等により材料の
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機械的強度特性が変化すると言われている。BDSの材料強度基準では、21/4Cr

－1Mo 鋼に対して脱炭挙動に対する強度補正係数を適用することが必要であ

るとされている。また、この適用温度範囲は、400℃～650℃となっており、

低温ではナトリウム環境効果を無視できる。よって、問題となるのは、２次冷

却系配管のうち、高温側の配管となる。 

２次主冷却系配管材のサーベイランス試験結果は、以下のような傾向を示し

ているが、原子炉運転時間 131,500時間でも機械的強度特性が許容値を満足し

ていることを確認した。 

① 0.2％耐力は、Na浸漬時間に関係して低下する傾向がある。 

② 引張強さは、0.2％耐力と同様な傾向を示している。 

③ 破断伸びは、非Na浸漬材とNa浸漬材とで顕著な違いは現れていないが、

僅かに Na 浸漬材の方が増加する傾向を示している。BDS では、構造材料

の延性を確保する観点から、母材の破断伸びで 10％、溶接金属部で 5％を確

保することが定められており、これを満足していた。 

④ クリープ破断時間は、Na 浸漬材の方が短時間側で短くなっている。クリ

ープ破断曲線は、全体的にNa浸漬材の短時間側で破断応力の低下が大きく、

長時間側で小さくなる傾向を示していると言える。その理由として、短時間

側では、Na 浸漬材が Na 浸漬によって既に温度と時間に影響する熱時効を

受けているのに対して、非 Na浸漬材は破断までの時間も短く、試験時にも

熱時効の影響を受けないためと考えられる。また、溶接継手および異材継手

ともクリープ破断曲線は、母材と比較して破断応力が低めである。その理由

として、溶接時の熱影響を受けて非 Na浸漬材の時点（受入れ前）からクリ

ープ破断強度が下がっているためと考えられる。 

(2) ２次系ダンプタンク 

２次系ダンプタンク材であるボイラ及び圧力容器用炭素鋼板 SB42 のサー

ベイランス試験結果は、以下のような傾向を示しているが、２次系ダンプタン

クの設計で用いている許容応力は、十分満足しており問題ないことを確認した。 

① 母材の 0.2％耐力及び引張強さは、Na浸漬時間の増加に関係して耐力が低



JNC TN9440 2005-003 

4.1－5 

下する傾向を示しているが、異材継手では母材に比べて、その傾向が認めら

れない。 

② ２次系ダンプタンクの 400℃における 0.2％耐力（σy）の 5/8、引張強さ

（σu）の 1/4から求められた引張応力は、許容引張応力 400℃で 65.7MPa

（6.7kg/mm2）を十分満足しており問題ない。 

③ 破断伸びは、母材でNa浸漬時間と関係して低下する傾向を示しているが、

異材継手では母材とは逆に増加する傾向を示している。いずれも破断伸びは、

延性材料の分類概念である破断伸び 10％以上をいずれも十分満足しており、

問題はない。 

④ 0.2％耐力、引張強さ及び破断伸びは、ダンプタンクが運転温度約 340°Ｃ

であり、脱炭の影響を受けると言われている 400°Ｃ以下であるため、Na浸

漬時間に対して顕著な傾向を示していないと考えられ、その傾向は熱時効に

よる影響と考えられる。 
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4.2 MK－Ⅲ冷却系改造工事で撤去した機器等を用いた試験結果からの評価 

4.2.1 ２次系配管及び旧主冷却器の伝熱管肉厚測定結果からの評価 

２次系配管の肉厚測定箇所は、主冷却機建家内の主冷却器入口分岐前、出口

合流後の 12B配管、各主冷却器出口の 10B配管部分の合計 24箇所、撤去した

主中間熱交換器２次側出入口配管の 4エルボについて 5箇所であり、いずれも

周方向 4ポイント測定している。この結果、高温側、低温側とも JISにおける

配管製作許容差（公称値±10％）の最小肉厚となる 12B配管で 9.27mm、10B

で 8.37mmを上回っていた。また、エルボ部においても製作許容差の最小肉厚

である 12Bで 9.01mm（公称値 10.3mm）、10Bで 8.14mm（公称値 9.3mm）

も十分満足していた。この結果から、一部期間の測定データにおいて冷却材ナ

トリウムの維持基準であるプラギング温度 225℃以下（約 20ppm以下）を超え

る場合があったものの、設計における構造材の腐れ代の考え方が妥当であった

ことを確認したとともに、同時に実施した配管内面の観察結果からエロージョ

ン等による有意な減肉の痕跡は認められなかった。よって、２次系の機器・配

管については、冷却材であるナトリウム中の酸素濃度を原子炉施設保安規定に

定められたプラギング温度 225℃以下（約 20ppm以下）に維持すれば、内面の

ナトリウム環境による腐食が問題となることはないと評価した。 

主冷却器は、２次系配管の測定結果や内面観察からナトリウム環境による腐

食は問題とならないことが明らかであることから、問題となるのは、外気に直

接さらされる主冷却器の伝熱管部であると考えられる。最も外気による減肉が

大きくなる環境にある空気流動部のフィン付伝熱管の肉厚は、いずれも伝熱管

製作仕様（2.0mm－
＋22

0
％）の最小肉厚である 2.0mm を上回っていることを確認

した。よって、MK－Ⅲ用主冷却器の伝熱管をはじめとした機器・配管につい

ては、外気環境による減肉が問題になることはないと評価した。しかし、主冷

却器の空気流動部にある伝熱管は、原子炉運転中において外気に直接さらされ

る部分であり、「常陽」の冷却材バウンダリ部で最も減肉量が大きいところであ

ることから、施設定期検査毎に肉厚測定を実施し、減肉速度を監視していく必

要がある。 
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4.2.2 ２次系配管の新配管－旧配管溶接部の機械試験結果からの評価 

MK－Ⅲ冷却系改造工事において留意すべき部位である新配管－旧配管溶接

部については、試験の結果、旧配管は、新配管に比べて 0.2％耐力、引張強さと

も若干の低下傾向が認められたが、BDS及び JIS規格値を満足していたととも

に、延性についても旧配管と新配管でほぼ同様な値であった。また、溶接部の

表曲げ、裏曲げとも割れなどの異常は認められなかった。 

以上の結果より、MK－Ⅲ冷却系改造工事で実施した新配管－旧配管溶接部

は、今後の使用においてその構造健全性が問題となることはないと評価した。 

 

4.2.3 主冷却機建家の躯体強度試験結果からの評価 7),8) 

シュミットハンマー法による反発度は、各打撃間のバラツキが比較的小さく、

安定した値が得られた。この結果から、材料年齢補正後の圧縮強度推定値を求

めた結果、都材検式を適用した場合が最も小さくなり、平均値で 26.1N/mm2、

最小値で 24.2N/mm2であったが、主冷却機建家の設計基準コンクリート強度で

ある 20.6N/mm2より大きい値であった。 

シュミットハンマーの取扱説明書では、材料年齢によって試験結果に乗じる

補正係数が示されており、その値は 3000日（約 8.2年）で 0.63となっている。

サイクル機構東海事業所の核燃料施設建物の経年変化調査結果 1),2) によれば、

単純な比較は好ましくないとしながらも、シュミットハンマー法のみで強度測

定を行う場合は、安全側の値を与える都材検式を用いることが望ましいとして

おり、今回の試験結果も同様に都材検式が最も小さい値となっており、標準偏

差からバラツキも比較的小さく、妥当な結果を与えていると判断した。 

以上より、主冷却機建家の躯体強度に問題はないと評価した。また、試験は

実施していないものの同時期に設置した原子炉建家、原子炉附属建家の躯体（設

計基準コンクリート強度：22.1N/mm2）についても同様の傾向にあると考えら

れるが、今後劣化調査を実施する必要がある。 
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4.3 ケーブル劣化調査結果からの評価 

床下ケーブルペネトレーションについては、全数を点検した結果、一部の動力

ケーブルラグ接続部で絶縁処理テープが収縮して充電部が露出している箇所や、

MI ケーブル端末処理部で絶縁チューブが著しく割れている箇所があった。しか

し、ケーブルペネトレーションの放射線劣化を確認するために、サンプルとして

採取した試験用ケーブル（架橋ポリエチレン絶縁ビニールシースケーブル（CV）、

床下ケーブルペネトレーション内ケーブル（難燃性エチレンプロピレンゴム絶縁

ケーブル））について、絶縁抵抗測定、引張試験を実施した結果、いずれも絶縁

抵抗測定値が判定値の 0.08MΩkm以上であり、破断伸びも判定値を十分満足し

ていたことから、ケーブル類については、内部に異常はないと評価した。なお、

点検で発見したラグ接続部、端末処理部の絶縁処理不具合については、絶縁エン

パイヤクロス（一般に動力回路等の絶縁に使用されている材料）、ガラス編組チ

ューブ、絶縁テープを不具合箇所に巻き付けたため、今後の使用に問題はないと

評価した。 

今回劣化調査した床下ケーブルペネトレーション（PK-1、PK-2）が設置され

ている領域の吸収線量率は、ケーブルペネトレーションの設工認において PK-1

で 0.6Gy/h（遮へい設置）、PK-2で 0.6Gy/hと評価されており、設計寿命中（原

子炉定格出力運転 131,500時間）に受ける吸収線量は、約 8×104Gyとなる。こ

れに対して、床下ケーブルペネトレーション等に使用されているケーブル絶縁体

は、ビニールで約 5×105Gy、架橋ポリエチレンで約 3×106Gy までは十分使用

可能であることから、端末処理部等の補修を行ったことで、今後の使用上におけ

るケーブル絶縁体の構造健全性は問題ないと評価した。 

１次系床下ケーブル外表面のポリエチレン被覆については、劣化が進行してお

り屈曲試験によりひび割れ､剥離するものがほとんどであった。しかし、ステンレ

スの編組に内包されたガラス絶縁体及び導体については、劣化は見られず､電気的

には問題なく新品とほぼ同様の性能を有していることが明らかとなり、ケーブル

の絶縁抵抗は全て無限大、導体抵抗も仕様を満足するものであった。１次冷却系

では、設計寿命中に受ける吸収線量が 3×106Gy 以上 5×107Gy までの領域で十
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分使用可能なケーブルとして、ステンレスの編組に内包されたガラス絶縁ケーブ

ルを使用している。原子炉建家床下の原子炉定格出力運転中におけるコバルトガ

ラス線量計を用いた測定では、１次系機器・配管室で約 80～100Gy/hという値が

得られており、この実測値から設計寿命時の吸収線量を求めると約 1.1×107～1.3

×107Gyとなり、設計における吸収線量の範囲内にある。これらの結果から、放

射線劣化を確認するために、サンプルとして採取した試験用ケーブルを１次系床

下ケーブルの代表ケーブルと位置付けると、外表面のポリエチレン被覆にひび割

れ､剥離があるものの、ケーブルの絶縁機能はステンレス編組された内部のガラス

絶縁材によって新品同様の性能を有していることから、MK－Ⅲ炉心以降も継続

して使用することに問題はないと評価した。 

ケーブル端末部（ビスを含む）及び端子台については、汚損や酸化被膜が発生

しているものが多数あり、再端末や端子・ビスの交換が必要であったことから、

J.BOX内端子台の交換、端末部の交換を実施した。この結果、一部絶縁抵抗が低

かったケーブルにおいて、絶縁抵抗が大幅に改善されたことから、端子台に付着

してい汚損や酸化被膜が絶縁抵抗低下に影響していたものと考えられ、端子台及

び端末部の交換を実施したことで今後の使用に問題はないと評価した。 
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4.4 補機冷却系統設備配管の肉厚測定結果からの評価 

補機冷却系統設備の配管の肉厚測定結果からは、昭和 50年の設備運転以来 29

年を経過しているにも係らず、設工認において必要としていた肉厚をいずれの箇

所においても満足しており、また、腐れ代を考慮した必要肉厚も満足しているこ

とが確認され、「常陽」の原子炉運転中、原子炉停止中に関らず必要不可欠な設備

である補機冷却系統設備の主要配管に問題はないと評価した。ただし、製作時に

おける製作公差による図面寸法と比較した場合は、一部において製作時における

最小寸法を下回るものがあることから、今後とも継続的な肉厚測定を実施し、減

肉速度を監視していく必要がある。また、屋外に設置されている配管のうち、配

管外部にサポートを有する部分は、屋外ということと、雨水が溜まりやすいこと

などを考慮して、特に外気環境による外面腐食に注意する必要があり、今後とも

定期的に腐食状況を確認していく必要がある。 
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4.5 保守点検結果に基づく評価 

4.5.1 主冷却器伝熱管の評価 

昭和 59 年より実施してきた旧主冷却器の伝熱管の非破壊試験等による肉厚

測定結果から、直管部において公称厚さである 2.0mm を全ての測定部位で上

回っていたとともに、フィン部についても公称厚さである 2.0mm を全ての測

定ポイントで上回っており、MK－Ⅲ冷却系改造工事で測定した伝熱管肉厚測

定結果と合わせて、問題ないことが確認されたが、「常陽」の冷却材バウンダリ

部で最も減肉量が大きいところであることから、施設定期検査毎に肉厚測定を

実施し、監視していく必要がある。 

 

4.5.2 電源設備の評価 

電源設備の遮断器は、その健全性を定期的な点検を実施することにより確認

することで約 28年使用してきたが、第 13回施設定期検査において平成 13年

製造のものに大部分を更新した。なお、1A M/C の第二使用済燃料貯蔵建家用

と廃棄物処理建家用は、「常陽」建設後の増設等で追加された遮断器で製造後

15年であり、更新推奨時期にまだ達していないため、更新しなかった。よって、

今後の長期保全計画の中で更新を計画しておく必要がある。 

各パワーセンタに設置されている乾式変圧器は、昭和 48 年に製造されたも

ので使用開始から約 28年が経過していることから、平成 12年 7月～8月にか

けて絶縁診断を実施し、絶縁劣化時に起きる変圧器運転中のコロナ音は観察さ

れなかったこと、その他の状態確認においても特に問題となるものはないこと

を確認した。しかしながら、長期使用により絶縁材自体が硬化し、脆くなって

きていることも考えられ、今後劣化の進行が早まることも想定されることから、

更新計画を策定しておく必要がある。 

ディーゼル機関は、機関本体のシリンダーブロック部以外はほとんど部品交

換ができるものであり、特に摺動部であるシリンダー、ピストンコンロッド、

クランクシャフトピン部などには、ライナ、ホワイトメタルなど摺動に対応し

た部品が設定されており、これらの磨耗が著しい場合は分解点検時に対象部品
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を交換すれば基本的には初期状態に復帰させることができる。したがって、交

換できないシリンダーブロックの冷却水流路部分をこれまでと同様に点検して

手入れしておくことが重要である。また、今後は、補機冷却系統設備の腐食を

考えると、補機冷却系統設備のディーゼル系より供給される冷却水槽及びこれ

らと接続される冷却水配管、冷却水を用いて熱交換しているオイルクーラ、空

気冷却器などの腐食に注意して点検を実施するとともに、定期的に肉厚測定を

実施して監視していく必要がある。 

ディーゼル発電機は、過去の定期検査時における絶縁抵抗の推移を考察する

と、湿度が高い状況（梅雨時、夏場）において絶縁抵抗が急激に低下する傾向

がある。これは、絶縁表面に塩分が付着した場合に良く見られる現象であり、

塩分が乾燥状態では絶縁抵抗を確保できるが、吸湿した場合は絶縁抵抗の確保

ができず、急激に低下するためであり、これまで 2回の絶縁抵抗を回復させる

ための蒸気洗浄、熱風乾燥、樹脂処理を実施している。ただし、発電機は昭和

48年に製作されたもので約 28年が経過しており、絶縁材自体が硬化し、脆く

なってきていることも考えられ、今後劣化の進行が早まることも想定されるこ

とから、更新計画を策定しておく必要がある。 

交流・直流無停電電源設備で用いている CS 形蓄電池は、社団法人電池工業

会のベント形据置鉛蓄電池の保守・取扱いに関する技術指針によれば、電解液

の比重、温度状態等の状況によって異なるものの期待寿命 10～14 年が更新の

目安とされている。第 1回目の更新は、これを目安に実施したが、第 2回目の

更新は、製造から約 20年で実施しており、約 20年間使用した蓄電池の健全性

に問題なく、維持管理が適切であったことを確認した。よって、7Dは、これま

でと同様の維持管理を行うとともに、これらの使用実績を踏まえて、適切な更

新時期を検討する。 

 

4.5.3 回転機器駆動用電動機の評価 

「常陽」を代表する高圧の回転機器駆動用電動機では、主冷却機建家に設置

されている主送風機駆動用電動機が最も絶縁劣化が著しく、次に同じ主冷却機
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建家に設置されている２次主循環ポンプ駆動用電動機となっている。原子炉建

家、原子炉附属建家の空調換気系には、外気取り入れ口に塩分を除去できるプ

レフィルタが設置されており、主冷却機建家に比べて環境が良いとともに、原

子炉建家においては、主冷却機建家に比べて湿度も低いことが絶縁劣化に影響

している。 

駆動用電動機の絶縁は、長年の使用によって電動機内部や巻線表面に塵埃が

付着し、塵埃が多量に付着した状態で運転を継続すると、熱放熱が悪くなり温

度上昇を招いて絶縁物の熱劣化が促進されたり、塵埃が吸湿して絶縁抵抗が低

下しやすくなったりする。このため、電動機の汚損状況や劣化程度に応じて蒸

気洗浄による塩出し、エポキシワニス塗布、浸漬処理等により絶縁表面層の補

強を行っている。しかし、絶縁処理しているワニスは有機系材料であることか

ら、使用環境に大きく左右されるものの長期使用により、絶縁材自体が硬化し、

脆くなってくると考えられる。よって、製作から約15年程度までは、定期的な

洗浄、ワニス処理により、電動機を維持し、それ以後は更新を計画する必要が

ある。なお、MK－Ⅲでは、１次主循環ポンプ駆動用電動機、２次主循環ポン

プ駆動用電動機、主送風機駆動用電動機を更新していることから、最も絶縁劣

化が進行する主送風機でも更新を検討するのは、平成27年頃になると予想され

る。 

 

4.5.4 原子炉制御設備の評価 

制御棒駆動機構については、これまで実施してきた 1回／2定検毎の点検に

おいて、特に問題となるような事象の発生がなかった。よって、今後とも現状

の点検頻度で絶縁抵抗測定、スクラム検出コイル電気試験、リミットスイッチ

の動作確認、トルクリミットスイッチの設定値確認、駆動モータ、電磁ブレー

キの電圧、電流測定、保持電磁石電圧、電流測定、引抜、挿入速度、ガス系漏

洩検査を実施するとともに、点検時にはシール材である Oリング等の交換を現

状と同様に必ず実施し、バウンダリ保持機能を確保する必要がある。 

原子炉制御設備については、補助継電器の劣化が要因であると考えられる制
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御棒操作後の制御棒降下による原子炉出力低下事象が発生した以外には特に問

題となるような事象の発生はなかった。よって、不具合事象発生時に今後の対

策として設定した重要度の高い安全保護系の補助継電器の交換基準（1回／10

年）にしたがって交換を実施していく必要があるとともに、これまでの 1回／

定検毎の点検も継続して実施していく必要がある。 

 

4.5.5 核計装設備の評価 

起動系及び中間系に用いられている核分裂計数管は、電離箱の一方の電極に

酸化ウラン（UO2）を塗ったもので、中性子が 235Uの核分裂を引き起こし、そ

の結果生じた核分裂片の電離作用により中性子を検出するものである。よって、

UO2の消耗によって核分裂計数管の寿命が決まり、その限界中性子照射量は約

3×1018n/cm2であることから、これまでの実績と同様に、この値を目安に予防

保全の観点から定期的な交換を行っていけば問題はない。 

出力系に用いられているγ線補償型電離箱の場合は、電極に塗布された Bの

中性子照射による消耗は少ないが、微少電流を測定するため、検出器から信号

ケーブルに至る絶縁抵抗が検出器を含めた信号ケーブルで 1×1011Ω、検出器を

含めた高圧ケーブル、補償用ケーブルで 1×1010Ωという極めて高い値を要求さ

れることから、その寿命は絶縁材である有機系材料、これを保護するMIケー

ブルの劣化が原因で絶縁劣化を引き起こすことが問題であり、使用年数によっ

て交換する必要がある。これまでの実績と同様に、予防保全の観点から定期的

に交換を行っていけば問題はない。 

 

4.5.6 プロセス計装設備の評価 

プロセス計装設備については、いずれの計装設備とも計器は、電解コンデン

サ、インクチューブ、インクタンクなど経年劣化、消耗品等について定期的に

交換を実施していく必要があるとともに、製造中止から 5年程度で部品供給が

停止することから、故障頻度が多くなってきた計器については、更新を計画す

る必要がある。よって、これまでと同様に、今後とも施設定期検査結果を勘案
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して、順次更新を行うことを計画し、計器の健全性、精度維持を図っていく必

要がある。 

 

4.5.7 その他の計装の評価 

FFD－CG法設備のうちコンプレッサ設備、プレシピテータ及び計装品につ

いては、消耗部品を定期的に交換していく必要があるとともに、計器について

は、製造中止から 5年程度で部品供給が停止することから、故障頻度が多くな

ってきた計器については、更新を計画する必要がある。第 13回施設定期検査

においては、ナトリウムベーパで閉塞気味であった配管、作動回数の多いベロ

ーズ弁について更新を実施しており、これらは使用開始から約 28年が経過し

て更新したことを考慮すると、当分の間は更新を必要としない。 

FFD－DN法設備のうちBF3検出器は、その寿命がMK－Ⅱ（100MW）にお

いて積算出力で1×106MWh（約2.3×109n/cm2）であったが、MK－Ⅲ（140MW）

では定格出力運転中におけるバックグラウンドがMK－Ⅱの約2/3となったこと

から、積算出力で2.1×106MWh（約2.3×109n/cm2）となり、140MW定格出力

で約625日（約60日×10サイクル）使用できることから、これまでの1回/定検

から変更して1回/2定検の頻度で交換を実施すればよい。 

格納容器雰囲気調整系プロセス計装設備については、4.5.6のプロセス計装設

備と同様の維持・管理を行っていく必要がある。 

放射線管理施設は、昭和 63年にエリアモニタ、排気筒モニタの検出器、ケ

ーブル、遮蔽体を除いた指示計、高圧電源、低圧電源、放射線監視盤を更新す

るとともに、その後は定期的に点検を実施し、消耗部品の交換等を実施するこ

とで機能を維持してきた。今後もこれらを実施することで機能維持を図ってい

く必要があるが、既に昭和 63年から約 16年が経過しており、一部の交換部品

には供給が停止されているものがあるため、故障時の修理が不可能となる可能

性があることから、健全な機能維持を図るために、更新計画を策定する必要が

ある。 
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4.5.8 補機冷却系統設備の評価 

補機冷却系統設備のうちポンプ関係は、ポンプ胴体据付ボルトの材質変更、

定期的な腐食に対する手入れを実施してきており、第 11回施設定期検査では、

設備運転開始から約 20 年経過したポンプ本体及び駆動用電動機の更新を実施

しているが、点検の結果から冷却水による腐食を考慮すると、最低でも現在行

っている 1 回／2 定検での分解点検による清掃、手入れ、部品寸法測定、錆止

め塗装、駆動用電動機の絶縁抵抗測定等を実施するとともに、軸受、オイルシ

ール、ガスケット、O リング、グランドパッキン等の部品をこれまでと同様に

交換することで問題はないと評価した。 

補機冷却系統設備のうち冷却塔関係は、屋外に設置されており、大気環境と

初期に水質管理を行っていなかったこともあって腐食が著しかったため、第 5

回施設定期検査時に冷却塔躯体を溶融亜鉛メッキ、水槽部を FRPライニングし

た冷却塔に更新しており、現状において問題はない。しかし、昭和 60 年に更

新してから約 18 年が経過していることから、腐食状況を調査し、腐食に対す

る対策等を計画する必要がある。 

配管については、肉厚測定の結果から主配管の肉厚に問題はないが、屋外に

設置されている配管及び建物地下の冷却水槽付近にある配管のサポート部にお

いて、外面腐食が問題となるため、定期的な調査、補修、更新等を計画する必

要がある。 

弁については、開閉頻度が少ない外気環境にある弁などのシャフト付近への

異物固着により作動がスムーズでなかったものについては、定期的な機器サー

ベイランス試験の実施と定期的な清掃を実施していく必要がある。 

制御盤・計装関連については、制御盤内のタイマー、リレー、電解コンデン

サなどの交換を定期的に実施していく必要がある。 

 

4.5.9 格納容器雰囲気調整系（窒素ガス冷却器）の評価 

再循環空調機は、施設定期検査時において床下窒素雰囲気を空気に置換する

ため、空気中に含まれる湿分が凝縮し、空調機内に凝縮水が溜まるため、定期
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的に水抜きを実施しているとともに、施設定期検査に合わせて内部の清掃、錆

止め塗装等を行っているが、構造上清掃、錆止め塗装を実施できない部分につ

いて、腐食があった。現在、平成 17年～平成 19年にかけて、設計、製作、据

付を実施する予定である。 

回転プラグ補助冷却器内は、第 13 回施設定期検査時において冷却器のコイ

ル部分を交換していることから、定期的に凝縮水の水抜きを実施していくとと

もに、施設定期検査時に胴側も含めて腐食状況を確認する必要がある。 

コンクリート遮へい体冷却系の窒素ガス冷却器は、使用から約 13 年経過後

の第 7回施設定期検査において窒素ガス冷却器のうち胴部（伝熱管部）の更新

を行った。この際には、冷却水の水質改善策の一つとして磁気式水処理器を新

たに設置したが、第 13回施設定期検査の開放検査における清掃前の伝熱管は、

多量のスケール、酸化物が付着した状態であった。また、伝熱管の肉厚測定は、

平成 5 年 10 月に実施しており、部分的に孔食による減肉はあったものの、初

期 2.2～2.23mmに対して 1.79～2.19mmと、その減肉量は約 0.4mmであった

ことから、使用上の問題はない。しかし、減肉速度は、約 0.08mm／年となり、

伝熱管の耐圧計算上の必要厚さ 0.04mmに余裕代を十分考慮して最低必要肉厚

を 0.25mmまでとすると、第 13回施設定期検査の平成 14年 12月時点で残り

約 10 年となることから、再度詳細な伝熱管の肉厚測定を計画するとともに、

肉厚測定結果によっては第 2回目の伝熱管更新を検討する必要がある。 

 

4.5.10 その他の設備の評価 

１次主循環ポンプは、第 3回施設定期検査（B号機）、第 4回施設定期検査（A

号機）で実施した対流防止板の取り付けによって、インナーアセンブリとアウ

ターケーシングとの間隙に生じていたカバーガス循環流による周方向温度差を

低減することで、シャフトの変形を防止できたことから、ナトリウム静圧軸受

の摺動による磨耗の問題は解決でき、メンテナンスフリーを確立したため、問

題はないと評価した。 

ポニーモータ、電動機補機類、１次主循環ポンプ速度制御装置は、第 13回施
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設定期検査の中で実施した MK－Ⅲ冷却系改造工事において更新していること

から、設置者自主検査長期計画書に定められた頻度で施設定期検査を実施して

いくことで健全性を確保できると評価した。 

１次主循環ポンプメカニカルシールは、定期的に各種 Oリング、ボルト、ナ

ット、ベアリング、フローティングシート等について交換を実施することで健

全性を確保できると評価した。 

1次冷却系に設置されている 3台の電磁ポンプ（１次補助電磁ポンプ、オー

バフロー電磁ポンプ、１次ナトリウム純化電磁ポンプ）のうち、最も放射線照

射量が高くなる位置に設置されているオーバフロー電磁ポンプについて、代表

としてダクト部の非破壊検査、励磁コイル部の外観検査、抵抗値測定、絶縁抵

抗測定などを実施した結果、異常な変形、割れ等のないことを確認した。しか

し、放射線量が高いことから、励磁コイル部の外観検査、抵抗値測定、絶縁抵

抗測定などを定期的に実施していく必要がある。 

２次主循環ポンプメカニカルシールは、平成 11年 11月 25日に関西電力大

飯発電所 1号機で発生したB-内部スプレイポンプメカニカルシールからの漏え

い事象を受けて、2次主循環ポンプのMK－Ⅲ定格回転数におけるメカニカル

シールの評価を行った結果、ベローズの固有振動数がポンプの NZ成分の振動

数に近づき共振する可能性が判った。このことから、第 13回施設定期検査でベ

ローズをポンプの NZ成分の振動数より高くするため、ベローズばね定数を増

加させた振動対策品への交換を終了したことから、今後は、定期的に各種部品

の交換を実施することで健全性を確保できると評価した。 

主送風機本体、インレットベーン、主冷却器出入口ダンパは、第 13回施設定

期検査の中で実施した MK－Ⅲ冷却系改造工事において更新していることから、

設置者自主検査長期計画書に定められた頻度で施設定期検査を実施していくこ

とで健全性を確保できると評価した。 

２次補助電磁ポンプは、本体ダクト部については、外気環境の影響を考慮し

て、励磁コイル部の外観検査、抵抗値測定、絶縁抵抗測定などを定期的に実施

していく必要がある。 
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１次系に設置されているメカニカル防振器は、耐放射線性に優れた固体グリ

ースを摺動部の潤滑材に使用していることから、その健全性に問題ないと評価

した。なお、配管支持装置の点検は、「常陽」における供用期間中検査の項目に

該当していることから、今後とも定期的な外観検査を実施していく。 

廃ガス圧縮機は、今後とも定期的に各種部品の交換を実施することで健全性

を確保できると評価した。 

廃ガスタンクは、肉厚測定の結果、初期値となる廃ガスタンク製作時におけ

る肉厚測定結果の範囲内にあり、減肉は認められなかったことから、「常陽」設

計寿命までの使用に問題ないと評価した。 

廃液タンク、アルコール廃液タンクは、今後とも施設定期検査における自主

検査を継続的に実施し、表面に著しい汚損、変形、発錆がないことを確認して

いくことで健全性を確保していくことができ問題となることはないと評価した。 
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4.6 ボイラ設備蒸気配管の肉厚測定からの評価 

ボイラ設備蒸気配管は、昭和 50 年の設備運転以来 29 年を経過しているが、

肉厚測定結果からは、エロージョン／コロージョン、高湿度雰囲気による著し

い減肉は見られなかったと共に、規格計算上の必要厚さを十分確保しているこ

とから、現状においては、蒸気配管の更新等の必要性はないと評価した。 
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4.7 技術的評価結果のまとめ 

表 4.7－1に高速実験炉「常陽」における高経年化を考慮した点検等の実施状況

のまとめを示す。なお、高経年化を考慮した点検等の実施状況において、一部経

年変化事象を代表しているものがあるが、これらの理由について表 4.7－2の高速

実験炉「常陽」における経年変化事象を代表している理由に示す。 

 

4.7.1 放射線劣化 

(1) 構造材 

「常陽」において構造材で中性子照射効果が最も顕著になるのは、原子炉

格納容器内床下の遮へいコンクリートで覆われた内部に設置された機器、配

管である。この領域に該当する機器は、１次冷却材バウンダリを構成する原

子炉容器、1次冷却系配管の一部、炉内構造物であり、これらに用いられてい

る材料は、いずれもオーステナイト系ステンレス鋼である。これらの構造材

は、中性子照射に対する影響を原子炉容器内に装荷したサーベイランス試験

片を定期的に取出して実施している機械試験等の結果から評価している。 

サーベイランス試験の結果、中性子照射を受けた原子炉容器構造材の機械

的強度特性は、一般的に言われているオーステナイト系ステンレス鋼の傾向

と一致していたとともに、原子炉容器の設計寿命（原子炉運転時間 131,500

時間）における高速中性子照射量（E≧0.1MeV）の推定値である 3.48×

1019n/cm2の約 60倍の中性子照射を受けても、機械的強度特性が許容値を満

足していることを確認した。また、原子炉容器構造材の一様伸びは、設計寿

命の約 30 倍の中性子照射を受けても母材で 24.9％、溶接継手で 13.2％と再

臨界事故時の最大ひずみ 12.9％を上回っており、設計寿命末期まで再臨界事

故時におけるエネルギーを十分吸収できると評価した。 

炉心支持板材の第 1 回取出し材において、結晶粒径の素材鋼板肉厚内変動

による耐力変化により、0.2％耐力の一部データは、BDS 及び JOYO 指針の

値をわずかに下回ったものの、設計上想定している炉心支持板に発生する応

力に対して十分な裕度を有していた。炉心支持板の設計寿命における中性子
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照射量（E≧0.1MeV）は、2.56×1021n/cm2 であり、これに対して設計寿命

の約 2倍の中性子照射量を受けた TTJT02でも一様伸び 20%、破断伸び 30％

を確保しており、再臨界事故時の最大ひずみ 9.3％を上回っていることから、

設計寿命まで炉心支持板の構造健全性が問題となることはないと評価した。 

(2) 絶縁材 

「常陽」においてガンマ線照射が問題となるのは、原子炉格納容器内床下に

設置された有機系材料であり、これに該当するものとして、床下に設置された

電源、計装などのケーブルの絶縁材、電磁ポンプ用巻線の絶縁材がある。 

① ケーブル 

床下ケーブルペネトレーションについては、全数を内部点検した結果、

一部のケーブルにおいて端末部処理ビニールテープに割れ等が若干ある程

度であった。また、ケーブルペネトレーションの放射線劣化を確認するた

めに、サンプルとして採取したケーブルについて、絶縁抵抗測定、引張試

験を実施した結果、いずれも絶縁抵抗測定値が判定値の 0.08MΩkm以上で

あり、破断伸びも判定値を十分満足していたことから、内部ケーブルに異

常はないと評価した。なお、床下ケーブルペネトレーションが設置されて

いる領域の設計寿命中（原子炉運転時間 131,500 時間）に受ける放射線量

は、約 8×104Gyである。床下ケーブルペネトレーション等に使用されてい

るケーブル絶縁体は、ビニールで約 5×105Gy、架橋ポリエチレンで約 3×

106Gy までは十分使用可能であることから、端末処理部等の補修を行った

ことで、今後の使用上におけるケーブル絶縁体の構造健全性は問題ないと

評価した。 

１次系床下ケーブルの大部分は、放射線劣化によりポリエチレン被覆に

ひび割れや剥離を有していたが、ステンレスの編組に内包されたガラス絶

縁体及び導体については、劣化は見られず､電気的にもケーブルの絶縁抵抗

は全て無限大、導体抵抗も新品とほぼ同様の性能を有しており、放射線劣

化を確認するために、サンプルとして採取したケーブルを１次系床下ケー

ブルの代表ケーブルと位置付けると、外表面のポリエチレン被覆がなくて
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もMK－Ⅲ炉心以降も継続して使用することに問題はないと評価した。 

② 電磁ポンプ 

1次冷却系に設置されている 3台の電磁ポンプ（１次補助電磁ポンプ、

オーバフロー電磁ポンプ、１次ナトリウム純化電磁ポンプ）のうち、最も

放射線照射量が大きくなる位置に設置されているオーバフロー電磁ポンプ

について、代表としてダクト部の非破壊検査、励磁コイル部の外観検査、

抵抗値測定、絶縁抵抗測定などを実施した結果、異常な変形、割れ、抵抗

の劣化等のないことを確認した。しかし、放射線量が大きいことから、励

磁コイル部の外観検査、抵抗値測定、絶縁抵抗測定などを定期的に実施し

ていく必要がある。 

(3) 検出器等 

① 核計装設備 

起動系及び中間系に用いられている核分裂計数管は、電離箱の一方の電

極に塗った UO2の消耗によって核分裂計数管の寿命が決まる。その限界中

性子照射量は約 3×1018n/cm2であり、この値を目安に検出器の交換を実施

してきており、今後とも予防保全の観点からこの限界中性子照射量を目安

に定期的な交換を行っていくことで問題ないと評価した。 

② FFD－DN法設備 

FFD－DN法設備のうちBF3検出器は、その寿命がMK－Ⅱ（100MW）に

おいて積算出力で1×106MWh（約2.3×109n/cm2）であったが、MK－Ⅲ

（140MW）では定格出力運転中におけるバックグラウンドがMK－Ⅱの約

2/3となったことから、積算出力で2.1×106MWh（約2.3×109n/cm2）とな

り、140MW定格出力で約625日（約60日×10サイクル）使用できることか

ら、これまでの1回/定検から変更して1回/2定検の頻度で交換しても問題な

いと評価した。 

 

4.7.2 腐食 

(1) ナトリウム環境 
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ナトリウム環境では、水環境のような材料の酸化物形成、成長と剥離の繰

り返しによる減肉の進行は発生し難く、系内の温度分布による質量移行と溶

存酸素による挙動の加速が主要な腐食進行因子となるため、ナトリウムに接

する部材に対して、使用期間、温度、酸素濃度をパラメータとした腐食評価

式を与え、質量移行現象に起因する材料表面の変質層を強度支持能力が失わ

れた部分として取り扱う、腐れ代の考え方を導入している。また、ナトリウ

ム環境効果を確認するため、1 次系及び 2 次系に装荷したサーベイランス試

験片を定期的に取出して実施している機械試験等の結果から評価している。 

腐れ代の算出に用いられているナトリウム中酸素濃度は 25ppmである。こ

れに対して、実際の値として、１次冷却系プラギング温度は、冷却材ナトリ

ウムの維持基準である 200℃以下（約 10ppm以下）を常に維持しており、２

次冷却系プラギング温度は、冷却材ナトリウムの維持基準である 225℃以下

（約 20ppm）を一部期間の測定データにおいて超える場合があったものの、

その間におけるコールドトラップ運転状態（流量、温度）、約 80 回のナトリ

ウムサンプリングの酸素濃度分析値の最大値も約 6ppm（プラグ温度換算値

175℃）と異常なかったことから、その管理には問題がなかったと判断されて

いる。 

原子炉構造材は、オーステナイト系ステンレス鋼であり、BDSの材料強度

基準にも示されているとおり、これまでの材料の研究成果に基づき 550℃以

下のナトリウム環境下では脱炭を生じないことが確認されているとともに、

浸炭が生じた場合は、一般的に引張強さは上昇し、延性は低下するが、これ

までの研究成果では明らかに低下する傾向は見られていない。よって、原子

炉構造材については、4.6.1の放射線劣化に記述したように中性子照射効果に

よる影響を考慮しておけば良いことが判るとともに、この中性子照射効果に

よる影響の中には、ナトリウム環境効果も含まれた形で評価されている。 

２次主冷却系配管材については、0.2％耐力は Na 浸漬時間に関係して低下

する傾向があるが、強度は許容値を満足していた。破断伸びは顕著な違いは現

れていないとともに、母材の破断伸びで 10％、溶接金属部で 5％を満足して
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いた。クリープ破断時間は、熱時効の影響が大きく影響して Na浸漬材の方が

短時間側で短くなっているが、原子炉運転時間 131,500時間でも機械的強度特

性が許容値を満足していることが確認できた。 

以上より、今後とも冷却材ナトリウムの維持基準である１次冷却系プラギ

ング温度 200℃以下（約 10ppm 以下）、２次冷却系プラギング温度 225℃以

下（約 20ppm）を維持していけば、ナトリウム環境によって１次冷却系及び

２次冷却系等の構造材が経年変化で問題になることはないと評価した。 

(2) 冷却水環境 

① 補機冷却系統設備 

補機冷却系統設備の主配管の肉厚測定結果では、昭和50年の設備運転以

来29年を経過しているにも係らず、設工認において必要としていた肉厚、

腐れ代を考慮した必要肉厚を満足していたことから問題はないと評価した。

しかし、非常用ディーゼル発電機の試運転時のみ冷却水が満たされるディ

ーゼル系配管の内面腐食は、酸化皮膜の形成と剥離が生じやすく、その進

行が早いことが推測できることから、継続的に監視を行っていくとともに、

屋外に設置されている配管及び建物地下の冷却水槽付近にある配管のサポ

ート部における外面腐食については、継続的に監視を行い、その結果に基

づく、補修、更新等を含めて対策を計画する必要がある。 

補機系、空調系、ディーゼル系の各ポンプは、1回／2定検での分解点検、

部品交換、腐食に対する手入れと、第 11回施設定期検査でのポンプ本体及

び駆動用電動機の更新を実施しているため、今後とも 1 回／2 定検毎の分

解点検、部品交換、腐食に対する手入れを実施する必要がある。 

② 格納容器雰囲気調整系 

再循環空調機内は、構造上清掃、錆止め塗装を実施できない部分におい

て、腐食があった。現在、平成 17年～平成 19年にかけて、設計、製作、

据付を実施する予定である。 

コンクリート遮へい体冷却系の窒素ガス冷却器は、平成 5年 10月に伝熱

管の肉厚測定を実施しており、減肉速度は約 0.08mm／年となり、第 13回
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施設定期検査の平成 14年 12月時点で残り約 10年となっていることから、

再度詳細な伝熱管の肉厚測定を計画するとともに、肉厚測定結果によって

は第 2回目の伝熱管更新を検討する必要がある。 

(3) 大気環境 

２次冷却系は、サーベイランス試験結果からナトリウム環境による内面の

腐食は問題とならないことが明らかであることから、問題となるのは、外気

に直接さらされる主冷却器の伝熱管部である。旧主冷却器の肉厚測定結果か

ら、外面側の減肉量は、設計で考慮した値の約40～70％であった。これらの

値は、最大がいずれも空気流動がないUチューブ部分であり、製作時におけ

る曲げ加工による減肉量が含まれているものと考えられる。最も外気による

減肉が大きい空気流動部にあるフィン付伝熱管の肉厚は、いずれも伝熱管製

作仕様（2.0mm－
＋22

0
％）の最小肉厚である2.0mmを上回っていることを確認で

きたことから、MK－Ⅲ用主冷却器についても伝熱管の減肉が問題になるこ

とはないと評価した。しかし、主冷却器伝熱管部は、「常陽」の冷却材バウン

ダリ部で最も減肉量が大きいところであることから、施設定期検査毎に肉厚

測定を実施して減肉量の監視を行っていく必要がある。 

 

4.7.3 磨耗、侵食 

(1) エロージョン／コロージョン 

MK-Ⅲ冷却系改造工事で撤去した機器等を用いて、２次冷却系機器・配管

に流動ナトリウムによる侵食であるエロージョン／コロージョンの発生の有

無を確認した。２次系配管の肉厚測定の結果は、高温側、低温側とも JIS に

おける配管製作許容差（公称値±10％）の最小肉厚となる 12B配管で 9.27mm、

10Bで 8.37mmを上回っていた。また、エルボ部においても製作許容差の最

小肉厚である 12B で 9.01mm（公称値 10.3mm）、10B で 8.14mm（公称値

9.3mm）を十分満足していた。この結果から、設計における構造材の腐れ代

の考え方が妥当であったことを確認したとともに、同時に実施した配管内面

の観察結果からエロージョン／コロージョンによる有意な減肉は認められな
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かった。 

以上より、２次系の機器・配管等については、今後とも流動ナトリウムに

よるエロージョン／コロージョンが問題になることはないと評価した。 

ボイラ設備蒸気配管については、約 29年使用後の肉厚測定結果から、エロ

ージョン／コロージョン、高湿度雰囲気による著しい減肉は見られなかった

ことから、今後とも問題になることはないと評価した。 

(2) 構成部品の磨耗 

ポンプ、圧縮機及び駆動用電動機等の機器等については、これまでと同様

に高速実験炉「常陽」設置者自主検査長期計画書に定めた点検頻度で分解点

検等を実施するとともに、分解点検時には軸受、Oリング、ガスケット、オイ

ルシール等の消耗部品を交換することで構成部品の磨耗対策を継続して実施

していくことで問題ないと評価した。 

 

4.7.4 熱時効 

2次系の機器・配管材であるクロムモリブデン鋼（21/4Cr－1Mo鋼）の場合

は、400℃以上の高温ナトリウム環境で長時間使用することにより、熱時効の

影響が現れはじめると言われている。この傾向は、サーベイランス試験結果の

クリープ破断曲線に表れており、全体的に Na浸漬材の短時間側で破断応力の

低下が大きく、長時間側で小さくなる傾向を示しており、これは短時間側で

Na 浸漬材が Na 浸漬によって既に温度と時間に影響する熱時効を受けている

のに対して、非 Na浸漬材は破断までの時間も短く、試験時にも熱時効の影響

を受けないためと評価した。また、溶接継手および異材継手ともクリープ破断

曲線は、母材と比較して破断応力が低めである。その理由として、溶接時の熱

影響を受けて非 Na浸漬材の時点（受入れ前）からクリープ破断強度が下がっ

ているためと考えられる。 

以上のように、熱時効の影響は、クリープ破断曲線の短時間側で現れている

が、いずれも許容値を満足しており、今後の構造材の継続使用に対して熱時効

が問題となることはないと評価した。 
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4.7.5 クリープ、疲労 

高速実験炉「常陽」においてクリープ、疲労が問題となる温度領域で使用さ

れている材料は、１次冷却材バウンダリを構成しているオーステナイト系ステ

ンレス鋼、２次冷却材バウンダリを構成している 21/4Cr－1Mo鋼である。 

原子炉構造材のサーベイランス試験結果では、疲労寿命は非照射材とほぼ同

様か若干長くなる傾向を示しており、いずれの温度における疲労寿命とも、 

BDSの許容ひずみ範囲（A）を満足していた。 

クリープ破断時間は、非照射材に比べて照射材は照射により若干短くなるか

ほぼ同じ傾向を示しており、BDSの照射材に対する設計クリープ破断応力強さ

SRを満足していた。 

なお、クリープと疲労が重畳するクリープ疲労についても、上記で示したク

リープ破断時間、疲労寿命と、引張試験における一様伸び、破断伸びを含めた

サーベイランス試験結果から、問題ないと評価した。また、MK－Ⅲ冷却系改

造における機器・配管設計では、MK－Ⅱまでの実績熱過渡、MK－Ⅲにおける

想定熱過渡を含めた１次主冷却系及び２次主冷却系の強度評価を実施しており、

この評価でも問題ないことを確認している。 

以上より、今後の構造材の継続使用に対して影響を与えるものではないと評

価した。 

 

4.7.6 応力腐食割れ 

「常陽」において応力腐食割れが問題となる可能性があるのは、オーステナ

イト系ステンレス鋼製で、環境要因として溶存酸素、塩素が存在する場合であ

る。これらの条件は、機器・配管の内面だけではなく、塩素が存在する外気環

境によっても生じる可能性がある。これらに該当する設備機器としては、オー

ステナイト系ステンレス鋼製で構造材料がむき出しになっている廃液タンク及

び接続配管がある。 

廃液タンク及び接続配管は、施設定期検査の検査対象機器であり、施設定期
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検査毎に貯蔵能力確認検査を受けており、廃液タンク取り付け部の緩み、廃液

タンクの損傷、腐食、変形等がないことを目視により確認している。また、平

成16年9月には、他施設の廃液貯留タンクノズル部において応力腐食割れが原因

とされるピンホールが発見されたことから、その水平展開として放射性物質を

含む液体を内包する廃液タンクを含む機器・配管系の外観検査を実施し、問題

ないことを確認した。 

以上より、応力腐食割れが問題となるオーステナイト系ステンレス鋼製の廃

液タンク関係の使用にあたっては、現在行っている施設定期検査における自主

検査を継続的に実施していくことで、構造健全性を確保していくことができ問

題となることはないと評価した。 

 

4.7.7 絶縁劣化 

(1) 放射線による絶縁劣化 

4.7.1の(2)に記述したとおりである。 

(2) 一般的な絶縁劣化 

電源設備の遮断器は、その健全性を定期的な点検を実施することにより確

認することで約 28年使用してきたが、第 13回施設定期検査において平成 13

年製造のものに大部分を更新した。なお、1A M/C の第二使用済燃料貯蔵建

家用と廃棄物処理建家用は、「常陽」建設後の増設等で追加された遮断器で製

造後 15年であり、更新推奨時期にまだ達していないため、更新しなかった。

よって、今後の長期保全計画の中で使用実績を考慮して、更新を計画してお

く必要がある。 

各パワーセンタに設置されている乾式変圧器は、昭和 48年に製造されたも

ので使用開始から約 28年が経過しているものの、絶縁診断を実施した結果、

絶縁劣化時に起きる変圧器運転中のコロナ音は観察されなかった。しかしな

がら、長期使用により絶縁材自体が硬化し、脆くなってきていることも考え

られ、今後劣化の進行が早まることも想定されることから、更新計画を策定

しておく必要がある。 
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ディーゼル発電機は、発電機は昭和 48年に製作されたものであり、これま

で 2回の絶縁抵抗を回復させる蒸気洗浄、熱風乾燥、樹脂処理を実施してい

る。よって、長期使用により、絶縁材自体が硬化し、脆くなってきているこ

とも考えられ、今後劣化の進行が早まることも想定されることから、更新計

画を策定しておく必要がある。 

「常陽」を代表する高圧の回転機器駆動用電動機である１次主循環ポンプ

駆動用電動機、２次主循環ポンプ駆動用電動機、主送風機駆動用電動機は、

MK－Ⅲ冷却系改造工事で更新しており、当面定期的な絶縁補強対策を実施

していけば更新の必要性はない。しかし、絶縁補強を定期的に行っていても

約17年を超えると絶縁材自体が硬化して脆くなるため、それまで絶縁表面部

のみで発生していた絶縁劣化が巻線の絶縁内層部まで進行し、表面処理的な

絶縁補強では回復できなくなってくる。よって、製作から約15年程度までは、

定期的な蒸気洗浄、ワニス処理により、電動機を維持し、それ以後は更新を

計画する必要がある。なお、最も絶縁劣化が進行する主送風機でも更新は、

平成27年頃になると予想されるため、長期保全計画に入れておく必要はない。 

 

4.7.8 一般劣化 

主冷却機建家については、シュミットハンマー法による反発度から平均値で

26.1N/mm2、最小値で 24.2N/mm2という値が得られ、主冷却機建家の設計基

準コンクリート強度である 20.6N/mm2より大きい値であることが確認され、そ

の躯体強度に問題はないと評価した。また、試験は実施していないものの同時

期に設置した原子炉建家、原子炉附属建家等の躯体（設計基準コンクリート強

度：22.1N/mm2）についても同様の傾向にあると考えられるが、今後劣化調査

を実施する必要がある。 

補助継電器の劣化が要因であると考えられる制御棒操作後の制御棒降下によ

る原子炉出力低下事象が発生したことから、対策として設定した重要度の高い

安全保護系等の補助継電器の交換基準（1回／10年）にしたがって交換を実施

していく必要があるとともに、これまでの 1回／定検毎の点検も継続して実施
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していくことで問題ないと評価した。 

蓄電池は、一般的な期待寿命 10～14 年が更新の目安とされている。第 1 回

目の更新は、これを目安に実施したが、第 2 回目の更新は、製造から約 20 年

で実施しており、約 20年間使用した蓄電池の健全性に問題なく、維持管理が適

切であったことを確認した。よって、7Dは、これまでと同様の維持管理を行う

とともに、これらの使用実績を踏まえて、現在、平成 18年に更新する予定とし

ている。 

各回転機器については、分解検査において軸シール部等のシール材となるパ

ッキン、Oリング、ガスケット等を定期的に交換してバウンダリの保持機能を

確保していると共に、分解時には、必ず潤滑油の交換も実施している。また、

軸受については、運転時間を目安に定期的に交換を実施している。計装品につ

いては、消耗品である電解コンデンサ、インクチューブ、インクタンク等を定

期的に交換しており、計装品の製造中止から5年以上が経過したものについては、

重要度の高い計装品から保有している交換部品等が切れた段階で更新を行って

おり、今後とも現状の保全計画を継続していく必要がある。以上より、Oリン

グ等のシール材の劣化、潤滑油の劣化、計装品の消耗品等については、現在行

っている施設定期検査における自主検査を継続的に実施し、分解検査の時期に

合わせて消耗品の交換を行っていくことで、一般劣化が問題になることはない

と評価した。 
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。
点
検
頻
度
：
　
供
用
期
間
中
検
査
(１
回
/
１
定
検
）
。

更
新
実
績
：
　
M
K
-
Ⅲ
工
事
（
第
1
3
回
定
検
時
）
で
一
部
交
換
。

主
循
環
ポ
ン
プ
ﾟ

－
○ *
3

○ *
6

－
－

－
－

○
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

施
設
定
期
自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
効
果
）
で
代
表
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
分
解
点
検
。

点
検
頻
度
：
　
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
分
解
点
検
（
1
回
/
5
定
検
）
。
直
近
で
は
第
1
2
回
定
検
に
実
施
。

更
新
実
績
：
　
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
分
解
点
検
（
シ
ー
ル
機
構
部
交
換
、
軸
受
交
換
、
オ
イ
ル
交
換
等
）
。

主
循
環
ポ
ン
プ
ﾟ駆
動

モ
ー
タ
、
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

－
－

－
－

－
－

○
－

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
主
モ
ー
タ
及
び
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
に
つ
い
て
、
分
解
点
検
（
コ
イ
ル
洗
浄
(ワ
ニ
ス
処
理
）
、
軸
受
交
換
、

絶
縁
抵
抗
測
定
(絶
縁
診
断
）
等
）

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
５
定
検
。
直
近
で
は
第
1
2
回
定
検
時
に
実
施

更
新
実
績
：
　
Ｍ
Ｋ
－
Ⅲ
工
事
（
第
1
3
回
定
検
時
）
で
更
新
。

主
中
間
熱
交
換
器

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
1
6
,3
1
6
F
R
）

（
S
U
S
3
0
4
）

3
5
0
～

5
0
0
℃

0
.0
6
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
：
窒
素
）

（
保
温
材
有
り
）

－
○ *
3

○ *
6

－
○ *
8

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

更
新
（
性
能
向
上
）
点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。

更
新
実
績
：
　
M
K
-
Ⅲ
工
事
（
第
1
3
回
定
検
時
）
で
性
能
向
上
さ
せ
た
機
器
に
更
新
。

配
管
（
弁
含
む
）

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

4
0
0
～

4
3
0
℃

0
.0
0
4
～
0
.3
8
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

二
重
管

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
：
窒
素
）

（
保
温
材
有
り
）

○ *
1

構
造
材

○ *
3

○ *
6

－
○ *
8

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。

循
環
ポ
ン
プ

（
電
磁
ポ
ン
プ
）

○ *
2

絶
縁
材

○ *
3

○ *
6

－
－

－
○ *
2

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。
絶
縁
劣
化
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

系
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
の
分
解
点
検
結
果
で
代
表
。

補
助
中
間
熱
交
換
器

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

4
0
0
～

4
3
0
℃

0
.0
0
4
～
0
.3
8
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
：
窒
素
）

（
保
温
材
有
り
）

－
○ *
3

○ *
6

－
○ *
8

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。

配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

4
5
0
～

5
0
0
℃

0
.0
1
～
0
.1
6
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

窒
素

（
保
温
材
有
り
）

○ *
1

構
造
材

○ *
3

○ *
6

－
○ *
8

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。

汲
み
上
げ
ポ
ン
プ

（
電
磁
ポ
ン
プ
）

○ *
2

絶
縁
材

○ *
3

○ *
6

－
－

－
○ *
2

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
、
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
を
代
表
と
し
て
分
解
点
検

を
行
い
、
ダ
ク
ト
構
造
及
び
コ
イ
ル
絶
縁
抵
抗
の
健
全
性
を
確
認
。

点
検
頻
度
：
　
第
1
3
回
定
検
で
実
施
。

純
化
ポ
ン
プ
（
電
磁
ポ
ン

プ
）

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

2
5
0
～

5
0
0
℃

0
.0
1
～
0
.4
6
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

窒
素

（
保
温
材
有
り
）

○ *
2

絶
縁
材

○ *
3

○ *
6

－
－

－
○ *
2

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。
絶
縁
劣
化
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

系
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
の
分
解
点
検
結
果
で
代
表
。

コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
窒
素

ガ
ス
冷
却
器

－
○

－
－

－
－

－
－

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
冷
却
器
の
外
観
検
査
、
開
放
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
／
1
定
検
（
外
観
検
査
）
、
1
回
／
5
定
検
（
開
放
検
査
）

１
次
N
a純
化
系

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
（
S
U
S
3
0
4
）
、
使
用
温
度
5
0
0
℃
、
使
用
圧
力
：
0
.0
1
～
0
.3
2
M
P
a

内
面
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
外
面
：
窒
素
（
強
制
通
風
冷
却
）

所
要
電
力
：
　
電
圧
：
A
C
2
5
0
V
、
電
流
：
1
6
0
A
、
流
量
：
1
0
t/
h
、
揚
程
：
2
1
m
N
a

高
経
年
化
に
対
す
る
点
検
、
更
新
等
の
概
要

（
点
検
項
目
、
点
検
頻
度
、
更
新
実
施
頻
度
、
更
新
・
交
換
実
績
な
ど
）

内
面

外
面

放 射 線 劣 化

系
統
名

熱 時 効

原
子
炉
本
体

ク リ ー プ ・

疲 労

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

１
次
補
助
冷
却
系

駆
動
モ
ー
タ
（
出
力
：
3
3
0
kW
、
電
圧
：
A
C
3
,0
0
0
V
、
電
流
：
8
9
A
、
最
大
回
転
数
：
9
3
0
rp
m
）

ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
（
出
力
：
2
.5
kW
、
電
圧
：
D
C
1
0
0
V
、
電
流
：
3
5
A
、
回
転
数
：
1
3
0
rp
m
）

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
（
S
U
S
3
0
4
）
、
使
用
温
度
：
4
0
0
～
4
3
0
℃
、
使
用
圧
力
：
0
.0
0
4
～
0
.3
2
M
P
a

内
面
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
外
面
：
窒
素
（
強
制
通
風
冷
却
）

所
要
電
力
：
　
電
圧
：
A
C
3
0
0
V
、
電
流
：
2
6
0
A
、
流
量
：
5
6
.5
t/
h
、
揚
程
：
1
8
m
N
a

１
次
主
冷
却
系

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
（
S
U
S
3
0
4
）
、
使
用
温
度
：
3
5
0
℃
、
使
用
圧
力
：
0
.0
6
～
0
.5
1
M
P
a

内
面
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
外
面
：
リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
：
窒
素
）

定
格
流
量
：
1
,5
3
8
m
3
/
h
、
揚
程
：
約
6
0
m
N
a

使
用
温
度

対
策
の
種
類

設
備
等
の
名
称

使
用
環
境

考
慮
す
る
経
年
変
化
事
象

応 力 腐 食 割 れ

絶 縁 劣 化

材
質

腐 食
摩 耗 ・ 侵 食

機
器
名

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
（
S
U
S
3
0
4
）
、
使
用
温
度
5
0
0
℃
、
使
用
圧
力
：
0
.0
1
～
0
.1
8
M
P
a

内
面
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
外
面
：
窒
素
（
強
制
通
風
冷
却
）

所
要
電
力
：
　
電
圧
：
A
C
1
8
0
V
、
電
流
：
1
1
6
A
、
流
量
：
1
1
t/
h
、
揚
程
：
2
1
m
N
a

使
用
圧
力

ナ
ト
リ
ウ
ム

表
4.

7－
1（

1／
5）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
高
経
年
化
を
考
慮
し
た
点
検
等
の
実
施
状
況
の
ま
と
め
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一 般 劣 化

注
1
）

配
管

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

3
0
0
～

4
7
0
℃

0
.1
3
～
0
.3
5
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

空
気

（
内
装
板
、
保
温
材
有
り
）

－
○ *
4
*
5

○ *
6

○ *
7

○ *
9

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
点
検
項
目
：
　
２
次
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
、
工
事
時
及
び
撤
去
配
管
の
板
厚
測
定
。

更
新
実
績
：
　
M
K
-
Ⅲ
工
事
（
第
1
3
回
定
検
時
）
で
一
部
交
換
。

主
循
環
ポ
ン
プ
ﾟ

－
○ *
4
*
5

○ *
6

－
－

－
－

○
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

施
設
定
期
自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
２
次
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
分
解
点
検
（
シ
ー
ル
機
構

部
交
換
、
軸
受
交
換
、
オ
イ
ル
交
換
等
）
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
2
定
検
。

主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ駆
動
モ
ー

タ
－

－
－

－
－

－
○

－
自
主
検
査

更
新
（
性
能
向
上
）

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
（
コ
イ
ル
洗
浄
(ワ
ニ
ス
処
理
）
、
軸
受
交
換
、
絶
縁
抵
抗
測
定
(絶
縁
診
断
）
等
）
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
4
定
検
。
直
近
で
は
第
1
2
回
定
検
時
に
実
施
。

更
新
実
績
：
　
M
K
－
Ⅲ
工
事
（
第
1
3
回
定
検
時
）
で
性
能
向
上
さ
せ
た
モ
ー
タ
に
更
新
。

主
冷
却
器

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

（
S
T
B
A
2
4
）

3
0
0
～

4
7
0
℃

0
.1
3
～
0
.3
5
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

空
気

(外
気
強
制
通
風
冷
却
）

－
○ *
4
*
5

○ *
6

○ *
7

○ *
9

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

更
新
（
性
能
向
上
）
点
検
項
目
：
　
２
次
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
、
開
放
検
査
（
伝
熱
管
の
板
厚
測
定
）
。

更
新
実
績
：
　
M
K
-
Ⅲ
工
事
（
第
1
3
回
定
検
時
）
で
性
能
向
上
さ
せ
た
機
器
に
更
新
。

主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

－
－

－
－

－
－

○
－

自
主
検
査

更
新
(性
能
向
上
）

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
（
コ
イ
ル
洗
浄
(ワ
ニ
ス
処
理
）
、
絶
縁
抵
抗
測
定
(絶
縁
診
断
）
等
）
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
4
定
検
。
直
近
で
は
第
1
2
回
定
検
時
に
実
施
。

更
新
実
績
：
　
M
K
－
Ⅲ
工
事
（
第
1
3
回
定
検
時
）
で
性
能
向
上
さ
せ
た
モ
ー
タ
に
更
新
。
軸
受
交
換
。

更
新
頻
度
：
　
軸
受
：
摩
耗
量
に
応
じ
て
交
換
。

配
管
（
弁
含
む
）

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

4
0
0
℃

0
.0
7
～
0
.4
7
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

空
気

（
内
装
板
、
保
温
材
有
り
）

－
○ *
4
*
5

○ *
6

－
－

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
点
検
項
目
：
　
２
次
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。

循
環
ポ
ン
プ

（
電
磁
ポ
ン
プ
）

－
○ *
4
*
5

○ *
6

－
－

－
○

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
２
次
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。
分
解
検
査
（
ダ
ク
ト
構
造
及
び
コ
イ
ル
絶
縁
抵

抗
の
健
全
性
を
確
認
、
コ
イ
ル
の
洗
浄
及
び
絶
縁
補
強
を
実
施
）
。

点
検
頻
度
：
　
分
解
検
査
（
第
6
回
定
検
で
実
施
）
、
絶
縁
抵
抗
測
定
（
1
回
/
定
検
）
。

補
助
冷
却
器

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

（
S
T
B
A
2
4
）

4
0
0
℃

0
.0
7
～
0
.4
7
M
P
a

ナ
ト
リ
ウ
ム

空
気

－
○ *
4
*
5

○ *
6

－
－

－
－

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
２
次
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。
外
観
検
査

点
検
頻
度
：
　
外
観
検
査
（
1
回
/
定
検
）
。

２
次
N
a純
化
系

純
化
ポ
ン
プ
（
電
磁
ポ
ン

プ
）

－
○ *
4
*
5

○ *
6

－
－

－
○

－
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
２
次
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
。
分
解
検
査
（
ダ
ク
ト
構
造
及
び
コ
イ
ル
絶
縁
抵

抗
の
健
全
性
を
確
認
、
コ
イ
ル
の
洗
浄
及
び
絶
縁
補
強
を
実
施
）
。

点
検
頻
度
：
　
分
解
検
査
（
第
6
回
定
検
で
実
施
）
、
絶
縁
抵
抗
測
定
（
1
回
/
定
検
）
。

制
御
棒
駆
動
機
構

○
(L
G
T
)

－
－

－
－

－
○

○
施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

定
期
更
新
：
L
G
T

点
検
項
目
：
　
駆
動
部
：
分
解
検
査
、
電
気
部
品
：
絶
縁
抵
抗
測
定

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
2
定
検
。
絶
縁
抵
抗
測
定
（
1
回
/
定
検
）
。

更
新
実
績
：
　
駆
動
部
主
要
部
品
（
電
気
品
含
む
）
交
換
(H
3
～
H
1
4
年
）
、
上
部
案
内
管
部
(U
G
T
)：
全

数
交
換
（
S
5
7
年
～
H
1
3
）
、
駆
動
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
更
新
（
H
1
3
年
）
。
シ
ー
ル
材
（
O
リ
ン
グ
）
等
の
交
換
。

下
部
案
内
管
(L
G
T
)：
中
性
子
照
射
量
(約
2
.9
×
1
0
2
3
n
/
c
m
2
)に
よ
り
更
新

核
計
装
設
備

○
検
出
器

－
－

－
－

－
○

○

施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

定
期
更
新
：
核
分
裂
計

数
管

点
検
項
目
：
　
絶
縁
抵
抗
の
測
定
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検
。

更
新
実
績
：
　
中
性
子
検
出
器
（
中
間
系
ｃ
ｈ
3
、
ｃ
ｈ
5
）
の
更
新
（
S
5
9
年
）
、
中
性
子
検
出
器
（
起
動
系

C
h
2
）
の
更
新
（
S
6
2
年
）
、
中
性
子
検
出
器
（
起
動
系
ｃ
ｈ
1
、
中
間
系
ｃ
ｈ
4
）
の
更
新
（
H
3
年
）
、
出
力
系

中
性
子
検
出
器
（
ｃ
ｈ
6
、
ｃ
ｈ
7
、
ｃ
ｈ
8
）
の
更
新
（
H
7
年
）

更
新
頻
度
：
　
核
分
裂
計
数
管
（
起
動
系
、
中
間
系
）
の
交
換
：
中
性
子
照
射
量
（
約
1
.5
×
１
０
1
8
n
/
c
m
2

（
約
3
～
4
年
）
）
、
γ
線
補
償
型
電
離
箱
：
予
防
保
全
に
よ
る
交
換

破
損
燃
料
検
出
設
備
（
Ｃ

Ｇ
法
）

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

2
0
0
～

5
0
0
℃

0
.1
2
8
M
P
a以
下

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

＋
ナ
ト
リ
ウ
ム

べ
ー
パ

空
気

（
内
装
板
、
保
温
材
有
り
）

－
－

○
－

－
－

○
○

施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
、
機
器
（
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
圧
縮
機
、
第

２
ベ
ー
パ
ト
ラ
ッ
プ
）
分
解
点
検
（
交
換
部
品
：
第
２
ベ
ー
パ
ト
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
タ
、
圧
縮
機
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
、

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
等
）

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検
以
上

更
新
実
績
：
　
ナ
ト
リ
ウ
ム
弁
・
配
管
の
更
新
（
Ｈ
1
4
年
）
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
位
計
の
更
新
（
Ｈ
4
年
～
H
1
4

年
）
、
計
装
盤
内
電
気
品
交
換
（
S
5
5
年
、
H
1
3
年
）

破
損
燃
料
検
出
設
備
（
Ｄ

Ｎ
法
）

○
検
出
器

－
－

－
－

－
－

○
施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
比
例
計
数
管
(B
F
3
、
B
1
0
）
特
性
試
験
(原
子
炉
起
動
停
止
の
都
度
)、
点
検
校
正
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
比
例
計
数
管
(B
F
3
）
の
交
換
（
交
換
実
績
1
2
本
）
、
比
例
計
数
管
(B
1
0
）
の
交
換
な
し
、

計
測
系
の
更
新
(S
62
年
）

更
新
頻
度
：
　
比
例
計
数
管
(B
F
3
）
の
交
換
:放
射
線
劣
化
（
目
安
1
0
0
万
M
W
h
）

２
次
主
冷
却
系

計
測
制
御
系

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
（
S
U
S
3
1
6
）
、
使
用
温
度
：
4
0
0
℃
、
使
用
圧
力
：
0
.0
7
～
0
.2
9
M
P
a

内
面
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
外
面
：
空
気
（
外
装
板
、
保
温
材
有
り
）

容
量
：
1
3
0
kV
A
、
電
圧
：
A
C
2
0
0
V
、
流
量
：
5
.2
t/
h
、
揚
程
：
約
4
6
m
N
a

機
器
名

２
次
補
助
冷
却
系

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
（
S
U
S
3
1
6
）
、
使
用
温
度
：
4
0
0
℃
、
使
用
圧
力
：
0
.0
7
～
0
.4
7
M
P
a

内
面
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
外
面
：
空
気
（
外
装
板
、
保
温
材
有
り
）

容
量
：
1
3
0
kV
A
、
電
圧
：
A
C
4
0
0
V
、
流
量
：
5
6
.5
t/
h
、
揚
程
：
約
4
6
m
N
a

駆
動
部
：
竪
置
円
筒
ハ
ウ
ジ
ン
グ
内
蔵
型
、
駆
動
方
式
：
電
動
機
駆
動
ボ
ー
ル
ネ
ジ
・
ナ
ッ
ト
方
式
、
ス
ク
ラ
ム
方
式
：
電
磁
石

開
放
ス
プ
リ
ン
グ
加
速
方
式

上
部
案
内
管
（
U
G
T
)：
竪
置
三
重
円
筒
ベ
ロ
ー
ズ
シ
ー
ル
型
、
ラ
ッ
チ
機
構
：
ラ
ッ
チ
フ
ィ
ン
ガ
ー
開
閉
式

下
部
案
内
管
（
L
G
T
)：
円
筒
形
パ
ッ
ド
部
六
角
型
、
保
持
機
構
：
バ
イ
ヨ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
ド
ダ
ウ
ン
方
式

検
出
器
種
別
：
核
分
裂
計
数
管
、
γ
線
補
償
型
電
離
箱
、
検
出
方
式
：
パ
ル
ス
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
微
少
電
流
測
定
、
中
性
子
感

度
：
0
.1
c
ps
/
n
v,
2
×
1
0
-
14
A
/
n
v,
γ
線
感
度
1
×
1
0
-1
1 A
/
R
/
h

材
質
：
ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
（
S
T
P
A
2
4
）
、
使
用
温
度
：
3
0
0
℃
、
使
用
圧
力
：
0
.1
3
～
0
.3
5
M
P
a

内
面
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
外
面
：
空
気
（
外
装
板
、
保
温
材
有
り
）

定
格
流
量
：
1
,3
4
8
m
3
/
h
、
揚
程
：
約
4
0
m
N
a

出
力
：
2
2
0
kW
、
電
圧
：
3
,0
0
0
V
、
電
流
：
8
0
A
、
最
大
回
転
数
：
1
,0
6
0
rp
m

使
用
温
度

使
用
圧
力

内
面

外
面

表
4.

7－
1（

2／
5）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
高
経
年
化
を
考
慮
し
た
点
検
等
の
実
施
状
況
の
ま
と
め

設
備
等
の
名
称

材
質

使
用
環
境

考
慮
す
る
経
年
変
化
事
象

対
策
の
種
類

高
経
年
化
に
対
す
る
点
検
、
更
新
等
の
概
要

（
点
検
項
目
、
点
検
頻
度
、
更
新
実
施
頻
度
、
更
新
・
交
換
実
績
な
ど
）

系
統
名

ク リ ー プ ・

疲 労
応 力 腐 食 割 れ

絶 縁 劣 化

放 射 線 劣 化

腐 食
摩 耗 ・ 侵 食

熱 時 効

種
類
：
比
例
計
数
管
、
　
充
填
ガ
ス
：
Ｂ
Ｆ
３
(三
フ
ッ
化
ホ
ウ
素
)４
本
（
内
予
備
２
本
)、
Ｂ
１
０
(ホ
ウ
素
)１
本
(内
予
備
１
本
)、
　
熱

中
性
子
感
度
：
Ｂ
Ｆ
３
約
６
５
ｃ
ｐ
ｓ
/
n
v、
Ｂ
１
０
約
３
ｃ
ｐ
ｓ
/
n
v

出
力
：
7
1
0
kW
、
電
圧
：
3
,0
0
0
V
、
電
流
：
1
8
0
A
、
回
転
数
：
7
3
5
rp
m



JNC TN9440 2005-003 

4.7－14 

 
一 般 劣 化

注
1
）

原
子
炉
制
御
設
備
（
ロ

ジ
ッ
ク
盤
）

－
－

－
－

－
－

○
○

施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
、
作
動
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
ロ
ジ
ッ
ク
盤
の
更
新
（
S
6
0
年
）
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
部
品
交
換
（
Ｈ
1
3
～
Ｈ
1
5
）
、
制
御
設
備
リ

レ
ー
交
換
（
S
6
0
～
6
2
全
数
、
H
1
4
全
数
）

更
新
頻
度
：
　
重
要
リ
レ
ー
の
交
換
頻
度
（
1
5
年
→
1
0
年
に
変
更
）

安
全
保
護
系

○
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

－
－

－
－

－
○

○
施
設
定
期
検
査

自
主
検
査

定
期
更
新

点
検
項
目
：
　
点
検
校
正
検
査
。

点
検
頻
度
：
　
１
回
/
定
検
。

更
新
実
績
：
　
１
次
系
安
全
保
護
系
計
器
は
、
第
1
3
回
定
検
に
更
新
し
た
。
ま
た
、
２
次
系
安
全
保
護
系
計
器
は

第
1
1
、
1
2
回
定
検
時
に
更
新
し
た
。

○
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

－
－

－
－

－
○

○
施
設
定
期
検
査

自
主
検
査

定
期
更
新

点
検
項
目
：
　
点
検
校
正
検
査
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
格
納
容
器
系
：
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
圧
力
発
信
器
、
測
温
抵
抗
体
及
び
警
報
設
定
器

等
の
更
新
、
中
性
子
計
装
：
計
装
モ
ニ
タ
の
更
新
、
地
震
計
：
地
震
計
の
更
新
、
電
源
設
備
：
保
護
継

電
器
の
更
新
、
緊
急
遮
断
回
路
：
ト
リ
ッ
プ
回
路
系
リ
レ
ー
更
新
（
制
御
設
備
と
同
じ
）

－
－

－
－

－
－

○
○

施
設
定
期
検
査

自
主
検
査

定
期
更
新

点
検
項
目
：
　
作
動
検
査
、
指
示
精
度
、
線
源
校
正
、
警
報
検
査
、
ケ
ー
ブ
ル
絶
縁
測
定

点
検
頻
度
：
　
各
1
回
/
年

更
新
実
施
頻
度
、
実
績
：
　
S
6
3
年
に
放
射
線
監
視
盤
の
更
新
(検
出
器
,ケ
ー
ブ
ル
を
除
く
）
、
H
1
0
年
に
高
圧
電

源
用
H
V
セ
ッ
ト
用
ボ
リ
ュ
ー
ム
交
換
(1
回
/
8
年
）
、
H
1
2
年
に
低
圧
電
源
用
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
交
換
（
1
回
/
5

年
）
、
H
1
3
年
に
低
圧
電
源
用
調
整
ボ
リ
ュ
ー
ム
交
換
(1
回
/
8
年
）
。

ア
ル
ゴ
ン
廃
ガ
ス
処
理

圧
縮
機

－
○

○
軸
受

－
－

－
○

○
施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
年

更
新
実
績
：
　
軸
受
点
検
（
摩
耗
状
況
に
よ
り
交
換
）
、
吸
入
弁
（
毎
年
交
換
）
、
吐
出
弁
交
換
（
毎
年
交
換
）
、
オ
イ

ル
交
換
（
毎
年
交
換
）

廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク

S
B
4
2

6
0
℃

0
.8
8
2
6
M
P
a

廃
A
rガ
ス

廃
N
2ガ
ス

空
気

－
○

－
－

－
－

－
－

施
設
定
期
検
査

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
、
漏
え
い
検
査
、
内
部
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
年
、
内
部
検
査
（
H
1
5
年
に
実
施
）

廃
液
タ
ン
ク

①
沈
降
防
止
槽

　
　
　
：
S
U
S
3
0
4

②
液
体
廃
棄
物
B
タ
ン
ク

　
　
　
：
S
S
4
1

③
液
体
廃
棄
物
A
タ
ン
ク

　
　
　
：
S
S
4
1

④
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
廃
液
タ
ン
ク

　
　
　
：
S
U
S
3
0
4

⑤
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
廃
液
タ
ン
ク

(A
)
　
　
　
：
S
U
S
3
0
4

⑥
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
廃
液
タ
ン
ク

(B
)
　
　
　
：
S
U
S
3
0
4

⑦
第
１
S
F
F
液
体
廃
棄
物
A
タ
ン
ク

　
　
　
：
S
S
4
0
0

⑧
第
２
S
F
F
液
体
廃
棄
物
A
タ
ン
ク

　
　
　
：
S
U
S
3
0
4

①
：
6
0
℃

②
：
6
0
℃

③
：
6
0
℃

④
：
6
0
℃

⑤
：
6
0
℃

⑥
：
6
0
℃

⑦
：
室
温

⑧
：
室
温

設
計
圧
力

①
0
.0
1
9
6
M
P
a

②
0
.0
9
8
1
M
P
a

③
0
.0
9
8
1
M
P
a

④
0
.0
9
8
1
M
P
a

⑤
0
.0
9
8
1
M
P
a

⑥
0
.0
9
8
1
M
P
a

使
用
圧
力

⑦
静
水
頭

⑧
静
水
頭

①
燃
料
洗
浄
廃
液

②
高
レ
ベ
ル
廃
液

③
低
レ
ベ
ル
廃
液

④
ア
ル
コ
ー
ル
廃
液

⑤
低
レ
ベ
ル
廃
液

⑥
高
レ
ベ
ル
廃
液

⑦
低
レ
ベ
ル
廃
液

⑧
低
レ
ベ
ル
廃
液

①
空
気

②
空
気

③
空
気

④
空
気

⑤
空
気

⑥
空
気

⑦
空
気

⑧
空
気

－
○

－
－

－
○ S
U
S

3
0
4

－
－

施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
年
（
ア
ル
コ
ー
ル
、
第
１
、
２
S
F
F
：
1
回
/
定
検
）

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン

－
○

○
軸
受

－
－

－
○

－
施
設
定
期
検
査

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
絶
縁
診
断
、
外
観
検
査

点
検
頻
度
：
　
分
解
検
査
（
1
回
/
3
定
検
）
、
絶
縁
診
断
、
外
観
検
査

更
新
実
績
：
　
分
解
検
査
時
に
軸
受
交
換
、
オ
イ
ル
交
換
、
ベ
ル
ト
交
換
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
（
1
回
/
3
定

検
）
、
外
観
検
査
（
1
回
/
定
検
）

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

設
計
温

度
：
1
1
0
℃

設
計
圧
力
：

3
.9
2
/
4
.9
0
kP
a(

内
圧
/
外
圧
）

空
気

空
気

－
○

－
－

－
－

○
○

施
設
定
期
検
査

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
チ
ャ
コ
ー
ル
性
能
検
査
、
ヒ
ー
タ
等
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
、
漏
洩
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
チ
ャ
コ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
の
交
換

更
新
頻
度
：
　
チ
ャ
コ
ー
ル
の
性
能
試
験
に
よ
る

計
測
制
御
系

格
納
容
器
雰
囲
気

調
整
系

安
全
保
護
系

型
式
：
タ
ー
ボ
ブ
ロ
ワ
、
駆
動
法
：Ｖ
ベ
ル
ト
増
速
駆
動
、

容
量
：
1
7
0
0
ｍ
3
/
ｈ
（
常
温
）
、
静
圧
:2
8
0
ｍ
ｍ
A
q
、
回
転
数
：
2
7
4
0
rp
m
、

付
属
電
動
機
：
3
.7
ｋ
W
×
3
φ
×
4
0
0
Ｖ

（
３
）
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

①
温
度
、
圧
力
検
出
器
：
測
温
抵
抗
体
(N
i)
及
び
圧
力
発
信
器
②
温
度
測
定
範
囲
：
０
～
１
０
０
℃
、
圧
力
測
定
範
囲
：
－
１
０
０

～
１
０
０
ｋ
Ｐ
a③
設
定
精
度
（
温
度
、
圧
力
）
：
±
２
℃
、
±
４
ｋ
Ｐ
a④
警
報
設
定
値
（
温
度
、
圧
力
）
：
６
０
℃
、
２
９
ｋ
Ｐ
a

（
４
）
核
計
装
設
備

①
中
性
子
検
出
器
型
式
：
核
分
裂
計
数
管
及
び
γ
線
補
償
型
電
離
箱
②
核
計
装
モ
ニ
タ
入
出
力
直
線
性
±
２
％
F
S
、
警
報

設
定
値
：
起
動
系
（
9
.5
×
１
０
５
Ｃ
Ｐ
Ｓ
、
＋
５
秒
）
、
中
間
系
（
９
５
％
、
＋
５
秒
）
、
出
力
系
（
１
０
５
％
）

（
５
）
地
震
計

①
感
震
水
平
全
方
向
、
②
加
速
度
設
定
範
囲
：
1
0
0
～
１
５
０
G
al
、
③
設
定
精
度
：
±
５
%
＋
５
G
al
、
④
警
報
設
定
値
：
１
５
０
G
al

原
子
炉
出
力
制
御
方
式
：
制
御
棒
６
本
、
中
央
制
御
室
か
ら
制
御
棒
を
手
動
操
作

制
御
駆
動
系
：
制
御
棒
の
複
数
同
時
引
抜
不
可
、
制
御
棒
自
重
及
び
ス
プ
リ
ン
グ
力
で
緊
急
停
止

（
１
）
原
子
炉
容
器
出
口
温
度
警
報
設
定
器
(例
）

①
設
計
測
定
範
囲
：
1
0
0
～
6
0
0
℃
  
（
Ｋ
タ
イ
プ
熱
電
対
）
 、
②
入
力
信
号
：
D
C
4
～
2
0
m
A

③
計
器
精
度
：
±
１
％
F
.S
、
④
警
報
設
定
値
：
５
１
０
℃

（
２
）
２
次
系
A
ル
ー
プ
主
循
環
N
a流
量
(D
)警
報
設
定
器
(例
）

①
計
測
範
囲
：
 0
～
1
6
0
0
m
3 /
h
(電
磁
流
量
計
）
、
②
 入
力
信
号
：
D
C
1
～
5
V

③
計
器
精
度
：
±
0
.5
％
F
.S
、
④
警
報
設
定
値
：
1
0
8
0
m
3
/
h

設
備
等
の
名
称

＜
常
用
圧
縮
機
＞
型
式
：
竪
型
２
気
筒
２
段
圧
縮
無
給
油
型
、
吸
込
圧
力
：
-
0
.0
4
9
0
M
P
a、
吐
出
圧
力
：
0
.0
9
8
1
M
P
a

＜
非
常
用
＞
型
式
：
同
上
、
吸
込
圧
力
：
-
0
.0
2
9
4
M
P
a、
吐
出
圧
力
：
0
.8
8
2
6
M
P
a

（
６
）
原
子
炉
格
納
容
器
床
上
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

①
測
定
線
種
：
γ
線
、
②
検
出
器
：
電
離
箱
、
③
指
示
範
囲
：
1
0
-2
～
1
0
2 ｍ
S
v
/
h

④
使
用
温
度
範
囲
：
-
5
～
+
4
5
℃
、
⑤
使
用
温
度
範
囲
：
8
0
％
R
H
以
下
,1
0
0
％
R
H
（
検
出
端
）
、

⑥
警
報
設
定
値
：
1
.0
ｍ
S
v/
h

材
質

使
用
環
境

放
射
性
廃
棄
物
廃

棄
施
設

表
4.

7 －
1 （

3 ／
5 ）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
高
経
年
化
を
考
慮
し
た
点
検
等
の
実
施
状
況
の
ま
と
め

考
慮
す
る
経
年
変
化
事
象

摩 耗 ・ 侵 食

熱 時 効

ク リ ー プ ・

疲 労
応 力 腐 食 割 れ

絶 縁 劣 化

対
策
の
種
類

高
経
年
化
に
対
す
る
点
検
、
更
新
等
の
概
要

（
点
検
項
目
、
点
検
頻
度
、
更
新
実
施
頻
度
、
更
新
・
交
換
実
績
な
ど
）

系
統
名

機
器
名

使
用
温
度

使
用
圧
力

内
面

外
面

放 射 線 劣 化

腐 食
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一 般 劣 化

注
1
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
へ
い
体

冷
却
器

胴
側
胴
：
S
M
4
1
B

管
側
胴
：S
T
B
L
3
9
-
S

1
6
0
℃
(胴

側
胴
)

1
0
0
℃
(管

側
胴
）

0
.1
3
5
M
P
a（
胴
側

胴
）
0
.3
M
P
a（
管
側

胴
）

水
（
胴
側
胴
）

窒
素
ガ
ス
（
管
側

胴
）

空
気
、
保
温
材
有
り
（
胴

側
）
水
（
管
側
）

－
○

－
－

－
－

－
－

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
冷
却
器
の
外
観
検
査
、
開
放
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検
、
冷
却
器
の
伝
熱
管
の
渦
流
探
傷
試
験
（
第
1
3
回
定
検
）

更
新
実
績
：
　
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
一
部
（
伝
熱
管
）
更
新
（
S
6
3
年
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
へ
い
体

冷
却
ブ
ロ
ワ

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ：
S
U
S
3
04

羽
根
車
：
ウ
ェ
ル
テ
ン
８
０
、
１
３

ｃ
ｒ鋼
シ
ャ
フ
ト
：
S
U
S
F
3
0
4

0
～
8
0
℃

0
.0
8
3
M
P
a

空
気
窒
素

空
気
窒
素

－
○

○
軸
受

－
－

－
－

－
施
設
定
期
自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
外
観
検
査

点
検
頻
度
：
　
分
解
検
査
（
1
回
/
2
定
検
）
、
外
観
検
査
（
1
回
/
定
検
）

更
新
実
績
：
　
分
解
検
査
時
に
軸
受
交
換
、
オ
イ
ル
交
換
、
ベ
ル
ト
交
換
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
（
1
回
/
定
検
）
、
外
観
検

査
及
び
作
動
検
査
（
1
回
/
定
検
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
へ
い
体

冷
却
ブ
ロ
ワ
駆
動
電
動

機
－

－
－

－
－

－
○

－
自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
外
観
検
査

点
検
頻
度
：
　
分
解
検
査
（
1
回
/
2
定
検
）
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
外
観
検
査
（
1
回
/
定
検
）

更
新
実
績
：
　
分
解
検
査
時
に
軸
受
交
換

再
循
環
空
調
機

胴
側
：
S
P
H
C

管
側
：
銅
管

胴
側

：
3
8
℃

管
側

：
1
5
℃

0
.1
M
P
a

窒
素
ガ
ス

（
胴
側
）

管
側

（
R
-
2
2
）

－
○

－
－

－
－

－
－

自
主
検
査

補
修

点
検
項
目
：
　
冷
却
器
の
外
観
検
査
、
開
放
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検
、
冷
媒
配
管
の
漏
洩
検
査

回
転
プ
ラ
グ
補
助
冷
却

器
胴
側
：
S
P
H
C

管
側
：
銅
管

胴
側

：
3
8
℃

管
側

：
1
5
℃

0
.1
M
P
a

窒
素
ガ
ス

（
胴
側
）

管
側

（
R
-
2
2
）

－
○

－
－

－
－

－
－

自
主
検
査

一
部
更
新

点
検
項
目
：
　
冷
却
器
の
外
観
検
査
、
開
放
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検
、
冷
媒
配
管
の
漏
洩
検
査

更
新
実
績
：
　
一
部
伝
熱
管
更
新
（
第
1
3
回
定
検
）

原
子
炉
格
納
容
器
格
納
容
器

炭
素
鋼

（
S
B
4
2
）

0
～
5
0
℃

設
計
：

1
5
0
℃

0
.1
kP
a

設
計
：
0
.1
3
2
M
P
a

空
気
（
上
半
部
）

窒
素
（
下
半
部
）

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
ア
ル
ゴ

ン
ガ
ス
、
窒
素
ガ
ス
、

フ
レ
オ
ン
、
空
気
（
各

配
管
内
）

ト
ッ
プ
：
屋
外
外
気

そ
の
他
：
屋
内
空
気

－
○

－
－

－
－

－
○

施
設
定
期
検
査

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
漏
え
い
率
試
験
（
3
回
／
1
0
年
）
、
外
観
検
査
（
塗
装
の
剥
離
 1
回
／
３
ヶ
月
(運
転
中
を
除
く
）

点
検
頻
度
：
　
3
回
/
1
0
年

更
新
実
績
：
　
格
納
容
器
頂
部
防
水
塗
装
工
事
（
H
1
2
年
度
）

一
般
系
電
源
設
備

－
－

－
－

－
－

○
○

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
作
動
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
遮
断
器
の
全
数
更
新
（
第
1
3
回
定
検
）
、
「
常
陽
」
変
電
所
全
面
更
新
（
第
1
3
回
定
検
）

非
常
系
電
源
設
備

－
－

－
－

－
－

○
○

施
設
定
期
検
査

施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
作
動
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
遮
断
器
の
全
数
更
新
（
第
1
3
回
定
検
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
（
D
G
）
発

電
機
設
備

－

○
機
関
水
槽
補
機

○
機
関

－
－

－
○
発
電
機

○
施
設
定
期
検
査

施
設
定
期
自
主
検
査

自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
、
分
解
検
査
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
絶
縁
診
断
、
作
動
検
査

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
絶
縁
向
上
対
策
：
2
回
実
施
（
H
1
～
H
2
年
、
H
1
4
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 機
関
　
給
気
弁
及
び
排
気
弁
の
交
換
（
第
1
1
回
定
検
、
第
1
2
回
定
検
）

無
停
電
電
源
装
置

－
－

－
－

－
－

○
○

施
設
定
期
検
査

施
設
定
期
自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
特
性
試
験
、
出
力
波
形
測
定

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
非
常
用
電
源
設
備
の
一
部
変
更
（
H
2
年
：
交
流
無
停
電
、
H
3
年
：
直
流
無
停
電
）

蓄
電
池

－
－

－
－

－
－

○
○

施
設
定
期
検
査

施
設
定
期
自
主
検
査

定
期
更
新

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
，
浮
動
充
電
電
圧
測
定
，
温
度
測
定
，
比
重
測
定

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
定
検

更
新
実
績
：
　
5
C
，
5
D
，
７
C
，
７
D
蓄
電
池
交
換
(S
5
9
～
6
2
年
)、
5
C
系
，
5
D
系
，
7
C
系
蓄
電
池
交
換

（
第
1
3
回
定
検
で
実
施
）

更
新
頻
度
：
　
約
1
5
～
2
0
年

補
機
冷
却
水
系

配
管
：

　
炭
素
鋼
（
S
T
P
G
38
,S
G
P
）

冷
却
塔
：

　
炭
素
鋼
板
(F
R
P
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ)

　
ア
ル
ミ
板

ポ
ン
プ
：

　
炭
素
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

D
G
系
：

　
5
5
℃

そ
の
他
：

　
5
0
℃

配
管
：
0
.9
8
M
P
a

補
給
水
ポ
ン
プ
：

0
.8
8
M
P
a

D
G
系
ポ
ン
プ
：

0
.8
8
M
P
a

補
機
系
ポ
ン
プ
：

0
.7
8
M
P
a

空
調
系
ポ
ン
プ
：

0
.4
4
M
P
a

補
機
冷
却
水

(工
業
用
水
）

（
水
処
理
有
り
)

屋
外
外
気

（
冷
却
塔
、
一
部
配
管
）

屋
外
空
気

（
配
管
、
ポ
ン
プ
）

－
○

○
－

－
－

○
－

自
主
検
査

更
新

点
検
項
目
：
　
外
観
検
査
、
配
管
肉
厚
測
定
、
ポ
ン
プ
分
解
検
査
、
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定

点
検
頻
度
：
　
ポ
ン
プ
分
解
検
査
及
び
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
(1
回
/
2
定
検
)

更
新
実
績
：
　
軸
受
交
換
(分
解
検
査
毎
)、
冷
却
塔
更
新
(S
6
0
年
)、
ポ
ン
プ
更
新
(H
8
年
)、
空
気
作
動

弁
駆
動
部
更
新
(H
13
年
)

格
納
容
器
雰
囲
気

調
整
系

使
用
環
境

表
4.

7 －
1 （

4 ／
5 ）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
高
経
年
化
を
考
慮
し
た
点
検
等
の
実
施
状
況
の
ま
と
め

設
備
等
の
名
称

材
質

三
相
誘
導
電
動
機
：
絶
縁
種
別
：
Ｈ
種
、
出
力
：
２
２
０
ｋ
Ｗ
、
極
数
：
２
、
電
圧
：
A
C
4
0
0
V
、
回
転
数
：
３
９
７
０
rp
m
、

電
流
：
３
８
０
A

真
空
遮
断
器
1
2
0
0
A
：
 4
台
、
6
0
0
A
：
1
6
台

気
中
遮
断
器
4
0
0
0
A
：
 2
台
、
2
0
0
0
A
：
3
0
台
、
1
0
0
0
A
：
2
1
台

真
空
遮
断
器
　
　
2
0
0
0
A
：
 1
台
、
1
2
0
0
A
：
2
台
、
6
0
0
A
：
1
6
台

気
中
遮
断
器
　
　
4
0
0
0
A
：
 2
台
、
2
0
0
0
A
：
1
3
台
、
1
0
0
0
A
：
 9
台

交
流
無
停
電
電
源
装
置
（
5
C
系
，
5
D
系
）
：
　
5
0
kV
A
 C
V
C
F
×
2
系
統

直
流
無
停
電
電
源
装
置
（
7
C
系
，
7
D
系
）
：
　
整
流
装
置
1
4
0
kW
×
2
系
統
、
負
荷
電
圧
補
償
装
置
8
8
kW
×
2
系

統 交
流
無
停
電
蓄
電
池
（
5
C
系
，
5
D
系
）
：
　
C
S
 8
0
0
A
h
×
1
0
6
ｾ
ﾙ
×
2
系
統

直
流
無
停
電
蓄
電
池
（
7
C
系
，
7
D
系
）
：
　
C
S
1
8
0
0
A
h
×
 5
4
ｾ
ﾙ
×
2
系
統

付
属
設
備

付
属
設
備

電
源
系
統
　
　
　
　
　
：
2
母
線
の
単
独
運
転
（
3
.3
kV
母
線
、
4
0
0
V
母
線
、
2
0
0
V
母
線
、
1
0
0
V
母
線
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

発
電
機
：
横
軸
開
放
保
護
型
回
転
磁
界
、
凸
極
形
、
出
力
:2
5
0
0
K
V
A
、
回
転
数
:6
0
0
ｒｐ
ｍ
、
出
力
電

圧
:A
C
3
3
0
0
V
、
出
力
電
流
:4
3
7
A
、
周
波
数
:5
0
H
z、
相
数
:3
、
極
数
:1
0
極
、
絶
縁
種
別
:B
種
、
冷
却
方
式
:空
冷

式 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
：
V
型
1
2
気
筒
単
動
4
サ
イ
ク
ル
無
気
噴
油
式
ト
ラ
ン
ク
ピ
ス
ト
ン
式
(過
給
機
、
空
気
冷
却
器

付
）
、
出
力
:3
0
0
0
P
s、
回
転
数
:6
0
0
ｒｐ
ｍ
、
始
動
方
式
:圧
縮
空
気
、
冷
却
方
式
:水
冷
式

考
慮
す
る
経
年
変
化
事
象

対
策
の
種
類

熱 時 効

ク リ ー プ ・

疲 労
応 力 腐 食 割 れ

絶 縁 劣 化

高
経
年
化
に
対
す
る
点
検
、
更
新
等
の
概
要

（
点
検
項
目
、
点
検
頻
度
、
更
新
実
施
頻
度
、
更
新
・
交
換
実
績
な
ど
）

系
統
名

機
器
名

使
用
温
度

使
用
圧
力

内
面

外
面

放 射 線 劣 化

腐 食
摩 耗 ・ 侵 食
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一 般 劣 化

注
1
）

燃
料
交
換
機

(1
) 
軸
封
装
置

ﾎ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾀ
ﾞｳ
ﾝ
軸
：
S
U
S
3
0
4

パ
ッ
キ
ン
：
テ
フ
ロ
ン
＋
カ
ー
ボ
ン

-
0
.3
～
0
.6
9
ｋ
P
a

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

空
気

－
－

－
－

－
－

－
○

自
主
検
査

定
期
更
新
：
O
リ
ン
グ

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
外
観
検
査
、
漏
洩
検
査
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
1
定
検
(分
解
検
査
は
1
回
/
2
定
検
）
。

交
換
頻
度
：
　
定
期
点
検
に
お
い
て
外
観
検
査
及
び
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
シ
ー
ル
材
（
パ
ッ
キ
ン
）
の
交
換
を
実
施
。

更
新
実
績
：
　
H
8
年
に
M
K
-
Ⅲ
計
画
の
一
環
で
新
型
の
燃
料
交
換
機
に
更
新
。

(2
) 
本
体
ド
ア
バ
ル
ブ

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ：
S
C
S
1
3

ｼ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ：
S
U
S
3
0
4

上
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ：
S
U
S
F
3
0
4

-
0
.3
～
0
.6
9
ｋ
P
a

(ｼ
ｰ
ﾙ
圧
7
ｋ
P
a）

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

空
気

－
○

○
－

－
－

－
○

自
主
検
査

定
期
更
新
：
O
リ
ン
グ

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
外
観
検
査
、
漏
洩
検
査
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
1
定
検
。

交
換
実
績
：
　
定
期
点
検
に
お
い
て
外
観
検
査
及
び
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
シ
ー
ル
材
（
O
リ
ン
グ
）
の
交
換
を
実
施
。

更
新
実
績
：
　
H
8
年
に
M
K
-
Ⅲ
計
画
の
一
環
で
新
型
の
燃
料
交
換
機
に
更
新
。

(3
) 
交
換
機
孔
ド
ア
バ
ル

ブ

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ：
S
U
S
3
0
4

ｼ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ：
S
U
S
3
0
4

上
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ：
S
U
S
F
3
0
4

-
0
.3
～
0
.6
9
ｋ
P
a

(ｼ
ｰ
ﾙ
圧
7
ｋ
P
a）

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

空
気

－
○

○
－

－
－

－
○

自
主
検
査

定
期
更
新
：
O
リ
ン
グ

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
外
観
検
査
、
漏
洩
検
査
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
1
定
検
。

交
換
実
績
：
　
定
期
点
検
に
お
い
て
外
観
検
査
及
び
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
シ
ー
ル
材
（
O
リ
ン
グ
）
の
交
換
を
実
施
。

燃
料
出
入
機

  
  
本
体
ド
ア
バ
ル
ブ

弁
箱
：
S
U
S
3
0
4
、
鉛

弁
体
：
S
U
S
3
0
4

上
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ：
S
U
S
F
3
0
4

9
0
～
1
4
0
℃

3
9
.2
ｋ
P
a

(ｼ
ｰ
ﾙ
圧
4
0
ｋ
P
a）

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

空
気

－
○

○
－

－
－

－
○

自
主
検
査

定
期
更
新
：
O
リ
ン
グ

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
外
観
検
査
、
漏
洩
検
査
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
1
定
検
。
(分
解
検
査
は
1
回
/
4
定
検
）
。

交
換
実
績
：
　
定
期
点
検
に
お
い
て
外
観
検
査
及
び
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
シ
ー
ル
材
（
O
リ
ン
グ
）
の
交
換
を
実
施
。

キ
ャ
ス
ク
カ
ー
設
備

(1
) 
本
体
ド
ア
バ
ル
ブ

弁
箱
：
S
U
S
3
0
4
、
鉛

弁
体
：
S
U
S
3
0
4
、
鉛

約
1
4
0
～

1
6
0
℃

約
4
0
～

5
0
ｋ
P
a

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

空
気

－
○

○
－

－
－

－
○

自
主
検
査

定
期
更
新
：
O
リ
ン
グ

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
外
観
検
査
、
漏
洩
検
査
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
1
定
検
。
(分
解
検
査
は
1
回
/
2
定
検
）
。

交
換
実
績
：
　
定
期
点
検
に
お
い
て
外
観
検
査
及
び
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
シ
ー
ル
材
（
O
リ
ン
グ
）
の
交
換
を
実
施
。

(2
)循
環
ブ
ロ
ワ

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ：
S
U
S
3
0
4

羽
根
車
：
A
lB
C
3

シ
ャ
フ
ト
：
S
U
S
F
3
0
4

モ
ー
タ
：
電
動
形
タ
ー
ボ
式

　
　
　
　
　
1
1
ｋ
W
×
2
台
　
A
C
2
0
0
V

　
　
　
容
量
約
2
㎥
/
m
in

約
5
0
～

6
0
℃

約
4
0
～

5
0
ｋ
P
a

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

空
気

－
－

○
軸
受

－
－

－
○

○
自
主
検
査

点
検
項
目
：
　
分
解
検
査
、
外
観
検
査
、
漏
洩
検
査
、
絶
縁
抵
抗
測
定
。

点
検
頻
度
：
　
1
回
/
1
定
検
。
(分
解
検
査
は
1
回
/
3
定
検
）
。

更
新
実
績
：
　
第
1
0
回
定
期
検
査
に
お
い
て
羽
根
車
交
換
実
施
。

ク リ ー プ ・

疲 労
応 力 腐 食 割 れ

絶 縁 劣 化

放 射 線 劣 化

腐 食
摩 耗 ・ 侵 食

熱 時 効
使
用
温
度

使
用
圧
力

内
面

外
面

表
4.

7 －
1 （

5 ／
5 ）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
高
経
年
化
を
考
慮
し
た
点
検
等
の
実
施
状
況
の
ま
と
め

設
備
等
の
名
称

材
質

使
用
環
境

考
慮
す
る
経
年
変
化
事
象

対
策
の
種
類

高
経
年
化
に
対
す
る
点
検
、
更
新
等
の
概
要

（
点
検
項
目
、
点
検
頻
度
、
更
新
実
施
頻
度
、
更
新
・
交
換
実
績
な
ど
）

系
統
名

機
器
名

燃
料
取
扱
設
備

注
1
）
：
一
般
劣
化
と
は
、
弁
の
シ
ー
ト
リ
ー
ク
、
オ
イ
ル
の
劣
化
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
劣
化
、
O
リ
ン
グ
等
の
シ
ー
ル
材
の
劣
化
、
計
装
品
の
部
品
劣
化
な
ど
で
あ
る
。

*
1
　
：
放
射
線
劣
化
（
中
性
子
照
射
効
果
）
に
よ
る
経
年
変
化
を
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器

*
2
　
：
放
射
線
劣
化
（
ガ
ン
マ
線
照
射
効
果
）
に
よ
る
固
定
子
巻
線
絶
縁
材
の
経
年
変
化
を
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
（
電
磁
ポ
ン
プ
）
の
点
検
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器

*
3
　
：
腐
食
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
効
果
）
に
よ
る
経
年
変
化
を
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器

*
4
　
：
腐
食
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
効
果
）
に
よ
る
経
年
変
化
を
２
次
主
冷
却
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器

*
5
　
：
腐
食
（
大
気
環
境
効
果
）
に
よ
る
経
年
変
化
を
主
冷
却
器
伝
熱
管
の
板
厚
測
定
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器

*
6
　
：
磨
耗
、
侵
食
（
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
／
コ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
）
に
よ
る
経
年
変
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
使
用
し
て
い
る
構
造
材
の
材
質
及
び
流
動
す
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
に
お
い
て
は
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
。

*
7
　
：
熱
時
効
に
よ
る
経
年
変
化
を
２
次
主
冷
却
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器

*
8
　
：
ク
リ
ー
プ
、
疲
労
に
よ
る
経
年
変
化
を
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器

*
9
　
：
ク
リ
ー
プ
、
疲
労
に
よ
る
経
年
変
化
を
２
次
主
冷
却
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
し
て
監
視
し
て
い
る
機
器
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系
統
名

機
器
名

材
質
等

原
子
炉
容
器

原
子
炉
容
器

１
次
主
冷
却
系

１
次
補
助
冷
却
系

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

１
次
補
助
冷
却
系

循
環
ポ
ン
プ
（
コ
イ
ル
）

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
（
コ
イ
ル
）

原
子
炉
容
器

原
子
炉
容
器

配
管

主
循
環
ポ
ン
プ

主
中
間
熱
交
換
器

配
管

循
環
ポ
ン
プ

補
助
中
間
熱
交
換
器

配
管

汲
み
上
げ
ポ
ン
プ

計
測
制
御
系

破
損
燃
料
検
出
設
備
（
C
G
法
）

配
管

主
循
環
ポ
ン
プ

主
冷
却
器

配
管

循
環
ポ
ン
プ

補
助
冷
却
器

配
管

主
循
環
ポ
ン
プ

主
冷
却
器

配
管

循
環
ポ
ン
プ

補
助
冷
却
器表

4.
7－

2（
1／

2）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
経
年
変
化
事
象
を
代
表
し
て
い
る
理
由

腐
食

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

２
次
主
冷
却
系

*
3
、
*
4

ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境

１
次
主
冷
却
系

設
備
等
の
名
称

オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

固
定
子
巻
線

絶
縁
材

オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

（
S
T
B
A
2
4
）

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

（
S
T
B
A
2
4
）

１
次
補
助
冷
却
系

２
次
補
助
冷
却
系

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
に
よ
る
影
響
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
２
次
冷
却
系
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
で
あ
り
、
２
次
主
冷
却
系
配
管
内
及
び
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク
内
に
そ
れ
ぞ
れ
装
荷
さ

れ
た
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
片
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
般
に
液
体
金
属
中
に
固
体
材
料
を
浸
す
と
表
面
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
成
分
元
素
が
溶
出
し
易
く
な
る
。
ま
た
、
元
素
の
液
体
金
属
に
お

け
る
溶
解
度
は
温
度
上
昇
に
伴
い
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
材
料
と
液
体
金
属
と
の
共
存
性
を
評
価
す
る
上
で
は
対
象
元
素
の
溶
解
度
と
温
度
が

重
要
と
な
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
よ
う
な
ア
ル
カ
リ
系
液
体
金
属
で
は
、
微
量
元
素
、
特
に
酸
素
濃
度
が
管
理
さ
れ
た
環
境
は
常
に
還
元
雰
囲
気
と
な

る
た
め
、
水
環
境
で
見
ら
れ
る
材
料
の
直
接
的
な
酸
化
(腐
食
)は
発
生
し
な
い
。
し
か
し
、
酸
素
の
存
在
に
よ
り
、
主
要
な
合
金
元
素
、
鉄
、
ニ
ッ
ケ

ル
や
ク
ロ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
複
合
酸
化
物
を
形
成
す
る
た
め
、
酸
素
濃
度
上
昇
と
と
も
に
見
掛
け
の
溶
解
度
は
増
加
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
環
境
で
は
、
水
環
境
の
よ
う
な
材
料
の
酸
化
物
形
成
、
成
長
と
剥
離
の
繰
り
返
し
に
よ
る
減
肉
の
進
行
は
発
生
し
難
く
、
系
内
の
温
度
分

布
に
よ
る
質
量
移
行
と
溶
存
酸
素
に
よ
る
挙
動
の
加
速
が
主
要
な
腐
食
進
行
因
子
と
な
る
。

　
以
上
よ
り
、
「
常
陽
」
に
お
け
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
に
よ
る
腐
食
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
接
す
る
部
材
に
対
し
、
使
用
期
間
、
温
度
、
酸
素
濃
度
を
パ
ラ

メ
ー
タ
と
し
た
腐
食
評
価
式
を
与
え
、
質
量
移
行
現
象
に
起
因
す
る
材
料
表
面
の
変
質
層
を
強
度
支
持
能
力
が
失
わ
れ
た
部
分
と
し
て
取
り
扱

う
、
腐
れ
代
の
考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

　
１
次
冷
却
系
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
で
あ
り
、
原
子
炉
容
器
内
に
装
荷
さ
れ
た
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
試
験
片
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
性
子
照
射
に
よ
る
影
響
も
含
め
た
も
の
と
し
て
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

*
5
大
気
環
境

　
腐
食
は
、
金
属
が
そ
れ
を
取
り
囲
む
環
境
に
よ
っ
て
化
学
的
あ
る
い
は
電
気
化
学
的
に
侵
食
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「常
陽
」
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
大
気
中
に
暴
露
さ
れ
た
機
器
・
配
管
で
大
気
中
湿
気
や
水
（
H
2
O
）
が
介
在
し
て
、
金
属
の
プ
ラ
ス
イ
オ
ン

と
水
や
環
境
下
で
発
生
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
と
の
電
位
差
に
よ
る
電
池
作
用
で
、
腐
食
反
応
を
起
こ
し
侵
食
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
２
次
冷
却
系
は
、
す
べ
て
ク
ロ
ム
モ
ロ
ブ
デ
ン
鋼
で
あ
り
、
大
気
環
境
も
１
次
冷
却
系
の
よ
う
な
原
子
炉
運
転
中
に
窒
素
雰
囲
気
、
停
止
中
に
お

い
て
も
窒
素
雰
囲
気
又
は
乾
燥
さ
れ
た
空
気
環
境
と
は
異
な
る
た
め
、
大
気
環
境
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、
主
冷

却
器
を
除
く
２
次
冷
却
系
機
器
・
配
管
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
の
検
出
を
行
う
た
め
に
外
側
に
外
装
板
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
外
側
に
保
温
材
が
設

置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
強
制
的
な
大
気
環
境
と
の
接
触
は
な
い
。
一
方
、
主
冷
却
器
に
つ
い
て
は
、
空
気
と
の
熱
交
換
を
行
う
部
分
で
あ
り
、
強
制

的
に
外
気
を
通
風
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
気
環
境
に
お
け
る
腐
食
が
最
も
厳
し
い
箇
所
と
な
る
。

　
以
上
よ
り
、
大
気
環
境
の
代
表
と
し
て
は
、
主
冷
却
器
の
う
ち
強
制
通
風
さ
れ
て
い
る
伝
熱
管
の
板
厚
を
測
定
し
て
お
く
こ
と
で
大
気
環
境
の
影

響
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
次
補
助
冷
却
系

２
次
主
冷
却
系

理
　
　
由

配
管
（
原
子
炉
容
器
に
接
続
さ
れ
る
一
部
分
）

経
年
化
事
象

放
射
線
劣
化

*
2
ガ
ン
マ
線
照
射

　
「常
陽
」
に
お
い
て
中
性
子
照
射
効
果
が
問
題
と
な
る
領
域
は
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
床
下
の
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
内
部
に
設
置

さ
れ
た
機
器
、
配
管
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
該
当
す
る
機
器
は
、
１
次
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
原
子
炉
容
器
、
1
次
冷
却
系
配
管
の
一

部
、
炉
内
構
造
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
は
、
い
ず
れ
も
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
で
あ
る
。
原
子
炉
容
器
内
に
は
、

原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
片
が
装
荷
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
試
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
性
子
照
射
に
よ
る
影
響
を
確
認
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
材
質
で
あ
る
1
次
冷
却
系
配
管
（
１
次
主
冷
却
系
配
管
、
１
次
補
助
冷
却
系
配
管
、
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
配
管
）
に
つ
い
て

は
、
原
子
炉
構
造
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
対
す
る
中
性
子
照
射
効
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
主
と
し
て
高
速
中
性
子
照
射
に
よ
る
原
子
の
は
じ
き
出
し

に
よ
り
金
属
中
に
点
欠
陥
、
線
欠
陥
あ
る
い
は
面
欠
陥
な
ど
の
格
子
欠
陥
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
損
傷
、
中
性
子
照
射
に
よ
る
ヘ
リ
ウ
ム

（
H
e
）
生
成
等
の
核
変
換
に
よ
る
損
傷
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
支
配
的
な
の
は
、
前
者
の
原
子
の
は
じ
き
出
し
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
機
械
的
強
度
特

性
は
一
般
的
に
以
下
の
よ
う
な
特
性
に
な
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
特
性
変
化
を
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
で
確
認
し
て
い
る
。

①
降
伏
応
力
は
、
照
射
量
に
伴
い
増
大
す
る
。
②
引
張
強
さ
は
、
大
差
な
い
か
又
は
若
干
増
大
す
る
。
③
破
断
延
性
、
一
様
伸
び
は
、
照
射
量
に

伴
い
減
少
す
る
。
④
ク
リ
ー
プ
破
断
強
度
は
、
照
射
量
に
伴
い
減
少
す
る
。
⑤
ク
リ
ー
プ
ひ
ず
み
速
度
は
、
一
般
に
変
化
は
小
さ
い
が
増
加
す
る
。

⑥
疲
労
強
度
は
、
大
差
を
生
じ
な
い
。

*
1
中
性
子
照
射

　
「
常
陽
」
に
お
い
て
ガ
ン
マ
線
照
射
が
問
題
と
な
る
の
は
、
有
機
材
料
を
用
い
た
も
の
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
床
下
に
設
置
さ
れ
た
機
器
で
あ

り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
電
磁
ポ
ン
プ
が
あ
り
、
固
定
子
巻
線
に
絶
縁
材
と
し
て
有
機
材
料
を
使
用
し
て
い
る
。
電
磁
ポ
ン
プ
の
基
本
構
造

は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
有
機
材
料
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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系
統
名

機
器
名

材
質
等

原
子
炉
容
器

原
子
炉
容
器

配
管

主
循
環
ポ
ン
プ

主
中
間
熱
交
換
器

配
管

循
環
ポ
ン
プ

補
助
中
間
熱
交
換
器

配
管

汲
み
上
げ
ポ
ン
プ

配
管

主
循
環
ポ
ン
プ

主
冷
却
器

配
管

循
環
ポ
ン
プ

補
助
冷
却
器

配
管
（4
0
0
℃
以
上
の
部
分
）

主
冷
却
器
（
4
0
0
℃
以
上
の
部
分
）

原
子
炉
容
器

原
子
炉
容
器
（
4
2
5
℃
以
上
の
部
分
）

配
管
（4
2
5
℃
以
上
の
部
分
）

主
中
間
熱
交
換
器
（
42
5
℃
以
上
の
部
分
）

配
管
（4
2
5
℃
以
上
の
部
分
）

補
助
中
間
熱
交
換
器
（
4
2
5
℃
以
上
の
部
分
）

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

配
管
（
4
2
5
℃
以
上
の
部
分
）

配
管
（3
7
5
℃
以
上
の
部
分
）

主
冷
却
器
（
3
7
5
℃
以
上
の
部
分
）

配
管
（3
7
5
℃
以
上
の
部
分
）

循
環
ポ
ン
プ
（
3
7
5
℃
以
上
の
部
分
）

補
助
冷
却
器
（
3
7
5
℃
以
上
の
部
分
）

表
4.

7－
2（

2／
2）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
経
年
変
化
事
象
を
代
表
し
て
い
る
理
由

経
年
化
事
象

設
備
等
の
名
称

理
　
　
由

　
「常
陽
」
の
２
次
冷
却
系
で
用
い
て
い
る
ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
（
2
1
/
4
C
r－
1
M
o
鋼
）
で
ク
リ
ー
プ
疲
労
が
問
題
と
な
る
温
度
領
域
は
、
3
7
5
℃
以

上
で
あ
り
、
主
冷
却
器
入
口
側
（
高
温
側
）
、
２
次
補
助
冷
却
系
に
設
置
さ
れ
る
機
器
・
配
管
が
問
題
と
な
る
。

ク
リ
ー
プ
疲
労
は
、
応
力
下
で
材
料
が
高
温
で
使
用
さ
れ
る
と
、
物
体
の
塑
性
変
形
が
時
間
と
と
も
に
次
第
に
増
加
し
、
進
行
が
進
む
と
破
断
に
至

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
晶
粒
界
に
お
け
る
粘
性
流
れ
や
結
晶
内
の
滑
り
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
炉
施
設
に
お
け

る
中
性
子
照
射
を
受
け
る
環
境
で
は
、
①
高
速
中
性
子
照
射
に
よ
る
原
子
の
は
じ
き
出
し
に
よ
り
金
属
中
に
点
欠
陥
、
線
欠
陥
あ
る
い
は
面
欠
陥

な
ど
の
格
子
欠
陥
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
損
傷
、
②
中
性
子
照
射
に
よ
る
ヘ
リ
ウ
ム
（
H
e
）
生
成
等
の
核
変
換
に
よ
る
損
傷
な
ど
が
こ
れ
ら
に

重
畳
し
、
ク
リ
ー
プ
疲
労
強
度
の
低
下
を
招
く
。
ク
リ
ー
プ
に
は
、
時
間
の
順
に
第
1期
（ひ
ず
み
速
度
が
漸
減
す
る
時
期
）
、
第
2
期
（
ひ
ず
み
速
度

が
一
定
の
段
階
）
及
び
第
3
期
（
ひ
ず
み
速
度
が
増
大
し
つ
い
に
破
断
に
至
る
段
階
）
の
3
期
に
分
け
ら
れ
、
高
温
に
お
け
る
ク
リ
ー
プ
速
度
と
ク

リ
ー
プ
破
断
強
度
が
重
要
と
な
る
。

　
２
次
冷
却
系
に
つ
い
て
は
、
２
次
主
冷
却
系
配
管
内
及
び
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク
内
に
そ
れ
ぞ
れ
装
荷
さ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
片
に
よ
っ

て
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
効
果
も
含
め
た
形
の
代
表
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
次
補
助
冷
却
系

　
熱
時
効
と
は
、
材
料
を
高
温
で
使
用
す
る
と
そ
の
使
用
時
間
に
応
じ
て
引
張
強
さ
、
延
性
等
の
機
械
的
強
度
特
性
が
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
常
陽
」
に
お
い
て
熱
時
効
の
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
低
合
金
鋼
で
あ
る
ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
（
2
1
/
4
C
r－
1
M
o
鋼
）
を
用
い

て
い
る
2
次
系
の
機
器
・
配
管
材
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
R
&
D
成
果
等
で
は
、
2
1
/
4
C
r－
1
M
o
鋼
の
場
合
は
、
40
0
℃
以
上
の
高
温
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境

で
長
時
間
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
時
効
の
影
響
が
現
れ
は
じ
め
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
２
次
主
冷
却
系
配
管
材
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
の
う

ち
高
温
側
試
験
片
に
よ
っ
て
代
表
し
て
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
常
陽
」
の
１
次
冷
却
系
に
使
用
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
お
い
て
ク
リ
ー
プ
疲
労
が
問
題
と
な
る
温
度
領
域
は
、
4
2
5
℃

以
上
で
あ
り
、
原
子
炉
容
器
の
出
口
側
（
高
温
側
）
に
設
置
さ
れ
る
機
器
・
配
管
等
が
問
題
と
な
る
。

　
ク
リ
ー
プ
疲
労
は
、
応
力
下
で
材
料
が
高
温
で
使
用
さ
れ
る
と
、
物
体
の
塑
性
変
形
が
時
間
と
と
も
に
次
第
に
増
加
し
、
進
行
が
進
む
と
破
断
に

至
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
晶
粒
界
に
お
け
る
粘
性
流
れ
や
結
晶
内
の
滑
り
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
炉
施
設
に
お

け
る
中
性
子
照
射
を
受
け
る
環
境
で
は
、
①
高
速
中
性
子
照
射
に
よ
る
原
子
の
は
じ
き
出
し
に
よ
り
金
属
中
に
点
欠
陥
、
線
欠
陥
あ
る
い
は
面
欠

陥
な
ど
の
格
子
欠
陥
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
損
傷
、
②
中
性
子
照
射
に
よ
る
ヘ
リ
ウ
ム
（
H
e
）
生
成
等
の
核
変
換
に
よ
る
損
傷
な
ど
が
こ
れ
ら

に
重
畳
し
、
ク
リ
ー
プ
疲
労
強
度
の
低
下
を
招
く
。
ク
リ
ー
プ
に
は
、
時
間
の
順
に
第
1
期
（
ひ
ず
み
速
度
が
漸
減
す
る
時
期
）
、
第
2
期
（
ひ
ず
み
速

度
が
一
定
の
段
階
）
及
び
第
3
期
（
ひ
ず
み
速
度
が
増
大
し
つ
い
に
破
断
に
至
る
段
階
）
の
3
期
に
分
け
ら
れ
、
高
温
に
お
け
る
ク
リ
ー
プ
速
度
と
ク

リ
ー
プ
破
断
強
度
が
重
要
と
な
る
。

　
１
次
冷
却
系
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
容
器
内
に
装
荷
さ
れ
た
原
子
炉
構
造
材
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
片
に
よ
っ
て
中
性
子
照
射
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
環

境
効
果
に
よ
る
影
響
も
含
め
た
形
の
代
表
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
流
動
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
お
け
る
侵
食
（
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
・
コ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
）
は
、
流
速
、
溶
存
酸
素
、
溶
存
水
素
(p
H
)、
純
度
、
温
度
及
び
材
質
等
が
影
響

す
る
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
複
雑
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
材
料
の
保
護
膜
と
な
る
酸
化
被
膜
(F
e
3
O
4
)の
形
成
と
安
定
化
、
あ
る
い

は
剥
離
挙
動
へ
の
関
与
に
帰
着
す
る
。
典
型
的
な
侵
食
発
生
が
報
告
さ
れ
た
米
国
サ
リ
ー
原
子
力
発
電
所
2
号
炉
給
水
配
管
の
場
合
、
水
質
(溶

存
酸
素
、
水
素
、
及
び
温
度
)の
劣
化
が
安
定
な
酸
化
被
膜
形
成
を
阻
害
し
、
流
路
の
不
適
切
に
よ
る
高
速
乱
流
及
び
局
部
蒸
気
相
(高
温
高
速

２
相
流
)発
生
が
密
着
性
を
損
な
っ
た
酸
化
被
膜
を
剥
離
さ
せ
、
侵
食
を
促
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
侵
食
は
、
耐
食
性
(耐
酸
化
性
)に
劣
る
炭
素

鋼
に
多
く
発
生
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
合
金
元
素
（
ク
ロ
ム
）
の
添
加
に
よ
り
著
し
く
改
善
さ
れ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
ナ
ト
リ

ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
の
場
合
、
溶
存
酸
素
は
他
の
不
純
物
元
素
と
共
に
厳
密
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
環
境
は
常
に
還
元
雰
囲
気
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
材
料
表
面
に
酸
化
被
膜
は
形
成
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
表
面
保
護
層
の
形
成
は
期
待
で
き
な
い
半
面
、
脆
化
し
た
酸
化
被
膜
の
剥
離
に
よ

る
減
肉
も
生
じ
な
い
環
境
に
あ
る
。

　
上
記
よ
り
、
1
次
冷
却
系
に
使
用
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
２
次
冷
却
系
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
2
1
/
4
C
r－
1
M
o
鋼
）
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
で
は
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
・
コ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
は
生
じ
な
い
環
境
に
あ
る
。

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

（
S
T
B
A
2
4
）

１
次
主
冷
却
系

*
8
、
*
9

ク
リ
ー
プ
疲
労

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

（
S
T
B
A
2
4
）

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（
S
T
P
A
2
4
）

（
S
T
B
A
2
4
）

２
次
主
冷
却
系

２
次
補
助
冷
却
系

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

（
S
U
S
3
0
4
）

*
6
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

／
コ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

磨
耗
、
侵
食

２
次
主
冷
却
系

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

２
次
主
冷
却
系

２
次
補
助
冷
却
系

*
7
熱
時
効

１
次
主
冷
却
系

１
次
補
助
冷
却
系
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5. 長期保全計画 

高速実験炉「常陽」の保全計画は、高経年化に関する評価の結果、安全機能上問

題となるような経年変化傾向はないものの、腐食を中心とした定期的な監視、一部

更新等の必要性があるため、経年変化に関する技術的評価において経年変化事象と

して抽出し、保守点検実績調査、技術的評価を行った①放射線劣化、②腐食、③磨

耗、侵食、④熱時効、⑤クリープ、疲労、⑥応力腐食割れ、⑦絶縁劣化、⑧一般劣

化について、経年変化事象ごとに策定した。 

保全計画は、平成 17年度から平成 26年度までの 10ヵ年の長期保全計画となっ

ており、経年変化事象に対して機器の劣化調査、更新等が必要なものを対象として

いる。なお、一部の機器においては、既に平成 16年度に対策を実施しているもの

もあるが、計画の中に実施済も含めた。 

経年変化事象のうち、熱時効、クリープ、疲労については、経年変化に関する技

術的評価の結果、いずれも今後の構造材の継続使用に対して問題となることはない

と評価していることから、対象から除外した。また、応力腐食割れについては、施

設定期検査における自主検査を継続的に実施していくことで、構造健全性を確保し

ていくことができることから、保全計画から除外している。なお、長期保全計画に

は、安全機能上の重要度分類に該当しないその他の設備についても記載している。 

 

 (1) 放射線劣化 

表 5－1に放射線劣化に対する設備・機器の長期保全計画を示す。 

放射線劣化については、安全機能上の問題となることはないが、励磁コイル部

に絶縁材を有している電磁ポンプ等は、ガンマ線照射量が増大することで絶縁材

自体が硬くなって脆くなるため、今後絶縁劣化の進行が早まることも考えられる

ことから、監視を継続していく必要あるとともに、中性子検出器については、限

界中性子照射量を目安に定期的に交換する必要性があることから計画にあげてい

る。 

① 原子炉冷却系統施設 

1) サーベイランス試験（原子炉構造材、安全容器構造材） 
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１次冷却系の原子炉構造材等の冷却材バウンダリについては、サーベイラ

ンス試験の結果、原子炉容器では、設計寿命（原子炉運転時間 131,500時間）

における高速中性子照射量（E≧0.1MeV）の推定値である 3.48×1019n/cm2

の約 60倍の中性子照射を受けても、機械的強度特性が許容値を満足している

ことを確認できた。よって、今後は、高経年化に関する評価において考慮し

た中性子照射環境、ナトリウム環境と異なるような（運転管理値の逸脱等）

環境変化が生じて構造健全性に問題が生じるような場合に取出しを実施する

ものとする。また、安全容器についても、同様とする。 

2) 電磁ポンプ（１次補助系、オーバフロー系、１次 Na純化系） 

１次系に設置されている電磁ポンプ 3台については、次回の高経年化に関

する評価を実施するまでの間に開放点検を実施し、Naダクト部の健全性、コ

イル部絶縁体の放射線及び高温による劣化状況の確認を実施する。 

② 計測制御系統施設 

1) 核計装設備 

起動系及び中間系検出器に用いられている核分裂計数管は、中性子照射に

よりUO2が消耗して検出性能が劣化するため、定期的に交換する必要があり、

その交換目安は中性子照射量で約 3×1018n/cm2であることから、この値を目

安に今後とも計画的に交換を実施する。 

2) 燃料破損検出設備（FFD－DN法） 

FFD－DN法設備のうちBF3検出器は、その寿命がMK－Ⅱ（100MW）に

おいて積算出力で1×106MWh（約2.3×109n/cm2）であったが、MK－Ⅲ

（140MW）では定格出力運転中におけるバックグラウンドがMK－Ⅱの約2/3

となったことから、積算出力で2.1×106MWh（約2.3×109n/cm2）となり、

140MW定格出力で約625日（約60日×10サイクル）使用できることから、こ

れまでの1回/定検から変更して1回/2定検の頻度で交換を実施する。 

 

(2) 腐食 

表 5－2に腐食に対する設備・機器の長期保全計画を示す。 
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腐食については、安全機能上問題となるようなものはないものの、各系統に冷

却水を供給する補機冷却系統設備、この冷却水を使用している格納容器雰囲気調

整系を始めとした設備の腐食に対する監視のための定期的な肉厚測定、点検結果

及び肉厚測定結果に基づく設備の一部更新等の必要性の観点からあげている。 

① 原子炉冷却系統施設 

1) １次 Na純化系 

１次 Na純化系のコールドトラップ冷却用窒素ガス冷却器は、補機冷却系

統設備のうち補機系の冷却水を使用しているが、管板部における伝熱管等の

腐食が著しいため、更新する。なお、本件は、第 14回施設定期検査で更新す

ることが決定しており、設工認申請・認可等が終了し、平成 17年 2月現在製

作中である。 

2) ２次冷却材バウンダリ 

２次冷却系配管等の２次冷却材バウンダリについては、サーベイランス試

験の結果、原子炉運転時間 131,500時間でも機械的強度特性が許容値を満足

することがが確認できた。よって、今後は、高経年化に関する評価において

考慮したナトリウム環境と異なるような（運転管理値の逸脱等）環境変化が

生じて構造健全性に問題が生じるような場合には、取出しを実施するものと

する。 

主冷却器の空気流動部にある伝熱管は、原子炉運転中において外気に直接

さらされる部分であり、「常陽」の冷却材バウンダリ部で最も減肉量が大きい

箇所であることから、施設定期検査毎に肉厚測定を実施し、減肉速度を監視

する。 

3) ２次主冷却系 

主冷却機屋外排気ダクトは、MK－Ⅲ性能試験、第 1及び第 2サイクル運

転に伴い、塗料の剥離が著しくなったため、耐熱・防食塗装を実施する。 

② 原子炉格納施設 

1) 格納容器雰囲気調整系 

再循環空調機内は、構造上清掃、錆止め塗装を実施できない部分があり、
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その腐食は著しく進行しており、早急に更新計画を立案し、実行する。なお、

現在、平成 17年～平成 19年にかけて、設計、製作、据付を実施する予定で

ある。 

コンクリート遮へい体冷却系の窒素ガス冷却器は、平成 5年 10月に伝熱管

の肉厚測定を実施しており、減肉速度は約 0.08mm／年となり、第 13回施設

定期検査の平成 14年 12月時点で残り約 10年となっていることから、再度

詳細な伝熱管の肉厚測定を実施するとともに、その測定結果によっては第 2

回目の伝熱管更新を検討する。 

③ その他原子炉の附属施設 

1) 補機冷却系統設備 

補機冷却系等設備の配管は、屋外配管を中心として定期的な腐食状況の確

認と肉厚測定を実施し、減肉速度を把握する。なお、屋外に設置されている

配管及び建物地下の冷却水槽付近にある配管のサポート部においては、外面

腐食が問題であり、腐食状況を調査し、その結果により部分的な更新等を実

施する。 

補機冷却系等設備の冷却塔は、昭和 60年に更新してから約 18年が経過し

ており、屋外環境による腐食状況を調査し、その結果により部分的な補修等

を実施する。 

2) 原子炉附属建家空調換気設備 

１次冷却系電気室の空調機は、平成 10年に 1次主循環ポンプセルビウス制

御盤内の吸湿による絶縁劣化対策として設置したものである。この空調機の

屋外機が塩分による腐食が進行していることから、点検時において腐食状況

を調査し、その状況により、更新を実施する。 

3) 電源設備 

電源設備のうち非常用ディーゼル機関のオイルクーラは、定期的な分解検

査において冷却水による腐食の進行を確認している。腐食孔が発生した場合

潤滑油に冷却水が混入し、ディーゼル機関のピストンの焼き付きが生じ重大

な損傷を招く可能性があることから、更新を実施する。なお、現在行われて
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いる第14回施設定期検査の分解点検時において、更新を実施する予定である。 

非常用ディーゼル機関の冷却水槽については、定期的な内部ライニングの

健全性の確認と、水槽の肉厚測定を実施する。また、空気槽については、こ

れまでに実施していた定期的な内部腐食状況の確認に加えて、肉厚測定を実

施する。 

④ その他 

1) 原子炉建家・原子炉附属建家 

排気筒は、塗装を実施してから 12年が経過し、塗装の劣化、梯子及び踊場

の構造物劣化が著しいため、補修及び塗装を平成 17年 2月～3月に実施した。 

2) ボイラ設備 

ボイラ設備は、約 28年使用してきており、腐食及び劣化が著しいことから、

平成 17年度に腐食状況調査のため、煙管の一部を脱管し、肉厚測定を実施す

る。なお、その肉厚測定結果から煙管の更新を判断する。 

3) クレーン設備 

主冷却機建家東側及び西側に設置されているクレーン A、Bは、約 28年使

用してきているが、主送風機に外気を取り入れる風洞室に設置されているこ

とから、環境が悪く腐食が著しいことから、腐食状況により、手入れ、部品

交換又は更新を実施する。 

4) 主冷却機建家空調換気設備 

主冷却機建家空調換気設備のガラリ及び外気取入フィルタ支持枠は、塩害

による塗装の剥離、腐食が著しいことから、更新を実施する。なお、外気取

入フィルタ支持枠については、平成 16年度に実施した。 

 

(3) 磨耗、侵食 

表 5－3に磨耗、侵食に対する設備･機器の長期保全計画を示す。 

エロージョン／コロージョンについては、今後とも２次系機器・配管の流動ナ

トリウムによる減肉、ボイラ設備蒸気配管の蒸気による減肉が問題となることは

ないと評価していることから、対象から除外した。 
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磨耗については、これまでと同様に施設定期検査における分解点検時において

消耗部品を交換することで構成部品の磨耗対策を実施していく観点からあげてい

る。 

① その他原子炉の附属施設 

1) 電源設備 

非常用ディーゼル発電機機関は、シリンダライン等主要部品が無負荷運転

による温度分布の不均一により偏磨耗が生じるため、部品を交換する。 

 ② 全般 

格納容器雰囲気調整系のフレオン冷凍機圧縮機は、軸受、シャフト等の磨

耗による部品交換を実施する。 

ポンプ、圧縮機及び駆動用電動機等の機器等については、これまでと同様

に分解点検時に軸受、Oリング、ガスケット、オイルシール等の消耗部品を

交換することで構成部品の磨耗対策を継続して実施する。 

 

 (4) 絶縁劣化 

表 5－4に絶縁劣化に対する設備・機器の長期保全計画を示す。 

絶縁劣化については、絶縁補強を定期的に行っていても、長期使用により絶縁

材自体が硬化し、脆くなってきていることも考えられ、その後の劣化の進行が早

まることも想定される。よって、回転機器の駆動用電動機、発電機等については、

定期的な蒸気洗浄、ワニス処理により電動機の絶縁状態を維持する必要があるこ

と、長期使用しているものなどは、絶縁抵抗測定、絶縁診断結果等より、更新を

計画する必要があることからあげている。 

① 原子炉冷却系統施設 

1) 高圧駆動用電動機（1次主冷却系、２次主冷却系、予熱窒素ガス系） 

MK－Ⅲ冷却系改造工事で交換した１次主循環ポンプ、２次主循環ポンプ及

び主送風機用のうち、環境による絶縁劣化対策のため密閉型とした２次主循

環ポンプ、設置環境が良い１次主循環ポンプについては、これまでの経験を

生かして製作から約 20年までは、計画的に絶縁診断、絶縁補強対策（蒸気洗
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浄、ワニス処理）により維持し、それ以後は絶縁劣化状況により更新を計画

する。一方、設置環境が悪く、かつ、開放型である主送風機については、製

造から約 15年までは、計画的に絶縁診断、絶縁補強対策により維持し、更新

時期はポンプより早めに計画するが、その時期は早くて平成 27年頃になる。 

予熱窒素ガスブロワの駆動用電動機は、MK－Ⅲ冷却系改造工事が開始する

前に一度絶縁補強対策を実施しているが、電動機自体が設置から約 28年経過

していることから、定期的な絶縁抵抗測定を実施し、絶縁劣化状況を調査し、

その結果に基づき更新時期を判断する。 

2) 電磁ポンプ 

２次系に設置されている電磁ポンプ 2台については、定期的に開放点検を

実施し、Naダクト部の健全性、コイル部絶縁体の塩害による劣化状況の確認

を実施する。 

１次系に設置されている電磁ポンプ 3台、２次系に設置されている電磁ポ

ンプ 2台の誘導電圧調整器は、設置から約 28年経過していることから、定期

的な点検及び絶縁抵抗測定を実施し、部品劣化及び絶縁劣化状況を調査し、

その結果に基づき更新時期を判断する。 

 

3) 冷却系補機の駆動用電動機 

冷却系補機の駆動用電動機は、設置環境を勘案して計画的な更新を実施す

る。なお、冷却系補機とは、１次主循環ポンプ用潤滑油ポンプ、１次コール

ドトラップ冷却窒素ガスブロワ、２次主循環ポンプ潤滑油ポンプ、２次補助

電磁ポンプ用冷却ブロワ、２次 Na純化電磁ポンプ用冷却ブロワ、予熱窒素

ガスブロワ用オイルポンプ及び軸封ボルテックスブロワである。なお、１次

コールドトラップ冷却窒素ガスブロワの駆動用電動機については、現在行わ

れている第 14回施設定期検査の中で更新を実施する。 

② 放射性廃棄物の廃棄施設 

1) 廃気処理設備 

廃ガス圧縮機駆動用電動機は、非常用である C号機について設置から約 28
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年経過していることから、更新を実施する。なお、常用機である A号機及び

B号機は、第 11回施設定期検査で更新している。 

③ 原子炉格納施設 

1) 格納容器雰囲気調整系 

フレオン冷凍機の高圧駆動用電動機、冷媒ポンプ用駆動用電動機 3台は、

設置から約 28年経過していることから、更新を実施する。なお、平成 17年

～平成 19年頃に交換する予定である。 

④ その他原子炉の附属施設 

1) 電源設備 

非常用ディーゼル発電機は、製造から約 28年が経過しており、これまでは

部分的な表層面の絶縁補強を行ってきたが、約 20年で絶縁材自体が硬くて脆

くなるため、それまで表面部のみで発生していた絶縁劣化が巻線の絶縁内層

部まで進行し、表面処理的な絶縁補強では回復できなくなるため、予防保全

の観点から更新する。 

電源設備の遮断器は、第 13回施設定期検査において、ほとんどのものが平

成 13年製に更新されているが、「常陽」建設後に増設された遮断器（1A M/C

の第二使用済燃料貯蔵建家用と廃棄物処理建家用）については、製造後 15年

であったことから更新しなかったため、約 25年超過となる平成 25年頃（第

20回施設定期検査）までに更新する。 

電源設備の各パワーセンタに設置されている乾式変圧器は、昭和 48年に製

造されたもので使用開始から約 30年が経過していることから更新する。 

2) 圧縮空気供給設備 

圧縮機駆動用電動機は、設置から約 28年経過していることから更新する。 

 

(5) 一般劣化 

表 5－5に一般劣化に対する設備・機器の長期保全計画を示す。 

一般劣化については、躯体以外は計算機、計装品、電源設備の電気部品等であ

り、これらについては劣化具合に左右されるのではなく、計装品等の製造中止か
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ら、ある年数が経過すると部品の供給が停止されるために、故障時に計装品の修

理ができなくなるためである。よって、部品の供給が可能な時期までは補修を実

施し、部品供給が停止した段階で計装品自体を順次更新する。 

以下に、一般劣化の主なものを示す。 

① 計算機 

燃料取扱設備制御計算機は、MK－Ⅲ関連で燃料取扱設備の自動化を実施し

た際に更新しているが、平成 24年頃には使用から 10年が経過し、故障時の部

品供給等ができなくなる可能性があることから、更新を計画する。 

② 計装品 

NaK圧力計の変換器は、設置以来 28年が経過しており、電気部品の劣化が

進んできているが、NaK圧力計用に特別に製作されたもので既に交換部品がな

いため、変換器の製作、更新を計画する。 

計装品については、いずれの計装設備とも電解コンデンサ、インクチューブ、

インクタンクなど経年劣化するもの、消耗品等について定期的に交換を実施し、

製造中止から 5 年程度で部品供給が停止することから、故障頻度が多くなって

きた計器については更新を計画する。 

 

③ 電源設備 

電源設備の蓄電池は、電解液の比重、温度状態等の状況によって異なるもの

の期待寿命 10～14年程度であり、製造から約 19～20年が経過したものから更

新を計画する。なお、7Dについては、平成 18年に更新する予定である。 

電源設備の無停電電源装置（整流器等）は、一般劣化、電気部品の生産中止

等により、部品交換等が不可能になる前に更新する。 

④ 弁 

フレオン冷媒系隔離弁は、弁シート等の構成部品が長期使用により劣化して

いることから、第 14回施設定期検査において弁の分解点検を行い、部品交換を

実施した。 

格納容器真空破壊系隔離弁は、テフロン製の弁座をはじめとした部品が長期
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使用により劣化していることから、弁の漏洩率試験を実施した結果により交換

を判断する。 

⑤ 躯体 

原子炉建家・原子炉附属建家、主冷却機建家、メンテナンス建家は、建設か

ら 30年が経過しており、MK－Ⅲ冷却系改造工事の際に実施した主冷却機建家

の一部躯体のシュミットハンマ法によるコンクリート強度測定では、初期設計

値を満足していることを確認したが、外気環境にさらされている外壁周りにつ

いては、更にコンクリート劣化調査、鉄筋腐食調査等を実施する。 
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実
施
内
容

実
施
時
期

容
器

劣
化
調
査

１
次
冷
却
系

原
子
炉
容
器

原
子
炉
構
造
材
の
余
寿
命
評
価
を
行

う
た
め
の
中
性
子
照
射
効
果
デ
ー
タ

を
採
取

28
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
（
炉
心
位
置
、
燃
料
貯

蔵
ラ
ッ
ク
位
置
、
材
料
照
射
ラ
ッ
ク
位
置
の
試

験
片
取
出
し
、
機
械
試
験
）

高
経
年
化
評
価
で
考
慮
し
た
中
性
子
照
射
環
境
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
環
境
と
異
な
る
よ
う
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
構

造
健
全
性
に
問
題
が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
取
出
し
を

実
施
す
る
。

容
器

劣
化
調
査

安
全
容
器
呼
吸
系

安
全
容
器

安
全
容
器
構
造
材
の
中
性
子
照
射

効
果
デ
ー
タ
の
採
取

28
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
（
安
全
容
器
位
置
の
試

験
片
取
出
し
、
機
械
試
験
）

高
経
年
化
評
価
で
考
慮
し
た
中
性
子
照
射
環
境
と
異

な
る
よ
う
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
構
造
健
全
性
に
問

題
が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
取
出
し
を
実
施
す
る
。

電
磁

ポ
ン
プ

劣
化
調
査

１
次
補
助
系

１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ

電
磁
ポ
ン
プ

N
a ダ
ク
ト
及
び
コ
イ
ル
の

放
射
線
、
高
温
に
よ
る
劣
化
の
確
認

28
開
放
点
検
。

１
次
N
a純
化
系
の
開
放
点
検
結
果
を
踏
ま
え

て
実
施
の
有
無
を
決
定
す
る
。

中
長
期

電
磁

ポ
ン
プ

劣
化
調
査

１
次
N
a純
化
系

１
次
N
a純
化
電
磁
ポ
ン
プ

電
磁
ポ
ン
プ

N
a ダ
ク
ト
及
び
コ
イ
ル
の

放
射
線
、
高
温
に
よ
る
劣
化
の
確
認

28
開
放
点
検

短
期

電
磁

ポ
ン
プ

劣
化
調
査

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ

電
磁
ポ
ン
プ

N
a ダ
ク
ト
及
び
コ
イ
ル
の

放
射
線
、
高
温
に
よ
る
劣
化
の
確
認

28
開
放
点
検

長
期

計
装
品

更
新

13
起
動
系
中
性
子
検
出
器
（
C
H
1
）
の
更
新

（
更
新
目
安
値
：
3
×
1
0
1
8
n
/
cm
2
）

中
長
期

計
装
品

更
新

18
起
動
系
中
性
子
検
出
器
（
C
H
2
）
の
更
新

（
更
新
目
安
値
：
3
×
1
0
1
8
n
/
cm
2
）

中
長
期

計
装
品

更
新

11
中
間
系
中
性
子
検
出
器
（
C
H
3
）
の
更
新

（
更
新
目
安
値
：
3
×
1
0
1
8
n
/
cm
2
）

中
長
期

計
装
品

更
新

13
中
間
系
中
性
子
検
出
器
（
C
H
4
）
の
更
新

（
更
新
目
安
値
：
3
×
1
0
1
8
n
/
cm
2
）

中
長
期

計
装
品

更
新

11
中
間
系
中
性
子
検
出
器
（
C
H
5
）
の
更
新

（
更
新
目
安
値
：
3
×
1
0
1
8
n
/
cm
2
）

中
長
期

計
装
品

更
新

燃
料
破
損
検
出
設

備
F
F
D
-
D
N
法
B
F
3
検
出
器

B
F3
検
出
器
の
劣
化

10
B
F
3
検
出
器
の
更
新

（
更
新
目
安
値
：

定
格
出
力
運
転
日
数
約
6
2
5
日
）

中
長
期

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

核
計
装
設
備

計
測
制
御
系

統
施
設

原
子
炉
運
転
に
よ
り
中
性
子
検
出
器

が
劣
化
す
る
た
め
照
射
量
に
よ
り
定

期
的
に
交
換

中
間
系
中
性
子
検
出
器

原
子
炉
運
転
に
よ
り
中
性
子
検
出
器

が
劣
化
す
る
た
め
照
射
量
に
よ
り
定

期
的
に
交
換

起
動
系
中
性
子
検
出
器

原
子
炉
冷
却

系
統
施
設

長
期
保
全
計
画

表
5－

1　
放
射
線
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

種
類

施
設

区
分

系
統
名

機
器
名

実
施
理
由

機
器

種
別
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実
施
内
容

実
施
時
期

熱
交
換
器

更
新

１
次

N
a 純
化
系

1 次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
窒
素
ガ

ス
冷
却
器

１
次
系
の
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
冷
却
用

の
窒
素
ガ
ス

/ 水
熱
交
換
式
の
冷
却
器

の
伝
熱
管
及
び
管
板
の
経
年
化
に
よ

る
腐
食
・
減
肉

28
1 次
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の

更
新
（
保
守
性
改
善
観
点
か
ら
機
器
の
配
置

等
の
改
善

)
短
期

熱
交
換
器
腐
食
調
査

予
熱
窒
素
ガ
ス
系

予
熱
窒
素
ガ
ス
系
オ
イ
ル

ク
ー
ラ

冷
却
水
環
境
に
よ
る
腐
食

28
点
検
時
に
腐
食
状
況
を
調
査
し
、
オ
イ
ル
ク
ー

ラ
の
更
新
実
施
時
期
を
判
断
す
る
。

短
期

配
管

腐
食
調
査

２
次
主
冷
却
系
配
管

２
次
冷
却
系
配
管
材
の
余
寿
命
評
価

を
行
う
た
め
の
N
a浸
漬
効
果
デ
ー
タ

を
採
取

28
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
（
ホ
ッ
ト
レ
グ
配
管
位

置
、
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク
位
置
の
試
験
片
取

出
し
、
機
械
試
験
）

高
経
年
化
評
価
で
考
慮
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
と
異
な

る
よ
う
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
構
造
健
全
性
に
問
題

が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
取
出
し
を
実
施
す
る
。

熱
交
換
器
腐
食
調
査

主
冷
却
器

外
気
環
境
に
よ
る
腐
食
傾
向
の
把
握

2
超
音
波
厚
さ
計
を
用
い
て
伝
熱
管
の
フ
ィ
ン
な

し
部
の
肉
厚
測
定
を
実
施

1
回
／
定
検

熱
交
換
器

補
修

主
冷
却
器
排
気
ダ
ク
ト

塗
料
の
剥
離
が
著
し
く
、
防
食
を
行
う

た
め
。

28
塗
装
　

4
ダ
ク
ト
に
つ
い
て
ケ
レ
ン
を
行
い
、
耐
熱
・
防
食

塗
料
を
塗
布
す
る
。

短
期

容
器

腐
食
調
査

２
次
N
a充
填
ド
レ
ン

系
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

ダ
ン
プ
タ
ン
ク
構
造
材
の
余
寿
命
評

価
を
行
う
た
め
の
N
a浸
漬
効
果
デ
ー

タ
を
採
取

28
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
試
験
（
ダ
ン
プ
タ
ン
ク
位
置

の
試
験
片
取
出
し
、
機
械
試
験
）

高
経
年
化
評
価
で
考
慮
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
環
境
と
異
な

る
よ
う
な
環
境
変
化
が
生
じ
て
構
造
健
全
性
に
問
題

が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
取
出
し
を
実
施
す
る
。

補
機
系
冷
却
水
環
境
に
よ
る
腐
食
傾

向
の
把
握

15
代
表
伝
熱
管
の
脱
管
に
よ
る
腐
食
調
査
又
は

伝
熱
管
の
渦
流
探
傷
検
査
等
を
用
い
た
肉
厚

測
定
等
の
実
施
（
1
回
／
2
定
検
）

1
回
／
2
定
検

遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷
却
系
の
冷
却
器

伝
熱
管
の
腐
食

15
遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷
却
系
の
窒
素
ガ
ス
冷
却

器
（
2
台
）
を
交
換
。
た
だ
し
、
伝
熱
管
の
肉
厚

測
定
結
果
に
よ
り
、
更
新
範
囲
及
び
更
新
時

期
を
判
断
す
る
。

中
長
期

熱
交
換
器

更
新

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
冷
却
器
凝
縮
水
に
よ
る
腐
食

28
窒
素
雰
囲
気
再
循
環
冷
却
器
（
2 台
）
の
更
新

短
期

熱
交
換
器
腐
食
調
査

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室

冷
却
器

凝
縮
水
に
よ
る
腐
食

28
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
（
2
台
）

の
更
新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
更
新
範

囲
を
判
断
す
る
。

短
期

熱
交
換
器
腐
食
調
査

回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器

凝
縮
水
に
よ
る
腐
食

28
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
（
1
台
）
の
更
新
。
た
だ

し
、
点
検
結
果
に
よ
り
更
新
範
囲
を
判
断
す

る
。

短
期

腐
食
調
査

熱
交
換
器

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

原
子
炉
冷
却

系
統
施
設

２
次
主
冷
却
系

遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷
却
系
窒

素
ガ
ス
冷
却
器

格
納
容
器
雰
囲
気

調
整
系

原
子
炉
格
納

施
設

長
期
保
全
計
画

表
5 －

2 （
1 ／

3 ）
　
腐
食
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

種
類

施
設

区
分

系
統
名

機
器
名

実
施
理
由

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

機
器

種
別
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実
施
内
容

実
施
時
期

配
管

腐
食
調
査

冷
却
水
環
境
に
よ
る
内
面
腐
食
、
屋

外
環
境
に
よ
る
腐
食
傾
向
の
把
握

28
超
音
波
厚
さ
計
を
用
い
て
冷
却
水
配
管
及
び

弁
の
肉
厚
測
定
を
実
施

1
回
／
2
定
検

配
管

腐
食
調
査

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
交
換

(配
管
、
バ
ル
ブ
、
支
持

材
等
の
部
分
交
換

)。
た
だ
し
、
腐
食
状
況
調

査
結
果
に
よ
り
交
換
範
囲
を
判
断
す
る
。

中
長
期

配
管

腐
食
調
査

補
機
系
交
換

(配
管
、
バ
ル
ブ
、
支
持
材
等
の

部
分
交
換

)。
た
だ
し
、
腐
食
状
況
調
査
結
果

に
よ
り
交
換
範
囲
を
判
断
す
る
。

中
長
期

配
管

腐
食
調
査

空
調
系
交
換

( 配
管
、
バ
ル
ブ
、
支
持
材
等
の

部
分
交
換

) 。
た
だ
し
、
腐
食
状
況
調
査
結
果

に
よ
り
交
換
範
囲
を
判
断
す
る
。

中
長
期

熱
交
換
器

冷
却
水
環
境
に
よ
る
内
面
腐
食
、
屋

外
環
境
に
よ
る
腐
食
傾
向
の
把
握

19
外
観
検
査
、
超
音
波
厚
さ
計
等
を
用
い
て
腐

食
状
況
を
詳
細
に
調
査

短
期

熱
交
換
器

空
調
系
冷
却
塔
の
補
修
又
は
部
分
更
新
。
た

だ
し
、
腐
食
状
況
調
査
結
果
に
よ
り
判
断
す

る
。

中
長
期

熱
交
換
器

補
機
系
冷
却
塔
の
補
修
又
は
部
分
更
新
。
た

だ
し
、
腐
食
状
況
調
査
結
果
に
よ
り
判
断
す

る
。

中
長
期

熱
交
換
器

Ｄ
／
Ｇ
冷
却
塔
の
補
修
又
は
部
分
更
新
た
だ

し
、
腐
食
状
況
調
査
結
果
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

熱
交
換
器
腐
食
調
査

原
子
炉
附
属
建
家

空
調
換
気
設
備

1次
冷
却
系
電
気
室
（
A

40
3)

空
調
室
外
機

室
外
機
の
劣
化
に
よ
る
、
空
調
機
能

低
下
。
室
温
高
に
よ
る

1 次
主
ポ
ン
プ

制
御
装
置
の
誤
作
動
。

6
1
次
冷
却
系
電
気
室
（
A
4
0
3
)空
調
室
外
機
の

更
新
。
た
だ
し
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
点

検
結
果
に
よ
り
判
断
す
る
。

短
期

熱
交
換
器

更
新

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
用

オ
イ
ル
ク
ー
ラ

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
用
オ
イ
ル

ク
ー
ラ
の
冷
却
水
側
の
腐
食
。

28
非
常
用
デ
ー
ゼ
ル
機
関
用
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
の

更
新
。

短
期

容
器

腐
食
調
査

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
用

冷
却
水
水
槽

冷
却
水
槽
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
劣
化
及

び
内
面
腐
食
。

28
冷
却
水
槽
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
に
亀
裂
が
無
い
こ
と

を
確
認
。
超
音
波
厚
み
計
等
を
用
い
て
冷
却

水
槽
の
肉
厚
測
定
の
実
施
。

1
回
／
2
定
検

容
器

腐
食
調
査

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
用

空
気
槽

空
気
槽
の
内
面
腐
食
。

28
超
音
波
厚
み
計
等
を
用
い
て
空
気
槽
の
肉
厚

測
定
の
実
施
。

1
回
／
2
定
検

熱
交
換
器
腐
食
調
査

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
用

イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
用
イ
ン

タ
ー
ク
ー
ラ
の
冷
却
水
側
の
腐
食
。

28
非
常
用
デ
ー
ゼ
ル
機
関
用
イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ

の
更
新
。
た
だ
し
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
点

検
結
果
に
よ
り
判
断
す
る
。

短
期

腐
食
調
査

長
期
保
全
計
画

非
常
用
発
電
機
系
、
補
機
系
、
空
調

系
冷
却
水
系
屋
外
配
管
外
面
腐
食

及
び
停
滞
配
管
部
の
内
面
腐
食

28

補
機
系
冷
却
塔
の
塩
害
に
よ
る
腐
食

19

冷
却
水
配
管

冷
却
塔

系
統
名

電
源
設
備

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

機
器

種
別

補
機
冷
却
設
備

そ
の
他
原
子

炉
の
附
属
施

設

表
5 －

2 （
2 ／

3 ）
　
腐
食
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

種
類

施
設

区
分

機
器
名

実
施
理
由

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数
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実
施
内
容

実
施
時
期

躯
体

補
修

原
子
炉
建
家
・
原
子

炉
附
属
建
家

ス
タ
ッ
ク
の
塗
装

ス
タ
ッ
ク
塗
装
が
経
年
劣
化
し
、
昇
降

の
安
全
上
問
題
が
あ
る
。

28
塗
装
　

12
ス
タ
ッ
ク
塗
装

短
期

容
器

ボ
イ
ラ
設
備
の
う
ち
煙
管
に
つ
い
て
腐

食
調
査

28
内
面
燃
焼
ガ
ス
、
外
面
水
環
境
に
あ
る
煙
管

の
脱
管
を
行
い
、
肉
厚
測
定
を
実
施
。

短
期

容
器

ボ
イ
ラ
設
備
の
腐
食
及
び
劣
化
（
耐

用
年
数
）

28
ボ
イ
ラ
炉
筒
は
再
使
用
し
、
新
規
煙
管
及
び

バ
ー
ナ
部
を
更
新

(3
台

) 。
煙
管
肉
厚
測
定
結

果
に
よ
り
判
断
す
る
。

短
期

配
管

腐
食
調
査

蒸
気
配
管

蒸
気
配
管
の
腐
食
調
査

28
蒸
気
配
管
の
肉
厚
測
定

1
回
／
5
年

ク
レ
ー
ン
腐
食
調
査

腐
食
状
況
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
ク
レ
ー

ン
A
の
部
品
交
換
、
更
新
を
実
施
す
る

中
長
期

ク
レ
ー
ン
腐
食
調
査

腐
食
状
況
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
ク
レ
ー

ン
B
の
部
品
交
換
、
更
新
を
実
施
す
る

中
長
期

躯
体

補
修

主
冷
却
機
建
家
空

調
換
気
設
備

外
気
取
入
フ
ィ
ル
タ
支
持
枠

外
気
取
入
フ
ィ
ル
タ
支
持
枠
の
塩
害

に
よ
る
腐
食

28
外
気
取
入
フ
ィ
ル
タ
支
持
枠
等
の
補
修
又
は

更
新

短
期

躯
体

補
修

主
冷
却
機
建
家
空

調
換
気
設
備

ガ
ラ
り

ガ
ラ
り
の
塩
害
に
よ
る
腐
食

28
主
冷
空
調
外
気
取
入
・
排
気
ガ
ラ
り
等
の
補

修
又
は
更
新

短
期

フ
ァ
ン

腐
食
調
査

送
風
機

外
気
環
境
に
よ
る
腐
食

28
空
調
フ
ァ
ン
（
1台
）
の
補
修
又
は
更
新
。
た
だ

し
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
点
検
調
査
結
果

に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

熱
交
換
器
腐
食
調
査

冷
却
塔

冷
却
塔
の
屋
外
環
境
に
よ
る
腐
食

28
冷
却
塔
（
1台
）
の
補
修
又
は
更
新
。
た
だ
し
、

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
点
検
調
査
結
果
に
よ

り
判
断
す
る
。

中
長
期

フ
ィ
ル
タ
腐
食
調
査

エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト

外
気
環
境
に
よ
る
腐
食

28
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
1台
）
の
補
修
又
は
更
新
。

た
だ
し
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
点
検
調
査

結
果
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

長
期
保
全
計
画

ボ
イ
ラ
本
体

腐
食
調
査

主
冷
却
機
建
家
ク
レ
ー
ン
の

更
新

建
家
ク
レ
ー
ン
の
腐
食
に
よ
る
劣
化

系
統
名

機
器
名

実
施
理
由

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

表
5 －

2 （
3 ／

3 ）
　
腐
食
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

そ
の
他

ク
レ
ー
ン

機
器

種
別

種
類

施
設

区
分

運
転
管
理
棟
空
調

給
排
水
設
備

ボ
イ
ラ
設
備

28
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実
施
内
容

実
施
時
期

非
常
用

D
G

部
品
交
換
そ
の
他
原
子

炉
の
附
属
施

設
電
源
設
備

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
吸
気
弁

及
び
排
気
弁
、
弁
座
の
磨
耗

28
非
常
用
デ
ー
ゼ
ル
機
関
の
吸
気
弁
及
び
排

気
弁
、
弁
座
の
交
換

短
期

部
品
交
換

格
納
容
器
雰
囲
気

調
整
系

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
圧
縮
機
部
品
の
磨

耗
28

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
（
2 台
）
の
部
品
交
換

短
期

部
品
交
換

全
般

回
転
機
器

摺
動
に
よ
る
磨
耗

－
軸
、
軸
受
、
シ
ー
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
等
の
交
換

各
回
転
機
器
の
施
設
定
期
検
査
頻
度
毎

長
期
保
全
計
画

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

フ
ァ
ン

圧
縮
機

ポ
ン
プ

全
般

表
5 －

3 　
磨
耗
、
侵
食
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

種
類

施
設

区
分

系
統
名

機
器
名

機
器

種
別

実
施
理
由

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数
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実
施
内
容

実
施
時
期

電
動
機

（
高
圧
）
劣
化
調
査

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ

高
圧
駆
動
用
電
動
機
コ
イ
ル
の
絶
縁

劣
化
の
診
断

( 誘
電
正
接
試
験
や
直

流
吸
収
試
験

) と
絶
縁
補
強

( エ
ポ
キ

シ
含
浸

)

2
絶
縁
診
断
、
絶
縁
補
強

・
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
：
2 台

中
長
期

電
動
機

更
新

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
用
潤
滑

油
ポ
ン
プ

経
年
化
に
よ
る
巻
線
の
絶
縁
劣
化

28
1 次
主
ポ
ン
プ
用
潤
滑
油
ポ
ン
プ
駆
動
用
電

動
機
（
4 台
）
の
更
新

短
期

電
動
機

更
新

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
用
潤
滑

油
冷
却
フ
ァ
ン

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

16
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
用
潤
滑
油
冷
却
フ
ァ
ン

駆
動
用
電
動
機
（
2 台
）
の
更
新

短
期

電
動
機

（
高
圧
）
劣
化
調
査

２
次
主
循
環
ポ
ン
プ

高
圧
駆
動
用
電
動
機
コ
イ
ル
の
絶
縁

劣
化
の
診
断

( 誘
電
正
接
試
験
や
直

流
吸
収
試
験

) と
絶
縁
補
強

( エ
ポ
キ

シ
含
浸

)

2
絶
縁
診
断
、
絶
縁
補
強

・
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
：
2 台

中
長
期

電
動
機

劣
化
調
査

２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
抵
抗
器

盤
冷
却
フ
ァ
ン

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

2
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
抵
抗
器
盤
冷
却
フ
ァ
ン

駆
動
用
電
動
機
（
4 台
）
の
更
新
。
た
だ
し
、
絶

縁
抵
抗
測
定
結
果
等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

劣
化
調
査

２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
抵
抗
器

盤
放
熱
用
軸
流
フ
ァ
ン

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

2
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
抵
抗
器
盤
放
熱
用
軸
流

フ
ァ
ン
電
動
機
（
４
台
）
の
更
新
。
た
だ
し
、
絶

縁
抵
抗
測
定
結
果
等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

劣
化
調
査

２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
用
潤
滑

油
ポ
ン
プ

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

7
２
次
主
ポ
ン
プ
用
潤
滑
油
ポ
ン
プ
駆
動
用
電

動
機
（
4 台
）
の
更
新
。
た
だ
し
、
絶
縁
抵
抗
測

定
結
果
等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

劣
化
調
査

２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
用
潤
滑

油
冷
却
フ
ァ
ン

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

3
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
用
潤
滑
油
冷
却
フ
ァ
ン

駆
動
用
電
動
機
（
4 台
）
の
更
新
。
た
だ
し
、
絶

縁
抵
抗
測
定
結
果
等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

（
高
圧
）
劣
化
調
査

主
送
風
機

高
圧
駆
動
用
電
動
機
コ
イ
ル
の
絶
縁

劣
化
の
診
断

( 誘
電
正
接
試
験
や
直

流
吸
収
試
験

) と
絶
縁
補
強

( エ
ポ
キ

シ
含
浸

)

2

絶
縁
診
断
、
絶
縁
補
強

・
主
送
風
機
　
：
 4
台

絶
縁
状
態
に
よ
り
主
送
風
機
は
、
第

21
回
定

検
頃
に
更
新
を
予
定

中
長
期

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

長
期
保
全
計
画

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

機
器

種
別

表
5 －

4 （
1 ／

3 ）
　
絶
縁
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

種
類

施
設

区
分

系
統
名

機
器
名

実
施
理
由

１
次
主
冷
却
系

原
子
炉
冷
却

系
統
施
設

２
次
主
冷
却
系
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実
施
内
容

実
施
時
期

劣
化
調
査

２
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ

N
aダ
ク
ト
及
び
コ
イ
ル
の
高
温
、
塩
分

(2
次
系

)に
よ
る
劣
化
の
確
認

28
開
放
点
検
。
た
だ
し
、
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果

等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

劣
化
調
査

２
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導

電
圧
調
整
器
（
IV

R
）

電
磁
ポ
ン
プ
の
流
量
制
御
用

IＶ
Ｒ
の

絶
縁
劣
化

28
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV
R
）
の
更

新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
更
新
の
有
無

を
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

更
新

２
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
用
冷

却
ブ
ロ
ワ

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

28
2次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ブ
ロ
ワ
（
2台
）
の

更
新

中
長
期

電
動
機

更
新

補
助
送
風
機

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

28
補
助
送
風
機
の
更
新

短
期

劣
化
調
査

２
次
N
a純
化
電
磁
ポ
ン
プ

N
aダ
ク
ト
及
び
コ
イ
ル
の
高
温
、
塩
分

(2
次
系

)に
よ
る
劣
化
の
確
認

28
開
放
点
検
た
だ
し
、
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果
等

に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

劣
化
調
査

２
次

N
a純
化
電
磁
ポ
ン
プ
誘

導
電
圧
調
整
器
（
IV

R
）

電
磁
ポ
ン
プ
の
流
量
制
御
用

IＶ
Ｒ
の

絶
縁
劣
化

28
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV
R
）
の
更

新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
更
新
の
有
無

を
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

更
新

２
次
N
a純
化
電
磁
ポ
ン
プ
用

冷
却
ブ
ロ
ワ

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

3
２
次

N
a 純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ブ
ロ
ワ
の

更
新

中
長
期

電
磁

ポ
ン
プ

劣
化
調
査

１
次
補
助
系

１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ

誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV

R
）

電
磁
ポ
ン
プ
の
流
量
制
御
用

IＶ
Ｒ
の

絶
縁
劣
化

28
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV
R
）
の
更

新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
更
新
の
有
無

を
判
断
す
る
。

中
長
期

電
磁

ポ
ン
プ

劣
化
調
査

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ

誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV

R
）

電
磁
ポ
ン
プ
の
流
量
制
御
用

IＶ
Ｒ
の

絶
縁
劣
化

28
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV
R
）
の
更

新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
更
新
の
有
無

を
判
断
す
る
。

中
長
期

電
磁

ポ
ン
プ

劣
化
調
査

１
次

N
a純
化
電
磁
ポ
ン
プ

誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV

R
）

電
磁
ポ
ン
プ
の
流
量
制
御
用

IＶ
Ｒ
の

絶
縁
劣
化

28
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導
電
圧
調
整
器
（
IV
R
）
の
更

新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
更
新
の
有
無

を
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

更
新

１
次
C
T
冷
却
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ

ワ
経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

28
１
次
C
T
冷
却
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動

機
の
更
新

短
期

電
動
機

更
新

１
次
C
T
冷
却
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ

ワ
駆
動
用
電
動
機
冷
却
フ
ァ

ン

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

28
１
次
C
T
冷
却
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動

機
冷
却
フ
ァ
ン

短
期

長
期
保
全
計
画

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

電
磁

ポ
ン
プ

種
類

施
設

区
分

系
統
名

原
子
炉
冷
却

系
統
施
設

１
次
N
a純
化
系

表
5 －

4 （
2 ／

3 ）
　
絶
縁
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

機
器

種
別

電
磁

ポ
ン
プ

実
施
理
由

２
次
N
a純
化
系

機
器
名

２
次
補
助
系

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
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実
施
内
容

実
施
時
期

電
動
機

（
高
圧
）
劣
化
調
査

予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

28
予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機
（
2

台
）
の
交
換
。
た
だ
し
、
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果

等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

更
新

予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
用
油

ポ
ン
プ

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

28
予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
用
油
ポ
ン
プ
駆
動
用

電
動
機
（
2
台
）
の
更
新

中
長
期

電
動
機

劣
化
調
査

予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
軸
封

用
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
ブ
ロ
ワ

経
年
化
に
よ
る
駆
動
用
電
動
機
の
巻

線
の
絶
縁
劣
化

13
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機
（
2
台
）

の
更
新
。
た
だ
し
、
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果
等

に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
動
機

更
新

放
射
性
廃
棄

物
の
廃
棄
施

設
廃
気
処
理
設
備

廃
ガ
ス
圧
縮
機

経
年
化
に
よ
る
巻
線
の
絶
縁
劣
化

28
C
号
機
駆
動
電
動
機
の
更
新

短
期

電
動
機

（
高
圧
）

更
新

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機

経
年
化
に
よ
る
巻
線
の
絶
縁
劣
化

28
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
（
2

台
）
の
更
新

短
期

電
動
機

更
新

冷
媒
ポ
ン
プ

経
年
化
に
よ
る
巻
線
の
絶
縁
劣
化

28
一
体
型
冷
媒
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機
（
3台
）

の
更
新

短
期

発
電
機

更
新

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
絶
縁

劣
化

28
発
電
機
交
換
、
制
御
設
備
及
び
付
属
機
器
等

(2
台

)交
換
。
た
だ
し
、
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果

等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
源
設
備

更
新

1
A
 M
/
C
遮
断
器

（
第
二
S
F
F
、
JW
T
F
）

遮
断
器
構
成
部
品
の
絶
縁
劣
化
、
部

品
の
磨
耗

15
遮
断
器
２
台
の
更
新

長
期

電
源
設
備

更
新

変
圧
器

「
常
陽
」
の
電
源
設
備
変
圧
器
絶
縁

物
劣
化

28
「
常
陽
」
の
電
源
設
備
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
変
圧
器

の
更
新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
よ
り
判
断
す

る
。

中
長
期

電
動
機

更
新

圧
縮
空
気
供
給
設

備
圧
縮
機

経
年
化
に
よ
る
巻
線
の
絶
縁
劣
化

28
駆
動
用
電
動
機
（
3台
）
を
更
新
す
る
。

短
期

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

長
期
保
全
計
画

原
子
炉
冷
却

系
統
施
設

そ
の
他
原
子

炉
の
附
属
施

設

電
源
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気

調
整
系

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

予
熱
窒
素
ガ
ス
系

機
器

種
別

種
類

原
子
炉
格
納

施
設

施
設

区
分

系
統
名

機
器
名

実
施
理
由

表
5 －

4 （
3 ／

3 ）
　
絶
縁
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画
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実
施
内
容

実
施
時
期

計
算
機

補
修

又
は
更
新

燃
料
取
扱
設
備
制
御
計
算
機
計
算
機
内
部
部
品
の
劣
化
、
ソ
フ
ト
変

更
に
対
応

3
計
算
機
の
補
修
又
は
更
新

長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

燃
料
取
扱
設
備
計
器

( 格
外
操
作
室
、

A
60

6 ）
現
場
変
換
器
・
盤
内
計
器
、
記
録
計
、

指
示
計
の
劣
化

3
格
外
操
作
室
、
A
-
6
0
6
室
の
リ
レ
ー
、
変
換

器
、
記
録
・
指
示
計
等
の
補
修
又
は
更
新

長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

燃
料
取
扱
設
備
計
器

( 格
内
操
作
室
）

現
場
変
換
器
・
盤
内
計
器
、
記
録
計
、

指
示
計
の
劣
化

10
格
内
操
作
室
の
リ
レ
ー
、
変
換
器
、
記
録
・
指

示
計
等
の
補
修
又
は
更
新

短
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

第
一

SF
F

第
一

SF
F 制
御
系

現
場
変
換
器
・
盤
内
計
器
、
記
録
計
、

指
示
計
の
劣
化

3
リ
レ
ー
、
変
換
器
、
記
録
・
指
示
計
等
の
補
修

又
は
更
新

長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

第
二

SF
F

第
二

SF
F 制
御
系

現
場
変
換
器
・
盤
内
計
器
、
記
録
計
、

指
示
計
の
劣
化

12
リ
レ
ー
、
変
換
器
、
記
録
・
指
示
計
等
の
補
修

又
は
更
新

短
期

電
源
設
備
劣
化
調
査

燃
料
系
無
停
電
源
装
置

( 格
外
）

無
停
電
電
気
品
の
寿
命

5
格
外
の
無
停
電
源
装
置
の
更
新
。
た
だ
し
、

点
検
結
果
等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
源
設
備
劣
化
調
査

燃
料
系
無
停
電
源
装
置
（
格

内
）

無
停
電
電
気
品
の
寿
命

9
格
内
の
無
停
電
源
装
置
の
更
新
。
た
だ
し
、

点
検
結
果
等
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

冷
却
系
制
御
リ
レ
ー
等

制
御
リ
レ
ー
や
警
報
装
置
等
の
電
気

部
品
の
寿
命

15
～

28
1 次
系
制
御
リ
レ
ー
、
警
報
ユ
ニ
ッ
ト
等
の
電

気
部
品
の
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

冷
却
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
品

変
換
器
、
警
報
設
定
器
、
記
録
計
等

の
プ
ロ
セ
ス
計
装
品
の
寿
命
及
び
交

換
部
品
生
産
中
止

15
1 次
系

(S
C
ト
ラ
ッ
プ
含
む
）
及
び

2 次
系
の
プ

ロ
セ
ス
計
装
品
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

冷
却
系
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
の
電
気
部
品
の

寿
命

15
1 次
系
及
び

2 次
系
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ユ

ニ
ッ
ト
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

１
次
系

N
aK
圧
力
計

1 次
系

N
aK
圧
力
計
変
換
器
の
劣
化

28
圧
力
変
換
器
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

１
次
電
磁
流
量
計
電
源
装
置

1 次
電
磁
流
量
計
電
源
装
置
部
品
の

劣
化

28
部
品
更
新
（
主
系
統
、
プ
ラ
ギ
ン
グ
計
）

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

１
次
予
熱
ヒ
ー
タ
制
御
装
置

劣
化
、
部
品
調
達
困
難

28
1 次
予
熱
ヒ
ー
タ
制
御
装
置
基
板
等
の
部
品

交
換

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

２
次
系

冷
却
系
制
御
リ
レ
ー
等

制
御
リ
レ
ー
や
警
報
装
置
等
の
電
気

部
品
の
寿
命

15
～

28
2 次
系
の
、
制
御
リ
レ
ー
、
警
報
ユ
ニ
ッ
ト
等
の

電
気
部
品
の
更
新

短
期

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
26
年
度
ま
で
に
実
施
（自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

長
期
保
全
計
画

核
燃
料
物
質

の
取
扱
施
設

及
び
貯
蔵
施

設

燃
料
取
扱
設
備

燃
取
電
源
設
備

計
測
制
御
系

統
施
設

１
次
系

１
次
系

表
5 －

5 （
1 ／

5 ）
　
一
般
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

種
類

施
設
区
分

系
統
名

機
器
名

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

実
施
理
由

機
器
種
別
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実
施
内
容

実
施
時
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

２
次
系

２
次
系
予
熱
制
御
装
置

2次
予
熱
ヒ
ー
タ
の
温
度
制
御
、
監
視

及
び
警
報
の
発
報
設
備
基
板
の
寿
命

15
制
御
装
置
基
板
の
製
作
、
現
地
取
替
え

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

17
出
力
系
核
計
装
モ
ニ
タ
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

16
中
間
系
核
計
装
モ
ニ
タ
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

11
起
動
系
核
計
装
モ
ニ
タ
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

格
納
容
器
雰
囲
気

調
整
系

格
内
床
下
雰
囲
気
監
視
装
置
ハ
ロ
ゲ
ン
分
析
計
、
湿
分
濃
度
計
の

寿
命
及
び
交
換
部
品
の
生
産
中
止

21
ハ
ロ
ゲ
ン
分
析
計
、
酸
素
濃
度
計
、
湿
分
濃

度
計
及
び
計
装
盤
の
補
修
又
は
更
新

短
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

原
子
炉
保
護
系
ロ
ジ
ッ
ク
回

路
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
電
気
品
の
寿
命

19
原
子
炉
保
護
系
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
２
組
の
補
修

又
は
更
新

短
期

計
装
品

更
新

補
助
継
電
器

平
成
1
2
年
4
月
の
リ
レ
ー
動
作
不
良
に

よ
り
制
御
棒
挿
入
の
た
め
、
重
要
な
リ

レ
ー
は
１
０
年
間
隔
で
交
換

3
補
助
継
電
器
の
交
換

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

原
子
炉
出
力
制
御

設
備

制
御
棒
駆
動
機
構
監
視
設
備
制
御
棒
吊
判
定
、
荷
重
警
報
等
の
異

常
監
視
と
異
常
時
の
停
止
信
号
出
力

設
備
寿
命
及
び
部
品
生
産
中
止

22
荷
重
監
視
装
置
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

原
子
炉
出
力
制
御

設
備

原
子
炉
制
御
設
備
等
の
リ

レ
ー

平
成

12
年

4月
の
リ
レ
ー
動
作
不
良

に
よ
り
制
御
棒
挿
入
の
た
め
、
重
要
な

リ
レ
ー
は
１
０
年
間
隔
で
交
換

4
制
御
棒
駆
動
機
構
、
制
御
設
備
等
の
リ
レ
ー

交
換

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

19
A
ル
ー
プ
計
測
ユ
ニ
ッ
ト
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

19
Ｂ
ル
ー
プ
計
測
ユ
ニ
ッ
ト
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

FF
D

-C
G
法
計
装
品

計
測
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
気
品
の
劣
化

16
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
の
補
修
又
は
更

新
中
長
期

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

長
期
保
全
計
画

表
5 －

5 （
2 ／

5 ）
　
一
般
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

機
器
種
別

核
計
装
用
電
子
機
器
の
寿
命

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

種
類

施
設
区
分

系
統
名

計
測
制
御
系

統
施
設

計
測
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
気
品
の
劣
化

原
子
炉
保
護
系

実
施
理
由

燃
料
破
損
検
出
設

備

機
器
名

核
計
装
設
備

核
計
装
モ
ニ
タ

FF
D

-D
G
法
計
装
品
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実
施
内
容

実
施
時
期

弁
部
品
交
換

ア
ル
ゴ
ン
廃
ガ
ス
処
理
系
弁
廃
ガ
ス
処
理
系
弁
ベ
ロ
ー
ズ
及
び

可
動
部
品
の
劣
化

28
弁
の
ベ
ロ
ー
ズ
ア
セ
ン
ブ
リ
の
交
換

中
長
期

弁
部
品
交
換

窒
素
廃
ガ
ス
処
理
系
弁

廃
ガ
ス
処
理
系
弁
ベ
ロ
ー
ズ
及
び

可
動
部
品
の
劣
化

28
弁
の
ベ
ロ
ー
ズ
ア
セ
ン
ブ
リ
の
交
換

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

原
子
炉
保
護
系
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
モ
ニ
タ
全
体
の
電
子
部
品
の
経
年
劣

化
、
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
部
品
に

供
給
で
き
な
い
も
の
が
あ
る

検
出
器

16
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

30

原
子
炉
保
護
系
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
検
出
器
、
指

示
計
、
低
圧
電
源
、
高
圧
電
源
、
監
視
盤
等

の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

事
故
時
モ
ニ
タ

モ
ニ
タ
全
体
の
電
子
部
品
の
経
年
劣

化
、
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
部
品
に

供
給
で
き
な
い
も
の
が
あ
る

検
出
器

16
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

30

事
故
時
モ
ニ
タ
の
検
出
器
、
指
示
計
、
低
圧

電
源
、
高
圧
電
源
、
監
視
盤
等
の
補
修
又
は

更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

モ
ニ
タ
全
体
の
電
子
部
品
の
経
年
劣

化
、
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
部
品
に

供
給
で
き
な
い
も
の
が
あ
る

検
出
器

16
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

30

γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
の
検
出
器
、
指
示
計
、
低

圧
電
源
、
高
圧
電
源
、
監
視
盤
等
の
補
修
又

は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
ダ

ス
ト
モ
ニ
タ
、
ガ
ス
モ
ニ
タ

モ
ニ
タ
全
体
の
電
子
部
品
の
経
年
劣

化
、
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
部
品
に

供
給
で
き
な
い
も
の
が
あ
る

検
出
器

16
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

30

中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
、
ガ

ス
モ
ニ
タ
の
検
出
器
、
指
示
計
、
低
圧
電
源
、

高
圧
電
源
、
監
視
盤
等
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

弁
劣
化
調
査

原
子
炉
格
納
容
器

設
備

格
納
容
器
真
空
破
壊
系
隔
離

弁

真
空
破
壊
系
隔
離
弁
の
弁
座
等
の
長

期
使
用
に
よ
る
劣
化

,劣
化
部
品
調
達

困
難

28
真
空
破
壊
系
隔
離
弁
弁
座
等
の
（
３
台
）
交

換
。
た
だ
し
、
漏
洩
率
試
験
の
結
果
か
ら
判
断

す
る
。

中
長
期

弁
部
品
交
換

格
納
容
器
雰
囲
気

調
整
系

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
隔
離
弁

弁
座
（
テ
フ
ロ
ン
）
の
長
期
使
用
に
よ
る

劣
化

28
弁
座
の
部
品
交
換

短
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

そ
の
他
原
子

炉
の
附
属
施

設
電
源
設
備

電
源
設
備
保
護
継
電
器

電
源
設
備
保
護
継
電
器
の
寿
命
及

び
部
品
の
生
産
中
止

19
電
源
設
備
の
保
護
継
電
器
の
補
修
又
は
更

新
中
長
期

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

長
期
保
全
計
画

機
器
種
別

表
5－

5（
3／

5）
　
一
般
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

種
類

施
設
区
分

原
子
炉
格
納

施
設

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

実
施
理
由

放
射
性
廃
棄

物
の
廃
棄
施

設
廃
気
処
理
設
備

放
射
線
管
理

施
設

放
射
線
管
理
施
設

機
器
名

系
統
名
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実
施
内
容

実
施
時
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

14
交
流
無
停
電
電
源
設
備
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

12
直
流
無
停
電
電
源
設
備
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

26
第
１
Ｓ
Ｆ
Ｆ
整
流
器
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

31
運
転
管
理
棟
整
流
器
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

24
補
助
電
源
整
流
器
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

12
補
助
無
停
電
（
２
）
整
流
器
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

電
源
設
備
補
助
リ
レ
ー

電
源
設
備
遮
断
器
作
動
用
補
助
リ

レ
ー
の
寿
命

16
電
源
設
備
の
配
電
盤
内
の
補
助
リ
レ
ー
、
タ
イ

マ
ー
、
ダ
イ
オ
ー
ド
等
の
補
修
又
は
交
換

中
長
期

電
源
設
備

更
新

17
直
流
無
停
電
７

D
系
蓄
電
池

中
長
期

電
源
設
備
劣
化
調
査

13
第
１
Ｓ
Ｆ
Ｆ
蓄
電
池
交
換
。
た
だ
し
、
点
検
結
果

に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

電
源
設
備
劣
化
調
査

15
運
転
管
理
棟
蓄
電
池
交
換
。
た
だ
し
、
点
検

結
果
に
よ
り
判
断
す
る
。

中
長
期

配
管

劣
化
調
査

15
苛
性
ソ
ー
ダ
及
び
塩
酸
ラ
イ
ン
の
配
管
及
び

弁
の
更
新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
判
断

す
る
。

中
長
期

配
管

劣
化
調
査

30
脱
塩
設
備
の
更
新
。
た
だ
し
、
点
検
結
果
に
よ

り
判
断
す
る
。

中
長
期

　
短
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
1
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施
（
自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
2
2
年
度
～
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
実
施

長
期
保
全
計
画

無
停
電
電
源
設
備
電
気
品
の
寿
命

及
び
部
品
生
産
中
止

蓄
電
池
は
、
期
待
寿
命

12
～

15
年
で

あ
り
、
経
年
劣
化
す
る
た
め
、
蓄
電
池

を
定
期
的
に
交
換

脱
塩
水
供
給
設
備

脱
塩
水
供
給
設
備
の
薬
品
配

管
等

脱
塩
装
置
の
苛
性
ソ
ー
ダ
及
び
塩
酸

配
管
の
紫
外
線
及
び
経
年
劣
化

蓄
電
池

実
施
理
由

表
5 －

5 （
4 ／

5 ）
　
一
般
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

系
統
名

種
類

機
器
種
別

施
設
区
分

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数

機
器
名

そ
の
他
原
子

炉
の
附
属
施

設

電
源
設
備

無
停
電
電
源
設
備
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実
施
内
容

実
施
時
期

躯
体

劣
化
調
査

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
、
鉄
筋
腐
食
調
査

30
躯
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
測
定
、
中
性
化
深

さ
測
定
、
含
有
塩
分
量
測
定

中
長
期

躯
体

劣
化
調
査

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
、
鉄
筋
腐
食
調
査

30
躯
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
測
定
、
中
性
化
深

さ
測
定
、
含
有
塩
分
量
測
定

中
長
期

躯
体

劣
化
調
査

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
、
鉄
筋
腐
食
調
査

30
躯
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
測
定
、
中
性
化
深

さ
測
定
、
含
有
塩
分
量
測
定

中
長
期

躯
体

劣
化
調
査

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
、
鉄
筋
腐
食
調
査

24
躯
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
測
定
、
中
性
化
深

さ
測
定
、
含
有
塩
分
量
測
定

中
長
期

ク
レ
ー
ン

補
修

又
は
更
新

ク
レ
ー
ン

旋
回
ク
レ
ー
ン
電
気
品

旋
回
ク
レ
ー
ン
の
電
気
部
品
の
寿
命

28
電
気
部
品
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

熱
交
換
器

補
修

又
は
更
新

第
一

SF
F 建
家
空
調
設
備

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ヤ
コ
ン

空
調
設
備
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ヤ
コ
ン
が

老
朽
化

21
第
一

SF
F パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ヤ
コ
ン
の
補
修
又

は
更
新

中
長
期

計
装
品

補
修

又
は
更
新

第
一

SF
F
空
調
設
備
プ
ロ
セ

ス
計
装
品
の
更
新

空
調
設
備
の
変
換
器
、
警
報
設
定
器

等
の
プ
ロ
セ
ス
計
装
品
の
寿
命
及
び

交
換
部
品
の
生
産
中
止

27
当
該
設
備
の
計
装
品
の
補
修
又
は
更
新
及

び
制
御
盤
の
改
造

中
長
期

熱
交
換
器

補
修

又
は
更
新

第
二

SF
F 建
家
換

気
空
調
設
備

第
二

SF
F 建
家
空
調
設
備

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ヤ
コ
ン

空
調
設
備
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ヤ
コ
ン
が

老
朽
化

12
第
二

SF
F パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ヤ
コ
ン
の
補
修
又

は
更
新

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

照
明
設
備

「
常
陽
」
建
家
照
明

照
明
器
具
、
安
定
器
の
劣
化

30
水
銀
灯
及
び
蛍
光
灯
安
定
器
、
器
具
の
補
修

又
は
交
換

中
長
期

電
源
設
備

補
修

又
は
更
新

補
機
冷
却
設
備

補
機
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
用
イ

ン
バ
ー
タ

製
造
中
止
、
部
品
購
入
困
難

10
イ
ン
バ
ー
タ
の
補
修
又
は
更
新

中
長
期

　
短
期
 ：
 平
成
17
年
度
～
平
成
21
年
度
ま
で
に
実
施
、
　
中
長
期
 ：
 平
成
1
7
年
度
～
平
成
26
年
度
ま
で
に
実
施
（自
主
検
査
結
果
等
に
よ
り
実
施
時
期
を
判
断
す
る
も
の
）
、
　
長
期
 ：
 平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
ま
で
に
実
施

長
期
保
全
計
画

種
類

施
設
区
分

実
施
理
由

系
統
名

機
器
名

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家

原
子
炉
建
家
・
原
子
炉
附
属
建
家

主
冷
却
機
建
家

そ
の
他

第
一

SF
F 建
家
空

調
給
排
水
設
備

表
5 －

5 （
5 ／

5 ）
　
一
般
劣
化
に
対
す
る
設
備
･
機
器
の
長
期
保
全
計
画

機
器
種
別

H
1
5
年

現
在
の

使
用
年
数
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6. 結 言 

経年変化に関する技術的評価にあたっては、高速実験炉「常陽」に設置されてい

る主要な設備、機器を機器種別毎に分類し、更に構造（型式、設置方式）、使用環

境（使用条件、内部流体）、材料等によりグループ化を行うとともに、「常陽」にお

いて考えられる経年変化事象を抽出した。抽出した経年変化事象は、放射線劣化、

ナトリウム環境、冷却水環境及び大気環境における腐食、磨耗、浸食、熱時効、ク

リープ、疲労、応力腐食割れ、絶縁劣化、一般劣化であり、これら抽出した経年変

化事象に対して、代表となるべき評価対象機器等を選定し、選定した対象機器に対

して経年変化に対する調査を行った。 

経年変化に対する調査・評価の結果、「常陽」において問題となる経年変化事象

は、定期的に分解点検を実施する際に交換する部品などの一般劣化を除けば、放射

線劣化、冷却水及び大気環境による材料の腐食、絶縁劣化にほぼ集約できる。 

放射線劣化については、ナトリウム冷却材バウンダリに用いられている構造材が

設計寿命末期まで再臨界事故時におけるエネルギーを十分吸収できる機械的強度

特性を有していることを確認した。また、原子炉格納容器床下のガンマ線量率が高

い領域に敷設されているケーブルの劣化調査結果では、MK－Ⅲ炉心以降も継続し

て使用することに問題はないことを確認したとともに、電磁ポンプダクト部の非破

壊検査、励磁コイル部の外観検査、抵抗値測定、絶縁抵抗測定などを実施した結果、

異常な変形、割れ等のないことを確認した。なお、中性子検出器などは、これまで

と同様に中性子照射量に応じて定期的に交換していくことで、放射線劣化が安全機

能上の問題となることはないと評価した。 

腐食については、非常用ディーゼル発電機の試運転時のみ冷却水が満たされるデ

ィーゼル系配管の内面腐食の進行が早いことが推測できるため、監視が必要である

とともに、屋外に設置されている配管及び建物地下の冷却水槽付近にある配管のサ

ポート部における外面腐食について、継続的に監視を行い、その結果に基づく、補

修、更新等を含めて対策を計画する。ポンプについては、今後とも１回／2定検毎

の分解点検、部品交換、腐食に対する手入れを実施していけば問題ない。格納容器

雰囲気調整系のうち再循環空調機は、構造上内部の清掃、錆止め塗装を実施できな
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い部分について腐食があった。平成 17年度から平成 19年度にかけて機器の設計、

製作、据付を実施する。また、外気に直接さらされる主冷却器の伝熱管部は、大気

環境を代表する機器であり、「常陽」の冷却材バウンダリ部で最も減肉量が大きい

ところであることから、施設定期検査毎に肉厚測定を実施して減肉量の監視を行っ

ていく。 

絶縁劣化については、１次主循環ポンプ駆動用電動機、２次主循環ポンプ駆動用

電動機、主送風機駆動用電動機は、MK－Ⅲ冷却系改造工事で更新しており、当面

定期的な絶縁補強対策を実施していけば更新の必要性はない。しかし、絶縁補強を

定期的に行っていても長期使用により、絶縁材自体が硬化し、脆くなってきている

ことも考えられ、今後劣化の進行が早まることも想定される。よって、回転機器の

駆動用電動機、発電機等については、製作から約15年程度までは、定期的な蒸気洗

浄、ワニス処理により、電動機を維持し、それ以後は更新を計画する。 

上記評価の結果、安全機能上問題となるような経年変化傾向はないものの、腐食

を中心とした定期的な監視、一部更新等の必要性があった。そこで、これらの結果

に基づき、「常陽」における平成17年度～平成26年度までの10ヵ年の長期保全計画

を経年変化事象である放射線劣化、腐食、磨耗、侵食、絶縁劣化、一般劣化に分類

して策定した。今後は、今回の高経年化に関する評価で策定した機器の更新、劣化

調査の長期保全計画を高速実験炉「常陽」の設置者長期自主検査計画書における施

設定期検査計画とあわせて実施していくことで、高速実験炉「常陽」の機器・構築

物の健全性を確保することができると共に、その機能喪失を未然に防止することが

できると評価した。 
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「常陽」における主要な設備、機器リスト 

 

1. 概 要 

高速実験炉「常陽」を構成する主要な設備、機器の高経年化評価を行うにあたっ

ては、設備、機器を機器種別毎に分類して、設置場所、内部流体、型式、使用材料

等によりグループ化を実施し、これら主要な設備、機器に対して考えられる経年変

化事象を高速実験炉「常陽」の建設当時において考慮していた経年変化事象、建設・

運転後の「常陽」を含む原子炉施設における運転経験や研究等によって得られた知

見をもとに抽出し、抽出した経年変化事象に対して、評価すべき代表設備、機器を

選定した。 

機器種別は、制御棒駆動機構、容器、熱交換器、トラップ、ポンプ、送風機、真

空ポンプ、圧縮機、電磁ポンプ、電動機、配管、弁、プラギング計、計測器、無停

電電源設備、非常用ディーゼル発電機、配電設備、ケーブルとした。 

 

2. 主要な設備、機器リスト 

(1) 制御棒駆動機構 

表 2－1に高速実験炉「常陽」における制御棒駆動機構を示す。 

制御棒駆動機構は、保持電磁石の励磁断により駆動装置に連結されている制御

棒を切り離し、スプリング力及び自重で急速降下（スクラム）させる機能、原子

炉運転時に電動機駆動により、通常速度で制御棒の炉心への挿入・引抜及び位置

保持の機能を有している。 

 

(2) 容器 

表 2－2に高速実験炉「常陽」における主な容器を示す。 

容器は、設置場所、内部流体、使用材料で分類することができる。設置場所は

屋内、屋外に分類でき、内部流体はナトリウム、水、アルゴンガス、窒素ガス、

オイル、廃ガス、廃液に分類でき、使用材料はオーステナイト系ステンレス鋼、
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炭素鋼に分類できる。 

 

(3) 熱交換器 

表 2－3に高速実験炉「常陽」における主な熱交換器を示す。 

熱交換器は、大きく設置場所、内部流体、使用材料で分類することができる。

設置環境は屋内、屋外に分類でき、内部流体はナトリウム、水、Ar ガス、窒素

ガス、オイル、廃ガス、廃液に分類でき、使用材料はオーステナイト系ステンレ

ス鋼、炭素鋼に分類できる。 

 

(4) トラップ 

表 2－4に高速実験炉「常陽」における主なトラップを示す。 

トラップは、いずれも屋内に設置されていることから、大きく内部流体、使用

材料で分類することができる。内部流体は、ナトリウム、Ar ガスに分類でき、

使用材料はオーステナイトステンレス鋼、クロムモリブデン鋼、炭素鋼に分類で

きる。 

 

(5) ポンプ 

表 2－5に高速実験炉「常陽」における主なポンプを示す。 

ポンプは、いずれも屋内に設置されており、型式、内部流体で分類することが

できる。型式は、容積型の往復型、回転型、ターボ型の遠心型、斜流型に分類で

き、内部流体ではナトリウム、水、オイル、廃液、フロンに分類できる。 

 

(6) 送風機 

表 2－6に高速実験炉「常陽」における主な送風機を示す。 

送風機は、いずれも屋内に設置されており、型式、内部流体で分類することが

できる。型式は、ターボ型で軸流型、遠心型、容積型でロータリ型に分類でき、

内部流体では Arガス、窒素ガス、空気に分類できる。 
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(7) 真空ポンプ 

表 2－7に高速実験炉「常陽」における真空ポンプを示す。 

真空ポンプは、いずれも屋内に設置されており、型式もいずれも油回転式のベ

ルト駆動であり、内部流体も Arガス又は Ar廃ガスである。 

 

(8) 圧縮機 

表 2－8に高速実験炉「常陽」における主な圧縮機を示す。 

圧縮機は、いずれも屋内に設置されており、いずれも無給油式の往復型であり、

内部流体は空気、Ar廃ガスに分類できる。 

 

(9) 電磁ポンプ 

表 2－9に高速実験炉「常陽」における電磁ポンプを示す。 

電磁ポンプは、１次系に 3台、２次系に 2台設置されており、冷却材バウンダ

リの材質は１次系及び２次系ともオーステナイト系ステンレス鋼である。 

 

(10) 電動機 

表 2－10に高速実験炉「常陽」における主な電動機を示す。 

電動機は、電圧、型式、設置場所によって分類することができる。電圧は高圧、

低圧に分類でき、型式は開放型、密閉型に分類でき、設置場所は屋内、屋外に分

類できる。 

 

(11) 配管 

表 2－11に高速実験炉「常陽」における主な配管の主要目を示す。 

配管は、設置場所、内部流体、使用材料によって分類することができる。設置

場所は、屋内、屋外に分類でき、内部流体はナトリウム、水、Ar ガス、空気、

オイル、廃液、フロン等に分類でき、使用材料はオーステナイトステンレス鋼、

クロムモリブデン鋼、炭素鋼に分類できる。 
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(12) 弁（格納容器隔離弁） 

表 2－12に高速実験炉「常陽」における格納容器隔離弁を示す。 

弁は、設置場所、型式、駆動方式、使用材料によって分類することができる。 

設置場所は、屋内、屋外に分類でき、型式はベローズシール弁、グローブ弁、ゲ

ート弁、バタフライ弁に分類でき、駆動方式は手動、電動、空気作動に分類でき

る。 

 

(13) プラギング計 

表 2－13に高速実験炉「常陽」における計測器（プラギング計）を示す。 

プラギング計は、ナトリウム中の不純物の溶解度が温度により異なることを利

用したナトリウム純度測定計であり、１次系に手動式、自動連続式が各１台、２

次系が主冷却系、補助冷却系に自動連続式がそれぞれ１台設置されている。自動

連続式は、電磁ポンプ、電磁流量計、プラグオリフィス、冷却器、冷却ブロア等

から構成され、手動式は、系統から分岐して流量調整する流量調節弁、プラグオ

リフィス、格納容器雰囲気調整系からの風量を調整する冷却ダンパ等から構成さ

れている。プラグ温度の測定は、冷却風量を制御することで、流入ナトリウムを

冷却し、オリフィス孔に不純物を析出させ、部分的にオリフィス部を閉塞させる

ことで、その際のナトリウム流量変化とオリフィス部の温度からプラグ温度を測

定するものである。 

 

(14) 計測器（原子炉冷却系） 

表 2－14に高速実験炉「常陽」における主な計測器（原子炉冷却系）を示す。 

原子炉冷却系の計測器は、計測対象、信号伝送方式によって分類することがで

きる。計測対象では、流量、温度、圧力、液面、回転数、開度、振動等に分類で

き、信号伝送方式は連続式、ON-OFF式に分類できる。 

 

(15) 計測器（原子炉冷却系以外） 

表 2－15に高速実験炉「常陽」における主な計測器（原子炉冷却系以外）を示

す。 
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原子炉冷却系以外の計測器についても原子炉冷却系の計測器と同様に、計測対

象、信号伝送方式によって分類することができる。計測対象では、流量、温度、

圧力、液面、回転数、開度、振動等に分類でき、信号伝送方式は連続式、ON-OFF

式に分類できる。 

 

(16) 計測器（燃料取扱系） 

表 2－16に高速実験炉「常陽」における主な計測器（燃料取扱系）を示す。 

燃料取扱系の計測器についても原子炉冷却系、それ以外の計測器と同様に、計

測対象、信号伝送方式によって分類することができる。計測対象では、流量、温

度、圧力、液面、回転数、開度、振動等に分類でき、信号伝送方式は連続式、

ON-OFF式に分類できる。 

 

(17) 無停電電源設備 

表 2－17に高速実験炉「常陽」における主な無停電電源設備を示す。 

無停電電源設備は、種別として交流、直流で分類することができる。 

交流無停電電源設備は、整流装置、電源盤、インバータ、蓄電池から構成され、

直流無停電電源設備は、整粒装置、負荷電圧補償装置、蓄電池から構成されてい

る。 

 

(18) 非常用ディーゼル発電機 

表 2－18に高速実験炉「常陽」における非常用ディーゼル発電機を示す。 

ディーゼル発電機は、ディーゼル機関、発電機と機関起動用圧縮空気系、機関

冷却水系、ピストン等の潤滑油系から構成されている。 

 

(19) 配電設備 

表 2－19に高速実験炉「常陽」における主な配電設備を示す。 

配電設備は、大きく、メタクラ系、パワーセンタ系、その他に分けられ、各設

備、機器に配電する遮断器、変圧器等から構成されている。 
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(20) ケーブル 

表 2－20に高速実験炉「常陽」における主なケーブルを示す。 

ケーブルは、使用場所、ケーブル種別、絶縁体材料で分類することができる。

使用場所は、格納容器床下雰囲気、その他に分類でき、ケーブル種別は高圧、低

圧、同軸、補償導線に分類でき、絶縁体材料はビニル、架橋ポリエチレン、ガラ

スに分類できる。絶縁体材料は、格納容器床下雰囲気でも比較的放射線量が低い

領域で使用する場合と放射線量が高い領域で使用される場合であり、放射線量が

高い場合は無機系であるガラス絶縁体をメインとしたケーブルを用い、比較的低

い場合は有機系の中でも放射線量に強い架橋ポリエチレンを用いたケーブルを

採用している。 

 

(21) 建物 

表 2－21に高速実験炉「常陽」における建物を示す。 

建物は、構造で分類することができる。構造は、鉄筋コンクリート構造、鉄骨

構造で分類することができる。「常陽」における建物は、いずれも鉄筋コンクリ

ート構造であり、一部メンテナンス建家、第一使用済燃料貯蔵建家、第二使用済

燃料貯蔵建家の地上部において鉄骨構造が採用されている部分がある。 
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0

0.
02

～
0.

03
34

0
連
続

×

角
型
開
放
形

S-
60

1
S-

60
2

オ
イ
ル

SU
S3

04
31

.2
2次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ油
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄｵ
ｲ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ｸ

ﾞ(O
TK

31
.2

-1
A

/2
A

/3
A

/1
B

/2
B

/3
B

)
6

適
用
外

C
0.

3
－

－
－

－
連
続

×

竪
置

円
筒
ﾗ
ｸ
ﾞ

支
持
方
式

A
-5

05
液
体

N
a

SB
42

32
.2
膨
張
ﾀ
ﾝ
ｸ
(T

K
32

.2
-1

)
1

M
S-

1
A

26
00

0.
18

6
40

0
0.

02
～

0.
03

34
0

連
続

×

横
置
円
筒
型

S-
21

2
液
体

N
a

SB
42

35
.2
２
次
ﾀ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾟﾀ
ﾝ
ｸ
(T

K
35

.2
-1

)
1

PS
-3

B
52

00
0.

18
6

40
0

0.
02

～
0.

03
37

0
定
期
切
替

連
続

×

開
放
溶
接
型

主
冷
却

機
建
家

A
重
油

SS
41

53
非
常
用
電
源
設
備
　
燃
料
主
貯
油
槽

(T
K

53
-1

A
,1

B
)

2
M

S-
1

A
0.

6
大
気
圧

常
温

大
気
圧

常
温

連
続

×

開
放
溶
接
型

主
冷
却

機
建
家

A
重
油

SS
41

53
非
常
用
電
源
設
備
　
燃
料
小
出
槽

(T
K

53
-2

A
,2

B
)

2
M

S-
1

A
0.

99
大
気
圧

常
温

大
気
圧

常
温

連
続

×

開
放
溶
接
型

主
冷
却

機
建
家

潤
滑
油

SS
41

53
非
常
用
電
源
設
備
　
潤
滑
油
サ
ン
プ
タ
ン
ク

(T
K

53
-3

A
,3

B
)

2
M

S-
1

A
1.

5
大
気
圧

60
大
気
圧

常
温

連
続

×

開
放
溶
接
型

主
冷
却

機
建
家

冷
却
水

SS
41

53
非
常
用
電
源
設
備
　
冷
却
水
槽

(T
K

53
-4

A
,4

B
)

2
M

S-
1

A
7.

5
大
気
圧

常
温

大
気
圧

常
温

連
続

×

密
閉
溶
接
型

主
冷
却

機
建
家

空
気

SB
42

53
非
常
用
電
源
設
備
　
空
気
槽
（
常
用
）

（
TK

53
-5

A
,5

B
）

2
M

S-
1

A
0.

4
2.

9
常
温

2.
5～

2.
9

常
温

連
続

×
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表
2－

2（
4／

6）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
容
器

容
量

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
基
）
安
全
機
能
耐
震

（
m

3 ）
（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

仕
様

内
部
流
体

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

運
転
状
態

使
用
状
態

時
期

型
式

基
数

系
統

N
o.

分
類
基
準

設
置
場
所

材
質

機
器
名

密
閉
溶
接
型

主
冷
却

機
建
家

空
気

SB
42

53
非
常
用
電
源
設
備
　
空
気
槽
（
予
備
）

（
TK

53
-6

A
,6

B
）

2
M

S-
1

A
0.

4
2.

9
常
温

2.
5～

2.
9

常
温

連
続

×

横
置

円
筒
型

A
-1

09
A

r廃
ガ
ス

ST
PG

38
61

A
r廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ

(A
)

(T
K

61
-1

A
)

1
PS

-2
B

0.
3

-0
.0

49
,

0.
09

8
25

0
-0

.0
49

,
0.

09
8

常
温

連
続

×

横
置

円
筒
型

A
-1

09
A

r廃
ガ
ス

ST
PG

38
61

A
r廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ

(B
)

(T
K

61
-1

B
)

1
PS

-2
B

0.
3

-0
.0

49
,

0.
09

8
40

-0
.0

49
,

0.
09

8
常
温

連
続

×

横
置

円
筒
型

A
-1

16
A

r廃
ガ
ス

SB
42

61
A

r廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク

(T
K

61
-2

A
,2

B
,2

C
)

3
PS

-2
B

20
0.

93
60

0.
88

常
温

連
続

×

A
-1

07
廃
液

SU
S3

04
61

床
排
水
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク

(T
K

61
-3

)
1

PS
-3

B
0.

3
0.

01
96

60
－

常
温

－
×

鋼
製
箱

型
容
器

A
-1

04
A

r廃
ガ
ス

SU
S3

04
61

廃
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス

(T
K

61
-4

)
1

PS
-2

B
－

－
－

－
常
温

－
×

横
置

円
筒
型

A
-1

06
廃
液

Ｓ
Ｓ
４
１

62
液
体
廃
棄
物
Ｂ
タ
ン
ク

(T
K

62
-1

)
1

PS
-3

B
5

0.
09

8
60

0.
09

8
常
温

連
続

×

横
置

円
筒
型

A
-1

05
廃
液

Ｓ
Ｓ
４
１

62
液
体
廃
棄
物
Ａ
タ
ン
ク

(T
K

62
-2

)
1

PS
-3

B
10

0.
09

8
60

0.
09

8
常
温

連
続

×

鋼
製
箱

型
容
器

A
-2

08
オ
イ
ル

Ｓ
Ｓ
４
１

71
16

00
Lオ
イ
ル
タ
ン
ク

(T
K

71
-1

)
1

適
用
外

－
16

00
L

0.
09

8
－

－
20
～

30
－

×

円
筒
型

容
器

R
-4

10
圧
縮
空
気

71
V

71
-4

8B
,4

9B
操
作
用
ヘ
ッ
ダ

(T
K

71
-1

B
)

1
適
用
外

－
0.

01
0.

98
－

0.
4

常
温

－
×

円
筒
型

容
器

A
-2

08
オ
イ
ル

Ｓ
Ｓ
４
１

71
オ
イ
ル
ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク

(T
K

71
-2

)
1

適
用
外

－
40

0L
0.

4
－

0.
24

20
～

30
－

×

円
筒
型

容
器

A
-4

05
圧
縮
空
気

SS
41

75
気
水
分
離
器

(T
K

71
-2

A
,2

B
,2

C
)

3
適
用
外

C
0.

09
4

0.
83

5
0

0.
68

6
常
温

連
続

×

軟
鋼
板

製
円
筒

横
形

A
-4

05
圧
縮
空
気

SS
41

75
空
気
貯
槽

(A
)

(T
K

75
-3

)
1

適
用
外

C
10

.3
4

0.
83

5
0

0.
68

6
常
温

連
続

×
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表
2－

2（
5／

6）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
容
器

容
量

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
基
）
安
全
機
能
耐
震

（
m

3 ）
（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

仕
様

内
部
流
体

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

運
転
状
態

使
用
状
態

時
期

型
式

基
数

系
統

N
o.

分
類
基
準

設
置
場
所

材
質

機
器
名

鋼
製

円
筒
形

A
-4

05
圧
縮
空
気

ST
PG

3H
75

デ
ミ
ス
タ
ー

(T
K

75
-4

)
1

適
用
外

C
－

0.
83

5
0

0.
68

6
常
温

連
続

×

軟
鋼
板

製
円
筒

横
形

A
-4

05
圧
縮
空
気

SS
41

75
空
気
貯
槽

(C
)

(T
K

75
-5

)
1

適
用
外

C
5.

02
0.

83
50

0.
68

6
常
温

連
続

×

円
筒
竪
型

付
属
屋
上

水
SS

40
0

76
補
機
冷
却
設
備
　
補
助
水
槽

(T
K

76
-1

)
1

適
用
外

A (旧
）

10
満
水

60
－

－
連
続

×

開
放
溶
接
型

ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ

建
家

廃
液

SU
S3

04
79

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
設
備
　
廃
液
タ
ン
ク

(T
K
７
９

-３
Ａ

/３
Ｂ

)
2

適
用
外

B
20

0.
09

8
60

0.
03

40
連
続

×

屋
外
た
て
置

円
筒
型

原
子
炉

建
家

空
気

お
よ
び

窒
素

SB
41

0
相
当
品

81
原
子
炉
格
納
容
器

1
M

S-
1

A
s

30
00

0

内
圧

(0
.1

32
4)

外
圧

(0
.0

04
9)

15
0

大
気
圧

５
０
℃
以
下

連
続

×

竪
置

円
筒
型

原
子
炉

建
家

通
常
：
窒

素
液
体

N
a

SB
42

83
原
子
炉
安
全
容
器

(T
K

83
-1

)
1

M
S-

1
A

s
45

00
0.

09
8

45
0

0.
04

9
20

0-
30

0
連
続

×

た
て
置
円
筒
形

屋
内

水
SU

S3
04

62
0
第
一

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

水
冷
却
浄
化
設
備

真
空
破
壊
槽

1
M

S-
2

B
0.

25
0.

24
9

60
,-0

.0
5

50
連
続

×

た
て
置
円
筒
形

屋
内

水
SU

S3
04

62
0
第
一

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

水
冷
却
浄
化
設
備

補
給
水
槽

1
M

S-
2

B
35

0L
静
水
頭

40
静
水
頭

40
定
期
切
替

連
続

×

横
置
円
筒
形

屋
内

廃
液

SS
40

0
62

0
第
一

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

廃
液
設
備

液
体
廃
棄
物
Ａ
タ
ン
ク

2
M

S-
2

B
11

静
水
頭

(0
.0

2)
40

静
水
頭

40
定
期
切
替

連
続

×

た
て
置
円
筒
形

屋
内

樹
脂

SU
S3

04
62

0
樹
脂
供
給
タ
ン
ク

1
M

S-
2

B
50

L
静
水
頭

40
静
水
頭

40
随
時

×

た
て
置
円
筒
形

屋
内

水
SU

S3
04

92
0
第
二

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

水
冷
却
浄
化
設
備

補
機
水
槽

1
M

S-
2

B
10

大
気
圧

40
静
水
頭

35
連
続

×
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表
2－

2（
6／

6）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
容
器

容
量

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
基
）
安
全
機
能
耐
震

（
m

3 ）
（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

仕
様

内
部
流
体

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

運
転
状
態

使
用
状
態

時
期

型
式

基
数

系
統

N
o.

分
類
基
準

設
置
場
所

材
質

機
器
名

た
て
置
円
筒
形

屋
内

廃
液

SU
S3

04
92

0
第
二

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

廃
液
設
備

廃
液
タ
ン
ク

2
M

S-
2

B
5

大
気
圧

65
静
水
頭

40
連
続

×
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表
2－

3（
1／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
熱
交
換
器

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
（
基
）
安
全
機
能

耐
震
（
M

W
t）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）

ｼ
ｪ
ﾙ
＆
ﾁ
ｭ
-ﾌ
ﾞ

屋
内

補
冷
水

A
rｶ
ﾞｽ

SU
S3

04
SU

S2
7、

SU
S3

04
26

使
用
済
燃
料
貯
蔵

設
備
　
燃
料
洗
浄

設
備
　
ア
ル
ゴ
ン
ガ

ス
冷
却
器

2
M

S-
2

B
3.

3k
W

0.
49

0.
49

50
20

0
0.

24
5

0.
12

3
16

0
40

連
続

×

ｼ
ｪ
ﾙ
＆
ﾁ
ｭ
-ﾌ
ﾞ

屋
内

Ｈ
2O

Ｈ
2O

SU
S3

04
SU

S3
04

27
使
用
済
燃
料
貯
蔵

設
備
　
水
処
理
設

備
　
水
冷
却
器

2
M

S-
2

B
24

8k
W

0.
49

0.
49

65
65

0.
24

5
0.

47
1

40
65

連
続

×

フ
ィ
ン
付
多
管
式

強
制
空
冷
式

屋
内

空
気

A
rｶ
ﾞｽ

28
キ
ャ
ス
ク
カ
ー
　
冷

却
器

1
M

S-
2

B
3.

6k
W

燃
交
中

×

二
重
構
造
縦
置

有
液
面
式

平
行
向
流
型

ｼ
ｪ
ﾙ
ｱ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

式

屋
内

液
体

N
a

(二
次

)
液
体

N
a

(一
次

)
SU

S3
16

FR
SU

S3
16

FR
31

.1
主
中
間

熱
交
換
器

(H
X3

1.
1-

1A
/1

B
)

2
PS

-1

A
s

A
(ﾘ
ｰ

ｸ
ｼ
ﾞｬ

ｹ
ｯ
ﾄ)

70
0.

49
0.

09
8

55
0

55
0

0.
49

0.
00

98
30

0
50

0
定
期
切
替

連
続

○
M
K
3
平
成

13
年

4月

た
て
置

無
液
面
式

ｼ
ｪ
ﾙ
ｱ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

形

屋
内

液
体 N
a

液
体 N
a

SU
S2

7
SU

S2
7

32
.1
補
助
中
間

熱
交
換
器

(H
X3

2.
1-

1)
1

PS
-1

A
2.

6
0.

88
2

0.
09

8
55

0
55

0
0.

88
2

0.
09

8
34

0
50

0
原
子
炉

停
止
時

に
運
転

×

横
置

ｼ
ｪ
ﾙ
ｱ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

形
屋
内

補
機
冷

却
水

N
2
ｶ
ﾞｽ

炭
素
鋼

炭
素
鋼

34
.1

一
次

C
/T

冷
却
窒
素
ガ
ス

冷
却
器

（
C

34
.1

-1
）

1
PS

-2
C

0.
26

5
0.

98
0.

58
8

12
0

12
0

－
－

32
10

8
連
続

○ (予 定
)
1
4
回
平
成

17
年

6月
更
新
予
定

二
重
管
式

屋
内

液
体 N
a

液
体 N
a

SU
S2

7
SU

S2
7

34
.1
一
次
Ｎ
ａ
純
化
系

C
/T
ｴ
ｺ
ﾉ
ﾏ
ｲ
ｻ
ﾞ

（
E

34
.1

-1
）

1
PS

-2
 B

1.
15

0.
49

0.
01

86
55

0
55

0
－

－
50

0
12

0
連
続

×

二
重
管
式

屋
内

液
体 N
a

液
体 N
a

SU
S2

7
SU

S2
7

34
.1
一
次
Ｎ
ａ
純
化
系

PL
計
ｴ
ｺ
ﾉ
ﾏ
ｲ
ｻ
ﾞ

（
E

34
.1

-2
）

1
PS

-2
B

0.
02

95
0.

49
0.

01
86

55
0

55
0

－
－

50
0

12
0

連
続

×

使
用
圧
力

運
転
状
態

使
用
温
度

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
状
態

時
期

内
部
流
体

基
数

型
式

熱
交
換
量

系
統

N
o.

機
器
名

仕
様

設
置
場
所

最
高
使
用
圧
力

最
高
使
用
温

度
重
要
度
分
類

分
類
基
準

材
質
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表
2－

3（
2／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
熱
交
換
器

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
（
基
）
安
全
機
能

耐
震
（
M

W
t）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）

使
用
圧
力

運
転
状
態

使
用
温
度

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
状
態

時
期

内
部
流
体

基
数

型
式

熱
交
換
量

系
統

N
o.

機
器
名

仕
様

設
置
場
所

最
高
使
用
圧
力

最
高
使
用
温

度
重
要
度
分
類

分
類
基
準

材
質

多
管
ﾌ
ｨﾝ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

強
制
冷
却
式

屋
内

空
気

液
体 N
a

31
.2
主
冷
却
器

(A
C

31
.2

-1
A

/1
B

)
(A

C
31

.2
-2

A
/2

B
)

4
M

S-
1

A
s

35
0.

29
4

0.
09

8
52

0
52

0
0.

29
4

0.
00

98
34

0
47

0
定
期
切
替

連
続

○
M
K
3

A
C

31
.2

-1
A

/2
A

(平
成

13
年

2月
)

A
C

31
.2

-1
B

/2
B

(平
成

13
年

4月
)

強
制
空
冷
式

多
管
ﾌ
ｨﾝ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
形

屋
内

空
気

液
体 N
a

32
.2
補
助
冷
却
器

（
A

C
32

.2
-1

)
1

M
S-

1
A

2.
6

－
0.

19
6

52
0

52
0

－
－

34
0

47
0

原
子
炉

停
止
時

に
運
転

×

ベ
ア
チ
ュ
ー
ブ

屋
内

冷
却
水
潤
滑
油

B
ST

F3
SS

41
53

潤
滑
油

冷
却
器
（
Ｄ
Ｇ
）

(H
X5

3-
1A

/1
B

)
2

M
S-

1
Ａ

0.
10

0.
59

0.
29

60
35

－
－

－
－

試
運
転
時

電
喪
時

×

ﾌ
ｨﾝ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

M
D

40
0型

屋
内

冷
却
水

空
気

B
ST

F3
SS

42
53

空
気
冷
却
器

(H
X5

3-
2A

/2
B

)
(H

X5
3-

3A
/3

B
)

4
M

S-
1

Ａ
0.

04
4

－
－

－
－

－
－

試
運
転
時

電
喪
時

×

ｼ
ｪ
ﾙ
ｱ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

(ﾌ
ｨﾝ
付

)型
屋
内

冷
却
水

A
r,

N
2

SU
S3
０
４

SB
42

61
A

r廃
ガ
ス

ク
ー
ラ

(H
X6

1-
1)

1
PS

-2
B

－
0.

49
-0

.0
49

,
0.

09
9

40
25

0
0.

29
－

20
-

30
－

連
続

×

コ
イ
ル
式
熱
交
換
器

屋
内

N
2
冷
却
水

SU
S3
０
４

SB
42

61
N

2廃
ガ
ス

処
理
ク
ー
ラ

(H
X6

1-
3)

1
PS

-2
B

－
0.

98
0.

29
4

25
0

40
0.

29
－

20
-

30
－

連
続

×

コ
イ
ル
式
熱
交
換
器

屋
内

N
2
冷
却
水

SU
S2

7
SS

41
71

軸
封
装
置

N
2ガ
ス
ク
ー
ラ

(C
71

-1
A

,1
B

)
1
適
用
外

Ｃ
－

0.
1

－
20

-
30

0
32

－
0
.2
9

40 以
下

25
定
期
切
替

連
続

×

横
置
管
板
遊
動
式

屋
内

冷
却
水
潤
滑
油

C
12

20
T

SG
P

71
オ
イ
ル
ク
ー
ラ

(C
71

-2
)

1
適
用
外

Ｃ
－

0.
6

0.
6

44
.5

32
.6

－
0.

24
－

25
連
続

○
8
回
平
成
2
年

水
平
多
管
円
筒
形

屋
内

空
気

冷
却
水

D
C

U
T

1-
1/

2H
SG

P
75

ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ

(H
X7

5-
1A

,1
B

,1
C

)
1
適
用
外

C
－

1.
26

0.
83

－
－

－
0.

7
－

－
連
続

○
1
4
回

H
X7

5-
1A

,1
B

平
成

16
年

32
-3

4.
5

伝
熱
管

(S
TB

A
24

)
ﾌ
ｨﾝ

(S
PC

C
)

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ(S

B
42

,S
S4

1)

伝
熱
管

(S
TB

A
24

)
ﾌ
ｨﾝ

(S
PC

C
)

出
入
口
集
合
管

(S
TP

A
24

)
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
管

(S
TP

A
24

)
ﾌ
ﾚ
ｰ
ﾑ
（
SC

M
V

4）
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞ（

SU
S3

04
）
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表
2－

3（
3／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
熱
交
換
器

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
（
基
）
安
全
機
能

耐
震
（
M

W
t）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）

使
用
圧
力

運
転
状
態

使
用
温
度

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
状
態

時
期

内
部
流
体

基
数

型
式

熱
交
換
量

系
統

N
o.

機
器
名

仕
様

設
置
場
所

最
高
使
用
圧
力

最
高
使
用
温

度
重
要
度
分
類

分
類
基
準

材
質

強
制
誘
引

角
形
交
流
式

屋
外

76

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系

冷
却
塔

（
補
機
冷
却
系
）

(H
X7

6-
1A

/1
B

)
2
適
用
外

Ａ
0.

79
水
頭
圧
大
気
圧

55
32

水
頭
圧

大
気
圧

－
－

試
運
転

及
び

電
喪
時

×

強
制
誘
引

角
形

交
流
式

屋
外

76
空
調
系
冷
却
塔

（
補
機
冷
却
系
）

(H
X7

6-
2A

/2
B

)
2
適
用
外

Ａ
1.

16
水
頭
圧
大
気
圧

50
32

水
頭
圧

大
気
圧

－
－

連
続

×

強
制
誘
引

角
形

交
流
式

屋
外

76
補
機
系
冷
却
塔

（
補
機
冷
却
系
）

(H
X7

6-
3A

/3
B

)
2
適
用
外

Ａ
1.

16
水
頭
圧
大
気
圧

50
32

水
頭
圧

大
気
圧

－
－

連
続

×

往
復
動
式

圧
縮
機

（
チ
ラ
ー
）

屋
内

R
-2

2
R

-2
2

SM
41

B
ST

PG
38

84
ﾁ
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト

(H
X8

4-
1)

4
M

S-
1

Ｃ
0.

15
－

0.
42

2
7

37
－

0.
42

16
8

12
-7

32
-3

7
連
続

×

ｼ
ｪ
ﾙ
ｱ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

形
屋
内

冷
却
水

窒
素

SM
41

B
S2

5C
84

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

(H
X8

4-
7A

/7
B

)
2

M
S-

1
Ａ

0.
10

0.
29

0.
13

37
15

5
0.

13
0.

00
5

35
73

連
続

○
7
回
昭
和

63
年

12
月

（
胴
部
）

直
接
膨
張
式

屋
内

冷
水

空
気

D
C

U
T1

-H
SP

H
C

84
格
納
容
器

給
気
用
冷
却
器

(H
X8

4-
1)

1
M

S-
1

Ｃ
0.

22
0.

10
－

15
35

－
－

－
－

連
続

×

直
接
膨
張
式

屋
内

R
-2

1
空
気

銅
管

SG
P

84
主
循
環
ポ
ン
プ

上
蓋
室
冷
却
器

(H
X8

4-
3A

/3
B

)
2

M
S-

1
Ａ

0.
01

0.
10

－
15

38
－

－
－

－
定
期
切
替

連
続

×

直
接
膨
張
式

屋
内

R
-2

2
窒
素

銅
管

SP
H

C
84

窒
素
雰
囲
気

再
循
環
冷
却
器

(H
X8

4-
4A

/4
B

)
2

M
S-

1
Ａ

0.
30

0.
10

－
15

38
－

－
－

－
定
期
切
替

連
続

×

直
接
膨
張
式

屋
内

R
-2

2
窒
素

銅
管

SP
H

C
84

回
転
プ
ラ
グ

補
助
冷
却
器

(H
X8

4-
5)

1
M

S-
1

Ａ
0.

02
0.

10
－

15
68

－
－

－
－

連
続

×

ｼ
ｪ
ﾙ
＆
ﾁ
ｭ
-ﾌ
ﾞ

屋
内

脱
塩
水
ろ
過
水

SU
SU

30
4T

P
SU

SU
30

4T
P

62
0
第

1S
FF

水
冷
却
浄
化
設
備

水
冷
却
器

2
M

S-
2

B
0.

2
0.

78
5

0.
83

4
60

60
0.

58
8

0.
68

6
50

40
連
続

○
1
2
回
平
成
1
1
年

空
気
／
冷
却
水

SS
41

空
気
／
冷
却
水

SS
41

空
気
／
冷
却
水

SS
41
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表
2－

3（
4／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
熱
交
換
器

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

胴
側

管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
管
側

(二
次

)
胴
側

(一
次

)
（
基
）
安
全
機
能

耐
震
（
M

W
t）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）
（
M

Pa
）
（
M

Pa
）
（
℃
）
（
℃
）

使
用
圧
力

運
転
状
態

使
用
温
度

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
状
態

時
期

内
部
流
体

基
数

型
式

熱
交
換
量

系
統

N
o.

機
器
名

仕
様

設
置
場
所

最
高
使
用
圧
力

最
高
使
用
温

度
重
要
度
分
類

分
類
基
準

材
質

開
放
式

屋
内

ろ
過
水
ろ
過
水

FR
P

FR
P

62
0
第
１

SF
F

水
冷
却
浄
化
設
備

冷
却
塔

1
M

S-
2

B
0.

4
40

40
40

40
連
続

○
1
1
回
平
成
7
年
3
月

プ
レ
ー
ト
式

屋
内

ろ
過
水
脱
塩
水

SU
S3

16
SU

S3
16

92
0
第

2S
FF

水
冷
却
浄
化
設
備

水
冷
却
器

2
M

S-
2

B
0.

06
5

0.
58

8
0.

58
8

65
65

0.
49

0.
49

40
40
定
期
切
替
連
続

×

密
封
閉
式
コ
イ
ル

形
屋
内

ろ
過
水
ろ
過
水

銅
管

SS
41

92
0
第

2S
FF

補
機
冷
却
設
備

水
冷
却
塔

1
M

S-
2

B
0.

06
5

0.
58

8
大
気
圧

65
静
水
頭

0.
39

2
大
気
圧

35
静
水
頭

連
続

×
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表
2－

4　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
ト
ラ
ッ
プ

最
大

設
計
圧
力

最
大

設
計
流
量

最
高

設
計
温
度

寸
法

運
転
圧
力
運
転
流
量
運
転
温
度

（
台
）
安
全
機
能

耐
震

(M
Pa

)
（
m

3 /h
）

（
℃
）

（
m

m
）

(M
Pa

)
（
m

3 /h
）

（
℃
）

ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
充
填
式

N
2

ｶ
ﾞｽ
強
制
冷
却
式

屋
内

液
体
Ｎ

a
SU

S3
04

SU
S3

04
31

.1
1次

N
 a
純
化
系

ｺ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(C
T3

4.
1-

1A
)

1
PS

-2
B

0.
58

8
10

30
0

95
0(

ID
)*

51
20

(L
)

0.
10

3
9.

0
13

0
無

○
6回

昭
和

62
年

4月
不
純
物
捕
獲
容
量
の
増
大
の
た

め

ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
充
填
式

N
2

ｶ
ﾞｽ
強
制
冷
却
式

屋
内

液
体
Ｎ

a
SU

S
SU

S3
04

31
.1

1次
N

 a
純
化
系

ｺ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(C
T3

4.
1-

1B
)

1
PS

-2
B

0.
49

10
30

0
95

0(
ID

)*
51

20
(L

)
0.

10
3

10
.0

12
0

無
×

縦
置
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ

充
填
形

屋
内

Ar
ガ
ス

SU
S

SU
S3

04
36

.1
原
子
炉
容
器

ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(V
T3

6-
1-

1)
1

PS
-1

A
0.

09
8

12
55

0
50

0(
ID

)*
12

43
(L

)
0.

00
09

8
1.

2
25

0
連
続

×

横
置
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ

充
填
形

屋
内

Ar
ガ
ス

SU
S

SU
S3

04
36

.1
P3

1.
1-

1A
&

1B
ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(V
T3

6.
1-

2A
/2

B)
2

PS
-2

A
0.

09
8

－
45

0
50

0(
D

)*
11

56
(L

)
0.

00
09

8
0.

8
37

0
連
続

×

横
置
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ

充
填
形

屋
内

Ar
ガ
ス

SU
S

SU
S3

04
36

.1
一
次
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾝ
ｸ

ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(V
T3

6.
1-

3)
1

PS
-2

A
0.

18
6

－
55

0
50

0(
ID

)*
12

43
(L

)
0.

00
09

8
12

.0
50

0
連
続

×

ｴ
ｺ
ﾉ
ﾏ
ｲ
ｻ
ﾞｰ
内
臓
型

強
制
冷
却
式

屋
内

液
体
Ｎ

a
SU

S3
04

AS
TM

A
38

7D
34

.2
2次

N
 a
純
化
系

ｺ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(C
T3

4.
2-

1)
1
適
用
外

B
0.

78
4

52
40

0
85

0(
ID

)*
34

98
(L

)*
8(

T)
－

5.
2

15
0

連
続

○
M

K
3
平
成

14
年

11
月

(Ｍ
Ｋ
Ⅲ
改
造
工
事

)

竪
置
ﾌ
ｨﾝ
付

空
冷
式

屋
内

Ar
ガ
ス

SU
S3

04
ST

PT 42
36

.2
(O

/F
)ﾀ
ﾝ
ｸ
用

ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(V
T3

6.
2-

1A
/1

B)
2
適
用
外

B
0.

09
8

0.
39

40
0

16
5.

2(
D

)*
17

00
(L

)
0.

02  ～ 0.
03

－
34

0
連
続

×

竪
置
ﾌ
ｨﾝ
付

空
冷
式

屋
内

Ar
ガ
ス

SU
S3

04
ST

PT 42
36

.2
二
次
ﾀ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾟﾀ
ﾝ
ｸ
用

ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

(V
T3

6.
2-

2)
1
適
用
外

B
0.

18
6

0.
72

40
0

16
5.

2(
D

)*
17

00
(L

)
0.

02  ～ 0.
03

－
34

0
連
続

×

竪
置
ﾌ
ｨﾝ
付

空
冷
式

屋
内

Ar
ガ
ス

SU
S3

04
ST

PT 42
36

.2
膨
張
ﾀ
ﾝ
ｸ
用

ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ

VT
36

.2
-3

1
適
用
外

B
0.

18
6

0.
00

48
3

40
0

16
5.

2(
D

)*
11

50
(L

)
0.

02  ～ 0.
03

－
40

0
連
続

×

材
質

(T
P)

分
類
基
準

材
質

(本
体

)

台
数

型
式

内
部
流
体

系
統

N
o.

機
器
名

設
置
場
所

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

使
用
状
態

仕
様

時
期

運
転
状
態
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表
2－

5（
1／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
ポ
ン
プ

容
量

揚
程

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能

耐
震

（
m

3 /h
）

（
m
）

(M
Pa

)
（
℃
）

(M
Pa

)
（
℃
）

容
積
型
往
復

プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
ポ
ン
プ
屋
内

油
 

14
大
回
転
プ
ラ
グ
油
圧
ポ
ン
プ

1
PS

-2
B

4.
4L

/m
in

－
39

.2
27

34
.3

23
40

燃
交
中

○
平
成

17
年

1月

容
積
型
往
復

プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
ポ
ン
プ
屋
内

油
14

小
回
転
プ
ラ
グ
油
圧
ポ
ン
プ

1
PS

-2
B

2L
/m

in
－

39
.2

27
34

.3
23

40
燃
交
中

○
平
成

17
年

1月

横
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内
脱
塩
水

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

燃
料
洗
浄
設
備
　
シ
ー
ル

水
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
40

65
燃
交
中

×

横
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内
脱
塩
水

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

燃
料
洗
浄
設
備
　
洗
浄
槽

循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
21

60
3.

5
65

65
燃
交
中

×

横
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内
脱
塩
水

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

水
処
理
設
備
　
水
循
環
ポ
ン

プ
2

M
S-

2
B

30
35

4.
8

65
65

連
続

×

横
型
片
吸
入

渦
巻
式
遠
心
ポ
ン
プ
屋
内

空
気

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

水
処
理
設
備
　
真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
0.

08
m

3 /m
in

-4
00

m
m

H
g

65
40

随
時

○

ベ
ル
ト
駆
動
形

油
回
転
式

真
空
ポ
ン
プ

屋
内

A
r

28
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ
　
ア

ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備
　
真
空

ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
60

0L
/m

in
－

5×
10

-4
 to

rr
燃
交
中

○
昭
和

56
年

た
て
軸
自
由
液
面
式

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内
液
体

N
a

SU
S3

04
(本
体

)
Ｓ

C
S1

3(
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
ｰ

)
31

.1
一
次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(P
31

.1
-1

A
,1

B
)

2
PS

-1
A

S
15

38
70

(定
格

)
48

.5
(運
転

)
0.

68
6

45
0

0.
47

07
37

0
定
期
切
替

連
続

○
3
回
4
回

昭
和
5
7
年
 1
B
軸
受
他
交
換

昭
和
5
9
年
 1
A
軸
受
他
交
換

（
容
積
型
回
転
）

ベ
ー
ン
型
ポ
ン
プ

屋
内

オ
イ
ル

FC
30

(本
体

)
Ｓ
Ｋ
Ｈ
９

(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
ｰ

)
31

.1
一
次
系
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(O
P3

1.
1-

1A
,2

A
,1

B
,2

B
)

4
PS

-3
A

4.
2

3.
5(
定
格

)
6.

86
80

0.
46

06
42

定
期
切
替

連
続

○
1
回
1
1
回

昭
和

54
年

6月
　

(1
A
異
音

)新
規
交
換

平
成

7年
10
月
　

PM
 新
規
交

換

横
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内

水
FC

36
.1

１
次
Ａ

r 
ガ
ス
系

真
空
ポ
ン
プ
用

冷
却
水
ポ
ン
プ

(W
P3

6.
1-

1)

1
A

0.
06

L/
m

in
24

0.
24

40
―

―
停
止
中

×

た
て
軸
１
段
自
由

液
面
式
遠
心
ポ
ン
プ
屋
内
液
体

N
a

SU
S3

04
(本
体

)
Ｓ

C
S1

3(
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
ｰ

)
31

.2
二
次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(P
31

.2
-1

A
/P

31
.2

-1
B

)
2

M
S-

1
A

S
13

48
40

.9
(定
格

 ・
運
転

)
－

47
0

0.
27

44
30

0
定
期
切
替

連
続

○

（
容
積
型
回
転
）

ギ
ャ
ポ
ン
プ

屋
内

オ
イ
ル

FC
25

(本
体

)
FC

30
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
ｰ

)
31

.2
二
次
系
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(O
P3

1.
2-

1A
,2

A
,1

B
,2

B
)

1
適
用
外

－
2.

7
－

－
80

0.
34

3
35

定
期
切
替

連
続

○
3回 11
回

昭
和

57
年
８
月
　
す
べ
て
新
規

交
換

(1
A
は
故
障

)
平
成
８
年
２
月
　

 P
M

 新
規
交

換

機
器
名

型
式

内
部

流
体

材
質

系
統

N
o.

分
類
基
準

設
置

場
所

時
期

運
転
状
態

台
数

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

仕
様

使
用
状
態
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表
2－

5（
2／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
ポ
ン
プ

容
量

揚
程

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能

耐
震

（
m

3 /h
）

（
m
）

(M
Pa

)
（
℃
）

(M
Pa

)
（
℃
）

機
器
名

型
式

内
部

流
体

材
質

系
統

N
o.

分
類
基
準

設
置

場
所

時
期

運
転
状
態

台
数

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

仕
様

使
用
状
態

容
積
型
回
転

ギ
ャ
ポ
ン
プ

屋
内

A
重
油

SU
S,

 F
C

53
燃
料
移
送
ポ
ン
プ

2
M

S-
1

A
1.

8
30

.0
0.

30
－

0.
33

22
～

25
連
続

×

容
積
型
回
転

ギ
ャ
ポ
ン
プ

屋
内

オ
イ
ル

SU
S,

 F
C

53
潤
滑
油
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
１

A
4.

8
30

.0
0.

30
－

0.
33

22
～

25
連
続

×

40
×２
５

C
M

D
21
型
Ｂ

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾛ
ｰ
ﾀ

屋
内

廃
液

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

SC
S1

4
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ

SU
S3

04

62

液
体
廃
棄
物
Ｂ

タ
ン
ク

(T
K

62
-1

)用
廃
液
移
送
ポ
ン
プ

(P
62

-1
)

1
PS

-3
Ｂ

10
0ℓ

/m
in

44
0.

44
60

0.
4

室
温

随
時

×

40
×２
５

C
M

D
21
型
Ｂ

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾛ
ｰ
ﾀ

屋
内

廃
液

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

SC
S1

4
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ

SU
S3

04

62

液
体
廃
棄
物
Ａ

タ
ン
ク

(T
K

62
-2

)用
廃
液
移
送
ポ
ン
プ

(P
62

-2
)

1
PS

-3
Ｂ

10
0ℓ

/m
in

44
0.

44
60

0.
4

室
温

随
時

×

H
10

2-
3.

7E
-1

S7
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾛ
ｰ
ﾀ

屋
内

廃
液

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

SC
S1

3
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ

SU
S3

04

62

沈
降
防
止
槽

(T
K

62
-2

01
)用

廃
液
移
送
ポ
ン
プ

(P
62

-2
11

)

1
PS

-3
B

6
50

0.
5

60
0.

38
室
温

随
時

×

40
SQ

G
M

自
給
水
型

屋
内

ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
水

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

FC
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ

B
C

62

床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク

(T
K

61
-3

)用
移
送
ポ
ン
プ

A
(P

62
-3

A
)

1
PS

-3
B

10
0ℓ

/m
in

12
0.

12
60

―
室
温

随
時

×

40
SQ

G
M

自
給
水
型

屋
内

ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
水

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

FC
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ

B
C

62

床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク

(T
K

61
-3

)用
移
送
ポ
ン
プ

B
(P

62
-3

B
)

1
PS

-3
B

10
0ℓ

/m
in

9
0.

09
60

―
室
温

随
時

×

屋
内

オ
イ
ル

71
B

71
-1

A
,B
用

潤
滑
油
ポ
ン
プ

(P
71

-1
A

,1
B

)
1

適
用
外

C
25

0ℓ
/m

in
35

0.
35

10
0

0.
2

１
５
～
３
０

連
続

×

横
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内

水
SU

S,
 F

C
76

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ

2
適
用
外

A
40

0
37

.3
0.

98
50

0.
60

18
～

24
定
期
切
替

連
続

○
11
回
平
成

8年
11
月

縦
軸
ポ
ン
プ

屋
内

水
SU

S,
 F

C
76

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ

2
適
用
外

A
12

71
.0

0.
98

50
0.

80
18
～

24
定
期
切
替

連
続

○
11
回
平
成

8年
11
月
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表
2－

5（
3／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
ポ
ン
プ

容
量

揚
程

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能

耐
震

（
m

3 /h
）

（
m
）

(M
Pa

)
（
℃
）

(M
Pa

)
（
℃
）

機
器
名

型
式

内
部

流
体

材
質

系
統

N
o.

分
類
基
準

設
置

場
所

時
期

運
転
状
態

台
数

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

仕
様

使
用
状
態

縦
軸
ポ
ン
プ

屋
内

水
SU

S,
 F

C
76

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ

2
適
用
外

A
29

0
52

.0
1.

57
50

0.
55

18
～

24
定
期
切
替

連
続

○
11
回
平
成

8年
11
月

竪
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内

水
SU

S,
 F

C
76

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ

3
適
用
外

A
10

0
57

.0
0.

88
55

0.
40

18
～

24
定
期
切
替

連
続

○
11
回
平
成

8年
11
月

横
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内
フ
ロ
ン
１
１

SU
S

84
冷
媒
ポ
ン
プ

3
M

S-
１

A
8.

4
60

.0
1.

48
－

0.
79
～

1.
1

－
定
期
切
替

連
続

○
10
回
平
成

5年
5月

（
平
成

4年
3月
）

横
置
タ
ー
ボ
型

遠
心
ポ
ン
プ

屋
内

水
FC

84
A
冷
水
ポ
ン
プ

2
適
用
外

C
48

.7
25

.0
－

－
－

－
定
期
切
替

連
続

×

横
型
片
吸
入

渦
巻
式
遠
心
ポ
ン
プ
屋
内
脱
塩
水

SC
S1

3
62

0
第
１

SF
F　
水
冷
却
浄
化
設

備
　
水
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
55

50
0.

49
k

60
40

定
期
切
替

連
続

×

横
型
片
吸
入

渦
巻
式
遠
心
ポ
ン
プ
屋
内
脱
塩
水

SC
S1

3
62

0
第
１

SF
F　
水
冷
却
浄
化
設

備
　
真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
0.

4N
㎥

/m
in

　
8k

50
40

随
時

×

横
型
片
吸
入

渦
巻
式
遠
心
ポ
ン
プ
屋
内

ろ
過
水

SC
S1

3
62

0
第
１

SF
F　
補
機
冷
却
設
備

補
機
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
70

55
40

40
定
期
切
替

連
続

○
運
転
中
平
成

11
年

横
型
片
吸
入

渦
巻
式
遠
心
ポ
ン
プ
屋
内

廃
液

SC
S1

3
62

0
第
１

SF
F　
廃
液
設
備
　
廃

液
移
送
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
6

30
40

40
随
時

×

横
型
片
吸
入

渦
巻
式
遠
心
ポ
ン
プ
屋
内

廃
液

SC
S1

3
62

0
第
１

SF
F　
廃
液
設
備
　
廃

液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
10

15
40

40
随
時

×

油
回
転
式

真
空
ポ
ン
プ

屋
内

A
r

62
0
第
１

SF
F　
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

系
設
備
　
真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
25

3L
/m

in
0.

1
70

40
随
時

×

横
置

う
ず
巻
式
ポ
ン
プ

屋
内
脱
塩
水

SC
S1

3
92

0
第

2S
FF
　
水
冷
却
浄
化
設

備
　
水
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
10

45
0.

58
8

65
0.

49
40

定
期
切
替

連
続

×

横
型
ポ
ン
プ

屋
内
脱
塩
水

－
92

0
第

2S
FF
　
水
冷
却
浄
化
設

備
　
真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
5

54
－

－
－

－
定
期
切
替

連
続

×

縦
型
ポ
ン
プ

屋
内
脱
塩
水

SC
S1

4
92

0
第

2S
FF
　
水
冷
却
浄
化
設

備
　
集
水
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
5

54
0.

58
8

65
0.

53
40

定
期
切
替

連
続

×
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表
2－

5（
4／

4）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
ポ
ン
プ

容
量

揚
程

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能

耐
震

（
m

3 /h
）

（
m
）

(M
Pa

)
（
℃
）

(M
Pa

)
（
℃
）

機
器
名

型
式

内
部

流
体

材
質

系
統

N
o.

分
類
基
準

設
置

場
所

時
期

運
転
状
態

台
数

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

仕
様

使
用
状
態

横
置

う
ず
巻
式
ポ
ン
プ

屋
内

ろ
過
水

FC
25

92
0
第

2S
FF
　
補
機
冷
却
設
備

冷
却
水
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
19

46
0.

58
8

40
0.

49
31

定
期
切
替

連
続

×

縦
型

う
ず
巻
式
ポ
ン
プ

屋
内

ろ
過
水

FC
20

0
92

0
第

2S
FF
　
補
機
冷
却
設
備

冷
却
塔
散
水
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
17

3.
35

0.
3

－
－

－
定
期
切
替

連
続

○
平
成

16
年

2月

横
置

う
ず
巻
式
ポ
ン
プ

屋
内

廃
液

SC
S1

3
92

0
第

2S
FF
　
廃
液
設
備
　
廃

液
移
送
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
10

35
0.

58
8

65
0.

49
40

停
止
中

×

横
置
ポ
ン
プ

屋
内

廃
液

－
92

0
第

2S
FF
　
缶
詰
缶
除
染
装

置
　
高
圧
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
0.

96
－

19
.6

－
15

－
停
止
中

×

横
置

う
ず
巻
式
ポ
ン
プ

屋
内

廃
液

FC
20

92
0
第

2S
FF
　
缶
詰
缶
除
染
装

置
　
排
水
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
3

8
－

－
－

－
停
止
中

×
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表
2－

6（
1／

5）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
送
風
機

容
量

静
圧

回
転
数
周
囲
温
度

安
全
機
能
耐
震
（
m

3 /m
in
）

（
K

Pa
）

（
rp

m
）

（
℃
）

遠
心
型

直
結

屋
内

燃
料
出
入
設
備

冷
却
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

6
随
時

40
×

軸
流
型

直
結

屋
内

新
燃
料
貯
蔵
設
備

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

1
M

S-
2

2
44

13
0

燃
交
中

29
60

40
×

多
翼
式

直
動

屋
内

新
燃
料
貯
蔵
設
備

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

冷
却
器
フ
ァ
ン

1
M

S-
2

10
0

14
7

燃
交
中

14
10

40
×

遠
心
型

直
結

屋
内

燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

12
0N

m
3 /h

44
.1

燃
交
中

29
10

40
×

軸
流
型

直
結

屋
内

燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

冷
却
フ
ァ
ン

2
M

S-
2

80
98

燃
交
中

14
00

40
×

渦
巻
型

直
結

屋
内

燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

ベ
ー
パ
ト
ラ
ッ
プ
送
風
機

1
M

S-
2

燃
交
中

40
×

ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾘ型
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

増
速
器
屋
内

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

燃
料
洗
浄
設
備

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

7.
5

D
E

L1
.3

5a
ta

/S
U

C
2.

25
at

a
燃
交
中

18
50

/1
46

0
40

×

遠
心
型

直
結

屋
内

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

回
転
移
送
機

冷
却
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

10
58

84
燃
交
中

29
00

40
×

１
次
主
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン

2
M

S-
1

A
s

型
式

設
置
場
所

重
要
度

系
統

N
o.

台
数

（
台
）

内
部

流
体

機
器
名
称

材
質

分
類
基
準

仕
様

駆
動

方
式

有
無
時
期

使
用
条
件

更
新
履
歴 更
新
年
月

運
転
状
態
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表
2－

6（
2／

5）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
送
風
機

容
量

静
圧

回
転
数
周
囲
温
度

安
全
機
能
耐
震
（
m

3 /m
in
）

（
K

Pa
）

（
rp

m
）

（
℃
）

型
式

設
置
場
所

重
要
度

系
統

N
o.

台
数

（
台
）

内
部

流
体

機
器
名
称

材
質

分
類
基
準

仕
様

駆
動

方
式

有
無
時
期

使
用
条
件

更
新
履
歴 更
新
年
月

運
転
状
態

片
吸
込
タ
ー
ボ
ブ

ロ
ワ
キ
ャ
ン
ド
タ
イ

プ
(遠
心
式

)
直
結

A
20

7
SS

34
(本
体

)
34

.1
一
次

N
a純
化
系

C
/T
冷
却

Ｎ
2ガ
ス
ブ
ロ
ワ

(B
34

.1
-1

 )
1

M
S-

3
B

17
8

－
連
続

29
20

40
×

34
.2
二
次

N
a純
化
系

電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン

1
M

S-
3

B

入
口
ベ
ー
ン
付
両

吸
込
横
置
タ
ー
ボ

フ
ァ
ン

(遠
心
式

)
直
結

S4
03

S4
19

空
気

SU
S3

04
31

.2
二
次
主
送
風
機

(B
31

.2
-1

A
,2

A
,1

B
,2

B
)

4
適
用
外

A
77

00
4.

24
定
期
切
替

連
続

73
5

40
○

M
K

3

平
成

13
年

5月
B

31
.2

-1
A

/2
A

平
成

13
年

6月
B

31
.2

-1
B

/2
B

入
口
ベ
ー
ン
付
片

吸
込
横
置
タ
ー
ボ

フ
ァ
ン

(遠
心
式

)
直
結

A
50

5
空
気

－
32

.2
二
次
補
助
送
風
機

 (B
32

.2
-1

)
1

M
S-

1
B

89
0

0.
93

16
原
子
炉

停
止
時

に
運
転

73
5

40
×

片
吸
込
横
置
遠

心
フ
ァ
ン

(遠
心

式
)

直
結

A
50

5
空
気

－
32

.2
二
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ

用
冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

 (B
32

.2
-2

A
,2

B
)

2
M

S-
1

B
60

0.
44

13
原
子
炉

停
止
時

に
運
転

15
00

40
×

横
置
タ
ー
ボ
形

(遠
心
式

)
直
結

S4
13

空
気

SS
41

(本
体

)
34

.2
二
次

N
a純
化
系

C
/T
冷
却
ブ
ロ
ワ

(B
34

.2
-1

 )
1

PS
-3

B
10

0
0.

98
09

連
続

15
00

40
×

軸
流
型

直
結

屋
内

53
空
気
過
給
器

4
M

S-
1

A
s

－
19

.6
(最
大

)
常
陽

D
/G

発
電
機

運
転
時
）

20
00

0
－

×

ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟ

ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

A
10

8
61

N
2 
廃
ガ
ス
ブ
ロ
ワ

(B
L6

1-
1A

,1
B

)
2

B
60

0
定
期
切
替

連
続

14
50

室
温

×
3回

昭
和

57
年

片
吸
込
タ
ー
ボ
ブ

ロ
ワ
（
N

2ガ
ス
再

循
環
方
式
）

直
結

A
20

8
SS

41
(本
体

)
71

予
熱
窒
素
ガ
ス
系
窒
素
ブ
ロ
ワ

(B
71

-1
A

,1
B

)
2

適
応
外

B
17

0
0～

0.
49

42
定
期
切
替

連
続

74
95

40
×
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表
2－

6（
3／

5）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
送
風
機

容
量

静
圧

回
転
数
周
囲
温
度

安
全
機
能
耐
震
（
m

3 /m
in
）

（
K

Pa
）

（
rp

m
）

（
℃
）

型
式

設
置
場
所

重
要
度

系
統

N
o.

台
数

（
台
）

内
部

流
体

機
器
名
称

材
質

分
類
基
準

仕
様

駆
動

方
式

有
無
時
期

使
用
条
件

更
新
履
歴 更
新
年
月

運
転
状
態

71
B

71
-1

A軸
封
用

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
ブ
ロ
ワ

A
(V

B
71

-1
A

,1
B

)
2

1.
4

15
.2

0
30

00
室
温

×

ベ
ル
ト

A
40

5
75

除
湿
塔
ブ
ロ
ア

(B
75

-1
)

1
C

2.
2

15
40

室
温

軸
流
型

直
結

屋
外

空
気
A
C
3
A
-
4
F
(翼
）

S
S
4
1
（
フ
ァ
ン
ス

タ
ッ
ク
・
フ
レ
ー
ム
）

76
空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ

(B
76

-2
A

,2
B

)
2

M
S-

1
A

29
98

12
7.

4
定
期
切
替

連
続

31
2

－
○

5回
昭
和

60
年

10
月

軸
流
型

直
結

屋
外

空
気
A
C
3
A
-
4
F
(翼
）

S
S
4
1
（
フ
ァ
ン
ス

タ
ッ
ク
・
フ
レ
ー
ム
）

76
補
機
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ

(B
76

-3
A

,3
B

)
2

M
S-

1
A

30
15

99
.0

定
期
切
替

連
続

36
2

－
○

5回
昭
和

60
年

10
月

軸
流
型

直
結

屋
外

空
気
A
C
3
A
-
4
F
(翼
）

S
S
4
1
（
フ
ァ
ン
ス

タ
ッ
ク
・
フ
レ
ー
ム
）

76
ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｾ
ﾞﾙ
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ

(B
76

-1
A

,1
B

)
2

M
S-

1
A

17
67

88
.2

定
期
切
替

連
続

35
0

－
○

5回
昭
和

60
年

10
月

遠
心
型

ベ
ル
ト
屋
内

空
気
S
S
4
1
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン

(B
84

-1
A

,1
B

)
2

M
S-

1
A

26
5

22
00

定
期
切
替

連
続

16
30

－
×

遠
心
型

ベ
ル
ト
屋
内

空
気
S
S
4
1
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン

(B
84

-4
A

,4
B

)
2

M
S-

1
A

26
5

16
50

定
期
切
替

連
続

14
50

－
×

軸
流
型

直
結

屋
内

空
気
S
P
C
C
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
用
フ
ァ
ン

(B
84

-2
A

,2
B

)
2

M
S-

1
A

35
10

0
連
続

14
50

－
×

軸
流
型

直
結

屋
内

空
気
S
P
C
C
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
炉
上
部
ピ
ッ
ト
用
軸
流
フ
ァ
ン

(B
84

-2
C

)
1

M
S-

1
A

15
8.

3
25

0
連
続

14
10

－
×
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表
2－

6（
4／

5）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
送
風
機

容
量

静
圧

回
転
数
周
囲
温
度

安
全
機
能
耐
震
（
m

3 /m
in
）

（
K

Pa
）

（
rp

m
）

（
℃
）

型
式

設
置
場
所

重
要
度

系
統

N
o.

台
数

（
台
）

内
部

流
体

機
器
名
称

材
質

分
類
基
準

仕
様

駆
動

方
式

有
無
時
期

使
用
条
件

更
新
履
歴 更
新
年
月

運
転
状
態

軸
流
型

直
結

屋
内

空
気
S
P
C
C
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
用

再
循
環
フ
ァ
ン

(B
84

-1
1A

,1
1B

)
2

M
S-

1
A

52
10

0
連
続

14
50

－
×

遠
心
型

ベ
ル
ト
屋
内

空
気
S
S
4
1
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
常
用
排
気
フ
ァ
ン

(B
84

-3
A

,3
B

)
2

M
S-

1
A

28
.4

28
00

定
期
切
替

連
続

27
70

－
×

遠
心
型

ベ
ル
ト
屋
内

Ｎ
２

S
S
4
1
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

(B
84

-5
A

,5
B

,5
C

,5
D

)
4

M
S-

1
A

11
43

15
0

定
期
切
替

連
続

17
00

－
×

遠
心
型

ベ
ル
ト
屋
内

Ｎ
２

S
S
4
1
(ケ
ー
シ
ン

グ
・
羽
根
車
)

S
4
5
C
（
軸
）

84
機
器
冷
却
フ
ァ
ン

(B
84

-7
A

,7
B

)
2

M
S-

1
A

16
9

40
00

定
期
切
替

連
続

21
10

－
×

遠
心
型

ベ
ル
ト
屋
内

Ｎ
２
鋳
鉄
（
ロ
ー
タ
）

S4
5C

(シ
ャ
フ
ト
）

84
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
ブ
ー
ス
タ
フ
ァ
ン

(B
84

-6
A

,6
B

)
2

M
S-

1
A

26
－

定
期
切
替

連
続

17
50

－
○

1
0
回
平
成

5年
10
月

遠
心
型

直
結

屋
内

Ｎ
２

B
H

T8
0（
翼
）

ｳ
ｪ
ﾙ
ﾃ
ﾝ

80
C

(主
板
・
側
板
）

84
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ

(B
84

-9
A

,9
B

)
2

M
S-

1
A

50
0

13
00

0
定
期
切
替

連
続

29
70

－
×

遠
心
型

直
結

屋
内

Ｎ
２

B
H

T8
0（
翼
）

ｳ
ｪ
ﾙ
ﾃ
ﾝ

81
C

(主
板
・
側
板
）

84
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
フ
ァ
ン

(B
84

-1
0A

,1
0B

)
2

M
S-

1
A

91
.7

60
00

定
期
切
替

連
続

29
20

－
×

遠
心
型

直
結

屋
内

第
一

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

冷
却
ブ
ロ
ワ

1
M

S-
2

12
00

20
.5

9
連
続

29
00

40

軸
流
型

直
結

屋
外

第
一

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

冷
却
塔
フ
ァ
ン

1
M

S-
2

10
70

58
.8

4
連
続

50
8

40
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表
2－

6（
5／

5）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
送
風
機

容
量

静
圧

回
転
数
周
囲
温
度

安
全
機
能
耐
震
（
m

3 /m
in
）

（
K

Pa
）

（
rp

m
）

（
℃
）

型
式

設
置
場
所

重
要
度

系
統

N
o.

台
数

（
台
）

内
部

流
体

機
器
名
称

材
質

分
類
基
準

仕
様

駆
動

方
式

有
無
時
期

使
用
条
件

更
新
履
歴 更
新
年
月

運
転
状
態

遠
心
型

ベ
ル
ト
屋
外

第
二

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

補
機
冷
却
設
備

冷
却
塔
冷
却
フ
ァ
ン

2
M

S-
2

－
－

随
時

14
40

－
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表
2－

7　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
真
空
ポ
ン
プ

容
量

最
高

使
用
外
圧

最
高

使
用
温
度

到
達

真
空
度

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
L/

m
in
）

(M
Pa

)
（
℃
）

(P
a)

（
℃
）

油
回
転
式

真
空
ポ
ン
プ
ベ
ル
ト
屋
内

A
rガ
ス

24
燃
料
交
換
機
　
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

系
設
備
　
真
空
ポ
ン
プ

2
PS

-2
B

60
0

0.
09

8
　

75
以
下

燃
交
中

×

油
回
転
式

真
空
ポ
ン
プ
ベ
ル
ト
屋
内

A
rガ
ス

24
燃
料
出
入
機
　
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

系
設
備
　
真
空
ポ
ン
プ

1
PS

-2
B

96
0

0.
09

8
　

75
以
下

燃
交
中

○

油
回
転
式

真
空
ポ
ン
プ
ベ
ル
ト
屋
内

A
rガ
ス

25
新
燃
料
貯
蔵
設
備
　
ア
ル
ゴ
ン

ガ
ス
系
設
備
　
真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
30

0
0.

09
8

燃
交
中

×

油
回
転
式

真
空
ポ
ン
プ
ベ
ル
ト
屋
内

A
rガ
ス

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
　
燃

料
洗
浄
設
備
　
汚
染
廃
ガ
ス
真

空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
16

00
0.

09
8

0.
66

7
65

燃
交
中

○
－

昭
和
5
3
年

水
冷

油
回
転
式
ベ
ル
ト
屋
内

A
rガ
ス

36
.1
一
次

A
ｒｶ
ﾞｽ
系

真
空
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(V
P3

6.
1-

1 
)

1
適
用
外

A
15

00
0

0.
09

8
80

0.
66

7
80

常
時
停
止

×

水
冷

油
回
転
式
ベ
ル
ト
屋
内

A
rガ
ス

36
.2
二
次

A
ｒｶ
ﾞｽ
系

真
空
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(V
P3

6.
2-

1 
)

1
適
用
外

C
60

00
0.

09
8

40
0.

66
7

40
以
下

常
時
停
止

×

ｾ
ﾝ
ｺ
型

油
回
転
式
ベ
ル
ト
屋
内
A
r廃
ガ
ス

61
廃
気
用
真
空
ポ
ン
プ

(サ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置

)
(V

P6
1-

1)
1

PS
-2

Ｂ
60

0.
09

8
×

材
質

系
統

N
o.

分
類
基
準

機
器
名

駆
動

方
式

設
置

場
所

型
式

内
部
流
体

台
数

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

重
要
度
分
類

使
用
状
態

時
期

運
転
状
態

仕
様
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表
2－

8　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
圧
縮
機

吐
出
圧

軸
動
力

容
量

回
転
数
重
量

周
囲
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
kW
）

（
m

3 /h
）

（
rp

m
）

(K
g)

（
℃
）

往
復
型

直
結

屋
内

（
S-

12
5）

（
S-

13
0）

空
気

53
空
気
圧
縮
機

(C
P5

3-
1A

,1
B

 )
2

M
S-

1
A

s
2.

9
7.

5
47

.7
96

5
×

D
H

N
L4

52
G

4S
T 2

2
ベ
ル
ト

屋
内

（
A

-1
12
）

（
A

-1
13
）
A
r廃
ガ
ス

61
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機

（
C

P6
1-

1A
,1

B
）

2
PS

-2
B

0.
88

11
1.

0
50

0
25
～

34
定
期
切
替

連
続

×

D
H

N
L7

17
G

4S
T 2
ベ
ル
ト

屋
内

（
A

-1
08
）
A
r廃
ガ
ス

61
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機

(C
)

1
PS

-2
B

0.
93

30
4.

41
33

0
25
～

34
×

た
て
形

1気
筒

水
冷
複
動

カ
ー
ボ
ン
リ
ン
グ
形

無
給
油
式

ベ
ル
ト

屋
内

（
A

-4
05
）
空
気

FC
25

75
空
気
圧
縮
機

(C
P7

5-
1A

,1
B

,1
C

 )
3

適
用
外

C
0.

68
6

50
42

0
(但
し
、
吸
入
状

態
で
は
、

7)
44

0
40

常
時
切
替
交
互
運
転

×

軸
流
型

直
結

屋
内

R
-
1
1

(フ
ロ
ン
）
炭
素
鋼

84
タ
ー
ボ
冷
凍
機

(C
P8

4-
1A

,1
B

)
2

M
S-

1
A

1.
3

23
0

定
期
切
替

連
続

12
64

0
－

25
～

34
定
期
切
替

連
続

×

往
復
型

直
結

屋
内

R
-
2
2

(フ
ロ
ン
）
炭
素
鋼

84
A
圧
縮
機
（
チ
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(N
o1

/N
o3

)
2

M
S-

1
A

0.
6

22
連
続

14
40

21
0

25
～

34
連
続

×

往
復
型

直
結

屋
内

R
-
2
2

(フ
ロ
ン
）
炭
素
鋼

84
A
圧
縮
機
（
チ
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(N
o2

/N
o4

)
2

M
S-

1
A

0.
6

15
連
続

14
40

18
2

25
～

34
連
続

×

更
新
履
歴

内
部
流
体

有
無

更
新
年
月

時
期

系
統

N
o.

台
数
（
台
）

仕
様

機
器
名
称

材
質

運
転
状
態

重
要
度

使
用
条
件

型
式

設
置
場
所

分
類
基
準

駆
動

方
式
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表
2－

9　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
電
磁
ポ
ン
プ

最
大

設
計
流
量

最
大

設
計
温
度

最
大

設
計
電
圧

最
大

設
計
電
流

冷
却
ｶ
ﾞｽ

流
量

運
転
圧
力

運
転
温
度

運
転
流
量

周
囲
温
度

安
全
機
能
耐
震
（
m

3 /m
in
）

(℃
)

(V
)

(A
)

（
N

m
3 /h
）
（
M

Pa
）

(℃
)
（
m

3 /m
in
）

（
℃
）

2重
壁

ﾌ
ﾗ
ｯ
ﾄﾘ
ﾆ
ｱ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞｸ
ｼ
ｮﾝ

方
式

A
C電
源

R
20

3
液
体

N
a

SU
S3

04
(ﾀ
ﾞｸ
ﾄ)

1次
Ｎ
ａ
補
助
系

電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(E
P3

2.
1-

1 
)

M
S-

1
A

s
1.

33
55

0
30

0
26

0
27

00
0.

31
85

37
0

1.
08

水
平

40
停
止
時

運
転

×

2重
壁

ﾌ
ﾗ
ｯ
ﾄﾘ
ﾆ
ｱ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞｸ
ｼ
ｮﾝ

方
式

A
C電
源

R
10

5
液
体

N
a

SU
S3

04
(ﾀ
ﾞｸ
ﾄ)

1次
O

/F
系

電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(E
P3

3-
1 

)
PS

-2
A

0.
25

55
0

18
0

11
6

21
00

0.
18

13
45

0
0.

20
水
平

40
常
時
運
転

×

1重
壁
ﾘﾆ
ｱ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ﾞｸ
ｼ
ｮﾝ

方
式

A
C電
源

R
10

5
液
体

N
a

SU
S3

04
(ﾀ
ﾞｸ
ﾄ)

1次
Ｎ
ａ
純
化
系

電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(E
P3

4.
1-

1 
)

PS
-2

B
0.

20
55

0
25

0
16

0
24

00
0.

31
85

45
0

0.
15

水
平

40
常
時
運
転

×

平
板

直
線
形

A
C電
源

A
50

5
液
体

N
a

SU
S3
１

6
(ﾀ
ﾞｸ
ﾄ)

2次
Ｎ
ａ
補
助
系

電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(E
P3

2.
2-

1 
)

M
S-

1
A

s
1.

07
40

0
40

0
18

7
60

0.
39

2
40

0
1.

07
水
平

40
停
止
時

運
転

×

交
流

ﾌ
ｧ
ﾗ
ﾃ
ﾞｰ
形

A
C電
源

S2
12
液
体

N
a

SU
S3
１

6
(ﾀ
ﾞｸ
ﾄ)

2次
Ｎ
ａ
純
化
系

電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ

(E
P3

4.
2-

1 
)

PS
-3

B
0.

10
40

0
20

0
1
7
5

15
0.

29
34

0
0.

06
7

水
平

40
常
時
運
転

×

内
部
流
体

仕
様

機
器
名
称

材
質

分
類
基
準

駆
動
装
置

型
式

設
置

場
所

運
転
状
態

重
要
度

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

時
期

据
付
方
向

使
用
条
件
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表
2－

10
（

1／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

低
圧

密
閉
型

R
PU

12
C

R
D

M
12

-1
駆
動
用
電
動
機

（
C

R
D

M
12

-1
-M

,2
-M

,3
-M

,4
-M

,5
-M

,6
-M
）

6
M

S-
1

A
s

0.
02

A
C

20
0

92
0

FA
LS

E
（
原
子
炉
停
止
時
）

（
定
検
時
）
切
替
連
続

○
1
２
回
平
成
１
０
年
１
１
月

低
圧

密
閉

屋
内

14
大
回
転
プ
ラ
グ
駆
動
装
置
モ
ー
タ

1
適
用
外

C
5.

5
40

0
15

00
FA

LS
E

燃
交
中

○
14
回
平
成

17
年

低
圧

密
閉

屋
内

14
小
回
転
プ
ラ
グ
駆
動
装
置
モ
ー
タ

1
適
用
外

C
2.

2
40

0
15

00
FA

LS
E

燃
交
中

○
14
回
平
成

17
年

低
圧

密
閉

屋
内

14
大
回
転
プ
ラ
グ
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
モ
ー
タ

1
適
用
外

C
5.

5
40

0
15

00
FA

LS
E

燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

14
小
回
転
プ
ラ
グ
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
モ
ー
タ

1
適
用
外

C
3.

7
40

0
15

00
FA

LS
E

燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

14
回
転
プ
ラ
グ
パ
イ
ロ
ッ
ト
弁
モ
ー
タ

6
適
用
外

C
0.

00
4

10
0

15
00

FA
LS

E
燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

22
燃
料
出
入
設
備

冷
却
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

B
6.

5
20

0
FA

LS
E

燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

24
燃
料
交
換
機
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

真
空
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
20

0
FA

LS
E

燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

24
燃
料
出
入
機
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
20

0
FA

LS
E

燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

25
新
燃
料
貯
蔵
設
備
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
1.

5
20

0
60

0
FA

LS
E

燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

25
新
燃
料
貯
蔵
設
備
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

ブ
ロ
ワ

1
M

S-
2

B
11

20
0

29
60

FA
LS

E
燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

25
新
燃
料
貯
蔵
設
備
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

フ
ァ
ン

1
M

S-
2

B
1.

5
20

0
28

50
FA

LS
E

燃
交
中

×

低
圧

密
閉

屋
内

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
燃
料
洗
浄
設
備

汚
染
廃
ガ
ス
真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
2.

2
20

0
42

5
FA

LS
E

随
時

×

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数
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表
2－

10
（

2／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

低
圧

密
閉

屋
内

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
燃
料
洗
浄
設
備

洗
浄
槽
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
7.

5
20

0
29

00
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
水
処
理
設
備

水
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
7.

5
20

0
29

00
FA

LS
E

連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
水
処
理
設
備

真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
0.

75
20

0
15

00
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

26
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
燃
料
洗
浄
設
備

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

B
30

20
0

18
50

/1
46

0
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

27
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
回
転
移
送
機

冷
却
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

B
7.

5
20

0
30

00
FA

LS
E

燃
交
中

○
2回

昭
和

55
年

10
月

低
圧

開
放

屋
内

28
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
1.

5
20

0
90

0
FA

LS
E

随
時

○
2回

昭
和

55
年

低
圧

密
閉

屋
内

28
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

2
M

S-
2

B
11

20
0

29
10

FA
LS

E
随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

28
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
冷
却
フ
ァ
ン

2
M

S-
2

B
0.

75
20

0
14

00
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

28
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

ベ
ー
パ
ト
ラ
ッ
プ
送
風
機

1
M

S-
2

B
0.

75
20

0
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

28
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

コ
ン
プ
レ
ッ
サ

1
M

S-
2

B
0.

4
20

0
10

70
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

28
燃
料
取
扱
用
ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
ｶ
ｰ

潤
滑
油
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
0.

07
5

20
0

14
20

FA
LS

E
随
時

×

高
圧

縦
軸
巻
線
形

誘
導
電
動
機

R
41

0
R

41
2

31
.1
一
次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
駆
動
用
電
動
機

（
P3

1.
1-

1A
-M

,1
B

-M
）

2
M

S-
1

A
s

33
0

30
00

93
0

F
15

5
連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

8月

低
圧

R
41

0
R

41
2

31
.1
一
次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機
冷
却
フ
ァ

ン
電
動
機

2
M

S-
1

A
s

3.
7

20
0

30
00

E
12

0
連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

8月
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表
2－

10
（

3／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

高
圧

縦
軸
巻
線
形

R
41

0
R

41
2

31
.1
一
次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
用
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

（
P3

1.
1-

1A
-P

M
,1

B
-P

M
）

2
M

S-
1

A
s

2.
5

D
C

10
0

13
0

B
13

0
(原
子
炉
運
転
状
態
で

)
電
動
機
停
止
時
に
、

運
転
引
継
ぎ
連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

8月

低
圧

屋
内

31
.1
一
次
系
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ 駆
動
用
電
動
機

(O
P3

1.
1-

1A
,2

A
,1

B
,2

B
 )

4
PS

-3
A

1.
5

40
0

14
30

B
13

0
定
期
切
替

連
続

低
圧

A
20

7
34

.1
一
次

N
a純
化
系

C
/T
冷
却
Ｎ

2ガ
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

(B
34

.1
-1

-M
 )

1
M

S-
3

B
40

40
0

29
20

H
18

0
連
続

低
圧

A
20

7
34

.1
C
T
冷
却
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
電
動
機
冷
却
フ
ァ
ン

電
動
機

1
M

S-
3

B
0.

40
40

0
29

20
E

12
0

連
続

低
圧

屋
内

36
.1
一
次

A
ｒｶ
ﾞｽ
系
真
空
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ駆
動
用
電
動
機

(V
P3

6.
1-

1 
)

1
適
用
外

C

低
圧

ﾓ
ﾙ
ﾄﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

A
20

4
36

.1
１
次
Ａ

r 
ガ
ス
系
真
空
ポ
ン
プ
用

冷
却
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

(W
P3

6.
1-

1-
M

)
1

A
1.

5
A

C
40

0
28

80
FA

LS
E

停
止

×

高
圧

立
軸
巻
線
形

誘
導
電
動
機

S7
01

31
.2
二
次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ駆
動
用
電
動
機

（
P3

1.
2-

1A
-M

,1
B

-M
）

2
M

S-
1

A
s

22
0

A
C

30
00

10
60

F
15

5
連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

3月

低
圧

屋
内

31
.2
二
次
系
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ 駆
動
用
電
動
機

(O
P3

1.
2-

1A
,2

A
,1

B
,2

B
)

1
適
用
外

－

高
圧

S4
03

S4
19

31
.2
二
次
主
送
風
機
駆
動
用
電
動
機

(B
31

.2
-1

A
,2

A
,1

B
,2

B
)

4
適
用
外

A
71

0
30

00
73

5
F

15
5

原
子
炉
運
転
中
運
転

低
圧

A
50

5
32

.2
二
次
補
助
送
風
機
駆
動
用
電
動
機

(B
32

.2
-1

)
1

M
S-

1
B
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表
2－

10
（

4／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

低
圧

A
50

5
32

.2
二
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ

用
冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
駆
動
用
電
動
機

 (B
32

.2
-2

A
,2

B
)

2
M

S-
1

B

低
圧

S4
13

34
.2
二
次

N
a純
化
系

C
/T
冷
却
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

(B
34

.2
-1

 )
1

PS
-3

B
0.

75
40

0
96

0

34
.2
二
次

N
a純
化
系

電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

1
M

S-
3

B

低
圧

36
.2
二
次

A
ｒｶ
ﾞｽ
系
真
空
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ駆
動
用
電
動
機

(V
P3

6.
2-

1 
)

1
11

低
圧

密
閉

屋
内

41
中
性
子
検
出
器
駆
動
用
電
動
機

（
C

H
1,

C
H

2,
C

H
3,

C
H

4,
C

H
5）

5
PS

-2
A

0.
05

20
0

14
10

FA
LS

E
連
続

○
13
回
平
成

14
年

10
月

低
圧

密
閉

屋
内

53
燃
料
移
送
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ駆
動
用
電
動
機

2
M

S-
1

A
0.

75
20

0
94

0
FA

LS
E

連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

53
潤
滑
油
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ駆
動
用
電
動
機

2
M

S-
1

A
1.

5
20

0
94

0
FA

LS
E

連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

53
空
気
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機

(C
P5

3-
1A

-M
,1

B
-M

)
2

M
S-

1
A

7.
5

20
0

96
5

FA
LS

E
連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

53
ﾀ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ装
置
駆
動
用
電
動
機

2
M

S-
1

A
1.

5
20

0
94

0
FA

LS
E

連
続

×

低
圧

A
11

2
61

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機

(C
P6

1-
1A

-M
,1

B
-M

)
2

PS
-2

B
11

A
C

40
0

14
60

FA
LS

E
定
期
切
換

○
11
回
平
成

9年
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表
2－

10
（

5／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

低
圧

A
10

8
61

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機

(C
P6

1-
1C

-M
)

1
PS

-2
B

30
A

C
20

0
10

00
FA

LS
E

―
×

低
圧

A
10

8
61

N
2 
廃
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

(B
L-

61
-1

A
-M

,1
B

-M
)

2
PS

-2
B

2.
2

A
C

42
0

15
00

FA
LS

E
×

低
圧

A
10

4
61

廃
気
用
真
空
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

(サ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置

)
(V

P6
1-

1-
M

)
1

PS
-2

B
0.

2
A

C
20

0
14

50
FA

LS
E

×

低
圧

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾛ
ｰ
ﾀ

A
10

6
62

液
体
廃
棄
物
Ｂ
タ
ン
ク

(T
K

62
-1

)用
廃
液
移
送
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

(P
62

-1
-M

)
1

PS
-3

B
3.

7
A

C
20

0
29

00
FA

LS
E

×

低
圧

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾛ
ｰ
ﾀ

A
10

6
62

液
体
廃
棄
物

A
タ
ン
ク

(T
K

62
-2

)用
廃
液
移
送
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

(P
62

-2
-M

)
1

PS
-3

B
3.

7
A

C
20

0
29

00
FA

LS
E

×

低
圧

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾛ
ｰ
ﾀ

A
10

6
62

沈
降
防
止
槽

(T
K

62
-2

01
)用

廃
液
移
送
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

(P
62

-2
01

-M
)

1
PS

-3
B

3.
7

A
C

20
0

30
00

FA
LS

E
×

低
圧

自
吸
水

A
10

6
62

床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク

(T
K

61
-3

)用
移
送
ポ
ン
プ

A
駆
動
用
電
動
機

(P
62

-3
A

-M
,3

B
-M

)
2

PS
-3

B
0.

75
A

C
20

0
14

10
FA

LS
E

×

高
圧

A
-2

08
71

予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

（
B

71
-1

A
,1

B
）

2
適
用
外

C
17

0
30

00
14

60
F

15
5

原
子
炉
停
止
中
運
転

低
圧

A
-2

08
71

予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
用

潤
滑
油
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

(P
71

-1
A

-M
,1

B
-M

)
2

適
用
外

C
3.

7
42

0
14

60
E

12
0

定
期
切
換

×

低
圧

A
-2

08
71

予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
軸
封
用

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ

(V
B

71
-1

A
-M

,1
B

-M
)

2
適
用
外

C
3.

7
40

0
30

00
E

12
0

連
続

×
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表
2－

10
（

6／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

低
圧

A
-4

05
75

空
気
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機

(C
P7

5-
1A

,1
B

,1
C

 )
3

適
用
外

C
50

40
0

98
0

B
13

0
定
期
切
替
連
続

低
圧

A
-4

05
75

除
湿
塔
ブ
ロ
ア
駆
動
用
電
動
機

(B
75

-1
-M

)
1

適
用
外

B
2.

2
40

0
14

20
B

13
0

間
欠
運
転

低
圧

密
閉

屋
外

76
空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

(B
76

-2
A

-M
,2

B
-M

)
2

適
用
外

A
15

.0
40

0
14

50
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
5回

昭
和

60
年

10
月

低
圧

密
閉

屋
内

76
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

（
P7

6-
2A

-M
,2

B
-M
）

2
適
用
外

A
75

.0
40

0
14

70
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
1
1
回
平
成

8年
11
月

低
圧

密
閉

屋
内

76
補
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ駆
動
用
電
動
機

（
P7

6-
4A

-M
,4

B
-M
）

2
適
用
外

A
7.

5
40

0
14

50
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
1
1
回
平
成

8年
11
月

低
圧

密
閉

屋
外

76
補
機
系
冷
却
塔
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
ﾓ
ｰ
ﾀ

(B
76

-3
A

-M
,3

B
-M

)
2

適
用
外

A
15

.0
40

0
14

50
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
5
回
昭
和

60
年

10
月

低
圧

密
閉

屋
内

76
補
機
系
水
槽
揚
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

（
P7

6-
3A

-M
,3

B
-M
）

2
適
用
外

A
75

.0
40

0
14

70
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
1
1
回
平
成

8年
11
月

低
圧

密
閉

屋
外

76
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

(B
76

-1
A

-M
,1

B
-M

)
2

適
用
外

A
7.

5
40

0
14

50
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
5
回
昭
和

60
年

10
月

低
圧

密
閉

屋
内

76
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

（
P7

6-
1A

-M
,1

B
-M

,1
C

-M
）

3
適
用
外

A
30

.0
40

0
14

50
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
1
1
回
平
成

8年
11
月

低
圧

開
放

屋
内

84
格
納
容
器
給
気
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾓ
ｰ
ﾀ

(B
84

-1
A

-M
,1

B
-M

)
2

M
S-

1
C

15
.0

40
0

14
50

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

○
1
0
回
平
成

5年
9月
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表
2－

10
（

7／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

低
圧

開
放

屋
内

84
格
納
容
器
常
用
排
気
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾓ
ｰ
ﾀ

(B
84

-4
A

-M
,4

B
-M

)
2

M
S-

1
C

11
.0

40
0

14
50

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

○
1
0
回
平
成

5年
9月

低
圧

密
閉

屋
内

84
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
用
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-2
A

-M
,2

B
-M

)
2

M
S-

1
A

0.
4

40
0

14
10

FA
LS

E
連
続

×

低
圧

開
放

屋
内

84
炉
上
部
ピ
ッ
ト
用
軸
流
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-2
C

-M
)

1
M

S-
1

C
2.

2
40

0
14

20
FA

LS
E

連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

84
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
用

再
循
環
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-1
1A

-M
,1

1B
-M

)
2

M
S-

1
A

0.
4

40
0

14
10

FA
LS

E
連
続

×

低
圧

開
放

屋
内

84
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
常
用
排
気
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-3
A

-M
,3

B
-M

)
2

M
S-

1
A

3.
7

40
0

14
20

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

○
10
回
平
成

5年
9月

低
圧

密
閉

屋
内

84
窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-5
A

-M
,5

B
-M

,5
C

-M
,5

D
-M

)
4

M
S-

1
A

30
.0

40
0

14
55

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

×

低
圧

開
放

屋
内

84
機
器
冷
却
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-7
A

-M
,7

B
-M

)
2

M
S-

1
A

18
.5

40
0

14
50

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

○
1
0
回
平
成

5年
9月

低
圧

密
閉

屋
内

84
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
ブ
ー
ス
タ
フ
ァ
ン
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-6
A

-M
,6

B
-M

)
2

M
S-

1
A

37
.0

40
0

14
55

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

○
1
0
回
平
成

5年
10
月

低
圧

密
閉

屋
内

84
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-9
A

-M
,9

B
-M

)
2

M
S-

1
A

22
0.

0
40

0
29

70
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
7
回
昭
和

63
年

12
月

低
圧

密
閉

屋
内

84
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
駆
動
用
電
動
機

(B
84

-1
0A

-M
,1

0B
-M

)
2

M
S-

1
A

18
.5

40
0

29
20

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

○
1
1
回
平
成

8年
2月
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表
2－

10
（

8／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

低
圧

密
閉

屋
内

84
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
駆
動
用
電
動
機

（
自
動
給
油
装
置
）

2
M

S-
1

A
0.

2
40

0
14

10
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
7
回
昭
和

63
年

12
月

低
圧

開
放

屋
内

84
タ
ー
ボ
冷
凍
機
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機

(C
P8

4-
1A

-M
,1

B
-M

)
2

M
S-

1
A

23
0.

0
30

00
29

60
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

84
冷
媒
ポ
ン
プ
駆
動
用
電
動
機

（
P8

4-
2A

-M
,2

B
-M

,2
C

-M
）

3
M

S-
1

A
15

.0
40

0
30

00
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
1
0
回
平
成

5年
5月

(平
成

4年
3月

)

低
圧

密
閉

屋
内

84
A
チ
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機

(N
o.

1-
M

,N
o.

2-
M

)
2

適
用
外

C
22

.0
40

0
14

40
FA

LS
E

連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

84
A
チ
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機

(N
o.

3-
M

,N
o.

4-
M

)
2

適
用
外

C
15

.0
40

0
14

40
FA

LS
E

連
続

×

低
圧

開
放

屋
内

84
A
冷
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(P
84

A
-1

A
-M

,1
B

-M
）

2
適
用
外

C
7.

5
40

0
14

40
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

62
0
第
１

SF
F新
燃
料
貯
蔵
設
備
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
0.

75
20

0
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

62
0
第
１

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
水
冷
却
浄
化
設
備

水
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
18

.5
20

0
29

10
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
13
回
平
成

13
年

低
圧

密
閉

屋
内

62
0
第
１

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
水
冷
却
浄
化
設
備

真
空
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
2.

2
20

0
14

20
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

62
0
第
１

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
補
機
冷
却
設
備

補
機
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ

2
M

S-
2

B
22

20
0

29
35

FA
LS

E
定
期
切
替
連
続

○
1
2
回
平
成

11
年

低
圧

密
閉

屋
内

62
0
第
１

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
廃
液
設
備

廃
液
移
送
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
3.

7
20

0
28

60
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

62
0
第
１

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
廃
液
設
備

廃
液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ

1
M

S-
2

B
2.

2
20

0
14

20
FA

LS
E

随
時

×
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表
2－

10
（

9／
9）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
電
動
機

使
用
状
態

定
格
出
力

定
格
電
圧

定
格
回
転
数

絶
縁
種
別

最
高

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
kW
）

（
V
）

（
rp

m
）

（
℃
）

仕
様

更
新
年
月

運
転
状
態

時
期

有
無

更
新
履
歴

重
要
度
分
類

分
類
基
準

型
式

設
置
場
所

系
統

N
o.

機
器
名

電
圧
区
分

台
数

低
圧

密
閉

屋
外

62
0
第
１

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

冷
却
塔
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

1
M

S-
2

　
3.

7
20

0
14

20
FA

LS
E

随
時

○
11
回
平
成

7年

低
圧

密
閉

屋
内

62
0
第
１

SF
F使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

冷
却
ブ
ロ
ワ

1
M

S-
2

B
11

20
0

29
00

FA
LS

E
随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
水
冷
却
浄
化
設
備

水
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

2
M

S-
2

B
5.

1
21

0
30

00
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
水
冷
却
浄
化
設
備

集
水
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

1
M

S-
2

B
5.

5
21

0
15

00
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

×

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
水
冷
却
浄
化
設
備

真
空
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

1
M

S-
2

B
0.

49
10

0
－

FA
LS

E
随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
補
機
冷
却
設
備

冷
却
水
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

2
M

S-
2

B
7.

5
21

0
28

90
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

×

低
圧

密
閉

屋
外

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
補
機
冷
却
設
備

冷
却
塔
散
水
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

2
M

S-
2

B
0.

4
21

0
29

00
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
平
成

16
年

2月

低
圧

密
閉

屋
外

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
補
機
冷
却
設
備

冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

2
M

S-
2

B
3.

75
21

0
14

00
FA

LS
E

定
期
切
替
連
続

○
平
成

11
年

1月

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
廃
液
設
備

廃
液
移
送
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

1
M

S-
2

B
5.

1
21

0
30

00
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
缶
詰
缶
除
染
装
置

高
圧
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

1
M

S-
2

B
7.

5
20

0
14

45
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
缶
詰
缶
除
染
装
置

排
水
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

1
M

S-
2

B
0.

25
20

0
28

80
FA

LS
E

随
時

×

低
圧

密
閉

屋
内

92
0
第

2S
FF
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
缶
詰
缶
開
封
装
置

コ
ン
プ
レ
ッ
サ

1
M

S-
2

B
1.

1
21

0
－

FA
LS

E
随
時

×
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表
2－

11
（

1／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

14
8A

 S
ch

40
M

S-
2

C
0.

98
1

40
0.

68
6

40
以
下

連
続

○
4回

昭
和

59
年

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

14
15

A
 S

ch
40

M
S-

2
C

0.
98

1
40

0.
68

6
40
以
下

連
続

○
4回

昭
和

59
年

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

14
8A

 S
ch

40
M

S-
2

C
0.

88
40

0.
68

6
40
以
下

連
続

○
1
3
回
平
成

12
年

SU
S3

04
TP

オ
イ
ル

屋
内

14
SU

ST
P1

0×
0.

5
M

S-
2

C
51

.4
85

34
.3

23
連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S3

04
TP

オ
イ
ル

屋
内

14
SU

ST
P８

×1
.5

M
S-

2
C

51
.4

85
34

.3
23

連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S3

04
TP

オ
イ
ル

屋
内

14
SU

ST
P1

0×
1.

5
M

S-
2

C
51

.4
85

34
.3

23
連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S3

04
TP

オ
イ
ル

屋
内

14
SU

ST
P1

0×
0.

5
M

S-
2

C
51

.4
85

34
.3

23
連
続

○
1
0
回
平
成

5年

C
S

A
rガ
ス

屋
内

21
3/

4B
-C

S-
A

r-
21

-1
M

S-
2

C
0.

88
3

40
0.

69
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

25
1/

2B
×S

C
H

40
M

S-
2

B
0.

88
3

40
0.

88
3

<4
0

随
時

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

25
1B

×S
C

H
40

M
S-

2
B

0.
09

8
80

0.
09

8
<8

0
随
時

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

25
2B

×S
C

H
40

M
S-

2
B

0.
14

7
24

0
0.

07
2

20
0

随
時

×

SU
S

水
屋
内

26
1・

1/
2B

-S
S-

H
２
O

-2
6-

00
01

,0
00

2
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
3

80
連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

水
屋
内

26
2B

-S
S-

H
２
O

-2
6-

00
03
～

00
11

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

3
80

連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

水
屋
内

26
1B

-S
S-

H
２
O

-0
01

1
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
3

80
連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

水
屋
内

26
2B

-S
S-

H
２
O

-2
6-

00
12
～

00
14

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

3
80

連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

水
屋
内

26
1・

1/
2B

-S
S-

H
２
O

-2
6-

00
14

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

3
80

連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

水
屋
内

26
3/

8B
-S

S-
H
２
O

-2
6-

10
01

,1
00

2
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
3

80
連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

水
屋
内

26
1・

1/
2B

-S
S-

H
２
O

-2
6-

10
03

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

3
80

連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

水
屋
内

26
2B

-S
S-

H
２
O

-2
6-

10
04

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

3
80

連
続

○
1
0
回
平
成

5年

SU
S

A
rガ
ス
、
水

屋
内

26
4B

-S
S-

A
r・

H
２
O

-2
6-

11
02
～

11
04

,1
10

9,
11

10
,1

11
2,

11
13

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

9
80

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス
、
水

屋
内

26
3B

-S
S-

A
r・

H
２
O

-2
6-

11
05

,1
10

8,
11

11
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
9

80
連
続

×

SU
S

水
屋
内

26
2B

-S
S-

H
２
O

-2
6-

11
31

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

3
80

連
続

×

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所
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表
2－

11
（

2／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SU
S

A
rガ
ス
、
水

屋
内

26
2B

-S
S-

H
２
O
・
A

r-
26

-1
13

2
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
3

80
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス
、
水

屋
内

26
2B

-S
S-

A
r・

H
２
O

-2
6-

11
34

,1
13

5
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
9

80
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

26
4B

-S
S-

A
r-

3
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
9

80
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

26
4B

-S
S-

A
r-

26
-5

,6
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
9

80
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

26
4B

-S
S-

A
r-

26
-3

1
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
9

80
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

26
3B

-S
S-

A
r-

26
-1

10
1～

11
07

M
S-

2
B

0.
6

65
0.

9
80

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

26
4B

-S
S-

A
r-

11
14

,1
11

5
M

S-
2

B
0.

6
65

0.
9

80
連
続

×

Ｓ
Ｔ
Ｐ
Ｔ

37
0

空
気

屋
内

27
1/

2B
-C

S-
A

-2
7-

2～
6

M
S-

2
C

0.
69

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

Ｓ
Ｔ
Ｐ
Ｔ

37
0

空
気

屋
内

27
1/

4B
-C

S-
A

-2
7-

7～
9

M
S-

2
C

0.
69

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
脱
塩
水

屋
内

27
1B

-S
S-

H
2O

-2
7-

10
～

12
M

S-
2

B
1

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
脱
塩
水

屋
内

27
1/

2B
-S

S-
H

2O
-2

7-
13

M
S-

2
B

1
40

0.
49

40
以
下

連
続

×

Ｓ
Ｔ
Ｐ
Ｔ

37
0

圧
空

屋
内

27
1/

8B
-C

S-
A

-2
7-

14
M

S-
2

C
0.

69
40

0.
49

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
脱
塩
水

屋
内

27
3/

8B
-S

S-
H

2O
-2

7-
15
～

20
M

S-
2

B
1

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
空
気

屋
内

27
回
転
移
送
機
冷
却
能
力
強
化
配
管

M
S-

2
B

0.
69

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1B

-S
S-

A
r-

28
-1

M
S-

2
A

0.
14

7
10

0
0.

02
5

60
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1/

2B
-S

S-
A

r-
28

-3
,4

,6
M

S-
2

A
0.

14
7

10
0

0.
02

5
60

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1/

4B
-S

S-
A

r-
28

-4
,5

,7
～

12
M

S-
2

A
0.

14
7

10
0

0.
02

5
60

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
2 

1/
2B

-S
S-

A
r-

28
-1

3,
14

M
S-

2
A

0.
14

7
30

0
0.

06
9

25
0

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
4B

-S
S-

A
r-

28
-1

4
M

S-
2

B
0.

14
7

40
0

0.
09

8
35

0
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
2 

1/
2B

-S
S-

A
r-

28
-1

5～
21

M
S-

2
A

0.
14

7
30

0
0.

06
9

25
0

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1 

1/
2B

-S
S-

A
r-

28
-1

7
M

S-
2

B
0.

14
7

40
0

0.
09

8
35

0
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1/

2B
-S

S-
A

r-
28

-2
2,

23
M

S-
2

A
0.

14
7

10
0

0.
02

5
60

連
続

×
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表
2－

11
（

3／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1B

-S
S-

A
r-

28
-2

6,
28

,3
0

M
S-

2
A

0.
14

7
10

0
0.

02
5

60
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1/

4B
-S

S-
A

r-
28

-2
7,

28
-3

1
M

S-
2

A
0.

14
7

10
0

0.
02

5
60

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1 

1/
2B

-S
S-

A
r-

28
-2

9
M

S-
2

A
0.

14
7

10
0

0.
02

5
60

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1B

-S
S-

A
r-

28
-3

2
M

S-
2

A
0.

14
7

10
0

0.
02

5
60

連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
2 

1/
2B

-S
S-

A
r-

28
-3

4～
37

,4
0,

42
M

S-
2

A
0.

14
7

30
0

0.
06

9
25

0
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1 

1/
2B

-S
S-

A
r-

28
-4

3
M

S-
2

B
0.

14
7

40
0

0.
09

8
35

0
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
4B

-S
S-

A
r-

28
-4

5
M

S-
2

B
0.

14
7

40
0

0.
09

8
35

0
連
続

×

SU
S

A
rガ
ス

屋
内

28
1 

1/
2B

-S
S-

A
r-

28
-4

6,
48

M
S-

2
B

0.
14

7
40

0
0.

09
8

35
0

連
続

×

C
S

水
蒸
気

屋
内

29
2B

-C
S-

ST
-2

9-
1

M
S-

2
C

0.
88

3
40

0.
69

40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
2B

-C
S-

A
r-

29
-2

M
S-

2
C

0.
88

3
40

0.
69

40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1/

2B
-C

S-
A

r-
29

-3
M

S-
2

C
0.

88
3

40
0.

69
40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1/

4B
-C

S-
A

r-
29

-4
M

S-
2

C
0.

88
3

40
0.

69
40
以
下

連
続

×

C
S

空
気

屋
内

29
1B

-C
S-

A
-2

9-
5

M
S-

2
C

0.
69

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

C
S

空
気

屋
内

29
3/

8B
-C

S-
A

-2
9-

6～
9

M
S-

2
C

0.
69

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
2B

-C
S-

A
r-

29
-1

0,
11

,1
3

M
S-

2
C

0.
88

3
40

0.
69

40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
4B

-C
S-

A
r-

29
-1

2
M

S-
2

C
0.

88
3

40
0.

69
40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1/

2B
-C

S-
A

r-
29

-1
4～

22
M

S-
2

C
0.

88
3

40
0.

69
40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1B

-C
S-

A
r-

29
-2

3～
25

M
S-

2
C

0.
88

3
40

0.
69

40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1/

2B
-C

S-
A

r-
29

-2
6,

27
M

S-
2

C
0.

88
3

40
0.

69
40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1/

4B
-C

S-
A

r-
29

-2
8,

29
M

S-
2

C
0.

88
3

40
0.

69
40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1/

8B
-C

S-
A

r-
29

-3
0～

32
,3

4,
36

,3
9

M
S-

2
C

0.
88

3
40

0.
69

40
以
下

連
続

×

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
1/

2B
-C

S-
A

r-
29

-3
3,

30
0

M
S-

2
C

0.
88

3
40

0.
69

40
以
下

連
続

×
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表
2－

11
（

4／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

C
S

A
rガ
ス

屋
内

29
3/

8B
-C

S-
A

r-
29

-3
5

M
S-

2
C

0.
88

3
40

0.
69

40
以
下

連
続

×

C
S

空
気

屋
内

29
1/

8B
-C

S-
A

ir
-2

9-
38

M
S-

2
C

0.
69

40
0.

49
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (3
/4

B
-S

S-
N

A
-3

1.
1-

8A
,8

B
)

PS
-1

A
0.

70
56

45
0

0.
49

98
37

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (8
B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
6A

,6
B

)
PS

-1
A

0.
09

8
45

0
0.

04
99

8
37

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (8
B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
7A

,7
B

)
PS

-1
A

0.
09

8
45

0
0.

04
99

8
37

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
2B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
4A

,4
B

)
PS

-1
A

0.
70

56
45

0
0.

51
05

8
37

0
連
続

×

SU
S3

04
TP

液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
2B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
5A

,5
B

)
PS

-1
A

0.
68

6
45

0
0.

51
05

8
37

0
連
続

×

SU
S3

04
TP

液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
2B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
9A

,9
B

)
PS

-1
A

0.
68

6
45

0
0.

51
05

8
37

0
連
続

×

SU
S3

04
TP

液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
8B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
3A

,3
B

)
PS

-1
A

0.
09

8
45

0
0.

06
50

72
37

0
連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

7月
一
部
更
新

SU
S3

04
TP

液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (2
0B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
1A

,1
B

)
PS

-1
A

0.
09

8
55

0
0.

06
50

72
47

0
連
続

×

SU
S3

04
TP

液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.1
一
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (2
0B

-S
S-

N
A

-3
1.

1-
2A

,2
B

)
PS

-1
A

0.
09

8
55

0
0.

06
50

72
47

0
連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

7月

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
N

A
-3

2.
1-

7）
M

S-
1

A
0.

70
56

45
0

0.
43

31
6

43
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
N

A
-3

2.
1-

8）
M

S-
1

A
0.

09
8

45
0

0.
06

66
4

43
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
N

A
-3

2.
1-

9）
M

S-
1

A
0.

09
8

55
0

0.
06

66
4

40
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
N

A
-3

2.
1-

10
）

M
S-

1
A

0.
70

56
45

0
0.

06
66

4
43

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
N

A
-3

2.
1-

11
,1

2）
M

S-
1

A
0.

09
8

45
0

0.
06

66
4

40
1

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
3B

-S
S-

N
A

-3
2.

1-
4）

M
S-

1
A

0.
18

62
45

0
0.

06
66

4
43

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
3B

-S
S-

N
A

-3
2.

1-
5,

6）
M

S-
1

A
0.

70
56

45
0

0.
43

31
6

43
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
4B

-S
S-

N
A

-3
2.

1-
1,

2）
M

S-
1

A
0.

09
8

55
0

0.
06

66
64

40
1

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.1
一
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
4B

-S
S-

N
A

-3
2.

1-
3）

M
S-

1
A

0.
09

8
45

0
0.

06
66

64
41

4
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

33
一
次
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
3-

4）
PS

-2
A

0.
18

62
55

0
0.

16
26

8
50

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

33
一
次
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
3-

5）
PS

-2
A

0.
18

62
55

0
0.

13
91

6
50

0
連
続

×
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表
2－

11
（

5／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

33
一
次
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
3-

6）
PS

-2
A

0.
09

8
55

0
0.

13
91

6
50

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

33
一
次
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
系
配
管

 （
4B

-S
S-

N
A

-3
3-

1,
2,

3）
PS

-2
A

0.
09

8
55

0
0.

00
98

50
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
8）

PS
-2

B
0.

18
62

30
0

0
18

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
10

,1
1,

12
）

PS
-2

B
0.

49
55

0
0.

45
66

8
50

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
13

,1
4）

PS
-2

B
0.

18
62

55
0

0
17

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
15

,1
7）

PS
-2

B
0.

49
55

0
0.

21
56

44
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
16

,5
6）

PS
-2

B
0.

18
62

55
0

0
44

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
1）

PS
-2

A
0.

18
62

55
0

-0
.0

09
8

50
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
2）

PS
-2

B
0.

49
55

0
0.

21
56

44
0

連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

7月
一
部
更
新

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
3,

4A
,4

B
）

PS
-2

B
0.

49
30

0
0.

21
56

20
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
6A

,6
B

,7
）

PS
-2

B
0.

18
62

30
0

0
17

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
9,

20
）

PS
-2

B
0.

18
62

55
0

0
41

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
21
）

PS
-2

B
0.

09
8

55
0

0.
03

82
2

23
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
57
）

PS
-2

A
0.

18
62

55
0

0.
00

39
2

41
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.1
一
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
4.

1-
59
）

PS
-2

B
0.

18
62

55
0

0
50

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
9）

PS
-2

A
0.

09
8

55
0

0.
00

98
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
10
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

98
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
11

,1
2）

PS
-2

A
0.

09
8

55
0

0.
00

39
2

50
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
13

,1
4,

16
,1

7,
18
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

98
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
19
）

PS
-2

A
0.

18
62

55
0

0.
16

26
8

50
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
20
）

PS
-2

A
0.

18
62

25
0

0.
16

26
8

25
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
30
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
16

26
8

25
0

連
続

×
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表
2－

11
（

6／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
31
）

PS
-2

A
0.

18
62

55
0

0.
00

98
50

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
34

,3
6）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
37
）

PS
-2

B
0.

18
62

55
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
38
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
39
）

PS
-2

B
0.

49
45

0
0.

21
56

35
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
40

,4
1,

42
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
1A

,1
B
）

PS
-2

A
0.

09
8

55
0

0.
07

44
8

50
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
2A

,2
B
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
3A

,3
B
）

PS
-2

A
0.

09
8

45
0

0.
07

15
4

35
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
4A

,4
B
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
5A

,5
B
）

PS
-2

A
0.

49
45

0
0.

21
56

35
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
6A

,6
B
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
7）

PS
-2

A
0.

09
8

45
0

0.
08

72
2

35
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
8）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
21
）

PS
-2

B
0.

09
8

25
0

0.
07

44
8

25
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
22
）

PS
-2

B
0.

14
7

25
0

0.
07

44
8

25
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
23
）

PS
-2

B
0.

09
8

25
0

0.
07

44
8

25
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
24

,2
7）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

49
25

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
29
）

PS
-2

A
0.

18
62

55
0

0
50

0
連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
32

,3
3A

,3
3B
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

78
4

25
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.1
一
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

N
A

-3
5.

1-
25

,2
6A

,2
6B
）

PS
-2

B
0.

18
62

25
0

0.
00

78
4

25
0

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-C

S-
A

R
-3

6.
1-

3）
PS

-3
C

0.
49

60
0.

29
4

40
以
下

連
続

×
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表
2－

11
（

7／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-C

S-
A

R
-3

6.
1-

6）
PS

-3
C

0.
04

9
80

0
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

30
A

,3
0B
）

PS
-2

A
0.

09
8

45
0

0.
00

98
37

0
連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

38
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

39
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

00
98

40
連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

41
）

PS
-3

B
0.

18
62

60
0.

00
98

40
連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

42
）

PS
-3

B
0.

18
62

60
0.

00
98

40
連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

43
）

PS
-2

A
0.

18
62

60
0.

00
98

40
連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

48
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

00
98

40
連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

49
）

PS
-2

A
0.

09
8

20
0

0
40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-C

S-
A

R
-3

6.
1-

65
）

PS
-3

 B
0.

09
8

80
-0

.0
25

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-C

S-
A

R
-3

6.
1-

66
）

PS
-3

C
0.

0
80

0
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

73
）

PS
-2

A
0.

09
8

55
0

0.
00

25
23

0
連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
１

B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

74
）

PS
-2

A
0.

09
8

20
0

0.
05

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
1）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
4）

PS
-3

C
0.

04
9

80
0

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
14
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
15
）

PS
-2

A
0.

09
8

60
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
19
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
20
）

PS
-2

A
0.

09
8

60
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
59
）

PS
-2

A
0.

09
8

80
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
60
）

PS
-2

B
0.

09
8

80
-0

.0
25

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
22
）

PS
-2

A
0.

09
8

60
0.

00
1

40
以
下

連
続

×
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表
2－

11
（

8／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
23

,2
4,

31
A

,3
1B
）

PS
-2

A
0.

09
8

20
0

0.
00

09
8

15
0

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
32

A
,3

2B
）

PS
-2

A
0.

09
8

20
0

0.
00

1
40

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
33
）

PS
-2

A
0.

09
8

20
0

0.
00

1
40

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
34

,3
5）

PS
-3

B
0.

18
62

20
0

0.
00

1
40

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
36
）

PS
-2

A
0.

18
62

20
0

0.
00

1
40

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
56
）

PS
-2

A
0.

09
8

80
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
61
）

PS
-2

B
0.

09
8

80
-0

.0
25

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
87

A
,8

7B
）

PS
-2

A
0.

09
8

20
0

0.
00

1
40

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
4B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
62
）

PS
-3

B
0.

09
8

80
-0

.0
25

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
4B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
63
）

PS
-3

B
0.

09
8

80
-0

.0
25

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
4B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
64
）

PS
-3

C
0.

04
9

80
0

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
4B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
67
）

PS
-3

B
0.

09
8

80
0

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
4B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
69
）

PS
-3

B
0.

09
8

80
-0

.0
25

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
4B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
27

A
,2

7B
）

PS
-2

A
0.

09
8

55
0

0.
00

09
8

25
0～

50
0

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
6B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
51
）

PS
-2

A
0.

09
8

15
0

0.
00

1
50

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
6B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
52
）

PS
-2

A
s

0.
14

7
15

0
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
6B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
53
）

PS
-2

A
0.

09
8

80
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
6B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
55
）

PS
-2

A
0.

09
8

80
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
6B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
25

,2
6A

,2
6B
）

PS
-2

A
0.

09
8

55
0

0.
00

09
8

25
0～

50
0

連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

8月
一
部
更
新

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
6B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
28

,2
9A

,2
9B
）

PS
-2

A
0.

09
8

45
0

0.
00

09
8

37
0

連
続

×

SU
S3

04
H

TP
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
6B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
37
）

PS
-2

A
0.

18
62

55
0

0.
00

09
8

50
0

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

16
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×
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表
2－

11
（

9／
19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

17
）

PS
-2

A
0.

09
8

60
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

44
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

45
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

09
8

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
B

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

46
A

,4
6B
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

09
8

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

75
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

4B
-C

S-
A

R
-3

6.
1-

68
）

PS
-2

A
0.

09
8

80
0

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

4B
-C

S-
A

R
-3

6.
1-

57
）

PS
-2

A
0.

00
98

80
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

4B
-C

S-
A

R
-3

6.
1-

58
）

PS
-3

B
0.

00
98

80
-0

.0
25

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

47
A

,4
7B
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

00
01

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

81
A

,8
1B
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

00
01

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

82
A

,8
2B
）

PS
-2

A
0.

18
62

60
0.

00
01

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

83
A

,8
3B
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

00
01

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

84
A

,8
4B
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

00
01

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

85
）

PS
-3

C
0.

18
62

60
0.

09
8

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

12
0）

PS
-2

A
0.

49
15

0
0.

29
4

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

12
1）

PS
-3

C
0.

49
15

0
0.

29
4

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

12
2）

PS
-2

A
0.

09
8

80
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3/

8B
-S

S-
A

R
-3

6.
1-

12
3）

PS
-3

B
0.

09
8

80
0.

00
1

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2.

1/
2B

-C
S-

A
R

-3
6.

1-
2）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2.

1/
2B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
11
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2.

1/
2B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
12
）

PS
-2

A
s

0.
49

15
0

0.
29

4
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.1
一
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2.

1/
2B

-S
S-

A
R

-3
6.

1-
13
）

PS
-3

C
0.

49
60

0.
29

4
40
以
下

連
続

×
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表
2－

11
（

10
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.2
二
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (3
B

-F
S-

N
A

-3
1.

2-
7A

,7
B

)
M

S-
1

A
0.

19
6

40
0

0.
02

94
34

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.2
二
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (6
B

-F
S-

N
A

-3
1.

2-
6A

,6
B

)
M

S-
1

A
0.

11
76

40
0

0.
02

94
34

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.2
二
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
0B

-F
S-

N
A

-3
1.

2-
2A

,2
B

,3
A

,3
M

S-
1

A
s

0.
44

1
52

0
0.

26
95

42
7

連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

5月
一
部
更
新

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.2
二
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
2B

-F
S-

N
A

-3
1.

2-
1A

,1
B

)
M

S-
1

A
s

0.
44

1
52

0
0.

26
95

42
7

連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

7月
一
部
更
新

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.2
二
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
2B

-F
S-

N
A

-3
1.

2-
4A

,4
B

M
S-

1
A

0.
19

6
40

0
0.

02
94

34
0

連
続

○
M

K
3
平
成
1
3
年
5
月
一
部
更
新

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

31
.2
二
次
主
冷
却
系
配
管

(A
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ) 

 (1
2B

-F
S-

N
A

-3
1.

2-
5A

,5
B

)
M

S-
1

A
s

0.
44

1
52

0
0.

26
95

42
7

連
続

○
M

K
3
平
成
1
3
年
7
月
一
部
更
新

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.2
二
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
１

B
-F

S-
N

A
-3

2.
2-

5）
M

S-
1

A
0.

49
40

0
0.

33
81

38
9

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.2
二
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
１

B
-F

S-
N

A
-3

2.
2-

6）
M

S-
1

A
0.

19
6

40
0

0.
05

39
38

9
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.2
二
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
3B

-F
S-

N
A

-3
2.

2-
1,

2）
M

S-
1

A
s

0.
93

1
52

0
0.

33
81

39
3

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

32
.2
二
次
補
助
冷
却
系
配
管

 （
3/

4B
-F

S-
N

A
-3

2.
2-

3,
4）

M
S-

1
A

0.
19

6
40

0
0.

05
39

38
9

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.2
二
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
4.

2-
2）

PS
-3

B
0.

78
4

40
0

0.
07

54
6

22
0

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.2
二
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
4.

2-
3A

,3
B
）

PS
-3

A
0.

19
6

40
0

0.
11

76
22

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.2
二
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
4.

2-
7,

9,
12

,1
3）

PS
-3

B
0.

78
4

40
0

0.
75

46
22

8
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.2
二
次

N
a純
化
系
配
管

 （
2B

-F
S-

N
A

-3
4.

2-
5A

,5
B

,6
）

PS
-3

B
0.

18
62

0
40

0
0.

14
7

22
0

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.2
二
次

N
a純
化
系
配
管

 （
3B

-F
S-

N
A

-3
4.

2-
4A

,4
B
）

PS
-3

B
0.

18
62

0
40

0
0.

14
7

22
0

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.2
二
次

N
a純
化
系
配
管

 （
3/

4B
-F

S-
N

A
-3

4.
2-

10
,1

1）
PS

-3
B

0.
78

4
40

0
0.

75
46

22
8

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

34
.2
二
次

N
a純
化
系
配
管

 （
1.

1/
2B

-F
S-

N
A

-3
4.

2-
1）

PS
-3

B
0.

78
4

40
0

0.
75

46
22

8
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
1）

PS
-3

B
0.

18
62

40
0

0.
14

7
25

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
3A

,3
B
）

PS
-3

A
5.

0
40

0
0.

41
55

2
25

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
4A

,4
B
）

PS
-3

A
0.

19
6

40
0

0.
19

30
6

25
0

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
6）

PS
-3

A
0.

18
62

40
0

0.
14

7
25

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
9）

PS
-3

A
s

0.
93

1
40

0
0.

33
81

25
0

連
続

×
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表
2－

11
（

11
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
10

A
,1

0B
）

PS
-3

A
s

0.
49

52
0

0.
41

55
2

25
0

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
11
）

PS
-3

B
0.

29
4

40
0

0.
19

11
25

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
12

A
,1

2B
）

PS
-3

B
0.

29
4

40
0

0.
19

11
25

0
連
続

○
M

K
3
平
成

13
年

7月
設
置

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
15
）

PS
-3

A
s

0.
29

4
40

0
0.

19
11

25
0

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

N
A

-3
5.

2-
16
）

PS
-3

A
s

0.
18

62
0

40
0

0.
14

7
25

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
3/

4B
-F

S-
N

A
-3

5.
2-

5A
,5

B
）

PS
-3

A
0.

44
1

52
0

0.
38

90
6

25
0

連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
3/

4B
-F

S-
N

A
-3

5.
2-

7）
PS

-3
A

0.
18

62
0

40
0

0.
14

7
25

0
連
続

×

ST
PA

24
液
体
Ｎ
ａ

屋
内

35
.2
二
次

N
a 充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
配
管

 （
3/

4B
-F

S-
N

A
-3

5.
2-

8）
PS

-3
A

0.
34

3
52

0
0.

31
85

25
0

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1B

-C
S-

A
R

-3
6.

2-
1）

PS
-3

C
0.

93
1

60
0.

73
5

60
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1B

-C
S-

A
R

-3
6.

2-
10
）

PS
-3

C
0.

09
8

40
0.

02
94

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1B

-F
S-

A
R

-3
6.

2-
8）

PS
-3

A
0.

18
62

40
0

0.
02

94
25

0
連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
2B

-C
S-

A
R

-3
6.

2-
9）

PS
-3

A
0.

18
62

15
0

0.
02

94
12

0
連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-C
S-

A
R

-3
6.

2-
5A

,5
B
）

PS
-3

A
0.

09
8

15
0

0.
02

94
12

0
連
続

×

ST
PA

24
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-C
S-

A
R

-3
6.

2-
6）

PS
-3

B
0.

18
62

40
0

0.
02

94
34

0
連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-C
S-

A
R

-3
6.

2-
7）

PS
-3

B
0.

18
62

15
0

0.
02

94
12

0
連
続

×

ST
PA

24
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
3B

-F
S-

A
R

-3
6.

2-
3A

,3
B

,4
A

,4
B
）

PS
-3

A
0.

09
8

40
0

0.
02

94
34

0
連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
4B

-C
S-

A
R

-3
6.

2-
11

,1
4）

PS
-3

C
0.

09
8

40
0.

09
8

40
以
下

連
続

×

ST
PG

38
A

rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-C

S-
A

R
-3

6.
2-

12
,1

3）
PS

-3
C

0.
09

8
40

0.
09

8
40
以
下

連
続

×

SU
S3

04
TP

A
rガ
ス

屋
内

36
.2
二
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｽ
系
配
管

 （
1/

2B
-S

S-
A

R
-3

6.
2-

2A
,2

B
）

PS
-3

A
0.

09
8

40
0.

02
94

40
以
下

連
続

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
主
貯
油
槽
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

01
*2

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
主
貯
油
槽
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

01
*2

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×
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表
2－

11
（

12
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

01
*2

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

03
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
ウ
イ
ン
グ
ポ
ン
プ
出
口
合
流
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

03
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
小
出
槽
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

03
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
漉
器

N
o.

1入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

00
8~

0.
00

9
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
漉
器

N
o.

1出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

00
8~

0.
00

9
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
漉
器

N
o.

2入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

12
8~

0.
13

0
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

A
重
油

屋
内

53
D

G
燃
料
機
関
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
20

－
0.

11
4~

0.
11

5
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
機
付
潤
滑
油
ポ
ン
プ
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
循
環
・
初
期
注
油
系
ポ
ン
プ
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
循
環
ポ
ン
プ
吸
込
み
逆
止
弁
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
循
環
ポ
ン
プ
ス
ト
レ
ー
ナ
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

○
平
成
4
年
1
2
月

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
循
環
ポ
ン
プ
吐
出
逆
止
弁
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
加
熱
器
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
循
環
・
初
期
注
油
系
機
関
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
初
期
注
油
系
ポ
ン
プ
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
初
期
注
油
系
ポ
ン
プ
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
初
期
注
油
系
ポ
ン
プ
出
口
合
流
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

08
8~

0.
09

8
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

資料2.1－1　（表2－11） 12

JNC TN9440 2005-003



表
2－

11
（

13
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
機
付
潤
滑
油
ポ
ン
プ
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

46
~0

.4
7

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
漉
器
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

46
~0

.4
7

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
冷
却
器
出
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

46
~0

.4
7

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
弁
腕
注
油
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

05
5~

0.
05

7
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

潤
滑
油

屋
内

53
D

G
潤
滑
油
機
関
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
51

70
0.

46
~0

.4
7

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

－
圧
縮
空
気

屋
内

53
D

G
始
動
空
気
入
口
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

3.
06

－
2.

5~
2.

95
20

~2
5
試
運
転
時

電
喪
時

×

－
圧
縮
空
気

屋
内

53
D

G
始
動
空
気
管
制
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
98

－
0.

95
~0

.9
7

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

ST
S

圧
縮
空
気

屋
内

53
D

G
初
期
注
油
作
動
空
気
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
98

－
0.

95
~0

.9
7

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
塔
出
口
（
1
号
、
2
号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

01
*2

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
入
口
（
1
号
、
2
号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

01
*2

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
冷
却
水
電
動
弁
入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

01
*2

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
機
付
冷
却
水
ポ
ン
プ
入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
空
気
冷
却
器
バ
イ
パ
ス
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
空
気
冷
却
器

(*
*側

)入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
空
気
冷
却
器

(*
*側

)入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
空
気
冷
却
器

(*
*側

)出
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
空
気
冷
却
器

(*
*側

)出
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
潤
滑
油
冷
却
器
入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×
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表
2－

11
（

14
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

SG
P

水
屋
内

53
D

G
潤
滑
油
冷
却
器
出
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
機
関

(*
側

)入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
機
関

(*
側

)入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
D

G
機
関
出
口
配
管
（
1号
、

2号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

SG
P

水
屋
内

53
補
機
冷
却
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
戻
り
配
管
（
1
号
、
2
号
）

M
S-

1
A

0.
15

70
0.

39
~0

.4
1

20
~2

5
試
運
転
時

電
喪
時

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

一
部
屋
外

76
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
水
汲
み
上
げ
配
管
（
1号
、

2号
）

適
用
外

A
0.

98
55

0.
42

22
～

24
試
運
転
時

電
喪
時

○
1
3
回
平
成

14
年

2月
一
部
更
新

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ

(Ｃ
)出
口
分
岐
配
管

適
用
外

A
0.

98
55

0.
42

22
～

24
試
運
転
時

電
喪
時

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
水
機
関
入
口
配
管
（
1号
、

2号
）

適
用
外

A
0.

98
55

0.
24

22
～

24
試
運
転
時

電
喪
時

○
1
3
回
平
成

14
年

2月
一
部
更
新

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
水
機
関
出
口
配
管
（
1号
、

2号
）

適
用
外

A
0.

98
55

0.
05

22
～

24
試
運
転
時

電
喪
時

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ

(Ｃ
)出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
55

0.
42

22
～

24
試
運
転
時

電
喪
時

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
空
調
系
冷
却
塔
出
口
各
負
荷
分
岐
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
25

25
～

28
連
続

○
1
3
回
平
成

14
年

2月
一
部
更
新

ST
PG

38
(3

70
)

木
屋
内

76
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
冷
凍
機
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
31

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
外

76
空
調
系
冷
却
塔

(Ｂ
)出
口
合
流
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
10

25
～

28
連
続

○
1
3
回
平
成

14
年

2月
一
部
更
新

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
原
子
炉
付
属
建
家
空
調
系
冷
凍
機
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
20

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
1次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
真
空
ポ
ン
プ
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
25

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
冷
凍
機
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
31

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
戻
り
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
32

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
原
子
炉
付
属
建
家
空
調
系
冷
凍
機
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
20

25
～

28
連
続

×

資料2.1－1　（表2－11） 14

JNC TN9440 2005-003



表
2－

11
（

15
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
1次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
真
空
ポ
ン
プ
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
25

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
汲
み
上
げ
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
60

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ

(Ｂ
)吐
出
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
60

25
～

28
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ

(Ａ
)吐
出
～
汲
み
上
げ
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
55

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ

(Ｂ
)吐
出
～
汲
み
上
げ
合
流
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
55

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
補
機
系
冷
却
塔

(Ａ
)出
口
～
各
負
荷
分
岐
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

○
1
3
回
平
成

14
年

2月
一
部
更
新

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
遮
コ
ン
系
Ｎ

2ガ
ス
冷
却
器
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
外

76
補
機
系
冷
却
塔

(Ｂ
)出
口
合
流
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
01

19
～

26
連
続

○
1
3
回
平
成

14
年

2月
一
部
更
新

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
予
熱
窒
素
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
入
口
レ
ジ
ュ
ー
サ
上
流
配
管

(含
む
燃
取

系
配
管

)
適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
燃
料
洗
浄
設
備
及
び
廃
ガ
ス
処
理
系
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
２
次
主
冷
却
系
配
管
貫
通
部
冷
却
器
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
13

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
予
熱
窒
素
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
入
口
レ
ジ
ュ
ー
サ
下
流
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
圧
縮
空
気
供
給
系
入
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
17

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
補
機
系
水
槽
戻
り
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
37

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
圧
縮
空
気
供
給
系
出
口
２
次
主
冷
却
系
配
管
貫
通
部
冷
却
器
合
流

配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
17

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
２
次
主
冷
却
系
配
管
貫
通
部
冷
却
器
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
13

19
～

26
連
続

×
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表
2－

11
（

16
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
予
熱
窒
素
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
圧
縮
空
気
供
給
系
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
17

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

76
遮
コ
ン
系
Ｎ

2ガ
ス
冷
却
器
出
口
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
24

19
～

26
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内
、
屋
外

76
空
調
系
補
給
水
汲
み
上
げ
配
管

適
用
外

A
0.

98
50

0.
80

22
～

25
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
給
気
系
外
気
取
り
入
れ
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
給
気
冷
却
器
出
口
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
出
口
ダ
ク
ト

(1
),(

2)
,(3

)
適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
給
気
系
貫
通
部
入
口
配
管

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
内
給
気
配
管

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
給
気
リ
ン
グ
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内
、
屋
外

84
差
圧
検
出
配
管

(格
外
側

)
適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
FF

D
室
排
気
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
排
気
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
排
気
ダ
ク
ト

(格
外

)(1
)　
【
丸
ダ
ク
ト
】

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
排
気
ダ
ク
ト

(格
外

)(２
)　
【
角
ダ
ク
ト
】

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
排
気
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
出
入
口
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
出
入
口
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気

屋
内

84
格
納
容
器
常
用
排
気
系
ス
タ
ッ
ク
入
口
ダ
ク
ト

適
用
外

C
0.

01
60

0.
00

5
20
～

30
連
続

×
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表
2－

11
（

17
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内

84
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
配
管

(1
),(

2)
M

S-
1

A
内

:0
.0

04
外

:0
.0

05
常

:4
0

短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内

84
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
フ
ァ
ン
入
口
配
管

(1
),(

2)
M

S-
1

A
内

:0
.0

04
外

:0
.0

05
常

:4
0

短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内

84
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
フ
ァ
ン
出
口
配
管

M
S-

1
A

内
:0

.0
04

外
:0

.0
05

常
:4

0
短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)
空
気
・
N

2
屋
内

84
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置

(A
),(

B
)出
入
口
配
管

M
S-

1
A

内
:0

.0
04

外
:0

.0
05

常
:4

0
短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)
空
気
・
N

2
屋
内

84
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
バ
イ
パ
ス
口
配
管

M
S-

1
A

内
:0

.0
04

外
:0

.0
05

常
:4

0
短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)
空
気
・
N

2
屋
内

84
常
用
排
気
系
－
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
切
替
配
管

M
S-

1
A

内
:0

.0
04

外
:0

.0
05

常
:4

0
短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)
空
気
・
N

2
屋
内

84
窒
素
雰
囲
気
常
用
排
気
系
配
管

M
S-

1
A

内
:0

.0
04

外
:0

.0
05

常
:4

0
短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)
空
気
・
N

2
屋
内

84
窒
素
雰
囲
気
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
配
管

M
S-

1
A

内
:0

.0
04

外
:0

.0
05

常
:4

0
短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

空
気
・
N

2
屋
内

84
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
常
用
排
気
フ
ィ
ル
タ
出
入
口
ダ
ク
ト

M
S-

1
A

内
:0

.0
04

外
:0

.0
05

常
:4

0
短
期

:1
10

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
再
循
環
空
調
機

(A
),(

B
)出
口
ダ
ク
ト

M
S-

3
A

－
－

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
再
循
環
空
調
機
出
口
ダ
ク
ト

(丸
)

M
S-

3
A

－
－

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
再
循
環
空
調
機
出
口
ダ
ク
ト

(角
)水
平
部
、
垂
直
部
、
戻
り
ダ
ク
ト

M
S-

3
A

－
－

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
再
循
環
空
調
機

(A
),(

B
)戻
り
ダ
ク
ト

M
S-

3
A

－
－

内
:-0

.0
00

09
20
～

30
連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
遮
コ
ン
ブ
ロ
ワ

(A
),(

B
)出
口
配
管

M
S-

3
A

内
:0

.1
37

外
:0

.0
05

通
常

:7
3

事
故
時

15
5
吸
込

:0
.0

02
吐
出

:0
.0

18
30

~5
8

連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
遮
コ
ン

N
2冷
却
器
出
入
口
配
管

M
S-

3
A

内
:0

.1
37

外
:0

.0
05

通
常

:7
3

事
故
時

15
5
吸
込

:0
.0

02
吐
出

:0
.0

18
30

~5
8

連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
へ
い
体
入
口
、
戻
り
配
管

M
S-

3
A

内
:0

.1
37

外
:0

.0
05

通
常

:7
3

事
故
時

15
5
吸
込

:0
.0

02
吐
出

:0
.0

18
30

~5
8

連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
遮
コ
ン

-予
熱

N
2給
気
配
管

(A
ル
ー
プ

,B
ル
ー
プ

)
M

S-
3

A
内

:0
.1

37
外

:0
.0

05
通
常

:7
3

事
故
時

15
5
吸
込

:0
.0

02
吐
出

:0
.0

18
30

~5
8

連
続

×

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
ぺ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ー
ブ
ロ
ワ
入
口
配
管

M
S-

3
A

内
:0

.1
37

外
:0

.0
05

通
常

:7
3

事
故
時

15
5
吸
込

:0
.0

02
吐
出

:0
.0

18
30

~5
8

連
続

×

資料2.1－1　（表2－11） 17

JNC TN9440 2005-003



表
2－

11
（

18
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

炭
素
鋼

N
2(空
気

)
屋
内

84
ぺ
デ
ス
タ
ル
部
入
口
、
戻
り
ダ
ク
ト

M
S-

3
A

内
:0

.1
37

外
:0

.0
05

通
常

:7
3

事
故
時

15
5
吸
込

:0
.0

02
吐
出

:0
.0

18
30

~5
8

連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

空
気

屋
内

84
真
空
破
壊
系
配
管

(1
),(

2)
,(3

),(
4)

M
S-

3
A

内
:0

.1
37

外
:0

.0
05

通
常

:7
3

事
故
時

15
5

0～
0.

00
2

20
~4

0
待
機

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機

(A
),(

B
)冷
媒
出
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
冷
媒
ポ
ン
プ
入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
冷
媒
ポ
ン
プ

(A
),(

B
),(

C
)出
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
冷
媒
ポ
ン
プ
出
口
合
流
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
隔
離
弁

(液
側

)出
入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
主
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)上
蓋
室
冷
却
器
分
岐
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
分
岐
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
主
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)上
蓋
室
冷
却
器
出
入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
出
入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
再
循
環
空
調
機
入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
再
循
環
空
調
機

(A
),(

B
)入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
再
循
環
空
調
機

(A
),(

B
)入
口
銅
管

M
S-

3
A

0.
92

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
再
循
環
空
調
機

(A
),(

B
)出
口
配
管

M
S-

3
A

0.
54

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
再
循
環
空
調
機
ド
レ
ン
配
管

M
S-

3
A

0.
54

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
主
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)上
蓋
室
冷
却
器
戻
り
配
管

M
S-

3
A

0.
54

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
戻
り
配
管

M
S-

3
A

0.
54

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×
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表
2－

11
（

19
／

19
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
管

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
　
　
　
新
　
　
　
履
　
　
　
歴

系
統

N
o.

配
管
名

使
用
状
態

更
新
年
月

有
無
時
期

運
転
状
態

材
料

重
要
度
分
類

仕
様

分
類
基
準

流
体

設
置
場
所

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
フ
レ
オ
ン
冷
媒
戻
り
配
管
(1
),(

2)
,(3

),(
4)

M
S-

3
A

0.
54

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

R
-1

1
屋
内

84
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機

(A
),(

B
)冷
媒
入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
54

8
0.

00
03

～
0.

00
05

0.
5~

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

84
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機

(A
),(

B
)冷
却
水
入
口
配
管

M
S-

3
A

0.
31

37
0.

33
7

22
~2

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

84
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機

(A
),(

B
)冷
却
水
出
口
配
管

M
S-

3
A

0.
31

37
0.

33
7

22
~2

5
連
続

×

ST
PG

38
(3

70
)

水
屋
内

84
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
冷
却
水
出
入
口
配
管
、
ス
ト
レ
ー
ナ
配
管

M
S-

3
A

0.
31

37
0.

33
7

22
~2

5
連
続

×
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表
2－

12
（

1／
2）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
格
納
容
器
隔
離
弁

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

F2
2

(本
体

)
N

a
A

-3
06

R
-4

02
,R

-4
08

P1
06
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
ド
レ
ン
系

Ｖ
35

.2
-7

,8
,9

A
,9

B
１
Ｂ

4
－

B
ベ
ロ
ー
ズ

シ
ー
ル
止

手
動

0
.7
8
(7
,8
),

0
.4
9
(9
A
,9
B
)

40
0

－
32

0
閉

×

SU
S

N
a

R
-2

02
A

-3
04

P1
07
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
ド
レ
ン
系

Ｖ
35

.1
-1

3,
14

２
Ｂ

2
M

S-
1

A
s

ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ弁

手
動

0.
18

6
0.

14
7

25
0

0.
07

8
12

0
閉

×

SU
S

A
r

A
-2

06
R

-2
02

P2
00
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
（
入
口
）

Ｖ
36

.1
-6

,7
21 / 2B

2
M

S-
1

A
s

ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ弁

電
動

0.
49

15
0

0.
29

4
30

開
×

C
S

A
r

R
-2

02
A

-2
06

P2
01
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
（
出
口
）

Ｖ
36

.1
-3

7,
38

６
Ｂ

2
M

S-
1

A
s

ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ弁

電
動

0.
14

7
15

0
0.

00
05

40
開

○
M
K
3
平
成

13
年

8月
(V

36
.1

-3
7)

SU
S３
０
４

A
r

A
-3

06
R

-5
01

P2
02
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
供
給
系

Ｖ
73

-1
2,

13
11 / 2B

2
M

S-
1

A
s

ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ

ｼ
ｰ
ﾙ
弁

空
気

0.
93

1
60

0.
68

6～
0.

75
5

30
開

×

R
-4

10
A

-4
07

P2
03
燃
料
取
扱
系
用

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
設
備

Ｖ
24

-2
15

,2
16

２
Ｂ

2
M

S-
1

給
気
：
C

排
気
：
A

s
空
気

給
気
側
：
0
.8
8
3

排
気
側
：
0.

09
8
給
気
側
：
4
0

排
気
側
：
80

給
気
側
：
0
.8
8
3
以
下

排
気
側
：
0.

09
8以
下
給
気
側
：
4
0
以
下

排
気
側
：
80
以
下

開
×

R
-4

12
ア
ニ
ュ
ラ
ス

P2
04
燃
料
つ
か
み
部
洗
浄
設
備

（
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
ｶ
ﾞｽ
供
給
排
出
系
）

Ｖ
21

-3
5,

36
２
Ｂ

2
M

S-
1

A
s

空
気

0.
93

2
40

0.
93

2以
下

40
以
下

閉
×

C
S

N
2

A
-2

06
P3

00
予
熱
窒
素
ガ
ス
系

Ｖ
71

-5
12
Ｂ

1
M

S-
1

A
s

ｹ
ﾞｰ
ﾄ弁

電
動

0.
14

7
25

0
0.

02
22

運
転
時

24
5

閉
(B

L運
転
時
開

)
×

C
S

N
2

A
-2

06
P3

01
予
熱
窒
素
ガ
ス
系

Ｖ
71

-4
12
Ｂ

1
M

S-
1

A
s

ｹ
ﾞｰ
ﾄ弁

電
動

0.
14

7
25

0
0.

02
22

運
転
時

24
5

閉
(B

L運
転
時
開

)
×

C
S

N
2

A
-2

06
P3

02
予
熱
窒
素
ガ
ス
系

Ｖ
71

-1
0

12
Ｂ

1
M

S-
1

A
s

ｹ
ﾞｰ
ﾄ弁

電
動

0.
14

7
25

0
0.

00
05

運
転
時

24
5

閉
(B

L運
転
時
開

)
×

C
S

N
2

A
-2

06
P3

03
予
熱
窒
素
ガ
ス
系

Ｖ
71

-9
12
Ｂ

1
M

S-
1

A
s

ｹ
ﾞｰ
ﾄ弁

電
動

0.
14

7
25

0
0.

00
05

運
転
時

24
5

閉
(B

L運
転
時
開

)
×

C
S

N
2

A
-3

06
R

-2
03

P3
04
１
次
冷
却
材
純
化
系

(入
口

)
Ｖ

34
.1

-2
2,

34
8,

14
B

2
M

S-
1

A
s

ｹ
ﾞｰ
ﾄ弁

電
動

0.
58

8
15

0
0.

52
30

開
×

C
S

N
2

A
-3

06
R

-2
03

P3
05
１
次
冷
却
材
純
化
系

(出
口

)
Ｖ

34
.1

-2
4,

35
8,

14
B

2
M

S-
1

A
s

ｹ
ﾞｰ
ﾄ弁

電
動

0.
58

8
15

0
0.

52
60

開
×

C
S

N
2

R
-2

03
A

-2
06

P3
06
原
子
炉
安
全
容
器
呼
吸
系

Ｖ
71

-3
4,

35
３
Ｂ

2
M

S-
1

A
s

ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ弁

電
動

0.
14

7
15

0
0.

00
29

50
開

×

Ｆ
Ｃ
２
０

窒
素

格
納
容
器
内

P3
09
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

予
備
窒
素
供
給
系
　
床
上

雰
囲
気
窒
素
ガ
ス
吹
込
系

V
84

-2
0

３
Ｂ

1
M

S-
1

Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
手
動

0.
93

1
15

0
0.

00
49

3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

更
新
履
歴

運
転
状
態
有
無

更
新
年
月

時
期

隔
離
弁
番
号

口
径

台
数

使
用
状
態

駆
動
方
式

仕
様

型
式

重
要
度
分
類

*1
貫
通
部

番
号

系
統
名

分
類
基
準

材
料

流
体

設
置
場
所
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表
2－

12
（

2／
2）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
格
納
容
器
隔
離
弁

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

使
用
圧
力

使
用
温
度

（
台
）
安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

（
℃
）

（
M

Pa
）

（
℃
）

更
新
履
歴

運
転
状
態
有
無

更
新
年
月

時
期

隔
離
弁
番
号

口
径

台
数

使
用
状
態

駆
動
方
式

仕
様

型
式

重
要
度
分
類

*1
貫
通
部

番
号

系
統
名

分
類
基
準

材
料

流
体

設
置
場
所

Ｆ
Ｃ
２
０

窒
素

格
納
容
器
内

P3
10
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

予
備
窒
素
供
給
系
　
床
下

雰
囲
気
窒
素
ガ
ス
吹
込
系

V
84

-2
1

３
Ｂ

1
M

S-
1

Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
手
動

0.
93

1
15

0
0.

00
49

3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

SC
S1

3
N

2
A

-3
05

R
-5

01
P3

11
窒
素
ガ
ス
供
給
系

V
74

-5
,6

４
Ｂ

2
M

S-
1

A
s

ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ

ｼ
ｰ
ﾙ
弁

空
気

0.
93

1
60

0.
68

6～
0.

75
5

3
0

開
×

SC
S1

3
窒
素

R
-4

01
A

-4
01

P3
12
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

窒
素
雰
囲
気
調
整
系

(排
気

)
V

84
-9

3,
94

〃
2

M
S-

1
Ａ

バ
タ
フ
ラ
イ
弁
空
気

0.
13

2
15

0
0.

00
49

3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

SC
S1

3
空
気

A
-7

04
R

-6
01

P4
00
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

空
気
雰
囲
気
調
整
系

(給
気

)
V

84
-1

7,
18

24
Ｂ

2
M

S-
1

Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
空
気

0.
13

2
15

0
0.

00
24

5
3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

SC
S1

3
空
気

R
-3

03
A

-3
04

P4
01
〃
　
　
　

(出
口

)
V

84
-3

9,
40

22
Ｂ

2
M

S-
1

Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
空
気

0.
13

2
15

0
0.

00
24

5
3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

SU
S3

04
空
気

ア
ニ
ュ
ラ
ス

R
-4

01
P4

02
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

圧
縮
空
気
系

V
84

-1
90

,1
91

3 / 4,
2B

2
M

S-
1

Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
空
気

0.
13

2
15

0
0.

00
24

5
3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

R
-4

12
ア
ニ
ュ
ラ
ス

P5
00
燃
料
つ
か
み
部
洗
浄
設
備

（
洗
浄
剤
供
給
排
出
系
）

V
21

-6
2,

63
１
Ｂ

2
M

S-
1

A
s

空
気

0.
93

2
40

0.
93

2以
下

40
以
下

閉
×

SU
S3

04
空
気

A
-3

11
R

-4
12

P5
01
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

格
納
容
器
内
差
圧
検
出
系

V
84

-2
02

,2
03

11 / 2,
2B

2
M

S-
1

Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
空
気

0.
13

2
15

0
0.

00
24

5
3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

SC
S1

3
フ
ロ
ン

A
-4

01
R

-4
01

P6
00
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系

(液
側

)
V

84
-7

6,
78

21 / 2B
2

M
S-

1
Ａ

バ
タ
フ
ラ
イ
弁
電
動

0.
88

2
2

0.
98

3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

SC
S1

3
フ
ロ
ン

R
-4

01
A

-4
01

P6
01
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系

(ｶ
ﾞｽ
側

)
V

84
-7

7,
85

８
Ｂ

2
M

S-
1

Ａ
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
電
動

0.
88

2
8

-0
.0

44
3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×

SC
S1

3
空
気

ア
ニ
ュ
ラ
ス

V
-1

00
V

-1
01

V
-1

02
真
空
破
壊
系

V
81

-2
02

,2
05

20
7

8,
10

B
3

M
S-

1
Ａ

バ
タ
フ
ラ
イ
弁
空
気

0.
13

2
15

0
0.

00
24

5
3
8
℃

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

×
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表
2－

13
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
計
測
器
（
プ
ラ
ギ
ン
グ
計
）

最
高

使
用
圧
力

最
高

使
用
温
度

プ
ラ
グ

最
高
温
度

プ
ラ
グ

最
低
温
度

ｵ
ﾘﾌ
ｨｽ
径

入
口
温
度

入
口
流
量

入
口
圧
力

安
全
機
能
耐
震

（
M

Pa
）

(℃
)

(℃
)

(℃
)

(m
m

)
(℃

)
(L

/m
in

)
（
M

Pa
）

オ
リ
フ
ィ
ス

プ
レ
ー
ト
形
液
体

N
a

R
-2

02
SU

S3
04

H
P

1次
N

a純
化
系

プ
ラ
ギ
ン
グ
計

(P
L3

4.
1-

1)
適
用
外

B
0.

49
0

55
0

25
0

14
0

窒
素
冷
却

1.
2

×
20
個

20
0

4.
6

0.
29

4
常
時
運
転

×

ｵ
ﾘﾌ
ｨｽ

ﾌ
ﾟﾚ
ｰ
ﾄ形

液
体

N
a

R
-1

04
SU

S3
04

1次
N

a純
化
系

プ
ラ
ギ
ン
グ
計

(P
L3

4.
1-

2)
適
用
外

B
0.

49
0

55
0

15
0

11
0

窒
素
冷
却

0.
5

×
7個

50
0

1.
5
～ 2.

0
0.

29
4

常
時
運
転

×

強
制
空
冷

自
動
式

液
体

N
a

A
-5

05
SU

S3
04

2次
補
助
冷
却
系

プ
ラ
ギ
ン
グ
計

(P
L3

2.
2-

1)
適
用
外

A
0.

29
4

40
0

25
0

12
0

空
気
冷
却

1.
0

×
2個

40
0

3.
0

0.
27

9
常
時
運
転

○
M

K
3
平
成

13
年

3月

強
制
空
冷

自
動
式

液
体

N
a

S-
40

2
SU

S3
04

2次
N

a純
化
系

プ
ラ
ギ
ン
グ
計

(P
L3

4.
2-

1)
適
用
外

B
0.

88
2

40
0

25
0

12
0

空
気
冷
却

1.
0

×
2個

37
0

3.
0

0.
78

4
常
時
運
転

○
M

K
3
平
成

13
年

3月

更
新
年
月

材
質

（
ｴ
ﾚ
ﾒ
ﾝ
ﾄ）

運
転
状
態
有
無

プ
ラ
グ

冷
却
材

使
用
条
件

更
新
履
歴

プ
ラ
ギ
ン
グ

型
式

測
定
対
象分
類
基
準

機
器
名
称

重
要
度

仕
様

設
置
場
所

時
期
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表
2－

14
（

1／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

振
動

連
続

31
.2

V
X3

1.
2-

10
4A

,1
04

B
主
ポ
ン
プ
振
動
変
換
器

2
―

S-
60

1,
60

2
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

振
動

連
続

31
.2

V
R

31
.2

-1
04

A
,1

04
B

主
ポ
ン
プ
振
動
記
録
計

2
―

S-
40

2
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

圧
力

連
続

31
.2

PI
31

.2
-1

A
,1

B
主
ポ
ン
プ
吸
込
圧
力

2
M

S-
3

S-
50

8,
50

9
常
温

×

圧
力

連
続

31
.2

PI
31

.2
-2

A
,2

B
主
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

2
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
常
温

×

圧
力

連
続

31
.2

PI
31

.2
-1

01
A

,1
01

B
,1

02
A

,1
02

B
油
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

4
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
常
温

○
1
3
回
平
成
１
５
年

圧
力

連
続

31
.2

PI
31

.2
-1

03
A

,1
03

B
O

PU
出
口
圧
力

2
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

液
面

連
続

31
.2

O
TK

31
.2

-1
A

,1
B

,2
A

,2
B

O
PU
タ
ン
ク
油
面
、

O
PU
タ
ン
ク
油
面
（
下
部
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
漏
油
）

4
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
S-

70
1,

70
2
常
温

×

液
面

O
N
･O

FF
31

.2
LE

31
.2

-2
A

,2
B

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
タ
ン
ク
液
面
計

2
M

S-
3

S-
40

2
常
温

×

液
面

O
N
･O

FF
31

.2
LE

31
.2

-1
A

-1
,1

A
-2

,1
B

-1
,1

B
-2

主
ポ
ン
プ

(1
),(

2)
液
面
計

4
M

S-
3

S-
40

2
常
温

×

温
度

連
続

31
.2

TR
31

.2
-3

A
,3

B
主
冷
却
器
出
入
口

N
a温
度
記
録
計

2
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TR
A

31
.2

-2
A

,2
B

主
冷
却
器
出
口

N
a温
度
警
報
記
録
計

2
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TI
31

.2
-6

A
,6

B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a軸
受
温
度
指
示
計

2
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TI
31

.2
-9

A
,9

B
主
循
環
ポ
ン
プ
上
部
軸
受
温
度
指
示
計

2
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TI
C

31
.2

-2
A

-1
,2

A
-2

,2
B

-1
,2

B
-2

主
冷
却
器
出
口

N
a温
度
(
ベ
ー
ン
)
調
節
計

4
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TI
C

31
.2

-2
A

-3
,2

A
-4

,2
B

-3
,2

B
-4

主
冷
却
器
出
口

N
a温
度
(
ダ
ン
パ
)
調
節
計

4
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TI
31

.2
-1

00
1A

,1
00

1B
ケ
ー
シ
ン
グ
温
度

2
―

S-
70

1
常
温

×
1
3
回
第
1
3
回
新
設

温
度

連
続

31
.2

TI
31

.2
-1

00
2A

,1
00

2B
固
定
子
巻
線
温
度

2
―

S-
70

2
常
温

×
1
3
回
第
1
3
回
新
設

温
度

連
続

31
.2

TI
31

.2
-1

01
A

,1
01

B
O

PU
出
口
油
温

2
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.
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表
2－

14
（

2／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

31
.2

TI
31

.2
-1

02
A

,1
02

B
O

PU
戻
り
油
温

2
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

FI
31

.2
-1

01
A

,1
01

B
O

PU
潤
滑
油
流
量

2
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
常
温

×

温
度

連
続

31
.2

TR
A

31
.2

-4
A

,4
B

主
送
風
機
部
軸
受
温
度
警
報
記
録
計

2
―

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TI
31

.2
-7

A
,8

A
,7

B
,8

B
主
冷
却
器
出
口
空
気
温
度

4
―

S-
50

5,
51

2
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TE
31

.2
-2

A
-1

,2
A

-2
,2

B
-1

,2
B

-2
主
冷
却
器
出
口

N
a温
度
計

4
M

S-
3

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TE
31

.2
-1

A
,1

B
主
冷
却
器
入
口

N
a温
度
計

2
M

S-
3

S-
50

5,
51

2
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

31
.2

TE
31

.2
-3

A
,3

B
主
冷
却
器
出
口

N
a温
度
計

2
M

S-
3

S-
40

9,
41

6
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

回
数

O
N
･O

FF
31

.2
C

I3
1.

2-
6A

,6
B

O
P
U
ド
レ
ン
回
数
計

2
M

S-
3

S-
60

1,
60

2
常
温

○
1
2
回
第
1
2
回
定
検

回
転
数

連
続

31
.2

N
I3

1.
2-

10
1A

,1
01

B
主
ポ
ン
プ
回
転
数

2
Ｐ

S-
３

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

回
転
数

連
続

31
.2

A
05

-N
1

主
送
風
機
回
転
数

1
―

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

回
転
数

連
続

31
.2

N
E

-1
A

,2
A

,1
B

,2
B

主
送
風
機
回
転
数
発
電
機

4
―

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

回
転
数

連
続

31
.2

N
A

-1
A

,2
A

,1
B

,2
B

主
送
風
機
回
転
数
変
換
器

4
―

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

回
転
数

連
続

31
.2

N
T-

1A
,2

A
,1

B
,2

B
主
送
風
機
回
転
数
伝
送
器

4
―

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
2
回
第
1
2
回
定
検

開
度

連
続

31
.2

PO
I3

1.
2-

5A
,6

A
,5

B
,6

B
主
冷
却
器
出
口
ダ
ン
パ
開
度
指
示
計

4
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

開
度

連
続

31
.2

A
05

-0
1-

V
ベ
ー
ン
開
度
指
示
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

開
度

連
続

31
.2

A
05

-0
1-

D
主
冷
却
器
入
口
ダ
ン
パ
開
度

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

開
度

連
続

31
.2

O
E

-1
A

-V
,2

A
-V

,1
B

-V
,2

B
-V

主
送
風
機
ベ
ー
ン
開
度
発
信
器

4
M

S-
3

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
2
回
第
1
2
回
定
検

開
度

連
続

31
.2

TX
E

P3
1.

2-
2A

-1
,2

A
-4

,2
B

-1
,2

B
-4

主
送
風
機
ベ
ー
ン
電
空
変
換
器

4
M

S-
3

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検
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表
2－

14
（

3／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

開
度

連
続

31
.2

O
E

-1
A

-1
D

,1
A

-2
D

,2
A

-1
D

,2
A

-2
D

O
E

-1
B

-1
D

,1
B

-2
D

,2
B

-1
D

,2
B

-2
D

主
冷
却
器
入
口
ダ
ン
パ

(1
A

-1
)開
度
発
信
器

8
M

S-
3

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
2
回
第
1
2
回
定
検

開
度

連
続

31
.2

TX
E

P3
1.

2-
2A

-2
,2

A
-3

,2
B

-2
,2

B
-3

主
冷
却
器
入
口
ダ
ン
パ

(1
A

)電
空
変
換
器

8
M

S-
3

S-
40

3,
41

9
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

開
度

連
続

31
.2

PO
E

31
.2

-5
A

1,
5A

2,
6A

1,
6A

2
PO

E
31

.2
-5

B
1,

5B
2,

6B
1,

6B
2

主
冷
却
器
出
口
ダ
ン
パ

(1
A

-1
)開
度
発
信
器

8
M

S-
3

S-
50

5,
51

2
常
温

○
1
2
回
第
1
3
回
定
検

電
圧

連
続

31
.2

Ta
g 

N
o.
な
し

補
助
電
磁
ポ
ン
プ
電
圧

1
―

A
-7

12
常
温

○
1
2
回
第
1
2
回
定
検

電
流

連
続

31
.2

Ta
g 

N
o.
な
し

主
ポ
ン
プ
電
流

2
―

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

電
流

連
続

31
.2

Ta
g 

N
o.
な
し

主
送
風
機
電
流

4
―

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
3
回
定
検

流
量

連
続

31
.2

FR
31

.2
-1

A
,1

B
主
循
環

N
a流
量
記
録
計

2
M

S-
1

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

流
量

連
続

31
.2

FE
31

.2
-1

A
,1

B
電
磁
流
量
計

2
M

S-
1

S-
40

2
常
温

×

圧
力

連
続

32
.2

PI
32

.2
-1

補
助
系

N
a循
環
電
磁
ポ
ン
プ
吸
込
圧
力
計

1
M

S-
3

A
-5

05
常
温

×

圧
力

連
続

32
.2

PI
32

.2
-2

補
助
系

N
a循
環
電
磁
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計

1
M

S-
3

A
-5

05
常
温

×

液
面

O
N
･O

FF
32

.2
LE

32
.2

-1
-1

,1
-2

膨
張
タ
ン
ク

(1
),(

2)
液
面
計

2
M

S-
3

S-
40

2
常
温

×

温
度

連
続

32
.2

TR
32

.2
-1

補
助
冷
却
器
出
入
口

N
a温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

温
度

連
続

32
.2

TI
C

32
.2

-2
補
助
冷
却
器
出
口

N
a温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

32
.2

TI
32

.2
-5

補
助
系

N
a循
環
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度
計

1
M

S-
3

A
-5

05
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

温
度

連
続

32
.2

TI
32

.2
-6

,7
補
助
冷
却
器
出
入
口
空
気
温
度

2
M

S-
3

A
-5

05
常
温

×

温
度

連
続

32
.2

TR
32

.2
-5

補
助
系

N
a循
環
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-5

05
常
温

×
1
3
回
第
1
3
回
新
設

温
度

連
続

32
.2

TE
32

.2
-1

,2
補
助
冷
却
器
出
入
口

N
a温
度
計

1
M

S-
3

A
-5

05
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

開
度

連
続

32
.2

PO
E

32
.2

-3
補
助
冷
却
器
出
口
ダ
ン
パ
開
度
発
信
器

1
M

S-
3

A
-5

05
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検
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表
2－

14
（

4／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

開
度

連
続

32
.2

PO
IC

32
.2

-1
充
填
ラ
イ
ン
調
節
弁
開
度
手
動
設
定
付
指
示
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

開
度

連
続

32
.2

D
PH

C
32

.2
-2

補
助
冷
却
器
入
口
ダ
ン
パ

 開
度
手
動
設
定
器

1
―

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

開
度

連
続

32
.2

PO
I3

2.
2-

3
補
助
冷
却
器
出
口
ダ
ン
パ
開
度
指
示
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

流
量

連
続

32
.2

FI
32

.2
-1

補
助
循
環

N
a流
量
指
示
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
1
回
第
1
1
回
定
検

流
量

連
続

32
.2

FR
32

.2
-1

補
助
循
環

N
a流
量
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

×
1
3
回
第
1
3
回
新
設

流
量

連
続

32
.2

FE
32

.2
-1

補
助
冷
却
系
電
磁
流
量
計

1
M

S-
3

A
-5

05
常
温

×

流
量

連
続

32
.2

A
T(

A
F)

R
32

.2
-1

補
助
送
風
機
風
量
・
温
度
記
録
計

1
―

A
-5

05
常
温

×
1
3
回
第
1
3
回
新
設

流
量

連
続

32
.2

A
FE

32
.2

-1
補
助
送
風
機
風
量
検
出
器

(ﾋ
ﾟ
ﾄ
ｰ
管
式

)
1

―
A

-5
05

常
温

×
1
3
回
第
1
3
回
新
設

流
量

連
続

32
.2

A
FE

X3
2.

2-
1

補
助
送
風
機
風
量
差
圧
伝
送
器

1
―

A
-5

05
常
温

×
1
3
回
第
1
3
回
新
設

温
度

連
続

34
.2

T(
F)

R
34

.2
-1

C
/T

 温
度
・
流
量
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

34
.2

TR
34

.2
-2

C
/T

 内
部
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

温
度

連
続

34
.2

TI
C

34
.2

-1
C

/T
 温
度
指
示
調
節
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
3
回
第
1
3
回
定
検

開
度

連
続

34
.2

V
H

C
34

.2
-4

A
,4

B
A

 分
岐
充
填
第

2元
弁
開
度
手
動
設
定
器

2
―

A
-7

12
常
温

○
1
4
回
第
1
3
回
定
検

流
量

連
続

34
.2

T(
F)

R
34

.2
-1

C
/T

 温
度
・
流
量
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
常
温

○
1
5
回
第
1
3
回
定
検

流
量

連
続

34
.2

FE
34

.2
-1

-1
2次

N
a純
化
系
電
磁
流
量
計

1
M

S-
3

S-
21

2
常
温

×

流
量

連
続

34
.2

FE
34

.2
-1

-2
2次

N
a純
化
系
電
磁
流
量
計
（
分
岐
側
）

1
M

S-
3

S-
50

9
常
温

×

圧
力

連
続

36
.2

PI
C

36
.2

-1
5

N
aサ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置
圧
力
計

1
―

S-
41

5
常
温

○
1
0
回
第
1
0
回
定
検

流
量

連
続

36
.2

FI
C

36
.2

-2
N

aサ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置

A
rガ
ス
流
量
計

1
―

S-
41

5
常
温

×
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表
2－

14
（

5／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続

31
.1

PI
31

.1
-1

A
,1

B
主
循
環
ポ
ン
プ
出
口

N
a圧
力

2
M

S-
3

A
-7

12
25

×

圧
力

連
続

31
.1

PI
31

.1
-5

1A
,5

1B
,5

2A
,5

2B
油
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力

4
－

R
-4

10
R

-4
12

25
○

1
3
回

H
13

.1
2

圧
力

連
続

31
.1

PI
31

.1
-5

4A
,5

4B
主
ポ
ン
プ
潤
滑
油
圧
力

2
－

R
-4

10
R

-4
12

25
○

1
3
回

H
13

.1
2

圧
力

連
続

31
.1

PI
31

.1
-5

6A
,5

6B
主
モ
ー
タ
潤
滑
油
圧
力

2
－

R
-4

10
R

-4
12

25
○

1
3
回

H
13

.1
2

圧
力

O
N

-O
FF

31
.1

PS
31

.1
-5

3A
,5

3B
,5

4A
,5

4B
,5

5A
,5

5B
潤
滑
油
圧
力

6
PS

-3
R

-4
10

R
-4

12
25

○
1
3
回

H
３

.1
2

圧
力

連
続

31
.1

PX
31

.1
-1

A
,1

B
主
循
環
ポ
ン
プ
出
口

N
a圧
力

2
M

S-
3

R
-4

10
R

-4
12

25
×

圧
力

O
N

-O
FF

32
.1

Pd
S3

2.
1-

2
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却

N
2ガ
ス
差
圧

1
M

S-
3

R
-2

03
40

○
S6

2.
2

圧
力

連
続

32
.1

PI
32

.1
-1

補
助
電
磁
ポ
ン
プ
出
口

N
a圧
力

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

圧
力

連
続

32
.1

PX
32

.1
-1

補
助
電
磁
ポ
ン
プ
出
口

N
a圧
力

1
M

S-
3

R
-3

03
25

×

圧
力

O
N

-O
FF

33
Pd

S3
3-

2
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ

 電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ 冷
却

N
2ガ
ス
差
圧

1
M

S-
3

R
-1

05
40

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

33
PI

33
-1

A
,1

B
オ
ー
バ
フ
ロ
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

2
M

S-
3

A
-7

12
A

-5
04

25
×

圧
力

連
続

33
PX

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

R
-3

04
25

×

圧
力

O
N

-O
FF

34
.1

Pd
S3

4.
1-

2
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却

N
2ガ
ス
差
圧

1
M

S-
3

R
-1

05
40

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

34
.1

PI
34

.1
-1

純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
出
口

N
a圧
力

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

圧
力

連
続

34
.1

PI
34

.1
-3

サ
ー
ジ
タ
ン
ク

N
2ガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-2

07
25

○
1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

連
続

34
.1

PI
34

.1
-5

N
2ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
入
口
圧
力

1
－

A
-2

07
25

○
1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

連
続

34
.1

PI
34

.1
-6

,7
リ
ー
ク
テ
ス
ト
用

2
－

A
-3

06
25

×

圧
力

連
続

34
.1

PI
S3

4.
1-

4
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

N
2ガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×
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表
2－

14
（

6／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続

34
.1

PL
34

.1
-1

プ
ラ
ン
ギ
ン
グ
計

1
M

S-
3

R
-2

02
40

×

圧
力

連
続

34
.1

PX
34

.1
-1

純
化
電
磁
ポ
ン
プ
出
口

N
a圧
力

(T
R

34
.1

-2
01

(2
4)

)
1

M
S-

3
R

-1
05

40
×

圧
力

連
続

34
.1

PX
34

.1
-4

サ
ー
ジ
タ
ン
ク

N
2ガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-2

07
25

×

圧
力

連
続

35
.1

PI
35

.1
-1

A
,1

B
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

2
M

S-
3

A
-5

04
25

×

圧
力

連
続

35
.1

PX
35

.1
-1

A
,1

B
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

2
M

S-
3

R
-2

02
40

×

圧
力

O
N

-O
FF

36
.1

PC
36

.1
-9

A
,9

B
,9

C
呼
吸
ガ
ス
圧
力
調
整
ヘ
ッ
ダ
圧
力

3
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

O
N

-O
FF

36
.1

PC
36

.1
-9

A
L,

8B
L,

9C
L

呼
吸
ガ
ス
圧
力
調
整
ヘ
ッ
ダ
圧
力
(低
圧
)

3
PS

-3
A

-7
12

25
×

圧
力

連
続

36
.1

PE
36

.1
-1

3
真
空
ポ
ン
プ
入
口
圧
力

1
－

A
-2

05
25

×

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-1

0
低
圧
タ
ン
ク
圧
力

1
M

S-
3

A
-3

04
25

○
1
3
回

H
15

.1

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-1

3
真
空
ポ
ン
プ
入
口
圧
力
（
真
空
計
H
,L
,S
）

1
－

A
-5

04
25

×

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-1

5,
16

リ
ー
ク
テ
ス
ト
用
ガ
ス
圧
力

2
－

A
-2

06
25

×

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-1

8,
19

真
空
ポ
ン
プ
用
冷
却
水
ポ
ン
プ
吸
入
、
吐
出
圧
力

2
－

A
-2

04
25

○
1
3
回

H
15

.1

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-2

供
給
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-3

04
25

○
1
3
回

H
15

.1

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-3

主
ポ
ン
プ
軸
封
ガ
ス
供
給
圧
力

1
－

R
-3

03
25

○
1
3
回

H
15

.1

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-4

A
,4

B
主
ポ
ン
プ
軸
封
ガ
ス
圧
力

2
－

R
-3

03
25

○
1
3
回

H
15

.1

圧
力

連
続

36
.1

PI
36

.1
-9

A
,9

B
呼
吸
ガ
ス
圧
力
調
整
ヘ
ッ
ダ
圧
力

2
－

R
-3

03
R

-3
04

25
×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
36

.1
PI

S3
6.

1-
1

供
給
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
36

.1
PI

S3
6.

1-
11

低
圧
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×
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表
2－

14
（

7／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
36

.1
PI

S3
6.

1-
12

真
空
ポ
ン
プ
入
口
圧
力
指
示
警
報
計

1
－

A
-2

04
25

○
1
3
回

H
15

.1

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
36

.1
PI

S3
6.

1-
5

加
圧
ヘ
ッ
ダ
入
口
圧
力

1
－

R
-3

03
25

○
1
3
回

H
15

.1

圧
力

連
続

Ｏ
Ｎ
－
Ｏ
Ｆ
Ｆ

36
.1

PI
S3

6.
1-

6,
6(

S)
呼
吸
ｶ
ﾞｽ
圧
力
調
整
ヘ
ッ
ダ
入
口
圧
力

1
－

R
-3

03
25

○ ×
1
3
回

H
15

.1
－

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
36

.1
PI

S3
6.

1-
7

炉
容
器
カ
バ
ー
ガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-5

04
25

×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
36

.1
PI

S3
6.

1-
9

呼
吸
ガ
ス
圧
力
調
整
ヘ
ッ
ダ
圧
力

1
PS

-3
A

-7
12

25
×

圧
力

連
続

36
.1

PR
36

.1
-7

炉
容
器
カ
バ
ー
ガ
ス
圧
力
指
示
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
７

.７

圧
力

O
N

-O
FF

36
.1

PS
36

.1
-1

4A
,1

4B
呼
吸
ガ
ス
圧
力
調
整
ヘ
ッ
ダ
圧
力

2
PS

-3
R

-3
03

25
×

圧
力

連
続

36
.1

PX
36

.1
-1

,1
1

供
給
タ
ン
ク

A
rガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

A
-3

04
25

○
S6

2.
２

圧
力

連
続

36
.1

PX
36

.1
-7

炉
容
器
カ
バ
ー
ガ
ス
圧
力

1
M

S-
3

R
-3

03
25

×

圧
力

連
続

36
.1

PX
36

.1
-8

,9
呼
吸
ガ
ス
圧
力
調
整
ヘ
ッ
ダ
圧
力

1
M

S-
3

R
-3

03
25

○
S6

2.
２

圧
力

連
続

61
FC

C
61

-3
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(圧
力

)
1

PS
-3

A
-1

04
25

○
S5

6.
3

圧
力

連
続

61
FC

C
61

-5
3

N
2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(圧
力

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

Pd
IA

61
-3

ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ

(A
)差
圧

1
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

3
ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ

(A
)差
圧

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

3A
,3

B
ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ

(A
)差
圧

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

Pd
IA

61
-4

ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ

(B
)差
圧

1
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

4
ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ

(B
)差
圧

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

4A
,4

B
ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ

(B
)差
圧

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4
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表
2－

14
（

8／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

Pd
IA

61
-1

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

(A
)差
圧

1
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

1
プ
レ
フ
ィ
ル
タ

(A
)差
圧

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

1A
,1

B
プ
レ
フ
ィ
ル
タ

(A
)差
圧

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

Pd
IA

61
-2

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

(B
)差
圧

1
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

2
プ
レ
フ
ィ
ル
タ

(B
)差
圧

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

2A
,2

B
プ
レ
フ
ィ
ル
タ

(B
)差
圧

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

Pd
IA

H
61

-5
1,

52
N

2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ー

(F
L6

1ー
3A

)差
圧
計

2
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

51
N

2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ー

(F
L6

1ー
3A

)差
圧
計

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

51
A

,5
1B

N
2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ー

(F
L6

1ー
3A

)差
圧
計

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

52
N

2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ー

(F
L6

1ー
3B

)差
圧
計

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
Pd

X6
1-

52
A

,5
2B

N
2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ー

(F
L6

1ー
3B

)差
圧
計

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続

61
PE

61
-2

1
A

r廃
ガ
ス
放
出
圧
力
変
換
器

1
－

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

圧
力

連
続

61
PE

61
-2

2
N

2廃
ガ
ス
放
出
圧
力
変
換
器

1
－

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

圧
力

連
続

61
PI

61
-1

0
圧
縮
空
気
供
給
圧
力
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-1

1
脱
塩
水
供
給
圧
力
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-1

2
補
機
冷
却
水
ラ
イ
ン
圧
力
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-1

3
圧
縮
機

(C
)N

2パ
ー
ジ
圧
力
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1
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表
2－

14
（

9／
37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続

61
PI

61
-1

4,
15

,1
6

圧
縮
機
１
段
吐
出
圧
力

3
－

A
-1

12
A

-1
13

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-4

,5
,1

7
圧
縮
機

(C
)２
段
吐
出

 (ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
出
口

)圧
力
計

3
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-1

8
ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ
ー
入
口
圧
力

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-1

9
ス
タ
ッ
ク
入
口
圧
力
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-2

0
N

2廃
ガ
ス
ス
タ
ッ
ク
入
口
圧
力
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-3

0,
31

,3
2

圧
縮
機

(A
)ｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
用
入
口
圧
縮
空
気
圧
力
計

3
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-3

00
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ポ
ッ
ト
内
圧

1
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-3

01
廃
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
し
圧
力

1
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-3

3
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
減
圧
弁
２
次
出
口
圧
力
計

1
－

A
-1

09
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-3

5
A

r廃
ｶ
ﾞｽ
ﾍ
ｯ
ﾀ
ﾞD

/T
ﾊ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ用

N
2ガ
ス
供
給
圧
力

1
－

A
-1

07
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-5

1,
52

N
2ブ
ロ
ワ
出
口
圧
力

2
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

61
PI

61
-5

3,
54

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ装
置
入
口
圧
力
計

(N
2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ー
出
入
口

)
2

－
A

-1
08

25
○

1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-6

,7
圧
縮
機

(A
)パ
ー
ジ
ガ
ス
入
口
圧
力
計

2
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-8

減
圧
弁

(V
61

-9
7)
２
次
側
圧
力
計

(N
2パ
ー
ジ
用

)
1

－
A

-1
08

25
○

1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

61
PI

61
-9

圧
縮
機

(C
)カ
バ
ー
ガ
ス
入
口
圧
力
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

PI
A

61
-4

廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ

(B
)圧
力

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

PI
A

61
-5

圧
縮
機
出
口
圧
力

(C
P6

1-
1A

,1
B

)
1

PS
-3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3
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表
2－

14
（

10
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

PI
S6

1-
1,

2,
3

廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク
圧
力

3
PS

-3
A

-1
04

25
○

1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

PI
S6

1-
34

N
2パ
ー
ジ
供
給
圧
力
計

1
－

A
-1

06
25

○
1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

PI
S6

1-
4

廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ

(B
)圧
力

1
PS

-3
A

-1
04

25
○

1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

PI
S6

1-
5

圧
縮
機
出
口
圧
力

1
PS

-3
A

-1
04

25
○

1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

61
PX

61
-1

,2
,3

廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク

(A
)圧
力

3
PS

-3
A

-1
08

25
○

S6
2.

4

圧
力

連
続

61
PX

61
-1

A
,1

B
廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク
圧
力

2
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

○
S6

2.
4

H
6.

1

圧
力

連
続

61
PX

61
-2

A
,2

B
廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク

(B
)圧
力

2
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続

61
PX

61
-3

A
,3

B
廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク

(C
)圧
力

2
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
61

PR
A

61
-1

廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク
圧
力
(A
,B
,C
)

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

S6
2.

4

圧
力

連
続

61
PX

61
-2

1
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(圧
力

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

圧
力

連
続

61
PX

61
-2

2
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(圧
力

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

圧
力

連
続

61
PX

61
-4

廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ

(B
)圧
力

1
PS

-3
A

-1
08

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続

61
PX

61
-4

A
,4

B
,4

C
廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ
圧
力

3
PS

-3
A

-1
04

A
-1

04
A

-7
12

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

圧
力

連
続

61
PX

61
-5

廃
ガ
ス
圧
縮
機
出
口
ヘ
ッ
ダ
圧
力

1
PS

-3
A

-1
08

25
○
(追
加
)

H
11

.3

圧
力

連
続

61
PX

61
-5

A
,5

B
,5

C
廃
ガ
ス
圧
縮
機
出
口
ヘ
ッ
ダ
圧
力

3
PS

-3
A

-1
04

A
-1

04
A

-7
12

25
○
(追
加
)

S6
2.

4
H

15
.6

H
8.

2

圧
力

連
続

61
PX

61
-5

1
N

2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

(B
L6

1-
1A

)吐
出
圧
力

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
PX

61
-5

1A
,5

1B
N

2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

(B
L6

1-
1A

)吐
出
圧
力

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4
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表
2－

14
（

11
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続

61
PX

61
-5

2
N

2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

(B
L6

1-
1B

)吐
出
圧
力

1
－

A
-1

08
25

○
S6

2.
4

圧
力

連
続

61
PX

61
-5

2A
,5

2B
N

2廃
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

(B
L6

1-
1B

)吐
出
圧
力

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

○
S6

2.
4

H
16

.7

圧
力

連
続

62
PI

62
-1

高
レ
ベ
ル
移
送
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
計

1
－

A
-1

06
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

62
PI

62
-2

低
レ
ベ
ル
移
送
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
計

1
－

A
-1

06
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

62
PI

62
-3

A
,3

B
床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
移
送
ポ
ン
プ

(A
)出
口
圧
力
計

2
－

A
-1

07
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

62
PI

62
-1

0
沈
降
防
止
槽
移
送
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
計

1
－

A
-1

06
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

62
PI

62
-1

1
沈
降
防
止
槽
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
圧
力
計

1
－

A
-1

06
25

○
(追
加
)

H
４

.1
0

圧
力

連
続

62
PI

62
-1

2
沈
降
防
止
槽
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
圧
力
計

1
－

A
-1

06
25

○
(追
加
)

H
４

.1
0

圧
力

連
続

71
E

/P
71

-1
01

A
,1

01
B

,1
02

A
,1

02
B

Ａ
ブ
ロ
ワ
吸
込
側
、
吐
出
側
軸
封
内
圧

4
－

A
-2

08
25

×

圧
力

O
N

-O
FF

71
PC

71
-1

A
,1

B
予
熱

N
2ガ
ス
ブ
ロ
ワ
入
口
圧
力

2
－

A
-5

04
25

×

圧
力

O
N

-O
FF

71
PC

71
-3

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

N
2ガ
ス
圧
力

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

71
Pd

X7
1-

10
1A

,1
01

B
,1

02
A

,1
02

B
ブ
ロ
ワ
吸
込
側
、
吐
出
側
軸
封
内
圧

4
－

A
-2

08
25

○
S6

2.
2

圧
力

連
続

71
PI

71
-1

0
リ
ー
ク
テ
ス
ト
用
（
V

71
-4

 ）
1

－
A

-2
06

25
×

―

圧
力

連
続

71
PI

71
-1

01
A

,1
01

B
B

71
-1

A
潤
滑
油
給
油
圧
力

2
－

A
-2

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

連
続

71
PI

71
-1

02
,1

05
ス
ト
レ
ー
ナ
入
口
、
出
口
圧
力

2
－

A
-2

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

連
続

71
PI

71
-1

06
A

,1
06

B
,1

07
A

,1
07

B
ブ
ロ
ワ
吸
込
側
軸
封
内
圧

4
－

A
-2

08
25

○
1
3
回

H
15

.１

圧
力

連
続

71
PI

71
-1

1,
12

,1
3,

14
リ
ー
ク
テ
ス
ト
用

4
－

A
-2

06
25

×

圧
力

連
続

71
PI

71
-2

01
V

71
-4

8B
,4

9B
操
作
用
圧
空
ヘ
ッ
ダ
ー
圧
力

1
－

R
-4

10
25

○
1
3
回

H
15

.１
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表
2－

14
（

12
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続

71
PI

71
-4

予
熱
用
供
給

N
2減
圧
弁
出
口
圧
力

1
－

A
-2

07
25

○
1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

連
続

71
PI

71
-5

予
熱
用
供
給

N
2圧
力

1
－

A
-2

07
25

○
1
3
回

H
14

.1
2

圧
力

連
続

71
PI

71
-6

N
2ガ
ス
加
熱
器
出
口
圧
力

1
－

A
-2

08
25

○
1
3
回

H
15

.３

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
C

71
-1

01
A

,1
01

B
,1

02
A

,1
02

B
ブ
ロ
ワ
吸
込
側
、
吐
出
側
軸
封
内
圧
調
節
計

4
－

A
-2

08
25

×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
C

71
-3

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

N
2ガ
ス
圧
力

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
C

71
-8

排
出

N
2ガ
ス
圧
力

1
－

A
-5

04
25

×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
S7

1-
1

予
熱

N
2ガ
ス
ブ
ロ
ワ
入
口
圧
力

1
M

S-
3

A
-5

04
25

×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
S7

1-
10

1A
,1

01
B

,1
02

A
,1

02
B

ブ
ロ
ワ
吸
込
側
、
吐
出
側
軸
封
内
圧
警
報
計

4
M

S-
3

A
-2

08
25

×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
S7

1-
2

予
熱

N
2ガ
ス
ブ
ロ
ワ
出
口
圧
力

1
M

S-
3

A
-5

04
25

×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
S7

1-
3

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

N
2ガ
ス
圧
力

1
PS

-3
A

-7
12

25
×

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
71

PI
S7

1-
7

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

N
2ガ
ス
供
給
圧
力

1
M

S-
3

R
-3

03
25

○
1
3
回

H
15

.１

圧
力

連
続

71
PR

71
-1

01
A

,1
01

B
ブ
ロ
ワ

A
吸
込
側

 軸
封
圧
力
（
記
録
計
）

2
－

A
-2

08
25

○
H
９

.３

圧
力

O
N

-O
FF

71
PS

71
-1

01
A

,1
01

B
,1

02
A

,1
02

B
ブ
ロ
ワ
給
油
圧
力

1
－

A
-2

08
25

×

圧
力

O
N

-O
FF

71
PS

71
-1

03
ス
ト
レ
ー
ナ
出
口
圧
力

1
－

A
-2

08
25

○
H
４

.1
1

圧
力

O
N

-O
FF

71
PS

71
-9

排
出

N
2ガ
ス
圧
力

1
－

A
-1

04
25

×

圧
力

連
続

71
PX

71
-1

,2
予
熱

N
2ガ
ス
ブ
ロ
ワ
入
口
、
出
口
圧
力

2
－

A
-2

08
25

×
S
6
2
.2

圧
力

連
続

71
PX

71
-3

リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

N
2ガ
ス
圧
力

1
PS

-3
R

-3
03

25
×

圧
力

連
続

71
PX

71
-8

排
出

N
2ガ
ス
圧
力

1
－

A
-1

04
25

○
S6

2.
２

資料2.1－1　（表2－14） 12

JNC TN9440 2005-003



表
2－

14
（

13
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

O
N

-O
FF

75
PA

75
-1

,1
C

空
気
貯
槽
圧
低
下
検
出
（
警
報
用
）

1
PS

-3
A

-4
05

25
○ ×

H
12

.2
－

圧
力

連
続

75
Pd

I7
5-

1
プ
レ
フ
ィ
ル
タ
差
圧
計

1
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

75
Pd

I7
5-

2
ア
フ
タ
フ
ィ
ル
タ
差
圧
計

1
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

75
PI

75
-1

A
,1

B
,1

C
,2

A
,2

B
,2

C
圧
縮
機

(A
)潤
滑
油
圧
力
計

(容
調
盤

)
6

－
A

-4
05

25
○

1
3
回

1A
,2

A
は

H
14

.1
1

H
14

.1
2

圧
力

連
続

75
PI

75
-3

,5
,6

C
,8

空
気
貯
槽
圧
力
計

4
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

75
PI

75
-4

A
,4

B
除
湿
塔
圧
力
計

2
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

75
PI

75
-6

プ
レ
フ
ィ
ル
タ
入
口
圧
力
計

1
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

連
続

75
PI

75
-7

ア
フ
タ
フ
ィ
ル
タ
入
口
圧
力
計

1
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

圧
力

O
N

-O
FF

75
PS

75
-1

A
,1

B
,1

C
圧
縮
機
油
圧
開
閉
器

(機
側
盤

)
3

－
A

-4
05

25
×

圧
力

O
N

-O
FF

75
PS

75
-2

四
方
弁
切
換
不
良
検
出
用
開
閉
器

1
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

圧
力

O
N

-O
FF

75
PS

75
-3

,4
除
湿
塔
圧
力
低
警
報
用
開
閉
器

2
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

圧
力

O
N

-O
FF

75
PS

75
-5

A
,5

B
,5

C
圧
縮
機
容
量
調
整
用
開
閉
器

3
－

A
-4

05
25

○
H

12
.2

圧
力

O
N

-O
FF

75
PS

75
-6

A
,6

B
,6

C
圧
縮
機
空
気
貯
槽
圧
低
下
検
出

3
－

A
-4

05
25

○ ○ ×

H
11

.9
H

12
.2

－

圧
力

O
N

-O
FF

75
PS

75
-7

四
方
弁
切
換
不
良
検
出
用
開
閉
器

1
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

圧
力

O
N

-O
FF

83
PC

83
-2

安
全
容
器
呼
吸
ガ
ス
圧
力

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

圧
力

連
続

83
PI

83
-1

安
全
容
器
供
給

N
2ガ
ス
減
圧
弁
出
口
圧
力

1
－

R
-3

03
25

○
1
3
回

H
15

.１

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
83

PI
C

83
-2

安
全
容
器
呼
吸
ガ
ス
圧
力

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3
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表
2－

14
（

14
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

圧
力

連
続
･O

N
-O

FF
83

PI
S8

3-
2,

3
安
全
容
器
呼
吸
ガ
ス
圧
力

2
PS

-3
A

-7
12

R
-3

03
25

× ○
1
3
回
－ H
1
5
.1

圧
力

連
続

83
PX

83
-2

安
全
容
器
呼
吸
ガ
ス
圧
力

1
PS

-3
R

-3
03

25
×

液
面

連
続

31
.1

LC
C

31
.1

-1
-A

,B
,C

,2
-A

,2
-B

,3
-A

,3
-B

炉
容
器

N
a液
面

7
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

連
続

31
.1

LC
C

31
.1

-4
A

,4
B

主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

液
面

連
続

31
.1

LC
C

31
.1

-5
A

,5
B

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
コ
ラ
ム

N
a液
面

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

液
面

連
続

31
.1

LE
31

.1
-1

,2
,3

炉
容
器

N
a液
面

3
M

S-
1

R
PU

25
×

－ S
6
0
.1
0

－

液
面

連
続

31
.1

LE
31

.1
-4

A
,4

B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

2
PS

-3
R

-4
12

25
○

Ｓ
63

.1
2

液
面

連
続

31
.1

LE
31

.1
-5

A
,5

B
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
コ
ラ
ム

N
a液
面

2
M

S-
3

R
-2

06
40

○
Ｓ

63
.1

2

液
面

連
続

31
.1

LE
31

.1
-6

A
,6

B
主
中
間
熱
交
換
器
液
面

2
M

S-
3

R
-3

02
40

○
(追
加
)

H
13

.３

液
面

連
続

31
.1

LI
31

.1
-1

01
A

,1
01

B
ド
レ
ン
タ
ン
ク
液
位

2
－

R
-4

12
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

連
続

31
.1

LI
C

31
.1

-4
A

,4
B

主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

2
PS

-3
A

-5
04

25
○

1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続

31
.1

LI
C

31
.1

-5
A

,5
B

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
コ
ラ
ム

N
a液
面

2
M

S-
3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
LI

S3
1.

1-
1

炉
容
器

N
a液
面

1
M

S-
1

A
-7

12
25

×

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
LI

S3
1.

1-
1A

,1
B

,2
A

,2
B

,3
A

,3
B

原
子
炉
容
器

N
a 
液
面
（
高
）

6
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
LI

S3
1.

1-
4A

,4
B

主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

2
PS

-3
A

-7
12

25
×

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
LI

S3
1.

1-
55

A
,5

5B
主
ポ
ン
プ
潤
滑
油
タ
ン
ク
液
面

1
－

R
-4

12
25

○
S.

64
.1

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
LI

S3
1.

1-
5A

,5
B

A
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
コ
ラ
ム

N
a液
面

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×
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表
2－

14
（

15
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

液
面

連
続

31
.1

LR
31

.1
-1

炉
容
器

N
a液
面
記
録
計

1
M

S-
1

A
-7

12
25

○
H
７

.７

液
面

O
N

-O
FF

31
.1

LS
31

.1
-1

,1
-A

,2
,2

-A
,3

,3
-A

炉
容
器

N
a液
面

6
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

O
N

-O
FF

31
.1

LS
31

.1
-4

A
,4

B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.3

液
面

O
N

-O
FF

31
.1

LS
31

.1
-5

6A
,5

6B
,5

7A
,5

7B
,5

8A
,5

8B
油
ド
レ
ン
回
収
タ
ン
ク
液
面

6
－

R
-4

12
25

○
S6

1.
8

液
面

O
N

-O
FF

31
.1

LS
31

.1
-5

A
,5

B
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
コ
ラ
ム

N
a液
面

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.３

液
面

O
N

-O
FF

31
.1

LS
31

.1
-6

A
,6

B
主
中
間
熱
交
換
器
液
面

2
M

S-
3

A
-5

04
25

○
(追
加
)
1
3
回

H
13

.３

液
面

連
続

31
.1

LT
L3

1.
1-

1
炉
容
器

N
a液
面

1
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

連
続

31
.1

LX
31

.1
-1

,2
,3

炉
容
器

N
a液
面

3
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

連
続

31
.1

LX
31

.1
-4

A
,4

B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

2
PS

-3
A

-5
04

25
○

1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続

31
.1

LX
31

.1
-5

A
,5

B
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
コ
ラ
ム

N
a液
面

2
M

S-
3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続

31
.1

LX
31

.1
-6

A
1,

6A
2,

6B
1,

6B
2

主
中
間
熱
交
換
器
液
面

4
M

S-
3

A
-2

04
,2

08
A

-5
04

25
○
(追
加
)
1
3
回

H
13

.３

液
面

連
続

31
.1

PW
S3

1.
1-

4A
,4

B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

2
PS

-3
A

-5
04

25
○

1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続

31
.1

PW
S3

1.
1-

5A
,5

B
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
コ
ラ
ム

N
a液
面

2
M

S-
3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続

31
.1

R
U

31
.1

 (抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ)

A
/B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

,A
/B
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
ｺ
ﾗ
ﾑ

N
a液
面

1
PS

-3
A

-5
04

25
○
(追
加
)
1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続

31
.1
Ｖ
Ｉ3

1.
1-

4A
,4

B
,5

A
,5

B
A
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a液
面

4
PS

-3
A

-5
04

25
○
(追
加
)
1
3
回

H
14

.３

液
面

連
続

33
LE

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
タ
ン
ク

N
a液
面

1
M

S-
3

R
-1

05
40

×

液
面

連
続

33
LI

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
タ
ン
ク

N
a液
面

1
M

S-
3

A
-5

04
25

×

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
33

LR
S3

3-
1

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク

N
a液
面

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
７

.７
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表
2－

14
（

16
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

液
面

連
続

33
LX

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
タ
ン
ク

N
a液
面

1
M

S-
3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

連
続

35
.1

LE
35

.1
-1

A
,1

B
,2

A
,2

B
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

N
aレ
ベ
ル

4
M

S-
3

R
-1

03
R

-1
04

40
×

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
35

.1
LI

S3
5.

1-
1A

,1
B

,2
A

,2
B

Ａ
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

N
a 
液
面
（
高
域
）

4
M

S-
3

A
-5

04
25

×

液
面

連
続

35
.1

LX
35

.1
-1

A
,1

B
,2

A
,2

B
A
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

N
a液
面
（
高
域
）

4
M

S-
3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.1
2

液
面

O
N

-O
FF

61
LE

61
-5

1
N

2廃
ガ
ス
ク
ー
ラ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ液
面

1
－

A
-1

08
25

○
(追
加
)

S5
7.

3

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
61

LE
61

-3
床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク
液
位
計
(超
音
波
レ
ベ
ル
計
)

1
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
1.

4

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
61

LI
S6

1-
3

床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク
液
位
計

1
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
1.

4

液
面

O
N

-O
FF

61
LS

61
-1

,2
床
ド
レ
ン
ト
ラ
ッ
プ
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ

2
－

A
-1

07
25

○
(追
加
)

S6
1.

4

液
面

O
N

-O
FF

61
LS

61
-3

床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク
液
位
計
(警
報
器
)

1
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
1.

4

液
面

連
続

61
LX

61
-3

床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
タ
ン
ク
液
位
計
(変
換
器
)

1
－

A
-1

07
25

○
(追
加
)

S6
1.

4

液
面

連
続

62
LT

62
-1

0
沈
降
防
止
槽
液
位
計

1
PS

-3
A

-1
06

25
○
(追
加
)

S6
0.

10

液
面

連
続

62
Z6

2-
10

沈
降
防
止
槽
液
位
計

1
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
0.

10

液
面

連
続

62
I/O

62
-1

0
沈
降
防
止
槽
液
位
計

1
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
0.

10

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
62

LI
A

62
-1

0A
,1

0B
,1

0C
沈
降
防
止
槽
液
位
計

3
PS

-3
A

-1
04

A
-7

12
A

-6
04

25
○
(追
加
)

S6
0.

10

液
面

O
N

-O
FF

62
LS

62
-1

0
沈
降
防
止
槽
液
位
計

1
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
0.

10

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
62

LI
A

62
-9

B
中
和
槽
液
位

1
－

A
-7

12
25

○
(追
加
)

S6
0.

10

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
62

LI
A

H
62

-1
,2

液
体
廃
棄
物
B
,A
廃
液
タ
ン
ク
液
位

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

S6
2.

4
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表
2－

14
（

17
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

液
面

連
続
･O

N
-O

FF
62

LI
S6

2-
1,

2
液
体
廃
棄
物
B
,A
廃
液
タ
ン
ク
液
位

2
PS

-3
A

-1
04

25
○

1
3
回

H
14

.3

液
面

連
続

62
LX

62
-1

,2
液
体
廃
棄
物
B
,A
廃
液
タ
ン
ク
液
位

2
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

液
面

連
続

62
LY

62
-1

,2
液
体
廃
棄
物
Ｂ
,A
廃
液
タ
ン
ク
液
位

2
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

液
面

連
続

62
Pd

X6
2-

1,
2

液
体
廃
棄
物
B
,A
廃
液
タ
ン
ク
液
位

2
PS

-3
A

-1
06

25
×

液
面

連
続

71
LI

71
-1

01
オ
イ
ル
タ
ン
ク
油
面

1
－

A
-2

08
25

×
―

温
度

連
続

31
.1

TC
C

31
.1

-1
2A

,1
2B

主
循
環
ポ
ン
プ

N
a軸
受
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-1

0A
,1

0B
,1

1A
,1

1B
原
子
炉
入
口

N
a温
度

4
M

S-
1

R
-2

05
R

-2
06

40
○

1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-1

2A
,1

2B
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟN

a軸
受
温
度

(T
S3

1.
1-

12
A

,1
2B

,T
R

36
.1

-1
)

2
M

S-
3

R
-2

05
R

-2
06

40
○

S5
9.

3

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-1

3A
-A

,1
3A

-B
,1

4A
-A

,1
4A

-B
,1

5A
-A

,1
5A

-B
TE

31
.1

-1
3B

-A
,1

3B
-B

,1
4B

-A
,1

4B
-B

,1
5B

-A
,1

5B
-B

主
循
環
ポ
ン
プ
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｺ
ｲ
ﾙ
温
度

12
M

S-
3

R
-4

10
R

-4
12

25
○

1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-1

6A
,1

6B
主
循
環

N
a流
量
計
コ
イ
ル
温
度

 (T
R

71
-1

35
(2

1)
)

2
－

R
-2

06
40

×

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-1

A
,1

B
原
子
炉
出
口

N
a温
度

(計
算
機
用

)
2

M
S-

3
R

-2
05

R
-2

06
40

○
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-2

A
,2

B
,3

A
,3

B
,4

A
,4

B
原
子
炉
出
口

N
a温
度

6
M

S-
1

R
-2

05
R

-2
06

40
○

1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-5

2A
,5

2B
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
上
部
軸
受
排
油
温
度

2
M

S-
3

R
-4

10
R

-4
12

25
×

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-5

A
,5

B
原
子
炉
出
口

N
a温
度

2
PS

-3
R

-2
05

R
-2

06
40

○
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-7

A
,7

B
原
子
炉
入
口

N
a温
度

(計
算
機
用

)
2

M
S-

3
R

-2
05

R
-2

06
40

○
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-8

A
,8

B
原
子
炉
入
口

N
a温
度

2
PS

-3
R

-2
05

R
-2

06
40

○
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TE
31

.1
-9

A
,9

B
原
子
炉
入
口

N
a温
度

2
M

S-
1

R
-2

05
R

-2
06

40
○

1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

31
.1

TI
31

.1
-1

00
1A

,1
00

1B
１
次
冷
却
系
主
ポ
ン
プ
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
ﾀ
Ｔ

R
温
度
計

 (#
10

1-
1N

)
2

－
A

-4
03

25
○

1
3
回

H
13

.9
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表
2－

14
（

18
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

31
.1

TI
31

.1
-5

2A
,5

2B
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
上
部
軸
受
排
油
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
12

.1
0

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
TI

S3
1.

1-
10

A
,1

0B
,1

1A
,1

1B
原
子
炉
入
口

N
a温
度

4
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
TI

S3
1.

1-
2A

,2
B

,3
A

,3
B

,4
A

,4
B

原
子
炉
出
口

N
a温
度

6
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
TI

S3
1.

1-
51

A
,5

1B
A
主
ポ
ン
プ
潤
滑
油
戻
り
温
度

2
－

R
-4

10
R

-4
12

25
○

1
3
回

H
14

.2

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
TI

S3
1.

1-
66

A
,6

6B
,6

A
,6

B
A
主
循
環
ポ
ン
プ
主
モ
ー
タ
上
部
軸
受
温
度

4
PS

-3
R

-4
10

R
-4

12
25

○
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
TI

S3
1.

1-
9A

,9
B

原
子
炉
入
口

N
a温
度

2
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

31
.1

TR
31

.1
-1

00
A

,1
00

B
主
ポ
ン
プ
内
部
ケ
ー
シ
ン
グ
温
度
記
録
計

2
－

A
-5

04
25

○
H

11
.5

温
度

連
続

31
.1

TE
71

-1
08

A
,1

08
B

主
ポ
ン
プ
軸
受
温
度

1
－

A
-5

04
25

○
S5

7.
5

温
度

連
続

31
.1

TE
71

-1
09

A
,1

09
B

,1
10

A
,1

10
B

主
ポ
ン
プ
ケ
ー
シ
ン
グ
温
度

4
－

A
-5

04
25

○
S5

7.
5

温
度

連
続

31
.1

TE
71

-1
11

A
,1

11
B

,1
12

A
,1

12
B

主
ポ
ン
プ
Ａ

A
rガ
ス
中
ケ
ー
シ
ン
グ
温
度

4
－

A
-5

04
25

○
S5

7.
5

温
度

連
続

31
.1

TE
71

-1
36

A
,1

36
B

主
ポ
ン
プ

A
rガ
ス
中

 ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ温
度
吐
出
側

2
－

A
-5

04
25

○
S5

9.
3

温
度

連
続

31
.1

TE
71

-1
37

A
,1

37
B

主
ポ
ン
プ

A
rガ
ス
中

 ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ温
度
反
吐
出
側

2
－

A
-5

04
25

○
S5

9.
3

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
31

.1
TR

31
.1

-5
A

/8
A

,5
B

/8
B

原
子
炉
出
入
口

N
a温
度
記
録
計

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
７

.７

温
度

O
N

-O
FF

31
.1

TS
31

.1
-1

2A
,1

2B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a軸
受
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

11
.９

温
度

O
N

-O
FF

31
.1

TS
31

.1
-1

3A
,1

3B
主
循
環
ポ
ン
プ
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｺ
ｲ
ﾙ
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

12
.３

温
度

O
N

-O
FF

31
.1

TS
31

.1
-5

A
,5

B
原
子
炉
出
口

N
a温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

11
.９

温
度

O
N

-O
FF

31
.1

TS
31

.1
-5

2A
,5

2B
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
上
部
軸
受
排
油
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
(追
加
)
1
3
回

H
12

.1
0

温
度

O
N

-O
FF

31
.1

TS
31

.1
-8

A
,8

B
原
子
炉
入
口

N
a温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

11
.９
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表
2－

14
（

19
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

31
.1

TX
31

.1
-9

A
,9

B
,1

0A
,1

0B
,1

1A
,1

1B
原
子
炉
入
口

N
a温
度

6
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

31
.1

TX
31

.1
-1

2A
,1

2B
主
循
環
ポ
ン
プ

N
a軸
受
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

31
.1

TX
31

.1
-2

A
,2

B
,3

A
,3

B
,4

A
,4

B
原
子
炉
出
口

N
a温
度

6
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

31
.1

TX
31

.1
-5

2A
,5

2B
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
上
部
軸
受
排
油
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
(追
加
)
1
3
回

H
12

.1
0

温
度

連
続

32
.1

TE
32

.1
-1

１
次
補
助
ＩＨ
Ｘ
入
口

N
a温
度

1
M

S-
3

R
-2

04
40

×

温
度

連
続

32
.1

TE
32

.1
-2

１
次
補
助
ＩＨ
Ｘ
出
口

N
a温
度

1
M

S-
3

R
-2

04
40

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

32
.1

TE
32

.1
-3

-A
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度

1
M

S-
3

R
-2

03
40

×

温
度

連
続

32
.1

TE
32

.1
-4

-A
,4

-B
,4

-C
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

3
PS

-3
R

-2
03

40
×

温
度

連
続

32
.1

TE
32

.1
-5

,7
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁
温
度

2
M

S-
3

R
-3

05
40

×

温
度

連
続

32
.1

TE
32

.1
-6

,8
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁
温
度

2
M

S-
3

R
-3

05
40

○
1
3
回

H
14

.8

温
度

O
N

-O
FF

32
.1

TE
32

.1
-1

1,
12

IH
Xガ
ス
抜
き
配
管

-１
 (ﾌ
ﾘｰ
ｽ
ﾞｼ
ｰ
ﾙ
部
ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用

)
2

－
R

-3
05

40
×

温
度

連
続

32
.1

TI
32

.1
-1

１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
ＩＶ
Ｒ
絶
縁
油
温
度
計

1
－

A
-4

03
25

×

温
度

連
続

32
.1

TR
32

.1
-1

１
次
補
助
ＩＨ
Ｘ
出
入
口

N
a温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
７

.７

温
度

O
N

-O
FF

32
.1

TS
32

.1
-3

補
助
電
磁
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

12
.３

温
度

O
N

-O
FF

32
.1

TS
32

.1
-4

A
,4

B
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
11

.９

温
度

O
N

-O
FF

32
.1

TS
32

.1
-5

,6
,7

,8
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁
Ａ
温
度

4
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

12
.３

温
度

連
続

33
TE

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
タ
ン
ク

N
a温
度

1
M

S-
3

R
-1

05
40

×

温
度

連
続

33
TE

33
-2

,2
A

,2
B

オ
ー
バ
フ
ロ
電
磁
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度

3
PS

-3
R

-1
05

40
×
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表
2－

14
（

20
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

33
TE

33
-3

A
,3

B
,3

C
オ
ー
バ
フ
ロ
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

3
PS

-3
R

-1
05

40
×

温
度

連
続

33
TE

33
-A

,D
,E

,J
,L

,N
オ
ー
バ
フ
ロ
戻
り
配
管
温
度

6
M

S-
3

R
-3

02
40

×

温
度

連
続

33
TE

33
-K

,M
,O

,P
,Q

,R
オ
ー
バ
フ
ロ
戻
り
ベ
ロ
ー
ズ
端
管
温
度

6
M

S-
3

R
-3

02
40

×

温
度

連
続

33
TI

33
-1

１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
ＩＶ
Ｒ
絶
縁
油
温
度
計

1
－

A
-4

03
25

○
Ｓ

62
.４

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
33

TI
S3

3-
1

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク

N
a温
度

1
M

S-
3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

33
TR

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
タ
ン
ク

N
a温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
７

.７

温
度

連
続

33
TR

33
-2

01
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
戻
り
配
管
各
部
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

10
.1

1

温
度

連
続

33
TR

33
-4

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
各
部
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
16

.２

温
度

O
N

-O
FF

33
TS

33
-2

A
,2

B
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
11

.９

温
度

O
N

-O
FF

33
TS

33
-3

A
,3

B
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
11

.９

温
度

連
続

33
TX

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
タ
ン
ク

N
a温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

34
.1

F/
TR

34
.1

-1
01

-1
オ
リ
フ
ィ
ス
温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
9
.3

温
度

連
続

34
.1

TC
34

.1
-5

コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
内

N
a温
度

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

34
.1

TC
C

34
.1

-1
03

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
オ
リ
フ
ィ
ス
温
度

1
PS

-3
A

-7
12

25
×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

純
化
電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟダ
ク
ト
温
度
 (
T
S
3
4
.1
-
1
A
,1
B
),
(T
R
3
3
-
4
)

1
PS

-3
R

-1
05

40
×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

0
Ｐ
Ｌ
計
Ｎ

a 
温
度

(予
備

)
1

M
S-

3
R

-2
02

40
×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

01
-A

,1
01

-B
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度

2
M

S-
3

R
-1

04
40

○
(追
加
)

S5
5.

11

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

02
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

1
M

S-
3

R
-1

04
40

○
(追
加
)

S5
5.

11
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表
2－

14
（

21
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

03
-A

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
オ
リ
フ
ィ
ス
温
度
 (
F
/
T
R
3
4
.1
-
1
0
1
(1
))

1
PS

-3
R

-1
04

40
○
(追
加
)

S5
5.

11

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

04
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
入
口
温
度

1
M

S-
3

R
-1

04
40

○
(追
加
)

S5
5.

11

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

1
Ｐ
Ｌ
計
Ｎ

a 
温
度

(予
備

)
1

M
S-

3
R

-2
02

40
×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

2
PL
計
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
胴
側
入
口
温
度

1
M

S-
3

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

3
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ポ
ッ
ト
出
口

N
a温
度

1
M

S-
3

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

4,
15

N
2ガ
ス
冷
却
器
出
口
温
度

2
M

S-
3

A
-2

07
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

6,
17

Ｃ
Ｔ
出
入
口
Ｎ

2 
ガ
ス
温
度

2
M

S-
3

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-1

8
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ポ
ッ
ト

N
a温
度

1
M

S-
3

R
-3

03
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-2

0A
1,

21
A

1,
22

A
1,

23
A

1,
24

A
1,

25
A

1,
27

A
1

C
T 

N
a温
度

6
M

S-
3

R
-2

03
40

○
Ｓ

62
.４

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-2

1A
2,

22
A

2,
23

A
2,

24
A

2,
25

A
2,

26
A

2,
28

A
2

C
T 

N
a温
度

7
M

S-
3

R
-2

03
40

○
(追
加
)

Ｓ
62

.４

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-2

1B
,2

2B
,2

3B
,2

4B
,2

5B
,2

6B
C

T 
N

a温
度

6
M

S-
3

R
-2

03
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-2

A
,2

B
,2

C
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

1
PS

-3
R

-1
05

40
×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-3

,4
Ｃ
Ｔ
ｴ
ｺ
ﾉ
ﾏ
ｲ
ｻ
ﾞ胴
側
出
入
口
温
度

2
M

S-
3

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-5

A
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
内

N
a温
度

(T
R

34
.1

-5
),(

TR
34

.1
-2

01
)

1
PS

-3
R

-2
03

40
○

Ｓ
62

.４

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-5

B
Ｃ
Ｔ
－
Ｂ
　

N
a 
温
度

(T
R

34
.1

-2
1(

14
)),

(T
R

34
.1

-2
01

)
1

PS
-3

R
-2

03
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-6

,7
Ｃ
Ｔ
ｴ
ｺ
ﾉ
ﾏ
ｲ
ｻ
ﾞ管
側
出
入
口
温
度

2
M

S-
3

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-8

PL
計
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
胴
側
出
口
温
度

1
M

S-
3

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

34
.1

TE
34

.1
-9

Ｐ
Ｌ
計

N
a温
度

1
M

S-
3

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

34
.1

TI
34

.1
-1

１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
ＩＶ
Ｒ
絶
縁
油
温
度
計

1
－

A
-4

03
25

○
S6

2.
4

資料2.1－1　（表2－14） 21

JNC TN9440 2005-003



表
2－

14
（

22
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

34
.1

TI
34

.1
-5

コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
内

N
a温
度

1
PS

-3
A

-2
07

25
×

温
度

連
続
・
O

N
-O

FF
34

.1
TI

C
S-

34
.1

-1
01
～

11
1

C
sト
ラ
ッ
プ
周
り
の
配
管
予
熱
温
度

11
－

A
-5

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

3

温
度

連
続

34
.1

TR
34

.1
-2

01
純
化
計
各
部
温
度
記
録
計

(2
)

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

16
.５

温
度

連
続

34
.1

TR
34

.1
-2

01
(V

34
.1

-2
5)

冷
却
器
弁

(V
34

.1
-2

5)
開
度

(2
2)

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
(追
加
)

S6
0.

3

温
度

連
続

34
.1

TR
34

.1
-2

1
Ｃ
Ｔ
メ
ッ
シ
ュ
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

10
.1

2

温
度

連
続

34
.1

TR
34

.1
-3

純
化
系
各
部
温
度
記
録
計

(1
)

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.4

温
度

連
続

34
.1

TR
34

.1
-5

コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
内

N
a温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
７

.７

温
度
・
流
量

連
続

34
.1

TR
34

.1
-9
／

FR
34

.1
-2

プ
ラ
ギ
ン
グ
計

N
a 
温
度
／
流
量
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

温
度

O
N

-O
FF

34
.1

TS
34

.1
-1

01
-A

,1
01

-B
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

温
度

O
N

-O
FF

34
.1

TS
34

.1
-1

02
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

温
度

O
N

-O
FF

34
.1

TS
34

.1
-1

03
-A

1,
10

3-
A

2
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
オ
リ
フ
ィ
ス
温
度

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.1
1

温
度

O
N

-O
FF

34
.1

TS
34

.1
-1

4A
,1

4B
N

2ガ
ス
冷
却
器
出
口
温
度

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
11

.９

温
度

O
N

-O
FF

34
.1

TS
34

.1
-1

A
,1

B
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
11

.９

温
度

O
N

-O
FF

34
.1

TS
34

.1
-2

A
,2

B
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
コ
イ
ル
温
度

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

2A
H

11
.９

2B
H

16
.4

温
度

O
N

-O
FF

34
.1

TS
34

.1
-5

コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
内

N
a温
度

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.３

温
度

連
続

34
.1

TX
34

.1
-1

03
-A

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
オ
リ
フ
ィ
ス
温
度

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.1
1

温
度

連
続

34
.1

TX
34

.1
-1

04
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
入
口
温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

温
度

連
続

34
.1

TX
34

.1
-5

コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
内

N
a温
度

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3
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表
2－

14
（

23
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

34
.1

TX
34

.1
-9

Ｐ
Ｌ
計

N
a温
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-1

1A
,1

1B
IH

X-
P 
ド
レ
ン
配
管
温
度

 (ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用

)
2

－
R

-2
02

40
×

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-1

4A
,1

4B
Ｐ

-Ｒ
Ｖ
ド
レ
ン
配
管
温
度

 (ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用

)
2

－
R

-2
02

40
×

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-1

6A
,1

6B
Ｐ

-Ｒ
Ｖ
ド
レ
ン
配
管
温
度

 (ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用

)
2

－
R

-2
02

40
×

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-1

9
補
助
冷
却
系
IH
X
-
R
V
ド
レ
ン
配
管
－
１
 (
ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用
)

1
－

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-1

A
,1

B
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

N
a温
度

2
－

R
-1

03
40

○
1
3
回

H
15

.4

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-2

1
補
助
冷
却
系
IH
X
-
R
V
ド
レ
ン
配
管
－
１
 (
ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用
)

1
－

R
-2

02
40

×

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-4

A
,4

B
,6

A
,6

B
R

V
-I

H
Xド
レ
ン
配
管
温
度

(ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用

)
4

－
R

-2
02

40
×

温
度

連
続

35
.1

TE
35

.1
-9

A
,9

B
IH

X-
P 
ド
レ
ン
配
管
温
度

 (ﾋ
ｰ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
用

)
2

－
R

-2
02

40
×

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
35

.1
TI

S3
5.

1-
1A

,1
B

ダ
ン
プ
タ
ン
ク

N
a 
温
度

2
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

35
.1

TX
35

.1
-1

A
,1

B
ダ
ン
プ
タ
ン
ク

N
a温
度

2
M

S-
3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

36
.1

TE
36

.1
-1

供
給

A
rガ
ス
温
度

1
M

S-
3

A
-2

05
25

×
―

温
度

連
続

36
.1

TE
36

.1
-2

,3
,4

,5
ベ
ー
パ
ー
ト
ラ
ッ
プ
温
度
（
V
E
3
6
.1
-
3
）

4
M

S-
3

R
-1

05
40

○
1
3
回

2～
4 

H
15

.4

温
度

連
続

36
.1

TE
36

.1
-6

,7
格
納
容
器
内

A
r廃
ガ
ス
温
度

2
M

S-
3

R
-3

02
40

○
1
3
回

6 
H

15
.4

温
度

連
続

36
.1

TR
36

.1
-1

A
rガ
ス
系
各
部
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.4

温
度

連
続

61
FC

C
61

-2
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(温
度

)
1

PS
-3

A
-1

04
25

○
S5

6.
3

温
度

連
続

61
FC

C
61

-5
2

N
2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(温
度

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

温
度

連
続

61
TE

61
-2

4
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(温
度

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3
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表
2－

14
（

24
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

61
TE

61
-2

5
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(温
度

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

温
度

連
続

61
TX

61
-2

4
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(温
度

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

温
度

連
続

61
TX

61
-2

5
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(温
度

)
1

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

温
度

連
続

61
TE

61
-5

1
N

2廃
ガ
ス
ク
ー
ラ

(H
X6

1-
3)
入
口
温
度

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

61
TE

61
-5

2
N

2廃
ガ
ス
ク
ー
ラ

(H
X6

1-
3)
出
口
温
度

1
－

A
-1

08
25

○
(追
加
)

S6
2.

4

温
度

連
続

61
TE

61
-1

,2
廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ
温
度
計

2
PS

-3
A

-1
09

25
×

温
度

連
続

61
TX

61
-1

,2
廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ
温
度
計

2
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

A
 S

62
.4

B
 H

8.
4

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
61

TI
A

61
-1

,2
廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ
温
度
計

2
PS

-3
A

-1
04

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

温
度

連
続

61
TR

61
-1

廃
ガ
ス
ヘ
ッ
ダ

(A
,Ｂ

)温
度
記
録
計

1
PS

-3
A

-7
12

25
○
(追
加
)

S6
2.

4

温
度

連
続

61
TI

61
-1

0
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ
出
口
温
度
計

1
－

A
-1

08
25

×

温
度

連
続

61
TI

61
-1

1,
22

補
機
冷
却
水

H
X6

1-
1出
入
口
温
度
計

2
－

A
-1

08
25

×

温
度

連
続

61
TI

61
-2

0,
23

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
冷
却
水
入
口
温
度
計

2
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

温
度

連
続

61
TI

61
-2

1
補
機
冷
却
水

(H
X6

1-
3)
出
口
温
度

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

温
度

連
続

61
TI

61
-5

,7
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
ア
フ
タ
ク
ー
ラ
出
口
ガ
ス
温
度

2
－

A
-1

12
A

-1
13

25
×

温
度

連
続

61
TI

61
-5

1
N

2廃
ガ
ス
ク
ー
ラ

(H
X6

1-
3)
入
口
温
度

1
－

A
-1

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

61
TI

61
-5

2
N

2廃
ガ
ス
ク
ー
ラ

(H
X6

1-
3)
出
口
温
度

1
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

4

温
度

連
続

61
TI

61
-5

3
補
機
冷
却
水

(H
X6

1-
3)
入
口
温
度
計

1
－

A
-1

08
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

温
度

連
続

61
TI

61
-5

4,
55

,5
6,

57
廃
ガ
ス
ポ
ス
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
上
部
温
度

4
－

A
-1

08
25

○
(追
加
)

S6
2.

8
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表
2－

14
（

25
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

61
TI

61
-8

非
常
用
圧
縮
機
冷
却
水
入
口
温
度
計

1
－

A
-1

08
25

×

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
61

TI
S6

1-
3

廃
ガ
ス
圧
縮
機
出
口
ヘ
ッ
ダ
温
度

1
PS

-3
A

-1
04

25
×

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
61

TI
S6

1-
4,

6,
9

廃
ガ
ス
圧
縮
機
２
段
吐
出

(ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
入
口

)温
度
計

3
－

A
-1

12
25

×

温
度

O
N

-O
FF

71
TC

71
-8

N
2ガ
ス
加
熱
器
出
口
温
度

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

71
TE

71
-1

循
環
ブ
ロ
ワ
入
口
ガ
ス
温
度

1
－

A
-2

08
25

×

温
度

連
続

71
TE

71
-2

,3
,4

,8
N

2 
ガ
ス
加
熱
器
出
入
口
、
内
部
温
度

4
－

A
-2

08
25

×

温
度

連
続

71
TE

71
-2

18
,2

19
予
熱
N
2
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
ケ
ー
シ
ン
グ
温
度

2
－

A
-2

08
25

○
(追
加
)

Ｓ
59

.1
2

温
度

連
続

71
TE

71
-5

A
,5

B
予
熱
Ｎ

2 
ガ
ス
戻
り
温
度

2
－

R
-2

06
40

×

温
度

連
続

71
TE

71
-6

A
,6

B
炉
容
器

N
2ガ
ス
戻
り
温
度

2
－

R
-2

06
40

×

温
度

連
続

71
TE

71
-7

補
助
冷
却
系
予
熱

N
2ガ
ス
戻
り
温
度

1
－

R
-2

03
40

×

温
度

連
続

71
TI

71
-1

01
オ
イ
ル
タ
ン
ク
油
温
度

1
－

A
-2

08
25

×

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
71

TI
C

71
-8

N
2ガ
ス
加
熱
器
出
口
温
度

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
71

TI
S7

1-
10

1A
～

10
6A

TI
S7

1-
10

1B
～

10
6B

予
熱
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
軸
受
温
度

12
－

A
-2

08
25

○

TI
S7

1-
10

1A
,1

02
A

,1
03

A
,1

05
A

,1
06

A
S6

1.
7

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
71

TI
S7

1-
10

7
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
出
口
温
度

1
－

A
-2

08
25

×
―

温
度

連
続

71
TR

71
-1

35
安
全
容
器
各
部
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

10
.1

1

温
度

連
続

71
TE

71
-1

16
～

13
5

炉
容
器
壁
面
温
度

20
M

S-
3

(R
V

)
50

0
×

―

温
度

連
続

71
TE

31
.1

-1
6A

,1
6B

原
子
炉
入
口
流
量
計
コ
イ
ル
温
度

2
M

S-
3

R
-2

05
R

-2
06

40
○
(追
加
)

○
16

A
 Ｓ

59
.1

2
16

B
 H

14
.5
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表
2－

14
（

26
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

71
TR

71
-2

18
予
熱
N
2
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
ケ
ー
シ
ン
グ
温
度
記
録
計

1
－

A
-2

08
25

○
(追
加
)

Ｓ
59

.1
2

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
71

TR
S7

1-
1

予
熱

N
2ガ
ス
系
各
部
温
度
記
録
計

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.5

温
度

連
続

71
TE

71
-1

00
A

,1
00

B
,1

01
A

,1
01

B
炉
容
器
出
口
配
管
温
度

4
－

R
-2

05
R

-2
06

40
×

温
度

連
続

71
TE

71
-1

14
A

,1
14

B
,1

15
A

,1
15

B
Ａ
ル
ー
プ
炉
容
器
入
口
配
管
温
度

(2
2)

4
－

R
-2

05
R

-2
06

40
×

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
71

TR
S7

1-
10

0A
,1

00
B

予
熱
温
度
記
録
計

2
－

A
-5

04
25

○
H

16
.３

温
度

連
続

71
TE

71
-1

38
A
～

14
0A

,1
38

B
～

14
0A

Ａ
ル
ー
プ
ＩＨ
Ｘ
ド
レ
ン
管
内
温
度

6
－

R
-2

01
R

-2
04

40
○
(追
加
)
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

71
TE

71
-1

03
A
～

10
6A

,1
03

B
～

10
6B

TE
71

-1
41

A
～

14
5A

,1
41

B
～

14
5B

ＩＨ
Ｘ
壁
面
温
度

18
－

R
-2

01
R

-2
04

40
○

○
(追
加
)
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

71
TE

71
-1

02
A

,1
02

B
Ａ
ル
ー
プ
炉
容
器
出
口
温
度

(1
2)

2
－

R
-2

05
R

-2
06

40
×

―

温
度

連
続

71
TE

71
-1

46
A

,1
46

B
ＩＨ
Ｘ
サ
ポ
ー
ト
胴
内
表
面
温
度

2
－

R
-2

01
R

-2
04

40
○
(追
加
)
1
3
回

H
13

.9

温
度

連
続

71
TE

71
-1

07
A

,1
07

B
ＩＨ
Ｘ
出
口
配
管
温
度

2
－

R
-2

01
R

-2
04

40
×

―

温
度

連
続

71
TE

71
-1

08
A

,1
08

B
主
ポ
ン
プ
内
部
軸
受

(反
吐
出

)温
度

2
－

R
-2

05
R

-2
06

40
○

S5
7.

5

温
度

連
続

71
TE

71
-1

09
A
～

11
2A

TE
71

-1
09

B
～

11
2B

主
ポ
ン
プ
内
部
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ下
部
温
度

8
－

R
-2

05
R

-2
06

40
○

S5
7.

5
S5

9.
3

温
度

連
続

71
TE

71
-1

36
A

,1
37

A
TE

71
-1

36
B

,1
37

B
主
ポ
ン
プ
内
部
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ上
部
温
度

4
－

R
-2

05
R

-2
06

40
○

S5
7.

5
S5

9.
3

温
度

連
続

71
TE

71
-1

13
A

,1
13

B
主
ポ
ン
プ
出
口
配
管
温
度

2
－

R
-2

05
R

-2
06

40
×

―

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
71

TR
S7

1-
13

5
炉
容
器
壁
面
温
度
記
録
計

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.5

温
度

連
続

71
TE

71
-1

16
～

13
3

炉
容
器
壁
面
温
度

18
－

R
V

50
0

×

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
71

TR
S7

1-
20

1
補
助
系
予
熱
温
度
記
録
計

1
－

A
-5

04
25

○
H

16
.３

温
度

連
続

71
TE

71
-2

01
,2

03
,2

14
炉
容
器
（
補
助
系
）
出
入
口
配
管
温
度

3
－

R
V

50
0

×
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表
2－

14
（

27
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

71
TE

71
-2

02
,2

13
,2

16
V

32
.1

-1
,2

,,3
温
度

3
－

R
-3

05
40

×

温
度

連
続

71
TE

71
-2

04
,2

05
,2

17
ＩＨ
Ｘ
（
補
助
系
）
壁
面
温
度

3
－

R
-3

05
R

-2
04

40
×

温
度

連
続

71
TE

71
-2

06
,2

07
ＩＨ
Ｘ
（
補
助
系
）
出
口
配
管
温
度

2
－

R
-2

04
R

-2
03

40
×

温
度

連
続

71
TE

71
-2

08
循
環
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
温
度
（
補
助
系
）

1
－

(R
-2

03
)

40
×

温
度

連
続

71
TE

71
-2

09
,2

11
,2

12
循
環
ポ
ン
プ
出
口
配
管
温
度
（
補
助
系
）

3
－

(R
-2

03
)

40
×

温
度

O
N

-O
FF

71
TS

71
-4

N
2ガ
ス
加
熱
器
内
部
温
度

1
－

A
-5

04
25

×

温
度

連
続

71
TX

71
-8

N
2ガ
ス
加
熱
器
出
口
温
度

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
14

.3

温
度

連
続

75
D

PI
75

-1
露
点
計

1
－

A
-4

05
25

○
(追
加
)

S6
0.

12

温
度

O
N

-O
FF

75
TA

H
75

-1
電
気
加
熱
器
出
口
温
度
警
報
器

1
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

温
度

連
続

75
TI

75
-1

A
,1

B
,1

C
気
水
分
離
器
出
口
温
度
計

1
－

A
-4

05
25

×

温
度

連
続

75
TI

75
-2

A
,2

B
除
湿
塔
温
度
計

1
－

A
-4

05
25

○
A

 H
８

.1
0

B
 H

10
.1

0

温
度

連
続

75
TI

75
-3

電
気
加
熱
器
出
口
温
度
計

1
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

H
14

.1
1

温
度

連
続

75
TI

75
-4

A
,4

B
,4

C
圧
縮
機
吐
出
空
気
温
度
計

3
－

A
-4

05
25

○
1
3
回

A
 H

14
.1

1
B

,C
 H

14
.1

2

温
度

連
続

75
TI

75
-5

A
,5

B
,5

C
圧
縮
機
出
口
冷
却
水
温
度
計

3
－

A
-4

05
25

○
H

11
.3

温
度

O
N

-O
FF

75
TS

75
-1

A
,1

B
,1

C
Ａ
圧
縮
機
吐
出
温
度
開
閉
器

(警
報

)(機
側
盤

)
3

－
A

-4
05

25
○

A
 H

10
.9

温
度

O
N

-O
FF

75
TS

75
-2

電
気
加
熱
器
用
温
度
開
閉
器

1
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

温
度

O
N

-O
FF

75
TS

75
-3

A
,3

B
,3

C
圧
縮
機
吐
出
温
度
開
閉
器

(ﾄ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟ)(
機
側
盤

)
3

－
A

-4
05

25
○
(追
加
)

S6
0.

12

温
度

連
続

83
TE

83
-2

5,
26

遮
コ
ン
冷
却

N
2ガ
ス
出
入
口
温
度

 (T
R

S8
3-

25
)

1
M

S-
3

R
-1

09
40

×
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表
2－

14
（

28
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

温
度

連
続

83
TR

83
-1

原
子
炉
容
器
遮
コ
ン
内
各
部
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

10
.1

1

温
度

連
続

83
TE

83
-1
～

24
黒
鉛
し
ゃ
へ
い
体
温
度

 (1
)

24
M

S-
3

(安
全
容
器

)
45

0
×

温
度

連
続
･O

N
-O

FF
83

TR
S8

3-
25

遮
コ
ン
冷
却

N
2ガ
ス
出
入
口
温
度
記
録
計

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H

9.
3

回
数

連
続

31
.1

K
31

.1
-1

A
,1

B
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
回
収
ﾀ
ﾝ
ｸ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
弁
作
動
回
数
計

2
M

S-
3

R
-5

01
25

×

回
数

連
続

31
.1

K
B

31
.1

-1
A

,1
B

ド
レ
ン
タ
ン
ク
弁
作
動
回
数

 (R
-5

01
)

2
M

S-
3

R
-5

01
25

×

回
転
数

連
続

31
.1

D
N

I3
1.

1-
1 

(#
42

4)
A
･B
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
差
計

1
PS

-3
A

-7
12

25
○
(追
加
)
1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

D
N

M
31

.1
-1

 (#
10

1-
2N

)
A
･B
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
差
計

1
PS

-3
A

-4
03

25
○

1
3
回

H
13

.9

回
転
数

O
N

-O
FF

31
.1

D
N

S3
1.

1-
1H

 ,1
H

H
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
差
計

2
PS

-3
A

-4
03

25
○

1
3
回

H
13

.9

回
転
数

O
N

-O
FF

31
.1

N
S3

1.
1-

1A
A

,1
A

B
,1

B
A

,1
B

B
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数

(警
報
設
定
器

)
4

PS
-3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

N
E

31
.1

-1
A

A
,1

A
B

.1
B

A
.1

B
B

１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数

(電
磁
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

)
4

PS
-3

R
-4

12
R

-4
10

25
○

1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

N
I3

1.
1-

1A
B

 ,1
B

B
A
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
指
示
計

2
PS

-3
A

-5
04

25
○

1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

N
I3

1.
1-

1A
,1

A
A

,1
B

,1
B

A
A
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
指
示
計

4
PS

-3
A

-4
03

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

N
M

31
.1

-1
A

A
,1

A
B

,1
B

A
,1

B
B

A
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数

(変
換
器

)
4

PS
-3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

N
T3

1.
1-

1A
A

,1
A

B
,1

B
A

,1
B

B
A
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数

(プ
リ
ア
ン
プ

)
1

PS
-3

R
-5

01
25

○
1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

N
Y3

1.
1-

1A
A

1,
1A

B
,1

B
A

1,
1B

B
A
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数

(ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ﾀ

)
4

PS
-3

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.9

回
転
数

連
続

31
.1

N
Y3

1.
1-

1A
A

2,
1A

A
3,

1B
A

2,
1B

A
3

A
１
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数

(ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ﾀ

)
4

PS
-3

A
-4

03
25

○
1
3
回

H
13

.9

開
度

連
続

32
.1

Po
I3

2.
1-

1
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ダ
ン
パ

(D
P3

2.
1-

1)
開
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

開
度

連
続

32
.1

Po
X3

2.
1-

1
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ダ
ン
パ
開
度

1
M

S-
3

R
-2

03
40

×
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表
2－

14
（

29
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

開
度

連
続

33
Po

I3
3-

1
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ダ
ン
パ

(D
P3

3-
1)
開
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

開
度

連
続

33
Po

X3
3-

1
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ

 電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ 冷
却
ダ
ン
パ
開
度

1
M

S-
3

R
-1

05
40

×

開
度

連
続

34
.1

Po
E

34
.1

-1
01

主
系
統
流
量
調
節
弁

(V
34

.1
-1

01
)開
度

1
－

R
-2

03
40

×

開
度

連
続

34
.1

Po
E

34
.1

-1
03

C
sト
ラ
ッ
プ
入
口
止
弁

(V
34

.1
-1

03
)開
度

1
－

R
-2

03
40

×

開
度

連
続

34
.1

Po
I3

4.
1-

1
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ダ
ン
パ

(D
P3

4.
1-

1)
開
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
S5

9.
6

開
度

連
続

34
.1

Po
I3

4.
1-

10
1

主
系
統
流
量
調
節
弁

(V
34

.1
-1

01
)開
度

1
－

A
-5

04
25

×

開
度

連
続

34
.1

Po
I3

4.
1-

10
3

Ｃ
ｓト
ラ
ッ
プ
入
口
止
弁

(V
34

.1
-1

03
)開
度

1
－

A
-5

04
25

×

開
度

連
続

34
.1

Po
I3

4.
1-

2
プ
ラ
ギ
ン
グ
計
冷
却
ダ
ン
パ

(D
P3

4.
1-

3)
開
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

開
度

連
続

34
.1

Po
X3

4.
1-

1
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ダ
ン
パ

(D
P3

4.
1-

1)
開
度

1
M

S-
3

R
-1

05
40

×

開
度

連
続

34
.1

Po
X3

4.
1-

2
プ
ラ
ギ
ン
グ
計
冷
却
ダ
ン
パ

(D
P3

4.
1-

3)
開
度

1
M

S-
3

R
-3

03
25

×

開
度

連
続

71
Po

I7
1-
１

予
熱

N
2ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
バ
イ
パ
ス
弁
開
度

(V
71

-1
1)

1
－

A
-5

04
25

×

開
度

連
続

71
Po

I7
1-

2
予
熱
N
2
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
出
口
弁
開
度
(V
7
1
-
1
)

1
－

A
-5

04
25

×

開
度

連
続

71
Po

I7
1-

3A
,3

B
R

C
P-

IH
X流
量
調
整
弁
開
度

(V
71

-6
A

,6
B

)
2

－
A

-5
04

25
×

開
度

連
続

71
Po

I7
1-

4A
,4

B
炉
容
器
流
量
調
整
弁
開
度

(V
71

-7
A

),7
B

2
－

A
-5

04
25

×

開
度

連
続

71
Po

I7
1-

5
補
助
冷
却
系
流
量
調
整
弁
開
度
(V
7
1
-
8
)

1
－

A
-5

04
25

×

開
度

連
続

71
Po

X7
1-

1
予
熱

N
2ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
バ
イ
パ
ス
弁

(V
71

-1
1)
開
度

1
－

A
-2

08
25

×

開
度

連
続

71
Po

X7
1-

2
予
熱
N
2
ガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
出
口
弁
開
度
(V
7
1
-
1
)

1
－

A
-2

08
25

×

開
度

連
続

71
Po

X7
1-

3A
,3

B
R

C
P-

IH
X流
量
調
整
弁
開
度

(V
71

-6
A

,6
B

)
2

－
R

-4
12

R
-4

10
25

×

資料2.1－1　（表2－14） 29

JNC TN9440 2005-003



表
2－

14
（

30
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

開
度

連
続

71
Po

X7
1-

4A
,4

B
炉
容
器
流
量
調
整
弁
開
度

(V
71

-7
A

,7
B

)
2

－
R

-4
12

R
-4

10
25

×

開
度

連
続

71
Po

X7
1-

5
補
助
冷
却
系
流
量
調
整
弁
開
度
(V
7
1
-
8
)

1
－

R
-2

03
25

×

時
間

連
続

61
TI

M
E

-B
L6

1-
1A

,1
B

N
2廃
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
時
間
計

2
－

A
-1

04
25

○
(追
加
)

S5
7.

3

時
間

連
続

62
TI

M
E

-P
62

-3
B

床
ド
レ
ン
ピ
ッ
ト
移
送
ポ
ン
プ
時
間
計

1
－

A
-1

07
25

○
(追
加
)

S6
1.

3

電
圧

連
続

31
.1

V
I3

1.
1-

1A
,1

B
１
次
冷
却
系
主
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
電
圧
計

2
－

A
-4

03
25

○
1
3
回

H
13

.9

電
圧

連
続

31
.1

V
I3

1.
1-

3A
,3

B
A
１
次
電
磁
流
量
計
電
源
盤
電
圧
計

2
－

A
-5

06
25

×

電
圧

連
続

32
.1

V
I3

2.
1-

1
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
電
圧

1
M

S-
3

A
-7

12
25

×

電
圧

連
続

32
.1

V
I3

2.
1-

2
１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
コ
ン
デ
ン
サ
電
圧
計

1
－

A
-4

03
25

×

電
圧

連
続

33
V

I3
3-

1
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
電
圧

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
８

.1
1

電
圧

連
続

33
V

I3
3-

2
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
電
圧
計

1
－

A
-5

04
25

×

電
圧

連
続

33
V

I3
3-

3
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
帰
還
電
圧
計

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.3

電
圧

連
続

33
V

I3
3-

4
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
入
力
電
圧
計

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.3

電
圧

連
続

33
V

I3
3-

5
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
コ
ン
デ
ン
サ
電
圧
計

1
－

A
-4

03
25

×

電
圧

連
続

33
V

I3
3-

6
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
誘
導
加
熱
操
作
盤
Ｅ
Ｍ
Ｐ
印
加
電
圧

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
圧

連
続

34
.1

V
I3

4.
1-

1
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
電
圧

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
８

.1
1

電
圧

連
続

34
.1

V
I3

4.
1-

10
1

１
次
プ
ラ
ギ
ン
グ
計
電
磁
流
量
計
電
圧
計

1
－

A
-5

04
25

×

電
圧

連
続

34
.1

V
I3

4.
1-

2
１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
電
圧
計

1
－

A
-5

04
25

×

電
圧

連
続

34
.1

V
I3

4.
1-

3
１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
帰
還
電
圧
計

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.3
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表
2－

14
（

31
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

電
圧

連
続

34
.1

V
I3

4.
1-

4
１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
入
力
電
圧
計

1
－

A
-5

04
25

○
1
3
回

H
13

.3

電
圧

連
続

34
.1

V
I3

4.
1-

5
１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
コ
ン
デ
ン
サ
電
圧
計

1
－

A
-4

03
25

×

電
圧

連
続

34
.1

V
I3

4.
1-

6
１
次

N
a純
化
系
誘
導
加
熱
操
作
盤
Ｅ
Ｍ
Ｐ
印
加
電
圧

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
圧

連
続

34
.1

V
X3

4.
1-

20
1

１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
電
圧
計

(T
R

34
.1

-2
01

(2
5)

)
1

－
A

-7
12

25
○
(追
加
)

S6
0.

3

電
流

連
続

31
.1

A
I3

1.
1-

10
1A

,1
01

B
主
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
電
流
（
Ｒ

-6
01
）

2
－

R
-6

01
25

○
1
3
回

H
14

.1
0

電
流

連
続

31
.1

A
I3

1.
1-

1A
,1

B
主
循
環
ポ
ン
プ
電
流

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
0

電
流

連
続

31
.1

A
I3

1.
1-

2A
,2

B
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
ー
接
触
器
盤
電
流
計

2
－

A
-4

03
A

-5
06

25
○

1
3
回

H
13

.3

電
流

連
続

31
.1

A
I3

1.
1-

3A
,3

B
１
次
冷
却
系
主
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
電
流
計

2
－

A
-4

03
25

○
1
3
回

H
13

.9

電
流

連
続

31
.1

A
I3

1.
1-

5A
,5

B
１
次
冷
却
系
主
ポ
ン
プ
イ
ン
バ
ー
タ
電
流
計

2
－

A
-4

03
25

○
1
3
回

H
13

.9

電
流

連
続

31
.1

A
I3

1.
1-

6A
,6

B
１
次
電
磁
流
量
計
電
源
盤
電
流
計

2
－

A
-5

06
25

○
S6

0.
11

電
流

連
続

32
.1

A
I3

2.
1-

1
１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
コ
ン
デ
ン
サ
電
流
計

1
－

A
-4

03
25

×

電
流

連
続

33
A

I3
3-

1
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
電
流
計

1
－

A
-5

04
25

×

電
流

連
続

33
A

I3
3-

2
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
ＩＶ
Ｒ
２
次
電
流

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
流

連
続

33
A

I3
3-

3
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
コ
ン
デ
ン
サ
電
流
計

1
－

A
-4

03
25

×
―

電
流

連
続

33
A

I3
3-

4
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
誘
導
加
熱
操
作
盤
ＩＶ
Ｒ
２
次
電
流

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
流

連
続

33
A

I3
3-

5
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
誘
導
加
熱
操
作
盤
Ｅ
Ｍ
Ｐ
負
荷
電
流

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
流

連
続

34
.1

A
I3

4.
1-

1
１
次

N
a 
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
電
流
計

1
－

A
-5

04
25

×

電
流

連
続

34
.1

A
I3

4.
1-

10
1

１
次
プ
ラ
ギ
ン
グ
計
電
磁
流
量
計
電
流
計

1
－

A
-5

04
25

○
S6

0.
11
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表
2－

14
（

32
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

電
流

連
続

34
.1

A
I3

4.
1-

2
１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
ＩＶ
Ｒ
２
次
電
流

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
流

連
続

34
.1

A
I3

4.
1-

3
１
次

N
a純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
コ
ン
デ
ン
サ
電
流
計

1
－

A
-4

03
25

○
1
3
回

H
13

.３

電
流

連
続

34
.1

A
I3

4.
1-

4
１
次

N
a純
化
系
誘
導
加
熱
操
作
盤
ＩＶ
Ｒ
２
次
電
流

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
流

連
続

34
.1

A
I3

4.
1-

5
１
次

N
a純
化
系
誘
導
加
熱
操
作
盤
Ｅ
Ｍ
Ｐ
負
荷
電
流

1
－

A
-4

03
25

○
(追
加
)

H
２

.６

電
流

連
続

34
.1

A
I3

4.
1-

6
付
属
建
家

2B
-１

 C
/C
Ｃ
Ｔ
冷
却
ブ
ロ
ワ
電
流
計

1
－

A
-5

06
25

×

電
流

連
続

36
.1

A
I3

6.
1-

1
１
次

A
rガ
ス
真
空
ポ
ン
プ
接
触
器
盤
電
流
計

1
－

A
-5

06
25

×

電
流

連
続

71
A

I7
1-

1A
,1

B
予
熱

N
2ブ
ロ
ワ
電
流

2
－

A
-4

05
25

×

電
流

連
続

75
A

I7
5-

1A
,1

B
,1

C
空
気
圧
縮
機
電
流
計

3
－

A
-4

05
25

×

電
流

連
続

75
A

I7
5-

2
除
湿
装
置
ブ
ロ
ワ
電
流
計

1
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

電
流

連
続

75
A

I7
5-

3
除
湿
装
置
ヒ
ー
タ
電
流
計

1
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

濃
度

連
続

34
.1

O
2I

34
.1

-1
01

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
酸
素
濃
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
(追
加
)

S5
5.

11

濃
度

連
続

34
.1

O
2R

34
.1

-1
01

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
酸
素
濃
度

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
(追
加
)

S5
5.

11

濃
度

連
続

75
M

I7
5-

1
検
湿
器
（
青
色
）

1
－

A
-4

05
25

○
H
４

.1
0

流
量

連
続

31
.1

FC
31

.1
-1

１
次
主
冷
却
系
流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.9

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
31

.1
FC

31
.1

-1
A

,1
B

１
次
主
冷
却
系
流
量

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.9

流
量

連
続

31
.1

FC
C

31
.1

-1
A

,1
B

１
次
主
冷
却
系
流
量

2
PS

-3
A

-7
12

25
○
(追
加
)

S5
4.

12

流
量

連
続

31
.1

FC
C

31
.1

-5
A

,5
B

サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
配
管

N
a流
量

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
(追
加
)

S5
4.

12

流
量

連
続

31
.1

FE
31

.1
-1

A
,1

B
１
次
主
冷
却
系
流
量

2
PS

-3
R

-2
06

40
×
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表
2－

14
（

33
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

流
量

連
続

31
.1

FE
31

.1
-5

A
,5

B
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
配
管

N
a流
量

2
M

S-
3

R
-2

06
40

×

流
量

連
続

31
.1

FI
31

.1
-5

1A
,5

1B
潤
滑
油
流
量
（
メ
カ
シ
ー
ル
側
）

2
－

R
-4

12
25

○
H

10
.1

0

流
量

連
続

31
.1

FI
31

.1
-5

2A
,5

2B
潤
滑
油
流
量
（
主
モ
ー
タ
側
）

1
－

R
-4

12
25

○
H

10
.1

0

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
31

.1
FI

S3
1.

1-
2A

,2
B

,3
A

,3
B

,4
A

,4
B

１
次
主
冷
却
系
流
量

6
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
31

.1
FI

S3
1.

1-
5A

,5
B

サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
配
管

N
a流
量

2
M

S-
3

A
-7

12
25

×

流
量

連
続

31
.1

FR
31

.1
-1

A
,1

B
１
次
主
冷
却
系
流
量

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
７

.７

流
量

O
N

-O
FF

31
.1

FS
31

.1
-1

A
,1

A
',1

B
,1

B
'

１
次
主
冷
却
系
流
量

4
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.1
0

流
量

連
続

31
.1

FX
31

.1
-1

A
,1

B
１
次
主
冷
却
系
流
量

2
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.9

流
量

連
続

31
.1

FX
31

.1
-2

A
,2

B
,3

A
,3

B
,4

A
,4

B
１
次
主
冷
却
系
流
量

6
M

S-
1

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
13

.9

流
量

連
続

31
.1

FX
31

.1
-5

A
,5

B
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
配
管

N
a流
量

2
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続

32
.1

FE
32

.1
-1

補
助
冷
却
系

N
a流
量

1
M

S-
3

R
-2

03
25

×

流
量

連
続

32
.1

FR
32

.1
-1

補
助
冷
却
系

N
a流
量

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
７

.７

流
量

O
N

-O
FF

32
.1

FS
32

.1
-1

補
助
冷
却
系

N
a流
量

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続

32
.1

FX
32

.1
-1

補
助
冷
却
系

N
a流
量

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
33

FC
33

-1
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
汲
上
げ

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.3

流
量

連
続

33
FC

C
33

-1
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
汲
上
げ

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.3

流
量

連
続

33
FE

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
汲
上
げ

N
a流
量

1
PS

-3
R

-1
05

40
×

流
量

連
続

33
FR

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
汲
上
げ

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
７

.７
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表
2－

14
（

34
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

流
量

O
N

-O
FF

33
FS

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
汲
上
げ

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続

33
FX

33
-1

オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
汲
上
げ

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続

34
.1

F/
TR

34
.1

-1
01

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
メ
イ
ン
流
量

流
量

連
続

34
.1

F/
TR

34
.1

-1
01

(c
h3

)
流
量
比

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
34

.1
FC

34
.1

-1
純
化
系

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.3

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
34

.1
FC

C
34

.1
-1

純
化
系

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
13

.3

流
量

連
続

34
.1

FC
C

34
.1

-1
02

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
オ
リ
フ
ィ
ス
流
量

1
M

S-
3

A
-2

08
25

×

流
量

連
続

34
.1

FE
34

.1
-1

純
化
系

N
a流
量

1
PS

-3
R

-2
02

40
×

流
量

連
続

34
.1

FE
34

.1
-1

01
(C

s)
C

sト
ラ
ッ
プ
入
口
流
量

1
－

R
-2

03
40

○
(追
加
)

S6
2.

3

流
量

連
続

34
.1

FE
34

.1
-1

01
(P

L)
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
メ
イ
ン
流
量
 (
F
/
T
R
3
4
.1
-
1
0
1
(4
))

1
M

S-
3

R
-1

04
40

○
(追
加
)

S5
5.

11

流
量

連
続

34
.1

FE
34

.1
-1

02
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
オ
リ
フ
ィ
ス
流
量
 (
F
/
T
R
3
4
.1
-
1
0
1
(3
))

1
M

S-
3

R
-1

04
40

○
(追
加
)

S5
5.

11

流
量

連
続

34
.1

FE
34

.1
-2

Ｐ
Ｌ
計

N
a流
量

(T
R

34
.1

-9
/F

R
34

.1
-2

),(
TR

34
.1

-2
01

)
1

M
S-

3
R

-2
02

40
×

流
量

連
続

34
.1

FI
34

.1
-2

Ｐ
Ｌ
計

N
a流
量

1
M

S-
3

R
-3

03
40

×

流
量

連
続

34
.1

FI
C

34
.1

-1
01

自
動
プ
ラ
ギ
ン
グ
計

N
a 
流
量
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
Ｐ
Ｖ
指
示
）

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
(追
加
)

S5
5.

11

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
34

.1
FI

S3
4.

1-
3

Ｃ
Ｔ
Ｎ

2 
ガ
ス
冷
却
器
冷
却
水
流
量

1
－

A
-2

07
25

×

流
量

連
続

34
.1

FR
34

.1
-1

純
化
系

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

H
７

.７

流
量

連
続

34
.1

FR
34

.1
-1

01
C

sト
ラ
ッ
プ
入
口
流
量

1
－

A
-5

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

3

流
量

O
N

-O
FF

34
.1

FS
34

.1
-1

純
化
系

N
a流
量

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
H
９

.３
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表
2－

14
（

35
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

流
量

O
N

-O
FF

34
.1

FS
34

.1
-1

01
-A

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
メ
イ
ン
流
量

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
0

流
量

O
N

-O
FF

34
.1

FS
34

.1
-1

01
-B

自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
流
量
比

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
0

流
量

連
続

34
.1

FX
34

.1
-1

純
化
系

N
a流
量

(F
R

34
.1

-1
),(

TR
34

.1
-2

01
(2

6)
)

1
PS

-3
A

-7
12

25
○

1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続

34
.1

FX
34

.1
-1

01
(C

s)
C

sト
ラ
ッ
プ
入
口
流
量

1
－

A
-5

04
25

○
(追
加
)

S6
2.

3

流
量

連
続

34
.1

FX
34

.1
-1

01
(P

L)
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
メ
イ
ン
流
量

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
0

流
量

連
続

34
.1

FX
34

.1
-1

02
自
動
連
続
式
Ｐ
Ｌ
計
オ
リ
フ
ィ
ス
流
量

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.1
0

流
量

連
続

34
.1

FX
34

.1
-2

Ｐ
Ｌ
計

N
a流
量

1
M

S-
3

A
-7

12
25

○
1
3
回

H
14

.3

流
量

連
続

36
.1

FX
36

.1
-2

A
,2

B
主
ポ
ン
プ
軸
封
ガ
ス
流
量

2
M

S-
3

R
-3

03
25

○
S6

2.
２

流
量

連
続

36
.1

FI
36

.1
-2

A
,2

B
主
ポ
ン
プ
軸
封
ガ
ス
流
量

2
M

S-
3

R
-3

03
25

×

流
量

連
続

36
.1

FI
36

.1
-4

加
圧
ヘ
ッ
ダ
供
給
流
量

1
－

R
-3

03
25

×

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
36

.1
FI

S3
6.

1-
2A

,2
B

主
ポ
ン
プ
軸
封
ガ
ス
流
量

2
M

S-
3

A
-7

12
25

×

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
36

.1
FI

S3
6.

1-
3

真
空
ポ
ン
プ
冷
却
水
流
量

1
－

A
-2

04
25

×

流
量

連
続

36
.1

FC
C

36
.1

-2
A

,2
B

主
ポ
ン
プ
軸
封
ガ
ス
流
量

2
M

S-
3

A
-7

12
25

×

流
量

O
N

-O
FF

61
FC

61
-2

A
r廃
ガ
ス
放
出
流
量
積
算
計
　
　
月
／
日
　
時
刻

1
PS

-3
A

-7
12

25
×

流
量

O
N

-O
FF

61
FC

61
-5

2
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量
積
算
計
　
　
月
／
日
　
時
刻

1
PS

-3
A

-7
12

25
×

流
量

連
続

61
FE

61
-1

A
r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(流
量

)
1

PS
-3

A
-1

04
25

○
S5

6.
3

流
量

連
続

61
FE

61
-5

1
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量
計

1
PS

-3
A

-1
08

25
○

S5
6.

3

流
量

連
続

61
FI

61
-1

補
機
冷
却
水

H
X6

1-
1入
口
流
量
計

1
－

A
-1

08
25

×
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表
2－

14
（

36
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

流
量

連
続

61
FI

61
-1

B
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量
計

1
PS

-3
A

-1
04

25
○

S5
6.

9

流
量

連
続

61
FI

61
-3

,4
,1

0
廃
ガ
ス
圧
縮
機
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
入
口
冷
却
水
流
量
計

3
－

A
-1

08
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-2

廃
ガ
ス
圧
縮
機

N
2パ
ー
ジ
ガ
ス
流
量
計

3
－

A
-1

08
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-2

1
N

2廃
ガ
ス
ク
ー
ラ
ー
冷
却
水
出
口
温
度

1
－

A
-1

08
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-3

00
廃
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
し
流
量

1
－

A
-1

04
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-5

1A
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量
計

1
PS

-3
A

-1
08

25
○

S5
6.

9

流
量

連
続

61
FI

61
-5

2
補
機
冷
却
水

(H
X6

1-
3)
入
口
流
量
計

1
－

A
-1

08
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-5

3
サ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置
流
量
計

1
－

A
-1

04
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-5

4A
,5

4B
パ
ー
ジ
用
N
2
ガ
ス
流
量

2
－

A
-1

08
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-5

5
サ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置
流
量
計

1
－

A
-1

04
25

×

流
量

連
続

61
FI

61
-6

,7
,9

廃
ガ
ス
圧
縮
機
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
入
口
冷
却
水
流
量
計

3
－

A
-1

08
25

×

流
量

O
N

-O
FF

61
FS

61
-1

,2
,3

廃
ガ
ス
圧
縮
機
冷
却
水
流
量
ス
イ
ッ
チ

3
－

A
-1

08
25

○
H

11
.2

流
量

連
続

61
FX

61
-1

A
,1

B
,1

C
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(流
量

)
3

PS
-3

A
-1

08
A

-1
04

25
○

S5
6.

3

流
量

連
続

61
FC

C
61

-1
A

r廃
ガ
ス
放
出
流
量

(流
量

)
1

PS
-3

A
-1

04
25

○
S5

6.
3

流
量

連
続

61
FX

61
-5

1A
,5

1B
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(流
量

)
2

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

流
量

連
続

61
FC

C
61

-5
1,

53
N

2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(流
量

)
2

PS
-3

A
-1

08
25

○
S5

6.
3

流
量

連
続

61
FR

61
-1

A
r/

N
2廃
ガ
ス
放
出
流
量

(流
量
・
温
度
･圧
力

)
1

PS
-3

A
-7

12
25

○
H
６

.1
1

流
量

連
続

61
IP

L6
1-

1,
51

A
r廃
ガ
ス
放
出
流
量
演
算

(標
準
流
量
・
流
量
・
温
度
･圧
力

)
2

PS
-3

A
-7

12
25

○
S5

6.
3
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表
2－

14
（

37
／

37
）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

台
数

重
要
度

使
用
条
件

更
新
履
歴

重
要
度

分
類

有
無

時
期

更
新
年
月

設
置
場
所

分
類
基
準

系
統

N
o.

機
器
名

計
測
対
象

信
号

伝
送
方
式

Ta
g 

N
o.

流
量

連
続

71
FC

C
71

-1
予
熱

N
2ガ
ス
流
量

1
－

A
-5

04
25

×

流
量

連
続

71
FE

71
-1

予
熱

N
2ガ
ス
流
量

1
－

A
-2

07
25

×

流
量

連
続
・
O

N
-O

FF
71

FI
S7

1-
1

予
熱

N
2ガ
ス
流
量

1
－

A
-5

04
25

×

流
量

O
N

-O
FF

71
FS

71
-1

予
熱

N
2ガ
ス
流
量

1
－

A
-5

04
25

×

流
量

連
続

71
FX

71
-1

予
熱

N
2ガ
ス
流
量

1
－

A
-3

07
25

○
S6

2.
２

流
量

連
続

75
FI

75
-1

冷
却
風
量
検
査
用
流
量
計

1
－

A
-4

05
25

×
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表
2－

15
 （

1／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
以
外
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

熱
電
対
（
29
）
,(2

9)
,(3

0)
,2

7)
R

PU
～
約

60
0℃

×

記
録
計

A
-7

12
0～

50
℃

○
13
回
平
成
1
3
年
3
月

加
速
度

O
N

-O
FF

－
制
御
用
地
震
計
（
水
平
）

感
度
設
定
ﾈ
ｼ
ﾞ、
空
気
ﾀ
ﾞﾝ
ﾊ
ﾟ、
振
子
重
錘
、
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
タ

3
M

S-
1

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

×

荷
重

連
続

12
W

T1
2-

1,
2,

3,
4,

5,
6

C
R

D
M
ﾛ
ｰ
ﾄﾞ
ｾ
ﾙ

ﾛ
ｰ
ﾄﾞ
ｾ
ﾙ
･変
換
器

(ﾄ
ﾗ
ﾝ
ｽ
ﾐｯ
ﾀ
ｰ

)
6

PS
-3

原
子
炉
建
家

１
階

65
℃
以
下

○
1
3
回
平
成
1
3
年
3
月

ｾ
ﾙ
ｼ
ﾝ
位
置

連
続

－
ｾ
ﾙ
ｼ
ﾝ
位
置
指
示
計

ｾ
ﾙ
ｼ
ﾝ
位
置
指
示
計

6
PS

-3
原
子
炉
付
属
建
家

65
℃
以
下

○
７
回
平
成
元
年
1
月

中
性
子
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

60
○

１
１
回
平
成
7
年
8
月

モ
ニ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
計
測
回
路
基
板
）
、
記
録
計
、
指
示
計

中
央
制
御
室

25
○

６
回
昭
和
６
２
年
１
１
月

中
性
子
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

20
0

○
９
回
１
０
回
平
成

3年
3月

平
成

5年
8月

プ
リ
ア
ン
プ

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
７
回
平
成
元
年
１
月

モ
ニ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
計
測
回
路
基
板
）
、
記
録
計
、
指
示
計

中
央
制
御
室

25
○

７
回
平
成
元
年
１
月

中
性
子
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

20
0

○
６
回
９
回
昭
和

62
年

1月
平
成

3年
3月

プ
リ
ア
ン
プ

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
１
０
回
平
成
５
年
９
月

モ
ニ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
計
測
回
路
基
板
）
、
記
録
計
、
指
示
計

中
央
制
御
室

25
○

１
０
回
平
成
５
年
９
月

荷
重

連
続

41
Ｎ
Ｄ
４
１

-1
-L

D
,2

-L
D

,3
-

LD
,4

-L
D

,5
-L

D
中
性
子
検
出
器
荷
重
検
出
ﾛ
ｰ
ﾄﾞ
ｾ
ﾙ

ロ
ー
ド
セ
ル
、
変
換
器

5
M

S-
1

R
PU

70
-5

×
７
回
平
成
元
年
１
月

Ｃ
Ａ
熱
電
対
（
19
）

原
子
炉
格
納
容
器
内

25
0

×

記
録
計

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
1
3
回
平
成
1
4
年
1
0
月

流
量

連
続

41
F
E
4
6
-
1
,F
E
4
6
-
2
,F
E
4
6
-
3

F
E
4
6
-
6

カ
バ
ー
ガ
ス
法
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
流
量
計

流
量
計

(4
)、
ﾃ
ﾞｨ
ｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
ｰ
ﾀ
、
記
録
計

1
PS

-3
原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
６
回
昭
和
6
2
年
1
月

圧
力

連
続

41
P
D
E
4
6
-
1
,P
E
4
6
-
2
P
E
4
6
-
3

P
E
4
6
-
4

カ
バ
ー
ガ
ス
法
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
圧
力
計

圧
力
検
出
器

(5
)、
デ
ィ
ス
ト
リ
ﾋ
ﾞｭ
ｰ
ﾀ
、
記
録
計

1
PS

-3
原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
６
回
昭
和
6
2
年
1
月

ﾌ
ﾟﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟﾃ
ｰ
ﾀ
本
体

PS
-3

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

×

ﾌ
ﾟﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟﾃ
ｰ
ﾀ
ｺ
ﾝ
ｿ
ｰ
ﾙ

PS
-3

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
８
回
平
成
2
年
3
月

記
録
計

PS
-3

中
央
制
御
室

25
○

1
3
回
平
成
1
3
年
9
月

中
性
子
束

連
続

41
ch

6,
ch

7,
ch

8
中
性
子
束
（
出
力
領
域
）

M
S-

1

中
性
子
束

連
続

41
ch

3,
ch

4,
ch

5
中
性
子
束
（
中
間
領
域
）

M
S-

1

3 3

中
性
子
束

連
続

42
ch

1,
ch

2
中
性
子
束
（
起
動
領
域
）

M
S-

1

温
度

連
続

41
－

カ
バ
ー
ガ
ス
法
配
管
予
熱
温
度
計

PS
-3

2 1

カ
バ
ー
ガ
ス
法

燃
料
破
損
検
出
装
置

（
ﾌ
ﾟﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟﾃ
ｰ
ﾀ
）

放
射
線

連
続

41
P
R
4
6
-
1

更
新
日

更
新
履
歴

燃
料
集
合
体
出
口
Ｎ
ａ
温
度
計

PS
-3

温
度

連
続

14
TR

A
14

.1
-1
～
４

4

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g 

N
o.

台
数

使
用
条
件

有
無
時
期

設
置
場
所

重
要
度

重
要
度

分
類
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表
2－

15
 （

2／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
以
外
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

更
新
日

更
新
履
歴

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g 

N
o.

台
数

使
用
条
件

有
無
時
期

設
置
場
所

重
要
度

重
要
度

分
類

比
例
計
数
管
（
Ｂ
Ｆ
３
，
Ｂ
１
０
）

PS
-3
原
子
炉
格
納
容
器
内
床
下

50
以
下

○
1
3
回
平
成
1
4
年
1
0
月

プ
リ
ア
ン
プ
、
計
数
測
定
装
置

PS
-3

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
６
回
昭
和
6
2
年
8
月

記
録
計
、
指
示
計

PS
-3

中
央
制
御
室

25
○

1
3
回
平
成
1
3
年
9
月

比
例
計
数
管
（
Ｂ
Ｆ
３
，
Ｂ
１
１
）
，
プ
リ
ア
ン
プ

PS
-3
原
子
炉
格
納
容
器
内
床
下

50
以
下

○
1
3
回
平
成
1
4
年
8
月

計
数
測
定
装
置

PS
-3

原
子
炉
格
納
容
器
内

50
以
下

○
５
回
昭
和
6
0
年
1
1
月

記
録
計
、
指
示
計

PS
-3

中
央
制
御
室

25
○

５
回
昭
和
6
0
年
1
1
月

格
内

約
25

中
制

約
25

格
内
、
附
属
他

約
25

中
制

約
25

格
内
床
下

50
以
下

中
制

約
25

第
2S

FF
,J

W
TF

約
25

中
制

約
25

格
内
、
附
属
他

約
25

中
制

約
25

格
内
、
附
属
他

約
25

中
制

約
25

ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
ﾓ
ﾆ
ﾀ
建
屋

約
25

中
制

約
25

ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
ﾓ
ﾆ
ﾀ
建
屋

約
25

中
制

約
25

3 4

中
性
子
束

連
続

41
C

R
46
－
２
－
１

遅
発
中
性
子
法
計
装
Ａ

遅
発
中
性
子
法
計
装
Ｂ

中
性
子
束

連
続

41
C

R
46
－
２
－
１

放
射
線

連
続

47
IM

-1
～

IM
-3

原
子
炉
保
護
系
γ線
ｴ
ﾘｱ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

電
離
箱
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ

D
C
指
示
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ

ﾌ
ﾟ、
高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

3
M

S-
1

○
7回

S6
3年
（
検
出
器
、

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は
除
く
）

放
射
線

連
続

47
E

M
-1

,2
γM

-1
～

8
γM

-1
2～

36
電
離
箱
式
γ線
ｴ
ﾘｱ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

電
離
箱
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ

D
C
指
示
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ

ﾌ
ﾟ、
高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

36
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
検
出
器
、

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は
除
く
）

内
3台
は

S6
3に
新

規
設
置

放
射
線

連
続

47
γM

-9
γM

-1
0

電
離
箱
式
γ線
ｴ
ﾘｱ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

電
離
箱
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ

D
C
指
示
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ

ﾌ
ﾟ、
高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

2
M

S-
3

○
7回 11
回

H
9年
（
検
出
器
）

S6
3年
（
検
出
器
、

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
以
外
）

放
射
線

連
続

47
γM

-3
7～

44
半
導
体
式
γ線
ｴ
ﾘｱ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

半
導
体
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ

ﾌ
ﾟ、
低
圧
電
源
、
記
録
計

8
M

S-
3

×

放
射
線

連
続

47
ｎ

M
-1

,2
中
性
子
線
ｴ
ﾘｱ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

3 H
e検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ、

高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

2
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は

除
く
）

放
射
線

連
続

47
SM

-2
、

4～
6、

SM
-9
、

10
D

M
-1
～

5
G

M
管
式
ﾀ
ﾞｽ
ﾄﾓ
ﾆ
ﾀ

G
M
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ、

高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

11
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は

除
く
）

放
射
線

連
続

47
SM

-1
Zn

S式
ﾀ
ﾞｽ
ﾄﾓ
ﾆ
ﾀ

Zn
S検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ、

高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

1
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は

除
く
）

放
射
線

連
続

47
SM

-3
N

aI
式
ﾀ
ﾞｽ
ﾄﾓ
ﾆ
ﾀ

N
aI
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ、

高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

1
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は

除
く
）
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表
2－

15
 （

3／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
以
外
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

更
新
日

更
新
履
歴

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g 

N
o.

台
数

使
用
条
件

有
無
時
期

設
置
場
所

重
要
度

重
要
度

分
類

附
属

ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
ﾓ
ﾆ
ﾀ
建
屋

約
25

中
制

約
25

附
属

ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
ﾓ
ﾆ
ﾀ
建
屋

約
25

中
制

約
25

格
内
、
附
属
他

約
25

中
制

約
25

水
ﾓ
ﾆ
ﾀ
建
屋

約
25

水
ﾓ
ﾆ
ﾀ
建
屋
，
中
制

約
25

周
辺
監
視
区
域

約
5～

40

安
全
管
理
棟

約
25

電
圧

連
続

53
－

D
/
G
出
力
電
圧
（
１
ル
ー
プ
）

電
圧
計
、
計
器
用
変
流
器

2
M

S-
1

主
冷
却
機
建
家

２
０
～
２
５

○
1
3
回
平
成
1
4
年
3
月

周
波
数

連
続

53
－

D
/
G
周
波
数
（
１
ル
ー
プ
）

周
波
数
計
、
計
器
用
変
流
器
、
計
器
用
変
圧
器

2
M

S-
1

主
冷
却
機
建
家

２
０
～
２
５

○
9
回
平
成
4
年
3
月

回
転
数

連
続

53
－

D
/
G
回
転
数
（
１
ル
ー
プ
）

回
転
数
計
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー

2
M

S-
1

主
冷
却
機
建
家

２
０
～
２
５

○
9
回
平
成
4
年
3
月

温
度

連
続

53
－

D
/
G
軸
受
温
度
（
２
ル
ー
プ
）

温
度
計
、
熱
電
対

2
M

S-
1

主
冷
却
機
建
家

２
０
～
２
５

○
8
回
平
成
2
年
9
月

電
力

連
続

53
－

D
/
G
出
力
（
１
ル
ー
プ
）

電
力
計
、
計
器
用
変
流
器
、

計
器
用
変
圧
器

2
M

S-
1

主
冷
却
機
建
家

２
０
～
２
５

○
9
回
平
成
4
年
3
月

超
音
波
流
量
検
出
器

変
換
器

指
示
計

超
音
波
流
量
検
出
器

10
～

30
℃

変
換
器

0～
50
℃

指
示
計

A
-7

12
25
℃

流
量

連
続

76
Ｆ
Ｅ
７
６
－
１
１
Ａ
，
Ｂ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
計

S-
10

1
-1

0～
50
℃

○
平
成
6
年
1
3
月

１
０
回

６
回

流
量

連
続

76
Ｆ
Ｅ
７
６
－
２

空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計

－
A

-8
02

○
昭
和
6
2
年
2
月

2 1

－

放
射
線

連
続

47
E

M
-3

G
M

-8
電
離
箱
式
ｶ
ﾞｽ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

電
離
箱
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ

D
C
指
示
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ

ﾌ
ﾟ、
高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

2
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
検
出
器
、

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は
除
く
）

1台
は

S6
3年
に
新

規
設
置

放
射
線

連
続

47
G

M
-1
、

5
ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
ｼ
ﾝ
ﾁ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
式
ｶ
ﾞｽ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

ﾌ
ﾟﾗ
ｼ
ﾝ
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ

ﾌ
ﾟ、
高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

2
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は

除
く
）

放
射
線

連
続

47
G

M
-2
～

4、
6、

7
9～

13
N

aI
式
ｶ
ﾞｽ
ﾓ
ﾆ
ﾀ

N
aI
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ、

高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

10
M

S-
3

○
7回

S6
3年
（
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は

除
く
）

放
射
線

連
続

47
W

M
-1

水
モ
ニ
タ

N
aI
検
出
器
、
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ、

高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

1
M

S-
3

○
12
回

H
10
年

放
射
線

連
続

47
P-

11
～

P-
16

○
13
回

H
13
年

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞﾎ
ﾟｽ
ﾄ

N
aI
検
出
器
、
電
離
箱
検
出
器
、
指
示
計
、
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ、

高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
記
録
計

6
M

S-
3
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表
2－

15
 （

4／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
以
外
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

更
新
日

更
新
履
歴

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g 

N
o.

台
数

使
用
条
件

有
無
時
期

設
置
場
所

重
要
度

重
要
度

分
類

差
圧
式
流
量
検
出
器

10
～

30
℃

変
換
器

指
示
計

A
-1

04

超
音
波
流
量
検
出
器

10
～

30
℃

変
換
器

0～
40
℃

指
示
計

A
-7

12
25
℃

超
音
波
流
量
検
出
器

10
～

30
℃

変
換
器

0～
40
℃

指
示
計

A
-1

17
25
℃

超
音
波
流
量
検
出
器

10
～

30
℃

変
換
器

指
示
計

測
温
抵
抗
体

A
-8

02
10
～

30
℃

変
換
器

指
示
計

測
温
抵
抗
体

A
-8

02
10
～

30
℃

変
換
器

調
節
計

測
温
抵
抗
体

A
-8

02
10
～

30
℃

変
換
器

調
節
計

25
℃

A
-7

04

５
回

５
回

１
１
回

流
量

連
続

76
Ｆ
Ｉ７
６
－
６

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
出
口
流
量
計

－
A

-4
05

×
25
℃

流
量

連
続

76
Ｆ
Ｅ
７
６
－
３

補
機
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計

－
A

-8
02

×
昭
和
6
0
年
1
0
月

1
流
量

連
続

76
Ｆ
Ｅ
７
６
－
７

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
出
口
流
量
計

－
A

-8
02

○
昭
和
6
0
年
1
0
月

流
量

連
続

76
Ｆ
Ｅ
７
６
－
４

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
出
口
流
量
計

－
S-

10
2

○
25
℃

1
平
成
7
年
1
1
月

温
度

連
続

76
Ｔ
Ｅ
７
６
－
８
、
５

補
機
冷
却
水
系
冷
却
塔
出
入
口
温
度
計

－
○

昭
和
6
0
年
1
0
月

A
-7

12
25
℃

4

○
昭
和
6
0
年
1
0
月

温
度

連
続

76
Ｔ
Ｅ
７
６
－
８

○
昭
和
6
0
年
1
0
月

A
-7

04
25
℃

1
補
機
系
冷
却
塔
出
口
温
度
計

－－
1

５
回

５
回

空
調
系
冷
却
塔
出
口
温
度
計

Ｔ
Ｅ
７
６
－
７

76
連
続

温
度

５
回

1 1
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表
2－

15
 （

5／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
以
外
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

更
新
日

更
新
履
歴

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g 

N
o.

台
数

使
用
条
件

有
無
時
期

設
置
場
所

重
要
度

重
要
度

分
類

測
温
抵
抗
体

S-
70

5
10
～

30
℃

○
５
回
昭
和

60
年

10
月

変
換
器

0～
50
℃

調
節
計

25
℃

測
温
抵
抗
体

S-
70

5
10
～

30
℃

○
５
回
昭
和

60
年

10
月

変
換
器

指
示
計

C
A熱
電
対

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
９
回
平
成
４
年
３
月

記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
13
回
平
成
１
４
年
１
０
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
９
回
平
成
４
年
３
月

２
４
Ｖ
電
源
，
警
報
設
定
器
，
電
電
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
，
ポ
テ

ン
シ
ョ
ン
メ
ー
タ
変
換
器
，
開
度
指
示
計
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
13
回
平
成
１
４
年
１
０
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
９
回
平
成
４
年
３
月

２
４
Ｖ
電
源
，
警
報
設
定
器
，
指
示
計
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
13
回
平
成
１
４
年
１
０
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
９
回
平
成
４
年
３
月

２
４
Ｖ
電
源
，
指
示
計
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
13
回
平
成
１
４
年
１
０
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
９
回
平
成
４
年
３
月

２
４
Ｖ
電
源
，
指
示
計
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
13
回
平
成
１
４
年
１
０
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
９
回
平
成
４
年
３
月

２
４
Ｖ
電
源
，
指
示
計
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
13
回
平
成
１
４
年
１
０
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
９
回
平
成
４
年
３
月

２
４
Ｖ
電
源
，
指
示
計
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
13
回
平
成
１
４
年
１
０
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
床
下
内

約
40

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，

I/P
変
換
器
，
指
示
調
節

計
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

温
度

連
続

76
Ｔ
Ｉ７
６
－
１
Ａ
，
１
Ｂ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
入
口
温
度

－
S-

12
5

○
平
成
1
1
年
9
月

温
度

連
続

76
Ｔ
Ｉ７
６
－
２
Ａ
，
２
Ｂ

デ
ィ
ー
ゼ
ル

(A
)系
冷
却
塔
出
口
温
度
計

－
S-

12
5

25
℃

○
平
成
1
1
年
9
月

１
２
回

１
２
回

22

圧
力

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
遮
コ
ン
冷
却
系
圧
力
計

PS
-3

84
Pd

IC
A

84
-3

01
2

温
度

連
続

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
運
転
状
態
監
視
温
度
計

PS
-3

84
TP

R
IA

84
-4

01
14

圧
力

連
続

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
蒸
発
圧
力
調
節
計

PS
-3

84
PE

84
-4

16
-3

01
PE

84
-4

17
-3

01
2

圧
力

連
続

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
凝
縮
圧
力
計

PS
-3

84
PE

84
-4

18
-3

01
PE

84
-4

19
-3

01
2

圧
力

連
続

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
給
油
圧
力
計

PS
-3

84
PE

84
-4

22
PE

84
-4

23
2

圧
力

連
続

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
油
戻
り
圧
力
計

PS
-3

84
PE

84
-4

24
PE

84
-4

25
2

圧
力

連
続

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
抽
気
圧
力
計

PS
-3

84
PE

84
-4

20
PE

84
-4

21
2

圧
力

連
続

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
冷
媒
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計

PS
-3

84
PE

84
-4

12
1
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表
2－

15
 （

6／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
以
外
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

更
新
日

更
新
履
歴

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g 

N
o.

台
数

使
用
条
件

有
無
時
期

設
置
場
所

重
要
度

重
要
度

分
類

温
度
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
床
下
内

約
40

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

温
度
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
床
下
内

約
40

○

R
TD

/V
変
換
器
，
指
示
調
節
計
，
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

中
央
制
御
室

約
25

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

流
量
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
８
回
平
成
2
年
4
月

F/
I変
換
器
，
指
示
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
C

A熱
電
対

原
子
炉
格
納
容
器
床
下
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
振
動
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
床
下
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

増
幅
器
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
C

A熱
電
対

原
子
炉
格
納
容
器
床
下
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
振
動
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
床
下
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

増
幅
器
，
記
録
計

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
温
度
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
リ
レ
ー
，
指
示

調
節
計
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

温
度
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

警
報
設
定
器
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，
警
報
設
定
器
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月

圧
力

連
続

空
気
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
上
圧
力
計

（
ス
ク
ラ
ム
用
）

M
S-

2
84

PE
84

-1
02

PE
84

-1
03

PE
84

-1
04

3

温
度

連
続

空
気
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
上
温
度
計

（
ス
ク
ラ
ム
用
）

M
S-

2
84

TE
84

-1
02

TE
84

-1
03

TE
84

-1
04

3

圧
力

連
続

空
気
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
上
圧
力
計

PS
-3

84
Pd

R
IC

84
-1

01
1

温
度

連
続

空
気
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
上
温
度
計

（
雰
囲
気
）

PS
-3

84
TR

IA
84

-1
01

10

振
動

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
ペ
デ
ス
タ
ル
部
冷
却
ブ
ロ
ワ
温

度
計

M
S-

3
84

V
R

84
-3

03
V

R
84

-3
04

3

温
度

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
ペ
デ
ス
タ
ル
部
冷
却
ブ
ロ
ワ
温

度
計

M
S-

3
84

Ｔ
R

84
-3

03
Ｔ

R
84

-3
04

6

振
動

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
遮
コ
ン
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
振
動
計

M
S-

3
84

V
R

84
-3

03
V

R
84

-3
04

3

温
度

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
遮
コ
ン
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
温
度
計

M
S-

3
84

Ｔ
R

84
-3

03
Ｔ

R
84

-3
04

6

流
量

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
冷
却
水
流
量
計

M
S-

3
84

FE
84

-3
01

A
FE

84
-3

01
B

2

温
度

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
予
熱
窒
素
ガ
ス
換
気
温
度
計

M
S-

3
84

T
IC
A

84
-3

01
T
IC
A

84
-3

02
2

温
度

連
続

遮
コ
ン
冷
却
系
遮
コ
ン
冷
却
系
温
度
計

PS
-3

84
TR

IA
84

-3
01

4
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表
2－

15
 （

7／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
原
子
炉
冷
却
系
以
外
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

更
新
日

更
新
履
歴

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g 

N
o.

台
数

使
用
条
件

有
無
時
期

設
置
場
所

重
要
度

重
要
度

分
類

温
度
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，

I/P
変
換
器
，
指
示
調
節

計
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

温
度
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

警
報
設
定
器
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
２
回
平
成
1
1
年
3
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，
警
報
設
定
器
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
圧
力
検
出
器

原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，
記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
酸
素
濃
度
検
出
器

/ハ
ロ
ゲ
ン
濃
度
検
出
器

/湿
分
検
出

器
原
子
炉
格
納
容
器
内

約
40

○
８
回
平
成
2
年
4
月

記
録
計

中
央
制
御
室

約
25

○
８
回
１

２
回
平
成

2年
4月

平
成

11
年

3月
圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
，
警
報
設
定
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

圧
力
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，
指
示
調
節
計
，

I/P
変
換
器

中
央
制
御
室

約
25

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

流
量
検
出
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，
指
示
調
節
計
，

I/P
変
換
器

原
子
炉
付
属
建
家
内

約
25

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

圧
力
検
出
器

ア
ニ
ュ
ラ
ス
内

約
25

○
１
１
回
平
成
8
年
2
月

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
モ
ジ
ュ
ー
ル
，
指
示
計

中
央
制
御
室

約
25

○
１
３
回
平
成
1
5
年
6
月

圧
力

連
続

真
空
破
壊
弁
系
真
空
破
壊
弁
系
圧
力
計

PS
-3

84
Pd

IS
A

84
-2

34
Pd

IS
A

84
-2

35
2

流
量

連
続

ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
ア
ニ
ュ
ラ
ス
バ
イ
パ
ス
流

量
計

PS
-3

84
FI

C
84

-5
03

1

圧
力

連
続

ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
圧
力
計

PS
-3

84
Pd

R
IC

A
84

-5
01

1

圧
力

連
続

ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置

フ
ィ
ル
タ
差
圧
計

PS
-3

84
Pd

X8
4-

50
2

Pd
X8

4-
50

3
2

濃
度

,湿
分

連
続

窒
素
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
下
酸
素
濃
度

/ハ
ロ
ゲ
ン
濃
度

/床
下
湿
分

/遮
コ
ン
湿
分
計

M
S-

3
84

O
2X

M
R

IA
84

-2
01

4

圧
力

連
続

窒
素
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
下
圧
力
指
示

警
報
計

M
S-

3
84

PR
84

-2
01

4

圧
力

連
続

窒
素
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
下
圧
力
計

（
ス
ク
ラ
ム
用
）

M
S-

2
84

PE
84

-2
03

PE
84

-2
04

PE
84

-2
05

3

温
度

連
続

窒
素
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
下
温
度
計

（
ス
ク
ラ
ム
用
）

M
S-

2
84

TE
84

-2
02

TE
84

-2
03

TE
84

-2
04

3

圧
力

連
続

窒
素
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
下
圧
力
計

PS
-3

84
Pd

IC
84

-2
01

1

温
度

連
続

窒
素
雰
囲
気
系
格
納
容
器
内
床
下
温
度
計

（
雰
囲
気
）

PS
-3

84
TR

IA
84

-2
01

14
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表
2－

16
（

1／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
燃
料
取
扱
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

温
度

連
続

14
14

TX
-2

-4
～

2-
6

大
回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

3
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

温
度

連
続

14
14

TX
-3

-3
～

3-
4

小
回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

2
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

温
度

連
続

14
14

TX
-4

-2
～

4-
7

炉
心
上
部
機
構
内
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

6
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

温
度

連
続

14
14

TX
-5

-1
～

5-
6

大
回
転
プ
ラ
グ
フ
リ
ー
ズ
シ
ー
ル
下
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

6
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

温
度

連
続

14
14

TX
-6

-1
～

6-
6

小
回
転
プ
ラ
グ
フ
リ
ー
ズ
シ
ー
ル
下
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

6
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

温
度

連
続

14
14

TX
-7

-1
～

7-
6

大
回
転
プ
ラ
グ
フ
リ
ー
ズ
シ
ー
ル
上
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

6
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

温
度

連
続

14
14

TX
-8

-1
～

8-
6

小
回
転
プ
ラ
グ
フ
リ
ー
ズ
シ
ー
ル
上
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

6
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

油
圧

連
続

14
L-

S
回
転
プ
ラ
グ
油
圧

圧
力
変
換
器

8
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

ス
ト
ロ
ー
ク

連
続

14
TC

F-
60

回
転
プ
ラ
グ
持
上
げ
ス
ト
ロ
ー
ク

変
位
計

8
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
7
年
、
8
月

ス
ト
ロ
ー
ク

連
続

14
55

82
大
回
転
プ
ラ
グ
水
平
度
検
出
器

増
幅
器
、
演
算
器

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
7
年
、
8
月

ス
ト
ロ
ー
ク

連
続

14
55

82
小
回
転
プ
ラ
グ
水
平
度
検
出
器

増
幅
器
、
演
算
器

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
7
年
、
8
月

電
流

連
続

14
A

1
大
回
転
プ
ラ
グ
回
転
電
流

電
力
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
1
5
年
、
1
2
月

電
流

連
続

14
A

2
小
回
転
プ
ラ
グ
回
転
電
流

電
力
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
1
5
年
、
1
2
月

電
流

連
続

14
14

II
-1
～
6

回
転
プ
ラ
グ
モ
ー
タ
電
流

電
流
計

6
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
5
月

温
度

連
続

21
21

TX
-1
～

3
予
熱
ス
リ
ー
ブ
温
度
（
上
、
中
、
下
）

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

3
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

荷
重

連
続

21
21

W
G

X-
3

交
換
機
グ
リ
ッ
パ
荷
重

記
録
計
、
指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

荷
重

連
続

21
21

W
G

X-
20

2
ホ
ー
ル
ド
ダ
ウ
ン
軸
荷
重

記
録
計
、
指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

ト
ル
ク

連
続

21
21

TQ
X-

20
1

交
換
機
グ
リ
ッ
パ
回
転
ト
ル
ク

指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

位
置

連
続

21
21

PO
X-

8A
.8

B
交
換
機
グ
リ
ッ
パ
昇
降
ス
ト
ロ
ー
ク

記
録
計

2
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名
称

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g　

N
o

台
数

更
新
履
歴

有
無

時
期

設
置
場
所

時
期

重
要
度

重
要
度

分
類

使
用
条
件
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表
2－

16
（

2／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
燃
料
取
扱
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名
称

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g　

N
o

台
数

更
新
履
歴

有
無

時
期

設
置
場
所

時
期

重
要
度

重
要
度

分
類

使
用
条
件

荷
重

連
続

21
21

PO
X-

21
2

交
換
機
グ
リ
ッ
パ
回
転
角
度

指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

液
位

連
続

21
21

LI
A

-2
つ
か
み
部
洗
浄
槽
液
面
Ａ

変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

液
位

連
続

21
21

LE
-2

つ
か
み
部
洗
浄
槽
液
面
Ｂ

指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

流
量

連
続

21
21

FI
-2

つ
か
み
部
洗
浄
槽
流
量

発
信
器
、
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

荷
重

連
続

21
21

G
W

I-
3/

20
2

交
換
機
グ
リ
ッ
パ
補
正
荷
重

指
示
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

温
度

連
続

22
22

TX
-1

グ
リ
ッ
パ
駆
動
部
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

温
度

連
続

22
22

TX
-2
～

5
コ
フ
ィ
ン
上
部
、
中
部
、
下
部
温
度

ド
ア
バ
ル
ブ
ヒ
ー
タ
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

4
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

荷
重

連
続

22
22

TQ
X-

1,
2

グ
リ
ッ
パ
荷
重
1
,2

記
録
計
、
指
示
計

2
M

S-
2

原
子
炉
建
物

65
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-2

出
入
機
供
給
元
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-5

,6
出
入
機
コ
フ
ィ
ン
内
圧
力
、
パ
ー
ジ
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-1

2
出
入
機
接
続
部
パ
ー
ジ
ガ
ス
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-1

3
廃
ガ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ヘ
ッ
ダ
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-1

5
出
入
機
可
動
ブ
ロ
ッ
ク
接
続
部
加
圧
ガ
ス
圧
力
圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-1

6
出
入
機
ド
ア
バ
ル
ブ
シ
ー
ル
ガ
ス
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-1

7
出
入
機
本
体
シ
ー
ル
部
加
圧
ガ
ス
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-2

3
交
換
機
孔
接
続
部
A
rガ
ス
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-2

8
交
換
機
孔
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ 
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｼ
ｰ
ﾄｶ
ﾞｽ
部
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-2

9
交
換
機
孔
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ 
ﾎ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾀ
ﾞｳ
ﾝ
機
構
ｼ
ｰ
ﾙ

部
ｶ
ﾞｽ
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

圧
力

連
続

24
24

PX
-5

2
ﾄﾗ
ﾝ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾛ
ｰ
ﾀ
格
納
容
器
側
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｼ
ｰ
ﾄ部

加
圧
ｶ
ﾞｽ
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月
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表
2－

16
（

3／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
燃
料
取
扱
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名
称

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g　

N
o

台
数

更
新
履
歴

有
無

時
期

設
置
場
所

時
期

重
要
度

重
要
度

分
類

使
用
条
件

圧
力

連
続

24
24

PX
-7

0
出
入
機
廃
ガ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ヘ
ッ
ダ
圧
力

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

流
量

連
続

24
24

FX
-1

出
入
機
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
ガ
ス
流
量

圧
力
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

流
量

連
続

24
24

FX
-1

1～
13

燃
料
交
換
機
ﾌ
ﾞﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞｳ
ﾝ
ｶ
ﾞｽ
流
量

変
換
器
、
ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
ﾀ

3
M

S-
2

原
子
炉
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

流
量

連
続

24
24

FX
-1

4
燃
料
交
換
機
軸
封
部
加
圧
ガ
ス
流
量

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
ﾀ

1
M

S-
2

原
子
炉
建
物

40
○

－
平
成
8
年
、
7
月

温
度

連
続

25
25

TE
-1

ブ
ロ
ワ
入
口
温
度

ｼ
ｰ
ｽ
型
Ｋ
熱
電
対
、
記
録
計
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

温
度

連
続

25
25

TE
-2

,3
ブ
ロ
ワ
軸
受
温
度
(1
),
(2
)

記
録
計
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

温
度

連
続

25
25

TE
-4

ブ
ロ
ワ
出
口
温
度

記
録
計
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

温
度

連
続

25
25

TE
-5

A
,5

B
加
熱
器
出
口
温
度
(A
),
(B
)

記
録
計
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

温
度

連
続

25
25

TE
-6

,7
A

,7
B

,8
,9

収
納
管
（
上
）
、
（
中
A
,B
）
、
（
下
）
、
出
口
温
度

記
録
計
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

5
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

温
度

連
続

25
25

TE
-1

0
ブ
ロ
ワ
ケ
ー
シ
ン
グ
温
度

記
録
計
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

25
25

PX
-1

5
A
r供
給
排
気
圧
力

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

25
25

PX
-1

6
ブ
ロ
ワ
出
口
圧
力

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

流
量

連
続

25
25

FX
-1

1
ブ
ロ
ワ
出
口
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

湿
度

連
続

25
25

M
T-

1
新
燃
料
室
内
湿
度

変
換
器
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

温
度

連
続

25
25

TE
-5

1
新
燃
料
室
内
温
度

調
節
計
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾏ
ﾌ
ﾞﾙ
表
示
器

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

位
置
検
出

連
続

26
26

PR
A

-1
洗
浄
槽
回
転
位
置

D
/A
変
換
器
、
ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

平
成
1
0
年

温
度

連
続

26
26

TX
-0

1-
1,

2
洗
浄
槽
出
入
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

温
度

連
続

26
26

TX
-0

2
A

rガ
ス
冷
却
器
出
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
調
節
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

温
度

連
続

26
26

TX
-0

2-
2

A
rガ
ス
冷
却
器
補
機
冷
却
水
入
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年
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表
2－

16
（

4／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
燃
料
取
扱
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名
称

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g　

N
o

台
数

更
新
履
歴

有
無

時
期

設
置
場
所

時
期

重
要
度

重
要
度

分
類

使
用
条
件

温
度

連
続

26
26

TX
-0

3-
1,

3
A

rガ
ス
冷
却
器
ガ
ス
出
入
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

温
度

連
続

26
26

TX
-0

3-
2

A
rガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
ガ
ス
出
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

圧
力

連
続

26
26

PX
-0

3
洗
浄
槽
圧
力

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

圧
力

連
続

26
26

PD
-4

0,
41

洗
浄
槽
循
環
ポ
ン
プ
出
入
口
圧
力

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

圧
力

連
続

26
26

PD
-4

2～
45

A
rガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ

A
,B
吸
込
、
吐
出
圧
力

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
-
ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ

4
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

圧
力

連
続

26
26

PD
-4

5-
1,

2
洗
浄
槽
出
入
口
圧
力
（
ガ
ス
）

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

圧
力

連
続

26
26

PD
-4

5-
3,

4
洗
浄
槽
出
入
口
圧
力
（
水
）

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

圧
力

連
続

26
26

PD
-5

0
回
転
継
手
シ
ー
ル
ガ
ス
圧
力

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

流
量

連
続

26
26

PD
-0

3-
A

A
rガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
出
口
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

流
量

連
続

26
26

PD
-0

6
A

rガ
ス
冷
却
器
冷
却
水
入
口
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

流
量

連
続

26
26

PD
-1

0
循
環
ラ
イ
ン
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

流
量

連
続

26
26

PD
-1

2
蒸
気
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

液
位

連
続

26
26

LD
-0

3
ド
レ
ン
ヘ
ッ
ダ
液
位

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ
ﾞ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

導
電
率

連
続

26
26

C
X-

02
A

,0
2B

N
aO

H
導
電
率
（
高
）
、
（
低
）

ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾚ
ｽ
ﾚ
ｺ
ｰ
ﾀ

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

流
量

連
続

26
FX

26
-0

8
補
機
冷
却
水
冷
却
器
入
口
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

流
量

連
続

26
FX

26
-0

9
水
冷
却
池
水
冷
却
器
入
口
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

液
位

連
続

26
LX

26
-0

2A
.0

2B
水
冷
却
池
液
面

A
,B

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計
、
記
録
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

差
圧

連
続

26
D

PX
26

-0
1A

,0
1B

イ
オ
ン
交
換
塔
出
口
差
圧

A
,B

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

流
量

連
続

26
FX

26
-1

0
イ
オ
ン
交
換
塔
出
口
流
量

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年
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表
2－

16
（

5／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
燃
料
取
扱
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名
称

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g　

N
o

台
数

更
新
履
歴

有
無

時
期

設
置
場
所

時
期

重
要
度

重
要
度

分
類

使
用
条
件

導
電
率

連
続

26
C

E
26

-0
1-

1,
2

イ
オ
ン
交
換
塔
A
,B
出
口
導
電
率

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

平
成
1
1
年

導
電
率

連
続

26
C

E
26

-0
1-

3
水
冷
却
池
水
出
口
導
電
率

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

P
H

連
続

26
PH

R
26

-0
2

水
冷
却
池
水
循
環
ポ
ン
プ
出
口
P
H

P
H
計
、
記
録
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

平
成
1
1
年

温
度

連
続

26
TR

26
-0

4-
1,

2
補
機
冷
却
水
冷
却
器
出
入
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

温
度

連
続

26
TR

26
-0

4-
3,

4
水
冷
却
池
水
冷
却
器
出
入
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

平
成
1
1
年

温
度

連
続

26
TR

26
-0

4-
5

水
冷
却
池
水
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

温
度

連
続

26
TI

C
26

-0
1

水
冷
却
池
水
冷
却
器
出
口
温
度
指
示
調
節

温
度
調
節
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

ト
ル
ク

連
続

27
27

TQ
X-

7
缶
詰
装
置
缶
蓋
ボ
ル
ト
締
め
ト
ル
ク

ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾓ
ｰ
ﾀ
、
ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾊ
ﾟｯ
ｸ
、
変
換
器
、
記
録
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

位
置

連
続

27
缶
詰
装
置
缶
詰
缶
水
位

検
出
器
、
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ、
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

位
置

連
続

27
缶
詰
装
置
缶
固
定
ス
ト
ロ
ー
ク

ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾓ
ｰ
ﾀ
、
ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾊ
ﾟｯ
ｸ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

位
置

連
続

27
缶
詰
装
置
缶
蓋
水
平
移
動
ス
ト
ロ
ー
ク

ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾓ
ｰ
ﾀ
、
ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾊ
ﾟｯ
ｸ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

位
置

連
続

27
缶
詰
装
置
缶
蓋
着
脱
ス
ト
ロ
ー
ク

ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾓ
ｰ
ﾀ
、
ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾊ
ﾟｯ
ｸ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

角
度

連
続

27
缶
詰
装
置
缶
回
転
角
度

ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾓ
ｰ
ﾀ
、
ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾊ
ﾟｯ
ｸ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

流
量

連
続

27
缶
詰
装
置
缶
詰
缶
注
水
流
量

検
出
器
、
発
信
器
、
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

荷
重

連
続

27
27

TQ
X-

1
回
転
移
送
機
グ
リ
ッ
パ
荷
重

発
信
器
、
ﾃ
ﾞｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ

-ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
1
年

温
度

連
続

27
27

TX
-1

,2
回
転
移
送
機
案
内
管
出
入
口
温
度

熱
電
対
、
発
信
器
、
ﾃ
ﾞｨ
ｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
ｰ
ﾀ

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年

角
度

連
続

27
回
転
移
送
機
回
転
角
度

検
出
器
、
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年

電
力

連
続

27
回
転
移
送
機
ブ
ロ
ワ
電
力

検
出
器
、
変
換
器
、
指
示
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年

位
置

連
続

27
回
転
移
送
機
グ
リ
ッ
パ
昇
降
ス
ト
ロ
ー
ク

発
信
器
、
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年
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表
2－

16
（

6／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
燃
料
取
扱
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名
称

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g　

N
o

台
数

更
新
履
歴

有
無

時
期

設
置
場
所

時
期

重
要
度

重
要
度

分
類

使
用
条
件

ト
ル
ク

連
続

27
回
転
移
送
機
グ
リ
ッ
パ
昇
降
駆
動
ト
ル
ク

検
出
器
、
変
換
器
、
ﾃ
ﾞｨ
ｽ
ﾄﾘ
ﾋ
ﾞｭ
ｰ
ﾀ
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年

角
度

連
続

27
缶
内
水
注
排
水
装
置
缶
回
転
角
度

ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
発
信
器
、
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年
新
設

位
置

連
続

27
缶
内
水
注
排
水
装
置
グ
リ
ッ
パ
昇
降
ス
ト
ロ
ー
ク
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
発
信
器
、
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年
新
設

ト
ル
ク

連
続

27
27

TQ
X-

10
0

缶
詰
缶
注
排
水
装
置
グ
リ
ッ
パ
昇
降
駆
動
ト
ル

ク
変
換
器

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

流
量

連
続

27
27

FX
-1

00
,1

01
缶
詰
缶
注
排
水
装
置
注
水
流
量
計

指
示
積
算
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

10
年
新
設

位
置

連
続

27
水
中
台
車
走
行
ス
ト
ロ
ー
ク

検
出
器
、
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
0
年

荷
重

連
続

27
27

W
G

X-
2

使
用
済
燃
料
移
送
機
グ
リ
ッ
パ
昇
降
荷
重

検
出
器
、
変
換
器
、
記
録
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
3
年

位
置

連
続

27
使
用
済
燃
料
移
送
機
グ
リ
ッ
パ
昇
降
ス
ト
ロ
ー
ク
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
発
信
器
、
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
変
換
器
、

S/
D
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
1
3
年

位
置

連
続

27
使
用
済
燃
料
移
送
機
台
車
走
行
ス
ト
ロ
ー
ク

ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
発
信
器
、
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
変
換
器
、

S/
D
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

13
年
新
設

位
置

連
続

27
使
用
済
燃
料
移
送
機
台
車
横
行
ス
ト
ロ
ー
ク

ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
発
信
器
、
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾛ
変
換
器
、

S/
D
変
換
器
、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

－
平
成

13
年
新
設

温
度

連
続

28
28

TX
-1

A
rガ
ス
循
環
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
出
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

温
度

O
N

-O
FF

28
28

TX
-2

ｷ
ｬ
ｽ
ｸ
入
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計
、
調
節
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

温
度

連
続

28
28

TX
-3
～

5
V

T2
8-

1,
2,

3出
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

3
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

温
度

連
続

28
28

TX
-6

H
X2

8-
1出
口
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
×

温
度

連
続

28
28

TX
-7

A
,7

B
A
rガ
ス
循
環
ブ
ロ
ワ
A
,B
軸
受
温
度

熱
電
対
、
変
換
器
、
記
録
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-1

TK
28

-1
供
給
ﾀ
ﾝ
ｸ
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-2

ｼ
ｰ
ﾙ
用
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-3

本
体
ﾊ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ用
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-4

,5
A

rｶ
ﾞｽ
循
環
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
出
入
口
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ、
指
示
計

2
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年
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表
2－

16
（

7／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
計
測
器
（
燃
料
取
扱
系
）

温
度

（
台
）

（
℃
）

計
測
対
象

主
要
構
成
機
器

機
器
名
称

信
号

伝
送
方
式

分
離
基
準

系
統

N
o.

Ta
g　

N
o

台
数

更
新
履
歴

有
無

時
期

設
置
場
所

時
期

重
要
度

重
要
度

分
類

使
用
条
件

圧
力

連
続

28
28

PE
-6

冷
却
系
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞｼ
ｰ
ﾙ
ｶ
ﾞｽ
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-7

D
/V
ｼ
ｰ
ﾙ
ｶ
ﾞｽ
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-8

遮
蔽
ﾘﾝ
ｸ
ﾞｼ
ｰ
ﾙ
ｶ
ﾞｽ
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ、
指
示
計

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-9

接
続
部
ﾊ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-1

0
緊
急
冷
却
系
配
管
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-1

1
真
空
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ入
口
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年

圧
力

連
続

28
28

PE
-1

2
排
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ﾞﾛ
ｰ
圧
力

発
信
器
、
抵
抗
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

1
M

S-
2
原
子
炉
附
属
建
物

40
○

－
平
成
6
年
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表
2－

17
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
無
停
電
電
源
設
備

使
用
条
件
使
用
状
態

(組
)
安
全
機
能
耐
震

整
流
装
置

2
M

S-
1

A

種
類
　
　
：
静
止
型
サ
イ
リ
ス
タ
整
流
器

入
力
電
圧
：
A

C
42

0V
出
力
電
圧
：
D

C
17

0～
27

0V
容
量
　
　
：
50

kV
A

電
源
盤

2
M

S-
1

A
入
力
電
圧
：
D

C
17

0～
27

0V
(整
流
装
置
よ
り

)
出
力
電
圧
：
D

C
17

0～
27

0V
(イ
ン
バ
ー
タ
及
び
蓄
電
池
へ

)

イ
ン
バ
ー
タ

2
M

S-
1

A

種
類
　
　
：
静
止
型
パ
ワ
ー
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
イ
ン
バ
ー
タ

入
力
電
圧
：
D

C
17

0～
27

0V
出
力
電
圧
：
A

C
11

0V
容
量
　
　
：
50

kV
A

蓄
電
池

2
M

S-
1

A
型
式
：
C

S-
80

0(
ベ
ン
ト
型
ク
ラ
ッ
ド
式
鉛
蓄
電
池
）

容
量
：
80

0A
h／

10
h(

1台
)

台
数
：
10

6台
(1
組

)
１
３
回

H
15

.1

整
流
装
置

2
M

S-
1

A

種
類
　
　
：
サ
イ
リ
ス
タ
整
流
器

入
力
電
圧
：
A

C
42

0V
出
力
電
圧
：
D

C
90
～

14
0V

容
量
　
　
：
14

0k
W

負
荷
電
圧
補
償
装
置

2
M

S-
1

A
種
類
　
　
：
シ
リ
コ
ン
ダ
イ
オ
ー
ド
ド
ロ
ッ
パ

入
力
電
圧
：
D

C
90
～

14
0V

出
力
電
圧
：
D

C
11

0V

蓄
電
池

2
M

S-
1

A
型
式
：
C

S-
18

00
(ベ
ン
ト
型
ク
ラ
ッ
ド
式
鉛
蓄
電
池
）

容
量
：
18

00
A

h／
10

h(
1台

)
台
数
：
54
台

(1
組

)
１
３
回

H
15

.1

系
統

N
o.

-1
0～

40

８
回

低
圧

閉
鎖
型

屋
内

54
連
続

○

機
器
名

台
数

重
要
度
分
類

運
転
状
態

仕
様

周
囲
温
度

(℃
)

54
-1

0～
40

連
続

○

種
別

交
流

直
流

分
類
基
準

低
圧

閉
鎖
型

屋
内

電
圧
区
分

型
式

設
置
場
所

更
新
日

H
2.

7

H
3.

12

更
新
履
歴

９
回

時
期

有
無
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表
2－

18
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

定
格
出
力

定
格
回
転
数

電
圧

周
囲
温
度

（
kV

A
）

（
rp

m
）

（
台
）

（
V
）

（
℃
）

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

25
00

60
0

2
M

S-
1

A
s

一
時

33
00

２
０
～
２
５

×

JW
T
F
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

10
0

15
00

2
－

Ｂ
一
時

20
0

２
０
～
２
５

×

更
新
履
歴

有
無
時
期

更
新
年
月

運
転

仕
様

使
用
条
件

機
器
名
称

重
要
度

重
要
度

分
類

耐
震

ク
ラ
ス

台
数
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表
2－

19
（

1／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
電
設
備

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S4

00
6M

-2
0M

f-E
TZ

S-
20

1
1A

 M
/C

(母
線
連
絡

)
20

00
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

20
00

40
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(A

 1
次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(A

 予
熱

N
2ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(主
冷
却
機
建
家

 1
A

-C
/C

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(2

A
-P

/C
)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(3

A
-P

/C
)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(A
･S

C
)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-1
2M

f-E
TZ

S-
20

1
1A

 M
/C

(1
C

-M
/C

)
12

00
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
00

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(I

R
A

F)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1A
 M

/C
(一
般
系
照
明
電
源

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

6月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6-

06
S-

20
1

1A
 M

/C
(第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
磁

60
0

25
×

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6-

06
S-

20
1

1A
 M

/C
(廃
棄
物
処
理
建
家

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
磁

60
0

25
×

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(B

 1
次
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(B

 予
熱
Ｎ
２
ｶ
ﾞｽ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(主
冷
却
機
建
家

 1
B

-C
/C

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(2

B
-P

/C
)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(3

B
-P

/C
)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(B
･S

C
)

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-1
2M

f-E
TZ

S-
20

1
1B

 M
/C

(1
D

-M
/C

)
12

00
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
00

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(S

FF
建
家
一
般
系
電
源

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
S-

20
1

1B
 M

/C
(ﾀ
ｰ
ﾎ
ﾞ冷
凍
機
電
動
機
盤

)
60

0
PS

-3
C

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

5月

仕
様

安
全
機
能

型
式

機
器
名
称

分
離
区
分

電
圧 (V
)

設
置
場
所

種
別

投
入
方
式

重
要
度

耐
震

遮
断
電
流

(k
A

)

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
条
件

時
期

周
囲
温
度

(℃
)

定
格
電
圧

(V
)

運
転

遮
断
器

最
大

定
格
電
流

(A
)
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表
2－

19
（

2／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
電
設
備

仕
様

安
全
機
能

型
式

機
器
名
称

分
離
区
分

電
圧 (V
)

設
置
場
所

種
別

投
入
方
式

重
要
度

耐
震

遮
断
電
流

(k
A

)

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
条
件

時
期

周
囲
温
度

(℃
)

定
格
電
圧

(V
)

運
転

遮
断
器

最
大

定
格
電
流

(A
)

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-1
2M

f-E
TZ

A
-7

05
1C

 M
/C

(商
用
電
源
引
込

)
12

00
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
00

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(1
号

D
G
電
源
引
込

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(A

 ﾌ
ﾚ
ｵ
ﾝ
冷
凍
機

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(1

H
C

-P
/C

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(2

H
C

-P
/C

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(2

C
-P

/C
)

60
0

M
S-

1
A

s
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(3

C
-P

/C
)

60
0

M
S-

1
A

s
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-1
2M

f-E
TZ

A
-7

05
1C

 M
/C

(母
線
連
絡

)
12

00
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
00

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(床
上
冷
凍
機

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
05

1C
 M

/C
(1
号

D
/G
負
荷
試
験
用
遮
断
器

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-1
2M

f-E
TZ

A
-7

07
1D

 M
/C

(商
用
電
源
引
込

)
12

00
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
00

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(2
号

D
G
電
源
引
込

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(B

 ﾌ
ﾚ
ｵ
ﾝ
冷
凍
機

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(1

H
D

-P
/C

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(2

H
D

-P
/C

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(2

D
-P

/C
)

60
0

M
S-

1
A

s
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(3

D
-P

/C
)

60
0

M
S-

1
A

s
連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-1
2M

f-E
TZ

A
-7

07
1D

 M
/C

(母
線
連
絡

)
12

00
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
00

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(2
号

D
/G
負
荷
試
験
用
遮
断
器

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

36
00

ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ

H
S2

50
6M

-0
6M

f-E
TZ

C
A

-7
07

1D
 M

/C
(予
備
回
路

)
60

0
M

S-
1

A
s

連
続

33
00

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

60
0

25
○

13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
変
圧
器

2次
12

50
PS

-3
C

連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

6月
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表
2－

19
（

3／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
電
設
備

仕
様

安
全
機
能

型
式

機
器
名
称

分
離
区
分

電
圧 (V
)

設
置
場
所

種
別

投
入
方
式

重
要
度

耐
震

遮
断
電
流

(k
A

)

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
条
件

時
期

周
囲
温
度

(℃
)

定
格
電
圧

(V
)

運
転

遮
断
器

最
大

定
格
電
流

(A
)

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
建
家

2A
-C

/C
12

50
PS

-3
C

連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
主
冷
却
機
建
家

 2
A

-C
/C

12
50

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
補
助
電
源
設
備

12
50

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
変
圧
器

2次
12

50
PS

-3
C

連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
原
子
炉
付
属
建
家

 2
B

-1
 C

/C
12

50
PS

-3
C

連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
主
冷
却
機
建
家

 2
B

-C
/C

12
50

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
原
子
炉
付
属
建
家

 2
B

-2
 C

/C
12

50
PS

-3
C

連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
母
線
連
絡

12
50

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

1
予
備
回
路

12
50

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

5月

66
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
A

50
3X

A
-M

f
S-

20
1
変
圧
器

2次
46

50
PS

-3
C

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

46
50

10
0

○
13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
動
力
電
源

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
原
子
炉
付
属
建
家

 3
A

-C
/C

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
脱
塩
水
供
給

 3
A

-C
/C

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
予
備
（
M

K
-Ⅲ
工
事
で
使
用
）

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
予
熱

N
2ｶ
ﾞｽ
加
熱
器
接
触
器

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
母
線
連
絡

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
予
備
回
路

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

66
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
A

50
3X

A
-M

f
S-

20
1
変
圧
器

2次
46

50
PS

-3
C

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

46
50

10
0

○
13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
原
子
炉
建
家

 3
B

 C
/C

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
運
転
管
理
棟

 3
B

-C
/C

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
旧
廃
棄
物
処
理
建
家

 3
B

-C
/C

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

5月
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表
2－

19
（

4／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
電
設
備

仕
様

安
全
機
能

型
式

機
器
名
称

分
離
区
分

電
圧 (V
)

設
置
場
所

種
別

投
入
方
式

重
要
度

耐
震

遮
断
電
流

(k
A

)

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
条
件

時
期

周
囲
温
度

(℃
)

定
格
電
圧

(V
)

運
転

遮
断
器

最
大

定
格
電
流

(A
)

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
N

2･
A

r供
給

3B
電
源

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
ﾎ
ﾞｲ
ﾗ
電
源

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

S-
20

1
2次
系
ｻ
ｰ
ﾍ
ﾞｲ
ﾗ
ﾝ
ｽ
取
出
し
作
業
用
電
源

21
00

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

5月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
1次
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
接
触
器
（
1）

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
1次
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
接
触
器
（
2）

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
1次
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
接
触
器
（
6）

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
母
線
連
絡

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
2次
補
助
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
接
触
器

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
1次
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
接
触
器
（
3）

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
1次
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
接
触
器
（
4）

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
1次
予
熱
ﾋ
ｰ
ﾀ
接
触
器
（
5）

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月

66
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
A

50
3X

A
-M

f
A

-7
05

変
圧
器

2次
46

50
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

46
50

10
0

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
原
子
炉
付
属
建
家

 2
C

-1
 C

/C
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
原
子
炉
付
属
建
家

 2
C

-2
 C

/C
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
4C
電
源

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
A

 ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
原
子
炉
建
家

 2
C

-C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
7C
整
流
装
置

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
2次
補
助

 2
S-

C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
IR

A
F

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
2S

-P
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月
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表
2－

19
（

5／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
電
設
備

仕
様

安
全
機
能

型
式

機
器
名
称

分
離
区
分

電
圧 (V
)

設
置
場
所

種
別

投
入
方
式

重
要
度

耐
震

遮
断
電
流

(k
A

)

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
条
件

時
期

周
囲
温
度

(℃
)

定
格
電
圧

(V
)

運
転

遮
断
器

最
大

定
格
電
流

(A
)

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
主
冷
却
機
建
家

 2
C

-C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
5C
整
流
装
置

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
原
子
炉
付
属
建
家

 2
S-

C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
建
家

 2
S-

C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
SF

F建
家
非
常
系
電
源

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
原
子
炉
建
家

 2
S-

1 
C

/C
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
原
子
炉
建
家

 2
S-

2 
C

/C
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

05
非
常
系
照
明
電
源

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

66
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
A

50
3X

A
-M

f
A

-7
07

変
圧
器

2次
46

50
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

46
50

10
0

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
原
子
炉
付
属
建
家

 2
D

-1
 C

/C
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
原
子
炉
付
属
建
家

 2
D

-2
 C

/C
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
4D
電
源

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
B

 ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
原
子
炉
建
家

 2
D

-C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
7D
整
流
装
置

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
2次
補
助

 2
S-

C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
補
助
電
源
設
備

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
2S

-P
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
主
冷
却
機
建
家

 2
D

-C
/C

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
5D
整
流
装
置

21
00

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

S-
20

2
母
線
連
絡

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

9月
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表
2－

19
（

6／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
電
設
備

仕
様

安
全
機
能

型
式

機
器
名
称

分
離
区
分

電
圧 (V
)

設
置
場
所

種
別

投
入
方
式

重
要
度

耐
震

遮
断
電
流

(k
A

)

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
条
件

時
期

周
囲
温
度

(℃
)

定
格
電
圧

(V
)

運
転

遮
断
器

最
大

定
格
電
流

(A
)

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

06
変
圧
器

2次
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
１
次
補
助
電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
計
算
機

3C
電
源

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
3S

-P
/C

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

06
主
冷
却
機
建
家

 3
C

-C
/C

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
変
圧
器

2次
21

00
M

S-
1

A
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
1次
補
助
電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
計
算
機

3D
電
源

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
3S

-P
/C

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
主
冷
却
機
建
家

 3
D

-C
/C

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
原
子
炉
付
属
建
家

 3
S-

C
/C

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
ﾀ
ﾞｽ
ﾄﾓ
ﾆ
ﾀ
分
電
盤

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
原
子
炉
建
家

 3
S-

P/
C

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
1次

N
a純
化
系
電
磁
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0
ﾊ
ﾟﾜ
ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀ

D
B

12
3X

-M
f

A
-7

07
予
備
回
路

12
50

M
S-

1
A

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

12
50

40
(本
体

50
)

○
13
回
平
成

14
年

10
月

69
0

そ
の
他

D
B

25
3X

-M
f

A
-7

07
照
明

(一
般
系

)
21

00
PS

-3
C

連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

21
00

50
○

13
回
平
成

14
年

6月

66
0

そ
の
他

D
A

50
3X

A
-M

f
P-

20
1

一
般
系
引
込

46
50

PS
-3

C
連
続

21
0

約
40

電
動
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

46
50

10
0

○
13
回
平
成

14
年

5月

72
00

そ
の
他

H
S2

50
6X

-0
6H

F-
N

T-
40

4
一
般
系
引
込

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
磁

60
0

25
×

66
0

そ
の
他

D
A

06
3X

A
-M

F
T-

40
4

照
明

(非
常
系

)
60

0
PS

-3
C

連
続

66
0

約
40

電
動
ﾊ
ﾞﾈ

60
0

30
×

36
00

そ
の
他

V
B

JD
-6

22
0B

A
-M

L
W

-3
06

一
般
系
引
込

60
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
蓄
勢
ば

ね
60

0
20

×
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表
2－

19
（

7／
7）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
配
電
設
備

仕
様

安
全
機
能

型
式

機
器
名
称

分
離
区
分

電
圧 (V
)

設
置
場
所

種
別

投
入
方
式

重
要
度

耐
震

遮
断
電
流

(k
A

)

更
新
履
歴

有
無

更
新
年
月

使
用
条
件

時
期

周
囲
温
度

(℃
)

定
格
電
圧

(V
)

運
転

遮
断
器

最
大

定
格
電
流

(A
)

46
0

そ
の
他

A
E

63
0-

SS
W

-4
01

動
力
制
御

63
0

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ﾊ
ﾞﾈ

56
7

2.
2

×

46
0

そ
の
他

A
E

63
0-

SS
W

-4
01

動
力
制
御

63
0

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ﾊ
ﾞﾈ

56
7

2.
2

×

46
0

そ
の
他

A
E

63
0-

SS
W

-4
01

動
力
制
御

63
0

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ﾊ
ﾞﾈ

56
7

3
×

46
0

そ
の
他

A
E

63
0-

SS
W

-4
01

動
力
制
御

63
0

PS
-3

C
連
続

42
0

約
40

電
動
ﾊ
ﾞﾈ

56
7

3
×

36
00

そ
の
他

V
F1

3C
M

C
-1

10
00

00
機
械
室

水
冷
ﾁ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

63
0

PS
-3

C
連
続

33
00

約
40

電
動
ﾊ
ﾞﾈ

60
0

12
.5

×
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表
2－

20
（

1／
2）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
ケ
ー
ブ
ル

ケ
ー
ブ
ル

種
別

絶
縁
体
材
料

格
内
床
下

そ
の
他

安
全
機
能

有
無
時
期

更
新
年
月

高
圧

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

高
圧

C
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル

動
力

－
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

一
次
主
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電
源

×

高
圧

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

高
圧

C
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル

動
力

－
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

電
源
設
備

×

高
圧

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

高
圧

C
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル

動
力

－
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

電
源
設
備
、
交
流
非
常
用
電
源
、
無
停
電
電
源
設
備

×

低
圧

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

低
圧

C
V
ケ
ー
ブ
ル

動
力

○
○

M
S-

3
ビ
ニ
ル

Ｆ
Ｆ
Ｄ
電
源
　
ｃ
ｃ

×

低
圧

酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

Ｍ
Ｉケ
ー
ブ
ル

動
力
・
制
御

○
－

M
S-

1
銅

安
全
保
護
系
、
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
遮
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾞ

ﾛ
ﾜ
電
源
他
）

×

低
圧

ビ
ニ
ル

C
V

V
ケ
ー
ブ
ル

制
御

○
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

安
全
保
護
系
、
Ｃ
Ｒ
Ｄ
関
係
　
８
４
系
　
燃
取
系
　
照
明

火
報
他

×

低
圧

ビ
ニ
ル
（
シ
ー
ル
ド
付
）

C
V

V
Ｓ
ケ
ー
ブ
ル

制
御
・
計
装

○
○

M
S-
１

ビ
ニ
ル

安
全
保
護
系
、
地
震
計
　
液
面
計
　
γ線
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
　
燃
取
系
計
装
他

×

低
圧

ビ
ニ
ル
（
シ
ー
ル
ド
付
）

Ｍ
Ｖ
Ｖ
Ｓ
ケ
ー
ブ
ル

計
装

－
○

－
ビ
ニ
ル

格
納
容
器
漏
洩
率
試
験

×

同
軸

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

３
Ｄ
－
２
Ｗ

計
装

－
○

M
S-

3
ビ
ニ
ル

放
射
線
監
視

×

同
軸

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

Ｒ
Ｇ
－
２
１
６
／
Ｕ

計
装

－
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

核
計
装
　
Ｆ
Ｆ
Ｄ
設
備

×

同
軸

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

Ｒ
Ｇ
－
５
８
Ａ
／
Ｕ

計
装

－
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

核
計
装
　
Ｆ
Ｆ
Ｄ
設
備

×

同
軸

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

Ｒ
Ｇ
－
６
Ａ
／
Ｕ

計
装

－
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

核
計
装

×

同
軸

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

Ｒ
Ｇ
－
９
／
Ｕ

計
装

－
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

核
計
装

×

更
新
履
歴

ケ
ー
ブ
ル
名
称

分
類
基
準

用
途

使
用
場
所

主
な
使
用
設
備

重
要
度
分
類

シ
ー
ス
材
料
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表
2－

20
（

2／
2）
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
主
な
ケ
ー
ブ
ル

ケ
ー
ブ
ル

種
別

絶
縁
体
材
料

格
内
床
下

そ
の
他

安
全
機
能

有
無
時
期

更
新
年
月

更
新
履
歴

ケ
ー
ブ
ル
名
称

分
類
基
準

用
途

使
用
場
所

主
な
使
用
設
備

重
要
度
分
類

シ
ー
ス
材
料

同
軸

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

３
Ｃ
－
２
Ｖ

計
装

－
○

M
S
-
2

ビ
ニ
ル

燃
取
系
計
装
、
中
性
子
源
、
パ
イ
ル
オ
シ
レ
ー
タ

×

同
軸

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

５
Ｃ
－
２
Ｖ

計
装

－
○

－
ビ
ニ
ル

音
響
法
加
速
度
計
信
号

×

補
償
導
線
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

C
A
ケ
ー
ブ
ル

計
装

○
○

M
S-

1
ビ
ニ
ル

一
次
系
温
度
計
、
一
般
プ
ロ
セ
ス
／
予
熱
ヒ
ー
タ
温

度
計
、
原
子
炉
ま
わ
り
温
度
計
、

2次
系

×

低
圧

充
填
剤
入
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

Q
E

動
力

○
－

M
S-

1,
2,

3
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１
次
系
の
放
射
線
量
1
×
1
0
7
＜
R
s＜
3
×
1
0
8
R
の
使

用
範
囲
R
sの
領
域

×

低
圧

充
填
剤
入
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

C
Q

E
制
御
・
計
装

○
－

M
S-

1,
2,

3
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１
次
系
の
放
射
線
量
1
×
1
0
7
＜
R
s＜
3
×
1
0
8
R
の
使

用
範
囲
R
sの
領
域

×

補
償
導
線
充
填
剤
入
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

Q
E

計
装

○
－

M
S-

1,
2,

3
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１
次
系
の
放
射
線
量
1
×
1
0
7
＜
R
s＜
3
×
1
0
8
R
の
使

用
範
囲
R
sの
領
域

×

低
圧

ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
＋
ワ
ニ
ス
ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
＋
ガ
ラ
ス
編
組
、
線
心
ガ

ラ
ス
ロ
ー
ピ
ン
グ
介
在
＋
ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
＋
ス
テ
ン
レ
ス
編
組

ガ
ラ
ス
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

動
力

○
－

M
S-

1,
2,

3
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１
次
系
の
放
射
線
量
3
×
1
0
8
＜
R
s＜
5
×
1
0
9
R
の
使

用
範
囲
R
sの
領
域

×

低
圧

ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
＋
ワ
ニ
ス
ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
＋
ガ
ラ
ス
編
組
、
線
心
ガ

ラ
ス
ロ
ー
ピ
ン
グ
介
在
＋
ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
＋
ス
テ
ン
レ
ス
編
組

ガ
ラ
ス
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
制
御
・
計
装

○
－

M
S-

1,
2,

3
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１
次
系
の
放
射
線
量
3
×
1
0
8
＜
R
s＜
5
×
1
0
9
R
の
使

用
範
囲
R
sの
領
域

×

補
償
導
線
ガ
ラ
ス
絶
縁
体
、
線
心
ガ
ラ
ス
介
在
＋
ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
＋
ス
テ
ン
レ

ス
編
組
＋
ガ
ラ
ス
編
組

ガ
ラ
ス
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

計
装

○
－

M
S-

1,
2,

3
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
１
次
系
の
放
射
線
量
3
×
1
0
8
＜
R
s＜
5
×
1
0
9
R
の
使

用
範
囲
R
sの
領
域

×
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表
2
－
2
1
　
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
に
お
け
る
建
物

安
全
機
能
耐
震
ク
ラ
ス

調
査
有
無
時
期

調
査
年
月

原
子
炉
建
家

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

原
子
炉
容
器
、
１
次
冷
却
系

制
御
棒
駆
動
機
構
、
回
転
プ
ラ
グ
ほ
か

PS
-1

M
S-

1
A

s
昭
和
4
8
年
1
1
月

×
×

原
子
炉
附
属
建
家

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

２
次
冷
却
系
配
管
、
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置

気
体
廃
棄
物
処
理
系
、
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
ほ
か

M
S-

1
PS

-2
A

s
昭
和
4
8
年
1
1
月

×
×

主
冷
却
機
建
家

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

２
次
冷
却
系

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
ほ
か

M
S-

1
PS

-3
A

s
昭
和
4
8
年
9
月

×
○

M
K

3
平
成
1
2
年
2
月

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

地
上
部
鉄
骨
構
造

廃
液
タ
ン
ク

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
ほ
か

PS
-2

,3
B

昭
和
4
9
年
3
月

×
×

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

一
部
鉄
骨
構
造

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
ほ
か

M
S-

2
A

s
昭
和
5
3
年
1
1
月

×
×

第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

一
部
鉄
骨
構
造

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
ほ
か

M
S-

2
A

s
平
成
3
年
9
月

×
×

廃
棄
物
処
理
建
家

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

廃
液
タ
ン
ク

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
ほ
か

PS
-2

,3
B

平
成
6
年
3
月

×
×

常
陽
変
電
所

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

一
般
系
受
電
設
備

PS
-3

C
平
成
1
4
年
7
月

×
×

更
新
履
歴

有
無

経
年
劣
化
調
査

建
物
名

構
造

主
要
な
設
置
設
備

施
工
年
月

重
要
度
分
類
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資料 3.5－1 

 

「常陽」における主要な設備、機器の点検結果 

 

1. 概 要 

「常陽」では、高速実験炉「常陽」設置者自主検査長期計画書に基づき、設備の

点検を実施するとともに、その経年劣化状況に応じて機器等の更新を計画的に行っ

てきた。 

以下に、「常陽」における主要な設備、機器の点検結果の概要を示す。なお、2.

項から 9.項に記述した設備、機器の点検結果の概要については、本文に記載したた

め、本資料では、10.項のその他の設備の点検結果の概要のみを記載した。 

 

2. 電源設備の点検結果 

表 2－1にディーゼル発電設備の点検結果を示す。 

表 2－2に電源設備（交流無停電電源設備）の点検結果を示す。 

表 2－3に電源設備（直流無停電電源設備）の点検結果を示す。 

表 2－4に電源設備（交流・直流無停電電源設備蓄電池）の点検結果を示す。 

 

3. 回転機器駆動用電動機 

表 3－1に１次主循環ポンプの点検結果を示す。 

表 3－2に２次主循環ポンプの点検結果を示す。 

表 3－3に主送風機の点検結果を示す。 

表 3－4にフレオン冷凍機の点検結果を示す。 

 

4. 原子炉制御設備 

表 4－1に制御棒駆動機構の点検結果を示す。 

表 4－2に原子炉制御設備（制御設備）の点検結果を示す。 
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5. 核計装設備 

表 5－1に核計装設備の点検結果を示す。 

 

6. プロセス計装設備 

表 6－1に１次冷却系計装設備の点検結果を示す。 

表 6－2に２次冷却系計装設備の点検結果を示す。 

表 6－3に燃料集合体出口温度計装設備の点検結果を示す。 

 

7. その他の計装 

表 7－1に FFD－CG法設備（コンプレッサ、弁、配管）の点検結果を示す。 

表 7－2に FFD－CG法設備（プレシピテータ本体）の点検結果を示す。 

表 7－3に FFD－CG法設備（計装品）の点検結果を示す。 

表 7－4に FFD－DN法設備の点検結果を示す。 

表 7－5に格納容器雰囲気調整系プロセス計装設備の点検結果を示す。 

表 7－6 に格納容器雰囲気調整系（アニュラス部排気系計装品）の点検結果を示

す。 

表 7－7 に格納容器雰囲気調整系（コンクリート遮へい体冷却系計装品）の点検

結果を示す。 

表 7－8に放射線管理設備の点検結果を示す。 

 

8. 補機冷却系統設備 

表 8－1に補機冷却系統設備（ポンプ関連）の点検結果を示す。 

表 8－2に補機冷却系統設備（冷却塔関連）の点検結果を示す。 

表 8－3に補機冷却系統設備（配管・弁・水槽関連）の点検結果を示す。 

表 8－4に補機冷却系統設備（制御盤・計装関連）の点検結果を示す。 

 

9. 格納容器雰囲気調整系（窒素ガス冷却器） 

表 9－1に格納容器雰囲気調整系の冷却器の点検結果を示す。 
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表 9－2 に格納容器雰囲気調整系（コンクリート遮蔽体冷却系）の窒素ガス冷却

器の点検結果を示す。 

 

10. その他の設備 

10.1 １次主冷却系 

１次主循環ポンプ本体の点検は、表 3－1 に示したとおり、第 3 回施設定期検

査で B号機、第 4回施設定期検査で A号機の分解点検を実施している。これは、

１次主循環ポンプインナーアセンブリとアウターケーシングとの間隙に、カバー

ガス循環流により発生する周方向温度差を低減し、熱応力による変形を防止する

ことを目的として対流防止板の取り付けを実施するため、主循環ポンプ本体を分

解する必要が生じたため、合わせて本体の分解点検を実施したものである。分解

点検の結果、ナトリウム静圧軸受の回転側と固定側に摺動痕が存在していたが、

これは対流防止板がなかったことによる軸の熱変形によるものであり、対流防止

板の取り付けで軸の熱変形を防止することで解決することができた。 

１次主循環ポンプは、対流防止板の取り付けによってナトリウム静圧軸受の摺

動による磨耗の問題を解決できたため、第 4回施設定期検査以降の分解点検は必

要なくなり、メンテナンスフリーを確立することができた。 

表 10.1－1にポニーモータ、１次主循環ポンプ電動機補機類の点検結果を示す。 

ポニーモータの点検は、ポニーモータが１次主循環ポンプ電動機の上部に据付

けられていることから、１次主循環ポンプ電動機と同様に、製作工場に持ち帰り

外観点検、固定子点検、電機子点検を実施している。この結果、整流子の振れ修

正が何度か行われているが、大きな問題等の発生はなかった。なお、第 13 回施

設定期検査の中で実施した MK－Ⅲ冷却系改造工事において、予防保全の観点か

ら、１次主循環ポンプ速度制御系を改造することに合わせて、ポニーモータも同

一仕様のものに更新した。 

電動機補機類の点検は、回転数計であるパイロット発電機、冷却ブロワを実施

している。この結果、特に問題等の発生はなかった。なお、第 13 回施設定期検

査の中で実施した MK－Ⅲ冷却系改造工事において、回転数計はパイロット発電
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機よりも精度の高い電磁ピックアップ方式に変更し、冷却ファンは同一仕様のも

のに更新した。 

表 10.1－2に１次主循環ポンプ速度制御装置の点検結果を示す。 

１次主循環ポンプの流量制御は、静止型セルビウス制御による連続制御であり、

１次主循環ポンプ速度制御装置の点検は、速度制御装置を構成する制御盤、サイ

リスタインバータ（SCR）、シリコン整流器（SR）盤、変圧器盤、リアクトル盤、

高圧盤を実施している。この結果、トランス、リアクトル、変圧器冷却用ファン

のベアリング交換、ヒューズ、コンデンサ、抵抗器などの電気部品の定期的な交

換を実施しており、特に問題等の発生はなかった。なお、第 13 回施設定期検査

の中で実施した MK－Ⅲ冷却系改造工事において、原子炉スクラム時における熱

過渡緩和対策として、１次主循環ポンプにランバック制御を導入すること、速度

制御系の予防保全の観点から更新を行った。 

表 10.1－3に１次主循環ポンプメカニカルシールの分解点検結果を示す。 

１次主循環ポンプメカニカルシールの分解点検は、部品寸法検査、摺動面検査、

ベアリング検査、耐圧漏洩検査などを実施している。この結果、各種 O リング、

ボルト、ナット、ベアリング、フローティングシート等について交換を実施して

おり、シールリングの摺動面に若干の面荒れなどが見られた以外は特に問題等の

発生はなかった。しかし、第 7回施設定期検査で２次主循環ポンプメカニカルシ

ールのシールリングで施設定期検査毎に見られていた欠け、割れの対策として実

施した含浸カーボン製から無含浸カーボン製への変更が効果的であったことを受

けて、１次主循環ポンプメカニカルシールのシールリングへもこの結果を反映し

て無含浸カーボン製に変更している。なお、第 12 回施設定期検査時には、O リ

ング交換のため、スリーブを取り外そうとしたが取り外れず、スリーブを切除し

て取り外した経験がある。 

 

10.2 １次補助冷却系 

表 10.2－1に１次補助電磁ポンプの点検結果を示す。 

１次補助電磁ポンプの点検は、電磁ポンプ本体の外観検査、作動検査、絶縁抵
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抗測定、制御装置の誘導電圧調整部である IVR盤、コンデンサ盤、リアクトル盤

の点検を実施している。この結果、第 10 回施設定期検査頃から誘導電圧調整器

においてコントロールモータ用ピニオンギヤ、電磁接触器用接触子などの部品や

絶縁油、グリースの交換が必要になってきたが、これら以外に特に問題となるよ

うなことはなかった。 

 

10.3 オーバフロー系 

表 10.3－1にオーバフロー電磁ポンプの点検結果を示す。 

オーバフロー電磁ポンプの点検は、電磁ポンプ本体の外観検査、作動検査、絶

縁抵抗測定、制御装置の流量制御回路、電圧調整回路及び誘導電圧調整部である

IVR 盤、コンデンサ盤、リアクトル盤の点検を実施している。この結果、1 次補

助電磁ポンプと同様に、誘導電圧調整器においてコントロールモータ用ピニオン

ギヤ、電磁接触器用接触子などの部品や絶縁油、グリースの交換が必要になって

きているが、その運転時間が 1次補助電磁ポンプと異なり、基本的にナトリウム

充填中は連続運転となるため、第 5回施設定期検査頃から部品交換が必要になっ

ており、更に、電圧調整回路の部品等も交換が必要になってきた。なお、第 12

回施設定期検査後には、系統昇温中に流量が不安定になる事象も発生しているこ

とから、電圧調整回路の部品の更新を今後行っていく必要があると考えられる。

オーバフロー電磁ポンプの本体ダクト部については、1 次冷却系に設置されてい

る 3台の電磁ポンプのうち、最も放射線照射量が大きくなる位置に設置されてい

ることから、代表としてダクト部の非破壊検査、励磁コイル部の外観検査、抵抗

値測定、絶縁抵抗測定などを実施した結果、異常な変形、割れ等のないことを確

認した。 

 

10.4 １次ナトリウム純化系 

表 10.4－1に１次ナトリウム純化電磁ポンプの点検結果を示す。 

１次ナトリウム純化電磁ポンプの点検は、オーバフロー電磁ポンプの点検と同

様の点検を実施しており、その結果についても基本的な構成が同一であることか
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ら、同様な傾向である。 

 

10.5 ２次主冷却系 

２次主循環ポンプ本体は、ナトリウム軸受部がメンテナンスフリーであるため、

表 3－2に示したとおり、電動機点検時に取り外したカップリング部の点検とし

てガスケット、シールリング等の交換を実施している。 

表 10.5－1に２次主循環ポンプ速度制御装置の点検結果を示す。 

２次主循環ポンプの流量制御は、抵抗を切り替えることによる段階的な流量制

御であり、２次主循環ポンプ速度制御装置の点検は、グリッド抵抗器、カム型制

御器を実施している。この結果、第 3回施設定期検査では、塩害による絶縁抵抗

不良によって、タップ 1回転数が正常値約 400rpmに対して約 600rpmになる事

象が発生したため、グリッド抵抗器を交換している。また、消耗品である抵抗器

冷却ファン、コントロールモータの軸受については、運転時間等を考慮して定期

的に交換している。第 8回施設定期検査では、塩害により絶縁抵抗が天候によっ

て大きく左右されるようになり、グリッド抵抗器の絶縁支持棒の錆も発生してき

ており、更新の必要が指摘されてきた。なお、第 13 回施設定期検査の中で実施

したMK－Ⅲ冷却系改造工事において、流量増加に伴う駆動電動機の交換のため、

速度制御装置も同時に更新を行った。 

表 10.5－2に２次主循環ポンプメカニカルシールの点検結果を示す。 

２次主循環ポンプメカニカルシール分解点検は、外観点検、摺動面高さ測定、

スリーブ内径測定、荷重測定、気密試験を実施している。メカニカルシールは、

第１回からシール部の摺動面に欠けが発生するため、施設定期検査毎に部品の交

換を実施していた。そのため、第 4回施設定期検査においてシールリングを含浸

カーボン製から無含浸カーボン製に変更した結果、シール部摺動面における欠け

や割れが抑制された。第 6回施設定期検査においては、下部側シール部となるフ

ローティングシートにシールリングとの過密着による潤滑油不足と考えられるサ

ーマルクラックが確認され、部品を交換した。その後は、メカニカルシールの分

解点検を 1回／定検から 1回／2定検に変更した。なお、第 13回施設定期検査で
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は、平成 11年 11月 25日に関西電力大飯発電所 1号機で発生した B-内部スプレ

イポンプメカニカルシールからの漏えい事象を受けて、MK－Ⅲにおける 2次主循

環ポンプの定格回転数におけるメカニカルシールベローズの固有振動数がポンプ

の NZ成分の振動数に近づき共振する可能性が判ったことから、予定していなか

ったメカニカルシールの分解点検を実施し、ベローズをMK－Ⅲ定格回転数にお

ける NZ成分振動数より高くするため、ベローズばね定数を増加させたものに交

換した。 

主送風機の点検は、表 3－3に示したとおり、主送風機本体の分解点検、軸受点

検、主送風機電動機の現地で行う簡易点検と製作工場に持ち帰って行う詳細点検

を実施しており、現地では軸受点検、固定子点検、回転子点検、スリップリング

点検などを実施している。主送風機本体は、施設定期検査毎にケーシング、イン

ペラ等の発錆部分のケレン、塗装を実施している。また、軸受点検では、第 2回

施設定期検査で軸受軌道面に傷が見られたこと、グリースも変色していたことを

考慮して、これ以降軸受点検、グリースの交換も施設定期検査毎に実施するよう

にした。なお、第 13回施設定期検査の中で実施したMK－Ⅲ冷却系改造工事にお

いて、仕様変更された主送風機に更新した。 

表 10.5－3に主送風機インレットベーン・主冷却器出入口ダンパの点検結果を

示す。 

主送風機インレットベーン、主冷却器出入口ダンパの点検は、第 1回施設定期

検査からインレットベーンを構成する部品の錆によって動きが悪くなっていた。

また、昭和 55年度、昭和 56年度の原子炉運転中においては、それぞれ開度約 40％、

約 20％において錆による動作不良が発生したため、さび対策として昭和 57年度

にインレットベーン羽根、ベーン軸等の材質を炭素鋼からステンレス鋼に変更す

ると共に、軸受を含油軸受に変更した。その後、第 5回施設定期検査では、材質

変更等が適切であったことが確認され、その後は施設定期検査毎に整備を行うこ

とで、動作不良は発生しなくなったが、一部第 11回施設定期検査ではインレット

ベーンのコントロールリングにクロームメッキの剥離が観察された。なお、第 13

回施設定期検査の中で実施したMK－Ⅲ冷却系改造工事において、仕様変更され
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た主送風機インレットベーン・主冷却器出入口ダンパに更新した。 

表 10.5－4に２次主冷却系温度計ウェルの点検結果を示す。 

２次主冷却系温度計ウェルの点検は、「もんじゅ」２次系ナトリウム漏洩事故が

温度計ウェルの破損によるものであったことを受けて、第 11回施設定期検査から

開始されたものであるが、第 11回及び第 12回と温度計ウェル内部をファイバー

スコープで確認する外観検査と系統内圧による漏洩検査を実施し、問題ないこと

を確認した。なお、第 13回施設定期検査中に実施したMK－Ⅲ冷却系改造工事に

おいては、MK－Ⅲにおいて流量が 1260m3/hから 1348m3/hに増加すること、MK

－Ⅱ流量である 1260m3/hでも温度計ウェルの無次元流速が 1.0を超えていたこと

を考慮して、すべて無次元流速 1.0を十分満足する温度計ウェルに交換した。よっ

て、次回の第 14回施設定期検査からは、温度計ウェルの点検を点検対象から除外

することとした。 

 

10.6 ２次補助冷却系 

表 10.6－1に２次補助電磁ポンプの点検結果を示す。 

２次補助電磁ポンプの点検は、電磁ポンプ本体の外観検査、絶縁抵抗測定、IVR

の外観検査、絶縁抵抗測定、作動検査、冷却ファンを実施している。第 5回施設

定期検査では、電磁ポンプ本体の固定子コイル及びスペースヒータの一部の絶縁

抵抗が吸湿によって基準値である 1MΩ以下となり、予熱を実施することで改善

する事象が発生した。よって、根本的な改善を図るため、第 6回施設定期検査で

は、固定子コイルの絶縁改善対策として温水洗浄、乾燥、ワニス処理を実施した。

また、点検終了後の予熱再開後には、再度絶縁抵抗測定を実施し、問題ないこと

を確認することにした。 

 

10.7 ２次ナトリウム純化系 

表 10.7－1に２次ナトリウム純化電磁ポンプの点検結果を示す。 

２次ナトリウム純化電磁ポンプは、電磁ポンプ本体及び冷却ファンの外観検査、

絶縁抵抗測定、IVR の外観検査、絶縁抵抗測定、作動検査を実施している。IVR
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において一部部品の交換等を実施しているものの、特に問題となるような事象は

なかった。 

 

10.8 １次及び２次冷却系配管支持装置 

表 10.8－1に１次及び２次冷却系配管支持装置の点検結果を示す。 

１次及び２次冷却系配管支持装置の点検は、コンスタントハンガ、スプリング

ハンガ、ばね防振器、油圧防振器、メカニカル防振器等の外観点検、油圧防振器

の油量、油漏れ等を実施している。このうち、1次系については、「常陽」におけ

る供用期間中検査として行うことになっており、当初、100％／10年で行うこと

を計画していたが、油圧防振器の制御油、シール材（Oリング）等の有機材の放

射線劣化によるシール部からの油漏れがあり、施設定期検査毎に検査を実施する

計画に変更している。その後、耐放射線性に優れた固体グリースを摺動部の潤滑

材に使用したメカニカル防振器が開発され、油圧防振器は、すべてメカニカル防

振器に更新している。交換後の第 4回施設定期検査においては、一部メカニカル

防振器の固体グリースに不具合があり、グリースの交換を実施したが、その後問

題は発生していない。 

 

10.9 計測制御系 

表 10.9－1に原子炉保護系（地震計）の点検結果を示す。 

原子炉保護系（地震計）の点検は、点検校正検査、外観検査を実施している。

点検校正検査では、スクラム設定値である 150gal で動作することを確認すると

共に、バッテリーの電圧及び電流の確認を実施している。また、定期的にバッテ

リーであるアルカリ乾電池の交換、乾燥剤であるシリカゲルの交換を実施してい

る。第 9回施設定期検査頃から部品の不具合が発生し始めたため、当該部品の交

換で対応していたが、第 11回施設定期検査で構成部品一式を交換した。 

 

10.10 ライナー、ナトリウム受け樋 

表 10.10－1にライナー、ナトリウム受け樋等の点検結果を示す。 
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ライナー、ナトリウム受け樋等の点検は、温度計ウェルと同様に「もんじゅ」

２次系ナトリウム漏洩事故を受けて第 11 回施設定期検査から開始されたもので

ある。第 11 回施設定期検査からの結果は、ナトリウム漏えいの痕跡がないこと

を確認すると共に、機能上有害な損傷、脱落等のないことを確認した。 

 

10.11 廃棄物処理系 

表 10.11－1に廃ガス圧縮機の分解点検結果を示す。 

廃ガス圧縮機は、原子炉運転に関係なく年間を通じて、常用機である A号機と

B号機で定例切替を行いながら、連続運転される機器である。したがって、その

分解点検は、運転時間で消耗するサクションバルブ、デリバリバルブなどを交換

するため、施設定期検査期間に関係なく、原子炉停止期間中に点検が行われてい

る。分解点検では、サクションバルブ、デリバリバルブ、シリンダー、ピストン

等の圧縮機構成部品の外観点検、寸法測定を実施している。最も消耗の激しいサ

クションバルブ、デリバリバルブ、オイルシール、潤滑油等については、施設定

期検査毎に交換を実施している。ピストンリング、グランドパッキンについては、

次回点検時期までの期間の問題もあるが、約 2年～4年の間で交換を実施してい

る。クランクピンについては、約 9年使用しており、同時に軸受も交換を行って

いる。プーリーについては、約 14年使用しており、同時に Vベルトの交換を行

っている。駆動用電動機については、約 21年使用して更新を行っている。 

表 10.11－2に廃ガスタンクの点検結果を示す。 

廃ガスタンクの点検は、廃ガス圧縮機の試運転と同時に貯留能力確認検査を実

施している。検査圧力は、通常使用圧力である 0.88MPa（9kg/cm2g）で行って

おり、いずれも貯留能力に問題ないことを確認している。また、第 12回施設定

期検査では、廃ガスタンクの肉厚測定を製作、据付後初めて実施し、設計におけ

る計算上の必要厚さ 16.92mmに対して、タンクA：18.8～18.9mm、タンクB：

18.9～19.0mm、タンクC：18.8～19.0mmであり、満足していることを確認した。

なお、廃ガスタンクの公称肉厚は 19.0mmであり、測定箇所が同一でないものの

廃ガスタンク製作時における肉厚は、タンクA：18.6～20.1mm、タンクB：18.5
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～20.1mm、タンクC：18.6～20.0mmであり、初期値の範囲内にあった。 

表 10.11－3に廃液タンクの点検結果を示す。 

「常陽」における廃液タンクは、原子炉附属建家に 3基、廃棄物処理建家の 13

基、メンテナンス建家に 2基、第一使用済燃料貯蔵建家に 2基、第二使用済燃料

貯蔵建家に 2基の合計 22基設置されている。廃液タンクの点検は、第１回施設

定期検査から第 10回施設定期検査までは廃液タンク内に脱塩水を貯蔵能力上面

まで張り、30分以上保持して、廃液タンク及び接続配管からの漏えいがないこと

を確認する貯蔵能力確認検査を実施している。また、廃液タンクの外観検査を行

い、表面に著しい汚損、変形、発錆がないことを確認している。第 11回施設定

期検査からは、検査のために貯蔵した脱塩水がすべて廃液になることから、第 10

回まで実施していた廃液タンク内に脱塩水を貯蔵能力上面まで張ることを中止し、

廃液タンクの外観検査を行うことで貯蔵能力確認検査とすることにした。 

表 10.11－4にアルコール廃液タンクの点検結果を示す。 

「常陽」におけるアルコール廃液タンクは、原子炉附属建家に 1基設置されて

いる。アルコール廃液タンクの点検は、第 8回施設定期検査から開始され、第 8

回ではアルコール廃液タンク内のアルコールを一旦抜き取り、タンク内に脱塩水

を貯蔵能力上面まで張り、30分以上保持して、アルコール廃液タンク及び接続配

管からの漏えいがないことを確認する貯蔵能力確認検査を実施している。また、

アルコール廃液タンクの外観検査を行い、表面に著しい汚損、変形、発錆がない

ことを確認している。第 9回施設定期検査からは、検査のために貯蔵した脱塩水

がすべて廃液になることから、脱塩水を貯蔵能力上面まで張ることを中止し、廃

液タンクの外観検査を行うことで貯蔵能力確認検査とすることにした。 

 

10.12 原子炉格納容器 

表 10.12－1に原子炉格納容器局部漏洩率試験（B種試験）の試験結果を示す。

表 10.12－2に原子炉格納容器局部漏洩率試験（C種試験）の試験結果を示す。 

原子炉格納容器局部漏洩率試験は、原子炉格納容器貫通部である B種試験、原

子炉格納容器隔離弁である C種試験があり、許容漏洩率は C種試験合計が 0.57％
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／day以下、B種＋C種試験合計が 1.14％／day以下となっており、第 1回施設

定期検査から第 13 回施設定期検査までいずれの局部漏洩率試験とも許容値を十

分満足していた。 

表 10.12－3に原子炉格納容器（隔離弁）の点検結果を示す。 

原子炉格納容器（隔離弁）の点検は、手動アイソレーション信号により、各隔

離弁が閉鎖することを隔離弁状態表示窓及び現場で確認するものである。第 2回

施設定期検査において、窒素ガス供給系統設備の内側隔離弁（空気作動弁）であ

る V74-6の空気供給用電磁弁の作動不良により閉とならなかったため、電磁弁の

交換を実施して再度検査を行い、良好に動作することを確認した。 

表 10.12－4に原子炉格納容器（常用エアロック）の点検結果を示す。表 10.12

－5に原子炉格納容器（非常用エアロック）の点検結果を示す。 

所員用エアロックは、通常原子炉格納容器内に入域するために用いられる出入

口であり、この点検は、施設定期検査毎に外観検査、作動検査、電気試験を実施

している。また、原子炉格納容器の貫通部になるため、上記で示した B種試験を

実施している。所員用エアロックは、その開閉回数も多く、また、駆動機構部も

多いことから、駆動機構の部品磨耗による交換、消耗品である有機系材料である

Oリング、パッキン類の交換を実施している。 

非常用エアロックは、所員用エアロックに対してほとんど開閉することがない

ことから、消耗品である有機系材料である Oリング、パッキン類の交換を中心に

実施している。 

 

10.13 格納容器雰囲気調整系 

表 10.13－1 に格納容器雰囲気調整系（床上雰囲気給気ファン）の点検結果を

示す。表 10.13－2 に格納容器雰囲気調整系（床上雰囲気排気ファン）の点検結

果を示す。 

床上雰囲気給排気ファンの点検は、定期的に分解を実施し、外観検査、寸法測

定、電動機の絶縁抵抗測定、巻線抵抗測定を実施している。分解時には、ファン

及び電動機の軸受交換を実施していると共に、V ベルトの点検も実施し、亀裂、
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損傷等がある場合はVベルトの交換も実施している。第 10回施設定期検査では、

製造から約 20年が経過した電動機の交換を実施している。 

表 10.13－3 に格納容器雰囲気調整系（アニュラス排気ファン）の点検結果を

示す。 

アニュラス排気ファンの点検は、床上雰囲気給排気ファンと同様に定期的に分

解を実施し、外観検査、寸法測定、電動機の絶縁抵抗測定を実施している。分解

時には、ファン及び電動機の軸受交換を実施していると共に、V ベルトの点検も

実施し、亀裂、損傷等がある場合は Vベルトの交換も実施している。第 10 回施

設定期検査では、製造から約 20年が経過した電動機の交換を実施している。 

表 10.13－4 に格納容器雰囲気調整系（窒素雰囲気再循環ファン）の点検結果

を示す。表 10.13－5 に格納容器雰囲気調整系（回転プラグブースタファン）の

点検結果を示す。表 10.13－6 格納容器雰囲気調整系（機器冷却ファン）の点検

結果を示す。 

窒素雰囲気再循環ファンの点検は、定期的に分解を実施し、外観検査、寸法測

定、電動機の絶縁抵抗測定を実施している。分解時には、ファン及び電動機の軸

受交換を実施していると共に、V ベルトの点検も実施し、亀裂、損傷等がある場

合は Vベルトの交換も実施している。 

回転プラグブースタファンの点検は、窒素雰囲気再循環ファンと同様の点検を

実施している。第 10回施設定期検査では、製造から約 20年が経過した電動機の

交換を実施していると共に、同時にファン本体も交換を実施している。 

機器冷却ファンは、定期的に分解を実施し、外観検査、寸法測定、電動機の絶

縁抵抗測定、巻線抵抗測定を実施している。分解時には、ファン及び電動機の軸

受、オイルシール交換を実施していると共に、V ベルトの点検も実施し、亀裂、

損傷等がある場合はVベルトの交換も実施している。第 10回施設定期検査では、

製造から約 20年が経過した電動機の交換を実施している。 

表 10.13－7 に格納容器雰囲気調整系（コンクリート遮蔽冷却系窒素ガスブロ

ワ）の点検結果を示す。表 10.13－8 に格納容器雰囲気調整系（ペデスタルブー

スタブロワ）の点検結果を示す。 
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コンクリート遮蔽冷却系窒素ガスブロワの点検は、1 回／2 定検毎に分解点検

により、外観検査、寸法測定、電動機の絶縁抵抗測定を実施していると共に、グ

リース自動給油装置の点検を実施している。分解時には、軸受、継手用ブッシュ、

軸シール部パッキンを交換している。 

ペデスタルブースタブロワの点検は、コンクリート遮蔽冷却系窒素ガスブロワ

と同様に 1 回／2 定検毎に分解点検により、外観検査、寸法測定、電動機の絶縁

抵抗測定を実施していると共に、グリース自動給油装置の点検を実施している。

また、分解時には、軸受、継手用ブッシュ、軸シール部パッキンを交換している。 

表 10.13－9 に格納容器雰囲気調整系（フレオン冷媒系冷媒ポンプ）の点検結

果を示す。 

フレオン冷媒系冷媒ポンプは、1 回／定検毎に分解点検を実施しており、外観

検査、漏洩検査、絶縁抵抗検査、巻線抵抗検査を実施していると共に、消耗品で

あるカーボンメタル、スリーブ、スラストカラーを交換している。 

表 10.13－10に格納容器雰囲気調整系（非常用ガス処理装置）の点検結果を示

す。 

非常用ガス処理装置は、1 回／定検毎に外観検査、開放検査、作動検査、捕集

効率試験を実施している。捕集効率試験については、放射性無機よう素に対して

98.0％以上、放射性有機よう素に対して 92.0％以上が要求されており、満足して

いることを確認している。しかし、第 10回施設定期検査と第 13回施設定期検査

時には、施設定期検査毎に取出すサンプルがなくなることから、チャコールフィ

ルタ自体を交換し、同時にサンプルを装荷している。 

 

10.14 燃料取扱設備 

表 10.14－1に燃料取扱設備（回転プラグ）の点検結果を示す。 

回転プラグは、１回／5 定検毎に駆動系、油圧系の分解点検を実施している。

第 2回施設定期検査ではバックアップシール、第 5回施設定期検査ではバックア

ップシールと駆動系電磁ブレーキ、第 10 回施設定期検査では油圧系パイロット

弁、アキュームレータの交換を実施した。第 5回施設定期検査では、大回転プラ
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グ、小回転プラグでフリーズシール酸化粉を回収し、これを補完するため、大回

転プラグ、小回転プラグにメタルを補充した。 

表 10.14－2に燃料取扱設備（燃料交換機）の点検結果を示す。 

燃料交換機は、グリッパ駆動装置、ドアバルブ、交換機孔ドアバルブについて

外観検査、分解検査、漏洩検査、作動検査を実施している。点検時には、Oリン

グ等の消耗品の交換を実施し、シール機能の維持を図っている。 

表 10.14－3に燃料取扱設備（燃料出入設備）の点検結果を示す。 

燃料出入設備は、ドアバルブについて外観検査、分解検査、漏洩検査、作動検

査を実施している。点検時には、Oリング等の消耗品の交換を実施し、シール機

能の維持を図っている。 

表 10.14－4 に燃料取扱設備（燃料取扱用キャスクカー設備）の点検結果を示

す。 

燃料取扱用キャスクカー設備は、ドアバルブについて外観検査、分解検査、漏

洩検査、作動検査、アルゴンガス循環ブロワについて外観検査、分解検査、漏洩

検査、絶縁抵抗検査、作動検査を実施している。点検時には、Oリング等の消耗

品の交換を実施し、シール機能の維持を図っている。 
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試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
５
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
２
０
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
）
】

　
１
号
機
：
Ｒ
２
＋
0
.0
6
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
２
＋
0
.0
4
5
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｒ
４
＋
0
.0
8
5
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.0
5
5
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
、

主
軸
受
、
補
機
駆
動
装
置
、
調
速
器
、
操
縦
装
置
、
過
給

機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
６
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
３
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｒ
３
＋
0
.0
6
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.1
0
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｒ
２
＋
0
.1
5
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
２
＋
0
.1
6
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
、

主
軸
受
、
補
機
駆
動
装
置
、
調
速
器
、
操
縦
装
置
、
過
給

機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
６
５
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
８
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
４
２
Ｍ
Ω
、
回
転
子
２
．
２
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｒ
４
＋
0
.1
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
４
＋
0
.0
9
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｒ
３
＋
0
.0
4
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
１
＋
0
.0
5
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
３
＋
0
.0
8
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
４
＋
0
.0
6
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
、

主
軸
受
、
補
機
駆
動
装
置
、
調
速
器
、
操
縦
装
置
、
過
給

機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
６
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｒ
３
＋
0
.0
9
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.1
0
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｒ
５
＋
0
.0
6
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
５
＋
0
.0
6
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
空
気
系
統
、
シ

リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
、
主
軸
受
、
調
速

器
、
操
縦
装
置
、
過
給
機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
３
５
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
２
５
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
１
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
４
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
５
＋
0
.0
4
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
５
＋
0
.0
5
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｒ
４
＋
0
.0
9
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
６
＋
0
.0
9
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
６
＋
0
.0
8
m
m
(M
ax
)

交
換
部
品

燃
料
ポ
ン
プ
吐
出
弁

空
気
系
統
減
圧
ユ
ニ
ッ
ト
用
安
全
弁

空
気
槽
出
口
Ｙ
型
ス
ト
レ
ー
ナ

燃
料
ポ
ン
プ
吐
出
弁

励
磁
電
流
計
の
交
換

空
気
槽
逆
止
弁
（
一
次
、
二
次
）

燃
料
ポ
ン
プ
吐
出
弁

燃
料
第
二
こ
し
器
（
２
号
機
）

Ａ
Ｖ
Ｒ
プ
リ
ン
ト
基
板
の
交
換

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

　
過
電
流
用
の
補
助
継
電
器
に
接
点
不
良
が
発
生
し
た
た

め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
）

　
周
波
数
計
の
誤
差
が
大
き
い
た
め
交
換
し
た
。
（
２
号
機
）

　
発
電
機
巻
線
温
度
の
切
替
え
ス
イ
ッ
チ
に
接
触
不
良
が
発

生
し
た
た
め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
、
２
号
機
）

　
発
電
機
出
力
電
圧
設
定
抵
抗
駆
動
モ
ー
タ
ブ
レ
ー
キ
部

に
動
作
不
良
が
発
生
し
た
た
め
交
換
し
た
。
（
２
号
機
）

　
Ａ
Ｖ
Ｒ
装
置
の
Ｖ
相
に
不
良
が
確
認
さ
れ
た
た
め
交
換
し

た
。
（
１
号
機
）

　
故
障
表
示
に
不
良
が
確
認
さ
れ
た
た
め
交
換
し
た
。
（
２
号

機
）

　
ブ
ラ
シ
当
た
り
不
良
が
発
生
し
て
い
た
た
め
ブ
ラ
シ
の
磨
り

合
わ
せ
を
行
っ
た
。
（
１
号
機
、
２
号
機
）

　
過
給
器
フ
ィ
ル
タ
が
破
損
し
て
い
た
た
め
交
換
し
た
。
（
１
号

機
）
　
過
電
流
継
電
器
の
動
作
に
不
良
が
あ
る
た
め
交
換
し
た
。

（
２
号
機
）

　
発
電
機
反
直
結
側
の
軸
方
向
の
振
動
値
が
上
昇
し
て
い

た
た
め
メ
タ
ル
部
分
に
ラ
イ
ナ
を
入
れ
レ
ベ
ル
調
整
を
行
っ

た
。
（
２
号
機
）

　
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
Ｒ
５
吸
気
弁
案
内
２
本
嵌
め
合
い
が
緩

か
っ
た
た
め
交
換
し
た
。
（
２
号
機
）

　
起
動
渋
滞
用
の
継
電
器
に
コ
イ
ル
断
線
が
確
認
さ
れ
た
た

め
交
換
し
た
。
（
２
号
機
）

　
冷
却
水
電
動
弁
用
の
電
磁
接
触
器
に
接
触
不
良
が
確
認

さ
れ
た
た
め
交
換
し
た
。
（
２
号
機
）

　
負
荷
遮
断
時
に
過
電
流
継
電
器
が
作
動
し
た
た
め
設
定

値
を
１
１
０
％
か
ら
１
１
５
％
に
変
更
し
た
。
（
１
号
機
、
２
号
機
）

　
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
Ｒ
２
吸
気
弁
案
内
の
嵌
め
合
い
が
緩
か
っ

た
た
め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
）

　
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
Ｌ
４
，
Ｒ
６
の
吸
排
気
弁
の
嵌
め
合
い
が
緩

か
っ
た
た
め
交
換
し
た
。
（
２
号
機
）

　
冷
却
水
槽
水
位
低
の
検
出
器
に
接
触
不
良
が
確
認
さ
れ

た
た
め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
）

次
回
反
映
事
項

励
磁
電
流
計
の
交
換

特
に
な
し

Ａ
Ｖ
Ｒ
プ
リ
ン
ト
基
板
の
交
換

特
に
な
し

冷
却
水
電
動
弁
の
シ
ー
ト
部
の
整
備

初
期
注
油
ポ
ン
プ
の
圧
縮
空
気
用
電
磁
弁
の
交
換

資料3.5－1（表）
1
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表
2－

1（
2／

3）
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
、

主
軸
受
、
補
機
駆
動
装
置
、
調
速
器
、
操
縦
装
置
、
過
給

機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
冷
却
水
電
動
弁

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
１
２
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
６
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
３
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.0
4
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.0
5
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
６
＋
0
.0
6
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
１
＋
0
.0
5
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
３
＋
0
.0
4
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.0
3
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.0
8
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.1
2
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
１
＋
0
.0
7
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
３
＋
0
.0
8
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
５
＋
0
.0
7
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
、

主
軸
受
、
補
機
駆
動
装
置
、
調
速
器
、
操
縦
装
置
、
過
給

機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良
（
発
電
機
絶
縁
処
理
前
）

　
（
１
号
機
：
固
定
子
１
５
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
７
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
１
１
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良
（
発
電
機
絶
縁
処
理
後
）

　
（
１
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
２
８
０
Ｍ
Ω
）

【
発
電
機
絶
縁
処
理
】

　
１
号
機
絶
縁
処
理
（
洗
浄
→
熱
風
乾
燥
→
樹
脂
塗
布
→
熱

風
乾
燥
)

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
２
＋
0
.0
6
5
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.0
6
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
４
＋
0
.0
8
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
６
＋
0
.0
6
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
２
＋
0
.0
7
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
３
＋
0
.0
7
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
４
＋
0
.0
7
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.0
5
0
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.1
1
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
２
＋
0
.1
4
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
３
＋
0
.1
7
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
４
＋
0
.1
1
5
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
２
＋
0
.0
8
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.0
8
5
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
（
№
１
，
３
，
５
）
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ

ン
ダ
ラ
イ
ナ
（
№
１
）
、
主
軸
受
、
補
機
駆
動
装
置
、
調
速
器
、

操
縦
装
置
、
過
給
機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良
（
発
電
機
絶
縁
処
理
前
）

　
（
１
号
機
：
固
定
子
１
３
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
Ｍ
Ω
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良
（
発
電
機
絶
縁
処
理
後
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
Ｍ
Ω
）

【
発
電
機
絶
縁
処
理
】

　
２
号
機
絶
縁
処
理
（
洗
浄
→
熱
風
乾
燥
→
樹
脂
塗
布
→
熱

風
乾
燥
)

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.0
6
5
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.0
8
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
５
＋
0
.0
9
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
１
＋
0
.0
7
5
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
３
＋
0
.0
7
5
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
５
＋
0
.0
8
0
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.1
1
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.1
8
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
５
＋
0
.0
9
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
１
＋
0
.0
9
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
３
＋
0
.1
0
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
５
＋
0
.0
8
0
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
（
№
２
，
４
，
６
）
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ

ン
ダ
ラ
イ
ナ
（
№
２
）
、
主
軸
受
、
補
機
駆
動
装
置
、
調
速
器
、

操
縦
装
置
、
過
給
機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
１
６
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
（
№
１
，
３
，
５
）
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ

ン
ダ
ラ
イ
ナ
（
№
３
）
、
主
軸
受
、
操
縦
装
置
、
過
給
機
、
燃
料

移
送
ポ
ン
プ
、
潤
滑
油
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
ポ
ン
プ
、
空
気
槽
、
冷

却
水
電
動
弁
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
調
速
機
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
１
７
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
１
７
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
８
０
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.0
4
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.0
5
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
 　
Ｌ
５
＋
0
.0
6
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
１
＋
0
.0
3
5
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
３
＋
0
.0
5
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
５
＋
0
.0
4
0
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.0
8
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.1
4
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
５
＋
0
.0
5
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
１
＋
0
.0
5
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
３
＋
0
.0
7
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
５
＋
0
.0
7
0
m
m
(M
ax
)

ガ
バ
ナ
ー
駆
動
装
置
分
解
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ

初
期
注
油
ポ
ン
プ
の
圧
縮
空
気
用
電
磁
弁
の
交
換

潤
滑
油
圧
力
調
整
弁

吸
気
弁
案
内
Ｌ
２
、
Ｌ
４
、
Ｌ
６
、
Ｒ
２
、
Ｒ
４
、
Ｒ
６
（
２
号
機
）

Ｌ
５
高
圧
管
（
２
号
機
）

吸
気
弁
案
内
、
排
気
弁
案
内

軸
受
ダ
イ
ヤ
ル
温
度
計

軸
受
湯
面
計

タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム

発
電
機
ブ
ラ
シ

制
御
盤
計
器
（
回
転
計
、
電
力
計
、
力
率
計
、
周
波
数
計
、

励
磁
電
圧
計
、
励
磁
電
流
計
、
無
効
電
力
計
）

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
リ
ン
グ

タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
用
整
流
器

タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
用
コ
ン
デ
ン
サ

タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
用
可
変
抵
抗
器

　
Ｒ
５
吸
気
弁
バ
ネ
（
外
）
１
本
が
折
損
し
て
い
た
た
め
交
換
し

た
。
（
２
号
機
）

　
ス
カ
ッ
フ
ィ
ン
グ
が
発
生
し
て
い
た
た
め
Ｌ
１
、
Ｌ
２
、
Ｌ
３
、
Ｌ

４
、
Ｒ
６
を
工
場
に
て
ホ
ー
ニ
ン
グ
し
た
。
（
２
号
機
）

　
燃
料
圧
力
調
整
弁
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
り
第
２
こ
し
器
が
破
損

し
た
。
（
１
号
機
）

　
反
機
関
側
軸
受
け
の
上
側
メ
タ
ル
に
異
常
な
当
た
り
が
確

認
さ
れ
た
た
め
整
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、
軸
受
台
油
切
り
に
変

形
が
確
認
さ
れ
た
た
め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
）

　
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
コ
ッ
ク
取
り
付
け
金
物
２
ケ
所
亀
裂
（
２
号
機
）

　
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
劣
化
が
確
認
さ
れ
た
た

め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
、
２
号
機
）

ガ
バ
ナ
駆
動
装
置
の
歯
面
及
び
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
確
認

潤
滑
油
ポ
ン
プ
の
分
解
点
検

軸
受
油
面
計
の
交
換

タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
の
交
換

特
に
な
し

過
給
器
空
気
冷
却
器
の
点
検

軸
受
湯
面
計

資料3.5－1（表）
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表
2－

1（
3／

3）
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

　
１
号
機
、
２
号
機

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
（
№
２
，
４
，
６
）
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ

ン
ダ
ラ
イ
ナ
（
№
４
）
、
主
軸
受
、
調
速
機
、
操
縦
装
置
、
過
給

機
、
空
気
冷
却
器
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
２
＋
0
.0
6
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
４
＋
0
.0
7
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
 　
Ｌ
６
＋
0
.0
7
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
２
＋
0
.0
7
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
４
＋
0
.0
8
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.0
5
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｌ
２
＋
0
.1
2
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
４
＋
0
.1
4
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
６
＋
0
.0
8
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
２
＋
0
.0
7
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
４
＋
0
.0
8
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.0
4
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
（
№
１
，
３
，
５
）
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ

ン
ダ
ラ
イ
ナ
（
№
５
）
、
主
軸
受
、
調
速
機
、
操
縦
装
置
、
過
給

機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
タ
ー
ニ
ン
グ
装
置
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
、
過

給
器
、
潤
滑
油
ク
ー
ラ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良

　
（
１
号
機
：
固
定
子
１
２
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
２
３
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
１
１
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
２
０
Ｍ
Ω
）

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
1
＋
0
.0
8
5
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.0
7
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
５
＋
0
.0
8
5
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
１
＋
0
.0
7
5
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
３
＋
0
.0
7
5
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
５
＋
0
.0
7
5
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｌ
１
＋
0
.1
1
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
３
＋
0
.2
0
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
５
＋
0
.1
1
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
１
＋
0
.1
2
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
３
＋
0
.1
3
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
５
＋
0
.1
0
0
m
m
(M
ax
)

【
機
関
点
検
】

外
観
検
査
、
分
解
検
査
：
良

　
（
軸
心
関
係
、
燃
料
系
統
、
潤
滑
油
系
統
、
冷
却
水
系
統
、

空
気
系
統
、
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
（
№
２
，
４
，
６
）
、
ピ
ス
ト
ン
、
シ
リ

ン
ダ
ラ
イ
ナ
（
№
６
）
、
主
軸
受
、
操
縦
装
置
、
調
速
機
、
補
機

駆
動
装
置
、
過
給
機
、
空
気
冷
却
器
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
）

【
発
電
機
点
検
】

外
観
検
査
：
良

　
（
固
定
子
、
回
転
子
、
ブ
ラ
シ
、
軸
受
け
、
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
、
制
御
盤
）

作
動
検
査
：
良

　
（
計
器
校
正
試
験
、
保
護
継
電
器
、
自
動
起
動
回
路
、
保

護
装
置
作
動
、
実
負
荷
試
験
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
（
発
電
機
絶
縁
処
理
前
）

　
（
１
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

絶
縁
抵
抗
検
査
：
良
（
発
電
機
絶
縁
処
理
後
）

　
（
１
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
７
５
０
Ｍ
Ω
）

　
（
２
号
機
：
固
定
子
２
０
０
０
Ｍ
Ω
、
回
転
子
１
０
０
０
Ｍ
Ω
）

【
発
電
機
絶
縁
処
理
】

　
１
、
２
号
機
絶
縁
処
理
（
洗
浄
→
熱
風
乾
燥
→
樹
脂
塗
布

→
熱
風
乾
燥
）

　
１
号
機
回
転
子
：
１
０
３
０
０
Ｍ
Ω

　
２
号
機
回
転
子
：
７
２
８
０
Ｍ
Ω

【
ラ
イ
ナ
内
径
（
基
準
寸
法
：
3
2
0
φ
0
～
＋
1
.2
m
m
）
】

　
１
号
機
：
Ｌ
２
＋
0
.0
7
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
４
＋
0
.0
9
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
６
＋
0
.0
6
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
２
＋
0
.0
9
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
４
＋
0
.0
8
5
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.0
4
5
m
m
(M
ax
)

　
２
号
機
：
Ｌ
２
＋
0
.1
5
0
m
m
(M
ax
)、
Ｌ
４
＋
0
.1
4
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｌ
６
＋
0
.1
2
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
２
＋
0
.1
1
0
m
m
(M
ax
)

　
　
　
　
　
 Ｒ
４
＋
0
.1
3
0
m
m
(M
ax
)、
Ｒ
６
＋
0
.1
0
0
m
m
(M
ax
)

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
リ
ン
グ

燃
料
ポ
ン
プ
吐
出
弁

冷
却
水
電
動
弁
（
２
号
機
）

軸
受
油
面
計

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
リ
ン
グ

燃
料
ポ
ン
プ
吐
出
弁

圧
力
計
導
管
、
圧
力
計
、
温
度
計

Ｌ
、
Ｒ
：
№
１
，
３
，
５
吸
気
弁
、
吸
気
弁
座

潤
滑
油
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
ポ
ン
プ

シ
リ
ン
ダ
安
全
弁
（
２
号
機
）

油
面
計

タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
リ
ン
グ

燃
料
ポ
ン
プ
吐
出
弁

圧
力
検
出
器
、
圧
力
計

Ｌ
、
Ｒ
：
№
２
，
４
，
６
吸
気
弁
、
吸
気
弁
座
、
排
気
弁
、
排
気
弁

座 空
気
槽
安
全
弁
（
２
号
機
）

シ
リ
ン
ダ
安
全
弁
（
１
号
機
）

限
時
継
電
器
（
１
号
機
）

サ
イ
リ
ス
タ
冷
却
フ
ァ
ン

電
圧
計
、
電
流
計
、
接
地
電
圧
計

　
タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
劣
化
が
確
認
さ
れ
た
た

め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
、
２
号
機
）

　
調
速
機
の
整
備
に
よ
っ
て
感
度
が
増
し
ハ
ン
チ
ン
グ
が
生

じ
た
た
め
感
度
調
整
を
行
っ
た
。
（
１
号
機
、
２
号
機
）

　
燃
料
噴
射
ポ
ン
プ
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
が
ス
テ
ィ
ッ
ク
し
た
た
め

整
備
後
に
復
旧
し
た
。
（
２
号
機
）

　
同
期
検
定
器
起
動
側
周
波
数
計
に
動
作
不
良
が
確
認
さ

れ
た
た
め
交
換
し
た
。
（
１
号
機
）

　
界
磁
喪
失
継
電
器
に
不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
た
め
交
換
し

た
。
（
２
号
機
）

潤
滑
油
ポ
ン
プ
の
分
解
点
検

過
給
器
の
分
解
点
検

潤
滑
油
ク
ー
ラ
の
点
検

Ｌ
、
Ｒ
：
№
１
，
３
，
５
吸
気
弁
、
吸
気
弁
座
の
交
換

タ
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
の
交
換

Ｌ
、
Ｒ
：
№
２
，
４
，
６
吸
気
弁
、
吸
気
弁
座
、
排
気
弁
、
排
気
弁

座
の
交
換

燃
料
ポ
ン
プ
プ
ラ
ン
ジ
ャ
デ
フ
レ
ク
タ
の
交
換

潤
滑
油
加
熱
器
、
冷
却
器
の
交
換

シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
機
械
ホ
ー
ニ
ン
グ
加
工

空
気
槽
安
全
弁
の
交
換
（
１
号
機
）

Ｌ
、
Ｒ
：
№
１
，
３
，
５
排
気
弁
、
排
気
弁
座
の
交
換

資料3.5－1（表）
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表
2－

2（
1／

3）
　
電
源
設
備
（
交
流
無
停
電
電
源
設
備
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

電
源
盤

電
源
盤

電
源
盤

電
源
盤

電
源
盤

業
完
5
4
-
2
0
6

業
完
5
5
-
1
3
3

業
完
5
7
-
2
1
6

業
完
5
8
-
2
1
1

業
完
6
0
-
7
5

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
５
Ｃ
(
2
5
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)

　
５
Ｃ
(
7
0
0
～
2
0
0
0
M
Ω
以
上
)

　
５
Ｃ
(
2
.
5
～
6
0
0
M
Ω
)

　
５
Ｃ
(
2
0
0
0
M
Ω
以
上
)
,
５
Ｄ
(
2
0
0
0
M
Ω
以
上
)

　
５
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
５
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

　
５
Ｄ
(
1
2
0
0
～
2
0
0
0
M
Ω
以
上
)

　
５
Ｄ
(
1
0
0
0
M
Ω
)

　
５
Ｄ
(
5
0
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

　
６
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
６
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

　
６
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
６
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

・
手
動
－
自
動
切
換
ス
イ
ッ
チ
(
2
)

・
タ
イ
マ
ー
リ
レ
ー
(
1
)

・
制
御
回
路
可
変
抵
抗
(
4
)

タ
イ
マ
ー
(
1
)

・
電
圧
検
出
ユ
ニ
ッ
ト
内
抵
抗
(
4
)

・
補
助
リ
レ
ー
(
1
)

[
全
般
]

・
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
(
2
0
)

[
全
般
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
各
種
構
成
部
品
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
な
い
た
・
冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
(
8
)

・
主
回
路
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
な
い
た
・
補
助
リ
レ
ー
(
6
)

・
電
圧
検
出
メ
ー
タ
ー
リ
レ
ー
(
1
)

め
実
施
せ
ず
。

・
ダ
イ
オ
ー
ド
素
子
(
2
)

め
実
施
せ
ず
。

[
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

・
第
２
ト
レ
イ
サ
イ
リ
ス
タ
素
子
(
1
)

・
電
圧
検
出
メ
ー
タ
ー
リ
レ
ー
(
1
)

・
ヒ
ュ
ー
ズ
交
換
(
1
)

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
(
1
6
)

[
６
Ｃ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

特
に
な
し

・
第
１
・
２
ト
レ
イ
サ
イ
リ
ス
タ
素
子
交
換

[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

・
第
２
ト
レ
イ
サ
イ
リ
ス
タ
素
子
経
年
劣
化

[
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
電
圧
検
出
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
内
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾑ
抵
抗
断
線
の
た
め

・
制
御
変
圧
器
に
唸
り
音
有
り

　
に
よ
り
短
絡
…
交
換
実
施

・
第
１
ト
レ
イ
サ
イ
リ
ス
タ
素
子
(
1
)

　
仮
設
抵
抗
接
続

[
６
Ｃ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
ﾀ
ｲ
ﾏ
ｰ
設
定
値
2
s
e
c
に
対
し
動
作
3
.
5
s
e
c
の
た
め

・
素
子
漏
れ
電
流
測
定
の
結
果
、
ダ
イ
オ
ー
ド
素

・
タ
イ
マ
ー
動
作
時
異
音
発
生
…
交
換
実
施

　
調
整
実
施

　
子
に
短
絡
あ
り
…
交
換
実
施

[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

・
制
御
変
圧
器
…
交
換
推
奨

・
定
電
圧
設
定
器
…
交
換
推
奨

各
種
構
成
部
品
交
換
推
奨

各
種
構
成
部
品
(
期
待
寿
命
経
過
)
…
交
換
推
奨

主
回
路
コ
ン
デ
ン
サ
(
期
待
寿
命
経
過
)
…
交
換
推
奨
[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

[
５
Ｄ
整
流
装
置
]

（
今
点
検
時
不
具
合
事
象
を
踏
ま
え
構
成
部
品
に
つ

・
電
圧
検
出
ユ
ニ
ッ
ト
…
交
換
推
奨

・
定
電
圧
設
定
器
…
交
換
推
奨

い
て
同
様
の
恐
れ
が
有
る
た
め
交
換
を
推
奨
）

[
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
電
圧
継
電
器
１
個
…
交
換
推
奨

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）
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表
2－

2（
2／

3）
　
電
源
設
備
（
交
流
無
停
電
電
源
設
備
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

電
源
盤

電
源
盤

電
源
盤

電
源
盤

業
完
6
1
-
1
5
9

業
完
6
3
-
1
0
9

業
完
3
-
1
0
7

業
完
5
-
1
1
5

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

特
性
試
験

絶
縁
抵
抗
検
査

特
性
試
験

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
５
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
５
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

　
５
Ｃ
(
1
0
0
0
M
Ω
)
,
５
Ｄ
(
1
0
0
0
M
Ω
)

・
出
力
波
形
測
定
…
良

　
５
Ｃ
(
4
0
～
6
0
M
Ω
)
,
５
Ｄ
(
5
0
0
～
7
0
0
M
Ω
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
特
性
試
験
…
良

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
６
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
６
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

・
特
性
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

　
６
Ｃ
(
3
0
M
Ω
)
,
６
Ｄ
(
1
5
0
M
Ω
)

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

総
合
作
動
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

総
合
作
動
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
５
Ｃ
(
3
5
0
～
5
0
0
M
Ω
)
,
５
Ｄ
(
7
0
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)

総
合
作
動
試
験
…
良

[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

特
に
な
し

特
に
な
し

・
制
御
変
圧
器
(
1
)

・
電
圧
調
整
器
(
2
)

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
補
助
リ
レ
ー
(
2
)

・
定
電
圧
設
定
器
ボ
リ
ュ
ー
ム
抵
抗
(
2
)

・
タ
イ
マ
ー
(
4
)

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
出
力
電
圧
切
替
ス
イ
ッ
チ
(
4
)

・
タ
イ
マ
ー
(
1
0
)

・
ヒ
ュ
ー
ズ
(
1
2
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
8
)

・
コ
ン
ダ
ク
タ
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
な
い
た
め

・
電
圧
継
電
器
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
な
い
た
め
実
施
せ
ず
。

実
施
せ
ず
。

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
ヒ
ュ
ー
ズ
(
2
0
)

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

特
に
な
し

特
に
な
し

・
コ
ン
タ
ク
タ
極
間
絶
縁
板
に
割
れ

・
出
力
電
圧
切
替
ス
イ
ッ
チ
(
1
)

[
６
Ｃ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
第
１
ト
レ
イ
サ
イ
リ
ス
タ
素
子
交
換

・
第
４
ト
レ
イ
ゲ
ー
ト
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
デ
ン
サ

　
断
線
の
た
め
仮
コ
ン
デ
ン
サ
に
交
換

・
イ
ン
バ
ー
タ
運
転
・
停
止
ス
イ
ッ
チ
接
触
不
良

内
部
部
品
の
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
…
交
換
推
奨

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

内
部
部
品
の
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
…
交
換
推
奨

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

特
に
な
し

・
整
流
器
出
力
電
流
計
，
電
圧
検
出
ﾒ
ｰ
ﾀ
ﾘ
ﾚ
ｰ
…
交
換
推
奨

[
５
Ｃ
整
流
装
置
]

・
出
力
電
流
計
…
交
換
推
奨

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

・
出
力
電
圧
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
…
交
換
推
奨

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
６
Ｃ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

・
コ
ン
ダ
ク
タ
…
交
換
推
奨

・
ゲ
ー
ト
フ
ィ
ル
タ
コ
ン
デ
ン
サ
…
交
換
推
奨

[
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
イ
ン
バ
ー
タ
運
転
・
停
止
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
…
交
換
推
奨

・
イ
ン
バ
ー
タ
出
力
電
圧
計
…
交
換
推
奨

－ －

交
流
無
停
電
電
源
装
置
更
新

－ － －
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表
2－

2（
3／

3）
　
電
源
設
備
（
交
流
無
停
電
電
源
設
備
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

イ
ン
バ
ー
タ
装
置

電
源
盤

電
源
盤

電
源
盤

業
完
8
-
9
8

業
完
9
-
1
6
4

業
完
1
2
-
2
3
7

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
５
Ｃ
(
1
0
0
0
M
Ω
)
,
５
Ｄ
(
1
0
0
0
M
Ω
)

　
５
Ｃ
(
3
0
M
Ω
)
,
５
Ｄ
(
6
0
～
7
0
M
Ω
)

　
５
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
５
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
６
Ｃ
(
1
0
0
0
M
Ω
)
,
６
Ｄ
(
8
0
0
M
Ω
)

　
６
Ｃ
(
2
0
M
Ω
)
,
６
Ｄ
(
4
0
M
Ω
)

　
６
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
６
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
５
Ｃ
(
7
0
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)
,
５
Ｄ
(
1
0
0
0
M
Ω
)

　
５
Ｃ
(
2
5
0
～
4
0
0
M
Ω
)
,
５
Ｄ
(
2
5
0
～
3
0
0
M
Ω
)

　
５
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
５
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
整
流
器
出
力
電
流
計
(
1
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
電
圧
検
出
メ
ー
タ
リ
レ
ー
(
2
)

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
1
2
)

・
風
速
リ
レ
ー
(
4
)

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
イ
ン
バ
ー
タ
出
力
電
圧
計
(
2
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
1
2
)

・
風
速
リ
レ
ー
(
1
2
)

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

各
種
構
成
部
品
(
期
待
寿
命
経
過
)
…
交
換
推
奨

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
整
流
装
置
]

ｻ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｱ
ﾌ
ﾞ
ｿ
ｰ
ﾊ
ﾞ
(
6
)
,
速
断
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
1
2
)
,
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
2
)
,
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
(
4
)
,

警
報
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
4
)
,
電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
(
4
4
)
,
風
速
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
4
)
,
補
助
継
電
器

(
8
)
,
直
流
変
流
器
(
2
)
,
ﾀ
ｲ
ﾏ
ｰ
(
8
)
,
補
助
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
1
6
)

[
６
Ｃ
・
６
Ｄ
イ
ン
バ
ー
タ
]

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
(
4
)
,
電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
(
4
4
)
,
速
断
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
2
)
,
警
報
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ

(
1
4
)
,
直
流
変
流
器
(
4
)
,
制
御
電
源
(
6
)
,
ﾘ
ﾚ
ｰ
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
(
2
)
,
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ

(
1
2
)
,
ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
(
4
)
,
補
助
継
電
器
(
6
)
,
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
6
)
,
電
磁
接
触

器
(
2
)
,
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾃ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｾ
ﾝ
ｻ
(
2
)
,
直
流
電
源
(
2
)
,
補
助
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
3
8
)
,
ﾀ
ｲ
ﾏ
ｰ

(
1
4
)
,
風
速
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
1
2
)
,
漏
電
保
護
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
2
)

[
５
Ｃ
・
５
Ｄ
電
源
盤
]

ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
(
4
)
,
補
助
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
4
)
,
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
1
)
,
電
磁
接
触
器
(
1
)
,
ﾀ
ｲ
ﾏ
ｰ

(
1
)
,
ｷ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
1
)
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表
2－

3（
1／

3）
　
電
源
設
備
（
直
流
無
停
電
電
源
設
備
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

 
 

 
 

 

業
完
5
4
-
2
0
6

業
完
5
5
-
1
3
3

業
5
6
-
2
1
6

業
完
5
8
-
2
1
1

業
完
6
0
-
7
5

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良
(
1
0
0
0
～
2
0
0
0
M
Ω
)

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
７
Ｃ
(
1
9
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
7
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
5
0
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
1
0
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
1
0
0
0
～
2
0
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
７
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

　
７
Ｄ
(
3
0
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｄ
(
8
0
0
～
1
0
0
0
M
Ω
)

・
特
性
試
験
…
良

　
７
Ｄ
(
1
5
0
0
～
2
0
0
0
M
Ω
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

・
手
動
－
自
動
切
換
ス
イ
ッ
チ
(
2
)

・
タ
イ
マ
ー
(
4
)

・
直
流
高
低
電
圧
計
(
2
)

・
制
御
回
路
プ
リ
ン
ト
基
板
に
つ
い
て
点
検
し
、
・
制
御
回
路
プ
リ
ン
ト
基
板
に
つ
い
て
点
検
し
、

・
電
磁
接
触
器
(
2
)

[
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
(
1
6
)

異
常
な
い
た
め
実
施
せ
ず
。

異
常
な
い
た
め
実
施
せ
ず
。

[
７
Ｃ
整
流
装
置
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
(
2
)

・
可
変
抵
抗
(
8
)

・
補
助
リ
レ
ー
(
1
)

[
全
般
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
(
8
)

[
７
Ｃ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
各
種
構
成
部
品
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
な
い

た
[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
電
磁
接
触
器
(
1
)

め
実
施
せ
ず
。

・
直
流
高
低
電
圧
計
(
4
)

・
タ
イ
マ
ー
(
1
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
(
8
)

[
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
タ
イ
マ
ー
(
2
0
)

特
に
な
し

特
に
な
し

[
全
般
]

特
に
な
し

特
に
な
し

・
各
種
構
成
部
品
に
つ
い
て
点
検
し
、
異
常
な
い

た め
実
施
せ
ず
。

特
に
な
し

各
種
構
成
部
品
…
交
換
推
奨

各
種
構
成
部
品
(
期
待
寿
命
経
過
)
…
交
換
推
奨

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

特
に
な
し

(
交
流
無
停
電
電
源
設
備
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、

構
・
制
御
回
路
プ
リ
ン
ト
基
板
内
コ
ン
デ
ン
サ

・
制
御
回
路
プ
リ
ン
ト
基
板
内
コ
ン
デ
ン
サ

成
部
品
に
つ
い
て
同
様
の
不
具
合
が
発
生
す
る
恐

れ
　
…
交
換
推
奨

　
…
交
換
推
奨

が
あ
る
た
め
交
換
を
推
奨
)

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）
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表
2－

3（
2／

3）
　
電
源
設
備
（
直
流
無
停
電
電
源
設
備
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

 
 

 
 

業
完
6
1
-
1
5
9

業
完
6
3
-
1
0
9

業
完
1
-
1
4
1

業
完
5
-
1
1
5

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
７
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)
,
７
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
以
上
)

　
７
Ｃ
(
1
0
0
0
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
1
1
0
～
7
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
1
0
0
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
1
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
1
0
0
0
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
2
0
0
M
Ω
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

　
７
Ｃ
(
P
:
0
.
5
M
Ω
)
良
,
７
Ｃ
(
N
:
8
0
M
Ω
)
不
良

　
７
Ｄ
(
P
:
0
.
8
M
Ω
)
良
,
７
Ｄ
(
N
:
1
2
0
M
Ω
)
不
良

・
特
性
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

特
に
な
し

・
定
電
圧
設
定
器
ボ
リ
ュ
ー
ム
抵
抗
(
2
)

・
電
圧
調
整
器
(
2
)

・
出
力
電
流
計
(
4
)

[
７
Ｃ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
補
助
リ
レ
ー
(
4
)

・
切
替
ス
イ
ッ
チ
(
4
)

・
タ
イ
マ
ー
(
1
)

・
タ
イ
マ
ー
(
2
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
ド
ロ
ッ
パ
短
絡
用
コ
ン
タ
ク
タ
接
点
交
換

・
切
替
ス
イ
ッ
チ
(
4
)

・
電
圧
検
出
ユ
ニ
ッ
ト
(
4
)

・
ヒ
ュ
ー
ズ
(
4
)

・
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
基
盤
(
2
)

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
コ
ン
タ
ク
タ
(
8
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
タ
イ
マ
ー
(
2
4
)

・
切
替
ス
イ
ッ
チ
(
4
)

[
７
Ｃ
整
流
装
置
]

・
補
助
リ
レ
ー
(
5
)

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
整
流
装
置
]

・
ヒ
ュ
ー
ズ
(
4
)

・
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
内
コ
ン
デ
ン
サ
劣
化
確
認

・
蓄
電
池
出
入
力
電
流
計
指
示
誤
差
大

・
ス
パ
ー
ク
キ
ラ
ー
(
6
0
)

　
基
盤
交
換
実
施

[
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

　
・
蓄
電
池
出
入
力
電
流
計
指
示
誤
差
大

・
故
障
タ
ー
ゲ
ッ
ト
交
換
(
2
)

　
・
整
流
器
出
力
電
流
計
指
示
誤
差
大

特
に
な
し

　

[
７
Ｃ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
整
流
装
置
]

・
タ
イ
マ
ー
動
作
不
良
…
交
換
実
施

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

・
故
障
タ
ー
ゲ
ッ
ト
…
交
換
推
奨

・
蓄
電
池
出
入
力
電
流
計
…
交
換
推
奨

・
ド
ロ
ッ
パ
短
絡
用
コ
ン
タ
ク
タ
接
点
溶
着

・
出
力
電
流
計
…
交
換
推
奨

・
ヒ
ュ
ー
ズ
…
交
換
推
奨

[
７
Ｄ
整
流
装
置
]

　
…
交
換
実
施

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

・
熱
形
過
負
荷
継
電
器
…
交
換
推
奨

・
蓄
電
池
出
入
力
電
流
計
…
交
換
推
奨

[
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
切
替
ス
イ
ッ
チ
…
交
換
推
奨

・
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
…
交
換
推
奨

・
整
流
装
置
出
力
電
流
計
…
交
換
推
奨

・
コ
ン
タ
ク
タ
及
び
補
助
リ
レ
ー
…
交
換
推
奨

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
・
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
故
障
タ
ー
ゲ
ッ
ト
…
交
換
推
奨

・
冷
却
フ
ァ
ン
…
交
換
推
奨

・
蓄
電
池
出
入
力
電
流
計
…
交
換
推
奨

・
絶
縁
低
下
対
策
防
塵
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
設
置
…
推
奨

直
流
無
停
電
電
源
装
置
更
新

バ
ッ
テ
リ
ー
未
接
続
時
、
ド
ロ
ッ
パ
接
続
用
N
F
B

投
入
に
よ
り
、
７
Ｃ
整
流
装
置
が
出
力
過
電
圧
に

て
ト
リ
ッ
プ
し
た
。
原
因
は
、
同
時
に
ド
ロ
ッ
パ

の
コ
ン
タ
ク
タ
が
[
O
N
]
[
O
F
F
]
す
る
こ
と
に
よ
る

ノ
イ
ズ
(
ス
パ
ー
ク
)
が
、
電
圧
回
路
に
乗
り
ト

リ
ッ
プ
す
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
接
続
時
は
、
バ
ッ
テ

リ
ー
か
ら
の
給
電
が
あ
る
た
め
発
生
し
な
い
。

－ － － － －
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表
2－

3（
3／

3）
　
電
源
設
備
（
直
流
無
停
電
電
源
設
備
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

整
流
装
置

整
流
装
置

整
流
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

負
荷
電
圧
補
償
装
置

 
 

 

業
完
8
-
9
8

業
完
9
-
1
6
4

業
完
1
2
-
2
3
7

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

特
性
試
験

特
性
試
験

特
性
試
験

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

出
力
波
形
測
定

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

ｻ
ｲ
ﾘ
ｽ
ﾀ
ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
,
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｵ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾎ
ｰ
ﾙ
実
施

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
７
Ｃ
(
1
0
0
0
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
1
0
0
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
1
0
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
8
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
4
0
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
4
0
M
Ω
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
出
力
波
形
測
定
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
外
観
検
査
(
主
回
路
,
制
御
回
路
等
)
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

・
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

　
７
Ｃ
(
P
:
8
0
M
Ω
)
,
７
Ｃ
(
N
:
8
0
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
P
:
4
M
Ω
)
,
７
Ｃ
(
N
:
5
M
Ω
)

　
７
Ｃ
(
P
:
2
M
Ω
)
,
７
Ｃ
(
N
:
3
M
Ω
)

　
７
Ｄ
(
P
:
6
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
N
:
7
M
Ω
)

　
７
Ｄ
(
P
:
1
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
N
:
4
M
Ω
)

　
７
Ｄ
(
P
:
4
M
Ω
)
,
７
Ｄ
(
N
:
4
M
Ω
)

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

・
特
性
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

総
合
作
動
試
験
…
良

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
整
流
装
置
]

・
蓄
電
池
出
入
力
電
流
計
(
2
)

・
蓄
電
池
出
入
力
電
流
計
(
1
)

・
整
流
器
出
力
電
流
計
(
2
)

[
７
Ｄ
整
流
装
置
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
ア
ラ
ー
ム
セ
ッ
タ
ー
(
1
)

・
風
速
リ
レ
ー
(
4
)

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
風
速
リ
レ
ー
(
8
)

・
風
速
リ
レ
ー
(
4
)

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

・
冷
却
フ
ァ
ン
(
4
)

・
風
速
リ
レ
ー
(
8
)

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

直
流
中
間
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
…
交
換
推
奨

各
種
構
成
部
品
(
期
待
寿
命
経
過
)
…
交
換
推
奨

ｻ
ｲ
ﾘ
ｽ
ﾀ
ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
,
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｵ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
…
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾎ
ｰ
ﾙ
推
奨

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
整
流
装
置
]

電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
(
8
)
,
ｱ
ﾗ
ｰ
ﾑ
ｾ
ｯ
ﾀ
ｰ
(
2
)
,
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
(
2
)
,

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
5
)
,
限
時
継
電
器
(
7
)
,
電
磁
接
触
器
(
2
)
,

電
源
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
(
1
)
,
風
速
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
2
)

[
７
Ｃ
・
７
Ｄ
負
荷
電
圧
補
償
装
置
]

冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
(
2
)
,
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ
(
4
)
,
限
時
継
電
器
(
4
)
,
電
磁

接
触
器
(
6
)
,
補
助
継
電
器
(
4
)
,
風
速
ﾘ
ﾚ
ｰ
(
2
)

電
流
制
限
回
路
の
動
作
不
良
を
確
認
し
た
。
原
因

は
回
路
プ
リ
ン
ト
基
板
の
断
線
で
あ
っ
た
。
断
線

箇
所
を
補
修
し
、
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
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表
2－

4（
1／

3）
　
電
源
設
備
（
交
流
･
直
流
無
停
電
電
源
設
備
蓄
電
池
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
蓄
電
池

蓄
電
池

蓄
電
池

蓄
電
池

蓄
電
池

業
5
4
-
2
0
1
,
3
0
9

業
5
4
-
1
1
、
1
0
6
、
1
0
7
、
1
4
7

業
5
7
-
1
4
4

業
5
3
-
1
3
6
、
1
9
8
、

業
5
5
-
1
5
、
5
0
、

業
5
6
-
1
9
9

業
5
8
-
4
4
、
2
1
5

業
6
0
-
1
0
7

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

C
S
8
0
0
蓄
電
池
（
1
0
6
個
）
交
換
（
５
Ｃ
）

C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
（
5
4
個
）
交
換
（
７
Ｃ
）

蓄
電
池
架
台
設
置

C
S
8
0
0
蓄
電
池
（
1
0
6
個
）
交
換
（
５
Ｄ
）

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
-
-
-
良

・
外
観
検
査
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

・
C
S
8
0
0
蓄
電
池
（
1
0
6
個
）
納
入

・
C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
（
5
4
個
）
納
入
検
査

　
・
均
等
充
電
自
動
均
等
（
７
時
間
）

　
・
均
等
充
電
自
動
均
等
（
７
時
間
）

　
・
均
等
充
電
自
動
均
等
（
７
時
間
）

　
・
寸
法
検
査
（
最
大
外
形
寸
法
）
-
-
-
良

　
C
S
8
0
0
蓄
電
池
（
1
0
6
個
）
納
入
検
査

　
・
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
締
め
付
け
点
検

　
・
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
締
め
付
け
点
検

　
・
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
締
め
付
け
点
検

　
・
容
量
試
験
（
定
格
容
量
の
9
5
%
以
上
)
-
良

　
・
寸
法
検
査
（
最
大
外
形
寸
法
）
-
-
-
良

　
・
補
水

　
・
補
水

　
・
補
水

　
・
最
大
放
電
電
流
試
験
-
-
-
良

　
・
容
量
試
験
（
定
格
容
量
の
9
5
%
以
上
)
-
良

　
・
清
掃
点
検

　
・
清
掃
点
検

　
・
清
掃
点
検

　
・
防
爆
試
験
-
-
-
良

　
・
防
爆
試
験
-
-
-
良

　
・
７
Ｃ
・
７
Ｄ
陽
極
柱
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
・
７
Ｃ
・
７
Ｄ
陽
極
柱
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
・
防
ま
つ
試
験
(
0
.
0
5
m
g
/
1
A
h
)
-
-
-
良

　
・
防
ま
つ
試
験
(
0
.
0
5
m
g
/
1
A
h
)
-
-
-
良

　
　
の
酸
化
剥
離
物
撤
去
。

　
　
の
酸
化
剥
離
物
撤
去
。

　
・
電
解
液
比
重
(
1
.
2
1
5
±
0
.
0
1
）
-
-
-
良

　
・
電
解
液
比
重
(
1
.
2
1
5
±
0
.
0
1
）
-
-
-
良

　
・
端
子
電
圧
(
2
V
以
上
)
-
-
-
良

　
・
端
子
電
圧
(
2
V
以
上
)
-
-
-
良

　
・
効
率
試
験
（
ｱ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｱ
・
ﾜ
ｯ
ﾄ
時
効
率
）
-
-
-
良
　
・
効
率
試
験
（
ｱ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｱ
・
ﾜ
ｯ
ﾄ
時
効
率
）
-
-
-
良

　
　
ｱ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｱ
時
効
率
：
9
0
%
以
上
（
実
績
9
3
.
9
%
）
7
C
　
ｱ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｱ
時
効
率
：
9
0
%
以
上
（
実
績
9
4
.
4
%
）

　
　
ワ
ッ
ト
時
効
率
：
7
5
%
以
上
（
実
績
8
0
.
8
%
）
7
C
　
ワ
ッ
ト
時
効
率
：
7
5
%
以
上
（
実
績
8
1
.
3
%
）

　
・
自
己
放
電
試
験
（
0
.
5
%
以
下
/
1
日
）
－
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
績
：
0
.
2
6
%
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

C
S
8
0
0
蓄
電
池
-
-
-
1
0
6
個
（
５
Ｃ
）

C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
-
-
-
5
4
個
（
７
Ｃ
）

C
S
8
0
0
蓄
電
池
-
-
-
1
0
6
個
（
５
Ｄ
）

・
７
Ｃ
・
７
Ｄ
陽
極
柱
の
局
部
腐
食
に
よ
る

・
7
C
･
7
D
局
部
腐
食
の
補
修
実
施
。

・
5
C
･
5
D
局
部
腐
食
の
補
修
実
施
。

蓄
電
池
(
2
個
)
電
槽
上
側
に
ク
ラ
ッ
ク
あ
り
。

特
に
な
し

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
盛
上
り
、
ナ
ッ
ト
の
亀
裂
等
。

　
　
　
5
C
；
９
セ
ル

（
電
槽
の
取
替
え
実
施
。
）

【
補
修
】
点
検
時
、
剥
離
物
の
撤
去
を
実
施
。

　
　
5
D
；
１
３
セ
ル

電
槽
封
口
部
の
封
口
剤
内
に
気
泡
が
残
存

　
　
7
C
；
２
セ
ル

（
2
1
個
新
に
封
口
剤
を
封
入
し
気
泡
を
除
去
。
）

・
７
Ｃ
・
７
Ｄ
陽
極
柱
の
局
部
腐
食
に
よ
る

　
　
7
D
；
１
セ
ル

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
盛
上
り
、
ナ
ッ
ト
の
亀
裂
等
。

【
補
修
】
点
検
時
、
剥
離
物
の
撤
去
を
実
施
。

・
陽
極
柱
の
局
部
腐
食
は
、
昭
和
５
５
年
度
に

・
5
C
･
5
D
局
部
腐
食
の
補
修
は
、
昭
和
5
6
年
度

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

５
Ｃ
・
５
Ｄ
の
補
修
を
計
画
す
る
。

に
実
施
予
定
。

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品
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表
2－

4（
2／

3）
　
電
源
設
備
（
交
流
･
直
流
無
停
電
電
源
設
備
蓄
電
池
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

蓄
電
池

蓄
電
池

蓄
電
池

蓄
電
池

蓄
電
池

業
6
1
-
1
3
1

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
（
5
4
個
）
交
換
（
７
Ｄ
）

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

・
外
観
検
査
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

・
C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
（
5
4
個
）
納
入
検
査

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

　
・
寸
法
検
査
（
最
大
外
形
寸
法
）
-
-
-
良

　
・
清
掃
点
検

　
・
清
掃
点
検

　
・
清
掃
点
検

　
・
清
掃
点
検

　
・
容
量
試
験
（
定
格
容
量
の
9
5
%
以
上
)
-
良

　
・
防
爆
試
験
-
-
-
良

　
・
防
ま
つ
試
験
(
0
.
0
5
m
g
/
1
A
h
)
-
-
-
良

　
・
電
解
液
比
重
(
1
.
2
1
5
±
0
.
0
1
）
-
-
-
良

　
・
端
子
電
圧
(
2
V
以
上
)
-
-
-
良

　
・
効
率
試
験
（
ｱ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｱ
・
ﾜ
ｯ
ﾄ
時
効
率
）
-
-
-
良

　
　
ｱ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｱ
時
効
率
：
9
0
%
以
上
（
実
績
9
1
.
3
4
%
）

　
　
ワ
ッ
ト
時
効
率
：
7
5
%
以
上
（
実
績

8
0
.
9
4
%
）

C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
-
-
-
5
4
個
（
７
Ｄ
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
2－

4（
3／

3）
　
電
源
設
備
（
交
流
･
直
流
無
停
電
電
源
設
備
蓄
電
池
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

蓄
電
池

蓄
電
池

蓄
電
池

H
7
.
1
点
検
,
業
完
6
-
8
1
な
し

H
1
2
.
8
.
8
～
H
1
2
.
8
.
1
1
点
検
,
業
完
1
2
-
5
2

H
1
1
.
1
.
1
8
～
2
2
点
検
,
業
完
1
0
-
1
6
6

H
1
5
.
1
.
1
9
～
H
1
5
.
2
.
2
更
新
,
業
完
1
4
-
1
2
3

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
（
5
4
個
）
交
換
（
7
C
）

C
S
8
0
0
蓄
電
池
（
1
0
6
個
×
2
組
）
交
換
(
5
C
,
5
D
)

外
観
検
査
（
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

外
観
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
（
5
C
･
5
D
、
7
C
･
7
D
）
-
-
-
良

　
・
均
等
充
電

　
・
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
締
め
付
け
点
検

　
・
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
締
め
付
け
点
検

　
・
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
締
め
付
け
点
検

　
・
補
水

　
・
補
水

　
・
清
掃
点
検

　
・
清
掃
点
検

　
・
清
掃
点
検

　
・
容
量
試
験
（
定
格
容
量
の
9
5
%
以
上
)
-
良

　
・
容
量
試
験
（
定
格
容
量
の
8
0
%
以
上
)
-
良

　
・
容
量
試
験
（
定
格
容
量
の
8
0
%
以
上
)
-
良

　
　
　
(
5
時
間
容
量
試
験
抜
取
り
)

　
　
　
(
5
時
間
容
量
試
験
抜
取
り
)

　
　
　
(
5
時
間
容
量
試
験
抜
取
り
)

　
　
7
D
(
№
2
8
)
：
1
1
2
.
9
%

　
　
7
C
(
№
2
8
)
：
8
6
.
4
%
,
7
D
(
№
2
8
)
：
1
3
0
.
3
%
　
　
7
C
(
№
5
0
)
：
1
1
6
.
3
%
,
7
D
(
№
5
1
)
：
1
3
4
.
2
%

　
　
　
(
1
0
時
間
容
量
試
験
抜
取
り
)

　
　
5
C
(
№
7
3
)
：
1
1
5
.
2
4
%
,
5
D
(
№
2
6
)
：
1
0
6
.
8
%
　
　
5
C
(
№
5
1
)
：
1
1
2
.
2
%
,
5
D
(
№
5
7
)
：
1
0
2
.
5
%

　
　
7
C
(
№
4
)
：
1
1
0
.
8
%
,
7
C
(
№
4
8
)
：
1
0
7
.
3
%

　
・
７
Ｄ
系
蓄
電
池
の
剥
離
物
撤
去
。

　
　
約
5
.
2
6
k
g
/
5
4
ｾ
ﾙ
(
内
容
は
、
鉛
酸
化
物
)

特
に
な
し

特
に
な
し

C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
（
5
4
個
）
交
換
（
7
C
）

C
S
8
0
0
蓄
電
池
（
1
0
6
個
×
2
組
）
交
換
(
5
C
,
5
D
)

特
に
な
し

H
7
.
1
1
剥
離
物
除
去
及
び
点
検
、
業
完
7
-
9
8
(
7
D

系
)

7
C
蓄
電
池
に
お
い
て
、
寿
命
期
の
初
期
段
階
に

入
っ
て
お
り
、
更
新
の
検
討
を
要
す
。

　
本
蓄
電
池
の
期
待
寿
命
は
1
0
年
～
1
4
年
で
す
。

本
蓄
電
池
は
設
置
後
1
2
年
～
1
4
年
を
経
過
し
て
お

り
、
予
防
保
全
の
面
か
ら
寿
命
期
内
で
の
更
新
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
7
C
蓄
電
池
容
量
試
験
に
お
い
て
、
定
格
容
量
を

割
り
込
ん
で
い
る
事
か
ら
更
新
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
無
停
電
用
蓄
電
池
の
現
状
は
正
常
に
機
能
し
て

い
ま
す
が
、
期
待
寿
命
を
過
ぎ
て
お
り
今
後
経
年

劣
化
が
全
体
的
に
急
速
に
進
行
す
る
事
が
推
測
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
急
な
更
新
が
予
防
保
全
の
面
か

ら
も
必
要
で
す
。

　
C
S
1
8
0
0
蓄
電
池
(
5
4
個
)
(
7
D
系
)
に
つ
い
て
更
新

が
必
要
で
す
。

　
外
観
上
で
全
ｾ
ﾙ
に
お
い
て
極
柱
の
剥
離
症
状
が

観
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
部
、
接
続
杆
に
腐
食
が
発
生
し
て
お
り
、
応

急
処
置
と
し
、
腐
食
析
出
物
の
除
去
を
実
施
。
後

日
、
接
続
杆
交
換
実
施
。

外
観
上
で
全
ｾ
ﾙ
に
お
い
て
極
柱
の
剥
離
症
状
が
前

回
よ
り
進
ん
で
い
る
。
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表
3－

1（
1／

4）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
及
び
電
動
機
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

特
に
な
し

特
に
な
し

該
当
な
し

（
1
）
対
流
防
止
板
の
取
付
け

（
２
）
分
解
点
検

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
(A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,Ｂ
号
機
)

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
（
B
号
機
)

点
検
機
器

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検

(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検

(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体

（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機

（
A
,B
号
機
)

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体

（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機

（
A
,B
号
機
)

　
高
速
炉
の
代
表
的
な
大
型
機
器
の
一
つ
で
あ
る
1
次
主
循
環
ポ
ン

プ
に
関
し
て
、
イ
ン
ナ
ー
ケ
ー
シ
ン
グ
と
ア
ウ
タ
ー
ケ
ー
シ
ン
グ
と
の
カ

バ
ー
ガ
ス
空
間
の
隙
間
部
に
発
生
す
る
自
然
対
流
を
抑
制
し
、
そ
れ

に
起
因
す
る
周
方
向
温
度
差
を
低
減
す
る
た
め
に
、
ポ
ン
プ
本
体
を

系
統
外
に
引
き
抜
き
、
対
流
防
止
板
を
取
付
け
た
。
ま
た
、
分
解
点
検

を
行
っ
た
。

（
１
）
対
流
防
止
板
の
取
付
け

　
　
系
統
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
ド
レ
ン
、
降
温
を
待
ち
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
キ
ャ
ス

ク
に
よ
り
イ
ン
ナ
ー
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
を
系
統
外
へ
引
抜
い
た
。
ナ
ト
リ
ウ
ム

洗
浄
､分
解
、
除
染
を
行
い
イ
ン
ナ
ー
ケ
ー
シ
ン
グ
に
対
流
防
止
板
を

取
付
け
た
。
そ
の
結
果
、
カ
バ
ー
ガ
ス
空
間
に
お
け
る
周
方
向
温
度

差
が
未
対
策
機
の
場
合
の
5
0
℃
～
2
0
℃
（
予
熱
～
ナ
ト
リ
ウ
ム
運
転

時
）
に
対
し
て
0
℃
～
4
℃
に
減
少
で
き
そ
の
効
果
が
検
証
さ
れ
た
。

（
２
）
分
解
点
検

　
　
分
解
後
の
各
部
品
の
検
査
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
静
圧
軸
受
の
回

転
側
と
固
定
側
に
摺
動
痕
が
存
在
し
て
い
た
。
原
因
に
つ
い
て
は
、

ケ
ー
シ
ン
グ
の
隙
間
部
の
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
の
自
然
対
流
に
起
因
し
て

周
方
向
温
度
差
に
よ
る
熱
変
形
（
偏
心
）
が
生
じ
、
接
触
状
態
で
回
転

し
て
い
た
た
め
と
推
定
さ
れ
た
。
本
事
象
に
つ
い
て
は
、
対
流
防
止
板

の
採
用
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
今
後
十
分
使
用
に
耐
え
る
も
の
と
判
断
さ

れ
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動
等
に
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
必

要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給
油
を
行
っ
た
。

3
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
B
号
機
の
分
解
点
検

(1
)分
解
前
点
検

　
　
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
巻
線
・
絶
縁
抵
抗
値
測
定
(固
定
子
､回
転
子
)、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

の
振
れ
値
測
定
､潤
滑
油
検
出
器
の
損
傷
の
有
無
、
電
源
接
続
箱
及
び
各
種
検
出

端
接
続
箱
と
口
出
し
線
,検
出
線
の
損
傷
の
有
無
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(2
)負
荷
側
軸
受
部
(ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞ)
点
検

　
　
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞと
軸
受
の
は
め
あ
い
寸
法
測
定
、
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損
傷
の
有
無
等

の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)固
定
子
点
検

　
　
固
定
子
巻
線
の
汚
損
の
有
無
(洗
浄
実
施
)、
各
口
出
箱
の
損
傷
,口
出
線
，
検
出

線
の
異
常
の
有
無
、
固
定
子
鉄
心
の
異
常
の
有
無
、
巻
線
止
め
ｸ
ｻ
ﾋ
ﾞの
ゆ
る
み
の

有
無
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
部
の
点
検

　
　
ｽ
ﾗ
ス
ト
及
び
ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
軸
受
の
点
検
､手
入
れ
(す
じ
傷
あ
り
修
正
実
施
)､
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの

変
形
､損
傷
の
有
無
、
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)回
転
子
点
検

　
　
結
線
部
分
の
処
置
及
び
電
流
取
出
線
の
異
常
の
有
無
、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
異
常
の

有
無
(表
面
粗
損
あ
り
研
摩
し
修
正
)､
回
転
子
電
機
子
軸
及
び
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
振
れ

測
定
､負
荷
側
軸
受
部
の
異
常
の
有
無
、
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

点
検
項
目

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
検
査
　
(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査
（
A
,Ｂ
号
機
)

3
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
B
号
機
の
分
解
点
検

(1
)分
解
前
点
検
　
(2
)負
荷
側
軸
受
部
(ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞ)
点
検

(3
)固
定
子
点
検
　
(4
)ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
部
点
検

(5
)回
転
子
点
検

交
換
部
品

主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(Ｂ
号
機
の
み
)

(1
) 
下
部
軸
受
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰ
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

(2
) 
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

(3
) 
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ絶
縁
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ

(4
) 
各
種
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
類
の
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ類
及
び
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

(5
) 
各
種
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ、
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
ｰ
類

(6
) 
上
部
軸
受
温
度
計

(7
) 
主
ﾓ
ｰ
ﾀ
1
次
側
端
子

（
１
）
対
流
防
止
板
の
取
付
け

（
２
）
ポ
ン
プ
内
部
温
度
計
の
増
設
（
6
点
→
8
点
）

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動

等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給

油
を
行
っ
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動

等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給

油
を
行
っ
た
。

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

・
主
電
動
機
固
定
子
側
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
端
子
部
に
変
形
あ
り
、
そ
の
た
め
、
端
子
部
を
交
換
し

た
。
・
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ外
表
面
に
荒
損
あ
り
。
そ
の
た
め
研
摩
し
修
正
し
た
。

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
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表
3－

1（
2／

4）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
及
び
電
動
機
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

特
に
な
し

特
に
な
し

該
当
な
し

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
(A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,Ｂ
号
機
)

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
（
A
号
機
)

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検

(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検

(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

（
1
）
イ
ン
ナ
ー
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
交
換
（
対
流
防
止
板
取

付
け
済
の
新
規
製
作
品
）

（
２
）
分
解
点
検

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞ

ﾘｽ
給
油
を
行
っ
た
。

(2
)集
電
環
装
置
点
検
(Ｂ
号
機
)

　
　
Ｂ
号
機
は
、
メ
ー
カ
工
場
で
の
分
解
点
検
は
行
わ
な
い
た
め
現
地
で
の
ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
廻
り
（
ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
コ

ン
ミ
テ
ー
タ
、
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
、
ブ
ラ
シ
支
持
機
構
等
）
に
つ
い
て
点
検
、
固
定
子
・
回
転
子
巻
線
の
絶
縁
抵
抗
測

定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、
ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
､本
体
よ
り
取
外
し
工
場
に
て
面
荒
れ
修
正
を
実

施
し
た
。

3
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
Ａ
号
機
の
分
解
点
検

(1
)分
解
前
点
検

　
　
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
巻
線
・
絶
縁
抵
抗
値
測
定
(固
定
子
、
回
転
子
)、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
振
れ
値
測
定
、
潤
滑
油
検

出
器
の
損
傷
の
有
無
(A
号
機
の
ｷ
ｬ
ﾋ
ﾟﾗ
ﾘｰ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ劣
化
)、
電
源
接
続
箱
及
び
各
種
検
出
接
端
続
箱
と
口
出
し
線
,

検
出
線
の
損
傷
の
有
無
(A
号
機
の
口
出
し
線
交
換
)等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)負
荷
側
軸
受
部
(ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞ)
点
検

　
　
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞと
軸
受
の
は
め
あ
い
寸
法
測
定
、
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損
傷
の
有
無
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(3
)固
定
子
点
検

　
　
固
定
子
巻
線
の
汚
損
の
有
無
(ダ
ス
ト
の
ｴ
ｱ
ｰ
ﾌ
ﾞﾛ
ｰ
清
掃
実
施
)､
各
口
出
箱
の
損
傷
,口
出
線
，
検
出
線
の
異
常

の
有
無
(二
次
側
の
み
交
換
)、
固
定
子
鉄
心
の
異
常
の
有
無
、
巻
線
止
め
ｸ
ｻ
ﾋ
ﾞの
ゆ
る
み
の
有
無
等
の
点
検
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
部
の
点
検

　
　
ｽ
ﾗ
ス
ト
及
び
ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
軸
受
の
点
検
、
手
入
れ
(A
号
機
の
す
じ
傷
あ
り
修
正
実
施
)､
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
､損
傷
の
有

無
、
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)回
転
子
点
検

　
　
結
線
部
分
の
処
置
及
び
電
流
取
出
線
の
異
常
の
有
無
(ﾘ
ｰ
ﾄﾞ
線
交
換
実
施
)、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
異
常
の
有
無
(面

荒
れ
修
正
実
施
)、
回
転
子
電
機
子
軸
及
び
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
振
れ
測
定
、
負
荷
側
軸
受
部
の
異
常
の
有
無
、
等
の
点

検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
1
次
主
循
環
ポ
ン
プ
A
号
機
に
関
し
て
も
、
イ
ン
ナ
ー

ケ
ー
シ
ン
グ
と
ア
ウ
タ
ー
ケ
ー
シ
ン
グ
と
の
カ
バ
ー
ガ
ス

空
間
の
隙
間
部
に
発
生
す
る
自
然
対
流
を
抑
制
し
、
そ

れ
に
起
因
す
る
周
方
向
温
度
差
を
低
減
す
る
た
め
に
､

対
流
防
止
板
を
取
付
け
た
イ
ン
ナ
ー
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
を

新
た
に
製
作
し
既
設
品
と
交
換
し
た
。
ま
た
、
既
設
品

の
分
解
点
検
を
行
っ
た
。

（
１
）
イ
ン
ナ
ー
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
の
交
換

　
　
系
統
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
ド
レ
ン
、
降
温
を
待
ち
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
用
キ
ャ
ス
ク
に
よ
り
イ
ン
ナ
ー
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
を
系
統

外
へ
引
抜
き
、
新
規
に
製
作
し
た
イ
ン
ナ
ー
ア
ッ
セ
ン

ブ
リ
を
系
統
に
据
付
け
た
。
試
運
転
に
よ
り
、
カ
バ
ー
ガ

ス
空
間
に
お
け
る
周
方
向
温
度
差
が
、
未
対
策
時
の
～

2
0
℃
に
対
し
て
～
5
℃
に
低
減
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
た
。

（
２
）
分
解
点
検

　
　
除
染
、
分
解
後
の
既
設
ポ
ン
プ
の
各
部
品
の
検
査

に
お
い
て
､A
号
機
に
つ
い
て
も
、
静
圧
軸
受
の
回
転

側
と
固
定
側
に
摺
動
痕
が
存
在
し
て
い
た
。
原
因
に
つ

い
て
は
、
ケ
ー
シ
ン
グ
の
隙
間
部
の
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
の

自
然
対
流
に
起
因
し
て
周
方
向
温
度
差
に
よ
る
熱
変

形
（
偏
心
）
が
生
じ
、
接
触
状
態
で
回
転
し
て
い
た
た
め

と
推
定
さ
れ
た
。
本
事
象
に
つ
い
て
は
、
対
流
防
止
板

の
採
用
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
今
後
十
分
使
用
に
耐
え
る

も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お

け
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、

振
動
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交

換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給
油
を
行
っ
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お

け
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、

振
動
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交

換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給
油
を
行
っ
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
検
査
　
(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査
（
A
,Ｂ
号
機
)　
(2
)集
電
環
装
置
点
検
（
Ｂ
号
機
の
み
)

3
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
Ａ
号
機
の
分
解
点
検

(1
)分
解
前
点
検
　
(2
)負
荷
側
軸
受
部
(ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞ)
点
検

(3
)固
定
子
点
検
　
(4
)ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
部
点
検

(5
)回
転
子
点
検

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体

（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機

（
A
,B
号
機
)

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体

（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機

（
A
,B
号
機
)

主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
) 
下
部
軸
受
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰ
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ(
A
号
機
の
み
)

(2
) 
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

(3
) 
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ絶
縁
用
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ(
A
号
機
の
み
)

(4
) 
各
種
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
類
の
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ類
及
び
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類
(A
号
機
の
み
)

(5
) 
各
種
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ、
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
ｰ
類
(A
号
機
の
み
)

(6
) 
上
部
軸
受
温
度
計
(A
号
機
の
み
)

（
１
）
イ
ン
ナ
ー
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
交
換
（
対
流
防
止
板
取

付
け
済

　
　
の
新
規
製
作
品
）

（
２
）
ポ
ン
プ
内
部
温
度
計
の
増
設
（
6
点
→
8
点
）

・
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
の
摺
動
面
に
巣
の
様
な
ｽ
ｼ
ﾞが
発
生
し
て
い
た
た
め
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
の
材
質
を
M
H
4
2
1

か
ら
M
H
-
3
5
C
に
変
更
し
た
。

・
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
表
面
が
A
,B
機
共
荒
れ
て
い
た
。
摺
動
面
を
修
正
し
た
。

・
A
号
機
丸
形
温
度
計
の
ｷ
ｬ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾘｰ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞが
劣
化
し
て
い
た
。
新
品
の
丸
形
温
度
計
と
交
換
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
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表
3－

1（
3／

4）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
及
び
電
動
機
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検

(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体

（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機

（
A
,B
号
機
)

特
に
な
し

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動

等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給

油
を
行
っ
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動

等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給

油
を
行
っ
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動

等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給

油
を
行
っ
た
。

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,B
号
機
)

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検

(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検

(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体

（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機

（
A
,B
号
機
)

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体

（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機

（
A
,B
号
機
)

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
検
査
　
　
(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査
　
　
(2
)分
解
前
点
検

(3
)負
荷
側
軸
受
部
(ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞ)
点
検

(4
)固
定
子
点
検

(5
)ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
部
点
検

(6
)回
転
子
点
検

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応

じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給
油
を
行
っ
た
。

(2
)分
解
前
点
検

　
　
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
巻
線
・
絶
縁
抵
抗
値
測
定
(固
定
子
、
回
転
子
)、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
振
れ

値
測
定
、
潤
滑
油
検
出
器
の
損
傷
の
有
無
(ｷ
ｬ
ﾋ
ﾟﾗ
ﾘｰ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ劣
化
)､
電
源
接
続
箱
及
び
各

種
検
出
接
続
箱
と
口
出
し
線
,検
出
線
の
損
傷
の
有
無
(口
出
し
線
交
換
)等
の
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)負
荷
側
軸
受
部
(ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞ)
点
検

　
　
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞと
軸
受
の
は
め
あ
い
寸
法
測
定
、
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損
傷
の
有
無
等
の
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)固
定
子
点
検

　
　
固
定
子
巻
線
の
汚
損
の
有
無
(ｽ
ﾁ
ｰ
ﾑ
洗
浄
、
ワ
ニ
ス
処
理
実
施
)、
各
口
出
箱
の
損
傷
、

口
出
線
、
検
出
線
の
異
常
の
有
無
(二
次
側
の
み
交
換
)、
固
定
子
鉄
心
の
異
常
の
有
無
、

巻
線
止
め
ｸ
ｻ
ﾋ
ﾞの
ゆ
る
み
の
有
無
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
部
の
点
検

　
　
ｽ
ﾗ
ス
ト
及
び
ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
軸
受
の
点
検
、
手
入
れ
(す
じ
傷
あ
り
修
正
実
施
)､
ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
､

損
傷
の
有
無
、
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(6
)回
転
子
点
検

　
　
鉄
心
の
異
常
の
有
無
(清
掃
、
ワ
ニ
ス
塗
布
実
施
)、
結
線
部
分
の
処
置
及
び
電
流
取
出

線
の
異
常
の
有
無
(ﾘ
ｰ
ﾄﾞ
線
交
換
実
施
)、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
異
常
の
有
無
(面
荒
れ
修
正
実

施
)、
回
転
子
電
機
子
軸
及
び
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
振
れ
測
定
、
負
荷
側
軸
受
部
の
異
常
の
有

無
、
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
) 
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰ
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ(
下
部
軸
受
)

(2
) 
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

(3
) 
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ(
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ絶
縁
用
)

(4
) 
各
種
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
類
の
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ類
及
び
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

(5
) 
各
種
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ、
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
ｰ
類

(6
) 
上
部
軸
受
温
度
計

特
に
な
し

特
に
な
し

・
AG
・
PG
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
ﾋ
ｰ
ﾀ
、
ﾒ
ﾀ
ﾛ
ｰ
ﾁ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
の
口
出
線
劣
化
の
た
め
、
新
し
い
ﾘｰ
ﾄﾞ
線
と
交
換
し

た
。
・
丸
型
温
度
計
の
ｷ
ｬ
ﾋ
ﾟﾗ
ﾘｰ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ劣
化
し
て
い
た
の
で
新
品
と
交
換
し
た
。

・
ｺ
ﾝ
ﾐｭ
ﾃ
ｰ
ﾀ
の
振
れ
修
正
を
し
た
。

・
2次
側
ﾘｰ
ﾄﾞ
線
被
覆
に
割
れ
あ
り
、
新
品
と
交
換
し
た
。

・
ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
に

3～
5本
の
ｽ
ｼ
ﾞ傷
。
手
仕
上
げ
で
修
復
。

・
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
表
面
が

A,
B機
共
荒
れ
て
い
た
。
摺
動
面
を
修
正
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
B
号
機
の
軸
受
ｼ
ｰ
ﾄ面
寸
法
は
、
寸
法
公
差
上
限
に
摩
耗
進
行
し
て
い
る
の
で
次
回
定
検

時
に
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞﾌ
ﾞﾗ
ｹ
ｯ
ﾄの
新
製
を
推
奨
す
る
。

・
ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
部
P
T
検
査
実
施
結
果
ｲ
ﾝ
ｼ
ﾞｹ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
が
ﾒ
ﾀ
ﾙ
の
ﾀ
ﾞﾌ
ﾞﾃ
ｰ
ﾙ
近
傍
に
進
展
あ
り
、

次
回
定
検
時
迄
に
予
備
ﾒ
ﾀ
ﾙ
の
新
製
を
推
奨
。
(A
・
B
号
機
共
)

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
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表
3－

1（
4／

4）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
及
び
電
動
機
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

特
に
な
し

－ －

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給
油
を
行
っ
た
。

(2
)分
解
前
点
検

　
　
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
巻
線
・
絶
縁
抵
抗
値
測
定
(回
転
子
及
び
固
定
子
)、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
長
さ
測
定
(ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ

ﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
更
新
)、
軸
端
の
振
れ
測
定
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)軸
受
点
検

　
　
下
部
：
ﾌ
ﾞﾗ
ｹ
ｯ
ﾄの
変
形
、
損
傷
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｹ
ｯ
ﾄと
軸
受
の
は
め
あ
い
寸
法
測
定
(交
差
外
れ
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

に
て
調
整
B
号
機
の
み
)等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
上
部
：
ﾌ
ﾞﾗ
ｹ
ｯ
ﾄの
変
形
、
損
傷
の
有
無
、
潤
滑
室
の
損
傷
、
油
漏
れ
の
有
無
、
等
の
点
検
お
よ
び

ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
の
点
検
、
手
入
れ
(ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄﾒ
ﾀ
ﾙ
№
6
(A
号
機
)№
2
,5
(B
号
機
)更
新
)を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(4
)固
定
子
点
検

　
　
固
定
子
鉄
心
の
異
常
、
固
定
子
巻
線
の
汚
損
(ダ
ス
ト
清
掃
実
施
)、
亘
り
線
、
口
出
線
の
損
傷
の

有
無
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ固
定
側
点
検

　
　
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
支
持
機
構
及
び
絶
縁
壁
の
絶
縁
抵
抗
測
定
(じ
ん
あ
い
清
掃
実
施
)等
の
点
検
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(6
)回
転
子
点
検

　
　
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ(
面
荒
れ
調
整
)、
負
荷
側
軸
受
部
、
ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄ軸
受
機
構
部
、
回
転
子
鉄
心
等
の
異
常

の
有
無
、
回
転
子
巻
線
の
異
常
の
有
無
(ダ
ス
ト
清
掃
実
施
)、
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

(7
)上
部
軸
受
温
度
計
の
校
正

　
　
軸
受
温
度
計
４
台
の
点
検
、
校
正
、
接
点
動
作
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
) 
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

(2
) 
各
種
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
、
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ

(3
) 
油
面
計
(ｶ
ﾞﾗ
ｽ
、
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
下
ｺ
ﾙ
ｸ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
)

(4
) 
油
面
計
取
り
付
け
ｺ
ﾙ
ｸ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
(A
号
機
の
み
)

主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
) 
上
部
ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄﾒ
ﾀ
ﾙ
(A
号
機
：
№
6
、
B
号
機
：
№
2
,5
)

(2
) 
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰ
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ(
下
部
軸
受
)

(3
) 
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

(4
) 
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ(
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ絶
縁
用
)

(5
) 
各
種
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
類
の
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ類
及
び
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

(6
) 
各
種
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ、
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
ｰ
類

(7
) 
各
種
名
板

－

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,B
号
機
)

1
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
（
A
,B
号
機
)

2
.1
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,B
号
機
)

M
K
－
Ⅲ
冷
却
系
改
造
工
事
に
よ
り
、
電
動
機
更
新

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
点
検
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目
視
点
検
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
温
度
、
振
動
等
に
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ
(A
,B
号
機
共
通
)

(1
)外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ
の
交
換
、
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
給
油
を
行
っ
た
。

(2
)分
解
前
検
査

　
　
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
機
能
状
態
、
巻
線
・
絶
縁
抵
抗
測
定
、
軸
受
の
給

油
状
態
、
端
子
箱
内
口
出
線
の
損
傷
の
有
無
、
油
面
計
の
損
傷
(ｶ
ﾞﾗ
ｽ
、

　
　
ｺ
ﾙ
ｸ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ交
換
)等
の
有
無
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ検
査
(ﾛ
ｯ
ｶ
ｰ
側
)

　
　
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
ﾎ
ﾙ
ﾀ
ﾞｰ
検
査
(ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
、
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
劣
化
あ
り
交
換
実
施
)、
構
内

リ
ー
ド
線
検
査
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ検
査
(ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
)

　
　
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ手
入
れ
(ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ段
差
あ
り
修
正
実
施
)、
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ外

観
検
査
、
回
転
子
巻
線
の
導
通
確
認
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
確

　
　
認
し
た
。

(5
)絶
縁
診
断
検
査

　
　
絶
縁
抵
抗
試
験
、
耐
電
圧
試
験
、
直
流
試
験
、
交
流
電
流
試
験
、
誘
電

正
接
試
験
、
部
分
放
電
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検
　
　
　
(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査

(2
)分
解
前
検
査

(3
)ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ検
査
(ﾛ
ｯ
ｶ
ｰ
側
)

(4
)ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ検
査
(ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
)

(5
)絶
縁
診
断
検
査

1
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

(1
)外
観
点
検
　
　
　
(2
)作
動
検
査

2
.主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾓ
ｰ
ﾀ

(1
)外
観
検
査
　
　
　
(2
)分
解
前
点
検

(3
)軸
受
点
検
　
　
　
(4
)固
定
子
点
検

(5
)ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ固
定
側
点
検

(6
)回
転
子
点
検

(7
)上
部
軸
受
温
度
計
の
校
正

・
ｽ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ表
面
段
差
摩
耗
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
凸
部
の
み
治
具
作
成

し
て
平
滑
に
し
た
。
又
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
ﾎ
ﾙ
ﾀ
ﾞｰ
の
位
置
を
修
正
し
た
。

・
ﾛ
ｯ
ｶ
ｰ
装
置
部
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
部
の
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
の
劣
化
、
割
れ
が
見
ら
れ
た
。
こ

の
た
め
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
を
交
換
し
た
。

・
A
号
機
の
上
部
軸
受
油
面
計
部
よ
り
油
に
じ
み
が
み
ら
れ
た
。
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
管
の
割

れ
が
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
管
を
交
換
又
そ
れ
に
伴
い
ｺ
ﾙ
ｸ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞも
交
換
し
た
。
（
A
号
機
の
み
)

・
下
部
B
G
.B
K
(ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞﾌ
ﾞﾗ
ｹ
ｯ
ﾄ)
内
径
寸
法
測
定
し
た
と
こ
ろ
公
差
外
で
あ
っ
た
が
B
G
.B
K
と
ﾍ
ﾞｱ
ﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞと
の
ｽ
ｷ
ﾏ
が
判
定
基
準
内
に
入
る
様
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞに
て
調
整
を
行
っ
た
。
(B
号
機
の
み
)(
第
7
回
定
時

の
反
映
事
項
)

・
上
部
ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
ﾒ
ﾀ
ﾙ
及
び
ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄﾒ
ﾀ
ﾙ
の
浸
透
深
傷
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
判
定
基
準
を
外
れ
て
い

た
。
判
定
基
準
を
外
れ
て
い
た
A
号
機
№
6
、
B
号
機
№
2
,5
の
ﾊ
ﾞﾋ
ﾞｯ
ﾄﾒ
ﾀ
ﾙ
を
交
換
し
た
。
(第
7
回
時

の
反
映
事
項
)

－

　
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
は
点
検
計
画
よ
り
取
組
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る

た
め
次
回
定
検
時
に
取
組
む
と
す
る
。

－
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表
3－

2（
1／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
及
び
電
動
機
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

交
換
部
品

１
．

2次
主
循
環
ポ
ン
プ

（
１
）
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
グ
リ
ス

（
２
）
ガ
ス
ケ
ッ
ト

２
．

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

（
１
）
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

（
２
）
上
部
軸
受
、
下
部
軸
受

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
分
解
点
検

（
2）
作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

＜
現
地
点
検
＞

(1
) 軸
受
点
検

(2
) 固
定
子
点
検

(3
) 回
転
子
点
検

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

(5
) 外
観
構
造
点
検

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A

,B
号
機
共
通
）

(1
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
分
解
点
検

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト
、
シ
ー
ル
リ
ン
グ
、
グ
リ
ッ
ド
メ
ン
バ
ー
等
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
（
2）
作
動
検
査

　
定
格
運
転
を
行
い
、
振
動
等
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
（
A

,B
号
機
共
通
）

(1
) 軸
受
点
検

　
A
号
機
の
上
部
、
下
部
軸
受
に
異
音
が
確
認
さ
れ
た
た
め
交
換
し
た
。

B
号
機
に
つ

い
て
は
、
水
平
展
開
と
し
て
交
換

(2
) 固
定
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
、
絶
縁
試
験
等
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 回
転
子
点
検

　
絶
縁
低
下
が
発
見
さ
れ
た
た
め
清
掃
・
手
入
れ
に
よ
り
改
善
。
巻
線
抵
抗
測
定
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

　
ブ
ラ
シ
摩
耗
粉
に
よ
る
汚
損
が
著
し
い
た
め
清
掃
し
た
。
ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
摺

り
合
せ
を
実
施
し
た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
分
解
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

　
点
検
記
録
不
明

予
防
保
全
の
観
点
で
以
下
の
部
品
交
換

１
．

2次
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
グ
リ
ス

(2
) シ
ー
ル
リ
ン
グ

(3
) グ
リ
ッ
ド
メ
ン
バ
ー
（
B
側
傷
あ
り
）

(4
) ガ
ス
ケ
ッ
ト

２
．

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

点
検
記
録
不
明

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A

,B
号
機
共
通
）

(1
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
分
解
点
検

　
グ
リ
ッ
ド
メ
ン
バ
ー

(B
)に
打
痕
を
発
見
し
た
。
ガ
ス
ケ
ッ
ト
、
シ
ー
ル
リ
ン
グ
等

に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 外
観
検
査

目
視
に
よ
る
外
観
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)作
動
検
査

　
　
定
格
運
転
を
行
い
、
振
動
等
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
（
A

,B
号
機
共
通
）

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

３
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ
(A
),
(B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

３
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A

,B
号
機
共
通
）

(1
) 外
観
検
査

　
目
視
に
よ
る
外
観
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査

　
作
動
検
査
を
行
い
、
各
部
の
振
動
等
を
測
定
し
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
（
A

,B
号
機
共
通
）

　
点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

３
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ
(A
),
(B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

３
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

点
検
記
録
不
明

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A

,B
号
機
共
通
）

(1
) 外
観
検
査

　
目
視
に
よ
る
外
観
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査

　
作
動
検
査
を
行
い
、
各
部
の
振
動
等
を
測
定
し
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
（
A

,B
号
機
共
通
）

　
点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

特
に
な
し

特
に
な
し

　
第

2回
定
検
期
間
中
、
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
制
御
盤
取
り
付
け
、
配
線
工
事

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
巻
線
の
絶
縁
劣
化
防
止
対
策
の
た
め
に
実
施
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

特
に
な
し
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表
3－

2（
2／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
及
び
電
動
機
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

　
2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
)、

(B
)に
つ
い
て
以
下
の
部
品

を
交
換
し
た
。

(1
) 上
部
、
下
部
軸
受

(2
) 回
転
計
発
電
機

(3
) カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

(4
) ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ

(5
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
用
シ
ー
ル
リ
ン
グ

(6
) ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

（
1）
外
観
検
査

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

＜
メ
ー
カ
工
場
＞

(1
) 分
解
点
検

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
る
目
視
点
検
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各
部
の
振
動
等
を
測
定
し

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
＜
メ
ー
カ
工
場
分
解
点
検
＞

(1
) 軸
受
：
グ
リ
ス
の
劣
化
状
態
、
軌
道
面
状
態
、
固
定
部
の
緩
み
等
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 固
定
子
、
回
転
子
：
汚
損
、
損
傷
、
縛
り
糸
の
緩
み
等
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
巻
線
及
び
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
絶
縁
抵
抗
に
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
絶
縁
補
強
（
蒸
気
洗
浄
、
乾
燥
、
ワ
ニ
ス
処
理
）
を
行
っ

た
。

(3
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
：
径
表
面
の
損
傷
の
有
無
、
ブ
ラ
シ
バ
ネ
圧
測
定
、
ブ
ラ

シ
寸
法
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
シ
保
持

器
に
カ
ー
ボ
ン
粉
が
付
着
し
て
い
た
の
で
清
掃
し
た
。

B
号
機

W
相
に
つ
い

て
機
械
加
工
を
行
い
、
規
定
値
に
し
た
。

(4
) 絶
縁
診
断
：
誘
電
正
接
試
験
、
交
流
電
流
特
性
試
験
等
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
) 単
体
試
験
：
各
部
の
振
動
、
温
度
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
特
性
試
験
を
行
い
、
性
能
の
低
下
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 軸
受
点
検

(2
) 固
定
子
点
検

(3
) 回
転
子
点
検

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

(5
) 外
観
構
造
点
検

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
　
る
目
視
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各
部
の
振
動
等
を
測
定
し

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

(1
) 軸
受
点
検
：
分
解
を
伴
わ
な
い
点
検
の
た
め
、
グ
リ
ス
の
漏
れ
及
び
運
転

中
の
聴
音
に
よ
る
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 固
定
子
点
：
検
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ

測
定
、
絶
縁
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 回
転
子
点
検
：
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
線
抵
抗
測
定
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振

れ
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検
：
径
表
面
の
損
傷
の
有
無
、
ブ
ラ
シ
バ
ネ
圧
測
定
、

ブ
ラ
シ
寸
法
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
シ

保
持
器
に
カ
ー
ボ
ン
粉
が
付
着
し
て
い
た
の
で
清
掃
し
た
。

(5
) 外
観
状
態
：
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

(6
) 単
体
運
転
：
各
部
の
温
度
、
振
動
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A

,B
号
機
共
通
）

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に

お
け
　
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各

部
の
振
動
等
を
測
定
し
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
　
（
A

,B
号
機
共
通
）

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

（
1）
外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
目
視
点
検
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ラ
シ

の
交
換
、
グ
リ
ス
給
油
を
行
っ
た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
　
る
目
視
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各
部
の
振
動
等
を
測
定

し
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

(1
) 軸
受
点
検
：
分
解
を
伴
わ
な
い
点
検
の
た
め
、
グ
リ
ス
の
漏
れ
及
び
運
転

中
の
聴
音
に
よ
る
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 固
定
子
点
：
検
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ

測
定
、
絶
縁
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 回
転
子
点
検
：
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
線
抵
抗
測
定
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振

れ
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検
：
径
表
面
の
損
傷
の
有
無
、
ブ
ラ
シ
バ
ネ
圧
測
定
、

ブ
ラ
シ
寸
法
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
シ

保
持
器
に
カ
ー
ボ
ン
粉
が
付
着
し
て
い
た
の
で
清
掃
し
た
。

(5
) 外
観
状
態
：
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

(6
) 単
体
運
転
：
各
部
の
温
度
、
振
動
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 軸
受
点
検

(2
) 固
定
子
点
検

(3
) 回
転
子
点
検

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

(5
) 外
観
構
造
点
検

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

今
回
の
絶
縁
診
断
の
結
果
か
ら
絶
縁
補
強
の
効
果
が
確
認
で
き
、
作
業
間

隔
を
大
き
く
取
れ
る
旨
の
提
案
が
あ
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
現
地
分
解
点

検
結
果
に
応
じ
て
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
)、

(B
)に
つ
い
て
以
下
の
部
品

を
交
換
し
た
。

(1
) カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

(2
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
シ
ー
ル
リ
ン
グ

　
2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
)、

(B
)に
つ
い
て
以
下
の
部
品

を
交
換
し
た
。

(1
) カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

(2
) カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
シ
ー
ル
リ
ン
グ

B
号
機
Ｗ
相
の
ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
振
れ
値
が
規
定
を
逸
脱

(3
/1

00
m

m
→

10
/1

00
m

m
)し
て
い
た
た
め
修
正
加
工
を
行
っ
た
。

連
続
運
転
に
よ
り
発
生
し
な
い
た
め
、
外
的
要
因
（
現
地
に
お
け
る

ペ
ー
パ
ー
修
正
）
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
3－

2（
3／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
及
び
電
動
機
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

　
2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
)、

(B
)に
つ
い

て
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

(2
) シ
ー
ル
リ
ン
グ

特
に
な
し

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A

,B
号
機
共
通
）

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に

お
け
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各

部
の
振
動
等
の
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A,

B号
機
共
通
）

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
　
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各
部
の
振
動
等

を
計
測
し
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
（
A,

B号
機
共
通
）

(1
) 軸
受
点
検

　
排
出
グ
リ
ス
に
変
色
（
分
析
の
結
果
、
金
属
摩
耗
粉
が
混
在
）
を

確
認
し
た
た
め
、
別
途
契
約
に
よ
り
新
規
に
上
部
軸
受
、
及
び
下

部
軸
受
け
を
交
換
し
た
。

(2
) 固
定
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
、

絶
縁
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 回
転
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
線
抵
抗
測
定
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測

定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

　
外
径
表
面
の
損
傷
の
有
無
、
ブ
ラ
シ
バ
ネ
圧
測
定
、
ブ
ラ
シ
寸

法
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
) 外
観
状
態

　
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A,

B号
機
共
通
）

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
　
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各
部
う
の
振
動

を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
（
A,

B号
機
共
通
）

(1
) 軸
受
点
検

　
排
出
グ
リ
ス
に
変
色
（
分
析
の
結
果
、
金
属
摩
耗
粉
が
混
在
）
を

確
認
し
た
た
め
、
別
途
契
約
に
よ
り
新
規
に
上
部
軸
受
、
及
び
下

部
軸
受
け
を
交
換
し
た
。

(2
) 固
定
子
点

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
、

絶
縁
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 回
転
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
線
抵
抗
測
定
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測

定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

　
外
径
表
面
の
損
傷
の
有
無
、
ブ
ラ
シ
バ
ネ
圧
測
定
、
ブ
ラ
シ
寸

法
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
) 外
観
状
態

　
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

M
K

-Ⅲ
冷
却
系
改
造
工
事
に
お
い
て

2次
主
循
環

ポ
ン
プ

(A
),(

B
)モ
ー
タ
の
更
新

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
検
査

(2
) 作
動
検
査

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

＜
現
地
点
検
＞

(1
) 軸
受
点
検

(2
) 固
定
子
点
検

(3
) 回
転
子
点
検

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

(5
) 外
観
構
造
点
検

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

＜
現
地
点
検
＞

(1
) 軸
受
点
検

(2
) 固
定
子
点
検

(3
) 回
転
子
点
検

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

(5
) 外
観
構
造
点
検

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

　
2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
)、

(B
)に
つ
い

て
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 上
部
軸
受
け

(2
) 下
部
軸
受
け

(3
) カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

特
に
な
し

　 ２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

第
12
回
定
期
点
検
に
お
け
る
次
回
反
映
事
項
に
つ

い
て
は
、

M
K

-Ⅲ
改
造
工
事
に
お
け
る

2次
主
循
環

ポ
ン
プ
（
A
）
,(B

)モ
ー
タ
の
更
新
に
よ
り
対
応
さ
れ

た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に

お
け
　
る
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

(2
) 作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各

部
の
振
動
等
を
測
定
し
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ
　
（
A,

B号
機
共
通
）

（
１
）
外
観
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
温
材
装
着
状
態
に
お
け
　
る
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
作
動
検
査
に
つ
い
て
は
、
定
格
運
転
を
行
い
各
部
の
振
動
を

測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
（
A,

B号
機
共
通
）

（
１
）
軸
受
点
検

グ
リ
ス
漏
れ
、
変
色
、
異
物
の
有
無
、
封
入
状
態
の
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
固
定
子
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
、

絶
縁
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
３
）
回
転
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
線
抵
抗
測
定
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測

定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
４
）
ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

外
径
表
面
の
損
傷
の
有
無
、
ブ
ラ
シ
バ
ネ
圧
測
定
、
ブ
ラ
シ
寸
法

測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
５
）
外
観
状
態

部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
検
査

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

＜
工
場
持
ち
出
し
点
検
＞

(1
) 軸
受
点
検

(2
) 固
定
子
点
検

(3
) 回
転
子
点
検

(4
) ス
リ
ッ
プ
リ
ン
グ
点
検

(5
) 外
観
構
造
点
検

１
．
主
循
環
ポ
ン
プ

(A
),(

B
)

２
．
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
),(

B
)

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

軸
受
廃
油
に
変
色
が
あ
る
た
め
次
回
点
検
に
お
い

て
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

　
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
抵
抗
値
が
判
定
基
準
の
上
限

値
に
近
づ
い
て
い
る
た
め
、
今
後
長
期
に
し
よ
う
す
る

場
合
は
、
新
規
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
な
し

今
回
は
、
モ
ー
タ
の
分
解
を
伴
わ
な
い
点
検
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
軸
受
の
点
検
と
し
て
は
、
排
出
グ
リ
ス
の
目
視
点

検
を
行
っ
た
。
変
色
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
グ
リ
ス
性
状
の

分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
金
属
の
摩
耗
粉
の
混
在
が
確
認
さ

れ
、
軸
受
の
劣
化
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
念
の
た
め
、
そ
の

新
規
交
換
を
別
途
に
行
っ
た
。
原
因
に
つ
い
て
は
、
軸
受

の
通
常
劣
化
と
考
え
ら
れ
る
。

　
2次
主
循
環
ポ
ン
プ
駆
動
モ
ー
タ

(A
)、

(B
)に
つ
い

て
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 上
部
軸
受
け

(2
) 下
部
軸
受
け

(3
) カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
19

JNC TN9440 2005-003



表
3－

3（
1／

3）
　
主
送
風
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)　
＜
現
地
点
検
＞

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検

　
基
礎
部
、
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
、
等
の
外
観
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
部
の
錆
に
つ
い
て
は
補

修
塗
装
を
行
っ
た
。

(2
) 
軸
受
点
検

　
異
常
な
し
。
た
だ
し
グ
リ
ス
に
若
干
の
汚
損
が
確
認
さ
れ
た
。

(3
) 
試
運
転
各
部
の
温
度
振
動
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
送
風
機
本
体

　
軸
受
グ
リ
ス

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
分
解
点
検
(1
A
の
み
）

　
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
等
の
発
錆
部
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
に
よ
る
ケ
レ
ン
を
行
い
再
塗
装
を
行
っ
た
。

(2
) 
外
観
点
検

　
基
礎
部
、
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
、
等
の
外
観
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
部
の
錆
に
つ
い
て
は
補

修
と
送
を
行
っ
た
。

(3
) 
軸
受
点
検

　
異
常
な
し
。
た
だ
し
、
1
A
号
機
軸
受
の
軌
道
面
に
圧
痕
が
見
ら

れ
た
。
グ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
各
機
器
と
も
変
色
が
見
ら
れ
た
た
め

入
れ
替
え
を
行
っ
た
。

(4
) 
試
運
転

　
主
送
風
機
、
モ
ー
タ
に
つ
い
て
各
部
の
振
動
及
び
温
度
を
測
定

し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
分
解
点
検

　
回
転
子
、
固
定
子
に
塵
埃
の
付
着
が
確
認
さ
れ
た
た
め
清
掃
を

実
施
し
た
。
軸
受
は
寸
法
及
び
メ
タ
ル
の
P
T
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
　
コ
イ
ル
の
絶
縁
抵
抗
は
良
好
で
あ
っ
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
軸
受
グ
リ
ス

(2
) 
軸
受
オ
イ
ル
シ
ー
ル

(3
) 
軸
受
（
分
解
に
併
せ
て
１
A
の
み
交
換
）

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

　
特
に
な
し

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検

　
基
礎
部
、
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
、
等
の
外
観
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
部
の
錆
に
つ
い
て
は
補

修
塗
装
を
行
っ
た
。

(2
) 
軸
受
点
検

　
異
常
な
し
。
た
だ
し
、
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
交
換
し
た
。

(3
) 
試
運
転

　
主
送
風
機
、
モ
ー
タ
に
つ
い
て
各
部
の
振
動
及
び
温
度
を
測
定

し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
分
解
点
検

　
軸
受
に
つ
い
て
、
P
T
検
査
、
オ
イ
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
測
定
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
潤
滑
油
に
汚
損
が
あ
っ
た
た
め
交
換
し

た
。
固
定
子
及
び
回
転
子
に
つ
い
て
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
コ
イ
ル
エ
ン
ド
等
各
部
の
清
掃
を
行
っ
た
。
巻
線
に

つ
い
て
は
洗
浄
、
乾
燥
赤
ワ
ニ
ス
の
塗
布
を
行
っ
た
。
絶
縁
抵
抗

を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
単
体
運
転
を
行
い
、
各
部
の
温
度
、
振
動
に
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
特
性
試
験
を
行
い
性
能
の
低
下
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

　
点
検
デ
ー
タ
検
索
で
き
ず
。
た
だ
し
、
本
定
検
に
お
い
て
主
送

風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
の
改
造
が
実
施
さ
れ
こ
の
中
で
送
風
機

の
点
検
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
改
造
は
以
下
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
。

(1
) 
ベ
ー
ン
羽
根
を
ベ
ー
ン
軸
等
を
炭
素
鋼
か
ら
S
U
S
材
に
変
更

し
た
。

(2
) 
ベ
ー
ン
軸
受
を
含
油
軸
受
に
変
更
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
（
1
B
)

(1
) 
軸
受
点
検

　
別
途
実
施
し
て
い
る
回
転
引
抜
に
併
せ
て
当
該
機
の
軸
受
を
点

検
し
た
。
メ
タ
ル
の
摩
耗
量
に
つ
い
て
は
、
異
常
は
な
か
っ
た
が
、

判
定
基
準
を
超
え
る
剥
離
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
予
備
品
と
交
換

し
た
。

(2
) 
回
転
子
点
検

　
外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
清

掃
、
ワ
ニ
ス
に
よ
る
補
修
塗
装
を
行
っ
た
。

(3
) 
固
定
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
、

絶
縁
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
分
解
点
検

　
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
等
の
発
錆
部
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
に
よ
る
ケ
レ
ン
を
行
い
溶
接
部
も
含
め
目
視
点
検
を
お
こ

な
っ
た
。
ま
た
、
再
塗
装
に
よ
る
整
備
を
行
っ
た
。
基
礎
部
、
ケ
ー

シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
軸
受
に
つ
い
て
は
問
題
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

(2
) 
試
運
転

　
主
送
風
機
、
モ
ー
タ
に
つ
い
て
各
部
の
振
動
及
び
温
度
を
測
定

し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
分
解
点
検

　
回
転
子
、
固
定
子
に
塵
埃
の
付
着
が
確
認
さ
れ
た
た
め
清
掃
を

実
施
し
た
。
軸
受
は
寸
法
及
び
メ
タ
ル
の
P
T
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
但
し
、
2
B
軸
受
に
つ
い
て
は
予
防
保
全
の
観

点
か
ら
当
た
り
調
整
を
行
っ
た
。
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
コ
イ
ル
の
絶
縁
抵
抗
に
つ
い
て

は
、
1
B
号
機
に
つ
い
て
絶
縁
抵
抗
の
不
安
定
現
象
が
確
認
さ
れ

た
た
め
、
別
途
　
詳
細
点
検
を
実
施
し
原
因
は
塩
害
に
よ
る
も
の
と

推
定
さ
れ
た
。

(2
) 
絶
縁
対
策
工
事

　
上
記
(1
)の
状
況
を
踏
ま
え
、
全
て
の
モ
ー
タ
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ

工
場
に
お
け
る
モ
ー
タ
巻
線
の
絶
縁
補
強
工
事
（
塩
出
し
、
ス

チ
ー
ム
洗
浄
、
乾
燥
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
真
空
含
浸
処
理
）
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
耐
電
圧
試
験
を
行
い
絶
縁
が
正
常
に
回
復
し
た
こ
と

を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
軸
受
（
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
1
A
号
機
を
除
く
軸
受
を
交
換

し
た
。
）

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
（
工
場
対
応
）

(1
) 
油
面
計

(2
) 
圧
着
端
子

(3
) 
パ
ッ
キ
ン
他

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
ベ
ア
リ
ン
グ
（
グ
リ
ス
）

(2
) 
マ
ン
ホ
ー
ル
締
付
ボ
ル
ト

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
軸
受
（
1
A
,2
A
,2
B
号
機
）

(2
) 
油
面
計

(3
) 
パ
ッ
キ
ン
他

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

１
．
主
送
風
機
本
体

　
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
軸
受
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

　
点
検
記
録
不
明

点
検
機
器

交
換
部
品

１
．
主
送
風
機
本
体

　
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
軸
受
（
1
A
)の
交
換
が
推
奨
さ
れ
、
別
途

交
換
し
た
。
（
1
A
以
外
に
つ
い
て
は
、
軸
受
交
換
を
第
3
回
定
検
で

実
施
し
て
い
る
。
）
ま
た
、
グ
リ
ス
の
入
替
え
頻
度
の
短
縮
が
推
奨
さ

れ
た
。
定
期
点
検
毎
の
軸
受
点
検
（
分
解
）
が
推
奨
さ
れ
た
。

２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

　
特
に
な
し

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
各
部
に
つ
い
て
部
分
的
に
補
修
塗
装
を
実
施
し
た
が
、
予
防

保
全
の
観
点
か
ら
全
塗
装
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
３
年
周
期
で
工
場
点
検
が
推
奨
さ
れ
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

現
地
分
解
点
検
に
お
け
る
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果
や
内
部
状
況
に

よ
り
判
断
す
る
こ
と
と
し
た
。

特
に
な
し

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)＜
工
場
点
検
＞

点
検
項
目

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(特
に
外
観
上
、
汚
損
著
し
い
た
め

1A
の
み
対
象
と
し
た

)

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
分
解
点
検
(1
A
の
み
）

(2
) 
外
観
点
検

(3
) 
軸
受
点
検

(4
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
分
解
点
検
（
1
A
の
）

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
工
場
点
検
＞

(1
) 
分
解
点
検

１
．
主
送
風
機
本
体
（
2A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

①
2A

,1
B

,2
B
号
機
＜
現
地
点
検
＞

②
1A

,2
A

,1
B

,2
B
号
機
＜
工
場
点
検
＞

（
現
地
点
検
結
果
に
基
づ
き
工
場
点
検
を
実
施
）

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

<現
地
点
検
＞

(1
B
：
第

3回
定
検
実
績
に
基
づ
き
、
選
択
的
に
点
検
の
対
象
と
し

た
。

)

１
．
主
送
風
機
本
体

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
軸
受
メ
タ
ル
点
検
、
取
替
え

(2
) 
固
定
子
点
検

(3
) 
回
転
子
点
検

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
分
解
点
検
(2
A
,1
B
,2
B
）

(2
) 
試
運
転
(1
A
,2
A
,1
B
,2
B
)

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
分
解
点
検
（
2
A
,1
B
,2
B
）

１
．
主
送
風
機
本
体

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

（
１
）
点
検
対
象
機
以
外
の
モ
ー
タ
の
軸
受
交
換

１
．
主
送
風
機
本
体

　
塩
害
に
よ
る
腐
食
が
進
ん
で
い
る
た
め
外
気
取
り
入
れ
口
の
改

善
が
指
摘
さ
れ
た
。

２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
) 
絶
縁
劣
化
対
策
と
し
て
、
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
設
置
が
推
奨
さ

れ
、
別
途
対
応
し
た
。

(2
) 
メ
ー
カ
工
場
に
お
け
る
、
分
解
、
コ
イ
ル
洗
浄
、
絶
縁
補
強
が

推
奨
さ
れ
た
。

①
塩
害
に
よ
る
絶
縁
劣
化
対
応
と
し
て
、
巻
線
の
絶
縁
補
強
工
事

を
行
っ
た
。

②
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
を
設
け
、
モ
ー
タ
停
止
時
に
お
け
る
内
部
の
乾

燥
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

１
．
主
送
風
機
本
体

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
（
1
B
)

(1
) 
軸
受

資料3.5－1（表）
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表
3－

3（
2／

3）
　
主
送
風
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

点
検
機
器

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

１
．
主
送
風
機
本
体
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。
支
障

（
１
）
ベ
ア
リ
ン
グ
、
ダ
ス
ト
シ
ー
ル
、
グ
リ
ス

（
２
）
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
ブ
ッ
シ
ュ

（
３
）
回
転
計
他

１
．
主
送
風
機
本
体

な
し
２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

各
モ
ー
タ
に
付
き
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

（
１
）
潤
滑
油

１
．
主
送
風
機
本
体

（
１
）
内
外
部
の
ケ
レ
ン
塗
装
が
必
要
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
内
部
塗
装
の
が
傷
ん
で
き
て
い
る
た
め
補
修
が
必
要
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
内
部
に
塵
埃
の
混
入
多
い
た
め
分
解
し
内
部
の
点
検
、
清
掃
が
必
要
。

１
．
主
送
風
機
本
体

特
に
な
し

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

モ
ー
タ
内
部
に
塵
埃
付
着
大
に
つ
き
清
掃
を
実
施
し
た
が
、
細
部
に
つ
い
て
は

工
場
に
お
け
る
分
解
点
検
に
よ
り
除
去
が
必
要
で
あ
る
。
旨
の
推
奨
が
行
わ
れ

た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

特
に
な
し

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

１
．
主
送
風
機
軸
受
の
グ
リ
ス
は
従
来
通
り
１
定
検
毎
の
取
替
え
を
継
続
す
る
。

２
．

2A
負
荷
側
、

2B
反
負
荷
側
軸
受
の
上
メ
タ
ル
に
つ
い
て
剥
離
が
発
見
さ
れ

た
。
基
準
値
内
で
あ
り
供
用
に
は
問
題
な
い
が
進
展
す
る
場
合
は
交
換
が
必
要

で
あ
る
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
（
内
部
）
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
軸
受
点
検

(2
) 
固
定
子
点
検

(3
) 
回
転
子
点
検

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

(5
) 
外
観
構
造
点
検

(6
) 
作
動
試
験

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
（
内
部
）
点
検
：
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
発
錆
部
に
つ
い
て
は
、
ケ
レ
ン
及
び
塗
装
を
行
っ
た
。

(2
) 
軸
受
点
検
：
分
解
点
検
清
掃
を
行
っ
た
。
グ
リ
ス
の
交
換
を
行
っ
た
。
な
お
旧

グ
リ
ス
は
劣
化
し
て
い
た
。

(3
) 
試
運
転
：
主
送
風
機
、
モ
ー
タ
に
つ
い
て
各
部
の
振
動
及
び
温
度
を
測
定
し

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
軸
受
点
検
：
オ
イ
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
メ
タ
ル
の
割
れ
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
変
形
等
の
点

検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
固
定
子
点
検
：
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定

等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
回
転
子
点
検
（
回
転
子
装
着
状
態
）
：
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測
定
、
嵌
合

寸
法
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
) 
外
観
構
造
点
検
外
観
状
態
、
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(6
) 
作
動
試
験
：
実
負
荷
運
転
を
行
い
、
運
転
音
、
振
動
、
電
流
、
軸
受
温
度
等
を

測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
軸
受
グ
リ
ス

(2
) 
ケ
ー
シ
ン
グ
マ
ン
ホ
ー
ル
ボ
ル
ト

２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
) 
軸
受
潤
滑
油

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,２
B

)　
＜
現
地
点
検
＞

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
軸
受
点
検

(2
) 
固
定
子
点
検

(3
) 
回
転
子
点
検

１
．
主
送
風
機
本
体

（
１
）
外
観
点
検
（
内
部
）

（
２
）
軸
受
点
検

（
３
）
試
運
転

１
．
主
送
風
機
本
体

（
１
）
外
観
点
検
：
基
礎
部
、
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
、
等
の
外
観
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
部
の
錆
に
つ
い
て
は
補
修
塗
装
を
行
っ

た
。
（
２
）
軸
受
点
検
：
著
し
い
傷
、
減
り
等
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
予
防
保
全
の
観
点

か
ら
交
換
し
た
。

（
３
）
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

（
１
）
絶
縁
抵
抗
測
定
：
本
体
の
点
検
に
併
せ
て
取
外
し
、
復
旧
を
行
っ
た
モ
ー
タ

の
巻
線
及
び
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

（
２
）
作
動
試
験
：
実
負
荷
運
転
を
行
い
、
運
転
音
、
振
動
、
電
流
、
軸
受
温
度
等

を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)＜
現
地
点
検
＞

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
軸
受
点
検

(2
) 
固
定
子
点
検

(3
) 
回
転
子
点
検

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

(5
) 
外
観
構
造
点
検

(6
) 
作
動
試
験

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検
：
基
礎
部
、
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
、
等
の
外
観
点
検
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ケ
レ
ン
は
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
に
よ
り
行
っ
た
。

(2
) 
試
運
転
：
主
送
風
機
、
モ
ー
タ
に
つ
い
て
各
部
の
振
動
及
び
温
度
を
測
定
し

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
軸
受
点
検

　
オ
イ
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
メ
タ
ル
の
割
れ
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
変
形
等
の
点
検
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
固
定
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
等
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
回
転
子
点
検
（
回
転
子
装
着
状
態
）

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測
定
、
嵌
合
寸
法
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

　
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(5
) 
外
観
構
造
点
検

　
外
観
状
態
、
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

(6
) 
作
動
試
験

　
実
負
荷
運
転
を
行
い
、
運
転
音
、
振
動
、
電
流
、
軸
受
温
度
等
を
測
定
し
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
点
検
：
基
礎
部
、
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
、
等
の
外
観
点
検
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
部
の
錆
に
つ
い
て
は
補
修
塗
装
を
行
っ

た
。
(2
) 
軸
受
点
検
：
異
常
な
し
。
た
だ
し
、
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
交
換
し
た
。

(3
) 
試
運
転
：
主
送
風
機
、
モ
ー
タ
に
つ
い
て
各
部
の
振
動
及
び
温
度
を
測
定
し

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
軸
受
点
検
：
傷
が
発
見
さ
れ
た
た
め
修
正
加
工
し
た
。
オ
イ
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、

メ
タ
ル
の
割
れ
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
変
形
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(2
) 
固
定
子
点
検
：
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定

等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
回
転
子
点
検
（
回
転
子
装
着
状
態
）
：
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測
定
、
嵌
合

寸
法
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
コ
イ
ル
の
絶
縁
診
断
を

行
っ
た
。

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
) 
外
観
構
造
点
検
：
外
観
状
態
、
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(6
) 
作
動
試
験
：
実
負
荷
運
転
を
行
い
、
運
転
音
、
振
動
、
電
流
、
軸
受
温
度
等
を

測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
ベ
ア
リ
ン
グ
グ
リ
ス

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
潤
滑
油

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)　
<現
地
点
検
＞

特
に
な
し
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表
3－

3（
3／

3）
　
主
送
風
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

点
検
機
器

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

－

　
M
K
-
Ⅲ
冷
却
系
改
造
工
事
に
に
よ
り
、
主
送
風
機
本
体
及
び
駆

動
モ
ー
タ
更
新
。

－

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)　
＜
工
場
点
検
＞

１
．
主
送
風
機

(1
) 
外
観
点
検

　
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
等
に
つ
い
て
変
形
、
損
傷
等
の
点
検
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
軸
受
点
検

　
モ
ー
タ
及
び
反
モ
ー
タ
側
軸
受
の
内
、
外
輪
軸
及
び
コ
ロ
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
軸
受
温
度
計
の
絶
縁
抵
抗
、
線
間
抵
抗
を
測
定
し
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
工
場
点
検
＞

(1
) 
軸
受
点
検

　
オ
イ
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
メ
タ
ル
の
割
れ
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
変
形
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
固
定
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
、
絶
縁
試
験
等
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
コ
イ
ル
の
絶
縁
診
断
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
コ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
洗
浄
及
び
ワ
ニ
ス
を
塗
布
し
絶
縁
補
強
を

行
っ
た
。

(3
) 
回
転
子
点
検

　
回
転
子
棒
・
エ
ン
ド
リ
ン
グ
変
形
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測
定
、
嵌
合
寸
法
等
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

　
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(5
) 
外
観
構
造
点
検

　
外
観
状
態
、
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(6
) 
作
動
試
験

　
実
負
荷
運
転
を
行
い
、
運
転
音
、
振
動
、
電
流
、
軸
受
温
度
等
」
を
測
定
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
（
内
部
）
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
軸
受
点
検

(2
) 
固
定
子
点
検

(3
) 
回
転
子
点
検

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

(5
) 
外
観
構
造
点
検

(6
) 
作
動
試
験

－

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)<
現
地
点
検
＞

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
（
内
部
）
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
軸
受
点
検

(2
) 
固
定
子
点
検

(3
) 
回
転
子
点
検

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

(5
) 
外
観
構
造
点
検

(6
) 
作
動
試
験

１
．
主
送
風
機

(1
) 
外
観
点
検

　
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
等
に
つ
い
て
変
形
、
損
傷
等
の
点
検
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
軸
受
点
検

　
モ
ー
タ
及
び
反
モ
ー
タ
側
軸
受
の
内
、
外
輪
軸
及
び
コ
ロ
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
軸
受
温
度
計
の
絶
縁
抵
抗
、
線
間
抵
抗
を
測
定
し
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
軸
受
点
検

　
オ
イ
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
メ
タ
ル
の
割
れ
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
変
形
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
固
定
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
、
絶
縁
試
験
等
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
回
転
子
点
検
（
回
転
子
装
着
状
態
）

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測
定
、
嵌
合
寸
法
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
コ
イ
ル
の
絶
縁
診
断
を
行
な
い
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

　
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(5
) 
外
観
構
造
点
検

　
外
観
状
態
、
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(6
) 
作
動
試
験

　
実
負
荷
運
転
を
行
い
、
運
転
音
、
振
動
、
電
流
、
軸
受
温
度
等
を
測
定
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

－

M
k-
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
う
駆
動
モ
ー
タ
及
び
基
礎
ベ
ー
ス
の
取
替

え
を
行
っ
て
お
り
、
第
1
0
，
1
1
回
定
検
の
反
映
事
項
（
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
干
渉
）
が
改
善
さ
れ
た
。

１
．
主
送
風
機
：
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ロ
ー
タ
の
錆
の
ケ
レ
ン
、
塗
装
が
必
要

２
．
電
動
機
：
1B
送
風
機
用
電
動
機
に
つ
い
て
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
が
突
出

し
、
当
該
機
の
底
部
に
干
渉
し
セ
ン
タ
リ
ン
グ
が
出
難
い
た
め
モ
ー
タ
の
取
り
外
し
に

併
せ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
切
削
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
な
し

＜
主
送
風
機
モ
ー
タ
＞

１
．
嵌
合
寸
法
に
基
準
値
逸
脱
が
計
測
さ
れ
た
た
め
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
内
径
に
ク
ロ
ー

ム
メ
ッ
キ
し
た
。
(1
A
,2
A
)

２
．
2
B
モ
ー
タ
に
つ
い
て
、
整
備
前
の
絶
縁
診
断
試
験
（
工
場
）
に
お
い
て
コ
イ
ル
エ

ン
ド
部
に
絶
縁
リ
ー
ク
が
発
生
し
た
。
原
因
に
つ
い
て
は
、
潮
解
性
塵
埃
し
イ
オ
ン
化

し
た
cl
等
が
絶
縁
層
に
浸
透
し
局
部
的
な
貫
通
抵
抗
の
低
下
を
き
た
し
絶
縁
リ
ー
ク

が
発
生
し
た
。
該
当
部
の
絶
縁
材
の
除
去
、
再
絶
縁
に
よ
り
補
修
し
た
。

１
．
主
送
風
機
：
（
１
）
全
面
清
掃
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
あ
る
。
（
２
）
主
軸

の
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
交
換

２
．

1B
送
風
機
用
電
動
機
に
つ
い
て
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
が
突
出
し
、
当
該

機
の
底
部
に
干
渉
し
セ
ン
タ
リ
ン
グ
が
出
難
い
た
め
モ
ー
タ
の
取
り
外
し
に
併
せ
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
切
削
調
整
が
必
要
で
あ
る
旨
の
反
映
事
項
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
も
調

整
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

M
k-
Ⅲ
改
造
工
事
に
併
せ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

各
モ
ー
タ
に
付
き
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
潤
滑
油

特
に
な
し

特
に
な
し
。
次
回
定
検
に
お
い
て
は
、
M
k-
Ⅲ
改
造
工
事
が
行
わ
れ
、
各
主
送
風
機

駆
動
モ
ー
タ
が
更
新
さ
れ
る
。

点
検
結
果
や
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

１
．
主
送
風
機

(1
) 
軸
受
温
度
計

２
・
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
(全
数
）

(2
) 
油
面
計
(全
数
）

(3
) 
パ
ッ
キ
ン
類
(全
数
）

(4
) 
潤
滑
油
(全
数
）
　
他

１
．
主
送
風
機
本
体
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
駆
動
モ
ー
タ

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)<
現
地
点
検
＞

１
．
主
送
風
機
本
体

(1
) 
外
観
（
内
部
）
点
検

(2
) 
軸
受
点
検

(3
) 
試
運
転

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ
＜
現
地
点
検
＞

(1
) 
軸
受
点
検

(2
) 
固
定
子
点
検

(3
) 
回
転
子
点
検

(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

(5
) 
外
観
構
造
点
検

(6
) 
作
動
試
験

１
．
主
送
風
機

(1
) 
外
観
点
検

　
ケ
ー
シ
ン
グ
、
イ
ン
ペ
ラ
等
に
つ
い
て
変
形
、
損
傷
等
の
点
検
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
軸
受
点
検

　
モ
ー
タ
及
び
反
モ
ー
タ
側
軸
受
の
内
、
外
輪
軸
及
び
コ
ロ
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
軸
受
温
度
計
の
絶
縁
抵
抗
、
線
間
抵
抗
を
測
定
し
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
モ
ー
タ

(1
) 
軸
受
点
検

　
オ
イ
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
メ
タ
ル
の
割
れ
、
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
変
形
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
固
定
子
点
検

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
エ
ア
ー
ギ
ャ
ッ
プ
測
定
等
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
回
転
子
点
検
（
回
転
子
装
着
状
態
）

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
外
径
振
れ
測
定
、
嵌
合
寸
法
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(4
) 
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
点
検

　
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(5
) 
外
観
構
造
点
検

　
外
観
状
態
、
部
品
の
取
り
付
け
位
置
等
の
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(6
) 
作
動
試
験
実
負
荷
運
転
を
行
い
、
運
転
音
、
振
動
、
電
流
、
軸
受
温
度
等
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

各
モ
ー
タ
に
付
き
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
潤
滑
油

(2
) 
軸
受
メ
タ
ル

資料3.5－1（表）
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表
3－

4（
1／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

軸
受
：
５
８
Φ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
軸
受
　
３
個

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
ケ
ー
ス
：
４
個

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

圧
力
計
：
６
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
４
個

ホ
イ
ー
ル
軸
受
負
荷
側
：
２
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
２
個
（
Ａ
号
機
）
　
２
個
（
Ｂ
号
機
）

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
：
：
２
個

ホ
イ
ー
ル
軸
受
反
負
荷
側
：
２
個

イ
ン
ペ
ラ
ー
：
１
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
２
式

ピ
ニ
オ
ン
軸
受
負
荷
側
：
２
個

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
：
１
個

ベ
ロ
ー
バ
ル
ブ
（
5
K
－
２
５
A
)1
個

ピ
ニ
オ
ン
軸
受
反
負
荷
側
：
２
個

Ｏ
リ
ン
グ
：
３
本

圧
力
計
：
４
個

抽
気
電
磁
弁
、
抽
気
逆
止
弁
：
２
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
：
３
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
：
：
２
個

パ
ッ
ク
ド
バ
ル
ブ
：
１
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
２
式
：
２
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
１
式

圧
力
計
：
４
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

点
検
結
果
問
題
な
し

保
安
計
器
の
圧
力
開
閉
器
、
温
度
開
閉
器
の
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る

た
め
次
回
点
検
時
に
更
新
を
計
画
す
る
。

特
に
な
し

①
ホ
イ
ー
ル
メ
タ
ル
、
ピ
ニ
オ
ン
メ
タ
ル
軸
受
の
隙
間
が
計
画
値
を
超
え
て
い
た

の
で
次
回
点
検
時
期
ま
で
の
運
転
時
間
を
考
慮
し
て
全
数
交
換
し
た
。
（
ス
ラ
ス

ト
パ
ッ
ド
除
く
）
結
果
：
良
②
イ
ン
ペ
ラ
ー
に
軽
い
ド
レ
ン
ア
タ
ッ
ク
現
象
が
あ
っ

た
。
②
抽
気
回
収
装
置
を
銅
製
よ
り
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
改
造
し
た
。

③
抽
気
不
凝
縮
ガ
ス
取
出
座
が
腐
食
し
折
損
し
た
た
め
肉
厚
鋼
管
に
変
更
し

た
。
④
吐
出
管
継
手
を
マ
ス
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
形
（
ゴ
ム
）
か
ら
ベ
ロ
ー
ズ
形
に
改
造

し
た
。

⑤
冷
凍
機
内
真
空
引
き
用
サ
ー
ビ
ス
バ
ル
ブ
を
フ
ロ
ー
ト
室
と
増
速
器
閉
止
板

に
取
付
け
た
。

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑥

絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
漏
洩
検
査
、
⑧
作
動
検
査

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装
置
、

軸
封
装
置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検
査
結

果
:良
②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以

内
）
：
イ
ン
ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機

0
.0
0
5
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
3
ｍ
ｍ
（
許
容
値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
あ
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検
査
結
果

（
許
容
値
以
内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
潤
滑
油

ポ
ン
プ
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：
2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ

号
機
2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑦
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑧
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装
置
、

軸
封
装
置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検
査
結

果
:良
②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以

内
）
：
良
、
イ
ン
ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機

0
.0
1
5
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
1
5
ｍ
ｍ
（
許
容
値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
あ
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
設
定
器
校
正
検
査
結
果
（
許
容
値
以

内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
4
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
8
0
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン

プ
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
8
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：
2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機

2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑦
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑧
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑥

絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
漏
洩
検
査
、
⑧
作
動
検
査

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑥

絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
漏
洩
検
査
、
⑧
作
動
検
査

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装
置
、

軸
封
装
置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
結
果
:良

②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以

内
）
：
良
、
イ
ン
ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機

0
.0
1
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
0
5
ｍ
ｍ
（
許
容
値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
あ
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
設
定
器
校
正
検
査
結
果
（
許
容
値
以

内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
2
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
8
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン

プ
：
1
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：
2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機

2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑦
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑧
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

①
モ
ー
タ
分
解
点
検
、
②
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
③
作
動
検
査

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
結
果
問
題
な
し

特
に
な
し

モ
ー
タ
軸
受
交
換

①
モ
ー
タ
の
ス
テ
ー
タ
コ
イ
ル
、
ロ
ー
タ
軸
、
軸
受
油
切
及
び
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
の
分
解
点
検
結
果
：
良

②
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

③
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
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表
3－

4（
2／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

モ
ー
タ
負
荷
、
反
負
荷
軸
受
:4
個

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

イ
ン
ペ
ラ
:1
個
（
Ｂ
号
機
）

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

圧
力
開
閉
器
：
4
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
2
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

温
度
開
閉
器
：
２
個
、
（
Ａ
号
機
）
、
１
個
、
（
Ｂ
号
機
）

油
ヒ
ー
タ
：
２
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
1
個
(A
号
機
）

フ
ロ
ー
ス
イ
ッ
チ
：
2
個

ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
ス
イ
ッ
チ
：
2
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

イ
ン
ペ
ラ
ー
：
2
個

オ
イ
ル
ポ
ン
プ
：
2
台

圧
縮
機
軸
受
8
0
φ
：
2
個
、
圧
縮
機
軸
受
5
8
φ
：
6
個

ラ
ビ
リ
ン
ス
リ
ン
グ
：
2
個

冷
媒
冷
却
油
ク
ー
ラ
：
2
台

①
圧
縮
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑤
絶
縁
抵

抗
測
定
、
⑥
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑦
漏
洩
検
査
、
⑧
作
動
検

査 ①
圧
縮
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
軸
封
装
置
（
Ａ
号

機
の
み
）
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ

検
査
結
果
:良

②
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

④
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正

検
査
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

⑤
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
3
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
7
0
M
Ω
）
潤

滑
油
ポ
ン
プ
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動

機
：
2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑥
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
率
3
％
以
内
）
：
良
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑦
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動

測
定
）
：
良

①
Ｂ
号
機
圧
縮
機
イ
ン
ペ
ラ
が
ド
レ
ン
ア
タ
ッ
ク
に
よ
る
侵
食

が
認
め
ら
れ
た
た
め
イ
ン
ペ
ラ
を
交
換
し
た
。

②
Ａ
号
機
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
か
ら
油
漏
洩
が
認
め
ら
れ
、

分
解
し
た
結
果
、
摺
動
部
カ
ー
ボ
ン
面
が
若
干
欠
け
て
い

た
。
こ
の
た
め
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
交
換
を
行
っ
た
。

特
に
な
し

点
検
結
果
問
題
な
し

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装
置
、
軸
封
装
置
、

主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検
査
結
果
:良

②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
イ
ン
ペ

ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機
0
.0
3
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
1
ｍ
ｍ
（
許
容

値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
当
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検
査
結
果
（
許
容
値
以

内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
3
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
7
0
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン
プ
：

1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：

良 ⑦
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑧
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

⑨
凝
縮
器
チ
ュ
ー
ブ
全
長
（
端
管
部
を
除
く
）
管
内
外
面
の
肉
厚
及
び
打
ち
傷
等
を

過
流
探
傷
検
査
結
果
：
良

⑩
保
安
装
置
盤
の
製
作
：
保
安
計
器
及
び
監
視
計
器
類
を
新
た
に
製
作
・
設
置
し
た

自
立
盤
に
移
設
し
た
。

①
圧
縮
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
③
保
安
装
置

設
定
器
点
検
、
④
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑤
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑥
バ
ラ
ン
ス
調

整
、
⑦
作
動
検
査

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、
③
セ
ン
タ
リ
ン

グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑥
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
漏
洩

検
査
、
⑧
作
動
検
査
、
⑨
過
流
探
傷
検
査
、
⑩
保
安
装
置
盤
の
製
作
・
据
付

特
に
な
し

点
検
結
果
問
題
な
し

①
圧
縮
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装
置
、
軸
封
装
置
、
主

電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検
査
結
果
:良

②
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

③
保
護
装
置
の
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検

査
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

④
絶
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
1
5
M
Ω
(Ｂ
号
機
6
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン
プ
：
９

０
０
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：
2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
2
0
0
0
M
Ω
）

結
果
：
良

⑤
巻
線
抵
抗
測
定
（
主
電
動
機
：
U
-
X
1
.7
4
0
Ω
,V
-
Y
1
.7
4
0
Ω
,W
-

Z
1
.7
4
0
Ω
,(
Ｂ
号
機
U
-
X
1
.7
4
9
Ω
,V
-
Y
1
.7
5
0
Ω
,W
-
Z
1
.7
5
0
Ω
）
、
潤
滑
油

ポ
ン
プ
：
U
-
V
4
.6
2
2
Ω
,U
-
W
4
.6
4
5
Ω
,V
-
W
4
.6
1
7
Ω
、
(Ｂ
号
機
U
-

V
4
.6
1
8
Ω
,U
-
W
4
.6
5
8
Ω
,V
-
W
4
.6
3
7
Ω
）
）
、
主
電
動
機
：
2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号

機
2
0
0
0
M
Ω
）
）

⑥
バ
ラ
ン
ス
調
整
：
ロ
ー
タ
バ
ラ
ン
ス
残
留
不
釣
合
量
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
側
1
.0
g、

（
Ｂ
号
機
1
.0
g）
、
反
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
側
0
.5
g、
（
Ｂ
号
機
0
.5
g）
、
イ
ン
ペ
ラ
バ
ラ
ン

ス
残
留
不
釣
合
量
0
.0
1
g、
（
Ｂ
号
機
0
.0
1
g）
結
果
：
良

⑦
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

①
A
号
機
モ
ー
タ
単
体
運
転
に
お
い
て
振
動
値
が
最
大
で

19
μ
P
-
P
と
増
加

し
た
た
め
ロ
ー
タ
の
バ
ラ
ン
ス
修
正
を
行
っ
た
。
修
正
後
、
振
動
値
が
8
μ
P
-
P

と
小
さ
く
な
っ
た
。
結
果
：
良

②
Ｂ
号
機
モ
ー
タ
単
体
運
転
に
お
い
て
振
動
に
問
題
は
無
か
っ
た
が
バ
ラ
ン

ス
修
正
を
行
っ
た
。
結
果
：
良

③
A
,B
号
機
イ
ン
ペ
ラ
ー
が
ド
レ
ン
ア
タ
ッ
ク
に
よ
る
侵
食
が
認
め
ら
れ
た
た
め

イ
ン
ペ
ラ
を
交
換
し
た
。

①
圧
縮
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑤
絶
縁
抵

抗
測
定
、
⑥
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑦
漏
洩
検
査
、
⑧
作
動
検

査 ①
圧
縮
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
軸
封
装
置
（
Ａ
号

機
の
み
）
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ

検
査
結
果
:良

②
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.0
3
m
m
以
内
）
：

良 ④
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正

検
査
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

⑤
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
3
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
8
0
M
Ω
）
潤

滑
油
ポ
ン
プ
：
1
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：

2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑥
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
率
3
％
以
内
）
：
良
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑦
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動

測
定
）
：
良

①
Ａ
，
Ｂ
号
機
ス
テ
ー
タ
コ
イ
ル
の
絶
縁
ワ
ニ
ス
に
よ
る
タ
ッ

チ
ア
ッ
プ
塗
装
を
行
っ
た
。

②
潤
滑
油
配
管
継
手
部
の
フ
レ
ヤ
ー
破
損
の
た
め
交
換
し

た
。
。

点
検
結
果
問
題
な
し

資料3.5－1（表）
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表
3－

4（
3／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

イ
ン
ペ
ラ
:1
個
（
Ｂ
号
機
）

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
２
個
、
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
：
１
個
(Ａ
号
機
）

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
2
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
2
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
2
個

油
ヒ
ー
タ
：
２
個

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
：
2
本

油
ヒ
ー
タ
：
２
個

油
ヒ
ー
タ
：
２
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
4
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

圧
縮
機
軸
受
8
0
φ
：
2
個

抽
気
電
磁
弁
：
2
個

圧
縮
機
軸
受
8
0
φ
：
2
個

圧
縮
機
軸
受
8
0
φ
：
2
個

圧
縮
機
軸
受
5
8
φ
：
6
個

抽
気
逆
止
弁
：
２
個

圧
縮
機
軸
受
5
8
φ
：
6
個

圧
縮
機
軸
受
5
8
φ
：
6
個

ラ
ビ
リ
ン
ス
リ
ン
グ
：
2
個

バ
ル
ブ
：
1
6
個

テ
ィ
ル
テ
ィ
ン
グ
パ
ッ
ト
ス
ラ
ス
ト
軸
受
：
２
個

テ
ィ
ル
テ
ィ
ン
グ
パ
ッ
ト
ス
ラ
ス
ト
軸
受
：
２
個

ラ
ビ
リ
ン
ス
リ
ン
グ
：
2
個

ラ
ビ
リ
ン
ス
リ
ン
グ
：
2
個

ラ
プ
チ
ャ
ー
デ
ィ
ス
ク
：
４
個
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
：
２
台

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、
③
セ
ン
タ
リ

ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑥
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦

巻
線
抵
抗
測
定
、
⑧
漏
洩
検
査
、
⑨
作
動
検
査
、
⑩
過
流
探
傷
検
査

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装
置
、
軸
封
装

置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検
査
結
果
:良

②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
イ
ン

ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機
0
.0
3
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
1
ｍ
ｍ

（
許
容
値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
当
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検
査
結
果
（
許
容
値

以
内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
3
5
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン
プ
：

1
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：
２
０
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
2
0
0
0
M
Ω
）
結

果
：
良

⑦
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
3
％
以
内
）
：
良

⑧
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑨
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

⑩
凝
縮
器
チ
ュ
ー
ブ
全
長
（
端
管
部
を
除
く
）
管
内
外
面
の
肉
厚
及
び
打
ち
傷
等

を
過
流
探
傷
検
査
結
果
：
良

①
圧
縮
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
凝
縮
器

チ
ュ
ー
ブ
薬
品
洗
浄
、
③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
保
安
装

置
設
定
器
点
検
、
⑤
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑥
巻
線
抵
抗

測
定
、
⑦
漏
洩
検
査
、
⑧
作
動
検
査

①
圧
縮
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
主
電
動
機

の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検
査
結
果
:良

②
チ
ュ
ー
ブ
内
化
学
洗
浄
結
果
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.1
m
m
以

内
）
：
良

④
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器

校
正
検
査
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

⑤
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
8
0
M
Ω
(Ｂ
号
機

2
5
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン
プ
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機

1
0
0
0
M
Ω
）
)、
主
電
動
機
：
2
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機

6
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑥
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
率
3
％
以
内
）
：
良

⑦
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑧
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、

振
動
測
定
）
：
良

①
Ａ
号
機
イ
ン
ペ
ラ
出
口
側
に
ス
ク
ロ
ー
ル
ケ
ー
シ
ン
グ
と
接
触
傷
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
原
因
は
サ
ー
ジ
ン
グ
運
転
に
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
予

備
の
イ
ン
ペ
ラ
と
交
換
し
た
。

②
各
軸
受
に
磨
耗
が
見
ら
れ
た
(交
換
部
品
）

③
油
ﾀ
ﾝ
ｸ
に
汚
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
清
掃
：
良

④
フ
ロ
ー
ト
室
下
部
よ
り
目
視
に
て
チ
ュ
ー
ブ
を
点
検
し
た
と
こ
ろ
冷
媒
上
昇
管
に

接
触
し
て
い
る
チ
ュ
ー
ブ
が
9
本
認
め
ら
れ
た
の
で
チ
ュ
ー
ブ
に
閉
止
栓
を
取
り
付

け
た
。

凝
縮
器
チ
ュ
ー
ブ
内
面
に
ス
ケ
ー
ル
付
着
物
が
見
受
け
ら
れ
た
、
次
回
点
検
時

に
化
学
洗
浄
を
計
画
す
る
。

①
Ｂ
号
機
ス
テ
ー
タ
コ
イ
ル
の
絶
縁
ワ
ニ
ス
に
よ
る
タ
ッ

チ
ア
ッ
プ
塗
装
を
行
っ
た
。

②
Ｂ
号
機
イ
ン
ペ
ラ
ー
が
ド
レ
ン
ア
タ
ッ
ク
に
よ
り
先
端

部
が
欠
け
て
い
た
の
で
交
換
し
た
。

凝
縮
器
の
ラ
プ
チ
ャ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
経
年
劣
化
対
策
と

し
て
次
回
点
検
で
交
換
を
計
画
す
る
。

①
Ｂ
号
機
イ
ン
ペ
ラ
の
面
振
れ
測
定
結
果
＋

0.
15

m
m
と
計
画
値

(0
～

0.
10

m
m

)よ
り
大
き
か
っ
た
。
同
条
件
で
ピ
ニ
オ
ン
シ
ャ
フ
ト
触
れ
及
び
軸
受
メ
タ

ル
（
反
負
荷
側
）
の
隙
間
を
計
測
結
果
、
シ
ャ
フ
ト
振
れ
は
正
常
で
あ
っ
た
が
、
軸

受
メ
タ
ル
の
隙
間
が
計
画
値
よ
り
大
き
か
っ
た
。
原
因
は
ラ
ビ
リ
ン
ス
リ
ン
グ
の
当

た
り
面
平
行
度
違
い
及
び
軸
受
メ
タ
ル
の
隙
間
が
計
画
値
よ
り
大
き
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
当
該
部
品
（
交
換
部
品
）
を
交
換
し
て
、
計
測
結
果
：
良

点
検
結
果
問
題
な
し

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、

⑥
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑧
漏
洩
検
査
、
⑨
作
動
検

査 ①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装

置
、
軸
封
装
置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検

査
結
果
:良

②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値

以
内
）
：
イ
ン
ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機

0
.0
1
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
1
ｍ
ｍ
（
許
容
値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.0
5
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
当
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検
査
結

果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
4
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
潤
滑
油

ポ
ン
プ
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
、
主
電
動
機
：
２
０
0
0
M
Ω
(Ｂ

号
機
2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑦
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

⑧
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑨
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

①
A
号
機
ス
テ
ー
タ
コ
イ
ル
の
絶
縁
ワ
ニ
ス
の
剥
離
が
見
ら
れ
タ
ッ
チ

ア
ッ
プ
塗
装
を
行
っ
た
。

点
検
結
果
問
題
な
し

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、
③
セ
ン
タ
リ

ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、
⑥
絶
縁
抵
抗
測
定
、

⑦
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑧
漏
洩
検
査
、
⑨
作
動
検
査
、
⑩
主
電
動
機
整
備

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装
置
、
軸
封
装

置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検
査
結
果
:良

②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値
以
内
）
：
イ

ン
ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機
0
.0
1
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
1
5

ｍ
ｍ
（
許
容
値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.0
5
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
当
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検
査
結
果
（
許
容
値

以
内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
3
8
M
Ω
(Ｂ
号
機
4
0
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン
プ
：

1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
、
主
電
動
機
：
２
０
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
2
0
0
0
M
Ω
）
結

果
：
良

⑦
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
3
％
以
内
）
：

良 ⑧
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑨
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

⑩
主
電
動
機
点
検
整
備
：
コ
イ
ル
、
鉄
心
、
楔
、
口
出
し
線
の
点
検
結
果
：
良
、

巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
結
果
：
良
、
固
定
子
巻
線
の
タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
塗

装
実
施
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表
3－

4（
4／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

　
　
フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
(２
台
）

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

イ
ン
ペ
ラ
：
2
個

主
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
:4
個

オ
イ
ル
ク
ー
ラ
：
２
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

フ
ロ
ー
ト
弁
：
１
個

オ
イ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ
エ
レ
メ
ン
ト
：
4
個

オ
イ
ル
回
収
装
置
：
2
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
2
個

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
2
個

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
：
2
個

油
ヒ
ー
タ
：
２
個

油
ヒ
ー
タ
：
２
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

ド
ラ
イ
ヤ
ー
：
４
個

圧
縮
機
軸
受
8
0
φ
：
2
個

圧
縮
機
軸
受
8
0
φ
：
2
個

圧
縮
機
軸
受
5
8
φ
：
6
個

圧
縮
機
軸
受
5
8
φ
：
6
個

テ
ィ
ル
テ
ィ
ン
グ
パ
ッ
ト
ス
ラ
ス
ト
軸
受
：
２
個

テ
ィ
ル
テ
ィ
ン
グ
パ
ッ
ト
ス
ラ
ス
ト
軸
受
：
２
個

ラ
ビ
リ
ン
ス
リ
ン
グ
：
2
個

ラ
ビ
リ
ン
ス
リ
ン
グ
：
2
個

イ
ン
ペ
ラ
（
Ｂ
号
機
）
：
1
個

フ
レ
オ
ン
冷
凍
機
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
等
の
交
換

①
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
の
交
換
、
②
オ
イ
ル
回
収
装
置
の
交
換
、
③
オ
イ
ル

エ
レ
メ
ン
ト
の
交
換
、
④
作
動
検
査

①
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
単
体
で
漏
洩
検
査
を
行
い
、
Ｂ
号
機
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
冷
媒
入

口
側
ク
ー
ラ
プ
レ
ー
ト
の
下
部
箇
所
に
ピ
ン
ホ
ー
ル
が
認
め
ら
れ
た
。
オ
イ
ル

ク
ー
ラ
の
交
換
を
行
っ
た
。
Ａ
号
機
は
漏
洩
は
無
か
っ
た
が
、
交
換
を
行
っ

た
。
②
オ
イ
ル
回
収
装
置
点
検
結
果
：
内
部
に
詰
ま
り
無
し
：
交
換
を
行
っ
た
。

③
Ａ
号
機
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
表
面
は
目
詰
ま
り
が
多
く
汚
れ
て
い
た
。
Ｂ
号
機

汚
れ
が
無
く
異
常
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
エ
レ
メ
ン
ト
交
換
：
良
好
作
動
検
査
：

良 特
に
な
し

特
に
な
し

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、

⑥
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑧
漏
洩
検
査
、
⑨
作
動
検

査 ①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装

置
、
軸
封
装
置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検

査
結
果
:良

②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値

以
内
）
：
イ
ン
ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機

0
.0
0
8
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
0
7
ｍ
ｍ
（
許
容
値
0
.0
2
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.0
5
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
当
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検
査
結

果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
3
5
Ｍ
Ω
(Ｂ
号
機
1
5
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ

ン
プ
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
、
主
電
動
機
：
２
０
0
0
M
Ω
(Ｂ
号

機
2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑦
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

⑧
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑨
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

Ａ
，
Ｂ
号
機

①
ス
テ
ー
タ
コ
イ
ル
打
診
検
査
に
よ
り
楔
と
コ
イ
ル
間
の
絶
縁
ワ
ニ
ス

の
剥
離
が
認
め
ら
れ
た
。

点
検
結
果
問
題
な
し

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
潤
滑
油
装
置
、
熱
交
換
器
、
抽
気
回
収
装

置
、
軸
封
装
置
、
主
電
動
機
の
分
解
点
検
及
び
イ
ン
ペ
ラ
の
Ｐ
Ｔ
検

査
結
果
:良

②
各
部
軸
受
嵌
め
あ
い
寸
法
及
び
隙
間
寸
法
計
測
結
果
（
許
容
値

以
内
）
：
イ
ン
ペ
ラ
ー
シ
ャ
フ
ト
軸
径
と
イ
ン
ペ
ラ
内
径
締
代
Ａ
号
機

0
.0
2
m
m
、
Ｂ
号
機
0
.0
1
5
ｍ
ｍ
（
許
容
値
0
.0
3
ｍ
ｍ
）
：
良

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
計
測
結
果
（
許
容
値
±
0
.0
5
m
m
以
内
）
：
良

④
ホ
イ
ル
ー
・
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ャ
ー
の
歯
当
た
り
点
検
結
果
：
良

⑤
冷
媒
圧
力
及
び
潤
滑
油
圧
力
及
び
温
度
設
定
器
校
正
検
査
結

果
（
許
容
値
以
内
）
：
良

⑥
縁
抵
抗
測
定
（
制
御
回
路
：
3
0
Ｍ
Ω
(Ｂ
号
機
6
M
Ω
）
潤
滑
油
ポ
ン

プ
：
1
0
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機
1
0
0
0
M
Ω
）
、
主
電
動
機
：
２
０
0
0
M
Ω
(Ｂ
号
機

2
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

⑦
主
モ
ー
タ
、
潤
滑
油
ポ
ン
プ
巻
線
測
定
結
果
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

⑧
漏
洩
検
査
結
果
：
良

⑨
作
動
検
査
結
果
（
電
流
測
定
、
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
：
良

Ａ
，
Ｂ
号
機

①
ス
テ
ー
タ
コ
イ
ル
打
診
検
査
に
よ
り
楔
と
コ
イ
ル
間
の
絶
縁
ワ
ニ
ス

の
剥
離
が
認
め
ら
れ
た
。
ワ
ニ
ス
処
理
を
行
っ
た
。

②
抽
気
回
収
装
置
不
凝
縮
ガ
ス
取
り
入
れ
用
の
オ
リ
フ
ィ
ス
サ
イ
ズ
を

1
.5
㎜
か
ら
1
.0
㎜
（
設
計
値
）
に
変
更
し
た
。

点
検
結
果
問
題
な
し

①
Ａ
号
機
運
転
中
、
フ
ロ
ー
ト
室
冷
媒
液
内
に
水
分
が
認
め
れ
た
た

め
調
査
、
点
検
を
行
っ
た
。

①
A
号
機
フ
ロ
ー
ト
弁
本
体
（
材
質
：
A
C
3
A
，
フ
ロ
ー
ト
弁
：
S
U
S
2
7
)の

本
体
に
穴
が
開
い
た
。
原
因
は
冷
媒
中
の
水
分
に
よ
る
加
水
分
解
で

塩
酸
や
フ
ッ
酸
に
よ
る
腐
食
と
推
定
さ
れ
る
。
交
換
実
施
：
良
　
　
Ｂ
号

機
は
異
常
な
し

②
イ
ン
ペ
ラ
（
材
質
：
A
C
4
C
-
T
6
)羽
先
端
部
（
出
口
側
）
に
ド
レ
ン
ア

タ
ッ
ク
に
よ
る
侵
食
が
見
ら
れ
た
。
交
換
実
施
：
良

③
K
O
ド
ラ
ム
イ
リ
ミ
ネ
ー
タ
（
材
質
：
6
3
S
-
T
S
5
)フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ

で
点
検
結
果
：
異
常
な
し

④
ラ
プ
チ
ャ
ー
デ
ィ
ス
ク
（
材
質
：
S
U
S
3
1
6
)異
常
な
し

⑤
サ
ク
シ
ョ
ン
ベ
ー
ン
(材
質
：
A
D
C
1
2
-
T
6
）
異
常
な
し

⑥
各
補
機
関
係
（
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
抽
気
回
収
装
置
、
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
）

異
常
な
し

⑦
凝
縮
器
チ
ュ
ー
ブ
加
圧
漏
洩
検
査
：
異
常
な
し

⑧
冷
媒
内
異
物
分
析
結
果
：
異
常
な
し

⑨
再
循
環
空
調
機
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
付
着
物
分
析
結
果
：
定
量
分

析
：
主
成
分
：
鉄
、
塩
素
、
少
量
：
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
、
そ
の
他
：
原

因
は
冷
媒
（
C
F
C
１
１
）
の
加
水
分
解
に
よ
る
塩
素
と
の
反
応
に
よ
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
が
問
題
な
い
範
囲
で
あ
っ
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

①
圧
縮
機
、
増
速
機
、
主
電
動
機
等
の
分
解
点
検
、
②
寸
法
検
査
、

③
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、
④
歯
当
た
り
検
査
、
⑤
保
安
装
置
設
定
器
点
検
、

⑥
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑧
漏
洩
検
査
、
⑨
作
動
検

査
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表
4－

1（
1／

4）
　
制
御
棒
駆
動
機
構
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1
回

S
5
4
.3
/
5
～
S
5
5
.2
/
1

3
3
4
日

第
2
回

S
5
5
.8
/
2
9
～
S
5
6
.3
/
2
8

2
1
2
日

第
3
回

S
5
7
.1
/
4
～
S
5
8
.3
/
3
1

4
5
2
日

第
4
回

S
5
8
.1
2
/
1
～
S
5
9
.4
/
2
8

1
5
0
日

制
御
棒
(C
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
5
体
(C
R
D
-
2
,3
,5
,6
,予
備
)分
解
点
検
、
駆
動
部
ハ
ウ
ジ

ン
グ
製
作
及
び
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
改
造

制
御
棒
(C
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
2
体
(C
R
-
1
,4
)駆
動
部
製
作
、
全
6
基
据
付
・
調
整
、
機

能
確
認

制
御
棒
下
部
案
内
管
　
2
体
(C
R
-
1
,4
)交
換

制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
　
3
体
(C
R
D
-
1
,4
,5
)交
換

ガ
ス
系
点
検

C
R
D
M
ケ
ー
ブ
ル
・
コ
ネ
ク
タ
交
換
　
6
体

①
　
S
R
-
2
誤
落
下

　
S
R
-
2
保
持
電
磁
石
ア
ー
マ
チ
ュ
ア
と
ラ
ッ
チ
プ
レ
ー
ト
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
適
切
で
な
か
っ
た

た
め
、
分
解
後
に
再
調
整
し
て
保
持
力
特
性
試
験
を
行
な
い
、
保
持
電
磁
石
電
流
と
釈
放

時
間
の
調
整
を
行
な
っ
た
。

②
　
減
速
機
か
ら
の
オ
イ
ル
漏
れ

　
モ
ー
タ
の
オ
イ
ル
シ
ー
ル
及
び
パ
ッ
キ
ン
交
換
：
オ
イ
ル
漏
れ
の
た
め
（
第
1
回
定
検
に
同

じ
）
③
　
ケ
ー
ブ
ル
端
子
の
補
強

　
駆
動
部
～
ケ
ー
ブ
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク
間
の
ケ
ー
ブ
ル
端
子
の
補
強
：
詳
細
不
明
(作
業
項
目
の

み
記
載
あ
り
）

④
　
ロ
ー
ド
セ
ル
用
導
線
の
補
強

　
詳
細
不
明
（
作
業
項
目
の
み
記
載
あ
り
）

⑤
　
S
R
D
-
4
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル

　
第
1
回
定
検
と
傾
向
に
変
化
無
し

　
特
に
な
し

①
　
C
R
D
-
3
の
上
端
位
置
か
ら
挿
入
不
可

　
作
動
試
験
時
に
上
端
位
置
か
ら
挿
入
す
る
際
に
挿
入
荷
重
下
限
値
以
下
と
な
り
、
挿
入

不
可
と
な
っ
た
。
原
因
は
、
ロ
ー
ド
セ
ル
(再
使
用
の
た
め
特
性
が
圧
縮
側
に
ず
れ
て
い
た
)と

ロ
ー
ド
セ
ル
ア
ン
プ
の
組
み
合
わ
せ
試
験
の
際
に
ゼ
ロ
点
が
ず
れ
て
い
た
た
め
で
、
荷
重
の

ゼ
ロ
点
調
整
を
再
度
実
施
し
た
。

②
　
C
R
D
-
3
セ
ル
シ
ン
発
信
器
ゼ
ロ
点
の
ズ
レ

　
セ
ル
シ
ン
電
源
を
投
入
す
る
前
に
駆
動
電
源
を
投
入
し
、
操
作
(誤
操
作
)し
た
た
め
、
吊
り

出
し
点
の
再
調
整
を
行
な
っ
た
。

③
　
ラ
ッ
チ
点
の
変
動
(C
R
D
-
2
,3
,5
)

　
上
端
位
置
か
ら
挿
入
後
に
ラ
ッ
チ
点
の
確
認
を
行
な
っ
た
た
め
、
再
確
認
時
に
ラ
ッ
チ
点

が
変
動
し
た
。
こ
の
た
め
据
付
け
後
の
最
初
の
挿
入
の
際
は
、
延
長
管
の
伸
び
を
考
慮
し
て

下
端
位
置
で
8
時
間
以
上
保
持
し
て
か
ら
動
作
位
置
の
確
認
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

④
　
デ
ラ
ッ
チ
点
の
ズ
レ
（
C
R
D
-
3
)

　
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
調
整
し
た
位
置
が
公
差
(±
2
m
m
)に
対
し
て
余
裕
が
無
か
っ
た
た
め
、
再

調
整
を
行
な
っ
た
。

⑤
　
荷
重
指
示
計
の
変
動
(C
R
D
-
1
)

　
原
因
不
明
。
再
現
性
が
な
い
た
め
、
対
処
せ
ず
。
（
電
気
的
な
ノ
イ
ズ
と
推
測
さ
れ
る
。
）

⑦
　
｢ぺ
リ
オ
ド
短
｣警
報
頻
発
(C
R
D
-
1
～
6
)

　
作
動
試
験
中
に
｢ぺ
リ
オ
ド
短
｣警
報
が
頻
発
し
た
。
リ
レ
ー
動
作
時
の
ノ
イ
ズ
と
考
え
ら
れ
、

ス
ク
ラ
ム
回
路
に
ノ
イ
ズ
キ
ラ
ー
及
び
サ
ー
ジ
キ
ラ
ー
を
設
置
し
た
。
(制
御
設
備
点
検
と
重

複
）

延
長
管
引
上
げ
工
具
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、
下
部
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
新
規
製
作

⇒
第
8
回
定
検
前
に
製
作
・
交
換
及
び
使
用

ロ
ー
ド
セ
ル
新
規
製
作
⇒
弟
6
回
定
検
以
降
毎
回
交
換

レ
セ
プ
タ
ク
ル
・
プ
ラ
グ
新
規
製
作
・
交
換
⇒
第
8
回
定
検
、
第
9
回
定
検
時
交
換

下
端
・
下
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
新
規
製
作
⇒
第
7
回
定
検
時
交
換

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
2
0
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
2
0
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良
+
D
1
4

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

S
R
-
2
保
持
電
磁
石
ア
ー
マ
チ
ュ
ア
部
 分
解
点
検
：
良
 *
2

S
R
-
2
保
持
電
磁
石
保
持
力
特
性
試
験
：
良

制
御
棒
駆
動
機
構
現
地
作
動
確
認
　
6
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

制
御
棒
駆
動
機
構
機
能
確
認
・
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
調
整

（
分
解
点
検
未
実
施
）

ガ
ス
系
点
検

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

(1
) 
各
点
検
窓
部
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
：
全
6
基
分

制
御
棒
(C
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
5
体
(C
R
D
-
2
,3
,5
,6
)(
旧
S
R
D
-
1
,2
,3
,4
,予
備
)

制
御
棒
(C
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
2
体
(C
R
D
-
1
,4
)(
旧
R
R
-
1
,2
)

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

C
R
D
M
ケ
ー
ブ
ル
・
コ
ネ
ク
タ
　
6
体

(制
御
棒
下
部
案
内
管
：
2
体
(C
R
-
1
,4
))

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
：
3
体
(C
R
-
1
,4
,5
))

安
全
棒
(S
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
　
S
R
D
-
1
,2
,4
(現
C
R
D
-
2
,3
,5
）

調
整
棒
(R
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
1
体
　
R
R
D
-
1
(M
K
-
Ⅱ
移
行
で
撤
去
)

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
、
セ
ル
シ
ン
発
信
器
及
び

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
各
7
台
(予
備
機
含
む
)

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

点
検
対
象
機
の
分
解
点
検

分
解
点
検
対
象
機
の
現
地
据
付
後
　
全
機
機
能
(6
基
)確
認

ガ
ス
系
点
検

セ
ル
シ
ン
発
信
器
サ
ポ
ー
ト
取
付
け
及
び
軸
止
め
ネ
ジ
の
補
強

電
磁
ブ
レ
ー
キ
ア
ー
マ
チ
ュ
ア
部
ピ
ン
抜
け
防
止
対
策

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良
*
1

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良
*
1

セ
ル
シ
ン
発
信
器
分
解
点
検
：
全
7
基
(予
備
機
含
む
)：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
状
態
点
検
：
全
7
基
(予
備
機
含
む
)：
良

現
地
据
付
後
の
試
験
・
検
査
は
以
下
の
通
り

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
*
2

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
2
0
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
2
0
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

*
1
：
駆
動
部
内
部
の
発
錆
有
り
⇒
手
入
れ
実
施
後
良

*
2
：
S
R
-
4
の
コ
イ
ル
絶
縁
低
下
(接
地
)⇒
断
線
で
な
い
事
か
ら
使
用
可
と
す
る
。

安
全
棒
(S
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
1
体
　
S
R
D
-
3
(現
C
R
D
M
-
6
)

調
整
棒
(R
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
1
体
　
R
R
D
-
2
(M
K
-
Ⅱ
移
行
で
撤
去
)

安
全
棒
(S
R
)駆
動
機
構
駆
動
部
　
1
体
　
S
R
D
-
2
(現
C
R
D
M
-
3
)　
保
持
電
磁
石

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

安
全
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
　
予
備
品
(S
/
N
3
0
0
3
)　
1
体
　
分
解
点
検

点
検
対
象
機
の
分
解
点
検

分
解
点
検
対
象
機
の
現
地
据
付
後
　
全
機
機
能
(6
基
)確
認

ガ
ス
系
点
検

臨
時
点
検
(S
R
D
-
2
）
：
7
5
M
W
第
2
サ
イ
ク
ル
運
転
中
に
保
持
電
磁
石
が
励
磁
状
態
か
ら
励

磁
断
と
な
る
事
象
が
４
回
あ
っ
た
た
め
、
保
持
電
磁
石
の
点
検
を
実
施
し
た
。

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

新
規
製
作
機
の
外
観
検
査
：
良

新
規
製
作
機
の
電
気
試
験
：
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

(1
) 
グ
リ
ス
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル

(2
) 
そ
の
他
部
品
：
詳
細
不
明

(1
) 
分
解
点
検
対
象
機
の
モ
ー
タ
部
オ
イ
ル
シ
ー
ル
及
び
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス

(2
) 
そ
の
他
部
品
：
詳
細
不
明

(1
) 
駆
動
部
ハ
ウ
ジ
ン
グ
5
体
(C
R
D
-
2
,3
,5
,6
,予
備
)構
成
部
品
(ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
オ
ー
リ
ン

グ
、
ボ
ル
ト
）

(2
) 
デ
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
、
ス
ク
ラ
ム
検
出
保
護
カ
バ
ー

(3
) 
グ
リ
ス

特
に
な
し

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障

不
具
合
と
修
理
状

況

法
令
報
告

事
象

以
外
の
も
の

次
回
反
映
事
項

(推
奨
事
項
)

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

①
　
減
速
機
か
ら
の
異
音
発
生

　
工
場
内
作
動
試
験
時
S
R
-
2
の
減
速
機
よ
り
異
音
発
生
し
た
。

対
処
：
予
備
品
と
交
換

原
因
：
経
年
に
よ
る
グ
リ
ス
の
劣
化

対
策
：
グ
リ
ス
を
定
期
的
に
交
換

②
　
減
速
機
か
ら
の
オ
イ
ル
漏
れ

　
S
R
D
-
2
,4
の
駆
動
モ
ー
タ
減
速
機
の
オ
イ
ル
シ
ー
ル
か
ら
オ
イ
ル
が
漏
れ
て
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ

の
摩
擦
版
に
オ
イ
ル
が
付
着
し
た
。

対
処
：
オ
イ
ル
シ
ー
ル
交
換
、
摩
擦
版
の
研
磨

原
因
：
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
寿
命

対
策
：
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
交
換
頻
度
を
変
更

③
　
駆
動
部
内
の
発
錆

　
中
間
部
(下
)ハ
ウ
ジ
ン
グ
及
び
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
取
付
け
板
(S
R
D
-
1
,2
,4
,R
R
D
-
1
）

及
び
ガ
イ
ド
キ
ー
(R
R
D
-
1
)に
錆
が
確
認
さ
れ
た
。

対
処
：
錆
の
除
去
、
ク
リ
ア
ラ
ッ
カ
ー
塗
料
の
塗
布

対
策
：
定
検
時
に
状
況
の
確
認

④
　
カ
ー
ル
コ
ー
ド
の
変
形
防
止
措
置

　
カ
ー
ル
コ
ー
ド
操
作
棒
に
カ
ー
ル
コ
ー
ド
が
接
触
し
た
と
思
わ
れ
る
変
形
が
認
め
ら
れ
た
。

(S
R
D
-
2
,R
R
D
-
1
)

対
処
：
操
作
棒
摺
動
近
傍
を
結
束
ワ
イ
ヤ
で
束
ね
、
そ
の
部
分
を
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
固
定
し

た
。
対
策
：
定
検
時
に
状
況
の
確
認

　
特
に
な
し

(1
) 
8
0
0
2
型
荷
重
指
示
計
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
形
状
変
更
(制
御
設
備
点
検
内
容
？
）

(2
) 
同
指
示
計
A
M
P
補
強
棒
及
び
基
板
取
付
け
位
置
の
一
部
変
更
(同
上
？
）

(3
) 
S
R
D
-
3
,R
R
D
-
2
駆
動
部
内
部
防
錆
処
理

(4
) 
S
R
D
-
4
の
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
接
地
事
象
の
検
討
(現
時
点
で
は
使
用
可
)

資料3.5－1（表）
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表
4－

1（
2／

4）
　
制
御
棒
駆
動
機
構
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障

不
具
合
と
修
理
状

況

法
令
報
告

事
象

以
外
の
も
の

次
回
反
映
事
項

(推
奨
事
項
)

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
5
回

S
6
0
.4
/
2
8
～
S
6
0
.1
2
/
1
0

2
2
6
日

第
6
回

S
6
1
.1
2
/
1
0
～
S
6
2
.9
/
7

2
7
1
日

第
7
回

S
6
3
.9
/
7
～
H
元
.1
/
2
3

1
3
9
日

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
6
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
1
体
(C
R
D
-
1
))

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
2
体
(C
R
D
-
2
,4
)

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
2
体
(C
R
D
-
3
,5
,6
：
一
体
型
下
部
案
内
管
に
改
良
)⇒
定
検
前
の
燃
交
で
実
施

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
交
換
：
1
体
(C
R
D
-
3
)

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
6
体
(C
R
D
-
1
～
6
)　
分
解
点
検

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
(C
R
D
-
4
～
6
)　
分
解
点
検

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
(C
R
D
-
1
～
3
)　
分
解
点
検

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

ガ
ス
系
点
検

ガ
ス
系
点
検

ガ
ス
系
点
検

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
1
体
(C
R
D
-
1
))

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
2
体
(C
R
D
-
2
,4
)

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
2
体
(C
R
D
-
3
,5
,6
：
一
体
型
下
部
案
内
管
に
改
良
)⇒
定
検
前
の
燃
交
で
実
施

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
交
換
(C
R
D
-
3
)

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
③
参
照

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

　
*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
④
参
照

*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
⑤
参
照

　
　 (1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(4
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
4
基
分
(C
R
D
-
6
は
現
地
で
交
換
　
*
2
）

(5
) 
全
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
　
全
7
基
(予
備
機
含
む
)

(1
) 
駆
動
モ
ー
タ
・
電
磁
ブ
レ
ー
キ
の
交
換
⇒
第
1
1
回
定
検
で
全
機
実
施

(2
) 
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値
の
低
下
⇒
第
7
回
定
検
時
か
ら
従
来
の
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
方
式
に
加
え
、
音
響
法
に

よ
る
ス
ク
ラ
ム
時
間
測
定
も
可
能
と
な
っ
た
：
コ
イ
ル
抵
抗
値
は
継
続
し
て
監
視
を
行
う
。

(制
御
棒
下
部
案
内
管
は
、
次
回
製
作
か
ら
パ
ッ
ド
一
体
型
に
改
良
さ
れ
る
⇒
照
射
課
対
応
）

(1
) 
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
減
圧
弁
の
点
検
⇒
第
8
回
定
検
以
降
、
毎
回
製
作
メ
ー
カ
で
分
解
点
検
を
実
施
す
る

(2
) 
C
R
D
ケ
ー
ブ
ル
の
延
長
⇒
第
8
回
定
検
で
実
施

(3
) 
制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
計
画
的
更
新
⇒
第
8
回
(C
R
D
-
6
,(
5
))
、
第
9
回
(C
R
D
-
5
(5
列
移
設
))
、
第
1
0
回

(C
R
D
-
1
)、
第
1
3
回
(C
R
D
-
2
(5
列
移
設
)に
よ
り
M
K
-
Ⅰ
用
上
部
案
内
管
部
は
全
て
交
換
し
た
。

①
　
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
グ
リ
ス
漏
れ
（
C
R
D
-
6
)

　
C
R
=
6
の
駆
動
モ
ー
タ
慣
ら
し
運
転
時
に
減
速
機
枠
か
ら
グ
リ
ス
が
滲
み
出
た
た
め
、
枠
(焼
結
合
金
)を
ス
チ
ー
ム
処
理
し

た
枠
に
交
換
し
た
。

②
　
モ
ー
タ
・
ブ
レ
ー
キ
口
出
し
線
交
換

　
旧
S
R
に
使
用
し
て
い
た
モ
ー
タ
・
ブ
レ
ー
キ
の
口
出
し
線
が
経
年
劣
化
の
た
め
交
換
し
た
。

③
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
不
具
合

　
C
R
-
3
,6
の
予
備
コ
イ
ル
が
各
々
導
通
無
し
と
6
0
Ω
と
な
っ
て
い
た
。
C
R
-
3
は
補
修
に
よ
り
復
帰
し
た
が
、
C
R
-
6
は
復
旧
し

な
か
っ
た
。
予
備
コ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、
現
状
の
ま
ま
と
す
る
。

④
　
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
不
良
（
C
R
D
-
5
)

　
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
調
整
時
に
マ
イ
ク
ロ
ス
イ
ッ
チ
の
ヒ
ン
ジ
部
が
引
っ
掛
か
り
動
作
不
良
が
発
生
し
、
ま
た
固
定
用
の
エ
ポ
キ

シ
樹
脂
に
よ
り
固
着
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
予
備
機
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
と
交
換
し
た
。

⑤
　
圧
縮
荷
重
発
生
(C
R
D
-
2
,5
)

　
C
R
-
2
,5
を
機
械
的
挿
入
限
界
位
置
ま
で
の
挿
入
操
作
時
に
圧
縮
荷
重
が
発
生
し
た
。
原
因
は
、
ロ
ー
ド
セ
ル
を
交
換
し

た
こ
と
に
よ
り
取
り
付
け
寸
法
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
外
側
延
長
管
の
相
対
位
置
が
下
が
り
ラ
ッ
チ
フ
ィ
ン
ガ
角
部
が
制
御

棒
と
干
渉
し
た
も
の
で
あ
り
、
ロ
ー
ド
セ
ル
取
り
付
け
寸
法
の
再
調
整
を
行
な
っ
た
。
今
後
は
、
ロ
ー
セ
ル
取
り
付
け
板
と
シ
ム

及
び
内
側
延
長
管
ね
じ
山
寸
法
の
管
理
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

⑥
　
ロ
ー
ド
セ
ル
ゼ
ル
塩
抵
抗
低
下

　
C
R
D
6
体
分
(1
2
台
)及
び
予
品
6
台
を
点
検
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
判
定
基
準
を
逸
脱
し
て
い
た
た
め
、
製
造
メ
ー
カ
に
て

分
解
点
検
を
実
施
し
た
。
分
解
点
検
後
の
再
組
立
の
際
に
絶
縁
が
低
下
し
て
い
る
も
の
が
確
認
さ
れ
、
再
度
メ
ー
カ
で
補

修
を
実
施
し
た
。
経
年
劣
化
に
よ
り
、
特
性
が
ず
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
新
規
製
作
・
交
換
を
必
要
と
す
る
。

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
玉
軸
受
、
グ
リ
ス
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
：
全
6
基
分

(2
) 
各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
用
マ
イ
ク
ロ
ス
イ
ッ
チ
：
全
6
基
分

(3
) 
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
枠
：
1
台
(C
R
D
-
6
)

(4
) 
下
端
・
下
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
：
全
6
基
分

(5
) 
グ
リ
ス
　
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
　
1
個
(C
R
D
-
5
)

(6
) 
モ
ー
タ
・
ブ
レ
ー
キ
口
出
し
ケ
ー
ブ
ル
交
換

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
玉
軸
受
、
グ
リ
ス
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(4
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(5
) 
延
長
管
接
続
ナ
ッ
ト
：
C
R
-
1

①
　
C
R
D
-
4
ロ
ー
ド
セ
ル
取
付
け
板
(下
)の
カ
ジ
リ

　
C
R
D
-
4
の
ロ
ー
ド
セ
ル
取
り
付
け
板
(下
)取
り
外
し
時
に
外
延
長
管
接
続
ネ
ジ
部
と
干
渉
し
、
取
り
外
し
が
困
難
と
な
っ

た
。
取
外
し
後
に
同
板
の
ネ
ジ
山
に
傷
が
確
認
さ
れ
た
。
原
因
は
、
同
板
の
廻
り
止
め
用
の
止
め
ネ
ジ
が
外
側
延
長
管
の

ネ
ジ
山
を
変
形
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
側
延
長
管
の
止
め
ネ
ジ
端
部
を
球
面
加
工
し
、
延
長
管
ネ

ジ
部
側
の
干
渉
部
位
を
フ
ラ
ッ
ト
に
加
工
し
た
。

②
　
C
R
D
-
5
電
磁
ブ
レ
ー
キ
か
ら
の
異
音

　
工
場
で
再
組
立
を
完
了
し
た
C
R
D
-
5
の
作
動
試
験
時
に
ブ
レ
ー
キ
か
ら
ビ
ビ
リ
音
が
発
生
し
た
。
原
因
は
、
電
磁
石
吸
着

面
の
磨
耗
に
よ
り
可
動
鉄
心
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
広
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
製
造
メ
ー
カ
と
協
議
し
て
電
磁
石
側
に
シ
ム
板
を
挿

入
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
し
た
。

③
　
C
R
D
-
1
内
側
延
長
管
接
続
ナ
ッ
ト
の
交
換

　
内
側
延
長
管
接
続
ナ
ッ
ト
は
、
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
の
様
に
右
ネ
ジ
・
左
ネ
ジ
式
に
な
っ
て
お
り
、
ネ
ジ
が
か
み
合
う
位
置
が

磨
耗
し
た
こ
と
に
よ
り
正
規
の
位
置
で
接
続
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
磨
耗
し
て
い
な
い
予
備
品
と
交
換
し
た
。

④
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値
の
低
下

　
以
下
に
示
す
C
R
D
の
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値
が
判
定
基
準
を
満
た
さ
な
く
(断
線
と
)な
っ
た
。

　
常
設
コ
イ
ル
(2
5
0
±
2
5
Ω
)：
C
R
D
-
2
,3
,5
,6
(C
R
D
-
6
は
完
全
断
線
で
な
い
こ
と
か
ら
使
用
可
能
）

　
予
備
コ
イ
ル
(1
9
0
±
1
9
Ω
)：
C
R
D
-
6

　
今
後
は
、
コ
イ
ル
抵
抗
値
の
監
視
を
行
な
う
と
と
も
に
ス
ク
ラ
ム
検
出
方
法
の
代
替
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
　
C
R
D
-
3
挿
入
時
圧
縮
荷
重
の
発
生

　
C
R
D
全
6
基
据
付
完
了
後
の
機
能
確
認
の
際
、
C
R
D
-
3
を
下
端
位
置
ま
で
挿
入
す
る
際
に
下
端
位
置
か
ら
＋
2
7
m
m
の

位
置
で
圧
縮
荷
重
が
発
生
し
、
挿
入
不
能
と
な
っ
た
。
C
R
D
-
3
の
上
下
駆
動
及
び
各
種
状
況
調
査
の
結
果
、
ラ
ッ
チ
フ
ィ
ン

ガ
が
変
形
し
た
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
部
案
内
管
部
の
予
備
品
と
交
換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ラ
ッ
チ
フ
ィ
ン
ガ
の
変
形
原
因
は
、
調
整
時
に
ロ
ー
ド
セ
ル
取
り
付
け
板
と
ロ
ー
ド
セ
ル
の
間
に
挿
入
す
る
シ
ム
板
の
設
定

ミ
ス
に
よ
る
も
の
と
判
明
し
、
今
後
の
作
業
要
領
で
相
対
寸
法
等
を
P
N
C
と
メ
ー
カ
相
互
で
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
　
C
R
D
-
6
ロ
ー
ド
セ
ル
絶
縁
抵
抗
低
下

　
現
地
据
付
調
整
時
の
電
気
試
験
に
お
い
て
、
C
R
D
-
6
ロ
ー
ド
セ
ル
の
絶
縁
抵
抗
が
1
0
M
Ω
ま
で
低
下
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
工
場
で
取
外
し
た
ロ
ー
ド
セ
ル
の
組
み
合
わ
せ
試
験
を
製
造
メ
ー
カ
で
実
施
し
、
現
地
で
交
換
を
実
施
し
た
。
(後
報
な

し
）
③
　
C
R
D
-
6
挿
入
時
圧
縮
荷
重
発
生

　
C
R
D
-
3
圧
縮
荷
重
調
査
の
際
、
C
R
D
-
6
を
ラ
ッ
チ
位
置
ま
で
挿
入
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
圧
縮
荷
重
が
発
生
し
た
。
原
因

は
、
下
端
・
下
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
保
護
カ
バ
ー
の
止
ネ
ジ
が
下
部
ハ
ウ
ジ
ン
グ
内
に
落
下
し
た
た
め
で
、
同
止
ネ
ジ
を
回
収

し
て
復
旧
し
た
あ
る
。
今
後
は
、
落
下
し
な
い
よ
う
に
ネ
ジ
部
に
E
リ
ン
グ
を
取
り
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

④
　
C
R
D
-
6
 A
rガ
ス
リ
ー
ク

　
駆
動
部
漏
洩
試
験
時
に
C
R
D
-
6
か
ら
A
rガ
ス
の
漏
洩
が
確
認
さ
れ
た
。
原
因
は
、
下
部
ハ
ウ
ジ
ン
グ
取
り
付
け
時
に
上

部
案
内
管
部
の
O
リ
ン
グ
が
噛
み
込
ん
だ
た
め
で
あ
り
、
再
据
付
時
に
O
リ
ン
グ
を
交
換
し
て
復
旧
し
た
。
今
後
は
、
据
付
け

時
に
O
リ
ン
グ
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑤
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
用
コ
イ
ル
に
つ
い
て

　
C
R
D
-
3
の
上
部
案
内
管
部
を
交
換
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
据
付
け
後
で
は
C
R
D
-
5
,6
の
常
用
コ
イ
ル
(C
R
D
-
2
は
今
回
復

旧
、
C
R
D
-
6
は
使
用
可
)及
び
C
R
D
-
1
,5
,6
の
予
備
コ
イ
ル
が
判
定
基
準
外
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
音
響
法
に
よ
る
ス
ク
ラ

ム
時
間
測
定
が
認
可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
音
響
法
で
ス
ク
ラ
ム
時
間
を
測
定
す
る
事
と
な
っ
た
。

(1
) 
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
グ
リ
ス
漏
れ
⇒
C
R
=
4
,5
は
次
回
定
検
時
に
状
況
確
認
⇒
第
8
回
：
C
R
D
-
4
エ
ポ
キ
シ
塗
装
、
第
9
回
：

全
支
持
枠
交
換
、
第
1
2
回
：
モ
ー
タ
･ブ
レ
ー
キ
･減
速
機
全
6
基
交
換

(2
) 
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値
⇒
監
視
継
続

(3
) 
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
不
良
⇒
作
業
要
領
の
見
直
し

(4
) 
圧
縮
荷
重
発
生
⇒
要
領
の
見
直
し
、
据
付
寸
法
の
管
理

(5
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
絶
縁
抵
抗
⇒
ロ
ー
ド
セ
ル
新
規
作
成
・
交
換
（
第
6
回
定
検
以
降
毎
回
分
解
点
検
対
象
機
に
つ
い
て
交
換

実
施
）

資料3.5－1（表）
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表
4－

1（
3／

4）
　
制
御
棒
駆
動
機
構
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障

不
具
合
と
修
理
状

況

法
令
報
告

事
象

以
外
の
も
の

次
回
反
映
事
項

(推
奨
事
項
)

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
8
回

H
2
.1
/
2
3
～
H
2
.9
/
1
1

2
3
1
日

第
9
回

H
3
.9
/
1
1
～
H
4
.3
/
2
7

2
2
9
日

第
1
0
回

H
5
.3
/
2
7
～
H
6
.3
/
2
5

2
3
6
日

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
交
換
：
2
体
(C
R
D
-
5
,6
)

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
・
移
設
：
各
1
体
(C
R
D
-
5
(5
列
),
C
R
-
1
(C
R
D
-
5
(3
列
))
か
ら
移
設
)

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
2
体
(C
R
D
-
2
,4
)

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
移
設
：
1
体
(C
R
D
-
5
(5
列
設
置
、
3
列
プ
ラ
グ
設
置
))
）

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
交
換
：
1
体
(C
R
D
-
1
))

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
(C
R
D
-
4
～
6
)　
分
解
点
検

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
(C
R
D
-
1
～
3
)　
分
解
点
検

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
(C
R
D
-
4
～
6
)　
分
解
点
検

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

ガ
ス
系
点
検
(減
圧
弁
分
解
点
検
)

ガ
ス
系
点
検
(減
圧
弁
分
解
点
検
)

ガ
ス
系
点
検
（
C
R
D
 A
rガ
ス
系
ラ
ッ
ク
更
新
、
減
圧
弁
分
解
点
検
、
C
R
D
 A
rガ
ス
安
全
弁
交
換
)

C
R
D
-
1
駆
動
モ
ー
タ
・
電
磁
ブ
レ
ー
キ
点
検

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
・
移
設
：
各
1
体
(C
R
D
-
5
(5
列
),
C
R
-
1
(C
R
D
-
5
(3
列
))
か
ら
移
設
)

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
2
体
(C
R
D
-
2
,4
)

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
交
換
(C
R
D
-
5
,6
)

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
移
設
(C
R
D
-
5
(5
列
設
置
、
3
列
プ
ラ
グ
設
置
))

(制
御
棒
駆
動
機
構
上
部
案
内
管
部
の
交
換
(C
R
D
-
1
)

ケ
ー
ブ
ル
交
換
(C
R
D
-
1
,4
,5
,6
)

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
⑥
参
照

*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
⑥
参
照

*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
①
参
照

　
　

　

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
3
基
分

(4
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(4
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(5
) 
カ
ー
ル
コ
ー
ド
：
全
6
基

(5
) 
保
持
電
磁
石
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)、
シ
ー
ル
コ
ネ
ク
タ
：
4
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
+
C
R
D
=
1
)

(6
) 
C
R
D
 A
rガ
ス
系
ラ
ッ
ク
1
式
及
び
A
rガ
ス
系
安
全
弁
　
1
台

C
R
D
全
6
基
の
主
要
電
気
部
品
の
交
換
⇒
第
1
0
回
～
第
1
2
回
で
主
要
電
気
品
の
交
換
を
実
施
(セ
ル
シ
ン
発
信
器
を
除

く
)

①
　
C
R
D
-
1
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
(予
備
)の
補
修

　
駆
動
部
取
外
し
時
に
C
R
D
-
1
予
備
コ
イ
ル
の
M
Iケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
が
常
備
案
内
管
部
フ
ラ
ン
ジ
近
傍
で
破
損
し
て
い

た
。
本
上
部
案
内
管
部
は
M
K
-
Ⅱ
移
行
時
の
型
式
で
あ
る
た
め
、
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
M
Iケ
ー
ブ
ル
が
外
部
に
露
出
し
て

お
り
、
作
業
時
に
曲
げ
戻
し
が
繰
り
返
さ
れ
疲
労
す
る
。
よ
っ
て
、
コ
イ
ル
取
り
出
し
部
に
当
て
板
を
取
付
け
て
エ
ポ
キ
シ
で

固
定
し
て
ケ
ー
ブ
ル
の
保
護
を
行
な
っ
た
。

②
　
C
R
D
-
4
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
グ
リ
ス
漏
れ

　
第
5
回
の
C
R
D
-
6
と
同
様
事
象
で
あ
り
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装
で
対
応
（
支
持
枠
の
ス
チ
ー
ム
処
理
は
未
実
施
）
ま
た
、
同

時
期
に
製
作
し
た
C
R
D
-
1
も
点
検
を
行
い
、
不
具
合
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
同
様
の
処
理
を
実
施
し
た
。

③
　
C
R
D
-
4
電
磁
ブ
レ
ー
キ
機
内
配
線
変
更

　
工
場
内
調
整
試
験
時
に
C
R
D
-
4
電
磁
ブ
レ
ー
キ
が
短
絡
し
た
。
原
因
は
、
機
内
配
線
と
電
磁
ブ
レ
ー
キ
ド
ラ
ム
が
干
渉
し

て
ケ
ー
ブ
ル
が
損
傷
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
の
製
作
し
た
C
R
D
-
1
と
併
せ
て
機
内
配
線
の
変
更
を
行
な
っ
た
。

④
　
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
動
作
不
良

　
取
り
外
し
時
に
C
R
D
-
2
の
下
端
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
不
点
灯
、
据
付
調
整
時
に
C
R
D
-
6
の
下
端
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
不
動
作

及
び
C
R
D
-
1
の
上
端
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
不
消
灯
が
発
生
し
た
。
何
れ
も
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
調
整
余
裕
（
ス
イ
ッ
チ
に
対
す

る
オ
ー
バ
ー
ト
ラ
ベ
ル
(押
し
切
り
余
裕
）
量
）
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
工
場
調
整
時
に
押
し
切
る
余
裕

を
持
た
せ
て
調
整
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑤
　
ロ
ー
ド
セ
ル
取
付
け
板
(下
)の
改
良

　
ラ
ッ
チ
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
開
閉
寸
法
調
整
す
る
ロ
ー
ド
セ
ル
取
付
け
板
(下
)に
取
り
付
け
る
シ
ム
板
は
、
C
R
D
毎
に
決
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
駆
動
部
と
対
に
な
っ
て
い
る
同
取
付
け
板
に
シ
ム
板
を
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑥
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値

　
C
R
D
-
5
,6
 の
上
部
案
内
管
部
の
交
換
に
よ
り
C
R
D
-
1
の
予
備
コ
イ
ル
以
外
は
良
好
と
な
っ
た
。

①
　
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
グ
リ
ス
漏
れ

　
工
場
分
解
点
検
時
に
C
R
D
-
1
～
3
の
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
か
ら
オ
イ
ル
漏
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
交
換
及
び

パ
ッ
キ
ン
交
換
を
実
施
し
た
。
原
因
は
ガ
ス
置
換
時
の
真
空
度
の
上
げ
過
ぎ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
今
後
支
持
枠
の
材

質
変
更
若
し
く
は
、
モ
ー
タ
及
び
減
速
機
の
交
換
を
必
要
と
す
る
。

②
　
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
の
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
化

　
製
造
メ
ー
カ
で
従
来
の
摩
擦
板
(ア
ス
ベ
ス
ト
混
入
)が
製
造
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
性
能
が
同
等
で
あ
る
事
を
確
認
し

て
分
解
点
検
対
象
機
の
摩
擦
板
を
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
タ
イ
プ
に
更
新
し
た
。

③
　
カ
ー
ル
コ
ー
ド
交
換

　
運
転
中
に
不
具
合
が
発
生
し
た
カ
ー
ル
コ
ー
ド
の
改
良
品
を
製
作
し
、
全
6
基
交
換
を
実
施
し
た
。

④
　
ロ
ー
ド
セ
ル
取
付
け
板
(下
)の
改
良
(C
R
D
-
2
,3
(点
検
対
象
機
),
5
(上
部
案
内
管
部
交
換
対
象
機
))

　
ラ
ッ
チ
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
開
閉
寸
法
調
整
す
る
ロ
ー
ド
セ
ル
取
付
け
板
(下
)に
取
り
付
け
る
シ
ム
板
が
ロ
ー
ド
セ
ル
を
新
作
し

た
事
に
よ
り
据
付
け
寸
法
が
異
な
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
シ
ム
板
を
調
整
し
再
度
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑤
　
C
R
D
-
3
電
磁
ブ
レ
ー
キ
か
ら
の
異
音

　
工
場
で
再
組
立
を
完
了
し
た
C
R
D
-
3
の
作
動
試
験
時
に
ブ
レ
ー
キ
か
ら
ビ
ビ
リ
音
が
発
生
し
た
。
原
因
は
、
電
磁
石
吸
着

面
の
磨
耗
に
よ
り
可
動
鉄
心
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
広
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
製
造
メ
ー
カ
と
協
議
し
て
電
磁
石
側
に
シ
ム
板
を
挿

入
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
を
調
整
し
た
。
(第
6
回
定
検
と
同
事
象
⇒
モ
ー
タ
・
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
機
の
交
換
が
必
要
)

⑥
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値

　
C
R
D
-
1
の
予
備
コ
イ
ル
及
び
C
R
D
-
2
の
常
用
コ
イ
ル
が
不
良
と
な
っ
た
。
今
後
も
監
視
を
続
け
る
と
と
も
に
音
響
法
に
よ
る

ス
ク
ラ
ム
測
定
の
併
用
を
行
な
う
。

①
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値

　
C
R
D
-
1
の
上
部
案
内
管
部
を
交
換
し
た
事
に
よ
り
、
不
具
合
と
な
っ
て
い
る
の
は
C
R
D
-
2
の
常
用
コ
イ
ル
の
み
と
な
っ
た
。

今
後
も
監
視
を
続
け
る
と
と
も
に
音
響
法
に
よ
る
ス
ク
ラ
ム
測
定
の
併
用
を
行
う
。

C
R
D
全
6
基
の
主
要
電
気
部
品
の
交
換
⇒
第
1
0
回
～
第
1
2
回
で
主
要
電
気
品
の
交
換
を
実
施

C
R
D
全
6
基
の
主
要
電
気
部
品
の
交
換
⇒
第
1
0
回
～
第
1
2
回
で
主
要
電
気
品
の
交
換
を
実
施
(セ
ル
シ
ン
発
信
器
を
除

く
)

資料3.5－1（表）
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表
4－

1（
4／

4）
　
制
御
棒
駆
動
機
構
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障

不
具
合
と
修
理
状

況

法
令
報
告

事
象

以
外
の
も
の

次
回
反
映
事
項

(推
奨
事
項
)

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
1
1
回

H
7
.5
/
1
0
～
H
9
.2
/
2
4

6
5
4
日

第
1
2
回

H
1
0
.2
/
2
4
～
H
1
1
.6
/
2
8

4
9
0
日

第
1
3
回

H
1
2
.6
/
1
～
H
1
5
.1
1
/
2
7

1
,2
7
5
日

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
６
体
(C
R
D
-
1
～
6
)

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

ガ
ス
系
機
器
　
1
式

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
3
体
(C
R
D
-
1
,3
,6
)

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
移
設
：

(制
御
棒
上
部
案
内
管
部
の
移
設
：
C
R
D
-
2
(5
列
設
置
、
3
列
プ
ラ
グ
設
置
))

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
(C
R
D
-
1
～
3
)　
分
解
点
検

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
3
体
(C
R
D
-
4
～
6
)　
分
解
点
検

制
御
棒
駆
動
機
構
駆
動
部
　
6
体
(C
R
D
-
1
～
6
)　
分
解
点
検

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

据
付
・
調
整
後
全
機
(6
基
)　
機
能
確
認

ガ
ス
系
点
検
（
減
圧
弁
点
検
)

ガ
ス
系
点
検
（
減
圧
弁
点
検
)

ガ
ス
系
点
検
(減
圧
弁
交
換
)

(制
御
棒
下
部
案
内
管
の
交
換
：
3
体
(C
R
D
-
1
,3
,6
)

駆
動
モ
ー
タ
・
電
磁
ブ
レ
ー
キ
、
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
交
換
　
全
6
基

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
分
解
後
の
外
観
検
査
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

分
解
点
検
対
象
機
再
組
立
後
の
電
気
試
験
：
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

電
気
品
絶
縁
抵
抗
：
5
0
0
V
メ
ガ
ー
1
0
0
M
Ω
以
上
　
全
6
基
　
良

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
電
気
試
験
：
全
6
基
：
良
 *
1

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
点
：
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
設
定
値
確
認
：
6
0
±
1
0
㎏
-
㎝
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
、
電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
:A
C
2
0
0
V
±
2
0
V
以
内
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
：
D
C
9
0
V
±
9
V
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
圧
：
D
C
9
0
V
±
9
V
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
A
C
6
6
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

駆
動
モ
ー
タ
電
流
：
A
C
2
7
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
D
C
2
0
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

電
磁
ブ
レ
ー
キ
電
流
：
D
C
2
0
0
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
圧
：
D
C
5
5
V
±
５
V
以
内
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

保
持
電
磁
石
電
流
：
D
C
3
8
5
m
A
以
下
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

引
抜
き
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

挿
入
速
度
：
1
1
5
～
1
3
0
m
m
/
m
in
以
内
　
全
6
基
：
良

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

ガ
ス
系
漏
洩
検
査
：
漏
洩
な
し

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

ガ
ス
系
パ
ー
ジ
メ
ー
タ
作
動
試
験
：
良

　
*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
②
参
照

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

安
全
弁
吹
き
出
し
試
験
：
良

*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
①
参
照

*
1
：
下
記
、
不
具
合
状
況
等
④
参
照

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(1
) 
各
種
オ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
キ
ン
、
グ
リ
ス
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
摩
擦
板
：
6
基

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(2
) 
セ
ル
シ
ン
発
信
器
：
6
基

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

(3
) 
キ
ー
、
ピ
ン
、
座
金
：
6
基

(4
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
3
基
分

(4
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
3
基
分

(4
) 
ロ
ー
ド
セ
ル
：
6
基

(5
) 
保
持
電
磁
石
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)、
シ
ー
ル
コ
ネ
ク
タ
：
4
基
分
(C
R
D
-
1
を
除
く
分
解
点
検
対
象
機
)

(5
) 
駆
動
モ
ー
タ
・
電
磁
ブ
レ
ー
キ
、
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
、
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
交
換
　
全
6
基

(5
) 
デ
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
：
6
基

(6
) 
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
皿
バ
ネ
・
摩
擦
板
：
3
基
分
(分
解
点
検
対
象
機
)

①
　
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
分
解
点
検

　
分
解
点
検
対
象
機
の
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
を
製
造
メ
ー
カ
へ
持
ち
込
み
分
解
点
検
を
実
施
し
た
。
分
解
点
検
の
結
果
M
K
-
Ⅰ

か
ら
使
用
し
て
い
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
と
M
K
-
Ⅱ
移
行
時
に
製
作
し
た
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
で
は
特
性
が
異
な
り
、
更
に
経
年
劣
化
か
ら

摩
擦
板
へ
の
密
着
度
が
低
下
し
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
、
皿
バ
ネ
を
M
K
-
Ⅰ
タ
イ
プ
に
す
る
と
と
も
に
経
年
劣

化
し
た
構
成
部
品
の
研
磨
を
実
施
し
た
。
(C
R
D
-
4
～
6
は
、
M
A
R
IC
O
据
付
時
(9
4
.6
)に
点
検
済
み
）

今
後
の
対
策
と
し
て
、
次
回
定
検
時
に
モ
ー
タ
・
電
磁
ブ
レ
ー
キ
、
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
及
び
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
の
交
換
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
。

②
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値

　
C
R
D
-
1
の
上
部
案
内
管
部
を
交
換
し
た
事
に
よ
り
、
不
具
合
と
な
っ
て
い
る
の
は
C
R
D
-
2
の
常
用
コ
イ
ル
の
み
と
な
っ
た
。

今
後
も
監
視
を
続
け
る
と
と
も
に
音
響
法
に
よ
る
ス
ク
ラ
ム
測
定
の
併
用
を
行
う
。

①
　
C
R
D
-
2
上
部
案
内
管
部
装
荷
方
位
違
い

　
C
R
D
-
2
を
5
列
に
移
設
し
た
際
に
装
荷
方
向
が
1
8
0
度
ず
れ
て
い
た
。
原
因
は
工
場
で
上
部
案
内
管
に
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
付
け
る
際
に
誤
っ
て
取
り
付
け
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
は
、
下
部
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
加

工
す
る
こ
と
で
駆
動
部
の
方
位
の
修
正
を
行
な
う
こ
と
し
た
。

②
　
C
R
D
軸
受
ナ
ッ
ト
の
締
め
付
け
不
良

　
C
R
D
調
整
時
に
下
限
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
動
作
点
が
大
幅
に
ず
れ
て
お
り
、
再
調
整
を
行
な
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

原
因
を
調
査
し
た
結
果
、
ボ
ー
ル
ネ
ジ
軸
受
部
が
締
め
付
け
不
良
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
工
場
内
際
組
立
時
に
発
生
し

た
も
の
で
、
組
立
上
の
管
理
項
目
が
無
く
、
工
場
に
お
い
て
は
延
長
管
接
接
続
を
模
擬
し
な
い
こ
と
か
ら
発
見
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
組
み
立
て
手
順
に
反
映
し
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

③
　
ラ
ッ
チ
信
号
配
線
の
不
整
合

　
C
R
D
-
2
の
ラ
ッ
チ
操
作
時
に
正
常
動
作
を
し
な
か
っ
た
。
原
因
は
、
上
部
案
内
管
部
を
交
換
し
た
事
に
よ
り
、
機
内
配
線

の
一
部
が
変
更
と
な
っ
た
が
変
更
内
容
が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
、
据
付
を
お
こ
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
機
内
配
線
の
再
変
更

を
行
な
っ
て
対
応
し
た
。
今
後
は
、
機
内
配
線
図
の
見
直
し
を
行
な
っ
て
図
書
に
反
映
す
る
。

④
　
制
御
棒
荷
重
指
示
地
の
低
下

　
C
R
D
上
下
駆
動
時
の
荷
重
特
性
の
確
認
を
行
っ
て
い
た
際
に
荷
重
指
示
値
が
約
3
0
0
N
ず
れ
て
い
た
。
原
因
を
調
査
し

た
結
果
、
新
規
購
入
し
た
ロ
ー
ド
セ
ル
の
荷
重
変
換
器
の
ゲ
イ
ン
が
ず
れ
て
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
製
造
メ
ー
カ
で
の
設
定

不
良
で
あ
り
再
調
整
を
行
い
良
好
と
な
っ
た
。
初
期
(出
荷
時
)の
不
良
で
あ
り
、
今
後
発
生
す
る
事
は
無
い
。

⑤
　
セ
ル
シ
ン
発
信
器
校
正
不
良

　
セ
ル
シ
ン
発
信
器
9
台
(予
備
機
含
む
)の
校
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
１
台
は
使
用
不
能
で
有
り
、
２
台
が
校
正
範
囲
を
逸
脱

し
調
整
不
可
で
あ
っ
た
。
現
用
で
は
6
台
あ
る
た
め
使
用
は
無
い
が
、
経
年
劣
化
が
進
行
し
て
お
り
、
早
急
に
更
新
す
る
必

要
が
あ
る
。

全
C
R
D
6
基
の
セ
ル
シ
ン
発
信
・
受
信
器
の
更
新

C
R
D
全
6
基
の
駆
動
モ
ー
タ
・
電
磁
ブ
レ
ー
キ
、
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
及
び
ト
ル
ク
リ
ミ
ッ
タ
の
交
換
⇒
次
回
定
検
で
実
施

①
　
ス
ク
ラ
ム
検
出
コ
イ
ル
抵
抗
値

　
C
R
D
-
1
の
上
部
案
内
管
部
を
交
換
し
た
事
に
よ
り
、
不
具
合
と
な
っ
て
い
る
の
は
C
R
D
-
2
の
常
用
コ
イ
ル
の
み
と
な
っ
た
。

今
後
も
監
視
を
続
け
る
と
と
も
に
音
響
法
に
よ
る
ス
ク
ラ
ム
測
定
の
併
用
を
行
う
。

②
　
デ
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
点
滅

　
C
R
D
-
3
調
整
時
に
デ
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
が
点
滅
す
る
事
象
が
発
生
し
た
。
原
因
は
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
O
N
-
O
F
F

に
必
要
な
移
動
量
が
0
.3
8
m
m
と
少
な
い
た
め
、
上
部
案
内
管
延
長
管
部
の
微
動
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
動

作
位
置
の
再
調
整
に
よ
り
良
好
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
デ
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
作
動
方
式
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
C
R
D
-
6
励
磁
断
信
号
の
乱
れ

　
C
R
D
-
6
ス
ク
ラ
ム
試
験
時
に
励
磁
断
信
号
の
乱
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
原
因
は
、
信
号
取
り
出
し
に
取
り
付
け
て
あ
る
サ
ー

ジ
キ
ラ
ー
が
不
良
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
代
替
の
サ
ー
ジ
キ
ラ
ー
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
復
旧
し
た
。

C
R
D
全
6
基
の
デ
ラ
ッ
チ
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
作
動
方
式
の
変
更
及
び
交
換
⇒
次
回
定
検
時
実
施

資料3.5－1（表）
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表
4－

2（
1／

3）
　
原
子
炉
制
御
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

点
検
機
器

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

点
検
項
目

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
外
観
検
査
、
警
報
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：
良

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
外
観
点
検
、
警
報
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良 【
ロ
ジ
ッ
ク
点
検
回
路
改
造
】

　
運
転
中
に
最
終
段
リ
レ
ー
の
点
検
を
可
能
と
し
た
。

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
外
観
点
検
、
警
報
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良 【
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
改
造
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
盤
の
電
源
供
給
を
Ｃ
系
と
Ｄ
系
で
二
重
化
し
た
。

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良 【
改
造
】

　
安
全
性
向
上
の
た
め
に
、
リ
レ
ー
無
励
磁
で
ス
ク
ラ
ム
及

び
制
御
棒
一
斉
挿
入
信
号
を
出
力
す
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

　
原
子
炉
運
転
中
に
ロ
ジ
ッ
ク
最
終
段
リ
レ
ー
の
点
検
が
行

な
え
る
よ
う
に
し
た
。

交
換
部
品

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

ロ
ジ
ッ
ク
回
路
基
板

ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
（
２
４
Ｖ
用
、
１
５
Ｖ
用
）

補
助
継
電
器

特
に
な
し

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

リ
レ
ー
ド
ラ
イ
バ
基
板
、
タ
イ
マ
ー
基
板
に
不
良
が
確
認
さ
れ

た
た
め
交
換
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

制
御
棒
（
№
１
）
の
荷
重
超
過
設
定
器
が
不
良
で
交
換
し

た
。

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

超
過
荷
重
設
定
器
の
交
換

特
に
な
し
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表
4－

2（
2／

3）
　
原
子
炉
制
御
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良 【
改
造
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
盤
Ａ
及
び
ロ
ジ
ッ
ク
盤
Ｂ
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ

系
電
源
と
Ｄ
系
電
源
の
２
系
統
で
給
電
す
る
よ
う
に
し
、
電

源
を
２
重
化
し
た
。

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
補
助
継
電
器
盤
、
補
助
継
電
器
盤
(2
)盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
：

良

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
補
助
継
電
器
盤
、
補
助
継
電
器
盤
(2
)盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
電
源
装
置
点
検
：
良

特
に
な
し

制
御
棒
励
磁
電
源
装
置

制
御
棒
選
択
用
電
源
装
置

制
御
棒
位
置
指
示
計

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
バ
ッ
テ
リ
基
板
の
交
換

ロ
ジ
ッ
ク
盤
電
源
装
置
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換

特
に
な
し

制
御
棒
位
置
指
示
計
の
回
転
中
に
金
属
が
接
触
す
る
よ
う

な
事
象
が
あ
っ
た
た
め
、
特
に
著
し
い
№
３
に
つ
い
て
整
備

し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ
を
交
換
し
た
。

特
に
な
し

制
御
棒
位
置
指
示
計
の
交
換

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
バ
ッ
テ
リ
基
板
の
交
換

ロ
ジ
ッ
ク
盤
電
源
装
置
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換

特
に
な
し

補
助
継
電
器
盤
タ
イ
マ
ー
の
交
換

補
助
継
電
器
盤
Ｒ
Ａ
Ｄ
ケ
ー
ス
用
ガ
ラ
ス
カ
バ
ー
の
交
換
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表
4－

2（
3／

3）
　
原
子
炉
制
御
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

原
子
炉
制
御
設
備

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
制
御
棒
駆
動
機
構
】

　
制
御
棒
荷
重
計
（
点
検
校
正
検
査
）

　
制
御
棒
駆
動
機
構
補
機
（
作
動
検
査
）

　
計
装
品
（
外
観
検
査
・
点
検
校
正
検
査
）

【
ロ
ジ
ッ
ク
盤
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
（
作
動
検
査
）

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
補
助
継
電
器
盤
、
補
助
継
電
器
盤
(2
)盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
電
源
装
置
点
検
：
良

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
補
助
継
電
器
盤
、
補
助
継
電
器
盤
(2
)盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
電
源
装
置
点
検
、
Ｆ
Ｆ
Ｄ
電
源
装
置
点
検
：
良

【
原
子
炉
制
御
盤
、
ロ
ジ
ッ
ク
盤
、
ロ
ー
ド
セ
ル
計
装
盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査

【
補
助
継
電
器
盤
、
補
助
継
電
器
盤
(2
)盤
】

　
外
観
点
検
、
作
動
検
査
：
良

【
制
御
棒
荷
重
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
、
警
報
検
査
：
良

【
制
御
棒
位
置
指
示
計
】

　
計
器
校
正
試
験
、
安
定
化
電
源
装
置
点
検
：
良

【
Ｃ
Ｒ
Ｄ
制
御
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
駆
動
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
：
良

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
実
機
組
合
わ
せ
試
験
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
回
路
】

　
機
能
試
験
：
良

【
電
源
装
置
】

　
Ｃ
Ｒ
Ｄ
励
磁
電
源
装
置
点
検
、
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
点
検
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
電
源
装
置
点
検
、
Ｆ
Ｆ
Ｄ
電
源
装
置
点
検
：
良

【
ロ
ジ
ッ
ク
電
源
装
置
改
造
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
盤
の
電
源
供
給
を
Ｃ
系
と
Ｄ
系
で
系
統
分
離
し

た
。

【
改
造
】

　
ロ
ジ
ッ
ク
盤
Ａ
及
び
ロ
ジ
ッ
ク
盤
Ｂ
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ

系
電
源
と
Ｄ
系
電
源
の
２
系
統
で
給
電
し
て
い
た
も
の
を
、
ロ

ジ
ッ
ク
盤
Ａ
を
Ｃ
系
電
源
の
み
一
方
ロ
ジ
ッ
ク
盤
Ｂ
は
Ｄ
系
電

源
の
み
か
ら
の
給
電
と
し
系
統
分
離
を
行
っ
た
。

特
に
な
し

【
注
記
】
　
前
年
度
交
換
を
推
奨
さ
れ
た
補
助
継
電
器
盤
タ

イ
マ
ー
及
び
補
助
継
電
器
盤
Ｒ
Ａ
Ｄ
ケ
ー
ス
用
ガ
ラ
ス
カ

バ
ー
に
つ
い
て
は
、
機
能
的
に
問
題
な
く
、
予
算
を
確
保
で

き
な
か
っ
た
た
め
実
施
し
な
か
っ
た
。

補
助
継
電
器
盤
タ
イ
マ
ー

制
御
棒
励
磁
電
源
装
置
電
解
コ
ン
デ
ン
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
計
装
盤
電
源
装
置
コ
ン
デ
ン
サ

【
注
記
】
　
前
年
度
交
換
を
推
奨
さ
れ
た
補
助
継
電
器
盤
Ｒ

Ａ
Ｄ
ケ
ー
ス
用
ガ
ラ
ス
カ
バ
ー
及
び
補
助
継
電
器
盤
（
２
）
シ

ス
テ
ム
電
源
に
つ
い
て
は
、
機
能
的
に
問
題
な
く
、
予
算
を

確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
実
施
し
な
か
っ
た
。

制
御
棒
風
袋
補
正
回
路
タ
イ
マ
ー
リ
レ
ー

補
助
継
電
器
盤
Ｒ
Ａ
Ｄ
ケ
ー
ス
用
ガ
ラ
ス
カ
バ
ー

補
助
継
電
器
盤
（
２
）
シ
ス
テ
ム
電
源

ロ
ジ
ッ
ク
盤
電
源
装
置

補
助
継
電
器

ロ
ジ
ッ
ク
リ
レ
ー

特
に
な
し

特
に
な
し

制
御
棒
荷
重
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
に
不
良
が
確
認
さ
れ
た
た
め
交

換
し
た
。

補
助
継
電
器
盤
タ
イ
マ
ー
の
交
換

補
助
継
電
器
盤
Ｒ
Ａ
Ｄ
ケ
ー
ス
用
ガ
ラ
ス
カ
バ
ー
の
交
換

補
助
継
電
器
盤
（
２
）
シ
ス
テ
ム
電
源
の
交
換

制
御
棒
風
袋
補
正
回
路
タ
イ
マ
ー
リ
レ
ー
の
交
換

補
助
継
電
器
盤
Ｒ
Ａ
Ｄ
ケ
ー
ス
用
ガ
ラ
ス
カ
バ
ー
の
交
換

補
助
継
電
器
盤
（
２
）
シ
ス
テ
ム
電
源
の
交
換

Ｆ
Ｆ
Ｄ
電
源
装
置
の
交
換
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表
5－

1（
1／

5）
　
核
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

①
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

①
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

②
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

②
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

③
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

③
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

①
Ｃ
Ｈ
２
中
性
子
検
出
器
（
照
射
量
1
.8
×
1
0
1
6
ｎ
/
㎠
)

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１

１
Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
７
．
３
×
１
０
１
０
Ω
(交
換
品
）
、
Ｃ
Ｈ
２
：
２
．
８
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
２
．
８
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
７
．
０
×
１
０
１
０
Ω
(交
換
品
）
、
Ｃ
Ｈ
５
：
２
．
５
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
３
．
５
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
１
．
２
×
１
０
１
２
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
１
．
４
×
１
０
１
３
Ω

交
換
部
品

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
 良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
 良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
 良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
 良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
 良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
  
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１

１
Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
１
．
３
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
３
．
０
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
１
．
２
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
１
．
３
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
４
．
０
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
５
．
０
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
５
．
０
×
１
０
１
２
Ω

①
Ｃ
Ｈ
１
、
Ｃ
Ｈ
４
中
性
子
検
出
器
（
核
分
裂
計
数
管
）
交
換
（
英
国
製
Ｐ
７
Ａ
⇒
国
産
製
Ｋ

Ｓ
Ａ
５
１
）
（
照
射
量
2
.9
×
1
0
1
6
ｎ
/
㎠
)

交
換
理
由
：
輸
入
中
性
子
検
出
器
（
核
分
裂
計
数
管
）
は
、
製
作
及
び
補
修
に
時
間
を
要

す
等
の
諸
問
題
が
あ
る
た
め
、
S
5
2
か
ら
「
常
陽
」
に
お
い
て
国
産
の
中
性
子
検
出
器
（
核

分
裂
計
数
管
）
の
試
用
試
験
、
耐
久
試
験
を
実
施
し
、
供
用
で
き
る
見
通
し
を
得
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
第
3
回
定
期
点
検
に
て
国
産
化
を
図
っ
た
。

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１

１
Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
２
．
０
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
４
．
０
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
２
．
２
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
２
．
０
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
２
．
０
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
４
．
０
×
１
０
１
２
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
１
．
８
×
１
０
１
２
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
１
．
９
×
１
０
１
２
Ω

点
検
項
目

中
性
子
検
出
器
Ｃ
Ｈ
２
の
指
示
値
低
下
が
あ
り
検
出
器
本
体
及
び
Ｍ
Ｉケ
ー
ブ
ル
で
の
絶

縁
低
下
が
原
因
と
推
定
さ
れ
た
。
検
出
器
本
体
を
交
換
し
て
対
応
し
た
。

絶
縁
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
①
M
Iケ
ー
ブ
ル
端
部
セ
ラ
ミ
ッ
ク
表
面
汚
れ
、
微
少
な
異
物

付
着
②
検
出
部
内
絶
縁
体
表
面
へ
の
微
少
な
異
物
付
着
③
検
出
部
電
極
間
異
物
混
入

に
よ
る
電
極
間
短
絡
④
検
出
部
内
部
構
造
物
の
薄
利
破
損
等
4
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
が
、
要
因
発
生
に
関
す
る
推
定
は
非
常
に
困
難
で
あ
こ
と
及
び
検
出
器
（
Ｐ
７
A
)は
輸
入

品
で
あ
り
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
等
に
つ
い
て
不
明
の
た
め
、
具
体
的
部
所
の
究
明
は
で
き
な

か
っ
た
。

特
に
な
し
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表
5－

1（
2／

5）
　
核
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日
７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

①
ペ
リ
オ
ド
記
録
計
誤
差
増
大

②
起
動
系
ｃ
ｈ
２
対
数
増
幅
回
路
の
入
出
力
直
線
性
規
格
外
れ
た
た
め
、
基
板
交
換

③
中
間
系
ｃ
ｈ
３
、
１
５
V
電
源
モ
ジ
ュ
ー
ル
IC
経
年
劣
化
不
良
、
交
換
実
施

④
中
間
系
Ｃ
Ｈ
５
対
数
増
幅
器
ツ
ェ
ナ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド
経
年
劣
化
不
良
、
交
換
実
施

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１

１
Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
３
．
７
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
１
．
８
５
×
１
０
９
Ω

C
H
３
～
５
点
検
デ
ー
タ
な
し

Ｃ
Ｈ
６
：
7
．
7
×
１
０
１
1
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
6
．
1
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
6
．
０
×
１
０
１
１
Ω

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１

１
Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
４
．
０
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
５
．
０
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
４
．
５
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
４
．
０
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
１
．
８
５
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
１
．
０
×
１
０
１
２
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
５
．
０
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
９
．
０
×
１
０
１
１
Ω

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１

１
Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
３
．
３
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
４
．
５
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
２
．
０
×
１
０
１
０
Ω
(交
換
品
）
、
Ｃ
Ｈ
４
：
４
．
０
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
２
．
３
×
１
０
１
０

Ω
(交
換
品
）

Ｃ
Ｈ
６
：
１
．
１
×
１
０
１
２
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
９
．
５
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
３
．
０
×
１
０
１
１
Ω

①
C

H
2,

4,
6,

8の
高
圧
電
源
ﾓ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
の
電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ

②
Ｃ
Ｈ
７
微
少
電
流
計
回
路

IC
③
ロ
ー
タ
リ
ス
イ
ッ
チ

④
ラ
ン
プ
ホ
ル
ダ
ー

⑤
Ｃ
Ｈ
３
、
Ｃ
Ｈ
５
中
性
子
検
出
器
交
換
（
英
国
製
Ｐ
７
Ａ
⇒
国
産
製
Ｋ
Ｓ
Ａ
５
１
）
（
照
射
量

1.
2×

10
17
ｎ

/㎠
)

①
電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
ｰ
の
電
解
液
漏
れ
が
発
生
し
、
部
品
交
換
を
実
施
し
た
。

②
出
力
系
Ｃ
Ｈ
７
の
微
少
電
流
回
路
の
ｵ
ﾌ
ｾ
ｯ
ﾄ電
圧
調
整
用
IC
（
Μ
p
c1
5
3
a)
不
良
で
あ

り
部
品
交
換
を
実
施
し
た
。

特
に
な
し

①
電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
ｰ
の
電
解
液
漏
れ
が
発
生
し
、
部
品
交
換
を
実
施
し
た
。

②
出
力
系
Ｃ
Ｈ
７
の
微
少
電
流
回
路
の
ｵ
ﾌ
ｾ
ｯ
ﾄ電
圧
調
整
用
IC
（
Μ
p
c1
5
2
a)
不
良
で
あ

り
部
品
交
換
を
実
施
し
た
。

①
記
録
計
分
解
点
検

①
記
録
計
の
交
換

②
中
間
系
モ
ニ
タ
３
台
中
２
台
が
経
年
劣
化
に
よ
る
半
導
体
素
子
部
品
交
換
あ
り
、
今
後

同
様
の
交
換
が
必
要

①
起
動
系
、
中
間
系
、
出
力
系
モ
ニ
タ
、
電
源
装
置
の
ア
ル
ミ
電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
全
数
の
交

換 ②
記
録
計
ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞﾓ
ｰ
ﾀ
交
換
（
前
定
検
反
映
事
項
）

③
起
動
系
ch
2
B
N
C
コ
ネ
ク
タ
交
換

④
リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
ダ
イ
オ
ー
ド
交
換

①
起
動
系
ｃ
ｈ
２
対
数
増
幅
回
路
基
板
の
交
換

②
Ｃ
Ｈ
１
～
Ｃ
Ｈ
８
指
示
計
交
換

③
Ｃ
Ｈ
２
中
性
子
検
出
器
交
換
（
英
国
製
Ｐ
７
Ａ
⇒
国
産
製
Ｋ
Ｓ
Ａ
５
１
）
国
産
化
（
照
射
量

5
.8
×
1
0
1
7
ｎ
/
㎠
)

④
記
録
計
の
交
換
（
起
動
系
、
中
間
系
、
出
力
系
）
５
台

⑤
出
力
系
モ
ニ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
ｃ
ｈ
６
～
ｃ
ｈ
８
）
更
新

⑥
起
動
系
、
出
力
系
の
信
号
ケ
ー
ブ
ル
、
コ
ネ
ク
タ
の
交
換

⑦
黒
鉛
遮
蔽
体
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
新
規
設
置

資料3.5－1（表）
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表
5－

1（
3／

5）
　
核
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
8
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１
１

Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
３
．
９
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
２
．
８
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
４
．
０
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
３
．
０
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
２
．
４
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
２
．
９
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
１
．
１
×
１
０
１
2
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
３
．
５
×
１
０
１
１
Ω

①
起
動
系
モ
ニ
タ
に
つ
い
て
は
点
検
結
果
、
異
常
が
な
い
た
め
、
交
換
せ
ず
。

①
起
動
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
１
動
作
不
能
ラ
ン
プ
点
灯
　
再
現
性
な
い
た
め
処
置
せ
ず

②
起
動
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
２
下
限
警
報
発
生
：
コ
ネ
ク
タ
の
接
触
不
良
の
た
め
低
圧
高
圧

ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
を
交
換
し
て
復
旧

③
中
間
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
３
、
Ｃ
Ｈ
４
下
限
警
報
発
生
：
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
の
接
触
不
良
洗
浄
し

て
復
旧

④
中
間
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
５
零
調
整
出
力
不
良
：
基
板
IC
(オ
ペ
ア
ン
プ
）
初
期
不
良
の
た
め

交
換
し
て
復
旧

①
起
動
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
１
，
Ｃ
Ｈ
２
の
入
出
力
特
性
に
お
い
て
、
モ
ニ
タ
出
力
誤
差
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
モ
ニ
タ
の
リ
プ
レ
ー
ス
又
は
基
板
の
交
換
が
必
要

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
8
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１
１

Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
８
．
８
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
４
．
５
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
７
．
８
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
７
．
５
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
９
．
０
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
５
．
０
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
２
．
３
×
１
０
１
2
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
４
．
０
×
１
０
１
１
Ω

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
９
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１

１
Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
３
．
０
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
３
．
０
×
１
０
９
Ω

C
H
３
～
５
点
検
デ
ー
タ
な
し

Ｃ
Ｈ
６
：
６
．
２
×
１
０
１
1
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
５
．
０
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
５
．
８
×
１
０
１
１
Ω

①
中
間
系
モ
ニ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
ｃ
ｈ
３
～
ｃ
ｈ
５
）
、
中
間
系
プ
リ
ア
ン
プ
（
ｃ
ｈ
３
～
ｃ
ｈ
５
）
（
前
定

検
反
映
事
項
）

②
中
間
系
信
号
ケ
ー
ブ
ル
、
コ
ネ
ク
タ
の
交
換

③
記
録
計
に
つ
い
て
は
点
検
結
果
、
異
常
が
な
い
た
め
、
交
換
せ
ず
。

①
起
動
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
２
指
示
低
下
：
プ
リ
ア
ン
プ
内
部
素
子
不
良
原
因
予
備
品
と
交
換

実
施
復
旧

②
起
動
系
モ
ニ
タ
動
作
不
能
回
路
不
良
：
ト
リ
ッ
プ
基
板
内
部
素
子
不
良
が
原
因
予
備
基

板
と
交
換
し
復
旧

①
起
動
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
１
，
Ｃ
Ｈ
２
の
ペ
リ
オ
ド
校
正
回
路
の
コ
ネ
ク
タ
部
の
接
触
不
良
に
よ

り
指
示
ふ
ら
つ
き
有
り
、
洗
浄
及
び
増
締
め
で
復
旧

①
Ｃ
Ｈ
１
、
Ｃ
Ｈ
４
中
性
子
検
出
器
交
換
（
照
射
量
1
.2
7
×
1
0
1
8
ｎ
/
㎠
)

②
起
動
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
１
ト
リ
ッ
プ
基
板
交
換

③
起
動
系
モ
ニ
タ
プ
リ
ア
ン
プ
交
換

④
起
動
系
Ｃ
Ｈ
１
、
2
,中
間
系
Ｃ
Ｈ
３
～
５
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
交
換

⑤
中
間
系
Ｃ
Ｈ
3
～
５
出
力
系
C
H
6
～
８
）
モ
ニ
タ
ト
リ
ッ
プ
テ
ス
ト
ト
リ
マ
交
換

⑥
出
力
系
レ
ン
ジ
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
交
換

⑦
Ｃ
Ｈ
５
ペ
リ
オ
ド
基
板
コ
ン
デ
ン
サ
Ｃ
７
交
換
（
時
定
数
６
．
４
秒
か
ら
９
．
５
秒
に
変
更
：
ノ

イ
ズ
対
策
）

①
中
間
系
モ
ニ
タ
Ｃ
Ｈ
４
対
数
計
数
率
指
示
計
精
度
が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
交
換
必
要

②
起
動
系
モ
ニ
タ
構
成
部
品
経
年
劣
化
が
あ
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
の
更
新
が

必
要

①
起
動
系
基
板
コ
ネ
ク
タ
の
金
属
の
弾
性
低
下
が
見
ら
れ
、
モ
ニ
タ
構
成
部
品
経
年
劣
化

が
あ
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
の
更
新
が
必
要

②
プ
リ
ア
ン
プ
の
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
の
交
換
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表
5－

1（
4／

5）
　
核
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

７
．
核
計
装
設
備

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

（
１
）
計
装
品

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
更
新

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

②
警
報
設
定
値
確
認

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

①
Ｃ
Ｈ
１
～
Ｃ
Ｈ
８
指
示
計
交
換
（
前
定
検
反
映
事
項
）

①
原
子
炉
制
御
盤
指
示
計
、
記
録
計
の
誤
差
大
の
た
め
、
交
換
が
必
要

①
起
動
系
ｃ
ｈ
２
モ
ニ
タ
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
の
交
換

②
出
力
系
モ
ニ
タ
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
の
交
換

①
起
動
系
ｃ
ｈ
２
モ
ニ
タ
指
示
値
低
下
発
生
。
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
接
触
不
良
接
点
清
掃
し
復

旧
①
温
度
補
償
シ
ス
テ
ム
ｃ
ｈ
８
偏
差
指
示
加
減
演
算
器
出
力
電
圧
電
圧
異
常
の
た
め
交
換

②
原
子
炉
制
御
盤
指
示
計
ｃ
ｈ
３
ペ
リ
オ
ド
、
ｃ
ｈ
４
対
数
計
数
率
２
台
の
誤
差
大
の
た
め
交

換 ③
中
間
系
プ
リ
ア
ン
プ
の
ノ
イ
ズ
対
策
（
入
力
段
に
Ｃ
（
０
．
０
１
μ
Ｆ
）
Ｒ
（
１
ｋ
Ω
）
実
施

①
Ｃ
Ｈ
６
～
Ｃ
Ｈ
８
出
力
系
中
性
子
検
出
器
交
換
（
照
射
量
1
.5
9
×
1
0
1
7
ｎ
/
㎠
)

②
出
力
系
モ
ニ
タ
（
Ｃ
Ｈ
６
～
８
）
改
良
（
ト
リ
ッ
プ
テ
ス
ト
回
路
変
更
）

③
出
力
系
モ
ニ
タ
（
Ｃ
Ｈ
６
～
８
）
電
源
回
路
、
微
少
増
幅
回
路
の
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
交
換

④
直
流
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
（
３
台
）
の
ヒ
ュ
ー
ズ
、
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
交
換

⑤
中
間
系
Ｃ
Ｈ
３
～
５
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
交
換

①
起
動
系
プ
リ
ア
ン
プ
利
得
低
下
（
60
ｍ

A
/p

c⇒
８
０
ｍ

A
/p

c)
②
出
力
系
モ
ニ
タ
ｃ
ｈ
８
出
力
ド
リ
フ
ト
異
常
：
内
部
回
路
不
良
補
修

③
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
用
フ
ュ
ー
ズ
切
れ
：
原
因
不
明
の
た
め
、
予
備
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
に
交
換

①
起
動
系
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ（
ｃ
ｈ
１
、
ｃ
ｈ
２
）
、
起
動
系
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ（
ｃ
ｈ
１
，
ｃ
ｈ
２
）
（
前
定
検
反
映
事

項
）
②
温
度
補
償
シ
ス
テ
ム
加
減
演
算
器
１
台

③
原
子
炉
制
御
盤
指
示
計
ｃ
ｈ
３
ペ
リ
オ
ド
、
ｃ
ｈ
４
対
数
計
数
率
２
台
（
前
定
検
反
映
事
項
）

④
Ｃ
Ｈ
３
、
Ｃ
Ｈ
５
中
性
子
検
出
器
交
換
（
照
射
量
1
.3
4
×
1
0
1
8
ｎ
/
㎠
)

⑤
中
間
系
モ
ニ
タ
（
Ｃ
Ｈ
３
～
５
）
ＩＲ
Ｍ
基
板
、
ペ
リ
オ
ド
基
板
改
良
（
ト
リ
ッ
プ
テ
ス
ト
回
路

変
更
）

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
8
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１
１

Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
６
．
９
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
４
．
０
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
８
．
９
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
７
．
９
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
９
．
０
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
４
．
８
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
１
．
７
×
１
０
１
2
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
４
．
１
×
１
０
１
2
Ω

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
 良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
 良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
8
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１
１

Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
８
．
２
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
５
．
５
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
９
．
2
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
８
．
８
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
１
．
０
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
８
．
０
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
７
．
５
×
１
０
１
１
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
９
．
０
×
１
０
１
１
Ω

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
 良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
 良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
8
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１
１

Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
8
．
8
×
１
０
9
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
4
．
５
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
1
．
0
×
１
０
1
0
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
9
．
0
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
１
．
1
×
１
０
1
0
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
1
．
2
×
１
０
１
2
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
1
．
0
×
１
０
１
2
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
1
．
1
×
１
０
１
2
Ω

特
に
な
し
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表
5－

1（
5／

5）
　
核
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

７
．
核
計
装
設
備

（
１
）
計
装
品

・
起
動
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
１
，
２

・
中
間
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
３
，
４
，
５

・
出
力
系
モ
ニ
タ
、
検
出
器
　
Ｃ
Ｈ
６
，
７
，
８

①
点
検
校
正
検
査

②
警
報
設
定
値
確
認

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定

①
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
の
経
年
劣
化
に
よ
る
交
換

②
直
流
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換

③
補
助
リ
レ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
リ
レ
ー
交
換

①
ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ﾀ
１
２
台
中
９
台
が
入
出
力
誤
差
増
大
の
た
め
、
調
整
実
施

②
原
子
炉
制
御
盤
指
示
計
６
台
中
２
台
入
出
力
誤
差
増
大
の
た
め
調
整
実
施

③
出
力
系
モ
ニ
タ
内
の
コ
ネ
ク
タ
シ
ー
ル
ド
用
コ
ン
デ
ン
サ
不
良
の
た
め
、
交
換

①
ch
１
～
ｃ
ｈ
８
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
全
数
交
換
（
前
定
検
反
映
事
項
）

②
ｃ
ｈ
１
～
ｃ
ｈ
５
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ電
解
コ
ン
デ
ン
サ
交
換

③
ch
１
～
ｃ
ｈ
８
モ
ニ
タ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
交
換

④
原
子
炉
制
御
盤
記
録
計
５
台
交
換

①
点
検
校
正
検
査

・
電
源
電
圧
確
認
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認
　
　
　
　
良
好

・
対
数
計
数
率
特
性
　
　
　
　
良
好

・
波
高
弁
別
特
性
  
  
  
  
  
  
良
好

・
応
答
速
度
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

･ 
ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
  
  
  
  
良
好

・
入
出
力
特
性
試
験
　
　
　
　
良
好

・
周
波
数
特
性
　
　
　
　
　
　
　
良
好

・
出
力
校
正
試
験
  
  
  
  
  
  
良
好

・
ペ
リ
オ
ド
試
験
  
  
  
  
  
  
  
 良
好

②
警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
良
好

③
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
(Ｃ
Ｈ
１
～
５
：
１
．
０
×
１
０
8
Ω
以
上
、
Ｃ
Ｈ
６
～
８
：
１
．
０
×
１
０
１
１

Ω
以
上
）

Ｃ
Ｈ
１
：
1
．
0
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
２
：
7
．
５
×
１
０
９
Ω

Ｃ
Ｈ
３
：
1
．
2
×
１
０
１
０
Ω
、
Ｃ
Ｈ
４
：
1
．
1
×
１
０
９
Ω
、
Ｃ
Ｈ
５
：
１
．
2
×
１
０
１
０
Ω

Ｃ
Ｈ
６
：
1
．
6
×
１
０
１
２
Ω
、
Ｃ
Ｈ
７
：
2
．
0
×
１
０
１
2
Ω
、
Ｃ
Ｈ
８
：
1
．
5
×
１
０
１
2
Ω
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表
6－

1（
1／

4）
　
１
次
冷
却
系
計
装
設
備
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1
回

S
5
4
.3
/
5
～
S
5
5
.2
/
1

3
3
4
日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

1
.補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
計
器
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
交
換

 ・
今
回
実
施
し
な
っ
か
た
補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
交

換
を
次
回
定
検
時
に
行
う
。

1
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
の
測
定
長
に
係
る
不
具
合

 ・
既
設
の
炉
容
器
N
a液
面
計
(3
基
：
測
定
長
±
3
5
0
㎜
)で
は
、
プ
ラ
ン
ト
過
渡
運
転
時
､床
下
ﾒ

ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
時
に
計
測
範
囲
か
ら
炉
内
液
面
が
外
れ
液
位
の
監
視
が
で
き
な
く
な
る
た
め
他
の
系

統
レ
ベ
ル
か
ら
間
接
的
に
炉
内
液
面
を
予
想
す
る
し
か
術
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
安
全
保
護
回

路
と
し
て
の
動
作
点
が
液
面
計
計
測
範
囲
下
端
に
あ
り
、
計
測
誤
差
か
ら
動
作
し
な
い
場
合
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
設
定
値
を
変
更
す
る
(－
3
5
cm
⇒
－
3
2
cm
)と
共
に
長
尺
化
を
計
画
し
た
。

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
  
　
　
　
　
　
　
②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
 ④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検

②
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
冷
却
系
流
量
計

 ・
１
次
冷
却
系
流
量
計
の
記
録
計
(F
R
3
1
.1
-
1
1
B
) 
の
指
示
誤
差
が
許
容
範
囲
を
大
き
く
逸
脱

し
て
お
り
調
整
不
可
能
の
た
め
本
体
を
予
備
品
と
交
換
し
た
。
後
日
、
メ
ー
カ
に
て
調
査
し
た

所
、
ス
ラ
イ
ド
抵
抗
の
不
良
と
判
明
し
同
部
品
の
交
換
､試
験
検
査
を
実
施
し
良
好
な
結
果
が
得

ら
れ
た
た
め
予
備
品
と
し
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
  
　
　
　
　
　
　
②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
 ④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検

②
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
  
　
　
　
　
　
　
②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
 ④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検

②
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お
よ
び
記
録
計
の
指
示
値

が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報
の
作
動
と
そ
の
時
の
動

作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回
路
を
有
す
る
計
測
制
御

回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で
の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤

差
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
炉
容
器
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 変
換
器
内
部
外
観
と
同
端
子
部
を
点
検
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 特
性
試
験
お
よ
び
実
液
校
正
試
験

 ・
液
面
検
出
器
(L
E
3
1
.1
-
1
,-
2
,-
3
)の
絶
縁
抵
抗
､巻
線
抵
抗
測
定
と
実
液
校
正
試
験
を
行
い

良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
計
器
の
交
換

・
電
源
喪
失
試
験
時
に
炉
容
器
N
a液
面
指
示
警
報
計
(L
IS
3
1
.1
-
1
)の
動
作
不
良
が
確
認
さ
れ

調
査
の
結
果
、
当
該
計
器
の
補
修
が
困
難
な
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。

2
. 
１
次
冷
却
系
流
量
計
計
器
の
交
換

・
主
循
環
N
a流
量
記
録
計
の
平
衡
ﾓ
ｰ
ﾄﾙ
減
速
機
構
不
良
に
よ
り
指
示
が
流
量
変
動
に
追
従
せ

ず
一
定
と
な
っ
た
。
現
地
で
の
補
修
は
困
難
な
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お
よ
び
記
録
計
の
指
示
値

が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報
の
作
動
と
そ
の
時
の
動

作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回
路
を
有
す
る
計
測
制
御

回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で
の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤

差
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 検
出
器
端
子
部
と
変
換
器
外
観
を
点
検
し
､異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

F
E
3
1
.1
-
1
A
は
隣
接
配
管
の
干
渉
に
よ
り
端
子
箱
の
開
放
が
困
難
な
た
め
検
出
器
本
体
カ

バ
ー
の
外
観
の
み
実
施
し
た
。

②
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

 ・
１
次
冷
却
系
流
量
検
出
器
(F
E
3
1
.1
-
1
A
,-
1
B
励
磁
コ
イ
ル
)の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
実
施
し
異

常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
　
　
　
　
結
果
：
各
1
0
0
M
Ω

 ・
補
助
冷
却
１
次
系
流
量
検
出
器
(F
E
3
2
.1
-
1
永
久
磁
石
型
)の
磁
束
密
度
測
定
実
施
し
、
異

常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 ・
液
面
検
出
器
(L
E
3
1
.1
-
1
,-
2
,-
3
)の
絶
縁
抵
抗
、
巻
線
抵
抗
測
定
と
実
液
校
正
試
験
を
行
い

良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お
よ
び
記
録
計
の
指
示
値

が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報
の
作
動
と
そ
の
時
の
動

作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回
路
を
有
す
る
計
測
制
御

回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で
の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤

差
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 検
出
器
端
子
部
と
変
換
器
外
観
を
点
検
し
､異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

F
E
3
1
.1
-
1
A
は
隣
接
配
管
の
干
渉
に
よ
り
端
子
箱
の
開
放
が
困
難
な
た
め
検
出
器
本
体
カ

バ
ー
の
外
観
の
み
実
施
し
た
。

②
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

・
１
次
冷
却
系
流
量
検
出
器
(F
E
3
1
.1
-
1
B
励
磁
コ
イ
ル
)の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
実
施
し
異
常
の

無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
　
　
　
　
結
果
：
1
0
0
M
Ω

 ・
補
助
冷
却
１
次
系
流
量
検
出
器
(F
E
3
2
.1
-
1
永
久
磁
石
型
)の
磁
束
密
度
測
定
実
施
し
、
異

常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 ・
液
面
検
出
器
(L
E
3
1
.1
-
1
,-
2
,-
3
)の
絶
縁
抵
抗
、
巻
線
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
無
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

1
. 
各
記
録
計
の
部
品
交
換
並
び
に
温
度
検
出
器
の
更
新

 ・
１
次
冷
却
系
流
量
記
録
計
(F
R
3
1
.1
-
1
1
B
) 
の
調
整
不
能
に
よ
り
本
体
を
予
備
品
と
交
換
し

た
。
 ・
１
次
冷
却
系
流
量
記
録
計
(F
R
3
1
.1
-
1
A
，
F
R
3
1
.1
-
1
B
) 
の
イ
ン
ク
チ
ュ
ー
ブ
、
イ
ン
ク
タ
ン
ク

を
交
換
し
た
。

 ・
１
次
冷
却
系
液
面
記
録
計
(L
R
3
1
.1
-
1
)と
補
助
冷
却
１
次
系
流
量
記
録
計
(L
R
3
1
.1
-
1
)の
イ

ン
ク
タ
ン
ク
を
交
換
し
た
。

 ・
１
次
冷
却
系
温
度
検
出
器
(1
6
本
)を
更
新
し
た
｡

2
. 
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
を
交
換
し
た
。

 ・
原
子
炉
保
護
系
計
器
と
液
面
計
変
換
器
、
他
ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ﾀ
等
、
計
6
7
台
を
交
換
し
た
。

1
.プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検
（
5
5
年
度
実
施
分
)

 ・
補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
の
変
換
器
、
警
報
設
定
器
、
記
録
計
(各
１
台
)の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ

ン
サ
を
交
換
し
た
。

2
. 
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検
（
5
6
年
度
実
施
分
）

 ・
１
次
冷
却
系
流
量
記
録
計
(2
台
：
T
R
3
1
.1
-
5
A
/
8
A
，
T
R
3
1
.1
-
5
B
/
8
B
)の
イ
ン
ク
チ
ュ
ー
ブ
､

イ
ン
ク
タ
ン
ク
、
電
源
ヒ
ュ
ー
ズ
を
交
換
し
た
。
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表
6－

1（
2／

4）
　
１
次
冷
却
系
計
装
設
備
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
変
換
器
の
部
品
交
換

①
 部
品
交
換
及
び
試
験
検
査

②
 実
液
校
正
試
験

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

・
 記
録
計
(4
台
)の
ペ
ン
先
、
Ａ
温
度
記
録
計
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
モ
ー
タ
、
チ
ャ
ー
ト
モ
ー
タ
、
ケ
ミ

カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
、
D
C
2
4
V
計
器
電
源
用
ヒ
ュ
ー
ズ
(9
5
台
)を
交
換
し
た
。

・
 １
次
冷
却
系
流
量
調
節
計
(Ａ
，
Ｂ
)の
本
体
を
予
備
品
と
交
換
し
た
。

2
. 
１
次
冷
却
系
液
面
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
部
品
交
換

・
ゼ
ロ
点
調
整
用
ボ
リ
ュ
ウ
ー
ム
、
ス
パ
ン
調
整
用
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
温
度
信
号
調
整
用
ロ
ー
タ
リ

S
W
、
模
擬
信
号
選
択
S
W
、
ヒ
ュ
ー
ズ
、
指
示
計
用
ｱ
ｸ
ﾘﾙ
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
の
交
換
を
行
っ
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お
よ
び
記
録
計
の
指
示
値

が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報
の
作
動
と
そ
の
時
の
動

作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回
路
を
有
す
る
計
測
制
御

回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で
の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤

差
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
変
換
器
の
部
品
交
換

①
 部
品
交
換
及
び
試
験
検
査

・
液
面
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
部
品
交
換
及
び
部
品
交
換
に
伴
う
各
部
の
外
観
点
検
、
電

源
電
圧
測
定
、
出
力
測
定
等
の
試
験
検
査
を
行
い
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

②
 実
液
校
正
試
験

・
 炉
容
器
N
a液
面
計
３
基
(L
E
3
1
.1
-
1
,-
2
,-
3
)の
実
液
校
正
試
験
を
行
い
良
好
な
結
果
が
得
ら

れ
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

・
各
計
器
の
ス
パ
ン
調
整
用
可
変
抵
抗
器
、
警
報
設
定
用
変
抵
抗
器
に
接
触
不
良
が
見
ら
れ

調
整
に
よ
り
復
旧
で
き
た
が
今
後
、
部
品
交
換
ま
た
は
、
計
器
交
換
の
必
要
が
あ
る
｡

2
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
の
ノ
イ
ズ
に
よ
る
原
子
炉
停
止

・
炉
容
器
N
a液
面
計
２
本
(L
E
3
1
.1
-
１
,-
3
)の
信
号
ケ
ー
ブ
ル
に
ノ
イ
ズ
が
の
り
、
こ
れ
が
液
面

警
報
を
作
動
さ
せ
原
子
炉
の
停
止
に
至
っ
た
。
本
来
､液
面
計
３
本
の
信
号
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は
系
統
分

離
に
よ
り
独
立
し
て
い
た
が
炉
上
部
回
転
プ
ラ
グ
廻
り
の
改
造
工
事
に
て
D
C
1
0
0
V
の
警
報
電

源
と
液
面
計
ch
1
,c
h
3
が
同
一
の
多
芯
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
に
収
納
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
対
策
と
し
て
液

面
計
信
号
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
を
系
統
分
離
し
、
ノ
イ
ズ
源
と
な
っ
た
警
報
電
源
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
を
単
独
と
し
、
試
験

に
よ
り
液
面
計
信
号
に
ノ
イ
ズ
が
の
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
｡

1
. 
液
面
計
の
原
子
炉
出
力
上
昇
に
伴
う
ノ
イ
ズ
の
対
策

・
 上
記
、
警
報
電
源
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
に
よ
る
事
象
と
は
別
に
炉
容
器
N
a液
面
計
(c
h
１
)の
２
次
コ
イ
ル
出

力
波
形
に
1
1
0
K
H
zの
ノ
イ
ズ
が
の
り
、
こ
れ
が
力
(指
示
)を
変
動
さ
せ
て
い
る
た
め
調
査
､対
策

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

1
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
の
交
換

・
既
設
の
炉
容
器
N
a液
面
計
１
基
(測
定
長
±
3
5
0
㎜
)を
長
尺
化
(＋
3
5
0
～
－
1
6
0
0
㎜
)し
た
も

の
を
新
規
に
製
作
、
交
換
し
､液
面
の
監
視
を
容
易
に
す
る
。

2
. 
１
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
の
点
検

 ・
B
１
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
の
フ
ィ
ル
タ
ー
コ
ン
デ
ン
サ
、
電
流
計
の
交
換
が
必
要
で
あ

る
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
｡
②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お
よ
び
記
録
計
の
指
示
値

が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報
の
作
動
と
そ
の
時
の
動

作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回
路
を
有
す
る
計
測
制
御

回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で
の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤

差
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 流
量
計
検
出
器
端
子
部
と
液
面
計
変
換
器
の
外
観
を
点
検
し
､異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
F
E
3
1
.1
-
1
A
は
隣
接
配
管
の
干
渉
に
に
よ
り
端
子
箱
の
開
放
が
困
難
な
た

め
端
子
箱
付
近
の
保
温
カ
バ
ー
を
移
動
し
て
可
能
な
範
囲
で
点
検
を
行
っ
た
｡

②
 １
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
の
点
検

 ・
１
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
(F
E
3
1
.1
-
1
A
,-
1
B
励
磁
コ
イ
ル
電
源
)の
内
部
清
掃
、
外
観
点

検
､励
磁
電
流
測
定
､リ
ッ
プ
ル
測
定
､絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
､異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
｡

③
 流
量
計
、
液
面
計
の
試
験
検
査

 ・
１
次
冷
却
系
流
量
検
出
器
(F
E
3
1
.1
-
1
A
,-
1
B
)励
磁
コ
イ
ル
及
び
ヒ
ー
タ
の
絶
縁
抵
抗
測
定

を
実
施
し
、
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
 結
果
：
各
1
0
0
0
M
Ω
(A
,B
の
励
磁
ｺ
ｲ
ﾙ
及
び
ヒ
ー

タ
)
 ・
補
助
冷
却
１
次
系
流
量
検
出
器
(F
E
3
2
.1
-
1
永
久
磁
石
型
)の
磁
束
密
度
測
定
実
施
し
、
異

常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 ・
液
面
検
出
器
(L
E
3
1
.1
-
1
,-
2
,-
3
)の
絶
縁
抵
抗
、
巻
線
抵
抗
測
定
と
実
液
校
正
試
験
を
行
い

良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お
よ
び
記
録
計
の
指
示
値

が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報
の
作
動
と
そ
の
時
の
動

作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回
路
を
有
す
る
計
測
制
御

回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で
の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤

差
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
の
交
換

①
 炉
容
器
N
a液
面
計
の
更
新
及
び
試
験
検
査

・
 炉
容
器
N
a液
面
計
(L
E
3
1
.1
-
2
)を
長
尺
化
(測
定
長
＋
3
5
0
～
－
1
6
0
0
㎜
)し
、
新
規
に
製
作

し
た
も
の
と
交
換
し
た
。
合
わ
せ
て
同
液
面
計
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)を
温
度
補
償
と
自
動
校
正

機
能
、
直
線
性
補
正
等
の
機
能
を
付
加
し
た
も
の
と
交
換
し
た
。
更
新
後
、
絶
縁
抵
抗
、
巻
線
抵

抗
等
の
特
性
を
確
認
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 炉
容
器
N
a液
面
計
の
点
検

・
 炉
容
器
N
a液
面
計
(L
E
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
特
性
を
確
認
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 実
液
校
正
試
験

・
 炉
容
器
N
a液
面
計
３
基
(L
E
3
1
.1
-
1
,-
2
,-
3
)の
実
液
校
正
試
験
を
行
い
良
好
な
結
果
が
得
ら

れ
た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
液
面
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)出
力
の
ハ
ン
チ
ン
グ

・
 液
面
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)の
出
力
が
ハ
ン
チ
ン
グ
し
指
示
の
フ
ラ
ツ
キ
が
発
生
し
た
。
調
査
の

結
果
、
変
換
器
側
で
の
接
地
（
ｱ
ｰ
ｽ
）
に
加
え
検
出
器
Ｌ
1
コ
イ
ル
側
で
の
接
地
(ｱ
ｰ
ｽ
)に
よ
り
、
２

点
接
地
状
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
原
因
と
し
て
は
、
測
定
し
て
い
る
N
aが
高
導
電
性
流
体

で
あ
る
た
め
系
統
内
の
電
磁
ポ
ン
プ
や
他
の
機
器
の
影
響
に
よ
り
N
a自
体
が
電
位
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
検
出
器
側
の
接
地
に
よ
り
N
aの
電
位
が
加
わ
り
検
出
器
出
力
信
号
に
ノ
イ
ズ
が
重
畳
し

て
出
力
の
変
動
に
至
っ
た
。
対
策
、
処
置
は
、
検
出
器
側
の
接
地
を
外
し
変
換
器
側
で
の
接
地

の
み
と
し
て
再
度
、
実
液
校
正
を
行
い
検
出
器
出
力
信
号
が
正
常
に
回
復
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
液
面
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
部
品
交
換

・
変
換
器
は
設
置
よ
り
約
1
0
年
以
上
経
過
し
て
お
り
今
後
、
ボ
リ
ウ
ム
、
ヘ
リ
カ
ロ
ー
ル
等
の
部
品

に
接
触
不
良
や
、
抵
抗
値
変
化
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
ゼ
ロ
点
調
整
用
ボ
リ
ュ
ウ
ー
ム
、

ス
パ
ン
調
整
用
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
温
度
信
号
調
整
用
ロ
ー
タ
リ
S
W
、
模
擬
信
号
選
択
S
W
や
ヒ
ュ
ー

ズ
の
交
換
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

①
 外
観
点
検

②
 １
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
の
点
検

③
 流
量
計
、
液
面
計
の
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
更
新
と
点
検

①
 炉
容
器
N
a液
面
計
の
更
新
及
び
試
験
検
査

②
 炉
容
器
N
a液
面
計
の
点
検

③
 実
液
校
正
試
験

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

・
 流
量
記
録
計
、
温
度
記
録
計
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
モ
ー
タ
、
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ等
を
交
換
し
た
。

2
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
及
び
変
換
器
の
交
換

・
 炉
容
器
N
a液
面
計
(L
E
3
1
.1
-
2
：
測
定
長
±
3
5
0
㎜
)を
長
尺
化
(測
定
長
＋
3
5
0
～
－
1
6
0
0

㎜
)し
、
新
規
に
製
作
し
た
も
の
と
交
換
し
た
。
合
わ
せ
て
同
液
面
計
変
換
器
　
(L
X
3
1
.1
-
2
)を
温

度
補
償
と
自
動
校
正
機
能
、
直
線
性
補
正
等
の
機
能
を
付
加
し
た
も
の
と
交
換
し
た
。

3
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
の
点
検

・
 前
回
点
検
時
の
反
映
事
項
と
し
て
、
炉
容
器
液
面
計
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
正
面
扉
用

パ
ッ
キ
ン
を
交
換
し
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

 ・
プ
ロ
セ
ス
計
器
(計
9
2
台
)の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
を
交
換
し
た
。

2
. 
１
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
の
点
検

 ・
１
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
(F
E
3
1
.1
-
1
A
,-
1
B
)内
警
報
ヒ
ュ
ー
ズ
（
A
,B
各
一
式
）
の
交
換

実
施
。

3
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
変
換
器
の
部
品
交
換

 ・
炉
容
器
液
面
計
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
2
,-
3
)の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
と
電
源
表
示
用
ネ
オ

ン
ラ
ン
プ
を
交
換
し
た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
の
点
検

 ・
B
１
次
冷
却
系
流
量
計
電
源
盤
(F
E
3
1
.1
-
1
B
励
磁
コ
イ
ル
電
源
)の
フ
ィ
ル
タ
ー
コ
ン
デ
ン
サ

の
劣
化
に
よ
り
出
力
リ
ッ
プ
ル
が
規
格
の
0
.5
％
を
超
え
て
い
た
の
で
同
部
品
の
交
換
の
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
同
盤
面
の
電
流
計
に
５
％
の
誤
差
が
生
じ
て
い
た
の
で
交
換
の
必
要
が
あ
る
。

2
. 
流
量
計
、
液
面
計
の
点
検

 ・
炉
容
器
液
面
計
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
正
面
扉
パ
ッ
キ
ン
が
劣
化
し
て
い
る
た
め
交
換

の
必
要
が
あ
る
。

資料3.5－1（表）
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表
6－

1（
3／

4）
　
１
次
冷
却
系
計
装
設
備
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
炉
容
器
液
面
計
の
点
検

①
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
炉
容
器
液
面
計
の
点
検

①
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
炉
容
器
液
面
計
の
点
検

①
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
の
更
新

①
 更
新
お
よ
び
試
験
検
査

3
. 
炉
容
器
液
面
計
の
点
検

①
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

特
に
な
し

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お

よ
び
記
録
計
の
指
示
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報

の
作
動
と
そ
の
時
の
動
作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回

路
を
有
す
る
計
測
制
御
回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で

の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤
差
が
判
定
基
準
値
内

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

①
 特
性
試
験
及
び
試
験
検
査

　
検
出
器
及
び
変
換
器
の
特
性
試
験
、
実
液
校
正
試
験
を
行
い
良
好
な

結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項

　
 １
次
冷
却
系
流
量
計
の
記
録
計
(F
R
3
1
.1
-
1
A
)の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、
イ

ン
ク
タ
ン
ク
を
交
換
し
た
。

2
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

　
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)の
メ
モ
リ
保
護
バ
ッ
テ
リ
ー
を
予
防
保
全
と
し
て
交

換
し
た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
温
度
計

　
系
統
温
度
2
2
0
℃
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
子
炉
保
護
系
計
器
(T
IS
3
1
.1
-

3
B
)が
6
0
0
℃
に
て
ｽ
ｹ
ｰ
ﾙ
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞｰ
し
て
い
た
。
現
場
調
査
に
て
温
度
検

出
器
端
子
台
部
の
端
子
の
緩
み
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
端
子
交
換
を
行

い
復
旧
後
の
指
示
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お

よ
び
記
録
計
の
指
示
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報

の
作
動
と
そ
の
時
の
動
作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回

路
を
有
す
る
計
測
制
御
回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で

の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤
差
が
判
定
基
準
値
内

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

①
 特
性
試
験
及
び
試
験
検
査

検
出
器
及
び
変
換
器
の
特
性
試
験
、
実
液
校
正
試
験
を
行
い
良
好
な

結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
(対
象
計
器
：
1
4
台
/
1
5
台
)

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
(対
象
計
器
：
3
台
/
3
台
)

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
(対
象
計
器
：
2
7
台
/
3
0
台
)

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
(対
象
計
器
：
4
2
台
/
4
2
台
)

2
. 
警
報
設
定
器
の
警
報
 リ
レ
ー
の
交
換

　
上
記
①
か
ら
④
の
内
の
原
子
炉
保
護
系
用
警
報
設
定
器
(対
象
計

器
：
2
4
台
/
2
4
台
)に
つ
い
て
警
報
 リ
レ
ー
を
交
換
し
た
｡

1
. 
液
面
計
の
原
子
炉
出
力
上
昇
に
伴
う
ﾉ
ｲ
ｽ
ﾞの
対
策
炉
容
器
N
a液
面

計
(c
h
１
)の
２
次
コ
イ
ル
出
力
信
号
の
ﾉ
ｲ
ｽ
ﾞ対
策
と
し
て
、
１
次
遅
れ
の
機

能
を
有
す
る
演
算
器
を
追
設
し
ﾉ
ｲ
ｽ
ﾞに
よ
る
変
換
器
の
出
力
変
動
を
効

果
的
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

1
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
の
更
新

　
原
子
炉
保
護
系
計
器
と
試
験
用
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
は
製
造
よ
り
1
8
年

経
過
し
て
お
り
今
後
、
部
品
交
換
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
で
は
機
能
維
持
が
対
応
し
き
れ

な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
こ
れ
ら
の
計
器
の
更
新
を
順
次
行
う
必
要

が
あ
る
。

1
. 
液
面
計
の
原
子
炉
出
力
上
昇
に
伴
う
ノ
イ
ズ
の
対
策

・
 炉
容
器
N
a液
面
計
(c
h
１
)の
出
力
(指
示
)を
変
動
さ
せ
て
い
る
２
次
コ

イ
ル
出
力
信
号
の
ﾉ
ｲ
ｽ
ﾞ対
策
を
行
っ
た
。

①
 炉
上
部
回
転
ﾌ
ﾟﾗ
ｸ
ﾞｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
を
ノ
イ
ズ
対
策
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
に
交
換
す
る
と
共

に
接
地
場
所
を
調
査
、
選
定
し
ノ
イ
ズ
が
少
な
い
所
と
し
た
｡

②
 N
a液
面
計
変
換
器
(c
h
１
,c
h
3
)に
低
域
通
過
フ
ィ
ル
タ
を
取
付
け
ノ
イ

ズ
を
抑
制
し
た
。

1
. 
液
面
計
の
原
子
炉
出
力
上
昇
に
伴
う
ﾉ
ｲ
ｽ
ﾞの
対
策

・
 今
回
、
炉
容
器
N
a液
面
計
(c
h
１
)の
２
次
コ
イ
ル
出
力
信
号
の
ノ
イ
ズ

対
策
を
行
い
、
ノ
イ
ズ
レ
ベ
ル
は
低
減
し
た
が
、
更
に
効
果
的
な
対
策
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お

よ
び
記
録
計
の
指
示
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報

の
作
動
と
そ
の
時
の
動
作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回

路
を
有
す
る
計
測
制
御
回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で

の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤
差
が
判
定
基
準
値
内

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

①
 特
性
試
験
及
び
試
験
検
査

検
出
器
及
び
変
換
器
の
特
性
試
験
、
実
液
校
正
試
験
を
行
い
良
好
な

結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

・
 記
録
計
(6
台
)の
A
C
1
0
0
V
計
器
電
源
用
ヒ
ュ
ー
ズ
、
記
録
計
(5
台
)の

フ
ィ
ル
ム
コ
ン
デ
ン
サ
、
記
録
計
(2
台
)の
チ
ャ
ー
ト
モ
ー
タ
、
警
報
設
定

器
機
(2
台
)の
警
報
リ
レ
ー
を
交
換
し
た
。

・
 前
回
定
検
時
の
不
具
合
対
応
と
し
て
、
各
計
器
の
ゼ
ロ
・
ス
パ
ン
調
整

用
可
変
抵
抗
器
、
警
報
設
定
用
変
抵
抗
器
を
全
数
交
換
し
た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
流
量
計

　
記
録
計
(F
R
3
1
.1
-
1
B
)の
入
力
用
m
V
/
Ⅰ
信
号
変
換
器
が
劣
化
に
よ

り
精
度
を
外
れ
た
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。

2
. 
１
次
冷
却
系
温
度
計

　
記
録
計
(T
R
3
1
.1
-
5
B
/
8
B
)の
イ
ン
ク
タ
ン
ク
に
劣
化
が
見
ら
れ
た
た
め

予
備
品
と
交
換
し
た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
流
量
計

　
記
録
計
(F
R
3
1
.1
-
1
A
)の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、
イ
ン
ク
タ
ン
ク
に
劣
化
が
見

ら
れ
た
た
め
次
回
、
交
換
を
要
す
る
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お

よ
び
記
録
計
の
指
示
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報

の
作
動
と
そ
の
時
の
動
作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回

路
を
有
す
る
計
測
制
御
回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で

の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤
差
が
判
定
基
準
値
内

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
の
更
新

①
 更
新
お
よ
び
試
験
検
査
(2
4
台
)

　
指
示
警
報
計
と
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
の
更
新
を
行
い
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ

た
。

3
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

①
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

　
検
出
器
及
び
変
換
器
の
特
性
試
験
、
実
液
校
正
試
験
を
行
い
良
好
な

結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
の
更
新

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
用
指
示
警
報
計
 （
6
台
）

②
 １
次
冷
却
系
液
面
計
用
指
示
警
報
計
 （
6
台
）

③
 １
次
冷
却
系
温
度
計
用
指
示
警
報
計
 （
1
2
台
）

④
 保
護
系
計
器
試
験
用
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
 （
2
4
台
）

2
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

①
 液
面
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
コ
ン
デ
ン
サ
を
交
換
し
た
。

②
 変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)の
メ
モ
リ
保
護
バ
ッ
テ
リ
ー
を
予
防
保
全
と
し
て

交
換
し
た
。

資料3.5－1（表）
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表
6－

1（
4／

4）
　
１
次
冷
却
系
計
装
設
備
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
等
の
更
新

①
 計
装
品
の
更
新
及
び
試
験
検
査

3
. 
流
量
計
の
点
検

①
 外
観
点
検
 　
　
　
　
　
　
　
②
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
 ②
 校
正
試
験

③
 警
報
設
定
値
確
認
　
　
　
④
 相
互
比
較
検
査

2
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
の
更
新

①
 更
新
お
よ
び
試
験
検
査

3
. 
炉
容
器
液
面
計
の
点
検

①
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
 （
Ⅱ
-
４
０
７
）

③
 １
次
冷
却
系
液
面
計
 （
Ⅱ
-
４
０
８
）

④
 １
次
冷
却
系
温
度
計
 （
Ⅱ
-
４
０
９
）

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お

よ
び
記
録
計
の
指
示
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報

の
作
動
と
そ
の
時
の
動
作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
｡
④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回

路
を
有
す
る
計
測
制
御
回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で

の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤
差
が
判
定
基
準
値
内

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
等
の
更
新

①
 計
装
品
の
更
新
及
び
試
験
検
査

　
原
子
炉
保
護
系
計
器
と
炉
容
器
液
面
計
変
換
器
を
経
年
化
対
策
と
し

て
更
新
し
た
。

・
原
子
炉
保
護
系
計
器
(8
0
台
)、
炉
容
器
液
面
計
変
換
器
(３
台
)の
更
新

並
び
に
、
M
K
-
Ⅲ
改
造
に
伴
う
計
装
品
の
更
新
を
実
施
。

・
更
新
作
業
に
伴
う
各
計
装
品
の
外
観
、
作
動
、
校
正
試
験
等
の
試
験

検
査
並
び
に
、
炉
容
器
液
面
計
実
液
校
正
試
験
を
行
い
良
好
な
結
果

が
得
ら
れ
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

1
. 
液
面
計
変
換
器
及
び
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
の
不
良

　
変
換
器
内
C
P
U
電
源
回
路
の
不
具
合
対
策
と
試
験
用
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ

ﾁ
の
接
触
不
良
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
補
修
を
次
回
定
検
時
に
合
わ
せ

補
修
部
品
を
調
達
し
行
う
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お

よ
び
記
録
計
の
指
示
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報

の
作
動
と
そ
の
時
の
動
作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回

路
を
有
す
る
計
測
制
御
回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で

の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤
差
が
判
定
基
準
値
内

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

1
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計

　
 変
換
器
内
C
P
U
電
源
回
路
の
ｱ
ﾙ
ﾐ電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
３
個
を
交
換
し
た
。

2
. 
保
護
系
計
器
試
験
用
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ

　
前
回
定
検
後
に
発
生
し
た
試
験
用
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
接
触
不
良
の
不

具
合
対
策
と
し
て
当
該
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
を
全
数
(2
4
台
)交
換
し
た
。

1
. 
前
回
定
検
後
に
発
生
し
た
変
換
器
の
不
具
合
対
策

　
炉
容
器
N
a液
面
計
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)の
信
号
補
正
回
路
内
C
P
U

電
源
異
常
に
よ
り
液
面
計
指
示
が
ｽ
ｹ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ﾞｳ
ﾝ
し
た
不
具
合
対
策
と
し

て
、
C
P
U
電
源
回
路
の
ｱ
ﾙ
ﾐ電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
３
個
を
交
換
し
、
変
換
器
単

体
試
験
、
ch
1
,c
h
2
の
変
換
器
出
力
と
の
比
較
校
正
試
験
を
行
い
良
好

な
結
果
が
得
ら
れ
た
｡ま
た
、
交
換
し
た
ｱ
ﾙ
ﾐ電
解
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
の
交
換
周
期

を
５
～
６
年
と
し
た
。

1
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
等
の
経
年
化
対
策

・
 原
子
炉
保
護
系
計
器
と
炉
容
器
N
a液
面
計
変
換
器
(３
台
)は
、
設
置

よ
り
約
1
4
～
3
0
年
経
過
し
て
お
り
今
後
、
部
品
交
換
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
で
は
機
能
維

持
が
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
め
こ
れ
ら
の
更
新
を
行
う
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 外
観
点
検
 ―
 目
視
に
て
計
器
外
観
、
端
子
部
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
 校
正
試
験
 ―
 測
定
回
路
へ
基
準
模
擬
入
力
を
印
加
し
指
示
計
お

よ
び
記
録
計
の
指
示
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

③
 警
報
設
定
値
確
認
 ―
 警
報
設
定
器
へ
模
擬
入
力
を
印
加
し
警
報

の
作
動
と
そ
の
時
の
動
作
値
が
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
｡
④
 相
互
比
較
検
査
 ―
 同
一
系
統
に
多
重
化
に
よ
り
複
数
の
計
測
回

路
を
有
す
る
計
測
制
御
回
路
に
お
い
て
、
計
測
値
が
安
定
し
た
領
域
で

の
各
指
示
計
の
値
を
相
互
に
比
較
し
、
相
対
誤
差
が
判
定
基
準
値
内

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡

2
. 
記
録
計
の
更
新

①
 記
録
計
の
更
新
及
び
試
験
検
査

　
 計
装
品
の
経
年
化
対
策
と
し
て
流
量
計
､液
面
計
､温
度
計
の
各
記

録
計
の
更
新
を
行
い
、
外
観
点
検
、
校
正
試
験
を
行
い
良
好
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

3
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

①
 特
性
試
験
お
よ
び
試
験
検
査

　
 液
面
計
検
出
器
単
体
試
験
、
変
換
器
の
消
耗
品
交
換
、
変
換
器
単

体
試
験
、
実
液
校
正
を
行
い
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

1
. 
記
録
計
の
更
新

　
 １
次
冷
却
系
流
量
計
(2
台
)、
補
助
冷
却
１
次
系
流
量
計
(１
台
)、
１
次

冷
却
系
液
面
計
(１
台
)、
１
次
冷
却
系
温
度
計
(2
台
)の
記
録
計
を
交
換

し
た
。

2
. 
炉
容
器
液
面
計
(３
基
)の
点
検

①
 変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)の
メ
モ
リ
保
護
バ
ッ
テ
リ
ー
を
予
防
保
全
と
し
て

交
換
し
た
。

②
 液
面
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
)の
コ
ン
デ
ン
サ
を
交
換
し
た
。

③
 液
面
変
換
器
(3
台
)の
電
源
ヒ
ュ
ー
ズ
と
１
次
コ
イ
ル
励
磁
回
路
保
護

用
ヒ
ュ
ー
ズ
(L
X
3
1
.1
-
1
,-
3
の
み
)を
交
換
し
た
。

1
. 
１
次
冷
却
系
液
面
計
指
示
の
ｽ
ｹ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ﾞｳ
ﾝ

　
炉
容
器
N
a液
面
計
変
換
器
(L
X
3
1
.1
-
2
)の
信
号
補
正
回
路
内
C
P
U

電
源
異
常
に
よ
り
液
面
計
指
示
が
ｽ
ｹ
ｰ
ﾙ
ﾀ
ﾞｳ
ﾝ
し
た
。
暫
定
措
置
と
し
て

信 　
号
補
正
回
路
を
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ
し
液
面
計
指
示
が
復
旧
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
2
. 
保
護
系
計
器
試
験
用
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
の
不
良

　
試
験
用
信
号
切
替
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
の
接
触
不
良
に
よ
り
一
時
的
に
信
号
断
状

態
と
な
り
警
報
の
発
生
に
至
っ
た
。

上
記
1
. 
2
.は
､原
子
炉
運
転
中
の
不
具
合
で
あ
っ
た
た
め
補
修
は
原
子

炉
停
止
と
な
る
次
回
定
検
時
と
し
た
。

1
. 
１
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
の
点
検

①
 １
次
冷
却
系
流
量
計
の
警
報
設
定
器
(4
台
)の
更
新
、
ｱ
ｲ
ｿ
ﾚ
ｰ
ﾀ
(2

台
)の
ｹ
ﾐｶ
ﾙ
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
を
交
換
し
た
｡

②
 補
助
冷
却
１
次
系
流
量
変
換
器
(１
台
)を
更
新
し
た
。

③
 m
V
/
Ⅰ
信
号
変
換
器
(３
台
)を
予
備
品
と
交
換
し
た
。

2
. 
原
子
炉
保
護
系
計
器
等
の
更
新

①
 原
子
炉
保
護
系
計
器
(8
0
台
)を
更
新
し
た
。

②
 炉
容
器
液
面
計
変
換
器
(３
台
)を
更
新
し
た
。

③
 M
K
-
Ⅲ
改
造
に
伴
う
１
次
冷
却
系
流
量
変
換
器
(2
台
)､
１
次
冷
却
系

温
度
検
出
器
(1
6
本
)を
更
新
し
た
｡
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表
6－

2（
1／

3）
　
２
次
冷
却
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

(1
) 
ル
ー
プ
内
計
器
精
度
の
確
認
並
び
に
校
正

1
)外
観
点
検
，
清
掃
，
端
子
増
締
め

　
2
)現
状
値
の
確
認
（
入
出
力
値
の
測
定
）

　
3
)ゼ
ロ
ス
パ
ン
の
測
定
（
許
容
誤
差
外
の
も
の
に
つ
い
て
校
正
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

①
計
器
の
ヒ
ュ
ー
ズ

②
記
録
計
の
ク
リ
糸
、
ペ
ン
先
交
換

③
故
障
頻
度
が
高
く
な
り
、
部
品
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
計
器
の
更
新
（
変

換
器
,調
節
計
)

T
X
3
1
.2
-
2
A
-
3
,2
A
-
4
,2
B
-
3
,2
B
-
4
,2
A
-
3
,2
A
-
4
,2
B
-
3
,2
B
-
4
T
IC
3
1
.2
-

2
A
-
1
,2
A
-
2
,2
A
-
3
,2
A
-
4
,2
B
-
1
2
B
-
2
,2
B
-
3
,2
B
-
4
④
第
３
～
4
回
の
間
に

更
新
し
た
計
器
T
X
3
1
.2
-
2
A
-
1
,2
A
-
2
,2
B
-
1
,2
B
-
2
T
IS
O
L
3
1
.2
-
2
A
-

1
,2
A
-
2
,2
A
-
4
,2
B
-
1
,2
B
-
2

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

2
次
冷
却
系
流
量
計
点
検
結
果
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 良

2
次
主
冷
却
系
出
口
N
a温
度
計
点
検
結
果
  
  
  
  
  
  
  
 良

補
助
冷
却
2
次
系
流
量
計
点
検
結
果
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 良

補
助
冷
却
2
次
系
冷
却
器
出
口
温
度
計
点
検
結
果
  
  
  
良

な
お
記
録
計
の
指
示
速
度
が
遅
い
た
め
サ
ー
ボ
機
構
を
分
解
し
た
。
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表
6－

2（
2／

3）
　
２
次
冷
却
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

 　 　
TR

A
31

.2
-2

A
・
2B

,T
R

31
.3

A
・
3
B
 ：
次
回
目
盛

高
経
年
化
計
器
に
つ
い
て
更
新
が
推
奨
さ
れ
た
。

　
り
板
と
チ
ャ
ー
ト
紙
の
交
換
必
要
。

　
記
録
計
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
に
回
転
の
重
い
も
の
あ

　
る
た
め
、
予
備
品
購
入
の
必
要
あ
り
。
ま
た
、
ポ
テ
ン

　
シ
ョ
も
劣
化
の
た
め
予
備
品
の
購
入
必
要
あ
り
。

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

①
F
R
3
1
.2
-
1
の
ペ
ン
先
，
ク
リ
糸
，
コ
ン
デ
ン
サ
ー
交
換

②
T
X
3
1
.2
-
2
A
-
3
・
4
，
T
X
3
1
.2
-
2
B
-
3
・
4
の
コ
ン
デ
 ン

サ
ー
交
換
③
・
　
T
R
3
1
.2
-
3
A
・
3
B
,T
R
A
3
1
.2
-
2
A
・
２
Ｂ

T
R
3
2
.2
 -
1
が
精
度
範
囲
を
逸
脱
　
し
て
い
る
。
通
  
常
使
用

範
囲
で
あ
る
０
～
４
５
０
℃
中
心
に
調
整
し
た
。
　
（
３
回
定
検

で
変
換
器
を
リ
ニ
ア
ラ
イ
ザ
ー
付
に
更
新
　
し
た
た
め
）

①
計
器
の
ヒ
ュ
ー
ズ

②
記
録
計
の
ク
リ
糸
,ｻ
ｰ
ﾎ
ﾞ機
構
,チ
ャ
ー
ト
ベ
ル
ト
交
換

③
T
R
3
1
.2
-
3
A
・
3
B
,T
R
A
3
1
.2
-
2
A
・
２
Ｂ
, 
  
T
R
3
2
.2
 -
1
が

精
度
範
囲
を
逸
脱
　
し
て
い
る
。
通
常
使
用
範
囲
で
あ
る
０

～
４
５
０
℃
中
心
に
調
整
し
た
。
　
（
３
回
定
検
で
変
換
器
を
リ

ニ
ア
ラ
イ
ザ
ー
付
に
更
新
し
た
た
め
）

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

　
TR

A
31

.2
-2

A
・
2B

,T
R

31
.3

A
・
3
B
 ：
次
回
目
盛
　
り
板

と
チ
ャ
ー
ト
紙
の
交
換
必
要
。

①
計
器
の
ヒ
ュ
ー
ズ

②
記
録
計
の
ク
リ
糸
,ペ
ン
先
,チ
ャ
ー
ト
ベ
ル
ト
交
換

③
目
盛
り
板
（
3
回
定
検
で
変
換
器
を
リ
ニ
ア
ラ
イ
ザ
ー
付
に

更
新
し
た
た
め
）

・
　
記
録
計
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
に
回
転
の
重
い
も
の
あ
る
た
め
、
予
備
品
購
入

の
必
要
あ
り
。

①
F
R
3
1
.2
-
1
の
サ
ー
ボ
機
構

②
１
0
年
以
上
経
過
し
故
障
頻
度
が
高
く
な
り
、
部
品
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た

計
器
の
更
新
（
変
換
器
,ア
イ
ソ
レ
ー
タ
，
警
報
設
定
,手
動
設
定
器
）

  
Ｆ
Ｓ
３
１
．
２
－
１
 F
X
3
1
.2
-
1
A
-
D
,1
A
-
E
,1
A
-
F
,1
A
-
2
,1
B
-
D
,1
B
-
E
,1
B
-

F
,1
A
-
1
,1
B
-
1
,1
B
-
2
 F
IS
O
L
3
1
.2
-
1
A
-
D
,1
A
-
E
,1
A
-
F
,1
A
1
,1
A
-
2
,1
B
-

D
,1
B
-
E
,1
B
-
F
,1
B
-
1
,1
B
-
2
(２
５
０
Ω
抵
抗
を
含
む
）
、
F
A
3
1
.2
-
1
A
-
D
,1
A
-

E
,1
A
-
F
,1
B
-
D
,1
B
-
E
,1
B
-
F
,１
A
-
1
,1
B
-
1
 T
X
3
1
.2
-
1
A
,1
B
,3
A
,3
B

T
IS
O
L
3
1
.2
-
1
A
,1
B
,3
A
,3
B
,2
B
-
2
  
 T
A
3
1
.2
-
2
A
-
1
,2
A
-
2
,2
B
-
1
,2
B
-
2
 ,

T
IC
3
1
.2
-
2
B
-
1
,2
B
-
2
,2
B
-
3
,2
B
-
4
,F
X
3
2
.2
-
1
,F
IS
O
L
3
2
.2
-
1
,F
A
3
2
.2
-

1
,T
X
3
2
.2
-
1
,2
,T
A
3
2
.2
-
2

③
T
R
3
1
.2
-
3
A
・
3
B
,T
R
A
3
1
.2
-
2
A
・
２
Ｂ
,T
R
3
2
.2
-
1
が
精
度
範
囲
を
逸
脱
　
し

て
い
る
。
通
常
使
用
範
囲
で
あ
る
０
～
４
５
０
℃
中
心
に
調
整
し
た
。
　
（
３
回
定
検

で
変
換
器
を
リ
ニ
ア
ラ
イ
ザ
ー
付
に
更
新
し
た
た
め
）

④
F
R
3
1
.2
-
1
の
サ
ー
ボ
機
構
の
回
転
が
悪
い
。
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表
6－

2（
3／

3）
　
２
次
冷
却
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

特
に
な
し

高
経
年
化
計
器
に
つ
い
て
更
新
が
推
奨
さ
れ
た
。
該
当
な
し

　
　
各
記
録
計
は
ギ
ヤ
ー
部
に
注
油
を
行
な
っ
た

が
、

特
に
な
し

　
ホ
コ
リ
等
に
よ
り
動
き
が
悪
く
な
る
た
め
、
次
回
は
分

　
解
点
検
の
必
要
あ
り
。

　計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

記
録
計
の
チ
ャ
ー
ト
紙
送
り
機
構
の
点
検
調
整
が
推

奨
さ
れ
た
。

特
に
な
し

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

２
次
系
プ
ロ
セ
ス
計
器
（
Ⅱ
-
４
１
１
,４
１
２
）

　
・
２
次
冷
却
系
流
量
計

　
・
２
次
主
冷
却
器
出
口
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
温
度
計

　
・
補
助
冷
却
２
次
系
流
量
計

　
・
補
助
冷
却
系
冷
却
器
出
口
ナ
ト
リ
ウ
ム
温
度
計

計
器
内
部
の
点
検

校
正
試
験

警
報
設
定
値
確
認

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

計
器
内
部
の
点
検

　
プ
リ
ン
ト
基
板
,端
子
等
の
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
良

校
正
試
験

　
計
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
良

警
報
設
定
値
確
認

　
警
報
設
定
器
の
入
出
力
校
正
試
験
結
果
　
　
　
 良

原
子
炉
保
護
作
動
回
路
の
点
検

  
作
動
点
検
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 良

①
計
器
の
ヒ
ュ
ー
ズ

②
記
録
計
の
ク
リ
糸
、
チ
ャ
ー
ト
モ
ー
タ
等
の
交
換

③
抵
抗
器
（
Ｒ
Ｔ
３
１
．
２
－
１
）

③
T
IC
3
2
.2
-
2
の
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
バ
ッ
テ
リ
ー
及
び

電
源
ユ
ニ
ッ
ト

④
１
0
年
以
上
経
過
し
故
障
頻
度
が
高
く
な
り
、
部
品

の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
計
器
の
更
新
（
変
換
器
,

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
，
警
報
設
定
）
 　
 F
X
3
1
.2
-
1
A
-
E

,1
A
-
F
 ,
1
A
-
2
 ,
1
B
-
E
 ,
1
B
-
F
 ,
F
X
3
1
.2
-
1
B
-
1
,

1
B
-
2
, 
F
X
３
２
.２
－
１
,F
IS
O
L
3
1
.2
-
1
A
-
E
, 
1
A
-
F
,

1
A
-
2
, 
1
B
-
E
, 
1
B
-
F
 　
 　
 3
1
.2
-
1
B
-
1
, 
1
B
-
2
，

F
IS
O
L
3
2
.2
-
1
,　
F
A
3
1
.2
-
1
A
-
E
, 
1
A
-
F
, 
1
B
-
E
,

1
B
-
F
, 
1
B
-
1
, 
F
A
3
2
.2
-
1
, 
T
X
3
1
.2
-
2
A
-
1
, 
2
A
-

2
, 
2
B
-
1
, 
2
B
-
2
,T
X
3
2
.2
-
1
，
2
, 
T
IS
O
L
3
1
.2
-

2
A
-
1
, 
2
A
-
2
, 
2
B
-
1
, 
2
B
-
2
, 
T
Ａ
3
1
.2
-
2
A
-
1
,

2
A
-
2
, 
2
B
-
1
, 
2
B
-
2
，
T
A
3
2
.2
-
2

①
計
器
の
ヒ
ュ
ー
ズ

②
記
録
計
の
分
解
点
検
及
び
ク
リ
糸
、
チ
ャ
ー
ト

モ
ー
タ
,チ
ャ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
交
換

①
記
録
計
の
ク
リ
糸
、
ペ
ン
先

②
T
IC
3
2
.2
-
2

①
Ｔ
ＩＣ
３
２
．
２
－
２
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
バ
ッ
テ
リ
ー
及

び
電
源
ユ
ニ
ッ
ト

②
記
録
計
の
ク
リ
糸
、
ペ
ン
先

③
１
0
年
以
上
経
過
し
故
障
頻
度
が
高
く
な
り
、
部
品

の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
計
器
の
更
新
（
変
換
器
,

ア
イ
ソ
レ
ー
タ
，
警
報
設
定
）

 Ｆ
Ｓ
３
１
．
２
－
１
,　
F
X
3
1
.2
-
1
A
,F
X
3
1
.2
-
1
A
-

D
,1
B
-
D
,1
A
-
1
D
,1
B
-
D
,1
A
-
1
, 
F
IS
O
L
3
1
.2
-

1
A
-
D
, 
1
B
-
D
, 
1
A
-
1
,F
A
3
1
.2
-
1
A
-
D
, 
1
B
-
D
, 
１

A
-
1
, 
Ｆ
Ｒ
３
１
．
２
－
１
，
Ｔ
Ｒ
Ａ
３
１
．
２
－
２
Ａ
・
２
Ｂ
, 
Ｆ

Ｉ３
２
．
２
－
１
 ,
Ｔ
Ｒ
３
２
．
２
－
１

①
計
器
の
ヒ
ュ
ー
ズ

②
記
録
計
の
ク
リ
糸
,ペ
ン
先
交
換

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
6－

3（
1／

3）
　
燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
１
０
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
１
０
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
１
０
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
１
０
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
設
備
配
線
（
補
修
工
事
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
盤

点
検
項
目

記
録
計
：
温
度
記
録
計
の
分
解
点
検
，
記
録
計
・
警
報

計
の
校
正
，
盤
点
検
（
盤
内
清
掃
，
接
続
端
子
部
の
増

締
め
等
）

記
録
計
：
温
度
記
録
計
の
分
解
点
検
，
記
録
計
・
警
報

計
の
校
正
，
盤
点
検
（
盤
内
清
掃
，
接
続
端
子
部
の
増

締
め
等
）

記
録
計
：
温
度
記
録
計
の
分
解
点
検
，
記
録
計
・
警
報
計
の
校

正
，
盤
点
検
（
盤
内
清
掃
，
接
続
端
子
部
の
増
締
め
，
記
録

計
・
ス
ラ
ッ
ト
設
定
器
の
清
掃
等
）

配
線
：
中
継
端
子
箱
の
設
置
，
熱
電
対
と
補
償
導
線
の
接
続
変

更
，
熱
電
対
シ
ー
ス
の
整
理
，
熱
電
対
リ
ー
ド
線
の
不
良
品
の

補
修
，
補
償
導
線
の
被
覆
材
仕
様
の
変
更

記
録
計
：
記
録
計
本
体
の
分
解
点
検
・
清
掃
・
注
油
・
組
立
調

整
，
入
出
力
特
性
確
認
，
設
定
値
確
認
，
計
器
ア
ン
プ
ゲ
イ

ン
・
ゼ
ロ
・
ス
パ
ン
の
調
整

計
装
盤
：
盤
点
検

記
録
印
字
不
要
時
の
改
造
（
１
２
点
セ
レ
ク
ト
オ
フ
機
構
を
取

付
に
て
、
記
録
印
字
を
使
用
し
な
い
箇
所
に
セ
レ
ク
ト
ピ
ン
に

て
処
置
で
き
る
。
）

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

記
録
計
：
打
点
機
構
，
印
字
機
構
，
チ
ャ
ー
ト
送
り
機

構
，
切
換
ス
イ
ッ
チ
，
各
部
ギ
ヤ
ー
・
各
部
軸
・
軸

受
，
チ
ョ
ッ
パ
ー
の
接
触
率
測
定
，
動
作
チ
ェ
ッ
ク
，

目
盛
較
正
試
験
（
記
録
計
較
正
，
警
報
設
定
器
較
正
）

…
良

記
録
計
：
打
点
機
構
，
印
字
機
構
，
チ
ャ
ー
ト
送
り
機

構
，
切
換
ス
イ
ッ
チ
，
各
部
ギ
ヤ
ー
・
各
部
軸
・
軸

受
，
チ
ョ
ッ
パ
ー
の
接
触
率
測
定
，
動
作
チ
ェ
ッ
ク
，

目
盛
較
正
試
験
（
記
録
計
較
正
，
警
報
設
定
器
較
正
）

…
良

記
録
計
：
打
点
機
構
，
印
字
機
構
，
チ
ャ
ー
ト
送
り
機
構
，
切

換
ス
イ
ッ
チ
，
各
部
ギ
ヤ
ー
・
各
部
軸
・
軸
受
，
チ
ョ
ッ
パ
ー

の
接
触
率
測
定
，
動
作
チ
ェ
ッ
ク
，
目
盛
較
正
試
験
（
記
録
計

較
正
，
警
報
設
定
器
較
正
）
…
良

配
線
：
目
視
外
観
検
査
，
導
通
検
査
，
組
合
わ
せ
検
査
…
良

記
録
計
：
指
示
値
，
設
定
値
，
動
的
動
作
，
静
的
動
作
…
良

計
装
盤
：
外
観
点
検
（
筐
体
及
び
盤
，
主
回
路
，
制
御
回
路
，

端
子
台
，
継
電
器
類
，
ヒ
ュ
ー
ズ
，
計
器
類
，
切
換
ス
イ
ッ

チ
・
押
し
ボ
タ
ン
，
接
地
線
，
表
示
灯
）
…
良

交
換
部
品

記
録
計
：
張
糸
，
イ
ン
ク
パ
ッ
ト
，
オ
イ
ル
パ
ッ
ト
，

入
力
切
換
ブ
ラ
シ
３
回
路
，
チ
ョ
ッ
パ
ー

記
録
計
：
張
糸
，
イ
ン
ク
パ
ッ
ト
，
オ
イ
ル
パ
ッ
ト
，

入
力
切
替
ブ
ラ
シ
（
３
回
路
）
，
ベ
ベ
ル
ギ
ヤ
ー
，
多

点
伝
送
用
ギ
ヤ
ー
，
チ
ョ
ッ
パ
ー
，
ド
ア
パ
ッ
キ
ン

記
録
計
：
張
糸
，
イ
ン
ク
パ
ッ
ト
，
オ
イ
ル
パ
ッ
ト
，
入
力
切

替
ブ
ラ
シ
（
２
回
路
）
，
ギ
ヤ
ー
組
立
，
カ
ウ
ン
タ
ー
ギ
ヤ
ー

組
立
，
チ
ョ
ッ
パ
ー
，
１
２
点
プ
リ
ン
ト
機
構

配
線
：
リ
ー
ド
線

記
録
計
：
１
２
Ｐ
プ
リ
ン
ト
機
構
，
入
力
切
替
ス
イ
ッ
チ
，

チ
ョ
ッ
パ
ー
，
削
耗
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

燃
料
出
口
温
度
の
誤
警
報
が
発
生
し
た
。

（
記
録
計
の
警
報
発
生
機
構
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
全
数
調

整
し
た
。
動
作
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
参
照
。
）

次
回
反
映
事
項

印
字
機
構
の
印
字
部
が
摩
耗
、
交
換
を
検
討
。

（
メ
ー
カ
推
奨
は
、
交
換
時
期
４
年
を
目
安
と
し
て
い

る
。
）

配
線
：
補
修
を
実
施
し
た
５
９
点
以
外
の
リ
ー
ド
線
（
残
り
の

リ
ー
ド
線
）
に
つ
い
て
も
、
早
急
に
交
換
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

ア
ン
プ
（
０
～
１
０
０
０
℃
 
Ｋ
　
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
付
き
（
０
～

１
０
０
０
℃
 
Ｋ
）
）
，
摺
動
抵
抗
（
Ｒ
Ｖ
）
０
～
１
０
０
０
℃

Ｋ
，
パ
ル
ス
水
録
ス
イ
ッ
チ
，
入
力
切
替
ス
イ
ッ
チ
３
回
路
の

更
新

点
検
機
器
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表
6－

3（
2／

3）
　
燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
１
０
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
１
０

台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
Ｎ
ａ
温
度
計
測
設
備
配

線
燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）
回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

（
改
造
）
ケ
ー
ブ
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク
・
Ｓ
／
Ａ
出
口

温
度
中
継
箱
の
改
造

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
盤

記
録
計
：
記
録
計
・
警
報
計
の
校
正
（
Ｐ
Ｎ
Ｃ
直

営
に
て
実
施
）

記
録
計
：
記
録
計
・
警
報
計
の
校
正
（
Ｐ

Ｎ
Ｃ
直
営
に
て
実
施
）

記
録
計
、
計
装
盤
及
び
内
部
部
品
の
更
新

補
修
項
目
（
ケ
ー
ブ
ル
）
：
小
回
転
プ
ラ

グ
中
継
端
子
箱
か
ら
熱
電
対
を
つ
な
ぐ

ケ
ー
ブ
ル
（
T
E
1
4
-
1
-
F
3
9
(
4
B
4
)
,
T
E
1
4
-
1
-

F
6
1
(
5
C
4
)
）
が
断
線
し
た
た
め
補
修
を
実

施
。

【
記
録
計
】
目
盛
校
正
，
部
品
交
換

外
観
試
験
（
目
視
外
観
）
・
寸
法
試
験
（
寸

法
）
・
電
気
試
験
（
導
通
・
絶
縁
抵
抗
・
組
合

せ
）
・
機
能
試
験
（
取
扱
・
誤
挿
入
防
止
機
構
）

…
良
好

記
録
計
：
校
正
検
査
，
警
報
設
定
値
動
作
確
認
検

査
…
良

外
観
試
験
（
目
視
外
観
）
・
寸
法
試
験

（
寸
法
）
・
電
気
試
験
（
導
通
・
絶
縁
抵

抗
・
組
合
せ
）
・
機
能
試
験
（
取
扱
・
誤

挿
入
防
止
機
構
）
…
良
好

記
録
計
：
校
正
検
査
，
警
報
設
定
値
動
作

確
認
検
査
…
良

記
録
計
：
計
装
盤
共
通
：
外
観
・
寸
法
検
査
（
外
観
検

査
，
員
数
確
認
，
塗
装
色
確
認
，
寸
法
検
査
）
，
性
能

試
験
（
絶
縁
抵
抗
測
定
，
導
通
試
験
，
絶
縁
耐
力
試

験
，
確
度
試
験
，
警
報
設
定
値
確
認
試
験
）
…
良

記
録
計
単
体
：
仕
様
確
認
，
外
観
・
構
造
・
寸
法
・
表

示
確
認
，
絶
縁
抵
抗
，
絶
縁
耐
電
圧
、
警
報
動
作
試

験
，
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
，
応
答
時
間
，
ト
レ
ン
ド
記
録
周

期
，
チ
ャ
ー
ト
送
り
量
，
校
正
試
験
，
連
続
通
電
試
験

…
良

コ
ネ
ク
タ
：
外
観
検
査
，
導
通
試
験
，
組

合
試
験
…
良

ケ
ー
ブ
ル
：
接
続
確
認
，
起
電
圧
確
認
…

良

【
記
録
計
】
点
検
校
正
，
警
報
設
定
値
確
認
（
発

生
確
認
）
，
警
報
設
定
値
の
入
力
，
修
正
試
験

（
計
算
機
か
ら
Ｒ
Ｓ
－
２
３
２
Ｃ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
を
通
し
て
警
報
設
定
値
の
入
力
・
修
正
が
で

き
る
こ
と
の
確
認
）
…
良

多
極
コ
ネ
ク
タ
・
多
芯
補
償
導
線
・
コ
ネ
ク
タ
パ

ネ
ル
・
中
継
端
子
箱

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
盤
本
体
及
び
内
部
部
品

（
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
，
コ
ン
セ
ン
ト
，
ド
ア
ス

イ
ッ
チ
，
蛍
光
灯
，
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
，
Ａ
Ｎ
Ｎ

リ
レ
ー
，
警
報
表
示
灯
，
丸
型
表
示
灯
，
フ
リ
ッ
カ
ー

リ
レ
ー
，
警
報
ブ
ザ
ー
，
カ
ッ
プ
ル
変
換
器
，
ヒ
ュ
ー

ズ
ス
イ
ッ
チ
，
端
子
台
，
抵
抗
）

補
修
項
目
：
コ
ネ
ク
タ
（
付
属
品
含

む
）
，
補
償
導
線

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）
…
張

糸
，
バ
ッ
テ
リ
ー
，
ヒ
ュ
ー
ズ
，
リ
ボ
ン
カ
セ
ッ

ト 回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）
･
･
･
張

糸
，
オ
イ
ル
パ
ッ
ト
，
イ
ン
ク
パ
ッ
ト
，
軸
，
ギ

ア
，
カ
ム
板
組
立
，
Ｒ
Ｖ
ブ
ラ
シ

入
力
信
号
端
子
の
改
良
（
模
擬
信
号
を
入
力
す
る

場
合
、
記
録
計
裏
面
に
あ
る
入
力
端
子
部
の
端
子

接
続
ビ
ス
を
ワ
ニ
グ
チ
ク
リ
ッ
プ
で
は
さ
み
入
力

す
る
が
、
確
実
に
は
は
さ
む
こ
と
が
で
き
ず
、

度
々
は
ず
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
端
子

接
続
用
ビ
ス
及
び
入
力
コ
ネ
ク
タ
を
プ
ラ
グ
式
に

変
え
、
確
実
に
模
擬
信
号
を
入
力
が
で
き
る
よ
う

改
良
す
る
必
要
が
あ
る
。
）
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表
6－

3（
3／

3）
　
燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）

燃
料
集
合
体
出
口
Ｎ
ａ
温
度
計
測
設
備
配
線

燃
料
集
合
体
出
口
Ｎ
ａ
温
度
計
測
設
備
配
線

燃
料
集
合
体
出
口
Ｎ
ａ
温
度
計
測
設
備
配
線

【
記
録
計
】
目
盛
校
正
，
部
品
交
換

【
配
線
】
１
）
熱
電
対
か
ら
中
継
端
子
盤
ま
で
の
点
検

２
）
中
継
端
子
盤
か
ら
ケ
ー
ブ
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク
ま
で
の

点
検
　
３
）
断
線
修
理
及
び
補
修

【
記
録
計
】
外
観
点
検
，
清
掃
・
増
し
締
め
・
注
油
，

計
器
校
正

【
記
録
計
】
目
盛
校
正
，
部
品
交
換

【
配
線
】
１
）
熱
電
対
か
ら
中
継
端
子
盤
ま
で
の
点
検
　
２
）
中
継
端

子
盤
か
ら
ケ
ー
ブ
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク
ま
で
の
点
検
　
３
）
ケ
ー
ブ
リ
ン
グ

ラ
ッ
ク
か
ら
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｄ
Ａ
Ｓ
・
燃
料
集
合
体
出
口
温
度
計
装
盤
へ
の
端

子
部
点
検
　
４
）
断
線
修
理
及
び
補
修

【
記
録
計
】
記
録
計
本
体
の
更
新
（
既
設
記
録
計
を
撤

去
し
た
後
、
盤
加
工
を
行
い
、
新
規
記
録
計
を
取
り
付

け
た
。
）

【
配
線
】
１
）
計
装
中
継
盤
の
改
造
　
２
）
計
装
端
子

箱
の
改
造
　
３
）
中
継
ケ
ー
ブ
ル
の
交
換

【
記
録
計
】
点
検
校
正
，
警
報
設
定
値
確
認
（
発
生
確

認
）
…
良

【
配
線
】
外
観
点
検
，
導
通
点
検
，
接
地
抵
抗
測
定
，

起
電
圧
測
定
…
良

【
記
録
計
】
外
観
点
検
，
計
器
単
品
校
正
試
験
，
警
報

設
定
値
確
認
（
発
生
確
認
）
…
良

【
記
録
計
】
点
検
校
正
，
警
報
設
定
値
確
認
（
発
生
確
認
）
，
目
盛
試

験
…
良

【
配
線
】
外
観
点
検
，
導
通
点
検
，
接
地
抵
抗
測
定
，
絶
縁
抵
抗
測

定
，
起
電
圧
測
定
…
良

【
記
録
計
】
外
観
検
査
，
絶
縁
抵
抗
検
査
，
バ
ー
ン
ア

ウ
ト
機
能
検
査
，
確
度
試
験
，
ア
ラ
ー
ム
機
能
検
査
，

導
通
検
査
…
良

【
配
線
】
外
観
点
検
，
導
通
点
検
，
熱
電
対
検
査
，
中

継
ケ
ー
ブ
ル
検
査
，
総
合
試
験
…
良

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）
…
張
糸
，

バ
ッ
テ
リ
ー
，
エ
ッ
ジ
セ
ン
サ
ー

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）
･
･
･
張
糸
，
オ

イ
ル
パ
ッ
ト
，
イ
ン
ク
パ
ッ
ト

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）
…
張
糸
，
バ
ッ
テ
リ
ー
，
リ

ボ
ン
カ
セ
ッ
ト
，
エ
ッ
ジ
セ
ン
サ
ー
，
シ
ャ
ヘ
イ
板

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）
･
･
･
張
糸
，
オ
イ
ル
パ
ッ

ト
，
イ
ン
ク
パ
ッ
ト

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
本
体
：
４
台

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
本
体
：
１
台

中
継
ケ
ー
ブ
ル
，
コ
ネ
ク
タ
，
ソ
ケ
ッ
ト
，
ピ
ン
端
子

次
回
交
換
推
奨
品
：
燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計

（
４
台
）
…
張
糸
，
バ
ッ
テ
リ
ー

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
は
、
製
造
後
２
０
年
経

過
し
て
お
り
、
計
器
全
体
に
劣
化
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
計
器
の
更
新
を
推
奨
。

次
回
交
換
推
奨
品
：
燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
（
４
台
）
…
張

糸
，
エ
ッ
ジ
セ
ン
サ
ー
，
シ
ャ
ヘ
イ
板

次
回
交
換
推
奨
品
：
回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
（
１
台
）
…
張

糸
，
イ
ン
ク
パ
ッ
ト
，
オ
イ
ル
パ
ッ
ト
，
平
衡
用
ス
ベ
リ
抵
抗
，
ス
ラ

イ
ド
ブ
ラ
シ
，
Ａ
－
７
７
６
９
ギ
ア
，
ア
ー
ム
組
立

回
転
プ
ラ
グ
内
部
温
度
記
録
計
の
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

を
推
奨
。

燃
料
集
合
体
出
口
温
度
記
録
計
は
製
造
後
１
０
年
、
回
転
プ
ラ
グ
内
部

温
度
記
録
計
は
製
造
後
１
５
年
経
過
し
て
お
り
、
計
器
全
体
に
劣
化
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
部
品
等
の
入
手
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
録
計
の
更
新
を
検
討
。
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表
7－

1（
1／

3）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
弁
、
配
管
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

  
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
Ｈ
ｅ
リ
ー
ク
試
験

　
・
Ｈ
ｅ
リ
ー
ク
試
験

　
・
Ｈ
ｅ
リ
ー
ク
試
験

　
・
Ｈ
ｅ
リ
ー
ク
試
験

　
・
Ｈ
ｅ
リ
ー
ク
試
験

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
油
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
作
動
確
認

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
油
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
作
動
確
認

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
油
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
作
動
確
認

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
油
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
作
動
確
認

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
油
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
作
動
確
認

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個

・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
：
1個
　
　
　
　
・
割
ピ
ン
：
2
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
６
個

・
ラ
イ
ダ
ー
リ
ン
グ
:１
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
６
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個
　
　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
：
3
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
６
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
6
個
　
・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
グ
：
2
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
６
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
６
個

・
Ｖ
リ
ン
グ
：
１
組

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個
　
　
　
・
Ｏ
リ
ン
グ
：
2
7
個

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
６
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
Ｖ
リ
ン
グ
：
１
組

・
Ｏ
リ
ン
グ
：
２
７
個

・
Ｏ
リ
ン
グ
：
２
７
個

・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
：
1
個

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
Ｖ
リ
ン
グ
：
１
組

・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
グ
：
2
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
メ
タ
ル
：
１
個

・
Ｏ
リ
ン
グ
：
２
７
個

・
ベ
ア
リ
ン
グ
：
2
個

・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
：
1
個

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
油
の
汚
れ

　
（
Ｖ
リ
ン
グ
等
の
摺
動
材
の
磨
耗
粉
に
よ
る
汚
れ
。
対

　
　
策
と
し
て
、
1
年
に
1
回
の
オ
イ
ル
交
換
を
行
う
。
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

次
回
定
検
時
交
換
部
品

特
に
な
し

・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル

・
ベ
ア
リ
ン
グ

・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）
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表
7－

1（
2／

3）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
弁
、
配
管
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
作
動
検
査

・
作
動
検
査

・
作
動
検
査

・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
基
礎
ベ
ー
ス
補
修

・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
出
口
圧
力
計
配
管
の
改
造

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
外
観
検
査
（
油
漏
れ
、
ナ
ッ
ト
脱
落
緩
み
等
）
-
-
-
良

・
寸
法
検
査
（
三
国
重
工
業
社
内
基
準
値
）
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
分
解
検
査
-
-
-
良

・
漏
洩
検
査
（
シ
ー
ル
圧
力
；
1
.3
kg
/
cm
２
）
-
-
良

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

　
・
シ
リ
ン
ダ
寸
法
測
定

・
振
動
検
査
（
軸
受
部
；
1
5
0
μ
ｐ
－
ｐ
以
下
）
-
-
良

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
寸
法
測
定

・
レ
ベ
ル
Ｓ
Ｗ
作
動
検
査
-
-
良

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

　
・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
寸
法
測
定

・
温
度
測
定
検
査
（
C
/
P
出
口
温
度
；
1
0
4
℃
以
下
）
-
-

良
　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
点
検

・
回
転
数
測
定
検
査
（
3
1
6
±
1
6
rp
m
）
-
-
良

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
メ
タ
ル
隙
間
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
プ
ラ
ン
ク
ピ
ン
寸
法
測
定

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ベ
ア
リ
ン
グ
目
視
点
検

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
隙
間
測
定

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
Ｖ
リ
ン
グ
シ
ー
ル
目
視
点
検

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
ピ
ス
ト
ン
ロ
ッ
ド
寸
法
測
定

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
性
能
試
験
、
温
度
試
験
、
Ｖ
ベ
ル
ト
点
検

　
・
漏
洩
検
査
（
1
.3
ｋ
Ａ
ｒ耐
圧
試
験
）

　
・
漏
洩
検
査
（
1
.3
ｋ
Ａ
ｒ耐
圧
試
験
）

・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
基
礎
ベ
ー
ス
補
修

・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
：
1個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個
　
　
　
　
　
・
O
リ
ン
グ
：
２
５
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
６
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
2
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
６
個

・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
：
1個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
６
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
組

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
6
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
６
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
3
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
Ｖ
リ
ン
グ
：
１
組

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
３
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
6
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
６
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
６
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
６
個

・
Ｖ
リ
ン
グ
：
１
組

・
Ｖ
リ
ン
グ
装
置
：
1
組

・
Ｖ
リ
ン
グ
：
１
組

・
Ｖ
リ
ン
グ
：
１
組

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
4
個

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
４
個

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
4
枚

・
割
ピ
ン
：
2個

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
４
枚

・
O
リ
ン
グ
：
２
６
個

・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
：
3
個

・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
：
3
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
３
個

・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
：
3個

・
O
リ
ン
グ
：
２
３
個

・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
グ
：
2
個

・
Ｏ
リ
ン
グ
：
27
個

・
バ
ル
ブ
押
さ
え
：
２
個

・
ラ
イ
ダ
ー
リ
ン
グ
：
1
組
　
　
　
・
Ｏ
リ
ン
グ
：
2
6
本

特
に
な
し

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
本
体
ベ
ー
ス
基
礎
ボ
ル
ト
に
緩
み
有

・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
用
モ
ー
タ
の
、
回
転
子
冷
却
フ
ァ
ン

特
に
な
し

り
。

　
部
に
損
傷
が
あ
り
、
モ
ー
タ
を
新
規
交
換
し
た
。

　
　
・
本
体
振
動
等
に
影
響
な
し
。

特
に
な
し

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
本
体
ベ
ー
ス
基
礎
ボ
ル
ト
の
補
修
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
ク
ロ
ス
ヘ
ッ
ド
ピ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
に
若
干
の
焼
き
付
き
痕
あ

り
。
（
次
回
交
換
予
定
）

・
ク
ラ
ン
ク
メ
タ
ル
の
表
面
に
剥
離
あ
り
。

　
（
メ
タ
ル
の
交
換
済
）

・
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
と
メ
タ
ル
と
の
接
触
に
よ
り
傷
あ
り
。

　
（
シ
ャ
フ
ト
の
傷
は
補
修
済
）
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表
7－

1（
3／

3）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
弁
、
配
管
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ド
レ
ン
弁
（
V
4
6
-
1
4
）
交
換
工
事

配
管
更
新
工
事

電
動
弁
の
更
新

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
分
解
検
査

・
作
動
検
査

・
作
動
検
査

・
作
動
検
査

・
ド
レ
ン
弁
取
付
（
耐
圧
試
験
、
作
動
試
験
等
）

・
配
管
更
新
（
耐
圧
試
験
、
浸
透
探
傷
試
験
等
）

・
電
動
弁
更
新
（
作
動
試
験
）

・
寸
法
検
査
（
三
国
重
工
業
社
内
基
準
値
）
-
-
良

・
寸
法
検
査
（
三
国
重
工
業
社
内
基
準
値
）
-
-
良

・
寸
法
検
査
（
三
国
重
工
業
社
内
基
準
値
）
-
-
良

・
漏
洩
検
査
（
シ
ー
ル
圧
力
；
1
.3
kg
/
cm
２
）
-
-
良

・
漏
洩
検
査
（
シ
ー
ル
圧
力
；
1
.3
kg
/
cm
２
）
-
-
良

・
漏
洩
検
査
（
シ
ー
ル
圧
力
；
0
.1
2
7
M
P
a）
-
-
良

・
振
動
検
査
（
軸
受
部
；
1
5
0
μ
ｐ
－
ｐ
以
下
）
-
-
良

・
振
動
検
査
（
軸
受
部
；
1
5
0
μ
ｐ
－
ｐ
以
下
）
-
-
良

・
振
動
検
査
（
軸
受
部
；
1
5
0
μ
ｐ
－
ｐ
以
下
）
-
-
良

・
レ
ベ
ル
Ｓ
Ｗ
作
動
検
査
-
-
良

・
レ
ベ
ル
Ｓ
Ｗ
作
動
検
査
-
-
良

・
レ
ベ
ル
Ｓ
Ｗ
作
動
検
査
-
-
良

・
温
度
測
定
検
査
（
C
/
P
出
口
温
度
；
1
0
4
℃
以
下
）
-
-

良
・
温
度
測
定
検
査
（
C
/
P
出
口
温
度
；
1
0
4
℃
以
下
）
-
良
・
温
度
測
定
検
査
（
C
/
P
出
口
温
度
；
1
0
4
℃
以
下
）
-
良

・
回
転
数
測
定
検
査
（
3
1
6
±
1
6
rp
m
）
-
-
良

・
回
転
数
測
定
検
査
（
3
1
6
±
1
6
rp
m
）
-
-
良

・
回
転
数
測
定
検
査
（
3
1
6
±
1
6
rp
m
）
-
-
良

・
ド
レ
ン
弁
の
交
換
-
-
-
良

・
配
管
更
新
-
-
-
-
良

・
電
動
弁
の
更
新
-
-
-
-
良

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
2
個
　
　
　
　
・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
6
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
2
個
　
　
　
　
・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
6
個

・
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
：
２
組
　
・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
グ
；
２
個

・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
グ
：
2
個
　
 　
・
Ｏ
リ
ン
グ
：
2
7
本

・
テ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
グ
：
2
個
　
 　
・
Ｏ
リ
ン
グ
：
４
７
本

・
ラ
イ
ダ
リ
ン
グ
；
１
組
　
　
・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
；
６
組

・
ラ
イ
ダ
ー
リ
ン
グ
：
1組

・
ラ
イ
ダ
ー
リ
ン
グ
：
1組
　

 ・
ク
ラ
ン
ク
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
：
1
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
；
３
個
・
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
：
６
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
6
個

・
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
6
個

・
Ｖ
リ
ン
グ
装
置
；
１
組
　
　
・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
；
３
組

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
3
個

・
プ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
：
3
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
；
４
個
　
　
・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
；
４

個
・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
6
個

・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
6
個

・
Ｏ
リ
ン
グ
；
５
２
個

・
Ｖ
リ
ン
グ
装
置
：
1
組

・
Ｖ
リ
ン
グ
装
置
：
1
組

・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
：
3
個

・
ワ
イ
パ
ー
リ
ン
グ
：
3
個

・
ド
レ
ン
弁
（
V
4
6
-
1
4
)；
1
式

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
4
個

・
リ
ー
ド
バ
ル
ブ
：
4
個

・
配
管
（
V
T
1
～
V
T
2
間
の
配
管
）
；
1
式

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
4
枚

・
バ
ル
ブ
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
：
4
枚

・
電
動
弁
（
V
4
6
-
5
,6
,1
1
）
；
3
台

・
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
の
ｶ
ﾞｽ
漏
洩
防
止
用
ﾊ
ﾞｯ
ｸ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟｼ
ｰ
ﾙ

特
に
な
し

　
ｶ
ﾞｽ
の
圧
力
が
高
く
な
っ
た
た
め
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
が

　
硬
直
し
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
の
摺
動
部
に
傷
を
付
け
た
。

　
新
規
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
と
交
換
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

[更
新
理
由

]第
1ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟﾄ
ﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟか
ら
第

2ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟﾄ
ﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ間

の
配
管
に
は
、
長
年
に
渡
り
Ｎ
ａ
ﾍ
ﾞｰ
ﾊ
ﾟが
堆
積
し
配
管

を
閉
塞
さ
せ
て
い
た
。

[更
新
理
由

]電
動
弁
電
動
部
は
設
置
以
来

25
年
以
上

を
経
過
し
、
交
換
部
品
の
入
手
困
難
及
び
各
部
の
劣
化

が
あ
り
、
設
備
保
全
の
観
点
か
ら
更
新
し
た
。

[交
換
理
由
]原
子
炉
運
転
中
1
0
時
間
毎
に
開
閉
す
る

た
め
、
ベ
ロ
ー
ズ
寿
命
の
観
点
か
ら
ベ
ロ
ー
ズ
を
交
換
し

た
。

・
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
の
分
解
点
検
及
び
Ｏ
リ
ン
グ
等
の
交
換

を
要
望
す
る
。

・
Ｖ
シ
ー
ル
潤
滑
油
用
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
下
部
よ
り
油
が
に

じ
み
出
て
い
た
。
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表
7－

2（
1／

4）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

外
観
検
査
－
良
好

外
観
検
査
－
良
好

外
観
検
査
－
良
好

外
観
検
査
－
良
好

分
解
検
査
－
良
好

分
解
検
査
－
良
好

分
解
検
査
－
良
好

分
解
検
査
－
良
好

作
動
検
査
－
良
好

作
動
検
査
－
良
好

作
動
検
査
－
良
好

作
動
検
査
－
良
好

ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
：
1
8
7
.5
m
m
、
線
源
に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
0
.9
V

捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
30

M
Ω

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

ﾏ
ﾙ
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
、
Ｏ
リ
ン
グ
類
の
消
耗
品

そ
の
ほ
か
の
交
換
品
は
な
い

補
修
：
ＩＣ
交
換
－
良

ﾌ
ﾟﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟﾃ
ｰ
ﾀ
ｺ
ﾝ
ｿ
ｰ
ﾙ
フ
ォ
ト
ﾏ
ﾙ
用
高
圧
電
源
ア
ラ
ー
ム
回
路
の
誤
動
作
し

た
。
原
因
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
の
ア
ラ
ー
ム
基
板
の
ＩＣ
の
動
作
不
良
で
あ
っ
た
。
Ｉ

Ｃ
交
換
に
お
い
て
良
好
。

ﾏ
ﾙ
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
、
Ｏ
リ
ン
グ
類
の
消
耗
品

そ
の
ほ
か
の
交
換
品
は
な
い

ﾏ
ﾙ
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
、
Ｏ
リ
ン
グ
類
の
消
耗
品

そ
の
ほ
か
の
交
換
品
は
な
い

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
5
M
Ω
以
上

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

本
体
電
極
端
子
に
接
続
す
る
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
の
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
。

運
転
開
始
前
に
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
低
減
の
た
め
に
鉛
遮
蔽
す
る
。

Ｃ
Ｇ
法
レ
ベ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
ィ
ッ
チ
の
補
修
し
た
。

ﾌ
ﾟﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟﾃ
ｰ
ﾀ
外
箱
の
外
部
ケ
ー
ブ
ル
側
コ
ネ
ク
タ
に
接
続
不
良
を
発
見
し
、

補
修
し
た
。
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表
7－

2（
2／

4）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

外
観
検
査
－
良
好

外
観
検
査
－
良
好

外
観
検
査
－
良
好

外
観
検
査
・
分
解
検
査

分
解
検
査
－
良
好

分
解
検
査
－
良
好

分
解
検
査
－
良
好

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
目
視
　
：
　
良
好

作
動
検
査
－
良
好

作
動
検
査
－
良
好

作
動
検
査
－
良
好

内
部
検
査

ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
　
：
　
良
好

ド
ラ
ム
の
収
納
、
コ
ネ
ク
タ
部
及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
　
：
　
良
好

捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
26

00
0M

Ω
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
10

0M
Ω
以
上

捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
10

0M
Ω
以
上

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
測
定
　
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
す
る
。

特
に
な
し

特
に
な
し

高
圧
モ
ジ
ュ
ー
ル
出
力
電
圧
(D
C
5
0
0
V
）
が
D
C
4
5
5
V
と
4
5
V
低
い
。

デ
ジ
ス
ィ
ッ
チ
の
接
点
不
良
に
よ
り
、
ス
ィ
ッ
チ
の
交
換
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
：
1
9
0
.0
m
m
、
線
源
に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
0
.8
m
V
、

フ
ォ
ト
マ
ル
高
圧
リ
ッ
プ
ル
測
定
：
5
m
V
p
-
p

動
作
点
検
　
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認

架
台
外
箱
の
貫
通
穴
は
閉
止
板
を
取
り
付
け
そ
の
上
か
ら
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
。

コ
ン
ソ
ー
ル
に
ノ
イ
ズ
が
混
入
す
る
事
象
が
あ
り
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ブ
ル
に
混
入

し
て
い
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
稼
働
中
は
未
使
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ケ
ー
ブ

ル
を
リ
フ
ト
し
て
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
：
1
9
0
.0
m
m
、
線
源
に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
0
.8
m
V
、

フ
ォ
ト
マ
ル
高
圧
リ
ッ
プ
ル
測
定
：
5
m
V
p
-
p

ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
：
1
8
7
.8
m
m
、
線
源
に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
2
0
m
V
、

フ
ォ
ト
マ
ル
高
圧
リ
ッ
プ
ル
測
定
：
5
m
V
p
-
p

Ｏ
リ
ン
グ

1式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト

1式
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
コ
ネ
ク
タ

3セ
ッ
ト

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
側
コ
ネ
ク
タ
M
C
S
0
2
と
コ
ン
ソ
ー
ル
側
コ
ネ
ク
タ

M
S
C
0
1
が
接
触
不
良
が
あ
っ
た
た
め
、
次
回
交
換
す
る
。

コ
ネ
ク
タ
、
M
S
C
0
1
、
M
S
C
0
2
各
1
個
、
Ｏ
リ
ン
グ
1
式

ワ
イ
ヤ
ー
1
本
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
ィ
ッ
チ
1
個
、
Ｏ
リ
ン
グ
1
式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
1
式
、

ワ
イ
ヤ
ー
1
本
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
ィ
ッ
チ
1
個
、
Ｏ
リ
ン
グ
1
式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
1
式
、

漏
洩
試
験
時
に
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
架
台
底
板
部
分
か
ら
漏
洩
が
あ
っ
た
。
穴

(４
箇
所
)の
閉
止
処
置
を
暫
定
的
に
行
っ
た
。
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表
7－

2（
3／

4）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

外
観
検
査
・
分
解
検
査

外
観
検
査
・
分
解
検
査

外
観
検
査
・
分
解
検
査

外
観
検
査
・
分
解
検
査

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
目
視
　
：
　
良
好

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
目
視
　
：
　
良
好

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
目
視
　
：
　
良
好

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
目
視
　
：
　
良
好

内
部
検
査

内
部
検
査

内
部
検
査

内
部
検
査

ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
　
：
　
良
好

ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
　
：
　
良
好

ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
　
：
　
良
好

ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
　
：
　
良
好

ド
ラ
ム
の
収
納
、
コ
ネ
ク
タ
部
及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
　
：
　
良
好

ド
ラ
ム
の
収
納
、
コ
ネ
ク
タ
部
及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
　
：
　
良
好

ド
ラ
ム
の
収
納
、
コ
ネ
ク
タ
部
及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
　
：
　
良
好

ド
ラ
ム
の
収
納
、
コ
ネ
ク
タ
部
及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
　
：
　
良
好

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
測
定
　
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
す
る
。

絶
縁
抵
抗
測
定
　
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
す
る
。

絶
縁
抵
抗
測
定
　
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
す
る
。

絶
縁
抵
抗
測
定
　
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
す
る
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
2
m
m
、
線
源
に

よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下
、
フ
ォ
ト
マ
ル
高
圧
リ
ッ
プ
ル
測
定
：
5
0
0
m
V
p
-

p
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
5
M
Ω
以
上

動
作
点
検
　
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
1
.6
m
m
、
線
源

に
よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
6
M
Ω
以
上

動
作
点
検
　
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
2
m
m
、
線
源
に

よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下
、
フ
ォ
ト
マ
ル
高
圧
リ
ッ
プ
ル
測
定
：
5
0
0
m
V
p
-

p
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
5
M
Ω
以
上

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
状
況
、
コ
ネ
ク
タ
部

及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
：
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認
、
ワ
イ
ヤ
移
動
距
離
測
定
：
1
8
9
±
2
m
m
、
線
源
に

よ
る
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ出
力
：
1
V
以
下
、
フ
ォ
ト
マ
ル
高
圧
リ
ッ
プ
ル
測
定
：
5
0
0
m
V
p
-

p
以
下

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
5
M
Ω
以
上

動
作
点
検
　
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認

動
作
点
検
　
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認

ワ
イ
ヤ
ー
1
本
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
ィ
ッ
チ
1
個
、
Ｏ
リ
ン
グ
1
式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
1
式
、

ワ
イ
ヤ
ー
1
本
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
ィ
ッ
チ
1
個
、
Ｏ
リ
ン
グ
1
式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
1
式

回
路
変
更

　
ア
ン
プ
デ
ィ
ス
ク
リ
の
パ
ル
ス
幅
を
2
6
0
n
se
cの
出
力
パ
ル
ス
幅
に
固
定

　
し
た
。
ア
ン
プ
デ
ィ
ス
ク
リ
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
不
良
に
よ
る
交
換
。

Ｏ
リ
ン
グ

1式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト

1式
、
コ
ン
ソ
ー
ル
側

B
N

C
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ

2
個
、
コ
ン
ソ
ー
ル
側

SH
V
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ

3個
Ｏ
リ
ン
グ
1
式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
1
式
、
コ
ン
ソ
ー
ル
側
B
N
C
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
2

個
、
コ
ン
ソ
ー
ル
側
S
H
V
ケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ
3
個
、

C
G
法
高
圧
電
源
の
修
理

LO
W
　

H
Tｱ
ﾗ
ｰ
ﾑ
が
発
生
し
た
、
フ
ォ
ト
マ
ル
用
高
圧
電
源
の

(N
-2

26
2)

の
内
部
に
カ
ー
ボ
ン
が
付
着
し
て
、
高
圧
の
リ
ー
ク
が
発
生
し
ｱ
ﾗ
ｰ
ﾑ
を
発

生
し
た
と
考
え
る
。
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表
7－

2（
4／

4）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

6
.燃
料
破
損
検
出
設
備

6
.1
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
系
統
設
備

(2
)プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体

外
観
検
査
・
分
解
検
査

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
目
視
　
：
　
良
好

内
部
検
査

ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
　
：
　
良
好

ド
ラ
ム
の
収
納
、
コ
ネ
ク
タ
部
及
び
配
線
端
子
部
を
目
視
　
：
　
良
好

作
動
検
査

絶
縁
抵
抗
測
定
　
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
す
る
。

特
に
な
し

特
に
な
し

Ｏ
リ
ン
グ

1式
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト

1式
、
コ
ン
ソ
ー
ル
側

B
N

Cケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ

2
個
、
コ
ン
ソ
ー
ル
側

SH
Vケ
ー
ブ
ル
コ
ネ
ク
タ

3個

動
作
点
検
　
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク

ロ
ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認

外
観
検
査

　
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
の
外
観
及
び
内
部
を
目
視
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。

分
解
検
査

　
内
部
検
査
　
ワ
イ
ヤ
ー
の
張
り
具
合
、
ド
ラ
ム
の
収
納
、
コ
ネ
ク
タ
部
及
び
配

線
端
子
部
を
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査

　
動
作
点
検
　
モ
ー
タ
の
駆
動
状
態
、
ギ
ア
、
プ
ー
リ
ー
、
カ
ム
及
び
マ
イ
ク
ロ

ス
ィ
ッ
チ
の
動
作
確
認

絶
縁
抵
抗
測
定
：
捕
集
用
電
極
の
絶
縁
抵
抗
測
定
：
5
M
Ω
以
上
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表
7－

3（
1／

3）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

流
量
警
報
器
誤
信
号
判
別
回
路

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験

保
温
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
器
ラ
ン
プ
表
示
回
路

点
検
校
正
検
査

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験

・
点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

・
点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

・
点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

---
良

流
量
警
報
器
誤
信
号
判
別
回
路

　
・
有
害
な
損
傷
、
そ
の
他
異
常
が
な
い
こ
と
。

　
・
F
A
4
6
-
4
、
F
A
4
6
-
5
に
遅
延
回
路
を
追
加
し
信
号

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験
-
-
良

　
を
判
別
す
る
。

　
・
制
御
系
の
各
電
圧
リ
ッ
プ
ル
、
警
報
出
力
の
有
無
保
温
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
器
ラ
ン
プ
表
示
回
路

　
　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
線
源
試
験
（
プ
ラ
ト
ー
試
験
）
、
　
・
各
ヒ
ー
タ
の
O
N
-
O
F
F
に
よ
る
ヒ
ー
タ
作
動
ラ
ン
プ

　
計
測
系
の
各
レ
ン
ジ
で
の
最
終
段
記
録
計
指
示
値
　
　
表
示
を
追
加
し
た
。

　
確
認
。

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

　
・
有
害
な
損
傷
、
そ
の
他
異
常
が
な
い
こ
と
。

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験
-
-
良

　
・
制
御
系
の
各
電
圧
リ
ッ
プ
ル
、
警
報
出
力
の
有
無

　
　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
線
源
試
験
（
プ
ラ
ト
ー
試
験
）
、

　
計
測
系
の
各
レ
ン
ジ
で
の
最
終
段
記
録
計
指
示
値

　
確
認
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
機
器
破
損
検
出
器
（
F
A
4
6
-
4
)不
良

特
に
な
し

・
デ
ジ
ス
イ
ッ
チ
の
接
点
不
良
(新
規
交
換
）

　
（
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
不
良
の
た
め
予
備
機
と
交
換
し
た
。
）

・
高
圧
モ
ジ
ュ
ー
ル
出
力
電
圧
不
良

・
F
F
D
自
動
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
時
、
「
F
F
D
計
数
率
高
」
A
N
N
が

・
記
録
計
ﾁ
ｬ
ｰ
ﾄ送
り
ﾓ
ｰ
ﾀ
不
良
（
ﾓ
ｰ
ﾀ
交
換
）

　
発
報
す
る
。

　
（
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
起
動
時
の
ノ
イ
ズ
。
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
電
源
ﾗ
ｲ

ﾝ 　
に
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞｷ
ﾗ
ｰ
を
取
付
け
た
。
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
外
箱
の
リ
ー
ク
試
験
は
、
加
圧
リ
ー
・
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
用
外
箱
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に

　
ク
法
の
み
行
い
、
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
底
板
の
発
錆
の
移
動
等
に
よ
り
不
便
で
あ
る
た
め
、
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ

　
原
因
と
な
る
石
鹸
水
リ
ー
ク
試
験
は
や
め
た
方
が
良
上
部
に
常
設
す
る
。

　
い
。

３
×１
０
５
及
び
１

×１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の
０
、
２

５
、
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
最
終

段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準
内
（
±

３
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

３
×
１
０
５
及
び
１
×
１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の

０
、
２
５
、
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、

最
終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準

内
（
±
３
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。

温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
Ｔ
ＩＣ
Ａ
４
６
－
１
～
１
９
を
、
模
擬
信

号
を
入
力
し
１
０
０
、
２
０
０
，
３
０
０
、
４
０
０
、
５
０
０
℃
各

レ
ン
ジ
の
点
検
校
正
を
行
っ
た
。

Ｐ
Ｎ
Ｃ
に
よ
り
、
計
装
品
全
数
を
点
検
校
正
し
た
。

・
外
観
検
査

・
警
報
検
査

・
絶
縁
抵
抗
測
定
検
査

・
指
示
計
、
圧
力
計
、
流
量
計
、
熱
電
対
等
の
ル
ー

プ
試
験

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

点
検
項
目

３
×１
０
５
及
び
１

×１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の
０
、
２

５
、
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
最
終

段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準
内
（
±

３
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。
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表
7－

3（
2／

3）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

点
検
項
目

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
の
交
換

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
の
更
新

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

・
点
検
校
正
検
査

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

・
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計

・
流
量
計
（
F
E
4
6
-
1
）
の
交
換

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

---
良

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

---
良

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
の
更
新

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
外
観
点
検

---
良

・
点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

　
・
有
害
な
損
傷
、
そ
の
他
異
常
が
な
い
こ
と
。

　
・
有
害
な
損
傷
、
そ
の
他
異
常
が
な
い
こ
と
。

　
・
外
観
・
員
数
検
査
　
-
-
-
良

　
・
有
害
な
損
傷
、
そ
の
他
異
常
が
な
い
こ
と
。

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験
-
-
良

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験
-
-
良

　
・
機
能
・
動
作
・
性
能
試
験
-
-
-
良

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験
-
-
良

　
・
制
御
系
の
各
電
圧
リ
ッ
プ
ル
、
警
報
出
力
の
有
無
　
・
制
御
系
の
各
電
圧
リ
ッ
プ
ル
、
警
報
出
力
の
有
無
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
作
動
試
験
-
-
良

　
・
制
御
系
の
各
電
圧
リ
ッ
プ
ル
、
警
報
出
力
の
有
無

　
　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
線
源
試
験
（
プ
ラ
ト
ー
試
験
）
、
　
　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
線
源
試
験
（
プ
ラ
ト
ー
試
験
）
、
　
・
制
御
系
の
各
電
圧
リ
ッ
プ
ル
、
警
報
出
力
の
有
無
　
　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
線
源
試
験
（
プ
ラ
ト
ー
試
験
）
、

　
計
測
系
の
各
レ
ン
ジ
で
の
最
終
段
記
録
計
指
示
値
　
計
測
系
の
各
レ
ン
ジ
で
の
最
終
段
記
録
計
指
示
値
　
　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
線
源
試
験
（
プ
ラ
ト
ー
試
験
）
、
　
計
測
系
の
各
レ
ン
ジ
で
の
最
終
段
記
録
計
指
示
値

　
確
認
。

　
確
認
。

　
計
測
系
の
各
レ
ン
ジ
で
の
最
終
段
記
録
計
指
示
値
　
確
認
。

・
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

　
確
認
。

点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

レ
ベ
ル
計
の
碍
子
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
ベ
ー
パ
が
付
着
し
、

点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

誤
動
作
す
る
た
め
、
新
規
レ
ベ
ル
計
と
交
換
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
流
量
計

FE
46

-1
・
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
-
-
-
4
台

・
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
本
体
漏
洩
試
験
で
、
底
板
部
よ
り
・
ｺ
ﾝ
ｿ
ｰ
ﾙ
を
移
設
後
、
ﾌ
ﾟﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟﾃ
ｰ
ﾀ
ﾊ
ｲ
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾄA
N
N
が
・
ﾌ
ﾟﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟﾃ
ｰ
ﾀ
高
圧
電
源
が
入
ら
な
い
事
象
が
あ
り
・
サ
ン
プ
ル
ガ
ス
流
量
変
動
を
調
査
し
た
結
果
、
流
量
特
に
な
し

　
漏
洩
が
あ
り
、
補
修
し
た
。

発
生
し
た
。
（
ｺ
ﾝ
ｿ
ｰ
ﾙ
の
ﾃ
ｽ
ﾄﾊ
ﾟﾙ
ｽ
信
号
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
に

　
調
査
し
た
結
果
押
し
ﾎ
ﾞﾀ
ﾝ
S
W
の
接
触
不
良
で
あ
る
　
計
ア
ン
プ
の
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
が
不
良
で
あ
っ
た
。
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ

ﾉ
ｲ
ｽ
ﾞが
載
っ
て
い
た
。
現
在
使
用
し
て
い
な
い
の
で
　
こ
と
が
判
明
、
S
W
を
新
規
交
換
し
た
。

　
を
交
換
し
た
。

ﾃ
ｽ
ﾄﾊ
ﾟﾙ
ｽ
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
は
取
外
し
た
。
）

・
第
1
V
/
T
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
計
の
ｼ
ｰ
ﾙ
部
（
銀
ロ
ー
付
）
が
経
年

　
劣
化
に
よ
り
ｼ
ｰ
ﾙ
不
良
と
な
っ
た
。
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
計
を
新
規

　
交
換
し
た
。

・
プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
底
板
部
の
補
修
は
、
溶
接
で
実
施
特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

　
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

３
×１
０
５
及
び
１

×１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の
０
、
２

５
、
　
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
最

終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準
内

（
±３
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。

３
×
１
０
５
及
び
１
×
１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の

０
、
２
５
、
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、

最
終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準

内
（
±
2
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。

３
×１
０
５
及
び
１

×１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の
０
、
２

５
、
　
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
最

終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準
内

（
±３
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。

・
流
量
計
（
F
E
4
6
-
1
）
の
購
入
及
び
交
換
実
施

３
×１
０
５
及
び
１

×１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の
０
、
２

５
、
　
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
最

終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準
内

（
±３
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。

３
×１
０
５
及
び
１

×１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の
０
、
２

５
、
　
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
最

終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準
内

（
±３
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。
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表
7－

3（
3／

3）
　

FF
D
－

C
G
法
設
備
（
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

点
検
項
目

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
法
計
測
系

第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
の
交
換

電
気
品
の
交
換

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ノ
イ
ズ
対
策

第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
の
交
換

Ｃ
Ｇ
法
盤
内
電
気
品
の
更
新

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
設
備
の
更
新

予
熱
温
度
記
録
計
の
更
新

フ
ォ
ト
マ
ル
の
交
換

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
電
気
品
の
交
換

・
ノ
イ
ズ
吸
収
基
盤
の
製
作
・
設
置

・
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計

・
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計

・
電
気
品
の
交
換
、
盤
点
検
、
ヒ
ー
タ
等
の
点
検

・
流
量
計
（
F
E
4
6
-
1
）
、
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
の
交
換

・
予
熱
温
度
記
録
計
の
更
新

・
点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

・
点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

・
点
検
校
正
検
査
-
-
-
良

・
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
-
-
-
良

・
電
気
品
の
交
換

・
ノ
イ
ズ
吸
収
基
盤
設
置
後
、
ノ
イ
ズ
に
よ
る
ア
ラ
ー
ム

電
極
Ｈ
・
Ｌ
間
に
Ｎ
ａ
ベ
ー
パ
に
よ
る
短
絡
が
お
き
た

た
め
、

　
は
出
な
く
な
っ
た
。

新
規
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
計
と
交
換
し
た
。

・
電
気
品
の
交
換
、
盤
点
検
、
ヒ
ー
タ
等
の
点
検

(Ｎ
Ｆ
Ｂ
、
Ｅ
Ｌ
Ｂ
、
コ
ン
ダ
ク
タ
、
リ
レ
ー
等
の
更
新
)

・
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
-
-
-
良

・
流
量
計
（
F
E
4
6
-
1
）
、
第
1
V
/
T
レ
ベ
ル
計
の
交
換

絶
縁
材
セ
ラ
ミ
ッ
ク
に
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
た
た
め
、
新
規
・
Ｃ
Ｇ
法
の
予
熱
温
度
記
録
計
及
び
制
御
系
更
新

レ
ベ
ル
計
と
交
換
し
た
。

・
煙
感
知
器
（
光
電
式
ス
ポ
ッ
ト
型
）
-
-
1
個

・
電
気
品
の
交
換

Ｃ
Ｇ
法
盤
内
電
気
品
の
更
新

　
R
-
6
0
1
計
装
盤
内
電
気
品
（
回
路
用
Ｓ
Ｗ
を
Ｎ
Ｆ
Ｂ
・
　
　
・
リ
レ
ー
（
Ｍ
Ｋ
３
Ｐ
）
：
８
８
個

・
第

1V
/T
レ
ベ
ル
計

---
１
台

　
Ｅ
Ｌ
Ｂ
に
更
新
し
た
。
（
3
4
箇
所
）

　
　
・
コ
ン
ダ
ク
タ
：
３
３
個

　
　
・
Ｎ
Ｆ
Ｂ
、
Ｅ
Ｌ
Ｂ
：
２
３
個
　
　
・
ト
ラ
ン
ス
：
２
個

・
第

1V
/T
レ
ベ
ル
計

---
２
台

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｃ
Ｇ
法
更
新
工
事

　
　
・
F
E
4
6
-
1

　
　
・
第

1V
/T
レ
ベ
ル
計

---
１
台

予
熱
温
度
記
録
計
の
更
新

　
　
・
記
録
計
型
式
：
Ｄ
Ａ
Ｑ
－
３
２
：
1
台

フ
ォ
ト
マ
ル
の
交
換

・
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
出
口
温
度
用
熱
電
対
の
断
線
。
新
規

特
に
な
し

・
ノ
イ
ズ
吸
収
基
盤
の
製
作
・
設
置

　
交
換
し
た
。

・
記
録
計
の
ﾁ
ｬ
ｰ
ﾄ送
り
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
不
良
。
新
規
ﾓ
ｰ
ﾀ
を

　
交
換
し
た
。

・
第
2
V
/
T
差
圧
上
昇
。
第
2
V
/
T
入
口
配
管
の
予
熱

　
温
度
を
昇
温
及
び
メ
ッ
シ
ュ
を
交
換
し
復
旧
し
た
。

特
に
な
し

・
C
G
法
デ
ィ
ス
ク
リ
特
性
に
お
い
て
、
信
号
が
減
衰

特
に
な
し

　
し
て
き
た
の
で
フ
ォ
ト
マ
ル
の
新
規
交
換
を
要
す

る
。

３
×
１
０
５
,１
×
１
０
５
及
び
１
×
１
０
６
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス

パ
ン
の
０
、
２
５
、
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を

入
力
し
、
最
終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、

判
定
基
準
内
（
±
2
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す

る
。

プ
レ
シ
ピ
テ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル
に
混
入
す
る
ノ
イ
ズ
を

カ
ッ
ト
す
る
た
め
に
、
ノ
イ
ズ
吸
収
基
盤
を
製
作
･設
置

し
た
。
設
置
後
の
試
験
結
果
は
、
全
て
良
好
で
あ
っ

た
。

各
回
路
Ｓ
Ｗ
を
Ｎ
Ｆ
Ｂ
・
Ｅ
Ｌ
Ｂ
タ
イ
プ
に
変
更
し
た
。

（
3
4
箇
所
）

３
×
１
０
５
及
び
１
×
１
０
５
レ
ン
ジ
に
関
し
、
ス
パ
ン
の

０
、
２
５
、
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、

最
終
段
の
記
録
計
の
指
示
を
読
み
取
り
、
判
定
基
準

内
（
±
2
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す
る
。

３
×
１
０
３
、
１
×
１
０
４
、
３
×
１
０
４
、
３
×
１
０
５
､１
×
１
０
５

及
び
１
×
１
０
６
、
３
×
１
０
６
、
１
×
１
０
７
レ
ン
ジ
に
関
し
、

ス
パ
ン
の
０
、
２
５
、
５
０
、
７
５
、
１
０
０
％
の
模
擬
信
号
を

入
力
し
、
最
終
段
の
記
録
計
指
示
を
読
み
取
り
、
判

定
基
準
内
（
±
2
％
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
・
調
整
す

る
。
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表
7－

4（
1／

3）
　

FF
D
－

D
N
法
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

(1
)計
装
品

(1
)計
装
品

(1
)計
装
品

(1
)計
装
品

(1
)計
装
品

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

②
絶
縁
抵
抗
検
査

②
絶
縁
抵
抗
検
査

②
絶
縁
抵
抗
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

検
出
器
の
交
換

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

B
F3

(2
)(3

)検
出
器
交
換

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

①
点
検
校
正
検
査

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

・
電
源
電
圧
確
認
　
　
　
　
　
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認

   
   

  良
好

・
対
数
計
数
率
特
性

   
   

  良
好

・
波
高
弁
別
特
性
　
　
　
　
　
良
好

・
校
正
出
力
試
験
　
　
　
　
　
良
好

･ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
　
　
　
　
良
好

②
絶
縁
抵
抗
検
査

・
Ｂ
Ｆ
３
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
４
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
2×
１
０

12
、
Ｎ
ｏ
２
：
4×
１
０

12
、
Ｎ
ｏ
３
：
3.

2×
１

０
12
、
Ｎ
ｏ
４
：
3.

5×
１
０

12

・
Ｂ
１
０
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
２
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
1.

3×
１
０

12
、
Ｎ
ｏ
２
：
9.

5×
１
０

12

①
点
検
校
正
検
査

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

・
電
源
電
圧
確
認
　
　
　
　
　
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認

   
   

  良
好

・
対
数
計
数
率
特
性

   
   

  良
好

・
波
高
弁
別
特
性
　
　
　
　
　
良
好

・
校
正
出
力
試
験
　
　
　
　
　
良
好

･ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
　
　
　
　
良
好

②
絶
縁
抵
抗
検
査

・
Ｂ
Ｆ
３
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
４
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
４
．
０
×
１
０
１
３
、
Ｎ
ｏ
２
：
７
．
０
×
１
０
１
３
、
Ｎ
ｏ
３
：

６
．
５
×
１
０
１
３
、
Ｎ
ｏ
４
：
７
．
０
×
１
０
１
３

・
Ｂ
１
０
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
２
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
２
．
０
×
１
０
１
３
、
Ｎ
ｏ
２
：
５
．
０
×
１
０
１
３

①
点
検
校
正
検
査

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

・
電
源
電
圧
確
認
　
　
　
　
　
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認

   
   

  良
好

・
対
数
計
数
率
特
性

   
   

  良
好

・
波
高
弁
別
特
性
　
　
　
　
　
良
好

・
校
正
出
力
試
験
　
　
　
　
　
良
好

･ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
　
　
　
　
良
好

②
絶
縁
抵
抗
検
査

・
Ｂ
Ｆ
３
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
４
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
１
．
２
×
１
０
１
２
、
Ｎ
ｏ
２
：
１
．
５
×
１
０
１
２
、
Ｎ
ｏ
３
：

１
．
５
×
１
０
１
２
、
Ｎ
ｏ
４
：
１
．
３
×
１
０
１
２

・
Ｂ
１
０
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
２
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
４
．
１
×
１
０
１
１
、
Ｎ
ｏ
２
：
４
．
３
×
１
０
１
１

①
点
検
校
正
検
査

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

・
電
源
電
圧
確
認
　
　
　
　
　
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認

   
   

  良
好

・
対
数
計
数
率
特
性

   
   

  良
好

・
波
高
弁
別
特
性
　
　
　
　
　
良
好

・
校
正
出
力
試
験
　
　
　
　
　
良
好

･ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
　
　
　
　
良
好

②
絶
縁
抵
抗
検
査

・
Ｂ
Ｆ
３
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
４
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
１
．
０
×
１
０
９
、
Ｎ
ｏ
２
：
２
．
０
×
１
０
１
０
、
Ｎ
ｏ
３
：

４
．
５
×
１
０
９
、
Ｎ
ｏ
４
：
３
．
５
×
１
０
９

・
Ｂ
１
０
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
２
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
１
．
５
×
１
０
１
０
、
Ｎ
ｏ
２
：
１
．
５
×
１
０
１
０

①
点
検
校
正
検
査

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

・
電
源
電
圧
確
認
　
　
　
　
　
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認

   
   

  良
好

・
対
数
計
数
率
特
性

   
   

  良
好

・
波
高
弁
別
特
性
　
　
　
　
　
良
好

・
校
正
出
力
試
験
　
　
　
　
　
良
好

･ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
　
　
　
　
良
好
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表
7－

4（
2／

3）
　

FF
D
－

D
N
法
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

(1
)計
装
品

(1
)計
装
品

(1
)計
装
品

(1
)計
装
品

計
装
品

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｄ
Ｎ
法
計
測
系
の
更
新

検
出
器
の
交
換

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｄ
Ｎ
法
計
測
系
の
更
新

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

①
点
検
校
正
検
査

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

　
・
Ｂ
ＩＮ
電
源
絶
縁
抵
抗
測
定
試
験
-
-
-
良
好

　
・
Ｂ
ＩＮ
電
源
絶
縁
抵
抗
測
定
試
験
-
-
-
良
好

　
・
Ｂ
ＩＮ
電
源
絶
縁
抵
抗
測
定
試
験
-
-
-
良
好

　
・
Ｂ
ＩＮ
電
源
絶
縁
抵
抗
測
定
試
験
-
-
-
良
好

　
・
疑
似
パ
ル
ス
検
査
　
　
-
-
-
良
好

　
・
疑
似
パ
ル
ス
検
査
　
　
-
-
-
良
好

　
・
疑
似
パ
ル
ス
検
査
　
　
-
-
-
良
好

　
・
疑
似
パ
ル
ス
検
査
　
　
-
-
-
良
好

　
・
ア
ラ
ー
ム
出
力
機
器
異
常
出
力
検
査
-
-
-
良
好

　
・
ア
ラ
ー
ム
出
力
機
器
異
常
出
力
検
査
-
-
-
良
好

　
・
ア
ラ
ー
ム
出
力
機
器
異
常
出
力
検
査
-
-
-
良
好

　
・
ア
ラ
ー
ム
出
力
機
器
異
常
出
力
検
査
-
-
-
良
好

　
・
ハ
イ
カ
ウ
ン
ト
ア
ラ
ー
ム
出
力
-
-
-
良
好

　
・
ハ
イ
カ
ウ
ン
ト
ア
ラ
ー
ム
出
力
-
-
-
良
好

　
・
ハ
イ
カ
ウ
ン
ト
ア
ラ
ー
ム
出
力
-
-
-
良
好

　
・
ハ
イ
カ
ウ
ン
ト
ア
ラ
ー
ム
出
力
-
-
-
良
好

　
・
校
正
動
作
試
験
-
-
-
良
好

　
・
校
正
動
作
試
験
-
-
-
良
好

　
・
校
正
動
作
試
験
-
-
-
良
好

　
・
校
正
動
作
試
験
-
-
-
良
好

　
・
入
出
力
波
形
の
確
認
-
-
-
良
好

　
・
入
出
力
波
形
の
確
認
-
-
-
良
好

　
・
入
出
力
波
形
の
確
認
-
-
-
良
好

　
・
入
出
力
波
形
の
確
認
-
-
-
良
好

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

B
F3

(1
)(4

)検
出
器
交
換

B
F3

(2
)(3

)検
出
器
交
換

B
F3

(1
)(4

)検
出
器
交
換

B
F3

(2
)(3

)検
出
器
交
換

B
F3

(1
)(4

)検
出
器
交
換

（
交
換
ま
で
の
積
算
熱
出
力
；
1
.0
6
×
1
0
6
M
W
H
）

（
交
換
ま
で
の
積
算
熱
出
力
；
1
.1
3
×
1
0
6
M
W
H
）

（
交
換
ま
で
の
積
算
熱
出
力
；
1
.0
9
×
1
0
6
M
W
H
）

（
交
換
ま
で
の
積
算
熱
出
力
；
9
.1
9
×
1
0
5
M
W
H
）

・
計
測
系
一
式
（
Ｂ
Ｆ
３
－
１
、
Ｂ
Ｆ
３
－
２
、
Ｂ
１
０
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

②
絶
縁
抵
抗
検
査

・
Ｂ
Ｆ
３
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
４
：
１
．
０

×１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
1×
１
０

11
、
Ｎ
ｏ
２
：
9×
１
０

10
、
Ｎ
ｏ
３
：
1×
１
０

11
、

Ｎ
ｏ
４
：
1×
１
０

11

・
Ｂ
１
０
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
２
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
1×
１
０

11

②
絶
縁
抵
抗
検
査

・
Ｂ
Ｆ
３
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
４
：
１
．
０

×１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
1×
１
０

11
、
Ｎ
ｏ
２
：
9×
１
０

10
、
Ｎ
ｏ
３
：
1×
１
０

11
、

Ｎ
ｏ
４
：
1×
１
０

11

・
Ｂ
１
０
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
２
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
1×
１
０

11

①
点
検
校
正
検
査

(1
)B

F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

・
電
源
電
圧
確
認
　
　
　
　
　
良
好

・
ﾌ
ﾟﾘ
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟ利
得
確
認

   
   

  良
好

・
対
数
計
数
率
特
性

   
   

  良
好

・
波
高
弁
別
特
性
　
　
　
　
　
良
好

・
校
正
出
力
試
験
　
　
　
　
　
良
好

･ト
リ
ッ
プ
動
作
確
認
　
　
　
　
良
好

②
絶
縁
抵
抗
検
査

・
Ｂ
Ｆ
３
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
４
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
1×
１
０

11
、
Ｎ
ｏ
２
：
9×
１
０

10
、
Ｎ
ｏ
３
：
1×
１
０

11
、
Ｎ
ｏ
４
：
1×
１
０

11

・
Ｂ
１
０
検
出
器
絶
縁
抵
抗
測
定
　
（
Ｎ
ｏ
１
～
２
：
１
．
０

×
１
０
９
）

Ｎ
ｏ
１
：
1×
１
０

11

③
Ｆ
Ｆ
Ｄ
－
Ｄ
Ｎ
法
計
測
系
の
更
新

(設
備
の
老
朽
化
や
ﾉ
ｲ
ｽ
ﾞ対
策
と
し
て
、
計
測
系
を
更

新
し
た
。
）

・
プ
リ
ア
ン
プ
の
交
換

　
（
プ
リ
ア
ン
プ
の
不
良
に
よ
り
指
示
が
変
動
（
８

×
1
0
5
cp
s）
し
、
ア
ラ
ー
ム
が
頻
発
し
た
。
）
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表
7－

4（
3／

3）
　

FF
D
－

D
N
法
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

遅
発
中
性
子
法
設
備
　
A
ル
ー
プ

計
装
品

計
装
品

計
装
品

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
絶
縁
抵
抗
試
験

B
F3
測
定
系
、

B
１
０
測
定
系

　
・
絶
縁
抵
抗
試
験

・
疑
似
パ
ル
ス
検
査

　
・
Ｂ
ＩＮ
電
源
絶
縁
抵
抗
測
定
試
験
-
-
-
良
好

　
・
疑
似
パ
ル
ス
検
査

・
ア
ラ
ー
ム
出
力
機
器
異
常
出
力
検
査

　
・
疑
似
パ
ル
ス
検
査
　
　
-
-
-
良
好

　
・
ア
ラ
ー
ム
出
力
機
器
異
常
出
力
検
査

・
校
正
動
作
検
査

　
・
ア
ラ
ー
ム
出
力
機
器
異
常
出
力
検
査
-
-
-
良
好

　
・
校
正
動
作
検
査

・
入
出
力
波
形
の
確
認

　
・
ハ
イ
カ
ウ
ン
ト
ア
ラ
ー
ム
出
力
-
-
-
良
好

　
・
入
出
力
波
形
の
確
認

・
組
み
合
わ
せ
試
験
(ﾌ
ﾟﾗ
ﾄｰ
、
ﾃ
ﾞｨ
ｽ
ｸ
ﾘ特
性
試
験
）

　
・
校
正
動
作
試
験
-
-
-
良
好

　
・
組
み
合
わ
せ
試
験
(ﾌ
ﾟﾗ
ﾄｰ
、
ﾃ
ﾞｨ
ｽ
ｸ
ﾘ特
性
試
験
）

　
・
入
出
力
波
形
の
確
認
-
-
-
良
好

　
（
Ｂ
１
０
の
高
圧
電
圧
変
更
1
0
0
0
V
→
1
0
5
0
V
）

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

検
出
器
の
交
換

B
F3

(2
)(3

)検
出
器
交
換

B
F3

(1
)(4

)検
出
器
交
換

B
F3

(2
)(3

)検
出
器
交
換

（
交
換
ま
で
の
積
算
熱
出
力
；
7
.7
4
×
1
0
4
M
W
H
）

（
交
換
ま
で
の
積
算
熱
出
力
；
5
.2
7
×
1
0
5
M
W
H
）

（
交
換
ま
で
の
積
算
熱
出
力
；
9
.0
1
×
1
0
5
M
W
H
）

特
に
な
し

・
プ
リ
ア
ン
プ
（
P
A
-
5
P
N
）
出
力
不
具
合

・
高
圧
電
源
の
電
圧
低
下

　
（
入
力
回
路
の
ＩＣ
が
高
圧
電
源
リ
ー
ク
又
は
静
電

　
（
パ
ル
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
タ
ン
タ
ル
コ
ン
デ
ン
サ

の
　
気
に
よ
り
破
損
し
た
。
不
具
合
ＩＣ
を
新
規
交
換
し
た
　
内
部
リ
ー
ク
に
よ
り
、
半
シ
ョ
ー
ト
状
態
に
な
り
、
電
圧

  。
）

　
が
低
下
し
た
。
タ
ン
タ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
3
1
個
全
て
を

　
交
換
し
た
）

特
に
な
し

D
N
法
計
測
系
の
レ
ー
ト
メ
ー
タ
及
び
カ
リ
キ
ュ
レ
ー

特
に
な
し

タ
の
代
替
品
が
無
い
た
め
検
討
す
る
。
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表
7－

5（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

定
期
検
査
：
A
-
1
0
5
,
1
1
0
,
2
0
2
,
B
-
7
0
6

定
期
検
査
：
A
-
1
0
5
,
1
1
0
,
2
0
2
,
B
-
7
0
6

定
期
検
査
：
A
-
1
0
5
,
1
1
0
,
2
0
2
,
B
-
7
0
6

定
期
検
査
：
A
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
B
-
7
0
5

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

圧
力
発
信
器
(
P
d
E
8
4
-
2
0
1
)
の
不
良
の
た
め
交
換
を

行
っ
た
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

圧
力
発
信
器
(
P
d
E
8
4
-
2
0
1
)
の
交
換
を
行
っ
た
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

消
耗
部
品
（
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
及
び
可
変
抵
抗
器
等
）

の
交
換
を
寿
命
対
策
と
し
て
行
っ
た
。

圧
力
発
信
器
（
P
E
8
4
-
2
0
3
,
2
0
4
,
2
0
5
,
P
d
E
8
4
-

2
0
1
,
2
0
2
-
1
,
2
）
の
設
置
場
所
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を

考
慮
し
て
、
床
下
雰
囲
気
区
域
(
R
-
2
0
3
,
2
0
4
,
2
0
6
室
)

か
ら
床
上
区
域
(
R
-
4
0
6
室
)
変
え
導
圧
配
管
、
計
装

ケ
ー
ブ
ル
を
再
敷
設
し
た
。

警
報
設
定
器
(
4
4
台
)
、
変
換
器
(
3
7
台
)
及
び
２
４
Ｖ
電

源
(
1
3
台
)
の
コ
ン
デ
ン
サ
及
び
可
変
抵
抗
器
の
交
換
、

指
示
・
記
録
調
節
計
（
P
d
R
I
C
8
4
-
1
0
1
,
O
2
R
I
A
8
4
-

2
0
1
,
X
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
の
ス
ラ
イ
ド
抵
抗
、
記
録
計

(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
)
の
イ
ン
ク
ホ
イ
ー
ル
、
ポ
ー
ル
・

ツ
メ
組
付
け
、
コ
ン
タ
ク
ト
ス
プ
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
シ
の

交
換
を
行
っ
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

記
録
計
(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
)
の
交
換
を
し
た
。

指
示
・
記
録
調
節
計
（
P
d
R
I
C
8
4
-
1
0
1
,
P
d
R
I
C
8
4
-

2
0
2
,
P
d
R
I
8
4
-
2
0
3
,
M
R
I
A
8
4
-
2
0
1
,
O
2
R
I
A
8
4
-

2
0
1
,
X
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
の
イ
ン
ク
チ
ュ
ー
ブ
及
び
ペ
ン

キ
ャ
リ
ッ
ジ
を
交
換
し
た
。

記
録
計
(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
)
を
交
換
（
型
式
変
更
）
し

た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

ハ
ロ
ゲ
ン
分
析
計
(
X
E
8
4
-
2
0
1
)
の
交
換
を
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

消
耗
部
品
（
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
及
び
可
変
抵
抗
器
等
）

の
交
換
を
寿
命
対
策
と
し
て
行
っ
た
。

第
５
回
定
期
検
査
前
に
酸
素
分
析
計
(
O
2
E
8
4
-
2
0
1
)
、

湿
度
分
析
計
(
M
E
8
4
-
2
0
1
)
の
交
換
を
し
た
。

２
４
Ｖ
電
源
（
P
d
R
I
C
8
4
-
1
0
1
,
P
E
8
4
-
1
0
2
-
1
,
1
0
3
-

1
,
1
0
4
-
1
,
P
d
R
I
C
8
4
-
2
0
1
,
P
d
R
I
8
4
-
2
0
3
,
2
0
4
-
1
,
2
0
5
-

1
,
P
d
R
I
A
8
4
-
2
0
2
-
1
,
P
d
A
H
8
4
-
2
0
1
-
1
,
2
0
2
-
1
,
2
0
3
-

1
,
2
0
4
-
1
）
及
び
指
示
・
記
録
計
（
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
）
の

コ
ン
デ
ン
サ
、
２
４
Ｖ
電
源
（
P
d
R
I
C
A
8
4
-
1
0
1
-
1
）
及

び
指
示
・
記
録
調
節
計
（
P
d
R
I
C
A
8
4
-
1
0
1
,
P
d
I
C
A
8
4
-

2
0
1
,
P
d
R
I
8
4
-
2
0
3
）
の
可
変
抵
抗
器
の
交
換
を
行
っ

た
。

酸
素
分
析
計
(
O
2
E
8
4
-
2
0
1
)
、
湿
度
分
析
計
(
M
E
8
4
-

2
0
1
)
、
記
録
計
(
M
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
の
交
換
、
変
換
器
(
C
1
)

の
撤
去
を
行
っ
た
。
ま
た
、
記
録
計
は
１
ペ
ン
か
ら
２

ペ
ン
式
に
変
更
し
た
。

測
温
抵
抗
体
（
T
E
8
4
-
1
0
1
-
8
,
T
E
8
4
-
2
0
1
-
1
,
4
,
T
E
8
4
-

2
0
2
～
2
0
5
）
及
び
圧
力
発
信
器
（
P
E
8
4
-
1
0
2
,
1
0
4
）
と

接
続
ケ
ー
ブ
ル
（
Ｍ
Ｉ
ケ
ー
ブ
ル
）
の
接
続
が
不
良
で

あ
っ
た
の
で
圧
着
端
子
で
再
接
続
及
び
耐
熱
チ
ュ
ー
ブ

の
取
付
け
を
実
施
し
た
。

警
報
設
定
器
（
P
E
8
4
-
1
0
2
-
2
,
1
0
3
-
2
,
1
0
3
-
2
,
2
0
3
-

2
,
2
0
4
-
2
,
2
0
5
-
2
,
T
E
8
4
-
2
0
1
-
1
）
の
交
換
を
行
っ
た
。

ハ
ロ
ゲ
ン
分
析
計
(
X
E
8
4
-
2
0
1
)
の
交
換
、
変
換
器
(
C
2
)

の
撤
去
を
行
っ
た
。

警
報
設
定
器
（
T
E
8
4
-
2
0
1
-
1
）
の
入
力
電
流
が
設
定
値

に
達
す
る
と
リ
レ
ー
が
チ
ャ
タ
リ
ン
グ
を
起
こ
す
た
め

交
換
を
行
っ
た
。

資料3.5－1（表）
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表
7－

5（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

定
期
検
査
：
A
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
B
-
7
0
5

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

記
録
計
(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
)
の
打
点
１
の
警
報
及
び
警
報
設

定
器
（
P
d
I
R
A
8
4
-
2
0
2
-
2
,
P
d
A
H
8
4
-
2
0
2
-
2
）
の
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
し
な
か
っ
た
の
で
調
整
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

記
録
計
(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
)
ス
ラ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
が
劣
化

し
て
い
た
の
で
交
換
し
た
。

圧
力
発
信
器
(
P
E
8
4
-
2
0
5
)
の
出
力
が
オ
ー
バ
ー
ス
ケ
ー

ル
し
た
ま
ま
入
力
に
対
し
て
変
化
し
な
い
事
象
が
あ
り

ア
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
を
交
換
し
た
。
変
換
器
(
P
d
I
C
A
8
4
-

2
0
1
-
5
)
の
出
力
が
オ
ー
バ
ー
ス
ケ
ー
ル
し
た
ま
ま
入
力

に
対
し
て
変
化
し
な
い
事
象
が
あ
り
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

(
Q
1
)
を
交
換
し
た
。

記
録
計
(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
)
ス
ラ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
、
圧
力

発
信
器
(
P
E
8
4
-
2
0
5
)
の
ア
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
、
変
換
器

(
P
d
I
C
A
8
4
-
2
0
1
-
5
)
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
(
Q
1
)
の
交
換
を

行
っ
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

記
録
計
、
警
報
設
定
器
、
圧
力
発
信
器
、
２
４
Ｖ
電

源
、
信
号
切
替
ス
イ
ッ
チ
の
交
換
及
び
記
録
計
を
温
抵

抗
体
入
力
・
警
報
内
臓
に
し
た
の
で
警
報
設
定
器
、
変

換
器
の
撤
去
を
行
っ
た
。
ま
た
、
記
録
計
(
P
R
8
4
-

1
0
1
,
2
0
1
)
、
変
換
器
(
P
d
R
I
A
8
4
-
2
0
2
-
5
)
の
設
置
を
し

た
。

記
録
計
(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
)
、
圧
力
発
信
器
（
P
E
8
4
-

1
0
2
,
1
0
3
,
1
0
3
,
2
0
2
,
2
0
3
,
2
0
4
）
、
２
４
Ｖ
電
源

（
P
E
8
4
-
1
0
2
-
1
,
1
0
3
-
1
,
1
0
3
-
1
,
2
0
2
-
1
,
2
0
3
-
1
,
2
0
4
-

1
）
、
警
報
設
定
器
（
T
E
8
4
-
1
0
2
-
1
,
1
0
3
-
1
,
1
0
3
-

1
,
2
0
2
-
1
,
2
0
3
-
1
,
2
0
4
-
1
,
P
E
8
4
-
1
0
2
-
2
,
1
0
3
-
2
,
1
0
3
-

2
,
2
0
3
-
2
,
2
0
4
-
2
,
2
0
5
-
2
）
、
信
号
切
替
ス
イ
ッ
チ

(
T
S
1
5
,
1
6
,
1
7
,
1
8
,
3
7
,
3
8
,
3
9
,
4
0
,
4
1
,
4
2
,
4
3
,
4
4
)
の

交
換
を
し
た
。

変
換
器
(
T
E
8
4
-
1
0
5
-
1
)
、
記
録
調
節
計
(
P
d
R
I
C
A
8
4
-

1
0
1
)
の
チ
ャ
ー
ト
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。

変
換
器
(
T
E
8
4
-
1
0
5
-
1
)
の
出
力
が
不
安
定
で
あ
っ
た
の

で
交
換
し
た
。

記
録
調
節
計
(
P
d
R
I
C
A
8
4
-
1
0
1
)
の
チ
ャ
ー
ト
モ
ー
タ
が

動
作
不
良
で
あ
っ
た
た
め
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

測
温
抵
抗
体
（
T
E
8
4
-
1
0
2
,
1
0
3
,
1
0
4
)
、
指
示
調
節
計

（
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
)
か
ら
変
換
器
(
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
-
2
)
間
の

切
替
ス
イ
ッ
チ
(
S
W
)
を
交
換
し
た
。

指
示
調
節
計
（
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
)
か
ら
I
/
P
変
換
器

(
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
-
2
)
間
の
切
替
ス
イ
ッ
チ
(
S
W
)
を
通
常
か

ら
試
験
位
置
に
切
替
え
る
と
出
力
が
出
な
く
な
る
た
め

交
換
し
た
。

調
節
弁
V
8
4
-
9
7
の
ハ
ン
チ
ン
グ
が
大
き
い
の
で
変
換
器

(
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
-
3
)
か
ら
バ
ル
ブ
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
間
に
容

量
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
ハ
ン
チ
ン
グ
を
抑
え
た
。

測
温
抵
抗
体
（
T
E
8
4
-
1
0
1
-
1
)
の
感
温
部
に
曲
が
り
が

あ
っ
た
の
で
修
正
し
た
。

記
録
計
(
P
d
R
I
A
8
4
-
2
0
2
,
X
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
が
記
録
不
良

あ
っ
た
た
め
ペ
ン
先
を
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

変
換
器
(
T
R
I
A
8
4
-
2
0
1
-
1
0
7
,
1
1
0
,
P
d
I
C
A
8
4
-
2
0
1
-
5
)
、

記
録
計
(
P
d
R
I
A
8
4
-
2
0
2
,
X
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
の
ペ
ン
先
の
交

換
を
行
っ
た
。

測
温
抵
抗
体
（
T
E
8
4
-
2
0
1
-
5
,
6
)
を
交
換
し
た
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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表
7－

5（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

３
．
4
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
設
備

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

(
2
)
計
装
品

定
期
検
査
：
Ⅰ
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
Ⅱ
-
7
0
5

定
期
検
査
：
Ⅰ
-
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
,
Ⅱ
-
7
0
5

定
期
検
査
：
Ⅰ
-
1
0
3
,
Ⅱ
-
7
0
5

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

計
器
電
源
を
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
か
ら
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
仕
様
に

変
更
す
る
た
め
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
、

指
示
計
、
警
報
設
定
器
、
変
換
器
、
圧
力
発
信
器
及
び

測
温
抵
抗
体
の
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
圧
力
計
測
単

位
を
Ｓ
Ｉ
単
位
に
し
た
。

指
示
計
(
P
O
I
8
4
-
X
)
、
警
報
設
定
器
（
P
d
A
H
8
4
-
2
0
1
-

2
,
2
0
2
-
2
,
2
0
3
-
2
,
2
0
4
-
2
）
、
変
換
器
(
P
E
8
4
-
1
0
2
-

1
,
1
0
3
-
1
,
1
0
4
-
1
,
2
0
3
-
1
,
2
0
4
-
1
,
2
0
5
-
1
,
P
d
R
I
8
4
-

2
0
2
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
P
d
A
H
8
4
-
2
0
1
-
1
,
2
0
2
-
1
,
2
0
3
-

1
,
2
0
4
-
1
,
T
E
8
4
-
1
0
5
,
2
0
5
,
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
-
2
,
3
,
4
,
5
)
、

圧
力
発
信
器
（
P
E
8
4
-

1
0
2
,
1
0
3
,
1
0
4
,
2
0
3
,
2
0
4
,
2
0
5
）
、
測
温
抵
抗
体

(
T
E
8
4
-
1
0
1
-
1
～
1
0
,
1
0
2
,
1
0
3
,
1
0
4
,
1
0
5
,
2
0
1
-
1
～

1
4
,
2
0
2
,
2
0
3
,
2
0
4
,
2
0
5
)
の
交
換
を
し
た
。

調
整
弁
(
V
8
4
-
6
0
)
開
度
設
定
器
(
H
C
8
4
-
1
0
)
の
可
変
抵

抗
器
に
引
っ
掛
り
が
あ
っ
た
の
で
可
変
抵
抗
器
を
交
換

し
た
。

記
録
計
(
O
2
X
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
　
　
調
節
計
(
P
d
R
I
C
A
8
4
-

1
0
1
)
の
指
示
が
変
化
し
な
か
っ
た
の
で
P
V
サ
ー
ボ
ユ

ニ
ッ
ト
を
交
換
、
圧
力
発
信
器
(
P
E
8
4
-
1
0
2
)
の
出
力
不

良
で
あ
っ
た
の
で
圧
力
発
信
器
を
交
換
し
た
。

警
報
設
定
器
（
T
E
8
4
-
1
0
2
-
1
,
1
0
3
-
1
,
1
0
3
-
1
,
2
0
2
-

1
,
2
0
3
-
1
,
2
0
4
-
1
）
の
警
報
が
所
定
の
設
定
値
で
作
動

し
な
か
っ
た
の
で
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
を
交
換
し
た
。

調
整
弁
(
V
8
4
-
6
0
)
開
度
設
定
器
(
H
C
8
4
-
1
0
)
の
可
変
抵

抗
器
に
引
っ
掛
り
が
あ
る
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

計
器
電
源
を
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
か
ら
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
仕
様
に

変
更
す
る
た
め
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
、

記
録
計
、
記
録
調
節
計
、
調
節
計
、
警
報
設
定
器
及
び

変
換
器
の
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
記
録
調
節
計
は
製

品
が
な
い
た
め
記
録
計
と
調
節
計
の
２
台
に
し
た
。

記
録
計
(
P
d
R
I
8
4
-
1
0
1
,
2
0
2
,
O
2
X
M
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
、
調
節

計
（
P
d
I
C
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
）
、
警
報
設
定
器
（
T
E
8
4
-

1
0
2
-
1
,
1
0
3
-
1
,
1
0
4
-
1
,
2
0
2
-
1
,
2
0
3
-
1
,
2
0
4
-
1
,
P
E
8
4
-

1
0
2
-
2
,
1
0
3
-
2
,
1
0
4
-
2
,
2
0
3
-
2
,
2
0
4
-
2
,
2
0
5
-
2
）
、
変

換
器
(
P
d
R
I
8
4
-
1
0
1
-
1
,
P
d
R
I
8
4
-
1
0
1
-
2
,
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
-

1
,
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
-
2
)
の
交
換
を
し
た
。

記
録
計
(
T
R
I
A
8
4
-
1
0
1
,
2
0
1
)
の
セ
レ
ク
ト
ユ
ニ
ッ
ト

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
、
信
号
切
替
ス
イ
ッ
チ
(
T
S
1
5
,
～

2
2
,
3
7
～
5
2
)
、
調
節
計
(
P
d
R
I
C
A
8
4
-
1
0
1
)
の
P
V
サ
ー
ボ

ユ
ニ
ッ
ト
、
圧
力
発
信
器
(
P
E
8
4
-
1
0
2
,
P
d
E
8
4
-

1
0
1
,
P
d
E
8
4
-
2
0
1
P
d
E
8
4
-
2
0
2
-
1
,
2
,
P
d
E
8
4
-

2
0
3
,
P
d
A
H
8
4
-
2
0
1
,
2
0
2
,
2
0
3
,
2
0
4
)
、
記
録
計

(
P
d
R
I
8
4
-
2
0
2
,
M
R
I
A
8
4
-
2
0
1
,
O
2
X
R
I
A
8
4
-
2
0
1
)
、
プ
ロ

ポ
シ
ョ
ニ
ン
グ
リ
レ
ー
(
P
d
R
I
C
A
8
4
-
1
0
1
-
1
)
、
警
報
設

定
器
（
T
E
8
4
-
1
0
2
-
1
,
1
0
3
-
1
,
1
0
3
-
1
,
2
0
2
-
1
,
2
0
3
-

1
,
2
0
4
-
1
）
の
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
交
換
を
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

記
録
計
の
セ
レ
ク
ト
ユ
ニ
ッ
ト
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
、
信

号
切
替
ス
イ
ッ
チ
、
圧
力
発
信
器
、
記
録
計
、
プ
ロ
ポ

シ
ョ
ニ
ン
グ
リ
レ
ー
の
交
換
及
び
記
録
計
を
温
抵
抗
体

入
力
・
警
報
内
臓
に
し
た
の
で
警
報
設
定
器
、
変
換
器

の
撤
去
を
行
っ
た
。
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表
7－

6（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
6

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
6

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
6

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
5

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
機
器

点
検
項
目

指
示
計
（
T
I
A
8
4
-
5
0
4
,
5
0
5
）
、
差
圧
ス
イ
ッ
チ

（
F
E
8
4
-
5
0
1
,
5
0
2
）
の
交
換
を
行
う
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

消
耗
部
品
（
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
）
の
交
換
を
寿
命
対
策

と
し
て
行
っ
た
。

２
４
Ｖ
電
源
（
P
d
R
I
C
8
4
-
5
0
1
）
の
コ
ン
デ
ン
サ
の
交

換
を
行
っ
た
。

指
示
計
（
T
I
A
8
4
-
5
0
4
,
5
0
5
）
の
ス
パ
ン
ボ
リ
ュ
ウ
ム

の
調
整
不
調
。
ま
た
、
差
圧
ス
イ
ッ
チ
（
F
E
8
4
-

5
0
1
,
5
0
2
）
の
作
動
値
の
再
現
性
が
悪
く
な
っ
て
い
る

が
使
用
上
問
題
な
し
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
異
常

の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
異
常

の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

消
耗
部
品
（
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
及
び
可
変
抵
抗
器
等
）

の
交
換
を
寿
命
対
策
と
し
て
行
っ
た
。

警
報
設
定
器
(
７
台
)
、
変
換
器
(
７
台
)
及
び
２
４
Ｖ
電

源
(
１
台
)
の
コ
ン
デ
ン
サ
及
び
可
変
抵
抗
器
の
交
換
を

行
っ
た
。

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
異
常

の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
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表
7－

6（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
5

定
期
検
査
：
A
-
2
0
2
,
B
-
7
0
5

特
に
無
し

特
に
無
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

指
示
計
（
T
I
A
8
4
-
5
0
1
)
の
指
針
が
前
面
カ
バ
ー
に
引
っ

掛
り
指
示
不
良
に
な
っ
て
い
た
の
で
手
直
し
を
し
た
。

バ
ル
ブ
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
（
V
8
4
-
1
0
0
1
)
の
ダ
イ
ヤ
フ
ラ

ム
が
破
損
し
て
い
た
の
で
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

指
示
計
（
T
I
A
8
4
-
5
0
1
～
5
0
6
）
、
差
圧
ス
イ
ッ
チ

（
F
E
8
4
-
5
0
2
）
の
交
換
を
行
っ
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

バ
ル
ブ
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
（
V
8
4
-
1
0
0
0
)
を
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

バ
ル
ブ
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
（
V
8
4
-
1
0
0
1
)
を
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

指
示
計
（
T
I
A
8
4
-
5
0
1
～
5
0
6
）
の
交
換
を
行
っ
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

指
示
計
（
T
I
A
8
4
-
5
0
1
)
の
指
針
が
約
８
０
℃
で
前
面
カ

バ
ー
に
引
っ
掛
り
指
示
不
良
に
な
る
の
で
手
直
し
を
し

た
。
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表
7－

6（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

４
．
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
設
備

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

定
期
検
査
：
Ⅰ
-
2
0
2
,
Ⅱ
-
7
0
5

定
期
検
査
：
Ⅰ
-
2
0
2
,
Ⅱ
-
7
0
5

定
期
検
査
：
Ⅱ
-
7
0
5

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

指
示
計
の
交
換
交
換
を
し
た
。
ま
た
,
指
示
計
を
熱
電

対
入
力
・
警
報
内
臓
に
し
た
の
で
警
報
設
定
器
、
変
換

器
の
撤
去
を
行
っ
た
。

圧
力
発
信
器
、
警
報
設
定
器
の
交
換
を
し
た
。
ま
た
、

圧
力
発
信
器
を
空
気
式
か
ら
電
子
式
に
変
更
し
た
た
め

２
４
Ｖ
電
源
（
P
d
E
8
4
-
5
0
2
-
1
,
5
0
3
-
1
）
を
設
置
し

た
。

指
示
計
（
T
I
A
8
4
-
5
0
1
～
5
0
6
）
、
圧
力
発
信
器

（
P
d
E
8
4
-
5
0
1
,
5
0
2
,
5
0
3
,
F
E
8
4
-
5
0
3
-
2
）
、
２
４
Ｖ
電

源
（
F
C
8
4
-
5
0
3
-
1
）
、
警
報
設
定
器
（
P
d
S
A
E
8
4
-

5
0
2
,
5
0
3
）
の
交
換
を
し
た
。

変
換
器
(
P
d
I
C
8
4
-
5
0
1
-
1
)
の
出
力
が
安
定
せ
ず
変
動
す

る
た
め
交
換
を
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

計
器
電
源
を
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
か
ら
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
仕
様
に

変
更
す
る
た
め
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
、

調
節
計
、
変
換
器
の
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
圧
力
計

測
単
位
を
Ｓ
Ｉ
単
位
に
し
た
。

調
節
計
(
F
I
C
8
4
-
5
0
3
)
、
変
換
器
(
F
I
C
8
4
-
5
0
3
-

1
,
3
,
P
d
I
C
8
4
-
5
0
1
-
2
,
P
d
I
C
8
4
-
5
0
1
-
1
)
の
交
換
を
し

た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

計
器
電
源
を
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
か
ら
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
仕
様
に

変
更
す
る
た
め
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
、

調
節
計
及
び
変
換
器
の
交
換
を
行
っ
た
。

調
節
計
（
P
d
I
C
8
4
-
5
0
1
）
、
変
換
器
(
P
d
I
C
8
4
-
5
0
1
-
1
)

の
交
換
を
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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表
7－

7（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

定
期
検
査
：
B
-
7
0
8
,
7
0
9

定
期
検
査
：
B
-
7
0
8
,
7
0
9

定
期
検
査
：
B
-
7
0
8
,
7
0
9

定
期
検
査
：
B
-
7
0
7
,
7
0
8

定
期
検
査
：
B
-
7
0
7
,
7
0
8

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
実
績
な
し
。
ま
た
、
第
１
回
定
期
点
検
前
に
計
器

（
振
動
計
増
幅
器
、
記
録
計
）
の
修
理
実
績
あ
り
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

記
録
計
（
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
T
R
-

1
,
2
,
3
）
の
セ
レ
ク
タ
ス
イ
ッ
チ
用
Ｏ
リ
ン
グ
、
記
録

計
（
T
R
8
4
-
3
0
3
)
の
プ
リ
ン
タ
ー
機
構
、
記
録
計

（
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
V
R
8
4
-
3
0
4
）
の
セ
レ
ク
タ
ス
イ
ッ
チ

ユ
ニ
ッ
ト
、
記
録
計
（
T
R
-
3
）
の
セ
レ
ク
タ
ス
イ
ッ
チ

用
ア
ク
リ
ル
カ
バ
ー
の
交
換
を
行
っ
た
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

指
示
・
記
録
調
節
計
（
P
d
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
,
T
R
I
C
A
8
4
-

3
0
1
,
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
2
)
の
イ
ン
ク
チ
ュ
ー
ブ
、
ペ
ン
キ
ャ

リ
ッ
ジ
及
び
圧
力
発
信
器
(
P
d
E
8
4
-
3
0
1
-
2
)
の
出
力

メ
ー
タ
を
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

圧
力
発
信
器
の
設
置
場
所
を
変
え
た
。

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

消
耗
部
品
（
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
及
び
可
変
抵
抗
器
等
）

の
交
換
を
寿
命
対
策
と
し
て
行
っ
た
。

警
報
設
定
器
(
４
台
)
及
び
変
換
器
(
５
台
)
の
コ
ン
デ
ン

サ
及
び
可
変
抵
抗
器
の
交
換
、
指
示
・
記
録
調
節
計

（
P
d
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
,
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
,
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
2
)
の

ス
ラ
イ
ド
抵
抗
の
交
換
を
行
っ
た
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

消
耗
部
品
（
可
変
抵
抗
器
）
の
交
換
を
寿
命
対
策
と
し

て
行
っ
た
。

圧
力
発
信
器
（
P
d
E
8
4
-
3
0
1
-
1
,
2
）
の
設
置
場
所
を
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
考
慮
し
て
、
床
下
雰
囲
気
区
域
(
R
-

1
0
2
,
1
0
9
室
)
か
ら
床
上
区
域
(
R
-
4
0
6
室
)
変
え
導
圧
配

管
、
計
装
ケ
ー
ブ
ル
を
再
敷
設
し
た
。

指
示
・
記
録
調
節
計
（
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
,
3
0
2
）
の
可
変

抵
抗
器
、
記
録
計
（
V
R
8
4
-
3
0
3
）
の
セ
レ
ク
タ
ス
イ
ッ

チ
、
記
録
計
（
V
R
8
4
-
3
0
4
）
の
プ
リ
ン
タ
ー
の
交
換
を

行
っ
た
。

記
録
計
（
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
Ｖ
Ｒ
8
4
-
3
0
4
)
の
イ
ン
ク

パ
ッ
ド
が
劣
化
し
て
記
録
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
た
。

イ
ン
ク
パ
ッ
ド
を
裏
返
し
て
仮
処
置
し
た
。
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表
7－

7（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

定
期
検
査
：
B
-
7
0
7
,
7
0
8

定
期
検
査
：
B
-
7
0
7
,
7
0
8

定
期
検
査
：
B
-
7
0
7
,
7
0
8

定
期
検
査
：
B
-
7
0
7
,
7
0
8

定
期
検
査
：
B
-
7
0
7
,
7
0
8

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

記
録
計
(
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
の
ス
ラ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
が
劣
化

し
て
い
た
の
で
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

熱
電
対
Ｋ
(
T
E
8
4
-
3
1
5
A
,
3
1
6
A
,
3
1
5
B
,
3
1
6
B
)
の
設
置
を

し
た
。
ま
た
、
第
７
回
定
期
検
査
前
に
記
録
計
、
増
幅

器
、
振
動
検
出
器
の
交
換
を
し
た
。

記
録
計
（
T
R
-
1
)
の
打
点
７
の
指
示
、
記
録
共
に
オ
ー

バ
ー
ス
ケ
ー
ル
し
て
い
た
。
熱
電
対
（
T
R
-
1
-
7
)
の
導

通
、
起
電
力
共
に
正
常
で
点
検
後
指
示
、
打
点
共
に
正

常
と
な
っ
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

バ
ル
ブ
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
（
V
8
4
-
1
4
5
,
1
5
0
)
、
記
録
計

(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
T
R
-
1
,
2
)
の
ヒ
ュ
ー

ズ
(
1
A
)
を
交
換
し
た
。
記
録
調
節
計
(
P
d
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
)

の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、
警
報
設
定
器
(
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
-

2
)
、
記
録
計
(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
T
R
-

1
,
2
)
の
ス
ラ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
を
交
換
し
た
。

記
録
計
(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
の
イ
ン
ク

パ
ッ
ド
の
交
換
を
行
っ
た
。

記
録
計
(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
の
イ
ン
ク

パ
ッ
ド
が
劣
化
し
て
記
録
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
た
の

で
イ
ン
ク
パ
ッ
ド
を
交
換
し
た
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

バ
ル
ブ
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
（
V
8
4
-
1
5
0
)
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
機
構
が
破
損
し
て
い
た
の
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構

を
交
換
し
た
。

記
録
計
(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
の
ス
ラ
イ

ド
ワ
イ
ヤ
が
劣
化
し
て
い
た
の
で
交
換
し
た
。

記
録
調
節
計
(
P
d
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
)
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
異

音
及
び
動
作
不
良
、
警
報
設
定
器
(
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
-
2
)

の
内
蔵
リ
レ
ー
の
動
作
不
良
が
あ
っ
た
た
め
交
換
し

た
。

調
節
弁
V
8
4
-
1
4
5
,
1
5
0
の
ハ
ン
チ
ン
グ
が
大
き
い
の
で

I
/
P
変
換
器
(
P
d
I
C
8
4
-
2
0
1
-
3
)
か
ら
バ
ル
ブ
ポ
ジ
シ
ョ

ナ
ー
間
に
容
量
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
ハ
ン
チ
ン
グ
を
抑

え
た
。

記
録
計
(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
T
R
-
1
,
2
)
の

ス
ラ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
が
劣
化
し
て
い
た
の
で
交
換
し
た
。

記
録
計
(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
、
増
幅
器

(
V
X
8
4
-

3
0
4
A
,
3
0
5
A
,
3
0
6
A
,
3
1
0
A
,
3
1
1
A
,
3
1
2
A
,
3
0
4
B
,
3
0
5
B
,
3
0

6
B
,
3
1
0
B
,
3
1
1
B
,
3
1
2
B
)
、
振
動
検
出
器
(
V
E
8
4
-

3
0
4
A
,
3
0
5
A
,
3
0
6
A
,
3
1
0
A
,
3
1
1
A
,
3
1
2
A
,
3
0
4
B
,
3
0
5
B
,
3
0

6
B
,
3
1
0
B
,
3
1
1
B
,
3
1
2
B
)
の
交
換
を
行
っ
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

記
録
計
(
T
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
の
ス
ラ
イ

ド
ワ
イ
ヤ
を
交
換
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

記
録
計
(
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
の
ス
ラ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
を
交
換

し
た
。
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表
7－

7（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
計
装
品
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

3
.
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

(
5
)
計
装
品

定
期
検
査
：
Ⅱ
-
7
0
7
,
7
0
8

定
期
検
査
：
Ⅱ
-
7
0
7
,
7
0
8

定
期
検
査
：
Ⅱ
-
7
0
7
,
7
0
8

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

変
換
器
の
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
圧
力
計
測
単
位
を

Ｓ
Ｉ
単
位
に
し
た
。

変
換
器
(
P
d
R
I
C
8
4
-
3
0
1
-
4
,
5
)
の
交
換
を
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

計
器
電
源
を
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
か
ら
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
仕
様
に

変
更
す
る
た
め
Ｄ
Ｃ
２
４
Ｖ
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
、

記
録
計
、
記
録
調
節
計
、
変
換
器
の
交
換
及
び
指
示
計

(
T
I
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
、
測
温
抵
抗
体
(
T
E
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
)
の

設
置
を
行
っ
た
。
ま
た
、
記
録
調
節
計
は
製
品
が
な
い

た
め
記
録
計
と
調
節
計
の
２
台
に
し
た
。

記
録
計
(
T
R
I
8
4
-
3
0
1
,
P
d
R
I
A
8
4
-
3
0
1
)
、
調
節
計

（
P
d
I
C
A
8
4
-
3
0
1
,
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
,
3
0
2
）
、
変
換
器

(
P
d
I
C
A
8
4
-
3
0
1
-
1
,
2
,
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
-
1
,
3
0
2
-
1
)
の
交

換
を
し
た
。

外
観
検
査
：
変
換
器
、
記
録
計
等
の
外
部
及
び
内
部
構

成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

点
検
校
正
検
査
：
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変
換

器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が
所

定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

対
象
の
各
変
換
器
、
記
録
計
等
の
計
器
に
つ
い
て
、
外

部
及
び
内
部
構
成
品
に
損
傷
、
破
損
等
の
無
い
こ
と
。

ま
た
、
計
測
回
路
に
、
模
擬
入
力
信
号
を
与
え
、
各
変

換
器
、
記
録
計
等
の
出
力
値
（
指
示
値
）
及
び
警
報
が

所
定
の
設
定
値
で
作
動
す
る
こ
と
等
を
確
認
し
、
下
記

に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

記
録
計
、
プ
ロ
ポ
シ
ョ
ニ
ン
グ
リ
レ
ー
の
交
換
及
び
記

録
計
を
温
抵
抗
体
入
力
・
警
報
内
臓
に
し
た
の
で
警
報

設
定
器
、
変
換
器
の
撤
去
を
行
っ
た
。
ま
た
、
窒
素
ガ

ス
ブ
ロ
ワ
を
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
す
る
た
め
に
指
示
計

(
A
I
8
4
-
3
2
1
,
3
2
2
,
F
M
I
8
4
-
3
2
1
,
3
2
2
)
、
調
節
計

(
T
I
C
A
8
4
-
3
2
1
,
3
2
2
)
、
変
換
器
(
T
T
8
4
-
3
2
1
,
3
2
2
)
、
２

４
Ｖ
電
源
(
E
/
S
8
4
-
3
2
1
,
3
2
2
)
、
熱
電
対
Ｋ
(
T
E
8
4
-

3
2
1
,
3
2
2
)
の
設
置
を
し
た
。

記
録
計
(
V
R
8
4
-
3
0
3
,
3
0
4
,
T
R
8
4
-
3
0
4
)
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
表
示
器
、
圧
力
発
信
器
(
P
d
E
8
4
-
3
0
1
-
1
,
2
)
、
記
録

計
(
T
R
I
8
4
-
3
0
1
)
及
び
プ
ロ
ポ
シ
ョ
ニ
ン
グ
リ
レ
ー

(
T
R
I
C
A
8
4
-
3
0
1
-
3
,
3
0
2
-
3
)
の
交
換
を
し
た
。
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表
7－

8（
1／

3）
　
放
射
線
管
理
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

　
良

　
良

　
良

　
良

　
良

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.2
3
～
+
0
.1
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.2
～
+
0
.2
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.1
2
～
+
0
.1
6
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.1
0
～
+
0
.1
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.1
7
～
+
0
.1
0
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

②
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
【
±
1
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
+
0
.0
7
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.1
～
±
0
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
1
～
±
0
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
±
0
～
+
0
.0
0
4
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
±
0
）
％

③
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

　
　
　
　
（
誤
差
：
±
0
～
+
0
.1
）
％

①
水
モ
ニ
タ
【
±
1
4
％
以
内
】

①
水
モ
ニ
タ
【
±
1
4
％
以
内
】

①
水
モ
ニ
タ
【
±
1
0
％
以
内
】

①
水
モ
ニ
タ
【
±
1
0
％
以
内
】

「
指
示
校
正
精
度
」

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.9
～
+
1
3
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
1
～
+
0
.2
2
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
3
.7
～
+
2
.9
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
+
5
.4
～
+
6
.2
）
％

①
水
モ
ニ
タ
【
±
1
4
％
以
内
】

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
1
2
.9
～
+
5
.3
）
％

交
換
部
品

特
に
な
し

特
に
な
し

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
改
造

（
検
出
器
を
G
M
管
式
か
ら
N
aI
及
電
離
箱
式
に
変
更
し

た
。
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞ

ｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞ

ｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

点
検
項
目

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞ

ｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞ

ｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

資料3.5－1（表）
71

JNC TN9440 2005-003



表
7－

8（
2／

3）
　
放
射
線
管
理
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

　
良

　
良

　
良

　
良

　
良

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
8
～
+
0
.1
6
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.1
6
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
4
～
+
0
.0
9
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.1
6
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
+
0
.0
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.1
6
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
+
0
.0
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.1
6
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
7
～
+
0
.0
7
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.1
5
～
+
0
.1
6
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.1
0
～
+
0
.1
9
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.1
0
～
+
0
.1
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.1
3
～
+
0
.1
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
1
～
±
0
）
％

【
±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
+
0
.0
4
～
+
0
.1
0
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
1
～
+
0
.0
2
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
9
～
+
0
.0
4
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
+
0
.1
4
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

「
指
示
校
正
精
度
」

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

①
水
モ
ニ
タ
【
±
1
0
％
以
内
】

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
0
1
～
±
0
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
0
.0
1
～
±
0
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
±
0
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
±
0
）
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
2
.5
～
+
4
.9
）
％

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

①
水
モ
ニ
タ
【
±
1
0
％
以
内
】

①
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,排
気
筒
モ
ニ
タ

①
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,排
気
筒
モ
ニ
タ

①
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,排
気
筒
モ
ニ
タ

　
　
　
　
（
誤
差
：
-
6
.9
～
-
1
.3
）
％

　
　
・
α
線
【
8
％
以
上
】
：
9
.8
5
％

　
　
・
α
線
【
8
％
以
上
】
：
1
0
.8
％

　
　
・
α
線
【
8
％
以
上
】
：
1
0
.9
％

　
　
・
β
γ
線
【
1
0
％
以
上
】
：
1
2
.7
％
～
1
5
.9
％

　
　
・
β
γ
線
【
1
0
％
以
上
】
：
1
1
.5
％
～
1
7
.0
％

　
　
・
β
γ
線
【
1
0
％
以
上
】
：
1
1
.9
％
～
1
6
.5
％

　
　
・
γ
線
【
3
％
以
上
】
：
3
.2
4
％

　
　
・
γ
線
【
3
％
以
上
】
：
3
.4
％

　
　
・
γ
線
【
3
％
以
上
】
：
3
.1
％

②
水
モ
ニ
タ

②
水
モ
ニ
タ

②
水
モ
ニ
タ

　
　
・
α
線
【
6
％
以
上
】
：
8
.6
％

　
　
・
α
線
【
6
％
以
上
】
：
6
.3
％

　
　
・
α
線
【
6
％
以
上
】
：
6
.5
％

　
　
・
β
γ
線
【
3
0
％
以
上
】
：
3
4
.5
％

　
　
・
β
γ
線
【
3
0
％
以
上
】
：
3
4
.3
％

　
　
・
β
γ
線
【
3
0
％
以
上
】
：
3
3
.8
％

特
に
な
し

・
放
射
線
管
理
施
設
の
一
部
更
新
及
び
追
加
設
置

（
指
示
計
、
高
圧
電
源
、
低
圧
電
源
、
放
射
線
監
視
盤

等
を
更
新
す
る
と
共
に
、
事
故
時
モ
ニ
タ
（
格
納
容
器

γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
、
ス
タ
ッ
ク
高
濃
度
ガ
ス
モ
ニ
タ
を

追
加
設
置
し
た
。
）

特
に
な
し

特
に
な
し

・
Ｍ
ＩＣ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
－
Ｆ
電
池
及
び
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ

の
交
換

・
放
射
線
監
視
盤
〔
中
制
〕
記
録
計
の
交
換

・
ﾃ
ﾞｨ
ｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾚ
ｰ
ﾄﾒ
ｰ
ﾀ
電
池
の
交
換

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

【
±
0
.1
6
,±
0
.2
4
,±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

【
±
0
.1
6
,±
0
.2
4
,±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞ

ｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

【
±
0
.1
6
,±
0
.2
4
,±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

【
±
0
.1
6
,±
0
.2
4
,±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
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表
7－

8（
3／

3）
　
放
射
線
管
理
設
備
の
点
検
結
果

項
　
目

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
γ
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
ガ
ス
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
排
気
筒
モ
ニ
タ

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

・
水
モ
ニ
タ

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

点
検
校
正
検
査

　
良

　
良

　
良

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

「
指
示
精
度
」

【
±
0
.1
6
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
+
0
.0
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.1
6
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
5
～
+
0
.0
2
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.1
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
2
～
+
0
.0
4
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
2
～
+
0
.0
0
9
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.1
0
～
+
0
.0
8
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.1
6
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
1
～
+
0
.0
4
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
+
0
.0
0
4
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
-
0
.0
3
～
+
0
.0
2
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

【
±
0
.2
4
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
±
0
～
+
0
.0
3
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

②
水
モ
ニ
タ
【
±
1
％
以
内
】

【
±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
：
（
誤
差
：
+
0
.0
0
4
～
+
0
.0
4
）
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ

　
　
　
　
（
誤
差
：
±
0
）
％

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

「
指
示
校
正
精
度
」

①
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,排
気
筒
モ
ニ
タ

①
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,排
気
筒
モ
ニ
タ

①
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,排
気
筒
モ
ニ
タ

　
　
・
α
線
【
8
％
以
上
】
：
1
1
.3
％

　
　
・
α
線
【
8
％
以
上
】
：
1
1
.4
％

　
　
・
α
線
【
8
％
以
上
】
：
1
0
.5
％

　
　
・
β
γ
線
【
1
0
％
以
上
】
：
1
2
.7
％
～
1
5
.2
％

　
　
・
β
γ
線
【
1
0
％
以
上
】
：
1
2
.1
％
～
1
4
.7
％

　
　
・
β
γ
線
【
1
0
％
以
上
】
：
1
3
.1
％
～
1
5
.1
％

　
　
・
γ
線
【
3
％
以
上
】
：
3
.2
％

　
　
・
γ
線
【
3
％
以
上
】
：
3
.9
％

　
　
・
γ
線
【
3
％
以
上
】
：
3
.5
7
％

②
水
モ
ニ
タ

②
水
モ
ニ
タ
【
±
2
0
％
以
内
】

　
　
・
α
線
【
5
％
以
上
】
：
6
.8
4
％

　
　
　
　
（
誤
差
：
+
1
.0
3
）
％

　
　
・
β
γ
線
【
3
0
％
以
上
】
：
3
6
.7
％

・
高
/
低
圧
電
源
部
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換

・
Ｍ
ＩＣ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
－
Ｆ
及
び
警
報
回
路
用
低
圧
電
源
の
交

換 ･シ
ー
ケ
ン
サ
カ
プ
セ
ル
の
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
の

交
換
・
放
射
線
監
視
盤
内
（
中
制
）
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
制
御
用
リ

レ
ー
の
交
換

・
放
射
線
監
視
盤
（
中
制
）
記
録
計
（
4
台
）
の
交
換

・
メ
モ
リ
ー
保
護
用
電
池
の
交
換

・
放
射
線
監
視
盤
用
冷
却
フ
ァ
ン
の
交
換

・
高
圧
電
源
用
H
V
セ
ッ
ト
用
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
交
換

・
計
算
機
用
ロ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の
交
換

・
床
下
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
ケ
ー
ブ
ル
の
交
換

・
Ｍ
ＩＣ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
－
Ｆ
の
交
換
（
Ｆ
-
2
5
0
）

・
排
水
モ
ニ
タ
更
新

・
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
用
ホ
ー
ス
の
交
換

・
ス
タ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ケ
ー
ブ
ル
（
S
M
-
1
～
S
M
-
5
)の
交
換

・
ス
タ
ッ
ク
流
量
指
示
計
の
交
換

・
メ
モ
リ
ー
保
護
用
電
池
の
交
換

・
高
/
低
圧
電
源
用
ア
ル
ミ
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換

・
放
射
線
監
視
盤
〔
中
制
〕
記
録
計
の
交
換

・
高
/
低
圧
電
源
用
調
整
ボ
リ
ュ
ウ
ム
交
換

・
放
射
線
監
視
盤
内
コ
ネ
ク
タ
の
交
換

・
サ
ン
プ
ラ
動
作
表
示
ラ
ン
プ
交
換

・
放
射
線
監
視
盤
（
ＪＷ
Ｔ
Ｆ
）
警
報
用
電
源
及
び
盤
内

フ
ァ
ン
の
交
換

・
野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
用
監
視
盤
（
H
1
2
年
３
月
)及

び
検
出
器
、
測
定
盤
（
H
1
3
年
3
月
）
更
新

特
に
な
し

S
S
D
（
半
導
体
）
検
出
器
の
修
理
（
γ
M
-
3
7
)

現
場
用
バ
ー
グ
ラ
フ
指
示
計
の
修
理

〔
故
障
状
況
〕
：
指
示
値
が
降
下
し
、
故
障
警
報
が
吹
鳴
し
た
。
〔
故
障
状
況
〕
：
表
示
不
良

〔
修
理
内
容
〕
：
コ
ン
デ
ン
サ
C
1
6
の
交
換

〔
修
理
内
容
〕
：
予
備
品
と
交
換

特
に
な
し

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

【
±
0
.1
6
,±
0
.2
4
,±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

現
場
用
バ
ー
グ
ラ
フ
指
示
計
及
び
記
録
計
の
予
備
品

が
常
備
し
て
い
な
い
た
め
、
購
入
を
検
討
。

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

【
±
0
.1
6
,±
0
.2
4
,±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】

A
O
カ
プ
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
1
4
年
以
上
が
経
過
し
、

経
年
劣
化
に
よ
り
故
障
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

全
台
数
交
換
を
行
う
。
ま
た
、
同
様
に
Ａ
Ｉカ
プ
セ
ル
に

つ
い
て
も
交
換
を
行
う
。

①
γ
線
,中
性
子
線
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
,ガ
ス
,ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
,

排
気
筒
モ
ニ
タ
,水
モ
ニ
タ
,野
外
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

【
±
0
.1
4
,±
0
.1
6
,±
0
.2
4
,±
0
.2
8
ﾃ
ﾞｶ
ｰ
ﾄﾞ
以
内
】
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表
8－

1（
1／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
ポ
ン
プ
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

点
検
機
器

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
(B
)

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
C
）

補
給
水
ポ
ン
プ
（
A
）

補
給
水
ポ
ン
プ
（
B
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
B
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
B
）

補
冷
設
備
ポ
ン
プ
分
解
点
検
に
伴
う
補
修
作
業

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
B
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
C
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
B
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
B
）

補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

　 補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
…
自
己
冷
却
水
ス
ト
レ
ー
ナ
の
交
換
の
み

点
検
項
目

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
測
定
点
検
，
部
品
交
換

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
測
定
点
検
，
部
品
交
換

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換

【
ポ
ン
プ
点
検
(Ａ
号
機
）
】
：
S
5
7
.1
.8
1̃
9

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
及
び
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
測
定
点
検
，
部
品
交
換

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換 【
ポ
ン
プ
点
検
(B
号
機
等
）
】
：
S
5
7
.1
0
.5
1̃
1
.1
8

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
(B
）
、
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
(B
）
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
(Ａ
)

（
Ｂ
）
(Ｃ
）
及
び
補
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ
）
(Ｂ
）
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
測
定
点
検
，
部
品
交
換

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換 そ
の
他
：

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
ポ
ン
プ
ベ
ー
ス
改
造

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
補
冷
設
備
ポ
ン
プ
分
解
点
検
に
伴
う
補
修
作
業
】

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
：
吐
出
管
エ
ル
ボ
…
交
換
実
施

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
：
外
観
点
検
，
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
測
定
（
ウ
ェ
ア
リ
ン
グ
－
ラ
イ
ナ
リ
ン

グ
，
ブ
シ
ュ
－
ス
リ
ー
ブ
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
）
，
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
，
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

交
換
部
品

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ

ン
，
グ
リ
ー
ス
、

　
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
…
中
間
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ

ン
，
グ
リ
ー
ス
、

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
、
補
機
系
及
び
補
給
水
…
ポ
ン
プ
中
間
軸
受
、
下
部
軸
受
交
換

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
：

　
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
潤
滑
油

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ

ン
，
グ
リ
ー
ス
，
モ
ー
タ
用
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
キ
ン

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ

ン
，
グ
リ
ー
ス
，
モ
ー
タ
用
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
キ
ン

　
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
潤
滑
油

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
ポ
ン
プ
ベ
ー
ス

　
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
・
Ｂ
）
…
自
己
冷
却
水
複
式
ス
ト
レ
ー
ナ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
（
１
）
シ
ャ
フ
ト
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
摩
耗
し
て
い
た
た
め
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
補
修
し
た
。

　
（
２
）
試
運
転
中
、
異
音
が
発
生
し
た
た
め
再
度
ベ
ア
リ
ン
グ
を
交
換
し
た
。
試
運
転
の
結

果
、
異
常
な
し
。
（
最
初
に
交
換
し
た
ベ
ア
リ
ン
グ
は
新
品
だ
が
、
交
換
後
、
ベ
ア
リ
ン
グ
表

面
に
傷
が
つ
い
て
い
る
の
を
発
見
。
）

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
グ
ラ
ン
ド
ブ
ッ
シ
ュ
の
冷
却
循
環
穴
が
塞
が
っ
て
い
た
。
清
掃
処
理
を
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
及
び
補
給
水
ポ
ン
プ
】

　
両
系
統
の
ポ
ン
プ
計
5
台
の
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
と
ポ
ン
プ
の
イ
ン
ペ
ラ
ケ
ー
シ
ン
グ
の
芯
が

合
っ
て
い
な
い
た
め
、
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
、
ポ
ン
プ
を
抜
き
出
し
事
が

で
き
な
い
。

次
回
反
映
事
項

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
部
品
交
換
（
テ
ー
パ
ピ
ン
，
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
ベ
ア
リ
ン
グ
，

植
込
ボ
ル
ト
）

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
部
品
交
換
（
ラ
ン
タ
ン
リ
ン
グ
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
）

【
ポ
ン
プ
分
解
点
検
】

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
：
吐
出
管
エ
ル
ボ
の
芯
が
2
0
m
m
程
度
あ
っ
て
い
な
い
た

め
、
フ
ラ
ン
ジ
に
無
理
な
応
力
が
加
わ
っ
て
い
る
。
⇒
本
定
検
中
の
【
補
冷
設
備
ポ
ン
プ
分

解
点
検
に
伴
う
補
修
作
業
】
で
対
応
済
み

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
】
：

　
モ
ー
タ
及
び
イ
ン
ペ
ラ
ー
用
吊
り
治
具
が
必
要

　
　
…
 第
３
回
定
期
検
査
以
降
の
点
検
の
際
に
使
用
し
て
い
る
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
部
品
交
換
（
テ
ー
パ
ピ
ン
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
ベ
ア
リ
ン
グ
）

　
　
…
第
４
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
交
換
実
施

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
の
交
換

　
　
…
第
４
回
定
期
検
査
中
の
点
検
で
は
、
再
使
用
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
 第
６
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
交
換
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
及
び
補
給
水
ポ
ン
プ
】

　
両
系
統
の
ポ
ン
プ
計
5
台
の
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
と
ポ
ン
プ
の
イ
ン
ペ
ラ
ケ
ー
シ
ン
グ
の
芯
が

合
っ
て
い
な
い
た
め
、
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
、
ポ
ン
プ
を
抜
き
出
し
事
が

で
き
な
い
。
第
5
回
～
第
6
回
定
検
に
お
い
て
当
該
揚
水
ポ
ン
プ
の
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
の
切

欠
き
加
工
を
実
施
し
た
。

　
次
回
定
検
か
ら
、
点
検
頻
度
の
見
直
し
を
行
う
。

　
今
回
定
検
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
及
び
補
給
水
ポ
ン
プ
も
(Ａ
)号
機
の
点
検

を
実
施
す
る
。

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
の
交
換

　
　
…
第
６
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
交
換
実
施

　
油
面
計
の
交
換

　
　
…
第
６
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
手
入
れ
実
施

資料3.5－1（表）
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表
8－

1（
2／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
ポ
ン
プ
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
・
Ｃ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
・
Ｃ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換 そ
の
他
：

　
（
１
）
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
・
Ｃ
）
…
ポ
ン
プ
ベ
ー
ス
改
造

　
（
２
）
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
，
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
，
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ

（
Ｂ
）
…
軸
シ
ー
ル
（
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
）
の
変
更

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換 そ
の
他
：

　
軸
シ
ー
ル
（
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
⇒
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
）
の
変
更
…
空
調
系
補
給
水
ポ
ン

プ
（
Ａ
）
，
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
，
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換 そ
の
他
：

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
・
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
…
シ
ャ
フ
ト
連
結
テ
ー
パ

ピ
ン
み
ぞ
の
加
工

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換 そ
の
他
：

　
（
１
）
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
セ
ッ
ト
ビ
ス
加
工

　
（
２
）
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
既
設
ス
タ
フ
ィ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
用
ボ

ル
ト
穴
加
工
及
び
潤
滑
油
油
面
計
取
出
口
の
変
更

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
の
芯
出
し
（
セ
ン
タ
リ
ン
グ
・
面
間
測
定
）
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
モ
ー
タ
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ

ン
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
モ
ー
タ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
，
グ
リ
ー
ス
，
モ
ー
タ
用
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
キ
ン

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
…
潤
滑
油

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
・
Ｃ
）
…
ポ
ン
プ
ベ
ー
ス

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ

ン
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
グ
リ
ー
ス
，
モ
ー
タ
用
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
キ
ン

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
潤
滑
油

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
ポ
ン
プ
ベ
ー
ス

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ

ン
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
グ
リ
ー
ス
，
モ
ー
タ
用
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
キ
ン

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
…
潤
滑
油

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド

パ
ッ
キ
ン
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
グ
リ
ー
ス
，
モ
ー
タ
用
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ

キ
ン

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
潤
滑
油

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
イ
ン
ペ
ラ
・
ポ
ン
プ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
廻
り
止
め

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
シ
ャ
フ
ト
（
上
・
中
・
下
・
イ
ン
ペ
ラ
）
，
カ
ッ
ト
レ
ス
軸
受
，
ソ

ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
（
１
）
モ
ー
タ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
シ
ャ
フ
ト
よ
り
脱
落
。
嵌
め
合
い
が
緩
く
脱
落
し
た
の
が
原

因
。
モ
ー
タ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
製
作
し
た
。

　
（
２
）
イ
ン
ペ
ラ
ー
に
軽
微
な
変
形
。
使
用
に
問
題
な
い
。

　
（
３
）
中
間
軸
受
に
軽
微
な
引
っ
か
き
傷
。
使
用
に
問
題
な
い
。

　
（
４
）
ポ
ン
プ
吊
り
込
み
時
に
ド
レ
ン
管
を
折
損
さ
せ
た
。
新
品
に
交
換
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
ス
タ
フ
ィ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
ネ
ジ
部
を
破
断
。
同
質
材
に
て
製
作
し
て
復
旧
し
た
。

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
試
運
転
時
、
ポ
ン
プ
側
オ
イ
ル
シ
ー
ル
か
ら
オ
イ
ル
漏
れ
。
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ス
プ
リ
ン
グ

の
長
さ
を
約
５
ミ
リ
短
く
し
て
再
装
着
し
、
試
運
転
を
行
っ
た
。
試
運
転
結
果
、
異
常
な
し
。

　
原
因
は
、
シ
ャ
フ
ト
に
装
着
さ
れ
た
オ
イ
ル
シ
ー
ル
リ
ッ
プ
部
に
よ
る
シ
ャ
フ
ト
外
径
の
摩

耗
。
（
シ
ャ
フ
ト
外
周
の
線
状
に
よ
り
、
既
定
の
オ
イ
ル
シ
ー
ル
ス
プ
リ
ン
グ
の
強
さ
で
は

シ
ー
ル
が
不
十
分
。
）

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
，
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
，
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ

（
Ａ
）
】
：

　
胴
体
締
付
け
ボ
ル
ト
の
発
錆
・
腐
食
が
激
し
い
。
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
（
１
）
シ
ャ
フ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
及
び
テ
ー
パ
ピ
ン
穴
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
手
入
れ
実
施
。

　
（
２
）
シ
ャ
フ
ト
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
ガ
タ
に
よ
り
テ
ー
パ
ピ
ン
が
変
形
・
傷
な
ど
が
あ
っ
た
。
手

入
れ
実
施
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
シ
ャ
フ
ト
接
続
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
腐
食
が
あ
っ
た
。
手
入
れ
実
施
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
】
：

　
（
１
）
シ
ャ
フ
ト
接
続
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
腐
食
が
あ
っ
た
。
手
入
れ
実
施
。

　
（
２
）
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
セ
ッ
ト
位
置
が
不
適
切
。
適
切
な
位
置
（
キ
ー
上
）
に

新
規
に
Ｍ
８
の
キ
ー
押
え
ボ
ル
ト
を
セ
ッ
ト
し
た
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
分
解
さ
れ
た
ポ
ン
プ
軸
に
お
い
て
、
許
容
基
準
を
超
え
る
振
れ
（
曲
が
り
）
が
測
定
さ
れ

た
。
上
段
・
中
段
・
下
段
の
ポ
ン
プ
軸
を
新
品
に
交
換
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
（
１
）
中
間
揚
水
管
下
側
フ
ラ
ン
ジ
全
体
及
び
中
間
軸
受
支
え
、
錆
に
よ
る
腐
食
進
行
。

手
入
れ
を
実
施
し
た
。
運
転
に
異
常
は
な
い
。

　
（
２
）
シ
ャ
フ
ト
単
体
の
振
れ
測
定
に
よ
る
結
果
は
許
容
値
を
満
足
す
る
が
、
シ
ャ
フ
ト
２
本

接
続
し
て
の
振
れ
測
定
は
大
き
い
。
原
因
は
、
シ
ャ
フ
ト
接
合
面
の
摩
耗
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の

ネ
ジ
山
部
の
摩
耗
及
び
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
腐
食
に
よ
る
影
響
と
思
わ
れ
る
。
手
入
れ
を
実
施

し
た
。

　
（
３
）
中
間
軸
支
え
の
支
え
フ
ラ
ン
ジ
外
周
及
び
イ
ン
ロ
ー
部
の
腐
食
が
進
行
。
手
入
れ
を

実
施
し
た
。
運
転
に
支
障
は
な
い
。

　
（
４
）
ス
ト
レ
ー
ナ
メ
ッ
シ
ュ
が
水
垢
及
び
錆
に
よ
り
取
外
し
が
困
難
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ー
ナ
メ
ッ

シ
ュ
が
完
全
に
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
て
い
た
。
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
軸
受
カ
バ
ー
（
反
モ
ー
タ
側
）
の
オ
イ
ル
シ
ー
ル
交
換

　
　
…
第
７
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
交
換
実
施

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
】
：

　
外
管
（
中
間
部
の
下
側
）
フ
ラ
ン
ジ
部
減
肉
の
手
入
れ

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

　
吐
出
配
管
と
ポ
ン
プ
出
口
管
と
の
ズ
レ
直
し

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
交
換

　
　
…
第
８
回
定
期
検
査
に
て
交
換
を
実
施
し
た
。

　
揚
水
管
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
を
Ｓ
Ｓ
材
か
ら
Ｓ
Ｕ
Ｓ
材
へ
の
変
更

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
揚
水
管
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
を
Ｓ
Ｓ
材
か
ら
Ｓ
Ｕ
Ｓ
材
へ
の
変
更

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
揚
水
管
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
を
Ｓ
Ｓ
材
か
ら
Ｓ
Ｕ
Ｓ
材
へ
の
変
更

　
　
…
第
１
０
回
定
期
検
査
に
て
交
換
を
実
施
し
た
。

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
B
)、
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
B
）
、
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
B
)の
グ

ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
か
ら
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
へ
の
交
換
は
、
第
6
回
か
ら
第
7
回
定
検
の
間
に

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
は
、
機
器
切
換
運
転
の
都
度
、
シ
ー
ル
不
良

等
の
不
具
合
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、
補
修
コ
ス
ト
高
い
の
で
第
８
回
定
検
で
実
施
し
た
ポ

ン
プ
更
新
の
際
に
シ
ー
ル
方
法
を
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
に
戻
し
た
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
交
換
。

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
・
Ｃ
）
】
：

　
シ
ャ
フ
ト
接
続
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
及
び
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
交
換

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
】
：

　
予
備
品
の
手
配
。
（
シ
ー
ル
水
ス
ト
レ
ー
ナ
用
網
）

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
シ
ー
ル
面
ラ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
交
換

　
　
…
第
９
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
交
換
を
実
施
し
た
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
ベ
ー
ス
穴
と
ポ
ン
プ
ピ
ッ
ト
穴
を
同
一
に
す
る
改
造
，
吐
出
配
管
の
改
造

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
、
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
軸
受
（
カ
ッ
ト
レ
ス
）
及
び
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
予
備
品
の
準
備

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

　
ス
ト
レ
ー
ナ
の
点
検
周
期
を
短
く
し
、
定
期
的
に
点
検
及
び
清
掃
の
実
施
。

資料3.5－1（表）
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表
8－

1（
3／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
ポ
ン
プ
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

　 空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
修
理

補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
の
交
換

補
機
系
ポ
ン
プ
点
検
用
吊
り
上
げ
治
具
の
設
置

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換 そ
の
他
：

　
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
…
既
設
ス
タ
フ
ィ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
用
ボ
ル
ト

穴
加
工
及
び
潤
滑
油
油
面
計
取
出
口
の
変
更

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交

換

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交
換

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
修
理
】
：

　
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
修
理

【
補
機
冷
却
水
設
備
ポ
ン
プ
の
交
換
】
：

　
平
成
７
年
度
に
購
入
し
た
補
機
冷
却
水
設
備
ポ
ン
プ
（
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
・
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
・
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
）
の
ポ
ン
プ
本
体
・

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
部
の
交
換

【
補
機
系
ポ
ン
プ
点
検
用
吊
り
上
げ
治
具
の
設
置
】
：

　
補
機
冷
却
水
系
ポ
ン
プ
の
点
検
用
吊
り
上
げ
治
具
・
手
動
チ
ェ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
ギ
ャ
ー
ド
ト
ロ
リ
ー
の
納
入
及
び
設
置

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
，
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
の
芯
出
し
（
セ
ン
タ
リ
ン
グ
・
面
間
測
定
）
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁
抵
抗
…

良 組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
外
形
・
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
・
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
芯
出
し
（
セ
ン
タ
リ
ン
グ
・
面
間
測
定
）
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁
抵
抗
…

良 組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
外
形
・
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
・
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
芯
出
し
（
セ
ン
タ
リ
ン
グ
・
面
間
測
定
）
，
モ
ー
タ
マ
ウ
ン
ト
水
平
度
，
エ

ン
ド
プ
レ
ー
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁
抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
修
理
】
：

　
外
観
検
査
（
ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ
）
，
寸
法
測
定
（
シ
ャ
フ
ト
振
れ
・
シ
ャ
フ
ト
外
形
及
び
軸
受
内
径
・
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
・
モ
ー
タ
マ
ウ
ン
ト
水
平
度
・
ケ
ー
シ
ン
グ
ウ
ェ
ア
リ
ン
グ
及
び
ラ
イ

ナ
リ
ン
グ
）
，
電
気
検
査
（
モ
ー
タ
の
絶
縁
抵
抗
測
定
）
，
試
運
転
…
良

【
補
機
冷
却
水
設
備
ポ
ン
プ
の
交
換
】
：

　
ベ
ー
ス
水
平
度
，
モ
ー
タ
マ
ウ
ン
ト
水
平
度
，
ポ
ン
プ
軸
吊
上
代
，
絶
縁
抵
抗
値
・
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
・
試
運
転
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド

パ
ッ
キ
ン
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
グ
リ
ー
ス

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
…
潤
滑
油

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
…
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
…
イ
ン
ペ
ラ
廻
り
止
め
，
モ
ー
タ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
キ
ー

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
テ
ー
パ
ピ
ン
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド

パ
ッ
キ
ン
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
グ
リ
ー
ス

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
潤
滑
油

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
ケ
ー
シ
ン
グ
締
付
ボ
ル
ト
･ナ
ッ
ト

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
…
軸
受
け
ア
ダ
プ
タ
ー

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
Ｖ
リ
ン
グ
，
潤
滑
油
，
グ
リ
ス
，
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
カ
ッ
ト
レ
ス
軸

受
，
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
，
ポ
ン
プ
軸

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
修
理
】
：

ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
パ
ッ
キ
ン
，
潤
滑
油

【
補
機
冷
却
水
設
備
ポ
ン
プ
の
交
換
】
〔
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)、
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)、
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
(A
),
(B
),

（
C
)〕
：
ポ
ン
プ
本
体
，
モ
ー
タ
本
体
，
ベ
ー
ス

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
上
部
シ
ャ
フ
ト
（
カ
ッ
ト
レ
ス
）
部
に
片
当
り
の
磨
耗
。

　
　
①
ポ
ン
プ
据
付
レ
ベ
ル
を
３
／
１
０
０
以
内
に
据
付
。

　
　
②
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
の
交
換
。

　
　
③
片
当
り
部
を
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
で
手
入
れ
。

　
　
④
ポ
ン
プ
組
立
後
、
当
り
の
な
い
こ
と
を
確
認
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
交
換

　
　
…
以
降
、
問
題
が
な
い
た
め
点
検
の
際
に
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
据
付
レ
ベ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク

　
　
…
第
１
１
回
定
期
検
査
中
に
ポ
ン
プ
本
体
の
交
換
を
実
施
し
、
ベ
ー
ス
を
作
り
直
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
シ
ャ
フ
ト
及
び
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
交
換

　
　
…
第
１
１
回
定
期
点
検
中
に
ポ
ン
プ
本
体
の
交
換
を
実
施
し
た
た
め
、
部
品
交
換
を
実

施
せ
ず
。

【
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
全
体
】

　
初
期
設
置
以
降
使
用
し
て
来
た
ポ
ン
プ
及
び
モ
ー
タ
を
初
期
購
入
ス
ペ
ッ
ク
の
状
態
で
全

機
交
換
す
る
。
本
交
換
に
伴
い
、
揚
水
管
・
ス
ト
レ
ー
ナ
接
続
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
は
炭
素
鋼
に

戻
る
。

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
】
：

　
天
井
吊
り
ビ
ー
ム
（
モ
ー
タ
側
）
取
付
位
置
の
変
更

　
　
…
第
１
２
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
、
変
更
を
実
施
し
た
。

　
ポ
ン
プ
吸
込
管
へ
単
管
部
付
設

　
　
…
第
１
２
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
て
、
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
の
み
付
設
し
た
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
・
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
】
：

　
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
取
外
し
時
、
上
部
・
下
部
付
近
の
付
着
物
の
除
去
，
軸
解
体
時
に
お
い
て
の
ピ
ッ
ト
内
落
下
防
止
措
置

　
　
…
以
降
の
点
検
に
て
、
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
取
外
す
際
は
、
付
着
物
を
入
念
に
除
去
し
、
ピ
ッ
ト
内
に
部
品
や
工
具
が
落
下
し
な
い
よ
う
に
養
生
シ
ー
ト
を
か
け
な
が
ら
、
軸

の
解
体
を
実
施
し
て
い
る
。
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表
8－

1（
4／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
ポ
ン
プ
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

　 ス
ト
レ
ー
ナ
落
下
防
止
治
具
製
作
・
設
置

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
補
修

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交
換

そ
の
他
：

　
点
検
用
ト
ロ
リ
ー
ビ
ー
ム
の
設
置
及
び
ポ
ン
プ
吸
込
配
管
の
単
管
設
置
…
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ

【
ス
ト
レ
ー
ナ
落
下
防
止
治
具
製
作
・
設
置
】
：

　
補
機
系
ポ
ン
プ
の
点
検
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
点
検
中
に
、
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
内
に
落
下
し

て
い
た
た
め
、
潜
水
夫
に
よ
り
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
を
回
収
し
た
。
そ
の
際
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
に
お
い
て
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
が

落
下
寸
前
だ
っ
た
の
で
、
落
下
防
止
治
具
を
製
作
し
設
置
し
た
。

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

ポ
ン
プ
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
錆
止
め
塗
装
，
部
品
交
換
，
測
定
点
検

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交
換

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
補
修
】
：

　
平
成
１
４
年
２
月
に
点
検
実
施
さ
れ
た
、
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
の
ポ
ン
プ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
側
軸
受
周
辺
部
よ
り
異
音
が
確
認
さ
れ
た
た
め
の
点
検
（
平
成
１
５
年
６
月
実
施
）

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
外
形
・
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
・
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
芯
出
し
（
セ
ン
タ
リ
ン
グ
・
面
間

測
定
）
，
モ
ー
タ
マ
ウ
ン
ト
水
平
度
，
エ
ン
ド
プ
レ
ー
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁
抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

そ
の
他
：

　
点
検
用
ト
ロ
リ
ー
ビ
ー
ム
（
外
観
検
査
，
寸
法
検
査
）
，
ポ
ン
プ
吸
込
側
単
管
（
外
観
検
査
，
寸
法
検
査
，
漏
洩
検
査
）
…
良

【
ス
ト
レ
ー
ナ
落
下
防
止
治
具
製
作
・
設
置
】
：

　
寸
法
検
査
…
良
，
取
付
確
認
…
異
常
な
し

【
ポ
ン
プ
点
検
】

ポ
ン
プ
：

　
軸
受
内
径
，
シ
ャ
フ
ト
外
形
・
振
れ
，
ウ
エ
ア
ー
リ
ン
グ
・
ラ
イ
ナ
ー
リ
ン
グ
寸
法
，
レ
ベ
ル
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
芯
出
し
（
セ
ン
タ
リ
ン
グ
・
面
間
測
定
）
，
モ
ー
タ
マ
ウ
ン
ト
水
平
度
，
エ
ン
ド
プ
レ
ー
…
良

ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁
抵
抗
…
良

組
合
せ
：

　
試
運
転
…
良

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
補
修
】
：

　
外
観
検
査
，
寸
法
検
査
，
作
動
検
査
…
良

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
Ｖ
リ
ン
グ
，
潤
滑
油
，
グ
リ
ス
，
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
揚
水
管
及
び
ス
ト

レ
ー
ナ
締
結
用
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
(デ
ィ
ー
ゼ
ル
(A
)、
補
機
(A
)、
補
給
水
（
A
))

　 補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
…
上
部
シ
ャ
フ
ト
及
び
接
続
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

【
ポ
ン
プ
点
検
】
：

　
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
，
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ゴ
ム
，
Ｖ
リ
ン
グ
，
潤
滑
油
，
グ
リ
ス
，
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，

Ｂ
側
ポ
ン
プ
の
み
…
Ｓ
Ｕ
Ｓ
製
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
補
修
】
：

ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
，
潤
滑
油
，
デ
フ
レ
ク
タ
ー

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
分
解
の
際
、
上
部
シ
ャ
フ
ト
と
接
続
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
間
で
カ
ジ
リ
が
発
生
。
上
部
シ
ャ
フ
ト
及
び
接
続
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
交
換
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
取
付
ボ
ル
ト
が
腐
食
の
た
め
、
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
内
に
落
下
。
潜
水
夫
に
よ
り
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
を

回
収
し
た
。
回
収
後
、
ボ
ル
ト
を
Ｓ
Ｕ
Ｓ
材
に
変
更
し
取
付
た
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
分
解
点
検
後
の
試
運
転
の
次
の
日
の
自
主
点
検
に
お
い
て
、
振
動
値
が
上
昇
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
再
度
分
解
点
検
を
実
施
し
た
が
改

善
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
メ
ー
カ
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
員
が
立
ち
会
っ
て
点
検
を
実
施
し
た
。
結
果
、
運
転
時
間
が
経
つ
に
連
れ
て
、
振
動
値

が
下
降
し
正
常
値
と
な
っ
た
。

【
補
機
冷
却
水
設
備
系
全
ポ
ン
プ
】
：

　
機
器
及
び
配
管
内
部
に
錆
・
電
食
が
確
認
さ
れ
た
。
揚
水
管
の
浸
水
部
に
は
、
汚
泥
及
び
錆
の
付
着
、
保
護
管
（
内
管
）
に
は
、
錆
等
に
よ
る
腐
食
が
認
め
ら
れ
た
。
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
（
１
）
シ
ャ
フ
ト
の
継
ぎ
手
内
部
（
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
内
部
）
に
汚
泥
が
浸
入
し
て
お
り
、
若
干
の
腐
食
。
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

　
（
２
）
モ
ー
タ
の
反
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
部
ベ
ア
リ
ン
グ
の
油
切
り
の
一
部
に
破
損
箇
所
。
現
状
の
ま
ま
復
帰
し
た
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
・
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
部
の
２
つ
割
り
リ
ン
グ
の
内
面
に
汚
泥
・
ス
ラ
ッ
ジ
の
付
着
等
に
よ
り
、
電
食
等
と
思
わ
れ
る
損
傷
を
確
認
。
清
掃
手
入
れ
を
実
施
後
、
メ
ー
カ
推
奨
の
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
を
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
軸
の
接
合

部
に
塗
布
し
、
汚
泥
・
ス
ラ
ッ
ジ
の
浸
入
防
止
対
策
を
実
施
し
た
。

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
ス
リ
ー
ブ
が
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
と
の
摩
擦
に
よ
り
、
最
大
で
０
．
２
ｍ
ｍ
程
度
摩
耗
。
許
容
値
以
内
で
あ
る
た
め
、
手
入
れ
後
、
現
状
の
ま
ま
復
帰
。

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】

　
（
１
）
平
成
１
４
年
２
月
～
３
月
実
施
の
点
検
に
お
い
て
、
モ
ー
タ
負
荷
側
軸
受
カ
バ
ー
の
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
キ
ン
端
部
の
一
部
に
経
年
劣
化
に
よ
る
、
損
傷
が
確
認
さ
れ
た
。
清
掃
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

　
（
２
）
平
成
１
５
年
６
月
実
施
の
点
検
に
お
い
て
、
潤
滑
油
抜
き
取
り
時
、
金
属
磨
耗
粉
封
入
が
原
因
と
見
ら
れ
る
油
の
変
色
及
び
金
属
粉
が
確
認
さ
れ
た
。
手
入
れ
及
び
部
品
交
換
を
実
施
。
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
側
軸
受
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
内
輪
転
動
面
の
６
箇
所
に
フ
レ
ー
キ
ン
グ
が
あ
っ
た
が
、
主
原
因
と
し
て
、
材
料
の
転
が
り
疲
れ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
機
器
の
運
転
状
況
で
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
取
付
不
良
・
大
き
な
軸
の
た
わ
み
、
軸
・

ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
精
度
不
良
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
不
具
合
は
見
ら
れ
ず
、
原
因
と
な
る
よ
う
な
異
常
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
軸
受
自
体
の
品
質
に
問
題
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
モ
ー
タ
架
台
取
付
部
の
ベ
ー
ス
面
に
腐
食
が
確
認
さ
れ
た
。
ケ
レ
ン
等
、
錆
の
除
去
作
業
を
実
施
し
た
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
イ
ン
ペ
ラ
ー
ケ
ー
シ
ン
グ
・
揚
水
管
接
続
ボ
ル
ト
，
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
の
取
付
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
を
全
数
Ｓ
Ｕ
Ｓ
材
へ
変
更
。

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
，
イ
ン
ペ
ラ
ー
ケ
ー
シ
ン
グ
・
揚
水
管
接
続
ボ
ル
ト
，
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
の
取
付
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
を
全
数
Ｓ
Ｕ
Ｓ
材
へ
変

更
。
【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
・
（
Ｃ
）
】
：

　
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
，
イ
ン
ペ
ラ
ー
ケ
ー
シ
ン
グ
・
揚
水
管
接
続
ボ
ル
ト
，
吸
込
ス
ト
レ
ー
ナ
の
取
付
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
を
全
数
Ｓ
Ｕ
Ｓ
材
へ
変

更
。
【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
吸
込
配
管
単
管
の
取
付

【
補
機
冷
却
水
設
備
系
全
ポ
ン
プ
（
Ｂ
号
機
）
】
：

　
設
置
後
よ
り
約
６
年
ほ
ど
経
過
し
て
、
初
め
て
の
分
解
点
検
で
あ
っ
た
た
め
、
各
接
続
部
に
固
着
・
錆
の
発
生
・
腐
食
に
よ
り
取
外
し
に
時
間
を
費
や
し
た
。
今
後
は
、
適
正
な
点
検
周
期
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
等
の
侵
食
に
よ
っ
て
分
解
が
困
難
と
な
る
部
位
の
防
水
対
策
を
行
う
。

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
モ
ー
タ
反
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
部
の
ベ
ア
リ
ン
グ
の
油
切
り
の
一
部
破
損
の
確
認

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
】
：

　
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
ス
リ
ー
ブ
の
磨
耗
の
進
展
状
況

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
部
の
冷
却
水
配
管
・
ス
ト
レ
ー
ナ
・
サ
イ
ト
フ
ロ
ー
等
の
更
新
，
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
部
の
２
つ
割
り
リ
ン
グ
の
予
備
部
品
確
保
。

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
吸
込
配
管
の
改
造
（
吸
込
配
管
の
一
部
切
断
し
て
、
フ
ラ
ン
ジ
付
き
短
管
を
接
続
す
る
も
の
。
）
，
ポ
ン
プ
～
逆
止
弁
間
の
短
管
の
芯
ず
れ
改
造
，
モ
ー
タ
負
荷
側
軸
受
カ
バ
ー
の
フ
ェ
ル
ト
パ
ッ
キ
ン
更
新

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
（
１
）
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
部
の
冷
却
水
配
管
・
ス
ト
レ
ー
ナ
・
サ
イ
ト
フ
ロ
ー
等
の
更
新

　
（
２
）
予
備
部
品
の
確
保
（
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
軸
）

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
】
：

　
（
１
）
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
部
の
冷
却
水
配
管
・
ス
ト
レ
ー
ナ
・
サ
イ
ト
フ
ロ
ー
等
の
更
新

　
（
２
）
予
備
部
品
の
確
保
（
ソ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
軸
）

　
（
３
）
モ
ー
タ
架
台
取
付
部
ベ
ー
ス
面
の
腐
食
対
策

資料3.5－1（表）
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表
8－

2（
1／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
冷
却
塔
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

点
検
機
器

－

空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
冷
却
塔
床
面

空
調
系
冷
却
塔
床
面

－

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）

点
検
項
目

－

【
冷
却
塔
（
床
面
）
】
：

　
素
地
調
整
，
下
塗
り
，
上
塗
り

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
）
】
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
，
部
品
交
換
，
絶
縁
抵
抗
測
定

－

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
）
】
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
，
ギ
ヤ
ー
敢
合
部
シ
ャ
フ
ト
の
カ
ラ
ー
チ
ェ
ッ
ク
（
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
摺

り
合
せ
）
，
絶
縁
抵
抗
測
定

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

－

【
冷
却
塔
（
床
面
）
】
：

　
下
塗
り
・
上
塗
り
（
１
回
目
～
３
回
目
）
の
塗
装
状
態
…
良

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
）
】
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵

抗
，
絶
縁
抵
抗
，
試
運
転
…
良

－

【
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
】
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵
抗
，
絶
縁

抵
抗
，
試
運
転
…
良

交
換
部
品

－

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
）
】
：

　
モ
ー
タ
用
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ

－

【
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
】
：

　
モ
ー
タ
用
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
モ
ー
タ
ベ
ー
ス
パ
ッ
キ
ン
，
潤
滑
油

　 　
空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
・
Ｂ
）
…
緩
衝
バ
ネ

　
補
機
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
…
油
面
計

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

－

特
に
な
し

【
空
調
系
冷
却
塔
（
A
)】
(第
2
回
か
ら
第
3
回
定
検
の
間
）

　
昭
和
5
6
年
6
月
の
補
機
冷
却
水
系
設
備
の
月
例
点
検
に
お
い
て
、
空
調
系
冷
却

塔
（
A
)の
ブ
ロ
ワ
の
モ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
が
破
損
し
て
い
る
事
が
確
認
さ
れ
、
シ
ャ
フ
ト
の

交
換
を
行
っ
た
。

【
補
機
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
駆
動
及
び
従
動
ギ
ヤ
ー
歯
面
に
噛
み
込
み
傷
が
認
め
ら
れ
た
。
運
転
に
は
支
障

な
し
。

【
全
冷
却
塔
】
：

　
冷
却
塔
水
槽
内
の
発
錆
が
進
行
し
て
お
り
、
構
成
部
品
も
塩
害
に
よ
る
影
響
が
発

生
し
て
い
る
。
第
３
回
定
検
以
降
か
ら
定
検
期
間
中
以
外
の
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
の
点
検
・

補
修
作
業
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
S
5
8
.5
：
空
調
系
(A
) 
高
速
リ
ン
グ
破
損
、
取
り
付
け
ボ
ル
ト
脱
落
⇒
モ
ー

　
　
　
　
　
タ
交
換

　
S
5
8
.7
：
空
調
系
(A
)上
部
カ
バ
ー
破
損
、
地
絡
発
生
⇒
モ
ー
タ
(中
古
)

　
　
　
　
　
交
換

　
S
5
8
.8
：
補
機
系
(B
)ベ
ア
リ
ン
グ
か
ら
異
音
発
生
⇒
モ
ー
タ
交
換

次
回
反
映
事
項

－

特
に
な
し

　
上
記
不
具
合
対
策
と
し
て
、
O
N
-
O
F
F
運
転
の
頻
度
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ワ
１

台
の
連
続
運
転
に
よ
り
冷
却
能
力
を
確
認
し
な
が
ら
温
度
制
御
を
行
う
こ
と
と
し
、
今

後
の
運
転
方
法
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
①
　
ブ
ロ
ワ
を
連
続
運
転
し
、
ダ
ン
パ
ー
で
風
量
を
調
整
す
る
。

　
②
　
ブ
ロ
ワ
の
回
転
数
を
下
げ
て
風
量
を
低
下
さ
せ
、
O
N
-
O
F
F
回
数
を
低
減
さ
せ

る
。
　
③
　
モ
ー
タ
の
起
動
方
式
を
ス
タ
ー
・
デ
ル
タ
起
動
に
変
更
す
る
。

等
の
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
第
４
回
定
検
以
降
冷
却
塔
の
更
新
と
と
も
に
モ
ー
タ
駆

動
方
式
を
イ
ン
バ
ー
タ
へ
す
る
事
が
採
用
さ
れ
た
。

【
空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
】
：

　
起
動
方
法
の
改
善

　
　
…
第
５
回
定
期
検
査
中
の
冷
却
塔
交
換
に
お
い
て
、
イ
ン
バ
ー
タ
を
用
い
た
起

動
方
法
と
し
た
。

　
減
速
機
の
分
解
点
検

　
　
…
第
５
回
定
期
検
査
中
の
冷
却
塔
交
換
に
お
い
て
、
一
式
交
換
し
た
。

　
冷
却
塔
上
部
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
ネ
ッ
ト
受
け
の
丸
鋼
及
び
各
据
付
ボ
ル
ト
の
交
換

　
　
…
第
５
回
定
期
検
査
中
の
冷
却
塔
交
換
に
お
い
て
、
一
式
交
換
し
た
。
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表
8－

2（
2／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
冷
却
塔
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

空
調
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
…
冷
却
塔
の
交
換
実
施

補
機
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
…
冷
却
塔
の
交
換
実
施

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
…
冷
却
塔
の
交
換
実
施

－

空
調
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）

【
冷
却
塔
の
交
換
】
：

　
冷
却
塔
の
交
換
：
全
系
統
6
基
全
て

　
改
善
点
：

　
冷
却
塔
⇒
躯
体
を
溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ
に
変
更
し
、
水
槽
部
に
F
R
P
ラ
イ
ニ

ン
グ
を
施
し
た
。
ま
た
、
補
機
系
冷
却
塔
水
槽
を
大
き
く
し
、
電
源
喪
失
時

の
冷
却
水
保
有
能
力
を
1
.2
倍
に
増
大
し
た
。

　
ブ
ロ
ワ
⇒
モ
ー
タ
起
動
方
式
を
直
入
か
ら
イ
ン
バ
ー
タ
に
変
更
し
た
。

－

【
冷
却
塔
（
本
体
）
】
：

　
冷
却
塔
本
体
及
び
フ
ィ
ル
タ
の
水
洗
い
清
掃
・
点
検

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
）
】
：

　
外
観
点
検
，
清
掃
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
オ
イ
ル
交
換

【
冷
却
塔
（
本
体
）
】
：

　
冷
却
塔
水
槽
内
及
び
水
槽
レ
ベ
ル
系
の
掃
除

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
）
】
：

　
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
減
速
機
と
モ
ー
タ
の
解
体
点
検

【
冷
却
塔
の
交
換
】
：

　
（
１
）
冷
却
塔
工
場
立
会
い
：

　
　
　
材
料
検
査
・
溶
接
検
査
・
外
観
検
査
・
寸
法
及
び
数
量
検
査
・
バ
ラ

ン
ス
検
査
・
送
風
機
運
転
検
査
・
送
風
機
性
能
検
査
・
送
風
機
塔
上
運
転

検
査
・
充
填
材
性
能
検
査
…
良

　
（
２
）
冷
却
塔
現
地
検
査
：

　
　
　
外
観
検
査
・
溶
接
部
検
査
・
基
礎
ア
ン
カ
ー
位
置
水
平
度
測
定
・
本

体
垂
直
度
寸
法
測
定
・
水
張
り
漏
洩
検
査
・
寸
法
検
査
，
性
能
試
験
検

査
，
振
動
測
定
検
査
…
良

－

【
冷
却
塔
（
本
体
）
】
：

　
据
付
状
態
，
外
側
の
状
態
，
水
槽
内
側
の
状
態
，
フ
ィ
ル
タ
表
面
の
状

態
，
損
傷
・
変
形
の
有
無
…
良

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
）
】
：

　
外
観
点
検
（
本
体
・
固
定
子
鉄
心
・
固
定
子
巻
線
・
回
転
子
）
，
巻
線
抵

抗
，
絶
縁
抵
抗
，
試
運
転
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
フ
ィ
ル
タ
ー
（
外
観
・
分
解
・
掃
除
）
…
良
好
，

　
冷
却
塔
水
槽
及
び
水
槽
レ
ベ
ル
計
（
外
観
・
分
解
・
掃
除
）
…
実
施

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
）
】
：

　
モ
ー
タ
（
外
観
・
分
解
・
組
立
・
試
運
転
）
…
良
好

　
翼
車
（
外
観
・
試
運
転
）
…
良
好

　
減
速
機
（
組
立
・
試
運
転
）
…
良
好

特
に
な
し

－

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
）
】
：

　
モ
ー
タ
用
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
潤
滑
油
，
ボ
ル
ト
，

パ
ッ
キ
ン

　 デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
…
ギ
ヤ
ー
キ
ー

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
）
】
：

　
モ
ー
タ
用
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
減
速
機
用
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
オ
イ

ル
シ
ー
ル
，
潤
滑
油
，
Ｏ
リ
ン
グ

特
に
な
し

－

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
（
Ｂ
）
】
：

　
（
１
）
ギ
ヤ
ー
キ
ー
の
キ
ー
抜
取
り
時
に
損
傷
を
与
え
た
。
ギ
ヤ
ー
キ
ー
を

交
換
し
た
。

　
（
２
）
モ
ー
タ
ー
カ
バ
ー
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
原
因

は
、
ブ
ロ
ワ
起
動
時
に
モ
ー
タ
ー
ロ
タ
ー
が
何
ら
か
の
影
響
で
上
部
カ

バ
ー
に
当
た
り
、
亀
裂
が
起
き
た
と
思
わ
れ
る
。

【
空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
モ
ー
タ
（
Ａ
・
Ｂ
）
，
補
機
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
モ
ー

タ
（
Ａ
・
Ｂ
）
】
：

　
ギ
ヤ
ー
抜
き
取
り
後
、
シ
ャ
フ
ト
に
か
じ
り
が
あ
っ
た
。
ヤ
ス
リ
・
サ
ン
ド

ペ
ー
パ
等
に
て
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
翼
側
歯
車
の
下
側
表
面
の
一
ヶ
所
に
、
約
１
ｍ
ｍ
の
凸
傷
が
あ
っ
た
の

で
、
ヤ
ス
リ
で
除
去
し
た
。

　
そ
の
後
、
異
音
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
最
分
解
を
実
施
。
翼
側

歯
車
の
下
部
表
面
の
１
ヶ
所
に
約
１
ｍ
ｍ
の
凸
傷
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、

前
回
と
同
様
、
ヤ
ス
リ
で
凸
傷
を
除
去
後
、
全
ギ
ア
（
翼
と
モ
ー
タ
側
）
を
オ

イ
ル
ス
ト
ン
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
処
理
、
ベ
ア
リ
ン
グ
・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
・
Ｏ
リ
ン
グ
・

潤
滑
油
を
交
換
し
た
。
試
運
転
は
良
好
で
あ
っ
た
。

特
に
な
し

－

【
全
冷
却
塔
（
本
体
）
】
：

　
冷
却
塔
内
部
の
藻
が
多
い
た
め
、
年
１
度
ぐ
ら
い
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
の

清
掃
。

　
　
…
以
降
、
定
期
的
に
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
な
し
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表
8－

2（
3／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
冷
却
塔
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

補
機
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）

－

補
機
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

空
調
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

空
調
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

　 （
冷
却
塔
フ
ィ
ル
タ
押
さ
え
金
具
の
製
作
）

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
ブ
ロ
ワ
減
速
器
と
モ
ー
タ
の
分
解
点
検
，
冷
却
塔
水
槽
内
及
び
水

槽
レ
ベ
ル
計
の
掃
除

【
補
機
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
（
１
）
ブ
ロ
ワ
本
体
の
取
外
し
・
解
体
・
組
立
取
付
け
，
冷
却
塔
水
槽

の
掃
除

　
（
２
）
ブ
ロ
ワ
本
体
の
分
解
点
検

【
防
塵
フ
ィ
ル
タ
の
製
作
】
：
空
調
系
・
補
機
系
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル

系
冷
却
塔
フ
ィ
ル
タ
枠
・
フ
ィ
ル
タ
押
さ
え
金
具
を
製
作
し
た
。

フ
ィ
ル
タ
が
入
っ
た
状
態
で
、
各
系
統
３
基
分
納
入
。

【
冷
却
塔
点
検
】
：

　
（
１
）
冷
却
塔
内
部
（
ル
ー
バ
ー
，
下
部
水
槽
）
・
冷
却
塔
外
部
の
点
検
及
び

清
掃
　
（
２
）
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
の
点
検
・
清
掃

　
（
３
）
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
の
オ
イ
ル
交
換

【
冷
却
塔
フ
ィ
ル
タ
ー
ガ
イ
ド
の
補
修
】
：

　
空
調
系
・
補
機
系
冷
却
塔
フ
ィ
ル
タ
が
落
下
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
補

修
を
実
施
。

【
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
点
検
】
：

　
モ
ー
タ
及
び
ブ
ロ
ワ
の
分
解
点
検
・
清
掃
･手
入
れ
・
補
修
塗
装
（
Ａ
系
は
主
冷
却
機
建
家

内
風
洞
室
、
Ｂ
系
は
請
負
業
者
の
工
場
に
て
実
施
）

【
冷
却
塔
点
検
】
：

　
（
１
）
冷
却
塔
内
部
（
ル
ー
バ
ー
，
下
部
水
槽
）
・
冷
却
塔
外
部
・
冷
却
塔
液
面
計
の
点
検
及

び
清
掃

　
（
２
）
冷
却
塔
防
塵
フ
ィ
ル
タ
及
び
押
え
金
具
の
交
換

　
（
３
）
液
面
検
出
器
の
点
検

【
冷
却
塔
フ
ィ
ル
タ
押
さ
え
金
具
の
製
作
】
：

　
空
調
・
補
機
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
防
塵
フ
ィ
ル
タ
の
押
さ
え
金
具
が
溶
接
部
か
ら
外
れ

た
も
の
が
数
十
枚
分
あ
る
か
ら
、
溶
接
加
工
を
し
な
い
フ
ィ
ル
タ
押
さ
え
金
具
を
製
作
し
た
。

冷
却
塔
点
検
の
際
に
交
換
実
施
し
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
フ
ィ
ル
タ
ー
，
冷
却
塔
水
槽
・
水
槽
レ
ベ
ル
計
（
外
観
検
査
，
分
解
・

掃
除
）
…
良
好

【
冷
却
塔
（
ブ
ロ
ワ
）
】
：

　
モ
ー
タ
・
翼
車
・
減
速
器
（
外
観
検
査
，
分
解
検
査
，
組
立
）
・
試
運

転
…
良
好

－

【
冷
却
塔
点
検
】
：

　
点
検
結
果
…
良

【
冷
却
塔
フ
ィ
ル
タ
ー
ガ
イ
ド
の
補
修
】
：

　
外
観
検
査
，
寸
法
検
査
…
良

【
ブ
ロ
ワ
点
検
】
：

　
外
観
寸
法
検
査
，
モ
ー
タ
単
体
検
査
（
絶
縁
抵
抗
測
定
・
巻
線
抵
抗
測
定
）
，
シ
ャ
フ
ト
の

外
径
寸
法
及
び
振
れ
測
定
，
翼
角
度
調
整
（
Ａ
系
の
み
）
，
組
合
せ
試
験
（
試
運
転
）
…
良

【
冷
却
塔
本
体
】
：

　
外
観
検
査
・
作
動
検
査
（
液
面
ス
イ
ッ
チ
）
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
（
ブ
ロ
ワ
）
】
：

　
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
・
潤
滑
油
・
Ｏ
リ
ン
グ
（
減
速
器

用
）

－

特
に
な
し

【
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
】
：

　
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
水
切
り
フ
リ
ン
ガ
ー
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
減
速
機
付
き
油
面

計
，
外
付
け
油
面
計
，
Ｇ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
カ
バ
ー
，
配
管
類
，
翼
固
定
用
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
・
ワ
ッ

シ
ャ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
，
モ
ー
タ
用
電
源
端
子
ボ
ッ
ク
ス

【
冷
却
塔
本
体
】
：

　
冷
却
塔
防
塵
フ
ィ
ル
タ
及
び
押
さ
え
金
具
，
外
部
仕
切
り
板

特
に
な
し

－

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－

【
空
調
系
冷
却
塔
】
：

　
藻
が
多
い
た
め
、
冷
却
塔
内
部
の
清
掃
回
数
を
従
来
よ
り
増
や
す
。

　
　
…
冷
却
塔
の
機
能
に
問
題
な
い
こ
と
か
ら
、
点
検
の
際
に
清
掃
を
実
施
し

て
い
る
。

【
各
冷
却
塔
】
：

　
防
塵
フ
ィ
ル
タ
の
交
換

　
　
…
第
１
２
回
定
期
検
査
中
の
点
検
に
お
い
て
、
交
換
を
実
施
し
た
。

　
熱
交
換
部
の
新
規
交
換
ま
た
は
取
外
し
て
の
清
掃

　
　
…
冷
却
塔
の
機
能
に
問
題
な
い
こ
と
か
ら
、
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

特
に
な
し
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表
8－

2（
4／

4）
　
補
機
冷
却
系
統
設
備
（
冷
却
塔
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

補
機
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

空
調
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

空
調
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

【
冷
却
塔
点
検
】
：

　
（
１
）
冷
却
塔
内
部
（
ル
ー
バ
ー
，
下
部
水
槽
）
，
冷
却
塔
外
部
，
冷
却
塔
液
面
計
の
点
検
，
冷
却
塔
防
塵
フ
ィ
ル
タ
の
交
換

　
（
２
）
液
面
検
出
器
の
点
検
及
び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
液
面
検
出
器
用
波
よ
け
板
の
設
置
（
平
成
１
２
年
度
点
検
時
に
実

施
）
【
ブ
ロ
ワ
点
検
】

　
モ
ー
タ
及
び
ブ
ロ
ワ
の
分
解
点
検
・
清
掃
･手
入
れ
・
補
修
塗
装
（
点
検
は
請
負
会
社
の
工
場
に
て
実
施
）

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
補
修
】
：

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
試
運
転
時
に
お
い
て
、
冷
却
塔
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
の
配
管
が
、
冷
却
塔
本

体
よ
り
脱
落
し
た
た
め
の
補
修
。
合
わ
せ
て
、
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
の
交
換
を
実
施
し
た
。

【
補
機
系
冷
却
塔
の
補
修
】
：

　
平
成
１
２
年
度
冷
却
塔
点
検
時
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
、
補
機
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
水
槽
床
面
（
出
入
口
右
側
）
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
剥
離

部
を
補
修

【
冷
却
塔
点
検
】
：

　
外
観
検
査
・
作
動
検
査
（
液
面
ス
イ
ッ
チ
）
・
漏
洩
検
査
…
良

【
ブ
ロ
ワ
点
検
】
：

　
外
観
寸
法
検
査
，
モ
ー
タ
単
体
検
査
（
絶
縁
抵
抗
測
定
・
巻
線
抵
抗
測
定
）
，
組
合
せ
試
験
（
試
運
転
）
…
良

【
補
機
系
冷
却
塔
の
補
修
】
：

　
外
観
検
査
，
漏
洩
検
査
…
良

【
冷
却
塔
本
体
】
：

　
冷
却
塔
防
塵
フ
ィ
ル
タ
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
冷
却
塔
ブ
ロ
ワ
】
：

　
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
，
水
切
り
フ
リ
ン
ガ
ー
，
オ
イ
ル
シ
ー
ル
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
液
面
計

【
空
調
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
】

　
平
成
１
２
年
度
点
検
時
：
水
槽
内
ド
レ
ン
配
管
に
腐
食
あ
り
。
（
補
修
実
施
せ
ず
。
）
水
槽
外
ド
レ
ン
配
管
は
、
管
材
補
修
材

に
て
補
修
作
業
を
実
施
。

　
平
成
１
４
年
度
点
検
時
：
冷
却
塔
内
部
に
あ
る
冷
却
塔
側
面
パ
ネ
ル
の
押
え
板
の
上
部
に
著
し
い
腐
食
が
あ
り
、
一
部
欠

落
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
（
補
修
実
施
せ
ず
。
）

【
補
機
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
】

　
平
成
１
２
年
度
点
検
時
：
下
部
水
槽
床
面
（
出
入
口
右
側
）
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
が
約
１
ｍ
の
範
囲
で
剥
離
（
継
ぎ
目
）
が
発
生
し
て
い

る
。
現
状
で
は
漏
洩
箇
所
が
見
ら
れ
な
い
。
後
日
、
補
修
を
実
施
し
た
。

【
補
機
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】

　
平
成
１
２
年
度
点
検
時
：
冷
却
塔
脚
部
の
錆
を
ケ
レ
ン
後
９
ｔか
ら
５
ｔ位
の
厚
さ
に
な
っ
た
。
現
状
で
の
強
度
は
使
用
上
問

題
な
し
。

【
空
調
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
】
：

　
水
槽
内
ド
レ
ン
配
管
の
交
換
等
（
内
面
Ｆ
Ｒ
Ｐ
処
理
の
た
め
、
対
策
が
必
要
）
。
冷
却
塔
内
部
に
あ
る
冷
却
塔
側
面
パ
ネ
ル

の
押
え
板
の
補
修

【
補
機
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
冷
却
塔
脚
部
の
補
強
等
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表
8－

3（
1／

3）
　
補
機
冷
却
水
設
備
（
配
管
・
弁
・
水
槽
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

点
検
機
器

－

補
機
系
冷
却
塔
出
口
弁
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

空
調
系
冷
却
塔
出
口
弁
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
水
槽

補
機
冷
却
系
保
温
取
替
工
事

－
－

空
気
作
動
弁
（
V
7
6
-
2
8
,2
9
,3
0
,3
1
,3
5
）

手
動
弁
（
V
7
6
-
2
5
,2
6
,2
7
）

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

－

点
検
項
目

－

【
補
機
系
水
槽
】
：

　
補
機
系
水
槽
内
部
の
ヘ
ド
ロ
除
去
，
清
掃

【
冷
却
塔
出
口
弁
】
：

　
補
機
冷
却
塔
及
び
空
調
系
冷
却
塔
出
口
弁
の
取
付
け

【
補
機
冷
却
系
保
温
取
替
工
事
】
：

　
Ａ
－
８
０
２
，
Ｓ
－
１
０
２
の
一
部
保
温
材
の
撤
去
及
び
取
替
工
事
。

－
－

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁
】
：

　
分
解
点
検
，
内
部
の
外
観
・
目
視
点
検

【
空
気
作
動
弁
】
：

　
分
解
点
検
（
清
掃
・
手
入
れ
，
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
・
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
交
換
，
Ｏ
リ
ン
グ
・
各
パ
ッ
キ

ン
の
交
換
，
各
種
消
耗
部
品
の
交
換
）
，
組
立
調
整

【
手
動
弁
】
：

　
点
検
（
清
掃
・
手
入
れ
，
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
の
交
換
）

－

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

－

【
補
機
系
水
槽
】
：

　
作
業
結
果
…
良

【
冷
却
塔
出
口
弁
】
：

　
（
弁
体
）
材
質
・
寸
法
外
観
・
作
動
・
塗
装
・
耐
圧
・
漏
洩
・
液
体
浸

透
探
傷
及
び
ハ
ン
マ
ー
リ
ン
グ
…
良

　
（
現
場
取
付
工
事
）
配
管
切
断
時
の
内
面
の
状
態
，
弁
取
付
け
用

フ
ラ
ン
ジ
溶
接
面
の
液
体
浸
透
探
傷
，
サ
ポ
ー
ト
取
付
状
態
，
水
張

り
（
配
管
漏
洩
）
，
保
温
復
旧
，
総
合
動
作
…
良

【
補
機
冷
却
系
保
温
取
替
工
事
】
：

　
外
観
検
査
…
良

－
－

【
空
気
作
動
弁
】
：

　
分
解
点
検
，
組
立
調
整
，
作
動
試
験
，
漏
洩
試
験
…
良

【
手
動
弁
】
：

　
点
検
，
作
動
試
験
，
漏
洩
試
験
…
良

－

交
換
部
品

－

特
に
な
し

特
に
な
し

－
－

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
空
気
作
動
弁
】
：

　
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
，
Ｏ
リ
ン
グ
，
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
，
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
，
パ
ッ
キ
ン

V
7
6
-
3
5
…
減
圧
弁
，
フ
ィ
ル
タ
ー

手
動
弁
…
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

－

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

－

特
に
な
し

特
に
な
し

－
－

【
空
気
作
動
弁
（
V
7
6
-
2
8
,3
0
）
】
：

　
（
１
）
電
磁
弁
の
作
動
不
良
。
外
部
よ
り
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
で
作
動
良
好
と
な
っ
た
。

　
（
２
）
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｔ
付
近
に
お
い
て
作
動
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
。
シ
ー
ト
及
び
ジ
ス
ク
に
異
物
が
多

量
に
付
着
し
て
い
る
、
ま
た
は
グ
ラ
ン
ド
部
等
に
ジ
ス
ク
シ
ス
テ
ム
が
片
当
り
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

【
空
気
作
動
弁
（
V
7
6
-
3
5
）
】
：

　
容
量
タ
ン
ク
取
付
架
台
・
切
替
え
弁
等
取
付
け
架
台
等
の
腐
食
が
著
し
い
。
錆
止
め
及
び
シ

ル
バ
ー
塗
装
を
実
施
。

－

次
回
反
映
事
項

－

特
に
な
し

特
に
な
し

－
－

【
手
動
弁
】
：

　
ス
テ
ム
カ
バ
ー
の
設
置

　
　
…
機
能
上
問
題
な
い
こ
と
か
ら
、
実
施
し
て
い
な
い
。

　
可
能
で
あ
れ
ば
１
ヶ
月
に
１
回
程
度
の
開
閉
テ
ス
ト
及
び
注
油

　
　
…
開
閉
操
作
前
に
注
油
を
実
施
し
て
い
る
。

【
空
気
作
動
弁
】
：

　
電
磁
弁
・
切
替
え
弁
・
ロ
ッ
ク
ア
ッ
プ
弁
等
の
分
解
点
検
，
１
ヶ
月
に
１
回
程
度
の
作
動
テ
ス
ト
，

弁
全
体
の
分
解
点
検
。

　
　
…
以
降
、
機
能
上
問
題
な
い
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
な
い
。

－
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表
8－

3（
2／

3）
　
補
機
冷
却
水
設
備
（
配
管
・
弁
・
水
槽
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ

補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
定
水
位
弁
補
修

補
機
系
水
槽
定
水
位
弁
更
新

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
逆
止
弁

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ

補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ

Ｄ
／
Ｇ
系
揚
水
ポ
ン
プ
冷
却
水
出
口
弁
（
空
気
作
動
弁
：
V
7
6
-
3
A
,3
B
）

補
機
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ

Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
遮
断
弁
（
Ｖ
７
６
－
３
Ａ
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
逆
止
弁

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽

補
機
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ

空
調
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
２
台
分
）

補
機
系
設
備
空
気
作
動
弁
の
補
修

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
エ
ア
ー
抜
き
配
管
の
補
修

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
水
配
管
の
改
造

【
補
機
系
及
び
空
調
系
ブ
ロ
ー
配
管
の
変
更
】
：

　
付
属
建
家
屋
上
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
槽
の
製
作
，
配
管
ル
ー
ト
変
更

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
清
掃

【
Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交
換

【
補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
定
水
位
弁
補
修
】
：

　
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
の
交
換
，
子
弁
配
管
及
び
空
気
抜
き
配
管
の
交
換

【
補
機
系
水
槽
定
水
位
弁
更
新
】
：

　
定
水
位
弁
及
び
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
の
交
換
，
子
弁
配
管
及
び
空
気
抜
き
配
管
の
更
新

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
塔
（
Ｂ
）
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
清
掃

【
補
機
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
清
掃

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ

【
Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ

【
補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ

【
Ｄ
／
Ｇ
系
揚
水
ポ
ン
プ
冷
却
水
出
口
弁
】
：

　
出
口
弁
の
取
外
し
・
梱
包
・
取
付
（
東
興
機
械
請
負
）
，

　
分
解
点
検
（
本
山
製
作
所
請
負
）

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
】
：

　
仮
設
水
槽
設
置
，
各
水
槽
内
清
掃
及
び
点
検
，
液
面
計
の
実
液
校
正
，
試
験
検
査

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ

【
補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交
換
，
Ｙ
型
ス
ト
レ
ー
ナ
の
新
設

【
Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
，
部
品
交
換
，
Ｙ
型
ス
ト
レ
ー
ナ
の
新
設

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
遮
断
弁
（
Ｖ
７
６
－
３
Ａ
）
】
：

　
シ
ー
ト
面
機
械
加
工
及
び
摺
り
合
せ
，
バ
ル
ブ
ジ
ス
ク
の
は
め
込
み
部
分
の
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
の
機
械
加
工
，
部
品
交
換

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
】
：

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
内
部
の
点
検
，
ろ
過
水
配
管
の
更
新

【
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
全
共
通
）
】
：

　
点
検
・
清
掃

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ

【
補
機
系
設
備
空
気
作
動
弁
の
補
修
】
：

　
Ｖ
７
６
－
２
９
，
３
０
，
３
１
弁
の
補
修
・
分
解
点
検
・
部
品
交
換

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
配
管
の
補
修
】
：

　
２
号
Ｄ
／
Ｇ
側
エ
ア
ー
抜
き
配
管
及
び
保
温
材
の
補
修

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
水
配
管
の
改
造
】
：

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
の
点
検
の
際
の
試
運
転
が
長
時
間
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

主
冷
却
機
建
家
内
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
室
に
設
置
し
て
あ
る
、
冷
却
水
槽
の
主
配
管
に

バ
イ
パ
ス
ラ
イ
ン
を
取
り
付
け
た
も
の
。

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
補
機
系
及
び
空
調
系
ブ
ロ
ー
配
管
の
変
更
】
：

　
外
観
検
査
（
漏
水
検
査
含
む
）
，
寸
法
検
査
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
フ
ィ
ル
タ
ー
（
外
観
・
分
解
・
掃
除
）
…
良
好

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
定
水
位
弁
補
修
】
：

　
外
観
検
査
，
漏
洩
試
験
，
動
作
試
験
…
良

【
補
機
系
水
槽
定
水
位
弁
更
新
】
：

　
外
観
検
査
，
漏
洩
試
験
，
動
作
試
験
…
良

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
外
観
検
査
・
漏
洩
検
査
・
作
動
検
査
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
冷
却
塔
（
Ｂ
）
】
：

　
フ
ィ
ル
タ
ー
（
外
観
検
査
，
分
解
・
掃
除
）
…
良
好

【
Ｄ
／
Ｇ
系
揚
水
ポ
ン
プ
冷
却
水
出
口
弁
】
：

　
作
動
検
査
，
漏
洩
検
査
…
良
好

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
外
観
検
査
・
漏
洩
検
査
・
作
動
検
査
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
】
：

　
目
視
検
査
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
遮
断
弁
（
Ｖ
７
６
－
３
Ａ
）
】
：

　
作
動
テ
ス
ト
，
弁
座
洩
れ
テ
ス
ト
，
気
密
テ
ス
ト
…
良

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
外
観
検
査
・
漏
洩
検
査
・
作
動
検
査
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
】
：

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
水
槽
内
部
の
清
掃
実
施
，
ろ
過
水
配
管
の
漏
洩
検
査
…
良

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
外
観
検
査
・
漏
洩
検
査
・
作
動
検
査
…
良

【
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
全
共
通
）
】

　
外
観
検
査
・
漏
洩
確
認
…
良

【
補
機
系
設
備
空
気
作
動
弁
の
補
修
】
：

　
外
観
検
査
，
作
動
検
査
，
漏
洩
検
査
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
配
管
の
補
修
】
：

　
外
観
検
査
，
漏
洩
検
査
，
浸
透
探
傷
試
験
検
査
…
良

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却
水
配
管
の
改
造
】
：

　
外
観
検
査
，
寸
法
検
査
，
Ｐ
Ｔ
検
査
，
機
能
検
査
…
良

【
Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
】
：

　
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
弁
一
式
（
本
体
・
パ
ッ
キ
ン
・
レ
ジ
ュ
ー
サ
・
ニ
ッ
プ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
）

【
補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
】
：

　
パ
ッ
キ
ン

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
定
水
位
弁
補
修
】
：

　
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ
，
バ
ル
ブ
，
エ
ル
ボ
，
ユ
ニ
オ
ン
，
チ
ー
ズ
，
保
温
材

【
補
機
系
水
槽
定
水
位
弁
更
新
】
：

　
定
水
位
弁
，
バ
ル
ブ
，
エ
ル
ボ
，
ユ
ニ
オ
ン
，
チ
ー
ズ
，
保
温
材

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
】
：

　
配
管
サ
ポ
ー
ト

【
補
機
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
パ
ッ
キ
ン
・
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
・
Ｙ
型
ス
ト
レ
ー
ナ

【
Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
・
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
パ
ッ
キ
ン
・
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
・
Ｙ
型
ス
ト
レ
ー
ナ

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
遮
断
弁
（
Ｖ
７
６
－
３
Ａ
）
】
：

　
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
補
機
系
設
備
空
気
作
動
弁
の
補
修
】
：

　
空
気
制
御
用
銅
配
管
，
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
，
グ
リ
ー
ス
，
Ｏ
リ
ン
グ

【
Ｄ
／
Ｇ
系
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
】
：

　
本
体
内
部
の
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ナ
及
び
バ
イ
パ
ス
ス
ト
レ
ー
ナ
が
、
水
垢
及
び
ヘ
ド
ロ
の

付
着
に
よ
り
ス
ト
レ
ー
ナ
メ
ッ
シ
ュ
が
目
詰
ま
り
の
状
態
だ
っ
た
。
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

特
に
な
し

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
】
：

　
水
槽
の
天
井
に
布
設
し
て
あ
る
配
管
サ
ポ
ー
ト
が
腐
食
し
て
落
下
し
た
た
め
、
新
規
の

サ
ポ
ー
ト
を
取
り
付
け
た
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
遮
断
弁
（
Ｖ
７
６
－
３
Ａ
）
】
：

　
９
２
年
８
月
に
整
備
が
行
わ
れ
た
弁
。
９
３
年
１
１
月
に
作
動
不
具
合
が
発
生
、
弁
開
度

約
１
０
％
で
停
止
。
手
動
操
作
し
て
も
動
か
な
っ
た
た
め
、
分
解
点
検
を
実
施
し
た
。

【
補
機
系
設
備
空
気
作
動
弁
の
補
修
】
：

　
Ｖ
７
６
－
２
９
弁
（
圧
縮
空
気
供
給
系
入
口
遮
断
弁
）
の
ス
リ
ー
ブ
に
損
傷
。
補
修
を
実

施
、
当
た
り
面
に
テ
フ
ロ
ン
ス
リ
ー
ブ
を
取
り
付
け
て
組
立
て
た
。
作
動
状
態
は
良
好
で
あ

る
。

【
Ｄ
／
Ｇ
水
槽
補
給
水
ラ
イ
ン
弁
】
：

　
点
検
周
期
を
短
く
し
て
、
定
期
的
に
弁
本
体
及
び
配
管
内
部
の
点
検
と
清
掃
の
実
施

　
　
…
機
能
上
問
題
な
い
こ
と
か
ら
、
実
施
し
て
い
な
い
。

特
に
な
し

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
水
槽
】
：

　
１
～
２
年
内
更
新
か
錆
落
と
し
塗
装
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
（
マ
ン
ホ
ー
ル
周
辺

の
養
生
金
具
・
冷
却
水
戻
り
配
管
・
ポ
ン
プ
サ
ク
シ
ョ
ン
の
揚
水
管
な
ど
の
腐
食
）
ま
た
、

清
掃
治
具
・
用
具
な
ど
の
改
良
工
夫
が
必
要
。

　
　
…
次
回
の
定
期
点
検
に
て
反
映
す
る
。

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
水
遮
断
弁
（
Ｖ
７
６
－
３
Ａ
）
】
：

　
バ
ル
ブ
ジ
ス
ク
以
外
の
部
品
摩
耗
・
変
形
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
ブ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
の

予
備
品
購
入
。

　
　
…
機
能
上
問
題
な
く
動
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
備
品
の
購
入
は
行
っ
て
い
な
い
。

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
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表
8－

3（
3／

3）
　
補
機
冷
却
水
設
備
（
配
管
・
弁
・
水
槽
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
逆
止
弁

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

補
機
系
水
槽

補
機
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ

空
調
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
２
台
分
）

空
調
冷
却
系
補
機
架
台
及
び
配
管
カ
バ
ー
等
の
補
修

補
機
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
、
空
調
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
２
台
分
）

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁
、
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁
、
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁
、
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁

補
機
系
・
空
調
系
冷
却
塔
出
口
配
管
の
補
修

冷
却
水
配
管
の
製
作

空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁
点
検
、
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁
点
検

補
機
系
設
備
の
保
温
材
取
外
・
復
旧

冷
却
水
配
管
の
補
修

補
機
冷
却
系
空
気
作
動
弁
駆
動
部
の
交
換

【
補
機
系
水
槽
】
：

　
仮
設
ホ
ー
ス
の
布
設
･復
旧
・
納
入
，
補
機
系
水
槽
内
の
点
検
，
液
面
計
の
整
備
，
冷
却
塔
出
口

温
度
計
（
Ｔ
Ｅ
７
６
－
７
）
移
設
，
定
水
位
弁
及
び
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
の
点
検

【
補
機
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
点
検
・
清
掃

【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
点
検
・
清
掃

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
２
台
分
）
】
：

　
点
検
・
清
掃

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
補
修
塗
装

【
空
調
冷
却
系
補
機
架
台
及
び
配
管
カ
バ
ー
等
の
補
修
】
：

　
機
器
等
の
架
台
補
修
・
塗
装
，
旧
廃
棄
物
処
理
建
家
用
の
配
管
撤
去
，
冷
却
水
配
管
の
水
漏
れ

カ
バ
ー
製
作
・
設
置

【
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
(全
共
通
）
】
：

　
点
検
・
清
掃

【
補
機
系
・
空
調
系
冷
却
塔
出
口
配
管
の
補
修
】
：

　
平
成
１
４
年
度
の
冷
却
塔
点
検
時
に
実
施

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
内
部
点
検
，
清
掃
・
手
入
れ
・
補
修
塗
装

【
冷
却
水
配
管
の
製
作
】
：

　
廃
ガ
ス
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
へ
の
緊
急
補
給
水
ラ
イ
ン
用
冷
却
水
配
管
の
製
作
，
同
仮
設
ホ
ー
ス
の
補
修

【
補
機
系
設
備
の
保
温
材
取
外
・
復
旧
】
：

　
補
機
冷
却
水
系
設
備
の
配
管
、
バ
ル
ブ
及
び
ス
ト
レ
ー
ナ
等
の
保
温
材
内
の
雨
水
滲
入
に
よ
っ
て
腐
食
し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
保
温
材
の
取
外
・
復
旧
、
防
水
塗
装
を
実
施
し
た
。
配
管
の
肉

厚
測
定
は
、
測
定
器
を
用
い
て
ＪＮ
Ｃ
が
行
っ
た
。

【
冷
却
水
配
管
の
補
修
】
：

　
「
補
機
系
設
備
の
保
温
材
取
外
・
復
旧
」
に
て
不
具
合
が
あ
っ
た
配
管
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
ス
ト
レ
ー
ナ
入
口
配
管
及
び
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
２
号
機
）
水
槽
オ
ー
バ
フ
ロ
配
管
）
，
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ａ
・
Ｂ
）
出
口

配
管
の
交
換
。

【
補
機
冷
却
系
空
気
作
動
弁
駆
動
部
の
交
換
】
：

　
補
機
系
・
空
調
系
冷
却
塔
入
口
弁
（
４
台
）
及
び
補
助
水
槽
緊
急
流
出
弁
の
駆
動
部
及
び
付
属
品
交
換
，
ボ
リ
ュ
ー
ム
タ
ン
ク
の
据
付

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁
点
検
】
：

　
逆
止
弁
の
分
解
点
検
（
逆
止
弁
の
動
作
不
良
の
原
因
と
な
る
痕
跡
を
調
査
。
可
動
部
の
整
備
）

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁
点
検
】
：

　
逆
止
弁
の
分
解
点
検
（
逆
止
弁
の
動
作
不
良
の
原
因
と
な
る
痕
跡
を
調
査
。
可
動
部
の
整
備
）
そ
の
後
、
平
成
１
４
年
２
月
～
３
月
に
実
施
さ
れ
た
補
機
冷
却
水
設
備
ポ
ン
プ
点
検
で
、
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
逆
止
弁
（
２
式
）
の
交
換

を
実
施
し
た
。

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
外
観
検
査
・
漏
洩
検
査
・
作
動
検
査
…
良

【
補
機
系
水
槽
】
：

　
外
観
検
査
，
性
能
検
査
，
動
作
検
査
，
漏
洩
検
査
…
良

【
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
全
共
通
）
】

　
外
観
検
査
・
漏
洩
確
認
…
良

【
空
調
冷
却
系
補
機
架
台
及
び
配
管
カ
バ
ー
等
の
補
修
】
：

　
外
観
検
査
，
寸
法
検
査
…
良

【
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
（
全
共
通
）
】

　
外
観
検
査
・
漏
洩
確
認
…
良

【
冷
却
塔
出
口
配
管
の
補
修
（
全
共
通
）
】

　
外
観
検
査
・
材
料
検
査
・
浸
透
探
傷
検
査
・
耐
圧
漏
洩
検
査
・
据
付
検
査
…
良

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
外
観
検
査
・
漏
洩
検
査
・
作
動
検
査
…
良

【
冷
却
水
配
管
の
製
作
】
：

　
外
観
検
査
，
浸
透
探
傷
検
査
，
耐
圧
確
認
…
良

【
補
機
系
設
備
の
保
温
材
取
外
・
復
旧
】
：

　
外
観
検
査
…
良

【
冷
却
水
配
管
の
補
修
】
：

　
材
料
検
査
，
外
観
検
査
，
寸
法
検
査
，
浸
透
探
傷
検
査
，
漏
洩
検
査
…
良

【
補
機
冷
却
系
空
気
作
動
弁
駆
動
部
の
交
換
】
：

　
寸
法
検
査
，
外
観
検
査
，
気
密
検
査
，
弁
座
漏
洩
検
査
，
作
動
検
査
，
作
動
時
間
，
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
作
動
検
査
，
第
２
種
圧
力
容
器
の
検
定
（
ボ
リ
ュ
ー
ム
タ
ン
ク
）
…
良

【
空
調
系
ブ
ロ
ー
配
管
の
補
修
】
：

　
材
料
検
査
，
外
観
検
査
，
据
付
検
査
，
Ｐ
Ｔ
検
査
，
漏
洩
検
査
…
良

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
補
機
系
水
槽
】
：

　
補
機
系
水
槽
定
水
位
弁
の
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム

【
冷
却
塔
出
口
配
管
の
補
修
（
全
共
通
）
】
：

　
冷
却
塔
出
口
配
管
，
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
逆
止
弁
（
全
共
通
）
】
：

　
ガ
ス
ケ
ッ
ト

【
冷
却
水
配
管
の
補
修
】
：

　
配
管
，
フ
ラ
ン
ジ
類

【
補
機
冷
却
系
空
気
作
動
弁
駆
動
部
の
交
換
】
：

　
駆
動
部
（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
）
，
付
属
品
（
フ
ィ
ル
タ
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
，
電
磁
弁
，
四
方
切
換
弁
，
ル
ブ
リ
ゲ
ー
タ
，
チ
ャ
ッ
キ
弁
，
ボ
リ
ュ
ー
ム
タ
ン
ク
，
ス
ト
ッ
プ
弁
，
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
）

特
に
な
し

【
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
逆
止
弁
】
：

　
逆
止
弁
の
分
解
時
に
ス
イ
ン
グ
レ
バ
ー
を
手
動
に
て
引
き
上
げ
て
動
作
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
ス
イ
ン
グ
レ
バ
ー
全
開
直
前
に
て
、
ス
イ
ン
グ
レ
バ
ー
が
重
く
感
じ
ら
れ
た
。
ス
イ
ン
グ
レ
バ
ー
の
動
き
が
悪
く
な
っ
た
原
因
と
し
て
は
、
ヒ
ン

ジ
ピ
ン
部
に
異
物
が
噛
み
込
ん
で
い
た
た
め
に
、
ス
イ
ン
グ
レ
バ
ー
が
重
く
感
じ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
。
（
手
入
れ
実
施
）

【
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
逆
止
弁
（
交
換
前
）
】
：

　
（
１
）
逆
止
弁
本
体
内
部
に
打
痕
（
上
側
２
箇
所
・
下
側
１
箇
所
）
が
あ
っ
た
。
原
因
は
、
ポ
ン
プ
起
動
時
に
吐
出
水
圧
に
よ
り
弁
体
が
全
開
に
な
る
瞬
間
、
弁
体
外
面
上
部
が
本
体
内
部
左
右
の
上
部
に
当
た
っ
た
り
、
逆
止
弁
本
体
内

部
と
弁
体
外
側
上
部
に
接
触
し
て
打
痕
が
で
き
た
も
の
と
推
測
。
ま
た
、
当
た
る
と
共
に
「
開
」
時
に
デ
ィ
ス
ク
が
弁
体
に
当
た
る
音
が
す
る
。
当
面
の
間
、
逆
止
弁
の
機
能
上
問
題
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
２
）
弁
体
摺
動
部
と
接
続
ピ
ン
の
固
着
が
あ
り
、
接
続
ピ
ン
が
引
抜
き
で
き
な
い
。
現
状
の
ま
ま
点
検
を
行
い
、
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
補
機
冷
却
系
空
気
作
動
弁
駆
動
部
の
交
換
】
：

　
交
換
後
の
作
動
検
査
に
お
い
て
、
補
助
水
槽
緊
急
流
出
弁
の
「
開
→
閉
」
の
時
間
が
遅
い
。
（
他
は
８
秒
台
で
、
こ
の
弁
は
１
４
秒
。
）
弁
シ
ー
ト
面
に
ス
ケ
ー
ル
が
付
着
し
、
作
動
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

特
に
な
し

【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
錆
止
等
の
対
策

【
補
機
系
冷
却
塔
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
錆
止
等
の
対
策

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ａ
）
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
錆
止
等
の
対
策

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
冷
却
塔
（
Ｂ
）
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
】
：

　
錆
止
等
の
対
策

資料3.5－1（表）
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表
8－

4（
1／

2）
　
補
機
冷
却
水
設
備
（
制
御
盤
・
計
装
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

点
検
機
器

－

補
冷
温
度
記
録
計
の
補
修

補
冷
保
護
作
動
試
験
（
Ｐ
Ｎ
Ｃ
作
業
）

補
機
冷
却
系
シ
ー
ケ
ン
ス
改
造
工
事

補
機
冷
却
水
系
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
付
属
2
C
-

1
C
/
C
・
2
D
-
1
C
/
C
，
主
冷
2
C
C
/
C
・
2
D
C
/
C
，
手
元

操
作
盤
）

補
機
系
及
び
空
調
系
イ
ン

バ
ー
タ
盤
設
置
(冷
却
塔
更

新
工
事
に
伴
う
）

補
機
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計

の
更
新
（
超
音
波
流
量
計
へ

変
更
）

空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計

の
更
新
（
超
音
波
流
量
計
へ

変
更
)

補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
盤

－

点
検
項
目

－

【
補
冷
温
度
記
録
計
の
補
修
】
：

　
P
B
R
-
2
0
6
/
1
6
E
（
理
化
電
機
工
業
製
）
記
録
計
か

ら
誤
警
報
を
出
す
た
め
の
補
修

【
補
冷
保
護
作
動
試
験
】
：

　
（
１
）
優
先
機
及
び
低
電
圧
に
よ
る
予
備
機
の
自
動

起
動
　
（
２
）
過
負
荷
に
よ
る
予
備
機
の
自
動
起
動

【
補
機
冷
却
系
シ
ー
ケ
ン
ス
改
造
工
事
】
：

　
補
機
冷
却
系
計
装
盤
～
原
子
炉
付
属
建
家
２
Ｃ
－

１
C
/
C
及
び
原
子
炉
付
属
建
家
２
Ｄ
－
１
C
/
C
，
原
子

炉
付
属
建
家
２
Ｃ
－
１
C
/
C
～
原
子
炉
付
属
建
家
２

Ｄ
－
１
C
/
C
，
補
機
冷
却
系
計
装
盤
～
主
冷
却
機
建

家
２
Ｃ
C
/
C
及
び
主
冷
却
機
建
家
２
Ｄ
C
/
C
，
主
冷

却
機
建
家
２
Ｃ
C
/
C
～
主
冷
却
機
建
家
２
Ｄ
C
/
C
の

配
線
付
設
（
停
止
・
自
動
・
運
転
の
Ｃ
Ｏ
Ｓ
追
加
）
，
展

開
接
続
図
（
シ
ー
ケ
ン
ス
）
の
変
更

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
点
検
】
：

　
外
観
目
視
，
清
掃
・
ネ
ジ
部
増
締
め
，
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
類
の
分
解
点
検
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
サ
ー
マ
ル

リ
レ
ー
性
能
試
験
，
タ
イ
マ
ー
リ
レ
ー
，
指
示
計
校
正

－
－

【
イ
ン
バ
ー
タ
盤
】
：

　
停
止
ホ
ー
ル
ド
回
路
不
具
合
修
理

－

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

－

【
補
冷
温
度
記
録
計
の
補
修
】
：
動
作
確
認
…
良

【
補
冷
保
護
作
動
試
験
】
：
試
験
結
果
…
良

【
補
機
冷
却
系
シ
ー
ケ
ン
ス
改
造
工
事
】
：

　
絶
縁
抵
抗
測
定
…
良

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
点
検
】
：

　
外
観
目
視
，
清
掃
・
ネ
ジ
部
増
締
め
，
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
類
の
分
解
点
検
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
サ
ー
マ
ル

リ
レ
ー
性
能
試
験
，
タ
イ
マ
ー
リ
レ
ー
，
指
示
計
校
正

…
良

－
－

【
イ
ン
バ
ー
タ
盤
】
：

　
提
出
完
成
図
書
…
合
格

－

交
換
部
品

－

特
に
な
し

特
に
な
し

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
点
検
】
：

　
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

補
機
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計

（
冷
却
塔
更
新
に
伴
う
）

　
出
口
流
量
計
を
校
正
の
難

し
い
オ
リ
フ
ィ
ス
流
量
計
か
ら

超
音
波
流
量
計
に
変
更
し

た
。

空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計

　
補
機
系
冷
却
塔
出
口
流
量

計
に
引
き
続
き
、
出
口
流
量

計
を
校
正
の
難
し
い
オ
リ
フ
ィ

ス
流
量
計
か
ら
超
音
波
流
量

計
に
変
更
し
た
。

－
－

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

－

特
に
な
し

特
に
な
し

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
点
検
】
：

　
（
１
）
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
類
の
接
点
磨
耗
…
削
整
し
た
。

　
（
２
）
操
作
箱
塗
装
の
剥
離
…
補
修
塗
装
実
施
。

－
－

－
－

次
回
反
映
事
項

－

特
に
な
し

特
に
な
し

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
点
検
】
：

　
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
類
の
予
備
接
点
の
購
入

　
　
…
予
備
品
を
保
有
し
て
い
た
。
（
第
１
１
回
定
期
検

査
中
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
電
気

品
交
換
を
実
施
。
）

【
冷
却
塔
更
新
】

　
冷
却
塔
更
新
に
伴
い
、
補
機
系
・
空
調
系
冷
却
塔

ブ
ロ
ワ
の
駆
動
方
式
を
イ
ン
バ
ー
タ
化
す
る
。

【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量

計
】
　
次
回
定
検
時
に
オ
リ
フ
ィ
ス

流
量
計
か
ら
超
音
波
流
量
計

に
更
新

－
－

－

資料3.5－1（表）
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表
8－

4（
2／

2）
　
補
機
冷
却
水
設
備
（
制
御
盤
・
計
装
関
連
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

－

補
機
冷
却
水
設
備
監
視
ラ
イ
ン
敷
設

補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置

空
調
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
気
品
の
交
換

補
機
冷
却
塔
出
入
口
温
度
計
電
線
管
の
交
換

空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計
の
補
修
（
平
成
７
・
８
年
度
実
施
）

流
量
計
の
設
置
及
び
ケ
ー
ブ
ル
布
設

空
調
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

空
調
系
冷
却
塔
出
口
超
音
波
流
量
計

補
機
系
冷
却
塔
出
口
超
音
波
流
量
計

補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
出
口
超
音
波
流
量
計

空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
出
口
超
音
波
流
量
計

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
（
１
号
機
側
）
超
音
波
流
量
計

デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
（
２
号
機
側
）
超
音
波
流
量
計

補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置

補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置

空
調
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）

 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
更
新

空
調
系
冷
却
塔
出
口
温
度
計
の
移
設

－

【
補
機
冷
却
水
設
備
監
視
ラ
イ
ン
敷
設
】
：

　
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
・
空
調
系
循
環
ポ
ン
プ
の
Ｍ

Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ａ
ラ
イ
ン
敷
設
，
補
機
系
水
槽
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル

系
水
槽
の
超
音
波
液
面
計
の
設
置

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
補
機
冷
却
系
制
御
盤
に
設
置
し
て
あ
る
警
報
装
置
の
点
検

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
外
観
目
視
点
検
，
清
掃
・
ネ
ジ
締
付
状
態
確
認
，
部
品
交
換
，
計
器
校
正

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
気
品
交
換
】
：

　
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
電
気
品
交
換

【
補
機
冷
却
塔
出
入
口
温
度
計
電
線
管
の
交
換
】
：

　
温
度
計
と
現
場
監
視
盤
間
の
電
線
管
交
換

【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計
の
補
修
】
：

　
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
超
音
波
流
量
計
の
指
示
不
良
。
設
定
変
更

【
流
量
計
の
設
置
及
び
ケ
ー
ブ
ル
布
設
】
：

　
Ｓ
－
１
０
２
室
へ
流
量
計
及
び
検
出
器
の
設
置
，
補
機
冷
却
水
計
装
盤
か
ら
流
量

計
用
電
源
の
分
岐

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
／
平
成
９
年
度
実
施
】
：

　
外
観
目
視
点
検
，
清
掃
・
ネ
ジ
締
付
状
態
確
認
，
部
品
交
換
，
計
器
校
正

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
／
平
成
１
０
年
度
実
施
】
：

　
計
装
機
器
の
交
換

【
流
量
計
点
検
】
：

　
検
出
器
の
絶
縁
測
定
，
変
換
器
の
目
視
点
検
・
増
締
め
・
清
掃
・
電
圧
測
定
・
波
形

測
定
・
出
力
特
性
試
験
・
監
視
機
能
点
検
・
設
定
定
数
表
確
認
，
指
示
計
の
較
正

（
流
量
計
の
出
力
線
よ
り
模
擬
入
力
を
印
加
）

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
補
機
冷
却
系
制
御
盤
に
設
置
し
て
あ
る
警
報
装
置
の
点
検
，
流
量
指
示
計
の
交

換

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
補
機
冷
却
系
制
御
盤
に
設
置
し
て
あ
る
警
報
装
置
の
点
検

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
更
新
】
：

　
補
機
冷
却
水
設
備
ポ
ン
プ
及
び
ブ
ロ
ワ
の
（
東
芝
製
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
内
ユ

ニ
ッ
ト
の
更
新

【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
温
度
計
の
移
設
】
：

　
付
属
建
家
屋
上
に
設
置
し
て
い
る
、
空
調
系
冷
却
塔
出
口
温
度
計
と
同
温
度
検

出
器
を
ウ
ェ
ル
よ
り
外
し
て
入
れ
替
え
た
作
業
。

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
外
観
目
視
点
検
，
清
掃
・
ネ
ジ
締
付
状
態
確
認
，
部
品
交
換
，
計
器
校
正

－

【
補
機
冷
却
水
設
備
監
視
ラ
イ
ン
敷
設
】
：

　
外
観
検
査
，
導
通
検
査
，
絶
縁
抵
抗
測
定
検
査
，

作
動
検
査
…
良

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
外
観
・
構
造
検
査
，
電
源
電
圧
変
動
検
査
，
警
報
動
作
検
査
，
フ
リ
ッ
カ
ー
周
期
検

査
，
最
小
入
力
時
間
検
査
，
操
作
入
力
の
誤
動
作
,消
費
電
流
検
査
，
イ
ニ
シ
ャ
ル

セ
ッ
ト
検
査
，
最
小
操
作
時
間
検
査
…
良
　
，
　
電
磁
リ
レ
ー
抵
抗
値
検
査
…
問
題
あ

り 【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
外
観
目
視
点
検
，
ネ
ジ
締
付
状
態
確
認
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
静
特
性
試
験
（
保
護

装
置
・
タ
イ
マ
ー
設
定
値
確
認
・
入
力
電
圧
確
認
・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
）
，
電
圧
発
生

試
験
，
運
転
確
認
…
良

指
示
計
器
校
正
試
験
…
良

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
気
品
交
換
】
：

　
外
観
検
査
，
電
気
試
験
（
絶
縁
抵
抗
値
測
定
・
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
作
動
試
験
）
，
作

動
試
験
…
良

【
補
機
冷
却
塔
出
入
口
温
度
計
電
線
管
の
交
換
】
：

　
導
通
検
査
，
指
示
値
確
認
…
良

【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計
の
補
修
】
：

　
検
出
器
の
目
視
検
査
・
防
水
処
理
，
変
換
器
の
目
視
点
検
・
増
締
め
・
清
掃
・
電
圧

測
定
・
波
形
測
定
・
出
力
特
性
試
験
・
監
視
機
能
点
検
・
設
定
定
数
表
確
認
…
良

【
流
量
計
の
設
置
及
び
ケ
ー
ブ
ル
布
設
】
：

　
外
観
検
査
，
導
通
検
査
，
絶
縁
抵
抗
値
測
定
検
査
…
良

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
／
平
成
９
年
度
実
施
】
：

　
外
観
目
視
点
検
，
ネ
ジ
締
付
状
態
確
認
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
静
特
性
試
験
（
保
護

装
置
・
タ
イ
マ
ー
設
定
値
確
認
・
入
力
電
圧
確
認
・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
）
，
電
圧
発
生

試
験
，
運
転
確
認
…
良

指
示
計
器
校
正
試
験
…
良

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
／
平
成
１
０
年
度
実
施
】
：

　
外
観
検
査
，
導
通
検
査
，
単
体
性
能
検
査
，
総
合
機
能
検
査
…
良

【
流
量
計
点
検
】
：

　
検
出
器
の
絶
縁
測
定
，
変
換
器
の
目
視
点
検
・
増
締
め
・
清
掃
・
電
圧
測
定
・
波
形

測
定
・
出
力
特
性
試
験
・
監
視
機
能
点
検
・
設
定
定
数
表
確
認
…
良
　
，
指
示
計
の

較
正
…
一
部
特
性
不
良

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
外
観
・
構
造
検
査
，
電
源
電
圧
変
動
検
査
，
警
報
動
作
検
査
，
フ
リ
ッ
カ
ー
周
期
検

査
，
最
小
入
力
時
間
検
査
，
操
作
入
力
の
誤
動
作
,消
費
電
流
検
査
，
イ
ニ
シ
ャ
ル

セ
ッ
ト
検
査
，
電
磁
リ
レ
ー
抵
抗
値
検
査
，
最
小
操
作
時
間
検
査
，
指
度
試
験
（
流
量

指
示
計
）
…
良

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
外
観
・
構
造
検
査
，
電
源
電
圧
変
動
検
査
，
警
報
動
作
検
査
，
フ
リ
ッ
カ
ー
周
期
検

査
，
最
小
入
力
時
間
検
査
，
操
作
入
力
の
誤
動
作
,消
費
電
流
検
査
，
イ
ニ
シ
ャ
ル

セ
ッ
ト
検
査
，
電
磁
リ
レ
ー
抵
抗
値
検
査
，
最
小
操
作
時
間
検
査
…
良

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
更
新
】
：

　
外
観
・
配
線
検
査
，
操
作
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
耐
電
圧
試
験
…

良 【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
温
度
計
の
移
設
】
：

　
外
観
点
検
，
漏
洩
検
査
…
良

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
外
観
目
視
点
検
，
ネ
ジ
締
付
状
態
確
認
，
絶
縁
抵
抗
測
定
，
静
特
性
試
験
（
保
護

装
置
・
タ
イ
マ
ー
設
定
値
確
認
・
入
力
電
圧
確
認
・
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
）
，
電
圧
発
生

試
験
，
運
転
確
認
…
良

　
指
示
計
器
校
正
試
験
…
良
（
一
部
否
あ
り
：
定
格
付
近
で
判
定
値
以
内
に
入
る
よ

う
に
調
整
を
実
施
し
た
。
運
用
上
の
問
題
は
な
い
。
）

－

特
に
な
し

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
気
品
交
換
】
：

　
Ｎ
Ｆ
Ｂ
，
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
，
変
流
器
，
操
作
ハ
ン
ド
ル

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
交
流
電
圧
計
，
交
流
電
流
計

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
／
平
成
９
年
度
実
施
】
：

　
タ
イ
マ
ー
，
ソ
ケ
ッ
ト

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
／
平
成
１
０
年
度
実
施
】
：

　
電
子
指
示
調
節
計
，
測
温
抵
抗
体
変
換
器
，
電
圧
－
電
流
変
換
器
，
警
報
設
定

器
，
タ
イ
マ
ー
リ
レ
ー
，
制
御
リ
レ
ー
，
電
磁
接
触
器
，
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
，
Ｃ
Ｒ
複
合

サ
ー
ジ
キ
ラ
ー
，
冷
却
フ
ァ
ン
，
ヒ
ュ
ー
ズ

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
ア
ラ
ー
ム
ユ
ニ
ッ
ト
，
Ｉ／
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト
，
ブ
ザ
ー
，
空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
指
示

計
，
補
機
系
冷
却
塔
出
力
流
量
指
示
計

【
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
更
新
】
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
内
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
）

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：
イ
ン
バ
ー
タ
主
回
路
コ
ン

デ
ン
サ
，
イ
ン
バ
ー
タ
冷
却
フ
ァ
ン
，
盤
内
冷
却
フ
ァ
ン

－

特
に
な
し

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
ア
ナ
ン
シ
ェ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
計
算
機
出
力
リ
レ
ー
の
接
触
抵
抗
が
規
定
値
を

超
過
し
て
い
る
の
が
半
数
以
上
あ
っ
た
。
（
点
検
で
は
交
換
せ
ず
。
動
作
中
。
）

【
空
調
系
冷
却
塔
出
口
流
量
計
の
補
修
】
：

　
配
管
内
に
空
気
が
混
入
し
た
た
め
、
指
示
値
が
ホ
ー
ル
ド
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

（
ポ
ン
プ
切
換
後
に
空
気
混
入
は
無
く
な
っ
た
。
）

【
補
機
冷
却
塔
出
口
流
量
指
示
計
】
：

　
指
示
計
の
較
正
に
て
、
許
容
誤
差
範
囲
（
±
１
．
５
％
）
を
外
れ
て
い
る
。
（
流
量
を

測
定
す
る
上
で
超
音
波
流
量
計
自
体
の
運
転
に
は
問
題
な
い
の
で
、
良
好
と
判

断
。
）

【
空
調
系
補
給
水
ポ
ン
プ
出
口
超
音
波
流
量
計
】
：

　
表
示
操
作
部
不
良
。
（
支
障
な
し
と
判
断
）

【
デ
ィ
ー
ゼ
ル
系
超
音
波
流
量
計
（
２
号
機
側
）
】
：

　
表
示
操
作
部
不
良
。
（
支
障
な
し
と
判
断
）

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
交
流
電
圧
計
・
交
流
電
流
計
が
判
定
基
準
値
外
（
０
調
整
不
良
や
フ
ル
ス
ケ
ー
ル

時
不
良
）
、
点
検
で
は
交
換
を
実
施
せ
ず
。

－

特
に
な
し

【
補
機
冷
却
系
制
御
盤
警
報
装
置
】
：

　
ア
ナ
ン
シ
ェ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
計
算
機
出
力
用
リ
レ
ー
の
交
換
，
ユ
ニ
ッ
ト
内
部

の
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
交
換

　
　
…
第
１
２
回
定
期
検
査
中
に
実
施
し
た
点
検
で
（
Ｉ／
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト
の
）
交
換
を
実

施
し
た
。

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
盤
内
の
各
リ
レ
ー
・
タ
イ
マ
ー
の
交
換

　
　
…
第
１
２
回
定
期
検
査
中
に
実
施
し
た
点
検
で
交
換
を
実
施
し
た
。

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
主
回
路
コ
ン
デ
ン
サ
の
取
替
（
取
替
の
際
、
現
地
交
換
は
不
可
。
）
ま
た
は
、
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル

　
…
第
１
３
回
定
期
検
査
中
に
実
施
し
た
点
検
で
交
換
を
実
施
し
た
。

【
超
音
波
流
量
計
】
：

　
補
機
冷
却
塔
出
口
流
量
指
示
計
・
補
機
系
揚
水
ポ
ン
プ
出
口
流
量
計
の
交
換
，

変
換
器
の
プ
リ
ン
ト
基
板
交
換
（
空
調
系
冷
却
塔
出
口
・
補
機
冷
却
塔
出
口
・
補
機

系
揚
水
ポ
ン
プ
出
口
の
各
超
音
波
流
量
計
の
み
）
，
メ
モ
リ
ー
保
護
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の

交
換

【
空
調
系
及
び
補
機
系
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
盤
（
Ａ
）
・
（
Ｂ
）
】
：

　
交
流
電
流
計
・
交
流
電
圧
計
の
交
換
，
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
プ
リ
ン
ト
板
の
交
換
ま
た

は
イ
ン
バ
ー
タ
本
体
の
交
換
，
イ
ン
バ
ー
タ
冷
却
フ
ァ
ン
・
盤
内
冷
却
フ
ァ
ン
の
交
換

（
交
換
推
奨
部
品
の
交
換
年
数
は
、
完
成
図
書
に
記
載
。
）

資料3.5－1（表）
86

JNC TN9440 2005-003



表
9－

1（
1／

3）
　

.格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
の
冷
却
器
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
１
箇
所
漏
れ
有
り

②
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
再
循
環
冷
却
器
Ｃ
Ｄ
号

機
破
損
有
り
交
換

③
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
K
g/
cm
2
,３
０
分
）
圧
力
降
下
な

し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
な
し

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
３
箇
所
漏
れ
有
り

②
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
目
詰
ま
り
有
り

③
電
磁
弁
の
交
換
（
溶
接
部
Ｐ
Ｔ
，
ﾍ
ﾘｳ
ﾑ
ﾘｰ
ｸ
試
験
良
）

④
圧
力
計
の
校
正
　
良

⑤
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
K
g/
cm
2
,3
0
分
）
圧
力
降
下
な

し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
な
し

⑥
冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

特
に
な
し

弁
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
冷
媒
漏
れ
（
V

11
2-

1,
V

84
-8

16
,V

84
-8

32
)有
り

増
締
め
復
旧

ス
ト
レ
ー
ナ
２
個
（
再
循
環
空
調
機
２
台
）

圧
力
計
３
台

①
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
（
再
循
環
冷
却
器
Ｃ
Ｄ
号
機
）

①
主
循
環
ポ
ン
プ
冷
却
器
Ｂ
入
口
弁
（
Ｖ
８
４
－
３
２
）
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ

漏
洩
あ
り
補
修
実
施

②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
膨
張
弁
調
整
ネ
ジ
不
良
の
た
め
交
換

再
循
環
冷
却
器
手
動
弁
交
換
（
２
台
）

再
循
環
冷
却
器
電
磁
弁
交
換
（
２
台
）

特
に
な
し

特
に
な
し

－ －

－ －

－ － －

－ － － －

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
外
観
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
外
観
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
外
観
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

・
ス
ト
レ
ー
ナ
破
損
(目
詰
ま
り
に
よ
る
）
：
補
強
し
た
ス
ト
レ
ー
ナ

に
交
換

・
空
調
機
周
り
の
弁
グ
ラ
ン
ド
部
漏
洩
：
増
締
め
修
理

（
１
）
外
観
点
検
　
良
好

（
２
）
分
解
点
検

①
再
循
環
空
調
機

・
膨
張
弁
の
調
整
用
ス
ピ
ン
ド
ル
作
動
不
良
、
破
損
あ
り

・
ス
ト
レ
ー
ナ
内
部
錆
等
で
目
詰
ま
り
に
よ
り
破
損

②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

・
膨
張
弁
の
調
整
用
ス
ピ
ン
ド
ル
作
動
不
良
、
破
損
あ
り

・
ス
ト
レ
ー
ナ
内
部
錆
等
の
目
詰
ま
り
あ
り

③
主
循
環
ポ
ン
プ
冷
却
器
２
台

・
膨
張
弁
の
調
整
用
ス
ピ
ン
ド
ル
作
動
不
良
、
破
損
あ
り

・
ス
ト
レ
ー
ナ
内
部
錆
等
で
目
詰
ま
り
あ
り

（
３
）
漏
洩
検
査
　
各
空
調
機
と
全
体
実
施
し
、
再
循
環
空
調

機
周
り
の
弁
グ
ラ
ン
ド
部
よ
り
少
量
の
漏
洩
あ
り
、
増
締
め
後

良
好
、
全
体
漏
洩
検
査
は
良
好

交
換
部
品

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

－
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表
9－

1（
2／

3）
　

.格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
の
冷
却
器
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

①
外
観
検
査

②
分
解
検
査

③
漏
洩
検
査

④
作
動
検
査

①
冷
媒
温
度
測
定
用
測
温
抵
抗
体
交
換
（
２
９
本
）

①
手
動
弁
の
交
換
（
６
台
）

②
圧
力
計
交
換
(5
台
）

③
冷
媒
配
管
フ
ラ
ン
ジ
腐
食
、
伝
熱
管
減
肉
に
つ
い
て
は
、
腐

食
進
行
状
況
確
認
の
結
果
、
外
観
及
び
漏
洩
試
験
も
異
常
な
い

た
め
、
防
錆
塗
装
の
み
を
実
施
し
た
。

①
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
コ
イ
ル
１
台

②
膨
張
弁
の
押
さ
え
バ
ネ
力
低
下
は
あ
る
が
機
能
上
問
題
な
い

と
判
断
し
膨
張
弁
交
換
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

弁
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
冷
媒
漏
れ
（
V

11
2-

1,
V

84
-8
３
１

)有
り
増
締
め
復
旧

①
圧
力
計
２
台
交
換

②
膨
張
弁
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
交
換

特
に
な
し

特
に
な
し

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
外
観
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
２
箇
所
漏
れ
有
り
弁
グ
ラ
ン
ド
交

換
実
施

②
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
約
５
０
cc
鉄
粉
、
錆
回
収

③
圧
力
計
の
校
正
　
良

④
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
.0
K
g/
cm
2
,保
持
3
0
分
、
測
定
２
０

分
）
圧
力
降
下
無
し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
外
観
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
外
観
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

⑦
冷
媒
配
管
放
射
線
透
過
試
験

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
６
箇
所
漏
れ
有
り
弁
交
換
実
施

②
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
目
詰
ま
り
無
し

③
圧
力
計
の
校
正
　
良

④
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
.8
8
K
g/
cm
2
,保
持
１
時
間
、
測
定
２
０

分
）
圧
力
降
下
無
し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

①
手
動
弁
（
V
1
1
2
-
1
)ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
部
冷
媒
漏
れ
有
り
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
交
換
（
グ

ラ
ン
ド
押
さ
え
ナ
ッ
ト
を
取
外
し
、
グ
ラ
ン
ド
部
に
油
を
染
み
込
ま

せ
た
鉛
毛
を
入
れ
て
グ
ラ
ン
ド
ナ
ッ
ト
を
締
め
漏
れ
を
止
め
た
。
）

①
手
動
弁
（
V
1
1
2
-
1
)ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
部
冷
媒
漏
れ
有
り
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
交
換

②
手
動
弁
（
8
4
-
8
1
5
,8
2
9
)ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
部
冷
媒
漏
れ
有
り
、
グ
ラ
ン
ド

交
換
③
再
循
環
空
調
機
冷
媒
配
管
フ
ラ
ン
ジ
の
腐
食
有
り
防
錆
塗
装

実
施
。

④
冷
媒
配
管
（
S
G
P
)放
射
線
透
過
試
験
結
果
、
一
部
欠
陥
あ
る

が
進
展
性
が
な
い
と
の
判
断
で
対
応
な
し
。

①
再
循
環
空
調
機
フ
ラ
ン
ジ
は
外
観
上
か
ら
腐
食
が
進
行
し
て

い
る
。
今
後
対
応
が
必
要

②
配
管
厚
み
測
定
結
果
０
．
４
ｍ
ｍ
減
肉
あ
り
、
今
後
錆
止
め
等

対
策
が
必
要

③
手
動
弁
（
V
8
4
-
2
6
)締
め
切
り
不
良
有
り
次
回
交
換
必
要

①
膨
張
弁
の
押
さ
え
バ
ネ
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
た
め
、
膨
張

弁
の
交
換
が
必
要

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
６
箇
所
漏
れ
有
り
弁
交
換
実
施

②
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
目
詰
ま
り
無
し

③
圧
力
計
の
校
正
　
良

④
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
.8
8
K
g/
cm
2
,保
持
１
時
間
、
測
定
２
０

分
）
圧
力
降
下
無
し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
3
箇
所
漏
れ
有
り

②
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
目
詰
ま
り
無
し

③
圧
力
計
の
校
正
　
良

④
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
K
g/
cm
2
,3
0
分
）
圧
力
降
下
無
し
、

石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

⑥
冷
却
器
配
管
肉
厚
測
定

 ・
冷
媒
戻
り
配
管

A
系
：
1
/
2
B
配
管
(2
.8
m
m
)肉
厚
２
．
６
m
m

B
系
：
1
/
2
B
配
管
(2
.4
m
m
)肉
厚
２
．
６
m
m

・
再
循
環
冷
却
器
配
管

A
系
：
２
　
1
/
2
B
配
管
(4
.2
m
m
)肉
厚
4
.1
m
m

B
系
：
２
　
1
/
2
B
配
管
(4
.2
m
m
)肉
厚
4
.1
m
m

結
果
：
0
.4
m
m
減
肉
あ
る
が
強
度
上
問
題
な
い
。

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

①
系
統
漏
洩
検
査
に
お
い
て
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
の
伝
熱
管
に

漏
洩
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
伝
熱
管
コ
イ
ル
を
交
換
し
て

復
旧
し
た
。

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類
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表
9－

1（
3／

3）
　

.格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
の
冷
却
器
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

➀
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
コ
イ
ル
１
台

②
回
転
プ
ラ
グ
冷
媒
手
動
弁
（
２
台
）

③
主
循
環
ポ
ン
プ
冷
却
器
手
動
弁
交
換
（
１
台
）

④
回
転
プ
ラ
グ
膨
張
弁
（
２
台
）

⑤
圧
力
計
交
換
（
６
個
）

①
圧
力
計
交
換
（
全
１
８
台
）

②
手
動
弁
　
２
１
台
交
換

③
電
磁
弁
　
６
台
交
換

④
膨
張
弁
　
２
０
台
交
換
（
第
8
回
定
検
反
映
事
項
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

➀
圧
力
計
交
換
（
全
１
８
個
）

②
点
検
結
果
問
題
な
か
っ
た
た
め
、
冷
媒
系
電
磁
弁
の
内
部
部

品
交
換
は
実
施
せ
ず
。

➀
手
動
弁
（
Ｖ
１
１
２
－
６
）
Ｏ
リ
ン
グ
破
損
の
た
め
、
作
動
不
良
有

り
、
Ｏ
リ
ン
グ
交
換
し
て
復
旧

①
冷
媒
系
電
磁
弁
の
内
部
部
品
交
換

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
良

②
冷
却
器
内
部
伝
熱
管
の
目
視
点
検
異
常
な
し
。
床
ケ
レ
ン
錆

止
塗
装
、
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
凝
縮
水
回
収
（
３
５
ℓ）

③
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
錆
回
収
有
り

④
圧
力
計
の
点
検
　
良

⑤
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
.8
8
K
g/
cm
2
,保
持
２
時
間
、
測
定
２
０

分
）
圧
力
降
下
無
し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
、
膨
張
弁
の
外
観
漏
洩
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

１
０
－
１
９

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
、
膨
張
弁
の
外
観
漏
洩
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

７
－
２
２

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
、
膨
張
弁
の
更
新

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

４
－
１
２
１

①
電
磁
弁
、
手
動
弁
、
膨
張
弁
の
外
観
漏
洩
点
検

②
冷
却
器
点
検
、
清
掃
(回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
コ
イ
ル
交
換
及
び

ケ
ー
シ
ン
グ
補
修
）

③
ス
ト
レ
ー
ナ
点
検

④
圧
力
計
点
検

⑤
漏
洩
検
査

⑥
再
循
環
冷
却
器
ケ
ー
シ
ン
グ
床
肉
厚
測
定

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
良

②
冷
却
器
内
部
伝
熱
管
の
目
視
点
検
異
常
な
し
。
床
ケ
レ
ン
錆

止
塗
装
、
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
凝
縮
水
回
収
（
３
５
ℓ）

③
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
錆
回
収
有
り

④
圧
力
計
の
点
検
　
良

⑤
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(0
.1
3
M
P
a,
保
持
２
時
間
、
測
定
２
０
分
）

圧
力
降
下
無
し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

➀
再
循
環
冷
却
器
、
主
循
環
ポ
ン
プ
冷
却
器
内
面
発
錆
及
び

内
張
り
保
温
材
劣
化
あ
る
た
め
ケ
レ
ン
塗
装
保
温
材
張
替
え
必

要 ②
再
循
環
空
調
機
ド
レ
ン
排
水
が
完
全
に
出
来
な
い
た
め
、
ド
レ

ン
配
管
の
見
直
し
必
要

③
再
循
環
冷
却
器
コ
イ
ル
フ
ラ
ン
ジ
部
の
発
錆
に
よ
る
劣
化
、
冷

却
器
更
新
必
要

①
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
コ
イ
ル
の
漏
洩
有
り
：
コ
イ
ル
交
換

②
再
循
環
冷
却
器
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ床
の
腐
食
穴
有
り
：
床
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ラ
イ
ニ

ン
グ
、
コ
イ
ル
下
部
モ
ル
タ
ル
及
び
エ
ポ
キ
シ
系
樹
脂
充
填

③
再
樹
運
間
冷
却
器
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
面
下
部
腐
食
穴
有
り
：
鋼
板

当
て
板
溶
接
に
に
よ
り
補
修

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
６
箇
所
漏
れ
有
り
弁
交
換
実
施

②
冷
却
器
内
部
伝
熱
管
の
目
視
点
検
異
常
な
し
。
再
循
環
空
調

機
床
ケ
レ
ン
錆
止
塗
装

③
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
目
詰
ま
り
無
し

④
圧
力
計
の
点
検
　
良

⑤
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
.8
8
K
g/
cm
2
,保
持
２
時
間
、
測
定
２
０

分
）
圧
力
降
下
無
し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

①
冷
媒
系
弁
外
観
漏
洩
確
認
　
６
箇
所
漏
れ
有
り
弁
交
換
実
施

②
冷
却
器
内
部
伝
熱
管
の
目
視
点
検
異
常
な
し
。
再
循
環
空
調

機
床
ケ
レ
ン
錆
止
塗
装

③
冷
媒
ス
ト
レ
ー
ナ
の
分
解
清
掃
　
目
詰
ま
り
無
し

④
圧
力
計
の
全
数
交
換
　
良

⑤
系
統
全
体
漏
洩
試
験
(1
.8
8
K
g/
cm
2
,保
持
１
時
間
、
測
定
２
０

分
）
圧
力
降
下
無
し
、
石
鹸
水
に
よ
る
漏
洩
無
し

冷
媒
充
填
後
漏
洩
試
験
　
良

特
に
な
し

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

　
①
再
循
環
冷
却
器
２
台

　
②
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
器
１
台

　
③
主
循
環
ポ
ン
プ
上
蓋
室
冷
却
器
２
台

　
④
冷
媒
系
配
管
機
器
類
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表
9－

2（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
）
の
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
V
/
#
1
5
0
0

特
に
な
し

特
に
な
し

－ － － －
－

－ － －

－
－

－ －

点
検
機
器

－－

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

－

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

－

開
放
検
査
：
異
常
な
し

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー

ブ
の
肉
厚
測
定
の
結
果
、
0
.
3
6
～
0
.
4
m
m
の

減
肉
で
あ
っ
た
が
異
常
な
し
。

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
V
/
#
1
5
0
0

点
検
項
目

開
放
検
査
：
胴
側
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
、
鏡

板
内
部
を
清
掃
（
ジ
ェ
ッ
ト
洗
浄
）
し
、

胴
側
管
板
、
鏡
板
の
腐
食
状
況
を
確
認
す

る
。

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ａ
，
Ｂ
各
１
本
の
サ
ン

プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
を
引
抜
き
腐
食
の
状

態
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
フ
ラ
ン
ジ
部
の
水
漏
れ
、
変
形
等
の
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

開
放
検
査
：
胴
側
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
、
鏡
板
内
部
を
清
掃
（
ブ
ラ
シ
）

し
、
胴
側
管
板
、
鏡
板
の
腐
食
状
況
を
確
認
す
る
。

漏
洩
検
査
：
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
に
腐
食
孔
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ａ
，
Ｂ
各
３
本
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
を
引
抜

き
腐
食
の
状
態
を
確
認
す
る
。

運
転
デ
ー
タ
：
チ
ュ
ー
ブ
清
掃
前
後
の
冷
却
水
入
口
、
出
口
温
度
、
流

量
を
測
定
し
て
冷
却
能
力
を
比
較
す
る
。

－
－

外
観
検
査
：
異
常
な
し

開
放
検
査
：
異
常
な
し

漏
洩
検
査
：
異
常
な
し

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
の
肉
厚
測
定
の
結
果
、
規

格
品
は
2
m
m
の
と
こ
ろ
伝
熱
管
腐
食
孔
が
最
大
0
.
9
m
m
あ
り
、
残
存
肉
厚

は
1
.
1
ｍ
ｍ
と
な
る
こ
と
か
ら
今
後
の
使
用
可
能
年
数
は
6
.
2
年
が
考
え

ら
れ
る
。

運
転
デ
ー
タ
：

清
掃
前
　
Ａ
 
1
0
2
0
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
1
3
8
0
0
0
k
c
a
l
/
h

清
掃
後
　
Ａ
 
1
0
8
8
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
1
3
8
0
0
0
k
c
a
l
/
h

設
計
値
　
1
7
5
8
0
0
k
c
a
l
/
h
/
２
基
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表
9－

2（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
）
の
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
項
目

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
V
/
#
1
5
0
0

特
に
な
し

特
に
な
し

－ － －

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

－ －

更
新
：
窒
素
ガ
ス
冷
却
器

特
に
な
し

冷
却
器
の
チ
ュ
ー
ブ
（
伝
熱
管
）
が
減
肉
し
て
い
る
た
め
、
使
用
可
能

年
数
が
3
.
7
年
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
更
新
等
の
対
策
に
着
手
す
る

こ
と
を
推
奨
す
る
。

窒
素
ガ
ス
冷
却
器
／
２
基

特
に
な
し

特
に
な
し

フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
V
/
#
1
5
0
0

外
観
検
査
：
フ
ラ
ン
ジ
部
の
水
漏
れ
、
変
形
等
の
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

開
放
検
査
：
胴
側
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
、
鏡
板
内
部
を
清
掃
（
ブ
ラ
シ
）

し
、
胴
側
管
板
、
鏡
板
の
腐
食
状
況
を
確
認
す
る
。

漏
洩
検
査
：
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
に
腐
食
孔
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ａ
，
Ｂ
各
３
本
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
を
引
抜

き
腐
食
の
状
態
を
確
認
す
る
。

運
転
デ
ー
タ
：
チ
ュ
ー
ブ
清
掃
前
後
の
冷
却
水
入
口
、
出
口
温
度
、
流

量
を
測
定
し
て
冷
却
能
力
を
比
較
す
る
。

外
観
検
査
：
異
常
な
し

開
放
検
査
：
異
常
な
し

漏
洩
検
査
：
異
常
な
し

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
異
常
な
し

運
転
デ
ー
タ
：

清
掃
前
　
Ａ
 
1
2
3
3
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
1
2
3
3
0
0
k
c
a
l
/
h

清
掃
後
　
Ａ
 
1
2
3
3
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
1
2
3
3
0
0
k
c
a
l
/
h

設
計
値
　
1
7
5
8
0
0
k
c
a
l
/
h
/
２
基

－

外
観
検
査
：
異
常
な
し

開
放
検
査
：
異
常
な
し

漏
洩
検
査
：
異
常
な
し

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ｂ
器
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
の
肉
厚
測
定
の
結

果
、
規
格
品
は
2
m
m
の
と
こ
ろ
伝
熱
管
腐
食
孔
が
最
大
1
.
5
m
m
あ
り
、
残

存
肉
厚
は
0
.
5
ｍ
ｍ
と
な
る
こ
と
か
ら
今
後
の
使
用
可
能
年
数
は
3
.
7
年

が
考
え
ら
れ
る
。

運
転
デ
ー
タ
：

清
掃
前
　
Ａ
 
 
9
8
6
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
 
9
2
8
0
0
k
c
a
l
/
h

清
掃
後
　
Ａ
 
1
1
0
2
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
1
1
0
2
0
0
k
c
a
l
/
h

設
計
値
　
1
7
5
8
0
0
k
c
a
l
/
h
/
２
基

窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
更
新
を
し
た
。

胴
部
（
伝
熱
管
含
む
）
を
更
新
し
、
鏡
板
部
は
整
備
し

た
後
再
使
用
し
た
。

外
観
検
査
：
フ
ラ
ン
ジ
部
の
水
漏
れ
、
変
形
等
の
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

開
放
検
査
：
胴
側
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
、
鏡
板
内
部
を
清
掃
（
ブ
ラ
シ
）

し
、
胴
側
管
板
、
鏡
板
の
腐
食
状
況
を
確
認
す
る
。

漏
洩
検
査
：
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
に
腐
食
孔
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ａ
，
Ｂ
各
３
本
の
腐
食
状
態
を
目
視
確
認
す
る
。

運
転
デ
ー
タ
：
チ
ュ
ー
ブ
清
掃
前
後
の
冷
却
水
入
口
、
出
口
温
度
、
流

量
を
測
定
し
て
冷
却
能
力
を
比
較
す
る
。
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表
9－

2（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
）
の
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
項
目

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
V
/
#
1
5
0
0

特
に
な
し

特
に
な
し

フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
V
/
#
1
5
0
0

特
に
な
し

特
に
な
し

フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
V
/
#
1
5
0
0

特
に
な
し

特
に
な
し

－ － － －－－

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

外
観
検
査
：
フ
ラ
ン
ジ
部
の
水
漏
れ
、
変
形
等
の
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

開
放
検
査
：
胴
側
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
、
鏡
板
内
部
を
清
掃
（
ブ
ラ

シ
）
し
、
胴
側
管
板
、
鏡
板
の
腐
食
状
況
を
確
認
す
る
。

漏
洩
検
査
：
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
に
腐
食
孔
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ａ
，
Ｂ
各
３
本
の
過
流
探
傷
試
験
、
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
腐
食
の
状
態
を
確
認
す
る
。

運
転
デ
ー
タ
：
チ
ュ
ー
ブ
清
掃
前
後
の
冷
却
水
入
口
、
出
口
温

度
、
流
量
を
測
定
し
て
冷
却
能
力
を
比
較
す
る
。

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
冷
却
器

外
観
検
査
：
フ
ラ
ン
ジ
部
の
水
漏
れ
、
変
形
等
の
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

開
放
検
査
：
胴
側
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
、
鏡
板
内
部
を
清
掃
（
ブ
ラ

シ
）
し
、
胴
側
管
板
、
鏡
板
の
腐
食
状
況
を
確
認
す
る
。

漏
洩
検
査
：
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
に
腐
食
孔
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ａ
，
Ｂ
各
３
本
の
過
流
探
傷
試
験
、
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
腐
食
の
状
態
を
確
認
す
る
。

運
転
デ
ー
タ
：
チ
ュ
ー
ブ
清
掃
前
後
の
冷
却
水
入
口
、
出
口
温

度
、
流
量
を
測
定
し
て
冷
却
能
力
を
比
較
す
る
。

外
観
検
査
：
フ
ラ
ン
ジ
部
の
水
漏
れ
、
変
形
等
の
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
。

開
放
検
査
：
胴
側
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
、
鏡
板
内
部
を
清
掃
（
ブ
ラ

シ
）
し
、
胴
側
管
板
、
鏡
板
の
腐
食
状
況
を
確
認
す
る
。

漏
洩
検
査
：
管
板
、
チ
ュ
ー
ブ
に
腐
食
孔
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
Ａ
，
Ｂ
各
３
本
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
を

引
抜
き
腐
食
の
状
態
を
確
認
す
る
。

運
転
デ
ー
タ
：
チ
ュ
ー
ブ
清
掃
前
後
の
冷
却
水
入
口
、
出
口
温

度
、
流
量
を
測
定
し
て
冷
却
能
力
を
比
較
す
る
。

外
観
検
査
：
異
常
な
し

開
放
検
査
：
異
常
な
し

漏
洩
検
査
：
異
常
な
し

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
過
流
探
傷
試
験
の
結
果
、
欠
陥
位
相
を
示
す
信

号
は
検
出
さ
れ
ず
特
に
大
き
な
腐
食
等
は
無
く
異
常
な
し
。

運
転
デ
ー
タ
：

清
掃
前
　
Ａ
 
 
1
0
6
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
 
1
0
8
0
0
k
c
a
l
/
h

清
掃
後
　
Ａ
 
1
2
9
8
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
1
3
4
2
0
0
k
c
a
l
/
h

設
計
値
　
1
7
5
8
0
0
k
c
a
l
/
h
/
２
基

外
観
検
査
：
異
常
な
し

開
放
検
査
：
異
常
な
し

漏
洩
検
査
：
異
常
な
し

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
サ
ン
プ
リ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
の
肉
厚
測
定
の
結

果
、
健
全
部
2
.
2
m
m
に
対
し
て
減
肉
部
1
.
7
9
～
2
.
1
9
m
m
で
最
大

0
.
4
m
m
で
あ
っ
た
が
異
常
な
し
。

運
転
デ
ー
タ
：

清
掃
前
　
Ａ
 
 
1
7
4
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
 
1
7
4
0
0
k
c
a
l
/
h

清
掃
後
　
Ａ
 
 
8
4
0
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
 
8
4
0
0
0
k
c
a
l
/
h

設
計
値
　
1
7
5
8
0
0
k
c
a
l
/
h
/
２
基

外
観
検
査
：
異
常
な
し

開
放
検
査
：
異
常
な
し

漏
洩
検
査
：
異
常
な
し

チ
ュ
ー
ブ
検
査
：
過
流
探
傷
試
験
の
結
果
、
欠
陥
位
相
を
示
す
信

号
は
検
出
さ
れ
ず
特
に
大
き
な
腐
食
等
は
無
く
異
常
な
し
。

運
転
デ
ー
タ
：

清
掃
前
　
Ａ
 
2
5
6
2
0
0
k
c
a
l
/
h
　
Ｂ
 
2
5
2
0
0
0
k
c
a
l
/
h

清
掃
後
　
Ａ
 
3
2
4
0
0
k
c
a
l
/
h
 
　
Ｂ
 
3
2
9
4
0
0
k
c
a
l
/
h

設
計
値
　
1
7
5
8
0
0
k
c
a
l
/
h
/
２
基
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表
10

.1
－

1（
1／

2）
　
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
、
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
補
機
類
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

・
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

・
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

・
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

・
各
種
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
、
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

・
ﾎ
ﾞｰ
ﾙ
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ(
冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
稼
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
)

・
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ(
ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
直
結
側
、
反
直
結
側
)

・
各
種
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
、
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

・
各
種
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
、
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

・
ﾘｰ
ﾄﾞ
線

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
整
流
子
の
振
れ
値
が
A
号
機
：
0
.1
5
m
m
、
B
号
機
：

0
.0
5
m
m
で
あ
っ
た
た
め
修
正
を
行
い
A
,B
共
0
.0
2
m
m
で

あ
り
判
定
基
準
値
内
で
あ
る
。

・
ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
の
口
出
線
か
ら
の
ﾘｰ
ﾄﾞ
線
が
劣
化
し

て
い
た
た
め
新
し
い
ﾘｰ
ﾄﾞ
線
と
交
換
し
た
。

・
冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
軸
受
負
荷
側
及
び
反
負
荷
側
と
も
ｺ

ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾄｴ
ﾛ
ｰ
ｼ
ﾞｮ
ﾝ
発
生
し
て
い
た
た
め
、
負
荷
側
及
び
反

負
荷
側
と
も
新
品
と
交
換
し
た
。

・
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
ﾓ
ｰ
ﾀ
軸
受
(負
荷
側
反
負
荷
側
)(
第
4
回

定
検
反
映
事
項
)

－

(1
)外
観
点
検

ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
固
定
子
及
び
回
転
子

の
巻
線
抵
抗
値
測
定
、
整
流
子
の
振
れ
測
定
(振
れ
加

工
実
施
)等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
：
発
電
機
の
変
形
、
損
傷
、
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

の
損
傷
、
口
出
線
の
損
傷
の
有
無
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

冷
却
ブ
ロ
ワ
及
び
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、

損
傷
、
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
変
形
、
損
傷
の
有
無
、
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ

の
外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)固
定
子
点
検

ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損
傷
、
主
極
鉄
心
・
巻
線
の
異
常
、

ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
支
持
機
構
の
異
常
(清
掃
実
施
)、
等
の
有
無
の
確

認
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
押
え
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

(3
)電
機
子
点
検

回
転
子
鉄
心
・
巻
線
、
巻
線
の
絶
縁
ｸ
ﾛ
ｽ
、
整
流
子
部
分

（
振
れ
加
工
要
)等
の
異
常
の
有
無
、
導
通
確
認
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)外
観
点
検

(2
)固
定
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

(3
)電
機
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

－

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

－ － －

点
検
項
目

－

－

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

－ －

－ －

・
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
固
定
子
枠
内
側
表
面
及
び
回

転
子
の
鉄
心
表
面
に
多
少
の
錆
が
あ
っ
た
た
め
錆
止
め

を
塗
っ
た
。

・
整
流
子
の
振
れ
修
正
し
た
。

(1
)外
観
点
検

(2
)固
定
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

(3
)電
機
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

(1
)外
観
点
検

ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
固
定
子
及
び
回
転
子

の
巻
線
抵
抗
値
測
定
、
整
流
子
の
振
れ
測
定
等
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
：
発
電
機
の
変
形
、
損
傷
、
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

の
損
傷
、
口
出
線
の
損
傷
の
有
無
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

冷
却
ブ
ロ
ワ
及
び
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、

損
傷
、
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
変
形
、
損
傷
の
有
無
、
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ

の
外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)固
定
子
点
検

ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損
傷
、
主
極
鉄
心
・
巻
線
の
異
常
、

ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
支
持
機
構
の
異
常
(清
掃
実
施
)、
等
の
有
無
の
確

認
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
押
え
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

(3
)電
機
子
点
検

回
転
子
鉄
心
・
巻
線
、
巻
線
の
絶
縁
ｸ
ﾛ
ｽ
、
整
流
子
部
分

等
の
異
常
の
有
無
、
導
通
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(1
)外
観
点
検

(2
)固
定
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

(3
)電
機
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

(1
)外
観
点
検

ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
固
定
子
及
び
回
転
子

の
巻
線
抵
抗
値
測
定
、
整
流
子
の
振
れ
測
定
(振
れ
加

工
実
施
)等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
：
発
電
機
の
変
形
、
損
傷
、
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

の
損
傷
、
口
出
線
の
損
傷
の
有
無
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

冷
却
ブ
ロ
ワ
及
び
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、

損
傷
、
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
変
形
、
損
傷
の
有
無
、
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ

の
外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)固
定
子
点
検

ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損
傷
、
主
極
鉄
心
・
巻
線
の
異
常
、

ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
支
持
機
構
の
異
常
(清
掃
実
施
)、
等
の
有
無
の
確

認
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
押
え
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

(3
)電
機
子
点
検

回
転
子
鉄
心
・
巻
線
、
巻
線
の
絶
縁
ｸ
ﾛ
ｽ
、
整
流
子
部
分

（
振
れ
加
工
要
)等
の
異
常
の
有
無
、
導
通
確
認
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
ﾓ
ｰ
ﾀ
ｴ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾌ
ﾞﾗ
ｹ
ｯ
ﾄF

R
E

E
 S

ID
E
の

軸
受
ｼ
ｰ
ﾄ面
の
寸
法
が
許
容
値
ｷ
ﾞﾘ
ｷ
ﾞﾘ
で
あ
っ
た
。
次
回

定
検
時
に
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
モ
ー
タ
の
軸
受
交
換
を
推
奨

す
る
。

－
－

－
－

－
－

－
－ － － － － －

1次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,B
)の
分
解
点

検
に
含
ま
れ
る
点
検
機
器
。

(1
)ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

(2
)パ
イ
ロ
ッ
ト
発
電
機

(3
)冷
却
ブ
ロ
ワ

1次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
B
)の
分
解
点
検

に
含
ま
れ
る
点
検
機
器
。

(1
)ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

(2
パ
イ
ロ
ッ
ト
発
電
機

(3
)冷
却
ブ
ロ
ワ

1次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,B
)の
分
解
点

検
に
含
ま
れ
る
点
検
機
器
。

(1
)ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

(2
)パ
イ
ロ
ッ
ト
発
電
機

(3
)冷
却
ブ
ロ
ワ

資料3.5－1（表）
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表
10

.1
－

1（
2／

2）
　
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
、
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
補
機
類
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
項
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

・
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

・
上
部
ｽ
ﾗ
ｽ
ﾄﾒ
ﾀ
ﾙ
(A
号
機
：
№
6
、
B
号
機
：
№
2
,5
)

・
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ(
ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
直
結
側
、
反
直
結
側
)

・
下
部
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

・
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

・
各
種
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
類
の
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ類
及
び
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

・
各
種
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ、
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
ｰ
類

・
各
種
名
板

・
B
号
機
の
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
振
動
値
が
通
常
の
倍
以
上
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
原
因
は
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
固
有
振
動
数
と
主

ﾓ
ｰ
ﾀ
の
2
次
す
べ
り
周
波
数
の
高
調
波
成
分
と
の
共
振
と
推

定
さ
れ
た
。
対
策
と
し
て
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
取
り
付
け
足
部
に
ｴ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾌ
ﾞﾗ
ｹ
ｯ
ﾄ支
え
板
を
取
り
付
け
固
有
振
動
数
を
上
げ
主
電
動
機

の
2
次
す
べ
り
周
波
数
の
高
調
波
成
分
と
の
共
振
域
を
主
電

動
機
定
格
運
転
範
囲
か
ら
外
し
振
動
を
減
少
さ
せ
た
。
こ
れ

に
伴
い
A
,B
号
機
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
電
動
機
を
対
策
し
た
も
の
と
交
換

し
た
。

特
に
な
し

・
整
流
子
の
振
れ
値
が
判
定
値
0
.0
3
m
m
に
対
し
て
過
大
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
修
正
削
り
を
実
施
し
た
。

・
外
部
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
接
続
部
調
査
を
行
い
、
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
回
路
端
子

面
の
汚
れ
が
多
い
た
め
端
子
取
替
え
を
行
っ
た
。
B
号
機
に

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
1
4
S
Q
、
端
子
5
.5
S
Q
、
8
～
1
0
S
Q
に
減
線
し
て
い
た
た

め
1
4
S
Q
圧
着
端
子
に
取
替
え
た
。
ま
た
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
(B
）
は
外

部
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
端
子
部
の
ﾘﾉ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ変
色
が
発
見
さ
れ
た
。
絶
縁
材

は
自
己
融
着
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟに
代
わ
っ
て
第
1
層
を
ｶ
ﾞﾗ
ｽ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟ、
第
2

層
を
難
燃
性
絶
縁
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾟに
て
処
理
し
た
。

特
に
な
し

－
－

－

特
に
な
し

(1
)外
観
点
検

(2
)固
定
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

(3
)電
機
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

・
各
種
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾜ
ｯ
ｼ
ｬ
、
ｺ
ﾞﾑ
ﾌ
ﾞｯ
ｼ
ｭ
類

(1
)外
観
点
検

(2
)固
定
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

(3
)電
機
子
点
検
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

－

(1
)外
観
点
検

ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
固
定
子
及
び
回
転
子
の
巻

線
抵
抗
値
測
定
、
整
流
子
の
振
れ
測
定
(振
れ
加
工
実
施
)等

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
：
発
電
機
の
変
形
、
損
傷
、
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
損

傷
、
口
出
線
の
損
傷
の
有
無
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
及
び
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損

傷
、
ﾌ
ﾞﾛ
ｱ
ｰ
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
変
形
、
損
傷
の
有
無
、
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
外
観

点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)固
定
子
点
検

ﾊ
ｳ
ｼ
ﾞﾝ
ｸ
ﾞの
変
形
、
損
傷
、
主
極
鉄
心
・
巻
線
の
異
常
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

支
持
機
構
の
異
常
(清
掃
実
施
)、
等
の
有
無
の
確
認
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ

押
え
圧
力
測
定
(ﾊ
ﾞﾈ
圧
調
整
実
施
)を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

(3
)電
機
子
点
検

回
転
子
鉄
心
・
巻
線
、
巻
線
の
絶
縁
ｸ
ﾛ
ｽ
、
整
流
子
部
分
（
振

れ
加
工
要
)等
の
異
常
の
有
無
、
導
通
確
認
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

－
－

－

(1
)外
観
点
検

ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
ｴ
ｱ
ｰ
ｷ
ﾞｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ測
定
、
巻
線
・
絶
縁
抵
抗
測
定
等
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ発
電
機
：
発
電
機
の
変
形
、
損
傷
、
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの
損

傷
、
口
出
線
の
損
傷
の
有
無
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

冷
却
ﾌ
ﾞﾛ
ﾜ
及
び
駆
動
ﾓ
ｰ
ﾀ
：
各
部
取
付
状
態
、
端
子
締
付
ﾎ
ﾞ

ﾙ
ﾄの
弛
み
検
査
、
絶
縁
抵
抗
測
定
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(2
)固
定
子
検
査
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

ｺ
ｲ
ﾙ
検
査
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
ﾎ
ﾙ
ﾀ
ﾞｰ
検
査
、
ﾌ
ﾞﾗ
ｼ
検
査
、
構
内
ﾘｰ
ﾄﾞ
線

検
査
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
固
定
子
側
巻
線
の
導
通
試
験
等
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)電
機
子
検
査
(ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
み
)

回
転
子
手
入
、
回
転
子
検
査
(ｺ
ｲ
ﾙ
、
整
流
子
外
観
)、
絶
縁

抵
抗
測
定
、
回
転
子
巻
線
の
導
通
確
認
試
験
等
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

1次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,B
)の
分
解
点
検
に

含
ま
れ
る
点
検
機
器
。

(1
)ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

(2
)パ
イ
ロ
ッ
ト
発
電
機

(3
)冷
却
ブ
ロ
ワ

－
－

－
－

－

1次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
電
動
機
（
A
,B
)の
分
解
点
検
に

含
ま
れ
る
点
検
機
器
。

(1
)ポ
ニ
ー
モ
ー
タ

(2
)パ
イ
ロ
ッ
ト
発
電
機

(3
)冷
却
ブ
ロ
ワ

特
に
な
し

－

－
－

－
－

－

－ － －

M
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
当
該
設
備
を
更
新
し
た
。
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表
10

.1
－

2（
1／

3）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
速
度
制
御
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

点
検
報
告
書
が
な
い
た
め
未
記
入

点
検
報
告
書
が
な
い
た
め
未
記
入

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
報
告
書
が
な
い
た
め
未
記
入

予
防
保
全
の
た
め
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

予
防
保
全
の
た
め
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

・
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
r用
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

・
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
用
ﾘｰ
ﾄﾞ
線

・
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
用
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
の
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ

・
高
圧
限
流
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ(
T
r盤
)等

・
S
C
R
.S
R
用
ﾈ
ｵ
ﾝ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ

・
高
圧
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
盤
内
の
5
0
0
V
A
T
r(
D
-
C
C
)

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
報
告
書
が
な
い
た
め
未
記
入

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
報
告
書
が
な
い
た
め
未
記
入

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

（
4
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検

（
1
）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
警
報
回
路
・
動
作
試
験
、
A
V
R

の
電
圧
測
定
、
指
示
計
校
正
試
験
、
A
M
P
.R
Y
動
作
試
験
、

速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

試
験
検
査
：
流
量
制
御
回
路
静
特
試
験
、
起
動
・
停
止
試
験

の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
継
電
器
の
設
定
値
確
認
、
保
護
装
置
動
作
試
験
、
冷
却

ﾌ
ｧ
ﾝ
の
試
験
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

盤
点
検
、
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
、
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
ｒ点
検
、
指
示
計
器
校
正
、

過
電
流
継
電
器
単
体
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運

転
確
認
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
動
作
確
認
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
器
の
電
磁
線
輪
の

焼
損
等
、
絶
縁
抵
抗
値
測
定
、
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

（
1
）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
警
報
回
路
・
動
作
試
験
、
A
V
R

の
電
圧
測
定
、
指
示
計
校
正
試
験
、
A
M
P
.R
Y
動
作
試
験
、

速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

試
験
検
査
：
流
量
制
御
回
路
静
特
試
験
、
起
動
・
停
止
試

験
、
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
引
継
確
認
、
ﾓ
ｰ
ﾀ
回
転
数
確
認
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
継
電
器
の
設
定
値
確
認
、
保
護
装
置
動
作
試
験
、
冷
却

ﾌ
ｧ
ﾝ
の
試
験
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

盤
点
検
、
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
、
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
ｒ点
検
、
指
示
計
器
校
正
、

過
電
流
継
電
器
単
体
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運

転
確
認
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
動
作
確
認
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
器
の
電
磁
線
輪
の

焼
損
等
、
絶
縁
抵
抗
値
測
定
、
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
高
圧
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
用
操
作
変
圧
器
の
高
圧

巻
線
の
口
出
部
の
断
線
が
確
認
さ
れ
た
。
原
因
は
長

年
月
使
用
に
よ
る
乾
式
ﾄﾗ
ﾝ
ｽ
の
絶
縁
寿
命
で
、
高
圧

巻
線
口
出
部
の
絶
縁
が
劣
化
し
た
。
こ
の
た
め
新
品
と

交
換
し
た
。

・
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞｱ
ﾌ
ﾞｿ
ｰ
ﾊ
ﾞ盤
内
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
の
3
ヶ
に
油
漏
れ
が
生

じ
て
い
た
た
め
新
品
と
交
換
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

（
4
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検

（
1
）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
警
報
回
路
・
動
作
試
験
、
A
V
R

の
電
圧
測
定
、
指
示
計
校
正
試
験
、
A
M
P
.R
Y
動
作
試
験
、

速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

試
験
検
査
：
流
量
制
御
回
路
静
特
試
験
、
起
動
・
停
止
試
験

の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
継
電
器
の
設
定
値
確
認
、
保
護
装
置
動
作
試
験
、
冷
却

ﾌ
ｧ
ﾝ
の
試
験
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

盤
点
検
、
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
、
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
ｒ点
検
、
指
示
計
器
校
正
、

過
電
流
継
電
器
単
体
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運

転
確
認
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
動
作
確
認
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
器
の
電
磁
線
輪
の

焼
損
等
、
絶
縁
抵
抗
値
測
定
、
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
)点
検

（
1）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
、
A
V
R
の
電
圧
測
定
、
指
示
計

校
正
試
験
、
、
速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点

検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
ｻ
ｲ
ﾘｽ
ﾀ
ｹ
ﾞｰ
ﾄﾊ
ﾟﾙ
ｽ
測
定
、
保
護
回
路
の
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
、

S
C
R
,S
R
ｴ
ﾚ
ﾒ
ﾝ
ﾄ漏
洩
電
流
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

（
3
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
子
荒
損
等
、
絶
縁

抵
抗
値
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

（
4
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検
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表
10

.1
－

2（
2／

3）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
速
度
制
御
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

(１
)ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞｾ
ｯ
ﾄ値
確
認
法

(１
)電
気
的
動
作
試
験

(２
)起
動
ｵ
ｼ
ﾛ
測
定

(２
)速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認

(３
)速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値

(３
)流
量
制
御
回
路
静
特
性
試
験

(４
)ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
装
置
点
検

特
に
な
し

予
防
保
全
の
た
め
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

予
防
保
全
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

予
防
保
全
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

・
A
P
P
S
基
盤

・
過
熱
検
知
ｻ
ｰ
ﾓ
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾄ

・
S
C
R
ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
内
導
体

・
乾
式
変
圧
器
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ

・
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
R
用
赤
外
線
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ等

・
D
C
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞｱ
ﾌ
ﾞｿ
ｰ
ﾊ
ﾞ用
抵
抗
器
及
び
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ

・
乾
式
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ

第
8
回
定
検
反
映
事
項
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し

た
。

・
高
圧
盤
用
節
約
抵
抗

・
制
御
ﾃ
ﾞﾊ
ﾞｲ
ｽ

・
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
接
触
器
盤
の
電
線
及
び
部
品
等

第
9
回
定
検
反
映
事
項
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し

た
。
・
絶
縁
保
護
チ
ュ
ー
ブ

特
に
な
し

特
に
な
し

１
次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

(１
次
主
ポ
ン
プ
速
度
制
御
盤
類
、
測
定
端
子
台
の
設

置
を
行
っ
た
）

(１
)ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞｾ
ｯ
ﾄ値
確
認
法

電
流
ﾌ
ｨｰ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｯ
ｸ
及
び
電
流
ﾘﾐ
ｯ
ﾀ
ﾊ
ﾞｲ
ｱ
ｽ
測
定
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

調
整
器
、
不
感
帯
ﾊ
ﾞｲ
ｱ
ｽ
及
び
ｱ
ﾝ
ﾌ
ﾟｹ
ﾞｲ
ﾝ
測
定
、
流
量
制
御

回
路
特
性
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(２
)起
動
ｵ
ｼ
ﾛ
測
定

測
定
端
子
(速
度
指
令
、
速
度
、
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
ﾀ
電
流
、
IM
1
次
電

流
、
A
P
P
S
入
力
、
4
2
M
接
点
、
6
M
接
点
)に
ｵ
ｼ
ﾛ
を
接
続
し
測

定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値

判
定
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
ｻ
ｲ
ﾘｽ
ﾀ
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
の
ｱ
ﾉ
ｰ
ﾄﾞ
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
と
ﾊ
ｲ
ﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ間

に
接
続
さ
れ
て
い
る
渡
ﾘﾊ
ﾞｰ
用
絶
縁
保
護
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞが
変

質
劣
化
し
破
れ
が
発
生
し
て
い
る
た
め
次
回
整
備
時
に

全
数
交
換
を
推
奨
す
る
。

・
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞｱ
ﾌ
ﾞｿ
ｰ
ﾊ
ﾞ用
配
線
ダ
ク
ト
が
変
色
し
て
い
た
。
抵

抗
器
ｾ
ｯ
ﾄの
真
上
に
ダ
ク
ト
が
配
置
さ
れ
て
お
り
抵
抗

器
か
ら
の
輻
射
熱
を
受
け
易
い
位
置
に
あ
っ
た
た
め
に

ダ
ク
ト
が
変
色
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
変
色
し

た
配
線
ダ
ク
ト
を
撤
去
、
配
線
ﾀ
ﾞｸ
ﾄに
収
納
さ
れ
て
い
た

電
線
の
破
線
ﾙ
ｰ
ﾄを
変
更
し
改
善
し
た
。
最
上
段
部
抵

抗
器
の
金
具
部
分
の
赤
錆
は
ﾀ
ﾞｸ
ﾄ材
か
ら
の
液
が
落

下
し
錆
が
発
生
し
た
も
の
で
錆
は
除
去
し
再
塗
装
し

た
。
ま
た
抵
抗
器
の
渡
ﾘﾊ
ﾞｰ
は
交
換
し
た
。

特
に
な
し

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

(１
次
主
ポ
ン
プ
制
御
デ
バ
イ
ス
の
更
新
を
行
っ
た
）

(１
)電
気
的
動
作
試
験

保
護
動
作
試
験
（
重
故
障
回
路
試
験
、
軽
故
障
試
験
）
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(２
)速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認

設
定
値
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(３
)流
量
制
御
回
路
静
特
性
試
験

流
量
制
御
模
擬
入
力
を
可
変
し
、
電
動
V
R
の
制
御
動
作
が

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
A
M
P
,R
Y
動
作
試
験
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(４
)ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
装
置
点
検

外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
電
圧
測
定
、
電
流
測
定
、
回

転
方
向
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
A
P
P
S
本
体
裏
面
配
線
用
透
明
ﾋ
ﾞﾆ
ｰ
ﾙ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ及
び

線
朿
ﾊ
ﾞﾝ
ﾄﾞ
等
硬
化
が
発
生
し
て
い
る
の
で
次
期
整
備

時
交
換
を
推
奨
す
る
。

・
A
P
P
S
本
体
正
面
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ﾄ基
盤
振
動
防
止
用
ｸ
ｯ

ｼ
ｮﾝ
材
が
劣
化
し
て
い
る
た
め
時
期
整
備
時
交
換
を
推

奨
す
る
。

特
に
な
し

（
1
）
制
御
装
置
点
検

交
換
部
品
の
損
傷
、
端
子
の
締
付
漏
れ
、
部
品
に
異
物
混
入

が
な
い
こ
と
、
取
付
部
品
の
締
付
が
完
全
で
あ
る
こ
と
等
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

交
換
部
品
の
損
傷
、
端
子
の
締
付
漏
れ
、
部
品
に
異
物
混
入

が
な
い
こ
と
、
取
付
部
品
の
締
付
が
完
全
で
あ
る
こ
と
等
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
3
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

器
具
取
付
け
及
び
端
子
の
締
付
け
確
認
、
定
格
ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
、
高

圧
接
触
器
動
作
ﾃ
ｽ
ﾄ、
接
点
ﾜ
ｲ
ﾌ
ﾟ量
測
定
等
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
な
し

予
防
保
全
の
た
め
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

・
S
C
R
-
S
R
用
：
ｴ
ｱ
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
、
ﾊ
ﾟﾙ
ｽ
ﾄﾗ
ﾝ
ｽ
、
ｹ
ﾞｰ
ﾄ直
列
ﾀ
ﾞ

ｲ
ｵ
ｰ
ﾄﾞ
、
ｹ
ﾞｰ
ﾄ直
列
ﾀ
ﾞｲ
ｵ
ｰ
ﾄﾞ
ｷ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ、
ｻ
ｰ
ﾏ
ﾙ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
、

抵
抗
器
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
、
ﾈ
ｵ
ﾝ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟｾ
ｯ
ﾄ、
保
護
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ、

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ溶
断
検
出
器
、
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ溶
断
検
出
器
用
ﾄﾗ
ﾝ
ｽ
、

ｾ
ﾚ
ﾝ
放
電
検
出
ﾘﾚ
ｰ
等

・
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞｱ
ﾌ
ﾞｿ
ｰ
ﾊ
ﾞ盤
:ｾ
ﾚ
ﾝ
ｱ
ﾚ
ｽ
ﾀ
、
ｾ
ﾚ
ﾝ
用
保
護
ﾋ
ｭ
ｰ

ｽ
ﾞ、
ﾈ
ｵ
ﾝ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟｾ
ｯ
ﾄ・
高
圧
盤
：
高
圧
接
触
器
用
主
接

触
子
、
高
圧
接
触
器
用
ｺ
ｲ
ﾙ
、
K
S
用
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ、
電
磁
接

触
器
等

（
1
）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
警
報
回
路
・
動
作
試
験
、
A
V
R

の
電
圧
測
定
、
指
示
計
校
正
試
験
、
A
M
P
.R
Y
動
作
試
験
、

速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

試
験
検
査
：
流
量
制
御
回
路
静
特
試
験
、
起
動
・
停
止
試

験
、
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
引
継
確
認
、
ﾓ
ｰ
ﾀ
回
転
数
確
認
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
継
電
器
の
設
定
値
確
認
、
保
護
装
置
動
作
試
験
、
冷
却

ﾌ
ｧ
ﾝ
の
試
験
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

盤
点
検
、
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
、
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
ｒ点
検
、
指
示
計
器
校
正
、

過
電
流
継
電
器
単
体
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運

転
確
認
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
動
作
確
認
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
器
の
電
磁
線
輪
の

焼
損
等
、
絶
縁
抵
抗
値
測
定
、
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
現
場
速
度
制
御
盤
の
ｾ
ﾚ
ﾝ
整
流
器
を
ｼ
ﾘｺ
ﾝ
整
流
器

に
交
換
し
改
善
を
行
っ
た
。

・
二
次
切
替
盤
接
触
器
、
7
2
M
の
補
助
接
点
を
交
換
し

改
善
を
行
っ
た
。
高
圧
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
の
高
圧
接

触
器
用
ｼ
ﾘｰ
ｽ
ﾞ抵
抗
を
交
換
し
た
。

・
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
が
誤
動
作
し
て
い
た
の
で
調
整

を
行
っ
た
。

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

（
4
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

（
電
気
品
の
交
換
作
業
を
実
施
し
た
）

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検

・
A
P
P
S
裏
面
配
線
用
透
明
ﾋ
ﾞﾆ
ｰ
ﾙ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ等

・
A
P
P
S
本
体
正
面
ｶ
ﾊ
ﾞｰ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ﾄ基
盤
振
動
防
止
用
ｸ
ｯ

ｼ
ｮﾝ

・
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
、
絶
縁
抵
抗
値
が
3
～
6
M
Ω
と
低
下
し

て
い
る
た
め
、
絶
縁
抵
抗
値
を
上
げ
る
た
め
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
ﾋ
ｰ

ﾀ
等
の
取
付
を
推
奨
す
る
。
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は

別
途
、
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
ﾋ
ｰ
ﾀ
を
取
り
付
け
た
。

・
S
C
R
.S
R
盤
内
ｻ
ｲ
ﾘｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
用
、
ｼ
ﾘｺ
ﾝ
ﾀ
ﾞｲ
ｵ
ｰ
ﾄﾞ
の
A
-
K

間
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
及
び
抵
抗
の
交
換
を
推
奨
す
る
。

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

（
4
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検

（
1
）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
警
報
回
路
・
動
作
試
験
、
A
V
R

の
電
圧
測
定
、
指
示
計
校
正
試
験
、
A
M
P
.R
Y
動
作
試
験
、

速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

試
験
検
査
：
流
量
制
御
回
路
静
特
試
験
、
起
動
・
停
止
試

験
、
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
引
継
確
認
、
ﾓ
ｰ
ﾀ
回
転
数
確
認
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
継
電
器
の
設
定
値
確
認
、
保
護
装
置
動
作
試
験
、
冷
却

ﾌ
ｧ
ﾝ
の
試
験
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

盤
点
検
、
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
、
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
ｒ点
検
、
指
示
計
器
校
正
、

過
電
流
継
電
器
単
体
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運

転
確
認
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
動
作
確
認
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
器
の
電
磁
線
輪
の

焼
損
等
、
絶
縁
抵
抗
値
測
定
、
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
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表
10

.1
－

2（
3／

3）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
速
度
制
御
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

予
防
保
全
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

予
防
保
全
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し
た
。

・
S
C
R
-
S
R
盤
用
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ

・
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
（
A
1
.現
場
速
度
制
御
盤
#
1
0
1
-
6
）

・
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
R
盤
用
限
流
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ、
筒
型
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ

・
高
圧
P
T
一
次
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ

・
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
用
ﾍ
ﾞｱ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ等

・
端
子
（
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞｱ
ﾌ
ﾞｿ
ｰ
ﾊ
ﾞ用
抵
抗
器
)等

第
1
0
回
定
検
反
映
事
項
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し

た
。

第
1
1
回
定
検
反
映
事
項
と
し
て
以
下
の
部
品
を
更
新
し

た
。

－

・
直
流
主
回
路
ﾌ
ﾞｽ
ﾊ
ﾞｰ
取
付
け
ﾍ
ﾞｰ
ｸ
板
劣
化
で
割
れ

有
り
。
こ
の
た
め
S
K
B
ﾊ
ﾞﾝ
ﾄﾞ
に
て
補
修
し
た
。

・
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
の
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
の
ｽ
ﾍ
ﾟｰ

ｽ
ﾋ
ｰ
ﾀ
取
付
け
の
推
奨
に
つ
い
て
今
回
定
検
は
絶
縁
抵

抗
値
の
低
下
は
な
く
良
好
で
あ
っ
た
た
め
別
途
、
計
画

す
る
。

・
主
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟB
号
機
の
「
整
流
器
過
熱
」
に
よ
り
「
B
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ

ｽ
制
御
系
重
故
障
」
に
至
り
、
主
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟA
,B
号
機
ト
リ
ッ

プ
が
発
生
し
た
。
原
因
は
S
R
･S
C
R
盤
が
盤
内
に
取
り

込
ん
だ
空
気
を
盤
外
へ
ｽ
ﾑ
ｰ
ｽ
ﾞに
排
出
で
き
な
い
構
造

で
あ
っ
た
た
め
盤
内
温
度
が
上
昇
し
温
度
ｾ
ﾝ
ｻ
ｰ
が
作

動
し
た
た
め
。
対
策
と
し
て
当
該
盤
内
に
換
気
ﾀ
ﾞｸ
ﾄを

取
り
付
け
、
正
面
扉
に
ﾌ
ｧ
ﾝ
(8
台
)を
設
置
し
冷
却
改
善

を
行
っ
た
。

・
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
制
御
装
置
の
点
検
に
お
い
て
A
系
1
0
1
-
6
ｺ
ﾝ

ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
C
7
2
M
(2
μ
F
5
0
0
W
V
)端
子
部
劣
化
に
よ
り
破
損

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
2
μ
1
0
0
0
W
V
の
物
と
交
換
し
た
。

・
高
圧
盤
の
点
検
に
お
い
て
1
次
主
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
B
)に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
高
圧
電
磁
接
触
器
(ﾃ
ﾞﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾞｽ
5
2
M
B
)用
操

作
ｺ
ｲ
ﾙ
の
ｻ
ｰ
ｼ
ﾞｱ
ﾌ
ﾞｿ
ｰ
ﾊ
ﾞ用
抵
抗
器
の
端
子
部
損
傷

し
て
い
た
た
め
代
品
と
交
換
。

・
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
ﾀ
変
圧
器
用
温
度
計
温
度
校
正
を
行
っ
た
。

(前
回
定
検
時
反
映
事
項
)

・
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
制
御
装
置
点
検
に
お
い
て
A
系
#
1
0
1
-
6
取
り
付
け
直
流
電

流
計
の
誤
差
が
最
大
-
4
%
と
許
容
範
囲
を
外
れ
て
い
た
た
め
次
回
新

品
交
換
を
推
奨
す
る
。
ま
た
現
状
使
用
さ
れ
て
い
る
部
品
の
大
部
分

は
製
造
中
止
と
な
っ
て
い
る
た
め
早
目
の
制
御
盤
ﾘﾌ
ﾟﾚ
ｰ
ｽ
を
御
願
い

す
る
。

・
整
流
器
点
検
に
お
い
て
絶
縁
抵
抗
対
策
と
し
て
室
内
換
気
は
現
状

の
外
気
直
接
導
入
か
ら
、
室
内
を
密
封
に
し
て
温
度
、
湿
度
を
管
理

で
き
る
ｴ
ｱ
ｺ
ﾝ
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
推
奨
す
る
。

・
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
変
圧
器
点
検
に
お
い
て
ﾀ
ﾞｲ
ﾔ
ﾙ
温
度
計
誤
差
大
で
あ
り
、
次

回
定
検
で
調
整
又
は
交
換
を
推
奨
す
る
。
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
制
御
装
置
点
検
に

お
い
て
電
流
計
の
校
正
の
う
ち
A
,B
-
主
循
環
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電
流
計
(#
4
2
4
)

の
2
台
に
つ
い
て
次
回
定
検
時
に
交
換
を
推
奨
す
る
。

1
次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

M
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
伴
い
当
該
設
備
を
更
新
し
た
。

－

第
1
2
回
定
検
に
お
け
る
次
回
反
映
事
項
に
つ
い
て
は
、
M
K
-

Ⅲ
改
造
工
事
に
て
対
応
し
た
。

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1次
主
ポ
ン
プ
制
御
装
置

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

（
4
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検

－

・
S
C
R
-
S
R
盤
内
ｻ
ｲ
ﾘｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
用
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
及
び
抵
抗
器
・

S
C
R
-
S
R
盤
内
ｼ
ﾘｺ
ﾝ
ﾀ
ﾞｲ
ｵ
ｰ
ﾄﾞ
ｽ
ﾀ
ｯ
ｸ
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
及
び
抵

抗
器

・
高
圧
限
流
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ・
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
電
流
計
･

S
C
R
,H
R
F
保
護
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ

（
1
）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
警
報
回
路
・
動
作
試
験
、
A
V
R

の
電
圧
測
定
、
指
示
計
校
正
試
験
、
A
M
P
.R
Y
動
作
試
験
、

速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

試
験
検
査
：
流
量
制
御
回
路
静
特
試
験
、
起
動
・
停
止
試

験
、
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
引
継
確
認
、
ﾓ
ｰ
ﾀ
回
転
数
確
認
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
継
電
器
の
設
定
値
確
認
、
保
護
装
置
動
作
試
験
、
冷
却

ﾌ
ｧ
ﾝ
の
試
験
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

盤
点
検
、
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
、
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
ｒ点
検
、
指
示
計
器
校
正
、

過
電
流
継
電
器
単
体
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運

転
確
認
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
動
作
確
認
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
器
の
電
磁
線
輪
の

焼
損
等
、
絶
縁
抵
抗
値
測
定
、
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
1）
制
御
盤
点
検

（
2
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

（
4
）
高
圧
盤
(ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
ｰ
）
点
検

（
1
）
制
御
装
置
点
検

制
御
盤
：
外
観
・
一
般
点
検
、
警
報
回
路
・
動
作
試
験
、
A
V
R

の
電
圧
測
定
、
指
示
計
校
正
試
験
、
A
M
P
.R
Y
動
作
試
験
、

速
度
制
御
ｱ
ﾅ
ﾛ
ｸ
ﾞ設
定
値
確
認
、
抵
抗
器
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

試
験
検
査
：
流
量
制
御
回
路
静
特
試
験
、
起
動
・
停
止
試

験
、
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
引
継
確
認
、
ﾓ
ｰ
ﾀ
回
転
数
確
認
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
S
C
R
.S
R
盤
点
検

外
観
、
細
部
点
検
及
清
掃
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
制
御
回
路
点

検
、
継
電
器
の
設
定
値
確
認
、
保
護
装
置
動
作
試
験
、
冷
却

ﾌ
ｧ
ﾝ
の
試
験
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
3
）
変
圧
器
盤
、
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
盤
点
検

盤
点
検
、
D
C
ﾘｱ
ｸ
ﾄﾙ
、
ｾ
ﾙ
ﾋ
ﾞｳ
ｽ
T
ｒ点
検
、
指
示
計
器
校
正
、

過
電
流
継
電
器
単
体
試
験
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運

転
確
認
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
断
風
ﾘﾚ
ｰ
動
作
確
認
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
高
圧
盤
（
ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾈ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾀ
）
点
検

外
観
点
検
、
配
線
の
過
熱
変
色
等
、
接
触
器
の
電
磁
線
輪
の

焼
損
等
、
絶
縁
抵
抗
値
測
定
、
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｰ
ﾀ
変
圧
器
用
温
度
計
指
示
誤
差
が
大
き
い
為
、
次
回
点
検

時
調
整
又
は
交
換
推
奨
。

・
高
圧
限
流
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞの
使
用
年
数
経
過
い
る
た
め
次
回
交
換
推
奨
。

・
S
C
R
,H
R
F
保
護
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾌ
ﾞ交
換
推
奨
。

・
A
,B
ﾎ
ﾟﾆ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ
電
流
計
(A
-
4
0
3
,5
0
6
付
)精
度
±
1
.5
%
を
超
え
て
い

た
め
0
点
を
基
準
に
校
正
を
行
っ
た
。
次
回
点
検
時
に
お
い
て
交
換
を

推
奨
。
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表
10

.1
－

3（
1／

2）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
（
A
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

（
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
の
対
流
防
止
板
取
付
、
分
解
点
検
に
合

わ
せ
て
実
施
）

（
1
）
外
観
・
据
付
検
査

（
2
）
寸
法
検
査

（
3
）
摺
動
面
粗
度
検
査

（
4
）
荷
重
検
査

（
5
）
ベ
ア
リ
ン
グ
検
査

（
6
）
耐
圧
（
漏
洩
検
査
）
試
験

・
各
種
O
リ
ン
グ
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト

・
ベ
ア
リ
ン
グ
等

（
1
）
外
観
・
寸
法
検
査

（
2
）
摺
動
面
粗
度
検
査

（
3
）
真
空
漏
洩
試
験

１
次
主
ポ
ン
プ
Ａ
号
機
の
更
新
に
伴
い
メ
カ
ニ
カ
ル
ｼ
ｰ
ﾙ
1
式
更
新
し

た
。

（
1
）
外
観
・
据
付
検
査

表
面
に
著
し
い
か
き
傷
、
打
こ
ん
、
ク
ラ
ッ
ク
等
が
な
く
、
配
置
、
据

付
、
状
態
が
適
正
で
あ
り
、
か
つ
他
の
機
器
と
の
干
渉
及
び
、
異
常

な
変
形
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
2
）
寸
法
検
査

摺
動
面
摩
耗
量
測
定
を
行
い
、
上
部
シ
ー
ル
、
下
部
シ
ー
ル
が
基

準
値
以
上
で
あ
る
こ
と
、
ス
リ
ー
ブ
、
フ
ラ
ン
ジ
に
お
い
て
は
設
計
許

容
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
3
）
摺
動
面
粗
度
検
査

判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
荷
重
検
査

設
計
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
調
整
要
）

（
5
）
ベ
ア
リ
ン
グ
検
査

外
観
上
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
6
）
耐
圧
（
漏
洩
検
査
）
試
験

漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

－
－

－
－

－
－

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
（
B
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

（
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
本
体
の
対
流
防
止
板
取
付
、
分
解
点
検
に
合

わ
せ
て
実
施
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

－
－

特
に
な
し

（
1
）
外
観
・
寸
法
検
査

配
置
、
据
付
、
状
態
が
適
正
で
あ
り
、
か
つ
他
の
機
器
と
の
干
渉
及

び
、
異
常
な
変
形
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
上
部
シ
ー
ル
、
下
部

シ
ー
ル
が
基
準
値
以
上
で
あ
る
こ
と
、
ス
リ
ー
ブ
、
フ
ラ
ン
ジ
に
お
い

て
は
設
計
許
容
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
2
）
摺
動
面
粗
度
検
査

判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
3
）
真
空
漏
洩
試
験

漏
洩
量
が
判
定
値
内
で
あ
る
こ
と
。

特
に
な
し

特
に
な
し

・
シ
ー
ル
リ
ン
グ
の
摺
動
面
内
周
に
若
干
の
面
粗
れ
が
発
生
し
て
い

た
。
又
、
内
径
に
長
さ
3
3
m
m
、
幅
0
.2
m
m
の
ｶ
ｹ
が
発
生
し
て
い
る
。

欠
け
部
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヤ
ス
リ
に
て
面
取
り
、
ラ
ッ
プ
に
て
再
使
用

可
と
し
た
。

・
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
に
お
い
て
、
摺
動
面
内
周
に
若
干
の
面
粗

れ
が
発
生
し
て
い
る
。
研
磨
、
ラ
ッ
プ
に
て
再
使
用
可
。

・
ス
リ
ー
ブ
に
お
い
て
、
上
部
側
端
面
に
打
キ
ズ
が
つ
い
て
い
る
。
凸

部
を
ヤ
ス
リ
に
て
除
去
。

－

－ － － － －

－ － － －

－
－

－
－

－
－
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表
10

.1
－

3（
2／

2）
　
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
（
A
）
、
（
B
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
（
A
）
、
（
B
）
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

－
－

－
－

（
1
）
外
観
・
据
付
検
査

（
2
）
寸
法
検
査

（
3
）
摺
動
面
粗
度
検
査

（
4
）
荷
重
検
査

（
5
）
ベ
ア
リ
ン
グ
検
査

（
6
）
耐
圧
（
漏
洩
検
査
）
試
験

・
各
種
O
リ
ン
グ
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト

・
ベ
ア
リ
ン
グ

・
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
等

（
1
）
外
観
・
据
付
検
査

表
面
に
著
し
い
か
き
傷
、
打
こ
ん
、
ク
ラ
ッ
ク
等
が
な
く
、
配
置
、
据

付
、
状
態
が
適
正
で
あ
り
、
か
つ
、
他
の
機
器
と
の
干
渉
及
び
、
異
常

な
変
形
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
2
）
寸
法
検
査

摺
動
面
摩
耗
量
測
定
を
行
い
、
上
部
ｼ
ｰ
ﾙ
、
下
部
ｼ
ｰ
ﾙ
が
基
準
値

以
上
で
あ
る
こ
と
、
ス
リ
ー
ブ
、
フ
ラ
ン
ジ
に
お
い
て
は
設
計
許
容
値

内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
3
）
摺
動
面
粗
度
検
査

判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
荷
重
検
査

設
計
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
調
整
要
）

（
5
）
ベ
ア
リ
ン
グ
検
査

外
観
上
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
6
）
耐
圧
（
漏
洩
検
査
）
試
験

漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

－

（
1
）
外
観
・
据
付
検
査

（
2
）
寸
法
検
査

（
3
）
摺
動
面
粗
度
検
査

（
4
）
荷
重
検
査

（
5
）
ベ
ア
リ
ン
グ
検
査

（
6
）
耐
圧
（
漏
洩
検
査
）
試
験

・
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
分
解
後
、
デ
フ
レ
ク
タ
上
部
の
ス
リ
ー
ブ
を
、
デ

フ
レ
ク
タ
上
部
の
O
リ
ン
グ
交
換
の
た
め
取
り
外
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
B

号
機
の
ス
リ
ー
ブ
が
引
き
抜
け
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
原
因
は
運
転

時
の
シ
ャ
フ
ト
の
温
度
上
昇
に
伴
い
ス
リ
ー
ブ
と
の
嵌
め
あ
い
が
変

化
し
、
引
き
抜
き
時
に
ス
リ
ー
ブ
側
と
の
接
触
に
繋
が
り
、
引
っ
掛
か
り

至
っ
た
と
判
断
し
た
。
こ
の
た
め
当
該
ス
リ
ー
ブ
の
切
除
、
及
び
新
製

ス
リ
ー
ブ
と
の
交
換
作
業
を
行
っ
た
。

前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
を
以
下
に
示
す
。

・
下
部
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
超
硬
は
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ラ
ッ
ト
を
用
い

て
計
測
す
る
コ
ン
タ
ク
ト
法
に
て
平
坦
度
出
荷
基
準
を
３
バ
ン
ド
以
下

か
ら
２
バ
ン
ド
以
下
に
精
度
を
向
上
し
た
。
ま
た
、
面
粗
度
調
整
を

行
っ
た
。

・
カ
ー
ボ
ン
の
ブ
リ
ス
タ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
ブ
リ
ス
タ
ー
の
要
因
と

な
る
含
浸
材
を
含
浸
し
な
い
無
含
浸
カ
ー
ボ
ン
に
変
更
し
た
。

・
各
種
O
リ
ン
グ
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト

・
ベ
ア
リ
ン
グ

・
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
等

（
1
）
外
観
・
据
付
検
査

表
面
に
著
し
い
か
き
傷
、
打
こ
ん
、
ク
ラ
ッ
ク
等
が
な
く
、
配
置
、
据

付
、
状
態
が
適
正
で
あ
り
、
か
つ
、
他
の
機
器
と
の
干
渉
及
び
、
異
常

な
変
形
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
2
）
寸
法
検
査

摺
動
面
摩
耗
量
測
定
を
行
い
、
上
部
ｼ
ｰ
ﾙ
、
下
部
ｼ
ｰ
ﾙ
が
基
準
値

以
上
で
あ
る
こ
と
、
ス
リ
ー
ブ
、
フ
ラ
ン
ジ
に
お
い
て
は
設
計
許
容
値

内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
3
）
摺
動
面
粗
度
検
査

判
定
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
4
）
荷
重
検
査

設
計
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
調
整
要
）

（
5
）
ベ
ア
リ
ン
グ
検
査

外
観
上
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
6
）
耐
圧
（
漏
洩
検
査
）
試
験

漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

－ －

特
に
な
し

・
下
部
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
点
検
時
に
超
硬
摺
動
面
に
線
状
傷
が

３
本
見
ら
れ
た
。
（
固
定
側
，
回
転
側
）
こ
の
部
分
を
再
ラ
ッ
プ
し
て
傷

を
と
ろ
う
と
し
た
が
と
り
き
れ
な
か
っ
た
。
漏
洩
に
は
至
ら
な
い
程
度
の

傷
で
あ
る
が
、
次
回
定
検
時
に
は
超
硬
は
平
坦
度
出
荷
基
準
を
３
バ

ン
ド
以
下
か
ら
２
バ
ン
ド
以
下
と
す
る
。

・
上
部
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
（
大
気
側
）
は
固
定
側
に
カ
ー
ボ
ン
、
固

転
側
に
超
硬
の
組
合
せ
と
な
っ
て
お
り
、
超
硬
摺
動
面
は
異
常
は
な

か
っ
た
が
、
カ
ー
ボ
ン
摺
動
面
に
は
2
，
3
ヶ
所
の
ブ
リ
ス
タ
ー
が
見
ら

れ
た
。
（
A
,B
号
機
共
）
次
回
定
検
時
に
は
カ
ー
ボ
ン
材
は
含
浸
カ
ー

ボ
ン
か
ら
無
含
浸
カ
ー
ボ
ン
に
変
更
す
る
。

－
－

－

－
－

－

－
－

－
－

－
－

－
－

－ －
－

－
－

－ － －
－
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表
10

.2
－

1（
1／

3）
　
１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

　
　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
実
施
し
、
良
好
な
結
　
　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
実
施
し
、
良
好
な
結

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
　

　
　

　
　

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
リ
ア
ク
ト
ル
盤
）

　
な
し

　
リ
ア
ク
ト
ル
鉄
心
上
部
が
発
錆
し
て
い
た
た
め
シ
リ
コ

　
ン
ワ
ニ
ス
に
て
補
修
塗
布
を
実
施
し
た
。

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）
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表
10

.2
－

1（
2／

3）
　
１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
　
盤
点
検
を
実
施
し
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
計
器
用
Ｐ
Ｔ
（
電
圧
計
用
）
の
交
換
作
業
を
実
施
し

　
　
盤
点
検
、
絶
縁
油
及
び
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶

　
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試

　
　
盤
点
検
、
絶
縁
油
及
び
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶

　
（
月
例
点
検
等
に
よ
る
自
主
点
検
の
み
実
施
）

　
た
。
ま
た
、
部
品
交
換
後
の
点
検
に
て
良
好
な
結
果
　
縁
油
分
析
試
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測

　
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷

　
縁
油
分
析
試
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測

　
が
得
ら
れ
た
。

　
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が

　
試
験
、
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換
を
実
施
し
、
良
好

　
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が

　
　
得
ら
れ
た
。

　
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
得
ら
れ
た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
コ
ン
デ
ン
サ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
コ
ン
デ
ン
サ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
Ｐ
Ｔ
（
電
圧
計
用
）
の
更

　
予
防
保
全
と
し
て
絶
縁
油
、
、
排
油
弁
パ
ッ
キ
ン
(ｶ
ﾞ
　
予
防
保
全
と
し
て
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
予
防
保
全
と
し
て
絶
縁
油
、
排
油
弁
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を

　
新
、
並
び
に
Ｐ
Ｔ
用
ヒ
ュ
ー
ズ
の
交
換
を
実
施
し
た
。
　
ｽ
ｹ
ｯ
ﾄ)
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄ
　
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
　
交
換
し
た
。

　
ﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使

　
ﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
用
し
た
)

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
を
交
換

　
し
た
。

　
な
し

　
な
し

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
の
接
触
面
の
荒
れ
が
見

　
減
速
機
構
部
の
オ
イ
ル
カ
ッ
プ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
に
劣
化

　
受
け
ら
れ
た
た
め
手
仕
上
げ
に
よ
る
面
修
正
を
実

　
が
見
ら
れ
た
た
め
次
回
更
新
を
要
す
る
。

　
施
し
た
。
ま
た
、
次
回
定
検
時
は
接
触
子
の
交
換

　
を
要
す
る
。

　
な
し

　
な
し

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器

　
絶
縁
油
分
析
試
験
に
て
絶
縁
破
壊
電
圧
が
低
く

　
減
速
機
構
部
の
オ
イ
ル
カ
ッ
プ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
更
新

　
な
っ
て
き
た
た
め
絶
縁
油
の
交
換
を
次
回
要
す
る
。

　
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ

　
ﾝ
ｷ
ﾞﾔ
の
交
換
を
次
回
要
す
る
。
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表
10

.2
－

1（
3／

3）
　
１
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
・
 誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

①
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
　
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
　
・
盤
点
検
、
絶
縁
油
及
び
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、
無
負
荷
試

　
絶
縁
抵
抗
測
定
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、
無
負
荷
試

　
油
分
析
試
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
､

　
験
、
実
負
荷
試
験
、
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計

　
験
、
実
負
荷
試
験
、
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計

　
無
負
荷
試
験
、
実
負
荷
試
験
、
保
護
継
電
器
試
験
､

　
器
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
　
器
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
　
指
示
計
器
試
験
、
ＩＶ
Ｒ
各
ﾘﾐ
ｯ
ﾄｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
の
設
定
電
圧

　
　

　
測
定
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
　

②
　
電
磁
ポ
ン
プ
の
運
転
上
限
設
定
電
圧
の
見
直
し

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
・
流
量
と
ポ
ン
プ
印
加
電
圧
の
関
係
は
、
N
a温
度
に

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

　
よ
り
変
わ
る
た
め
高
温
時
（
原
子
炉
運
転
時
）
に
於

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

　
け
る
ポ
ン
プ
の
運
転
に
余
裕
を
持
た
せ
る
た
め
ポ
ン

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
　
プ
の
運
転
上
限
リ
ミ
ッ
ト
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
設
定
値
(印
加
電
圧
)

　
を
ＩＶ
Ｒ
の
許
容
範
囲
内
で
上
げ
た
。

　
調
整
前
：
2
9
7
V
　
→
　
調
整
後
：
3
0
1
V
　
に
変
更

　
(デ
ー
タ
は
無
負
荷
時
の
値
)

2
. 
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
  
  
結
果
：
良

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器

　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
P
T
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
P
T
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞ、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
予
防
保
全
と
し
て
絶
縁
油
、
リ
ミ
ッ
ト
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
、
計
器
用

　
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
　
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞ
　
P
T
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞを
交
換
し
た
。
　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ｺ

　
ﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
ﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ

　
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。
　
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
と
し
て
オ
イ
ル
カ
ッ
プ
ガ

　
ス
ケ
ッ
ト
を
更
新
し
た
。

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

　
な
し

・
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

　
定
期
的
な
絶
縁
油
分
析
試
験
、
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用

　
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ
ヤ
の
交
換
、
リ
ミ
ッ
ト
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
設
定
値
の

　
確
認
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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表
10

.3
－

1（
1／

3）
　
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
更
新
及
び
試
験

①
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
部
外
観
検
査

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
更
新
及
び
点
検
②
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
部
寸
法
検
査

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
溶
接
部
の
検
査

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

④
　
付
属
電
気
品
検
査

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

⑤
　
作
動
検
査

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
部
外
観
検
査

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
電
磁
ポ
ン
プ
を
分
解
し
、
ダ
ク
ト
表
面
及
び
前
後
の

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
レ
ジ
ュ
ー
サ
部
、
ベ
ロ
ー
ズ
部
を
目
視
に
て
検
査
し
、
　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

　
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
　
盤
点
検
、
ＩＲ
制
御
動
作
確
認
(無
負
荷
時
)、
絶
縁
抵

②
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
部
寸
法
検
査

　
盤
点
検
、
ＩＲ
制
御
動
作
確
認
(無
負
荷
時
)、
絶
縁
抵

　
ﾘﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定
確
認
、
パ
ル
ス
出
力
確
認
、
電

　
抗
測
定
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定
　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
ダ
ク
ト
部
の
上
下
、
鉛
直
、
長
手
の
各
方
向
と
厚
み
に
　
抗
測
定
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定

　
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
確
認

　
確
認
、
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定
確
認
、
運
転
中
制
御
動

　
つ
い
て
寸
法
測
定
を
実
施
し
、
異
常
の
無
い
こ
と
を
　
確
認
、
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定
確
認
、
運
転
中
制
御
動

　
(無
負
荷
時
)等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
　
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
確
認
し
た
。

　
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
た
。

　
電
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
に
つ

③
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
溶
接
部
の
検
査

　
電
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
に
つ

　
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

　
ダ
ク
ト
溶
接
部
の
液
体
浸
透
探
傷
検
査
、
放
射
線
透
　
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
過
試
験
を
実
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
盤
点
検
、
ＩＶ
Ｒ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
保
護
継
電
器
試

④
　
付
属
電
気
品
検
査

　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実

　
験
、
指
示
計
器
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
　
励
磁
コ
イ
ル
(単
体
)、
予
熱
ヒ
ー
タ
、
漏
洩
検
出

　
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
得
ら
れ
た
。

　
　
器
、
熱
電
対
等
の
付
属
電
気
品
に
つ
い
て
外
観

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
　
検
査
、
抵
抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
実
施

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

　
　
し
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

　
・
励
磁
コ
イ
ル
(単
体
)絶
縁
抵
抗
値
1
0
0
0
M
Ω
以
上
②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

⑤
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
 結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

　
な
し

　
な
し

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

　
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
を
開
放
し
て
の
ダ
ク
ト
部
の
検
査
　
な
し

　
流
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン

に
伴
い
本
体
カ
バ
ー
用
パ
ッ
キ
ン
等
を
取
替
え
た
。

　
デ
ン
サ
を
交
換
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
、
誘
導
電
圧
調
整
器
に
つ
い
て
は

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
な
し

　
な
し

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

　
特
に
な
し

1.
 誘
導
電
圧
調
整
器
（
リ
ア
ク
ト
ル
盤
）

　
な
し

　
リ
ア
ク
ト
ル
鉄
心
上
部
が
発
錆
し
て
い
た
た
め
シ
リ
コ

　
ン
ワ
ニ
ス
に
て
補
修
塗
布
を
実
施
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
、
誘
導
電
圧
調
整
器
に
つ
い
て
は

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
な
し

　
な
し

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

　
特
に
な
し

　
な
し

　
な
し

2
. 
電
圧
調
整
回
路
、
誘
導
電
圧
調
整
器
に
つ
い
て
は

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

次
回
反
映
事
項

資料3.5－1（表）
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表
10

.3
－

1（
2／

3）
　
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
へ
の
測
定
端
子
台
の
設
置

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
へ
の
測
定
端
子
台
の
設
置

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

　
盤
点
検
、
ＩＲ
制
御
動
作
確
認
(無
負
荷
時
)、
絶
縁
抵
　
定
検
時
と
不
具
合
発
生
時
の
デ
ー
タ
採
取
を
容
易

　
制
御
電
源
用
Ｐ
Ｔ
、
タ
イ
マ
ー
、
電
磁
接
触
器
等
の

　
制
御
構
成
部
品
の
更
新
、
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧

　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、

　
抗
測
定
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定
確
認
、
運
転
中
　
に
行
え
る
様
に
ＩＲ
制
御
盤
へ
動
特
性
、
静
特
性
の

　
電
気
品
の
交
換
作
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
部
品
交
　
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、

　
制
御
動
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
　
デ
ー
タ
採
取
用
測
定
端
子
台
を
設
置
し
た
。

　
換
後
の
点
検
に
て
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結

　
運
転
中
制
御
動
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結

　
れ
た
。

　
設
置
後
、
制
御
装
置
の
各
特
性
試
験
デ
ー
タ
採
取

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
電
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
に
つ
　
が
問
題
な
く
行
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
共
に
、
制
御
　
計
器
用
Ｐ
Ｔ
（
電
圧
計
用
）
の
交
換
作
業
を
実
施
し

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

　
装
置
の
健
全
性
を
採
取
し
た
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
に
て
確
認
し
た
｡
　
た
。
ま
た
、
部
品
交
換
後
の
点
検
に
て
良
好
な
結
果
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル

　
が
得
ら
れ
た
。

　
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験

　
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
、

　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実

　
ＩＶ
Ｒ
本
体
を
製
作
メ
ー
カ
工
場
に
て
分
解
、
部
品
交

　
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果

　
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
換
、
整
備
等
を
実
施
し
、
工
場
試
験
及
び
復
旧
後
の

　
ま
た
、
ＩＶ
Ｒ
各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
設
定
電
圧
に
つ
い
　
が
得
ら
れ
た
。

　
試
験
検
査
で
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
本
体
）

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

　
予
防
保
全
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
｡
　
絶
縁
油
、
可
動
リ
ー
ド
線
、
１
次
・
２
次
リ
ー
ド
線
、
パ
ッ
　
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
ス
パ
ン
調
整
用
、
上
限
設
定
用
、
下
　
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
を
交
換
し
た
。
　
予
防
保
全
と
し
て
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
　
キ
ン
類
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
、
減
速
機
構
ギ
ヤ
、
　
限
用
設
定
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
交
換
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ

　
使
用
し
た
)

　
ギ
ヤ
軸
、
軸
受
け
メ
タ
ル
等
を
交
換
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
予
防
保
全
と
し
て
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
基
板
、
ト
ラ
ン
　
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
予
防
保
全
と
し
て
制
御
電
源
用
Ｐ
Ｔ
、
タ
イ
マ
ー
、
電
　
ス
、
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟｰ
ﾀ
ﾞﾝ
ｽ
ﾊ
ﾟｯ
ｸ
、
抵
抗
器
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
等
の
制
　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
磁
接
触
器
、
直
流
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
、
Ａ
Ｖ
Ｒ
、
サ
ー
マ
　
御
構
成
部
品
を
更
新
し
た
。

　
ル
リ
レ
ー
を
交
換
し
た
。

3
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

3
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
コ
ン
デ
ン
サ
盤
）

　
予
防
保
全
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ
ヤ
、
コ

　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
Ｐ
Ｔ
（
電
圧
計
用
）
を
交
換
　
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は

　
し
た
｡

　
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
な
し

　
な
し

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
電
源
喪
失
試
験
時
に
ポ
ン
プ
起
動
後
、
約
１
分
3
0
秒
　
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
の
接
触
面
の
荒
れ
が
診

　
後
に
過
電
流
継
電
器
(O
C
R
)が
動
作
し
、
ポ
ン
プ
が
　
受
け
ら
れ
た
た
め
手
仕
上
げ
に
よ
る
面
修
正
を
実

　
ト
リ
ッ
プ
し
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
整
定
値
と
起
動
時
の
制
御

　
施
し
た
。
ま
た
、
次
回
定
検
時
は
接
触
子
の
交
換

　
遅
れ
に
よ
る
運
転
電
流
と
に
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
ポ
　
を
要
す
る
。

　
ン
プ
の
許
容
運
転
電
流
を
メ
ー
カ
に
確
認
し
て
Ｏ
Ｃ
Ｒ

　
の
整
定
値
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
。

　
電
流
タ
ッ
プ
：
2
.5
 →
 ３
［
Ａ
］
､時
限
ﾚ
ﾊ
ﾞｰ
：
変
更
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

　
な
し

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
減
速
機
構
部
全
般
に
ガ
タ
が
見
ら
れ
る
た
め
ＩＶ
Ｒ
本
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
へ
の
測
定
端
子
台
の

　
絶
縁
油
分
析
試
験
に
て
絶
縁
破
壊
電
圧
が
低
く

　
体
の
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
を
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
設
置
に
伴
い
、
制
御
装
置
の
各
特
性
試
験
デ
ー
タ

　
な
っ
て
き
た
た
め
絶
縁
油
の
交
換
を
次
回
要
す
る
。

　
測
定
要
領
を
今
後
の
定
検
時
に
運
用
す
る
た
め
の

　
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ

　
手
順
書
（
兼
取
扱
説
明
書
）
を
作
成
し
、
次
回
定
検

　
ﾝ
ｷ
ﾞﾔ
の
交
換
を
次
回
要
す
る
。

　
時
か
ら
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
不
具
合
時
の
調
査

　
等
に
も
適
用
す
る
）
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表
10

.3
－

1（
3／

3）
　
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
更
新
及
び
試
験

①
　
外
観
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
更
新
及
び
点
検
②
　
作
動
検
査

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

④
　
冷
却
ダ
ン
パ
作
動
試
験

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

⑤
　
励
磁
コ
イ
ル
検
査

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

⑥
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
の
試
験
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

⑦
　
ダ
ク
ト
付
属
電
気
品
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
更
新
及
び
試
験

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 結
果
：
良

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
更
新
及
び
同
計
器
②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
 結
果
：
良

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
の
入
出
力
特
性
、
組
合
せ
試
験
を
実
施
し
、
計
器
及
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
0
M
Ω
以
上
）
  
 結
果
：
良

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

　
び
回
路
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
　
冷
却
ダ
ン
パ
作
動
試
験
　
　
　
　
　
　
　
 結
果
：
良

　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
②
　
電
圧
調
整
回
路
の
更
新
及
び
点
検

⑤
　
励
磁
コ
イ
ル
検
査

　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
　
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
の
更
新
、
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
　
　
励
磁
コ
イ
ル
単
体
に
て
外
観
検
査
、
抵
抗
値
測

　
運
転
中
制
御
動
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結

　
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
動
作
確
認
、
指
示
計
器
試
験
等

　
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
動
作
確
認
、
指
示
計
器
試
験
、
ＩＲ
　
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
　
　
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
実
施
し
た
。
　
  
結
果
：
良

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
電
圧
制
御
実
負
荷
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結

　
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
動
作
確

⑥
　
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
の
試
験
検
査

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
認
、
指
示
計
器
試
験
、
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導
加
熱
運
転
　
　
電
磁
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
の
外
観
検
査
、
寸
法
測
定
を

　
　
盤
点
検
、
絶
縁
油
及
び
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶

　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
確
認
試
験
等
を
実
施
し
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
　
　
実
施
し
異
常
な
変
形
、
割
れ
等
は
な
か
っ
た
。

　
縁
油
分
析
試
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測

　
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
、
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
　
液
体
浸
透
探
傷
検
査
、
放
射
線
透
過
試
験
を
実

　
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が

　
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計
器
試
験
等
を
実
施
し
、
　
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
、
　
盤
点
検
、
絶
縁
油
及
び
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁

　
　
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
 結
果
：
良

　
得
ら
れ
た
。

　
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計
器
試
験
等
を
実
施
し
、
　
油
分
析
試
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
⑦
　
ダ
ク
ト
付
属
電
気
品
検
査

　
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
無
負
荷
試
験
、
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計
器
試

　
　
電
磁
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
に
付
属
す
る
予
熱
ヒ
ー
タ
、
漏

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
　
洩
検
出
器
、
熱
電
対
の
外
観
検
査
を
実
施
し
異

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

　
ま
た
、
ＩＶ
Ｒ
各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
設
定
電
圧
に
つ
い
　
　
常
な
変
形
、
割
れ
等
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
抵
抗

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

　
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

　
　
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
実
施
し
、
規
定
値
以

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良

　
　
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

1
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

1
. 
電
圧
調
整
回
路
の
部
品
交
換

　
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
を
開
放
し
ダ
ク

　
予
防
保
全
と
し
て
絶
縁
油
、
排
油
弁
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を

　
ラ
ン
プ
抵
抗
器

　
プ
リ
ン
ト
基
板
(H
S
C
-
0
2
D
)に
出
力
低
下
が
見
ら
れ

ト
部
の
検
査
に
伴
い
ダ
ク
ト
周
り
の
保
温
材
と
本
体
カ

　
交
換
し
た
。

2.
 誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

　
た
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。

バ
ー
用
パ
ッ
キ
ン
等
を
取
替
え
た
。

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
ヒ
ュ
ー
ズ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
2
. 
誘
導
電
圧
調
整
器

・
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ワ
イ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４
　
φ
１
m
m

　
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ

　
モ
ー
タ
、
減
速
機
構
オ
イ
ル
カ
ッ
プ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
交
　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
ヒ
ュ
ー
ズ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
上
側
角
型
カ
バ
ー
用
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
　
ｱ
ｽ
ﾍ
ﾞｽ
ﾄ　
1
.5
 ｔ

　
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
を
交
換

　
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み

　
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ

・
上
側
丸
型
カ
バ
ー
用
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
　
ｱ
ｽ
ﾍ
ﾞｽ
ﾄ　
1
.5
 ｔ

　
し
た
。

　
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

・
横
側
カ
バ
ー
用
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
　
ﾎ
ﾟﾘ
ｴ
ｽ
ﾃ
ﾙ
ﾌ
ｪ
ﾙ
ﾄ　
３
 ｔ

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ

・
保
温
材
　
フ
ァ
イ
ン
フ
レ
ッ
ク
ス
ﾌ
ｪ
ﾙ
ﾄ　
1
2
.5
 ｔ
, 
2
5
 ｔ

　
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。
　
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

・
保
温
テ
ー
プ
　
ガ
ラ
ス
テ
ー
プ
　
2
5
 w
, 
1
.5
 ｔ

　
　

　
な
し

1.
 電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

1
. 
電
圧
調
整
回
路

　
特
に
な
し

　
ラ
ン
プ
抵
抗
器
の
劣
化
に
よ
る
変
色
が
み
ら
れ
、
仮
①
　
プ
リ
ン
ト
基
板
(H
S
C
-
0
2
D
)に
出
力
低
下
が
見
ら

　
抵
抗
器
を
応
急
処
置
と
し
て
取
付
け
、
正
規
交
換

　
れ
た
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。

　
品
入
手
後
、
交
換
を
実
施
し
た
。

②
　
パ
ル
ス
出
力
幅
が
規
定
値

(7
6.

5～
93

.5
m

s)
を

　
ま
た
、
ＩＲ
制
御
盤
内
２
次
電
圧
計
が
指
示
精
度
外

　
超
え
て
い
た
(1
0
5
m
s)
た
め
規
定
値
内
に
調
整
し
た
。

　
で
あ
っ
た
た
め
次
回
定
検
時
に
交
換
を
予
定
し
た
。
2
. 
流
量
制
御
回
路
、
電
圧
調
整
回
路

　
原
子
炉
運
転
開
始
に
お
け
る
系
統
昇
温
時
、
N
a流

　
量
が
不
安
定
と
な
る
事
象
が
発
生
し
た
。

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
以
下
の
部
品
に
経
年
化
に
よ
る
劣
化
が
懸
念
さ
れ

　
特
に
な
し

　
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
ＩＶ
Ｒ
に
於
い
て
減
速
機

　
る
た
め
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
構
部
の
オ
イ
ル
カ
ッ
プ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
に
劣
化
が
見
ら
れ
1
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
た
た
め
次
回
、
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
の
同
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
　
自
動
・
手
動
切
替
C
O
S
、
昇
圧
・
降
圧
操
作
C
S
、
ブ

　
予
防
保
全
と
し
て
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
レ
ー
カ
、
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
品
（
セ
レ
ン
、
リ
ー
ド
リ

　
レ
ー
）
、
ラ
ン
プ
抵
抗
器
（
表
示
灯
ﾎ
ﾙ
ﾀ
ﾞ）

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

上
記
2
.の
流
量
が
不
安
定
に
な
る
対
策
を
次
回
定
検

時
に
以
下
の
点
を
中
心
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

1
. 
流
量
制
御
回
路
、
電
圧
調
整
回
路

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
出
力
、
リ
ミ
ッ
タ
設
定
、
ＩＲ
設
定
電
圧
､

　
ゲ
イ
ン
等
の
設
定
値
の
見
直
し
。

2
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
高
温
時
（
原
子
炉
運
転
時
）
に
於
け
る
ポ
ン
プ
の
印

加
電
圧
が
ＩＶ
Ｒ
の
運
転
上
限
リ
ミ
ッ
ト
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
に
対
し
て

余
裕
が
無
い
た
め
設
定
値
の
見
直
し
を
行
う
。
(流
量
と

印
加
電
圧
の
関
係
は
、
N
a温
度
に
よ
り
変
わ
る
た
め
)

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
更
新

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
を
経
年
化
対
策
と
し

　
て
更
新
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
の
更
新

　
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
、
ブ
レ
ー
カ
、
指
示
計
、
可
変
抵
抗

　
器
、
自
動
・
手
動
切
替
C
O
S
、
昇
・
降
圧
操
作
C
S
、

　
表
示
灯
ﾎ
ﾙ
ﾀ
ﾞ等
、
経
年
化
対
策
と
し
て
更
新
し
た
。

3
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
の
部
品
交
換

　
予
防
保
全
と
し
て
絶
縁
油
、
リ
ミ
ッ
ト
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
、
計
器
用

　
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞを
交
換
。
　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ

　
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

1
. 
高
温
時
に
於
け
る
定
格
流
量
を
確
保
す
る
た
め
中

　
制
F
C
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
側
リ
ミ
ッ
タ
設
定
1
0
.9
4
m
A
の
時
、
ポ

　
ン
プ
の
印
加
電
圧
が
1
6
0
～
1
6
1
V
と
な
る
よ
う
調
整

　
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
. 
以
下
の
部
品
に
経
年
化
に
よ
る
劣
化
が
懸
念
さ
れ

　
る
た
め
順
次
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
電
圧
調
整
回
路
の
バ
イ
パ
ス
切
替
用
C
O
S
、
電
源

　
C
O
S
、
タ
イ
マ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ズ
、
補
助
リ
レ
ー

・
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）
の
電
流
指
示
計
、

　
電
圧
指
示
計

　
第
1
2
回
定
検
後
に
発
生
し
た
、
原
子
炉
運
転
開
始

に
お
け
る
系
統
昇
温
時
に
N
a流
量
が
不
安
定
と
な
る

事
象
の
対
策
と
し
て
下
記
を
実
施
し
た
。

1
. 
流
量
制
御
回
路
、
電
圧
調
整
回
路

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
の
リ
ミ
ッ
タ
設
定
と
ＩＲ
設
定
電
圧
の
各

　
設
定
値
の
見
直
し
変
更
と
組
合
せ
試
験
。

2
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
運
転
上
限
リ
ミ
ッ
ト
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
設
定
値
の
見
直
し
変
更
。

　
調
整
前
：
1
8
8
V
 →
 調
整
後
：
2
1
5
V
 に
変
更

資料3.5－1（表）
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表
10

.4
－

1（
1／

3）
　
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
　
盤
点
検
、
ＩＲ
制
御
動
作
確
認
(無
負
荷
時
)、
絶
縁

　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
　
盤
点
検
、
ＩＲ
制
御
動
作
確
認
(無
負
荷
時
)、
絶
縁
抵

　
ﾘﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定
確
認
、
パ
ル
ス
出
力
確
認
、
電

　
抵
抗
測
定
、
ｼ
ｰ
ｹ
ﾝ
ｽ
試
験
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
　
抗
測
定
、
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
設
定
確
認
、
運
転
中

　
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
確
認

　
設
定
確
認
、
パ
ル
ス
出
力
確
認
、
運
転
中
制
御
動

　
運
転
中
制
御
動
作
確
認
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果

　
制
御
動
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら

　
(無
負
荷
時
)等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
　
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
が
得
ら
れ
た
。

　
れ
た
。

　
た
。

　
電
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
に
つ

　
電
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
に
つ
　
電
磁
ポ
ン
プ
 Ｉ
Ｒ
出
力
電
圧
リ
ミ
ッ
ト
設
定
電
圧
に
つ

　
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

　
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

　
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
盤
点
検
、
ＩＶ
Ｒ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
保
護
継
電
器
試

　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実

　
盤
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実

　
験
、
指
示
計
器
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
が
得
ら
れ
た
。

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

　
な
し

　
な
し

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

　
な
し

　
な
し

　
流
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン

　
デ
ン
サ
を
交
換
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
、
誘
導
電
圧
調
整
器
に
つ
い
て
は

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
な
し

　
な
し

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

　
な
し

　
な
し

2
. 
電
圧
調
整
回
路
、
誘
導
電
圧
調
整
器
に
つ
い
て
は

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
な
し

　
な
し

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

1.
 電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

1.
 電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
な
し

　
制
御
電
源
用
Ｐ
Ｔ
(ﾓ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾄﾗ
ﾝ
ｽ
 №
T
R
A
3
)側
面
に
　
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
で
あ
っ
た
ﾓ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ
ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

　
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
し
て
い
た
が
機
能
的
に
支
障
は
な

　
の
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
発
生
に
つ
い
て
は
機
能
的
な
支
障
も
な
く
、

2
. 
電
圧
調
整
回
路
、
誘
導
電
圧
調
整
器
に
つ
い
て
は
　
い
た
め
次
回
定
検
時
に
交
換
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
緊
急
性
も
な
い
た
め
別
途
、
計
画
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
点
検
報
告
書
が
無
い
た
め
未
記
入

　
2
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
減
速
機
構
部
全
般
に
ガ
タ
が
見
ら
れ
る
た
め
ＩＶ
Ｒ
本

　
体
の
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
を
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
、
電
圧
調
整
回
路

・
 リ
ア
ク
ト
ル
鉄
心
上
部
が
発
錆
し
て
い
た
た
め
シ
リ
コ

　
ン
ワ
ニ
ス
に
て
補
修
塗
布
を
実
施
し
た
。

・
 定
検
後
の
運
転
中
に
ＩＶ
Ｒ
モ
ー
タ
の
サ
ー
マ
ル
リ

　
レ
ー
が
動
作
し
ポ
ン
プ
の
流
量
自
動
制
御
が
不
可

　
能
と
な
っ
た
。
原
因
調
査
の
結
果
、
ＩＶ
Ｒ
モ
ー
タ
の

　
降
圧
制
御
素
子
(F
L
S
)の
不
良
で
あ
っ
た
た
め
同
素

　
子
全
数
(昇
・
降
圧
用
４
個
)を
新
品
と
交
換
し
た
。

点
検
機
器

点
検
項
目

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

資料3.5－1（表）
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表
10

.4
－

1（
2／

3）
　
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
項
目

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

②
　
電
圧
調
整
回
路
へ
の
測
定
端
子
台
の
設
置

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
　
電
圧
調
整
回
路
へ
の
測
定
端
子
台
の
設
置

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

　
定
検
時
と
不
具
合
発
生
時
の
デ
ー
タ
採
取
を
容
易

　
制
御
電
源
用
Ｐ
Ｔ
、
タ
イ
マ
ー
、
電
磁
接
触
器
等
の

　
制
御
構
成
部
品
の
更
新
、
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧

　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、

　
に
行
え
る
様
に
ＩＲ
制
御
盤
へ
動
特
性
、
静
特
性
の

　
電
気
品
の
交
換
作
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
部
品
交
　
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、

　
デ
ー
タ
採
取
用
測
定
端
子
台
を
設
置
し
た
。

　
換
後
の
点
検
に
て
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結

　
運
転
中
制
御
動
作
確
認
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結

　
運
転
中
制
御
動
作
確
認
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果

　
設
置
後
、
制
御
装
置
の
各
特
性
試
験
デ
ー
タ
採
取

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
果
が
得
ら
れ
た
。

　
が
得
ら
れ
た
。

　
が
問
題
な
く
行
え
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
共
に
、
制
御
　
計
器
用
Ｐ
Ｔ
（
電
圧
計
用
）
の
交
換
作
業
を
実
施
し

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
装
置
の
健
全
性
を
採
取
し
た
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
に
て
確
認
し
た
｡
　
た
。
ま
た
、
部
品
交
換
後
の
点
検
に
て
良
好
な
結
果
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、
　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試
験
、
　
　
盤
点
検
、
絶
縁
油
及
び
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル

　
が
得
ら
れ
た
。

　
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験

　
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷
試
験
、
　
縁
油
分
析
試
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測

　
ＩＶ
Ｒ
本
体
を
製
作
メ
ー
カ
工
場
に
て
分
解
、
部
品
交

　
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
交
換
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
　
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が

　
換
、
整
備
等
を
実
施
し
、
工
場
試
験
及
び
復
旧
後
の

　
ま
た
、
ＩＶ
Ｒ
各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
設
定
電
圧
に
つ
い
　
が
得
ら
れ
た
。

　
得
ら
れ
た
。

　
試
験
検
査
で
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
本
体
）

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
計
器

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

1.
 誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
絶
縁
油
、
可
動
リ
ー
ド
線
、
１
次
・
２
次
リ
ー
ド
線
、
パ
ッ
　
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
ス
パ
ン
調
整
用
、
上
限
設
定
用
、
下
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
ケ
ミ
カ
ル
コ
ン
デ
ン
　
予
防
保
全
と
し
て
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
予
防
保
全
と
し
て
絶
縁
油
、
排
油
弁
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を

　
キ
ン
類
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
、
減
速
機
構
ギ
ヤ
、
　
限
用
設
定
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
交
換
し
た
。

　
サ
を
交
換
し
た
。

　
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ

　
交
換
し
た
。

　
ギ
ヤ
軸
、
軸
受
け
メ
タ
ル
等
を
交
換
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

2
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
前
々
回
定
検
時
の
反
映
事
項
で
あ
っ
た
制
御
電
源
　
予
防
保
全
と
し
て
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
基
板
、
ト
ラ
ン
　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。

　
前
回
定
検
時
の
反
映
事
項
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ

　
用
Ｐ
Ｔ
を
交
換
し
た
。
予
防
保
全
と
し
て
タ
イ
マ
ー
、
電
　
ス
、
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟｰ
ﾀ
ﾞﾝ
ｽ
ﾊ
ﾟｯ
ｸ
、
抵
抗
器
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
等
の
制

　
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
を
交
換

　
磁
接
触
器
、
直
流
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
、
Ａ
Ｖ
Ｒ
、
サ
ー
マ
　
御
構
成
部
品
を
更
新
し
た
。

　
し
た
。

　
ル
リ
レ
ー
を
交
換
し
た
。

3
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

3
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
コ
ン
デ
ン
サ
盤
）

　
予
防
保
全
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ
ヤ
、

　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
Ｐ
Ｔ
（
電
圧
計
用
）
を
交
換
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ

　
し
た
｡

　
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
な
し

　
な
し

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
な
し

　
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
の
接
触
面
の
荒
れ
が
診

　
受
け
ら
れ
た
た
め
手
仕
上
げ
に
よ
る
面
修
正
を
実

　
施
し
た
。
ま
た
、
次
回
定
検
時
は
接
触
子
の
交
換

　
を
要
す
る
。

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

　
な
し

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
）

　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
へ
の
測
定
端
子
台
の

　
絶
縁
油
分
析
試
験
に
て
絶
縁
破
壊
電
圧
が
低
く

　
補
助
冷
却
系
電
磁
ポ
ン
プ
ＩＶ
Ｒ
に
於
い
て
減
速
機

　
設
置
に
伴
い
、
制
御
装
置
の
各
特
性
試
験
デ
ー
タ

　
な
っ
て
き
た
た
め
絶
縁
油
の
交
換
を
次
回
要
す
る
。
　
構
部
の
オ
イ
ル
カ
ッ
プ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
に
劣
化
が
見
ら
れ

　
測
定
要
領
を
今
後
の
定
検
時
に
運
用
す
る
た
め
の

　
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ

　
た
た
め
次
回
、
１
次
純
化
系
の
同
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
予
防

　
手
順
書
（
兼
取
扱
説
明
書
）
を
作
成
し
、
次
回
定
検

　
ﾝ
ｷ
ﾞﾔ
の
交
換
を
次
回
要
す
る
。

　
保
全
と
し
て
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
時
か
ら
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
不
具
合
時
の
調
査

　
等
に
も
適
用
す
る
）
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表
10

.4
－

1（
3／

3）
　
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
項
目

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
更
新
及
び
試
験

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）
の
更
新
及
び
点
検

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア
③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
、
リ
ア

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

　
　
ク
ト
ル
盤
）
の
点
検

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

①
　
外
観
点
検

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

②
　
作
動
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
点
検
（
単
品
）

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験
　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
入
出
力
特
性
試
験

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
を
実
施
し
計
器
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
点
検

　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
　
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、

　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
　
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、

　
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
動
作
確
認
、
指
示
計
器
試
験
等

　
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
動
作
確
認
、
指
示
計
器
試
験
、
ＩＲ

　
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
電
圧
制
御
実
負
荷
試
験
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
が
得
ら
れ
た
。

　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷

　
盤
点
検
、
損
耗
部
品
の
交
換
、
絶
縁
油
分
析
試

　
試
験
、
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計
器
試
験
等
を

　
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
無
負
荷

　
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
試
験
、
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計
器
試
験
等
を

　
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良
③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ＩＶ
Ｒ
盤
、
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
ヒ
ュ
ー
ズ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
予
防
保
全
と
し
て
計
器
用
ヒ
ュ
ー
ズ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
モ
ー
タ
、
減
速
機
構
オ
イ
ル
カ
ッ
プ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
交
　
モ
ー
タ
を
交
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ

　
換
し
た
。
(ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
は
前
回
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み

　
ﾊ
ﾞﾎ
ｰ
ﾙ
済
み
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
予
備
品
を
使
用
し
た
)

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ

　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾙ
ﾓ
ｰ
ﾀ
用
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ

　
ギ
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換

　
ギ
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換

　
し
た
。

　
し
た
。

　
な
し

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

1
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

　
電
流
指
示
計
の
指
示
精
度
が
管
理
値
（
±
1
.5
％
）
　
電
流
指
示
計
の
指
示
精
度
が
管
理
値
外
で
あ
っ
た

　
を
超
え
（
±
3
.3
％
）
て
い
た
た
め
次
回
定
検
時
に
交
　
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。
（
前
回
定
検
の
反
映
事

　
換
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
項
）

　
以
下
の
部
品
に
経
年
化
に
よ
る
劣
化
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
自
動
・
手
動
切
替
C
O
S
、
昇
圧
・
降
圧
操
作
C
S
、
ブ

　
レ
ー
カ
、
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
品
（
セ
レ
ン
、
リ
ー
ド
リ

　
レ
ー
）
、
ラ
ン
プ
抵
抗
器
（
表
示
灯
ﾎ
ﾙ
ﾀ
ﾞ）

　
以
下
の
部
品
に
経
年
化
に
よ
る
劣
化
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
順
次
、
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

1
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
電
源
表
示
ラ
ン
プ
用
抵
抗
器
、
切
替
ス
イ
ッ
チ
、
ブ

　
レ
ー
カ

2
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

　
電
流
指
示
計

　
以
下
の
部
品
に
経
年
化
に
よ
る
劣
化
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
更
新
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

1
. 
電
圧
調
整
回
路
（
ＩＲ
制
御
盤
）

　
電
源
表
示
ラ
ン
プ
、
電
源
C
O
S
、
タ
イ
マ
ー
、
ヒ
ュ
ー

　
ズ
、
補
助
リ
レ
ー

2
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
（
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞﾝ
ｻ
盤
）

　
電
圧
指
示
計

1
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
制
御
装
置

①
　
流
量
制
御
回
路
の
計
器
更
新
及
び
試
験

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
の
更
新
及
び
同
計
器

　
の
入
出
力
特
性
、
組
合
せ
試
験
を
実
施
し
、
計
器

　
及
び
回
路
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
　
電
圧
調
整
回
路
の
更
新
及
び
点
検

　
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
の
更
新
、
盤
点
検
、
ＩＲ
設
定
電
圧
測

　
定
、
ＩＲ
２
次
電
圧
測
定
、
パ
ル
ス
出
力
測
定
、
ＩＲ
電

　
圧
制
御
無
負
荷
試
験
、
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
動
作
確

　
認
、
指
示
計
器
試
験
、
電
磁
ポ
ン
プ
誘
導
加
熱
運

　
転
確
認
試
験
を
実
施
し
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

③
　
誘
導
電
圧
調
整
器
の
点
検

　
油
分
析
試
験
、
巻
線
抵
抗
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、

　
無
負
荷
試
験
、
保
護
継
電
器
試
験
、
指
示
計
器
試

　
験
等
を
実
施
し
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
ＩＶ
Ｒ
各
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
設
定
電
圧
に
つ

　
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
採
取
し
た
。
(無
負
荷
時
)

2
. 
１
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
　
外
観
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

②
　
作
動
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
：
良

③
　
絶
縁
抵
抗
検
査
（
1
0
0
M
Ω
以
上
）
　
  
 結
果
：
良

1
. 
流
量
制
御
回
路
の
更
新

　
流
量
ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ
、
信
号
リ
ッ
ミ
タ
を
経
年
化
対
策
と
し

　
て
更
新
し
た
。

2
. 
電
圧
調
整
回
路
の
更
新

　
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
、
ブ
レ
ー
カ
、
指
示
計
、
可
変
抵
抗

　
器
、
自
動
・
手
動
切
替
C
O
S
、
昇
・
降
圧
操
作
C
S
、

　
表
示
灯
ﾎ
ﾙ
ﾀ
ﾞ等
、
経
年
化
対
策
と
し
て
更
新
し
た
。

3
. 
誘
導
電
圧
調
整
器
の
部
品
交
換

　
予
防
保
全
と
し
て
絶
縁
油
、
リ
ミ
ッ
ト
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
、
計
器
用

　
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞを
交
換
。
　
定
期
交
換
部
品
と
し
て
ﾋ
ﾟﾆ
ｵ
ﾝ
ギ

　
ヤ
、
電
磁
接
触
器
用
接
触
子
、
グ
リ
ス
を
交
換
し
た
。
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表
10

.5
－

1（
1／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
速
度
制
御
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
デ
ー
タ
な
し

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
デ
ー
タ
な
し

(1
)グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
の
取
替
え

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
、
抵
抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の

作
動
検
査
を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
外
観
点
検
、
ギ
ヤ
の
噛
合
状
況
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点

検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
組
合
せ
作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
の
調
整
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
デ
ー
タ
な
し

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

点
検
デ
ー
タ
な
し

予
防
保
全
の
観
点
か
ら
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
主
接
点
用
ス

プ
リ
ン
グ
等
の
部
品
の
取
替
え
が
推
奨
さ
れ
た
。

点
検
デ
ー
タ
な
し

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
デ
ー
タ
な
し

交
換
部
品

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
デ
ー
タ
な
し

点
検
デ
ー
タ
な
し

（
１
）
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し

た
。
　
①
冷
却
フ
ァ
ン
軸
受
（
A
,B
系
）

（
２
）
動
作
試
験
中
に
ブ
レ
ー
キ
の
以
下
の
部
品
が
破

損
し
た
た
め
交
換
し
た
。
原
因
に
つ
い
て
は
経
年
劣
化

と
推
定
さ
れ
た
。

　
①
カ
ム
型
制
御
器
（
B
系
）
の
く
ま
取
コ
イ
ル

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

特
に
な
し

　
昭
和
５
７
年
１
０
月
に
ポ
ン
プ
B
号
機
に
お
い
て
１
タ
ッ

プ
の
回
転
数
が
正
常
値
の
約
４
０
０
R
P
M
に
対
し
て
約
６

０
０
R
P
M
と
な
る
不
具
合
が
発
生
し
た
た
め
、
グ
リ
ッ
ド
抵

抗
器
を
新
規
に
交
換
し
た
。
交
換
後
ポ
ン
プ
本
体
と
組

み
合
わ
せ
て
速
度
制
御
試
験
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
塩
害
に
よ
る
絶
縁
抵
抗
の

不
良
に
よ
り
、
１
及
び
２
ノ
ッ
チ
の
R
相
～
S
相
間
の
抵
抗

値
が
変
化
し
た
た
め
と
推
定
さ
れ
た
。
な
お
、
A
号
機
に

お
い
て
も
、
１
タ
ッ
プ
の
T
相
～
R
相
間
の
抵
抗
値
に
も

異
常
が
生
じ
て
い
た
。

A
,B
号
機
の
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
を
新
規
に
製
作
し
交
換
し

た
。

上
記
の
と
お
り

特
に
な
し
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表
10

.5
－

1（
2／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
速
度
制
御
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

以
下
の
推
奨
さ
れ
た
。

（
１
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
の
更
新

（
２
）
カ
ム
コ
ン
の
分
解
・
調
整
(手
動
動
作
が
固
い
た

め
）

特
に
な
し

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
、
抵
抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の

作
動
検
査
を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
外
観
点
検
、
ギ
ヤ
の
噛
合
状
況
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点

検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
組
合
せ
作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
な
お
B
号
機
に
お
い
て
振
動
が
大
き
い
た
め
、
セ
ン
タ
リ
ン

グ
を
行
い
良
好
に
し
た
。

③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
５
回
定
検
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
グ
の

交
換
の
推
奨
に
つ
い
て
は
、
点
検
結
果
が
正
常
と
の
判
定
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
点
検
整
備
の
行
為
に
よ
り
対
応
で

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
の
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
補
助
開
閉
器
の
接
触

面
に
荒
れ
が
あ
っ
た
た
め
手
入
れ
を
行
っ
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

（
１
）
絶
縁
抵
抗
に
つ
い
て
、
測
定
値
が
天
候
に
よ
り
大

き
く
変
化
（
0
.1
～
2
0
0
0
M
Ω
）
す
る
。
潮
解
性
塵
埃
(塩

分
）
の
付
着
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
た
め
絶
縁
強
化
が

推
奨
さ
れ
た
。
（
２
）
抵
抗
器
の
絶
縁
支
持
棒
の
錆
が
指

摘
さ
れ
た
。

（
３
）
主
接
触
器
の
交
換
検
討
が
提
案
さ
れ
た
。

予
防
保
全
の
観
点
か
ら
、
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
端
子
用
ボ

ル
ト
、
ナ
ッ
ト
、
ワ
ッ
シ
ャ
ー
の
取
替
え
の
検
討
が
推
奨
さ

れ
た
。

特
に
な
し

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器
（
A

,B
号
機
）

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
の
結
果
、
抵
抗
体
に
変
色
が
確
認
さ

れ
た
が
、
変
形
が
な
い
た
め
使
用
上
問
題
な
し
と
判
断
さ
れ

た
。
抵
抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
に
つ
い
て
は
、
清
掃
に
よ
り
良

好
と
な
っ
た
。

②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の

作
動
検
査
を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
ギ
ヤ
の
噛
こ
ぼ
れ
が
あ
っ
た
た
め
メ
ー
カ
工
場

に
て
修
理
し
た
。
そ
の
他
異
常
な
し
。

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点

検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
組
合
せ
作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
の
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

（
１
）
点
検
に
基
づ
き
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

　
①
カ
ム
型
制
御
器
（
A
系
）
扉
の
ア
ク
リ
ル
カ
バ
ー

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
の
結
果
、
抵
抗
体
に
変
色
が
確
認
さ
れ

た
が
、
変
形
が
な
い
た
め
使
用
上
問
題
な
し
と
判
断
さ
れ
た
。
抵

抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
に
つ
い
て
は
、
清
掃
に
よ
り
良
好
と
な
っ

た
。
②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
作
動

検
査
を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
ギ
ヤ
の
噛
合
状
況
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
第
９
回
定
検
の
推
奨
事
項
の
対
応
と
し
て
、

カ
ム
コ
ン
の
分
解
調
整
を
行
い
円
滑
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点
検
、

絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

組
合
せ
作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
第
９
回
定
検
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
の
推
奨
に
つ
い

て
は
、
点
検
の
結
果
良
好
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
の
点
検
結
果
を

確
認
し
、
別
途
計
画
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。
(カ
ム
コ
ン
の
分
解
調

整
に
よ
り
、
駆
動
機
構
全
体
と
し
て
良
好
と
な
っ
た
。
）

③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
の
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
１
）
第
7
回
定
検
推
奨
事
項
に
基
づ
き
以
下
の
部
品
を

交
換
し
た
。

　
①
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
端
子
用
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
、
ワ
ッ

シ
ャ
ー
等

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

（
１
）
第
８
回
定
検
の
絶
縁
強
化
及
び
絶
縁
棒
の
錆
に

係
る
推
奨
事
項
に
基
づ
き
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

　
①
絶
縁
管
、
②
絶
縁
碍
子
、
③
ス
ペ
ー
サ
、
④
端
子

板
、
　
⑤
支
持
棒
、
ワ
ッ
シ
ャ
、
ネ
ジ
等
（
S
S
製
→
S
U
S
製
に

変
更
）

（
２
）
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し

た
。
①
冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

端
子
台

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
、
抵
抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の

作
動
検
査
を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
外
観
点
検
、
ギ
ヤ
の
噛
合
状
況
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点

検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
組
合
せ
作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
の
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

（
１
）
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
軸
受

③
駆
動
機
構
グ
リ
ス

特
に
な
し

（
１
）
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し

た
。
　
①
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受

　
②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
軸
受

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
の
結
果
、
抵
抗
体
に
変
色
が
確
認
さ

れ
た
が
、
変
形
が
な
い
た
め
使
用
上
問
題
な
し
と
判
断
さ
れ

た
。
絶
縁
抵
抗
に
つ
い
て
は
第
8
回
定
検
の
絶
縁
強
化
に
係

る
指
摘
事
項
に
基
づ
き
抵
抗
体
を
単
品
毎
に
分
解
し
清
掃
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
絶
縁
抵
抗
が
大
幅
に
改
善
し
た
。

②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の

作
動
検
査
を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
外
観
点
検
、
ギ
ヤ
の
噛
合
状
況
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点

検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
組
合
せ
作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
の
点
検
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
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表
10

.5
－

1（
3／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
速
度
制
御
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
、
抵
抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、
A
,B
号
機
の
絶
縁
抵
抗
に
つ
い

て
は
、
各
々
、
清
掃
、
投
光
器
に
よ
る
乾
燥
に
よ
り
０
．
３
M
Ω
か
ら
１
４

M
Ω
及
び
０
．
４
か
ら
１
６
M
Ω
に
改
善
し
た
。

②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
作
動
検
査

を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
外
観
点
検
、
ギ
ヤ
の
噛
合
状
況
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点
検
、
絶

縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
組
合
せ

作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

M
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
よ
り
更
新
し
た
た
め
点
検
は
実
施

し
て
い
な
い
。

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

M
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
よ
り
更
新
し
た
た
め
点
検
は
実
施

し
て
い
な
い
。

M
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
よ
り
更
新
し
た
た
め
点
検
は
実
施
し
て

い
な
い
。

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器
（
A

,B
号
機
）

2次
主
循
環
ポ
ン
プ
回
転
数
制
御
器

特
に
な
し

M
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
よ
り
更
新
し
た
た
め
点
検
は
実
施

し
て
い
な
い
。

特
に
な
し

上
記
点
検
結
果
よ
り
、
絶
縁
低
下
に
つ
い
て
の
対
応
と
し
て
、

雨
天
時
及
び
湿
度
が
高
い
時
の
空
調
給
気
フ
ァ
ン
の
停
止

等
が
提
案
さ
れ
た
が
、
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
（
速
度
制
御
器
）

は
基
本
的
に
は
定
検
時
以
外
は
連
続
運
転
で
あ
り
、
冷
却
の

た
め
空
調
系
の
停
止
は
あ
り
得
な
い
。
よ
っ
て
、
今
後
に
つ
い

て
も
定
検
に
併
せ
て
洗
浄
・
乾
燥
な
ど
の
手
入
れ
に
て
機
能

維
持
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
長
期
停
止
の
場
合
の
乾
燥
処
置
の
実
施
及
び
運
転

前
の
絶
縁
抵
抗
の
測
定
の
実
施
に
つ
い
て
の
指
摘
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
乾
燥
手
入
後
の
停
止
期
間
中
は
シ
ー
ト
に
よ

り
養
生
し
、
絶
縁
抵
抗
を
確
保
し
た
。

グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
B
号
機
の
天
井
部
、
側
板
、
碍
子
部
等

に
油
の
よ
う
な
付
着
物
が
あ
っ
た
た
め
付
着
物
の
防
護

の
検
討
の
必
要
性
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
付
着
物
に
つ

い
て
は
油
で
は
な
く
、
近
接
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
空
調

ダ
ク
ト
内
面
の
塵
埃
が
付
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
吸
湿
に

よ
り
油
状
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
別
途
、
ダ
ク
ト
の
取
付
け

方
向
を
変
更
し
て
対
応
し
た
。

M
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
よ
り
更
新
し
た
た
め
点
検
は
実
施

し
て
い
な
い
。

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

特
に
な
し

（
1）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

（
2
）
カ
ム
型
制
御
器

①
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受

（
1
）
グ
リ
ッ
ド
抵
抗
器
点
検

①
抵
抗
器
：
外
観
点
検
、
抵
抗
値
測
定
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、
B
号
機
の
絶
縁

抵
抗
に
つ
い
て
は
、
清
掃
に
よ
り
２
M
Ω
か
ら
１
３
M
Ω
に
改
善

し
た
。

②
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
：
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の

作
動
検
査
を
行
い
　
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
カ
ム
型
制
御
器
点
検

①
駆
動
機
構
：
外
観
点
検
、
ギ
ヤ
の
噛
合
状
況
点
検
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
：
外
観
点
検
、
ブ
レ
ー
キ
機
構
点

検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
組
合
せ
作
動
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
③
主
接
触
器
：
外
観
点
検
、
接
触
圧
力
測
定
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
補
助
接
触
器
：
外
観
点
検
、
ノ
ッ
チ
ン
グ
ド
ラ
ム
点
検
を
行

い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

資料3.5－1（表）
111

JNC TN9440 2005-003



表
10

.5
－

2（
1／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

第
４
回
定
検
に
お
い
て
採
用
し
た
無
含
浸
カ
ー
ボ
ン

製
の
シ
ー
ル
リ
ン
グ
に
よ
り
シ
ー
ル
面
の
欠
け
や
割
れ

の
発
生
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
次
回
以
降
の
点

検
結
果
を
確
認
し
た
上
で
、
今
後
の
分
解
点
検
の
間

隔
の
延
長
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

交
換
部
品

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
は
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の
で
、
部
品
交
換
に
よ
り

対
応
し
た
。

②
(A
)号
機
の
上
部
側
シ
ー
ル
部
の
摺
動
面
に
欠
け

が
発
生
し
て
い
た
。
新
品
と
交
換
し
た
。

③
(Ｂ
)号
機
の
上
部
側
に
欠
け
が
発
生
し
て
い
た
。
予

備
品
と
交
換
し
た
。
下
部
側
の
シ
ー
ル
部
摺
動
面
に

面
荒
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
補
修
加
工
に
よ
り
再
使
用

し
た
。

④
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
は
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の
で
、
部
品
交
換
に
よ
り

対
応
し
た
。

②
(A
)号
機
の
上
部
側
シ
ー
ル
部
の
摺
動
面
に
欠
け

が
発
生
し
て
い
た
。
新
品
と
交
換
し
た
。

③
(Ｂ
)号
機
の
上
部
側
に
欠
け
が
発
生
し
て
い
た
。
予

備
品
と
交
換
し
た
。
下
部
側
の
シ
ー
ル
部
摺
動
面
に

面
荒
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
補
修
加
工
に
よ
り
再
使
用

し
た
。

④
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
は
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の
で
、
部
品
交
換
に
よ
り

対
応
し
た
。

②
(A
)号
機
の
上
部
側
シ
ー
ル
部
の
摺
動
面
に
欠
け

が
発
生
し
て
い
た
。
新
品
と
交
換
し
た
。

③
(Ｂ
)号
機
の
上
部
側
に
ブ
リ
ス
タ
リ
ン
グ
が
発
生
し

て
い
た
。
予
備
品
と
交
換
し
た
。
下
部
側
の
シ
ー
ル
部

摺
動
面
に
面
荒
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
補
修
加
工
に
よ

り
再
使
用
し
た
。

④
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
は
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の
で
、
部
品
交
換
に
よ
り

対
応
し
た
。

②
(A
)号
機
の
上
部
側
シ
ー
ル
部
の
摺
動
面
に
欠
け

が
発
生
し
て
い
た
。
原
因
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ボ
ン
を

固
形
の
整
形
す
る
た
め
の
樹
脂
充
填
材
が
熱
に
よ
り

分
解
さ
れ
膨
ら
み
（
ブ
リ
ス
タ
リ
ン
グ
）
、
成
長
し
て
欠
け

が
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
た
め
、
樹
脂
充
填
材

の
含
有
率
が
少
な
い
材
料
(無
含
浸
カ
ー
ボ
ン
）
の
も

の
に
交
換
す
る
等
の
対
策
を
行
な
っ
た
。

③
(Ｂ
)号
機
の
下
部
側
の
シ
ー
ル
部
摺
動
面
に
面
荒

れ
が
確
認
さ
れ
た
。
　
補
修
加
工
に
よ
り
再
使
用
し

た
。
④
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
ま

た
リ
ッ
プ
部
に
ス
ラ
ス
ト
方
向
の
亀
裂
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の

で
、
部
品
交
換
に
よ
り
対
応
し
た
。

②
シ
ー
ル
部
（
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
、
シ
ー
ル
リ
ン

グ
）
の
割
れ
、
欠
け
の
発
生
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

補
修
加
工
に
よ
り
再
使
用
し
た
。

③
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

点
検
項
目

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル

点
検
機
器

2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
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表
10

.5
－

2（
2／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

点
検
機
器

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

特
に
な
し

　
発
生
し
た
ブ
リ
ス
タ
リ
ン
グ
と
サ
ー
マ
ル
ク
ラ
ッ
ク
の

不
具
合
対
応
が
第
5
回
定
検
及
び
第
8
回
定
検
に
検

証
で
き
た
た
め
、
本
定
検
以
降
、
分
解
点
検
の
周
期

を
2
年
に
延
長
し
た
。

－

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

－

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

①
A
側
の
シ
ー
ル
部
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
を
新
品
に
交
換
し

た
。
②
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に

つ
い
て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

①
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

②
第
6
回
定
期
検
査
で
生
じ
た
サ
ー
マ
ル
ク
ラ
ッ
ク
を

受
け
て
、
ス
タ
フ
ィ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
、
ベ
ア
リ
ン
グ
ボ
ッ
ク

ス
を
新
品
に
交
換
し
た
。

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
ま

た
リ
ッ
プ
部
に
ス
ラ
ス
ト
方
向
の
亀
裂
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の

で
、
部
品
交
換
に
よ
り
対
応
し
た
。

②
(A
)号
機
の
下
部
側
シ
ー
ル
部
に
付
着
物
及
び

エ
ッ
ジ
部
の
摩
耗
が
確
認
さ
れ
た
。
補
修
加
工
に
よ
り

再
使
用
し
た
。

③
(Ｂ
)号
機
の
上
、
下
部
側
の
シ
ー
ル
部
に
面
荒
れ

が
確
認
さ
れ
た
。
補
修
加
工
に
よ
り
再
使
用
し
た
。

④
サ
ー
マ
ル
ク
ラ
ッ
ク
の
発
生
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
⑤
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は

正
常
で
あ
っ
た
。

－

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
ま

た
リ
ッ
プ
部
に
ス
ラ
ス
ト
方
向
の
亀
裂
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の

で
、
部
品
交
換
に
よ
り
対
応
し
た
。

②
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
ま

た
リ
ッ
プ
部
に
ス
ラ
ス
ト
方
向
の
亀
裂
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の

で
、
部
品
交
換
に
よ
り
対
応
し
た
。

②
(A
)号
機
の
下
部
側
シ
ー
ル
部
に
摺
動
痕
及
び

サ
ー
マ
ル
ク
ラ
ッ
ク
が
確
認
さ
れ
た
た
め
新
品
に
交
換

し
た
。
サ
ー
マ
ル
ク
ラ
ッ
ク
の
発
生
原
因
は
摺
動
面
の

潤
滑
不
良
(過
密
着
）
に
よ
る
発
熱
過
大
に
よ
る
も
で

あ
る
と
推
定
。

③
(Ｂ
)号
機
の
シ
ー
ル
部
は
良
好
で
あ
っ
た
。
再
使

用
に
当
た
っ
て
は
補
修
加
工
し
た
。

④
上
部
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
摺
動
面
側
O
リ
ン
グ
に
亀

裂
の
発
生
を
確
認
。
材
質
を
変
更
し
交
換
し
た
。

⑤
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
ゴ
ム
に
硬
化
が
認
め
ら
れ
た
。
ま

た
リ
ッ
プ
部
に
ス
ラ
ス
ト
方
向
の
亀
裂
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
常
の
劣
化
に
よ
る
も
の

で
、
部
品
交
換
に
よ
り
対
応
し
た
。

②
(A
)号
機
の
上
部
側
シ
ー
ル
部
に
摺
動
痕
が
確
認

さ
れ
た
。
補
修
加
工
に
よ
り
再
使
用
し
た
。

③
(Ｂ
)号
機
の
下
部
側
の
シ
ー
ル
部
に
摺
動
痕
が
確

認
さ
れ
た
。
補
修
加
工
に
よ
り
再
使
用
し
た
。

④
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

－

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル

－

2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
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表
10

.5
－

2（
3／

3）
　
２
次
主
循
環
ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

点
検
機
器

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

特
に
な
し

－

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－

①
ベ
ロ
ー
ズ
（
点
検
結
果
を
反
映
）

②
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
（
点
検
結
果
を
反
映
）

③
O
リ
ン
グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
等
に
つ
い

て
は
消
耗
品
に
付
き
交
換
し
た
。

①
べ
ロ
ー
ズ

②
ベ
ロ
ー
ズ
交
換
の
た
め
の
分
解
点
検
に
よ
り
生
じ

る
消
耗
部
品
の
交
換

－

メ
ー
カ
工
場
に
て
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
分
解
点
検

を
実
施
し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
A
号
機
の
下
部
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
に
亀
裂
が

発
生
し
て
い
た
。
ま
た
シ
ー
ル
リ
ン
グ
に
条
痕
が
発
生

し
て
い
た
。
　
シ
ー
ル
リ
ン
グ
の
エ
ッ
ジ
が
強
く
摺
動
し

た
た
め
発
生
し
た
も
で
あ
る
。
前
回
の
点
検
時
の
加

工
に
お
い
て
エ
ッ
ジ
を
鋭
利
研
磨
し
す
ぎ
た
た
め
に

発
生
し
た
。
今
回
シ
ー
ル
リ
ン
グ
は
補
修
加
工
に
よ
り

再
使
用
し
た
。
ま
た
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
は
予
備

品
と
交
換
し
た
。

②
ベ
ロ
ー
ズ
荷
重
の
規
格
値
逸
脱
が
確
認
さ
れ
た
。

当
該
ベ
ロ
ー
ズ
は
旧
品
を
使
い
回
し
て
い
る
た
め
バ

ネ
性
が
低
下
し
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
最
新
の
設
計
に

よ
る
材
質
の
ベ
ロ
ー
ズ
に
交
換
し
た
。

③
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
よ
る
運
転
潤
滑
油
リ
ー
ク
量
の

異
常
が
運
転
中
に
見
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
供
用

上
は
問
題
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

④
上
記
以
外
点
検
結
果
に
つ
い
て
は
正
常
で
あ
っ

た
。

関
西
電
力
大
飯
発
電
所
の
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
メ
カ

ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の
ベ
ロ
ー
ズ
の
共
振
に
よ
る
不
具
合

を
受
け
、
そ
れ
と
よ
く
似
た
構
造
で
あ
る
「
常
陽
」
の
1

次
系
、
2
次
系
主
循
環
ポ
ン
プ
の
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

ベ
ロ
ー
ズ
の
検
討
評
価
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
保

守
的
に
見
て
、
2
次
系
で
同
事
象
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
た
た
め
、
ベ
ロ
ー
ズ
を
共
振
対
策
品
と
交
換
し
た
。

－

分
解
点
検

①
外
観
点
検

②
摺
動
面
高
さ
測
定

③
ス
リ
ー
ブ
内
径
寸
法
測
定

④
荷
重
測
定

⑤
気
密
試
験

水
平
展
開
(ベ
ロ
ー
ズ
交
換
）

－

2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
2
次
冷
却
系
主
循
環
ポ
ン
プ
(A
),
(B
)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル

－
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表
10

.5
－

3（
1／

3）
　
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

点
検
項
目

点
検
機
器

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)
１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)

昭
和

55
、

56
年
度
の
原
子
炉
運
転
中
に
お
い
て
開
度
約
３
５

%
～
４
５

%
及
び
約

20
%
に
お
い
て
動
作
不
良
の
事
象
が
発
生
し

た
。
原
因
は
ベ
ー
ン
羽
根
と
送
風
機
ケ
ー
シ
ン
グ
の
干
渉
及
び

ベ
ー
ン
軸
に
発
生
し
た
錆
に
よ
る
動
作
不
良
で
あ
る
。
分
解
、
整

備
及
び
調
整
に
よ
り
対
応
し
た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
工
場
分
解
点
検
（
現
地
に
お
け
る
ダ
ン
パ
本
体
の
点
検
記

録
不
明
）

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(2
) 
外
観
点
検

(3
) 
作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 外
観
点
検

(2
) 作
動
試
験

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
駆
動
装
置

(1
) 工
場
分
解
点
検
（
現
地
に
お
け
る
ダ
ン
パ
ー
本
体
の
点
検

記
録
不
明
）

　
メ
ー
カ
工
場
に
お
い
て
分
解
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
部
品
の
交
換
、
手
入
れ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
駆
動
モ
ー
タ
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 試
運
転

　
現
地
取
り
付
け
後
、
ダ
ン
パ
ー
と
接
続
し
試
運
転
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 分
解
点
検

　
①
外
観
点
検

　
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ
ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン

グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

SU
S材

へ
の
変
更
が
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
し
た
。
各
部
品
に
発
見

し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
オ
イ
レ
ス
メ
タ
ル

に
は
、
錆
が
発
生
し
て
い
た
た
め
磨
き
及
び
油
処
理
を
行
っ
た
。

連
結
棒
の
ロ
ッ
ド
エ
ン
ド
球
面
座
の
動
き
重
か
っ
た
た
め
予
防
保

全
の
観
点
か
ら
交
換
し
た
。

(2
) 作
動
試
験

　
手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

　
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ダ
ン
パ
羽
根
、
ス
テ
ー
パ
イ
プ
等
に
つ
い
て
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
出
口
ダ

ン
パ
駆
動
装
置
ギ
ヤ
オ
イ
ル
に
劣
化
が
確
認
さ
れ
た
た
め
取
り

替
え
た
。
（
２
）
作
動
試
験
異
常
な
く
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
分
解
点
検

①
 外
観
点
検

　
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ
ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン

グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
各

部
品
に
発
見
し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
動

き
の
悪
い
羽
根
に
つ
い
て
補
修
を
実
施
し
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
 外
観
点
検

　
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ダ
ン
パ
羽
根
、
ス
テ
ー
パ
イ
プ
等
に
つ
い
て
目

視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
測
定
結

果
に
基
づ
き
羽
根
先
隙
間
の
調
整
を
行
っ
た
。
出
口
ダ
ン
パ
駆

動
装
置
ギ
ヤ
オ
イ
ル
に
劣
化
が
確
認
さ
れ
た
た
め
取
り
替
え
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
異
常
な
く
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
分
解
点
検

①
 外
観
点
検

　
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ
ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン

グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た

各
部
品
に
発
見
し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、

動
き
の
悪
い
羽
根
に
つ
い
て
調
整
を
実
施
し
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

　
点
検
記
録
不
明

交
換
部
品

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
出
口
ダ
ン
パ
駆
動
装
置
ギ
ヤ
オ
イ
ル

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
グ
リ
ス

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
出
口
ダ
ン
パ
駆
動
装
置
ギ
ヤ
オ
イ
ル

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
グ
リ
ス

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ
駆
動
装
置

(1
) 
ウ
ォ
ー
ム
ギ
ヤ

(2
) 
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ

(3
) 
オ
イ
ル
シ
ー
ル
他

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
ロ
ッ
ド
エ
ン
ド

(2
) 
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

　
点
検
記
録
不
明

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

　
点
検
記
録
不
明

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
結
果
に
よ
り
以
下
が
指
摘
さ
れ
た
。

(1
) ベ
ー
ン
羽
根
の
ト
ル
ク
増
大
に
関
し
て
、

1枚
毎
に
分
解
し
て

手
入
れ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
羽
根
軸
受
部
ま
た
は
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
の
改
造
が
必
要
で
あ
る
。

点
検
結
果
に
よ
り
以
下
が
指
摘
さ
れ
た
。

(1
) 
ベ
ー
ン
羽
根
の
全
分
解
の
必
要
性

(2
) 
耐
塩
害
塗
料
の
塗
布

(3
) 
動
作
不
良
防
止
の
た
め
定
期
的
な
開
閉
動
作
の
実
施

特
に
な
し

昭
和

55
、

56
年
度
の
原
子
炉
運
転
中
に
お
い
て
開
度
約
３
５

%
～
４
５

%
及
び
約

20
%
に
お
い
て
動
作
不
良
の
事
象
が
発
生
し

た
。
原
因
は
ベ
ー
ン
羽
根
と
送
風
機
ケ
ー
シ
ン
グ
の
干
渉
及
び

ベ
ー
ン
軸
に
発
生
し
た
錆
に
よ
る
動
作
不
良
で
あ
る
。
分
解
、
整

備
及
び
調
整
に
よ
り
対
応
し
た
。

１
．
ダ
ン
パ
：
出
口
ダ
ン
パ
の
動
作
不
良
を
受
け
て
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ

キ
ン
を
石
綿
ロ
ー
プ
パ
ッ
キ
ン
か
ら
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
パ
ッ
キ
ン
に
変

更
し
た
。

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
：
ベ
ー
ン
の
動
作
不
良
の
不
具
合
を
受
け

て
昭
和

57
年
度
に
以
下
の
改
良
を
行
っ
た
。

（
１
）
ベ
ー
ン
羽
根
、
ベ
ー
ン
軸
等
を

SU
S材
に
変
更
し
た
。

（
２
）
ベ
ー
ン
軸
受
を
含
油
軸
受
に
変
更
し
た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)
１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
ー
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

　
点
検
記
録
不
明

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

　
点
検
記
録
不
明
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表
10

.5
－

3（
2／

3）
　
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)
１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)
１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)
１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

（
１
）
外
観
点
検

（
２
）
作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

（
１
）
外
観
点
検

（
２
）
作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

（
１
）
外
観
点
検

ダ
ン
パ
羽
根
、
リ
ン
ク
機
構
部
等
各
部
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
発
錆
部
の
対
応
に
つ
い
て
は
ケ
レ
ン
、

塗
装
を
行
っ
た
。
ま
た
、
第

4回
定
検
に
お
い
て
、
不
具
合
対
応

の
た
め
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
仕
様
を
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
製
に
変
更
し
た

が
、
今
回
の
分
解
点
検
で
の
状
況
確
認
に
お
い
て
は
、
良
好
な

状
態
で
あ
り
、
そ
の
適
合
性
が
検
証
さ
れ
た
。

（
２
）
作
動
試
験

異
常
な
く
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

（
１
）
分
解
点
検

イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
羽
根
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ
ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ

ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
各

部
品
に
発
見
し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
軸

受
の
緑
錆
の
除
去
及
び
含
油
処
理
を
行
っ
た
。

（
２
）
作
動
試
験

手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

　
ダ
ン
パ
羽
根
、
リ
ン
ク
機
構
部
等
各
部
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
発
錆
部
の
対
応
に
つ
い
て
は
ケ
レ
ン
、

塗
装
を
行
っ
た
。
ま
た
、
先
に
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
仕
様
を
グ
ラ

フ
ァ
イ
ト
製
に
変
更
し
た
が
、
今
回
の
分
解
点
検
で
の
状
況
確
認

に
お
い
て
は
、
良
好
な
状
態
で
あ
り
、
そ
の
適
合
性
が
検
証
さ
れ

た
。
(2
) 
作
動
試
験

 異
常
な
く
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

　
各
部
の
分
解
を
行
い
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ

ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
各
部
品
に
発
見
し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
オ
イ
レ
ス
メ
タ
ル
に
は
、
錆
が
発
生
し
て
い
た
た

め
磨
き
及
び
油
処
理
を
行
っ
た
。
ベ
ー
ン
羽
根
全
閉
状
態
の
調

整
を
実
施
し
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

　
ダ
ン
パ
羽
根
、
リ
ン
ク
機
構
部
等
各
部
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
発
錆
部
に
つ
い
て
は
ケ
レ
ン
、
塗
装
を

行
っ
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
異
常
な
く
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
分
解
点
検

　
①
外
観
点
検

　
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ
ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン

グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
部

品
に
発
見
し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
オ
イ

レ
ス
メ
タ
ル
に
は
、
錆
が
発
生
し
て
い
た
た
め
磨
き
及
び
油
処
理

を
行
っ
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

　
ダ
ン
パ
羽
根
、
リ
ン
ク
機
構
部
等
各
部
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
発
錆
部
に
つ
い
て
は
ケ
レ
ン
、
塗
装
を

行
っ
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
異
常
な
く
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

　
各
部
の
分
解
を
行
い
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ

ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
各
部
品
に
発
見
し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
オ
イ
レ
ス
メ
タ
ル
に
は
、
錆
が
発
生
し
て
い
た
た

め
磨
き
及
び
油
処
理
を
行
っ
た
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ピ
ン
に
つ
い
て

は
、
摩
耗
量
に
応
じ
て
予
備
品
と
交
換
し
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

（
１
）
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
（
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
製
）

（
２
）
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

（
１
）
ベ
ー
ン
羽
根
取
り
付
け
ワ
ッ
シ
ャ
ー
、
ボ
ル
ト

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 出
口
ダ
ン
パ
ー
駆
動
装
置
潤
滑
油

(2
) グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 開
度
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

(2
) コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ

(3
) コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ピ
ン

(4
) ベ
ー
ン
メ
タ
ル

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
出
口
ダ
ン
パ
駆
動
装
置
モ
ー
タ
（
潤
滑
油
含
む
）

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ

(2
) 
ベ
ー
ン
羽
根
取
付
ボ
ル
ト
、
ワ
ッ
シ
ャ

(3
) 
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ピ
ン

(4
) 
各
摺
動
部
の
グ
リ
ス

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
ベ
ー
ン
メ
タ
ル

(2
) 
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ピ
ン

特
に
な
し

該
当
な
し

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ
ー

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
従
来
と
お
り
半
年
に
一
回
の
頻
度
で
ベ
ー
ン
羽
根
の
点
検

が
望
ま
し
い
。

(2
) 
塗
装
が
痛
ん
で
き
て
い
る
た
め
、
再
塗
装
が
必
要
。

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ
：
な
し

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
：
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
の
溝
の
摩
耗
が
進

行
し
て
い
る
。
限
界
点
を
把
握
し
今
後
の
交
換
計
画
に
反
映
す

る
必
要
が
あ
る
。

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
押
さ
え
の
締
め
付
け
ト
ル
ク
が
必
要
以
上

強
い
た
め
、
今
後
ト
ル
ク
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
送
風
機
ケ
ー
シ
ン
グ
内
外
面
の
ケ
レ
ン
塗
装
が
必
要
。

該
当
な
し

該
当
な
し

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

　
特
に
な
し

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
新
型
の
ベ
ー
ン
メ
タ
ル
供
用
は
有
効
で
あ
る
。
今
後
は
計
画

な
取
替
え
を
推
奨
さ
れ
た
。

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

　
特
に
な
し

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
送
風
機
ケ
ー
シ
ン
グ
内
外
面
の
ケ
レ
ン
塗
装
が
必
要
。
（
２
）

従
来
通
り
、
ベ
ー
ン
羽
根
軸
受
の
半
年
に
一
回
の
頻
度
の
分
解

点
検
が
推
奨
さ
れ
た
。

該
当
な
し

１
．
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
出
口
ダ
ン
パ
ー
駆
動
装
置
潤
滑
油

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
ベ
ー
ン
メ
タ
ル

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

　
ダ
ン
パ
羽
根
、
リ
ン
ク
機
構
部
等
各
部
の
点
検
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
発
錆
部
の
対
応
に
つ
い
て
は
ケ
レ
ン
、

塗
装
を
行
っ
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
異
常
な
く
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

　
各
部
の
分
解
を
行
い
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ッ

ド
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
各
部
品
に
発
見
し
た
錆
に
つ
い
て
は
手
入
れ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
オ
イ
レ
ス
メ
タ
ル
に
は
、
錆
が
発
生
し
て
い
た
た

め
磨
き
及
び
油
処
理
を
行
っ
た
。

(2
) 
作
動
試
験

　
手
動
制
御
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。
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表
10

.5
－

3（
3／

3）
　
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ
（
1A

,2
A

,1
B

,2
B

)
２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
A

,2
A

,1
B

,2
B

)
１
．
主
冷
却
器
入
口
ダ
ン
パ
ー

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

１
．
主
冷
却
器
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 分
解
点
検

①
外
観
点
検

　
ダ
ン
パ
羽
根
、
軸
受
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
変
形
、
損
傷
等
の
点
検
を
行
い
、
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
分
解
点
検

　
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
を
分
解
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
試
験

　
ダ
ン
パ
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
単
品
試
験
及
び
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
試
験
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 分
解
点
検

①
外
観
点
検

　
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
変
形
、
損
傷
等

の
点
検
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
ベ
ー
ン
軸
受
の
う
ち
殆
ど
の
含
油
メ

タ
ル
に
緑
青
の
発
生
が
見
ら
れ
た
。
順
次
採
用
し
て
い
る
新
型
の
メ
タ
ル
（
オ
イ
レ
ス
メ
タ
ル
）
に

は
そ
れ
は
な
か
っ
た
。

②
分
解
点
検

　
　
ベ
ー
ン
羽
根
単
体
の
手
動
作
動
点
検
の
結
果
、

1A
.,２

A
に
動
き
の
重
い
も
の
が
発
見
さ

れ
た
。
点
検
結
果
に
基
づ
き
部
品
交
換
、
手
入
れ
を
行
っ
た
。
ベ
ー
ン
羽
根
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ

ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
等
を
分
解
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ

ト
の
点
検
手
入
れ
を
行
っ
た
。

(2
) 作
動
試
験

　
ベ
ー
ン
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
単
品
試
験
及
び
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
試
験
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
主
冷
却
器
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 外
観
点
検

　
ダ
ン
パ
羽
根
、
軸
受
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
変
形
、
損
傷
等
の
点
検
を
行
い
、
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 作
動
試
験

　
ダ
ン
パ
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
単
品
試
験
及
び
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
試
験
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 分
解
点
検

　
①
外
観
点
検

　
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
変
形
、
損
傷
等

の
点
検
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
　
ベ
ー
ン
軸
受
の
う
ち
殆
ど
の
含
油

メ
タ
ル
に
緑
青
の
発
生
が
見
ら
れ
た
。
順
次
採
用
し
て
い
る
新
型
メ
タ
ル

(オ
イ
レ
ス
メ
タ
ル
）
に

は
そ
れ
は
な
か
っ
た
。

　
②
分
解
点
検

ベ
ー
ン
羽
根
単
品
の
手
動
作
動
点
検
の
結
果
、

1B
に
動
き
の
重
い
も
の
が
発
見
さ
れ
た
。
点

検
結
果
に
基
づ
き
部
品
交
換
、
手
入
れ
を
行
っ
た
。
ベ
ー
ン
羽
根
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
、
ド

ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
等
を
分
解
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
の
点

検
・
手
入
れ
を
行
っ
た
。

(2
) 作
動
試
験

　
ベ
ー
ン
、
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
単
品
試
験
及
び
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
試
験
を
行
い
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

予
防
保
全
及
び
測
定
結
果
に
基
づ
き
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

１
．
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

(1
) ロ
ッ
ド
エ
ン
ド
、

(2
) ロ
ッ
ド
パ
ッ
キ
ン

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(3
) ポ
ジ
シ
ョ
ナ
パ
イ
ロ
ッ
ト

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）
　
、

(4
) O
リ
ン
グ
、

U
リ
ン
グ
他
消
耗
部
品

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
（
2B
モ
ー
タ
側
）
、

(2
) ベ
ー
ン
軸
受
メ
タ
ル
（
1A

,2
B
：
全
数
、

2A
,1

B
：
一
部
）

(3
) ロ
ッ
ド
エ
ン
ド
、

(4
) ロ
ッ
ド
パ
ッ
キ
ン

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(5
) ポ
ジ
シ
ョ
ナ
パ
イ
ロ
ッ
ト

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）
、

(6
) O
リ
ン
グ
、

U
リ
ン
グ
、
防
塵
ブ
ー
ツ
他
消

耗
部
品

M
K
－
Ⅲ
冷
却
系
改
造
工
事
に
よ
り
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト

ベ
ー
ン
、
出
入
口
ダ
ン
パ
更
新

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

１
．
主
冷
却
器
出
入
口
ダ
ン
パ

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

２
．
主
送
風
機
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
作
動
試
験

－ －

予
防
保
全
及
び
測
定
結
果
に
基
づ
き
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

１
．
ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

(1
) ロ
ッ
ド
エ
ン
ド
、

(2
) ロ
ッ
ド
パ
ッ
キ
ン

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(3
) ポ
ジ
シ
ョ
ナ
パ
イ
ロ
ッ
ト

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(4
) O
リ
ン
グ
、

U
リ
ン
グ
他
消
耗
部
品

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

(1
) コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
（
2B
モ
ー
タ
側
）

(2
) ベ
ー
ン
軸
受
メ
タ
ル
（
1A

,2
B
：
全
数
、

2A
,1

B
：
一
部
）

(3
) ロ
ッ
ド
エ
ン
ド
、

(4
) ロ
ッ
ド
パ
ッ
キ
ン

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(5
) ポ
ジ
シ
ョ
ナ
パ
イ
ロ
ッ
ト

(ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
）

(6
) O
リ
ン
グ
、

U
リ
ン
グ
等
消
耗
部
品

－

特
に
な
し

－

特
に
な
し

１
．
ダ
ン
パ
：
出
口
ダ
ン
パ
駆
動
装
置
レ
ベ
ル
ゲ
ー
ジ
に
ひ
び
割
れ
が
あ
る
た
め
要
交
換

２
．
イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン
：
1B

,2
B
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
の
ク
ロ
ム
メ
ッ
キ
の
剥
離
→
検
査
の
継
続

(1
) イ
ン
レ
ッ
ト
ベ
ー
ン

①
1A

,2
A

,1
B

,2
B
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ン
グ
の
ク
ロ
ム
メ
ッ
キ
の
剥
離
→
検
査
の
継
続

(2
) ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

①
計
装
配
管
、
継
手
劣
化
の
た
め
次
回
定
検
要
交
換
。

②
電
空
変
換
器
の
交
換

－
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表
10

.5
－

4　
２
次
主
冷
却
系
温
度
計
ウ
ェ
ル
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回
　
～
　
第

10
回

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

温
度
計
ウ
ェ
ル
は
、
第
1
3
回
定
期
検
査
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た

Ｍ
K
-
Ⅲ
改
造
工
事
に
併
せ
て
設
計
確
認
の
後
更
新
さ
れ
て
い

る
た
め
検
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
な
お
、
第
1
4
回
定
期
点
検
以

降
に
つ
い
て
は
本
検
査
は
実
施
し
な
い
予
定
で
あ
る
。

点
検
項
目

－

（
１
）
外
観
検
査

温
度
計
ウ
ェ
ル
内
部
に
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
挿
入
し
、
ウ
ェ
ル

段
付
き
部
及
び
底
部
の
に
つ
い
て
目
視
検
査
を
行
う
。

（
２
）
漏
え
い
検
査

ウ
ェ
ル
漏
え
い
検
査
用
ア
ダ
プ
タ
ー
を
取
付
け
系
統
圧
に
お
い

て
発
泡
水
に
よ
る
漏
え
い
検
査
を
行
う
。

（
１
）
外
観
検
査

温
度
計
ウ
ェ
ル
内
部
に
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
挿
入
し
、
ウ
ェ
ル

段
付
き
部
及
び
底
部
の
に
つ
い
て
目
視
検
査
を
行
う
。

（
２
）
漏
え
い
検
査

ウ
ェ
ル
漏
え
い
検
査
用
ア
ダ
プ
タ
ー
を
取
付
け
系
統
圧
に
お
い

て
発
泡
水
に
よ
る
漏
え
い
検
査
を
行
う
。

－

－

本
検
査
は
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
を
受
け
、
新
た

に
検
査
項
目
と
し
て
本
定
期
検
査
よ
り
検
査
項
目
と
し
て
加
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
2
次
系
温
度
計
ウ
ェ
ル
　
1
2
箇
所

本
検
査
は
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
を
受
け
、
新
た

に
検
査
項
目
と
し
て
本
定
期
検
査
よ
り
検
査
項
目
と
し
て
加
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
2
次
系
温
度
計
ウ
ェ
ル
　
1
2
箇
所

点
検
機
器

－

交
換
部
品

－

特
に
な
し

特
に
な
し

－

－

施
設
定
期
検
査
受
験
の
た
め
、
内
作
に
よ
る
自
主
点
検
を
実
施

し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
外
観
検
査

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
漏
え
い
検
査
発
泡
水
に
よ
る
発
泡
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

施
設
定
期
検
査
受
験
の
た
め
、
内
作
に
よ
る
自
主
点
検
を
実
施

し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
外
観
検
査

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
漏
え
い
検
査
発
泡
水
に
よ
る
発
泡
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

－

次
回
反
映
事
項

－

特
に
な
し

特
に
な
し

－

－

特
に
な
し

特
に
な
し

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）
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表
10

.6
－

1（
1／

3）
　
２
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

点
検
機
器

2次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 電
磁
ポ
ン
プ
本
体

(2
) I

V
R
本
体

(3
) I

V
R
盤

(4
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

2次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 電
磁
ポ
ン
プ
本
体

(2
) I

V
R
本
体

(3
) I

V
R
盤

(4
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

点
検
記
録
不
明

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 電
磁
ポ
ン
プ
本
体

(2
) I

V
R
本
体

(3
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 電
磁
ポ
ン
プ
本
体

(2
) I

V
R
本
体

(3
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

点
検
項
目

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
目
視
点
検

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
目
視
検
査

②
運
転
状
態
検
査

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
目
視
点
検

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
目
視
検
査

②
運
転
状
態
検
査

点
検
記
録
不
明

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
外
観
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

(2
) 
IV
R
本
体

①
外
観
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
作
動
試
験

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
目
視
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
電
磁
ポ
ン
プ
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
を
取
外
し
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
、
ケ
ー

シ
ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
実
施
し
、
異
常
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
補
修
塗
装
を
行
い
外
観
上
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
運
転
を
行
い
異
常
な
振
動
、
異
音
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
電
磁
ポ
ン
プ
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
を
取
外
し
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
、
ケ
ー

シ
ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
実
施
し
、
異
常
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
補
修
塗
装
を
行
い
外
観
上
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
②
運
転
を
行
い
異
常
な
振
動
、
異
音
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
各
部
の
清
掃
及
び
外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
の
固
定
子
コ
イ
ル
,ス

ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
及
び
漏
え
い
検
出
器
と
大
地
間
の
絶
縁
抵

抗
を
測
定
し
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
第
1
回

定
検
の
反
映
事
項
対
応
と
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
ー
枠
及
び
メ
ッ

シ
ュ
を
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
交
換
し
た
。

(2
) 
IV
R
本
体

　
ス
ト
ッ
パ
ー
ボ
ル
ト
及
び
ノ
ッ
ク
ピ
ン
が
破
損
し
て
い
た
の
で

交
換
し
た
。
そ
の
他
、
外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
操
作
機
構
部
点
検
及
び
絶
縁
抵
抗
測

定
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
作
動
試
験

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

　
外
観
点
検
及
び
ダ
ン
パ
ー
軸
受
部
の
点
検
を
行
い
異
常

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
記
録
不
明

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
の
固
定
子
コ
イ
ル
及
び
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー

タ
の
一
部
に
つ
い
て
基
準
値
（
1
M
Ω
）
以
下
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
吸
湿
に
よ
る
絶
縁
低
下
で
あ
り
予
熱
に
よ
り
改
善

し
た
。
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
に

つ
い
て
は
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動

モ
ー
タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
(3
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
を
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
の
運
転

を
行
い
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
電
磁
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
、
実
負
荷
運
転
を
実
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

交
換
部
品

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
ケ
ー
シ
ン
グ
の
フ
ラ
ン
ジ
パ
ッ
キ
ン

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
通
風
ダ
ク
ト
ガ
ス
ケ
ッ
ト

②
ダ
ン
パ
軸
受

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
フ
ィ
ル
タ
枠

(2
) 
IV
R
本
体

①
ス
ト
ッ
パ
ー
ボ
ル
ト
、
ノ
ッ
ク
ピ
ン

②
操
作
機
構
部
へ
の
グ
リ
ス
補
給

(3
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
モ
ー
タ
軸
受

点
検
記
録
不
明

IV
R
モ
ー
タ
軸
受

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

電
磁
ポ
ン
プ
本
体
の
固
定
子
コ
イ
ル
及
び
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ

の
一
部
に
つ
い
て
基
準
値
で
あ
る
１
M
Ω
以
下
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
吸
湿
に
よ
る
絶
縁
低
下
で
あ
り
予
熱
に
よ
り
改

善
し
た
。

点
検
記
録
不
明

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
の
腐
食
に
よ
る
目

詰
ま
り
対
策
と
し
て
、
当
該
品
を
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
変
更
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
(第
4
回
定
検
で
対
応
し
た
。
）

特
に
な
し

絶
縁
低
下
の
原
因
は
コ
イ
ル
に
付
着
し
た
塵
埃
が
吸
湿
し

た
も
の
で
あ
り
、
ポ
ン
プ
の
分
解
点
検
及
び
コ
イ
ル
の
洗
浄

及
び
絶
縁
補
強
が
推
奨
さ
れ
た
。
(第
6
回
定
検
で
対
応
し

た
。
）

点
検
記
録
不
明

特
に
な
し
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表
10

.6
－

1（
2／

3）
　
２
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

該
当
な
し

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
、
第
５
回
定
検

時
の
不
具
合
指
摘
事
項
を
受
け
て
、
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
の

分
解
点
検
を
実
施
し
た
。

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R
本
体

(2
) I

V
R
盤

(3
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R
本
体

(2
) I

V
R
盤

(3
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R
本
体

(2
) I

V
R
盤

(3
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
分
解
点
検

(2
) 
コ
イ
ル
絶
縁
補
強
工
事
（
洗
浄
、
乾
燥
、
ワ
ニ
ス
処
理
）

(3
) 
作
動
検
査

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
目
視
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
目
視
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
目
視
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

(1
) 
分
解
点
検

①
上
部
、
下
部
固
定
子
（
コ
イ
ル
）
の
外
観
点
検
、
コ
イ
ル
縛

り
糸
の
緩
み
鉄
心
部
の
過
熱
の
有
無
等
を
点
検
し
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
ナ
ト
リ
ウ
ム
ダ
ク
ト
の
変
形
損
傷
、
液
体
浸
透
探
傷
検
査
を

行
い
異
常
P
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
コ
イ
ル
絶
縁
補
強
工
事

上
部
及
び
下
部
固
定
子
コ
イ
ル
の
温
水
洗
浄
、
熱
風
乾

燥
、
絶
縁
ワ
ニ
ス
塗
布
、
熱
風
乾
燥
等
の
絶
縁
補
強
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
絶
縁
抵
抗
が
１
０
０
０
M
Ω
に
回
復
し
た
。
ま

た
、
温
度
計
や
漏
え
い
検
出
器
等
の
計
装
品
に
つ
い
て
は

洗
浄
剤
に
よ
る
清
掃
を
行
っ
た
。

(3
) 
作
動
検
査

冷
却
フ
ァ
ン
運
転
、
電
気
ヒ
ー
タ
及
び
誘
導
加
熱
に
よ
る
予

熱
試
験
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
実
負
荷
運
転
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
、
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等

の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
分
解
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

(4
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
を
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
の
運
転

を
行
い
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
電
磁
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
、
実
負
荷
運
転
を
実
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
、
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等

の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
を
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
の
運
転

を
行
い
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
電
磁
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
、
実
負
荷
運
転
を
実
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
、
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等

の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
を
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
の
運
転

を
行
い
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

分
解
に
併
せ
て
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
ナ
ト
リ
ウ
ム
ダ
ク
ト
保
温
材

(2
) 
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
出
器

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
負
荷
側
べ
ア
リ
ン
グ

(2
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ベ
ア
リ
ン
グ

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
ダ
ン
パ
ー
テ
フ
ロ
ン
軸
受
　
：
1
式

(2
) 
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
負
荷
側
べ
ア
リ
ン
グ

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
の
ダ
ン
パ
軸
受
(テ
フ
ロ
ン
）

(2
) 
制
御
回
路
ヒ
ュ
ー
ズ
、
P
T
用
ヒ
ュ
ー
ズ
（
第
1
0
回
定
検
の

反
映
事
項
対
応
）

(3
) 
IV
R
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

特
に
な
し

次
回
点
検
時
下
記
部
品
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

(1
) 
Ｐ
Ｔ
用
ヒ
ュ
ー
ズ
(第
1
0
回
定
検
で
交
換
し
た
。
）

次
回
点
検
時
下
記
部
品
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

(1
) 
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
（
次
回
以
降
の
点
検
結
果
を
勘
案
し
て

交
換
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
1
3
回
定
検
で
交
換
し
た
。
）

次
回
点
検
時
下
記
部
品
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

(1
) 
駆
動
モ
ー
タ

(2
) 
進
相
コ
ン
デ
ン
サ

ま
た
、
以
下
の
部
品
の
持
ち
帰
り
点
検
が
推
奨
さ
れ
た
。

(1
) 
IV
R
本
体
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表
10

.6
－

1（
3／

3）
　
２
次
補
助
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R
本
体

(2
) I

V
R
盤

(3
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R
本
体

(2
) I

V
R
盤

２
次
補
助
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R
本
体

(2
) I

V
R
盤

(3
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
目
視
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
計
器
校
正

(4
) 
作
動
検
査

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
目
視
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
計
器
校
正

(4
) 
作
動
検
査

１
．
工
場
持
ち
出
し
点
検

(1
) 
IV
R
本
体
詳
細
点
検

２
．
現
地
点
検
（
IV
R
盤
、
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
）

(1
) 
目
視
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
計
器
校
正

(4
) 
作
動
検
査

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
、
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等

の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
計
器
校
正

　
電
圧
計
等
に
つ
い
て
校
正
試
験
を
行
い
規
定
の
精
度
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
を
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
の
運
転

を
行
い
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
電
磁
ポ
ン
プ
本
体
、
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等

の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
計
器
校
正

　
電
圧
計
等
に
つ
い
て
校
正
試
験
を
行
い
規
定
の
精
度
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
を
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
工
場
持
ち
出
し
点
検

(1
) 
IV
R
本
体
詳
細
点
検

　
分
解
を
行
い
、
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
、
巻
線
抵
抗

測
定
、
変
圧
比
測
定
、
無
負
荷
試
験
等
を
行
い
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
巻
き
線
に
つ
い
て
は
、
清
掃
及

び
ワ
ニ
ス
を
塗
布
し
絶
縁
補
強
処
理
を
行
っ
た
。

２
．
現
地
点
検

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定
（
盤
側
）

　
IV
R
１
次
側
、
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
と

大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
計
器
校
正

　
電
圧
計
等
に
つ
い
て
校
正
試
験
を
行
い
規
定
の
精
度
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
作
動
試
験

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
試
験
を
行
い
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
動
力
ラ
イ
ン
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
　
　
：
２
台

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
IV
R
盤
電
圧
計
　
　
　
　
　
　
：
1
台

(2
) 
IV
R
盤
電
流
計
　
　
　
　
　
　
：
1
台

(3
) 
中
制
盤
電
圧
計
　
　
　
　
　
：
1
台

(4
) 
信
号
灯
（
赤
色
、
緑
色
）
　
：
各
1
台

(5
) 
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
　
　
　
　
：
２
台

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。
（
第
8
回
定
検
対
応
）

(1
) 
本
体
ベ
ア
リ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
　
　
　
　
：
２
個

(2
) 
駆
動
用
ウ
ォ
ー
ム
ギ
ャ
ー
ア
セ
ン
ブ
リ
　
　
　
　
 ：
１
式

(3
) 
上
下
限
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
  
  
  
  
  
　
　
　
　
 ：
１
式

(4
) 
IV
R
駆
動
用
モ
ー
タ
  
  
  
  
  
  
  
  
 　
　
　
　
  
：
１
台

(5
) 
IV
R
盤
ヒ
ュ
ー
ズ
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
　
　
　
　
 　
：
１
式

(6
) 
IV
R
盤
電
圧
リ
レ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ：
１
台

(7
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
用
モ
ー
タ
ベ
ア
リ
ン
グ
：
２
個

次
回
点
検
時
下
記
部
品
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

(1
) 
ウ
ォ
ー
ム
ギ
ヤ

(2
) 
軸
受

(3
) 
駆
動
モ
ー
タ

特
に
な
し

次
回
点
検
時
下
記
部
品
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

(1
) 
計
器
用
変
圧
器

(2
) 
計
器
用
変
流
器

(3
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
用
モ
ー
タ
ベ
ア
リ
ン
グ

点
検
は
、
電
磁
ポ
ン
プ
の
予
熱
を
停
止
し
て
行
う
こ
と
か
ら
、

吸
湿
に
よ
り
コ
イ
ル
の
絶
縁
抵
抗
が
規
定
値
を
逸
脱
し
た

が
、
予
熱
の
再
開
に
よ
り
絶
縁
抵
抗
が
回
復
し
運
用
に
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

該
当
な
し

該
当
な
し
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表
10

.7
－

1（
1／

3）
　
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

(1
) I

V
R
本
体

IV
R
駆
動
モ
ー
タ
軸
受

交
換
部
品

特
に
な
し

特
に
な
し

(1
) 
IV
R
本
体

　
操
作
機
構
部
へ
の
グ
リ
ス
補
給

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー

タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
　
但
し
、
異
音
が
確
認
さ
れ
た
。

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
保
温
材
取
付
状
態
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
及
び
ケ
ー

シ
ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
実
施
し
、
異
常
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
外
観
上
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
　
た
。

②
運
転
を
行
い
異
常
な
振
動
、
異
音
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
保
温
材
取
付
状
態
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
ダ
ク
ト
及
び
ケ
ー

シ
ン
グ
等
の
目
視
点
検
を
実
施
し
、
異
常
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
外
観
上
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
　
た
。

②
運
転
を
行
い
異
常
な
振
動
、
異
音
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(2
) 
IV
R
本
体

　
外
観
点
検
、
絶
縁
抵
抗
測
定
及
び
操
作
機
構
部
点
検
を

実
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
作
動
試
験
を

行
い
駆
動
が
円
滑
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

点
検
項
目

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
目
視
点
検

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
目
視
検
査

②
運
転
状
態
検
査

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

①
目
視
点
検

(2
) 
IV
R
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(3
) 
IV
R
盤

　
点
検
記
録
不
明

(4
) 
電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

①
目
視
検
査

②
運
転
状
態
検
査

(1
) 
電
磁
ポ
ン
プ
本
体

　
点
検
記
録
不
明

(2
) 
IV
R
本
体

①
外
観
点
検

②
操
作
機
構
部
点
検

③
動
作
試
験

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R

点
検
機
器

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 電
磁
ポ
ン
プ
本
体

(2
) I

V
R
本
体

(3
) I

V
R
盤

(4
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 電
磁
ポ
ン
プ
本
体

(2
) I

V
R
本
体

(3
) I

V
R
盤

(4
) 電
磁
ポ
ン
プ
冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 電
磁
ポ
ン
プ
本
体

(2
) I

V
R
本
体
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表
10

.7
－

1（
2／

3）
　
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

点
検
機
器

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

以
下
の
部
品
の
交
換
を
推
奨
さ
れ
た
。

(1
) 
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
：
5
台

(2
) 
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー

点
検
記
録
不
明

駆
動
モ
ー
タ
の
運
転
中
の
異
音
に
つ
い
て
は
、
ギ
ヤ
部
か
ら

発
生
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。
駆
動
モ
ー
タ
の
運
転
中
の
異
音
に
つ
い
て
は
、
ギ
ヤ
部
か
ら

発
生
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
た
。

特
に
な
し

点
検
記
録
不
明

特
に
な
し

特
に
な
し

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
IV
R
駆
動
モ
ー
タ

(2
) 
メ
ー
タ
用
ヒ
ュ
ー
ズ

点
検
記
録
不
明

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
IV
R
駆
動
モ
ー
タ
負
荷
側
べ
ア
リ
ン
グ

(2
) 
制
御
回
路
用
端
子
カ
バ
ー
（
不
足
し
て
い
た
た
め
取
り

付
け
た
）

特
に
な
し

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー

タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
計
器
校
正

　
電
圧
計
等
に
つ
い
て
校
正
試
験
を
行
い
規
定
の
精
度
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
コ
ン
デ
ン
サ
受
入
検
査

　
更
新
用
コ
ン
デ
ン
サ
の
外
観
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(5
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
記
録
不
明

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー

タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
　
但
し
、
駆
動
モ
ー
タ
に
異
音
が
確
認
さ

れ
、
ギ
ヤ
よ
り
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
運
転
に
は
支
障
が
な
い

と
判
定
さ
れ
た
。

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー

タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
　
但
し
、
異
音
が
確
認
さ
れ
た
。

メ
ー
カ
工
場
に
搬
出
し
分
解
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検
（
IV
R
巻
線
の
ワ
ニ
ス
処
理
）

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

点
検
記
録
不
明

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
作
動
検
査

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R

点
検
記
録
不
明

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明

点
検
記
録
不
明
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表
10

.7
－

1（
3／

3）
　
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
電
磁
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

点
検
機
器

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

動
作
試
験
に
お
い
て
、
変
流
器
（
C
T
)2
次
側
電
流
が
低
く
指

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
調
査
の
結
果
、
先
の
定
検

（
平
成
2
年
）
に
お
い
て
、
電
流
計
の
追
加
設
置
（
中
制
盤
）

を
行
っ
た
が
、
C
T
の
負
荷
容
量
を
超
過
し
て
し
ま
い
電
流
値

が
減
少
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
動
力
ラ
イ
ン
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
：
５
台

以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

(1
) 
IV
R
盤
電
圧
計
　
　
　
 ：
1
台

(2
) 
IV
R
盤
電
流
計
　
　
　
 ：
1
台

(3
) 
中
制
盤
電
圧
計
　
  
 ：
1
台

(4
) 
中
制
盤
電
流
計
　
　
 ：
1
台

(5
) 
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
　
：
1
台

ヒ
ュ
ー
ズ
（
制
御
回
路
）
：
1
式

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー

タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
計
器
校
正

　
電
圧
計
等
に
つ
い
て
校
正
試
験
を
行
い
規
定
の
精
度
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
コ
ン
デ
ン
サ
受
入
検
査

　
更
新
用
コ
ン
デ
ン
サ
の
外
観
検
査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(5
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー

タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
計
器
校
正

　
電
圧
計
等
に
つ
い
て
校
正
試
験
を
行
い
規
定
の
精
度
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

　
IV
R
本
体
、
ブ
レ
ー
キ
、
減
速
器
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
点
検

を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

　
IV
R
１
次
側
及
び
2
次
側
と
大
地
間
等
の
絶
縁
抵
抗
を
測

定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
IV
R
駆
動
モ
ー

タ
と
大
地
間
に
つ
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
) 
計
器
校
正

　
電
圧
計
等
に
つ
い
て
校
正
試
験
を
行
い
規
定
の
精
度
に

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
) 
作
動
検
査

　
無
負
荷
に
よ
る
作
動
を
行
い
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
動
作
位
置
、

昇
圧
電
圧
、
駆
動
の
滑
ら
か
さ
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
計
器
校
正

(4
) 
作
動
検
査

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
計
器
校
正

(4
) 
作
動
検
査

現
地
に
お
い
て
以
下
の
項
目
の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) 
外
観
点
検

(2
) 
絶
縁
抵
抗
測
定

(3
) 
計
器
校
正

(4
) 
作
動
検
査

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R

２
次
純
化
系
電
磁
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
は
以
下
の
機
器

の
点
検
を
実
施
し
た
。

(1
) I

V
R

資料3.5－1（表）
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表
10

.8
－

1（
1／

3）
　
１
次
及
び
２
次
冷
却
系
配
管
支
持
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

予
熱
窒
素
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
2
,3
の
み
)
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)

安
全
容
器
呼
吸
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
2
,3
の
み
)
安
全
容
器
呼
吸
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)
安
全
容
器
呼
吸
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)
安
全
容
器
呼
吸
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)
安
全
容
器
呼
吸
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)

計
測
制
御
系
(点
検
項
目
2
,3
の
み
)

計
測
制
御
系
(点
検
項
目
3
,4
の
み
)

計
測
制
御
系
(点
検
項
目
3
,4
の
み
)

計
測
制
御
系
(点
検
項
目
3
,4
の
み
)

計
測
制
御
系
(点
検
項
目
3
,4
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
4
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

(１
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(２
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ば
ね
防
振
器

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(４
)油
圧
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(5
)油
圧
防
振
器

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

・
油
圧
防
振
器
(２
台
)

・
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
(1
次
冷
却
系
7
台
)

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
次
回
定
検
時
に
製
作
し
た
7
台
の
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

を
設
置
す
る
。

・
不
具
合
の
あ
っ
た
1
次
冷
却
系
の
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

1
5
台
の
ち
、
そ
の
時
点
で
7
台
は
工
場
に
て
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
交

換
（
軽
水
炉
用
）
で
き
た
が
、
そ
の
他
の
7
台
は
放
射

化
に
よ
り
搬
出
で
き
ず
、
軽
水
炉
用
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
を
塗
布
し
た

代
替
ﾒ
ｶ
ｽ
ﾅ
を
製
作
し
納
入
し
た
。
残
り
1
台
は
現
地
に

て
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
交
換
を
行
っ
た
。
以
上
の
暫
定
的
に
軽
水
炉

用
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
を
使
用
し
た
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
は
耐
放
射
性
が

低
い
こ
と
か
ら
、
今
回
新
開
発
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
へ
交
換
し
た
。
交

換
対
象
は
工
場
持
帰
り
７
台
と
現
地
保
管
品
7
台
で
あ

る
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
単
体
性
能
試
験
(設
置
す
る
1
次
主
冷
却

系
7
台
)、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良
状

態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
油
圧
防
振
器
を
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
に
交
換
を
行
っ

た
。
目
的
は
油
圧
防
振
器
を
機
械
式
防
振
器
に
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
、
耐
久
性
向
上
、
交
換
頻
度
を
減
少

す
る
こ
と
が
で
き
作
業
員
の
被
ば
く
を
低
減
す
る
。
1
次

冷
却
系
1
台
、
1
次
補
助
冷
却
系
2
6
台
、
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
系

1
0
台
、
1
次
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
純
化
系
1
1
台
、
1
次
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
充
填

ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
1
6
台
、
1
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ガ
ｶ
ﾞｽ
系
2
台
、
2
次
補
助

冷
却
系
1
6
台
、
計
8
2
台
を
交
換
。
現
地
据
付
検
査
を

行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
分
解
検
査
、
性
能
検
査
を
行
い
異
常
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
1
0
台
の
み
分
解
点
検

を
行
い
組
立
後
、
耐
圧
試
験
を
行
い
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実
施
）

の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
２
台

の
み
更
新
を
行
っ
た
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

※
1
次
冷
却
系
配
管
支
持
装
置
の
改
造
を
行
い
油
圧

防
振
器
を
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
に
交
換
し
、
現
地
据
付
検

査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
ｸ
ﾞﾘ
ｽ
（
｢も
ん
じ
ゅ
｣ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ｽ
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ

防
振
器
設
置
す
る
た
め
に
行
う
ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ｽ
交
換
を
実
施
)

ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
系
1
台
、
1
次
補
助
系
4
台
、
1
次
N
aﾄ
ﾞﾚ
ﾝ
系

2
台
・
現
地
保
管
さ
れ
て
い
た
1
次
冷
却
系
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振

器
7
台
設
置
し
た
。

・
油
圧
防
振
器
残
り
6
8
台
を
次
年
度
以
降
予
算
が
取

れ
し
だ
い
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
に
交
換
を
行
う
。

・
油
圧
防
振
器
を
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
に
交
換
を
行
っ

た
。
目
的
は
油
圧
防
振
器
を
機
械
式
防
振
器
に
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
、
耐
久
性
向
上
、
交
換
頻
度
を
減
少

す
る
こ
と
が
で
き
作
業
員
の
被
ば
く
を
低
減
す
る
。
1
次

冷
却
系
5
7
台
、
1
次
補
助
冷
却
系
2
台
、
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞﾌ
ﾛ
ｰ
系

5
台
、
1
次
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
1
台
、
1
次
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞﾝ
ガ
ｶ
ﾞ

ｽ
系
3
台
、
計
6
8
台
を
交
換
。
現
地
据
付
検
査
を
行
い

異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実
施
）

の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

※
1
次
冷
却
系
配
管
支
持
装
置
の
改
造
を
行
い
油
圧

防
振
器
を
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器
に
交
換
し
、
現
地
据
付
検

査
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
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表
10

.8
－

1（
2／

3）
　
１
次
及
び
２
次
冷
却
系
配
管
支
持
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

・
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ（
4
個
)

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
1次
ﾅ
ﾄﾘ
ｳ
ﾑ
充
填
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
系
ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞが
接
触
部

に
接
触
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
接
触
し
て
い
た
4
台
の
ｽ

ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞを
交
換
し
た
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
油
圧
防
振
器
：
O
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ、
ﾊ
ﾞｯ
ｸ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ、
作
動
油
、

ﾌ
ﾞｰ
ﾂ
等

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

不
具
合
の
あ
っ
た
２
台
の
補
修
（
分
解
点
検
）
を
行
っ

た
。
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表
10

.8
－

1（
3／

3）
　
１
次
及
び
２
次
冷
却
系
配
管
支
持
装
置
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

1
次
主
冷
却
系

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

補
助
冷
却
系
(含
む
2
次
系
)

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
系

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

純
化
系
(含
む
付
属
建
家
)

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

充
填
ド
レ
ン
系

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

予
熱
窒
素
ガ
ス
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)
2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

安
全
容
器
呼
吸
系
(含
む
付
属
建
家
)(
点
検
項
目
3
,4
の
み
)

計
測
制
御
系
(点
検
項
目
3
,4
の
み
)

2
次
冷
却
系
(点
検
項
目
5
の
み
)

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(１
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(２
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(４
)ば
ね
防
振
器

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

(5
)油
圧
防
振
器
（
2次
冷
却
系
の
み
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
油
圧
防
振
器
（
ｵ
ｲ
ﾙ
ｽ
ﾅ
ﾊ
ﾞ）
の
取
付
け
台
数
が
1
4
6

台
あ
る
の
で
、
1
0
年
計
画
で
1
5
台
/
定
検
の
分
解
点

検
を
推
奨
す
る
。

特
に
な
し

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(３
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
検
査
及
び
ｲ
ﾝ
ｼ
ﾞｹ
ﾞｰ
ﾀ
位
置
の
確
認
を
行
い
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(４
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実
施
）

の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
5
台
の
み
分
解
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

・
油
圧
防
振
器
：
O
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ、
ﾊ
ﾞｯ
ｸ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ、
作
動
油
、

ﾌ
ﾞｰ
ﾂ
等

(1
)ﾒ
ｶ
ﾆ
ｶ
ﾙ
防
振
器

外
観
点
検
、
打
振
試
験
前
後
の
変
化
な
く
作
動
不
良

状
態
に
あ
る
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(2
)ｺ
ﾝ
ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)ｽ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(4
)ば
ね
防
振
器

外
観
点
検
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(5
)油
圧
防
振
器

外
観
検
査
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ﾘｻ
ﾞｰ
ﾊ
ﾞ内
の
油
量
（
油
補
充
実

施
）
の
確
認
を
行
い
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
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表
10

.9
－

1（
1／

3）
　
原
子
炉
保
護
系
（
地
震
計
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

特
に
な
し

特
に
な
し

・
[次
回
反
映
事
項
]ア
ル
カ
リ
電
池
の
電
圧
・
電
流
値
［
補
修
］
地
震
計
(B
)ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾘｰ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ

・
地
震
計
（
Ａ
）
，
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル
交
換

を
確
認
し
規
定
値
以
内
で
あ
る
た
め
再
使
用
し
た
。

・
[次
回
反
映
事
項

]シ
リ
カ
ゲ
ル
を
交
換
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

シ
リ
カ
ゲ
ル
交
換
要
す
。

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.2
V
, 
5
8
.0
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.3
V
, 
5
9
.0
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
3
.3
V
, 
5
1
.0
ｍ
A

・
地
震
計
（
B
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点

（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確
認
、

及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ

ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(A
)
(B
)1
3
.8
V
，
6
0
.0
m
A
[負
荷
時
1
3
.0
V
，
6
3
.0
m
A
]

(C
)
・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

[補
修
]地
震
計
(B
)ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾘｰ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
の
回
転
ｽ
ﾄｯ
ﾊ
ﾟｰ

の
ゆ
る
み
で
端
子
が
回
転
し
す
ぎ
、
2
接
点
に
わ
た
り

導
通
し
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾞが
断
線
し
ま
し
た
。
(ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾘｰ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
を

新
品
と
交
換
し
、
点
検
後
・
・
・
良
)

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(A
)1
3
.0
V
，
6
0
.0
m
A

(B
)1
3
.0
V
，
6
2
.0
m
A

(C
)1
3
.0
V
，
5
5
.0
m
A

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(A
)1
3
.１
V
，
6
１
.0
m
A

(B
)1
3
.2
V
，
6
2
.0
m
A

(C
)1
3
.2
V
，
5
5
.0
m
A

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

地
震
計
内
部
の
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ電
池
の
電
圧
・
電
流
が
低
下

し
て
い
る
為
、
次
回
点
検
時
に
交
換
を
必
要
と
す
る
。
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表
10

.9
－

1（
2／

3）
　
原
子
炉
保
護
系
（
地
震
計
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
地
震
計
（
Ｃ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル
実
施
。

・
地
震
計
（
Ａ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル
実
施
。

・
地
震
計
（
Ｂ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル
実
施
。

・
地
震
計
（
Ａ
）
の
オ
ー
バ
ホ
ー
ル
実
施
。

・
地
震
計
（
Ａ
）
，
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル
交
換

・
地
震
計
（
Ａ
）
，
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル
交
換

・
地
震
計
（
Ａ
）
，
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル
交
換

・
地
震
計
（
Ａ
）
，
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル
交
換

・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル

・
ヒ
ュ
ー
ズ
4
本
、
ラ
ン
プ
6
個

・
エ
ア
ー
ダ
ン
パ
ー
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
（
8
枚
）
交
換

・
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
３
台
分
（
６
ケ
）

・
[次
回
反
映
事
項

]ヒ
ュ
ー
ズ

2本
、
ラ
ン
プ

3個
交
換
・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換
(3
個
）

・
エ
ア
ー
ダ
ン
パ
ー
継
ぎ
棒
（
4
本
）
交
換

・
バ
ッ
テ
リ
ー
（
１
個
）
…
地
震
計
（
Ａ
）

・
[次
回
反
映
事
項

]地
震
計
(A
)、
(B
)の
接
点
部
は

・
接
点
（
1
式
）
交
換

　
特
に
問
題
な
い
た
め
、
交
換
せ
ず
。

・
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
（
2
本
）
交
換

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換
(3
個
）

特
に
な
し

特
に
な
し

・
電
装
品
の
交
換
を
推
奨
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
接
点
部
の
交
換
を
推
奨
。

・
地
震
計
（
Ｂ
）
の
検
出
用
接
点
部
№
２
が
零
点
調
整

及
び
  
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
値
が
一
定
し
な
い
。

・
地
震
計
（
Ｂ
）
の
検
出
用
接
点
№
７
の
白
金
イ
リ
ジ
ウ

ム
接
点
の
接
着
部
の
片
側
が
外
れ
て
い
た
。

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.8
V
, 
 5
7
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.7
V
, 
 6
0
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
3
.8
V
, 
 5
0
ｍ
A

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.8
V
, 
5
0
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.6
V
, 
6
0
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
3
.6
V
, 
 6
0
ｍ
A

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.5
V
, 
 5
2
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.3
V
, 
 6
2
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
4
.1
V
, 
 5
3
ｍ
A

・
地
震
計
（
Ｃ
）
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
イ
ッ
チ
不
具
合
（
現

在
の
使
用
に
は
差
し
支
え
な
い
）

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.5
V
, 
5
7
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.5
V
, 
5
8
 ｍ
A

(Ｃ
)；
1
3
.1
V
, 
5
2
 ｍ
A

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.2
V
, 
 5
7
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.3
V
, 
 6
2
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
3
.9
V
, 
 5
4
ｍ
A

特
に
な
し

地
震
計
内
部
の
構
成
品
の
更
新
が
必
要
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表
10

.9
－

1（
3／

3）
　
原
子
炉
保
護
系
（
地
震
計
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
外
観
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

・
点
検
校
正
検
査

（
分
解
点
検
は
工
場
に
て
実
施
さ
れ
た
。
）

・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
構
成
部
品
（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
）
・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル

・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
シ
リ
カ
ゲ
ル

・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
全
数
・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
バ
ッ
テ
リ
ー

・
地
震
計
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
（
Ｃ
）
の
バ
ッ
テ
リ
ー

（
取
替
周
期
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
に
記
載
。
）

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
４
７
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.0
V
, 
 5
8
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
2
.4
V
, 
 6
0
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
2
.6
V
, 
 6
0
ｍ
A

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
４
７
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
4
.2
V
, 
 5
1
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.7
V
, 
 5
1
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
3
.8
V
, 
 5
1
ｍ
A

・
地
震
計
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
お
い
て
重
錘
１
５
０
Ｇ
ａ
ｌを
各

接
点
（
№
１
～
１
０
）
に
セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
る
こ
と
を
確

認
、
及
び
重
錘
１
４
０
Ｇ
ａ
ｌを
各
接
点
（
№
１
～
１
０
）
に

セ
ッ
ト
し
警
報
が
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
１
４
７
Ｇ
ａ
ｌ設
定
時
の
各
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
目
盛
り
の

読
み
値
を
確
認
す
る
。

・
回
路
ス
イ
ッ
チ
１
～
４
に
よ
り
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

健
全
性
の
確
認
を
行
う
。

・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
・
電
流
値
確
認
。

(Ａ
)；
1
3
.6
V
, 
 5
6
ｍ
A

(Ｂ
)；
1
3
.0
V
, 
 6
0
ｍ
A

(Ｃ
)；
1
3
.0
V
, 
 5
5
ｍ
A

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
130

JNC TN9440 2005-003



表
10

.1
0－

1　
ラ
イ
ナ
ー
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
受
け
樋
等
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回
　
～
　
第

10
回

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

特
に
な
し

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

特
に
な
し

－

　 施
設
定
期
検
査
受
験
の
た
め
、
内
作
に
よ
る
自
主
点
検
を
実
施

し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
脱
落
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　 施
設
定
期
検
査
受
験
の
た
め
、
内
作
に
よ
る
自
主
点
検
を
実
施

し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
脱
落
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

交
換
部
品

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－
点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

　 施
設
定
期
検
査
受
験
の
た
め
、
内
作
に
よ
る
自
主
点
検
を
実
施

し
以
下
の
結
果
を
得
た
。

①
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
脱
落
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

－

○
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
う
ち
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
接
液
す
る
機
器

配
管
○
そ
の
他
、
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
う
ち
ラ
イ
ナ
ー
等

○
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
う
ち
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
接
液
す
る
機
器

配
管
○
そ
の
他
、
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
う
ち
ラ
イ
ナ
ー
等

点
検
項
目

外
観
検
査

①
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の

な
い
こ
と

②
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
脱
落
が
な
い
こ
と

外
観
検
査

①
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の

な
い
こ
と

②
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
脱
落
が
な
い
こ
と

外
観
検
査

①
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
残
留
、
液
滴
等
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
痕
跡
の

な
い
こ
と

②
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
脱
落
が
な
い
こ
と

点
検
機
器

本
検
査
は
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
を
受
け
、
新
た

に
検
査
項
目
と
し
て
本
定
期
検
査
よ
り
検
査
項
目
と
し
て
加
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
の
う
ち
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
接
液
す
る
機
器

配
管
○
そ
の
他
、
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
う
ち
ラ
イ
ナ
ー
等

－－
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表
10

.1
1－

1（
1／

5）
　
廃
ガ
ス
圧
縮
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

  
昭
和
5
5
年
1
2
月
点
検

  
昭
和
5
7
年
3
月
点
検

※
1
：
昭
和
5
4
年
3
月
点
検

※
1
：
昭
和
5
6
年
1
2
月
点
検

※
1
：
昭
和
5
7
年
1
1
月
点
検
　
　
※
2
：
昭
和
5
8
年
3
月
点
検
　
　
※
3
：
昭
和
5
8
年
9
月
点
検

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

交
換
部
品

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ､
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
A
,B
号
機
）
　
4
年
使
用

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

③
潤
滑
油

④
ｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ各
3
台
（
A
,B
号
機
）
※
１

　
6
年
使
用

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

③
潤
滑
油

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ､
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
A
,B
号
機
）
　
3
年
使
用

摩
耗
限
界
に
達
し
て
い
な
い
が
、
次
回
点
検
時
ま
で
使
用
不
可
能
と
思
わ
れ
る
た
め
、
新
規
交
換
し
た
。

②
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
３
、
６
つ
割
）
（
C
号
機
）
　
7
年
使
用

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

①
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
試
運
転
時
の
異
音
発
生
の
原
因
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
２
段
ﾄｯ
ﾌ
ﾟｸ
ﾘｱ
ﾗ
ﾝ
ｽ
が

少
な
い
た
め
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
と
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞﾍ
ｯ
ﾄﾞ
が
当
た
り
異
音
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
処
置
と
し
て
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
の
ｸ
ﾘｱ
ﾗ
ﾝ
ｽ
調
整

を
行
っ
た
。

①
常
用
圧
縮
機
(A
,B
)号
機
の
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞｼ
ｰ
ﾙ
ﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ
部
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
。
特
に
B
号
機
が
著
し
か
っ
た
。
原
因
と

し
て
は
、
過
冷
却
又
は
吸
入
ｶ
ﾞｽ
に
水
分
が
混
入
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
及
び
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
1
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ室
に
多
少
の
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
残
留
あ
り
。
錆
の

発
生
も
見
ら
れ
る
。
対
応
な
し
。
※
１

②
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
1
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ及
び
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
に
錆
が
見
ら
れ
た
た
め
、
完
備
品
と
交
換
し

た
。
※
３

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

①
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟは
配
管
の
都
合
上
に
よ
り
分
解
清
掃
が
で
き
な
い
。
今
後
配
管
の
更
新

が
必
要
で
あ
る
。

※
１
、
２

②
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
1
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ及
び
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞの
錆
に
つ
い
て
は
、
ｶ
ﾞｽ
内
の
水
分
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
今
回
交
換
し
た
弁
は
5
5
年
3
月
に
完
備
品
と
交
換
し
て
お
り
約
1
年
半
で
ﾒ
ｯ
ｷ
の
腐
食
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
出
来
る
だ
け
ｶ
ﾞｽ
内
の
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
は
除
く
様
対
策
す
る
必
要
が
あ
る
。
※
３

点
検
項
目

点
検
機
器

資料3.5－1（表）
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表
10

.1
1－

1（
2／

5）
　
廃
ガ
ス
圧
縮
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

  
昭
和
5
9
年
3
月
点
検

  
昭
和
6
0
年
6
月
点
検

  
昭
和
6
2
年
6
月
点
検

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

③
潤
滑
油

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ､
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
A
,B
号
機
）
　
2
年
使
用

　
摩
耗
限
界
に
達
し
て
い
な
い
が
、
次
回
点
検
時
ま
で
使
用
不
可
能
と
思
わ
れ
る
た
め
、
新
規
交
換
し
た
。

②
ｸ
ﾗ
ﾝ
ｸ
ﾋ
ﾟﾝ
（
A
,B
号
機
）
　
9
年
使
用

　
摩
耗
は
見
ら
れ
な
い
が
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
部
に
約
0
.2
ｍ
ｍ
の
摩
耗
が
あ
り
、
油
漏
れ
の
原
因
に
な
る
た
め
、
新
規
交
換

し
た
。

③
軸
受
（
A
,B
号
機
）
　
9
年
使
用

　
ｸ
ﾗ
ﾝ
ｸ
ﾋ
ﾟﾝ
の
交
換
に
伴
い
、
軸
受
を
交
換
し
た
。

④
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ（
C
号
機
）
　
9
年
使
用

　
摩
耗
限
界
に
達
し
て
い
な
い
が
、
次
回
点
検
時
ま
で
使
用
不
可
能
と
思
わ
れ
る
た
め
、
新
規
交
換
し
た
。

完
成
図
書
確
認
中

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

③
潤
滑
油

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

③
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
（
A
,B
号
機
）
　
1
2
年
使
用

特
に
な
し

完
成
図
書
確
認
中

①
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
温
度
計
(T
I6
1
-
5
)は
、
指
示
値
が
許
容
値
外
で
あ
る
。
校
正
不
可
能
の
た
め
次
回
点
検

時
に
交
換
の
必
要
が
あ
る
。

①
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
部
に
錆
が
相
当
見
ら
れ
る
。
次
回
点
検
時
に
交
換
の
必
要
が
あ
る
。

②
常
用
圧
縮
機
(A
,B
)号
機
の
潤
滑
油
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
ｹ
ﾞｰ
ｼ
ﾞに
汚
れ
が
見
ら
れ
る
。
次
回
点
検
時
に
交
換
の
必
要
が
あ
る
。

③
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ及
び
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
は
配
管
の
都
合
上
に
よ
り
分
解
清
掃
が
で
き

な
い
。
今
後
配
管
の
更
新
が
必
要
で
あ
る
。

完
成
図
書
確
認
中

①
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
V
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄに
多
少
の
摩
耗
が
あ
っ
た
。
次
回
点
検
時
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
昭
和

6
3
年
1
0
月
交
換
実
施
）

②
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
用
温
度
計
(T
I6
1
-
5
)は
、
指
示
値
が
許
容
値
外
で
あ
る
。
校
正
不
可
能
の

た
め
次
回
点
検
時
に
交
換
の
必
要
が
あ
る
。
（
昭
和
6
3
年
1
0
月
交
換
実
施
）

③
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
温
度
計
(T
IS
6
1
-
4
)校
正
に
お
い
て
、
下
降
時
に
指
針
に
引
掛
か
り
が
見
ら
れ
た
。
次
回

点
検
時
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ及
び
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
は
配
管
の
都
合
上
に
よ
り
分
解
清
掃
が
で
き

な
い
。
今
後
配
管
の
更
新
が
必
要
が
あ
る
。
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表
10

.1
1－

1（
3／

5）
　
廃
ガ
ス
圧
縮
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

  
昭
和
6
3
年
1
0
月
点
検

  
平
成
2
年
6
月
点
検

  
平
成
4
年
2
月
点
検

※
１
：
平
成
5
年
2
月
点
検

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

③
潤
滑
油

④
T
I6
1
-
5
温
度
計
（
A
号
機
）

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
2
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ及
び
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
A
号
機
）
　
5
年
使
用

　
摩
耗
限
界
に
達
し
て
い
な
い
が
、
次
回
点
検
時
ま
で
使
用
不
可
能
と
思
わ
れ
る
た
め
、
新
規
交
換
し
た
。

②
V
ﾌ
ﾟｰ
ﾘ本
体
用
（
A
,B
号
機
）
　
1
4
年
使
用

　
Ｖ
ﾌ
ﾟｰ
ﾘは
摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。
ま
た
Ｖ
ﾌ
ﾟｰ
ﾘは
ﾒ
ｶ
ﾛ
ｯ
ｸ
型
に
改
造
し
た
。

③
V
ﾌ
ﾟｰ
ﾘ電
動
機
用
（
A
,B
号
機
）
　
1
4
年
使
用

　
Ｖ
ﾌ
ﾟｰ
ﾘは
摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。

⑤
V
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄ（
A
,B
号
機
）
　
1
4
年
使
用

　
Ｖ
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄは
摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

③
潤
滑
油

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
V
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄ（
C
号
機
）
　
1
5
年
使
用

摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。

②
T
IS
6
1
-
4
温
度
計
（
A
号
機
）

温
度
計
(T
IS
6
1
-
4
)校
正
に
お
い
て
、
下
降
時
に
指
針
に
引
掛
か
り
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
点
検
後
に
交
換
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類

③
潤
滑
油

④
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
（
B
号
機
）
※
１
　
1
7
年
使
用

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
1
,2
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ､
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
B
号
機
）
　
8
年
使
用

　
1
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞに
つ
い
て
は
、
摩
耗
等
使
用
限
界
に
達
し
て
い
な
い
が
、
2
段
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ及
び
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
が
使
用
限

界
の
た
め
共
に
交
換
し
た
。

②
V
6
1
-
1
8
5
A
安
全
弁
（
A
号
機
）

　
吹
き
止
り
時
に
漏
れ
が
あ
り
、
予
備
品
と
交
換
し
た
。

③
P
I6
1
-
4
､5
圧
力
計
（
A
,B
号
機
）

　
P
I6
1
-
4
は
誤
差
が
±
1
.4
%
と
前
回
よ
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
P
I6
1
-
5
は
0
～
5
K
g/
cm
2
に
て
指
針
に
振
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
交
換
し
た
。

④
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ､
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
B
号
機
）
※
1

　
1
,2
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ、
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
は
1
年
使
用

　
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ取
付
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｻ
に
相
当
の
錆
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
予
防
保
全
に
よ
り
1
,2
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ､
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ

を
交
換
し
た
。

⑤
V
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄ（
B
号
機
）
※
1
　
4
年
使
用

　
摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。

①
常
用
圧
縮
機
(A
,B
)号
機
の
V
ﾌ
ﾟｰ
ﾘ及
び
V
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄは
摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。
V
ﾌ
ﾟｰ
ﾘは
ﾒ
ｶ
ﾛ
ｯ
ｸ
型
に
改
造
し
た
。
①
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
2
段
吐
出
用
温
度
計
(T
IS
6
1
-
4
)は
、
校
正
時
に
お
い
て
作
動
不
良
。
（
下
降
時
に
指
針

に
引
掛
か
り
）
が
あ
り
、
測
定
が
で
き
な
か
っ
た
。
）
結
果
「
な
し
」
。

特
に
な
し

①
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
温
度
計
(T
IS
6
1
-
4
)校
正
に
お
い
て
、
下
降
時
に
指
針
に
引
掛
か
り
が
見
ら
れ
た
。
次
回

点
検
時
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
平
成
2
年
6
月
点
検
後
、
交
換
実
施
）

②
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ及
び
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
は
配
管
の
都
合
上
に
よ
り
分
解
清
掃
が
で
き

な
い
。
今
後
配
管
の
更
新
が
必
要
が
あ
る
。
（
平
成
5
年
3
月
更
新
実
施
）

①
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
温
度
計
(T
IS
6
1
-
4
)校
正
に
お
い
て
、
下
降
時
に
指
針
に
引
掛
か
り
が
見
ら
れ
た
。
次
回

点
検
時
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
平
成
2
年
6
月
点
検
後
、
交
換
実
施
）

②
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ及
び
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
は
配
管
の
都
合
上
に
よ
り
分
解
清
掃
が
で
き

な
い
。
今
後
配
管
の
更
新
が
必
要
が
あ
る
。
（
平
成
5
年
3
月
更
新
実
施
）

①
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
の
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
部
に
腐
食
あ
り
、
次
回
点
検
時
に
交
換
す
る
必
要
が
あ

る
。
（
平
成
5
年
2
月
交
換
実
施
）

②
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
の
交
換
を
行
う
場
合
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞを
固
定
す
る
ﾅ
ｯ
ﾄの
廻
り
止
め
加
工
が
必
要
な
た
め
メ
ー
カ
に
確

認
し
硬
質
ｷ
ﾘと
ﾀ
ｯ
ｯ
ﾌ
ﾟの
準
備
を
行
う
。

③
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
2
段
吐
出
用
温
度
計
の
配
線
に
劣
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
回
点
検
時
に
交
換
す

る
必
要
が
あ
る
。
（
平
成
5
年
2
月
点
検
以
降
、
点
検
報
告
書
に
記
載
な
し
）

④
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
及
び
ｺ
ﾈ
ｸ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞﾛ
ｯ
ﾄﾞ
上
部
ﾒ
ﾀ
ﾙ
が
前
回
よ
り
摩
耗
の
進
展
が
あ
る
。
次
回
点

検
時
は
、
摩
耗
限
界
に
達
す
る
と
思
わ
れ
る
た
め
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
※
1
（
平
成
6
年
1
月
交
換
実
施
）

⑤
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
及
び
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｹ
ｰ
ｽ
押
さ
え
に
錆
と
汚
染
が
見
ら
れ
る
た
め
、
除
染

を
行
っ
た
が
取
り
き
れ
ず
、
ま
た
予
備
品
も
無
い
こ
と
か
ら
再
使
用
し
た
。
次
回
点
検
時
は
、
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
1
（
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
未
対
応
、
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ｹ
ｰ
ｽ
押
え
平
成
6
年
1
月
交
換
実
施
）

⑥
機
付
の
安
全
弁
の
弁
及
び
弁
座
は
、
素
材
と
同
じ
硬
度
な
の
で
固
着
し
て
、
規
定
圧
力
（
+
2
0
%
)以
上
で
も
開
と
な

ら
ず
硬
度
の
高
い
弁
及
び
弁
座
と
交
換
が
必
要
で
あ
る
。
※
1
（
平
成
6
年
1
月
点
検
以
降
、
点
検
報
告
書
に
記
載
な

し
）
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表
10

.1
1－

1（
4／

5）
　
廃
ガ
ス
圧
縮
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

  
平
成
6
年
1
月
点
検

  
平
成
8
年
2
月
点
検

  
平
成
1
1
年
4
月
点
検

※
１
：
平
成
7
年
2
月
点
検

※
１
：
平
成
9
年
3
月
点
検
　
　
※
２
：
平
成
1
0
年
6
月
点
検

※
１
：
平
成
1
2
年
1
2
月
点
検

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

２
．
分
解
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

３
．
作
動
検
査

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
圧
力
で
運
転
及
び
停
止
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
運
転
表
示
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟが
点
灯
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
及
び
漏
え
い
等
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
運
転
表
示
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟが
点
灯
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
及
び
漏
え
い
等
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

　
A
,B
号
機

　
　
1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

　
C
号
機

　
　
１
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類
　
一
式

③
潤
滑
油

④
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
及
び
ﾒ
ﾀ
ﾙ
（
B
号
機
）

　
　
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
は
7
年
、
ﾒ
ﾀ
ﾙ
は
1
9
年
使
用

⑤
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
押
さ
え
（
C
号
機
）

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
電
動
機
軸
受
（
A
,B
号
機
）
　
2
年
使
用

　
電
動
機
軸
受
（
A
,B
号
機
）
の
摩
耗
､ｸ
ﾞﾘ
ｽ
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
予
防
保
全
と
し
て
軸
受
を
交
換
し
た
。

②
Ｖ
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄ（
A
,B
号
機
）
　
A
は
1
6
年
、
B
は
2
年
使
用

　
異
常
摩
耗
・
損
傷
等
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
少
し
伸
び
に
よ
り
張
り
が
弱
い
こ
と
か
ら
予
防
保
全
と
し
て
V
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄ

を
交
換
し
た
。

③
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ（
C
号
機
）
　
1
段
は
1
9
年
使
用

　
1
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞに
錆
ｸ
ｽ
ﾞ等
の
噛
み
こ
み
に
よ
る
傷
が
確
認
さ
れ
た
。
寸
法
測
定
の
結
果
、
製
作
時
寸
法
よ
り
径
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
防
保
全
に
よ
り
2
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ共
に
交
換
し
た
。

　
2
段
は
1
0
年
使
用

④
ﾌ
ﾟﾚ
ｰ
ﾄﾉ
ｯ
ｸ
ﾋ
ﾟﾝ
(C
号
機
）

　
1
段
吸
入
、
吐
出
弁
の
ﾌ
ﾟﾚ
ｰ
ﾄﾉ
ｯ
ｸ
ﾋ
ﾟﾝ
が
4
本
変
形
（
曲
が
り
）
し
て
い
た
た
め
交
換
し
た
。

⑤
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
（
B
号
機
）
※
１

　
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
及
び
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
の
ﾋ
ﾟﾝ
穴
に
摩
耗
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
を
予
備
品
（
前
回
交
換
品
）
と

交
換
し
た
。

⑥
圧
力
計
(P
I6
1
-
1
5
)※
１

　
指
針
に
摩
耗
が
あ
る
た
め
、
圧
力
計
を
交
換
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

A
,B
号
機

1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類
　
一
式

③
潤
滑
油

④
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
出
口
ｼ
ｰ
ﾙ
ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ（
C
号
機
）

⑤
電
動
機
更
新
（
A
,B
号
機
）
※
１
　
2
1
年
使
用

⑥
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ（
B
号
機
）
※
１
　
4
年
使
用

⑦
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
､ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
及
び
ﾒ
ﾀ
ﾙ
（
B
号
機
）
※
１

ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
は
2
1
年
、
ﾋ
ﾟﾝ
及
び
ﾒ
ﾀ
ﾙ
は
2
年
使
用

⑧
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
６
つ
割
）
（
C
号
機
）
※
１
　
1
4
年
使
用

⑨
本
体
冷
却
水
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
配
管
の
更
新
（
C
号
機
）
※
１
　
2
1
年
使
用

⑩
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
（
A
号
機
）
※
２
　
1
0
年
使
用

⑪
本
体
冷
却
水
配
管
の
更
新
（
A
,B
号
機
）
※
２
　
2
3
年
使
用

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
電
動
機
軸
受
（
A
,B
号
機
）
　
2
年
使
用

　
電
動
機
軸
受
（
A
,B
号
機
）
か
ら
異
音
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
予
防
保
全
と
し
て
軸
受
を
交
換
し
た
。

②
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
（
A
号
機
）
※
２
　
1
0
年
使
用

　
表
面
に
損
傷
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
予
防
保
全
と
し
て
交
換
し
た
。

③
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ（
C
号
機
）
※
２
　
4
年
使
用

　
表
面
に
損
傷
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
予
防
保
全
と
し
て
交
換
し
た
。

④
圧
力
計
(P
I6
1
-
5
,P
I6
1
-
1
7
)※
２

　
機
器
精
度
外
の
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。

⑤
温
度
計
(T
I6
1
-
1
0
)※
２

　
機
器
精
度
外
で
あ
り
、
調
整
不
能
の
た
め
予
備
品
と
交
換
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

A
,B
号
機

1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類
　
一
式

③
潤
滑
油

④
電
動
機
軸
受
（
A
,B
号
機
）
　
3
年
使
用

⑤
Ｖ
ﾍ
ﾞﾙ
ﾄ（
A
,B
号
機
）
　
5
年
使
用

⑥
本
体
軸
受
（
A
,B
,C
号
機
）
※
１
　
A
,B
号
機
1
5
年
使
用

　
C
号
機
2
5
年
使
用

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

③
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ（
Ａ
号
機
）
　
1
8
年
使
用

　
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ破
損
（
1
台
）
の
た
め
交
換
実
施
、
ま
た
予
防
保
全
と
し
て
1
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

ｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ2
台
も
交
換
し
た
。

①
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
１
、
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞを
交
換
し
た
が
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄﾞ
の
１
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾎ
ﾞﾃ
ﾞｰ
部
に
著
し
い

腐
食
（
錆
）
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
P
T
検
査
に
よ
り
腐
食
の
状
態
を
調
査
し
て
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
1
段
吸
入
・
吐
出
弁
は
、
前
回
点
検
時
全
数
新
品
に
交
換
し
た
が
、
防
錆
油
の
除
去

が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
熱
に
よ
り
弁
ﾌ
ﾟﾚ
ｰ
ﾄが
固
着
し
た
状
態
の
吐
出
弁
が
2
個
確
認
さ
れ
た
。
洗
浄

液
に
て
清
掃
（
脱
脂
）
を
行
い
再
使
用
し
た
。
ま
た
、
ﾌ
ﾟﾚ
ｰ
ﾄﾉ
ｯ
ｸ
ﾋ
ﾟﾝ
が
4
本
変
形
し
て
い
た
た
め
交
換
し
た
。

③
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
に
摩
耗
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
予
備
品
（
前
回
交
換
品
）
と
交
換
し

た
。
※
１

④
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
出
口
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｻ
の
O
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ部
（
フ
ラ
ン
ジ
部
）
に
、
腐
蝕
が
見
ら
れ
た
た
め
、

気
密
試
験
1
2
.5
k
g/
cm
2
を
行
っ
た
結
果
、
漏
れ
を
確
認
し
た
。
応
急
処
置
に
よ
り
問
題
な
し
。
※
１

①
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
上
側
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
ﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ
内
に
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
（
油
脂
分
＋
水
分
）
が
深
さ
約
1
0
cm
の
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
ま
で
溜
ま
っ

て
い
た
。
油
脂
分
は
、
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
の
劣
化
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
水
分
は
、
結
露
水
と
推
定
さ
れ
る
。
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
は

新
品
と
交
換
し
た
。

②
常
用
圧
縮
機
(A
,B
)号
機
電
動
機
劣
化
(約
2
1
年
使
用
)の
た
め
、
更
新
を
行
っ
が
、
電
動
機
ｼ
ｬ
ﾌ
ﾄ寸
法
が
既
設

電
動
機
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
ﾌ
ﾟｰ
ﾘ（
内
径
）
の
加
工
を
実
施
し
た
。
電
動
機
単
体
試
験
を
行
い
、
健
全
性
を
確
認

し
た
。
※
１

③
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
１
，
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ交
換
時
、
六
角
穴
付
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄが
外
れ
ず
東
興
機
械
工
業
㈱
工
場
に

て
切
削
に
よ
り
取
外
し
た
。
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ取
付
後
、
本
体
に
取
付
け
試
運
転
に
よ
り
健
全
性
を
確
認
し
た
。
※
２

①
常
用
圧
縮
機
(Ａ
)号
機
の
２
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞに
破
損
あ
り
。
新
品
と
交
換
（
１
段
含
む
）
し
漏

洩
、
単
体
作
動
検
査
を
行
い
、
健
全
性
を
確
認
し
た
。
尚
、
こ
の
ｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞに
つ
い
て
は
、
約
1
8
年
使
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
経
年
に
よ
る
破
損
と
推
定
さ
れ
る
。

②
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
試
運
転
時
、
１
段
吸
入
弁
の
片
方
が
常
時
ｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾄﾞ
状
態
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
１
段
吐

出
圧
力
が
低
く
な
っ
て
い
た
。
再
点
検
後
の
試
運
転
に
よ
り
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

①
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾛ
ｯ
ﾄ部
に
著
し
い
腐
食
（
錆
）
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
次
回
点
検
時
に
交
換
が

必
要
で
あ
る
。
（
未
対
応
）

②
非
常
用
圧
縮
機
(C
)号
機
の
ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
出
口
ｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｻ
の
O
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ部
（
フ
ラ
ン
ジ
部
）
に
、
腐
蝕
が
見
ら
れ
た
た
め
、

気
密
試
験
1
2
.5
K
g/
cm
2
を
行
っ
た
結
果
、
漏
れ
を
確
認
し
た
。
今
回
の
点
検
時
は
、
応
急
処
置
に
よ
り
問
題
な
し
は

な
い
が
次
回
点
検
時
に
は
交
換
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
材
質
S
U
S
3
0
4
に
て
製
作
が
望
ま
し
い
。
※
１
（
平
成
8
年
2

月
交
換
実
施
）

③
常
用
、
非
常
用
圧
縮
機
共
に
冷
却
水
配
管
の
内
部
に
著
し
い
腐
食
が
あ
り
、
内
径
が
細
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
冷

却
水
配
管
の
更
新
が
必
要
が
あ
る
。
※
１
（
平
成
9
年
3
月
C
号
機
、
平
成
1
0
年
6
月
A
,B
号
機
交
換
実
施
）

④
常
用
圧
縮
機
（
B
)号
機
の
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
及
び
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
の
ﾋ
ﾟﾝ
穴
に
摩
耗
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
次
回
点
検
時
に

交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
※
１
（
平
成
9
年
3
月
交
換
実
施
）

①
常
用
圧
縮
機
(Ａ
)号
機
の
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ寸
法
が
使
用
限
界
近
傍
の
た
め
次
回
点
検
時
に
交
換
す
る
必
要
が
あ

る
。
（
平
成
1
0
年
6
月
交
換
実
施
）

②
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ、
ｸ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ｯ
ﾄﾞ
ﾋ
ﾟﾝ
､ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
寸
法
が
使
用
限
界
近
傍
の
た
め
次
回

点
検
時
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
平
成
9
年
3
月
交
換
実
施
）

①
常
用
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
本
体
軸
受
に
若
干
の
経
年
劣
化
が
あ
り
、
次
回
点
検
時
に
交
換
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
平
成
1
2
年
1
2
月
交
換
実
施
）

②
常
用
圧
縮
機
(Ａ
)号
機
２
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞに
破
損
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
常
用
圧
縮
機

(Ｂ
)号
機
に
つ
い
て
も
今
後
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
ｸ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾋ
ﾟﾝ
ﾒ
ﾀ
ﾙ
は
長
年
の
使
用
に
よ
り
真
円
か
ら
外
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
次
回
点
検
時
に
交
換
す
る
。
※
１

（
平
成
1
5
年
1
月
交
換
実
施
）

④
非
常
用
圧
縮
機
(Ｃ
)号
機
の
分
解
は
、
周
囲
に
適
当
な
足
場
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
に

作
業
用
架
台
を
製
作
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
※
１
（
平
成
1
3
年
7
月
架
台
製
作
設
置
）
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表
10

.1
1－

1（
5／

5）
　
廃
ガ
ス
圧
縮
機
の
分
解
点
検
結
果

項
　
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以
外

の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
（
A
,B
号
機
）
：
各
１
台

非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
（
C
号
機
）
：
１
台

  
平
成
1
5
年
1
月
点
検

※
１
：
平
成
1
6
年
2
月
点
検
　
　
※
２
：
平
成
１
５
年
度
月
例
点
検

１
．
外
観
検
査

２
．
分
解
検
査

３
．
作
動
検
査

１
．
外
観
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ガ
ス
圧
縮
機
、
圧
縮
機
駆
動
用
電
動
機
等
の
外
観
点
検
を
行
い
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
磨

耗
、
変
形
等
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

２
．
分
解
検
査

　
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ｼ
ﾘﾝ
ﾀ
ﾞｰ
、
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
等
の
圧
縮
機
構
成
主
要
部
品
の
外
観
点
検
や
寸
法
測
定
を
行
い
、
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
．
作
動
検
査

　
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
を
運
転
し
、
所
定
の
運
転
表
示
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟが
点
灯
す
る
こ
と
、
各
部
の
温
度
・
振
動
が
規

定
値
内
で
あ
る
こ
と
、
及
び
異
音
の
発
生
及
び
漏
え
い
等
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

予
防
保
全
及
び
分
解
点
検
に
伴
い
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ、
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ関
係

A
,B
号
機

1
段
、
2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
1
段
、
2
段
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

C
号
機

2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
及
び
ﾃ
ﾞﾘ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

②
ｵ
ｲ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾙ
、
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
、
V
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ類
　
一
式

③
潤
滑
油

④
ｸ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾋ
ﾟﾝ
ﾒ
ﾀ
ﾙ
（
A
,B
号
機
）
　
　
　
2
8
年
使
用

⑤
圧
力
計
（
A
,B
,C
号
機
）
各
2
台

点
検
時
に
以
下
の
部
品
を
交
換
し
た
。

①
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ（
B
号
機
）
　
2
2
年
使
用

2
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ破
損
（
1
台
）
の
た
め
交
換
実
施
、
ま
た
予
防
保
全
と
し
て
1
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ

ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ2
台
も
交
換
し
た
。

②
２
段
ﾋ
ﾟｽ
ﾄﾝ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ※
１
　
　
7
年
使
用

摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。

③
1
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ1
台
（
C
号
機
）
※
１
　
1
1
年
使
用

摩
耗
の
た
め
交
換
し
た
。

④
電
動
機
軸
受
（
A
,B
号
機
）
※
２
　
　
4
年
使
用

月
例
点
検
時
に
お
い
て
B
号
機
電
動
機
軸
受
部
の
振
動
が
お
お
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
軸
受
を
交
換
し
た
。
ま
た

予
防
保
全
と
し
て
A
号
機
の
電
動
機
軸
受
も
交
換
し
た
。

①
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
２
段
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞに
破
損
あ
り
。
新
品
と
交
換
（
１
段
含
む
）
し
漏

洩
、
単
体
作
動
検
査
を
行
い
、
健
全
性
を
確
認
し
た
。
尚
、
こ
の
ｱ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ用
ﾍ
ﾞﾛ
ｰ
ｽ
ﾞに
つ
い
て
は
、
約
2
2
年
使
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
経
年
に
よ
る
破
損
と
推
定
さ
れ
る
。

②
常
用
圧
縮
機
(A
)号
機
の
試
運
転
時
、
１
段
吐
出
弁
よ
り
異
音
が
発
生
し
た
。
整
備
不
足
が
原
因
で
あ
り
再
分
解
・

整
備
に
よ
り
対
応
し
た
。
※
１

③
常
用
圧
縮
機
(B
)号
機
の
寸
動
確
認
時
の
異
音
に
つ
い
て
は
、
組
込
時
の
潤
滑
油
の
塗
布
不
足
が
原
因
で
あ

る
。
長
め
に
運
転
時
間
を
取
る
こ
と
で
異
音
消
滅
し
た
。
※
１

④
非
常
用
圧
縮
機
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
ﾍ
ﾞｰ
ｽ
を
組
立
作
業
の
不
適
切
に
よ
り
破
損
し
た
。
新
規
品
と
交
換
し
た
。
※
１

①
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟの
腐
食
が
著
し
い
。
腐
食
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
圧
縮
機
の
機
能
維
持
が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
今
後
必
要
に
応
じ
て
交
換
し
て
い
く
。
（
A
,B
号
機
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
6
年
度
定
期
点
検
時
に
交
換
実

施
予
定
）

②
常
用
、
非
常
用
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
の
作
動
試
験
の
各
部
温
度
測
定
に
お
い
て
、
測
定
計
器
の
内
、
棒
状
温
度
計
（
ｱ

ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
温
度
計
）
は
、
ﾒ
ｰ
ｶ
か
ら
の
校
正
記
録
が
入
手
で
き
な
い
た
め
、
二
課
に
よ
り
校
正
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
校
正
に
は
、
労
力
が
大
き
い
こ
と
か
ら
次
回
か
ら
は
、
校
正
記
録
が
入
手
で
き
る
携
帯
用
温
度
計
を
採
用
す
る
。

③
自
主
検
査
に
お
け
る
圧
縮
機
の
作
動
検
査
要
領
が
定
検
要
領
書
と
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
点
検

発
注
書
（
作
業
要
領
）
に
反
映
す
る
。
ま
た
、
自
主
検
査
に
お
け
る
作
動
試
験
の
操
作
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
部
に

不
明
確
な
部
分
が
あ
る
た
め
、
実
施
手
順
書
（
操
作
手
順
）
を
作
成
す
る
。

④
本
自
主
検
査
と
並
行
し
て
、
ＪＮ
Ｃ
主
体
の
Ⅱ
-
5
0
5
(廃
ｶ
ﾞｽ
ﾀ
ﾝ
ｸ
外
観
検
査
)を
実
施
す
る
が
、
現
場
管
理
が
煩
雑

に
な
る
た
め
、
本
点
検
発
注
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑤
廃
ｶ
ﾞｽ
圧
縮
機
の
分
解
点
検
に
つ
い
て
は
、
定
期
検
査
の
有
無
に
係
ら
ず
、
自
主
保
安
と
し
て
ほ
ぼ
１
年
毎
に
実

施
し
て
い
る
が
、
予
備
機
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
振
動
監
視
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
消
耗
物
品
を
1
0
0
%
保
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
定
検
査
年
以
外
は
こ
れ
を
簡
易
点
検
と
し
た
い
。

⑥
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
､ｱ
ﾌ
ﾀ
ｰ
ｸ
ｰ
ﾗ
に
胴
内
部
に
腐
食
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
ｹ
ﾚ
ﾝ
・
塗
装
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
※
１
（
平
成
1
6
年

度
定
期
点
検
時
に
補
修
塗
装
実
施
予
定
）
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表
10

.1
1－

2（
1／

3）
　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
な
し

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

特
に
な
し

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

廃
棄
物
処
理
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
品
の
点
検
(S
5
9
.7
)

ロ
ー
カ
ル
パ
ネ
ル
及
び
中
央
制
御
室
パ
ネ
ル
に
T
ag

N
o
.の
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
点
検
の
際
に

機
器
間
違
い
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
機

器
及
び
パ
ネ
ル
に
T
ag
 N
o
.の
表
示
を
行
う
。
（
発
信

器
と
指
示
計
の
T
ag
 N
o
.の
統
一
実
施
済
）

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
1－

2（
2／

3）
　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

保
持
時
間
：
１
０
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
な
し

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

特
に
な
し

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

特
に
な
し

②
安
全
弁

(V
61

-6
6A

,B
,C

)

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

①
廃
ガ
ス
系
プ
ロ
セ
ス
計
装
点
検
(H
3
.1
2
)

廃
ガ
ス
貯
留
タ
ン
ク
圧
力
A
、
B
、
C
及
び
廃
ガ
ス

ヘ
ッ
ダ
圧
力
の
計
装
品
ル
ー
プ
校
正
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
各
指
示
警
報
計
の
設
定
確
認
を
行
っ
た
。
な

お
、
A
-
1
0
8
室
の
上
部
（
伝
送
器
設
置
）
は
放
射
線

量
が
高
か
っ
た
た
め
、
伝
送
器
の
点
検
は
実
施
せ

ず
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
よ
り
模
擬
入
力
し
て
ル
ー
プ

校
正
を
行
っ
た
。
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表
10

.1
1－

2（
3／

3）
　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
：
3
台

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

１
．
外
観
検
査

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

検
査
圧
力
：
約
0
.8
8
M
P
a（
約
9
.0
kg
/
cm
2
）

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

２
．
タ
ン
ク
肉
厚
測
定

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
タ
ン
ク
の
員
数
確
認
、

タ
ン
ク
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
が
な
い

こ
と
及
び
タ
ン
ク
へ
の
配
管
、
機
器
等
の
取
付
状
態
､

タ
ン
ク
取
付
用
基
礎
ボ
ル
ト
の
取
付
状
態
に
緩
み
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
タ
ン
ク
溶
接
部
、
配

管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
ガ
ス
タ
ン

ク
取
付
け
部
の
緩
み
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
腐

食
、
変
形
、
漏
れ
等
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
タ
ン
ク
肉
厚
測
定

廃
ガ
ス
タ
ン
ク
（
A
、
B
、
C
）
3
台
共
に
、
判
定
基
準
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

判
定
基
準
：
肉
厚
1
6
.9
2
m
m
（
設
計
肉
厚
は
必
要
厚

さ
1
6
.9
2
m
m
＋
腐
れ
代
1
.0
m
m
で
1
7
.9
2
m
m
）

（
測
定
結
果
）
測
定
箇
所
は
タ
ン
ク
下
部
の
３
点
と
し

た
。
タ
ン
ク
Ａ
：
1
8
.8
～
1
8
.9
m
m

タ
ン
ク
Ｂ
：
1
8
.9
～
1
9
.0
m
m

タ
ン
ク
Ｃ
：
1
8
.8
～
1
9
.0
m
m

１
．
外
観
検
査

　
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
ガ
ス
タ
ン

ク
取
付
け
部
の
緩
み
、
機
能
上
有
害
な
損
傷
、
腐

食
、
変
形
、
漏
れ
等
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

①
弁
分
解
点
検
時
に
お
け
る
パ
ッ
キ
ン
類

②
ﾏ
ﾝ
ﾎ
ｰ
ﾙ
座
等
の
ﾊ
ﾟｯ
ｷ
ﾝ
類

③
V
6
1
-
3
1
9
弁
ﾀ
ﾞｲ
ﾔ
ﾌ
ﾗ
ﾑ

特
に
な
し

特
に
な
し

①
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
の
検
査
記
録
を
保
安
検
査
記
録

様
式
に
変
更
す
る
。
ま
た
、
業
者
に
よ
る
点
検
に
外

観
検
査
項
目
を
追
加
す
る
。

②
廃
ガ
ス
タ
ン
ク
減
圧
弁
(V
6
1
-
3
1
9
)の
ダ
イ
ヤ
フ
ラ

ム
の
交
換
を
行
う
。
（
H
1
5
.2
交
換
実
施
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
1－

3（
1／

3）
　
廃
液
タ
ン
ク
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

特
に
な
し

特
に
な
し

①
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
廻
り
の
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ（
空
気
作
動
弁
等
）
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
（
1
回
/
5
年
）
に
点
検
及
び
部
品
交
換
を
行
う
。
(S
5
6
.2
)

特
に
な
し

特
に
な
し

低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
洗
浄
及
び
点
検

(S
55

.8
)

特
に
な
し

①
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
除
染
装
置
の
高
圧
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の
閉
止
（
高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
ﾀ
ﾝ
ｸ
　
S
5
8
.2
）

原
因
：
高
圧
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟの
ｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の
閉
止
は
同
ﾗ
ｲ
ﾝ
に
あ
る
ｺ
ｰ
ﾝ
型
ｽ
ﾄﾚ
ｰ
ﾅ
に
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾀ
ｵ

ﾙ
が
詰
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾀ
ｵ
ﾙ
は
、
高
圧
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ入
口
に
あ
る
ｱ
ｷ
ｭ
ﾑ

ﾚ
ｰ
ﾀ
ﾀ
ﾝ
ｸ
内
に
も
最
大
2
0
m
m
程
度
の
破
片
が
十
数
点
残
留
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の

ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾀ
ｵ
ﾙ
は
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
の
交
換
作
業
時
に
ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ
内
で
汚
染
部
の
拭
き
取
り
作
業
に
使

用
し
た
も
の
が
、
二
段
目
の
ﾎ
ﾟﾘ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ内
部
に
落
下
し
、
こ
れ
が
ｱ
ｷ
ｭ
ﾑ
ﾚ
ｰ
ﾀ
ﾀ

ﾝ
ｸ
を
経
て
、
ｽ
ﾄﾚ
ｰ
ﾅ
に
詰
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
対
応
と
し
て
同
ｽ
ﾄﾚ
ｰ
ﾅ
を
洗
浄
し
、
ま

た
ｱ
ｷ
ｭ
ﾑ
ﾚ
ｰ
ﾀ
ﾀ
ﾝ
ｸ
内
の
ﾍ
ﾟｰ
ﾊ
ﾟﾀ
ｵ
ﾙ
の
破
片
を
除
染
後
回
収
し
た
。

②
廃
棄
物
処
理
系
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ
計
装
品
の
点
検
(S
5
7
.9
)

廃
液
処
理
設
備
は
、
現
在
除
染
作
業
用
に
ﾀ
ﾝ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄﾞ
を
隔
離
し
て
お
り
、
ま
た
高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
の
被

ば
く
(5
0
m
R
/
1
0
m
in
)を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
作
業
計
画
規
定
内
で
の
作
業
は
不
可
能
で
あ
り
、

作
業
を
中
止
し
た
。

①
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
除
染
装
置
の
高
圧
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟｻ
ｸ
ｼ
ｮﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の
閉
止
（
高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
ﾀ
ﾝ
ｸ
　
S
5
8
.2
）

高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
除
染
作
業
は
、
取
扱
流
体
の
汚
染
度
も
、
雰
囲
気
の
線
量
率
も
非
常
に

高
く
装
置
の
ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、
装
置
の
取
扱
に
は
通
常
設
備
以
上
に

慎
重
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
今
回
の
ﾄﾗ
ﾌ
ﾞﾙ
の
原
因
と
な
っ
た
ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ
内

作
業
に
つ
て
は
、
作
業
員
に
注
意
を
徹
底
し
必
要
に
よ
っ
て
は
手
鏡
等
で
、
ﾌ
ｨﾙ
ﾀ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

内
部
に
残
留
物
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
等
を
作
業
要
領
に
追
加
す
る
。

②
高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
タ
ン
ク
の
除
染
及
び
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞ回
収
作
業
時
は
、
業
完
「
二
課
5
7
-
9
」
及
び

「
二
課
5
7
-
1
5
7
」
を
参
照
す
る
。

③
低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
タ
ン
ク
の
除
染
及
び
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞ回
収
作
業
時
は
、
業
完
「
二
課
5
7
-
2
0
4
」
を
参

照
す
る
。

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

①
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ点
検
時
に
、
空
気
作
動
弁
(V
6
2
-
1
2
4
)ﾀ
ﾞｲ
ﾔ
ﾌ
ﾗ
ﾑ
の
非
接

触
面
に
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｻ
く
い
込
み
に
よ
る
亀
裂
が
発
生
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
点
検
時
に
お
い
て
新
品
と
交
換
し
た
。
(S
5
6
.2
)

点
検
項
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ

ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の

配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ

に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
要
領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管

継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
貯
蔵

能
力
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ

ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の

配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ

に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
要
領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管

継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
貯
蔵

能
力
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ

ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の

配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄ

に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
要
領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管

継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
貯
蔵

能
力
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚

損
、
変
形
、
発
錆
の
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ

ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
、
要
領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管

継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
貯
蔵
能
力
に
変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

な
し

廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞ堆
積
防
止
及
び
除
去
検
討
(S
5
6
.3
)

高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
除
染
作
業

(S
57

.6
)

廃
液
（
高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
）
処
理
設
備
の
除
染
作
業
（
S5

8.
2）

廃
液
処
理
設
備
廃
液
移
送
配
管
漏
洩
試
験

(S
58

.3
)

低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
除
染
作
業

(S
58

.3
)

高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
除
染
作
業

(S
58

.3
)

附
属
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

附
属
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

附
属
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

附
属
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上
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表
10

.1
1－

3（
2／

3）
　
廃
液
タ
ン
ク
の
点
検
結
果

項
　
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

①
廃
棄
物
処
理
系
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ
計
装
品
の
点
検
(S
5
9
.7
)

高
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
及
び
低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
液
位
計
装
品
の
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ校
正

及
び
警
報
設
定
確
認
を
実
施
し
た
。
な
お
、
発
信
器
は
作
業
場
所
が
高
線

量
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
力
試
験
は
実
施
し
な
か
っ
た
。

①
廃
液
処
理
設
備
の
除
染
及
び
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞ回
収
作
業
時
は
、
業
完
「
二
課
6
0
-

2
3
」
を
参
照
す
る
。

②
廃
棄
物
処
理
系
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ
計
装
品
の
点
検
(S
5
9
.7
)

ﾛ
ｰ
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾟﾈ
ﾙ
及
び
中
央
制
御
室
ﾊ
ﾟﾈ
ﾙ
に
T
ag
 N
o
.の
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
点
検
の
際
に
機
器
間
違
い
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
機
器

及
び
ﾊ
ﾟﾈ
ﾙ
に
T
ag
 N
o
.の
表
示
を
行
う
。
（
発
信
器
と
指
示
計
の
T
ag
 N
o
.の

統
一
実
施
済
）

③
廃
棄
物
処
理
系
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ
計
装
品
の
点
検
(S
5
9
.7
)

発
信
器
校
正
用
ﾜ
ﾝ
ﾀ
ｯ
ﾁ
ｺ
ﾈ
ｸ
ﾀ
の
位
置
が
悪
い
た
め
点
検
の
際
、
発
信
器
を

圧
力
取
出
し
配
管
よ
り
取
り
出
し
て
点
検
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、

作
業
に
時
間
が
か
か
り
、
被
ば
く
の
恐
れ
が
あ
る
。
今
後
、
発
信
器
校
正
用

ﾜ
ﾝ
ﾀ
ｯ
ﾁ
ｺ
ﾈ
ｸ
ﾀ
部
に
つ
い
て
改
良
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

廃
液
処
理
設
備
の
除
染
(S
6
0
.7
)

特
に
な
し

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行

い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な

い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ

と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
、
要

領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管
継
手
部
等
か
ら

漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
貯
蔵
能
力

に
変
更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面

に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等

に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
、
要

領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
貯
蔵
能
力
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行

い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な

い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ

と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
要
領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接

部
、
配
管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行

い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な

い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ

と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
要
領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接

部
、
配
管
継
手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
の
確
認

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行

い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な

い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に
緩
み
が
な
い
こ

と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
、
要

領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管
継
手
部
等
か
ら

漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
当
初
の
貯
蔵
能
力

に
変
更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基 　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基 　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基 　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基 第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
1
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基 　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1

基 第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
1
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上
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表
10

.1
1－

3（
3／

3）
　
廃
液
タ
ン
ク
の
点
検
結
果

項
　
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

①
沈
降
防
止
槽
差
圧
伝
送
器
の
更
新
に
つ
い
て

本
差
圧
伝
送
器
は
、
昭
和
6
0
年
の
系
統
設
置
後
約
1
9
年
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
信
号
変
換
回
路
構
成
素
子
が
経
年
変
化
し
、
ゼ
ロ
点
を
上
昇
さ
せ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
本
伝
送
器
は
平
成
8
年
及
び
平
成
1
4
年
に
実
施
し
た
点
検

に
お
い
て
も
ゼ
ロ
点
の
上
昇
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
本
点
検
時
は
、

前
回
点
検
時
よ
り
も
誤
差
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
差
圧
伝
送
器

等
の
計
器
に
つ
い
て
購
入
を
予
定
し
、
本
伝
送
器
の
不
具
合
が
生
じ
た
場
合

は
速
や
か
に
交
換
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
差
圧
伝
送
器
の
設
置
場
所
は
、

高
線
量
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
点
検
時
に
被
ば
く
す
る
。
こ
の
た
め
、
伝

送
器
の
設
置
位
置
を
沈
降
防
止
槽
か
ら
可
能
な
限
り
離
し
て
設
置
す
る
こ
と

を
検
討
し
、
被
ば
く
の
低
減
を
は
か
る
。

①
沈
降
防
止
槽
液
位
計
の
補
修
(H
8
.1
2
)

沈
降
防
止
槽
液
位
計
の
計
器
に
つ
い
て
単
品
校
正
、
ル
ー
プ
校
正
及
び
警

報
設
定
確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
0
点
の
補
正
を
実
施
し
た
。
結
果
は
「
良

好
」
。

①
低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
内
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞ回
収
作
業
(H
8
.3
)

低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
内
の
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞを
回
収
し
、
健
全
性
を
確
認
し
た
。

低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
タ
ン
ク
内
の
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞ回
収
作
業
時
は
、
業
完
「
二
課
7
-
1
1
8
」
を

参
照
す
る
。

①
沈
降
防
止
槽
液
位
計
の
点
検
(H
1
6
.6
)

沈
降
防
止
槽
液
位
計
に
お
い
て
ゼ
ロ
ド
リ
フ
ト
に
よ
る
指
示
値
の
上
昇
が
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
計
器
に
つ
い
て
ル
ー
プ
校
正
及
び
警
報
設
定

確
認
を
行
っ
た
。
結
果
は
「
良
好
」
。

特
に
な
し

特
に
な
し

１
．
外
観
検
査

　
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
部
の
緩
み
、
機
能
上
有

害
な
損
傷
、
腐
食
、
変
形
、
漏
え
い
痕
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

廃
液
タ
ン
ク
が
所
定
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
部
の
緩
み
、
機
能
上
有

害
な
損
傷
、
腐
食
、
変
形
、
漏
え
い
痕
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

廃
液
タ
ン
ク
が
所
定
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
外
観
検
査

　
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
部
の
緩
み
、
機
能
上
有

害
な
損
傷
、
腐
食
、
変
形
、
漏
え
い
痕
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

廃
液
タ
ン
ク
が
所
定
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

　
検
査
条
件
に
お
い
て
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面

に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等

に
緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
要
領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管
継
手
部
等

か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
な
し

低
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
内
ｽ
ﾗ
ｯ
ｼ
ﾞ回
収
作
業

(H
8.

3)
低
レ
ベ
ル
廃
液
移
送
ポ
ン
プ
交
換
及
び
整
備

(H
8.

3)
特
に
な
し

特
に
な
し

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
1
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
1
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

廃
棄
物
処
理
建
家
（
1
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
濃
縮
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
逆
洗
液
タ
ン
ク
：
1

基 　
廃
液
調
整
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
低
レ
ベ
ル
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
廃
液
移

送
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
洗
浄
廃
液
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
ド
レ
ン
サ
ン
プ
タ
ン

ク
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
2
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
2
基

第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
2
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
2
基

附
属
建
家
（
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

廃
棄
物
処
理
建
家
（
1
3
基
）

　
高
レ
ベ
ル
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
濃
縮
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
逆
洗
液
タ
ン
ク
：
1

基 　
廃
液
調
整
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
低
レ
ベ
ル
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
廃
液
移

送
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
洗
浄
廃
液
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
ド
レ
ン
サ
ン
プ
タ
ン

ク
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
1
基

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
2
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
2
基

第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
2
基
）

　
低
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
2
基

附
属
建
家
（
3
基
）

　
液
体
廃
棄
物
B
タ
ン
ク
：
1
基
、
液
体
廃
棄
物
A
タ
ン
ク
：
1
基

　
沈
降
防
止
槽
：
1
基

廃
棄
物
処
理
建
家
（
1
3
基
）

　
液
体
廃
棄
物
B
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
濃
縮
液
タ
ン
ク
：
1
基
、
逆
洗
液
タ

ン
ク
：
1
基

　
廃
液
調
整
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
液
体
廃
棄
物
A
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
廃

液
移
送
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
洗
浄
廃
液
受
入
タ
ン
ク
A
,B
：
2
基
、
ド
レ
ン
サ
ン
プ

タ
ン
ク
：
1
基

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
家
（
2
基
）

　
液
体
廃
棄
物
B
タ
ン
ク
：
1
基
、
液
体
廃
棄
物
A
タ
ン
ク
：
1
基

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
2
基
）

　
液
体
廃
棄
物
A
タ
ン
ク
：
2
基

第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
家
（
2
基
）

　
液
体
廃
棄
物
A
タ
ン
ク
：
2
基

１
．
貯
留
能
力
確
認
検
査

検
査
圧
力
：
水
頭
圧

保
持
時
間
：
3
0
分
以
上

１
．
外
観
検
査

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

１
．
外
観
検
査

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

１
．
外
観
検
査

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査
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表
10

.1
1－

4　
ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回
～
第
７
回

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
１
基

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
１
基

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
１
基

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
１
基

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
１
基

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
タ
ン
ク
：
１
基

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
条
件

検
査
圧
力
：
水
頭
圧
　
1
4
4
0
m
m

検
査
圧
力
：
窒
素
ガ
ス
　
1
.0
K
g/
cm
2

検
査
圧
力
：
窒
素
ガ
ス
　
1
.0
K
g/
cm
2

検
査
圧
力
：
0
.0
9
9
M
P
a

検
査
圧
力
：
0
.0
9
9
M
P
a

検
査
圧
力
：
0
.0
9
9
M
P
a

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

保
持
時
間
：
３
０
分
以
上

１
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

１
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

１
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

１
．
外
観
検
査

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

１
．
外
観
検
査

　
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃

液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
部
の
緩
み
、
機
能
上
有
害
な
損

傷
、
腐
食
、
変
形
、
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

廃
液
タ
ン
ク
が
所
定
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

基
数
：
１
基
　
ﾀ
ﾝ
ｸ
容
量
：
1
0
m
3

設
置
場
所
：
A
-
1
0
6
室

１
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

　
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃

液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の

な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に

緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞ

ﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
要

領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管
継

手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

　
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃

液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の

な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に

緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞ

ﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
要

領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管
継

手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

１
．
貯
蔵
能
力
の
確
認

　
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃

液
ﾀ
ﾝ
ｸ
表
面
に
著
し
い
汚
損
、
変
形
、
発
錆
の

な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
へ
の
配
管
、
機
器
等
に

緩
み
が
な
い
こ
と
、
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
用
基
礎
ﾎ
ﾞ

ﾙ
ﾄに
緩
み
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
要

領
書
に
示
す
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
溶
接
部
、
配
管
継

手
部
等
か
ら
漏
洩
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

点
検
機
器

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

ア
ル
コ
ー
ル
廃
液
設
備
の
点
検
(H
2
.9
)

特
に
な
し

１
．
外
観
検
査

　
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃

液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
部
の
緩
み
、
機
能
上
有
害
な
損

傷
、
腐
食
、
変
形
、
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

廃
液
タ
ン
ク
が
所
定
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

基
数
：
１
基
　
ﾀ
ﾝ
ｸ
容
量
：
1
0
m
3

設
置
場
所
：
A
-
1
0
6
室

１
．
外
観
検
査

　
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
廃
液
ﾀ
ﾝ
ｸ
の
外
観
検
査
を
行
い
、
廃

液
ﾀ
ﾝ
ｸ
取
付
部
の
緩
み
、
機
能
上
有
害
な
損

傷
、
腐
食
、
変
形
、
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

２
．
貯
蔵
能
力
確
認
検
査

廃
液
タ
ン
ク
が
所
定
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

基
数
：
１
基
　
ﾀ
ﾝ
ｸ
容
量
：
1
0
m
3

設
置
場
所
：
A
-
1
0
6
室

特
に
な
し
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№ 貫通部
番 　号 系　　　　統　　　　名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 １０回 １１回 １２回 １３回

1 ― 常用エアロック 6.87E-03 5.20E-04 2.79E-04 4.61E-04 4.78E-05 3.17E-04 1.30E-04 1.11E-04 -1.08E-05 1.53E-04 2.49E-04 有意差なし
0 1.12E-03

2 ― 非常用エアロック -3.37E-05 6.37E-04 9.19E-04 2.24E-03 2.92E-03 2.07E-03 4.90E-03 4.03E-03 3.98E-03 3.07E-03 3.43E-03 1.77E-03 2.05E-03

3 ― 機器搬出入口 3.20E-06 3.02E-06 6.05E-06 9.27E-04 7.91E-06 8.36E-06 7.80E-06 7.55E-06 6.12E-06 4.96E-06 3.27E-06 1.73E-05 4.19E-05

4 ― トランスファロータ 1.83E-05 2.10E-05 8.62E-06 2.29E-05 3.01E-06 1.47E-05 1.60E-05 2.57E-05 2.33E-05 1.72E-05 1.65E-05 3.07E-05 6.53E-05

5 Ｐ－101 ２次冷却系［Ａループ］（入口） 4.12E-05 8.59E-04 7.17E-04 6.22E-04 9.72E-04 8.63E-04 8.84E-04 8.75E-04 8.90E-04 4.80E-04 6.41E-06 1.06E-04 5.70E-04

6 Ｐ－102 ２次冷却系［Ｂループ］（入口） 2.49E-04 2.18E-04 1.44E-04 1.63E-05 3.76E-04 1.73E-04 1.73E-04 2.45E-04 1.77E-04 1.82E-04 1.58E-04 5.99E-04 8.73E-04

7 Ｐ－103 ２次冷却系［Ａループ］（出口） 8.03E-04 1.19E-04 3.95E-05 4.79E-05 6.99E-05 1.35E-04 1.61E-04 1.40E-04 1.62E-04 1.17E-04 2.00E-04 3.66E-04 1.14E-03

8 Ｐ－104 ２次冷却系［Ｂループ］（出口） 4.56E-04 6.00E-05 1.92E-05 4.46E-05 3.34E-05 1.00E-04 2.76E-05 4.63E-05 7.74E-05 4.30E-05 5.62E-05 1.32E-04 1.04E-04

9 Ｐ－106 ２次ナトリウム充填ドレン系 -4.89E-08 1.04E-05 1.05E-04 8.27E-06 1.83E-06 -2.71E-06 9.37E-05 8.04E-06 3.76E-05 8.97E-06 有意差なし0 -1.00E-05 8.27E-05

10 Ｐ－108 補助冷却２次系（入口） 8.18E-06 1.18E-04 5.17E-05 2.59E-05 6.12E-05 9.74E-05 1.03E-04 1.13E-04 9.79E-05 7.65E-05 1.10E-04 4.61E-04 1.47E-04

11 Ｐ－109 補助冷却２次系（出口） 1.26E-05 3.80E-05 5.52E-06 7.71E-05 5.28E-05 8.88E-06 1.51E-05 1.85E-05 1.55E-05 4.66E-06 -2.38E-06 3.59E-05 -2.89E-05

12 Ｐ－202 アルゴンガス供給系 有意差なし
0 2.20E-06 4.94E-08 9.74E-07 2.44E-07 1.45E-06 4.38E-07 1.82E-07 2.06E-07 6.76E-08 有意差なし0

有意差なし
0

有意差なし
0

13 Ｐ－203 燃料取扱用アルゴンガス系設備 1.39E-06 2.61E-06 2.45E-06 6.70E-06 6.66E-07 2.01E-06 3.00E-06 2.39E-06 5.57E-06 2.75E-06 2.92E-06 2.39E-05 2.26E-05

14 Ｐ－204 燃料つかみ部洗浄設備
（カバーガス供給排出系）

2.88E-06 9.37E-07 1.14E-07 3.26E-07 1.55E-07 3.46E-07 4.51E-07 2.32E-07 4.64E-06 8.89E-07 2.93E-07 有意差なし
0 7.89E-06

15 Ｐ－307 コンクリート遮蔽体冷却系（入口） 3.51E-05 2.27E-05 1.64E-06 9.14E-06 6.82E-07 -5.14E-06 -4.17E-06 1.02E-06 3.85E-06 4.82E-06 4.46E-06 5.63E-05 -9.52E-05

16 Ｐ－308 コンクリート遮蔽体冷却系（出口） 2.85E-05 1.44E-06 1.09E-06 8.43E-06 2.69E-05 -7.92E-07 -2.20E-06 2.03E-06 7.17E-06 1.21E-06 3.76E-06 有意差なし
0 -1.09E-05

17 Ｐ－309 格納容器雰囲気調整系、予備窒素供
給系、床上雰囲気窒素ガス吹込系

有意差なし
0 1.04E-06 3.07E-06 3.40E-06 1.94E-07 8.46E-07 2.08E-07 6.35E-07 1.59E-06 1.20E-06 -5.70E-08 有意差なし0 8.23E-06

18 Ｐ－310 格納容器雰囲気調整系、予備窒素供
給系、床下雰囲気窒素ガス吹込系

-9.81E-08 2.64E-06 1.65E-05 9.19E-07 -3.34E-08 1.68E-07 1.06E-05 4.10E-07 -4.98E-08 4.78E-07 -1.00E-07 有意差なし0 -2.34E-06

19 Ｐ－311 窒素ガス供給系 1.64E-05 9.92E-07 1.07E-06 2.87E-06 6.76E-07 5.87E-07 4.38E-06 2.15E-06 4.25E-06 2.88E-07 有意差なし0 3.65E-06 3.64E-06

20 Ｐ－312 格納容器雰囲気調整系
窒素雰囲気調整系（排気）

有意差なし
0 7.03E-07 1.71E-07 5.41E-07 -4.73E-07 3.28E-07 1.35E-06 6.83E-07 1.06E-06 2.04E-07 有意差なし0

有意差なし
0

有意差なし
0

21 Ｐ－400 格納容器雰囲気調整系
空気雰囲気調整系（給気）

有意差なし
0 2.35E-05 4.78E-06 1.06E-06 -4.20E-06 3.29E-06 9.94E-06 -5.69E-06 2.51E-05 7.80E-08 有意差なし0 -1.80E-06 有意差なし0

22 Ｐ－401 格納容器雰囲気調整系
空気雰囲気調整系（排気）

有意差なし
0 1.16E-05 7.77E-06 3.30E-06 7.73E-07 2.89E-06 1.29E-05 5.35E-06 2.09E-05 1.97E-05 有意差なし0

有意差なし
0 7.29E-05

23 Ｐ－402 格納容器雰囲気調整系
圧縮空気系

1.58E-06 2.59E-07 8.90E-07 3.60E-07 -1.58E-08 1.39E-06 3.97E-06 7.81E-07 1.37E-05 9.43E-07 -4.03E-07 有意差なし0
有意差なし

0

24 Ｐ－500 燃料つかみ部洗浄設備
（洗浄剤供給排出系）

1.22E-07 6.76E-07 1.17E-06 3.63E-07 8.68E-07 1.63E-07 1.29E-06 1.90E-07 2.45E-07 4.30E-07 有意差なし0
有意差なし

0
有意差なし

0

25 Ｐ－501 格納容器雰囲気調整系
格納容器内差圧検出系

1.26E-06 1.41E-06 4.22E-07 5.03E-07 2.05E-07 1.54E-06 6.95E-07 1.34E-07 7.74E-08 1.17E-07 2.26E-07 -5.00E-07 -1.40E-07

26 Ｐ－600 格納容器雰囲気調整系
フレオン冷媒系（液側）

3.84E-05 2.80E-06 9.28E-07 3.24E-07 1.75E-06 1.89E-06 3.40E-06 5.00E-06 -9.40E-09 -2.56E-07 2.96E-06 -2.17E-06 2.64E-05

27 Ｐ－602 格納容器雰囲気調整系
フレオン冷媒系（ガス側）

2.79E-07 4.30E-06 1.19E-06 4.72E-06 2.09E-06 1.17E-06 5.17E-06 4.14E-06 3.55E-06 -3.89E-07 有意差なし0 1.27E-05 4.03E-05

28 ＰＫ－１ ケーブルペネトレーション 8.23E-05 2.00E-04 6.12E-05 1.81E-05 2.70E-05 -3.89E-05 8.06E-05 3.21E-05 8.53E-05 8.94E-05 7.65E-05 有意差なし
0 1.58E-04

29 ＰＫ－２ ケーブルペネトレーション 7.02E-05 8.64E-05 2.98E-06 4.45E-05 4.79E-05 3.99E-05 4.49E-05 1.72E-04 4.99E-05 8.17E-05 2.23E-05 -3.42E-05 2.44E-04

30 ＰＫ－４ ケーブルペネトレーション -1.63E-05 1.40E-04 7.00E-06 8.61E-06 -1.17E-06 2.18E-05 6.79E-05 1.23E-04 4.60E-05 1.64E-05 2.35E-05 1.64E-04 有意差なし
0

31 ＰＫ－５ ケーブルペネトレーション
有意差なし

0 2.91E-05 1.47E-06 1.11E-05 1.31E-06 1.00E-05 2.30E-05 4.34E-06 3.31E-06 2.90E-06 有意差なし0
有意差なし

0
有意差なし

0

32 ＰＫ－６ ケーブルペネトレーション 6.42E-05 8.65E-05 1.94E-05 4.22E-05 8.58E-05 4.79E-04 1.73E-05 2.12E-05 3.53E-05 1.77E-05 有意差なし0 1.01E-04 8.53E-05

33 ＰＫ－７ ケーブルペネトレーション 5.93E-05 1.30E-05 2.79E-06 1.85E-05 6.23E-05 2.18E-05 2.44E-05 2.85E-06 1.66E-05 3.60E-06 3.83E-06 有意差なし
0 3.91E-05

34 ＰＫ－８ ケーブルペネトレーション -8.41E-06 2.13E-05 1.27E-06 3.18E-06 -4.69E-06 4.17E-05 1.09E-05 1.81E-05 2.72E-05 1.18E-05 7.57E-06 有意差なし
0 1.85E-04

7.48E-03 2.99E-03 2.20E-03 4.68E-03 3.20E-03 4.42E-03 6.84E-03 6.02E-03 5.82E-03 4.41E-03 4.38E-03 3.88E-03 7.09E-03Ｂ種試験の合計漏洩率

表10.12－1　原子炉格納容器局部漏洩率試験結果（B種試験）
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№ 貫通部
番 　号 系　　　　統　　　　名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 １０回 １１回 １２回 １３回

1 Ｐ-106 ２次ナトリウム充填ドレン系 1.46E-06 5.28E-06 4.74E-06 4.93E-06 2.98E-06 2.90E-04 2.89E-04 -3.09E-07 2.90E-04 4.13E-06 有意差なし
0

有意差なし
0 4.24E-06

2 Ｐ-107 １次ナトリウム充填ドレン系 9.50E-06 4.29E-05 1.14E-06 1.34E-05 9.37E-05 4.45E-06 1.76E-06 4.37E-06 5.37E-06 6.27E-07 1.86E-06 有意差なし
0 -7.70E-07

3 Ｐ-200 １次アルゴンガス系(入口) 有意差なし
0 9.71E-07 1.74E-06 3.23E-06 -2.08E-07 8.86E-07 1.41E-06 1.29E-06 2.38E-06 1.80E-06 1.95E-06 有意差なし

0
有意差なし

0

4 Ｐ-201 １次アルゴンガス系(出口) 4.85E-06 5.55E-06 1.85E-05 5.41E-05 1.07E-03 5.46E-04 2.98E-03 1.51E-03 2.11E-03 8.61E-04 2.04E-03 1.44E-03 有意差なし
0

5 Ｐ-202 アルゴンガス供給系 2.32E-06 5.14E-08 1.02E-06 8.89E-07 4.62E-08 7.34E-07 9.33E-07 7.45E-07 9.46E-07 2.47E-07 有意差なし
0

有意差なし
0

有意差なし
0

6 Ｐ-203 燃料取扱用
アルゴンガス系設備

1.13E-05 8.95E-04 5.94E-06 1.60E-06 4.78E-06 9.04E-09 8.41E-07 1.81E-06 3.02E-06 4.24E-07 有意差なし
0

有意差なし
0

有意差なし
0

7 Ｐ-204 燃料つかみ部洗浄設備
（カバーガス供給排出系）

8.24E-06 1.21E-05 6.86E-06 1.39E-05 4.11E-05 6.11E-06 6.54E-05 5.56E-05 2.17E-05 4.20E-06 1.99E-05 有意差なし
0 5.80E-06

8 Ｐ-300 9.00E-04 5.65E-04 1.91E-03 2.01E-03 1.49E-04 5.11E-05 2.84E-04 7.36E-05 8.27E-05 2.84E-04 5.50E-05 5.09E-04 2.21E-03

9 Ｐ-301 4.54E-04 8.12E-05 3.46E-04 2.70E-04 1.65E-04 9.55E-05 7.13E-05 2.03E-04 4.72E-05 1.03E-04 5.72E-05 有意差なし
0

有意差なし
0

10 Ｐ-302 3.78E-05 1.10E-04 2.73E-04 4.66E-04 6.26E-06 4.90E-05 8.38E-04 1.79E-04 7.79E-05 5.94E-05 7.93E-05 4.95E-04 1.31E-04

11 Ｐ-303 5.38E-04 9.20E-05 3.55E-04 2.73E-04 2.45E-04 3.79E-04 2.46E-04 5.11E-05 1.00E-04 4.50E-04 2.68E-05 -2.42E-05 9.12E-04

12 Ｐ-304 １次冷却材純化系(入口) 3.18E-04 2.43E-04 7.23E-04 1.11E-03 8.37E-04 1.64E-04 1.11E-03 1.34E-04 2.70E-04 4.39E-04 1.38E-04 7.29E-04 4.28E-03

13 Ｐ-305 １次冷却材純化系(出口) 4.49E-04 5.81E-04 6.33E-04 1.13E-03 5.56E-04 1.50E-03 8.00E-04 3.15E-04 2.75E-04 3.35E-03 2.72E-04 1.09E-03 4.33E-03

14 Ｐ-306 原子炉安全容器呼吸系 2.51E-04 4.70E-07 6.07E-06 2.15E-04 4.12E-05 2.98E-05 2.56E-06 1.36E-06 5.79E-06 4.66E-07 6.34E-06 有意差なし
0 5.67E-06

15 Ｐ-309
格納容器雰囲気調整系
予備窒素供給系
床上雰囲気窒素ガス吹込系

4.58E-06 1.03E-06 1.67E-05 6.30E-06 2.47E-06 3.98E-06 4.54E-06 3.20E-07 4.46E-07 4.14E-07 1.65E-06 有意差なし
0 3.80E-05

16 Ｐ-310
格納容器雰囲気調整系
予備窒素供給系
床下雰囲気窒素ガス吹込系

有意差なし
0 2.01E-05 1.04E-06 1.99E-07 3.06E-07 1.29E-05 -3.84E-07 6.85E-07 5.82E-07 -3.53E-07 有意差なし

0
有意差なし

0 2.16E-04

17 Ｐ-311 窒素ガス供給系 2.38E-05 1.04E-06 6.50E-06 8.46E-06 2.78E-05 6.04E-06 6.56E-06 -8.03E-06 9.82E-06 6.20E-06 有意差なし
0

有意差なし
0 -1.70E-05

18 Ｐ-312 格納容器雰囲気調整系
窒素雰囲気調整系（排気）

3.01E-06 3.33E-05 5.57E-06 6.68E-05 1.05E-06 1.18E-05 1.46E-05 5.45E-05 2.14E-05 9.88E-07 4.55E-06 有意差なし
0

有意差なし
0

19 Ｐ-400 格納容器雰囲気調整系
空気雰囲気調整系（給気）

8.48E-05 1.27E-04 1.15E-04 8.49E-05 -4.66E-04 -2.57E-04 -7.64E-05 1.27E-04 1.55E-04 -1.79E-04 -6.99E-05 有意差なし
0 1.09E-04

20 Ｐ-401 格納容器雰囲気調整系
空気雰囲気調整系（排気）

1.12E-04 5.48E-05 9.87E-05 8.75E-04 2.46E-04 2.83E-04 1.50E-04 1.66E-04 1.47E-04 3.16E-05 9.52E-05 2.13E-04 2.39E-04

21 Ｐ-402 格納容器雰囲気調整系
圧縮空気系

7.72E-07 6.05E-06 3.74E-06 9.50E-06 7.48E-07 1.37E-05 1.09E-05 4.53E-08 8.71E-07 2.79E-07 有意差なし
0

有意差なし
0 8.82E-07

22 Ｐ-500 燃料つかみ部洗浄設備
（洗浄剤供給排出系）

9.92E-06 2.50E-06 7.85E-07 6.82E-06 2.55E-07 1.38E-07 -5.15E-08 5.29E-07 8.74E-08 5.33E-07 有意差なし
0 1.96E-06 8.05E-07

23 Ｐ-501 格納容器雰囲気調整系
格納容器内差圧検出系

1.48E-06 2.24E-06 9.21E-07 1.69E-07 3.86E-07 1.20E-07 1.96E-06 2.58E-07 -7.80E-07 2.19E-06 有意差なし
0

有意差なし
0

有意差なし
0

24 Ｐ-600 格納容器雰囲気調整系
フレオン冷媒系（液側）

1.72E-05 4.01E-06 1.95E-04 4.63E-07 1.11E-04 5.47E-05 1.05E-06 2.80E-05 1.39E-05 1.95E-06 有意差なし
0

有意差なし
0 1.82E-05

25 Ｐ-602 格納容器雰囲気調整系
フレオン冷媒系（ｶﾞｽ側）

7.74E-05 3.41E-05 1.49E-05 1.25E-05 4.88E-06 1.05E-05 -2.89E-05 5.54E-06 9.65E-06 1.78E-05 有意差なし
0 1.75E-04 有意差なし

0

26 Ｖ-100,
101,102 真空破壊系 1.40E-03 1.44E-04 1.59E-03 1.81E-03 1.63E-03 7.80E-04 5.78E-04 9.07E-04 1.82E-03 1.28E-03 9.08E-04 有意差なし

0 3.72E-04

合計漏洩率 4.30E-03 3.98E-03 5.58E-03 8.44E-03 5.71E-03 4.29E-03 7.45E-03 3.82E-03 5.47E-03 6.90E-03 3.71E-03 4.65E-03 1.29E-02

許容漏洩率 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01 5.70E-01

合計漏洩率 1.19E-02 6.75E-03 7.78E-03 1.31E-02 8.91E-03 8.71E-03 1.43E-02 9.84E-03 1.13E-02 1.13E-02 8.09E-03 8.53E-03 2.00E-02

許容漏洩率 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00 1.14E+00

B種＋C種

B種＋C種

予熱窒素ガス系

表10.12－2　原子炉格納容器局部漏洩率試験結果（C種試験）
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9
4
,V
8
4
-

7
6
,V
8
4
-
8
5
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果

は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
2
1
-
3
5
,V
2
1
-
6
2
,V
2
4
-

2
1
5
,V
8
4
-
2
0
3
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果

は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。
な
お
、
N
2
ガ
ス
供
給
系
隔

離
弁
V
7
4
-
6
み
つ
い
て
、
電
磁
弁
の
作
動
不
良
が

あ
っ
た
の
で
、
当
該
電
磁
弁
を
交
換
し
た
後
に
検
査

を
受
検
し
た
。

N
2
ガ
ス
供
給
系
隔
離
弁
V
7
4
-
6
み
つ
い
て
、
電
磁
弁

の
作
動
不
良
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
電
磁
弁
を
交
換

し
た
。

電
磁
弁
（
N
2
ガ
ス
供
給
系
隔
離
弁
V
7
4
-
6
）
を
交
換
し

た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
7
4
-
5
,V
8
4
-
1
7
,V
8
4
-

7
6
,V
8
4
-
8
5
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果

は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
7
4
-
5
,V
3
4
-
1
-
2
2
,V
8
4
-

1
7
,V
8
4
-
7
6
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果

は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
7
4
-
5
,V
3
4
-
1
-
2
2
,V
8
4
-

1
7
,V
8
4
-
7
6
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果

は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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表
10

.1
2－

3（
2／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
隔
離
弁
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

定
期
検
査
：
Ａ
－
１
０
７

定
期
検
査
：
Ａ
－
１
０
７

定
期
検
査
：
Ａ
－
１
０
７

定
期
検
査
：
Ａ
－
１
０
７

定
期
検
査
：
Ａ
－
１
０
７

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
7
4
-
5
,V
3
4
-
1
-
2
2
,V
7
1
-

4
,V
8
4
-
1
7
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果
は
、

全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
7
4
-
5
,V
3
4
-
1
-
2
2
,V
7
1
-

4
,V
8
4
-
1
7
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果
は
、

全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
7
3
-
1
3
,V
7
4
-
6
,V
8
4
-

1
7
,V
8
4
-
1
8
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果

は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
3
4
-
1
-
2
4
,V
3
6
-
1
-
7
,V
7
1
-

5
,V
8
4
-
3
9
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果
は
、

全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
４
台
(V
2
1
-
3
5
,V
2
1
-
6
2
,V
7
1
-

1
0
,V
8
4
-
4
0
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結
果

は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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表
10

.1
2－

3（
3／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
隔
離
弁
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

(1
)本
体
の
う
ち
隔
離
弁

定
期
検
査
：
Ⅰ
－
１
０
７

定
期
検
査
：
Ⅰ
－
１
０
７

定
期
検
査
：
Ⅰ
－
１
０
７

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
５
台
(V
2
4
-
2
1
5
,V
7
3
-
1
3
,V
3
6
.1
-

6
,V
7
1
-
4
,V
7
1
-
3
5
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の
結

果
は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
５
台
(V
7
4
-
6
,V
3
6
.1
-
7
,V
8
4
-

1
7
,V
8
4
-
7
6
,V
8
4
-
8
5
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査
の

結
果
は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格
納
容
器
隔
離

弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
隔
離
弁
状
態
表
示
窓
及
び
現

場
で
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
現
場
の
確
認
は
、
全
数
３

８
台
の
中
か
ら
５
台
(V
7
3
-
1
3
,V
7
4
-
5
,V
3
4
.1
-

2
2
,V
3
6
.1
-
7
,V
8
4
-
3
9
)を
抽
出
し
て
行
っ
た
。
検
査

の
結
果
は
、
全
て
良
好
で
あ
っ
た
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

作
動
検
査
：
手
動
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
信
号
に
よ
り
格

納
容
器
隔
離
弁
が
閉
鎖
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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表
10

.1
2－

4（
1／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

　
　

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
扉
用
の
圧
力
平
衡
弁
締
結
用
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
１
本
が

緩
み
ナ
ッ
ト
が
脱
落
し
て
い
た
。
扉
開
度
表
示
機
構
ギ
ヤ
ー

の
セ
ッ
ト
ビ
ス
が
緩
ん
で
い
た
の
で
、
元
の
位
置
に
戻
し
セ
ッ

ト
ビ
ス
を
締
め
た
。
ま
た
、
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
（
Ｌ
Ｓ
－
２
Ｂ
）
が
動

作
不
良
で
あ
っ
た
の
で
交
換
し
た
。

外
側
、
内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
及
び
外
側
、
内

側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
に
摩

耗
が
あ
り
交
換
し
た
。

外
側
、
内
側
の
ス
イ
ン
グ
ロ
ッ
ド
ピ
ン
の
全
長
が
長
く
扉
全
閉

状
態
で
下
に
抜
こ
う
と
し
て
も
下
部
の
構
造
物
に
当
た
り
抜

け
な
い
の
で
全
長
を
短
く
（
Ｌ
１
２
０
ｍ
ｍ
か
ら
Ｌ
１
１
２
ｍ
ｍ
）
し

た
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

改
造
作
業
：
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ワ
取
付
け
穴

を
再
加
工
す
る

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計

２
０
個

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
座
：
計
４
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
６
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
計
６
個

外
側
、
内
側
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
計
４
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
シ
ャ
フ
ト
：
計
２
個

外
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
ユ
ニ
ッ
ト
ベ
ア
リ
ン
グ
：
１
個

外
側
、
内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ

ア
：
計
２
個

外
側
、
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ

ロ
ア
：
計
２
個

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
及
び
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト

の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ワ
取
付
け
穴
を
１
０
φ
か
ら
１
４
φ
に
再
加
工

す
る
改
造
及
び
通
話
装
置
（
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
）
、
異
常
警
報
ス

イ
ッ
チ
の
設
置
作
業
を
行
っ
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
組
立
部
の
シ
ャ
フ
ト
（
２
５

φ
）
に
曲
が
り
、
外
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
組
立
部
の
ユ

ニ
ッ
ト
ベ
ア
リ
ン
グ
（
４
０
φ
）
フ
ラ
ン
ジ
部
に
破
損
及
び
外
側

ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ス
ト
ッ
パ
ー
の
溶
接
箇
所
に
亀
裂
が
あ
り
シ
ャ

フ
ト
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ベ
ア
リ
ン
グ
の
交
換
、
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ス

ト
ッ
パ
ー
の
再
溶
接
を
し
た
。
ま
た
、
当
該
シ
ャ
フ
ト
の
材
質

を
Ｓ
Ｓ
４
１
か
ら
Ｓ
４
５
Ｃ
に
変
更
し
た
。
原
因
と
し
て
扉
開
閉
の

取
扱
い
方
が
悪
く
、
一
連
の
不
具
合
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ

た
。

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

外
側
ラ
ッ
チ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
１
個

内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
１

個 外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
ラ
ッ
チ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
に
摩
耗

に
よ
る
ガ
タ
及
び
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の

カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
の
破
損
が
あ
り
交
換
し
た
。
ま
た
、
内
側
駆
動

ギ
ヤ
ー
の
セ
ッ
ト
ビ
ス
が
緩
ん
で
位
置
ズ
レ
し
て
い
た
の
で
、

元
の
位
置
に
戻
し
セ
ッ
ト
ビ
ス
を
締
め
た
。

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

外
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
１
個
外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
扉
の
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
（
Ｌ
Ｓ
－
２
Ｂ
）
：
１
個

外
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
に
変

形
が
あ
り
交
換
し
た
。
ま
た
、
外
側
扉
衝
撃
吸
収
オ
イ
ル
ダ
ン

パ
か
ら
扉
開
閉
の
際
音
が
す
る
の
で
非
常
用
の
外
側
扉
衝

撃
吸
収
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
と
入
れ
替
え
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

第
4
回
定
期
点
検
前
に
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
交
換
後
の
メ
ー

カ
ー
点
検
を
実
施
し
た

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
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表
10

.1
2－

4（
2／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
側
・
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ

ロ
ア
に
損
傷
、
外
側
、
内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
組
立
部

の
シ
ャ
フ
ト
（
２
５
φ
）
に
曲
が
り
が
あ
り
交
換
し
た
。
ま
た
、
内

側
圧
力
平
衡
弁
か
ら
異
音
が
生
じ
て
い
た
の
で
分
解
手
入

れ
を
し
ボ
ー
ル
弁
側
と
シ
ャ
フ
ト
軸
の
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
を

交
換
し
た
。

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
ラ
ッ
チ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
バ
ル
ブ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ

レ
ー
ト
、
外
側
・
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
ス

イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
に
摩
耗
に
よ

る
ガ
タ
が
あ
り
交
換
し
た
。
ま
た
、
外
側
圧
力
平
衡
弁
の
上
部

弁
座
に
傷
が
あ
り
交
換
し
た
。

外
側
ラ
ッ
チ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
バ
ル
ブ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ

レ
ー
ト
、
外
側
・
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
ス

イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計
６
個

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
圧
力
平
衡
弁
座
：
１
個

外
側
、
内
側
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
計
４
個

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

内
部
照
明
を
白
熱
灯
か
ら
蛍
光
灯
に
し
た
。
こ
の
た
め
内
部

に
安
定
器
収
納
箱
を
設
け
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計

２
０
個

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
扉
用
の
圧
力
平
衡
弁
の
吸
気
口
フ
ィ
ル
タ

（
網
）
が
目
詰
り
し
て
い
た
の
で
清
掃
し
た
。

駆
動
機
構
の
ラ
ッ
チ
が
外
れ
る
時
に
き
し
み
音
が
す
る
た
め

連
結
ロ
ッ
ド
を
２
回
転
伸
び
方
向
に
回
し
調
整
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

外
側
・
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ

ロ
ア
に
摩
耗
に
よ
る
ガ
タ
が
あ
り
交
換
し
た
。
ま
た
、
外
側
、

内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
組
立
部
の
シ
ャ
フ
ト
（
２
５
φ
）
に

曲
が
り
が
あ
り
交
換
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
し
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー

ト
の
交
換
及
び
外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
改
造
作
業
：
駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
交
換
及
び

扉
開
側
緩
衝
装
置
（
シ
ョ
ッ
ク
ダ
ン
パ
）
の
設
置
を
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
1
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計
６
個

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ

ロ
ア
：
計
２
個

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
座
：
計
４
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
６
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
計
６
個

外
側
、
内
側
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
計
４
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
シ
ャ
フ
ト
：
計
２
個

外
側
、
内
側
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
用
指
針
：
２
個

外
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ス
ト
ッ
パ
：
１
個

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
(1
5
A
T
)：
２
個
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ズ

(D
C
1
2
5
V
)：
２
個

ブ
ザ
ー
(A
Z
-
1
2
)：
２
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

（
バ
ル
ブ
、
ラ
ッ
チ
、
ド
ア
用
）
：
６
個

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
及
び
駆

動
軸
接
続
部
の
取
付
状
態
、
変
形
、
損
傷
及
び
ビ
ス
類
の

緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

バ
ル
ブ
、
ラ
ッ
チ
、
ス
イ
ン
グ
、
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
、
ロ
ッ
キ
ン
グ
用

ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
交
換
及
び
扉
開
側
緩
衝
装
置
（
シ
ョ
ッ

ク
ダ
ン
パ
）
の
設
置
作
業
を
行
っ
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
バ
ル
ブ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
：
計
２
個

外
側
、
内
側
ラ
ッ
チ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
：
計
２
個

外
側
、
内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
：
計
２
個

外
側
、
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
：
計
２
個

外
側
、
内
側
ロ
ッ
キ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
：
計
２
個

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
用
六
角
穴
付
止
ネ

ジ
、
平
行
キ
ー
：
計
２
式

外
側
、
内
側
の
４
０
φ
軸
受
用
座
金
(A
W
0
8
)、
２
５
φ
軸
受

用
座
金
(A
W
0
5
)：
計
２
式

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
間
ス
ペ
ー
サ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
の
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
用
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム

フ
ォ
ロ
ア
：
計
２
個

内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
シ
ャ
フ
ト
：
１
個

内
側
圧
力
平
衡
弁
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
：
一
式

資料3.5－1（表）
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表
10

.1
2－

4（
3／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(2
)所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

定
期
検
査
：
Ⅱ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ⅱ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ⅱ
－
７
０
２

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計

２
０
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
扉
の
ア
コ
ー
デ
オ
ン
ス
リ
ー
ブ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
、
レ
セ
プ
タ
ク
ル
：
計
６
個

外
側
、
内
側
扉
ア
タ
ッ
チ
用
、
上
部
ヒ
ン
ジ
用
、
下
部
ヒ
ン
ジ

用
軸
受
：
計
８
個

耐
熱
電
線
：
一
式

エ
ア
ロ
ッ
ク
内
照
明
回
路
の
蛍
光
灯
用
安
定
器
収
納
函
の

木
製
ベ
ー
ス
が
安
定
器
の
放
熱
で
変
色
し
て
い
た
。
ベ
ー
ス

と
安
定
器
の
間
に
リ
ン
グ
ス
リ
ー
ブ
を
入
れ
安
定
器
を
ベ
ー

ス
か
ら
浮
か
す
処
置
を
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
ス
イ

ン
グ
ラ
イ
ン
、
扉
の
ト
ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の

取
付
状
態
、
変
形
、
損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等

を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

扉
シ
ー
ル
面
の
保
護
カ
バ
ー
を
設
置
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計

２
０
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
座
：
計
４
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
６
個

外
側
、
内
側
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
計
４
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
計
６
個

キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
の
プ
ラ
グ
リ
ー
ド
線
取
付
部
に
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン
ス
リ
ー
ブ
に
破
損
箇
所
が
あ

る
た
め
次
回
交
換
。

キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
の
プ
ラ
グ
リ
ー
ド
線
取
付
部
に
老
朽
化
が
見

ら
れ
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン
ス
リ
ー
ブ
に
破
損
箇
所
が
あ
る
た
め

取
替
を
推
奨
す
る
。
ま
た
、
扉
ス
イ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
分
解
点
検

及
び
扉
シ
ー
ル
面
の
保
護
カ
バ
ー
設
置
を
推
奨
す
る
。

資料3.5－1（表）
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表
10

.1
2－

5（
1／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

　
　 　 　

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
及
び
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト

の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ワ
取
付
け
穴
を
１
０
φ
か
ら
１
４
φ
に
再
加
工

す
る
改
造
作
業
を
行
っ
た
。

点
検
の
結
果
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
ジ
ェ
ネ
バ

プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計
２
０
個

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
座
：
計
４
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
６
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
計
６
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

改
造
作
業
：
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ワ
取
付
け
穴

を
再
加
工
す
る

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
、
常

用
灯
及
び
非
常
灯
は
７
０
Ｍ
Ω
、
そ
れ
以
外
は
全
て
１
０
０
Ｍ

Ω
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
１

個 外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
に

摩
耗
に
よ
る
ガ
タ
が
あ
り
交
換
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

第
4
回
定
期
点
検
前
に
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
交
換
後
の
メ
ー

カ
ー
点
検
を
実
施
し
た

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

内
側
ド
ラ
イ
ブ
ボ
ッ
ク
ス
の
平
歯
車
(3
0
0
φ
)の
セ
ッ
ト
ビ
ス
が

緩
ん
で
位
置
ズ
レ
し
て
い
た
の
で
、
元
の
位
置
に
戻
し
セ
ッ
ト

ビ
ス
を
締
め
た
。
ま
た
、
移
動
防
止
用
カ
ラ
ー
を
締
め
な
お
し

た
。
所
員
用
外
側
扉
衝
撃
吸
収
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
か
ら
扉
開
閉
の

際
音
が
す
る
の
で
非
常
用
の
外
側
扉
衝
撃
吸
収
オ
イ
ル
ダ

ン
パ
と
入
れ
替
え
た
。
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表
10

.1
2－

5（
2／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ａ
－
７
０
２

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

外
側
、
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ

ロ
ア
：
計
２
個

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
座
：
計
４
個

外
側
、
内
側
圧
力
平
衡
弁
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
６
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
計
６
個

外
側
、
内
側
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
：
計
４
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

内
側
ス
イ
ン
グ
用
ジ
ェ
ネ
バ
シ
ャ
フ
ト
：
計
１
個

サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
(1
5
A
T
)：
２
個

ヒ
ュ
ー
ズ
(D
C
1
2
5
V
)：
２
個

ブ
ザ
ー
(A
Z
-
1
2
)：
２
個

リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
（
バ
ル
ブ
、
ラ
ッ
チ
、
ド
ア
用
）
：
６
個

外
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
に

摩
耗
に
よ
る
ガ
タ
が
あ
り
交
換
し
た
。
ま
た
、
内
側
ス
イ
ン
グ

用
ジ
ェ
ネ
バ
組
立
部
の
シ
ャ
フ
ト
（
２
５
φ
）
に
曲
が
り
が
あ
り

交
換
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計

６
個
外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

内
側
圧
力
平
衡
弁
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
１
個

内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
に

摩
耗
に
よ
る
ガ
タ
が
あ
り
交
換
し
た
。
ま
た
、
内
側
圧
力
平
衡

弁
の
Ｏ
リ
ン
グ
を
破
損
さ
せ
た
た
め
交
換
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
1
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
以
上
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ

ロ
ア
：
計
２
個

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個
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表
10

.1
2－

5（
3／

3）
　
原
子
炉
格
納
容
器
（
非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，
不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

１
．
原
子
炉
格
納
容
器

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

(3
)非
常
用
エ
ア
ロ
ッ
ク

定
期
検
査
：
Ⅱ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ⅱ
－
７
０
２

定
期
検
査
：
Ⅱ
－
７
０
２

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
検
査
：
駆
動
機
構
部
、
扉
及
び
電
気
品
の
外
観
を
目

視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
の
プ
ラ
グ
リ
ー
ド
線
取
付
部
に
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン
ス
リ
ー
ブ
に
ゴ
ム
の
劣
化
が

見
ら
れ
る
た
め
取
替
を
推
奨
す
る
。

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計

２
０
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
扉
の
ア
コ
ー
デ
オ
ン
ス
リ
ー
ブ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
、
レ
セ
プ
タ
ク
ル
：
計
６
個

耐
熱
電
線
：
一
式

漏
洩
試
験
：
試
験
圧
力
1
.3
2
Ｍ
Ｐ
ａ
で
許
容
漏
洩
率

（
0
.0
4
%
d
ay
）
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
観
・
分
解
検
査
：
駆
動
機
構
部
分
解
、
扉
及
び
電
気
品
の

外
観
を
目
視
検
査
す
る

作
動
検
査
：
扉
を
開
閉
し
て
電
気
品
の
正
常
作
動
を
検
査

す
る
電
気
試
験
：
電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
測
定
を
す
る

駆
動
機
構
部
の
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
、
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
、
駆
動

軸
接
続
部
、
連
結
チ
ェ
ー
ン
及
び
圧
力
平
衡
弁
等
、
扉
の
ト

ン
グ
面
及
び
パ
ッ
キ
ン
面
、
電
気
品
の
取
付
状
態
、
変
形
、

損
傷
及
び
ビ
ス
類
の
緩
み
の
有
無
等
を
確
認
し
た
。

電
気
品
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
全
て
１
０
０
Ｍ
Ω
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
て
、
扉
の
開
閉
が
円
滑
に
出
来
る
こ
と
。

こ
の
時
開
閉
表
示
用
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
ブ
ザ
ー
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

漏
洩
試
験
を
試
験
圧
力
１
．
３
２
Ｍ
Ｐ
ａ
で
行
い
許
容
漏
洩
率

内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
の
結
果
下
記
に
記
載
し
た
不
具
合
以
外
に
異
常
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

外
側
、
内
側
扉
の
シ
ー
ル
パ
ッ
キ
ン
：
計
２
個

外
側
、
内
側
の
各
ジ
ェ
ネ
バ
プ
レ
ー
ト
の
カ
ム
フ
ォ
ロ
ア
：
計

２
０
個

空
気
テ
ス
ト
フ
ラ
ン
ジ
用
Ｏ
リ
ン
グ
：
計
２
個

外
側
、
内
側
キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
：
計
６
個

キ
ャ
ノ
ン
プ
ラ
グ
の
プ
ラ
グ
リ
ー
ド
線
取
付
部
に
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン
ス
リ
ー
ブ
に
ゴ
ム
の
劣
化
が

見
ら
れ
る
た
め
次
回
交
換
。
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表
10

.1
3－

1（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
系
統
（
床
上
雰
囲
気
給
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

－

特
に
な
し

特
に
な
し

－

－

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－－
－

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
振
れ
）
、
③
モ
ー
タ

絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑤
作

動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
、
⑥
主
軸
P
T

検
査
原
２
課
－
５
7
－
4
3

Ａ
、
Ｂ
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
振
れ
測
定
（
Ａ
側
１
/
1
0
0
m
m
、
Ｂ

0
/
1
0
0
m
m
）
許
容
値
±
3
/
1
0
0
m
m
以
内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
０
．
２
２
２
Ω
、
Ｂ
側
０
．

２
２
１
Ω

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
:良

⑥
P
T
検
査
結
果
：
有
害
な
傷
な
し

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
６
３
1
0
U
U
、
6
3
1
1
U
U

V
ベ
ル
ト
：
５
Ｖ
－
９
０
０

モ
ー
タ

軸
受
：
６
３
０
９
V
V
、
6
2
0
8
V
V

－ －

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

Ａ
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
は
め
あ
い
部
の
寸
法
測
定
（
フ
ァ
ン

側
軸
受
部
5
5
+
2
0
/
1
0
0
0
m
m
、
プ
ー
リ
ー
側
軸
部

5
0
φ
+
2
0
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値
±
3
0
/
1
0
0
0
m
m
以
内
：

良 ③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

Ｂ
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
０
M
Ω
）
：
良

③
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定

④
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
結

果
：
良

分
解
検
査
(A
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
、
プ
ー
リ
ー
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

外
観
検
査
(B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
③
モ
ー
タ

巻
線
抵
抗
測
定

原
２
課
－
5
4
－
1
1
3

A
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
６
３
1
0
U
U
、
6
3
1
1
U
U

V
ベ
ル
ト
：
５
Ｖ
－
９
０
０

モ
ー
タ

軸
受
：
６
３
０
９
V
V
、
6
2
0
8
V
V

B
号
機

交
換
部
品
な
し

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
プ
リ
ー
側
6
3
1
0
Z
,フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
０
９
Z
Z
,反
負
荷
側
6
2
0
8
Z
Z

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
、
⑥
主

軸
P
T
検
査

原
２
課
－
6
0
－
8
0

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
8
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
8
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
0
.6
1
6
Ω
（
平
均
）
、
Ｂ

側
0
.6
0
3
Ω
（
平
均
）
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

⑥
欠
陥
指
示
模
様
な
し

－

－ － －
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表
10

.1
3－

1（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
系
統
（
床
上
雰
囲
気
給
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

Ｖ
ベ
ル
ト

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
結
果
問
題
な
し

①
V
ベ
ル
ト
1
本
に
亀
裂
が
あ
っ
た
め
交
換
し
た
。

②
キ
ャ
ン
バ
ス
継
手
に
亀
裂
が
あ
っ
た
た
め
交
換
し
た

（
平
成
2
年
1
1
月
交
換
）
。

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
、
⑥
主

軸
P
T
検
査

原
２
課
－
3
－
7
9

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
1
3
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
6
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
,B
号
機
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
R
-
S
:0
.5
4
Ω
、
S
-

T
:0
.5
3
Ω
、
R
-
T
:0
.5
4
Ω
、
Ｂ
側
:R
-
S
:0
.4
0
Ω
、
S
-

T
:0
.4
2
Ω
、
R
-
T
:0
.4
0
Ω
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
(3
%
以
内
）
：

良 ⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

⑥
欠
陥
指
示
模
様
な
し

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
プ
リ
ー
側
6
3
1
0
Z
,フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

Ｖ
ベ
ル
ト

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
０
９
Z
Z
,反
負
荷
側
6
2
0
8
Z
Z

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
に
つ
い
て
外
観

点
検
結
果
：
良

②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

③
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

A
、
B
号
機

①
モ
ー
タ
交
換
②
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
を
分
解
し
各

部
部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
0
m
m
5
5
φ
+
0
m
m
、
Ｂ
側
5
0
φ
+
0
m
m
、

5
5
φ
+
0
m
m
）
許
容
値
内
：
良

③
モ
ー
タ
交
換
後
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
,B
号
機
１
０
０

M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
交
換
後
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
R
-

S
:0
.5
8
Ω
、
S
-
T
:0
.5
8
Ω
、
R
-
T
:0
.5
8
Ω
、
Ｂ
側
:R
-

S
:0
.5
0
Ω
、
S
-
T
:0
.5
0
Ω
、
R
-
T
:0
.5
0
Ω
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

率
(3
%
以
内
）
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

主
軸
：
2
本
、
軸
受
カ
バ
ー
：
２
枚
、
軸
受
：
プ
リ
ー
側

6
3
1
0
V
V
、
フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
V
V

Ｖ
ベ
ル
ト
：
４
本

Ｖ
リ
ン
グ
：
２
個

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
：
２
個

モ
ー
タ
交
換
：
２
台

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
モ
ー
タ
交
換
、
②
外
観
点
検
、
③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗

測
定
、
④
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
⑤
モ
ー
タ
巻

線
抵
抗
測
定
、
⑥
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動

測
定
）

原
２
課
－
5
－
1
0
1

A
、
B
号
機

V
ベ
ル
ト

キ
ャ
ン
バ
ス
継
手

外
観
検
査
(Ａ
、
Ｂ
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
③
作
動

試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

原
２
課
－
2
－
8
8

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
に
つ
い
て
外
観

点
検
結
果
：
良

②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

③
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

外
観
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
③
作
動

試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

特
に
な
し

①
モ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
の
キ
ー
溝
寸
法
規
格
が
変
更
さ
れ

た
た
め
キ
ー
を
加
工
し
て
プ
ー
リ
ー
を
取
付
け
た
。

②
フ
ァ
ン
主
軸
オ
イ
ル
シ
ー
ル
部
の
錆
び
に
よ
る
減
肉

の
た
め
主
軸
を
交
換
し
た
。

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測

定
、
振
動
測
定
）
⑤
主
軸
P
T
検
査

原
２
課
－
6
1
－
2
3
9

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
8
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
6
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

⑤
欠
陥
指
示
模
様
な
し

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
プ
リ
ー
側
6
3
1
0
Z
,フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

Ｖ
ベ
ル
ト

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

モ
ー
タ

受
：
負
荷
側
６
３
０
９
Z
Z
,反
負
荷
側
6
2
0
8
Z
Z
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表
10

.1
3－

1（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
系
統
（
床
上
雰
囲
気
給
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

格
納
容
器
給
気
フ
ァ
ン
（
2
台
）

－ － －

特
に
な
し

－ － －

分
解
検
査

(A
、

B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

原
２
課
－

10
－

12
7

A
、

B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

50
φ+

1/
10

00
m

m
、

55
φ+

1/
10

00
m

m
Ｂ
側

50
φ+

1/
10

00
m

m
、

55
φ+

1/
10

00
m

m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A

,B
号
機
１
０
０

M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側

R
-S

:0
.5

63
Ω
、

S-
T:

0.
56

1Ω
、

R
-T

:0
.5

67
Ω
、
Ｂ
側

:R
-S

:0
.5

64
Ω
、

S-
T:

0.
56

2Ω
、

R
-T

:0
.5

63
Ω
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

(3
%
以

内
）
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

A
、

B
号
機

フ
ァ
ン

フ
ァ
ン
側
、
プ
ー
リ
ー
側
軸
受
カ
バ
ー
、
軸
受
：
プ
リ
ー

側
63

10
Z、
フ
ァ
ン
側

63
11

Z
Ｖ
ベ
ル
ト

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
０
９

ZZ
、
反
負
荷
側

62
08

ZZ

点
検
結
果
問
題
な
し

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

原
２
課
－
1
3
－
1
3
0

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
0
.5
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
.5
/
1
0
0
0
m
m
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
.5
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
0
.5
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
,B
号
機
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
R
-
S
:0
.5
6
2
Ω
、
S
-

T
:0
.5
6
1
Ω
、
R
-
T
:0
.5
6
1
Ω
、
Ｂ
側
:R
-
S
:0
.5
6
3
Ω
、
S
-

T
:0
.5
6
2
Ω
、
R
-
T
:0
.5
6
2
Ω
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
(3
%
以

内
）
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
プ
リ
ー
側
6
3
1
0
Z
、
フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

Ｖ
ベ
ル
ト
(5
V
-
9
0
0
):
4
本

Ｖ
リ
ン
グ
：
2
個
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
：
2
個

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
１
０
Ｖ
Ｖ
、
反
負
荷
側
６
２
０
９
Ｖ
Ｖ

特
に
な
し

点
検
結
果
問
題
な
し
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表
10

.1
3－

2（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
系
統
（
床
上
雰
囲
気
排
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

A
号
機

交
換
部
品
な
し

B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
６
３
1
0
Z
C
3
、
6
3
1
1
Z
C
3

モ
ー
タ

軸
受
：
６
３
０
９
V
V
、
6
2
0
8
V
V

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
６
３
1
0
Z
C
3
、
6
3
1
1
Z
C
3

モ
ー
タ

軸
受
：
６
３
０
９
V
V
、
6
2
0
8
V
V

Ｂ
モ
ー
タ
取
付
ベ
ー
ス
が
ひ
び
割
れ
し
て
い
る
の
を
点

検
に
お
い
て
発
見
し
た
た
め
ベ
ー
ス
の
交
換
を
行
っ

た
。

－

特
に
な
し

特
に
な
し

－

－ －

点
検
機
器

点
検
項
目

A
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部
部
品

に
つ
い
て
外
観
点
検
に
異
常
の
無
い
こ
を
確
認

②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
０
M
Ω
）
：
良

③
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定

④
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
を
行
い

異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部
部
品

に
つ
い
て
外
観
点
検
に
異
常
の
無
い
こ
を
確
認

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
は
め
あ
い
部
の
寸
法
測
定
（
フ
ァ
ン
側
軸
受

部
5
5
+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
、
プ
ー
リ
ー
側
軸
部

5
0
φ
+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値
±
3
0
/
1
0
0
0
以
内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、
電
流

測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
に
つ
い
て
異
常
の

無
い
こ
と
を
確
認

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

外
観
検
査
(A
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
③
モ
ー
タ

巻
線
抵
抗
測
定
、
④
作
動
検
査

分
解
検
査
(B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
、
プ
ー
リ
ー
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

原
２
課
－
５
４
－
１
１
３

－

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
、
⑥
主

軸
P
T
検
査

原
２
課
－
6
0
－
8
0

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
1
8
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
2
0
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
2
5
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
1
.1
2
3
Ω
（
平
均
）
、
Ｂ

側
1
.1
0
1
Ω
（
平
均
）
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

⑥
欠
陥
指
示
模
様
な
し

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
プ
リ
ー
側
6
3
1
0
Z
、
フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
０
９
Z
Z
、
反
負
荷
側
6
2
0
8
Z
Z

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
振
れ
）
、
③
モ
ー
タ

絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、
⑤
作

動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
、
⑥
主
軸
P
T

検
査
原
２
課
－
５
7
－
4
3

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
に
異
常
の
無
い
こ
を
確
認

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
振
れ
測
定
（
Ａ
側
0
/
1
0
0
m
m
、
Ｂ
側

0
/
1
0
0
m
m
）
許
容
値
±
3
/
1
0
0
m
m
以
内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
０
．
1
5
8
1
Ω
、
Ｂ
側
０
．

1
5
7
5
Ω

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
に
つ

い
て
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認

⑥
有
害
な
傷
な
し

－ － － －

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

－ － －

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

交
換
部
品
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表
10

.1
3－

2（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
系
統
（
床
上
雰
囲
気
排
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

特
に
な
し

①
モ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
の
キ
ー
溝
寸
法
規
格
が
変
更
さ
れ

た
た
め
キ
ー
寸
法
を
加
工
し
て
プ
ー
リ
ー
を
取
付
け

た
。
②
フ
ァ
ン
主
軸
オ
イ
ル
シ
ー
ル
部
の
錆
び
に
よ
る
減
肉

の
た
め
主
軸
を
交
換
し
た
。

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

主
軸
：
2
本
、
軸
受
カ
バ
ー
：
２
枚
、
軸
受
：
プ
リ
ー
側
6
3
1
0
V
V
,

フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
V
V

Ｖ
ベ
ル
ト
：
４
本

Ｖ
リ
ン
グ
：
２
個
、
フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
：
２
個

モ
ー
タ
交
換
：
２
台

特
に
な
し

特
に
な
し

分
解
検
査

(A
、

B
号
機
）

①
モ
ー
タ
交
換
、
②
外
観
点
検
、
③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗

測
定
、
④
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
⑤
モ
ー
タ
巻

線
抵
抗
測
定
、
⑥
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動

測
定
）

原
２
課
－
5
－
1
0
1

A
、
B
号
機

①
モ
ー
タ
交
換
②
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
を
分
解
し
各

部
部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
交
換
後
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
0
m
m
5
5
φ
+
0
m
m
、
Ｂ
側
5
0
φ
+
0
m
m
、

5
5
φ
+
0
m
m
）
許
容
値
内
：
良

③
モ
ー
タ
交
換
後
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
,B
号
機
１
０
０

M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
交
換
後
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
R
-

S
:0
.7
5
Ω
、
S
-
T
:0
.8
0
Ω
、
R
-
T
:0
.7
6
Ω
、
Ｂ
側
:R
-

S
:0
.7
0
Ω
、
S
-
T
:0
.7
0
Ω
、
R
-
T
:0
.7
0
Ω
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

率
(3
%
以
内
）
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
、
⑥
主

軸
P
T
検
査

原
２
課
－
3
－
7
9

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
1
7
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
3
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
,B
号
機
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
R
-
S
:0
.7
5
Ω
、
S
-

T
:0
.7
3
Ω
、
R
-
T
:0
.7
5
Ω
、
Ｂ
側
:R
-
S
:1
.1
0
Ω
、
S
-

T
:1
.0
Ω
、
R
-
T
:1
.1
0
Ω
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
(3
%
以
内
）
：

良 ⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

⑥
欠
陥
指
示
模
様
な
し

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

フ
ァ
ン
側
、
プ
ー
リ
ー
側
軸
受
カ
バ
ー
、
軸
受
：
プ
リ
ー

側
6
3
1
0
Z
、
フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

Ｖ
ベ
ル
ト

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
０
９
Z
Z
、
反
負
荷
側
6
2
0
8
Z
Z

軸
受
カ
バ
ー
に
錆
が
発
生
し
て
い
た
め
Ａ
，
Ｂ
号
機
の

フ
ァ
ン
側
、
プ
ー
リ
ー
側
の
カ
バ
ー
を
交
換
し
た
。

外
観
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
③
作
動

試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
に
つ
い
て
外
観

点
検
結
果
：
良

②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

③
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

分
解
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、
③

モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
、

⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）
、
⑥
主

軸
P
T
検
査

原
２
課
－
6
1
－
2
3
9

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
1
8
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
3
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
5
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値

内
：
良

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
1
.1
0
2
Ω
（
平
均
）
、
Ｂ

側
1
.1
0
2
Ω
（
平
均
）
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

⑥
欠
陥
指
示
模
様
な
し

外
観
検
査
(A
、
B
号
機
）

①
外
観
点
検
、
②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
③
作
動

試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
に
つ
い
て
外
観

点
検
結
果
：
良

②
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

③
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

軸
受
：
プ
リ
ー
側
6
3
1
0
Z
、
フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
０
９
Z
Z
、
反
負
荷
側
6
2
0
8
Z
Z
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表
10

.1
3－

2（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
系
統
（
床
上
雰
囲
気
排
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

空
気
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
常
用
排
気
フ
ァ
ン
(２
台
）

－ －

特
に
な
し

－ － － －

分
解
検
査
(Ａ
、
Ｂ
号
機
）

①
本
体
外
観
点
検
、
②
寸
法
測
定
（
軸
受
取
付
部
）
、

③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
、
④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測

定
、
⑤
作
動
試
験
（
軸
受
温
度
測
定
、
振
動
測
定
）

原
２
課
－
1
0
－
1
2
7

A
、
B
号
機

①
フ
ァ
ン
本
体
、
軸
受
箱
及
び
モ
ー
タ
を
分
解
し
各
部

部
品
に
つ
い
て
外
観
点
検
結
果
：
良

②
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
（
Ａ
側

5
0
φ
+
1
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
2
.5
/
1
0
0
0
m
m
Ｂ
側

5
0
φ
+
1
/
1
0
0
0
m
m
、
5
5
φ
+
1
/
1
0
0
0
m
m
）
許
容
値
内
：

良 ③
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
,B
号
機
１
０
０
M
Ω
）
：
良

④
モ
ー
タ
巻
線
抵
抗
測
定
（
Ａ
側
R
-
S
:0
.7
6
5
Ω
、
S
-

T
:0
.7
6
4
Ω
、
R
-
T
:0
.7
6
4
Ω
、
Ｂ
側
:R
-
S
:0
.7
6
1
Ω
、
S
-

T
:0
.7
6
3
Ω
、
R
-
T
:0
.7
6
1
Ω
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
(3
%
以

内
）
：
良

⑤
作
動
試
験
に
よ
り
各
部
の
振
動
測
定
、
温
度
測
定
、

電
流
測
定
、
回
転
数
測
定
及
び
異
常
音
、
異
臭
点
検

結
果
：
良

A
、
B
号
機

フ
ァ
ン

フ
ァ
ン
側
、
プ
ー
リ
ー
側
軸
受
カ
バ
ー
、
軸
受
：
プ
リ
ー

側
6
3
1
0
Z
、
フ
ァ
ン
側
6
3
1
1
Z

Ｖ
ベ
ル
ト

フ
エ
ル
ト
リ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン

モ
ー
タ

軸
受
：
負
荷
側
６
３
０
９
Z
Z
、
反
負
荷
側
6
2
0
8
Z
Z

特
に
な
し

－ － － － － －
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表
10

.1
3－

3（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

Ａ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
２
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
4
個
）

Ａ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
２
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
４
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
4
個
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－ － － － － －

－ － －

特
に
な
し

特
に
な
し

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
の
み
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
の
磨
耗
は
あ
る
が
使
用
可
能

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

　
・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
寸
法
測
定
　
良
好

　
・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
３
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

　
・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
寸
法
測
定
　
良
好

　
・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
３
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

　
・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
寸
法
測
定
　
良
好

  
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
:許
容
値

±
3
0
/
1
0
0
0
以
内

負
荷
側
3
5
φ
反
負
荷
側
4
0
φ
（
A
側
,負
荷
側
垂
直

+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂
直

+
8
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
7
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側
負
荷
側
垂
直

+
8
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
5
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂
直

+
7
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
5
/
1
0
0
0
m
m
）

・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

－ － －

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と

修
理
状
況

（
法
令
報
告
事

象
以
外
の
も

の
）

交
換
部
品
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表
10

.1
3－

3（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と

修
理
状
況

（
法
令
報
告
事

象
以
外
の
も

の
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

絶
縁
抵
抗
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

５
－
１
０
１

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
絶
縁
抵
抗
検
査
　
良
好

（
３
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

①
軸
受
箱
の
交
換

①
電
動
機
２
台
（
経
年
化
対
策
と
し
て
実
施
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
４
個
）

②
Ｖ
ベ
ル
ト

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

－ －

特
に
な
し

第
8
回
定
期
点
検
か
ら
、
分
解
点
検
な
い
時
に
は
、

簡
易
点
検
と
し
て
絶
縁
抵
抗
測
定
及
び
作
動
検
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

－ － － －

特
に
な
し

特
に
な
し

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
電
動
機
の
交
換

・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

（
３
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
寸
法
測
定
　
良
好

  
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
:許
容
値

±
3
0
/
1
0
0
0
以
内

負
荷
側
3
5
φ
反
負
荷
側
4
0
φ
（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直

+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂

直
+
9
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
7
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側
負
荷
側

垂
直
+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
8
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷

側
垂
直
+
7
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
8
/
1
0
0
0
m
m
）

・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

　
・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
寸
法
測
定
　
良
好

  
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
:許
容
値

±
3
0
/
1
0
0
0
以
内

負
荷
側
3
5
φ
反
負
荷
側
4
0
φ
（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直

+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂

直
+
8
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
7
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側
負
荷
側

垂
直
+
9
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
7
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側

垂
直
+
6
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
7
/
1
0
0
0
m
m
）

・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好
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表
10

.1
3－

3（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と

修
理
状
況

（
法
令
報
告
事

象
以
外
の
も

の
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
フ
ァ
ン
A
、
B

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

作
動
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

①
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

①
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
4
個
）

②
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
４
個
）

②
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
4
個
）

③
V
リ
ン
グ

③
V
リ
ン
グ

④
オ
イ
ル
シ
ー
ル

④
オ
イ
ル
シ
ー
ル

⑤
軸
シ
ー
ル

⑤
軸
シ
ー
ル

⑥
Ｖ
ベ
ル
ト

①
軸
受
箱
の
交
換

②
第
1
3
回
定
期
点
検
は
、
停
止
期
間
が
長
期
に
な

る
た
め
、
前
回
定
期
点
検
と
同
様
に
分
解
点
検
を
実

施
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

  
・
軸
受
嵌
合
い
寸
法
測
定
　
良
好

（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直
+
0
.5
μ
m
、
水
平
+
0
.5
μ
m
､反

負
荷
側
垂
直
+
1
.0
μ
m
、
水
平
+
1
.0
μ
m
、
Ｂ
側
負
荷

側
垂
直
+
0
.5
μ
m
、
水
平
+
0
.5
μ
m
､反
負
荷
側
垂
直

+
1
.0
μ
m
、
水
平
+
1
.0
μ
m
）

 ・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

 ・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

  
・
軸
受
嵌
合
い
寸
法
測
定
　
良
好

（
Ａ
側
,負
荷
側
-
0
.5
μ
m
､反
負
荷
側
+
1
.0
μ
m
、
Ｂ

側
負
荷
側
+
0
.5
μ
m
、
反
負
荷
側
+
1
.0
μ
m
）

 ・
軸
受
箱
内
径
寸
法
測
定

（
メ
ー
カ
許
容
寸
法
：
0
～
＋
2
5
/
1
0
0
m
m
,A
号
機
：
負

荷
側
最
大
-
1
5
.5
m
m
,反
負
荷
側
最
大
＋
３
．
５
ｍ

ｍ
、
Ｂ
号
機
：
負
荷
側
最
大
＋
６
ｍ
ｍ
,反
負
荷
側
最

大
＋
９
ｍ
ｍ
）
、

 ・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

 ・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

①
Ｂ
号
機
軸
受
箱
内
径
計
測
結
果
一
部
に
磨
耗
あ

り
、
フ
ァ
ン
側
反
負
荷
側
軸
受
箱
内
の
オ
イ
ル
シ
ー

ル
が
焼
け
て
い
た
。
Ｖ
ベ
ル
ト
の
張
り
す
ぎ
に
よ
り
軸

受
箱
磨
耗
オ
イ
ル
シ
ー
ル
が
焼
け
た
も
の
と
推
定
さ

れ
た
。
軸
受
箱
オ
イ
ル
シ
ー
ル
交
換
し
、
Ｖ
ベ
ル
ト
張

り
調
整
実
施

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
け
振
動
温
度
　
良
好

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

4（
1／

3 
）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

点
検
機
器

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

点
検
項
目

分
解
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。

①
羽
根
車
、
軸
、
軸
受
箱
、
軸
受
、
継
手
に
有
意
な
傷
、
変
形
、
磨
耗
、
破
損

の
無
い
こ
と
。

②
主
軸
、
羽
根
車
ホ
イ
ー
ル
セ
ン
タ
溶
接
部
及
び
シ
ャ
フ
ト
キ
ー
溝
部
に
欠

陥
の
無
い
こ
と
（
P
T
検
査
）
。

③
主
軸
の
軸
受
嵌
め
合
い
部
の
寸
法
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値

<
+
3
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
（
取
り
付
け
部
磨
耗
状
態
確
認
）
。

④
軸
受
箱
の
内
径
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値
<
+
4
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
。

⑤
分
解
点
検
前
後
に
固
定
子
巻
線
、
電
動
機
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
抵
抗

を
D
C
5
0
0
V
メ
ガ
で
測
定
し
5
M
Ω
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑥
巻
線
抵
抗
検
査
前
後
に
固
定
子
巻
線
の
巻
線
抵
抗
を
ダ
ブ
ル
ブ
リ
ッ
ジ

で
測
定
し
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
が
3
％
以
内
で
あ
る
こ
と
。

作
動
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。

①
軸
受
振
動
（
羽
根
側
）
が
3
0
μ
m
（
全
振
幅
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
軸
受
温
度
が
周
囲
温
度
＋
4
0
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
各
相
電
流
を
ク
ラ
ン
プ
メ
ー
タ
で
測
定
し
、
電
圧
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
率
が
1
％
以
内
の
時
に
電
流
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
5
％
以
内
で
あ
る

こ
と
。

同
左

同
左

作
動
検
査
と
し
て
振
動
計
測
、
バ
ラ
ン
ス
調
整
、
モ
ー
タ
電
流

計
測
、
気
密
テ
ス
ト
、
風
量
測
定
を
実
施

同
左

同
左

作
動
検
査
と
し
て
振
動
計
測
、
バ
ラ
ン
ス
調
整
、
モ
ー
タ
電
流
計
測
、
気
密
検

査
（
ケ
ー
シ
ン
グ
）
、
風
量
測
定
を
実
施

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

な
し
（
第
1
3
回
施
設
定
期
自
主
検
査
で
は
上
記
検
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
二

課
業
務
完
了
通
知
書
等
の
点
検
記
録
な
し
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

な
し

分
解
検
査
：

①
記
録
な
し
。

②
記
録
な
し
。

③
記
録
な
し
。

④
記
録
な
し
。

⑤
記
録
な
し
。

⑥
記
録
な
し
。

作
動
検
査
：

①
水
平
：
6
、
9
、
9
、
6
（
負
荷
側
）
、
5
.5
、
4
、
4
、
5
.5
（
反
負
荷

側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

　
　
鉛
直
：
5
、
3
.5
、
3
.5
、
5
（
負
荷
側
）
、
4
.5
、
3
、
3
、
4
.5
（
反

負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

②
記
録
な
し
。

③
0
％
（
全
号
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
5
-
1
5
9
（
機
器
冷
却
フ
ァ
ン
、
再
循
環
フ
ァ
ン
分
解
点

検
）

分
解
検
査
：
記
録
な
し

作
動
検
査
:

①
水
平
：
3
2
,2
9
,1
2
,1
3
（
負
荷
側
）
、
3
0
,3
0
,8
,8
（
反
負
荷

側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

　
　
鉛
直
：
3
2
,3
2
,1
5
,1
4
（
負
荷
側
）
、
2
3
,3
0
,1
6
,1
4
（
反
負
荷

側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

②
2
6
,2
2
,4
5
,4
1
.5
（
負
荷
側
）
、
3
1
,2
4
.5
,4
6
,4
3
（
反
負
荷

側
）
・
・
・
良

③
記
録
な
し
。

そ
の
他
：
ア
ク
リ
ル
板
交
換
に
伴
う
気
密
テ
ス
ト
と
送
風
機
運

転
時
の
風
量
測
定
を
実
施
し
、
共
に
問
題
な
し
。

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
6
-
1
6
8
（
窒
素
ガ
ス
再
循
環
フ
ァ
ン
補
修
及
び
空
調
器

内
整
備
）

記
録
無
し
。

分
解
検
査
:

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
無
し
。
・
・
・
良

③
1
4
,4
,2
0
,8
（
負
荷
側
）
、
7
,1
,2
2
,1
2
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・

良 ④
記
録
な
し
（
目
視
点
検
、
打
診
点
検
は
問
題
な
し
）
。

⑤
1
0
0
M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
0
％
（
全
号
機
）
・
・
・
良

作
動
検
査
:

①
水
平
：
1
2
,9
,1
4
,1
3
（
負
荷
側
）
、
1
4
,9
,1
1
,1
0
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の

順
番
・
・
・
良

　
　
鉛
直
：
2
0
,1
5
,2
8
,1
5
（
負
荷
側
）
、
1
0
,1
8
,2
8
,2
8
（
反
負
荷
側
）

A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

②
2
7
,3
4
,4
1
,3
8
（
負
荷
側
）
、
3
1
,2
2
,2
3
,2
4
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

③
4
.4
5
,3
.8
0
,4
.4
9
,2
.7
8
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
6
0
-
8
1
（
格
納
容
器
窒
素
雰
囲
気
系
フ
ァ
ン
の
点
検
）

交
換
部
品

特
に
な
し

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
交
換
（
電
動
機
、
フ
ァ
ン
共
）
,Ⅴ
ベ
ル
ト
交
換
（
3
本
/
台
）

「
非
定
期
交
換
部
品
」

特
に
な
し

「
定
期
交
換
部
品
」

特
に
な
し

「
非
定
期
交
換
部
品
」

点
検
扉
（
鋼
製
か
ら
ア
ク
リ
ル
板
に
変
更
）

連
続
運
転
の
結
果
、
特
に
問
題
が
無
い
た
め
、
前
回
の
反
映

事
項
（
電
動
機
ワ
ニ
ス
処
理
、
ウ
エ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
、
電
動
機
交

換
）
の
実
施
を
取
り
止
め
た
。

特
に
な
し

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
、
V
ベ
ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

・
電
動
機
回
転
子
巻
き
線
の
ワ
ニ
ス
処
理
を
計
画
す
る
。

・
ウ
エ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
次
回
計
画
す
る
。

・
電
動
機
軸
受
の
外
輪
が
回
っ
て
い
る
傷
が
発
見
さ
れ
た
。

次
回
電
動
機
軸
受
交
換
を
計
画
す
る
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

4（
2／

3 
）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

同
左

作
動
検
査
と
し
て
振
動
計
測
、
バ
ラ
ン
ス
調
整
、
モ
ー
タ
電
流
計
測
、
風
量
測

定
を
実
施

同
左

同
左

作
動
検
査
と
し
て
振
動
計
測
、
モ
ー
タ
電
流
計
測
、
風
量
測
定
を
実
施

同
左

作
動
検
査
と
し
て
振
動
計
測
、
モ
ー
タ
電
流
計
測
を
実
施

分
解
検
査
:

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
無
し
。
・
・
・
良

③
7
,7
,2
0
,9
（
負
荷
側
）
、
1
2
,7
,2
3
,1
2
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・

良 ④
記
録
な
し
（
目
視
点
検
、
打
診
点
検
は
問
題
な
し
）
。

⑤
1
0
0
M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
0
％
（
全
号
機
）
・
・
・
良

作
動
検
査
:

①
水
平
：
1
9
,3
5
,1
7
,9
（
負
荷
側
）
、
2
9
,3
5
,2
4
,1
1
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の

順
番
・
・
・
否
→
良

（
バ
ラ
ン
ス
調
整
後
：
1
8
,1
4
,1
5
,-
（
負
荷
側
）
、
2
5
,2
4
,8
,-
（
反
負
荷
側
）

A
,B
,C
,-
の
順
番
）

　
鉛
直
：
2
6
,2
7
,4
8
,1
6
（
負
荷
側
）
、
2
5
,1
5
,3
3
,1
6
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の

順
番
・
・
・
否
→
良

（
バ
ラ
ン
ス
調
整
後
：
2
1
,1
8
,9
,-
（
負
荷
側
）
、
2
3
,1
3
1
0
,-
（
反
負
荷
側
）

A
,B
,C
,-
の
順
番
）

②
2
9
.2
,2
7
.1
,2
5
.6
,3
3
.6
（
負
荷
側
）
、
2
0
.6
,2
0
.6
,2
6
.4
,2
5
.4
（
反
負
荷
側
）

A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

③
5
.3
,6
.0
,2
.5
,4
.3
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
否
（
但
し
、
こ
の
時
の
判
定
値
は

1
0
％
以
下
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
6
1
-
2
4
2
（
格
納
容
器
床
下
フ
ァ
ン
の
点
検
）
、
二
課
6
2
-
1
4
3
（
窒
素
再
循

環
フ
ァ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
）

記
録
無
し

（
外
観
、
電
気
、
作
動
検
査
共
に
良
好
。
保
守
作
業
報
告
書
（
№
.４
　
G
r-
０

６
）
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

分
解
検
査
:

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
無
し
。
・
・
・
良

③
1
0
,6
,1
8
,8
（
負
荷
側
）
、
1
0
,9
,1
6
,1
1
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・

良 ④
記
録
な
し
（
目
視
点
検
、
打
診
点
検
は
問
題
な
し
）
。

⑤
1
0
0
M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
0
,0
,0
.5
,0
.8
％
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査
:

①
水
平
：
2
6
,2
0
,1
8
,1
5
（
負
荷
側
）
、
2
8
,2
6
,1
0
,7
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の

順
番
・
・
・
良

　
鉛
直
：
1
9
,2
7
,8
,1
5
（
負
荷
側
）
、
2
6
,1
7
,1
1
,1
8
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の

順
番
・
・
・
良

②
4
4
,3
7
,4
2
,3
6
（
負
荷
側
）
、
3
7
,3
6
,2
1
,2
2
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

③
5
.1
,7
.0
,1
.2
,1
.8
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
否
（
但
し
、
こ
の
時
の
判
定
値
は

1
0
％
以
下
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
2
-
7
4
（
再
循
環
フ
ァ
ン
等
の
点
検
）

分
解
検
査
:

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
無
し
。
・
・
・
良

③
1
1
,8
,3
,5
（
負
荷
側
）
、
9
,8
,6
,6
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

④
記
録
な
し
（
目
視
点
検
、
打
診
点
検
は
問
題
な
し
）
。

⑤
1
0
0
M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
0
,1
.0
,1
.1
,0
.7
％
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査
:

①
水
平
：
8
,8
,3
,2
.2
（
負
荷
側
）
、
7
,7
,5
.4
,3
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

　
鉛
直
：
8
,8
,2
.8
,2
（
負
荷
側
）
、
7
,6
,3
.8
,3
.2
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

②
5
5
,5
1
,3
4
,3
2
（
負
荷
側
）
、
5
6
,5
3
,2
3
,2
9
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

③
6
.1
,3
.7
,1
2
.7
,1
1
.1
　
A
,B
,C
,D
の
順
番
・
・
・
否
（
但
し
、
こ
の
時
の
判
定
値

は
1
0
％
以
下
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
3
-
7
9
（
8
4
系
フ
ァ
ン
の
点
検
）

「
保
守
作
業
報
告
書
」

H
0
3
　
4
G
r-
0
8

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
、
V
ベ
ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

特
に
な
し

「
定
期
交
換
部
品
」

V
ベ
ル
ト

*

「
非
定
期
交
換
部
品
」

*:
保
守
作
業
報
告
書
（
№

.４
　

G
r-
０
６
）
・
・
・
Ｖ
ベ
ル
ト
交
換
し
た

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
（
フ
ェ
ル
ト
リ
ン
グ
）
、
V
ベ
ル

ト 「
非
定
期
交
換
部
品
」

フ
ァ
ン
出
口
の
布
製
た
わ
み
継
手
（
保
守
作
業
報
告
書
H
0
2
　
4
G
r-
0
9
）

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
*
共
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
（
フ
ェ
ル
ト
リ
ン
グ
）
、
V
ベ

ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

*
:５
Ｄ
電
動
機
の
み
軸
受
型
式
を
変
更
（
6
3
1
2
Ｚ
Ｚ
→
6
3
1
2
Ｖ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
）

A
,B
,C
号
機
の
軸
受
部
の
振
動
が
許
容
値
を
満
足
し
な
い
為
、
バ
ラ
ン
ス
調
整

を
行
っ
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

（
点
検
扉
を
Ｐ
Ｖ
Ｃ
化
す
る
た
め
に
強
度
計
算
を
行
っ
た
。
）
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表
10

.1
3－

4（
3／

3 
）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
再
循
環
フ
ァ
ン

同
左

同
左

同
左

同
左

分
解
検
査

:
①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
0,

0,
0,

0（
負
荷
側
）
、

0,
0,

0,
0（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

④
12

0,
50

,5
0,

50
（
負
荷
側
）
、

90
,4

0,
15

,1
5（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の

順
番
・
・
・
否

⑤
10

0M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
2.

8,
9.

1,
3.

1,
0％
　

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査

:
①
水
平
：
30

,2
0,

24
,1

7（
負
荷
側
）
、

36
,1

5,
11

,8
（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D

の
順
番
・
・
・
良

　
鉛
直
：
30

,1
8,

22
,3

1（
負
荷
側
）
、

30
,2

5,
14

,2
1（
反
負
荷
側
）

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

②
17

,2
0,

26
,2

9（
負
荷
側
）
、

13
,2

4,
27

,2
6（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

③
8.

7,
9.

4,
5.

2,
4.

4　
A

,B
,C

,D
の
順
番
・
・
・
否

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課

05
-1

01
（
84
系
フ
ァ
ン
の
点
検
）

分
解
検
査

:
①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
5,

1,
15

,1
5（
負
荷
側
）
、

1,
1.

5,
10

,1
0（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

④
記
録
な
し
（
目
視
点
検
は
問
題
な
し
）
。

⑤
10

0M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
0,

0,
0,

0.
8％
　

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査

:
①
水
平
：
25

,2
5,

11
,1

8（
負
荷
側
）
、

25
,2

5,
20

,1
0（
反
負
荷
側
）

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

　
鉛
直
：
20

,2
0,

18
,1

8（
負
荷
側
）
、

28
,2

5,
18

,1
6（
反
負
荷
側
）

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

②
23

,2
0,

32
,2

9（
負
荷
側
）
、

15
,1

5,
30

,2
9（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

③
0.

6,
0.

6,
0.

6,
0.

8　
A

,B
,C

,D
の
順
番
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課

07
-1

01
（
84
系
フ
ァ
ン
の
点
検
）

分
解
検
査

:
①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
0.

5,
0.

5,
1.

0,
1.

5（
負
荷
側
）
、

0.
5,

0.
5,

-1
.0

,1
.0
（
反
負
荷
側
）

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
否

④
記
録
な
し
（
目
視
点
検
は
問
題
な
し
）
。

⑤
10

0M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
0.

50
,0

.5
1,

0.
53

,0
.5

3％
　

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査

:
①
水
平
：
15

,3
6,

14
,1

3（
負
荷
側
）
、

23
,2

7,
9,

15
（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D

の
順
番
・
・
・
否

　
鉛
直
：
26

,5
2,

41
,2

7（
負
荷
側
）
、

37
,4

0,
18

,3
4（
反
負
荷
側
）

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
否

②
22

.5
,2

2.
0,

14
.0

,1
4.

5（
負
荷
側
）
、

25
.0

,2
2.

5,
23

.0
,2

3.
0（
反
負
荷

側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

③
5.

6,
3.

7,
2.

9,
2.

4　
A

,B
,C

,D
の
順
番
・
・
・
否
（
当
該
点
検
要
領
書
で
は

極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
無
い
こ
と
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課

10
-1

27
（
84
系
フ
ァ
ン
の
点
検
）

分
解
検
査

:
①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
0.

5,
0,

1.
5,

1（
負
荷
側
）
、

0.
5,

0.
5,

0.
5,

0.
5（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

④
記
録
な
し
（
目
視
点
検
は
問
題
な
し
）
。

⑤
10

0M
Ω
以
上
（
全
号
機
）
・
・
・
良

⑥
0.

5,
1.

53
,0

.5
,1

.5
8％
　

A
,B

,C
,D
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査

:
①
水
平
：
5,

5,
5,

15
（
負
荷
側
）
、

13
,6

,6
,1

2（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

　
鉛
直
：
9,

14
,5

,1
0（
負
荷
側
）
、

4,
8,

4,
7（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

②
15

,1
4,

14
,1

4（
負
荷
側
）
、

20
,2

0,
19

.5
,2

1（
反
負
荷
側
）
　

A
,B

,C
,D
の
順

番
・
・
・
良

③
4.

5,
4.

9,
3.

3,
3.

7　
A

,B
,C

,D
の
順
番
・
・
・
良
（
当
該
点
検
要
領
書
で
は
極
端

な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
無
い
こ
と
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」
二
課

12
-1

75
（
再
循
環
空
調
機
の
補
修
）
*、
二
課

13
-1

30
（
84
系
フ
ァ
ン
及
び
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
二
課

13
-1

46
（
再
循
環
空
調
機

コ
イ
ル
下
部
ケ
ー
シ
ン
グ
の
補
修
）
*二
課

13
-1

47
（
再
循
環
空
調
機
ケ
ー
シ
ン

グ
の
補
修
）
*、
二
課

14
-1

60
（
再
循
環
空
調
器
直
膨
コ
イ
ル
下
部
の
補
修
）
*、

二
課

15
-0

11
（
再
循
環
空
調
機
出
入
口
弁
操
作
ホ
ー
ス
の
交
換
）
*、
二
課

15
-

15
0（
「
常
陽
」
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
老
朽
化
対
策
に
関
す
る
設
計
検
討

作
業
）
* 

*:
関
連
工
事
と
し
て
記
載

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
（
フ
ェ
ル
ト
リ
ン
グ
）
、
V
ベ

ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

シ
ャ
フ
ト

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
（
フ
ェ
ル
ト
リ
ン
グ
）
、
V
ベ

ル
ト
「
非
定
期
交
換
部
品
」

シ
ャ
フ
ト
(C
、
D
号
機
の
み
）
、
プ
ー
リ
ー
（
フ
ァ
ン
、
電
動
機
共
）
、
外
扇
（
電
動

機
）
、
軸
受
箱
・
軸
受
カ
バ
ー

モ
ー
タ
電
動
機
ケ
ー
ブ
ル
用
フ
レ
キ
シ
ブ
チ
ュ
ー
ブ
（
耐
水
性
に
交
換
）

連
続
運
転
結
果
、
振
動
値
が
許
容
値
を
満
足
す
る
こ
と
か
ら
、
軸
受
箱
交
換

を
取
り
止
め
た
。

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
（
フ
ェ
ル
ト
リ
ン
グ
）
、
V
ベ
ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

骨
材
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
の
補
修
は
予
算
的
な
理
由
も
あ
り
、
別
途
計
画
を
検
討

す
る
。

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
V
ベ
ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

チ
ャ
ン
ネ
ル
ﾍ
ﾞｰ
ｽ
の
補
強
に
つ
い
て
は
別
途
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
今
回

実
施
は
行
わ
な
い
。

軸
受
部
振
動
（
５
A
,5
B
):
分
解
点
検
後
の
負
荷
運
転
に
お
い
て
振
動
値
が
許

容
値
を
満
足
せ
ず
、
羽
根
車
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
実
施
し
た
（
今
回
シ
ャ
フ
ト

交
換
に
伴
い
羽
根
車
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
）
。

Ⅴ
ベ
ル
ト
異
常
磨
耗
（
５
Ｃ
、
５
Ｄ
）
：
分
解
点
検
時
に
芯
の
確
認
を
行
っ
た

が
、
芯
の
狂
い
が
無
い
こ
と
か
ら
、
Ｖ
プ
ー
リ
ー
溝
の
磨
耗
が
原
因
と
思
わ
れ

る
(保
守
作
業
報
告
書
　
H
0
4
　
4
G
ｒ-
1
0
)。

軸
受
：
今
回
交
換
し
た
軸
受
部
に
ク
リ
ー
プ
現
象
(軸
受
外
輪
が
回
転
）
の
痕

跡
が
確
認
さ
れ
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

軸
受
箱
（
５
A
):
内
径
寸
法
測
定
の
結
果
、
軸
受
と
軸
受
箱
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
い
。
次
回
交
換
を
計
画
す
る
。

再
循
環
空
調
機
ケ
ー
シ
ン
グ
底
の
角
部
分
に
膨
ら
み
：
骨
材
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

と
外
板
の
鉄
板
と
の
間
に
腐
食
あ
り
。
補
修
工
事
を
計
画
す
る
。

フ
ァ
ン
運
転
時
振
動
：
チ
ャ
ン
ネ
ル
ベ
ー
ス
上
に
フ
ァ
ン
を
設
置
し
て
い
る
構

造
で
あ
る
為
、
剛
基
礎
設
置
に
比
べ
て
振
動
が
大
き
い
。
別
途
対
策
の
実
施

を
検
討
す
る
。

フ
ァ
ン
V
プ
ー
リ
ー
：
内
径
に
磨
耗
が
見
ら
れ
る
。
次
回
は
交
換
を
計
画
す
る
。
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表
10

.1
3－

5（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

点
検
機
器

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

点
検
項
目

分
解
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。

①
羽
根
車
、
軸
、
軸
受
箱
、
軸
受
、
継
手
に
有
意
な
傷
、
変
形
、
磨
耗
、
破
損
の
無
い
こ
と
。

②
主
軸
、
羽
根
車
ホ
イ
ー
ル
セ
ン
タ
溶
接
部
及
び
シ
ャ
フ
ト
キ
ー
溝
部
に
欠
陥
の
無
い
こ
と
（
P
T
検

査
）
。

③
主
軸
の
軸
受
嵌
め
合
い
部
の
寸
法
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値
<
+
3
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
（
取
り
付

け
部
磨
耗
状
態
確
認
）
。

④
軸
受
箱
の
内
径
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値
<
+
4
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
。

⑤
分
解
点
検
前
後
に
固
定
子
巻
線
、
電
動
機
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
抵
抗
を
D
C
5
0
0
V
メ
ガ
で
測

定
し
5
M
Ω
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑥
巻
線
抵
抗
検
査
前
後
に
固
定
子
巻
線
の
巻
線
抵
抗
を
ダ
ブ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
で
測
定
し
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

率
が
3
％
以
内
で
あ
る
こ
と
。

作
動
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。

①
軸
受
振
動
（
羽
根
側
）
が
3
0
μ
m
（
全
振
幅
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
軸
受
温
度
が
周
囲
温
度
＋
4
0
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
各
相
電
流
を
ク
ラ
ン
プ
メ
ー
タ
で
測
定
し
、
電
圧
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
が
1
％
以

内
の
時
に
電
流
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
5
％
以
内
で
あ
る
こ
と
。

同
左

同
左

同
左

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
（
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ロ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
、
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
、
サ
イ
ド
カ
バ
ー
等
の
外
観
確

認
）
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
A
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+
5
、
ギ
ヤ
側
：
+
1
0
・
・
・
良

　
　
B
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+
5
、
ギ
ヤ
側
：
+
1
0
・
・
・
良

④
記
録
な
し

⑤
１
０
０
０
Ｖ
メ
ガ
で
２
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑥
記
録
な
し

作
動
検
査
：

①
水
平
1
2
,6
（
負
荷
側
）
、
1
0
,1
4
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

　
　
鉛
直
1
8
,1
5
（
負
荷
側
）
、
1
6
,1
0
（
反
負
荷
側
）
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

②
4
8
,4
8
（
負
荷
側
）
、
4
9
,4
7
（
反
負
荷
側
）
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

③
記
録
な
し

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
4
-
2
3
0
（
回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ー
ブ
ロ
ワ
点
検
）

記
録
な
し
。

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

記
録
な
し
。

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
（
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ロ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
、
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
、
サ
イ
ド
カ
バ
ー
等
の
外
観

確
認
）
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
A
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+
5
、
ギ
ヤ
側
：
+
1
0
・
・
・
良

　
　
B
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+
5
、
ギ
ヤ
側
：
+
1
0
・
・
・
良

④
記
録
な
し

⑤
1
0
0
M
Ω
以
上
（
A
,B
共
）
・
・
・
良

⑥
1
.5
％
、
1
.3
％
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
水
平
6
,3
（
負
荷
側
）
、
8
,9
（
反
負
荷
側
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

　
　
鉛
直
9
,1
9
（
負
荷
側
）
、
1
0
,1
2
（
反
負
荷
側
）
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

②
4
8
,4
9
（
負
荷
側
）
、
4
9
,5
2
（
反
負
荷
側
）
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

③
記
録
な
し

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
8
-
8
7
（
回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ー
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）

交
換
部
品

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
電
動
機
、
ブ
ロ
ワ
共
）
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
液
面
計
、
O
リ
ン
グ
、
星
型
座
金
、
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
、

Ｖ
ベ
ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
電
動
機
、
ブ
ロ
ワ
共
）
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
液
面
計
、
O
リ
ン
グ
、
星
型
座
金
、
シ
ー
ト

パ
ッ
キ
ン
、
Ｖ
ベ
ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

・
ロ
ー
タ
ス
テ
ー
タ
ワ
ニ
ス
処
理
：

・
ブ
ー
リ
ー
（
Ｂ
号
機
の
み
）
：
プ
ー
リ
ー
駆
動
側
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
と
駆
動
側
ロ
ー
タ
が
接
触
し
、
そ
り
が

生
じ
て
い
た
。
当
該
箇
所
を
ヤ
ス
リ
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
修
正
し
、
皿
ビ
ス
に
て
増
し
締
め
調
整
し

た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

5（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
（
Ｂ
号
機
の
み
）

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

記
録
な
し
。

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
9
-
6
9
（
回
転
プ
ラ
グ
ブ
ロ
ワ
撤
去
及
び
短
管
取

り
付
け
作
業
）
・
・
・
Ｓ
５
９
．
１
１
．
１
６
に
実
施

ブ
ー
ス
タ
ー
ブ
ロ
ワ
A
号
機
を
撤
去
し
、
そ
の
位
置
に

短
管
を
挿
入
し
た
。

記
録
な
し
。

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

記
録
な
し
。

（
外
観
、
電
気
、
作
動
検
査
共
に
良
好
。
保
守
作
業
報

告
書
（
№
.４
　
G
r-
０
６
）
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
（
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ロ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
、
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
、
サ
イ
ド
カ

バ
ー
等
の
外
観
確
認
）
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
記
録
な
し

④
記
録
な
し

⑤
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑥
0
.3
％
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
水
平
1
1
（
負
荷
側
）
、
1
0
（
反
負
荷
側
）
・
・
・
良

　
　
鉛
直
9
（
負
荷
側
）
、
7
（
反
負
荷
側
）
・
・
・
良

②
5
2
.3
（
負
荷
側
）
、
4
8
.5
（
反
負
荷
側
）
・
・
・
良

③
0
%
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
2
-
7
6
（
回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）

記
録
な
し
。

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

「
定
期
交
換
部
品
」

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
、
V

ベ
ル
ト
*

「
非
定
期
交
換
部
品
」

*
:保
守
作
業
報
告
書
（
№
.４
　
G
r-
０
６
）
・
・
・
Ｖ
ベ
ル
ト

交
換
し
た

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ｖ
ベ
ル
ト
、
潤
滑
油

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

「
非
定
期
交
換
部
品
」

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

5（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

窒
素
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

回
転
プ
ラ
グ
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ

同
左

同
左

同
左

同
左

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
（
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ロ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
、
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
、
サ

イ
ド
カ
バ
ー
等
の
外
観
確
認
）
・
・
・
良

②
～
⑥
記
録
な
し
（
新
製
品
の
た
め
な
し
。
工
場
製
作
時
試
験
検
査

記
録
は
別
途
有
り
。
）

作
動
検
査
：

①
水
平

6.
0,

6.
0（
負
荷
側
）
、

6.
6,

4.
8（
反
負
荷
側
）
　

A
,B
の
順

番
・
・
・
良

　
　
鉛
直

5.
0,

8.
6（
負
荷
側
）
、

5.
9,

6.
2（
反
負
荷
側
）
A

,B
の
順

番
・
・
・
良

②
51

,4
8（
負
荷
側
）
、

45
,4

5（
反
負
荷
側
）
A

,B
の
順
番
・
・
・
良

③
8.

5%
、

7.
6%
・
・
・
否

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課

04
-9

2（
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
ブ
ロ
ワ
の
購
入
）
、
二
課

05
-4

5（
84

系
回
転
プ
ラ
グ
冷
却
ブ
ロ
ワ
の
更
新
）

記
録
な
し
。

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
（
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ロ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
、
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
、
サ

イ
ド
カ
バ
ー
等
の
外
観
確
認
）
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
A
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+1
、
ギ
ヤ
側
：
+1
・
・
・
良

　
　

B
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+1
、
ギ
ヤ
側
：
+1
・
・
・
良

④
記
録
な
し

⑤
10

0M
Ω
以
上
（
A

,B
共
）
・
・
・
良

⑥
0.

65
％
、

0.
65
％
　

A
,B
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
水
平

13
,1

2（
負
荷
側
）
、

11
,9
（
反
負
荷
側
）
　

A
,B
の
順
番
・
・
・

良 　
　
鉛
直

10
,9
（
負
荷
側
）
、

9,
10
（
反
負
荷
側
）
A

,B
の
順
番
・
・
・
良

②
50

.0
,4

8.
0（
負
荷
側
）
、

48
.5

,4
8.

0（
反
負
荷
側
）
A

,B
の
順

番
・
・
・
良

③
8.

2％
、

B
号
機
記
録
無
し
（
乱
丁
）
・
・
・
否

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課

10
-1

27
（
84
系
フ
ァ
ン
の
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
（
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ロ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
、
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
、
サ

イ
ド
カ
バ
ー
等
の
外
観
確
認
）
・
・
・
良

②
記
録
な
し

③
A
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+1

.5
、
ギ
ヤ
側
：
+1

.5
・
・
・
良

　
　

B
号
機
　
プ
ー
リ
ー
側
：
+1

.8
、
ギ
ヤ
側
：
+1

.5
・
・
・
良

④
記
録
な
し

⑤
10

0M
Ω
以
上
（
A

,B
共
）
・
・
・
良

⑥
0.

5％
、

0.
5％
　

A
,B
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
水
平

5,
3（
負
荷
側
）
、

5,
4（
反
負
荷
側
）
　

A
,B
の
順
番
・
・
・
良

　
　
鉛
直

7,
3（
負
荷
側
）
、

6,
3（
反
負
荷
側
）
A

,B
の
順
番
・
・
・
良

②
41

,4
0（
負
荷
側
）
、

41
,4

0.
5（
反
負
荷
側
）
A

,B
の
順
番
・
・
・
良

③
6.

8％
、

4.
9％
・
・
・
否
（
当
該
要
領
書
の
判
定
値
は
極
端
な
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
な
い
こ
と
）

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課

13
-1

30
（
84
系
フ
ァ
ン
の
点
検
）
,

「
定
期
交
換
部
品
」

「
非
定
期
交
換
部
品
」

ブ
ロ
ワ
本
体
・
電
動
機
、
ブ
ロ
ワ
入
口
・
出
口
弁
の
定
期
点
検
用
部
品

「
定
期
交
換
部
品
」

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
）
、
潤
滑
油
、
軸
シ
ー
ル
、
V
ベ
ル
ト

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
フ
ァ
ン
、
モ
ー
タ
共
）
、
潤
滑
油
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
、
V
ベ
ル

ト 「
非
定
期
交
換
部
品
」

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

6（
1／

2）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
機
器
冷
却
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

３
．
２
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

３
．
2
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

３
．
2
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

(１
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン
A
,B

(1
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン
A
,B

(1
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン
A
,B

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
4
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
4
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
４
個
）

V
リ
ン
グ

Ｖ
ベ
ル
ト

オ
イ
ル
シ
ー
ル

V
リ
ン
グ

軸
シ
ー
ル

オ
イ
ル
シ
ー
ル

軸
シ
ー
ル

－
－

－
－

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

－
－

モ
ー
タ
回
転
子
巻
線
の
ワ
ニ
ス
処
理

固
定
子
巻
線
の
く
さ
び
劣
化
の
た
め
、
巻
線
巻
き
替

え

第
2
回
点
検
の
反
映
事
項
の
モ
ー
タ
回
転
子
巻
線
の

ワ
ニ
ス
処
理
固
定
子
巻
線
の
く
さ
び
劣
化
の
た
め
、
巻

線
巻
き
替
え
に
つ
い
て
は
、
点
検
結
果
に
問
題
な
い

た
め
実
施
せ
ず

交
換
部
品

－

特
に
な
し

－
－

－

①
外
観
点
検
（
点
検
報
告
で
記
載
な
し
）
  良
好

②
分
解
点
検

・
フ
ァ
ン
の
羽
根
の
外
観
点
検
　
良
好

・
フ
ァ
ン
軸
箱
分
解
点
検
（
軸
受
寸
法
測
定
、
交
換
・

オ
イ
ル
交
換
・
各
部

　
清
掃
）
　
良
好

・
モ
ー
タ
の
分
解
点
検
（
軸
受
寸
法
測
定
、
交
換
、
絶

縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
シ
ャ
フ
ト
振
れ
測

定
）
固
定
子
巻
線
く
さ
び
劣
化
、
回
転
子
コ
イ
ル
ワ
ニ
ス
劣

化

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）
　
良
好

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

　
・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
寸
法
測
定
　
良
好

  
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
負
荷
側
3
5
φ

反
負
荷
側
4
0
φ
（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直

+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂

直
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
1
2
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側
負
荷

側
垂
直
+
7
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
7
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷

側
垂
直
+
8
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
7
/
1
0
0
0
m
m
）

・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

①
外
観
点
検
（
点
検
報
告
で
記
載
な
し
）
  良
好

②
分
解
点
検

・
フ
ァ
ン
の
羽
根
の
外
観
点
検
　
良
好

・
フ
ァ
ン
軸
箱
分
解
点
検
（
軸
受
寸
法
測
定
、
交
換
・

オ
イ
ル
交
換
・
各
部

　
清
掃
）
　
良
好

・
モ
ー
タ
の
分
解
点
検
（
軸
受
寸
法
測
定
、
交
換
、
絶

縁
抵
抗
測
定
、
巻
き
線
抵
抗
測
定
、
シ
ャ
フ
ト
振
れ
測

定
）
固
定
子
巻
線
楔
劣
化
、
回
転
子
コ
イ
ル
ワ
ニ
ス
劣
化

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

－ － －

－

－ －

特
に
な
し

－ － －

－

－
－

－
－

－
－

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
け
（
４
個
）

Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
け
（
４
個
）

Ｖ
ベ
ル
ト

－
－

－
－

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

6（
2／

2）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
機
器
冷
却
フ
ァ
ン
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

交
換
部
品

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

点
検
項
目

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

３
．
2
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

３
．
2
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

３
．
2
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

３
．
2
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

３
．
2
窒
素
雰
囲
気
調
整
系
設
備

(1
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン

(1
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン

(1
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン

(1
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン

(1
)機
器
冷
却
フ
ァ
ン

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

分
解
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

①
Ａ
プ
ー
リ
側
軸
受
け
カ
バ
ー

①
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

①
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
け
（
４
個
）

①
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

①
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

②
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
軸
箱
軸
受
（
４
個
）

②
電
動
機
２
台
（
経
年
化
対
策
と
し
て
実
施
）

②
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
け
（
４
個
）

②
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
４
個
）

②
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
４
個
）

③
Ａ
、
Ｂ
系
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
軸
受
（
４
個
）

③
Ａ
、
Ｂ
系
主
軸
の
交
換

③
V
リ
ン
グ

③
V
リ
ン
グ

③
V
リ
ン
グ

④
Ｖ
ベ
ル
ト

④
V
リ
ン
グ

④
オ
イ
ル
シ
ー
ル

④
オ
イ
ル
シ
ー
ル

④
オ
イ
ル
シ
ー
ル

⑤
V
リ
ン
グ

⑤
オ
イ
ル
シ
ー
ル

⑤
軸
シ
ー
ル

⑤
軸
シ
ー
ル

⑤
軸
シ
ー
ル

⑥
オ
イ
ル
シ
ー
ル

⑥
軸
シ
ー
ル

⑥
シ
ャ
フ
ト

⑦
軸
シ
ー
ル

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

A
号
機
オ
イ
ル
シ
ー
ル
全
数
劣
化
有
り
、
シ
ャ
フ
ト
シ
ー
ル
部

磨
耗
あ
り
Ａ
プ
ー
リ
側
軸
受
カ
バ
ー
交
換
実
施
。

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
寸
法
測
定
　
良
好

  
フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
負
荷
側
5
0
φ
反
負
荷

側
5
5
φ
（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直
+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平

+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂
直
+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平

+
8
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側
負
荷
側
垂
直
+
2
0
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平

+
2
0
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂
直
+
8
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平

+
9
/
1
0
0
0
m
m
）

・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

  
・
軸
受
嵌
合
い
寸
法
測
定
　
良
好

（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直
+
0
.5
μ
m
、
水
平
+
0
.5
μ
m
､反

負
荷
側
垂
直
+
1
.0
μ
m
、
水
平
+
1
.0
μ
m
、
Ｂ
側
負
荷

側
垂
直
+
0
.5
μ
m
、
水
平
+
0
.5
μ
m
､反
負
荷
側
垂
直

+
1
.0
μ
m
、
水
平
+
1
.0
μ
m
）

 ・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

 ・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
交
換
、
寸
法
測
定
　
良
好

フ
ァ
ン
主
軸
の
軸
受
取
付
部
の
寸
法
負
荷
側
5
0
φ
反

負
荷
側
5
5
φ
（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直
+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
、

水
平
+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷
側
垂
直

+
1
0
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
１
０
/
1
0
0
0
m
m
、
Ｂ
側
負
荷
側

垂
直
+
１
0
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
１
0
/
1
0
0
0
m
m
､反
負
荷

側
垂
直
+
１
０
/
1
0
0
0
m
m
、
水
平
+
１
０
/
1
0
0
0
m
m
）

 ・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

 ・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

  
・
軸
受
嵌
合
い
寸
法
測
定
　
良
好

（
Ａ
側
,負
荷
側
垂
直
+
0
.5
μ
m
、
水
平
+
0
.5
μ
m
､反

負
荷
側
垂
直
+
1
.0
μ
m
、
水
平
+
1
.0
μ
m
、
Ｂ
側
負
荷

側
垂
直
+
0
.5
μ
m
、
水
平
+
0
.5
μ
m
､反
負
荷
側
垂
直

+
1
.0
μ
m
、
水
平
+
1
.0
μ
m
）

 ・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

 ・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

（
１
）
外
観
検
査
（
Ａ
，
Ｂ
）

（
２
）
分
解
検
査
（
Ａ
,B
）

軸
オ
イ
ル
シ
ー
ル
部
磨
耗
あ
り
。

　
・
フ
ァ
ン
軸
受
け
 良
好

　
・
Ｖ
プ
ー
リ
溝
磨
耗
損
傷
な
し

・
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
外
径
に
錆
に
よ
る
虫
食
い
有
り
：

寸
法
測
定
　
良
好

・
モ
ー
タ
絶
縁
抵
抗
測
定
（
１
０
０
M
Ω
）
：
良

・
モ
ー
タ
固
定
子
、
回
転
子
、
本
体
　
軸
受
　
良
好

（
２
）
作
動
検
査
　
軸
受
振
動
温
度
　
良
好

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

①
フ
ァ
ン
シ
ャ
フ
ト
外
径
に
錆
に
よ
る
虫
食
い
が
有

る
た
め
、
主
軸
を
交
換
し
た
。

特
に
な
し

①
A
号
機
オ
イ
ル
シ
ー
ル
全
数
劣
化
有
り
、
シ
ャ
フ
ト
シ
ー
ル

部
磨
耗
あ
り
Ａ
プ
ー
リ
側
軸
受
カ
バ
ー
交
換
実
施
。

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
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表
10

.1
3－

7（
1／

5）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
冷
却
系
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

点
検
機
器

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

点
検
項
目

分
解
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。

①
羽
根
車
、
軸
、
軸
受
箱
、
軸
受
、
継
手
に
有
意
な
傷
、
変
形
、
磨
耗
、
破
損
の
無
い
こ
と
。

②
主
軸
、
羽
根
車
ホ
イ
ー
ル
セ
ン
タ
溶
接
部
及
び
シ
ャ
フ
ト
キ
ー
溝
部
に
欠
陥
の
無
い
こ
と
（
P
T
検
査
）
。

③
主
軸
の
軸
受
嵌
め
合
い
部
の
寸
法
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値
<
+
3
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
（
取
り
付
け
部
磨
耗

状
態
確
認
）
。

④
軸
受
箱
の
内
径
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値
<
+
4
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
。

⑤
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
カ
バ
ー
内
を
加
圧
し
漏
洩
の
無
い
こ
と
。

⑥
分
解
点
検
後
セ
ン
タ
リ
ン
グ
を
行
い
許
容
値
（
面
方
向
：
4
/
1
0
0
m
m
、
円
方
向
：
5
/
1
0
0
m
m
)以
内
で
あ
る
こ
と
。

⑦
分
解
点
検
前
後
に
固
定
子
巻
線
、
電
動
機
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
抵
抗
を
D
C
5
0
0
V
メ
ガ
で
測
定
し
5
M
Ω
以

上
で
あ
る
こ
と
。

⑧
巻
線
抵
抗
検
査
前
後
に
固
定
子
巻
線
の
巻
線
抵
抗
を
ダ
ブ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
で
測
定
し
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
が
3
％
以

内
で
あ
る
こ
と
。

⑨
自
動
給
油
装
置
の
動
力
ケ
ー
ブ
ル
、
制
御
ケ
ー
ブ
ル
及
び
計
装
ケ
ー
ブ
ル
の
各
相
間
、
対
地
間
の
絶
縁
抵

抗
を
D
C
5
0
0
V
メ
ガ
で
測
定
し
5
M
Ω
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
自
動
給
油
装
置
）

⑩
リ
リ
ー
フ
弁
が
所
定
の
圧
力
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
。
（
自
動
給
油
装
置
）

⑪
軸
受
部
の
給
油
量
が
目
安
値
（
2
g）
と
著
し
く
差
の
無
い
こ
と
。
（
自
動
給
油
装
置
）
　
注
:給
油
公
称
値
は
2
.5
ｃ
ｃ

/
回
（
2
.1
～
2
.7
ｃ
ｃ
/
回
）
　
（
機
器
設
計
仕
様
書
（
S
6
3
年
改
造
）
参
照
）
　
但
し
建
設
時
の
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
量
は
1
.9

～
2
.2
ｇ
/
回

作
動
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。
表
3
に
記
載
す
る
事
項
は
省
略
し
た
。

①
ブ
ロ
ワ
軸
受
カ
バ
ー
及
び
電
動
機
カ
バ
ー
、
給
油
装
置
へ
の
冷
却
風
量
が
所
定
流
量
（
軸
受
：
5
6
5
m
3
/
h
、
電

動
機
：
1
6
5
3
m
3
/
h
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

同
左

振
動
計
に
つ
い
て
健
全
性
確
認
の
た
め
の
加
振
試
験
を
実
施
し
た
。

同
左

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
8
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
2
0
（
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
8
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
（
モ
ー
タ
カ
バ
ー
の
み
）
。
・
・
・
良

⑥
1
/
1
0
0
(-
1
/
1
0
0
～
0
（
面
）
）
、
2
/
1
0
0
（
-
2
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.0
3
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.9
4
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.9
6
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
6
2
6
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
8
5
1
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
4
-
7
0
（
遮
コ
ン
ブ
ロ
ワ
振
動
計
補
修
）
,2
4
8
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
モ
ー
タ
分
解
点
検
）
,2
4
9
（
シ
ャ

コ
ン
ブ
ロ
ワ
A
号
機
点
検
に
伴
う
補
修
）
,2
5
1
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
4
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
3
/
1
0
0
(0
～
3
/
1
0
0
（
面
）
）
、
1
.2
/
1
0
0
（
0
～
+
1
.2
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.9
7
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.0
7
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.0
3
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
5
9
5
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
7
7
6
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
5
-
1
4
4
(遮
コ
ン
ブ
ロ
ワ
用
振
動
計
加
振
試
験
）
、
1
4
8
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）
,1
4
9

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
モ
ー
タ
ー
分
解
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
-
2
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
3
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
否
（
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
が
満
足
し
て
い
な
い
：
誤
計
測
の

可
能
性
大
）

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
.5
/
1
0
0
(-
1
.5
/
1
0
0
～
1
/
1
0
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
（
0
～
+
3
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
.3
8
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ

1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.9
9
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.0
1
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.9
3
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
8
5
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
1
5
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
7
-
5
4
（
遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷
却
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）
、
5
5
（
ペ
デ
ス
タ
ル
モ
ー
タ
の
分
解

点
検
）

交
換
部
品

「
定
期
交
換
部
品
」

ブ
ロ
ワ
軸
受
（
羽
根
側
、
継
手
側
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
継
手
連
結
ボ
ル
ト
及
び
ブ
ッ
シ
ュ
、
軸
シ
ー
ル
部
パ
ッ
キ

ン
、
モ
ー
タ
軸
受
（
負
荷
側
,反
負
荷
側
）
・
・
・
今
回
分
解
検
査
を
行
っ
た
A
号
機
の
み

「
非
定
期
交
換
部
品
」

溝
つ
き
割
り
ピ
ン
、
ブ
ロ
ワ
負
荷
側
軸
受
振
動
計
（
A
号
機
の
み
）
、
モ
ー
タ
用
パ
ワ
ー
ケ
ー
ブ
ル
端
子
（
A
号
機
の

み
）
、
モ
ー
タ
用
冷
却
配
管
内
フ
ィ
ル
タ
（
A
号
機
の
み
）
、
自
動
給
油
装
置
（
A
号
機
）
の
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、
ア
ク
リ

ル
カ
バ
ー
、
亀
裂
破
断
し
た
配
管

「
定
期
交
換
部
品
」

ブ
ロ
ワ
軸
受
（
羽
根
側
、
継
手
側
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
継
手
用
ブ
ッ
シ
ュ
、
モ
ー
タ
軸
受
（
負
荷
側
,反
負
荷

側
）
・
・
・
今
回
分
解
検
査
の
B
号
機
の
み

「
非
定
期
交
換
部
品
」

モ
ー
タ
用
パ
ワ
ー
ケ
ー
ブ
ル
端
子
（
B
号
機
の
み
）
、
振
動
計
（
B
号
機
の
み
）
、
吐
出
ダ
ン
パ
ー
モ
ー
タ
(B
号
機
）
、

吐
出
ダ
ン
パ
ー
キ
ー
（
両
号
機
）

前
回
の
反
映
事
項
：
ダ
ン
パ
交
換
は
運
転
上
問
題
な
い
た
め
取
り
止
め
、
振
動
計
は
取
扱
に
注
意
し
、
ダ
ク
ト
は
塗

装
し
た
。

「
定
期
交
換
部
品
」

羽
根
側
、
継
手
側
の
軸
受
（
A
号
機
の
み
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
継
手
用
ブ
ッ
シ
ュ
、
軸
シ
ー

ル
部
パ
ッ
キ
ン
、
モ
ー
タ
用
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

モ
ー
タ
用
冷
却
配
管
内
フ
ィ
ル
タ
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル

フ
レ
キ
シ
ブ
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
の
取
扱
に
つ
い
て
は
厳
密
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

・
振
動
計
の
補
修
:A
号
機
停
止
（
B
号
機
運
転
）
時
、
A
号
機
軸
受
振
動
値
の
指
示
あ
り
。
検
出
器
可
動
部
の
上
側

板
バ
ネ
が
変
形
し
て
お
り
当
該
部
品
を
交
換
し
た
。

・
ブ
ロ
ワ
と
モ
ー
タ
の
共
通
ベ
ー
ス
の
補
強
:鋼
製
ア
ン
グ
ル
で
補
強
し
た
。

・
モ
ー
タ
カ
バ
ー
の
補
強
:ク
ラ
ッ
ク
が
生
じ
て
い
た
た
め
溶
接
補
強
し
た
。

・
ケ
ー
ブ
ル
端
子
の
交
換
:モ
ー
タ
用
パ
ワ
ー
ケ
ー
ブ
ル
端
子
を
交
換
（
圧
着
→
圧
縮
）
し
た
。

・
モ
ー
タ
架
台
：
モ
ー
タ
架
台
を
補
強
し
た
。

・
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
動
力
ケ
ー
ブ
ル
（
Ｗ
相
）
端
子
に
過
熱
変
化
（
変
色
）
が
あ
り
、
全
相
ケ
ー

ブ
ル
を
交
換
し
た
。

次
回
反
映
事
項

・
吐
出
ダ
ン
パ
の
締
切
り
性
を
改
善
（
停
止
時
逆
回
転
防
止
）
を
計
画
す
る
。

・
振
動
計
の
取
扱
に
注
意
す
る
。

・
ダ
ク
ト
内
に
未
塗
装
部
分
が
あ
り
、
次
回
定
検
時
塗
装
を
行
う
。

・
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
に
つ
い
て
は
内
圧
が
低
い
為
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
は
低
い

が
、
同
様
の
管
理
を
行
う
。

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

7（
2／

5）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
冷
却
系
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

同
左

同
左

同
左

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
4
/
1
0
0
(-
2
/
1
0
0
～
2
/
1
0
0
（
面
）
）
、
2
/
1
0
0
（
-
2
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以

上
・
・
・
良

⑩
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.0
1
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.9
8
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.0
0
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
9
5
5
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
2
1
1
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
8
-
2
0
9
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）
、
2
1
0
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却

系
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
/
1
0
0
(0
～
2
/
1
0
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
（
-
2
.8
/
1
0
0
～
0
.2
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.0
1
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.9
8
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.0
0
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
1
2
2
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
3
3
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」
二
課
5
9
-
1
6
2
（
オ
ー
ト
グ
リ
ス
タ
不
具
合
点
検
・
補
修
）
・
・
・
運
転
期
間
中
（
5
9
年
9
月
1
日

発
生
、
同
年
1
0
月
3
1
日
か
ら
1
1
月
7
日
に
調
査
作
業
を
実
施
）

二
課
6
0
-
1
7
9
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
モ
ー
タ
の
点
検
）
、
二
課
6
0
-
1
8
0
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ

ワ
の
点
検
）
、
二
課
6
0
-
1
8
1
（
遮
コ
ン
ロ
ワ
の
補
修
）

「
改
造
計
画
書
」
二
課
6
0
-
1
0
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
用
オ
ー
ト
グ
リ
ス
タ
給
油
用
電
磁
弁
の
シ
ー
ケ
ン
ス
改
造
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
7
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良
（
新
シ
ャ
フ
ト
）

④
+
1
2
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
2
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
/
1
0
0
(0
～
2
/
1
0
0
（
面
）
）
、
1
.5
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
0
.5
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以

上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.9
8
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.9
7
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.0
１
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
9
4
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
2
8
9
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
6
1
-
2
3
8
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
用
モ
ー
タ
の
点
検
）
、
二
課
6
1
-
2
4
0
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ

点
検
）
、
二
課
6
1
-
2
4
5
（
「
常
陽
」
定
検
期
間
短
縮
の
為
の
設
備
改
造
に
伴
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系

ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ
の
製
作
）

「
定
期
交
換
部
品
」

羽
根
側
、
継
手
側
の
軸
受
（
B
号
機
の
み
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
モ
ー
タ
用
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

モ
ー
タ
用
冷
却
配
管
内
フ
ィ
ル
タ

「
定
期
交
換
部
品
」

オ
イ
ル

「
非
定
期
交
換
部
品
」

オ
ー
ト
グ
リ
ス
タ
系
統
内
グ
リ
ス
、
油
圧
切
り
換
え
弁
、
シ
ャ
フ
ト
、
サ
ク
シ
ョ
ン
ベ
ロ
ー

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
V
リ
ン
グ
、
モ
ー
タ
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

主
軸
（
シ
ャ
フ
ト
）
、
シ
ー
ル
カ
バ
ー
、
フ
ィ
ル
タ
、
熱
電
対
、
振
動
計
、
モ
ー
タ
、
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
、
切
り
替

え
ス
イ
ッ
チ
（
自
動
給
油
装
置
）

・
冷
却
配
管
中
の
フ
ィ
ル
タ
ー
か
ら
放
射
能
汚
染
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
除
染
し
て
交
換
し
た
。

・
サ
ク
シ
ョ
ン
ベ
ロ
ー
：
サ
ク
シ
ョ
ン
ベ
ロ
ー
（
短
管
ベ
ロ
ー
部
）
に
2
箇
所
の
亀
裂
が
発
見
さ
れ
た
の
で
交
換
し
た
。

・
多
少
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
。

・
モ
ー
タ
：
モ
ー
タ
軸
受
ハ
ウ
ジ
ン
グ
内
径
に
傷
あ
り
。
負
荷
側
は
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
現
象
、
反
負
荷
側
は
ク
リ
ー
プ
現

象
が
発
生
し
た
。
こ
の
処
置
と
し
て
モ
ー
タ
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
内
面
に
低
温
溶
射
加
工
を
行
っ
た
。

・
オ
ー
ト
グ
リ
ス
タ
盤
改
造
：
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
頻
度
を
1
回
/
日
か
ら
1
回
/
(1
0
日
～
2
0
日
)に
変
更
。
電
磁
弁
の
閉
タ
イ
ミ
ン

グ
を
ポ
ン
プ
停
止
直
後
か
ら
約
6
時
間
の
タ
イ
マ
ー
を
設
け
た
（
電
磁
弁
の
過
電
流
対
策
）
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

7（
3／

5）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
冷
却
系
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
、
但
し
、
自
動
給
油
装
置
の
移
設
と
モ
ー
タ
交
換
に
伴
い
B
号
機
も
一
部
点
検
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

同
左

同
左

同
左

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
3
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
3
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
1
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
1
.5
/
1
0
0
,4
.5
/
1
0
0
(-
1
/
1
0
0
～
0
.5
/
1
0
0
,-
3
.5
/
1
0
0
～
1
/
1
0
0
（
面
）
）
、
1
.5
/
1
0
0
,5
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
0
.5
/
1
0
0
,-

4
.5
/
1
0
0
～
0
.5
/
1
0
0
（
円
）
）
 A
,B
の
順
番
・
・
・
良
（
B
号
機
の
面
が
否
）

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
.2
8
%
,0
.2
8
%
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.2
7
cc
、
2
.3
8
cc
、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.3
1
cc
、
2
.3
3
cc
、
ブ
ロ
ワ
：
2
.4
3
cc
、
2
.4
3
cc
　
A
,B
の
順
番
・
・
・

良 作
動
検
査
：

①
6
9
0
m
3
/
h
、
6
9
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
0
4
0
m
3
/
h
、
2
0
4
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」
二
課
6
3
-
1
6
7
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
二
課
6
3
-
1
9
3
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系

ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ
交
換
工
事
）
 「
改
造
計
画
書
」
二
課
6
3
-
0
8
(B
)（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ
交
換
工

事
）
、
[保
守
作
業
報
告
書
] 
S
6
3
 4
G
r-
0
3

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
6
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
/
1
0
0
(0
～
2
/
1
0
0
（
面
）
）
、
2
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
1
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
M
Ω
以
上
（
電
動
機
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
共
）
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ

1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.9
5
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.9
9
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.0
７
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
8
4
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
3
8
2
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
1
-
1
7
7
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
7
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
3
.2
/
1
0
0
(-
1
.7
/
1
0
0
～
1
.5
/
1
0
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
（
-
3
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
記
録
無
し
。

⑧
記
録
無
し
。

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
M
Ω
以

上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.3
2
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.3
1
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.3
0
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
1
3
1
4
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
5
2
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
3
-
1
2
9
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）

 「
保
守
作
業
報
告
書
」
　
H
0
3
　
4
G
r-
0
3

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
（
材
質
変
更
*
：
ニ
ト
リ
ル
ゴ
ム
→
バ
イ
ト
ン
）
、
モ
ー
タ
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

シ
ー
ル
カ
バ
ー
、
熱
電
対
、
モ
ー
タ
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
型
式
変
更
）
、
自
動
給
油
装
置
本
体
、
自
動
給
油
装
置
用
の
架
台
、

モ
ー
タ
架
台
、
冷
却
配
管
、
油
配
管

*
:保
守
作
業
報
告
書
（
N
O
.4
 Ｇ
ｒ-
0
3
)

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
（
材
質
変
更
：
ニ
ト
リ
ル
ゴ
ム
→
バ
イ
ト
ン
）
、
モ
ー
タ
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル

「
非
定
期
交
換
部
品
」

シ
ー
ル
カ
バ
ー

自
動
給
油
装
置
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ス
イ
ッ
チ
作
動
不
良
：
取
り
付
け
ね
じ
の
緩
み
に
よ
り
ス
イ
ッ
チ
ホ
ル
ダ
ー
の
位
置
が
ズ
レ
、
接

点
が
動
作
不
良
と
な
っ
た
。
取
り
付
け
ネ
ジ
の
頭
と
平
座
金
の
厚
さ
を
厚
く
し
て
、
接
触
面
積
を
増
や
し
た
。

9
B
モ
ー
タ
動
力
端
子
の
絶
縁
不
良
：
端
子
ボ
ッ
ク
ス
の
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
部
が
定
検
毎
の
取
り
外
し
に
よ
り
絶
縁
が
劣
化
し
た
。
別

の
位
置
に
新
し
い
端
子
を
取
り
付
け
た
。

M
Iケ
ー
ブ
ル
芯
線
の
絶
縁
不
良
：
芯
線
絶
縁
材
で
あ
る
テ
フ
ロ
ン
チ
ュ
ー
ブ
が
劣
化
し
た
。
当
該
箇
所
を
ガ
ラ
ス
チ
ュ
ー
ブ

に
交
換
し
た
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

7（
4／

5）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
冷
却
系
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
　
注
:モ
ー
タ
は
A
,B
号
機
共
実
施

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

同
左

同
左

点
検
要
領
書
に
お
け
る
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
量
2
.5
cc
（
2
.2
8
g）
⇒
密
度
は
約
0
.9
1
2

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
2
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
1
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
/
1
0
0
(0
～
2
/
1
0
0
（
面
）
）
、
1
/
1
0
0
（
0
～
1
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑧
0
％
･･
･良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.0
3
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.0
2
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.1
3
g・
・
・
良
（
要
領
書
判
定
値
：
1
.9
～
2
.2
ｇ
）

作
動
検
査
：

①
6
9
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
0
4
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
5
-
1
1
9
(格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
,二
課
0
5
-
1
2
0
（
遮
コ
ン
冷
却
系
モ
ー
タ
の
点
検
）
,二
課
0
5
-
1
7
3
（
遮
コ
ン
冷
却
系
冷
却
能
力

向
上
対
策
の
検
討
*
）
、
二
課
0
5
-
8
0
（
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
点
検
）
*
*
　
*
:遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
除
熱
機
能
維
持
の
た
め
、
遮
コ
ン
ブ
ロ
ワ
電
動
機
の
イ
ン

バ
ー
タ
制
御
化
に
関
す
る
適
用
性
検
討
　
、
*
*
:関
連
工
事
  
「
保
守
作
業
報
告
書
」
H
0
4
　
4
G
r-
0
3

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
0
(ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良
(新
品
）

④
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良
（
新
品
）

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
.8
/
1
0
0
(-
1
.5
/
1
0
0
～
1
.3
/
1
0
0
（
面
）
）
、
1
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑧
0
％
･･
･良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.0
7
、
2
.1
6
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.1
0
,2
.2
0
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.0
5
,2
.1
5
g　
A
,B
の
順
番
（
B
号
機
の
記
録
あ
る
た
め
参
考
に
記
載
）
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
6
9
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
1
6
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
7
-
1
8
2
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
設
備
の
点
検
）

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
共
）
、
軸
シ
ー
ル
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、

「
非
定
期
交
換
部
品
」

リ
ー
マ
ボ
ル
ト
＋
セ
ル
フ
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
、
オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
、
割
り
ピ
ン
、
回
り
止
め
、
シ
ー
ル
カ
バ
ー
、
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
、
ボ
ル
ト
、
ボ
ル

ト
ナ
ッ
ト

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
共
）
、
軸
シ
ー
ル
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、

「
非
定
期
交
換
部
品
」

シ
ャ
フ
ト
、
軸
受
箱
、
中
間
継
手
、
軸
受
カ
バ
ー
、
計
装
用
端
子
箱
、
リ
ー
マ
ボ
ル
ト
＋
セ
ル
フ
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
、
オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
、
割
り

ピ
ン
、
回
り
止
め
、
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
、
ボ
ル
ト
、
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト

特
に
な
し

軸
箱
ケ
ー
シ
ン
グ
の
外
部
よ
り
軸
受
中
間
継
手
へ
の
給
油
が
可
能
な
構
造
に
改
造
し
た
。

シ
ャ
フ
ト
：
経
年
劣
化
に
よ
り
軸
受
部
寸
法
が
減
滅
し
て
い
る
た
め
、
1
0
年
を
目
安
に
交
換
を
検
討
す
る
。

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

7（
5／

5）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
冷
却
系
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
,B
号
機
号
機
共
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
　
注
：
電
動
機
は
B
号
機
の
み

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置

同
左

点
検
要
領
書
に
お
け
る
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
量
2
.5
cc
（
2
.2
8
g）
⇒
密
度
は
約
0
.9
1
2

同
左

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
　
A
,B
共
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
5
、
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
2
0
、
+
1
5
(ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

④
+
2
0
、
+
2
0
、
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
+
2
0
、
+
1
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
　
A
,B
共
・
・
・
良

⑥
0
、
1
.5
/
1
0
0
(0
、
0
～
1
.5
/
1
0
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
,1
/
1
0
0
（
-
3
/
1
0
0
～
0
、
0
～
1
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
　
B
号
機
・
・
・
良

⑧
0
％
　
B
号
機
･･
･良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.4
6
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.4
9
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.5
0
g　
B
号
機
の
み
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
6
4
2
、
6
9
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
2
1
4
2
、
2
2
4
4
m
3
/
h
（
電
動
機
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
9
-
1
3
4
（
遮
コ
ン
系
バ
ル
ブ
の
交
換
）
*
、
二
課
1
0
-
1
2
8
（
遮
コ
ン
、
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
二
課
1
0
-
1
4
1
（
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
冷
却
水
温
度
計
の
交

換
）
*
、
二
課
1
0
-
4
9
（
遮
コ
ン
冷
却
ブ
ロ
ワ
振
動
計
点
検
）
、
二
課
1
0
-
8
8
（
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
点
検
）
*
　
　
*
:関
連
工
事
と
し
て
記
載

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
(ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
1
/
1
0
0
(-
1
/
1
0
0
～
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
（
0
～
3
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑧
0
％
･･
･良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス
イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
2
.3
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
2
.3
g、
ブ
ロ
ワ
：
2
.4
g　
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
6
1
8
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
8
8
4
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
1
3
-
1
3
0
（
8
4
系
フ
ァ
ン
及
び
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
二
課
1
3
-
1
8
6
（
遮
コ
ン
ブ
ロ
ワ
振
動
計
の
点
検
）
*
、
二
課
1
4
-
1
8
6
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ
の
点

検
）
*
、
二
課
1
4
-
1
7
0
（
遮
コ
ン
冷
却
系
モ
ー
タ
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
交
換
作
業
）
*
　
*
:関
連
工
事
と
し
て
記
載

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
*
共
）
、
軸
シ
ー
ル
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、
　
*
:電
動
機
は
B
号
機
の
み

「
非
定
期
交
換
部
品
」

軸
継
手
、
割
り
ピ
ン
、
回
り
止
め
、
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
、
ボ
ル
ト
、
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
、
フ
ィ
ル
タ
、
冷
却
用
カ
バ
ー
、
パ
ッ
キ
ン

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
共
）
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、

「
非
定
期
交
換
部
品
」

リ
ー
マ
ボ
ル
ト
＋
セ
ル
フ
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
、
割
り
ピ
ン

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
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表
10

.1
3－

8（
1／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

点
検
機
器

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

点
検
項
目

分
解
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。

①
羽
根
車
、
軸
、
軸
受
箱
、
軸
受
、
継
手
に
有
意
な
傷
、
変
形
、
磨
耗
、
破
損
の
無
い
こ
と
。

②
主
軸
、
羽
根
車
ホ
イ
ー
ル
セ
ン
タ
溶
接
部
及
び
シ
ャ
フ
ト
キ
ー
溝
部
に
欠
陥
の
無
い
こ
と
（
P
T
検
査
）
。

③
主
軸
の
軸
受
嵌
め
合
い
部
の
寸
法
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値
<
+
3
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
（
取
り
付
け
部
磨
耗
状
態
確
認
）
。

④
軸
受
箱
の
内
径
が
許
容
値
以
内
（
0
<
許
容
値
<
+
4
0
μ
m
）
で
あ
る
こ
と
。

⑤
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
カ
バ
ー
内
を
加
圧
し
漏
洩
の
無
い
こ
と
。

⑥
分
解
点
検
後
セ
ン
タ
リ
ン
グ
を
行
い
許
容
値
（
面
方
向
：
3
/
1
0
0
m
m
、
円
方
向
：
3
/
1
0
0
m
m
)以
内
で
あ
る
こ
と
。

⑦
分
解
点
検
前
後
に
固
定
子
巻
線
、
電
動
機
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
抵
抗
を
D
C
5
0
0
V
メ
ガ
で
測
定
し
5
M
Ω
以
上
で
あ
る
こ
と
。

⑧
巻
線
抵
抗
検
査
前
後
に
固
定
子
巻
線
の
巻
線
抵
抗
を
ダ
ブ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
で
測
定
し
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
が
3
％
以
内
で
あ
る
こ
と
。

⑨
自
動
給
油
装
置
の
動
力
ケ
ー
ブ
ル
、
制
御
ケ
ー
ブ
ル
及
び
計
装
ケ
ー
ブ
ル
の
各
相
間
、
対
地
間
の
絶
縁
抵
抗
を
D
C
5
0
0
V
メ
ガ
で
測

定
し
5
M
Ω
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
自
動
給
油
装
置
）
・
・
・
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
共
通
の
為
点
検
結
果
は
省
略

⑩
リ
リ
ー
フ
弁
が
所
定
の
圧
力
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
。
（
自
動
給
油
装
置
）
・
・
・
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
共
通
の
為
点
検
結
果
は
省
略

⑪
軸
受
部
の
給
油
量
が
目
安
値
（
1
g）
と
著
し
く
差
の
無
い
こ
と
。
（
自
動
給
油
装
置
）
　
注
:給
油
公
称
値
は
1
.6
ｃ
ｃ
/
回
（
1
.3
～
2
.0
ｃ
ｃ
/
回
）

（
機
器
設
計
仕
様
書
（
S
6
3
年
改
造
）
参
照
）
　
但
し
建
設
時
の
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
量
は
0
.6
～
0
.8
ｇ
/
回

作
動
検
査
：
主
要
な
点
検
項
目
を
以
下
に
示
す
。
表
3
に
記
載
す
る
事
項
は
省
略
し
た
。

①
ブ
ロ
ワ
軸
受
カ
バ
ー
及
び
電
動
機
カ
バ
ー
、
給
油
装
置
へ
の
冷
却
風
量
が
所
定
流
量
（
軸
受
：
5
6
5
m
3
/
h
、
電
動
機
：
1
6
5
3
m
3
/
h
）
以

上
で
あ
る
こ
と
。

同
左

同
左

出
口
ダ
ン
パ
交
換
に
伴
う
ダ
ン
パ
（
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
）
漏
洩
検
査
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー

タ
絶
縁
試
験
、
風
量
測
定
、
振
動
・
温
度
測
定
を
実
施
し
た
。

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
2
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
1
2
（
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
記
録
な
し
（
モ
ー
タ
カ
バ
ー
の
み
）
。
・
・
・
未
実
施

⑥
2
/
1
0
0
(-
1
/
1
0
0
～
+
1
/
1
0
0
（
面
）
）
、
2
/
1
0
0
（
-
2
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
1
.3
%
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
0
.6
6
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
0
.6
7
g、
ブ
ロ
ワ
：
0
.7
0
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
3
6
3
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
1
2
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
4
-
2
4
8
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
モ
ー
タ
分
解
点
検
）
,2
4
9
（
シ
ャ
コ
ン
ブ
ロ
ワ
A
号
機
点
検
に
伴
う
補
修
）
,2
5
1
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮

蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
.5
/
1
0
0
(-
1
～
1
.5
/
1
0
0
（
面
）
）
、
2
.5
/
1
0
0
（
0
～
+
2
.5
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
0
.7
0
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
0
.7
3
g、
ブ
ロ
ワ
：
0
.6
4
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
3
2
4
m
3
/
h
(軸
受
）
、
7
7
1
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
5
-
1
4
8
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）
,1
4
9
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

遮
蔽
体
冷
却
系
モ
ー
タ
ー
分
解
点
検
）
、
2
5
7
(ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ロ
ワ
B
号
機
軸
シ
ー

ル
カ
バ
ー
補
修
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
3
/
1
0
0
(-
3
/
1
0
0
～
0
（
面
）
）
、
1
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
.1
%
・
・
・
良

⑨
モ
ー
タ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
ロ
ー
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
切
り
替
え
ス

イ
ッ
チ
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑩
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
0
.6
3
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
0
.6
7
g、
ブ
ロ
ワ
：
0
.6
8
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
3
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
6
8
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
7
-
5
4
（
遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷
却
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）
、
5
5
（
ペ
デ
ス
タ
ル
モ
ー
タ

の
分
解
点
検
）
,7
9
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ロ
ワ
出
口
ダ
ン
パ
交
換
作
業
）

交
換
部
品

「
定
期
交
換
部
品
」

ブ
ロ
ワ
軸
受
（
羽
根
側
、
継
手
側
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
継
手
連
結
ボ
ル
ト
及
び
ブ
ッ
シ
ュ
、
軸
シ
ー
ル
部
パ
ッ
キ
ン
、
モ
ー
タ
軸
受
（
負
荷

側
,反
負
荷
側
）
・
・
・
今
回
分
解
検
査
を
行
っ
た
A
号
機
の
み

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

ブ
ロ
ワ
軸
受
（
羽
根
側
、
継
手
側
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
継
手
用
ブ
ッ
シ
ュ
、
モ
ー
タ

軸
受
（
負
荷
側
,反
負
荷
側
）
・
・
・
今
回
分
解
検
査
を
行
っ
た
B
号
機
の
み

「
非
定
期
交
換
部
品
」

フ
レ
キ
シ
ブ
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
６
ﾌ
ｯ
化
ゴ
ム
：
Ｆ
Ｒ
Ｍ
に
材
質
変
更
）

「
定
期
交
換
部
品
」

羽
根
側
、
継
手
側
の
軸
受
（
A
号
機
の
み
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
軸
シ
ー
ル
部
パ
ッ

キ
ン
、
継
手
用
ブ
ッ
シ
ュ
、
モ
ー
タ
用
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」
＊

出
口
ダ
ン
パ
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ
ー
タ
（
両
号
機
）
*

*
:第
一
回
の
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

・
防
錆
塗
装
:ブ
ロ
ワ
の
羽
根
車
、
ケ
ー
シ
ン
グ
の
塗
装
が
剥
が
れ
て
い
た
り
、
錆
が
浮
い
て
い
た
為
、
ケ
レ
ン
後
塗
装
を
実
施
し
た
（
A
号
機

の
み
）
。

・
モ
ー
タ
通
風
カ
バ
ー
改
造
:交
換
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
及
び
セ
ン
タ
リ
ン
グ
作
業
を
作
業
性
を
改
善
す
る
為
に
モ
ー
タ
通
風
カ
バ
ー
を
改
造
し

た

・
軸
シ
ー
ル
カ
バ
ー
（
フ
レ
キ
シ
ブ
ジ
ョ
イ
ン
ト
）
の
破
損
：
当
該
ゴ
ム
カ
バ
ー
の
分
解

調
査
（
Ｂ
号
機
の
み
）
結
果
に
基
づ
き
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
材
質
変
更
、
押
さ

え
金
具
の
板
厚
変
更
、
面
取
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
継
ぎ
目
の
接
着
剤
変

更
、
ボ
ル
ト
締
め
付
け
ト
ル
ク
管
理
を
行
っ
た
。

特
に
な
し

次
回
反
映
事
項

・
吐
出
ダ
ン
パ
の
締
切
り
性
の
改
善
（
停
止
時
逆
回
転
防
止
）
を
検
討
す
る
。

・
ダ
ク
ト
内
に
未
塗
装
部
分
あ
り
、
次
回
定
検
時
塗
装
を
検
討
す
る
。

・
軸
シ
ー
ル
カ
バ
ー
の
取
扱
い
を
徹
底
す
る
（
上
記
不
具
合
の
再
発
防
止
対
策
）
。
特
に
な
し
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表
10

.1
3－

8（
2／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

同
左

同
左

出
口
ダ
ン
パ
交
換
に
伴
う
ダ
ン
パ
（
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
）
漏
洩
検
査
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
モ
ー
タ
絶
縁
試
験
、
風
量
測
定
、
振
動
・
温
度
測
定
を
実
施
し
た
。

同
左

同
左

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
1
/
1
0
0
(0
～
１
/
1
0
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
（
-
2
.5
/
1
0
0
～
0
.5
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
.2
%
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
0
.7
5
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
0
.7
4
g、
ブ
ロ
ワ
：
0
.7
1
g・
・
・

良 作
動
検
査
：

①
2
6
6
m
3
/
h
(軸
受
）
、
4
2
2
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
5
8
-
2
0
9
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
分
解
点
検
）
、
2
1
0
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ﾓ
ｰ
ﾀ
の
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
記
録
な
し
。
・
・
・
未
実
施

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
1
/
1
0
0
(-
1
/
1
0
0
～
0
（
面
）
）
、
2
.5
/
1
0
0
（
0
～
2
.5
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
0
.6
3
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
0
.6
7
g、
ブ
ロ
ワ
：
0
.6
8
g・
・
・

良 作
動
検
査
：

①
3
9
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
7
9
0
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
6
0
-
1
7
9
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
モ
ー
タ
の
点
検
）
、
二
課
6
0
-

1
8
0
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
二
課
6
0
-
1
8
1
（
遮
コ
ン

ロ
ワ
の
補
修
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
7
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
7
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良
（
新
シ
ャ
フ
ト
）

④
+
2
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
1
/
1
0
0
(0
～
1
/
1
0
0
（
面
）
）
、
2
.8
/
1
0
0
（
-
2
.8
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
0
.7
1
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
0
.7
3
g、
ブ
ロ
ワ
：
0
.6
4
g・
・
・

良 作
動
検
査
：

①
4
1
5
m
3
/
h
(軸
受
）
、
3
6
9
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」
二
課
6
1
-
2
3
8
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
用
モ
ー
タ
の
点

検
）
、
二
課
6
1
-
2
4
0
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
ブ
ロ
ワ
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+1

0(
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、

+5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+1

0(
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、

+2
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2/

10
0(

-1
.5

/1
00
～

0.
5/

10
0（
面
）
）
、

2/
10

0(
-1

.5
/1

00
～

0.
5/

10
0(
円
）
）
・
・
・
良

⑦
10

00
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
の
デ
ー
タ
な
し
。
・
・
・
良

⑧
0%
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1.

73
cc
、

1.
75

cc
、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1.

76
cc
、

1.
64

cc
、
ブ
ロ
ワ
：
1.

78
cc
、

1.
75

cc
、

 A
,B
の
順
番
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
記
録
無
し

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」
二
課

63
-1

67
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）

「
定
期
交
換
部
品
」

羽
根
側
、
継
手
側
の
軸
受
（
B
号
機
の
み
）
、
軸
受
部
の
オ
イ
ル
、
モ
ー
タ
用

軸
受
「
非
定
期
交
換
部
品
」

な
し

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
部
の
オ
イ
ル

「
非
定
期
交
換
部
品
」

シ
ャ
フ
ト

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
V
リ
ン
グ
、
モ
ー
タ
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

主
軸
（
シ
ャ
フ
ト
）

ペ
デ
モ
ー
タ
反
負
荷
軸
受
部
温
度
上
昇
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
不
明
点
が

多
く
具
体
的
な
対
策
は
実
施
で
き
て
い
な
い
。

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
（
材
質
変
更
：
ニ
ト
リ
ル
ゴ
ム
→
バ
イ
ト
ン
）
、

モ
ー
タ
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

ペ
デ
モ
ー
タ
反
負
荷
側
軸
受
の
温
度
が
他
に
比
べ
て
高
く
、
そ
の
要
因
と
し

て
①
モ
ー
タ
と
モ
ー
タ
カ
バ
ー
の
空
間
が
少
な
い
た
め
冷
却
風
が
反
負
荷
側

に
流
れ
難
い
②
グ
リ
ス
が
排
出
さ
れ
な
い
で
排
油
受
け
周
辺
に
溜
ま
る
　
が

考
え
ら
れ
る
。
今
後
対
策
を
計
画
す
る
（
今
回
は
反
負
荷
側
の
冷
却
風
量
を

6
8
0
⇒
7
3
0
m
3
/
h
に
増
加
し
た
）
。

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

8（
3／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
(A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
（
B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）
 注
:モ
ー
タ
は
A
,B
号
機
共
実
施

同
左

同
左

同
左

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
8
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
8
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
2
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
/
1
0
0
(-
1
/
1
0
0
～
1
/
1
0
0
（
面
）
）
、
1
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
1
0
0
M
Ω
以
上
（
電
動
機
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
共
）
・
・
・
良

⑧
0
%
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.4
9
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.5
1
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.1
6
g・
・
・
良
（
当
該
要
領
書
の
判

定
値
は
0
.6
～
0
.8
ｇ
の
記
載
あ
り
）

作
動
検
査
：

①
8
4
6
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
1
8
8
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」
二
課
0
1
-
1
7
7
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
[保
守
作
業
報
告
書
]

S
6
3
 4
G
r-
0
3

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
8
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
9
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
/
1
0
0
(-
2
/
1
0
0
～
0
（
面
）
）
、
5
/
1
0
0
（
-
3
/
1
0
0
～
2
/
1
0
0
（
円
）
）
・
・
・
否
（
理
由
不
明
）

⑦
記
録
無
し
。

⑧
記
録
無
し
。

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.6
9
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.7
2
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.7
5
g・
・
・
良
（
当
該
要
領
書
の
判

定
値
は
0
.6
～
0
.8
ｇ
の
記
載
あ
り
）

作
動
検
査
：

①
3
7
8
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
2
5
4
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」
二
課
0
3
-
1
2
9
（
遮
コ
ン
・
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
6
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
9
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
3
/
1
0
0
(0
～
3
/
1
0
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
（
-
3
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑧
0
％
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.6
2
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.4
8
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.5
2
g・
・
・
良
（
当
該
要
領
書
の
判
定
値

は
0
.6
～
0
.8
ｇ
の
記
載
あ
り
）

作
動
検
査
：

①
9
0
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
1
3
4
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
5
-
1
1
9
(格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
,二
課
0
5
-
1
2
0
（
遮
コ
ン
冷
却
系
モ
ー
タ
の
点

検
）
,二
課
0
5
-
1
7
3
（
遮
コ
ン
冷
却
系
冷
却
能
力
向
上
対
策
の
検
討
*
）
　
*
:遮
蔽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
除
熱
機
能

維
持
の
た
め
、
遮
コ
ン
ブ
ロ
ワ
電
動
機
の
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
化
に
関
す
る
適
用
性
検
討
 「
保
守
作
業
報
告

書
」
H
0
4
　
4
G
r-
0
4

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
（
材
質
変
更
：
ニ
ト
リ
ル
ゴ
ム
→
バ
イ
ト
ン
）
、
モ
ー
タ
軸
受

「
非
定
期
交
換
部
品
」

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル

「
非
定
期
交
換
部
品
」

シ
ー
ル
カ
バ
ー

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
共
）
、
軸
シ
ー
ル
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、

「
非
定
期
交
換
部
品
」

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ボ
ル
ト
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
、
オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
、
シ
ー
ル
カ
バ
ー
、
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
、
ボ
ル
ト

振
動
計
の
M
Iケ
ー
ブ
ル
：
2
箇
所
折
損
が
あ
り
補
修
し
た
（
保
守
作
業
報
告
書
H
0
2
　
4
G
r-
0
3
）
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

軸
受
箱
：
オ
イ
ル
減
少
原
因
が
軸
受
と
オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
隙
間
の
オ
イ
ル
と
空
気
が
熱
に
よ
り
膨
張
し
、
オ
イ

ル
シ
ー
ル
側
よ
り
漏
出
す
る
と
考
え
る
と
軸
受
部
に
エ
ア
ー
抜
穴
が
必
要
（
次
回
点
検
時
に
実
施
を
計
画
）
。

シ
ャ
フ
ト
：
経
年
劣
化
に
よ
り
軸
受
部
寸
法
が
減
滅
し
て
い
る
た
め
、
1
0
年
を
目
安
に
交
換
を
検
討
。

軸
受
カ
バ
ー
計
測
用
端
子
箱
：
気
密
性
確
保
の
為
コ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
工
法
で
は
芯

線
部
分
の
気
密
性
が
困
難
。
別
途
改
善
を
検
討
。

資料3.5－1（表）
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表
10

.1
3－

8（
4／

4）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故

障
，
不
具
合
と
修

理
状
況

（
法
令
報
告
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
、
B
号
機
共
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）
 注
:モ
ー
タ
更
新
に
伴
い
A
,B
号
機

共
に
点
検
を
実
施

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
（
B
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却
系
設
備

ペ
デ
ス
タ
ル
部
ブ
ー
ス
タ
ブ
ロ
ワ
（
A
号
機
の
み
）

　
・
ブ
ロ
ワ
本
体

　
・
モ
ー
タ

　
・
自
動
給
油
装
置
（
窒
素
ガ
ス
ブ
ロ
ワ
と
の
共
通
事
項
を
除
く
）

同
左

点
検
要
領
書
に
お
け
る
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
量
1
.6
cc
（
1
.4
6
g）
⇒
密
度
は
約
0
.9
1
2

同
左

点
検
要
領
書
に
お
け
る
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
量
1
.6
cc
（
1
.4
6
g）
⇒
密
度
は
約
0
.9
1
2

同
左

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
　
 A
,B
共
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
2
0
、
+
2
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
、
+
1
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良
（
新
品
）

④
+
1
0
、
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
0
、
+
1
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良
（
新
品
）

⑤
異
常
な
し
。
 　
A
,B
共
・
・
・
良

⑥
1
/
1
0
0
、
1
/
1
0
0
(-
1
/
1
0
0
～
0
,-
1
/
1
0
0
～
0
（
面
）
）
、
1
/
1
0
0
,1
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
0
,0
～
1
/
1
0
0

（
円
）
）
 A
,B
の
順
番
・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
 A
,B
共
・
・
・
良

⑧
0
％
　
 A
,B
共
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.5
4
,1
.4
9
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.3
8
,1
.4
0
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.4
3
,1
.4
6
g　
A
,B
の

順
番
・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
9
3
0
、
9
0
0
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
3
3
2
,1
1
3
4
m
3
/
h
（
電
動
機
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
6
-
1
6
4
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ロ
ワ
電
動
機
の
製
作
）
*
、
二
課
0
7
-
1
8
2
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遮
蔽
体
冷
却

設
備
の
点
検
）

*
:ペ
デ
ス
タ
ル
ﾌ
ﾞｰ
ｽ
ﾀ
ｰ
ブ
ロ
ワ
用
電
動
機
を
製
作
（
A
,B
号
機
の
2
台
分
）

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
1
5
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
+
1
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
0
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
2
/
1
0
0
(0
～
2
/
1
0
0
（
面
）
）
、
2
.5
/
1
0
0
（
-
1
/
1
0
0
～
1
.5
/
1
0
0
（
円
）
）
 ・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
 ・
・
・
良

⑧
0
％
・
・
・
良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.8
8
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.9
3
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.8
9
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
4
1
4
、
5
3
4
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
2
8
4
,1
2
8
4
m
3
/
h
（
電
動
機
）
　
A
,B
の
順
番
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
0
9
-
1
3
4
（
遮
コ
ン
系
バ
ル
ブ
の
交
換
）
*
、
二
課
1
0
-
1
2
8
（
遮
コ
ン
、
ペ
デ
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
二

課
1
0
-
1
4
1
（
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
冷
却
水
温
度
計
の
交
換
）
*
、
二
課
1
0
-
4
9
（
遮
コ
ン
冷
却
ブ
ロ
ワ
振

動
計
点
検
）
、
二
課
1
0
-
8
8
（
窒
素
ガ
ス
冷
却
器
の
点
検
）
*
　
*
:関
連
工
事
と
し
て
記
載

分
解
検
査
：

①
異
常
な
し
。
・
・
・
良

②
欠
陥
と
見
ら
れ
る
発
色
な
し
。
・
・
・
良

③
+
2
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
+
1
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
良

④
0
(ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾟﾗ
側
）
、
-
5
（
ｶ
ｯ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ側
）
・
・
・
否
（
理
由
不
明
）

⑤
異
常
な
し
。
・
・
・
良

⑥
1
.5
/
1
0
0
(-
1
.5
/
1
0
0
～
0
（
面
）
）
、
3
/
1
0
0
（
-
3
/
1
0
0
～
0
（
円
）
）
・
・
・
良

⑦
固
定
子
巻
線
：
1
0
0
M
Ω
以
上
、
動
力
ケ
ー
ブ
ル
：
1
0
0
M
Ω
以
上
・
・
・
良

⑧
0
％
･･
･良

⑪
モ
ー
タ
反
負
荷
側
：
1
.8
g、
モ
ー
タ
負
荷
側
：
1
.7
g、
ブ
ロ
ワ
：
1
.7
g・
・
・
良

作
動
検
査
：

①
4
0
8
m
3
/
h
(軸
受
）
、
1
3
1
4
m
3
/
h
（
電
動
機
）
・
・
・
良

「
二
課
業
務
完
了
通
知
書
」

二
課
1
3
-
1
3
0
（
8
4
系
フ
ァ
ン
及
び
ブ
ロ
ワ
の
点
検
）
、
二
課
1
4
-
1
8
6
（
ペ
デ
ス
タ
ル
ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ
の
点

検
）
、
二
課
1
4
-
1
7
0
（
遮
コ
ン
冷
却
系
モ
ー
タ
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
交
換
作
業
）
、
二
課
1
4
-
2
1
2
（
窒
素
ガ
ス
冷
却
器

の
点
検
）
*
、
二
課
1
5
-
1
4
6
（
ペ
デ
モ
ー
タ
温
度
上
昇
防
止
対
策
の
為
の
調
査
）
*
、
　
*
:関
連
工
事
と
し
て
記

載

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
）
、
軸
シ
ー
ル
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、

「
非
定
期
交
換
部
品
」

電
動
機
、
シ
ャ
フ
ト
*
、
軸
受
箱
、
中
間
継
手
、
軸
受
カ
バ
ー
,計
装
用
端
子
箱
*
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ボ
ル

ト
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
、
オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
、
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
、
ボ
ル
ト

*
:前
回
反
映
事
項
（
エ
ア
ー
抜
き
穴
は
実
施
せ
ず
）

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
モ
ー
タ
）
、
軸
シ
ー
ル
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、
軸
継
手

「
非
定
期
交
換
部
品
」

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ボ
ル
ト
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
カ
バ
ー
、
オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
、
シ
ー
ト
パ
ッ
キ
ン
、
ボ
ル
ト
、
フ
ィ
ル

タ
、
冷
却
用
カ
バ
ー

「
定
期
交
換
部
品
」

軸
受
（
ブ
ロ
ワ
、
電
動
機
共
）
、
オ
イ
ル
、
オ
イ
ル
シ
ー
ル
、
Ⅴ
リ
ン
グ
、

「
非
定
期
交
換
部
品
」

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ボ
ル
ト
、
モ
ー
タ
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
（
B
号
機
反
負
荷
側
を
2
回
）

軸
箱
ケ
ー
シ
ン
グ
の
外
部
よ
り
軸
受
中
間
継
手
へ
の
給
油
が
可
能
な
構
造
に
改
造
し
た
。

特
に
な
し

電
動
機
異
音
（
B
号
機
）
：
A
号
機
点
検
時
、
特
に
問
題
と
な
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
電
動
機
異

音
（
B
号
機
）
発
生
。
分
解
点
検
に
よ
り
、
反
負
荷
側
軸
受
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
部
に
ク
リ
ー
プ
発
生
と
思
わ
れ
る
磨
耗

痕
を
確
認
（
H
1
4
.7
）
。
ク
リ
ー
プ
対
策
と
し
て
反
負
荷
側
軸
受
部
を
抑
制
構
造
に
改
良
（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
材
料
の

変
更
（
F
C
1
5
0
→
F
C
2
0
0
）
、
軸
受
予
圧
ア
ッ
プ
（
ゴ
ム
ス
ペ
ー
サ
と
皿
バ
ネ
追
加
）
、
排
油
孔
の
構
造
変
更
、

H
1
4
.9
）
。
そ
の
後
温
度
上
昇
が
緩
和
さ
れ
ず
軸
受
構
造
を
初
期
構
造
に
変
更
し
た
（
H
1
5
.1
)。
冷
却
風
量

の
確
認
と
冷
却
配
管
計
画
を
実
施
（
H
1
6
.1
）
。

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

資料3.5－1（表）
180

JNC TN9440 2005-003



表
10

.1
3－

9（
1／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
冷
媒
ポ
ン
プ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
号
機

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

　 A
冷
媒
ポ
ン
プ
の
反
負
荷
側
軸
受
（
カ
ー
ボ
ン
メ
タ

ル
）
、
ス
リ
ー
ブ
に
損
傷
が
あ
っ
た
（
交
換
部
品
）
。

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
漏
洩
検
査
結
果
：
良

③
作
動
試
験
結
果
：
良

冷
媒
ポ
ン
プ
の
軸
受
（
カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
）
、
ス
リ
ー

ブ
、
ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
に
損
傷
が
あ
っ
た
（
交
換
部

品
）
。

－

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

①
シ
ー
ケ
ン
ス
改
造
（
2
課
5
8
－
1
5
8
改
造
）

②
分
解
点
検

③
絶
縁
抵
抗
測
定

④
漏
洩
検
査

⑤
作
動
試
験

2
課
5
6
－
1
0
2
定
期
点
検

①
分
解
点
検

②
漏
洩
検
査

③
作
動
試
験

2
課
5
4
－
1
2
3

改
造
①
冷
媒
ポ
ン
プ
シ
ー
ケ
ン
ス
の
改
造

　
ポ
ン
プ
A
、
B
、
C
号
機
の
3
E
リ
レ
ー
の
変
更
に
伴
う

改
造
定
期
検
査

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
漏
洩
検
査
結
果
：
良

③
作
動
試
験
結
果
：
良

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
6
0
－
1
2
0

①
分
解
点
検
結
果
（
A
、
B
号
機
）
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
3
M
Ω
、
B
号
機

6
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
3
％
以
内
）
結

果
：
良

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

①
分
解
点
検

②
漏
洩
検
査

③
作
動
試
験

2
課
5
8
－
1
6
5

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
漏
洩
検
査
結
果
：
良

③
作
動
試
験
結
果
：
良

－

特
に
な
し

A
号
機

①
反
負
荷
側
カ
ー
ボ
ン
軸
受
側
に
ク
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
並

び
に
ジ
ャ
ー
ナ
ル
部
、
ス
ラ
ス
ト
部
に
傷
（
交
換
部
品
と
交

換
）
：
良

②
ス
リ
ー
ブ
、
ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
反
負
荷
側
に
変
形
、
傷
：

（
交
換
部
品
）
良

③
イ
ン
ペ
ラ
ー
背
面
と
軸
受
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
の
接
触
傷
深
さ

約
2
～
3
m
m
（
整
備
並
び
に
P
T
検
査
結
果
）
：
良

B
号
機

①
反
負
荷
側
カ
ー
ボ
ン
軸
受
側
に
傷
（
交
換
部
品
）
：
良

－ － － －

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

9（
2／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
冷
媒
ポ
ン
プ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

冷
媒
ポ
ン
プ
:1
台
（
C
号
機
）

冷
媒
ポ
ン
プ
:２
台
（
A
,B
号
機
）

特
に
な
し

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
M
Ω
、
B
号
機
１
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
（
A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

①
A
号
機
イ
ン
ペ
ラ
と
ケ
ー
シ
ン
グ
に
接
触
傷
が
見

ら
れ
た
。
手
入
れ
に
よ
り
良
好

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
3
－
8
3

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
6
1
－
2
3
4

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
0
M
Ω
、
B
号
機
2
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率
3
％
以
内
）
結

果
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
6
3
－
1
6
3

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
0
M
Ω
、
B
号
機
１
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
（
A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

A
、
B
、
C
号
機

フ
ラ
ン
ジ
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
が
錆
び
に
よ
る
減
肉
が
認

め
ら
れ
た
た
め
交
換
し
た
。

A
号
機
（
旧
C
号
機
）

①
カ
ー
ボ
ン
軸
受
ジ
ャ
ー
ナ
ル
面
に
傷
（
交
換
部
品
）
：
良

②
モ
ー
タ
の
ス
テ
ー
タ
と
ロ
ー
タ
に
傷
：
（
整
備
）
良

C
号
機
（
旧
A
号
機
）

①
反
負
荷
側
カ
ー
ボ
ン
軸
受
側
に
ク
ラ
ッ
ク
（
交
換
部

品
）
：
良

②
モ
ー
タ
の
ス
テ
ー
タ
と
ロ
ー
タ
に
傷
：
（
整
備
）
良

B
号
機

①
カ
ー
ボ
ン
軸
受
ジ
ャ
ー
ナ
ル
面
に
傷
（
交
換
部
品
）
：
良

②
モ
ー
タ
の
ス
テ
ー
タ
と
ロ
ー
タ
に
傷
：
（
整
備
）
良

特
に
な
し

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
4
－
1
2
2
,2
課
5
－
1
4

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
M
Ω
、
B
号
機
１
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
（
A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

特
に
な
し

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
元
－
1
7
6

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
、
C
号
機
1
0
0
M
Ω
、
B

号
機
１
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
（
A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

Ｂ
号
機

①
カ
ー
ボ
ン
軸
受
磨
耗
、
ス
リ
ー
ブ
に
焼
き
つ
き
が

見
ら
れ
た
（
交
換
部
品
）
：
良

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し
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表
10

.1
3－

9（
3／

3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
冷
媒
ポ
ン
プ
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
統
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

フ
レ
オ
ン
冷
媒
系
設
備

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
(３
台
）

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

冷
媒
ポ
ン
プ
A
,B
,C
号
機

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

カ
ー
ボ
ン
メ
タ
ル
：
各
2
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
リ
ー
ブ
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
：
各
１
個

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
1
2
－
1
0
5

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
0
M
Ω
、
B
号
機
１
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
(A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

①
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
号
機
イ
ン
ペ
ラ
と
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
接
触

傷
が
認
め
ら
れ
た
。
手
入
れ
に
よ
り
良
好

②
カ
ー
ボ
ン
軸
受
、
ス
リ
ー
ブ
、
ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
（
フ

ロ
ン
ト
側
）
に
多
く
磨
耗
が
見
ら
れ
た
。

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
1
4
－
2
0
7

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
0
M
Ω
、
B
号
機
１
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
(A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

①
Ｂ
号
機
イ
ン
ペ
ラ
と
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
接
触
傷
が
認

め
ら
れ
た
。
手
入
れ
に
よ
り
良
好

②
カ
ー
ボ
ン
軸
受
、
ス
リ
ー
ブ
、
ス
ラ
ス
ト
カ
ラ
ー
（
フ

ロ
ン
ト
側
）
に
多
く
磨
耗
が
見
ら
れ
た
。

③
Ｃ
号
機
系
統
へ
冷
媒
充
填
操
作
時
に
冷
媒
液
不

足
に
よ
る
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
吐
出
弁
が
ス
テ
ィ

ク
し
た
こ
と
に
よ
る
モ
ー
タ
冷
却
冷
媒
の
不
足
が
発

生
し
、
ケ
ー
シ
ン
グ
の
温
度
上
昇
及
び
モ
ー
タ
ー
電

流
過
負
荷
が
発
生
し
た
。
再
度
分
解
点
検
を
実
施

し
、
部
品
交
換
：
作
動
試
験
結
果
：
良

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
1
0
－
4
6

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
0
M
Ω
、
B
号
機
１
0
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
(A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

①
Ｂ
号
機
イ
ン
ペ
ラ
と
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
接
触
傷
が
認

め
ら
れ
た
。
手
入
れ
に
よ
り
良
好

点
検
結
果
問
題
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

特
に
な
し

①
分
解
点
検

②
絶
縁
抵
抗
測
定

③
巻
線
抵
抗
測
定

④
漏
洩
試
験

⑤
作
動
試
験

2
課
7
－
1
0
4

①
分
解
点
検
結
果
：
良

②
絶
縁
抵
抗
測
定
（
A
号
機
1
0
0
M
Ω
、
C
号
機

1
0
0
M
Ω
、
B
号
機
１
0
0
M
Ω
）
結
果
：
良

③
巻
線
抵
抗
測
定
(A
、
B
、
C
機
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
率

3
％
以
内
）
：
良

④
漏
洩
試
験
結
果
：
良

⑤
作
動
試
験
結
果
：
良

①
Ｂ
号
機
イ
ン
ペ
ラ
と
ケ
ー
シ
ン
グ
に
接
触
傷
が
見

ら
れ
た
。
手
入
れ
に
よ
り
良
好
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表
10

.1
3－

10
（

1／
3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
）
の
点
検
結
果

項
　
目

第
1回

S5
4.

3/
5～

S5
5.

2/
1

33
4日

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回

S5
7.

1/
4～

S5
8.

3/
31

45
2日

第
4回

S5
8.

12
/1
～

S5
9.

4/
28

15
0日

第
5回

S6
0.

4/
28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％
①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％
①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
1
0
0
％
 　
 B
:1
0
0
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
1
0
0
％
 　
  
 B
:1
0
0
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
1
0
0
％
 　
  
 B
:1
0
0
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.2
6
％
 　
B
:9
9
.2
5
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
5
.9
0
％
 　
B
:9
7
.3
4
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
5
.5
8
％
 B
:9
5
.4
6
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.6
0
％
 　
B
:1
0
0
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.0
0
％
 　
B
:9
9
.0
0
％

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

な
し

な
し

 

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

①
チ
ャ
コ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
交
換
　
６
台
分
(試
験
の
た
め

の
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾙ
ﾁ
ｬ
ｺ
ｰ
ﾙ
が
不
足
し
た
た
め
交
換
す
る
。
）

次
回
反
映
事
項

①
チ
ャ
コ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
差
圧
検
出
器
の
新
設
（
5
4
-

3
6
)

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品
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表
10

.1
3－

10
（

2／
3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
）
の
点
検
結
果

項
　
目

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

第
6回

S6
1.

12
/1

0～
S6

2.
9/

7
27

1日

第
7回

S6
3.

9/
7～

H
元

.1
/2

3
13

9日

第
8回

H
2.

1/
23
～

H
2.

9/
11

23
1日

第
9回

H
3.

9/
11
～

H
4.

3/
27

22
9日

第
10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
1
0
0
％
 　
 B
:1
0
0
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％
①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％
①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％
①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.0
9
％
 　
B
:9
9
.3
0
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.1
0
％
 　
B
:9
8
.6
9
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
8
.2
2
％
 　
B
:9
8
.4
3
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.2
7
％
 　
B
:9
9
.1
0
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
8
.9
9
％
 　
B
:9
9
.4
6
％

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

①
チ
ャ
コ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
交
換
　
６
台
分
(試
験
の
た
め

の
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾙ
ﾁ
ｬ
ｺ
ｰ
ﾙ
が
不
足
し
た
た
め
交
換
す
る
。
）
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表
10

.1
3－

10
（

3／
3）
　
格
納
容
器
雰
囲
気
調
整
系
（
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
）
の
点
検
結
果

項
　
目

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

次
回
反
映
事
項

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

ア
ニ
ュ
ラ
ス
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
排
気
系

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
A
、
B

外
観
検
査

外
観
検
査

外
観
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

開
放
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

作
動
検
査

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

捕
集
効
率
試
験

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(1
) 
外
観
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(2
) 
開
放
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(3
) 
作
動
検
査
　
　
　
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

(4
) 
捕
集
効
率
試
験
　
良

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
7
％
①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％
①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.9
9
％
 　
B
:9
9
.9
9
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.7
8
％
 　
B
:9
9
.6
3
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.1
2
％
 　
B
:9
8
.9
5
％
②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9
9
.2
6
％
 　
B
:9
9
.4
2
％

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

（
判
定
基
準
）

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

①
放
射
性
無
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9８
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

②
放
射
性
有
機
よ
う
素
　
Ａ
：
9２
％

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

①
チ
ャ
コ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
交
換
　
６
台
分
(試
験
の
た
め

の
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾙ
ﾁ
ｬ
ｺ
ｰ
ﾙ
が
不
足
し
た
た
め
交
換
す
る
。
）
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表
10

.1
4－

1　
燃
料
取
扱
設
備
（
回
転
プ
ラ
グ
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回

第
2回

S5
5.

8/
29
～

S5
6.

3/
28

21
2日

第
3回
～
第

4回
第

5回
S6

0.
4/

28
～

S6
0.

12
/1

0
22

6日
第

6回
～
第

9回
第

10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回
～
第

13
回

回
転
プ
ラ
グ

回
転
プ
ラ
グ

回
転
プ
ラ
グ

1
.
駆
動
系
の
分
解
点
検

1.
駆
動
系
の
分
解
点
検

1.
駆
動
系
の
外
観
点
検

2
.油
圧
系
の
分
解
点
検

2
.油
圧
系
の
分
解
点
検

新
規
製
作
し
た
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
弁
が
既
設
品

の
シ
ー
ル
構
造
と
異
な
っ
た
仕
様
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
内
部
リ
ー
ク
が
発
生
。
予
備
品
と
交
換
し
た
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ー
ル
の
交
換

駆
動
系
電
磁
ブ
レ
ー
キ
交
換

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ー
ル

①
フ
リ
ー
ズ
メ
タ
ル
シ
ー
ル
の
酸
化

　
小
回
転
プ
ラ
グ
　
フ
リ
ー
ズ
シ
ー
ル
メ
タ
ル
の
酸
化
を
確

認
し
た
。
約
5
2
kg
の
酸
化
粉
を
回
収
し
た
。
こ
の
後
、
酸
化

粉
の
除
去
、
新
メ
タ
ル
の
注
入
の
た
め
、
メ
タ
ル
注
排
出
装

置
を
製
作
し
た
。
（
S
5
2
/
3
～
S
5
5
/
4
 メ
タ
ル
酸
化
耐
久
試

験
を
実
施
し
た
が
、
酸
化
に
至
る
原
因
の
究
明
ま
で
至
ら

ず
）

大
小
回
転
プ
ラ
グ
と
も
、
フ
リ
ー
ズ
メ
タ
ル
シ
ー
ル
の
酸
化

を
確
認
し
た
。

次
回
反
映
事
項

点
検
項
目

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

1.
駆
動
系
の
分
解
点
検

　
　
大
小
回
転
プ
ラ
グ
と
も
、
フ
リ
ー
ズ
メ
タ
ル
シ
ー
ル
の
酸

化
を
確
認
し
た
。
大
回
転
：
約

20
0k

g、
小
回
転
：
約

32
kg

の
酸
化
粉
を
回
収
し
た
。
ま
た
、
大
回
転
：
約

13
0k

g、
小

回
転
：
約

33
kg
の
メ
タ
ル
を
補
充
し
た
。

　
予
防
保
全
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ー
ル
の
交
換
を

行
っ
た
。
交
換
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ー
ル
は
、
シ
ー
ル
高

さ
を
小
さ
く
し
溝
高
さ
以
上
の
浮
出
し
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
ゴ
ム
材
質
の
強
度
向
上
を
図
っ
た
製
品
で
あ
る
。

2.
油
圧
系
の
分
解
点
検

　
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

 全
42
基
、
ユ
ニ
ッ
ト
全

2基
の
分
解
点
検

を
実
施
し
た
。

1
.
駆
動
系
の
分
解
点
検

　
ベ
ア
リ
ン
グ
分
解
点
検
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ー
ル
材
の
引
張
強
度
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
取
付
け
溝
に
対
し
、
だ
ぶ
つ
き
量
を
抑
制

す
べ
く
、
外
径
精
度
を
向
上
さ
せ
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

シ
ー
ル
と
交
換
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
加
圧
口
金
具

の
改
良
も
行
っ
た
。

1.
駆
動
系
の
外
観
点
検

　
駆
動
系
を
目
視
に
よ
り
点
検
し
た
。

2.
油
圧
系
の
分
解
点
検

油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
の
全

42
基
を
分
解
点
検
し
た
後
、
許
容
寸

法
を
超
え
て
い
る
ジ
ャ
ッ
キ
に
つ
い
て
新
規
製
作
ジ
ャ
ッ
キ

11
基
と
交
換
し
た
。

 Ｆ
Ｆ
Ｄ
Ｌ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
交
換

パ
イ
ロ
ッ
ト
弁

油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
交
換

圧
力
計
等
の
交
換
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表
10

.1
4－

2　
燃
料
取
扱
設
備
（
燃
料
交
換
機
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回
～
第

9回
第

10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1,

27
5日

(1
)グ
リ
ッ
パ
軸
封
装
置
　
　
　
(N
o
.2
0
1
3
～
2
0
1
5
)

(1
)交
換
機
孔
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ　
　
(N
o
.2
0
2
0
～
2
0
2
3
)

(1
)グ
リ
ッ
パ
軸
封
装
置
　
(N
o
.2
0
1
6
～
2
0
1
8
)

(1
)交
換
機
孔
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ　
　
(N
o
.2
0
2
7
～
2
0
3
0
)

(2
)ド
ア
バ
ル
ブ
　
　
(N
o
.2
0
1
6
～
2
0
1
9
)

(2
)ド
ア
バ
ル
ブ
　
　
(N
o
.2
0
1
9
～
2
0
2
2
)

(3
)交
換
機
孔
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ　
　
(N
o
.2
0
2
0
～
2
0
2
3
)

(3
)交
換
機
孔
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ　
　
(N
o
.2
0
2
7
～
2
0
3
0
)

(1
)・
・
・
・
軸
封
パ
ッ
キ
ン
一
式
、
Ｏ
リ
ン
グ
一
式

(1
)・
・
・
・
・
O
リ
ン
グ
一
式

(1
)・
・
・
・
軸
封
パ
ッ
キ
ン
一
式
、
O
リ
ン
グ
一
式

(1
)・
・
・
・
・
Ｏ
リ
ン
グ
一
式

(2
)・
・
・
・
O
リ
ン
グ
一
式

(2
)・
・
・
・
Ｏ
リ
ン
グ
一
式

(3
)・
・
・
・
O
リ
ン
グ
一
式
、
ベ
ア
リ
ン
グ
一
式

(3
)・
・
・
・
O
リ
ン
グ
一
式

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

(1
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
作
動
検
査
、
漏
洩
検
査

(1
)①
外
観
検
査

  
  
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
て
完
了
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態

に
複
旧
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
、
著

し
い
変
形
、
損
傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
作
動
検
査

 　
　
ド
ア
バ
ル
ブ
を
手
動
及
び
電
動
に
て
開
閉
さ
せ
、
異
音

等
の
発
生
が
な
く
円
滑
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基

準
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)①
外
観
検
査

  
  
軸
封
装
置
組
立
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
著
し
い
変
形
、
損

傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基
準
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(２
)①
外
観
検
査

　
　
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
著
し
い
変
形
、
損

傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
作
動
検
査

　
　
ド
ア
バ
ル
ブ
を
手
動
に
て
開
閉
さ
せ
異
音
等
の
発
生
が
な
く
円
滑
に
作
動

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基
準
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)①
外
観
検
査

　
　
交
換
機
孔
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
著
し
い
変
形
、
損

傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
作
動
検
査

　
　
手
動
及
び
電
動
に
て
開
閉
さ
せ
、
異
音
等
の
発
生
が
な
く
円
滑
に
作
動

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基
準
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)①
外
観
検
査

  
  
軸
封
装
置
組
立
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
著
し
い
変
形
、
損

傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基
準
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(２
)①
外
観
検
査

　
　
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
著
し
い
変
形
、
損

傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
作
動
検
査

　
　
ド
ア
バ
ル
ブ
を
手
動
に
て
開
閉
さ
せ
異
音
等
の
発
生
が
な
く
円
滑
に
作
動

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基
準
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(3
)①
外
観
検
査

　
　
交
換
機
孔
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
著
し
い
変
形
、
損

傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
作
動
検
査

　
　
手
動
及
び
電
動
に
て
開
閉
さ
せ
、
異
音
等
の
発
生
が
な
く
円
滑
に
作
動

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基
準
を
満
足
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)①
外
観
検
査

  
  
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
て
完
了
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態

に
複
旧
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
、
著

し
い
変
形
、
損
傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
作
動
検
査

 　
　
ド
ア
バ
ル
ブ
を
手
動
及
び
電
動
に
て
開
閉
さ
せ
、
異
音

等
の
発
生
が
な
く
円
滑
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基

準
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
漏
洩
検
査

(2
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
作
動
検
査
、
④
漏
洩
検
査

(3
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
作
動
検
査
、
④
漏
洩
検
査

(1
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
漏
洩
検
査

(2
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
作
動
検
査
、
④
漏
洩
検
査

(3
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
作
動
検
査
、
④
漏
洩
検
査

(1
)①
外
観
検
査
、
②
分
解
検
査
、
③
作
動
検
査
、
漏
洩
検
査

記
録
な
し

　
昭
和
５
４
年
４
月
の
交
換
機
ド
ア
バ
ル
ブ
点

検
時
に
お
い
て
弁
体
内
側
Ｏ
リ
ン
グ
に
著
し

い
損
傷
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
原
因
は

グ
リ
ッ
ﾊ
ﾟか
ら
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ弁
体
上
に
滴
下
し
た

Ｎ
ａ
と
グ
リ
ッ
パ
洗
浄
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
液
（
含
水
）
が
反

応
し
て
生
じ
る
熱
に
よ
り
Ｏ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ（
ﾌ
ｯ
素
ｺ
ﾞﾑ
が

化
学
的
に
腐
食
さ
れ
て
摩
滅
し
た
も
の
で
あ

る
。
Ｏ
リ
ン
グ
新
規
交
換

　
今
後
は
点
検
頻
度
を
多
く
す
る
と
共
に
Ｎ
ａ

受
皿
容
量
を
大
き
く
し
た
弁
体
を
製
作
し
た
。

ま
た
、
グ
リ
ッ
パ
洗
浄
後
残
存
洗
浄
液
を
乾
燥

さ
せ
る
目
的
で
グ
リ
ッ
パ
乾
燥
装
置
を
製
作

し
、
洗
浄
後
は
必
ず
グ
リ
ッ
パ
の
乾
燥
を
行

い
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
弁
体
Ｏ
リ
ン
グ
上
に
滴
下

し
な
い
よ
う
に
し
た
。

－ － －
交
換
部
品

発
見
さ
れ
た
故
障
,不

具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
書
事
象

以
外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果
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表
10

.1
4－

3　
燃
料
取
扱
設
備
（
燃
料
出
入
設
備
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回
～
第

9回
第

10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

H
10

.2
/2

4～
H

11
.6

/2
8

49
0日

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1 ,

27
5日

(1
)ド
ア
バ
ル
ブ
(N
o
3
0
1
9
～
3
0
2
2
)

(1
)ド
ア
バ
ル
ブ
(N
o
3
0
1
9
～
3
0
2
2
)

(1
)ド
ア
バ
ル
ブ
(N
o
3
0
1
9
～
3
0
2
2
)

(1
)ド
ア
バ
ル
ブ
(N
o
3
0
1
9
～
3
0
2
2
)

(1
)①
外
観
検
査

(1
)①
外
観
検
査

(1
)①
外
観
検
査

(1
)①
外
観
検
査

  
  
②
分
解
検
査

  
  
②
作
動
検
査

  
  
②
分
解
検
査

  
  
②
分
解
検
査

  
  
③
作
動
検
査

  
  
③
漏
洩
検
査

  
  
③
作
動
検
査

  
  
③
作
動
検
査

  
  
④
漏
洩
検
査

  
  
④
漏
洩
検
査

  
  
④
漏
洩
検
査

(1
)・
・
・
・
・
Ｏ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ特
注
品
3
．
5
×
5
1
2
φ
,3
.5
×
５
４
９
φ

(1
)・
・
・
・
・
Ｏ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ特
注
品
3
．
5
×
5
1
2
φ
,3
.5
×
５
４
９
φ

　
　
　
　
　
φ
3
3
5
×
φ
5
.7
, 
φ
3
0
5
.6
×
φ
5
.7
各
１
本

　
　
　
　
　
φ
3
3
5
×
φ
5
.7
, 
φ
3
0
5
.6
×
φ
5
.7
各
１
本

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

次
回
反
映
事
項

点
検
機
器

点
検
項
目

点
検
結
果

交
換
部
品

－

(1
)①
外
観
検
査

　
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
完
了
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ
て

い
る
事
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
目
視
に
よ
り
有
害
な
欠
陥
及
び
著
し
い
変

形
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
、
目
視
に
よ
り
点
検
を
行
い
有
害
な
欠

陥
及
び
著
し
い
変
形
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
セ
ル
フ
ロ
ッ
ク

座
に
つ
い
て
浸
透
探
傷
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
  
  
③
作
動
検
査

　
　
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞの
開
閉
動
作
を
行
い
、
駆
動
電
圧
、
電
流
、
動
作
時
間

動
作
ｽ
ﾄﾛ
ｰ
ク
に
つ
い
て
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
、
漏
洩
検
査
を
実
施
し
、
判
定
基
準
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

－ －

記
録
な
し

－

(1
)①
外
観
検
査

　
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
完
了
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ
て

い
る
事
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
目
視
に
よ
り
有
害
な
欠
陥
及
び
著
し
い
変

形
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
、
目
視
に
よ
り
点
検
を
行
い
有
害
な
欠

陥
及
び
著
し
い
変
形
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
セ
ル
フ
ロ
ッ
ク

座
に
つ
い
て
浸
透
探
傷
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
  
  
③
作
動
検
査

　
　
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞの
開
閉
動
作
を
行
い
、
駆
動
電
圧
、
電
流
、
動
作
時
間

動
作
ｽ
ﾄﾛ
ｰ
ク
に
つ
い
て
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
、
漏
洩
検
査
を
実
施
し
、
判
定
基
準
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)①
外
観
検
査

　
ド
ア
バ
ル
ブ
組
立
完
了
時
に
分
解
前
の
正
常
な
状
態
に
複
旧
さ
れ
て

い
る
事
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
目
視
に
よ
り
有
害
な
欠
陥
及
び
著
し
い
変

形
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
②
分
解
検
査

　
　
検
査
対
象
部
品
に
つ
い
て
、
目
視
に
よ
り
点
検
を
行
い
有
害
な
欠

陥
及
び
著
し
い
変
形
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
セ
ル
フ
ロ
ッ
ク

座
に
つ
い
て
浸
透
探
傷
検
査
を
行
い
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
  
  
③
作
動
検
査

　
　
ﾄﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞﾙ
ﾌ
ﾞの
開
閉
動
作
を
行
い
、
駆
動
電
圧
、
電
流
、
動
作
時
間

動
作
ｽ
ﾄﾛ
ｰ
ク
に
つ
い
て
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
④
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
、
漏
洩
検
査
を
実
施
し
、
判
定
基
準
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(1
)①
外
観
検
査

　
ド
ア
バ
ル
ブ
の
外
観
に
つ
い
て
、
目
視
に
よ
る
検
査
を
行
い
著
し
い

磨
耗
,変
形
及
び
傷
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
②
作
動
検
査

　
　
ド
ア
バ
ル
ブ
の
開
閉
動
作
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
、
異
音
等
の
発
生

が
な
く
、
運
転
及
び
状
態
表
示
等
が
点
灯
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
③
漏
洩
検
査

　
　
検
査
対
象
箇
所
に
つ
い
て
、
漏
洩
検
査
を
実
施
し
判
定
基
準
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

－
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表
10

.1
4－

4　
燃
料
取
扱
設
備
（
燃
料
取
扱
用
キ
ャ
ス
ク
カ
ー
設
備
）
の
点
検
結
果

定
期
検
査
回
数

第
1回
～
第

9回
第

10
回

H
5.

3/
27
～

H
6.

3/
25

23
6日

第
11
回

H
7.

5/
10
～

H
9.

2/
24

65
4日

第
12
回

第
13
回

H
12

.6
/1
～

H
15

.1
1/

27
1 ,

27
5日

1
.
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ｽ
循
環
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ﾜ
（
A
,
B
号
機
）

1
.
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ

1
.
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ

1
.
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ｽ
循
環
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ﾜ
（
A
,
B
号
機
）

1
.
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ

1
.
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ

(
1
)
外
観
検
査

(
1
)
外
観
検
査

(
1
)
外
観
検
査

(
2
)
分
解
検
査
（
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ﾜ
本
体
、
冷
却
ﾌ
ｧ
ﾝ
）

(
2
)
分
解
検
査

(
2
)
分
解
検
査

(
3
)
漏
洩
検
査
（
単
体
、
配
管
接
続
部
）

(
3
)
漏
洩
検
査
（
単
体
、
配
管
接
続
部
）

(
3
)
漏
洩
検
査
（
単
体
、
配
管
接
続
部
）

(
4
)
絶
縁
抵
抗
検
査

(
4
)
電
気
検
査

(
4
)
電
気
検
査

(
5
)
作
動
検
査

(
5
)
作
動
検
査

(
5
)
作
動
検
査

－ －

(
1
)
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
駆
動
機
構
駆
動
軸
（
ｼ
ｬ
ﾌ
ﾄ
）
の
交
換

(
1
)
台
形
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｷ
ﾝ
、
各
種
O
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

特
に
な
し

特
に
な
し

－ －

－ － －

特
に
な
し

(
1
)
各
種
ﾍ
ﾞ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
、
O
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

1
.
1
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ

(
1
)
外
観
に
つ
い
て
目
視
に
よ
り
検
査
を
行
い
、
著
し
い
変

形
、
有
害
な
損
傷
、
腐
食
、
漏
れ
等
の
有
無
、
据
付
け
状
態

を
確
認
し
た
。

(
2
)
分
解
検
査
を
行
い
、
各
部
品
及
び
組
立
品
に
つ
い
て
目
視

上
、
表
面
に
傷
、
割
れ
、
変
形
、
塗
装
、
ﾒ
ｯ
ｷ
等
の
剥
が
れ
が

無
く
、
異
物
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
単
体
内
部
に
0
.
1
5
M
P
a
加
圧
し
、
漏
洩
量
が

1
×
1
0
-
1
P
a
・
l
/
s
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
 
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
配
管
接
続
後
、
内
部
に
0
.
0
6
M
P
a
加
圧
し
、
漏

洩
に
よ
る
発
泡
及
び
圧
力
降
下
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
4
)
5
0
0
V
ﾒ
ｶ
ﾞ
ﾃ
ｽ
ﾀ
ｰ
に
て
絶
縁
抵
抗
値
を
測
定
し
、
5
M
Ω
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
組
込
み
後
、
開
閉
運
転
時
の
電
流
値
が
6
.
8
A
以
内
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

(
5
)
作
動
時
に
キ
シ
ミ
等
の
異
常
音
、
振
動
、
発
熱
等
を
発
生

す
る
こ
と
無
く
作
動
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
回
反
映
事
項

発
見
さ
れ
た
故
障
，

不
具
合
と
修
理
状
況

（
法
令
報
告
事
象
以

外
の
も
の
）

(
1
)
循
環
ブ
ロ
ワ
Ａ
号
機
組
込
み
後
、
羽
根
車
軸
方
向
の
す
き

間
寸
法
測
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
判
定
基
準
内
に
収
ま
ら

な
い
不
具
合
が
発
生
し
た
。
ブ
ロ
ワ
軸
受
け
部
に
0
.
3
ｍ
ｍ
の

ラ
イ
ナ
ー
を
入
れ
て
対
処
し
た
。

－

1
.
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ

(
1
)
外
観
に
つ
い
て
目
視
に
よ
り
検
査
を
行
い
、
著
し
い
変

形
、
有
害
な
損
傷
、
腐
食
、
漏
れ
等
の
有
無
、
据
付
け
状
態

を
確
認
し
た
。

(
2
)
分
解
検
査
を
行
い
、
各
部
品
及
び
組
立
品
に
つ
い
て
目
視

上
、
表
面
に
傷
、
割
れ
、
変
形
、
塗
装
、
ﾒ
ｯ
ｷ
等
の
剥
が
れ
が

無
く
、
異
物
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
単
体
内
部
に
0
.
5
㎏
/
c
㎡
G
加
圧
し
、
漏
洩
量
が

1
×
1
0
-
4
a
t
m
c
c
/
s
e
c
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
但

し
、
可
動
部
に
つ
い
て
は
漏
洩
量
が
1
×
1
0
-
3
a
t
m
c
c
/
s
e
c
以

下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
配
管
接
続
後
、
内
部
に
0
.
3
5
㎏
/
c
㎡
G
加
圧
し
、

漏
洩
に
よ
る
発
泡
及
び
圧
力
降
下
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

(
4
)
5
0
0
V
ﾒ
ｶ
ﾞ
ﾃ
ｽ
ﾀ
ｰ
に
て
絶
縁
抵
抗
値
を
測
定
し
、
5
M
Ω
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
組
込
み
後
、
開
閉
運
転
時
の
電
流
値
が
6
.
8
A
以
内
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

(
5
)
作
動
時
に
キ
シ
ミ
等
の
異
常
音
、
振
動
、
発
熱
等
を
発
生

す
る
こ
と
無
く
作
動
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

1
.
ｱ
ﾙ
ｺ
ﾞ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ｽ
循
環
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ﾜ
（
A
,
B
号
機
）

(
1
)
外
観
に
つ
い
て
目
視
に
よ
り
検
査
を
行
い
、
著
し
い
変

形
、
有
害
な
損
傷
、
腐
食
、
漏
れ
等
の
有
無
、
据
付
け
状
態

を
確
認
し
た
。

(
2
)
分
解
検
査
を
行
い
、
各
構
成
部
品
に
損
傷
、
磨
耗
、
腐
食

等
の
有
無
を
目
視
、
浸
透
探
傷
試
験
等
に
よ
り
確
認
し
た
。

(
3
)
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ﾜ
単
体
内
部
に
0
.
7
5
㎏
/
c
㎡
G
加
圧
し
、
漏
洩
量
が

1
×
1
0
-
3
a
t
m
c
c
/
s
e
c
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ﾜ
配
管
接
続
後
、
内
部
に
0
.
3
5
㎏
/
c
㎡
G
加
圧
し
、
漏
洩

に
よ
る
発
泡
及
び
圧
力
降
下
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
4
)
5
0
0
V
ﾒ
ｶ
ﾞ
ﾃ
ｽ
ﾀ
ｰ
に
て
絶
縁
抵
抗
値
を
測
定
し
、
5
M
Ω
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
5
)
連
続
運
転
を
行
い
、
各
検
査
項
目
の
測
定
を
行
い
基
準
値

以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ﾜ
本
体
及
び
冷

却
ﾌ
ｧ
ﾝ
運
転
中
に
異
音
、
異
常
振
動
、
異
常
発
熱
等
の
発
生
が

な
く
円
滑
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
1
)
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
駆
動
機
構
駆
動
軸
（
ｼ
ｬ
ﾌ
ﾄ
）
の
ネ
ジ
ヤ
マ
が
合

わ
ず
交
換
で
き
な
か
っ
た
。

(
1
)
　
台
形
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｷ
ﾝ
、
丸
ｺ
ﾞ
ﾑ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
、
O
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
、
ｵ
ｲ
ﾚ
ｽ
軸
受
、
座

金

記
録
な
し

－
点
検
機
器

点
検
結
果

（
要
約
）

（
数
値
）

交
換
部
品

点
検
項
目

－ －
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